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阪神 ・ 淡路大震災復興誌
[第6巻]の発行によせて



1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、 阪神 ・ 淡路地域 を 襲い 多 く の
尊い命 を 奪 っ た大地震か ら 早 く も 7 年以上の 歳 月 が経ち ま し た 。

こ の 問、 被災地で は 、 囲内外か ら の力 強 い ご支援の も と 、 互
い に励 ま し 助 け 合 っ て創造的復興への懸命 な 努力 を 重 ね て ま い
り ま し た 。 2000年 に は 、 震災復興の シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト の一
つ で あ っ た淡路花博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J が大成功 を 収め
る な ど、 そ の成果は着実 に 実 を 結 び、 い ま 本格復興へ の 道 は 大
き く 進展 し つ つ あ り ま す。

し か し な が ら 、 被災者の生活再建や 、 心の ケ ア の 問題 な どの
課題が残 さ れて い る の も 事実です。 ま た 、 三宅 島 のi噴火や芸予
地震、 東海豪雨 な ど、 数多 く の 自 然災害が国 内 各地で起 こ る な
ど、 防災の重要性 を 改め て認識 さ せ ら れ ま し た 。

こ う し た な か、 本年 4 月 に は 、 震災の貴重 な 経験 と 教訓 を 共
有財産 と し て 承継 し 、 国 内外の災害 に よ る 被害の軽減に貢献す
る た め の拠点施設 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震 災記念 「人 と 防災未
来 セ ン タ ー 」 がオ ー プ ン し ま す。 世界の各地 か ら の支援 に励 ま
し 、 支 え ら れた被災地 に と っ て は 、 大震災か ら 学ん だ教訓 を伝
え 、 国際的 な 貢献 を 果 た し て い く こ と が責務で あ り 、 こ の セ ン
タ ー での成果が、 世界中 に 生 か さ れて い く こ と を 願 っ て や み ま
せ ん 。

さ て 、 兵庫県 と 神戸市 を は じ め被災10市10 町 に よ っ て 設立 さ
れ た 当 協会 で は 、 板神 ・ 淡路大震災か ら の復 旧 ・ 復興状況や震
災か ら 得 ら れた様々 な 教訓 を 踏 ま え 、 広 く 情報発信 し 、 後世に
伝 え て い く こ と を 目 的 と す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 の作
成 を 行 っ て い ま す。

こ の 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [ 第 6 巻JJ は 、 2000年 4 月 か
ら 2001年 3 月 末 に 至 る ま で の l ヶ 年 を 対象 に し て 、 既存資料や
取材 を も と に 可能 な 限 り 客観的 な復興の過程 を 記録 し た も の で
す 。

本書が大い に 活用 さ れ る こ と を期待い た し ま す と と も に 、 皆
様の さ ら な る ご支援 と ご協力 を賜 り ま す よ う お願い 申 し 上 げ ま
す 。

2002年 3 月 31 臼

財 団法人 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会
理事長 Z主将、 信雄

5 
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2000年4月1日から2001年3月紅白までの出来事



L�_�叫4月山

2000年(平成12年)

(注) 0イ ン フ ラ 等の復!日 復興
会文化財等の復旧 ・ 復興
③住宅復興関係の出来事
※生活復興関係、の出来事
ム経済復興関連の出来事
っその他の主要な出来事

4月1 日(土) I 0兵庫県は、 本庁組織の大規模機構改正を行う
く〉神戸 市中央消防署の新庁舎が竣工し、 業務を開始 する

介護保険制度がスター卜する
2 日(日 ) I (QJ御菅西 地包(神戸 市長田区)の共 同再建住宅に地域の交流 施設「プラザ 5(フア

イブ)J がオープンする

3 日(月) I ム震災で大きな被害を受けた湊川中央小売市場 (神戸 市兵庫区)の権利者でつ

くる市役J地再開発組合の再開発ビル「ハートフル湊]11 Jが完成する。(居舗のオー

プンは 7 日 )

4 日(火)

5自(7}く)
6 日(木)

7 日(金)

8 日(土)

9 日(日 )

15日(土)

17日(月)

19日(水)

20日(木)

。兵庫県は、「ひょうごキャリアアップ・ プログラム 」の採用第 1 号となった

嘱託職員1 20人への辞令 交付式を行う

兵庫県教育委員会は、北海道教育委員会の要請を受けて「震災・ 学校支援チー

ム(EARTH)の教諭ら 3 人を4/4から4/6まで派遣する

自毘党、 公明党、 保守党の連立による森内障が発足。
被災地 NGO 詩働センターに加盟する20団体が「市民版生活支援センター」

を設立する

ム兵庫県は、 1995年を調査年とする平成 7年県産業年間表の概要を発表する。

県内生産額は37兆9，550億円で前回調査 (1990年比)2 .9 % 増と全国の伸び率

(7 .1 %)を大きく下回ったことが明らかになる

トルコ 外相が兵庫県庁を訪れ、 貝原 知事に支援への感謝を伝える

被災労働者ユニオンが「仕事と暮らし」について、 復興住宅íHAT神戸 J(神

戸 市中央区)の住民を対象に行ったアンケ ート調査。 問答 者の約 6割が無職

震災復興土地区画整理事業 地区の御菅東地区(神戸 市長田匿)の共 同住宅「み

すがコーポ」の完成式が行われる

震災復興土地区画整理事業地区の鷹取東第一地区 (神戸市長田区)の共 同住

宅「ボシュケ鷹取・ イレブン若松 J と「グ レイス若松」の完成式が行われる

神戸 市は、 4 月l日 付けで設置した神戸 市震災復興推進本部(本部長:笹山

幸俊市長)の第 I回会議 を開催する

ム国際どジネスサポートセンター(仮称)1 期棟の起工式が、建設予定地のポー

トアイランド第2 期で行われる

※神戸 市兵庫区の貸 家を失った所有者が、 震災当日 の火災をめぐり神戸市民生

協に火災保険の支払を求めた訴訟で、 神戸 地裁は原告の請求を棄却する

北海道は、 有珠山噴火災害で、 虻田町に「被災者生活再建支援法 」を適用 す

る

ム (財)阪神・淡路産業復興推進機構は、 震災からの復興を国内 外へ PR する

とともに、 被災地の観光振興を関る íSee HANSHIN A W A]I キャ ンベーン」を

その待。全記録 9 



2000年(平成12年)

6月からスタートさせることを発表する

22日(土) I CQJ神戸市兵庫区の本 町公園に残っ ていた震災の後の「旧避難所」の住民が建物

を撤去し、 すべての避難所が 解消する

24日(月) I ※ (財) 販神・淡路大震災復興基金は、 震災後に県外に転居した県外被災者に
ついて、 「被災者自立支援金」の申請期限 を2005年3月末ま で延長すると発表
する

日(火) I 0兵庫県は、「阪神・淡路大震災復興計画後期 5 カ年推進プログラム策定 委員

会 J (委員長:新野幸次郎神戸大学名誉教授) を設置し、 第1回全体会議 を開

催する

ム困、県、被災10市10釘など関係66団体が参加する'See HANSHIN A WAJIキャ

ンベーン」の実行委員会設立総会が神戸市内で関擢される

※神戸市東灘区魚崎北町の住民が、 震災当日 の火災をめぐり安田火災海 上保険

など、 損保会社13 杜に支払を求めた訴訟で、 神戸地裁は、 原告54人 のうち51人

の語求を棄却。 残る 3 人の請求は認め、 保険金の支払いを命じる

26日(水) I 大阪 府は、「被災者自立支援金」の申請期限を延長する方針をl冨める

※神戸市灘区篠原南町の住民が震災当日 の火災をめぐり神戸市民生協や損保会

社など11 杜に支払を求めた訴訟で、 神戸地裁は、 原告10人の内7 人 の語求を棄

却。 残る 3 人の請求は認め、 保険金の支払いを命じ る

27日(木) I 神戸市教育委員会は、 実際に使用 された仮設住宅を、 神戸市西区の市立神出

自然教育園に移設し「震災学習棟」としてオープンする

28日(金) I 震災復興の再開発事業が進む六 甲道駅南 地区 (神戸市灘豆) で、 再開発ピル

「ウェルブ六 甲道二番街」の完成式が行われる

29日(土) I 政府は、 平成1 2年春の叙勲の受賞者を発表する。 石原信夫(財) 阪神・淡路

大震災記念協会 理事長が勲一等地日 大綬章を受章

ら月 1 日(月) 1 0兵庫県は、 アメリ カ・ワシントン州と防災担当職員の交流などを定めた「防

災協力に関する 合意書 」を 9 Bに結ぶと発表する

兵庫県は、 芦屋 市内の団体からのNPO 認証申請について書類にE最偽の内 容

が含まれているとし て設立を認めないことを決定する。 特定非常利活動促進法

が施行された199 8年1 2月以降、 県内では初めての不認証となる

2 日(火) 1 0神戸市は、 市民と専門家を交えたワークショップなどを重ねながら昨年度に

実施した震災復興の総括・ 検証の報 告書を発行する

9 日(火) I ※神戸市東灘区魚i崎北町の住民23人が、 4 月25日 の神戸地裁の判決を不服とし

て、 大阪高裁に提訴する

※神戸市灘民篠原 南町の住民5 人が、 4月26 臼の神戸地裁の判決を不眼として、

大阪高裁に控訴する

。震災からの復興の感謝の思いを伝えるため、 20昨年1 月17日 から神戸市で始

まる「神戸21世A紀・復興記念事業 」のシンボルと、 愛称、' KO BE 2001 ひとま

ち・みらい」が決まる

11日(木) I 0麓災 で大きな被害 を受け、 再建が進められていた神戸市立西市民病院 (長田
区) が整備 を終え、 5年4ヶ丹ぶりに全診療科 で診察 を再開する

15日(月) 1 0神戸市が発表した5/1現柱の 推定人口によると、 中央区の人口が111，563人と
なり、 阪神大震災直前の人口 を初めて上田ったことが明らかになる (北区・西

10 その時。全記録
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区を除く7 1X で初めて )
四 (水) I ム神戸 市が建設を進めてきた「神 戸 市復興支援工場 J (兵庫区)の全 4 棟が完

成し、 竣工式が行われる

19日(金) I 兵庫県は、 米 国 ワシントンナ1'1、 カリフォルニア州との防災協定に基づき、 紡

災担当職員 1 人を 7月 1 日 から11月末まで5ヶ月 間派遣することを決める

26日(金) I ※「生活復興資 金貸 付 J の最終実績がまとまる。 1996年1 2月の制 度開始 から200 1

年2 月末 の制 度終了までの聞で、 貸 付件数は 2 万 7，582件。 総額516億1， 400万

円

29 日(月 o'神 戸 21 世紀 復興記念事業 」の PR をする ' KO BE 2001 ひと まち・み

らい情報プラザ」の開所式が行われる

6月2 a (金) I 衆議院が解散する
0摩耶ケ ーブル・摩耶ロープウェーの復旧工事開始を前に、 摩耶ケ ーブル下駅

で工事の安全祈願式が行われる (工事は5 日 から)

9 日(金 ム兵療県は1999年1 2月に実施した「被災地休蕗業蕗工業者実態調査」での調査

結果を発表するO 震災後、 県内の被災地10市10町で被災後やむなく 営業を中止

したり庖を移転したりした商 工業 者4 万 8，960事業所のうち、現在72，3%にあ

たる 3 ]55， 422事業所が県内で操業し、 約 1 万3，500事業所は休・ 廃業したり、

所 在不明となっており、 休・ 廃業者のうち約9 割が再開の予定はないと回答 し

ていることが明らかになる

ムさくら銀行は TBOにより、 みなと銀行を傘下に入れることを発表する

O兵庫県立神戸 生活創造センターが神戸 クリスタルタワ ーに開設される

15日(木) I トルコのサ カリ ア県から、 キラチェ知事を団長とする防災や 復興対策の調査

団が、 兵庫県庁や神戸市役所を視察する

22日(木) I 阪神 淡路大震災と米 カリフォルニア州 ノース1)ツジ大震災を研究する共

同チームが、 震災後の倍づくりを比較する フォーラム「復興まちづくりの日 米

比較 J (神戸大学都 市安全研究センターと兵庫県、が主催)が、 フェニックスプ

ラザ(神戸市中央区)で開催される

23日(金 兵庫県は、 阪神 ・ 淡路 復興計画 (後期 5ヶ年)の策 定のため、 県民の意見を

開く「阪神 地域 ・ 公開フォーラム J を開催する

2 5呂(日 ) I 第42 回総選挙実施
26日(月) I 0神戸市議 会は、 震災の復興対策に寂り組んできた「復興委員会 」を向日 付で

解消することを決定する

28日(水) I 兵庫県は、 原子力防災計画の策定のため、 第1回専門 委員会 (能沢正雄委員

長:高 度情報科学 技術研究機構顧問)を開催する

29日(木) I 0土木学会、 日 本建築学会、 地盤工学会、 日 本 地震学会、 日 本機械学会の 5 学

会が共 同でまとめた「阪神 ・ 淡路大震災調査報告書」全26巻が完成し、 県と被

災10市10町に寄贈する

30日(金) I ※県内初の都市型駐住所となる兵庫署キヤナルタウ ン駐在所 (神戸 市兵庫区)

の問所式が行われる

0国土庁は、 震災に関する各種の情報 約9千 点を体系 的に整理した「阪神 ・ 淡

路大震災教訓情報 資料集 」をまとめ、 インターネットで閲覧できるようにした

ことを発表する

その時。全記録 1 1  
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7月l日(土) I 明石淡路 フェリー株式会社が、 明石 一岩屋 間のフェリー航路を引き継いで就

航する。 愛称を「たこフェリー」 に変更する

4 E3 (火) I 第2次森内簡が発足する
7 日(金 o兵庫県が工事を進めていた河川トンネル「会下山 トンネルJ(神戸市兵康区)

が貫通する

8日(土) I 震災から2千日自
三宅島・雄山が噴火

10日(月 く〉神戸市が掲げる 医療産業都市構想、 の中核路設「先端医療センター」 の建設工

事が始まる

1 2日(水) I ム そごうグループは東京 地裁に民事再生法の適用申請を行い財産保全命令 を受

ける

問(木) 1 0神戸市茸水区では初めての民間による市街地再開発事業の中心ピルが、 ]R

舞子駅周辺 で着工 される

17 E3 (月) I 震災から4 年半が経過
西宮市は、 NTTド コモ の1 モード を利用して携帯電話 で地震 情報 を発信す

る「ふろむ西宮」 を開始 する

1 8日(火 o全国の知事が一堂 に会して地方自治体が抱える 課題 などを話 合う「全国 知事

会 」 が開催され、 共済を軸とした災害時の住宅再建支援制 度の設置などを含む

22項 目の国への要望を取りまとめる

19日(水 42年ぶりの新しい額面の紙幣であるr2千円札」の発行が始まる
ム震災で大きな被害をうけた神戸市長田区で、 ケミ カルシューズ産業の援興シ

ンボル「シューズプラザ、」と 、 商 業活性化 の中核施設「アジアギャ ザ1)一神戸」

の竣工式が行われる ('シューズプラザ」のオープンは20日 から r アジアギャ

ザリー神戸J のオーブンは同日 より)

24日(月) I 神戸都市計画審議 会 は神戸市長田区の]R 新長田駅南・東地 昆と西 地区の地

亙計画を決定する

26臼(水) I 0神戸市は、 建設中の市営地下鉄海岸線を2001年7月に開業し、 愛称は「引ミ

もめ」 に決定した ことを発表する中国・問JlI省 から王子動物隠(神戸市灘匿)

にやって来たジャ イアントパンダが、 阪神・淡路大震災の遺児らに公開される

( 一般公開は28日 から)

ム神戸税関は、 神戸 港の2000年1 � 6月の貿易総額が3 兆l億 8 百万円、 前年

比周期比0 . 2%増であるる ことを発表する

27日( 休木 ム神戸市は、 2紅I凶m附日伊依j士侃:

長 新新野幸次部神戸大学名誉教授) を設置し、 第l 囲総括会議 を開催する

28日(金) I ム中小企業庁は、 今月末で期眼切れとなる被災中小企業向けの 政府系 金 融機関

の災害復旧貸 付の受付期聞を、 200 1年7月末まで延長する ことを発表する ( 6 

度 目の期 間延長)

8 月 1 日(火 震災から復興途上にあるトルコで、 防災体制の整備や復興計画を担当する 政

12 その時。全記録

府職員ら 3 人が、 4ヶ月 間、 兵庫県庁で、専門研修 を受けるO 自治省 が行う海 外

自治体との職員交流で、 新設された防災部門の研修 員第1 号

※神戸市は、「生きがい対応現デイサーピス」 を、 NPO法人「コミュニテイ ・

サポートセンター神戸 (C S 神戸)J に 委託する (市がNPO に初 委託。 政令 指
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定都市では)11崎市に続いて 2番目)

5 日(土 神戸市の裾査により 、 市営の復興住宅での独語 死が昨年4月 からの 1 年4 カ

月の需に43人に 上ることが明らかになる

8 R (火) I (QJ建設省 は、 災害 公営住宅の家賃低減措置について、 )順次期 限切れとなる2001

年7月以降も 5 年間継続し、 実質10年間の家賃軽減措置とする方針を明らかに

するO 山下彰啓神戸市助役が死去

間(木) I 0200] 年7月に開通する神戸市営地下鉄海岸線のレールを敷く軌道工事が全 線

で完了し 、「全 線 レール締結式」が行われる

16 B (水) I 0兵庫県は、 1999年度予算の決算見込みを発表する。 一般会計の実質単 年度収

支は 2 年連続の赤字で、 赤字額は 2億 2， 000万 円となる

兵庫県は、 自治省、の統一基準に沿 って、 資産と負債の状況を表した1999年度

末時点のバランスシートを、 初めて作成し発表する。 資産は 6兆 2，700億 円 、

負債は 3兆9，903信、 円

17日(木) I 0神戸市は、 1999年度の決算見込みを発表する。 一般会計の実質収支がl憶 2

百万 円の黒字 (1997年度は約 7億 円の赤字)と 2 年ぶりに黒字に転 換するが、

財源不足に伴う基金取り崩しなどは、 289億 円 と震災直 後の1995年度以来 4 年

ぶりの高水準に達する

1 8日(金) I 0兵庫県は、 γ 阪神 淡路震災復興計画J ( ひょうご、フェニックス計画)の後期

5ヶ 年の効率的推進のため検討を進めている推進プログラムの中 間報告を公表

する

三宅島の雄山が噴火する

22日 (火 震災を教訓iに造られた、 全屈の自治体拐の災害対策専門庁舎「県災害対策セ

ンター」の完成式が行われ、 業務を開始する

23日(水) I (QJ兵庫県と神戸市は、 災害 援興公営住宅の家賃軽減に関して、 政令月収 8万 円

以下の入居者を対象に 、 災害特別減免を今後 5 年間延長することで関係14市町

と 合意する

24日(木) I (QJ兵庫県は、 災害 復興公営住宅の家賃 減免の延長で、 政令月収が 8万 円を超え

る世帯に対しでも 、 今後 5 年聞は負担緩和の軽減措置を実施することを発表す

る

29日(火) I 神戸市は、 防災の日 ( 9 月 1 日 )を前に 、 震 度 6 の地震発生と台風接近を想

9 月l 日(金)

5 日(火)

1 2日(火)

13日(水)

14臼(木)

17日 (日 )

28日(木)

定した想定した総 合訪災訓練を市役所前のフラワーロードを主会場に行う

県内の防災訓練としては過去最大の規模の県防災訓練が、 阪神地区や県庁、

但馬空港で開催され 、 21万5， 200人が参加する

北海道の駒ヶ岳が噴火する

東海道豪雨

犬神戸の町のロケ撮影などに必要な使用許可手続きの無料代行や撮影ポイント

の紹介などを行う「神戸フィルムオフィス」が、(財)神戸国 際コンペ ンショ

ン協会に開設さ れる

。神戸市は、 震災からの復興のため、 今年度から重点 的に取り組む施策をまと

める「復興計画推進プログラム」の中 間報告を発表する

。淡路花博「ジャパンフローラ2000Jの閉会式が行われる

く〉阪神・淡路大震災復興支援館 「フェニックスプラザ」は、 1996年7月20日 の

その待。全記録 1 3  
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開館以来の入場者が200万 人を突破したと発表する

トルコの地方自治体調査団(25自治体の首長ら37人)が、 日 本 の防砂対策を

学 ぶ ため神戸市を訪れ災害複興住宅などを視察する

30 臼(土) I 0震災復興区画整理事業で、 第 1 号の公開となった海運双子池公園で、 公匿の

完成を祝うモ ニュメントの除幕式が関かれる

10月 1 日(日 ) I cg 住宅に関する相談や 情報提供など 、 すまい相談の総 合拠点を目指す「神戸市

すまいの安心支援センター」がサ ンパル 4階にオープンする。 愛 称 は「すまい

る ネット」

0新長田駅南地肢の商庖街と 復興住宅 、 痛院などをつなぐ無料のコミュ ニ
ティーパス「買いもん 楽ちんパス」の試乗 会が行われる。 3 日 から10月30日 ま

での 2ヶ 月 間 、 週3回運行する

3 日(火) I ム 外資系企業のオフィスや 工場などの誘致拠点として、 神戸市がポートアイラ

ンド 2 期に来年夏に完成さ せ る 「国 際ビ ジネスサポートセンター(IB SC)

神戸 J に、 進出する企業が初めて明らかになる

4 B (水) I cg '自然災害 から国民を守 る国 会議員の会 」の被災者住宅再建促進小 委員会は、

議員立法で法制j化 を目指す「被災者住宅再建支援法案(仮称)J の骨子をまとめ、

被災者への支給額のうち国庫負担 は 2 分のlとし、 国の基金制 度という位置づ

けでを合意する

6毘(金) I 0神戸市は 、「後興・活性化推進懇話会」で、 復興計直後期5 年の核となる「復

興計画推進プログラム案」を発表する

鳥取県西部で、午後 1時分、 M7. 1の地震が発生。政府は 午後「官邸対策室J

を設置。 問時に「緊急参集チーム」を召集する

7 日(土) I 淡路花博のメーン会場であった淡路夢舞台(津名郡東諸町)で、j皇室「奇跡

の星の縞物館 」と「野 外劇場 」が再オープンする

10日(火) 1 0兵庫県は、 震災の教訓を内 外に発信 する阪神・淡路大震災メモリアルセン
ター(仮称)の概要を明らかにする

(注) r阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J の名称は2002年 (平成14年) 1 月 7
日 付 で 「 仮 神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災来米セ ン タ ー」 に 決定 し た

兵庫県は、 県内市町の1999年度決算見込みをまとめる。 普通会計では、 実質

収支は 6年ぶりに全市町で黒字となる。 一方地方債現在高の総額は、 過去最高

のとなる

11日(水) I 鳥取県から支援職員の派遣要請を受けた兵庫県は、 神戸市と共 同で、 職員10

人を、 10/1 1から10/1 2まで日 野町災害対本部などに派遣する

1 2日(木) I 0兵庫県は、コミュニティー・ビ ジネスなど地域に役立つ働き方を提案する「生

きがいしごとサポートセンター」を県中 央労働センター(神戸市中 央区)に開

設するO 愛称は「ワラビ、 J APEC (アジア太平洋経済協力会議 )の参加国・

池域の訪災担当者が地震防災に対する 港湾の役割を話し 合う'APEC 港湾地震

防災セミナー」が開催さ れ 、 神戸 港の復興への取り組みなどが紹される

。兵庫県は、 本庁者が環境マネジメントシステムの国 際規格 'I SO 14001 J の

認 証を取得したことを発表する。 24日 に登録証が交付される

16日(月 o医薬品の臨床試験 (治験)を行う「先端医療センター 診療所 」が神戸市立中

央市民病院(中 央区)に開設される

1 4  その時。会記録
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17日(火) I 中国の朱銘基首相が、 明石海峡大橋や神戸 港などを視察する

1 8日(水) I ム被災した中小企業の機械金属関連企業が入居していたハイテク パーク仮設工

場 (神戸市街区) が、 本 設工場の「神戸ハイテクイースト工業 団地」とし て生

まれ変わり、 記念式典が聞かれる

20日(金) I 大 (財)阪神 淡路大震災記念協会は、 甑神大震災の記録を生の映後と音声で

構成に伝え ようと、 市民らがとらえ た震災発生当時のビデオ映像などをまとめ

た「市民が撮 った震災映像アーカイブJを、阪神・淡路大震災復興支援館「フェ

ニックスプラザJ(神戸市中 央区) で常設展示・公開を始める

日(水) I ム 上海 長江交易促進フ 。ロジェクトの日 本 側組織に参加している中小企業10社

が、 中国・ 上海で共 同運営する「神戸館 (KOBE' PY AZA) Jをオーブ ンさせ

る

26日(木) I 神戸市は、 2002年に開催されるサッカーワールド カップの会場となる御崎公

園球技場 (兵庫区) の愛称を「神戸ウイ ングスタジアム」に決定する

11月2 日(木) Iく〉神戸市は、 震災復興計画( 1995-2004) の後期5年の重点臣標を定 めた「窪
興計画推進プログラム」をまと める
。兵庫県教育委員会は、震災による心的 外傷後ストレス障害 (PTSD)が疑われ、

教育的 配慮が必要な県内の小・中学生が、 3， 39 2人 (昨年度より713人減少) い

ることを明らかにする

ム 上海長江交易促進プロジェクトの 一環とし て、 神戸進出を計画していた中

国・成都市が神戸・ポートアイランド 2 期のキメックセンターピルに散在員事

務所を開設する

5日(日) I ム三ツ星ベルトが本社機能を 8年ぶり に創業の地である長田に戻し、防災訓練
などオープニングセレモニーを11'う

9 日(木) I ム菅原 市場にス ーパー形式の共 同日市「味彩 (あ じ さ い)舘 SUGA HARAJが

完成し、 竣工式が行わ れるo (オープンは21 日 から)庖舗正面の入り口わきに

は震災モ ニュメント「寅 さん記念碑」が建つ

市内で初めての住居地域での防災機能を備え た再開発ピル「ラ・トウール六

甲」の竣工式が行われる

10日(金) I 近畿府県 合同訪災前i練が近畿2)削県と福井、 三重、 徳島の各県から約9千

人が参加し、 奈良県内で行われるO

17日(金) I 神戸大学やイランの盟際地震工学研究所などの研究者が交流する「第2回目

本 イラン地域防災ワークショッブ。」が神戸市内で開催される (19日 まで)

長崎県の雲仙・普賢岳の噴火から10年を通え る r雲仙・普賢岳噴火10年復

興記念式典」が島原 市で聞かれ、「再生宣言」をうたいあげる

19日(日 ) I 西宮市長選挙実施。 即日陪票の結巣、 新人の山田知氏が初当選を果たす

20日(月) I 兵庫県は、 199 8年9 月に神戸市兵庫涯の新湊JlI で起きた水害で、 新たに被 災

者 1 人に約23万 9千 円を支払うことで示談が成立したと発表する

22日(水 o兵庫県は、販神・淡路大震災から10カ年で取り組む復興計画で、 今後の指針
となる「後期5カ年推進プログラム」を発表する

神戸市は、 平成1 2年3 月31 日現在のバランスシートを初めてまとめ公表する

24日(金 ム兵庫県と神戸市は、震災で被災した中小企業向けの「緊急災害復旧資金融資」

について、 来年3月以降に期 限を迎え る元 本返済の据置期 間と返済期聞を、 そ

その時。全記録 1 5  
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れぞれ 1 年間延長することを明らかにする。

向融資の延長は昨年に続き 4回目 (申請受付は2001年1 月 4 日� )

兵庫県の呼びかけによる 「ごはんを食べよう国民運動推進協議 会J(会長:

木村尚三郎東京大学名誉教授) が、「阪神・大震災直 後、 おむすびに託された

をいつまでも忘れないために」と理由付けされたl月17 R を 「おむすびの

臼 」 とすることを決める。

27日(月) I 大 (財)阪神・淡路大震災記念協 会は、 震災から 6年を迎える来年1 月17日 を

中心に計画 されている記念事業 (追悼 式典を徐く) として、 68事業が予定され

ていることを発表する

28日(火) I 0神戸市議 会本 会議で震災復興土地区画整理事業の神戸市内11区画 の仮 換地指

定率が平均で70%に達したことが明らかになる

1 2月l日(金) I 尼締公害訴訟は原告と国側が和解する

4日 (月 g国土庁が設置する 「被災者の住宅再建支援のあり方に関する 検討委員会J (委

員長:広井11各東京大学社会情報研究所教授) は 「共助による 相互支援策」を必

要性を指摘した最終報告書を提出する

※震災復興公営住宅が並ぶ芦屋 市の埋め立て地に、 被災者のケアにあたる芦屋

署の「南芦屋 浜駐在所Jが新設され、 開所式が行われる

5 日 (火) I 第2次森改造内閣が発足する

7 日(木) I アジア各国の防災担当者が集まった「アジア訪災センターJ(神戸市) の国

際専門 化 会議が閉幕し、 カンボジア、 ネパール それぞれと防災に関する協力プ

ロジェクトを進める覚書書を締結する

震災から丸 6 年の来年1 月17日 に復興をテーマに発行されるふる さと 切手

'KOBE 2001 ひと・まち・ みらい」の 2種類のデザイン写真「神戸パンダ

(タンタン ・ コウコウ) と「輝く夜. 21 世紀神戸Jが発表される

0神戸市交通局は、 同市中央区の災害 復興公営住宅「丘AT神戸・脇の浜」と

三宮を結ぶ新路 線を、 今月20日 から運行すると発表する

8 日(金 ※神戸市灘区の震災復興公営住宅I-IAT神戸灘の浜に灘署の' I-IAT神戸灘の浜

駐在所 」が新設され、 閉所式が行われる

出(月) I 時国 在住の少女画家アレキサ ンドラ ニキータさんが、 大震災で亡くなった

加藤はるかさん(当時11歳 ) の鎮魂を祈って描いたヒマワリの油絵が神戸市役

所に 届き、 はるかさんの母に披露される。

く〉神戸市灘註の神 前町 2丁目 北震災復興土地豆画整理組 合は、 震災復興土地豆

岡整理事業が完了したことを発表する。 兵庫県内で進められている復興区画整

理事業が完了したのは向地区が初めて

12日 (火) I女第6田神戸ルミナ1)エが、開幕する (25日 まで)

14日(木 淡路花博「ジ、ヤパンフローラ2000Jの剰余 金が22億円にとり、 全額を兵庫県

16 その時。全記録

に寄付することが明らかになる

「神戸市都市計画審議 会J(会長:安田井丑作神戸大学教授) は、 灘間部な

ど10地区域400haを「防災開発促進地区」 に指定する議案などを原案どおり 承

認する

神戸市が設置する「市防災基本計画(後期)推進プログラム検討委員会J(会

長:室締益輝神戸大学都市安全 研究センター教授) は、 2001年度から5年間に
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わたる消防のあり方に関す る提言を笹山市長に答申する

15日 (金) I 0神戸市は、 国勢調査の速報債を発表する 。 市の人口はじ 493，5 95 人で震災が

起きた前回調査との比較では約 7 万人の増加。 震災直前の1995年1月 1日現在

の推計人口の98パーセントまで回復する

16日(土) I 0新湊川トンネル (神戸市兵庫区) が貫通し、 遊 水式が行われる

18日 (月 ) I 0兵庫県は、 国勢調査の速報債を発表する 。 県内入口は5.500，7 42人で震災が、

起きた前回調査との比較では約15万人の増加。 震災直前の1995年1月 1日現桂

の推計人口と比べても0. 4%上回る

21日(木) I 0神戸市の調査により、 市営災害復興住宅の独活死が今年度27人に 上り、 入居

の始まった199 8年度からの総計は79人 に達することが明らかになる

25日(月) I 0神戸市は11月 1 日現在の推計人口を発表し、 東灘区の人口 が、 初めて震災前

を 上回ったことを明らかに す る

27日(水) I 0兵庫県は、 震災による被害状況の変更について発表 す る 。 県内の重傷者数

10， 494人 (1，901人 増)、 全壊1 82，751 世帯(4，376世帯増) など

2001年(平成13年)
1月 6日也) I 中央省庁の再編がスター卜する 。 旧国土庁防災局が内閣府に移行し、 首相鹿

属となる

0兵庫県が震災の経験や教訓|を継承し、 防災のための実戦的な調査研究、 人材

育成、 広域支援などを行う施設として計画を進めている 阪神・淡路大農災メモ

リアルセンター (仮称) の第1期施設の安全祈願祭が\神戸東部新都心 (神戸

市中央区) で行われる

四(金 。震災の 5 年間の復興の取り組みを国内 外の専門家36人が 検証した、 兵庫県の

「震災対策国 際総 合 検証事業 」の報告書が完成 する

13日(土 大震災時の支援に対する 感謝のメッセージを、 東遊園地内(神戸市中央区) の

震災モ ニュメント r 1 ・ 17希望の灯り」の火と共に全国に 届ける'KOBE 2001 

届け!希望の灯り全国へ 」の市民ランナー結団式が東遊閑 地内で行われる

エルサ ル パド ルのサ ンミゲルの南西約100キロ沖の太平洋を震源に 午前 (日

本時間 日日未明) M7.6の地震が発生 す る

アジア 欧州会議 (A SEM) 財 務総会議 が神戸市内で開催される (14日 まで)

15日(月) I 0阪神 淡路大震災メモリアル センター(仮称) に京都大学防災研究所巨大災

害研究 センター長の河田恵昭教授が就任することが内定 す る

17日 (水 紀宮さまをお迎えし、 兵庫県のr 1・17ひょうごメモリアルウオーク震災 6

関年追悼のつどい」カf開催される

神戸21世紀・復興記念事業が開幕する 。「希望の好り」を手にしたランナー

カfスタートする O

問(木 兵庫県教 職員組 合は、「震災 教育シンポジウムー自然災害 と教育を考え

る 一」を神戸市中央区で開催 す る

19日 (金) I ム神戸市が設置する 「神戸経済新生会議J(座長:新野幸次郎神戸大学名誉教捜)

は、 経j斉の指針を示す最終提言を答申する

近年の災害事例から自治体、 市民の危機管理のあり方を探 る「地域防災シン

ポジウム J(神戸市などの実行委員会が主催)が神戸国際展示場(神戸市中央区)

その時。全記録 17 
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で開会 される

芦屋 市 富田助役が震災復興工事に絡み、 収賄容疑で 逮捕 される

21日 (日 ) I 0 ラグビーの第5 3呂全聞社会人大会で、 神戸製鋼が2年連続で鍾勝する

神戸市出身の 3 段目力士・復興ÚJが大相撲初場所で 念願の初優勝を果たす

24日(水) I 政府は、 噴火や 地震などによる災害に迅速に対応するための「危機管理 防

災関係連絡 会議 」の初 会 合を首相官邸で 聞く

26 R (金 インド西部グジャラートを震源に午 前 8時46 分 (日 本時間午後零 時 16 分)、

M6 .8の地震が発生する

29 日(月) I 0神戸シティエアターミナル ( K-CAT)が 3 月末で廃止 されることが明らか

になる

3 1日(水) I 神戸市は、 神戸 港に今年上半期 ( 1� 6月)に入 港 する不定期クルーズ割合

が、 上半期としては震災後の最多となることが明らかにする

2 月 5 日(月)

。震災で被 災した 分譲マンション「東山コーポJ(神戸市兵庫区)の建 て 替え

決議 をめぐり、 補修 を主張する住民 11人が決議 の無効の確認を求めた訴訟で、

神戸地裁は原告の請求を認める

世界各国の防災専門家が地域や洪水など自然災害への対策や 復興のあり方に

ついて話し合う「世A界防災 会議J( 政府、 兵庫県などが主催)が県立淡路夢舞

台国際会議 場 (津名郡 東浦町)で開催される

火山噴火予知 連絡会が発足以来初めて 富士山噴火について 検討する方針を決

める

11日(日 ) I 0震災で全焼した鷹取商庖街(神戸市長田区)が再建され、 復興土地区画整理

事業の完了を前に一足早く記念式典が行われる。

13日(火 o白民 党対 策チームと総務省 で阪神 淡路大震災復興基金のうち2006年6月に

運用期限を迎える六千億円部分の運用期 間を5ヶ月程度延長することで合意す

る

15日(木) I g兵庫県と神戸市は、(財)阪神 淡路大震災復興基金が民間賃貸 住宅に住む

震災の被災者向け家賃補助について、 2002年度以!巻、 支給対象世帯を 政令月収

20万円以下にし、 月 1万円の補助を 4 年間延長する内 容を発表する

20日(火) I g兵庫県は、 災害 復興公営住宅の家賃低減措置の県営住宅について、 6年目以

降の家賃の減免率などの具体内 容について発表する

。兵庫県は、 災害復興公営住宅に対 する国の家賃 減免制 定で、 適用の対象外と

なる今年4月以降の入居者について、 独自財源で同様の減免を実施することを

決める

。兵庫県が設置する「県長期ビジョン審議 会J(会長:小室豊允)は、 2 1世紀

の兵庫の指針となる「県長期ビジョン・全県ビジョン」を県に答申する

2 1日(水) I 震災復興土 地区画整理事業 地区の鷹取第一地亙 (神戸市長出区)で事業が完

了する。 自治体が主体となって行う県内 18地区の土 地区画整理事業では初めて

22日(木) I g r神戸市住まい審議 会J (会 長:安田作 ) は、 神戸市が自指すべき自標、 施

策などをまとめ市に答申する

18 その時。会記録

兵庫県の当初予算案で、 教育復興教員が新年度から27人削減して 180人とす

ること 、 明石に予定していた県立文学館をインターネット 上で開館することや 、

西宮に予定している芸術文化 センター (仮称)の整備費を当初予定の半額以下
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25日 (日)

27日(火)

28日(水)

3 月 2 l::I (金)

10日(土)

12日(月)

13 R (火)

15日( 水)

17 R (土)

18日(日 )

円凡口μハ同υ1jム

24日(土)

27司 (火)

29日(木)

30 R (金)

31日(土)

に縮小するこ と などが あ きらかになる

。ラグビーの第38田E本選手権で、神戸製鋼は昨年に引き続き優勝を果たす

く〉神戸市が「市消防計画 (後期)推進プログ ラム」を 発表

。神戸市が市営災害 復興住宅で4月以降の 入居者についても家賃軽減措置を適

用す るこ とを明らかにする

米 ワシン トン州シア トル 周辺 で 午前10時55 分 (日 本時間 3 月1日 午前 3時55

分)、 M6 .8の地震が 発役 する

外航海運中堅 の 乾汽船が本社を神戸から東京へ移転

神戸市が JR舞子駅前に建設していた 再開 発ピル 'Tio舞子J( 垂水区) の完

成式が行われる

ム神戸市の復興支譲工場で 入居企業109 杜の 訳四分 の ーに あ たる27 杜が三 ヵ月

以 上にわたって家賃を 滞納しているこ とが明らかになる

兵庫県の「阪神・淡路大震災復興計画策定調査委員会 」の委員長を務めた三

木信 」前神戸商科大学学長が 死去

森具地区 (西宮市) の震災復興土地区画整理事業の 換地計画がま とまり、 15

日 から一般公開されるO 被災地での 換地計画の確 定は、 鷹取東第一地区 (神戸

市長田区) に次 いで 2番目

く〉兵庫県防災会議で「原子力等訪災計画」案を 承認

o rまやケーブル ・ ロープゥウェー」 の営業が 再開される

※被災者復興支援会議立 ( 座長:室崎益輝神戸 大学都市安全研究センター教授)

は、 最終提言フォーラムをフェニックスプラザ(神戸市中央区) で開催する。

淡路花博「ジャパンフローラ2000 J を主催した (財)夢 の 架け橋記念事業協

会の理事会が開催され、 同協会を今月末で解散 するこ と を決める。 剰余 金など

で、 新たに (財) 淡路花博記念事業協会が 4 月に設立されるこ とが決まる

広高県南部で 午後 3時28 分 、 M6.4の地震が 発生。 最大震 度 6弱

ム (財)板神 ・ 淡路産業復興推進機構の 調査で、 被災地で震災前より 売上高が

落ちている事業所が初めて七割を 越えたこ とが明らかになる

く〉先端医療センター研究棟が 着工

広島県が地震で被害を受けた三市十町に災害救助法を適用 するこ とを決める

神戸市教育委員会の人事 異動で復興担当教員が初の減員と なり、 129 人 減の

1.330人になる

cg (財)阪神・淡路大震災復興基金が、 民間住宅家賃負担軽減措置など29事業

の延長を決める

その時。全記録 1り
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継続的地区観察による復興の分耕
大阪大学大学院工学研究科教授 鳴j毎 邦碩

1 . 鯨の観興カルテ

震災発生後、 学会 を 中心 と し て行 っ た 緊急被害実態調査が一段落 し た あ た り か ら 、 有志

が集 ま り 、 「震災復興 ま ち づ く り への提言」 を 取 り ま と め た (注 1 ) 。 こ の 中 で 、 下記に

す よ う な被災地 区 の 定期 的 な診断の必要性が述べ ら れて い る O こ の考 え に 基づ き 、 筆者た

ち は 、 緊急被害実態調査で担当 し た芦屋市 に つ い て定期 的 に復興実態調査 を 開始 し た。

「被災地 は 、 人 間 に例 え れば、 怪我人であ る O 人 間 と 同 じ よ う に 、 回復の程度 に応 じ な

が ら 、 段階段階 を 追 っ て 、 治療 を 行 っ て い く 必要があ る O そ の た め に 、 復興 の 各段階で く復

興地区 カ ル テ〉 を 作成 し 、 地 区診新 を し な がら、 計画の 目 指すべ き 方向 を 常 に再確認 し 、

復興計画 を 進 め て い か な け れ ば な ら な し ミ 。 そ し て く 復興地 区 カ ル テ〉 は そ の ま ま 、 復興の

貴重 な 記録 と も な る J o

そ の後、 兵庫県が設置 し 、 21世紀 ひ ょ う ご創造協会が運営受託 し た 、 震災復興調査研究

委員 会 に 加 わ り 、 震災復興誌等の企画編集 に携わ る こ と に な っ た。 そ の検討過程 に お い て 、

〈街の復興 カ ル テ 〉 の作成の必要性 を 提案 し た結果、 取 り 組 ん で い た だ け る こ と と な っ た

の で あ る 。

こ の く 街の復興 カ ル テ〉 の作成 の 百 的 に つ い て は 、 以下の事項が上げ ら れ た 。

① 今回 の震災で は被害が き わ め て広 域 に わ た っ て お り 、 復興の全体像 を つ か む た め に は

統計的 な 数字 に よ る し か な い 。 そ こ で い く つ かの 地 区 を 選 び出 し 、 そ こ の復興状況 を 詳

細 に調査 し そ れ を 分析す る こ と に よ っ て 、 リ ア リ テ ィ の あ る 復興状況が把握で き る O

② 複数の地 区 を 同 時 間 的 に調査 し分析す る こ と に よ っ て 、 被災地の全体的 な 復興が ど こ

ま で進 んで、い る か を 、 推測す る こ と がで き る 。

③ さ ら に そ の 分析結果か ら 読み取れ る 問題点 に 関 す る 考察か ら 、 復興へ の 新 た な 課題 を

発見 で き る O

④ こ の継続的 に 行 われる 調査の結果 は 、 復興の貴重 な 記録 と も な る O

協会の方 か ら 、 こ の調査への参加 を 呼びか け て い た だ き 、 下記の調査対象地区 と ;]:11.当 者

が決定 さ れ た 。

① 神)1市長 田 区 ・ 須磨 区 神戸 芸術工科大学

② 神戸 市二宮地 区 地域問題研究所

③ 神戸 市二宮北部地!R 武庫川友子大学

④ 神戸市東灘!R(住吉地区) 神戸 大学

⑤ 神戸市灘区

⑥ 芦屋 市
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大抜大学 小浦久子

⑦ 西宮市 大阪芸術大学 田端 修

⑧ 一宮 町 流通科学大学 三谷哲雄 ( 注 2 ) 

こ う し て 、 「倍の復興 カ ル テ』 の1996年版、 1997年度版、 1998年度版、 1 999年定版、 2000

年度版が公表 さ れて き た 。 1998年度版か ら 以降 は 、 (封) I坂神 ・ 淡路大震災記念協会が発

行者 と な っ て い る O ま た 、 1999年度版か ら 下記の グ ル ー プがカ ル テ 作成 に加 わ っ て い る O

⑨ 神戸市東難区 (東部地区) 神戸商船大学 小谷通泰

2 . 住宅復興の概況

震災か ら 6 ヵ 年が経過 し 、 復興計闘で い え ば第二.段 階 に 入 っ た 。 い わ ゆる 白 地地域 に お

け る 自 力復興は 、 震災後 3 年 を 経過 し た 時点 で ほ ぼ安定期 に 入 っ た も の と 判 断 さ れる が、

都市計画事業で援興 に 取 り 組 ん だ地 区 で は 、 震災か ら 6 年以上 を 経過 し た 今 も 、 復興は ま

だ途 ヒ に あ る O そ の よ う な 中 で、 「街の復興 カ ル テ 」 は 詳細 な 地 区 の 変容 を 観察 し 、 そ の

状況 を 分析 し て き た。

既 に 報告 し た ( 注 3 ) と こ ろ で あ る が、 震災後 に 大量 の 住 宅供給が行 わ れ、 1998年10月

時点で、 「住宅 ・ 土地統計調査」 で は241 ， 250戸、 「新設住宅着工戸数」 で は 28万戸程度。

こ れ に対 し て 推定滅失住 宅 は 136 ， 730戸 で あ る O こ の こ と は 、 震災前 の 戸 数 に 増 し て住宅

供給がな さ れて い る こ と を 示 し て い る O つ ま り 、 再建が戸数増 に つ な が っ た り 、 再建 と 宜

接 的 に は 関係 の な い住宅が数多 く 供給 さ れて い る の で あ る O

こ の よ う な住宅供給 に対 し て 、 1994年以降 に県 内他地域お よ び県外か ら 15万 6 千世帯の

住み替 え が起 き て い る O そ の多 く が借家への住み替 え で あ る O 震災後 に 行 わ れた住み替え

の 割合 は こ の調査で は 明 ら かで は な い が、 大半が震災後の も の と 判 断 し て よ い だ、 ろ う O ま

た 、 賃貸 ・ 売却用住宅の 空家が大量 に発生 し て い る O こ れ ら の こ と か ら 、 被災地 に は 、 多

く の新来居住者が流入 し て き て お り 、 地域の コ ミ ュ ニ テ イ が大 き く 変容 し て い る こ と が容
易 に想像で き る O

品方、 再建が停滞 し 、 空地が定常状態 に な っ た り 、 あ る い は 駐車場化 し て い る 宅地 も 、

各 地 区 で相 当 数み ら れる O 再建や新規の住宅建設 に加 え 、 こ う し た空地の存在が、 地域環

境 を 大 き く 変化 さ せて い る の で あ る O

復 興 カ ル テ か ら 、 復興の状況 は 以上 の よ う に概観 で き る が、 「灘区 ・ 六甲地 区」 の復興

の 詳細 に つ い て 、 こ れ ま で の カ ル テ調査 に 基づい て 、 神戸大学の平 山洋介 に 述べて い た だ

く こ と に し た 。

f患の 地 庶 も 多 かれ少 な かれ、 同 じ よ う な 状況 に あ る 。

注 1 震災復 興 ま ち づ く り への提言� ASHIYA 倶楽部、 1995年 7 月

注 2 1996年版 に は 、 田原直樹(姫路工業大学) も 参加 し て い る 。

1主 3 鳴海邦碩 「住宅復興の展 開 を検証 し そ こ か ら 学ぶべ き こ とJ rl坂神 淡路大震災復興誌J 第 5巻
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灘区@六甲地区の実態分艇から
神戸大学発達科学部助教授 平山 洋介

第一館 ケーススタヂィの概要

本章で は神戸市灘区 ・ 六甲地区 を 対象 と し た ケ ー ス ス タ デ イ に も と づ き 、 被災市街地 に

お け る 住宅再建の 実態分析 を 行 う 。 住宅復興の全容 を 理解す る に は 、 被災地域の全体 を 視

野 に 収め る マ ク ロ 分析、 被災現場の 詳細 に 注意 を 払 う ミ ク ロ 分析、 こ の双方か ら の ア プ ロ ー

チが必要 と さ れ る O こ こ で は ミ ク ロ 分析 の ア プ ロ ー チ か ら 六甲地区 の実態 に 焦 点 を 絞 り 込

み 、 そ の観察 を 具体的 に深め る と こ ろ に 主眼 を 置 い て い る 。

21世紀ひ ょ う ご創造協会、 及 び阪神 ・ 淡路大震災記念協会に よ る F街の復 興 カ ル テ 』 は

年度 ご と に発行 さ れ、 市街地再建の ケ ー ス ス タ デ イ を 継続的 に収録 し て き た 。 本章が依拠

す る ケ ー ス ス タ デ イ は そ の 一部 と し て実施 し た も の で あ る 。 (�街の復興 カ ル テ 」 に お い て

「南東地区J と 呼ん で い た 地 区 が本章 で の 「六甲地 区」 に相 当 す る O 地 区 イ メ ー ジ の喚起

を 容易 に す る た め に 、 一散 に流通 し て い る 「六甲地医」 と い う 名称 を 使用 す る 。 )

( 函1 ) 灘区六 甲地区の位置

26 第一宇t4iすまいの復興

灘区六甲地区
E:::3都市計図事業決定区域

JR線、国道、河JlI
問中何田 区境界線



調査対象 の 六 甲 地 区 は 、 ]R 娘、 国道43 号線、 石屋川 、 都 賀 川 の イ ン フ ラ に屈 ま れ、 都

市計画 の 事 業 区 域 を 除い た 77 . 7ha の エ リ ア で あ る ( 凶 1 ) 0 都市計画が適用 さ れた 区域 は

住宅復興の 条件が異質 であ る た め 、 調査対象か ら 除外 し て い る 。

六 甲 地区 の位置づけ と し て は次の 2 点が指摘 さ れ る O 第 1 に 、 震災の被害が と く に大 き

く 発生 し た地 区 で あ る O 住宅の全壊戸数の比率 は、 神戸市市街地で は23 . 5% 、 灘区市街地

で は21 . 2 % で あ っ た の に比べ、 六 甲 地 区 で は40 . 6 % に 及 ん だ、。 第 2 に 、 六甲 地区 は 一戸建

住宅、 マ ン シ ョ ン 、 木賃住宅、 長屋住宅、 併用住宅 な ど、 多彩 な 類型の住 宅 を 含み 、 同 時

に 多 数の事業所 を 立地 さ せ る 市街地で あ る 。 こ の た め 同 地 区 の 分析 か ら は市街地の復興過

程 に お け る 多様な現象の抽 出 が可能 に な る と 想定 さ れる 。

巾 地 院 を 対象 と し て 以下の 3 つ の調査 を 行 っ た 。

第 1 は 、 く 住宅再建調査〉 で あ る O ① ま ず地震直後の 1995年 1 月 末 に 建物 の被害状況 を

捉 え た。 被害の把握 は 『被災度別建物分布状況函集J (震災復興都市づ く り 特別委員 会、

1995 . 3) の被災度暫定調査 に 準 じ て い るO ② こ れ に 続い て 、 対象地区 の日視調査 を 定期 的

に行い、 建物 の再建実態 を把握 し た 。 ③敷地の基礎 的 な属性 を 明 ら か に す る た め に 、 従前

建築 の 用 途 ・ 建て方 ・ 構造等の把握、 敷地面積 ・ 接道状況の計測 を 行 っ た 。 こ こ で は原則

的 に震災以前 に 1 棟の建物があ っ た範関 を 1 敷地 と し て い る O 複数の棟で構成 さ れて い る

場合で あ っ て も 、 母屋 と 付属屋、 複数棟 の 共 同住宅地 な ど、 明 ら か に 同 ー の 敷地 と 判 断 さ

れ る 場合 は こ の 限 り で は な い 。 敷地境界 ・ 敷地而積 ・ 譲道状況等 は 、 1/2 ， 500の地形図、

住宅地図 ( ゼ ン リ ン ) 、 現地踏査に よ っ て 計測 し た。 こ の 目 視調査は 震災発生か ら 5 年後

の2000年 1 月 ま で継続 し た 。

第 2 は 、 〈 新築一戸建住宅調査〉 で あ る 。 新築一戸建住宅 は 、 震災以後 に 建築 さ れた住

宅 ス ト ッ ク の 主 要 な構成要素の 一 つ を 形成 し て い る O 震災の発生か ら 2 年半が経過 し た

1997年 7 月 時点 に お い て 、 767戸 の 一戸建住宅の新築が確認 さ れ た 。 こ れ を 対象 と し て 河

年 8 月 に 留 置 白 記式 の ア ン ケ ー ト 謂査 を 行い 、 498票 を配布 し 、 463票 (93 % ) の 回 収 を 得

た 。 主 な 調査項 目 は 、 世帯の属性、 震災発生時か ら 住宅の建築 に 至 る 経緯、 新築 し た住宅

の特徴等で あ る O

第 3 に 、 く 事業所再建調査〉 を 行 っ た 。 六 甲 地 区 は住宅系 用 途 を 中心 と し た市街地で は

あ る が、 そ こ に は 多 く の事業所が混在 し て き た 。 市街地再建 の 内容 を 捉 え る に は 、 住宅再

建 だ け で は な く 、 事業所再建の状況 に注 目 す る 必要があ る O こ の調査で は 、 ① ま ず震災前

の事業所の状況 を把握 し た 。 基礎資料 は1995年度版の住宅地図 ( ゼ ン リ ン ) で あ る O こ の

住宅地 図 は震災後の 1995年 4 月 か ら 5 月 に か け て実施 さ れた調査に も と づい て い る が、 そ

の 時点 に お い て倒壊 ・ 撤去 さ れて い る 建築 に 関 し て は 、 1993年 君主版の た め の調査結果 に も

と づ き 、 削 除せずに 記載す る 仕様 に な っ て い る O こ の 1995年度版の住宅地 図 をベ ー ス と し

て 、 上記の住宅再建調査、 及 び現地踏査 を 組み合わせ、 震災前 の事業所の存在 を確定 し 、

そ の被害状況 ・ 事業所類型 ・ 建築類理!等 を 明 ら か に し た 。 ②次 に 、 1998年10月 に現地踏査
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を 行 い 、 そ の 時点 に お け る 事業所の存在 を確定 し 、 事業所類型 ・ 建築類型等 を 把握 し た 。

第二節 住宅再建の実態分析

1 . 住宅被害の実態

こ こ で は く 住宅再建調査〉 の結果 に も と づ き 、 住宅被害の内容 を み た う え で 、 住宅再

建の進捗状況 と 内 容 に つ い て分析 を 加 え る O

六 甲 地 区 の 敷地数 は 3 ， 829で あ る O そ の罵性 を み て お く と 、 表 1 に 示 す よ う に 、 従前建

築類型で は住宅系が大半 を 占 め て い る O 専用住宅が72 . 4% 、 併用住宅が10 . 7 % を 占 め 、 合

わせて 8 割 を 超 え る O 専用住宅では 一戸建が52 . 4 % と 比率が高 く 、 そ れ以外に 非木造共同

(9 . 5% ) 、 木造共同 (6 . 7% ) 、 長屋 (3 . 8% ) 等が混在 し て い る O 敷地面積は60m2未満が38 . 5% 、

80m2未満が56 . 5% であ り 、 狭小敷地の比率が高 い 。 接道状況で は 4 m 未満の接道不良の敷

地が26 . 2% を 占 め て い る O 全体 と し て 、 こ の地 区 で は 一戸 建住宅 を 中心 と し て多様な類型

が混在す る 住宅系 の市街地が形成 さ れ、 敷地の狭小性、 接道不良等の問題が存在 し て い る
と い え る O

(衣1 ) 敷地属性の構成比と全半壊率

戸 建

長 屋

ァド iを 共F 河
非 木 造 共 同
併 用 住 弓�ユ， 

ゴド 役一 'B 
.!tt Eド 場
そ の 他 ・ 不 明

〈敷地面積〉

40 ば 未満
40m' � 60 m2 未満

60m2 � 80m2 未満
80m2 � 100m2 未満

〈接道状況〉

4 m 未満
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敷 地 数 総 計

2 ， 005 <52 . 4 %> 
145 < 3 . 8%) 

255 < 6 . 7 %) 

364 く 9 . 5%)
408 <10 . 7 %> 
308 く 8.0%)
251 < 6 . 6 %) 
93 く 2 . 4 %)

517 <13 . 5%) 
958 く25 . 0%>
690 く18 . 0%)
360 く 9 . 4 %>
512 <13 . 4 %) 
792 

1 ， 002 <26 . 2%) 
783 <20 . 4 %) 

1 ， 1 19  <29 . 29も 〉
925 <24 . 2%) 

3 ， 829 <100 . 0%> 

(100 . 0 % )  1 .318 (65 . 7 % )  
(100 . 0% )  1 17  (80 . 7 % )  
( 100 . 0 % )  229 (89 . 8% )  
(100 . 0 % )  92 (25 . 3 % )  
(100 . 0% )  262 (64 . 2% )  
( 1 00 . 0% )  130 (42 . 2 % )  
( 100 . 0% )  
( 100 . 0 % )  59 (63 . 4 % )  

(100 . 0 % )  369 (71 . 4%)  
( 100 . 0% )  6 1 5  (64 . 2 % )  

(100 . 0 % )  447 (64 . 8% )  
(100 . 0% )  210 (58 . 3% )  
( 100 . 0% )  271 (52 . 9 % )  

293 (37 . 0% )  

( 100 . 0% )  680 (67 . 9 % )  

(1 00 . 0 % )  412  (52 . 6% )  

( 100 . 0 % )  659 (58 . 9 % )  
( 100 . 0% )  454 (49 . 1  % )  

(100 . 0 % )  2 ， 205 (57 . 6% )  



震災 に よ る 被害状況 を み る と 、 全敷地 に お け る 全半壊率 は57 . 6 % に達 し 、 被害が き わ め

て 大 き い こ と が確認 さ れる O 震災の影響 は 地立の 中 に 一様 に 生 じ た の で は な く 、 敷地の属

性 に 応 じ た 明確 な 格差 を 示 し て い る O 従前建築類型で は 長屋、 木造共 同 に お い て全半壊率

は 突 出 し て高 く 、 80 . 7 % 、 89 . 8% に及ぶ。 こ れ ら の住宅ス ト ッ ク は い わ ば全滅 し た状態 に

あ る O こ の地 区 の主流 を 占 め る a戸建 に お い て も 全 半壊率 は65 . 7% と 高 く 、 被害は非常 に

大 き い 。 敷地面積 と 全半壊率 に は 明快 な 相 関 関係があ り 、 敷地が小 さ く な る ほ ど大 き な被

害が発生 し て い る O 敷地面積150m'.I2J、上で、 は全半壊率 は37 . 0 % で あ る の に 比べ 、 40� 60 ば

で は 64 . 2 % 、 40m2未満で、 は 71 . 4 % と な っ て い る 。 接道状況 で は 前面道路幅 が 4 m 未満 の 敷

地 に お い て被害が大 き く 、 全半壊率 は67 . 9% を 示 し て い る O

こ れ ら の点 か ら 、 被害は全体的 に 大 き し な かで も 長屋、 木造共 同 、 一戸建であ っ た敷

地、 あ る い は狭小、 接道不 良等 の 問題 を と も な う 敷地 に お い て 壊滅的 な 状態が発生 し た と

い え る O 長屋、 木造共同等の住宅 は建設年次が古 く 、 老朽化が進 んで、 い る こ と が全半壊率

を 高 め る A 因 に な っ て い る と み ら れ る 。 敷地面積、 接選状況等の指標 は そ れ 自 体が全半壊

率 に 影響す る と は い え な い。 狭小、 接選不良の敷地で は被害が強 く 現れ る 属性の住宅が多

く 存在 し て い た と 考 え ら れ る O

2 . 住宅再建の進捗状況

で は 、 こ の よ う に強 く 被害 を う け た市街地 に お い て 、 住宅再建は どの よ う に進展 し て き

た の か。 表 2 は 、 1995年 7 月 か ら 2000年 l 月 ま での 期 間 に お け る 全敷地の状況の変化 を 示

し た 基礎 的 な デー タ で あ る O 新 し い建築物 に つ い て は 、 調査時点 に お い て 着工 さ れて い る
も の を カ ウ ン ト に含め て い る O こ れ に よ れば、 1995年 7 月 時点 で は 「解体後放置J の 敷地

が46 . 9% に 及 び、 市街地がい わ ば “原 っ ぱ" 化 し て い た こ と が分か る 。 そ こ か ら 恒久建築

が増 え は じ め 、 「解体後恒久建築J は 1995年 7 月 の 1 . 1 % に対 し て 、 1996年 1 月 は 13 . 2% 、

1996年 7 月 は 25 . 0% と 着実 に 比率 を 伸 ば し 、 震 災か ら 2 年後 の 1997年 1 月 で は32 . 3 % と

な っ て い る O し か し 、 こ れ以昨 に お け る 「解体後恒久建築」 は比率の伸 びが停滞 し た状態

を 示 し て い る O 震災か ら 3 年後の1998年 1 月 に お け る 「解体後恒久建築」 は38 . 4 % 、 4 年

後の 1999年 1 月 で は40 . 6 % で あ る o 5 年が経過 し た2000年 1 月 時点 の 「解体後↑亘久建築」

は42 . 0% で あ り 、 1998年 1 月 か ら の 2 年 間 で3 . 6% し か比率が伸 びて い な い。

恒久建 築 は 「解体後恒久建築J 以外 に 「従前建築 十 恒久建築J r l日駐車場 十 恒久建築J r l呂

駐車場か ら 恒久建築J に よ っ て現れて い る O し か し 、 こ れ ら の比率 は小 さ い 。 2000年 I 月

時点 に お い て 1 ， 706の 敷地 に恒久建築が新 た に建設 さ れて お り 、 そ の う ち 「解体後恒久建築」

が94 . 3% と 大半 を 占 め る O

2000年 1 月 ま で に全敷地 の 58 . 9 % に お い て建築物 の解体が行 わ れた 。 こ の解体敷地の 変

化の過程 を 図 2 に 示 し た 。 「解体後恒久建築」 は確実 に増加 し て い る が、 震災か ら 2 年後

の 1 997年 1 月 以 降で、 は比率の伸 び、が鈍 っ て い る o 1998年 1 月 か ら 2000年 1 月 ま で の 2 年間
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(表2 ) 全敷地の状況の変化

被害小 被害小
-放置 -修繕

1995年7月 1，048 217 
(27.4%) (5.7%) 

791 410 

全半壊 全半壊
-放置 -修繕

155 107 
(4.0%) (2.8%) 

43 \ 143 

従前建築| 慨築戸時築

J恒久建築;仮設 新駐車場

2 9 。
(0.1 %) (0.2%) (0.0%) 

10 I 18 

従

道

11l建

路

築
恨
解

久
体

僻
後 解体後 解体後

仮設建築 駐車場

194 
(0.0%) I (1.1%) (5.1 %) (0.0%) 

。 506 251 33 1996年l月 (20.7%) (10.7%) (1.1%)1 (3.7%) (0.3%)1 (0山) (0.0%) (0.0%) (13.2%) (6.6%) I (0.9%) 
744 19961ド7月 (19.4%) 

1997年1月 728 
(19.0%) 

436 29 
(J1.4%) (0.8%) 

ω 22 
(11.6%) I (0.6'治)

144 
(3.8%) 

16 I 18 
(0.4%) I (0.5%) 

20 
(3.9%) I (0.5%) (0.5%) 

5 。
(0.1 %) (0.0%) 

3 O 
(0.1%) (0.0%) 

958 221 
(25.0%) (5.8%) 

1，238 1 185 
(32.3%) 1 (4.8%) 

78 
(2.0%) 

117 
(3.1 %) 

1997年7月 709 449 21 143 \ 26 16 4 ! 2 1，394 I 155 I 136 
(36:4%) I (4.0%) I (3.6%) (18.5%) (11. 7%) (0.5%) (3.7%) 1 (0.7%) (0.4%) (0.1 %)! (0.1削

1998i]つ1月 695 446 19 143 27 14 4 2 1，469 129 173 
(18.2%) (11.6%) (0.5%) (3.7%) (0.7%) (0.4%) (0.1%) (0.1 %) (38.4%) (3.4%) (4.5%) 

1998年7月 692 445 19 142 27 14 6 2 1，514 128 185 
(18.1 %) (11.6%) (0.5%) (3.7%) (0.7%) (0.4%) (0.2%) (0.1%) (39.5%) (3.3%) (4.8%) 

1999年1月 685 445 18 14 6 2 1，556 124 205 
(17.9%) (11.6%) (0.5制 (3.7%) 1 (0.7%) (0.4%) (0.2%) (0.1 %) (40.6%) (3.2%) (5.4%) 

680 I 443 I 14 I 145 29 I 12 I 2 1999年7月 (17.8%)1 (11.6%)1 (0.4%)1 (3.8%) (0目8%)1 (0.3%)1 (0.1%) (0.1 %) (11.4%) I (3.0%) 1 (5.9%) 
2 2ωo年1月 6ペ 凶 l4 l 山

(17.7%) 1 (11.5%) 1 (0.4%) 1 (3.7%) 
30 12; 5 

(0.8%) I (0.3%) I (0.1%) (0.1%) (42.0%)1 (2.9%)1 (6.1%) 

1解体後
道路

間I�帥
放 置 後放置 場

!;i日駐車場
18駐車 十

恒久建築
!日駐十車場

築
1
恒

!日駐

久
か
建

率
ら

場

築仮設建

10駐車ら場 行 ;日駐車乞
昨日

場 Iか か その他
仮設建築 道

]995年7月 。 1，795 
(0.0%) (46.9%) 

問畔1月 ;i (0.0%) 
1，374 

(35.9%) 

1996年7月

1997年1月

1997:9三7月

1998年1月

o I 937 
(0.0%) I (24.5%) 

l 669 
(0.0%) (17.5%) 

20 509 
(0.5%) (13.3%) 

21 440 
(0.5%) (11. 5%) 

22 385 

10 204 。 20 ì 
(0.3%) (5目3%) (0.0%) I (0.5%) 

9 178 1 。 21 
(0.2%) (4.6%) I (0.0%) (0.5%) 

7 I 166 l 15 
(0.2%) I (4.3%) (0.0%) (0.4%) 

6 154 15 
(0.2%) (4.0%) (0.0%) (0.4%) 

7 150 2 17 
(0.2%) (3.9%) (0.1 %) (0.4%) 

7 149 3 14 
(0.2%) (3.9%) (0.1 %) (0.4%) 

7 149 4 14 1998年7月 (0.6%) (10.1%)1 (0.2%) (3.9%) (0.1%) (0.4%) 
17 :137 7 153 4 12 

11999年1)j (0.4%) (8.8%) (0.2%) (4.0%) (0.1%) (0.3%) 
7 149 

6 
(0目2%)

20 
(0.5%) 

13 。;
(0.3%) (0.0%) 

15 I 0 
(0山)1 (0.0%) 

30 I 18 I 0 
(0.8%) I (0.5%) I (0.0%) 

40 I 12 。
(1.0%) (0.3%) (0.0%) 

53 9 i 
(1.4%) (0.2%) (0.0%) 

58 9 I 
(1.5%) (0.2%) (0.0%) 

59 8 
(1.5%) 1 (0.2%) 1 (0.0%) 

59 ì 8 
(1.5%) 1 (0.2%) 

8 

1 
(0.0%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 
(0.2%) 

6 1999年7月 (0.4%) I (8.0%) (0.2%) (3.9%) (0.1 %)! (0.3%) I (1.6%) (0.2%) (0.0%) (0.2%) 

2000年1月1 (0.4%): (7.5%) 
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(0.2%)1 (3.9%) 
64 

(0.1%)1 (0.3%) (1.7%) 
7 oj 6 

(0.2%) (0.0%) 1 (0.2%) 

計

3，829 ! 
(100.0%) 

3，829 
(100.0%) 

3，829 
(1∞ 0%) 

3，829 
(1∞.0%)1 

3，829 
(1ω.09も)

3，829 
(100.0%) 

3，829 
(1ω 0%) 

3，829 I 
(1∞.0%) 

3，829 
(1∞.0%) 

3，829 
(1ω.0%)1 



に お い て 、 「解体後恒久建築」 の 伸 び は 5 . 5 % に過 ぎ な い。 震災発生か ら 5 年後の2000年 1

月 時点 に お い て 「解体後恒久建築」 は71 . 9 % と 約 7 訴 で あ る O そ れ./:J、外のが� 3 訴の敷地は

但久建 築 の 再建 に は至 っ て い な い 。 「解体後放置」 の敷地は確実 に 減少 し て い る が、 依然

と し て 残存 し 、 2000年 1 月 時点 で解体敷地の 12 . 3% を 占 め て い る 。

す な わ ち 、 住宅再建 は震災の発生か ら 2 年後 ま で に進捗 し 、 3 年後以降で は停滞 し た状

況 に あ る O こ の 意味で は 、 住宅再建は 3 年 間 以 内 に 「終了」 し た と い っ て よ い 。
以上の分析か ら 、 一方 に お い て 、 住宅再建が進捗 し て き た実態 を 指摘す る こ と がで き る 。

恒久建築が増 え て き た こ と は事実で あ る O し か し 、 他方 に お い て 、 依然 と し て再建 に 至 ら

な い多 数 の 敷地が残存 し て い る 状況 に 注 目 し て お く 必要があ る 。

住宅再建が 3 年 間 以 内 に 「終-了 j し た 主 な 要 因 と し て は 、 次の 2 点が推察 さ れ る O 第 l

l二、 “原 っ ぱ" の ま ま で残存 し て い る 敷地 で は 、 よ り 困 難 な 問 題 を 有 し て い る 場合が多 い

と 考 え ら れる 。 換言す れ ば、 再建が可 能 な 敷地 に つ い て は 、 す で に何 ら かの対処がな さ れ

て い る と み ら れ る O 「建つ も の は建 ち 、 建 た な い も の は建 た な い」 と い う 実惑が明確 に な っ

て い る 。 第 2 に 、 神戸市全域 に お け る 住宅需給 の マ ク ロ な 状況 を 考慮 に 入 れ て お く 必要が

あ る 。 神 戸 市 の 調 べ に よ れば、 震災 に よ っ て 滅失 し た住宅 (民 間住宅) は 総計 7 万9 ， 283

戸 であ っ た 。 こ れ に対 し て、 1995年 2 月 か ら 1998年 1 月 ま で の住宅着工の 累積戸数は11万

7 ， 125戸 に 及 ん だ、。 震災発生か ら 3 年 間 の 期 間 に 滅失戸数 を 大幅 に 上 回 る 戸 数の住宅がす

で に着工 さ れた 。 こ の住宅着工は被災者 の 需 要 に 適合 し た も の と は 眼 ら な い 。 し か し 、 マ

ク ロ な レベ ル に お い て住宅供給 は量的 に過剰傾向 に あ り 、 そ の こ と が市街地の住宅再建 を

停滞 に導 く 一 因 と な っ て い る と 推論 さ れ る O

こ れ に 関連 し て 、 駐車場の動 向 を 図 3 に 示 し た 。 従前 に 駐車場で あ っ た 敷地がその ま ま

駐車場会 と し て利用 さ れ る ケ ー ス は減少 し て き た。 し か し 、 新 た に駐車場 と し て使用 さ れ る

敷地 は増 え て い る O 駐車場の敷地総数は1995年 7 月 の214か ら 2000年 l 月 の431へ と 顕著 に

1 997年7月

1 998�手1 月

1 998年7月

1 999年 1 月

1 999年7月

2000年 1 月

司

� 

o 500 1 ，000 '''""，.，，" ' 1 ，500 2，000 2，500 (敷t地告数)

| 麹醐解体附附附後俊樹J臥|

(関2引) 解体敷地状況の推移
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増加 し 、 面積の総計 は 6 万1 ， 127m2 か ら 6 万6 ， 598m2へ と 若干 の 拡大で あ る O 小 さ な 敷地 の

駐車場の数が増 え て い る と い え る O こ の多 く は “原 っ ぱ" の 暫定的 な利用 と し て の性質 を

も っ て い る と 考 え ら れ る O
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(凶 3 ) 駐車場の推移

3 . 住宅 ス ト ッ ク の転換

住宅再建の プ ロ セ ス は被災市街地 に お け る 住宅ス ト ッ ク の構成 に対 し て影響 を 及 ぼす 。

目 視調査の結果は 、 新 た に建築 さ れた住宅は従前 の ス ト ッ ク を 再現す る の で は な く 、 そ れ

と は き わ だ っ て 異 な る ス ト ッ ク を 形成 し た こ と を 示 し て い る O

こ の点 を 分析す る た め に 、 2000年 1 月 時点 に お け る 解体建築 と 新規建築の比 較 を行 う O

こ の 時点 ま で に 解体 さ れた 建築 を 「解体建築J 、 完工 し た建築 を 「新規建築」 と し て 定義

し て い る O 図 4 は 解体建築 と 新規建築の建築類型 を 棟数ベ ー ス で比較 し た も の であ る O ま

ず、 解体建築 と 新規建築の 総数 を 比べ る と 、 解体建築 は 2 ， 2l3棟で あ る の に比べ、 新規建

築 は 1 ， 422棟 で あ る O 震 災発生か ら 5 年が経過 し た 時点 に お い て 、 新規建築 は 解体建築 の

64 . 3% の棟数に と ど ま り 、 従 前の棟数は依然 と し て 回復 し て い な い 。

次 に 、 両者の建築類型の構成が異 な っ て い る 点 に 注意 し て お く 必要があ る O 解体建築 と

新規建築の双方 に お い て 一戸建が主流 に な っ て い る O し か し 、 長屋 と 木造共 同 の 激減、 非

木造共 同 の増加等の傾向が明確 に 現れ て い る O 長屋、 木造共 同 は解体建築で は 120棟、 231

棟で あ っ た の に対 し 、 新規建築 で は いずれ も 6 棟 に 過 ぎ な い 。 解体建築 に対す る 新規建築

の比率 は長屋で は5 . 0% 、 木造共 同 で は 2 . 6 % で あ る O こ れ ら の建築類型の再建 は皆無 に 近

い。 長屋 と 木造共 同 を 合わせ る と 、 解体建築で は 15 . 9 % を 占 め て い た の に比べ、 新規建築

で は 1 % に 満 た な い 。 非木造共 同 は 解体建築 の82棟 に対 し て 、 新規建築で は 180棟 と 2 倍

以上の増加で あ る 。 建築類型の 中 で棟数が増加 し て い る の は 非木造共 同 の み で あ る O 解体

建築で は3 . 7% を 占 め て い た 非木造共j可 は 、 新規建築 で は 12 . 7% へ と 比率 を 上昇 さ せた 。
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同様の作業 を 戸数ベ ー ス で、行 っ た も の が図 5 であ る 。 解体建築 と 新規建築 の総戸数 を み

る と 、 そ れぞれ4 ， 303戸 、 3 ， 527戸 であ る 。 新規建築の戸数は解体建築の82 . 0% であ り 、 従

前 の戸数の 回復 に は 至 っ て い な い 。 上記の よ う に 、 棟数ベ ー ス で は解体建築 に対す る 新規

建築の比率は64 . 3% で あ り 、 こ れ に比べれば、 戸数ベ ー ス の比率 は 高 い 。 こ れは非木造共

同 の 増加 を 反映 し た も の で あ る 。

解体建築 と 新規建築 に お け る 建築類型の構成 を 比較す る と 、 両者の差異の 内容が長屋、

解体建築

新規建築

。 500 1，000 1，500 
日

一戸建

長選
木造共同

非木造共同
併用住宅

非住宅

。 500 1，000 

(図 4 ) 解体建 築と 新規建 築の内容 (2000年 1 月 ・ 係数)

解体建築

新規建築

1，日00 2，000 3，日00

(凶 5 ) 解体建 築と 新規建 築の内容 (2000年 1 月 ・ 戸数)

2，000 (棟)

1，500 
(棟)

4，000 戸)

木造共 同 、 非木造共同等の 集合住宅 に 関係す る 部分が大 き い こ と か ら 、 棟数ベ ー ス に お い

て観察 さ れた傾向 は戸数ベ ー ス で は い っ そ う 顕著 に 現 れ て い る O 長屋、 木造共 同 は 、 解体

建築で は 491戸 、 1 ， 076戸で あ っ た の に対 し て 、 新規建築 で は 12戸、 22戸 に ま で激減 し た 。

長屋 と 木造共 同 を 合わせ る と 、 解体建築で は36 . 4 % を 占 め 、 住宅ス ト ッ ク の 主 要 な 要素の
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品つ で あ っ た と い え る 。 し か し 、 新規建築で は 1 . 0 % に 過 ぎず、 ほ と ん ど存在 し な い に 等

し い 。 長屋、 木造共 同 の住宅 は 、 そ の類型 自 体が泊減 に 向 か っ て い る と み ら れ る O 非木造

共 同 は解体建築 の855戸 に 比べ て 、 新規建築で は 2 倍以上 の2 ， 1 16戸 に 及ぶ。 解体建築 に お

け る 非木造共 同 の比率 は 19 . 9% で あ っ た の に対 し 、 新規建築で は 60 . 0% と 過 半 数 を 占 め る 。

解体建築 に お い て 戸 数が最 も 多い建築類型 は一戸建で あ っ た 。 新規建築で は 非木造共 同 の

戸数が最 も 多 い 。

図 6 - 7 は 、 2000年 1]]時点 に お い て新規建築が完工 し て い る 敷地 に 関 し て 、 現在の 建

築類型の棟数 と 戸数の構成よじ を 従前建築類明別 に 示 し た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 建築

類型の相互聞 に お け る 移行 の 内容 を み る こ と がで き る 。 主 流 を 占 め る の は 、 非 木造共 同へ

の移行で あ る O 非木造共 同 の 増加傾向 は 、 そ の建築類型の 再建 だ け で は な く 、 他の建築類

型か ら の移行 に よ っ て促進 さ れた。 棟数ベー ス と 戸数ベー ス の デー タ を 比べ る と 、 戸数ベ ー

ス の デー タ で は 集合住宅の影響が大 き く 、 現在の建築類型 に お け る 非木造共 同 の比率が高

併用住宅

非住宅

駐車場

他・不明

言十

一戸建

長屋

木造共伺

非木造共同

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

口長E量 閤木造共同 富岡手木造共同 関併用住宅 口非住宅

(図6 ) 従前建 築類型別 現在の建 築類型 (2000年 1 月 ・ 棟数)
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(図7) 従前建 築類型 日IJ 現在の建 築類型 (20001ド 1 月 ・戸数)
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く 現れ て い る O

全体 と し て 、 新 た に建築 さ れた住宅 は 、 ①震災か ら 5 年後の時点 に お い て滅失 し た住宅

を 量 的 に 回復 さ せ る 水準 に は到達 し て い な い 、 ②長屋 と 木造共 i司が消滅 に 向か っ て い る 、

③ そ れ に代 わ っ て非木造共同が顕著 に増加 し て い る 、 等の傾向 を 明確 に 示 し て い る 。 震災

か ら の住宅再建の プ ロ セ ス を 通 じ て 、 市街地の 内 容 は 大 き く 変化 し た こ と が分か る O

第三露属 新築一戸建住宅の特性

1 . 定住世帯 と 転入世帯

次 に 、 〈新築一戸建住宅調査〉 の結果 を 使用 し て 、 震災後 に新 た に建築 さ れた 一戸建住

宅の特性 に 関す る 分析 を 行 う 。 被災市街地 に 一戸建住宅 を 新築 し た 世帯 は 、 震災以前 か ら

当該の敷地 に居住 し て い る 「定住世A帝」 が主流 を 占 め 、 同 時 に 震災以後 に転入 し て き た 「転

入世帯」 を 含 ん で、 い る O ア ン ケ ー ト 調査の対象 と な っ た新築世帯 は 全体 で463世帯、 こ の

う ち 368世帯、 79 % が定住世帯、 95世帯、 2 1 % は転入 世帯であ っ た 。 定住世帯が中心 と な っ

て 一戸建住宅の建築 を 進 め 、 そ こ に転入 世帯の動向が付加 さ れて い る 。

こ の両者の属性 を 比較す る と 、 表 3 に み ら れ る よ う に 、 異 な る 特散 を も っ て い る こ と が

分か る O 世帯類型で は 、 定住世帯 は 「夫婦 と 子J (32% ) が多 く 、 そ れ に 次 い で 「高齢世帯」

(22 % ) の 比率が高 い 。 転入世帯で は 「夫婦 と 子J (52 % ) が半数 に 達 す る O 同 じ 「夫婦

と 子J で あ っ て も 、 定住世帯は長子18歳以上の世帯が「ド 心 で あ る の に比べ、 転入世帯は 長

子 7 � 17歳の比重が大 き い。 世帯人員 で は 、 定住世帯 は 4 人以上が38% を 占 め る と 同時 に 、

2 人以下が41 % に及ぶ。 こ れ に対 し て 、 転入世帯 は 人員 数が多 く 、 4 人以 土が57% と 過半

数 に 及 ぶ 。 世帯主年齢は 定住世帯 に お い て 高 く 、 65歳以上が43 % で あ る O 転入世帯 は 相対

的 に若い 世帯が多 く 、 44歳以下が48% を 占 め る O 全体的 に み て 、 定住 世帯 は小規模 な 世帯、

高齢化 し た 世帯 を 含ん で い る の に 比べ、 転入世帯 は 「夫婦 と 子J を 中心 と し た規模の 大 き

な 世帯、 若 い 世帯が多 し、。 住宅の所有 関係 を み て お く と 、 若干の{昔地 ・ 持家 、 借家が存在

し て い る が、 定住世帯 と 転入世帯の双方 と も に持地 ・ 持家が 8 割以上で あ る 。
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(表 3 ) 定住世帯と転入世帯の比較

定住世帯 転入世帯 新築世帯
(A) (B) (A)十(B)

士子育類君�>

高齢世帝※ 79 (2 l . 5% )  4 ( 4 . 2% )  83 ( 17 . 9 % )  
単 身 (65 歳 未満) 17 ( 4 . 6 % )  4 ( 4 . 2% )  21 ( 4 . 5 % )  
犬 婦 (65 歳 未満) 39 (10 . 6% )  12 ( J2 .6% )  5 1  ( 1 1 . 0 % )  
父子 ・ 母子 26 ( 7 . 1  % )  3 ( 3 . 2% )  29 ( 6 . 3 % )  
夫婦と子 ( 長 子6歳未満) 3 ( 0 . 8 % )  9 ( 9 .5% )  1 2  ( 2.6 % )  

( 7 歳 - 1 7 歳 ) 3 1  ( 8 . 4 % )  22 (23 . 2% )  53 ( 1 l .4% )  

( 18 歳 以 と) 85 (23.1 % )  18 ( 18 . 9 ')ら ) 103 (22 . 2 % )  
3 世代 同居 61  ( 16 . 6% )  1 3  ( 1 3 . 7% )  74 ( 1 6 . 0% )  

21 ( 5 . 7% )  J 戸 ( 5 . 3 ')ら ) 26 ( 5 . 6 % )  
6 ( l .6 % )  J 戸 ( 5 . 3 % )  1 1  ( 2 . 4')ら )

1 人 53 (14 . 4 % )  7 ( 7 . 4 9も ) 60 ( 13 . 0% )  
2 人 99 (26 . 9 % )  1 6  (16 . 8% )  1 15 (24 . 8% )  
3 人 73 (19 . 8 % )  1:3 ( 13.7% )  86 ( 1 8 6

9
5
的

%

%
%
6

)

)

)

)

t

i | | 
4 人 37 (38 . 9% )  III 
5 人�J、上 17 ( 17 . 9 % )  81 
不 明 l . 4 % )  5 ( 5 . 3 % )  1 0  

く世#T主年齢〉

35 歳 未満 6 ( l. 6 % )  22 (23 . 2% )  28 
35-44 歳 26 ( 7 .1 % )  24 (25 . 2% )  50 
45 -54 歳 94 (25 . 5 % )  23 (24 . 2 % )  1 1 7  (25 . 3  
5S-64 歳 77 (20 . 9 % )  II ( 1 l . 6% )  88 ( 19 . 0  
65 歳 以 と 156 (42.5 % )  8 ( 8 . 4 % )  164 

不 明 9 ( 2.4 % )  7 ( 7 . 4 % )  1 6  

持地・持家 324 (88 . 1 9も ) 79 (83 . 2% )  403 

借地・持家 35 ( 9 . 5 % )  1 0  (10 . 5 % )  45 

借 家 3 ( 0 .8% )  4 ( 4 . 2% )  7 ( l .  5 
6 ( 1 . 6 % )  2 ( 2 . 1  % )  8 ( 1 .  7 % )  

( 100 . 0 % )  9 5  ( 100 . 0% )  463 ( 100.0 % )  

※ 高齢世上帝:余!日:帯員 が65 歳以、tで構成 さ れ る Ilt帝 (以 下 向 じ ) 。

2 . 競模@薄手態の変化

被災市街地の 一戸建位宅は どの よ う な 特性 を 有 し て い る の か。 ア ン ケ ー ト 調査の結果 は 、

新 し い 一戸建住宅が震災以前 と は大 き く 異 な る 特徴 を 有 し て い る こ と を 示 し て い る O

医 8 は 、 敷地面積、 建築而積、 延べ床面積、 |帯数等の規模 ・ 形態 に 関連す る 指標 を 表 し

た も の で あ る 。 定住世帯の 震災前 と 震災後 を よとべ る と 、 敷地面積 に 自 立 っ た 変化 は な い0
2 項道路等 に お け る セ ッ ト パ ッ ク を 行 っ た 世帯 は20 % を 占 め て い る が、 敷地面積の分布 に

大 き な 変化 は み ら れ な い 。 震災前後 と も に 60m2が 3 割、 80m2未満が半数 を 超 え 、 狭小敷地
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が多 い。 建築面積は震災前 よ り も 震災後 に お い て 明 ら か に小 さ く な っ て い る O 震災前‘では

40m2未 満 は 29 % で あ っ たのに対 し 、 震災後は18% に及ぶ。 震災以前 に建蔽率が既存不適格

で あ っ た 住宅が、 再建 に さ い し て 建築面積 を 縮小 し た も の と 考 え ら れ る 。 し か し 、 延べ床

面積 は拡大す る 傾向 に あ る 。 震災前で、 は 100m'以上の住宅は34 % で、 あ っ た が、 震災後 は41 % 

と 比率が高 い 。 こ れ に 関連 し て 、 住 宅 の 階数 を み る と 、 3 情建の増加が顕 著 で あ る O 震災

前 は 2 階建が 8 割 を 超 え 、 3 階建は 皆無 に近い状態 で あ っ た。 震災後で は 3 階建が42% を

占 め る 。 狭小敷地 に お い て 、 建蔽率の規制 の も と で、 延べ床面積の拡張が指向 さ れ、 そ の

結果 と し て 3 階建が選択 さ れて い る と み ら れ る 。

転入世帯の一戸建住 宅 は 、 定住世帯 に お け る 震災 前説 の 変化 を 促進す る 性質 を 有 し て い

定住世帯(震災前)
定住世帯(震災後)

転入世帯 L ム l 一一守一 一ー
。% 200，も 4001も 60ちも 80�も

口60111�80111未満 圏80111�100111未満

定住世帯(震災前)
定住世帯事(震災後)

転入t世帯
。『も

図40111米満

定住世帯(震災前)
定住世帯(震災後)

転入世帯
。号も

定住世帯(震災前)
定住世帯(震災後)

転入世帯事
001も

定住世帯(震災前)
定住世帯(震災後)

転入世帯

〈建築面積〉一一

2mも 400，も

口40111�60ポ未満

〈延べ床面積〉

2mも 40号も

D80111�1 00111未満

〈住宅階数〉

20�も 40% 

60�も 80号も

露60ポ以上

60% 80% 

豊富100111以上

60�も 80号も

100% 

10mも

100�も

100�も

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

(凶8 ) 一戸建住宅の規模・ 階数 ・婿造
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る O す な わ ち 、 敷地面積、 建築面積が よ り 小 さ く 、 延べ床面積は よ り 大 き い 。 3 階建の比

率 は よ り 高 く な っ て い る O 転入 世 帯 は 若 い 世帯が多 く 、 資金力 の 限界等か ら 狭小 な 敷地 を

取得 し 、 世帯人員 が多 い こ と か ら 、 そ こ に 3 階建の住宅 を 建築 し 、 延べ床面積 を 確保 し よ

う と し て い る と 推察 さ れ る O

住宅の構造 を み る と 、 定住世帯; の震災前で は ほ ぼすべてが木造で あ っ た 。 し か し 、 そ の

比率は震災後 に45% ま で低下 し た 。 こ れ に代 わ っ て増加 し た の は プ レ ハ ブ住 宅 で あ り 、 震

災後で は33 % を 占 め る 。 マ ス コ ミ 等 を 通 じ て 、 在来木造工法の住宅が大量 に 倒 壊 し た こ と 、

プ レ ハ ブ住宅の被害 は相対的 に軽微であ っ た こ と は 、 広 く 報道 さ れた 。 こ の 点 は 住宅再建

を 行 う 世帯の意識 に 影響 を 与 え た と 推論 さ れ る 。 転入 世帯で は プ レハ ブ住宅 は 17 % で あ り 、

定住世帯 よ り は 少 な い 。 転入 世帯 は 敷地面積、 及 び建築面積が き わ め て狭小 で、 あ り 、 そ れ

に合致す る プ レ ハ ブ住宅が少 な い こ と が一 因 と み ら れ る O

こ う し た傾 向 か ら 、 被災市街地 の 六 甲 地区 に お け る 一戸建住宅 は全体的 に “ ス リ ム 化" “高

容積化" “ 3 階建化" “ プ レハ ブ化" の 方 向 に変容 し て い る と い え るO 規模 ・ 形態の指標 に

つ い て は 、 定住世帯 に お け る 明確 な 変化 は 、 転入世帯の動向 に よ っ て い っ そ う 強調 さ れて

い る こ と が特{設的 で あ る O

3 . 洋賦化

さ れた 一戸建f主宅で は “洋風化" の額向が明確 に現れて い る 。 密 9 は 和 室 数 と 洋室

数 に つ い て の デー タ を み た も の で あ る 。 震災前 の 定住世帯 は和室 を 中心 と し た住 宅 に 住 ん

で い た 。 和 室 は ' 2 ・ 3 室J が56 % 、 ' 4 室以上」 が36 % を 占 め 、 洋 室 は ' 1 室以下」 が48%

であ っ た 。 し か し 、 震災後で は 和 室 の 減少、 洋室の増加が顕著 に 進 ん だ。 和 主 は 1 室以

下」 が45% を 占 め 、 ' 4 室以上J は 5 % と 皆無 に近 い 。 洋軍 は ' 2 ・ 3 室J ' 4 京以上J の

比率が43% 、 35% と 高 ま っ て い る O 定住世帯の和 室 と 洋室の畳数 を 総計 し て み る と 、 震災

前で は和室6 ， 290畳 、 洋室3 ， 582告で あ っ た の に対 し 、 震災後で は和室3 ， 559畳、 洋室6 ， 627

畳 で あ る 。 被災市能地 で は 和 室 の 縮小 と 洋室 の拡張が全面的 に進展 し た 。 転入世帯で は 洋

室 の比重がい っ そ う 高 い 。 和 室 は ， 1 室以下J が68% に 及 び、 洋 室 は ， 2 ・ 3 案J ' 4 室

以上J が59% 、 36 % と 高い比率 を 示す。

次 に 、 図 10 は 、 「和風要素」 に つ い て み た も の で あ る 。 ア ン ケ ー ト に よ っ て把握可 能 な

和風要素 と し て 、 玄 関 の 引 き 戸、 仏壇、 神棚、 和 室 の続 き 問 、 床 の 龍 、 縁側等の設誼の有

無 を 尋 ね て い る 。 こ れ に よ れ ば、 定住世帯で は震災前か ら 震災後 に か け て 、 和風要素 の 設

置率が大 き く 低下 し た こ と が分 か る O 仏壇は震災前の70 % か ら 震災後の65 % へ と 若干 の 減

少 に と ど ま っ て い る 。 し か し 、 そ れ以外の和風要素の 減少 は顕著で あ る 。 震 災前で は 引 き

戸 、 神棚、 和 室 の続 き 問 、 床 の 間等の設置率は47 � 69 % に 及 ん で、 い た の に比べ、 震災後は

23�37%へ と 大幅 に低下 し た 。 縁側 は 震災前 に 3 割強 を 占 め る 程震 で あ っ た が、 震災後 は

9 % に ま で減少 し た 。 転入世帯 に お け る 和風要素 は 設置率がよ り 低い 。 仏壇 と 床 の 間 が 3
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割前後、 そ れ以外の和風要素 は 1 割前後で あ る O

こ の よ う に 、 被災市街地の 一戸建住宅 は 、 手IJ 室 の 減少、 洋室の増加、 和 風要素の減少等

に よ る “洋風化" の状況 を 示 し て い る 。 定住世帯の震災前後 を 比較す る と “洋風化" の傾

向が明快であ り 、 転入世帯 で は い っ そ う 強 く “洋風化" が現れ て い る 。 定住世帯が も た ら

す 変化 を転入世帯が促進 し て い る 点 は 、 上述 し た住宅の規模 ・ 形態 に お け る 傾向 と 同様で

あ る 。

20% 60% 0% 20% 40% 60% 

回空竺竺空苧竺和J塑üt;帯fむ竿空型空予i
( 図 9 ) 和室数と 洋室数

68.8% 

0% 20% 40% 60% 80即

日型帯(震頑 扇面画ぞ二二唾豆E
(辺10) 和嵐要素の設置率

十 外部空間の変化
敷地内 の外部空間 に 生 じ て い る 変化 を み て お く 。 国11 1土 、 外部空 間 の 要素 と し て 、 駐車

場 、 植樹、 盆栽、 花壇 を と り あ げ、 そ の設置率 を 示 し た も の であ る O こ の デー タ に よ る と 、

全体 と し て “駐車場化" “非緑化" と 呼ぴ う る 変化が認め ら れ る O 定住世 帯 の 震災前 と 震

災後 を 比較す る と 、 駐車場の設置率 は26 % か ら 58% へ と 大 き な 伸 び を 示 し 、 植樹 は 50 % か

ら 36 % へ と 低下 し た こ と が分か る 。 盆栽、 花壇 は震災前 か ら 27 % 、 25% と 比率が低い。 こ
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の う ち 盆栽 は震災後 に 16 % と さ ら に 減少 し た 。 花壇 に つ い て は震災後24 % で あ り 、 変化の

幅 は小 さ い 。 転入世帯で は駐車場の設置率 は76 % に 及 び、 植樹 は25% と い っ そ う 少 な い 。

こ こ で も 定住世帯の変化 を 強調す る よ う に転入世帯の動向が働 い て い る 。

以上の よ う に 、 被災市街地に新 し く 建築 さ れた 一戸建住宅は震災以前 の ス ト ッ ク と は 明

確 に 異 な る 特牲 を 有 し 、 要約 し て い え ば、 規模 ・ 形態の “ ス リ ム 化" “高容積化" “ 3 階建

化" 、 構造の “ プ レ ハ ブ化" 、 居室等の “洋風化"、 外部空間 の “駐車場化" “非緑化" の 方

向 に 向か っ て い る 。 こ う し た 一戸建住宅の変化 は 、 定住 世帯が震災前 と は異 な る 内容の住

宅 を 再建す る こ と に よ っ て生 じ て い る 。 転入世帯が新築す る 一戸建住宅 は 、 定住世帯が も

た ら す変化 を 強め る 性質 を 備 え て い る 。 定住世帯の住宅再建 に転入世帯 の 動 向 が加わ り 、

一戸建住宅の変化が強 く 現れてい る O

。% 20% 40% 

口定住世帯(震災前) 定住世帯(震災後)

( 以Jll) 外部空間要素の設置率

第四鮪 事業所再建の実態分耕

1 . 事業所の被害実態

60% 
関転入世帯

六 甲 地区 は住宅系 の 用 途 を 主流 と し た市街地 を 形成 し て い る が、 そ こ に は多 数の事業所

が散在 的 に 混在 し て い た 。 以下で は 、 〈事業所再建調査〉 の結果に 関 し て分析 を 行 う O

表 4 に 示す よ う に 、 震災前 の事業所 は 1 ， 548件 に 及 ん で い た 。 事業所の 業種 は 、 小売届

舗 (23 . 4% ) 、 オ フ ィ ス (20 . 5 % ) 、 飲食庖 ( 15 . 6% ) 、 サ ー ピ ス 出舗 (11 . 4% ) が 中 心 で

あ り 、 合わせて73 . 9% を 占 め る 。 作業所 ・ E場、 倉庫 ・ 車庫 は そ れぞれ 1 割 に 満 た な い 。

事業所が入 っ て い る 建物 の建築類型 は 、 一戸建の40 . 5 % に お い て割合が最 も 高 く 、 次い で

非木造共同 (31 . 5 % ) が多 い 。 そ れ以外に長屋 ・ 木造共同 (11 . 0% ) 、 高架下 (9 . 1 % ) が

約 1 暫ずつ で あ る O 業種 と 建築類 型 の 関係 を み る と 、 小売庖舗 で は 一戸建 (49 . 1 % ) が多

く 、 オ フ ィ ス で は非木造共 同 (53 . 0% ) の比率が高 い 。

事業所の 種類 は 専 用 事業所 と 住宅 と の併用 事業所 に大別 さ れ る 。 専用 事業所が全体の

62 . 9% と 過半数 に 及 ん で い る が、 併用事業所 は37 . 1 % と 4 割近 く を 占 め て い る O 両者の業
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種 を 比べ る と 、 専用事業所で は オ フ ィ ス (22 . 8% ) が相対的 に 多 い の に対 し 、 併用事業所

で は小売庖舗 (32 . 6% ) の比率が高 い 。 両者の建築類型 に は大 き な 差異が認 め ら れ る O 専

用 事業所 は非木造共 河が43 . 3% と 高 い比率 を 示 し 、 併用事業所は 一戸建が76 . 0% と き わ め

て 多い 。

次 に 、 事業所の建物 の全半壊率 を 表 5 に示 し た 。 事業所全体の全半壊率 は 52 . 8% に 及び、

震 災 に よ っ て 大規模 な被害が発生 し た こ と が確認 さ れ る O 全半壊率 は業種 と 建築類型 に応

じ て格荒 を 示す 。 業種で は小売庖舗 に お い て全 半壊率が68 . 0% と 最 も 高 く 、 次い で飲食出

(57 . 7% ) 、 倉庫 ・ 車庫 (57 . 1 % ) の被害が大 き い 。 オ フ ィ ス は全半壊率が34 . 7 % で あ り 、

相対的 に は被害が小 さ い 。 建築類型別 に み る と 、 事業所の建物の 主流で あ る 一戸建、 非木

造共同 で は全半壊率が58 . 4% 、 27 . 3% で あ る 。 被害 は一戸建 に お い て大 き く 、 非木造共同

で は相対的 に小 さ い 。 こ れ以外で は 、 長屋 ・ 木造共同 、 高架下の全半壊率が79 . 0% 、 100%

と き わ め て 高 く 、 丈字 どお り 壊滅 し た 状態 に あ る 。 六 甲 地 区 内 の ]R、 阪神電鉄の高架軌

道 は ほ ぼ令面的 に崩 落 し た こ と か ら 、 高架下 の事業所 は全滅 と な っ た。

(表 4 ) 震 災 前 に お け る 事業所の概婆

戸 建

小 売 f占 舗 179 (49 . 4 % )  

言\十/ サ ー ビ ス 脂綿 102 (45 . 7 % )  

欽 食 m 72 (29 . 9 % )  

オ フ ィ ス 86 (27 . 1  % )  

作 業 所 . 1: 場 65 (58 . 6 % )  

倉 庫 ・ 車 庫 32 (45 . 7% )  
そ の 他 ※ 1 91 (40 . 69も )

計 I 627 (40 . 5 % )  

小 売 応 舗 1 :� 川%)

専用庁 ー ピ ス m錦 24 (19 . 0% )  

飲 食 庖 1 9 (1 1 目 1 % )
オ フ ィ ス 33 (14 . 9 % )  

作 業 所 ・ 工 場 24 (38 . 1 % )  

倉 庫 ・ 半 f中 21 (37 . 5 % )  

そ の 他 ※ l 42 (26 . 1 % )  I 

計 191 (19 . 6 % )  

| 小 売 )6' �提 出 (80 川2 1 サ ピ叩 一 % )

欽 食 (5 1 53 (75 . 7% )  

オ フ ィ ス 53 (55 . 8 % )  

作 業 所 ・ 工 場 4 1  (85 . 4 % )  

念 1京 ・ ギ 康 1 1  (78 . 69も )

そ の 他 ※ 1 49 (77 . 8 % )  

計 436 (76 . 0% )  

長屋・木造共同 非木造共同 高 架 下 そ の 他 ※ 2

6 3  (17 . 4 % )  82 (22 . 7 % )  2 4  ( 6 . 6%)  1 4  ( 3 . 9 '治 )

2 2  ( 9 . 9% )  7 5  (33 . 6 9も ) 1 1  ( 4 . 9 % )  13 ( 5 . 8'治 )

3 6  (14 . 9 % )  9 4  (39 . 0% )  3 7  (15 . 4 % )  2 ( 0 . 8 % )  

2 4  ( 7 . 6 % )  168 (53 . 0% )  1 2  ( 3 . 8% ) 1  27 ( 8 目 5 % )

8 ( 7 . 2%)  18 ( 16 . 2 % )  1 4  (12 . 6 % )  

7 ( 1 0 . 0%)  10 (14 . 3 % )  15  (21 . 49も )

1 0  ( 4 . 5 % )  40 ( 17 . 9 % )  2 8  (12 . 5 % )  

1 7 0  ( 1 1 . 0 % )  487 (31 . 5% )  141 ( 9 . 1 9も )

4 1  (23 . 4  % )  6 9  (39 . 4 % )  2 3  (13 . 1 % )  

1 3  ( 10 . 3 % )  6 6  (52 . 4 % )  1 1  ( 8 . 7% )  

2 5  ( 1 4 . 6 % )  8 9  (52 . 0 % )  3 6  (21 . 1  % )  

1 4  ( 6 . 3%)  139 (62 . 6 % )  1 12 ( 5 . 4 % )  

4 ( 6 . 3 % )  17 (27 . 0 % )  13 (20 . 6 % )  

5 ( 8 . 9 % )  9 ( J 6 . 1 % )  1 5  (26 . 8 % )  

6 ( 3 . 7% )  i 33 (20 . 5 % )  2 7  ( 1 6 . 8% )  

108 ( 1 l . l  % )  I 422 (43 . 3% )  ( 14 . 1  % )  

2 2  (11 ‘ 89も) 1 ( 0 . 5%)  

9 ( 9 . 3 % )  9 ( 9 . 3 % )  。 ( 0 . 0 % )  

1 1  ( 15 . 7% )  5 ( 7 . 1  % )  1 ( 1 . 4%)  

10 ( 10 . 5 % )  2 9  (30 . 5 9も ) 。 ( 0 . 0%)  
4 ( 8 . 3%)  1 ( 2 . 1 % ) 1 ( 2 . 1  % )  

2 (14 . 3%)  1 ( 7 . 1 9も ) 。 ( 0 . 0 % )  

4 ( 6 . 3 % )  7 ( 1 1 . 1 % )  1 ( 1 . 6%)  

62  (10 . 8% )  6 5  ( 1 1 . 3% )  4 ( 0 . 7 % )  

6 ( 5 . 4 % )  

6 ( 8 . 6 % )  

5 5  (24 . 6% )  

123 ( 7 . 9 % )  

1 4  ( 8 . 0 % )  

1 2  ( 9 . 5 % )  

2 ( 1 . 2% )  

2 4  ( 10 . 8 % )  

5 ( 7 . 9 % )  

6 (10 . 7 % )  

5 3  (32 . 臼 % )

1 1 6  ( 1 1 . 9 % )  

。 ( 0 . 0 % )  

1 ( 1 . 0%)  

。 ( 0 . 0 % )  

3 ( 3 . 2%)  

1 ( 2 . 1  % )  

。 ( 0 . 0 % )  
2 ( 3 . 29も)

7 ( 1 . 2%)  

計

362 (1∞ o引 く23 . 4 % )

223 ( 1∞ 0%) (14 . 4%)  

241 ( 1∞ 0%) (15 . 6%)  

317 ( 1ω.0%)  (20 . 5%)  

III (1∞ 0%) ( 7 . 2%) 

70 (1∞ 0%) ( 4 . 5 %)  

224 (1∞ 0%) ( 14 . 5%)  
トー

1 ， 548 (100 . 0% )  (100 . 0%)  

1 75 000 . 0 9ら ) ( 1 8 . 0%) 

126 (100 . 0% )  ( 1 2 . 9%) 

17 1  ( 100 . 0 % )  (17 . 6%)  

222 (100 . 0 % )  (22 . 8%)  

63  (100 . 09も) ( 6 . 5 % )  

5 6  ( 100 . 0 % )  ( 5 . 7%)  

1 61 (100 . 0%)  (16 . 5%)  

974  (100 . 0 % )  ( 1ω.0%)  

1 87 (100 . 0% )  (32 . 69もJ

97 (100 . 0 % )  (16 . 9%)  

70  (100 . 0% )  (12 . 2%)  

95 (100 . 0 % )  (16 . 6%)  

48  (100 . 09も) ( 8 . 49も〉

14 (100 . 0 % )  ( 2 . 4%)  

63  000 . 0% )  ( 1 1 . 0%) 

574 ( 1 00 . 0% )  (100 .0%)  

※ 主 に 宗教施設、 教育施設、 娯楽施設、 複数の業務; を 有す る も のさ字であ る 。 若干の不明 を 含む。 以 ト 同様。
※ 2 主 に 大規模 な 場、 1 つ の事業所が占有す る ピ ル 、 仮設建築等であ る 。 若干の不明 を 含む。 以下同様。
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(表 5 ) 事業所の全半壊率

戸 建 長屋 ・ 木造共同 非木j去共同 r同" フカRロ 下rご そ の イ也 言十l d 売 日 7 l . 5 %  96 . 8% 35 . 4 %  100 . 0% 28 . 6 9も 68 . 0 %  
サー ビ ス )苫舗 64 . 7% 8 l . 8% 20 . 0 %  100 . 0 %  30 . 8 %  5l . 1 % 
飲 食 広 6 l . 1 %  75 . 0% 33 . 0 %  100 . 0% 0 . 0 %  57 . 7 %  
オ フ ィ ス 46 . 5 %  79 . 2% 20 .8% 100 . 0 %  14 . 8 %  34 . 7 %  

41 . 5% 100 . 0% 38 . 9 %  100 . 0 %  0 . 0% 50 . 5 %  
庫 ・ 家 康 46 . 9 %  57 . 1  % 30 . 0% 100 . 0% 50 . 0 %  57 . 1  % 

の 他 50 . 5% 80 . 0 %  32 . 5 %  100 . 0 %  30 . 9 %  50 . 0 %  
言十 58 . 4 %  85 . 3 %  3 %  100 . 0 %  26 . 0% 52 . 8% 

売 庖 舗 7l . 4% 100 . 0 %  3 %  100 . 0 %  28 . 6 %  63 . 4 %  
ー ピ ス }吉締 i 58 . 3 %  84 . 6 %  2 %  100 . 0 %  25 . 0 %  40 . 5 %  

会 庖 57 . 9 %  88 . 0 %  32 . 6 %  100 . 0 %  0 . 0% 57 . 3 %  
フ イ ス 60 . 6% 7 l . 4 %  23 . 0% 100 . 0 %  8 . 3 %  34 . 2% 

業 所 ・ 工 場 45 . 8% 100 . 0 %  35 . 3 %  100 . 0% 0 . 0% 54 . 0 %  
庫 ・ 車 庫 52 .4% 60 . 0 %  22 . 2 %  100 . 0 %  50 . 0% 60 . 7 %  

の 他 35 . 7% 83 . 3 %  33 . 3 %  1 00 . 0% 30 . 2% 46 . 0 %  
計 53 . 4% 88 . 9 %  27 . 3 %  100 . 0% 24 . 1  % 49. 1 %  

小 売 応 舗 7 1 . 5% 90 . 9 %  16 . 2 %  100 . 0 %  72 . 2 %  
併 サー ビ ス 宿錦 66 . 7 %  77 . 8 %  33 . 3 %  100 . 0 %  64 . 9 %  
用

飲 食 応 62 . 3 %  45 . 5 %  40 . 0 9も 100 . 0% 58 . 6 %  
オ フ ィ ス 37 . 7% 90 . 0 %  1 0 . 3 %  66 . 7% 35 . 8% 
作 業 所 ・ 工 場 39 . 0% 100 . 0 %  100 . 0 %  100 . 0 %  0 . 0 %  45 .8% 
倉 庫 ・ 車 康 36 . 4 %  50 . 0 %  100 . 0% 42 . 9 %  
.:; ぐ の ↑む 63 . 39も 75 . 0 %  28 . 6 %  100 . 0% I 50 . 0% 60 . 3 %  

60 . 6 %  79 . 0 %  27 . 7 %  100 . 0% I 57 . 1  % 59. 1 % 

事業所の種類 に つ い て は 、 専用事業所の全半壊率 は49 . 1 % で あ る の によ七べ、 併用事業所

で は 59 . 1 % と 被害 は い っ そ う 大 き い。 専用事業所 は非木造共同 の 建物が多 く 、 併用事業所

は一戸建の比率が高 い こ と が一 国 で あ る O

事業所は 全体的 に 強 く 被害 を 受 け て い る が、 そ の 影響 は地 区 の 中 に均質 に現 れ る の で は

な く 、 業種、 建築類型、 種類 に 相 関 し た 明確 な 格差 を 示 し て い る O と く に小売応舗、 飲食

庖 、 一戸建、 併 用 の 事業所等 に お け る 被害が顕著 に 大 き い 。 長屋 ・ 木造共|司 、 高架下等の

事業所 は量 的 に大 き い と は い え な いが、 そ の被害実態 は壊滅的 な状況 を 呈 し た。

2 . 滅失事業所 と 新境事業所
事業所の再建は ど こ ま で進 ん だの か 。 こ の 問題 を 分析す る に は 、 震災後 に 滅失 し た 「滅

失事業所」 と 新規 に現れた 「新規事業所」 の双方 に注 目 す る 必要があ る O こ こ で は1998年

10月 の 調査時点 に お け る 「減失事業所」 と 「新規事業所」 の比較に よ っ て事業所の再建実

態 を 分析す る 。 「滅失事業所」 と は 、 震災前 に お け る 存在 が確認 さ れ、 1998年10 月 時点で

は存在 し て い な い 事業所、 「新規事業所」 と は 、 震災発生 の 時 点 以 降 に設置 さ れ、 1998年10
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月 時点 に お い て存在 し て い る 事業所 と し て 定義 さ れ る O 「滅失事業所」 は 「建物存続 ・ 事

業所滅失J と 「建物滅失 ・ 事業所滅失J に分け ら れ る O 前者は建物 は存続 し て い て事業所

が何 ら か の 要 内 か ら 滅失 し た ケ ー ス 、 後者 は 建物 の 滅失 に と も な っ て 事 業所が滅失 し た

ケ ー ス で あ る 。 「新規事業所J に は 「建物存続 ・ 事業所新規」 と 「建物新規 ・ 事業所新規」

があ る 。 前者 は震災前 か ら 存続 し て い る 建物 に事業所が新 た に 設置 さ れ る 場合、 後者 は震

災後 に新 し く 建築 さ れ た 建物 に事業所が設置 さ れ る 場合であ る O

被災市街地の事業所再建は 震災前 に存在 し て い た事業所 と I可ーの事業所が営業 ・ 操業 を

再開す る ケ ー ス 、 震災後 に 新 た な 事業所が出現す る ケ ー ス の双方 に よ っ て 進 ん だ。 こ の た

め 、 「新規事業所」 に つ い て は 、 そ れが震災前 に存在 し て い た事業所か ど う か を 捉 え て お

く 必要が想定 さ れ る O し か し 、 今回 の調査で は こ の 点の把握 は行 っ て い な い。 震災前の事

業所 と 「新規事業所」 の 同 イ生 を 判 定 し よ う と す る と 、 事業者 ・ 業種 ・ 所在地等の指標 を

問題 に す る 必要があ る O し か し 、 住宅地 図 と 現地踏査に よ る 調査で は 事業 者の 同 一性 を 厳

密 に は 判 定 で き な か っ た 。 事業所の名称等 か ら 推論す る こ と は で き る が、 名 称等が向ーで

あ っ て も 事業者が代 わ っ て い る 場合があ り 得 る O 現地踏査か ら は 、 業種が 同 一 で あ っ て も

事業者が代 わ っ て い る 場合、 事業者が同一で あ っ て も 業種が変化 し て い る 場合、 事業者 ・
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※ 新規の ( ) 内 は滅失事業所数に対す る 新規事業所数の比率 (再建率)

( 図12) 滅失事業所 と 新規事業所の比較
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業種が同 一 の事業所が所在地 を 移 し て い る 場合な ど、 多様な ケ ー ス の存在が推 定 さ れた 。

こ れ ら の点 か ら 、 震災前の事業所 と 「新規事業所」 が向ーか ど う か を 正確 に 判 定す る に は 、

別 途 の 調査が必要 と 判 断 さ れ、 こ こ で は 分析 の 厳密性 を 維持す る た め に 、 「新規事業所」

を 一括 し て 扱 っ て い る O

滅失事業所数 と 新規事業所数の 比 較 を 図 12 に 示 し た 。 滅失事業所会の総数 は988件で あ る O

上述の よ う に 震災前 の事業所数 は 1 ， 548で あ り 、 そ の63 . 8% に及ぶ事業所が滅失 に 烹 っ た 。

滅失事業所の う ち わ け は 、 178件 (18 . 0% ) が建物存続 ・ 事業所滅失、 810件 (82 . 0% ) が

建物滅失 ・ 事業所滅失で あ る 。 事業所の大半は建物の解体 に と も な っ て滅失 し た 。 新規事

業所の総数 は 660件で あ る O 新規事業所 の う ち 建物存続 ・ 事業所新規は 132件 (20 . 0% ) 、

建物新規 ・ 事業所新規が528件 (80 . 0% ) で あ る O 新規事業所の 多 く は 建物 の 新規建設 に

と も な っ て設置 さ れた 。

滅失事業所 数 に 対す る 新規事業所数の 比率 を 再建率 と し て 定義 す る と 、 そ の 数値 は

66 . 8% で あ る 。 震災の発生 か ら 4 年間 近 く が経過 し た調査時点 に お い て 、 事業所の再建率

は 7 割 に及 ばず、 再建 は全体的 に停滞 し た状態 に あ る 。

業種別 に観察す る と 、 小売商舗、 サ ー ビ ス 脂舗、 飲食庖 に お い て再建の停滞 が 目 立つ 。

再建率 は 、 小売出舗49 . 1 % 、 ザ ー ピス )白舗63 . 0% 、 飲食庖68 . 4 % と な っ て お り 、 と く に小

売自舗の再建の遅れが著 し い 。 上記の よ う に 、 小売庖舗、 飲食屈 は全半壊率が高 く 、 被a害

が き わ め て 強 く 現 れ た 。 そ の よ う な 業種 に お い て 再建率が低い 。 こ れ ら 以外 で は 作業所 ・

工場 の再建率が50% と 低い 。 こ の 業種は震災前 か ら 最 的 に小 さ な位置 に あ り 、 い っ そ う の

減少傾向 に あ る O こ れ に比べ て 、 オ フ ィ ス で は再建率が80 . 1 % を 示 し 、 再建が桔対的 に 進

捗 し た と い え る 。

建築類型別 に み る と 、 一戸建の事業所 は再建が停滞 し 、 非木造共 同 の 再建 は 進 ん だ こ と

が分か る 。 一戸建の 再建率 は 44 . 6 % で あ る の に対 し 、 非木造 共 同 の 再建率 は 11 3 . 0% に 達

し て い る 。 一戸建で は 全半壊率が高 く 、 再建率 は低い。 先述の よ う に 、 長屋 ・ 木造共 同 、

高架下の事業所 は震災前 か ら 量的 に少 な く 、 被害は壊滅的であ っ た 。 そ の再建率 を み て お

く と 、 長屋 ・ 木造共 同 は 10% と き わ め て低 い 。 長毘 ・ 木造共 同 の事業所 は そ の類型 自 体が

消 滅 に 向か っ て い る 。 高架下 で は 、 鉄道の再建 に合わせて建造物への再投資が な さ れる こ

と か ら 、 再建率 は 78 . 7 % と 高 い 。 な お 、 建築類型 の そ の他 に お い て 再建率が202 . 6 % と 高

く な っ て い る の は 、 震災以後 に増加 し た仮設建築の 影響で あ る O

オ フ ィ ス 、 非木造共同 の事業所 は流動性が高 い こ と が特徴的 であ る O 小売庖舗、 サ ー ビ

ス )古舘、 飲食庖、 一戸建等 で は 、 滅失事業所 と 新規事業所の大半は 「建物滅失 ・ 事業所滅

失」 と 「建物薪競 ・ 事業所新規J に よ る も の で あ る O 建物 の解体、 建設 に と も な っ て事業

が滅失 し 、 あ る い は新規 に設置 さ れ た 。 建物 と 事業所がい わ ばセ ッ ト に な っ て い る ケ ー ス

が多 い 。 こ れ に対 し て 、 オ フ ィ ス 、 非木造共 同 で は滅失事業所数の4 0 . 3 % 、 45 . 9 % は 「建

物存続 ・ 事業所滅失」 、 新規事業所‘数の34 . 4 % 、 36 . 8 % は 「建物存続 ・ 事業所新規」 で あ る 。
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オ フ ィ ス 、 非木造共同 の事業所 は建物が存続 し て い て も 滅失す る ケ ー ス 、 あ る い は存続 し

て い る 建物 に も 新規 に現れる ケ ー ス が多い。 こ う し た流動的 な 動 き を 通 じ て 、 オ フ ィ ス 、

非木造共同 の事業所 は 、 全体 と し て再建が進捗す る 傾向 を 示 し た 。

次 に 、 図 13 は事業所の種類別 に 滅失事業所数 と 新規事業所数の比較 を 表 し て い る 。 こ れ
に よ れば、 専用事業所 と 併用 事業所 と で は 再建率 に き わ だ っ た 差異がみ ら れ、 前 者 は 桔対

的 に再建が進 ん で い る の に対 し て 、 後者の再建は顕著 に停滞 し て い る こ と が分 か る O 再建

は専用事業所 に お い て 78 . 7% 、 併用事業所で は49 . 6 % で あ る 。 併用事業所は全半壊率が

高 く 、 強 く 被害 を 受 け た う え に 、 再建がい っ そ う 遅れ て い る O

3 . 事業所再建の停喜善要困
こ れ ま で の 分析 に お い て 、 六 甲 地区 で は震災 に よ っ て事業所が大規模 な被害 を 受 け 、 そ

の 再建が進 ん で、 い る と は い え な い状況 に あ る こ と が明 ら か に さ れた 。 事業所再建 を 停 滞 さ

せ て い る 要因 に 関 し て若 干 の 推論 を 示 し て お く 。

こ の 点 に 関 し て 、 す で に指摘 さ れて い る の は 主 に次の 2 つ の 問題で あ る 。 第 1 は 、 事業
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所 の 零細性で あ る O 市街地 の 中 に散在す る 小売庖舗、 サ ー ビ ス 庖舗、 飲食席 、 A戸建、 併

用 等の事業所 は資本力 が小 さ く 、 再建の た め の 資金調達が難 し く な っ て い る と 推察 さ れ る O

六 甲 地区 に お け る 1 事業所当 た り 従業者数は 、 1991 年 の 5 . 7人 に比 べ て 、 震災後の 1996年

で は 9 . 0人 と 大幅 に増加 し た 。 事業所数は全体的 に 減少 し て い る こ と か ら 、 従 業者数が少

な い零細 な 事業所の減少幅が と く に 大 き い と 考 え て よ い 。 あ る い は震災以前 か ら 経営者の

高齢化、 後継者の不夜等の傾向があ っ た と 考 え ら れ、 再建への意向が必ず し も 強 い と は い

え な い 。 六 1f3 地 区 で は震災J;)、前か ら 事業所数が減少 に 向 か っ て い た 。 1981年 に 1 ， 481 で あ っ

た事業所 数 は 1 99 ] 年 に は 1 ， 327 と 減少 し て い た 。 震災以後に お け る 事業所再建の 停 滞 は 震

災以前か ら の傾 向 の 延長線上 に あ り 、 そ の 過程 を 通 じ て 零細 な 事業所が と く に 減少 し た 。

第 2 は 、 人 口 の 回復が停滞 し た こ と で あ る O 後述の よ う に 、 地 区 内 の 人 口 は 6 年半 に 及

ぶ期 間 を へて 、 ょ う や く 震災以前の水準 に 近づい て い る 段 階 に あ る 。 小売庖舗等の対面型

の事業所は即地 的 な 消費者人 口 に よ っ て支 え ら れて い る こ と か ら 、 人 口 回復の停滞の も と

で、 再建が困難 に な っ て い る O オ フ ィ ス の再建が相対 的 に 進 ん だ の は 、 こ の業種が必ず し

も 即地的 な 人 口 を 必要 と し て い な い点 に 一 国があ る 。 先述の よ う に 、 小売庖舗等の事業所

は再建半が約 5 害j と き わ め て侃 い 。 こ れ に対 し て 、 人 口 は 9 割以上の本準 に は 回復 し た 。

こ の た め 、 人 口 の 回復 の 問題が小売庖舗等 の 再建の停滞 に 直接的 に 影響 し て い る か ど う か

に つ い て は 、 よ り 深い検討が必要 と さ れる 。 し か し 、 人口 は大幅な 入 れ替わ り が進んで、 い

る と 推j揺 さ れ る O 零細 な小売$舗等の事業所 は狭域 的 な 得意客等 に よ っ て成立 し て い る こ
と か ら 、 人 口 の 内容の変化か ら 影響 を 受 け て い る と み ら れ る O

以上 に 加 え て 、 六 甲 地 区 と そ の 周 辺 地 区 で は 震 災復興の過程 に お い て 大型 の 開発 プ ロ

ジ ェ ク ト が計画 ・ 事業化 さ れ た 点 に 注意 し て お く 必要があ る O 地 区 内 で は組合施行の第 1

種再開発事業、 生協等 の 大型庖舗建設、 地 豆 に 隣接す る エ リ ア で は市施行の 第 2 種再開発

事業等 の大規模 な プ ロ ジ ェ ク ト が実施 さ れて い る 。 こ の た め 、 零細 な 事業所 は 競争力が低

下 し て い る 、 あ る い は競争への意欲が減退 し て い る と 推察 さ れ る 。

調査結果か ら は 、 事業所再建の停滞の�r29 と し て 、 地 区 内 の 建築類型の構成が変化 し て

い る こ と を 指摘で き る 。 こ の地 区 で は 、 非木造共 同 だ けが再建率 を 伸 ば し 、 一戸建は再建

が進 ま ず、 長屋 と 木造共 問 の再建 は ほ と ん どみ ら れ な い 。 こ う し た建築類型 の 変容は事業

所再建の あ り 方 に 影響 を 及 ぼ し た 。 非木造共 同 の 建築 は 、 低層 階 を 除い て 、 小売庖舗、 サ ー

ピス 庖舗、 飲食倍、 併用等の事業所 に 適 し て い る と は い え な い。 零細 な事業所 は新築 さ れ

た非木造建築 の賃貸 コ ス ト の負 担 に耐 え ら れ な い ケ ー ス があ る と 考 え ら れ る O オ フ ィ ス の

再建率が相対的 に 高 く な っ て い る の は 、 こ の 業種が非木造共同 の建築への適合性 を 有 し て

い る た め で あ る O
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人口分布の変化第五節

被災市街地の復興状況 を 検討す る た め に不可欠 な作業の一つ は 人 口分析で あ る O 最後 に 、

町丁 目 別 の 「推計人 口」 を 使用 し て 六 甲 地 区 の 人 口分析 を 行 う O 国勢調査 を ベ ー ス と し て

住民基本台帳、 及 び外国人登録の届 け 出 を 加減 し て算 出 さ れる 指標が 「推計人口 j で あ る O

こ の 「推計人[二JJ は 震災後の混乱の た め に 、 住民票等の屈 け 出 と 実際の 人 口 移動がマ ッ チ

こ の た め震災発生後の2000年10し な い な ど、 人 口 の実態 を 反映 し て い な い可能性があ る O
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(関14 ) 人 口 回復率の推移 (田J�1j . 指数)



月 に 国勢調主そが実施 さ れ る ま で の 「推計人 口」 は信頼性が十分で は な い。 神戸市は 1998年

10月 の土地 ・ 住宅統計調査に依拠 し た被災地 人 口 実態調査 を 実施 し 、 そ れ を ベ ー ス と し た

「推定人口J を 公表 し て き た 。 し か し 、 「推定人口」 は サ ン プル調奈 (土地 ・ 住宅統計調査)

に も と づい て い る こ と か ら 、 区 別 の レ ベ ル ま で し か デー タ が作成 さ れて い な しミ 。 町 目 別 な

い し 町丁 目 別 の デー タ と し て は 「推計人口 」 の みが利用 可能 で あ る O こ こ で は 「推計人口 」

を使用 し て い る が、 少 な く と も 2000年の 国勢調査 ま での 数値 は 、 デー タ と し て の 限界 を 含

ん で い る こ と に留 意 し て お く 必要があ る O

�1 14 は 震災直前の 1995年 1 月 時点 の 人 口 を 100 と す る 指数の推移 を 町加 に 示 し て い る 。

地区全体の 人 口 指数は震災の影響 を 受 け て 1996年 1 月 にお ま で低下 し た 。 そ れ以 降 の 人 口

指数は と昇 に転 じ て い る が、 2001年 7 月 時点 に お い て98であ る 。 人 口 は 回毎 が著 し く 停滞

し 、 6 年半 に 及ぶ期 間 の 後 に よ う や く 震災以前の水準 に 近づい て い る 。 人 口指 数の動向 は

町 加 の 格差が大 き い 。 2001年 7 月 の 人 口 指 数 を み る と 、 150 を 超 え る 町か ら 60以下の 町 ま

での幅があ る O こ の格差 は 持 関 の 推 移 に つ れて拡大す る 傾向 を 示 し て い る 。

住宅再建の 内容 と 人 口 回復 の 速度 に は 相 関 があ る O く住宅再建調査〉 は震災発生か ら 5

年後の2000年 1 月 ま で実施 し た の で 、 そ の 時 点 の住宅再建 の 内 容 と 人 口 回復 の 関係 を み

て お く O 震災直前 の 人 口 を 100 と し た 2000年 1 月 の 人口 指数 を 町丁 目 別 に 図示 し た も の が

図15で あ る 。 都市計画事業 の 区域 を 含む 町丁 目 、 全体が公開 と し て利用 さ れて い る 町丁 目

は対象か ら 外 し て い る O 分析対象 の55町了 日 の う ち 、 2000年 1 月 時点の 指数が100未満 の

も の が39 、 100以上 の も の が16 で あ っ た 。 地 豆 の 西 部 に指数100未、満 の 町丁 目 が集 中 し 、

東部 に は指数100以上 の 町了 日 が多 い 。

表 6 は 55 町丁 目 を 人 口 指数が '100未満」 と '100以上J の 軒丁 目 に大別 し 、 そ れぞれ に

お い て2000年 1 月 ま での解体住宅 と 新築住宅 を 戸数ベ ー ス で比較 し て い る 。 解体住宅 は 総

計4 ， 100戸、 そ の う ち 75 ， 8% が '100未満」、 24 . 2% が '100以上」 の 町了 自 に発生 し て い る 。

こ れ に比べ て 、 新築住 宅 は 総計3 ， 341戸 の う ち 63 . 0% が '100未満」 、 37 . 0% が 勺00以上J

の 町丁 目 に 立 地 し て い る こ と が分 か る O 解体住 宅 は '100未満J の 町丁 目 に よ り 多 く 、 新

規住宅 は '100以上J の 町…丁 目 に よ り 多 い 。 イ主宅 再建の進捗 と 人 口 指数が栢 関 し て い る 実

態が確認 さ れ る O

新規住 宅 の 内 容 は '100未満」 と 1100以上」 の 町了 目 に お い て差異があ る O 非木造共 同

の構成 比 は ' 100未満J で は 55 . 3% で あ る の に 比べ 、 '100以 I二」 で は77 . 0% と き わ だ っ て

高 い 。 非木造共 同 は震災以後 に急増 し た 。 こ の 非木造共 同 の住宅供給は局所的 な偏在 を 示

し 、 そ の こ と が人 1-1指数の格差 に 影響 を 及 ぼ し て い る 。
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(資料) 町耳目 、 男女別 、 世帯数 ・ 人 口統言わ (1995年1 月 . 2001年1 月 、 神戸市)
( 図15) 人 口分布の変化 (町了 呂 別 . 2000年 1 月 )

(表 6 ) 解体住宅 と 新規住宅の 内 容 ( 町了 日 の 人 口指数別 ・ 2000年 lFl 戸数)

町 丁 尽 の 人 口 指 数
100以上

988 (31 . 8%)  360 (36 . 3 % )  1 ， 348 
358 (1 1 .  5% )  133 (13 . 4% )  491 
798 (25 . 7% )  278 (28 . 0% )  I 守 076
718 (23 . 1  % )  137 ( 13 . 8% )  855 
245 ( 7 . 9%) 85 ( 8 . 6 % ) 330 ( 8 . 0% ) 

3 ， 107 (100 . 0%) 993 ( 100 . 0% ) 4 ， 100 ( 100 . 09も )
<75 . 8%> く24 . 2%> <100 . 0%> 

785 (37 . 3% )  239 ( 19 . 3% )  1 ， 024 (30 . 6 % )  
12 ( 0 . 6% )  。 ( 0 . 0 % )  1 2  ( 0 . 4 9ら )

木 造 共 同 22 ( 1 . 0% ) 。 ( 0 . 0 % )  22 ( 0 . 79も )
非 木 造 共 同 1 ， 163 (55 . 3 9も ) 臼53 (77 . 0 % )  2 ， 11 6  (63 . 3 % )  
併 用 住 宅 122 ( 5 . 8 % ) 45 ( 3 . 6% ) 167 ( 5 . 0% ) 

2 ， 104 (100 . 0% ) 1 ， 237 ( 100 . 0% ) 3 ， 341  ( 100 . 0% ) 
<6:) . 0%> く37 . 09も〉 <100 . 0%> 
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第六館 部甫性の哀i最

本主主で は 六 甲 地 以 を 対象 と し て 実施 し た 3 つ の調査の結 来 を 示 し て き た 。 こ れ ら は調査

ご と に独 自 の 主題 を 扱 っ た も の で あ る 。 し か し 、 そ こ に 共通 し て 現れて い る 傾 向 の発見 を

試み る と き 、 被災市街地 に お け る “都 J市↑打î'パ'1性|

す な わ ち 、 被 災 し た市街地が何 ら か の危機 に直面 し て い る と す れ ば、 そ の核 心 は 都市性が

衰弱 に 向 か う 兆候で あ る O

I に 、 〈 均 質 化 〉 の進行が認め ら れ る 。 都 市 の 市街地 は等質化 し て 間本す る の で は な

く 、 低所得者、 高齢者、 漂泊 的 な 'U?i様J七 起業 に 挑戦す る 人 び と 、 外国 人 な ど、 多様 な

人口 を 受 け入 れ る と こ ろ に特性があ る 。 こ の 多様'性 の 動 的 な存{E こ そ が者l5ríî性の 主義 の 不

可欠 な 部分 を 担 っ て い る O

市街地 に は ロ ー ・ コ ス ト の住宅ス ト ッ ク が形成 さ れ、 多掠性 を 受容す る た め の 基礎的 な

装置が準備 さ れて き た 。 し か し 、 住宅再建の プ ロ セ ス は 木賃住主、 長陪lì:'ちそ字の ロ ー ・ コ

ス ト の住む場所 を 消滅 さ せ、 高価格 ・ 高家賃の マ ン シ ョ ン と プ レ ハ ブHデむ の 増加 を も た ら

し た 。 こ の プ ロ セ ス は市街地 に住 む こ と がで き る メ ン バ ー の範同 を 絞 り 込み 、 国 定す る よ

う に働 き か け る O

震災以前の 市街地 は 多 彩 な 要素が複合化 さ れ て い た 。 住宅ス ト ッ ク の類型 は 多 岐 に わ た

り 、 そ こ に小売庄舗 ・ サ ー ピス 販売庖 ・ 飲食)左等の事業所、 あ る い は住宅 ・ 事業所の併用

建築が混在 し て い た 。 こ れ に対 し て 、 震災以後 に 出 現す る 要素 は プ レ ハ ブ住宅、 マ ン シ ョ

ン 、 オ フ ィ ス に 限定 さ れ、 市街地の均質性 を 強 め る よ う に作用 し て い る O

第 2 は 、 く 自 問化 〉 で あ る 。 被災市街地の 空 間 は 開放性 を 弱 め た建築 を 生 み だ し た 。 一

戸建住宅 に お け る 続 き 間 ・ 引 き 戸 ・ 縁側 等 は 、 住 宅 の 内 部 と 外部の接点 を つ く り 、 他者 を

内部 に 迎 え 入 れ る た め の 空 間 を 構成 し て い た 。 そ の減少 は住宅の 白 開化の傾向 が強 ま っ て

い る こ と を 表現 し て い る O 狭小敷地 に お け る “ ス リ ム 化" と “ 3 階建化" 、 及 び洋室への

指向性 は 、 居室の水平 ・ 垂直方向への分節 を 進 め 、 続 き 同等の 開放的 な 空間 を 縮減 さ せ る O

目 視調査で は モ ニ タ ー ホ ン を 装備 し た 一戸建住宅が顕著 に増加 し て い る 様相 が観察 さ れた 。

モ ニ タ ー ホ ン は 内部 と 外部の分割 を 強 め る 機能 を も っ て い る O 増加 し て い る マ ン シ ョ ン で

は 、 オ ー ト ロ ッ ク ・ シ ス テ ム は 「当 た り 前j に な り 、 監視 カ メ ラ の普及の兆 し が認め ら れ

る 。

第 3 は 、 く 乾燥化〉 し た 空 間 の 形成 で あ る 。 一戸建住宅 に お け る プ レ ハ ブ住 宅 の 激増 、

そ の 乾式塗装パ ネ ル が形成す る シ ー ク エ ン ス 、 “非緑化" と “ 駐車場化" に よ る 外部 空 間

の著 し い 変化 は 市荷地 の 空 間 を 乾燥化 に 導 い て い る O 乾式塗装パ ネ ル は天候 と 四 季 の 変化

と は無 関係 に 常 に 同 じ 表情 を 示 し 、 テ ク ス チ ャ への歴史の蓄積は受けつ け な い。

記号化 し た建築の増加 は市街地の 乾燥化 を 促進す る O プ レハ ブ住宅の 一部 は 記号性が強
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い デザ イ ン を 採用 し て い る O あ る い は輸入住宅 に代表 さ れ る よ う に 、 “ フ ァ ン タ ジ ー ・ ハ

ウ ス " と で も 呼ぴ う る よ う な住宅 の 出 現が認め ら れ、 ウ ッ ド ・ サ イ デ イ ン グ、 格子窓、 ド ー

マ ー ・ ウ イ ン ド ウ 、 ベ デ イ メ ン ト 等の デザイ ン ・ エ レ メ ン ト が増加 し た 。

こ の よ う な く 均 質化> < 白 隠化 > < 乾燥化 〉 の 方向性 は被災市街地の “都市性" を 確 実 に

破壊す る よ う に 思 わ れ る O こ の状況 こ そ が震災がヲ | き 起 こ し た 中心 的 な 問 題 に 他 な ら な い 。

し か し 、 並行 し て 、 被災 し た市街地が依然 と し て 「都市」 を 形成 し て い る の で あ れ ば、 そ

の生態は何 ら かの新 し い “都市性" を 発現 さ せ る 可能性 を 含んで い る と 想定 し て お く 必要

があ る 。 多様な 人 び と が都市への流入 を 試み る 限 り 、 市街地 は何 ら かの ロ ー ・ コ ス ト の住

む場所 を 育成 し 、 新 た な 事業所 を 招 き 起 こ す可能性があ る O “都市性" の 衰 退 に 対 し て批

判 的 な視線 を 保 ち 、 同 時 に 新 し い可能性への予感 を 怠 ら ず、 被災 市街地の 注意深い観察 を

継続す る 必要があ る O

〈関連塁走報〉
・ 平山洋介 木 IIJ幸介 「灘区 (南東地区) J 、 兵庫県 . 21世紀ひ ょ う ご創造協会 f街の復興カ ル テ 」 、 1997年 3 月
・ 平山洋介 ・ 木山幸介 「灘l.s: (南東地区 ) J 、 兵庫県 ・ 21世紀ひ ょ う ご創造協会 『衝の復興カ ル テ 』 、 1998年 3 月
・ 平山洋介 - 木山幸介 「被災市街地 に お け る 新築 占戸建住宅の特性 ・ 灘阪南東地灰の ケ ー ス ス タ デ イ を 通 じ て」 r 口

本建築学会計画系論文集』 第512号、 1998年1 0月

・ 平山洋介 - 木山幸介 「被災市街地 に お け る 住宅再建の実態分析 : 灘区南東地 区 の ケ ー ス ス タ デ イ を 通 じ て J 11 日
本建築学会計磁系論文集』 第512号、 1998年10月

- 平山洋介 ・ 木 山 本 介 ・ 永井史子 「灘区」 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 『街の復興 カ ル テ 1998年度版」 、 1999:fF
3 月

・ 平山洋介 ・ 木山幸介 「被災市街地 に お け る 事業所再建の実態分析 : 灘区南東地区の ケ ー ス ス タ デ イ を 通 じ て J II EI
本建築学会計画系論文集』 第527 号 、 2000年 1 月

- 平UJ洋介 ・ 木UJ幸介 「灘区」、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 『街の復興 カ ル テ 1999年度版」 、 2000年 3 月
・ 平山洋介 ・ 口 笠武志 「灘区」、 阪神 - 淡路大震災記念協会 『街の復興 カ ル テ 2000年度版J 、 2001年 3 月
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ま ち づ く り と 地域文化の再生
京者閥次子大学教授 端 一

TJ
Aイー

一一一一口，庁i

は じ め に

ま ち づ く り と は 一体何 だ ろ う か。 ど う な る こ と が ま ち の復興な の だ ろ う か。 あ る い は ま

た 丈化復興 と は ど う な る こ と な の だ ろ う か。 最近 と み に こ う し た思 い に と ら わ れ る 。 震災

か ら 6 年 を へ た い ま 、 し き り に使 わ れて き た こ れ ら の こ と ばが実 に さ ま ざ ま な 数 え き れ な

い ほ どの情景や場耐 を 内包 し 、 そ の た め そ れ ら の意味は ま す ま す複雑 ・ 肥大化 し 、 同 時 に

拡散 し つ つ あ る よ う に見 え る O 復興に 関 わ る こ と ばの意味そ の も の が不鮮明 に な り つ つ あ

る よ う に 思 わ れ る O

い ま 頃 に な っ て 、 と 思 わ れ る 向 き も あ る か も 知 れ な いが、 復興誌 も 数え て 6 巻 目 と も な

る と 、 復興 と い う こ と そ の も の の 意味内容 も 震災の直後に比較 し て ずいぶ ん 変 わ っ て き て

い る と 言わ ざる を 得 な い。 震災直後の復興 と 言え ば、 被災 し た傷 口 が ま だ見 え て い た の で

と に か く そ の 傷 口 を ふ さ ぎ治療 に専念す る こ と で あ っ た よ う だ。 し か し そ の う ち に傷口 は

ふ さ が り 怪殺 そ の も の も お お か た 治癒 し た か に 見 え る よ う に は な っ た が、 あ た か も 後遺症

があ る かの よ う に 、 社会 と い う 身体は季節の変わ り 円 に は傷が う ず き 、 体調 も も う ーっ す

ぐれ な い 日 が続 く よ う に な る 。 お ま け に 歳 を へ る ご と に 、 体力 の方 も 何 と は な く 衰 え を 感

じ る よ う に な っ た。 は て 、 ど こ ま で ゆ け ば元通 り の体調 を 取 り 戻 し た と 言 え る の で あ ろ う

か。

復興 を被災 し たハ ー ド の部分 (外傷) を 修復す る と い う 意味で と ら え る な ら 問題 は ず い

ぶ ん 限定的 に な る o 1毎 日 が治癒す ればそ れで よ い と い う こ と に な ろ う O し か し 現実 に復興

は そ う 簡 単 に 考 え る わ け に は い か な い こ と は 明 白 で あ る 。 震災の傷 は い ま や全身 を 被 い つ

つ あ る の か も 知 れ な い 。 ど こ が ど う 痛 む と は っ き り と は 言 え な い け れ ど も 、 社会 と い う 身

体全体 に後遺症が沈潜 し て い る かの よ う な 症状が紐所 に見受 け ら れ る O

こ れは風化 と 呼ばれ る 現象 で は 決 し て な い で あ ろ う O 風化 と い う の は最後 に は跡形 も な

く な っ て し ま う 現象 で あ る が、 震災の後遺症 は ま す ま す 身体の奥深 く に 重 く と ど ま り 、 一

掃す る こ と がで き る の は い つ の こ と に な る の か、 一 向 に 見 え て こ な い。 復興 は ま す ま す不

鮮明 な の で あ る O

こ う 考 え て く る と 、 復興の 考 え 方 も 当 然変わ ら な け ればな ら な し ミ 。 初期治療的 な復興か

ら 機能 回復 を め ざす リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン や心理療法 を 中心 と し た治療へ と 変わ ら ね ばな ら

な い 。 そ れは も は や 医師 と い う 専 門 家 に よ る 治療 と い う も の で は な く 、 忠者 自 身 の 回毎へ

の努力 も 欠かせ な い も の で あ る こ と は あ ら た め て 言 う ま で も な い。 つ ま り 復興 は も は や 半

分は社会そ れ 自 身 の 問題 に な っ て い る の で あ る 。

こ の場合、 患者 に と っ て は健康 と い う 目 標があ る O こ の 目 標が患者 に と っ て 自 立へ の 支
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え と な る 。 ま ち の復興に と っ て患者の健康 に 匹敵す る 目 標 は 何 だ ろ う か。 目 標が明確 で な

け れ ば 自 立への努力 は な か な か生 ま れな い の で は な い だ ろ う か。 そ も そ も 社会 に 目 標があ

る の か と い う 問題 も あ ろ う が、 復興 を 課題 と す る 社会 に と っ て く健康〉 に 代 わ る 目 標 は 自

立 に 向 か う エ ネ ル ギ ー の根源 と し て不可欠 な の で は な い か。 こ の あ た り の こ と が、 い ま 一

番大 き な 課題 な の で は な い か と 忠 わ れ る の で あ る O

地域文化の危機

阪神淡路大震災か ら の復興の検証調査の過程でい み じ く も 浮か び、上がっ て き た の は 、 現

代 の わ た し た ち の暮 ら し に お け る 地域文化の危機 と で も 言 う べ き 地域文化 に対す る 意識の

希薄 さ で あ っ た 。 た し か に 震災 の 直後か ら は じ ま っ た復興計画の策定に お い て も 設興 を 単

に ハ ー ド闘の復 旧 に と どめ る こ と な く 文化の復興 ま で も 視野 に 入れた計画 の 立案が求め ら

れ、 文化復興が復興計画の ひ と つ の柱 に な っ た。 ま た こ う し た復興計画の 立 案 がす す む一

方 で文化人や研究者の 間 か ら 「板神文化の灯 を 消 す な ! J の声が挙が り 、 阪神丈化復興委

員 会が結成 さ れた り 、 各種の シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ ー ラ ム が数多 く 行 わ れ た O

し か し こ こ で掲 げ ら れた 「阪神丈化」 は そ の後の具体的 な 個 々 の ま ち づ く り に お い て ど

う 位置づけ ら れて き た の か を 見 守 る と 、 い さ さ か心 許 な い 思 い を 禁 じ得 な い 。 少な く と も

個 々 の ま ち づ く り に お い て 「阪神文化」 な い し は そ の 部分文化 と し て の地域社会の文化性

の イ メ ー ジ が き わ め て 乏 し い の で あ る 。

そ の も っ と も 大 き な 要 因 は 、 現代 の わ た し た ち の暮 ら し は地域の こ と を 知 ら な く て も

活す る こ と がで き る た め に 、 ほ と ん ど地域の こ と を 知 ら ず に暮 ら し て い る と い う 点 に つ き

る と 思 わ れ る 。 そ の結果、 震災の よ う な 大 き な事変が起 こ る と 、 は じ め て 自 分の地域 に そ

の よ う な か け が え の な い文化資源があ っ た の か を 知 る こ と に な る O そ し て 震災が起 こ っ て

か ら そ の存在 を 知 っ た の で は も う 遅い の で あ る O 被災 し た後で は 、 も う わ た し た ち に は 自

分 た ち の暮 ら し の再建が最擾先 に な り 、 地域の丈化資源 に ま で復興の手 を さ し のべ る 余裕

が な い の が現実で あ る O

こ う し た こ と を も っ と も よ く 示 し た例 は 、 神戸市東灘 区 間 本 に残 さ れて い た谷崎潤一郎

ゆ か り の 岡本 の 家 (鎖潤 閤 ) の被災 と 復元運動で あ ろ う O こ の 岡本 の 家 は 丈豪谷rli奇が 自 ら

デザイ ン し て建て た そ の生涯で唯 一の住宅 と し て 知 ら れ、 か ね て か ら 研究者や文学者 に よ

る 調査 も あ り 、 関係者の 間 で は よ く 知 ら れて い た 。 し か し建物 そ の も の が昭和 に 入 っ て か

ら の建築物 で あ り 、 歴 史的建造物 を 重視す る 国や地方 自 治体の文化財指定 に は適 さ ず、 何

ら の行政的保護措置 は 執 ら れて い な か っ た 。 震災で全壊 し 、 冊究者や谷崎 フ ァ ン 、 地元住

民 な どが復元運動 を は じ め 、 出 販社 な ど も 巻 き 込ん だ復興の た め の募金連動 も 進 ま ず、 結

局 は瓦際 と と も に 地域社会か ら 消 え 去 っ た の で あ る o (鎖澗関復元委員 会 (顧問i た つみ都志 向

本 ・ 鎖i菊 閣 と 「琴喰ふ主主J � Love Iorm Kobe 1998， 神戸)

こ の神戸市東灘 区 の 束 ど な り の 芦屋市山 手 町 に 残 さ れ て い た大正期 に建 て ら れた 旧 山
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邸 は 、 帝 国 ホ テ ル の 設計者で知 ら れ る ラ イ ト の デザイ ン と い う こ と も あ っ て か 、 住宅建築

と し て は珍 し い例 と し て 国 の重要文化財 に指定 さ れて い た 。 震災で は建物全体 に 破断や亀

裂が入 っ た が、 耐震対策委員 会が設 け ら れ、 基礎補強や構造体補強 を は じ め 建物全体の補

修 ・ 整備が行 わ れ た O 同 時 に 地元芦屋市で も 背後の斜面地 を 買 い取 り 、 立地景 観 を 保全す

る 措置 を 執 っ た 。 細 か く 細部 を み る と ずい ぶ ん た く さ ん の傷跡、が残 つ て は い る が、 と に か

く 大正期 に建て ら れた 、 ラ イ ト の デザイ ン に よ る 灘の 酒造家の別邸が六 甲 山 麓 に残 さ れ た

の で あ る 。

こ の事例 か ら 我 わ れが学ぶ も の は何で、 あ ろ う か。 こ こ に見受け ら れた事実 は 、 地域社会

の文化資源の処置がほ と ん ど行政任 せ に な っ て し ま っ て お り 、 地域社会が何 ら の 関与 も し

て い な い と い う こ と であ る O こ れで地域社会の文化資源 と 言 え る の であ ろ う か。 震災復興

の ま ち づ く り や文化複興の議論 に お い て 、 地域の文化資源 に つ い て 地域社会 は どれほ ど の
関 心 を 示 し 、 ま ち の復興の イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ る こ と がで き た の で あ ろ う か。 残念 な が ら

わ た く し の 耳 に は そ う し た復興に賭 け る イ メ ー ジ豊 か な 議論 は な か な か開 こ え て こ な い 。

ま ち づ く り に つ い て の 具体 的 な イ メ ー ジが乏 し い の は 、 お そ ら く は 地域の 人 ぴ と がほ と

ん ど地域の こ と と く に 文化資源 に つ い て 無知 の ま ま 暮 ら し て い る か ら で あ ろ う 。 知 ら な け

ればイ メ ー ジ が湧 く はず も な い 。 た し か に現代 の 暮 ら し は 地域の こ と に つ い て 知 ら な く て

も 成 り た っ て い る O し か し そ れは単 な る 暮 ら し で あ っ て 、 一定のス タ イ ル を 持 っ た暮 ら し

方 と は 言 え な い 。 ゐ定のス タ イ ル を 持 っ た 暮 ら し 方 は 、 地域社会の こ と に つ い て相当程度

に熟知 し て い な け れ ば成 り た た な い も の で あ る 。 地域に根 ざ し た暮 ら し 方 と は そ う い う も

の で あ ろ う O い ま や そ う し た暮 ら し 方 を 実現す る こ と は ほ と ん ど不可能 に近い こ と と な っ

て い る 。 ま さ に 地域文化 は危機に撮 し て い る の であ る O

は磨重史の集麓

こ こ で地域文化 と い う こ と に つ い て考 え て お こ う O 近年、 地域文化 と い う こ と が し き り

に 言 わ れ る が、 使 わ れ る 場面 に よ っ て さ ま ざま な 意味合いがあ り 、 そ の定義 は い ま ひ と つ

明確で は な い 。 し か し こ こ で は っ き り し て お き た い の は 、 地域文化 は 歴 史 の 集積であ り 向

時 に 重層 であ る と い う こ と であ る 。 寂神地域 に つ い て み て も 、 古代か ら 現代 に い た る 各時

代 に さ ま ざま な 人 が集い住 ま い 、 ま た活動 し て き た そ の 集穣が、 地域文化 と な っ て現代 に

息づい て い る の で あ る O 地域文化 と は言い換 え れば歴史の あ か し で あ る O い ま 現在 を そ の

地域で生 き て い る 人 び と がそ の こ と を 理解 し て い る か ど う か と は 関 係 な く 、 地域文化は 歴

史の あ か し と し て存在 し 続け る の であ る 。

そ の よ う な 歴史 の あ か し と し て の 地域文化 に は どの よ う な も のがあ る の で あ ろ う か。 目

に 見 え る 形の 過去 の 人 び と の み の集積 と い う 意味で も っ と も 顕著 な も の は 地域の景観で

あ ろ う 。 こ れ こ そ地域に住み ま た活動 し た 人 び、 と の常みの集積以外の何者で も な い。 各地

の 人 び と が よ り よ き 居住環境 を 求め は じ め る と 、 真 っ 先 に 取 り 組 ん だ の が地 域 の 美観 で
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あ っ た こ と は 地域文化の あ り 万か ら 見 て 当 然の こ と で あ る 。 震災復興の ま ち づ く り に お い

て も 景観 と い う も のが も っ と も 碁本 的 な 文化 イ メ ー ジで あ る こ と は 間違い な い の で あ る が、

そ れぞれの地域社会が具体的 に どの よ う な イ メ ー ジ を 描 く こ と がで き る か が 問題 な の であ

る O そ し て現代 の 人 び と の決断が次の時代へ と 受 け継がれ集積 を 続 け る の で あ る O

ま た可視的 な 地域文化 と し て は、 さ ま ざ ま な 生活財や 一殻 的 な 文化財が挙 げ ら れ る だ ろ

う O わ た し た ち の生活 は い つ の 時代で あ ろ う と 基本 的 に は モ ノ を 使 う こ と で成 り た っ て い

る 。 わ た し た ち は モ ノ に取 り 巻かれて暮 ら し て い る と 言 っ て も よ い。 そ の よ う な わ た し た

ち の暮 ら し を 取 り 巻 く モ ノ に ひ と つ ひ と つ意味 を 与 え 、 名 前 を 付 け 、 使い方 を 伝承す る と

い う の は 、 ま さ に 人 間 の 精神活動 そ の も の で あ り 、 そ の こ と が人 間 に と っ て 文化 と は何で

あ る か を 如 実 に物語っ て い る O こ の よ う な 人間 の 精神性 に も と づい た営 み と 自 然物 か ら転

生 し た そ ノ と が織 り な す暮 ら し方が文化 と い う も の の本質で あ ろ う 。 そ う し た営み は 地域

と い う 場 に お いて こ そ成立 し た こ と は言 う ま で も な い。 そ の よ う な暮 ら し 万 か ら 生 ま れた

モ ノ の数かず も ま た 文化 そ の も の で あ る ゆ え ん であ る 。

こ う し た 自 に見 え る い わ ば可視的 な 景観や モ ノ ばか り が文化で は な い 。 も っ と も 身近 な

例 は こ と ばで あ ろ う O 明治以来、 国語教育が進 ん だ お か げで今 日 で は襟準的 な こ と ばがず

い ぶ ん 介主的 に な っ て い る が、 そ れで、 も 地域地域で微妙 な ア ク セ ン ト の違 い や 言い 囲 し の

違いが結構あ る O こ と ば こ そ そ の 地域 を 葬台 に 過去の 人 び と の営みが集積 し た結果であ る 。

こ う し た 言語活動 と と も に過去 の い つ の 時代 か ら か伝承 さ れた儀礼や芸能、 独特の食べ物

や 味 と い っ た も の も や は り 日 に 見 え な い 丈化であ る O こ れ ら の文化は 自 に見 え る 要素 も あ

る け れ ど も 、 伝承 さ れて き た の は モ ノ で は な く 人 間 の 五感 を 前提 と し た精神活動 を 通 じ て

伝承さ れ て き た の で あ る 。

こ の よ う に 地域文化 を 見 て く る と 、 地域文化 と は こ れ は地域 に根 ざ し た 暮 ら し 方 と 一体

の も の で あ る こ と がわ か る 。 そ も そ も 本来 的 な 地域文化の あ り 方 を 前提 に す る と 、 そ う し

た 文化 を 前提 に暮 ら す に は 地域の こ と を 熟知 し て い な け れ ば成 り た た な い こ と に な る 。 い

わ ば地域の文化 を 自 分の文化 と し て暮 ら す と い う こ と で な い と 、 地域 に 根 ざ し た暮 ら し 方

を 実現 し て い る と は 言 え な い こ と に な る O 地域の範囲 を どの よ う に と る と し て も 、 地域の

文化 を 自 分の 丈化 と す る 暮 ら し 方 の ス タ イ ル を 実現 し て は じ め て 、 地域 に 根 ざ し た暮 ら し

方 と い う こ と が言 え る の で あ ろ う O こ の よ う な観点か ら 見 て も 、 現代の わ た し た ち の生活

がほ と ん ど地域文化 と は 関 わ り な く 成 り た っ て い る こ と が よ く 分か る で あ ろ う 。

か ら 韓関文化へ

地域文化の 現在 を 考 え る と き 、 明治以降の 日 本 の 近代化の歩 み が も た ら し た意味に言及

し な け ればな ら な い だろ う O 周 知の よ う に 、 明治tj、前 の わ が国 に お い て は 怨J l I 政権下 に 幕

藩制が し かれ、 地方分権 的 な 国土運営がな さ れて い た 。 地域文化 を 前提 と し た 地域 に 根 ざ

し た暮 ら し方がほ ぼ全国的 に成立 し て い た と 言 っ て も よ い で あ ろ う O 明治政府 に な る と 、
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廃藩霞県 に よ っ て 中 央集権 的 な体制 に 変 わ り 、 全 国 に 統 占 的 な 学校教育制度 が し かれ、 こ

う し た公教育が 中 心 と な っ て 国民的教育 を 推進 し て い く こ と に な っ た 。

た と え ば国語教育 を 通 じ て標準的 な 日 本語 を 全国的 に 普及 す る こ と を は じ め 、 音楽教育

は西洋音 階 を 採用 し 、 他の教科 に つ い て も 西洋の科学 を モ デル と し た 毘民育成型の文教政

策が採 ら れた 。 こ こ に お い て 、 そ れ ま で地域 に 集積 さ れて い た 地域文化 は も は や 丈化 と し

て は顧 み ら れ な く な り 、 む し ろ 国民文化 と で も い う べ き 西洋 の 科学や芸術 を モ デル と し た

同民の あ る べ き 標準 的 な 丈化 を公教育 を 通 じ て推進 し た の であ っ た 。

く わ え て 明 治政府の 国策 は富 国強兵 ・ 殖産興業策 に あ り 、 産業化 ・ 工業化の 推進が閲 ら

れ た 。 産業活動が感 ん に な る と 、 廃藩置県 に よ っ て居住の移動が 自 由 に な っ た 人 び と が、

新 し く 発達 し た 産業都市 に 集 中 し は じ め 、 結果 と し て 人 び と の生活様式 に大 き な 変化が起

こ り 、 人 び と は地域に根 ざ し た暮 ら し庁 を 大 き く 変容せ ざる を 得 な く な っ た 。 そ れで も ま

だ明治 ・ 大正期や 昭和前期 ま で は各地の都市や 農村で地域 に根 ざ し た暮 ら し方が見受 け ら

れ た 。

こ の よ う な 産業社会への変化が決定的 に な る の は 、 第二次大戦後の経済の高度成長期 の

こ と であ る O 明治以来の産業化の伸展 は 、 昭和前期 (1910年頃) に ほ ぼ国民の半数の世帯

が給与生活者世帯 に 達す る 抵 ど に な っ て い たが、 第二次世界大戦 中 の停滞 ・ 後退があ っ た

の ち 、 経済の 高度成長がは じ ま っ た 昭和30年 (1955年) に は再び給 号生活者世帯が国民全

世帯の半数 を 占 め る ま で 回復 し 、 そ の後の 15年 時 の 高度成長期 を 通 じ て急激 な 人 口集 中 に

よ る 都市化 の 進展 と 給与生活者舟帝 の 急激 な 増 加が も た ら さ れた の であ っ た 。

つ ま り 日 本社会 は こ の 時点 で 、 い わ ゆ る サ ラ リ ー マ ン 家庭 を 中心 と し た高度産業社会へ

と 変貌 し た 。 居住空間 と し て は と り わ け大都市 と そ の 周辺地域の変貌が著 し く 、 団地ス タ

イ ル の 集合住宅が持 ち 込 ま れ、 ま た大都市周辺や郊外で様 ざ ま な 形の住宅地 開発が進 ん だ 。

こ の よ う な社会変容 の な かで 、 わが国 の 家族の あ り 万や家庭や近隣 を め ぐ る 暮 ら し 方が大

き く 変化 し た 。 高度成長期以後の こ の よ う な社会変化 を 支 え て き た の は 言 う ま で も な く 公

教育 に よ る 国民文化重視の考 え 方で あ り 、 地域文化や伝統文化の分野 は 当 時 と し て は ほ と

ん ど顧み ら れ る こ と は な か っ た 。

ま た |司 特 に 経済 の高度成長期 は 、 活発 な 産業活動 を 背景 に 家庭電化 を は じ め と す る

必需用 品 が大 き く 工業製品 と 入 れ替わ っ た り 新 た に 導入 さ れ た 時代 で も あ っ た 。 生活 を 構

成 す る モ ノ か ら 見 て も 、 高度成長期 は 生活ス タ イ ル そ の も の が大 き く 変化 し た の で あ っ た 。

そ れ ま で は職人的技術 に よ っ て 生 み 出 さ れて い た 多 く の 家庭用 品が工業製品 に 変 わ り 、

活 を め ぐ る 人 と モ ノ の 関係 は大い に 変化 し た 。 た と え ば以前の モ ノ の多 く は 使 っ て い る う

ち に消耗 し た り 、 ま た職人の手 に よ っ て修繕 も 可能 で あ っ た が、 工業製品 で は摩滅 ・ 消耗

す る こ と も 少 な く 、 そ の う ち に新 し い 製品が出 た り し て使 え な く な る こ と が多 く な り 、 結

局 は モ ノ を 捨 て る こ と カがτ仁…

こ う し た 変イ化ヒの な かか ら は と て も 地域丈化の何が し かが生 ま れる はずず、 も な し ミ、O 人 びぴ、 と は

58 第 :章@ま ちの復興



高度産業社会が進 む な かで地域文化 を 喪失 し て い っ た と 言 わ ざる を 得 な し ミ 。 こ の よ う な動

き の背後で、 も と も と は 地域文化の豊穣 な 土壌であ り 、 地域文化が伝承 し 続 け る こ と が可

能 だ と 考 え ら れ て い た 農 山村地域で も 、 た び重 な る 人 口 流 出 の結果、 過疎化現象が起 こ り

人 口 的 に伝統文化の伝承が困難 と な っ た報告が相次い だの も 高度成長期 で あ っ た 。

80年代、 文化行政の 推進

こ の よ う な 推 移 に対す る 反省 か ら 、 70年代 の後半か ら 80年代 に か け て全 国 的 に丈化行政

が推進 さ れた 。 も ち ろ ん そ れ以前 か ら 、 文化 に 注 目 し た 地域振興の事例 は散見 し た 。 当 時

は む ら お こ し あ る い は 地域お こ し と 呼ばれて い たが、 高度成長期 の60年代 に 高度成長の恩

恵、 に 浴す る こ と の ま れ な 山 間 の村が地域 に 残 さ れた 限 ら れた資源 (伝承文化) や都市文化

の逆輸入 な ど、 入手可能な 丈化資源 を 素材 に し た活動 であ っ た 。 こ う し た な かか ら む ら お

こ し御 三 家 と 呼 ばれ た 、 湯布院 (大分) 、 足助 (愛知) 、 利 賀 ( 富 山 ) は、 今 日 も 絶 え ず新

し い地域お こ し を 模索 し 続 け て お り 、 わ が国 の地域づ く り の ひ と つ の モ デル に な り つ つ あ

る 。

し か し 、 70年か ら 80年代 で は 、 こ う し た 地域 ぐ る み の む ら お こ し の成功例 は 地域 リ ー ダ ー

達の活動 が先導 し た も の で あ り 、 他 の 地域で簡単 に真似 ら れ る よ う な も の で は な か っ た 。

む し ろ こ の 時期 に一般 的 で あ っ た の は 文化行政の名 の も と に推進 さ れた 地 方 自 治体主導の

む ら お こ し で あ り 地域づ く り で あ っ た 。 府県 レベル か ら 市町村 レベル ま で、 こ の 時期 に は

実 に さ ま ざま な 丈化行政が展 開 さ れ た 。 お り し も 80年代 は地方博覧会ブー ム で も あ っ た の

で、 毎年、 大小 さ ま ざま な 博覧会が催 さ れ、 博覧会の成果が問 わ れ る な か、 跡地や施設の

博覧会後の利用 ・ 活用 が丈化行政の推進 を 後押 し し た 。

し か し こ の 時期 の 文化行政の推進 は い く つ か の 間題 を 残 し た と 言 え そ う で あ る O そ の ひ

と つ は 、 地方 自 治体の文化行政の多 く は 、 教育委員会が担当 し た こ と が背景 と な っ て 、 依

然 と し て 明治以来の 国民文化至上主義が抜 け き ら ず、 地域文化 に つ い て の配慮や検討がほ

と ん どな か っ た 。 文化行政の成果 と い う と 、 美術館や博物館、 あ る い は文 化 ホ ー ル な ど、

や は り 丙洋の芸術文化 を モ デル と し た 国民文化振興型の施策が推進 さ れ た 。 そ の結果、 立

派 な 施設 は で き あ が っ た が、 そ れ ら の施設で どの よ う な 丈化が展開 さ れ る の か、 中 身 が と

も な わ な い で は な い か と の批判がお こ り 、 ジ ャ ー ナ リ ズ ム は 「ハ コ も の行政」 と 榔撤 し た

の で あ っ た 。

ま た こ う し た 文化施設 は 行政の論理の 前 に 地域施設であ る こ と を 困難 に し た面 も あ っ た 。

た と え ば市立 と し て設置 さ れ る と すべて の 市民 の た め に と い う 運営上の論理性が、 施設の

地域の人 び と に対す る 柔軟 な サ ー ピ ス を 生む こ と を 困難 に し た。 どの よ う な 施設であ っ て

も 地理 的 限界 か ら は逃 れ ら れ な い 。 施設のす ぐ近 く に 住 む 人 び と に と っ て は そ れ は 実 に 身

近 な 可能性 に 満 ち た 文化空 間 で あ る は ずで、 あ る が、 催 し の時 だ け に し か利用 し な い と す れ

ば、 そ れ は 地域施設 と し て は何 ら の特別 な 価値 を 生 む も の で あ る と は言 え な い 。 震災時 に
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地域の住民か ら 避難 を 要請 さ れた美術館や博物館があ っ た が、 市民の た め の利 用 を 目 的 と

す る こ れ ら の施設は あ ら た め て 地域施設 と し て の意味 を 問 い か け ら れた と 言 え よ う O

ま た文化施設 も 行政の 一環で あ る か ら や む を 得 な い面 も あ る の で あ ろ う が、 丈化的 サ ー

ビス に厳密 な 予算主義 は な じ ま な い 。 通常、 行政の予算 は 前年震 に査定 ・ 決定 さ れ る O と

い う こ と は前年度 に す で に そ の年の事業が決め ら れて い る わ け で 、 こ れ を 厳密 に守 る こ と

に な る と 、 丈化事業 と い う も の は前 の 年 に 決め た も の し か実施 し で は な ら な い と い う こ と

に な る 。 こ れで あ る 程度 う ま く 運営 さ れ る 催 し も あ る で あ ろ う が、 文化的事業 は い く ら 周

到 に準備 を し て い て も 、 得 て し て 実施の直 前 に様 ざ ま な 問題や可能性が生 じ る も の で あ る 。

そ う し た 臨機応変 な 可能性 を 否定 し て し ま っ て は 、 何の文化事業か と い う こ と に な る O 文

化事業 は そ れ に参加す る ( あ る い は利 用 す る ) 地域の 人 び と の評価 を 得 な が ら 展開 す る 性

質の も の で 、 た え ず参加者の 満足度 を 測 り な が ら 改変 し て ゆ く べ き も の であ る 。 そ の と き

に予算が な い か ら 、 あ る い は あ ら か じ め計画 さ れ て い な い か ら と い う 理由 で 、 事業の改変

す ら 行 わ れ な い と す れ ば、 そ の事業の も つ文化性 そ の も のが問 わ れ る こ と に な ろ う O

こ う し た点 で は 、 総 じ て わ が戸i の丈化施設の運営は参加者や利用者の視点 を 十分 に 活 か

し て い な い ケ ー ス が多 い 。 ど ち ら か と い う と 内容 (上演 目 に し ろ 展覧 会 に し ろ ) を 提供す

る こ と に比重がかか り す ぎ て お り 、 提供 さ れた事業が参加者や利用 者 に どの程度の 満足 を

も た ら し た の か、 改善すべ き 点 は ど こ な の か と い っ た 、 い わ ば利 用 者評価 を 取 り 入れ る に

い た っ て い な い 。 考 え て み る と 、 一般的 に 文化施設 を 見 る と 、 よ い施設 ・ 設備 が用 意 さ れ

て お り 、 そ の管理 も か な り 行 き 届 い て い る O そ し て そ の施設が提供す る 内容 の 専 門家 に も

不 自 由 し て い な い 。 音来家 や 劇 団 、 あ る い は美術 や博物誌の研究者 も い る O こ れだ け 揃 っ

て い る の に 、 そ の施 設 を 運営す る 人材が欠落 し て い る の であ る O 地域の 人 び と の ニ ー ズ を

考 え て 地域施設 と し て は どの よ う な 内存 を 提供す る の が よ い の か、 ま た市民の た め に は何

を 提供す る の が望 ま し い の か、 た え ず市民や地域の 人 び と の ニ ー ズの 動 向 を 調査 し 、 そ の

施設の望 ま し い運営 を 考 え る 専 門家 がい な い の であ る O こ れは わ が国 の 文化施設の運営上

の 欠 陥 で あ る 。 こ こ に 地域施設が育 た な い根本 的 な 理由があ る 。

職域文銘の:再生 と 瞬持者長賂大震災

以上の よ う な80年代 の状況 を へ て 、 わが国の文化行政は経済の好況が追い風に な っ て イ

ン フ ラ 整備 の 面 で は 大い に 進 ん だ け れ ど も 、 そ の…一方で多 く の課題 も 生 ま れた 。 何 と 言 っ

て も 文化 の 問題 と い う の は 、 人 び と 一人 ひ と り の こ こ ろ の 問題、 生 き 方 の 問題 に結 びつ い

て い る 。 こ こ に丈化の 問題の本質があ る わ け で、 単 に丈化的 イ ン フ ラ 整舗が進 ん だ と か文

化事業が数多 く 行 わ れた と い う だ け に と ど ま る はず も な く 、 そ れ ら の シ ー ン の 一つ ひ と つ

が人び と の こ こ ろ に どの よ う に響い た かが間 わ れ る の であ る O

そ う し た 意味 に お い て も 、 80年代 の終わ り に 国 に よ り 生涯学習社会モ デル が大 き く 唱 え

ら れて 、 そ れ ま で の社会教育 の概念 を 拡大 ・ 転換 し 、 人 び と が生涯 を 通 じ て様 ざ ま な 学 び
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を 続 け る こ と がで き る 環境づ く り を 提起 し た こ と は大 き な 意味があ っ た 。 本 来 な ら こ こ で

そ の た め の新 た な 人材育成の施策 な り プ ロ グ ラ ム が全 国 的 に展開 し て お れ ば よ か っ た の で

あ ろ う が、 そ の 点が省 み ら れ な か っ た た め に 、 そ の後、 先 に 述べ た よ う な 文化施設 に お け

る 運営 の 専 門 家不在 と い っ た状況が生 ま れた の で あ る O

90年代 に 入 る と 、 市民社会の成熟化の傾向が一段 と 高 ま り 、 ま た価値観や ニ ー ズ の 多様

化 も 進み 、 人 び と の丈化 に対す る 関 心 の あ り 方が変化 し た 。 す で に 述べ た よ う な 明治以来

の 国 の 政策や公教育が普及 し た結果、 人 び と の 関 に は文化 と い え ば西洋の 芸術や学術 を 中

心 と し た何か精神 的 に高 い分野の こ と であ っ て 、 教養の あ る 人や 暇 と お金 の あ る 人がす る

こ と で、 一 般 に は ち か寄 り がた い イ メ } ジが形成 さ れて い た 。 事実、 世論調査 な どの結果

を 見 て も 、 文化 と い え ば芸術や 学術 を イ メ ー ジ す る 人が大半で あ っ た。 と こ ろ が90年代 に

は い る と 、 文化 と い え ば地域の歴史的景観 と か生活文化 を イ メ ー ジす る 人が多 く な っ て き

た の で あ る O

こ の こ と の背景 に は さ ま ざま な 理 由 があ ろ う が、 や は り 高度成長後か ら 80年代 に か け て

人 び と の 生活水準が向 上 し 、 生活上での豊か さ が実現で き た こ と が大 き い と 思 われ る O 何

よ り も 生活 に経済的 そ し て 時 間 的 な ゆ と り が生 ま れ は じ め た の であ る O 家 庭 内 の 生活 に つ

い て は も は や 求 め る も の は ほ と ん ど手 に 入 る こ と に な っ た。 人 び と は あ ら た め て 自 ら の豊

か さ を 自 己評価 し 、 そ の結果、 人 び と の 関心 は家庭内 か ら 外ヘザîJ か っ た 。 具体的 に は地域

社会や ま ち の な か に新 た な 豊か さ を 求め る こ と に な っ た 。

そ こ で発見 さ れ た の は 、 地域社会や ま ち の現状が必ず し も 快適 な も の で は な く 、 人 び と
の本 当 の 意味での豊か さ を も た ら す状態で は な い こ と で あ っ た 。 ま ず地域や ま ち の景観は

ど う だ。 小 さ な 子 ど も や お 年寄 り そ し て 障害の あ る 人が安心 し て歩 け る 道 に な っ て い る の

か 、 等 々 O 家庭の な か は豊 か に な っ た が外は ま だ十分で、 は な い 、 し か も こ れ ま で外の こ と

は行政荘せ に し て き た が、 こ の ま ま で は本 当 に快遣 な 自 分た ち が納得で き る 空間 は生 ま れ

な い 。 自 分た ち の手 に ま ち を 取 り 戻そ う O こ う い っ た 意識の変化が起 こ っ た の で あ ろ う 。

何年代 に 入 る と 、 人 び と の社会や ま ち に対す る 関心 は著 し く 高 ま り 、 そ の よ う な う ね り が

人 び と を ボ、 ラ ン テ イ ア 活動や社会貢献、 非営利活動 な ど、 こ れ ま で に な い市民的活動 を 生

み 出 し た の で あ る O

ち ょ う ど こ の よ う な 変化の さ な か に 阪神淡路大震災が襲 っ た の で あ る 。 新 し い社会づ く

り が ま だ端 緒 に つ い た ばか り で あ っ た の で、 冒 頭 に挙げた よ う に 、 震災直後の復興 ま ち づ

く り で は どの よ う な ま ち を イ メ ー ジ す る の かが十分に は 蓄 え ら れて は い な か っ た と 言 え よ

う O も し も 人 び と が 自 分た ち の暮 ら し 方 に つ い て も っ と 確信が持て る 段 階 ま で議論や計画

が進 んで、 い れ ば、 そ の よ う な 戸惑い は な か っ た の で は な い か と 思 わ れ る の で あ る 。

畿興 ま ち づ く り と 地域文化の需生

復興 ま ち づ く り の 諸事例 を 概観す る と 、 地域文化の 立場か ら は大 き く 三つ の タ イ プが認
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め ら れ る 。 復興 ま ち づ く り の性質上、 近年の多 く の ま ち づ く り 事例 よ り は は る か に大 き い

比率で行政に 依存 し て い る こ と は否定 し が た い が、 そ う し た な か に も ( 1 ) 地域景観保存

型 と ( 2 ) 地域機能強化型、 そ し て ( 3 ) 区 画整理事業型 と い っ た ま ち づ く り の 違 い が認

め ら れた の で あ っ た 。 以下、 そ れ ら の事例 を概観す る O

( 1 ) 地域景観保存型

神戸 ・ 阪神 田 は 古代以来の さ ま ざま な歴史的集積 に 思 ま れた地域であ り 、 そ の地域文化

の豊か さ は ひ と え に そ の歴 史 に 由来す る 。 し たがっ て ま た 地域文化か ら 見 て 意義深い数多

く の建造物が残 さ れ て き た 。 そ れ ら の い く つ か は歴史的建造物 と し て文化財指定 を 受 け て

い る O 尼崎の寺町地区で も 大 き な被害がで た が、 そ れ ら の建造物 の修復 と 平行 し て都市美

形成地域 と し て散策道な ど町並み景観の 整備が進め ら れて い た 。 こ の事業は平成元年か ら

は じ め ら れて い た事業で、 助 成 を 行い な が ら 寺院 と と も に一般住宅 の 整備 も 進め ら れて い
る 。 ま さ に景観保全 を 中心 と し た ま ち づ く り で あ る 。

神戸 ・ 阪神 に は 地域 を 彩 る 住宅系や産業系 の 建造物 も 数多 い 。 有名 な の は 神 戸 ・ 北野 の

い わ ゆ る 異人館の ま ち ゃ西宮 ・ 灘地区 の 酒蔵 の ま ち な どで あ ろ う が、 そ れ ほ ど ま と ま っ て

集 中 し て い な く て も 各所 に 地域 を 生 き 抜い て き た 建物が残 さ れ て い た 。 そ の多 く が震災 に

よ っ て全壊な ど の 大 き な被害 を 受 け た が、 こ の場合の譲興の あ り 様 は 基本的 に 建物 を i日 に

後 し で も と も と の景観 を 保全す る こ と で あ る O 異人館群 と な ら ん で国際都市神戸 を 特色づ

け る 華人 コ ミ ュ ニ テ ィ の シ ン ボル 関帝廟、 阪神 間 に残 る 大正 ・ 昭和初期 の住宅建築 な ど は 、

お な じ復興 と い っ て も 復元が基本 と な り 、 そ の 過程 を 通 じ て景観の 回復 ・ 保全 が図 ら れ る O

し た がっ て こ こ で は ま ち づ く り は お の ず と 景観 を 保全す る こ と を 核 と し て 進展す る こ と

に な る 。 す で に 明 ら か に し た よ う に 、 ま ち の景観 は そ の 地域で営 ま れ た 歴 史 の 集積そ の も

の で あ る O そ の こ と に価値 を 見 い だ し 、 そ れ ら を 回復 ・ 保全す る こ と は 地域文化 に根 ざ し

た ま ち づ く り の原 点 で あ る 。 し か し な が ら 景観の 回復 ・ 保全 と い う 事業 で は 行政 の 果 た す

役割が非常 に 大 き く 、 行政の 手 に よ っ て歴史的 と み な さ れ る 建造物が指定 さ れ て い る か否

か は 、 被災時 に お け る 復興過程 で は 決定的意味 を 持 つ 。 一般 に は こ う し た点 に つ い て は あ

ま り 知 ら れ て い な しミ 。 も し も 普段か ら も う 少 し地域の 人 び と の 閉で景観 を 継承す る こ と の

価値 に つ い て 関心が高 け戸 れば と 思 わ ざる を 得 な い 。 阪神 間 の多 く の古 き 良 き 住宅景観 の い
く つ か は今時の震災で、失 わ れ、 そ の 多 く は工業的住宅 に 取 っ て代わ ら れた 。 景観の保全 を

核 と す る ま ち づ く り は 大 き な 曲 が り 角 に さ し かか っ て い る O

( 2 ) 地域機能強化型

先 に ふ れた よ う に 、 神戸 ・ 北野は異人館地区 と し て 、 今では全同 に そ の 名 を 知 ら れて い

る ま ち に な っ て い る O こ の地 区 で は 、 主重要文化財 (建造物) 2 件、 伝統的建造物32件、 景

観形成重要建築物 6 件 を含 む 多 く の建物が被害 に 遭 い 、 さ すがに全国 的 な 関心 も 高 く 、 全

国 か ら 専 門 家が は せ参 じ て調査や復旧 に あ た る と い う 一大復興事業 と な っ た 。 こ う し た建

物 そ の も の の 回復 ・ 保全は行政の支援 に も 牽引 さ れて順調 に 進 ん だ と い う と こ ろ だ ろ う O
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だが、 そ れで復興 は 済 ん だ の か と な る と 、 現実 に は建物が復 18 し た と い う だ け で は 、 北

野 の ま ち づ く り は終わ ら な か っ た よ う であ る 。 む し ろ ま ち づ く り に 関 す る 本 質 的 な 問題が

震災 を 機 に 露呈 し た と 言 っ て も よ い か も 知 れ な し ミ 。 ま ち づ く り に お け る 本質 的 な 問題 と は

ま さ に 地域の あ り 方 の 問題であ り 、 地域社会 と は何であ る か を も う 一度 問 い直 さ ざる を 得

な か っ た の で あ る 。 ま ち づ く り を 支 え る 地域社会 と は何 な の か。 !日来か ら の 地域組織 と し

て の 自 治会 な の か。 そ れ と も ま ち づ く り を 進め よ う と す る 有志の会な の か。 1 日 来 の 自 治会

組織は行政の地域組織 と し て も 深 く 結 びつ い て お り 、 わが国の多 く の都市で は行政の末端

と し て機能 し 、 住民か ら 会費 を 集 め る な ど一定の役割 を 持 っ て き た 。 地域社会の正 当 性 を

意識 し て い て も 不思議で は な い 。

し か し 現代 の地域社会、 と り わ け都市の地域社会 は様 ざ ま な ニ ー ズ を 持 っ た 人 び と の 混

住杜会であ り 、 自 治会組織がそ う し た様 ざ ま な ニ ー ズ を 実現す る 権限 も な け れば龍力 も な

い。 地域 に 強 い ニ ー ズ を も っ人 び と は い き お い グル ー プ を 形成 し て独 自 の運動 を は じ め る O

は じ め の段 階 で は ど う し て も 活動 に 正当性が乏 し く 、 行政 も 対応、 に苦慮す る こ と が し ば し

ばで あ る O こ う し て ま ち づ く り 組織 と そ の 運動 は い つ の 障 に か混迷の 度 を 深 め る 結果 と な

る O 幸い な こ と に神戸 ・ 北野で は こ う し た 3 者 に よ る 徹底 し た話 し合い が行 わ れ、 お 互 い

の役割分担 を 確認 し 、 行政は新た に や る べ き こ と を 実現す る 方向 を 見 い だ、 し た と 開 く O

ま ち づ く り と 一言でい う が、 そ の実際は個 々 の ニ ー ズ と 組織の正当性 の ぶ つ か り 合い で

あ ろ う O そ れ ら が話 し合 い の結果、 新 し い創造的機能 を 見 い だ し た と き 、 ま ち づ く り は ひ

と つ の ス テ ッ プ を 超え る こ と がで き る と 評価 し た い。 そ の段 階 を こ こ で は 地域機能強化型

と 呼ん で お き た い 。 神戸 ・ 北野の場合 は 多 く の細 か い 事業 と と も に 、 ト ー ア ロ ー ド沿い に

!日北野小学校施 設 を 転用 し て 、 「北野工房の ま ち J を 開 設 し た 。 !日校舎 内 に は キ タ ノ ・ マ
イ ス タ ー ・ ガ ー デ ン と 銘打 っ て神戸市 内 の 菓子 ・ 和紙 ・ 靴な ど20の屈が庖 舗 を 並べ、 旧 運

動 場 は 駐車場 と し て利 用 さ れ、 多 く の 観光パス を 北野界i壊 に誘引す る 結果 と な っ た 。神戸 ・

北野が単 に 異人館の ま ち と い う の で は な く 、 神戸の丈化産業 を 彩 る 職人仕事の活性化 に も

つ な げ よ う と い う 新 し い機能 を 強化 し た と 言 え よ う O

ま た 同 じ よ う な例 と し て は 、 全国で も 有名 な 酒造 り の ま ち ・ 灘 に お け る 酒蔵 の ま ち に お

け る 博物館や美術館の 活動 を 挙げる こ と がで き る o 1難か ら 西宮 に か け て の 一 帯 に は震災前

は お よ そ 300棟 あ っ た 酒蔵 の 90パー セ ン ト が震災で滅失 し た 。 灘五郷 と 呼ば れ る 酒 ど こ ろ

の ま ち の イ メ ー ジ は 喪失 し て し ま っ た と も 言 わ れ る O こ う し た な か に あ っ て 、 す で に震災

前 か ら 博物館や資料館 と し て の機能 を 持 っ て い た 酒 蔵 は 補助事業や復興基金か ら の 補助 な

どで復.1日 に い た っ て い る 。

な か で も 代表 的 な 復 旧 の例 は神戸 ・ 離 に あ る 沢の鶴大石蔵で、 昭和40年代 ま で使用 し て

い た 酒蔵 2 棟 を 古い形態 に修復 し て 、 昭和53年 よ り 民俗資料館 と し て 開 設 し て い た 。 こ の

大石蔵 も 今回 の 震災で全壊 し た が、 県 の 文化財 に 指定 を 受 け て い た の で震災の直後 よ り 修

復 に む け て の検討が行 わ れ、 免震構造 を 採用 す る な ど構造補強工事 を 行 い平成11年秋か ら
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装 い も 新た に再開館 に こ ぎつ け た も の で あ る O こ の大石蔵の ほ か に も 、 菊正 宗酒造記念館、

白 麗酒造博物館、 白 鶴酒造資料館 な ど も 同様に復旧 に い た っ て い る O

こ こ に 地域文化 と 個 々 の文化財 と の 基本 的 関係性が見 ら れ る O た し か に ‘ つ ひ と つ の 文

化討 ・ 施設の復旧 や複興は な る が、 そ れ に よ っ て お よ そ ま ち の イ メ ー ジ を 回復 で き な い と

す れば、 お の ず と 復興の課題は 単 な る ひ と つ の施設の援旧 に と ど ま ら な い こ と に な る O む

し ろ 大石 蔵 に 代表 さ れ る 酒蔵 の復興は 、 酒蔵 と い う よ り も 博物館 ・ 資料館施設 と し て の復
興の意味合 い が強 く 、 だ か ら こ そ そ の復興は い か に ま ち の復興 に つ な げる か が課題 に な っ

て く る の であ る O

い ま の例 は 酒蔵資料館 ・ 博物館で あ る が、 じ つ は 阪神 間 に は こ う し た 酒造家 を は じ め 関

西経済界の経済人が残 し た個 人美徳館が数多 く 残 さ れて い る 。 こ う し た美術館 も ま た震災

の被害 を被 っ た が、 そ の復興の過程で は ほ と ん と1也域社会 と の 関 わ り が見 ら れず、 地域文

化 と こ う し た個 人美術館 と の 関 わ り に つ い て考 え さ せ ら れ る こ と が多 か っ た 。 こ う し た個

人美術館の コ レ ク シ ョ ン は ど ち ら か と い う と 特定の美術分野 の す ぐ れ た 作 品 が多 く 、 し た

がっ て 訪 れ る 人 も そ う し た コ レ ク シ ョ ン の愛好家が多 く 、 基本的 に そ の美術館の活動 そ の

も の があ ま り 地域 と は 関 わ り を 持 た な い し く み に な っ て し ま っ て い る の で あ る 。

し か し こ れ も 考 え よ う で あ っ て 、 た と え 訪 れ る 来訪者が地域 と は何 の 関係 も な い 人 び と

で あ っ て も 、 そ の 美術館の存在 は 訪れ る 人 に と っ て 地域の イ メ ー ジ を 形成 し な い は ずがな

い。 こ の場合は 、 地域社会 の 人 び と と 直接 関 わ り を 持つ こ と は な い か も 知 れ な いが、 美街

館の存在が訪れ る 人 に あ る 地域 イ メ ー ジ を 与 え る こ と は想像 に難 く な い 。 そ の結果、 お の

ず と あ る 種の 地 域 イ メ ー ジ が広 く 社会 に拡がる の で あ る O 阪神地域な ど ま さ し く そ の好例

であ ろ う O

そ う し た こ と を 考 え る と 、 も う 少 し 普段か ら 個 人美術館の 地域 に お け る 役割j と い っ た こ

と を 考 え る こ と が必要 な の で は な い か と 思 わ れ る 。 い か に個人美術館 と は い え 、 そ れ は 地

域 に と っ て公的 (パ ブ リ ッ ク ) な 施設であ る と い う 視点が;重要であ ろ う O わ が国 で は パ ブ

リ ッ ク と い え ば公共 と 訳 さ れ、 そ れ は ほ と ん ど行政 と 同義語 に な っ て い る O 行 政の事業の

みが公共 的 と い う 観念 が ま か り 通 っ て い る O い ま で は 一般の人 び と ま でそ う 思い こ ん で い

る O こ れは 地域文化 を 考 え る 上で大 き な 障害 で あ る O

美術 と い う も の に ふ れ る の に 、 個 人美術館 と 公立美術館 と で違いがあ る の だ ろ う か。 料

金 だ、 っ て さ し て 違 わ な い 。 美術品 で公立美術館 に あ る も の の 方が公共的 だ と い う こ と は あ

り 得 な い 。 パ ブ リ ッ ク と は 本 来 は 、 地域の 人 び と の日か ら 見 て 、 と い う 意味 で あ ろ う 。 し

た が っ て設立母体 と か設誼者の日か ら 見 る の で は な く 、 地域の 人 び と の日か ら 見 る 、 こ れ

が本来の公共的 と い う こ と で あ ろ う 。 さ い わ い 、 震災後 に こ う し た 旧 来の公共の考 え 方 は

急激 に変わ り つ つ あ る O 人 び と は 自 分 た ち が納得で き る こ と が公共的 だ と 感 じ は じ め て い

る の であ る 。 こ の と こ ろ 日 本社会で は 、 急速 に市民意識が育 ち つ つ あ る よ う で、 市民活動

も 非常 に 盛 ん に な っ て き て い る O そ う し た 市民 の日 を 通 し て地域の様 ざ ま な 資源が見 え て
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く る よ う に な る と 、 地域文化 は徐 々 に わ た し た ち の手 の な か に戻 っ て く る の で は な い だ ろ

う か。

( 3 ) 区画整理事業型

復興 と ま ち づ く り の 問題 に 欠 かせ な い の が区画整理事業で あ る O わ が 国 の都市計画 そ の

も のが医 画整理事業 を 前提 と し て 成 り 立 っ て い る か ら 、 住岩中心の街区で あ れ事業所中心

の街区 で あ れ、 都市計画前の街区 に お け る ま ち づ く り を 進め よ う と す る と 大 な り 小 な り こ

の 区画整理事業 に 直面す る 。 複雑 な 土地の所有面積 の 移動が発生す る た め に 、 こ の 問題は

簡 単 に は解決の方 向 を 見 い だ し 得 な い 場合が多 く 、 関係す る 人 び と の 聞 で合意が形成 さ れ
る ま で に か な り の年数 を 要す る 例 も 多 々 見 ら れ る O

そ の よ う な 事情か ら す る と 、 と て も 地域文化 ど こ ろ で は な い と い う が一般的 な空気の よ

う で あ る O し か し こ と は そ う 単純で は な い 。 と 言 う の も 、 区画整理事業で は 、 そ れ ま で そ

の 地域 に存在 し て き た土地の所有関係や た と え狭 く と も 道路や路地 な どが入 り 組 ん だ密度

の濃い街誌 を 消 し 去 っ て し ま う か ら で あ る O そ の よ う な 街 区 は 訪災上 は 課題が多 く 、 震災

で も 大 き な被害が出 た の で あ る が、 そ こ に は た し か に 地域文化 と で も 呼ぶ べ き 暮 ら し方が

あ っ た の で あ る O そ う し た ま ち がた と え 脆弱 で、あ っ た と し て も 、 都市計画 の 名 の も と に 、

ま た 防災上の課題解決の た め に 、 滅失す る と い う こ と は少な く と も 過去 か ら の伝承 を 断 ち

切 る こ と に な る O こ の あ た り の こ と は どの よ う に考 え ら れて い る の だ ろ う か。

た し か に脆 弱 な ま ち で あ っ た がゆ え に も と どお り の ま ち を復 旧 す る と い う わ け に も い か

な い で あ ろ う O 防災上大 き な 問題があ る こ と は事実で あ る 。 そ の こ と を どの よ う に 解決す

れ ば よ い の か 。 区画整理事業 を 進め る 過程で も と の栴区が持 っ て い た暮 ら し の あ り 方 を 回

復す る 方法がな い も の か。 こ こ に復興の ま ち づ く り に お け る 丈化 を 意識す る こ と の 重要性

が存在す る O 繰 り 返 し述べた よ う に 、 文化 と は 地域 に根 ざ し た暮 ら し 方 で あ る 。 こ の暮 ら

し 方 を 根 こ そ ぎ滅失す る の で は 、 何の た め の都市計画で あ る の か分か ら な い こ と に な っ て

し ま う O 区 画整理 さ れ た都市計画 を 実行す る の が 目 的 で は な い は ずで、 あ く ま で ま ち づ く

り の あ り 方が間 わ れ る の で あ る O そ の よ う な 意味 に お い て 、 芦屋浜の復興住宅 と い う ま っ

た く 新 し い都市空間 に お い て 、 あ ら た め て 文化 に よ る ま ち づ く り の重要性 を 示 し た橋本敏

子氏の試み は高 く 評価で き る の で あ る O こ の よ う な試みが護興の ま ち づ く り の こ こ か し こ

に展開す る な ら ば、 かつ て の暮 ら し 方 を伝承 し つ つ 区画整理事業 に よ る 都市計画が新 た な

地域文化の創造 に つ な が る 期待 を 抱かせ る O

た と え 脆 弱 で、あ っ て も 、 事業所が中 心 と な っ た街区 の場合 は 、 市街地再開発組合や行政

な どが母体 と な っ た 組織が ま ち づ く り を 牽引 す る 例 も あ る 。 こ の場合 も 組織の 中心が中小

の事業所で あ る だ け に 、 地域文化 と の 関 わ り は あ ま り 考憲 さ れ な い の が一殻 的 であ る 。 た

と え ば阪急電鉄西宮北口周辺の 7 カ 所で、行 わ れて い る 復興土地区画整理事業で は 、 規模の

点 で は神戸 ・ 阪神 間 でお そ ら く 最大 と な る で あ ろ う が、 そ の ま ち づ く り に は商業、 事業、

住宅、 文化施設 な どい ろ い ろ な 要素が盛 り 込 ま れて い る 。 そ の 文化施設 と し て は兵庫県が
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計画 中 の芸術文化セ ン タ ー が動 き 出 そ う と し て い る 。 わが国 に お け る 都市 の 文 化施設は し

ば し ば こ う し た大規模 な土地区画整理事業 を と も な っ た都市再開発事業 と し て計画 さ れ る
が、 こ れ ら を 新 し い地域文化の拠点 と し て どの よ う に 育成す る かが、 今後 に残 さ れた地元

西宮 に 課 さ れ た 課題 で あ ろ う O

ま ち づ く り と 地域文化 を 結ぶ も の
震災か ら の復興の過程で、 過去の 人 び と の 営 み の 集積 と し て の 地域文化、 単 に 地域 に 集

積 さ れた と い う 意味以上 に、 ま ち づ く り に お け る 新た な 地域文化の 可能性 を 示 し た い く つ
かの活動 も 注 目 を ヲ | い た 。

そ の ひ と つ は埋蔵文化財調査で あ る 。 都市計画の 専 門家 に と っ て は 当 た り 前の こ と な の

であ る が、 わ が国 で は現実 に土地区画整理や再開発事業が計画 さ れ る と ま ず第 一 に行わ な

ければな ら な い の が、 そ の計画区域内 での埋蔵文化財調査な の で あ る O 神戸市の場合、 土

地区画整理事業 は震災後の都市行政の最重点事業 と 位置づけ、 震災か ら 2 カ 月 後 に は都市

計画決定 を 行い、 重点後興地域指定 を 告示 し た 。 そ れ は 同 時 に埋蔵文化財調査 を い か に 迅

速 に行 う か と い う 圧力 と も な っ た 。 神戸市の場合、 平成 7 年か ら 9 年 に か け て の 3 年 間 で

要調査面積 は 54ha と 推定 さ れ た が、 実施で き た の は28ha で あ り 、 年平均発掘 筒 所 は 110

カ 所 に お よ ん だ。 さ ら に平成1 1年度末 ま で に 500 カ 所の調査が行 わ れた 。

こ う し て個 々 の ま ち づ く り 案の な か に埋蔵文化討の発掘調査が組み込 ま れ る こ と に な り 、

何 よ り も そ れ ま で埋蔵文化期 に ほ と ん ど関 心 の な か っ た 地域の 人 び と が発掘 さ れ た 文化財

に 関心 を 寄せ る と い う 、 思いがけ な い効果 を 生ん だ と い う 例 も あ っ た 。 保存 は 原則 と し て

記録保存 と し て お り 、 発掘 さ れた も の は発掘速報展や現場説明会 を 聞 い て地元 に公表 し て

い る の で あ る 。 自 分た ち の住 ん で、 い る 地域が思 いがけ な い発掘物 を 持つ こ と に よ っ て、 自

ら の 地域イ メ ー ジ が大 き く 変わ っ た と い う ケ ー ス も 聞 い た。 こ う し た穣み重ねが新 た な 地

域文化の創造 に つ な がる か も 知 れ な い 。

ふ た つ 目 に は、 コ ー プ こ う べの 地域密着型の活動が際立 つ て い た こ と で あ る O す で に 周

知 の よ う に、 震災の産後か ら コ ー プ こ う べの生協 と し て の活動 は停止せず、 む し ろ 救援 ・

復 旧 の 最前線 に あ っ た こ と は新開等で報道 さ れた ほ どで あ っ た 。 こ の コ ー プ こ う べの活動

は近瞬で グ ル ー プ化 さ れ た 共 同購入 を 基盤 と す る 地域密義型の事業展 開 に あ る こ と は よ く

知 ら れて い る が、 こ の創 立 当 初 か ら の地域の グ ル ー プ化、 ネ ッ ト ワ ー ク イヒが災害 に あ た っ

て も 十分機能 し、 震災後 は 生活文化 に 関 す る 様 ざ ま な サ ー ク ル活動 に 加 え て、 組合員 で な

い市民の活動 グル ー プ と の連携や新た な ボ ラ ン テ イ ア 活動 が発展 し つ つ あ る と い う 。

こ う し た コ ー プ こ う べの活動 を 見 る に つ け、 今 世 の 地域社会 に は い か に コ ー デ イ ネ ー タ

の役割が大 き い か を 痛感す る O 今 日 の わ た し た ち の暮 ら し は、 こ れ ま で操 り 返 し 述べて き

た よ う に、 す ぐ れて利便性 に 流 さ れ て お り 、 暮 ら し 方 と 言 え る よ う な何 ら かの ス タ イ ルや

価値観 を 持つ も の と は な っ て い な い 。 そ し て そ の流 れ は 一 人 ひ と り の個 人 で は と どめ よ う
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も な い ほ ど強 い 。 し か し そ の 一方で、誰 も が よ り 満足感が得 ら れる 暮 ら し ぶ り 、 真 に ;豊 か な

暮 ら し 方 を 求め て い る の で あ る O そ の 人 び と の願い を 実現す る に は 人 び と の そ う し た ニ ー

ズ を 結 びあ わせ、 顕在化 さ せ る 役割が要 る の で あ る O 共 同購入 を 前提 と し た コ ー プ こ う べ

の活動 は ま さ し く そ の好例 で あ る O 共 同 購入 を 通 じ て 人 び と の ニ ー ズ を 結 びあ わせ る 役割

を コ ー プ こ う べが果 た し て い る の で あ る O こ れは ま ち づ く り や 地域文化 の 活動 に い か に

コ ー デ ィ ネ ー タ が重要な役割 を 演 じ て い る か を 示 し て い る O

三 つ日 に は 、 震災直後か ら 被災地で活動 を 続 け て き た 島 田氏 を 中心 と す る 「ア ー ト ・ エ

イ ド ・ 神戸J の活動で あ る O かね て か ら 地元 で活動 を 続 け て き た 美術 ・ 音楽 ・ 演劇 ・ 丈学

な どの芸術家 が 自 ら の 手で芸術文化の復興 を め ざ し 、 同 時 に 仲 間 の 支援 や 文化の催 し に立

ち 上が り 、 そ の活動の核 と な っ て 牽 引 す る 役割 を 担 っ た の が 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 で

あ る O 震 災か ら 1 カ 月 後 に実行委員 会が結成 さ れ、 最初 の活動 は チ ャ リ テ イ 美術展で 、 震

災後の ま ち を 描 い た作 品 や全壊 し た 家 か ら 運 び出 さ れた も の な ど約130点が展示 ・ 卸売 さ

れ、 支援の 基金 に 充 て ら れた 。 つ い で、、 毎興の備 を 壁画で埋め る キ ャ ン ベ ー ン 、 チ ャ リ テ イ

音楽会、 詩集の発行、 詩画集な どの活動 を 相次いで実施 し 、 そ れ ら の チ ャ リ テ ィ に よ る 売

り 上 げに よ る 基金で、 被災地の芸術家達への 緊急支援 を 行 っ た の で あ る O

こ の活動 の シ ス テ ム は 、 1994年 に お こ っ た ア メ リ カ ・ ノ ー ス リ ッ ジ地震の際 に活動 し た

NPO か ら 学 ん だ も の と 言い 、 わ が国 で は は じ め て の 支援組織で あ っ た 。 こ う し て で き た

神戸文化復興基金は 芸術関係者 と し て は音楽団人、 美争PT35人、 舞台11人、 文学20人の計82

人 の ほ か、 神戸 ・ 北野異人館の保存運動や劇 団道化座、 朝 日 能、 神戸芝居 カ ー ニ パ ル な ど

多 く の催 し を 支援 し た 。

こ の よ う な 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 の活動 を 見 る と 、 わ が国で は こ れ ま で に な い新 し

い タ イ プの 地域文化運動 の 到 来 を 予感 さ せ る O ア メ リ カ の NPO に 学 ん だ と い う の も 示唆

的 であ る が、 近年で は 欧米 、 と り わ け ア メ リ カ で は芸術文化 を 市民の 開 で 楽 し み かつ 定着

さ せ る 方法 と し て 、 災PO 型 の 市 民 に よ る 自 由 な 芸術文化支援活動 が感 ん で あ る 。 た と え

ばサ ラ リ ー マ ン が 5 人集 ま っ て好 き な 美術作家 を 支援 し た り 、 音楽家達 に 活動 を 支援 し た

り し て い る O 市民が 自 由 に 芸術文化 を 支援す る メ セ ナ を 楽 し ん でい る の で あ る O 「 ア ー ト ・

エ イ ド ・ 神戸」 の活動 は 、 こ れか ら の わが国 に お い て も こ う し た い わ ば文化経済が盛 ん に

な る こ と を 予感 さ せ る の で あ る O
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被災地で錨 臨 さ れ た 就業機会
神戸大学経済経営研究所教授 小西 康生

1 . は じ め に

震災後の被災 地 の 労働 に 関連す る さ ま ざ ま な調査研究が進め ら れて き た 。 し か し 、 そ の

多 く が被災年の 国勢調査 をベ ー ス に 行 わ れて い る O 国勢調奈は指定統計第 1 号で も あ り 、

人 口 に 関連す る 統計の基本 に な る も の で は あ る 。 し か し 、 1995年の統計で は 、 被災地の 実

態 を 十分 に は 表 し て い な い と い う の が定説 に な っ て い る O こ の デー タ を 使 っ た 推計 に は ど

う し て も 疑わ し い と こ ろ が残 っ て い る O 震災以 降 の被災地の 人 f l に 関連す る 詳細 な分析 は 、

デー タ の こ の点 が精査 さ れ る ま で待 た ざる を 得 な い 。 そ こ で、 本稿で は被災地の震災以降

の就業 に つ い て 、 新 た に 取 り 組 ま れた施策が創 出 し た就業機会 に焦点 を 置 き 、 確実 な 数字

を 整理す る こ と に し た 。 こ の よ う な作業 は こ れ ま で の と こ ろ 何処 に も 見当 た ら な い の で、

今後の研究あ る い は 記録の整理 に不可欠な情報に な る も の と 思 わ れ る O

2 . 被災者支援の た め に創 出 さ れ た 就業機会

震災後 さ ま ざ ま な 機能 を 持 っ た 支援者が用 意 さ れ た 。 そ の体系 図 は 第 1 図 の よ う に集約

さ れ る 。 こ の 図 は 1997年11 月 8 日 の兵庫県復興支援会議 (HYOGO ・ FAIR) に 資料 と し て

提出 さ れた も の で あ る 。 こ の 時期 に は避難所 は 既 に 解消 さ れて い た の で 、 そ れ に 関す る 支

援者 は 図 に は現れて い な い。 し か し 、 こ れ よ り も 早 い時期 に お け る 支援者 は 当 然避難所 に

身 を 寄せ て い る 人達 を 支援 し て い た 。

第 1 図 で は仮説住宅 と 復興公営住宅 に対 し て さ ま ざ ま な 支援者が存在 し た こ と が示 さ れ

て い る O 仮設住宅居住者 に 関 し て は地域型仮設住宅居住者 を 、 そ し て恒久住 宅 に つ い て は
シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ居住者 を 別枠で示 し て い る 。 こ れ は 、 地域型仮設住宅居住者 と シ ルバ ー

ハ ウ ジ ン グ居住者 に 対 し て は 一般の仮設住宅居住者や恒久住宅居住者 よ り も 特別枠が設 け

ら れて い た か ら で あ る O

こ れ ら の支援者の 内 、 震災以降 に新た に 設置 さ れた も の は 図 の 中 で ア ン ダ ー ラ イ ン が付

け ら れて い る O こ の 函 で は 、 震災以前か ら あ っ た 支援者 と し て 、 認可地縁組織や ボ ラ ン テ イ

ア グル ー プ ま で含 め て 示 さ れて い る が、 本稿の性質上、 有給の も の に 限 っ て よ り 詳細 に 眺

め る こ と に し た 。

こ れ ら の支援者 を 震災以降の年度 ご と に 、 そ の 員 数や財源、 そ し て 設置根拠 を 示 し た も

の が第 1 表で あ る O 財源 と し て は 、 図 、 県、 市 町 が さ ま ざ ま な配分で負 担 を し て い る こ と
が明 ら かで あ る O た だ し 、 設置根拠 に 関 し て は必ず し も 全てが明 ら か に な っ て い る と は言

え な い よ う で あ る O こ の 中 に は復興基金 に よ る 支援者 と し て健康 ア ドバ イ ザ一 、 し ご と 開

発推進員 、 自 立支援推進員 と 3 つ の も の があ る 。 ま た 、 保健婦の よ う に既 に あ っ た も の に
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( 凶 1 ) 支援者体系
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(単位 : 人)

日7 H8 
本格復興期

T19 1 HlO  1 I-Il l  1 H l 2  1 H l 3 (予定)

国112、県 1/4、市町114 1 厚生労働省 国土交通省局長通知
1 1 7 1 52 ' 97 1 102 1 104 1 104 I 災害復興公営怜宅で州 事業実施要綱 (厚生労
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(表 2 ) 地域別 ・ 年度別有償支援者

、地守IJ~lt\従者空 LSA (生活援助員) 生活支援ア ドバイ ザー
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(表 2 ) 地域別 ・ 年度別有償支援者

三:号 保健婦 (震災 に よ る 過配分のみ )

⑦ ⑧ ⑨ ⑬ ⑪ 
メ口〉 五十 8 1 1  1 1 1 12  12  

神 p 市
; 尼 崎 市
l 蕗 宮 市 4 4 4 4 4 

阪
: 芦 屋 市 2 2 2 2 2 

l 伊 丹 市 1 1 
ネ申 1; 宝 塚 市 j 1 I 

: J日 開 市 ; 1 1 l 

東 ; 明 石 市 1 1 1 1 
播 i

磨 : 二 木 市
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淡 l

路 1

j 姫 路 市
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の ; 高 砂 市
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つ い て は 、 臨時職員 と し て過配 さ れた も の が別枠で示 さ れて い る O

第 2 表は 、 前表の支援者 を 地域別 に示 し た も の であ る O 震災関連で新規 に あ る い は追加

的 に設置 さ れ た 要員 で は あ っ て も 、 被災地 と さ れ た 兵庫県下の10市10町 だ け で は な い こ と

が こ こ に 示 さ れ て い る o ( な お 阪神 ・ 淡路大震災 関連で創設 さ れ た 支援者 と い う こ と に な

れば、 兵庫県下 に 限 る こ と で は な いが、 本稿で は 兵庫県 下 に 限定 し て お く 。)

3 . 被災地 し ご と 開発事業

第 2 簡 は 震災後の県内 の失業者の 内訳 と 彼/彼女た ち に対す る 施策 の 一覧 で あ る O 当 時

の兵庫県労働部で推計 し た被災地失業者87 ， 53 1 人 の 内訳 は 第 3 図 の よ う に 区分 さ れ て い た 。

こ の推計 を ベ ー ス に し て 、 さ ま ざ ま な 震災失業者 に対す る 総合的 な就業支援対策が検討 さ

れた。 こ の 内 の就労対策 と し て 考 え ら れた のが 「被災地 し ご と 開発事業」 で あ る O

被災 し 、 失業 し た人 に 簡 単 な 作 業 を し て も ら っ て報酬 を 払 う 「被災地 し ご と 開発事業」

で は 、 民 間業者 を 圧迫 し な い 職種 に 限 ら れて お り 、 そ の報酬 も 月 間 5 万丹程度で あ る O 応

募資格 と し て は 、 被災に あ っ た 人 で、 年齢が45歳か ら 60歳 ま で に な っ て い た 。 こ の年齢層

が も っ と も 深刻 で あ ろ う と 考 え ら れた か ら で あ る O ま た 、 60歳以上 に つ い て は 、 シ ルバ ー

セ ン タ ー が行 う 事業 の対象 で あ る と し て 、 対処 し よ う と し た 。 し か し 、 事業開 始後 に被災

者 と 直譲 に 話 し て み る と 、 こ の年齢枠の制約 を 緩和 し て も ら い た い と の 要望がかな り あ る

こ と が明 ら か に な っ た の で 、 基準 に合わ な い 人 は個別 に対応す る こ と に な っ た 。

こ の事業 も 財源 は復興基金で あ る O 当 初 は 、 こ れ を 就業 で あ る と は考 え て は い な く 、 (恒

久的 な ) 就業 に 向 け た 実地訓練で あ る と し て い た 。 こ の事業 に つ い て の経年的 な 記録 も 今

の と こ ろ 見 当 た ら な い の で、 こ こ で そ れ を 取 り ま と め て お く こ と に す る O こ の事業 は 仮設

住宅や復興住宅 に 閉 じ こ も り がち な 中高年 に 、 生 き 甲 斐 を 感 じ て も ら い 、 自 立す る ス テ ッ

プ と し て使 っ て も ら い た い と 考 え て い た 。 そ の た め 、 事業 を 担 当 し た 県勤労福祉協会で は 、

就職で は な く 、 あ く ま で 自 立 ま での つ な ぎ であ る と 、 そ の性格 を 明 ら か に し て事業 を 進 め

て き た 。

こ の事業の 実施 に 当 た っ て 、 そ の事業 目 的 と し て 『 さ ま ざ ま な 理 由 に よ り 企業で の就労

等が沼難な 中高年齢被災者 を 対象 に 、 (財) 兵庫県勤労福祉協会が社会的貢献度 の 高 い軽易

な 業務 を 提供 し 、 就労す る こ と に よ り 被災者の 自 立 を 支援す る o� と う た っ て い る O

上記の協会が創 出 し た社会的貢献度 の 高 い と 思 わ れ る 事業 を 、 事業の趣 旨 に 賛 同 し 実施

に協力 す る 意志の あ る 企業や 団体等 に発注す る こ と に よ り 、 事業 を推進す る O こ の事業へ

の従業者は 予 め 協会が募集 し 登録 し た被災者であ り 、 個 々 の事業 ご と に希望 す る 者が割 り

当 て ら れ、 事業従業者が役務 を 提供す る こ と に よ り 事業実施主体か ら 報献 を 受 け る O 事業

実施主体 と 事業従事者 と の 関係 は シ ルバ 一 人材 セ ン タ ー 事業 と 同様請負契約 であ る 。

事業の従事者は 報酬以外 に従事す る 場所 ま で の交通費 も 受 け取る こ と がで き る の で、 事

業 に従事す る 前後 に 、 こ れ を 役所 に行 っ た り 、 友 人 と 会 っ た り す る の に 活用 す る こ と がで
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② 今後の仕事 に 関 す る 希望 に つ い て

おi答があ っ た者 6 ， 335人
その内訳は下表の と お り
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希 望 の 内 容 回答数 寸話足→ 

①雇用 (パー ト 、 臨時 を 含む) を 希望 2 ， 147人 33 ， 9 %  

② 白 常業 ( 自 営の手伝い を 含む) を希望 390 6 . 1  

③収入 は 少 な く と も 、 随時働 け る 仕事 612 9 . 7  
を希望 (60歳未満の方 )

④ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の仕事 (60歳 1 ， 019 16 目 1以上の方で、 随時働 け る 仕事) を 希望

⑤内職 を し た い 610 9 . 6  

⑥働 く つ も り は な い 1 ， 557 24 . 6  

6 ， 335 100 . 0  

第三章 . 11:事の復興

(注1) 推定完全失業者数は完全失業系 ( H 8 年12月 4 . 4 % 、
労働部 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 推 計 ) に 労働 力 人 口 (平
成 7 年 同勢調後 2 ， 745 ， 351人) を 乗 じ て 算 似

(浅2) 平成 7 if10月 の国勢調査結果に よ り 按分
( 注3) 被災地内全世情 に 占 め る 被災者世帯 ( 自 宅が全壊

し た |ま帯) に 点 め る 制令 ( 14 . 1 % ) を 乗 じ て 算 出
(注4) 応急、仮設主主宅入居宥調査の結果等 か ら 労働部が推

百十 ( H 8 . 12) 
( 注5) 過去の設大 入居戸数 に 占 め る 現在 の仮設入居戸数

の割合 (79 . 9 % ) を 除 し て 算 出
(i主的 仮設住宅入居経験者か ら 茨在 の 入居者数 を 減 じ て

算出
(注7) 仮設住宅退去者 に つ い て は 、 全廃及 び半壊 を 河割

合 と 仮定 し 、 それ以外 に つ い て は 、 花、急仮設住宅入
居者調是正の割合 (全壊怯帝89 . 4% ) と し て 、 そ れ ぞ、
れ乗 じ て 算出

(注8) 仮設住宅入時経験者 を 減 じ て 算 出
( 注9) 公共職業安定所 に お け る 求職、 求人数の ギ ャ ッ プ

に よ り 、 一部が被災地 し ご と 開発事業へ行 く も の の 、
ふ れ あ い ハ ロ ー ワ ー ク に よ り 集 中 的 に 職業紹介す る
た め 、 その割合は20%程度 と な る

(注10) 公共職業安定所 に お け る 求職、 求人数のギ吋 ツ プ
(有効求人倍率 は0 . 29) に よ り 、 7 1 % が被災地 し ご

と 開発事業へ



(図 3 ) 震災失業者に対す る 総合的な就業支援対策 フ 口

被 災 地 失 業 者
(87 ， 53 1 人)

{職 訓 練]
(定員 : 750人)

_，" " 11 E 一 一 一 山 口 山 口 同 日 開 h

z 一一I i 

民 間 就 職 国 一1
↓ 

{被災地 し ご と 開発事業}
( 1 ， 500人)

I r-=:二了てご" h I 五日UI /Æ= (!Ot1� 人 ; 

-E
桝

γ元ん調
g . 日間日向日回?

就 職
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き る と い っ た配慮がな さ れて い る O

事業従事者の 要件 は 、

① 仮設住宅入居者 ・ 退去者及 び 自 宅が全壊 し た者

② 原則 と し て45歳以上60歳未満の者

③ 月 10 日 程度 の 就労 を 通 じ て 月 3 � 5 万円程度の報酬 を 求め よ う と す る 者

④ 現在、 就業 し て い な い者

平成 9 年 6 月 に 「電話 ア ン ケ ー ト 調査」 、 同 年 7 月 に 「街頭啓発美化誰進 」 、 同年11 月 に

は 「商庖街等通行量調査」 と 「 さ わ や か ま ち か とミ再生支援」 の業務が逐次進め ら れて き た 。

こ れ ま で、 に行 わ れた の は 9 事業で、 そ の 内 の 2 事業 は 既 に 終了 し て お り 、 現在で は 7 事業

が行 わ れ て い る O 第 3 表 に平成 7 年以降の 9 事業の 実績が集約 さ れて い る が、 従事率 (従

業者数/登録者数) は上昇傾向 を 辿 っ て い る O 登録者数 も 第 3 表で 明 ら か で あ る が、 そ の

5 � 10歳刻 み の 年齢別構成 は平成 9 年か ら 高年齢へ シ フ ト す る 傾向 に あ る も の の 、 大勢 と

し て は さ ほ ど大 き な 変化 は 見 ら れ な い。

登録は毎年行 わ れ る が、 特別 な 事情 を 除 き 事業の趣 旨か ら す る と 、 同 じ 人 が永年 に わ た っ

て 登録 さ れ る の は ど う か と い う 気が し た 。 こ れで は 、 当 初 の意図 に反 し て 当 事業が恒常的

な 就業機会 に な っ て し ま う の で は な い か と 思 わ れた 。 第 4 表では年度 ご と に 登録取消者 と

そ の理 由 が示 さ れて い る O こ れ に よ る と 、 こ れ ま で の登録者総数 (2 ， 833人) の 内 で な ん

ら か の 理 由 で の 登録取消 者 は 1 ， 446人 で41 . 0% に 達 し て い る 。 そ の 内 、 就職の た め に登録

を 玖 り 泊 し た 者 は 201人で、 13 . 9% ( ニ 201/1 ， 446) に す ぎ な い 。 し か し 、 そ の理由が明示

さ れ て い な い649人 に の ぼ る 再登録 を し な か っ た 者の 中 に は就職 し た 者 も 含 ま れて い る 可

能性があ る の で、 こ の事業の 当 初 の 呂 的 に対す る 成果 に つ い て は早急 に 過小評価 を す る べ

き で は な い であ ろ う O 明示的 に就職 の た め と 届 け た登録取消者の割合は平成 9 年度以降12
年度 ま で は 、 27 . 7%、 28 . 5%、 7 . 2%、 23 . 1% に な っ て い る 。 平成11年度 に 低率 に な っ て い

る 以外 は 、 ほ ほ登録取消者の 1/4前後 の 同水準 で、推移 し て い る O 平成11年度 は こ の 割合が

低い の は 、 こ の 年 に 始 め て 再登録の手続 き を と っ た た め439 人 も の再登録 を 希望 し な い 人

がで て き た こ と に よ る と 考 え ら れ る 。 こ の部分 を 除 く と 、 こ の年 も 19 . 8% で 、 地の年 よ り

も 幾分低率で は あ る が 2 割近い水準 に な る O

平成13年度の 登録者 に つ い て 、 最初の登録時期 を 眺 め て み る と 、 男 女 と も 半数以上が平

成 9 年度 か ら 査録 し て お り 、 平成10'9='.度 ま で の登録者 を 累計す る と 8 割以 上 に な っ て い る O

さ ら に 、 平成12年度 ま で 累計す れば、 95% を 超 え て い る O 当事者あ る い は 近親者の 身体的

な 条件 な ど の 理 由 が推測 さ れ る も の の 、 こ の事業への登録期 間 は 当 初 の計画 で想定 し て い

た よ り も 長期化 し て い る と 考 え ら れ る 。

事業実施 に 当 た っ て 、 そ れ を 引 き 受け て も ら う 組織 を 「企業や 団体等」 と し て あ る の は 、

よ り 広 範 な 事業体 ま で を 対象 に 入 れ よ う と 意図 し た も の で あ り 、 委託決定 に は審査会の審

査 を 受 け て 決定 さ れ る が震災 を 契機 に 活性化 し て き た NPO 等 を 視野 に 入 れ た も の で あ っ
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(表 3 ) 被災地 し ご と 開発事業の実績
事業年度 平成 9 年度- 1 3年度 ( 5 ヶ 年)

区 分 従 事 者 数 ! 主 *1<. 従
AキA

事t |ll 提名不
C

簿数 l従事E間7011事仁L者)た)3度ヶこ(で月3と 制のクも作月従あ) 査?時雪[務告書I時官Iお附 提誌ど案再1は生5 え 持ま務続 お〈 叫れ:1桜務靖吹則運;動づ;推fく進;り l拙品; 提示
年度 月 CI日

80 
108 88 
182 135 

平成 288 
10 2:17 

9 1 1  244 トE 2') 

年度 40 
236 106 43 

2 246 248 m íι n I - 86 
266 

A 232 265 161 1 1 1  
U 238 271 176 l:l6 

円一 267 280 188 15 1  
270 1 ハL門1 0戸 190 1  1 58 

成平 269 269 187 
Q 275 267 1 96 1  159 

10 10 279 278 202 1 158 

年度 1 1  282 161 
i 12 287 166 

295 294 iヲi 173 
り匂 302 307 188 175 

iヲo
1 ， 895 

4 307 308 215  
32!i 316 215 2ω 

6 328 326 219 
:J29 319 つ23ヶ4 

平成 8 328 307 247 205 
9 332 307 265 205 

1 1  10 330 :107 280 204 

年度 1 1  303 293 202 
1 2  328 307 304 206 

32: 292 321 1 99 
328 297 318 201 

号ロ〈η) j i 

4 315 279 324 207 
b :120 274 31 2C的
6 316 267 318 198 

316 261 1 299 卜寸;:平成 8 3 1  248 
253 

1 2  1 0  3 1  254 

度年 1 1  317 251 
12 3 1 7 1 247 

315 239 
315 233 

計
3

丸
237 

3 ， 043 
4 I 293 227 
D 298 236 

3ω 235 
7 298 222 

平成 8 298 220 
。 。

13 10 。 。
年度 1 1  Q 。

12 。 9 
。
。 。

i 、 140
。

合 計 I 14 ， 633 1 3 ， 039 

神ケ
グ

戸
テ七マイン } ンタ協 力

企業名
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290 
295 190 
292 195 
278 Hi3 
276 1S沿
268 182 
272 185 1 

272 180 
273 179 
267 178 
259 178 
247 177 

。

。
。

1 ， 318 
0 

892 
10 ， 852 178 

路大管cs理清神戸道

。

142 ! 
191 

273 

2n 

289 
289 
139 
29 

1.337 

。

D 
3 ， 592 

30 338 24% 
196 G20 389も
323 644 50% 
463 829 560"， 
449 9Gl 4í�!，o 
521 l . O62 49% 
598 1 . 158 52()ú 
6:，2 1 . 259 50% 
697 1 ， 348 52% I 4 出68，1 

1 ， 404 52% 
。 。 。 。

769 1 ， 48:; 52% 
821 1 ， 550 53% 
886 1 ， m 52 �\) 

1 ， 035 1 ， 782 580ó 
1 ， 073 1 ， 796 60Clú 
1 1 . 781  6，)96 
1 ， 179 1 ， 8Jl I 65% 
1 . 197 L806 66% 
1 ， 215 1 ， 820 67% 
1 ， 24 1 1 ， 844 679も
1 ， 264 ' 1 ， 87 67% 

1.，86] 7 1% 
。 。

1 ， 324 1 ， 876 7]Oi， 
1 ， 355 1 ， 88'\ 720，6 
i 、 372 1 . 053 70% 
1 ， 380 1 ， 952 7 1%  

ω 73 60 1 ， 419 1 ， 958 7�% 1 ， 489 
59 1 19  109 1 ， 425 1 ，  972 72% 
60 145 104 1 .4:10 1 ， 98 1 72% U18 
56  141  102 1 ， 426 2 ， ω2 71 % í  1 ， 5 1  

142 103 ] 、 445 2 ， 01 1  72% 1 ， 51 9  
5 6  140 104 1 ， 435 2 ， 026 71 % l ， 525 
59 141 105 1 ， 449 2 ， 032 7 1%  1 ， 532 

1 
L4í l l  2 ， 028 73% 1 ， 545 

。
63 153 107 1 ， 448 9 1%  1 ， 550 
6:1 146 106 1 ， 430 1 ， 647 87% 1 ， 529 
64 144 106 1 ， 413 1 ， 645 86% 1 ，498 
76 141 99 36 1 ， 426 1 ， 6 !l SFl GJO / 1 ， 51 9  
74 139 96 1 37 1 ， 396 1 ， 638 85% 1 ， 500 
79 141  125 1 ， 400 1 ， 625 86% 1 ， 553 96% 1 ， 481 
78 1 40 1 10 J ，:l84 1 ， 6 l9  85% J..á12 94 % 1 ， 466 

138 1 1 1  1 ， 365 1 ， 618 84% 1 ， 494 92% 
76 139 III [ 1 ， 356 1 ， 616 84 % 1 ， 477 91 % 1 ， 401 
75 140 110 1 ， 329 1 ， 616 82% 1 ， 463 9 1%  1 ，415 
74 137 106 1 ， 322 1 ， 615 82% 1 ，444 89% 1 ， 403 

136 1 ， 6 15  829も _1A.8I 86% iよ3.88
1 ， 694 

77 →: 105 1 ， 289 1 ， 400 92% 1 ， 388 99% 1 ， 381 
76 103 1 1 ， 297 1 ， 396 93% 99% l 、 378
73 134 104 1 1 ， 291 1 ， 394 93% 99% 1 ， 374 
68 133 104 1 ， 262 U92 9 1% 1 ， 367 98% 1 ， 337 
68 130 103 1 ， 243 1 ， 390 89% 1 ， 349 97% 1 ， 31 9  
。 。 。 。 1 . 334 
。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 !
。 。 。 。
0 1 。 。 O 。 。
。 。 。 。

。 。 。
。 519 6 ， 382 

1 ， 706 1  3 ， 410 1 ， 307 1 ， 371 57， 723 

業ン-・
神

グ
メ /

戸
リア企ー神サ鋼}ピ総ス合 ジ ー ク レ ジ7、 ク{ ピレ 社会システム (1ÎíÍ庖街通行量調査) : 10/3末 終了7 サ ー ど 仮設住宅空 き 家点検業務 : 1 1/9末 終 了ス ス JF 花づ く り 運動推進業務 : 12/8末 終了



(表 4 ) 被災地 し ご と 開発事業各年度 ご と の新規登録者数及び登録取消者数一覧

| 新規登録 | 各年度ご と の登録取泊者数 と 取消理由
平成13年1 1月 初 日 現在

面干登録者数 9 年度 10年度 11年度 12年度 l 
就職の為 43 46 16 7 3 ll!:l 本人死亡の為 5 12 5 5 3 30 本人 ・ 家放さ奈が病気の為 20 67 20 5 1 13  自 己都千?及 び、家庭の事情の為 68 59 31 i 7 i 166 9 年度 1 ， 559 12年度公録申込みが無い為 239 239 1:3年度ff録EP込みが無い為 93 93 
制要題作対行

l
動象以外のゐ前の為小

4 i 6 19  9 29 57 155 194 344 25 101 819 就職の為 37 2:1 1 2 63 本人死亡のJ.t 4 戸口 4 1 1 4  本人 ・ 家族今一が病気の為 18 i 23 3 44 

年
己r.都度度

イfなf?
及録録

びF申p込家込
庭みみがが

の事
無無情いい為為

の為 25 49 6 i 2 82 10年度 828 142 142 49 49 問題行動のlt 1 1 2 要件対象外の為 12 5 17 
l災 汗i ノj、 百 「 97 248 ! 14 54 413 就本本

職人人死
の
・ 1芸亡民3放の為与 が病気の為

11 3 2 16  
んり 2 12  んり 5 19  |ヨ 己者1\イ?及び家庭の事情の為 D 10 l 16 11年度 349 1

問袋
l2z

件

年
題
if'.

れ対

度H量E殺
動象

f

外
録録の為の

申申込込
為

みみがが7無�いい為ゐ 1 58 58 4 1  4 1  
12  1 1 2  取 消 小 計 99 1 7  49 165 就職のZt 7 7 本人死亡の為本人 ・ 家放さ P が病気の為 8 8 

1自33己1♂者皮Iíイな?録及び申、家込庭みがの事無情い為の為 6 6 1 2年度 93 27 27 問題行動の為要件対象外の為 1 1 
l以 消 小 計 22 27 49 就職のJ.t本人死亡の為

13年度 4 本自 人己都・ 家fT族及等びが家病庭気.0:事の為前: 為 i
問題行動の為取 消 小 百十?校日訟の/2， 43 83 50 18 7 201 本人死亡の為 5 1 6  10 11 4 46 本人 ・ 家族等が病気の為男号、 20 85 55 18 6 184 自 己都合及び家庭の事情の為 68 84 85 29 4 270 1 2年度公録中込みが無い為 439 439 

言十 B'I'皮ff録申込みが無い為 210 210 問題行動の為 2 6 9 要件対象外の為 19 21 46 1 87 合計 I 2 ， 833 取 消 合 計 I υFυ 「 291 691 78 231 1 ， 446 
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た 。

実際の事業 を 委託 し た企業 ・ 団体で は こ の 業務 に 従事す る 職員 を 確保す る こ と に な っ た 。

企業 ・ 団体 に よ っ て さ ま ざま な 名称が付 け ら れて い る が、 事務職員 、 事務補助員 、 総監督

員 、 監督員 、 現場臆督員 、 現場監督補助員 、 現場補助員 、 研修講師等がそ れで あ る O 平成

13年 3 月 末現在で は 、 そ れぞれ16人 、 2 人、 6 人、 31入、 7 人、 5 人、 10入、 1 人で 、 総

計では78人 に 達 し て い る O

ま た 、 こ の事業 に 関 連 し て (財) 兵庫県勤労福祉協 会 は 就労 を 希望 す る 被災者の登録促進、

受付及 び就労 ニ ー ズ の把握等 を 行 う 非常勤嘱託員 を 「 し ご と 開発推進員J と し て 当初 ( 1997

年 5 月 ) に は 7 人、 そ し て最終的 に は 14人 を 県下各地 に配置す る こ と に な っ た 。

4 . キ ャ リ ア ・ ア ッ プ0 ・ プ ロ グ ラ ム

こ の事業 は 、 兵庫県が推進 し よ う と 取 り 組ん で い る ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの 命つ の形態 と

見 る こ と も で き る O 厳 し い雇用情勢や ワ ー ク ス タ イ ル が多様化 し 、 さ ま ざま な 就業志向 が

じ て い る こ と を 踏 ま え雇用機会の創 出 を 図 る た め 、 公務部 門 に お け る ワ ー ク シ ェ ア リ ン

グ を 推進す る こ と に し て い る O 職員 の超過勤務の縮減 を 活用 し て 、 平成12年度 か ら 、 新規

学卒者等の雇用状況が厳 し い こ と を 踏 ま え 、 若年層 (18歳以上29歳以下) で職 を 求め て い

る 者 を 県 の 非常勤嘱託 と し て 1 年 間採用 し 、 県 に お け る 職務経験 を 通 じ て キ ャ リ ア ア ッ プ

を 図 る こ と を 目 的 と し た雇用確保促進 プ ラ ン で あ る O

そ の 応募 と 採用 者 に つ い て は 第 5 表の よ う に な っ て い る 。

平成12年度 に採用 さ れた 職 員 数 は 知事部局 で100名 、 教育委員 会 及 び警察本部が10名 ず

(表 5 ) 雇用確保推進プラ ン~ひょ う ごキ ャ リ アア ッ プ ・ プロ グラム~に係る非常勤職員採用試験の受験状況

知 事 部 局 hit; ;
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(平成13年度)
受験傍準 前 年 度

A!B 受験倍率

5 . 6 1 4 . 2  
1 . 8  1 . 2  

1 0 . 0  1 2 . 0  
1 . 6  1 . 8  
2 . 0  1 . 1  

4 4 4 1 . 0  0 . 7  
2 . 0  

4 I 4 1 4 . 0  5 . 5  
498 445 90 4 . 9  8 . 8  

5 8 . 2  
5 7 . 8  

100 5 . 3  
(雇用確保推進プラ ン ひ ょ う ごキ ャ リ ア ア ッ プ プロ グ ラ ム 合同採用試験事務局)



つ であ っ た 。 平均年齢は ほ ぼ24歳で、 新規学卒者 と 既卒者 は そ れぞれ半 数ずつ に な っ て い

た 。 平成13年度 に つ い て は 、 雇用情勢の好転がな い こ と や12年度の事業 に 関 し て 、 対象者

や配属所属か ら の高い評価 を 得 て い る こ と な と々 を 考 え て 、 継続 さ れ る こ と に な っ た 。 採用

予定人員 は 170名 で、 知事部局 が150名 、 教育委員 会 と 警察がそ れぞれ10名 ずつ で あ る O 平

成12年度の採用 者の再任用希望者数 を 考慮 し て 、 そ れぞれ95名 、 5 名 、 5 名 の 計105名 に な っ

た 。 平成13年度の募集要項で も 前年 と 同 じ よ う に 1 年 に 限 っ て 延長が認め ら れ る と い う 記

載があ る の で来年度 も 継続 さ れ る 予定であ る 。

ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ に つ い て は 、 兵庫県 で は震災以 降 に 長期 に わ た っ て 好転 し な い雇用

環境 を 打開す る 有力 な 方法 と し て 政 (兵庫県) 労使が共同で取 り 組み 始 め た も の で あ る O

こ れは 兵庫理 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ と 呼ばれ て 、 緊急避難的 な 雇用確保 と 雇用創 出 に と ど ま

ら ず、 成熟社会での家庭生活、 職場生活 と 地域生活の バ ラ ン ス を と る こ と を 目 指す も の で

も あ る 。 こ の趣 旨 か ら す れば、 一 方 で は 兵庫県職員 の超過勤務 を 削減す る こ と に よ り 彼/

彼女 ら の 3 つ の生活の バ ラ ン ス を と り 、 他方で は 、 そ れ に よ っ て部 出 さ れ た雇用機会 を 求

職者 に 提供す る と い う の は 、 成熟社会型 と 名付 け ら れて い る タ イ プの ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ

と い う こ と も で き る O

5 . お わ り に

こ こ で は 、 震災以 降 に 兵庫県-下で創出 さ れた 3 つ の雇用機会 に つ い て紹介 し て き た が、

国 の 緊急地域雇用特別交付金事業 に よ る 緊急雇用就業機会創 出事業が平成1 1 - 13年度 に行

わ れ る こ と に な っ て い る O こ れは 厳 し い雇用情勢 を 踏 ま え 、 臨時応急 の 措置 と し て 、 出 に

お い て 「緊急地域雇用特別交付金」 が創設 さ れ、 こ れ を 各都道府県 に交付 す る こ と に よ り 、

各地域の実情 に応 じ て 、 各 地方公共団体が緊急 に対応すべ き 事業 を 実施、 雇用 ・ 就業機会

の創 出 を 図 る O 平成11年10 月 に 間 交付金の 基準額 は 人 口 及 び有効求職者数に基づ き 、 調整

額 は有効求職者の増加率や有効求人倍率 に 基づい て 各府県 に配分 さ れ た 。 兵庫県 で は そ れ

ぞれ85 . 02億 円 、 3 . 02億 円 で 総額88 . 04億 円 で あ っ た が、 こ の 内33 . 02億 円 が市 町 に配分 さ

れ た 。 概ね 2 年半 の 聞 に 、 県で は約6 ， 900人分、 市町で は約6 ， 100人分の 雇 用 創 出 を 見込 ん

で い る O こ れ ま での雇用創 出 の 実績 は 、 平成立年度 に は謀で1 ， 623人、 市 町 で2 ， 566人であ

り 、 平成12年度 に は そ れ ぞ、れ3 ， 762人 と 4 ， 356人で あ っ た。

さ ら に 、 雇 用 で は な く 、 自 営 を 目 指 し た 施策 も 用 意 さ れ た 。 震災以 降 の被災地の 労働市

場の状況 を 考 え る と 、 雇用 に拘 ら な い で能力発揮の機会 を 求め る こ と が望 ま れ よ う o 1990 

年代後半に イ ギ リ ス で も 将来の労働市場予測 に 当 た っ て 、 白 営 を 再評価 し て 、 そ の拡大 を

見込ん だ例 も あ る 。 自 営 を 支援す る 施策 は あ っ て も 、 雇用 や 自 営で は な い形で も 社会参加

の可能性 は あ る O 家族 ( 一 人家族 は 除 い て ) を 単位 に 考 え た り 、 年金受給者 を 考 え る と き

に は 、 雇 用 や 自 営で は な い別 の社会参加の 途 も 視野 に 入 れ る 必要があ る O 収入 を 目 指す の

が 「稼 ぎ」 だ と す れば、 こ れは 「 し ご と 」 と 呼べばその違いが明瞭に な ろ う 。 被災地 で は
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こ れ ら の活動 も 盛 んで あ る と 言わ れて い る が、 そ の実態 を 数量的 に 正確 に把握す る こ と は

で き て い な い。

10年 間 の震災復興計画 は 、 そ の 半 ば を 終 え て 、 後期 5 カ 年計画が検討 さ れ る こ と に な っ

た 。 前期 5 カ 年 の復興計画の点検 を 基 に 、 後期の そ れが確 定 さ れ る こ と に な っ て い る O こ

の 時 に 、 長期 的 な 展望 と と も に 、 い や そ れ以 上 に必 要 な も の は 実施 中 の事業で 有期限の も

の が どの よ う に 集結 し て い く か を 明示 し 、 関係者 に も 理解 を 得 る こ と で あ る O
復興基金事業 は 当 初 か ら 有期限で あ る こ と が明 ら か に な っ て い た 。 こ れ ら に つ い て は別

の事業への転換 を 含め た 期 限切 れの対応 を 早 い 時期 に確定 し て い く 必要があ る O 行政が名

呂 は何で あ れ、 失業者 を 抱 え 込む や り 方 に は 、 長期 に わ た る 深刻 な体験があ る O そ れに も

拘 わ ら ず、 こ の よ う な 方法 を 採用 し た の で あ る か ら 、 終結す る に 当 た っ て は 関係 者が受 け

入 れ ら れ る 施策 を 用 意 し て 、 時 間 を か け て も 彼 ら に納得 し て も ら う た め の努力 が求め ら れ

る 。
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第四章

担い手 の 復興



権外災害救援にみる新 し い 国際連帯の芽

1 . は じ め に

神戸新聞編集局 調査研究資料室長 松本 誠

震災か ら 5 年 を 経 て 、 阪神 ・ 淡路の被災地で 「被災地責任」 を 問 い 続 け て き た 人 た ち は 、

“ 内 と 外" へ 向 け て 二 つ の活動 を 深化 さ せ た 。

一つ は 、 震災 と 復興の プ ロ セ ス か ら 芽生 え た 「新 し い市民社会J の あ り 方 を 見つ め 、 そ

れ を 実現 し て い く た め の 新 し い社会的 な 仕組み を 、 被災地の 中 で追求 し は じ め た こ と で あ

る 。 震災 5 年 を 契機 に 、 復興の 5 年 間 を 市民活動 の現場か ら 検証 し 、 2 年 間 の議論 を経て

被災地 NGO ・ KOBE の海外災害救援募金活動

災害発生 日

1 995/5/28 
2 1996/2/3 
3 199617 
4 1996/10 

1996/11 /6 
6 199717/28 

1997/5/10 
7 1995以降
8 1998/1/10 
9 199812/4 
10 1997夏以降
1 1  1998/5/30 
12 I臼9817/17 
13 1998/10 
14 1999/1/25 
15 1999/5下旬
16 1999/6/16 
17 1999/8/17 

? rj"七J
20 2000/11 1 5  
2 1  2000/2 

1999手大j:)、降
23 2000/9 
24 2001/1113 
25 i 2001/1/26 

i 総計 | 25 1牛
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ク({九〈 ゴ口三 名

サハ リ ン 大地震

中 国雲南省大地震

中 国南部大洪水

カ ン ボ ジ ア 大水害

イ ン ド南東部ハ リ ケ ー ン被答

イ ラ ン 大地震

北朝鮮食糧危機

中 出河北省大地震

j ア ブ ガ ン 大地震

パブア ・ ニ ュ ー ギニ ア大干ばつ
l ァ フ ガ ン 大地震

パプア ・ ニ ュ ー ギニ ア地震津波

ホ ン ジ ュ ラ ス ・ ハ リ ケ ー ン4皮害

コ ロ ン ピ ア 大地震

ベ ル ー 水害

メ キ シ コ 大地震

ト ル コ 大地震

台湾大地震

、 午、 ラ 水害

中 国雲

モ ザ、 ン ピ ー ク 大水害

モ ン ゴル大災害

メ コ ン デル タ 大水害

Jレサ ル ドル地震

イ ン ド商部大地震

2001年12月 末現在
規 模 募 金 総 額
M7. 6  ￥ 9 . 670 . 783 
M7 . 0  ￥ 24 ， 735 ， 657 

￥ 1 ， 9 54 ， 840 
￥371 ， 678 
￥ 235 ， 500 

M5 . 5  ￥ 3 ， 1 93 ， 553 
M7 . 1  

￥ 1 6 ， 764 ， 050 
M6 . 2  ￥ 7 ， 974 ， 042 
M6 . 1  ￥ 2 ， 148 ， 652 

￥ 674 ， 024 
M6 . 9  ￥ 2 ， 434 ， 905 
M7 . 0  ￥ 24 ， 51 1  ， 979 

￥ 2 ， 648 ， 6 50 
M6 . 0  ￥ 8 ， 96 1 ， 272 

￥ 50 ， 000 
￥ 173 ， 42 1  

M7 . 4 ￥ 76 ， 233 ， 523 
M7 . 7  ￥3 1 ， 1 99 ， 088 

￥ 516 ， 754 
乱16 . 5 ￥ 150 ， 000 

￥ 652 ， 262 
￥ 2 ， 066 ， 506 

M7 . 6  ￥ 6  ! ，  
M7 . 9  ￥ 26 守 497 ， 488

￥ 250 ， 697 ， 456 



「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001J を ま と め た 「震災復興 市民検証研究会」 と そ の 後継組織 の 「市

民社会推進機構J の動 き は 、 そ の典型的 な 事例 に な る O グ ル ー プ は2001年 秋 に 出版 し た 「市

民社会 を つ く る ~ 震後 KOBE 発 ア ク シ ョ ン プ ラ ン J の実現 を 呼びか け 、 共 同行動 を 広 げ

る た め に 、 全国 の市民活動 と の連携 を つ く る キ ャ ラ パ ン 活動 を 始 め て い る O

も う 一一 つ の 活動 は 、 「海外災害援助市民セ ン タ ー 」 の設立へ 向 け た動 き で あ る 。 震 災後、

被災地の NGO、 NPO と さ ま ざ ま な 市民活動 団 体 は 、 震災 4 か月 後 に起 き た サハ リ ン 大地

震 を 皮切 り に 、 中 国や ア ジ ア 、 中 束、 中 南米、 ア フ リ カ な ど、 世界各地で発生 し た 大地震

や水害、 干 ばつ な どの 自 然災害 に対 し て そ の都度25 回 に わ た っ て救護委員 会 を 立 ち 上 げ、

被災者の救援、 復興支援活動 を 展 開 し て き た 。 当 初 は I1夜神 ・ 淡路大震災への救援 ・ 支援

へ の お 返 し」 程度の認識か ら の 出発だ っ た が、 災害救援活動 を 重 ね て い く う ち に 、 新 し い

“被災地文化" と も い う べ き 思想 を 積み 上 げて い く こ と に な り 、 「地球市民力」 の構築や

新 し い 国際連帯の 芽 を 育 て て き た 。 こ う し た 5 年余 の プ ロ セ ス か ら 、 常 設 の 海外災害援助

セ ン タ ー の 構想、 を 育 み 、 2002年 1 月 の震 災 7 潤 年 を 機 に 「海外災害援 助 市 民 セ ン タ ー 」

(CODE= C itizens towards O verseas D isaster E mergency) を 発足 さ せ た 。

「復興の 担 い 手J 3 Iill日 は 、 「被災地責任」 を 掲 げた 市 民 に よ る 海外災害救援 の 経緯 を

振 り 返 る な かで 、 災害救援 に市民が果た す役割 と 社会的意味 を 考 え 、 市民が担 う 新 し い “外
交" 、 新 し い 国際連帯 の 芽 を 見い だ し て み た い 。

ま た 、 こ う し た 間 際連帯活動 は 、 同時 に 並行 し て展 開 し た 国 内 の災害救援活動の あ り 方

に も 波及 し 「震災がつ な ぐ全 国 ネ ッ ト ワ ー ク J 1全国災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 な ど、 市民

レベ ル の全国 的 な 災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク が生 ま れ、 新 し い市民社会の担い 手 の し く みづ く

り に も 影響 し つ つ あ る O

2 . 震災後25回の海外災害救援活動の軌跡
1 ) 困 っ た と き は お五い さ ま (サハ リ ン 大地震)

ロ シ ア の サ ハ リ ン で マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 6 の大地震が発生 し た 1995年 5 月 28 日 は 、 阪神 ・

淡路の被災地 に は ま だ避難所が残 り 、 応急仮設住宅 は計画の 4 万8300戸が ほ ぼ建設 を 終わ

り か け た 時期 だ、 っ た。
神戸 は す で に 初 夏 の 気候 に な っ て い た が、 「 こ の 時期 の サ ハ リ ン は ま だ夜 に な る と 冷 え

込み が き っ く 、 寒 い だ ろ う な」 と 、 阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議 の メ ン バー た ち は

新聞報道 を 見 な が ら 話 し 合 っ て い た 。 厳寒期 の震災 を 体験 し た 阪神 ・ 淡路の被災地 は 、 ま

だ “ あ の こ ろ " の 生 々 し い 記需が体 に 刻 ま れて い た だ け に 、 人 ご と で はす ま さ れ な か っ た 。

ち 上が り は 早か っ た 。 30 日 に は 岡 山 の AMDA ( ア ジ ア 医 師連絡協議会) と 連絡 を と

り 物資の叡 り ま と め と 資金提供 を 申 し 出 る O い く つ かの グ ル ー プの呼びか け で 「一緒 に や

ろ う 」 と 同連絡会議の 中 に 緊急救援委員 会が発足 し 、 募金 と 毛布 や 防寒着 な どの 緊急救援

物 資 を 集 め る 運動 が始 ま っ た 。 6 月 1 日 に は物 資 を 積 み 込 ん で 岡 山 へ 出 発 。 AMDA の 派
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遣 団 に 加 わ り 第 1 使 を 空路出発 さ せ る と と も に 、 船便 に よ る 第 2 便 を 用 意 し 、 6 月 末 に は

コ ン テ ナ 13本 に 納 め た70 ト ン の救援物資 を 届 け た 。 船便 に は 3 名 が同行 し 、 サ ハ リ ン 州 に 到

着後は鉄道 と ト ラ ッ ク で被災地 ま で運搬 し た 。 運 ん だ救援物資 は 、 衣類や簡易 コ ン ロ ・ ボ

ン ベ 、 車い す な ど、 阪神 ・ 淡路で体験 し た必需品70 ト ン に 及 ん だ。 募金活動 は 翌 年 2 月 末 ま

で続い たが、 後半 は北海道の救援活動 に か か わ る 団体へ引 き 継 ぎ 、 阪神 ・ 淡路 の グ ル ー プ

は後方支援 に 回 っ た 。

「 あ の 時 は 、 災害救援 の 理念 と か国際協力 に どの よ う な役割 を 果 た す の か な ど は 、 全然

考 え な か っ た 。 単純 に “大変 だ ろ う な " と い う 痛 み を 共有 で き る 者 と し て 動 い た J (村井

雅清 ・ 被災地 NGO 協働 セ ン タ 一 代表) と 振 り 返 る O 「 困 っ た と き は お 互 い さ ま J r阪神 ・

淡路の 際 に 、 世界各 国 か ら 援助 を 受 け た “ お 返 し " と い う 気持 ち か ら J と い う 素朴 な 思 い

か ら で も あ っ た。

2 ) “地域内閣際協力" と 学校建設 ( 中国雲南省の大地震)

年が明 け震災 1 周年 を 経て 、 被災者の 生活再建 に対す る 公的支援の不十分 さ が指摘 さ れ

は じ め た何年 2 月 初 め 、 中 国 雲南省 で大地震が起 き た 。 ま だサハ リ ン への救援活動 は北海

道の 団体へ引 き 継 ぎ な が ら 続い て い た か ら 、 雲南省への救援 も 当 然の ご と く 委員 会 を 立 ち

げた。 雲南省地震救援 に 際 し て 、 も う 一つ の イ ン パ ク ト に な っ た の は神戸華僑総会 と の

共同活動 だ、 っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 在 日 外 国 人 の 多 い神戸で さ ま ざ ま な外国人組織が 自 国籍の被災

者 に 限定せず、 地域の 日 本人被災者 に も 学校 な どの施設 を 開放 ・ 提供す る な ど 国 を 超 え た

助 け合い や救援 ・ 支援活動が行 わ れ た 。 神戸華僑総会 は 一社界の華僑か ら の救援金 を 集 め た

り 、 震災 2 か月 後 に は神戸 ・ 南京町で 「復興祭」 を 聞 き 被災地の 人 々 を 勇気づけ た 。 阪神

大震災地元 NGO 救援連絡会議の草地賢 4代表 (2000年 1 月 急、死) ら が呼びか け て 95年12

月 に 開 い た 第 1 田 「市民 と NGO の 国際 F防災J フ ォ ー ラ ム J に も 、 神戸華僑総会 の 林 同

春会長 ら が参加 し 、 共 同行動 を 重 ね て い た 。

こ こ で も 救援活動 の 立 ち 上が り は素早か っ た 。 地震が発生 し た の は 2 月 3 日 土曜 日 の夜。

刀 曜の 朝 に は 「神戸華僑総会の祖国支援 を 、 市民 と NGO の ネ ッ ト ワ ー ク の総力 を 挙げて

協力 し よ う J と 義援金の募集 と 救援物資 の収集 を 決定、 動 き だ し た 。 毛布 な どの救援物資

を 集め 、 仕分け作業 を 行 う と と も に 、 華{喬総会や兵庫県 を 通 じ て物資の輪送ル ー ト を 探 り 、

南方航空が現地への輸送 を 無料で引 き 受 け て く れ る 返事 を 得た 。 救援物 資 の 第 I 使 ( 5 ト ン )

は21 日 に 出発、 第 2 使 ( 8 ト ン ) は 追 い か け る よ う に し て 日 本の航空会社が無料輸送 し た 。

3 月 に入 る と 華僑総会の林向春会長か ら 、 義援金 を 被災地 に 届 け る た め に 同行 す る よ う

依頼 を 受け 、 急 き ょ 救援訪問 団 を 結団 し被災地 を 訪 問 し た 。 被災地の状況 を 直 に確認す る

な かで、 具体的 な 支援の 内容は倒壊 し た 5 つ の小学校 を 一つ に し て再建す る こ と に な っ た。

「被災 地 に 学校 を 建て よ う J と 目 標 を 定 め た メ ン バ ー は 、 婦 国後、 引 き 続 き 募金の継続 を
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決定、 8 月 末 ま で に 義援金の 総額 は2400万円 を 超 え た 。 小学校は 9 月 に は 無事完成、 開校

式 に は 再 び華僑総会 と NGO の代表団が雲高省 を 訪れ、 日 中 友好の か け 橋 に な る こ と を 誓

い 合 っ た 。

こ う し た活動 に つ い て 、 現 り 組んで き た メ ン バー た ち は 「地域内 国際協 力 」 と 呼ん で き

た 。 神戸の被災地で手 を と り あ っ て震災か ら 立 ち 上がっ て き た 二 つ の 聞 の 人 々 が、 祖国 の

災害救援で協力 し あ い 、 新 し い 国際協力 と 市民 レ ベ ルの連帯 を ひ ろ げる こ と に な っ た か ら

だ。

3 ) 風水害被害への救援

( 中関南部大洪水、 カ ン ボ ジ ア大水害、 イ ン ド南東部ハ リ ケ ー ン災害)

96年 に は 夏 か ら 秋 に か け て 、 ア ジ ア で、大規模 な風水害が相次いで、発生 し た 。 7 月 に は 中

国南部 4 省で、大洪水が発生 し た 。 10月 に は カ ン ボ ジ ア で も 大水害が起 き た。 1 1 月 に は イ ン

ド南東部 の ア ン ド ラ プ ラ デ シ ュ 州 を ハ リ ケ ー ン が襲 い 大 き な被害 を 出 し た 。 「地震 も 水害

も 同 じ 自 然災害。 被災者 は住 ま い を 失 い 、 困 難 な 生活 に 追い込 ま れて い る 」 と 救援募金 を

集 め る 緊急救援委員 会 を そ れぞれっ く り 、 救援金 を 集め た 。 ヰ1 国へは神戸華僑総会の祖関

支援活動 を 通 じ て 、 カ ン ボ ジ ア に は 日 ご ろ か ら カ ン ボ ジ ア で活動 し て い る SVA (社団法

人 シ ャ ン テ 国際 ボ ラ ン テ イ ア 会) 東京本部の 現地救援活動 を 支援す る 形で 、 イ ン ドへ は 高

山 市 を 拠点 と し た NGO サ ン ガム の 会 を 通 し て イ ン ド の 災GO 農村総合開 発協 会 に 寄付 し

た 。

こ う し た風水害の災害救援活動 の経験は 、 翌年の朝鮮民主主義人民共和 国 (北朝鮮) の

長期 的 な 連続水害、 台風 と 干 ばつ に よ る 食糧危機救援活動や98年 の パ プ ア ニ ュ ー ギニ ア の

大干ばつ救援 に つ な が っ て い く 。

4 ) 食料危機の子 ど も た ち を救 え (北朝鮮の食糧危機緊急救援)

朝鮮民主主義 人民共和 国 (北朝鮮) の 食糧危機が公式 に 伝 え ら れた の は97年 2 月 、 北朝
鮮政府が初 め て 国連 を 通 じ て 世界各国 に支援 を 訴 え て か ら だ。 94年の 降 ヒ ョ ウ に よ る 被害、

何年、 96年 と 続い た大水害、 97年の大干ばつや高瀬被害 と 続 き 、 穀物 の収穫が激減、 穀物

備蓄 も 97年春 に は底 を つ き 大 ピ ン チ に追 い 込 ま れ、 栄養失調 の子 ど も た ち は命 を 脅 か さ れ

て い た 。 WFP ( 国連世界食糧計画) に よ る 食糧援助 の呼びか け に応 え て 各 国 の NGO な ど

が救援活動 を 始め て い た が、 最 も 近い 隣 国 日 本か ら の援助 は 日 朝 関係の こ じ れ な ど か ら 立

ち 遅れて い た 。

坂神大震災地 元 NGO 救援連絡会議 は 、 国連や NGO の北朝鮮 レ ポ ー ト な どの 情報 を 検

討 し な が ら 97年 5 月 13 日 、 朝鮮民主主義人民共和 国 ・ 緊急救援実行委員 会 を 結成 し た 。 名

吉屋で震災 か ら 学ぶ ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト の会 (名古屋) を 中心 に 結成 さ れた 「子 ど も 支譲

プ ロ ジ ェ ク ト 名 古屋 ・ 日 進」 、 新潟 の キ リ ス ト 教関係者 を 中 心 に 結成 さ れ た 「新潟 NGO
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朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共和 国子 ど も 支援連絡会」 な ど、 北 朝 鮮 の 子 ど も 救援 に 動 い て い た

NGO と 連携 し て 「世界 の 多 く の 固 か ら 援助 を い た だ い た被 災 地 だか ら こ そ 、 人 道 的 な 立

場か ら 救援 し よ う 」 と 緊急 ア ピ ー ル を 出 し て呼びか け た 。

7 月 末 ま で に 集 ま っ た 義援金約987万円 で米56 \ や小麦粉、 砂糖、 粉 ミ ル ク な ど の 食糧62

ト ン を 買 い付 け 、 集 ま っ た衣類、750箱 (約 6 ト ン ) と と も に新潟港か ら 3 人 の 訪 朝 団 が直接届

け た 。 朝鮮総連兵庫県本部の祖国支援 に協力 す る 形で、 北朝鮮江原道の幼稚園 や育児院、

小児病院 、 託児所 な どの 子 ど も 施設 を 訪 れ、 救援物資 を 手渡 し た 。 10月 に は 中 国 ・ 北京で

米60 ト ン を 買 い付 け 空路、 平安南道へ持 ち 込み 3 つ の 郡 を 訪れて子 ど も た ち の施設へ届 け た 。

第 3 次救援 は 同年12月 、 同 じ く 北京で米120 ト ン を 買 い付 け て メ ン バ ー が訪朝 し た 。

北朝鮮への食糧危機救援 は 、 何年 1 月 末 ま で 8 か月 に わ た っ て続 け ら れた 。 こ の 問 、 3

次 に及ぶ訪朝 で 、 メ ン バー は食糧危機 と 子 ど も た ち の飢 え と 健康状態 を 現地 で確認 し て き

た 。 そ し て 、 救援物資 は そ う し た 子 ど も た ち ゃ食糧危機 に よ っ て 生命 と 健康 の破壊に瀕 し

て い る 人 た ち に 直接渡 さ ね ばな ら な い こ と を 実感 し た 。 災害の被災地 の 人 た ち が何 を 求め

て い る の か に つ い て も 、 正確 に 掌握す る 必要があ る こ と が分か つ た 。 第 1 次、 2 次訪朝の

と き に は現場 に も っ と も 近い各郡 の水害対策委員 会 を 物資 の 受 け 入 れ先 に 選 ぴ、 一般市民

や農民 と の 十 分 な 交 流 を め ざ し た 。 第 3 次訪朝 時 は 政府の水害対策委員 会が窓 口 に な り 、

民 間交流 と は縁遠い結果 に な っ た 。

こ の よ う な 経験 は 、 そ の後の 災害救援の あ り 方 に 大 き く 影響 し た 。 国情 に よ っ て 眼界 は

あ る が、 災害被災地への救援 は 、 救援 ・ 支援 を 必要 と す る 人 た ち の現場 に も っ と も 近い 民

間 団体 を パ ー ト ナ ー に選ぶ こ と の大切 さ で あ っ た 。 せ っ か く の援助が、 も っ と も 救援 を 必

要 と し て い る 人 た ち に届 く こ と が災害救援の基本 で あ り 、 間接救援の場合 に は 往 々 に し て

支援者の 善意が実 ら な い こ と に な り かね な い か ら で あ る O パ ー ト ナ ー と な り う る 災害現地

の受け入れ団体 を 見 い だす こ と が、 災害救援 に は不可欠であ る こ と を 身 を 持 っ て体験 し た

こ と に な る O

5 ) 鎖発す る 大地震への対応 ( イ ラ ン 、 中 国河北省 、 ア フ ガ ン )

97年 か ら 98年 に か け て は 、 大地震が頻発 し た 。 板神 ・ 淡路の被災地で活躍 し た NGO 外

国 人救援 ネ ッ ト の メ ン バ ー が ア ジ ア 各地 を 旅行 中 、 97年 2 月 の イ ラ ン ・ ア ル デ ビ ル 地震 に

遭遇 し た の が き っ か け で 、 同 年 5 月 の ピル ジ ャ ン ド地震の救援活動 に現地で取 り 組ん だ。

こ れ を 支援す る 形で 、 緊急救援委員 会 を 立 ち と げ、 民 間 ル ー ト を 通 じ て現地へ ク ー ラ ー ボ ッ

ク ス や靴、 テ ィ ー ポ ッ ト 、 衣類 な どの救援物資 を 現地調達 し 届 け た 。

98年 に は ア フ ガ ン 北部で 2 度 に わ た っ て 大地震が発生 し た 。 2 月 に は北部 タ カ ー ルナ1'1 で

マ グ ニ チ ュ ー ド6 . 1 の 地震が起 き た 。 緊急実行委員 会が各 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て募金 を 呼

びか け て 、 ア フ ガ ン ・ パ キ ス タ ン 国境 地 帯 で 医療活動 を 続 け て い た 日 本 の NGO ベ シ ャ

ワ ー ル会 を 通 じ て 、 一定期 間 を 経て避難 し て く る 被災者 に 医療サ ー ピス を 提供す る 二次的
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な 支援 を 行 っ た 。 5 月 に は ア フ ガ ン 北部パ グ ク シ ャ ン ナト| で マ グ ニ チ ュ ー ド 6 . 9 の 大地震が

起 き た 。 こ の際 も 再 び緊急救護委員 会 を 7立 ち 上 げ て 、 2 月 と 河 じ く ベ シ ャ ワ ー ル会 を 通 じ

て被災者への 医療サ ー ビス 支援 を 行 っ た 。

ア フ ガ ン 地震 の 1 か月 前の 1 月 に は 、 中 国河北省 で マ グ ニ チ ュ ー ド6 . 2の 大地震が起 き た 。

雲南省大地震や 中 国南部大洪水の救援活動 と 同 じ く 、 神戸華僑総会の祖国支援 を 全面 的 に

パ ッ ク ア ッ プ し て 緊急実行委員 会 を 結成。 募金 と 救援物資の提供 を 呼びか け、 企業か ら 提

供 さ れた使い捨て カ イ ロ な どの物資 を 華僑総会の メ ン バー と と も に 訪 中 し 届 け た 。 現地の

状況か ら 、 雲南省 と 向 じ く 小学校の 建設 に協力 す る こ と に な り 、 8 月 末 ま で募金 を 呼びか

け た 。

6 ) 学校建設 し 再建支援 (パプアニ ュ ー ギニ アの地震津波災害)

過去100年来最大級 と い わ れた 1997年 の 大 干 ばつ と 霜害 で 、 パ プア ニ ュ ー ギニ ア で は 多

く の 人 た ち が飢餓 に 直面 し て い た 。 東京 を 中心 に始め ら れて い た 緊急 キ ャ ン ベ ー ン に 呼応

し 何年 3 月 末、 神戸で緊急救援実行委員 会 を 設立 し 、 関西以西で の募金呼 びか け を 始 め て

い た 。 そ こ へ98年 7 月 17 日 、 同 国 の 北西部海岸 で マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 0級 の 地震 に よ る 津波

災害が発生 、 6000人 を 超 え る 犠牲者 を 出 し た。 干 ばつ の 時 と 同様 に 、 PNGCC (パ プア ニ ュ ー

ギニ ア教会協議会) を カ ウ ン タ ー パ ー ト と し て 再度 、 緊急支援活動 を 開始 し 、 災害直後の

7 月 末 に草地賢一委員長が と り あ え ず借金 し て 調達 し た300 万 円 を 緊急支援金 と し て持参

し 、 緊急医療活動費用 な どに充当 し た 。

12月 に は 再 び草地委員 長 ら が現地 を 訪れ、 状況の把握 と 支援 内容の検討の た め PNGCC

と と も に 現地 の 再建委員 会 と 話 し合 っ た 。 そ の結果、 こ こ で も 被害の ひ どか っ た ウ イ ポ ン

村 に小学校 を 建設す る こ と に な り 、 建設費 用 を 神戸の救援委員 会か ら 提供す る こ と で学校

の建設や運営 に つ い て現地 と 詳細 な 取 り 決め を 行 っ た 。 99年 9 月 に は 学校の建設状況や復

!日状況 を 調査す る た め に 草地委員 長 は 再 び現地 を 訪問 、 建設資金1800万 円 を 贈 る と と も に 、

さ ら に必要 な 緊急支援対応 に つ い て調斎 ・ 確認 し た 。 草地委員 長 は さ ら に 同年12月 下旬 、

工事の 遅 れ な どの状況確認の た め 現地 を 訪 れ た が、 帰 国 産後 に 体の不調 を 訴 え 、 翌年 1 月

2 日 敗血 症 の た め急逝 し た。

学校 は 草地氏が亡 く な っ て 半年後の2000年 7 月 完成 し 、 神 戸 の 救援委員 会 か ら も メ ン
ノ f ー が現地 を 訪れ、 草地氏の名前 の 入 っ た校舎の完成 を 村 の 人 々 と と も に祝 っ た 。

こ の救援活動で ス タ ッ フ た ち は 、 貴 葉 な 経験 を 学 ん だ 。 学校の建設 を 決め て も 、 計画通

り 完成 す る に は さ ま ざ ま な壁があ り 、 一つ ひ と つ解決す る た め に現地の 人 た ち に知恵 を 貸

し 、 場合 に よ っ て は現地 の 政府、 行政機 関 と 直接折衝 し 、 当 初 の 叡 り 決 め が実行 さ れ る よ

う に サ ポ ー ト し な け れ ば計画が立 ち 往生 し た り 、 流産 し か ね な い こ と だ、 っ た 。 災害救援は

募金活動 に加 え て 、 被災者が本 当 に 求め る 支援内容 を 具体的 に探 り 、 そ の支援内容が計画

通 り 実現す る ま でサ ポ ー ト し 、 見届 け る こ と が不可欠だ、 っ た 。 草地氏は救援委員 会の責任

者 と し て 交通不便な 現地へ 4 度足 を 運 び、 そ の こ と を 実践 し 、 NGO の 仲 間 た ち に 伝 え た 。
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彼の死 を 「災害救護活動 に お け る 殉死」 と 、 多 く の 人 た ち が惜 し ん だ所以で も あ る O

7 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ー の協働作業 を支援 (ホ ン ジ ュ ラ ス ・ ハ リ ケ ー ン被害救援)

中 米ホ ン ジ ュ ラ ス の北部がハ リ ケ ー ン “ ミ ッ チ " に 襲 わ れた の は98年10月 の 末 だ っ た 。

死者7000入 、 200万人近い負傷者 で 、 被災地 は 壊滅状態 に な っ た 。 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア の

地震津波救援活動 に取 り 組 ん で、 い た委員 会 に 支援要請が入 っ て き た の は 12月 末 だ、 っ た 。 ス

ペ イ ン 語の勉強 の た め ホ ン ジ ュ ラ ス 北部 の ト ル ヒ ー ヨ に 滞在 し て い た 宝塚市 出 身 の27歳の

女性が災害 に遭遇 し 、 救援活動 を 始め て い た 。 女性は 阪神 ・ 淡路大震災の際、 宝塚で被災

し 、 地元の小学校の避難所 で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 少 し 体験 し た程度の経験 し か な か っ た が、

現地で援助 を 受 け て い な い被災者 を 目 の 当 た り に し て 、 た っ た 一人で援助 を 始め て い た 。

女性 は 京都在住 の 友 人 に応援 を 求め 、 そ の友人が神戸の NGO に SOS を 発信 し て き た 。

神戸 の メ ン バ ー は 「海外の 災害救援 を 始め る と き は 、 ま ず現地の信頼で き る NGO を 探

す。 基本的 に個 人で は だめ な の だが、 こ の と き は彼女の レ ポ ー ト か ら 判 断す る と 、 現地で

援助 を 受 け て い な い被災者がい る こ と が分 か つ た の で 、 個 人で、 あ っ て も 支援す る 必要があ

る と 判 断 し たJ と い う O

25回 に お よ ぶ 海外災害救援活動の 中 で 、 ホ ン ジ ュ ラ ス の救援活動 は 大 き な転機 に な っ た

と い う 。 被災地 NGO 協働セ ン タ ー の村井雅清代 表 は 、 自 ら 開擢 し た 「災害救護 と 国際協

力」 と 題 し た 「寺子屋 ・ パ オ 連続セ ミ ナ ー J (2000年 1 1 月 ) の 中 で、 次の よ う に 諾 っ て い る O

少 し長いが、 引 用 し て み る O

彼女が滞在 し て い た村 に は 、 NGO や 政府の援助が全 く 届 か な か っ た 。 唯 一 オ ラ ン ダ

の NGO が村 に あ る カ ト リ ッ ク 教会 を 通 し て 食糧 を 支援 し て い た が、 教会の信者以外の

村 人 に は 支譲 し な か っ た。

そ こ で彼女 は独 自 の援助活動 を 始 め 、 被災家屋の再建 を 支援 し た 。 家屋 と い っ て も 簡

易小屋の よ う な も の で、 ハ リ ケ ー ン の影響で高騰 し て い た ト タ ン 屋根 と 釘 を 支援 し た 。

一軒あ た り 日 本 円 に す れば 2 万円 ほ どで 、 ホ ン ジ ュ ラ ス 支援で集 ま っ た 支援金か ら す れ

ば、 そ の村 の す べ て の被災家屋の再建は 十分可能 だ っ た が、 彼女は 2 つ の 条件 を つ け た 。

一つ は蕗材で も 拾 っ て き て 、 自 ら 家の 再建 を 少 し で も し よ う と す る 意思があ る こ と O も

う 一つ は 、 自 分の 家 の再建 だ け で は な く 、 他 の家 の再建 に も 協力 す る こ と O つ ま り 、 村

の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 全体で村の再建 に取 り 組む こ と だ っ た 。 ま た 、 彼女 は も う 一 つ の 支援

と し て 「野菜 の種子」 を配布 し た 。 こ れ に も 、 村全体で野菜づ く り に取 り 組む こ と と い

う 条件 を つ け た 。

つ ま り 彼女 は 、 被災当事者の 「 自 立」 と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 全体の 「協働作業」 を 重視

し た よ う です。 彼 女 は NGO の経験 も ボ ラ ン テ イ ア の経験 も な か っ た が、 現地か ら 送 ら

れて く る こ う し た レ ポ ー ト を 見 て 「 こ れが援助 の本質で あ り 、 自 立支援で は な い の か ! J 
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と 、 日か ら 鱗が落 ち る 思い を 抱い た 。 野菜 の操子 を配布 す る の は 、 阪神 ・ 淡路で も 経験

し た よ う に 、 添加物 の 入 っ た弁当 や菓子パ ン を 毎 日 食べ続け る と 、 特 に 高齢者 は体謂 を

出 す 。 栄養の バ ラ ン ス に配慮が必要です。 ホ ン ジ ュ ラ ス で も 同 じ こ と O 政府が配給す る

食糧 だ け で は バ ラ ン ス を 崩 す の で、 野菜 を 育 て よ う と 呼びか け た の です 。

こ う し た ホ ン ジ ュ ラ ス 救援 か ら 学 ん だ こ と は 、 そ の後の台湾や ト ル コ の 支援 に活か さ れ

て い く 。

8 ) 中南米で相次 ぐ 災醤

( コ ロ ン ビア大地震、 ベル ー 水害、 メ キ シ コ 地震、 ベネ ズエ ラ 水警 )

99年 は 前年末 に 立 ち 上 げた ホ ン ジ ュ ラ ス 救援 に続 い て 、 中南米で相次い で、地震や水害の

大 き な 災害が頻発 し た 。

1 月 25 日 に は コ ロ ン ピ ア 中 西部 で死者300人以 上、 負傷者3000人以上 に 及ぶ地震災害が

発生 し た 。 さ ま ざ ま な 方面か ら 情報 を 集 め た結果、 上智大学の グ ス タ ボ ・ ア ン ド ラ ー デ氏
を 仲介役 と し て現地 で安い建物 を 提供 し コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成 を 目 的 に し た NGO セ ル ピ ピ

エ ン ダ を 通 じ て 支援活動 を 行 っ た 。 1974年 に創設 し て か ら 住宅や学校、 教会 を 8 万件 も 提

供 し て き た 中南米 6 か 国 で活動 し て い る NGO だ。 コ ロ ン ピ ア に は 4 つ の事務所があ り 、

本部で は 60人、 コ ロ ン ピ ア 全体で は 180人の ス タ ッ フ が有給で働 い て い る 。

8 月 、 神戸 ・ 鷹取教会の神 田 諮神 父 は約900万 円 の救援金 を 持 っ て 、 ア ン ド ラ ー デ氏 と

と も に現地入 り し た 。 被災地の状況 を 確認 し 、 被災障害児の ケ ア セ ン タ ー の 建設 と そ こ で
行 わ れ る ケ ア プ ロ グ ラ ム の費用 と し て使 う こ と を 決め建設予定地 を 確認 し 、 セ ン タ ー を 運

営す る 匝体 と も 協議 し て き た 。

5 月 に はペ ル ー の ア マ ゾ ン 川 流域で、 死者44人、 15万世帯が被災す る 水害が発生 し た 。

日 本で は 一部 の マ ス コ ミ し か報道 さ れ な か っ た が、 現地で活動 し て い る NGO ( カ リ タ ス ・

ペ ル ー ) か ら の情報で大規模 な被害がわ か り 救援委員 会 を 立 ち 上 げ、 ベ ル ー YMCA の現

地委員 会 の救援活動 を 支援 し た 。

6 月 に は メ キ シ コ シ テ ィ ー か ら 250九 離 れ た オ ア ハ カ ナH を 震源地 と し た マ グ ニ チ ュ ー ド

6 . 7 の 地震 が発生、 9 つ の ナIHこ被害 を 与 え た 。 メ キ シ コ で は 1985年 に 死者7000人 を 超 え る

大地震が起 き て お り 、 そ の 際 に NGO を 組織 し 、 神 戸 の NGO と も 交流 の あ っ た現地 1) ー

ダ ー か ら 情報 を 収集 し た 。 山 間部 の 村 々 に被害が集 中 し 政府か ら の援助が届 か な い こ と が
分か り 現地 の NGO の活動 を 支援 し た 。

12月 に はベ ネ ズ エ ラ 北部 を 中 心 に 10 日 間 の 集 中 豪雨があ り 、 死者 ・ 行方不明が 3 万人 を

超 え る と い わ れる 被害が伝わ っ た 。 た だ ち に救護募金 を 始め る と と も に現地の 団体の情報

収集 を 行 い 、 現地で活動す る ベ ネ ズ エ ラ YMCA を 通 じ て救援活動費 を 支援 し た 。

こ う し て 、 日 本か ら 見れ ばほ と ん ど地球の裏側 に あ た る 中南米の災害 に対 し で も 、 カ リ
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タ ス や YMCA と い う 世界的 な ネ ッ ト ワ ー ク を も っ NGO の協力 に よ り 情報 を 収集 し 、 支援

を 重 ね て き た 。

9 ) 自 立支援を学ぶ ( ト ル コ 北西部大地震)

1999年 8 月 17 日 に 起 き た ト ル コ 北西部の大地震は 、 震災 史 に 残 る 大災害だ っ た 。 マ グ ニ

チ ュ ー ド7 . 4 、 死 者 は 1 万7000人 を 超 え た 。 ほ ぼ 1 か 月 後 の 9 月 21 日 に は 台 湾 で も 大地震

が発生 、 死者は2400人 を 超 え た 。 さ ら に 2 か月 も た た な い 聞 に ト ル コ 北商部で 再 び大 き な

地震が起 き 、 被災地が広がっ た 。

こ の ト ル コ 、 台湾地震で は海外の地震災害 に対 し て 日 本の 自 治体 と し て は初 め て 、 兵庫

県や神戸市 な どの一般行政識の 職員 チ ー ム が救援 に 派遣 さ れた 。 兵庫県 と 神戸 市 は地震か

ら 3 日 後、 政府か ら の要請 を 受 け て 板神 ・ 淡路大震災時 に実務 を 担当 し た 一般行政職員計

11人 を 現地 に 派遣す る こ と を 決定。 27 日 か ら 2 週間 ト ル コ の被災地 を 視察 し 、 政府機関 や

舟 治体等の 関係者 に応急仮設住宅や衛生、 JL、の ケ ア な どの震災体験 に 基づ く 助言 を 行 っ た 。

一方、 KOBE の 市民団体の行動 は素早か っ た 。 地震発生 の 当 日 、 17回 目 の 緊急救援委員

会の結成準備 に 入 札 翌18 日 に は 正式 に発足 し た 。 参加剖体数は 2 か月 後 に は 48団体 に ふ

く ら み 、 10団体が後援す る 広が り を も っ た 。 救援募金活動 を 開始す る と 同 時 に 、 同25 日 に

は委員 会の事務局 メ ン バー ら 3 人が先遣隊 と し て ト ル コ へ出発。 10 日 間滞在 し ア ダパザル、

イ ズ ミ ッ ト 、 ギ ョ ル ジ ュ ク な どの被災地 を 視察 し 、 カ ウ ン タ ー パ ー ト と な る 現地 NGO と

接触、 震災後か ら 援助が遅れ て い た コ ジ ャ エ リ 県 デ リ ン ジ ェ 市の テ ン ト 村 を 発見 し 、 支援

対象 と し て調査 し た 。

2 次救援隊 は 9 月 25 日 か ら 10 日 間 、 村井委員 長 を は じ め23人の チ ー ム を 編成 し 、 メ キ

シ コ NGO の リ ー ダー も 招 い て “ NGO 版 二 国 間 協 力 " も 試み た 。 委員 会 は す で に 人 口 20
万人、 全壊家屋約2 ， 000戸 、 死者1 ， 400人の被害 を 出 し た デ リ ン ジ ェ 市 を 主 な 支援対象 と し

て 決定。 震 災 を 契機 に 生 ま れた ゆ る や か な 民間 団体 の ネ ッ ト ワ ー ク CCC や震災夜後 に 発

足 し た住民組織 DEKMAK ( 民 間 ・ 震災対策委員会) と 協議 し 、 支援 プ ロ グ ラ ム を 煮詰 め

て い っ た 。

こ の段 階 で す で に 、 CCC が進 め る 「女性 の 村 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 支援、 テ ン ト 村 の 支援、

被災者の 自 律 と 自 立 を 促す作業所や陶芸教室、 教育セ ミ ナ ー や子 ど も の活動ス ペ ー ス を 提

供す る 「市民文化教育 セ ン タ - J の 建設支援、 仮設匝 地 の 支援 な ど を 決定 し て い っ た 。 1

か 月 後 に は 三 た び 8 人が現地 を 訪れ、 市民文化教育 セ ン タ ー 建設の た め の 基本 的 な 理念等

に つ い て 市長 と 合意文書 を 交わす一方、 テ ン ト 村の冬対策 に つ い て住民50人が参加 し た “公

開青空 ミ ー テ ィ ン グ " で協議 し合意、 ス ト ー ブや 生活雑貨の提供 を 約束 し た。

現地 で は 地元 NGO の運営や組織 に つ い て も 提案、 と も に 協議 し た 。 現地通訳 を 探す 過

程で、 一人の ト ル コ 在住 日 本人 か ら 友人の輪が広が り 、 ト ル コ 人 を 含め た 7 人の ス タ ッ プ

に よ る fNGO ・ KOBE イ ス タ ン ブー ル」 も 発足 し た 。 神 戸 と ト ル コ の 距離 を 日 常活動 で
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カ バ ー す る た め に 、 NGO ・ KOBE ( ※ 1 ) と デ 1) ン ジ ェ を つ な ぐ役割や 、 週 1 回 は デ リ ン

ジ ェ に足 を 運 び現場の様子 を レ ポ ー ト す る 、 援助 プ ロ グ ラ ム の 進行状況、 必 要 な 物 資 を イ

ス タ ン ブー ル や デ リ ン ジ ェ で購入 し 現地へ運ぶ な どの役割 を 果 た し た 。 1 1 月 末 に は 第 4 次、

翌年 2 月 に は20 日 間 に わ た っ て 第 5 次派遣団 を 送 り 、 プ ロ ジ ェ ク ト の進捗 を サ ポ ー ト し 、

テ ン ト 村の 運営 ア ド バ イ ス な ど に か か わ っ て き た。

こ う し た現地 に則 し た援助活動 の 中 で 「少 な く と も 数か月 に わ た る 現地駐在員 の 派遣」

が必要 な こ と を 痛感 し 、 新 た な 災害救援の あ り 方 を模索 し た 。 ト ル コ 地震 か ら 10 か 月 経っ

た 2000年 5 月 か ら 1 年 間 、 ア ダパザ リ の 「 ト ル コ ・ 日 本村仮設住宅J ( 通称 ・ 日 本村) の

コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を 支援す る 事業 は 、 JICA ( 国 際協力事業団) の 専 門 家 派遣 と い う

形で被災地 NGO 協働 セ ン タ ー の仲江J 1 1 徹ス タ ッ フ は じ め 延べ 3 人が数 か 月 ずつ、 現地で

支援活動 に 従事 し た 新 し い 試み だ っ た 。 震災後の神戸 で応急仮設住宅 の 生活支援活動 を

行 っ て き た経験 を 生か し た も の で 、 日 本村住民の 「 く ら し再建」 を サ ポ ー ト し 、 品 日 も 早

く 自 ら の力 で職 を 確保 レ恒久住宅へ送 り 出 し て い く た め の プ ロ グ ラ ム を 企画 し て 、 住民参

画 の も と で事業 を 実施 し た 。

こ の事業で も 「 ト ル コ 人が ト ル コ 人 を 支 え る 活動 を サ ポ ー ト す る 」 こ と に 重点が量かれ

た 。 現地 の NGO ・ CYDD の サ ポ ー ト を 受 け た住民 自 身 に よ る 「女性 自 立支援 プ ロ ジ ェ ク ト J

で も 、 手芸教室や 自 立セ ミ ナ 一 、 識字教室か ら 「女性 自 身 に よ る 、 女性の た め の協 同組合

の 設立」 準備が始 ま る な ど、 す で に 一歩一歩踏み 出 し 始め て い る O 女性 た ち の た ま り 場、

手芸品 の 製作 な どの活動 の場、 ス ト レ ス 発散の場 と し て機能す る 同 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 神戸

で の仮設住宅の ふ れあ い セ ン タ ー や CS 神戸 ( コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー ) の起業

サ ポ ー ト 活動 、 タ オ ル で象の形 を し た手拭 き を つ く る 「 ま け な い ぞ、 う 」 の生 き がい 自 立支

援事業 な どの経験 に も と づ く ア ド バ イ ス が生 か さ れ た 。

ト ル コ の 支 援 で 、 現 地 の 人々 か ら メ ン バー は こ ん な 言葉 を 開 か さ れた 。 'NGO ・ KOBE

は 魚、 の釣 り 方 は 教え て く れ る け れ ど も 、 釣 り 竿や餌は く れ な いJ o 村井委員 長 は 当 初 こ れ
を 聞 い た と き は 「 日 ばか り で何 も 支援 し な い と 批判 し て い る の だ ろ う 」 と 思 っ た 。 テ ン ト

村で も モ ノ と い え ばパ ソ コ ン 1 台 を 支援 し た 以外 は 、 リ ー ダー と の交流の 中 で神戸での経

験 を 話 し 、 今後の 進 め 方 な ど を ア ド バ イ ス し た だ け だ っ た O だ が、 真 意 は 違 っ て い た O

'NGO ・ KOBE の お か げで 、 私 た ち は 自 立 と は何 か を 考 え さ せ ら れ、 ずいぶ ん鍛 え ら れ たJ

と い う も の だ、 っ た。 そ の後、 ト ル コ の 人 た ち は根気 よ く 活動 を 続 け 、 地震後 I 年経た時点

で 「 白 :立の た め の縫製工場」 を つ く る 計画 を 立 て 、 奔走 し た が、 結果的 に は実現 し な か っ

た 。

ト ル コ の 救援で は 、 現地へ次々 に 派遣す る 一方 、 援募金 で は街頭募金 に も 立 ち 、 一連の

海外災害救援で は最高 の7600万 円 余 り の救援金 を 集め た 。 救援金 の 多 く は 市民文化教育 セ

ン タ ー の建設資金 と 運営資金 の 一部 に 充 て ら れ、 現地の 人 た ち の 強 い 意 向 で支援活動 の 途

中 で倒 れ亡 く な っ た 草地賢 - さ ん に ち な ん だ 「草地文化 セ ン タ - J と 命名 さ れた 。
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ト ル コ 救援か ら 得た こ と に つ い て救援委員 会 は そ の活動報告 の 中 で、 2 つ の 意義 を 挙げ

て い る O 一 つ は 、 災害救援で は ま ず、 被災者の側 ( そ ば) に行 く こ と の大切 さ を あ ら た め

て 学 ん だ 。 側 に い る だ け で も い い 。 支援す る 人の温 も り が直接伝 わ る 、 KOBE の復興が終

わ っ て い な い の に 来 て く れた と い う 事実が、 温 も り を 高 め る か ら だ。 も う 一つ は 、 被災者

の 自 立支援の た め の援助 と は何か と い う こ と を 学 ん だ こ と だ。 被災当事者が復 旧 ・ 復興の

過程 に 自 ら 積極 的 に かか わ っ て い く 仕組みづ く り の大切 さ で も あ っ た 。 亡 く な っ た草地氏

は 、 こ れ を 「毎興民主主義J と 表現 し て い た 。

1 0) 被災地 か ら 学ぶ ( 台湾大地震)

ト ル コ の大地震か ら 1 か月 後の 9 月 紅 白 、 台湾 中部の南投県集集地方 を 震源 と す る マ グ
ニ チ ュ ー ド 7 . 7 の 地 震 が発生 す る と 、 即 日 、 緊 急 救援 委 員 会 が立 ち 上 が っ た 。 NGO ・

KOBE の救援委員 会 は 、 ト ル コ への本格的 な救援が始 ま っ て い た の と 並行 し て 、 台湾へ も

発災10 日 後 に は先遣縁 4 人 を 派遣 し 、 現地の状況把握 と カ ウ ン タ ー パ ー ト ナ ー と な る 現地

NGO と 連携 を と っ た 。

台湾地震で は 日 本か ら の距離が近 い こ と や 、 地震前 か ら 各界 ご と の交流が密 で あ っ た こ

と な どか ら 、 NGO ・ KOBE の 賛 同 団体や学会、 建築、 土木の 専 門 家集 団 な どの 団体 も 積極

的 に独 自 の調査、 支援、 交流団 を 派遣 し た o NGO ・ KOBE も 翌年 7 月 ま で に 4 同 の派遣団

を 出 す と と も に 、 発災か ら 2 年 目 ま で に 計 5 田 の ス タ ッ フ 派遣 を行 い 、 支援 プ ロ ジ ェ ク ト

の進捗 を 確認 し て き た。

台湾地震での支援 の 基本方針 は 、 援助 の届 き に く い地域、 置 き 去 り に さ れが ち な 人 た ち

を 優先 的 に 援助 す る こ と に徹 し た 。 ノ ン 族 と い う 原住民が住 む涼高村 の 原住民 プ ロ

ジ ェ ク ト は そ の典 型 だ。 162世帯、 705人の小 さ な 山村 だが、 7Uゴが全壊 し 、 36世帯が仮設

住 宅 に 入 り 、 残 り 35世帯 は 家賃補助 を 受け て 自 力 で小屋 を 建て て暮 ら し て い る O 村民は 出

稼 ぎ に 行かず、 村 の 中 で の ん び り 暮 ら し て お り 、 村長や若者が再建委員 会 を 結成 し 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー づ く り や ま ち づ く り に 関心 を 寄せ、 村の独 自 産 業 の 開 発 に つ な が る 期待 を 持 っ て

い る O そ の 中 心 と し て建設 を 計画 し て い る 「文化セ ン タ ー 」 を 、 村特有の鉄平石 と い う 石

を 用 い た伝統的建築手法 を村民に伝授 し 、 セ ン タ ー を 拠点 に し た コ ミ ュ ニ テ ィ ー 再建 を 計

画 し て い る O

福亀村 の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 全壊 し た小学校の仮設校舎 と 教師寮の建設費用 の 支援。 と こ

ろ が 2 年後の訪問 で台湾の宗教団体が教師寮 も 含め た 学校建設 を 決定 し た た め 、 学校か ら

村の歴史資料室 を 学校 に 建設す る 費用 に使い た い と の 申 し 入 れ を 受 け て 変更 し た 。 ま た支

援金の 官E は経済的 に余裕の な い生徒の奨学金 と し て長期 的 に短 い た い と の 申 し 入 れ を 受

け て 快諾。 ま た 、 村 の 生徒の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 支援す る 基金 と し て 新 た に 100万 円 を 支

援す る こ と も 追加 し た 。

東光村 で は震 災で全壊せず に 残 っ た 140年前の木造建築 を 借 り 受 け て修復 し 、 記念公園
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と し て コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活動の拠点 を め ざ し た 。 村の ボ、 ラ ン テ ィ ア を 募 り 修復作業 を 行い老

人 た ち の憩 い の場や イ ベ ン ト 会場 と し て使 わ れて い る 。 こ の ほ か台 中 YMCA の チ ャ イ ル

ド ケ ア プ ロ ジ ェ ク ト や学校の 整備 に も 支援 を 振 り 向 け た 。

台湾の被災地へ は 、 KOBE の被災地か ら さ ま ざ ま な 人 た ち が、 繰 り 返 し 訪 問 、 交流 に 出

か け て い る 。 建築、 ま ち づ く り 、 福祉ケ ア 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 、 仮設住 宅 の 運営 な ど、

震災復 旧 、 復興の さ ま ざま な場面で学 び と る こ と がた く さ ん あ る こ と に気づい た か ら だ。

阪神 ・ 淡路で は後か ら 気づ い て 、 少 しずつ改善努力 が重ね ら れた仮設住宅 で も 、 台 湾 で は

当 初 か ら コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り や家族単位の住宅の提供、 花壇や暮 ら し の 環境づ く り に も

き め細 か い配慮が行 わ れ て い る こ と を 発見 し て い る O 「社区公民大学」 と い う ま ち づ く り

市民大学が地震後活発 に な り 、 地域に密着 し て 台湾全土で30 も 開 か れて い る こ と も 知 っ た 。

学校 を は じ め公的 な 分野で民 間 の 力 が強 く 、 市民活動 な どへの支援基金や ボ ラ ン テ イ ア 活

動 も 盛 ん で あ り 、 震災後一層 強 ま っ て い る こ と も KOBE の市民活動 メ ン バ ー に は新鮮 に

映 っ た 。

1 1 ) 各地で地震、 水害、 干ばつ ( 中間雲南省地震、 モ ザ ン ピ ー ク 大水害、 モ ン ゴル擾合災

害、 メ コ ン デル タ 大水害、 エ ルサルパ ドル地震)

2000年 は 中 関、 ア フ リ カ 、 東南 ア ジ ア 、 中 米 各 国 で 自 然災害が相次い だ。

1 月 に は 中 国雲高省 でマ グニ チ ュ ー ド6 . 5 の 地震が起 き 、 12万人が氷点 下 の 犀外で避難

生活 を 続 け た 。 被害 の大 き さ を 現地 の情報か ら 得て 、 救援委員 会 を 立 ち 上 げ 、 神戸華矯総

会 を 通 じ て学校再建費用 の 一部 を 支援 し た 。

2 月 に は ア フ リ カ ・ モ ザ ン ピ ー ク で、 観測史上最悪 と い わ れ る 1 か月 に わ た る 豪雨で大

河 リ ン ポ ポ 川 周辺の村が水没 し た 。 ふ だ ん は 10キロ ほ どの ) 1 1 輔 の 川 が最大125 九 ま で広が り 、

周 辺の村 は 完全 に水没 し 、 約80万人が避難 し た 。現地の洪水支捉ネ ッ ト ワ ー ク を カ ウ ン タ

パ ー ト と し 、 被災地か ら 避難 し て き た子 ど も た ち の面倒 を み て い る 現地 の 女性た ち を 支援

し て い る 基金 に 支援 し た 。

モ ン ゴル は前年夏 の 干 ばつ と 9 月 末 に始 ま っ た大寒波 に よ る 複合 自 然災害で、 全人 口 の

5 分の l に あ た る 50万人が被害 を 受 け た 。 政府 は 3 月 初 め ま で に 110万4000頭の家畜が死

亡 し た こ と を 明 ら か に し た 。 救援委員 会 は 、 先 に 現地 に 入 り 救援活動 を し て い た ピ ー ス ・

ウ イ ン ズ ・ ジ ャ パ ン を カ ウ ン タ ー パ ー ト と し て 、 援助 の手が届 い て い な い 山岳部の家族 に

緊急食糧支援 を 行 っ た 。

8 月 に は メ コ ン 河のお濫で、大規模 な 洪水が発生。 カ ン ボ ジ ア の プ ノ ン ベ ン に事務所 を 構

え 常 持活動 し て い る シ ャ ン テ ィ 国際 ボ ラ ン テ ィ ア 会 (SVA) を カ ウ ン タ ー パー ト と し て

支援す る 形 で 食糧物資 な ど を 配布 し た 。 ベ ト ナ ム 甫部 に も 被害が及 ん だ た め 、 ベ ト ナ ム

YMCA を 通 じ て も 被災地支援 を 実施 、 カ ン ボ ジ ア の現地 に は ス タ ッ フ も 派遣 し状況 を 確

認 し た。

第日11 章 @ 担い 手の復興 97 



2001年 1 月 13 日 に発生 し た 中 米 エ ル サ ル パ ド ル地震 は 、 110万人 を 超 え る 被災者、 死者726

人、 7 万5000戸が全壊 し た 。 阪神 ・ 淡路の震災 6 周年 に あ た る 17 日 に救援委 員 会が立 ち 上

が り 、 当 初 は 現 地 の YMCA の救援活動 を 支援 し た 。 1996年 に ト ル コ の イ ス タ ン ブー ル で

行 わ れた ハ ピ タ ッ ト ( 国連人 間居住会議) で、 出 会 っ た メ キ シ コ の NGO の事務局長 で あ る

ク ワ テ モ ッ ク 氏 に 2 度 に わ た っ て先遣敵 と し て現地入 り し て も ら い 、 状況の把握 に努め た 。

実施 し た 救援 プ ロ グ ラ ム は 、 被災者 自 身が仮設住宅 を 建設す る こ と を 支援 し 、 専 門家の技

術指導や監督 、 住宅資材 を 提供 し た り 、 現地 NGO の 指導の も と に 地 区 の住 民 が 白 ら 基礎

産 品 を 商業化 し て 家肢の ニ ー ズ を 満 た し 、 経済的 な 収入 も 生み 出 す こ と を め ざ し た 。

8 月 末 に は神戸 YMCA 国 際 ・ 奉仕 セ ン タ ー の 大江浩 さ ん を 救援 プ ロ グ ラ ム の 実施 と 状

況把握 の た め に 現地へ派遣、 被 災 地 の 状況 と プ ロ ジ ェ ク ト の進行状況 を 確 認 し 、 現地 の

NGO な ど と 被災体験 を 交換 し 、 語 り 合 っ た。 大江 さ ん は帰国後の報告の 中 で 、 ク ワ テ モ ッ

ク 氏の被災地で の 活動 と 住民 や 現 地 NGO と の信 頼 関係 を 間 近 に 見 て 、 「徹底 的 に 弱 者 の

側 に立 つ 姿勢J に 感動 し た 。 被災者 ・ 救援者 と の対話 を 通 し て改善すべ き 事柄 を 発見 し た

後 に は 、 あ ら ゆ る 社会資源 を 生か し て復興デザイ ン を 実現 し て い く 行動力 を 見 い だ し て き

た 。 と く に相手の側 に 居 て 、 そ の 人 の ニ ー ズ を探 る た め 、 じ っ く り 粘 り 強 く 聴 き 続け る 姿

勢 の 確 か さ を 学 ん だ 。 「聴 く 力 と バ ラ ン ス 感覚 こ そ 、 対 人援助 の視点 か ら 災害救援や市民

活動 の リ ー ダ ー に 問 わ れ る 資質 だ と 確認 さ せ ら れた」 と い う 。

1 2) “NGO 大国" で持続可能な コ ミ ュ ニ テ ィ ー再建へ ( イ ン ド間部大地震)

25 田日の海外災害救援委員 会 は 、 2001年 I 月 26 日 イ ン ド西部 グ ジ ャ ラ ー ト 州 ブ ジ を 震源

と す る 大地 震 だ っ た 。 マ グニ チ ュ ー ド7 . 9。 死者 2 万 人 を 越 え 、 負傷者17万人、 全壊家屋33

万9000戸、 半壊 ま た は一部損壊約78万3000戸 、 被災者数1585万人 に 及 ん だ。 阪神 ・ 淡路 の

比 で は な い大規模 な被害だ っ た 。

す で に こ の I 年 前 か ら 、 常 設 の 海外 災 害 援 助 市民 セ ン タ ー の 設立 を 話 し 合 っ て い た
NGO ・ KOBE の メ ン バ ー は即 日 、 救援委員 会 を 立 ち 上 げる と と も に 、 状況視察 と 今後の支

援方針 を 調査す る た め 、 2 月 に 入 っ て 間 も な く 3 人の ス タ ッ フ が SVA の メ ン バ ー 2 人 と

と も に 現地入 り し た 。 現地で救援活動 に 奔走 す る 6 つ の イ ン ド の NGO と 次々 に接触 し 、

情報収集 と 意見交換 を 重 ね た 。 事務局 を 担 っ て い た村井は rKOBE か ら の提言」 と し て イ

ン ド の NGO 関係者 に 、 英文で提言 を 投 げか け た 。 す で に こ の段階で、 ①大 き な被害 に な っ

た の は 、 耐震設計の な い 日 干 し レ ン ガ仕様の住宅 ②震災 に よ る 失職状態が も た ら す生活

再建の 遅 れ ③ 2 、 3 年前 か ら 続い て い る 干 ばつ被害対策 (水資源 の確保) が大 き な 課題

で あ る こ と に 気づい た 。

地震か ら 2 か月 を 経て 再 び第 2 次派遣団 3 人が現地入 り し 、 支援 プ ロ グ ラ ム を ま と め た 。

支援対象 を パ タ ン 県サ ン タ ル プー ル地 区 の ダ ッ タ ラ ナ村 に し ぼ り 、 一つ の村の全体的 な 再

建 と 住宅 を 含 む 「 く ら LJ の 再建 を薙立 し て 、 持続可能 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を め ざそ
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う と い う も の だ っ た 。 KOBE の経験 を 踏 ま え た 「 く ら し 再建」 の 重要 性 は 、 現地の NGO

に も 理解 さ れた と い う O 総合的 な く ら し の再建 は 、 普段か ら の 「支 え合いJ の し く み が必

要 で あ り 、 持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り そ の も の に な る O も と も と あ る 伝統や文化 を 尊

重 し つ つ 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 形成 し て い く こ と が総合的 な く ら し の再建 に つ な がっ て

い く こ と が、 現地の 関係者 と の協議 の 中 で確認で き 、 そ の後の フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 中 で も

学ぶ こ と がで き た 。

ダ ッ タ ラ ナ村 を 選 ん だ の は 、 村人 と 支援の現地の NGO、 専 門 家、 研究者 な どでDNYC ( ダ ツ

タ ラ ナ新 し い 「 く ら し」 再建委員 会) の 立 ち 上 げが決 ま っ た か ら だ。 NGO ・ KOBE も 構成

メ ン バ ー に加 わ り 、 阪神 ・ 淡路の経験 と 知恵、 資金 を 提供す る 役割 を 担 う 。 日 頃か ら 住民

と の信 頼 関係 を 築 き 、 住 民 の 仕事回復への職業訓練や コ ー デ イ ネ ー ト に 取 り 組ん で い る

SEW A ( S elf- E mployed Womens A ssociation 女性 自 営労働者組合) と の 出 会い も 大 き か っ

た 。

州 政府 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ も 、 NGO の ス タ ッ フ た ち に は好 ま し い も の に見 え た 。 州

政府 は70% 以上全壊地域の住宅再建 に 対 し て 、 ちJGO がヲ i き 受 け る な ら 50 % の再建費用 を

出 す 。 耐震設計 を 取 り 入 れ る こ と が条件 に な っ て い る た め に 契約 し よ う と す る NGO は必

ず エ ン ジ ニ ア と 連携 し よ う と す る O 自 己資 金 を 用 意 し な け れ ば な ら な い 面 は あ る が、

NGO と 住民 の 主体性 を ひ き だせ る 方式 と 評価 し た か ら だ。 同様の し く み で 同 県パ タ レ カ

村 も 支援対象 と し 、 現地 NGO (SEEDS) と 共 に村の再建 に かか わ っ て き た 。

も う 一 つ の 方針 は 、 ス タ ッ フ の長期 的 な 派遣。 半年 ぐ ら い現地 に 入 っ て 、 現地の 人 々 と

交流 し て い く な かで、 住民の意識 を 促す と は ど う い う こ と か を 学 ん で い き た い と い う ね ら

い だが、 財 源 の 問題 も あ り 、 と り あ え ず は 1 � 2 か月 と 様子 を み な が ら 展 開 し て い く こ と

に な っ た 。 5 月 末 か ら 40 日 ほ ど、 ト ル コ で の 常駐経験の あ る 被災地 NGO セ ン タ ー の鈴木

隆太ス タ ッ プ が派遣 さ れた の を は じ め 、 12月 に も 再 ス タ ッ プ が現地 に 入 っ た 。 パ タ ン カ 村

で の 「 シ ェ イ キ ン グ ・ テ ー ブル ・ テ ス ト J や ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参加 し 、 村民主体の 「 く ら

し 再建」 を 実感 し て き た 。

3 . 常設の海外災害救援機関の設立ヘ

1 )  r被災地責任」 の明確化 と 個別対5ち か ら の脱却

2 5回 の 緊急救援委員 会の立 ち 上 げ と 、 手 さ ぐ り の 海外災害救援活動 は 、 日 を 追 う に し た

がっ て 「 なぜ海:外の 災害救援活動 に 取 り 組 む の か ? J が明確 に な り 、 被災 地 に新 し い 「救
援思想、」 と も 呼ぶべ き 思瀬が生 ま れて き た 。 イ ン ド西部大地震の救護活動 の 中 で は NGO ・

KOBE の 「被災地責任J が明確 に語 ら れ る よ う に な っ た 。 9 . 1 1 ニ ュ ー ヨ ー ク 同 時 テ ロ の後、

米 国 に よ る ア フ ガ ン 報復爆撃 の 開 始 と 何時 に 、 26 回 目 の 緊急救援 と し て ア フ ガニ ス タ ン 難

民救援委員 会 を 立 ち 上 げ、 現地 に 入 る 日 本の NGO の 食糧配布活動 の 支援 を 始 め た 。

す で に イ ン ド 大地震の救援委員会立 ち 上げの 際 に は 、 l 年 間 温め て き た常設の 「海外災
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害援助市民セ ン タ ー 」 の構想、が提起 さ れ、 構想委員 会の発足が呼びか け ら れて い た 。 一 つ

ひ と つ の 災害 ご と に 、 賛同す る 人や グ ル ー プが集 ま っ て 救援委員 会 を 立 ち 上 げ る 方f式 に は

そ れ な り の メ リ ッ ト も あ っ た が、 世界的 に大規模 な 災害が頻発 し 、 対応が錯綜す る 問題点

も 抱 え て い た 。 個別 の救援活動 を よ り 有機的 に展開 す る た め に 、 課題 を 整理 し 、 知恵 と 経

験 を 共有 し つ つ 、 市 民 に よ る 草の根の 国際協力 を 促進す る 場の必要性が高 ま っ て き た か ら

だ。

そ し て 1 年。 構想委員 会 は 板神 ・ 淡路大震災の被災当事者 を は じ め 、 そ の後 の 復 旧 ・ 復

興 ・ 減 災 に 取 り 組 ん だ市民 と 学者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト 、 企業、 行政、 国 際機 関 、 NGO な ど

約70人の メ ン バ ー で構成 し 、 ガ イ ド ラ イ ン 、 支援 プ ロ グ ラ ム 、 人材育成、 資金調達の 4 つ

の ワ ー キ ン グ グル ー プ を 設 け て議論 を 重ね た 。 2002年 I 月 の震災 7 年 に 合 わ せ て 、 CODE

( C itizens towards 0 verseas D isaster E mergency 海外災害援助市民セ ン タ ー 、 代表 ・

芹 田健太郎神戸大学大学院国際協力研究科教授) が発足 し た 。

2 )  CODE の 目 標 と 活動

CODE は 1 月 発表 し た 設立趣意書で、 以下 に挙げた 8 つ の活動 を 掲 げた 。 少 し長 く な る

が、 25回 の 海外災害救援活動 の教訓 と 学び を 凝縮 し て ま と め た も の な の で 、 官時1愛 し な

が ら 引用 す る O

①主体的 な 市民 と 協働 し て 、 海外の災害被災地の生活再建や復興 を 支援 し ま す

②被災地の こ ど も や女性への支援活動 を 重視 し ま す
③障害者や高齢者、 外 国 人 な どが被 災 に よ っ て 弱 い立場 に 置かれ続け な い よ う 、 自 立 を

支援 し ま す

④被災地の 人 々 が取 り 組む 、 持続可 能 な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支援 し ま す

吾 被災地の 人 々 が描 く 復興計画や行動計画づ く り を 支援 し 、 結果だ け で な く プ ロ セ ス を

視 し ま す

⑥基本的人権の確立 を め ざ し た活動 を 行 い ま す

⑦地球市民 と し て 環境 を 視野 に 入 れ 「防災 ・ 減災」 に 取 り 組み ま す

③|宝i際社会の 中 で多様 な ネ ッ ト ワ ー ク を 築 き ま す

趣意書で は 「 な ぜ CODE を 創 っ た の か」 に つ い て も 、 次の よ う に 述べて い る 。

私 た ち は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 「支 え あ い の 大切 さ J r一人 ひ と り の尊 さ J r く ら し

と 地域が一体化す る こ と の大切 さ J r ボ ラ ン テ イ ア 精神 の貴重 さ J r救援者 自 身 を サ ポ ー

ト す る こ と の重要 さ 」 に気づ き ま し た 。

阪神 ・ 淡路大震災や そ の後 の 海外での 災害支設の経験に 基づい て 、 自 分の命や 自 分の
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ま ち を 自 分た ち で守 る た め に 、 一人 ひ と り が主体的 に 防災 ・ 減災 を 自 分 の こ と と し て考

え る こ と 、 不幸 に し て災害が襲 っ た と き に は 、 難局 に 立 ち 向 か う 意欲 を 持 っ て 「新 し い
社会 シ ス テ ム を 構築す る J こ と ま で視野 に 入 れ る こ と が必要 な こ と も 学 び ま し た 。 海外
の被災地 の 人 々 に対 し て 、 少 し で も 役 に 立 ち た い と い う 思い を 持つ市民が大勢い る こ と

も 、 改 め て知 り ま し た 。

救援 ・ 復興活動 を 行 う に は 、 専 門 家 だ け に委ね る の で は な く 、 専 門 家 を 含め た 幅広 い

智 恵 や 能力 を 持つ市民が、 問題 を 共有 し な が ら 互 い に協力 し て取 り 組む こ と で よ り 成果

が上がる こ と も 学 び ま し た 。

企業や行政、 国際機 関 、 研究機 関 、 NGO な ど の 組織 に属す る 人 も 市民 と し て の 意識

を 持 ち 、 組織そ の も の も 地域 を 構成 す る 市民の一員 と し て 活動 す る こ と も 重要 な こ と を

学 び ま し た 。

私 た ち は 、 こ れ ら の こ と を 活かす た め に 、 よ り 幅広 い市民が集 ま る こ と がで き る 拠点

と し て 、 CODE と い う 新 し い場 を 創 る こ と を 決意 し ま し た 。

CODE は最初の事業 と し て 1 月 末か ら 、 以下の発足記念連続セ ミ ナ ー を 開催 し た 。

①CODE の 理念 ( 講 師 ・ 芹 田健太郎 CODE 代表) ②海外の 緊急救援 に お け る ジ ャ パ ン

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム (井手勉 ジ ャ パ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 事務局長) ③'JICA 青年海外協 力 隊

OG の 海外災害救援 (安藤二葉 ・ 日 赤エ ルサ ルバ ト ル救援、 JICA 緊急援助 隊経験者〉 ④災

害後の コ ミ ュ ニ テ イ 復興お よ び防災 (室崎益輝神戸大学教授) ①人 と 防災未来セ ン タ ー 構

想、 ( 河 田 恵 昭 セ ン タ ー 長) ⑥YMCA と 災害救援 ・ 難民救済お よ び緊急救援 に 関 わ る 現状

と 今後の課題 (宮崎幸雄 ・ 元世界 YMCA 同盟難民事業部長)

当 面 は個別 の 災害数援活動 に 取 り 組む一方、 市民活動 団体な ど の 人材育成 に力 を 注 ぐ方

針 だが、 本格的 な 活動 を 始め る に あ た っ て の泣 き ど こ ろ は資金調達で あ る 。 25 田 に お よ ぶ
緊急、海外災害救援委員 会が集 め た募金 は 、 総計 2 億5069万7456円 に の ぼる o つ の プ ロ ジ ェ

ク ト で集め た 義援金は 、 ト ル コ 地震救援が7623万余円 と 最大、 ベ ル ー 水害救援 は 5 万円 と

プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て大 き な差があ っ た 。

資金調 達 の ワ ー キ ン グ グ ル ー プの議論で は 「多 く の市民に協力 し て も ら う し く み が大切。

l コ イ ン 運動 や 、 ま け な い ぞ う の特別 キ ャ ン ベ ー ン 、 商 品 を 買 っ た ら 一部 の お 金が寄付 に

回 る し く み も 考 え た い」 な ど、 広 く 薄 く 集め る 一方、 産 - 官 ・ 学 ・ 民の協力 で社会的信頼

を 高 め 、 企業 な どが募金す る 対象 と し た い と 具体策 を 模索 し て い く O

4 . 新 し い “ う ね り " の意味 と 課題

震災復興の 折 り 返 し点 を す ぎ た こ ろ か ら 阪神 ・ 淡路の被災地で は 、 明 ら か に新 し い 時代

へ の う ね り を 意識 し た市民の動 き が 目 立 っ て き た 。 阪神 ・ 淡路大震災で は 関 東大震災後の
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復興の よ う に 、 後世 に残 る 新 し い社会の仕組み ゃ 時代 の枠組みが生 ま れ な か っ た と 言 わ れ

て き た 。 首都圏 で起 こ っ た 関 東大震災後の毎興で は 、 確 か に 国 は復興院 を つ く り 、 戦後の

土地区画整理事業 な どの都市計画の仕組み ゃ 、 集合住宅の建築様式 な ど を 生 み 出 し た。 こ

れに対 し て 阪神 ・ 淡路大震災の復興は 、 国 は既存 の 制度 の枠組みでの復興 に こ だ わ り 、 ハ ー

ド聞で の 画期 的 な 仕組み は 生み 出 さ れ な か っ た 。

だが、 こ こ へ き て 、 被災地の震災復興 を 振 り 返 る 議論 で は 、 別 の 見方が生 ま れて い る O

そ れ は 、 国や行政の リ ー ダー シ ッ プ に よ る 新 し い仕組み で は な く 、 震災 と 復興過程 に お け

る 貴重 な 体験や教訓 を 生か し て 、 市民が自 ら の未来 と 社会の あ り 方 を 構想 し 、 地 道 に 築 い

て い こ う と す る 芽が生 ま れて い る の で は な い か と い う こ と だ。 住民主体の ま ち づ く り の試

み 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グや グル ー プハ ウ ス 、 グ ル ー プホ ー ム な どの?品1勤 し てT主 ま う 幸庁

し い居住 の あ り 方、 多彩な ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 発展 さ せ社会の あ ら ゆ る 場面 で市民が社会

的 、 公共的 な役割 を 担い だ し て い る O 公的介護保険の 隙 間 を 埋め る 地域の支 え 合い の ネ ッ

ト ワ ー ク 活動 や 「地域内分権」 と 呼ぶ小 さ な住民 自 治の試み も 芽生 え 、 関 心 を 高 め て い る O

い わ ば、 社会 を 動 かす担い 手構造の 変化が、 世紀越 え と と も に拍車 を か け つ つ あ る と も

い え る O 甑神 ・ 淡路の被災地 と 「震災がつ な ぐ全 国 ネ ッ ト ワ ー ク 」 な ど を 中心 と し た海外

の 災害救援活動の 高 ま り と 、 活動 の意味づ け の 深化 も 、 こ う し た市民社会の担い手の成熟

の表れ と い え る O

震災か ら 8 年 目 を 迎 え た 2002年、 被 災地 で は CODE の ほ か に も 、 災害医療専 門 の全 国

の 医 師や 看護婦 ら が NPO 法人 「災害人道医療支援会 (HuMA) J (理事長 ・ 鵜飼卓兵産県

立西宮病院長) が設立 さ れ た の を は じ め 、 PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) な ど を研究

す る 「 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト レ ス 学会J (事務局 ・ 兵庫 県 こ こ ろ の ケ ア研究所) 、 遺

族 ら が震災経験 を 語 り 継 ぐ NPO 法人 「仮神 ・ 淡路大震災 Ul . 17希望の灯 り J J な ど も 発足

す る 。

21世紀初頭 に動 き だ し た こ う し た市民 レベ ル の 活動 の 意味 と 課題 を 、 最後 に 幾っ か整理

し て お き た い 。

1 ) From Charity To Justice 

震災後の海外災害救援運動 を 終始 リ ー ド し 、 そ の 途上で急病死 し た草地賢一氏 は 「欧米

で は30年 も 40年 も 前か ら 、 ボ ラ ン テ イ ア 運動 は チ ャ リ テ ィ ー か ら ジ ャ ス テ ィ ス (公正、 正

義) へ と 変わ っ て き て い る 」 と 、 震災直後の講演 で悔 し がっ て い た 。 阪神 ・ 淡路大震災で

日 本 に も 初 め て ボ ラ ン テ ィ ア の う ね り が大 き く な っ た こ と が評価 さ れて い た 時期 だが、 日

本 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 現状 は 「社会の不公正 を 公正 に し て い く プ ロ セ ス 」 と は 言いがた

い こ と を 嘆い た も の だ、 っ た 。

そ れか ら 7 年。 海外災害救援活動 の 展 開 だ け を 見 て も 、 取 り 組ん だ NGO や 多 く の市民

活動匝体の 目 が、 明 ら か に 大 き く 変化 し て き た の は 、 25 回 の 救援活動 を 見 て き た通 り だ。
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2000年 3 月 、 草地 さ ん を 偲ぶ 会が神戸 で 聞 い た シ ン ポ ジ ウ ム fNGO 運動 と ネ ッ ト ワ ー ク

の 可 能性」 で 、 草地 さ ん と 一 緒 に PHD 協 会 の 運動 を 担 っ て き た藤野達 自 さ ん (現同協会

総主事代行) は 「他 の 人 た ち の痛 み を 我が こ と と し て と ら え 、 イ可か 自 分の で き る こ と に つ

な が っ て い く O 大 き な 犠牲 を 払 っ た が、 震災以 降 に得 た 活動 の あ り ょ う は 大 き か っ た」 と

振 り 返 っ た 。

日 本の NGO の 歴 史 は 、 的;米 に比べて ま だ浅 い 。 社会的 に 注 目 さ れ る よ う に な っ た の は

90年代 に 入 っ て か ら 、 92年の 1) オ デ ジ ャ ネ イ ロ の 国連地球環境サ ミ ッ ト あ た り か ら だ。 田

連 の 主催す る 会議 に 日 本 政府が NGO の代表 を 加 え る よ う に な っ た の は 、 94年の カ イ ロ の

国 連 人 口 会議 か ら だ っ た 。 そ ん な 歴史 の 浅 い NGO は 、 災害救援の 中 で社 会 の 最 も 弱 い 立

場 に置 か れて い る 人た ち を 支 え て い く こ と を 学 ん で き た 。 CODE 代表の 芹 田 健太郎 ・ 神戸

大学教授 は 「最 も 弱 い 、 あ る い は小 さ な 者 の 声 を 代表す る 運動の大切 さ が、 震災の 中 で芽

生 え たJ と 主張 し て き た 。 芹 田 氏が実行委員 長 を 努 め て毎年開催 し て き た 「市民 と NGO

の 国 際 『防災」 フ ォ ー ラ ム 」 の 「神戸宣言」 は 、 繰 り 返 し 「最後の一人 ま で」 を く ら し再

建 の ス ロ ー ガ ン に し て き た 。 「最 も 弱 い 人 た ち 、 援助 の届 い て い な い 人 た ち J を 支援の対

象 に選 ん で き た 災害救援活動 は こ の系 譜 に あ る 。

2 )  f 自 立援助」 の思想

阪神 ・ 淡路大震災 と そ の復興過程 か ら 学 ん だ最大の教訓 は 、 依存社会 か ら の脱却、 自 律

と 連帯 に よ っ て市民が主体的 に 生 き 抜い て い く 社会の大切 さ であ っ た。 市 民主体の新 し い

市民社会 を 築い て い く こ と が21世紀の 目 標で あ り 、 課題 と し て 意識 さ れつ つ あ る O

災害は社会的弱者 を 直撃す る O 災害か ら 立 ち 宜 り 、 復旧 ・ 復興 を 遂 げて い く の に 困難 な

人 た ち を 支援 し 、 く ら し の再建、 ま ち の再建 を め ざす の が災害救援で あ り 、 救援活動 の大

事な視点で あ る こ と も 、 KOBE で、 世界各地 の被災地で学 ん で き た 。 CODE の設立趣意書

で は こ の 点 に つ い て 「地球市民力 の 向 ヒ に 向 け て 」 と 題 し次の よ う に 述べ て い る O

災害救援 は 、 最後の 一 人 の 人権 を 回復す る ま で、 直接 に 、 間接 に か かわ る こ と が求め

ら れ ま す。 そ こ で は 、 被災地の “ 内発性 を 育 む " こ と が必須の こ と です 。

ま た 、 普段か ら 災害や 防災 ・ 減災 に取 り 組 む こ と は 、 地域 と く ら し 、 持続可能 な コ ミ ュ
ニ テ ィ づ く り を 考 え る こ と に つ な が り ま す。 災害 を 機 に メ キ シ コ や ト ル コ 、 台湾 な どの

人た ち と の 交流が続い て い る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り も 大切 です 。 国 と 地域で生活

慣習 や 文化の違いがあ る こ と を 認 め つ つ 、 自 然災害 に対す る 共通言語 を 見 い だ し て 、 共

に 支 え 合 っ て い く O 私 た ち は 、 そ れが 「地球市民力j の 向 上 に つ な が る こ と を 確信 し て

い ま す。

25固 に お よ ぶ 海外災害救護活動 に 叡 り 組ん で き た被災地 NGO 協働 セ ン タ ー の村井雅清
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代表は 「義援金や物資 を 集 め て 、 そ れ を 送 り 届 け る 活動 も 大切 だが、 そ れ だ け で被災地 と

被災者の再建 は成就で き な い。 最後の…人の く ら し を 再建す る ま で に は長い道の り があ る O

ま ち ゃ村の全体 を 再建 し 、 持続す る コ ミ ュ ニ テ ィ ー を つ く り あ げる に は 、 気 の遠 く な る よ

う な 道程があ る 。 災害救援 ・ 支援の活動 は 、 災害当初の 緊急救援 だ け に 終 わ ら ず、 長期 的

に 昆守 っ て い く こ と が不可欠だ」 と い う 。 そ の た め に は 、 援助 を 受 け る 側 の 主体性 を 尊重

し 、 対 等 な 関係 で合意 に 碁づ き 、 と も に 学 び合 う 姿勢が重要 に な る O 「地球市民力」 の 向

上 は 、 そ う し た 白 隷 と 連帯 の 中 で接成 さ れて い く と い う わ け だ。

こ う し た活動 と 地域社会 に お け る 自 律的 な行動 の積み重ね は 、 も う 一つ の社 会 的 な 効 果

を 生み 出 す。 分野 と 地域、 立場 を 超 え た さ ま ざ ま な 人 た ち の協働が行 わ れ、 総合的 な 視野

と 社会的 シ ス テ ム が構想、 実現 さ れ る 機会 を 生 む o NGO、 NPO な どの市民的 活動 は と り

わ け、 従来型の発想 と 行動様式 を 脱却で き な い行政や企業活動 に比べて可能性が大 き い。

さ ら に 、 中 ・ 長期 的 な活動が持続 し て い く 中 で 、 市民的発想、 に 基づ く 社会の構造改革 も 期

待で き る O

そ の 地域の 自 律再建 を 促す災害援助 は 、 そ の 出 や地域で活動 し て い る NGO な ど と の連

携 ・ 協 力 が不 可 欠 で あ る 。 NGO ・ KOBE の海外災害救援活動 は 4貫 し て 、 現地で活動 し て

い る NGO な ど を カ ウ ン タ ー パ ー ト ナ ー と し て位置づ け 、 緊密 な 協 力 関係 を 結 ん で き た 。

そ れが ま た 、 市民 レベルの新 し い 国際連帯 を 拡大再生産 し て い く こ と に な る O

3 ) 革の根の菌諜協力

20世紀後半、 戦火 に ま み れた ア フ ガニ ス タ ン の復興が よ う や く 、 世界的 関 心 の も と に緒

に っ こ う と し て い る o 2002年 1 月 、 東京で 開 かれた ア フ ガ ン復興支援会議で は 各 国の復興

支援拠出 金額が明 ら か に さ れ、 一歩踏み 出 し た 。

し か し 、 荒廃 き わ ま っ た ア フ ガ ン の復興、 難民生活の解消 か ら 一人 ひ と り の く ら し再建

に至 る に は、 国 家 レベ ル の支援だ け で は 進 ま な い こ と は 自 に 見 え て い る O す で に 、 欧米 を

中 心 に 各 国 の NGO が現地 で難民の支援活動 を 進 め て い る が、 難民がそ れぞれの居住地 に

戻 り 、 ま ち と く ら し を 再建 し て い く に は 、 自 然災害か ら の復興支援 と 同 じ く 市民 レベ ル の

き め細 か い 支援活動が不可欠 に な る O

振 り 返れば、 自 然災害や戦火か ら の復興に必要 な 国際的 な 支援 は 、 か つ て は 国家 レ ベ ル

の ODA な どの援助 が 中 心 だ、 っ た 。 今で も ア フ ガ ン 譲興 支援会議の よ う に 、 巨額の 国際援

助資金 を 調達 す る に は 国家的 な援助資金が不可欠だが、 譲助資金の使 わ れ方 に 問題があ っ

た り 、 具体的 な 援助 活動 に な る と 民間 や NGO の活動 に頼 ら な け れ ば進 ま な い 。 国連機関

が早 く か ら おGO を パ ー ト ナ ー と し て 重視 し 、 政府代表 と NGO の代表 を 対等 に 扱 う よ う

に な っ た の は そ の 反映 で あ る O

自 然災害の 緊急国際救援活動 で は 、 国 や 自 治体の レ ス キ ュ ー 専 門機 関 や保健 ・ 医療機関

な どの 専 門 職が派遣 さ れ る こ と は少 な か ら ずあ っ た 。 し か し 、 いずれ も 災害当 初 の 緊急救
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援活動 に 限 ら れ、 中 ・ 長期 的 な 派遣 は少 な い 。 先 に も ふ れた よ う に 、 ト ル コ 、 台湾の大地

震で は 、 政府の 要請 も あ っ て兵庫県 と 神戸市のー紋行政職員 が現地 に 派遣 さ れ、 阪神 ・ 淡

路での 災害初期 の救援活動 に つ い て ア ドバ イ ス 等 を 行 っ た が、 復興過程 に 至 る 継続的 な 派

遣 に は つ な がっ て い な い 。 1970年代以 降 “ 自 治体外交" と し て 自 治体 レ ベ ル の 国際交流 な

どが盛 ん に な っ た が、 ほ と ん どは姉妹都市交流 な どの “儀礼的 つ き 合い" に と ど ま っ て い

る の が実態だ。

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 KOBE の 被 災 地 の み な ら ず全 国 の 災害 救 援 に 取 り 組 む

NGO ・ NPO や さ ま ざ ま な 市民活動 団体が海外 の 災害救援 に 継続 的 な 取 り 組 み を 行 う よ う

に な っ た こ と は 、 こ う し た観点 か ら も 大 き な 意 味 を 持つO

19世紀か ら 20世紀 に か け て は 「主権 国 家 の 時代」 と い わ れ た O し か し 、 20世紀の終わ り

ご ろ か ら 世界、 と り わ け欧米の 先進 国 は 地方分権 と グ ロ ー パ ル な 地域連携 と い う 相対立す

る ベ ク ト ル へ 同 時進行 し て い る o EU に み ら れ る 欧州統合の動 き は そ の 典 型 で あ り 、 欧州

は 自 治体への分権促進 と グ ロ ー パ ル な 地域統合へ向 かい 、 主権国家の機能 は後退 し つ つ あ

る 。

こ う し た動 き は 、 国際関係 を 担 う 主体が21世紀 に は 、 国家か ら 自 治体、 あ る い は市民 レ

ベ ル に大 き く シ フ ト し て い く 可能性 を 示 し て い る O 国 際 的 な 災害救援活動 は 、 例 え ば 自 衛

隊の イ ン ド 地震派遣 の 際 に も 露呈 し た よ う に 、 国家機関 レ ベ ル の対)必 を 主体 にす る こ と の
限界が明 ら か に な っ て い る 。 自 治体 も 先の ト ル コ 、 台湾派遣で示 さ れた よ う に 、 長期継続

的 に被災地の復興 を 支援す る に は さ ま ざま な ネ ッ ク を 含ん で い る 。

も ち ろ ん、 こ れか ら の 国際協力 や さ ま ざ ま な 関係がすべて市民的活動 に移行す る わ け で

は な い 。 国境 を 越 え た 国際協力が図、 自 治体、 企業、 市民の 各 レ ベ ル で 、 そ れぞれの特性

を 生 か し た役割 を 分担 し て い く こ と が期待 さ れて い る 。 どの よ う な役割 を 分担 し あ う の か

に つ い て も 、 協議 と 合意 に よ る プ ロ セ ス が重要 に な っ て く る の は 間違い な い 。

4 )  GO & N G O 、 新 し い協働の模紫

昨年 (2001 ) 8 月 、 神戸市の東部新都 心 に 国連人道問題調整事務所 (OCHA) の 「災害

情報セ ン タ - J ( リ リ ー フ ウ ェ ブ) 神 戸 オ フ ィ ス がオ ー プ ン し た 。 米 国 、 ス イ ス の事務所

と と も に 、 世界の災害 を 24 時 間 体制 で監視す る 総合的 な 災害情報提供拠点 で あ る o OCHA 

は す で に 同都心 に2000年、 ア ジ ア ユ ニ ッ ト を 開設 し て お り 、 2002年 に は こ れ ら を 統合 し て

緊急災害支援セ ン タ ー を 開設す る 。

東部新都心 に は こ の ほ か、 1998年 に ア ジ ア 防災セ ン タ ー ( 多 国 間 の 防災協力 を 誰進 す る

た め の 調査研究 、 交流機関 ) 、 99年 に 関連地域開発セ ン タ ー 防災計両兵庫事務所 ( 災 害 に

強 い 地域づ く り の た め の計画技術 の 普及機関) が開設 さ れて い る 。 2003年春 に は 、 こ れ ら

に 加 え 現在三木市内 に あ る 兵庫 県 の 地域防災 フ ロ ン テ イ ア研究 セ ン タ ー (都市部 に お け る

地震被害の 軽減 を 図 る た め の先導的研究機 関 ) が 4緒 に な り 、 国際防災協力 セ ン タ ー と し
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て一大防災拠点 を 形成す る 予定だ。 こ れ ら の機関が入 る の が同新都心 に建設 中 の 阪神 ・ 淡

路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 2 期増設部分で あ る O

同新都心 に は 隣接 し て 、 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー 1 期 ( 人 と 防 災未来 セ ン

タ ー ) 、 WHO の 国連健康 開発セ ン タ 一 、 災害医療セ ン タ ー 、 JICA ( 国 際協 力 事業 団 ) な

どが立地 し 、 国 際 的 な 防災戦略拠点 を め ざす。 ア ジ ア で多発す る 災害 に対応す る と と も に 、

関西地域 に お け る 防災拠点、 神戸の都心再生 プ ロ グ ラ ム に も 寄与 す る 目 標 を 掲 げて い る O

人 と 防災未来セ ン タ ー に は 展示、 資料部 門 の ほ か研究部門 も 設け ら れ、 公募 し た 7 人の

常勤専任研究員 の ほ か非常勤の上席研究員 、 客員研究員 な どが広域災害支援 を 視野 に 入 れ

た 実践 的 、 総合的 な 調査研究 を 行 い 、 成果 を 実際の災害現場 に 活か し て い く 計画 だ。 た だ、

実際の災害支援 は 国 内 の 災害 を 想定 し 、 海外の災害支援 は想定 し て い な しミ 。 ま た 、 災害支

援 の 人材育成 の対象 も 自 治体 の 職員 を 中心 に し た も の に な っ て お り 、 民 間 の NGO な ど を

ど う す る か は 、 こ れか ら の課題 に な っ て い る O

CODE ( 海外災害援助市民 セ ン タ ー ) の代表 に な っ た芹 田 健太部神戸大学教授 ら は 当 初

か ら 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー や 国際防災協力 セ ン タ ー の機能 の 中 に NGO な ど 防 災 と 災害救

援 ・ 支援 に 取 り 組 む 市民活動 団体 を 含め 、 GO (政府 ・ 行政機 関 ) と NGO ( 非 政府組織)

が協働す る 拠点 と な る よ う に 主張 し て い た。 そ の た め に も 、 市民の 側 の 主体 的 な 組織 の 立

ち 上 げ と 活動 の 実体 を つ く る 必要があ り 、 CODE の設立 に つ な が っ て い っ た 。 CODE に は 、

人 と 防災未来 セ ン タ ー 長の 河 田 悪 昭 ・ 京都大学防災研究所教援 ら が顧 問 に就任 す る と と も

に 、 副代表の 一人 に は 同 セ ン タ ー 上席研究員 の 室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー

教授 も 就任 し 、 官民の連携 を と ろ う と 模索 し て い る O

い ま 兵庫 県 は じ め行政機 関 は 「市民 と の連携J や 「参画 ・ 協働」 を 大 き な 柱 に 掲 げ て い

る が、 言葉で言 う ほ ど必ず し も 連携や参画 ・ 協働 が う ま く い っ て い る わ け で は な い。 こ の
メ モ リ ア ル セ ン タ ー の建設に し て も 、 大震災の記憶 と 教訓 を 末永 く 伝 え て い く た め の拠点

と し て施設の あ り 方や運営、 活用 の仕方 な ど に つ い て 、 震災復興 に 取 り 組ん で、 き た さ ま ざ

ま な 団体や研究者か ら 異議が出 さ れた が、 ほ と ん ど合意 を み な い ま ま 建設が先行 し た 。 国

の予算計上が急、 に 行 わ れ て 、 施設の完成 ・ オ ー プ ン を 急 い だ と い う 側面 は あ っ た と し て も 、

セ ン タ ー そ の も の の あ り 方が議論不足の ま ま 見切 り 発車 し た こ と に 強 い失望 を 抱 く 人 た ち

も 少 な く な い 。

災害救援 に つ い て も 、 こ れか ら の議論に待つ し か な い が、 官民が どの よ う に 連携 し て 成

果 を 上 げ る か は こ れか ら の GO と NGO の 関係構築 に か か っ て い る 。 と り わ け 国 際的 な 災

害救援 に つ い て は 、 神 戸 に ア ジ ア の拠点 を 構 え た 国連機関 は NGO と の協力 を 重視 し て い

る o 1) リ ー フ ウ ェ ブの 関所式 に 来神 し た大島賢三 ・ 国連事務次長 (人道問題担 当 ) は 「 日

本 国 内 で初 め て の 人道援助 の 総合的拠点 だ け に 、 NGO も 含め た さ ま ざ ま な 機 関 が集 ま る

コ ン グ ロ マ リ ッ ト (集合体) の よ う に な れ な い か」 と 期待 を 語 っ た 。

日 本の 国 際協力 に お け る GO と NGO の新 し い協働関係の成否が、 KOBE で 問 わ れて い る O
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※ CODE を設立 し た海外災答救援 に 取 り 組んで き た NGO ら は 、 rKOBEj は神戸市 と い う 都市 を 指す の で は な
く 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 ・ 被災者は じ め 国 内外で救援 に かかわ っ た 人 た ち全て を 含 む 池域 ・ コ ミ ュ ニ
テ イ ・ 人 を 表す と し て い る 。 海外で は 阪神 ・ 淡路大震災は “Kobe Earthquake" が通称、 と な っ て い る 。
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1 . r大 き な う ね り へー 阪神 大震災地元 NGO 救援連絡会議の13カ 月 1 3 日 」 阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議/1996
2 . 緊急救援 ア ピ ー ル 「 カ ン ボ ジ ア 30年ぶ り の大水害 ・ 被害地域更 に広がる ! j SVA (曹洞宗国 際 ボ ラ ン テ ィ ア 会)

/1996 
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5 rペ シ ャ ワ ー ル会報j No . 56/ペ シ ャ ワ ー ル会/1998
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7 . 南米 コ ロ ン ピ ア 地震救援活動現地訪問 レ ポ ー ト /1999
8 .  ト ル コ 北務部地震 ・ 緊急救援委員 会中 間報告書/1999

9 . 緊急支援活動研究会 N ews 創刊準備号/ 1 999
10. rつ な ぐ」 第10号/ コ ー プ こ う べ福祉事業部/1999

1 1 . パ プア ニ ュ ー ギニ ア 地震津波災害緊急救援委員会最終報告書/2000

12 . メ コ ン デル タ 水害 ・ カ ン ボジ ア 報告書/ メ コ ン デル タ 水害救援委員会/2000

13 .  ト ル コ 北西部地震 - 緊急、救援委員会第 5 次派よ童図報告書/2000

14. ト ル コ ・ 臼 本村仮設 コ ミ ュ ニ テ ィ ー支援事業活動報告通信 「テ シ ェ キ ュ レ テ、ムj 1 �28号/2000 、 2001
15. r海外災害放援活動 ー覧」 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー/2001
16 . 寺子屋 ・ パ オ逮続セ ミ ナ ー 「災害救援 と 国際協力 」 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー /2001
17. r阪神大震災 と 国際 ボ ラ ン テ イ ア 論 ~ 草地賢一が歩 ん だ道」 草地賢ー さ んの仕事刊行委員 会編著/エ ピ ッ ク 社

/2001 

18. r第12回毎 臼 涯j際交流賞」 受賞記念講演録/ 毎 日 新聞社/2001

19 . 台湾地震緊急救援委員 会第 2 次、 第 4 次、 第 5 次派遣回報告書/1999、 2000、 2001
20. エ ル サ ル パ ド ル 地震救援委員 会第 3 次派遣問現地 レ ポ ー ト /2001
2 1 . イ ン ド 間部地震救援委員会第 l 次、 第 2 次派遣団報告書/2001
22 . 緊急食糧支援 ー モ ン ゴル パ ヤ ン ウ イ ギル 県 の 「ズ ド」 被災者 の た め の活動報告/ ピー ス ・ ウ イ ン ズ ・ ジ ヤ

パ ン /2001

23. r災害救援� KOBE か ら 世界へj NGO S KOBE 事務局/被災地 NGO 協働セ ン タ ー/2001

24 . 海外災害援助市民セ ン タ ー (CODE) 構想、委員会への参画呼びかけ/200111
25 . 海外災害援助市民セ ン タ ー (CODE) 設立趣意書/2001/12

26. 神戸新聞2001/8/22付け朝刊 「大島賢三 国連事務次長 に 聞 く j /2001 
27 日 本都市学会長ド報2000 vo1 . 34 r 災害弱者 と 災害支援~ 阪神 ・ 淡路大震災以降の概念の広 が り と 対応の変化を

中心に」 菅磨志保/200J
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災害医療体艇の あ り 方への提言
兵庫医科大学 救急 ・ 災害医宇教授 丸川 征四郎

は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災 5 年後の復興検証事業 は 、 国際的 な 視点 か ら 検証 ・ 評価 し 、 後世 に 継

承 し 、 震災対策 の 充実 に 貢献す る こ と が 目 的 で あ り 意義深い も の で あ っ た 。 し か し 、 筆者

は 、 も う 一 つ の検証が必要で あ る と 考 え て い る O そ れは被災者の 自 に 災害対応毘療 は ど う

見 え た か を テ ー マ と す る 検証で あ る O 例 え ば、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に ト リ ア ー ジ と 言

う 言葉が市民権 を 得 た 。 そ し て 、 災害医療訓練で は必ず 「 ト リ ア ー ジ司iI練j が取 り 上げ ら

れて い る 。 し か し 、 ト リ ア ー ジの結果、 現場 に取 り 残 さ れた り 治療対象か ら 外 さ れた傷病

者、 あ る い は重症 に も 拘 わ ら ず、遠 く の病院へ撮送 さ れた 傷病者、 そ の 家族や友人の 日 か ら

災害医療 を 向 い直す作業であ る O 多数の毎病者 を 受 け 入 れ る こ と が可詑 な 病 院 が被災地か

そ の近辺に存在す れ ば、 ト リ ア ー ジ も 長距離轍送 も 不安であ っ た と 言 う 反省 で あ る O

わ れ わ れ は 板神 ・ 淡路大震災の経験か ら わ が国の災害医療の欠陥 を 認識 し た が、 そ の 欠

陥 を ト リ ア ー ジ や ヘ リ 搬送、 あ る い は災害情報 シ ス テ ム な ど 目 新 し い言葉 ・ 概念の導入で

す り 換 え て い る か も し れな い と の 危倶が払拭で き な い。

1 . 災害医療体輔の擁点

「兵庫県震災対策国際総合検証事業/災害時の 医療体制 の あ り 方」 に お け る 国 内検証委

員 前 J l I 氏 の レ ポ ー ト ( 1 ) は 、 一部の現場 の 人達 か ら は高い評価 を 得 た が、 現場で命 を 張 っ

て 、 あ る い は生活 を 賭 け て救援や復i日 ・ 復興 に努力 し た 人達 に と っ て は 「厳 し 過 ぎ る 」 と

の意見 も 聞 かれ た 。 確か に心情的 に は厳 し 過 ぎ る と 感 じ ら れ る 表現 も あ る が、 「災害医療J

を 支 え る 社会的 な 理解や組織 ・ 機構の成熟度 に 関 わ る 評価 は 、 む し ろ か な り 手心 を 加 え た

表現で あ り 決 し て厳 し 過 ぎ る と は 言 え な い。

戦後 日 本が軍i珠や フ ァ シ ズ ム に 通 じ る 思想、 と 組織体系 を 容認 し な い 政策 に転換 し た 時、

防災組織や 防災思想、 も 一緒 に 葬 っ た と 考 え ら れ る 。 例 え ば、 防空壕 ( シ ェ ル タ ー ) は壊 し

た 、 町 々 の 防火用水 も 取 り 壊 し た 、 防空 (火) 頭 巾 は捨 て た 、 町内会単位の 紡災組織の機

能 を 持 っ て い た 自 警団 は 解散 し た 、 手動 自 家発電器 は 捨 て た 、 非常食や非常持 ち 出 し 用

リ ュ ッ ク は捨 て た 、 保存食の 蓄 え は 止 め た 、 な ど な ど挙げれば き り がな い 。

フ ラ ン ス で は救急医療体制 (SAMU と 呼ばれ、 ド ク タ ー カ ー を 中心 と し た救急医療) は 、

我が国 に比べ物 に な ら な い ほ ど整備 さ れて い る O 国 内外 の集団災害 に対 し て は 、 こ の救急

医療組織 を 拡大 し て 緊急対応が 日 常的 に行 わ れ て い る O そ の 基本理念 に は 、 も し フ ラ ン ス
が戦争 に 巻 き 込 ま れ た場合、 戦時医療の後方支援組織 と し て戦時体制 に組み込 む こ と が含

ま れて い る 。 1999年の 台湾で起 き た大地震で は 、 3 日 以 内 に傷病者の救済 は 完 了 し た と 報
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告 さ れて い る O 崩 落 し た橋 を 架 け 、 道路 を 確保 し 、 大型輸送車やヘ リ コ プ タ ー で傷病者 を

迅速 に 市 内 の 主要病院へ搬送 し た。 主役は 軍隊で あ っ た こ と は 良 く 知 ら れて い る O 我が固

か ら 災害医療 を 指導す る と 称 し て震災経験者の現地入 り が報道 さ れ た が、 特別 な 指導がで
き た わ け で は な い。 災害対応 は彼 ら の方が組織立 っ て迅速に行い得 て い た 。

戦争 を 前提 に災害医療 を 考 え る べ き で あ る と 主張 し て い る の で は な い。 大災害への対応

は 、 出家安全保障 に近い発想、 と 組織 で な け れ ば、 全 国 を 網羅す る 質の 高 い 災害医療 は組織

化で き な い と 主張 し た い の で あ る O ま た 、 前 1 1 1 レ ポ ー ト が指摘 し て い る よ う に 、 現在の救

急医療体制 に 多少の手宜 し を 加 え て も 、 大災害 に対応で き る 災害医療体制 に は な り 得 な い

と 言 う こ と が理解 さ れて い な い こ と を 指摘 し て お き た い 。

2 . 経済効率 と 紡災組織の融合

戦後の 急速 な 経済成長 は経済効率 を 高 め る こ と を 一 つ の柱 と し た。 市民生活 を 支 え る ラ

イ フ ラ イ ン 整備 も 同様であ っ た 。 例 え ば、 上水道 は 各家庭 に 甑管 さ れ安定 し た飲料水が供

給 さ れ た 。 し か し 、 こ の た め に か つ て は不可欠 な 存在で あ っ た各家庭の井 戸 は 埋め 戻 さ れ、

市や地域の上水設備 は廃業 と な っ た 。 供給 シ ス テ ム を 一元化 し 、 そ こ に 全住民が参加す る

こ と で経済効率の 良い供給 シ ス テ ム が確立 さ れて い る O 電力 も 都市 ガ ス も 下水道 ( も ち ろ

ん健康管理 に 役立 っ て い る こ と は否定 し な い ) も 同様で あ る O こ れ ら の 普及率 は 、 そ の地

域 の 文化 レ ベ ル の バ ロ メ ー タ で さ え あ る O

し か し 、 板神 ・ 淡路大震災で は 、 こ れ ら 経済効率 の 良い一元化方式が如 何 に 災 害 に 脆 い

シ ス テ ム で あ る かが実証 さ れ た 。 各家庭が 自 前の 井戸 を 持 っ て お れば、 水不足で生活が蹟

く こ と は な か っ た 。 都市ガス も 電力 も 、 被災者が 自 前 の代替エ ネ ル ギ ー 源 を 持 っ て お れば、

混乱 は も っ と 少 な く て 済 ん だ はずで、 あ る O ベ ッ ト ボ ト ルが飛ぶ よ う に 売 ら れ、 カ セ ッ ト コ

ン ロ が使 わ れ、 懐 中 電灯が常備 さ れた こ と は 、 こ れ を 裏付 け て い る O

筆者は震災後の復興会議で 「多元、 多核、 重援型」 シ ス テ ム を 危機管理、 災害対応の原

則 と し て提起 し 、 そ の重要性 を 主張 し た 。 詳細 は他書 ( 2 ) に 譲 る が、 災害対正、 は 重症傷

病者の救命治療 に 非 常 に 類似 し て い る と の 認 識 に 基づい た 着想 で あ る O 「多元、 多核、 重

複型J シ ス テ ム は 、 エ ネ ル ギ ー 源 に つ い て 倒 を 挙げれば、 日 常生活の 中 で都市 ガス を使い

な が ら プ ロ パ ン ガス や カ セ ッ ト コ ン ロ を 利用 し 、 商業電気 を使い な が ら 太陽光発電装置 を

備 え 、 1'11'営水道 を 使い な が ら 井戸水、 雨水貯留 や 海水の淡水化装置 を 備 え る と い う ス タ イ

ル であ る O こ の結果、 市水道の使用 量が低下 し使わ な く な る 市民が増加す る と 、 参加者 の

負担金 は 増加 し 、 場合 に よ っ て は供給事業 は破綻す る か も 知 れ な い 。 井戸水、 南水貯留装

置や海水淡水化装置 を 備 え る 市民 に と っ て も 負担が大 き い こ と は確 か で あ る O し か し 、 経

済効率の低い重複型 ・ 多元型の シ ス テ ム が、 災害 に は も っ と も 強い の で あ る O

「多元 、 多核、 重複型J シ ス テ ム の必要性 は ラ イ フ ラ イ ン だ け で は な い 。 災害時 に 多発

す る 怪我や打撲 に 対す る 対応 に も 当 て は ま る O 小 さ な 創 や 出 血 に 驚 い て 混雑 す る 病 院へ駆
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け込み、 待 ち 時 間 の長 さ に イ ラ イ ラ し て 「 早 く 診察 し ろ J と 怒鳴 り 散 ら す く ら い な ら 、 白

ら 応急処置 を 施 し安全な 地域へ避難 し て正常 に機能 し て い る 病院 を 受診す る こ と を 考 え る

べ き で あ る O そ の た め に 必 要 な 知識 と 医療用 具 を 家庭 に備 え て お き 、 日 常的 に 簡単 な 応 急

処置は行 う な ど、 重複型 シ ス テ ム を 持 っ て お く べ き で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震 災 当 時 、 ポ ー

ト ア イ ラ ン ドへの 出 入 り は一本の橋だけ で あ っ た 。 そ の危険性 は認識 さ れ 、 最 近 に 海底 ト

ン ネ ル が設置 さ れ、 重複型交通 シ ス テ ム が導入 さ れた 。 複数の橋 を 架 け る こ と は 経済効率

の悪い方式で あ る が、 都 市構造 に お い て も 「多元、 多核、 重複型」 シ ス テ ム は 災害 に 強 い

方式であ る ( * 1 )  0 

阪神 ・ 淡路大震災 か ら 7 年が経過 し た現在、 改 め て 、 災害情報 シ ス テ ム は 重複型か、 多

数の負傷者 を 搬送す る シ ス テ ム は 重複型 ・ 多元型か、 多数の負傷者 を 同 時 に 治療す る 高次

医療施設や 医療材料の備蓄供給 シ ス テ ム は 多核型 ・ 重複型か、 ラ イ フ ラ イ ン は重複型 ・ 多

元型か、 な ど多 く の課題 に つ い て現実 的 な 視点か ら 真撃 に 聞 い 直す作業が必 要 で あ る O

* 1 ) 花火大会で起 き た明石陸橋事故は、 橋のよで見物に来る 人の流れ と 帰る 人の流れがぶつか っ た こ と が悲劇
を招い た直接の[Ej(!Z9 と 考え ら れて い る 。 警備計画や現場での対応、に問題があ っ たか も し れ な い。 しか し 、
も し 、 埋め立て地に通 じ る橋が 2 本あれば、 一方か ら 入 り 他方から帰る流れが無玉県な く 設定で き たであ ろ う 。
災筈対 応の原則であ る 「多元、 多核、 重複型J シ ス テ ム が採用 さ れて い な かっ た こ と が、 日きれた事故原 |翠
である と考え ら れる 。

3 . 救急医療施設の メ ガセ ン タ ー構想、の提案

1 ) 現行の救急医療体制は 災害医療体制 に濃 さ な い

メ ガセ ン タ ー 構想 を 提案す る 理由 は 、 現在の救命救急セ ン タ ー は も と よ り 災害拠点病院

が貧弱す ぎ て 大災害 に対応で き る 能力 を備 え て い な い現実 を 痛感す る た め で あ る O 災害医

療の最大の問題点 は 、 平時 は休眠状態 で あ る シ ス テ ム を 発災時 に は 、 瞬時に フ ル稼動 さ せ

な け ればな ら な い 点 に あ る O 解決法 は 限 ら れて い る 。 し か し 、 現在の病院経営 の 中 で 、 大

災害用 に 休眠状態 でかつ何時で も 使 え る 状態の施設 ・ 設備 ・ 人員 を 確保で き る 医療機関 は

存在 し な い 。 ス イ ス で は 、 数千人 を 収容で き る 地下病院が即 時 に稼動可能 な 状態で準備 さ

れ て い る と 開 く 。 も ち ろ ん大災害 だ け を 想定 し て い る の で は な く 戦時体制 を 想定 し て の こ

と で あ る が。

現在、 わが国の救急医療体制 は初期 、 二次、 三次診療方式で あ る O 三次医療施設 に負担

を か け な い こ と を 理 由 に 、 大多数の軽傷者 を 初 期 医療施設で、 中程度の負傷者 を 二次医療

施設で収容 し 、 少数の超重症者 だ け を 三次医療施設 に収容す る 方式 を 取 っ て い る O

確 か に 、 限 ら れ た 医療資源 の 中 で三次窪療施設の過剰 な負 担 を 軽減す る 良 い 方法で あ る O

し か し 、 少数の超重症傷病者 に対応で き る 体制 し か準備 し て い な い 三次医療施設 は 、 大震

災で発生す る 多数の傷病者 に対花、す る 能力 は な い。 当 然の こ と な が ら 二次医療施設 に も 施

設 の 数 は 多 い が、 多数の重症傷病者 を 治療で き る 能力 は な い。

1 1 2 第五章 @ 安心の復興



例 え ば、 我 々 の兵産 医科大学救命救急 セ ン タ ー で は常勤医師が定員 の 1 0名 、 硯修医 (卒

業後 2 年 自 ま で) は 10名前後であ る 。 1 人の重症傷病者治療に は 2 � 3 名 の 医師が必要で

あ る た め 、 日 常診療で も 同 時 に 診療で き る 傷病者数 は た かだか 3 � 4 名 で あ る O 治療内容

を 簡略 に し て も 数名 が担度で あ る 。 夜 間 は常時 3 名 が当 直 業務 に 当 た り 、 7 ベ ッ ド の 集 中

治療室 と 病棟23床の治療に従事 し つ つ 、 救急搬入傷病者 に備 え て い る O こ こ へ何十人 も の

重症負傷者 を 一度 に撮入 し で も 十分な対応 は不可能で あ る 。 現在の救急医療体制 は 、 集団

救急事故 と 呼ばれた明石市の陸橋事故 は お ろ か大災害時の 医療対応 に は適 し て お ら ず、 根

本 的 な 改変が必要で あ る O

2 ) 災害医療体制の 中犠施設

考 え ら れ る 方法の一つ は 、 大病院 の 人 的 ・ 物理的資源 を 利用 す る 方法 で あ る O こ れ は合

理的 に見 え る が、 普段か ら 救急傷病者の対応 に な れ て い な い医師、 看護婦 に は 、 大災害の

重症傷病者治療 で 円 滑 な 対応 を 求め る こ と に は無理があ る 。 こ の方式は 、 現在の災害拠点

病 院 シ ス テ ム に他 な ら な い 。

も う 一 つ の 方 法 は 、 傷病者 を 初 期 、 二次、 三次 と 絞 り 込み 、 少数の重症傷病者 だ け を 三

次救急 に 収容す る 方式で は な く 、 平時か ら 軽い傷病者 を 除 く 救急傷病者 を 多 数収容す る 救

急専門施設 ( メ ガセ ン タ ー ) を 稼動 さ せ る 方式で あ る O 平時 は 、 初診の診断 ・ 治療 を 済 ま

せれば直 ち に初期、 二次対応施設 な ど に搬送す る 流れ に す る 。 こ の方式の 第 一の和点 は 、

災害時 に は (通常の救急診療 を ス ト ッ プ し て ) メ ガセ ン タ ー の豊富 な 専 門 的 医療資源 を 活

用 で き る こ と で あ る 。 第 二 の 利 点 は 平 時の救急診療 に お い て も 、 診療の 時 間 短縮が図 れ る

こ と 、 初診か ら 高度 な 救急診療が行 え る こ と 、 そ し て傷病者の経済的負担が軽減 さ れ る こ

と であ る 。

現在の 初期 、 二次、 三次救急医療体制 は 一面で合理的 で あ る が、 傷病者の視点 か ら 見れ

ば時間 的 に も 経済 的 に も 不合理な体制 であ る O メ ガセ ン タ ー の利 点 は 、 災害医療 を 円滑 に

展 開す る た め だ け で は な く 、 平時の救急医療 を よ り 合理 的 に 進め る に あ た っ て も 有利 で あ

る O

例 え ば、 夜 間 に 急 に お な かが痛 く な っ て初期救急施設 に駆け込ん だ と す る O 診察 と 基本

的 な検査 (恐 ら く 血液検査、 腹部単純 X 線撮影) が行 わ れ る O 診察の結果、 初期救急施設

で は対花、で き な い の で二次医療施設が紹介 さ れれば、 傷病者は 自 ら 紹介先の病院へ移動す

る こ と に な る だ ろ う O こ こ で は 診察 と 前 医 の 検査結果 を 参考 に腹部エ コ ー 検責 と 腹部 CT

検査が行 わ れ る O 検査の結果、 時間経過 と 共 に病状が進行 し て大 き な 緊急手術が必要 と 考

え ら れれば、 三 次救急施設 に紹介 さ れ る だ ろ う O 傷病者 は消 防救急車で救命救急、 セ ン タ ー

へ移動す る 。 三次救急施設で は 、 緊急手術 の 要否の最終的 な 判 断 と 手術方法 を 決定す る た

め に 、 多項 目 の i血液検査、 精 密 な 腹部 CT 検査あ る い は MRI 検査が仔 わ れ る だ ろ う O も し 、

こ の様 な 事態 に な れ ば、 そ れぞれの施設で初診科、 救急、診察 に必要な料金 を 支払 う こ と に
な る O
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以 と は極端 な例 え であ る が、 傷病者の 時 間 的 、 経済的 な損失の大 き さ は理解で き る と 思

う 。 先 に述べ た よ う に我々 の救命救急セ ン タ ー は 多 く て 1 日 診療可能人数は 数 名 、 頑張っ

て も 10名程度であ る O 肩 代 わ り 可能 と 言 う 二次救急医療施設が周 辺 に 3 つ ほ どあ る が、 専

従医師数 や 占 有ベ ッ ド は半数以 下で あ る 。 し か も 、 こ れ ら 各施設が入手不足、 不十分な 設

備 に 端 い で い て 、 事務職員 も 医師 も 看護婦 も 過重労働 に疲弊 し て い る 。 メ ガセ ン タ ー の 設

遣 は夢で あ ろ う か。 現在の救急医療体制 の現実的 な改善策 は二次 ・ 三次救急、施 設 を 統合 し

て 、 現在の初期 、 二次、 三次方式 を 逆順の流れ に す る こ と で あ る O

品 @ シ ス テ ム 、 医療機関 シ ス テ ム
1 ) L広域災害 ・ 救急医嬢'晴報 シ ス テ ムの開題点

阪神 ・ 淡路大震災後、 兵庫県災害救急J情報 シ ス テ ム は修復強化 さ れ、 こ の シ ス テ ム を 含

め た全国的 な 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム が!日厚生省 に よ っ て立 ち 上 げ ら れ た 。 災害

発生後 に 、 多数の傷病者 を 円 滑 に 治療す る た め の 医療情報 を 関係者が共有す る こ と の重要

性が認識 さ れ た結果であ る 。

こ の情報 シ ス テ ム は行政の責任部署が災害モ ー ド に切 り 替 え て初 め て始動 し 、 重症傷病

者の収容可能ベ ッ ド数、 派遣可 能 な 医療従事者数、 供給可 能 な 治療材料な ど医療資源 の 需

蛤状態 に 関 す る 情報 を 各病読が入力 し 提供 さ れ る O 三 宅 島 の 火 山 噴火、 有珠山 噴火 に 際 し

て は 、 !日厚生省主導で、重症傷病者の受 け入れ人数、 派遣可能 な 救護班数 を 登録す る 訓練が

行 わ れた 。 た ま た ま 、 災害モ ー ド の サ イ ン を 見落 と し て い た救命救急セ ン タ ー があ っ た た

め 、 名 指 し で は な い が厳 し い指導があ っ た 。 そ し て2001年10月 の ア メ リ カ の 国 際貿易 セ ン

タ ー ピ ル テ ロ 事件後 は 、 現在 に 至 る ま で災害モ ー ド で運用 さ れて お り 、 毎 日 、 受 け入れ人

数 と 派遣可能 な 救護班数の 録が義務づけ ら れて い る O

こ の シ ス テ ム は 相 当 な資金 を 投 じ て設置 さ れ た の で は あ る が、 基本的 に は掲示板の域 を

越 え る も の で は な く 、 時 々 刻 々 の 災害医療情報 を 迅速 に伝達 し た り 情報交換す る 機能 は 備

え て い な い。 例 え ば、 こ の情報シ ス テ ム で受 け入れ条件 に 合 っ た 病 院 を 見つ け て も 、 傷病

者 を 受け 入 れて も ら う た め に は直義電話 を し て情報 を 伝 え な ければな ら な い 。 看護婦数が

不足 し た た め救援班 を 求め る に し て も 同様であ る O こ こ に は 、 こ の種の シ ス テ ム に不可欠

な 需 要側 と 供給鵠 を 諦整す る 中 枢機能が存在 し な い こ と が最 も 問題 で あ る O ま た 、 災害現

場 の 医療が どの よ う に不足 し て い る の か 、 被災状態が深刻化 し て い る の か 、 収束 に 向 か っ

て い る の か も 知 る こ と は で き な い 。

実は広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム で不可 能 な 緊急、の情報交換 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を

利用 し た メ ー ル交換 (全国災害医療施設 メ ー リ ン グ リ ス ト ) で行 わ れて い る 。 ホ ー ム ペ ー

ジ を 利 用 す れ ば、 も っ と ス マ ー ト に かつ 手軽 に 情報交換が実現で き る と の意見があ る の は

当 然 で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震災で も 、 オ ウ ム 地下鉄サ リ ン 事件で も 明 ら か に さ れた が、 多

数の傷病者が殺到 し た病 院 で は 、 全 て の 職員 が緊急対応 に忙殺 さ れ る た め 、 FAX 情報 を
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チ ェ ッ ク す る こ と さ え 困難 で あ る O 例 え 電話 回線が健在であ っ た と し て も 、 病 院 に ー ヶ 所

し か な い情報 シ ス テ ム 用 の コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て掲示板情報 を 入手、 発信す る 人的 、 時 間

的余裕 は な い と 考 え ら れ る O 即 ち 、 災害の発生直後 は こ の情報シ ス テ ム は あ ま り 役立 た ず、

災害後の急性期が終わ っ た 頃 か ら 役立.つ シ ス テ ム と 考 え ら れ る O

2 ) 緊急援嬢情報シ ス テ ム の あ り 方

で は 、 発災直後 に 医療 に 関 す る '1吉報伝達 は ど う あ る べ き か ? どの よ う な情報が必要

か ?

最近の事例 を 引用 す る O 池 田小学校殺傷事件 は 人的集団災害の範轄 に入 る が、 こ の情報

は 情報 シ ス テ ム か ら は も た ら さ れな か っ た 。 ご く 一部 の 関係者 を 除い て 、 我 々 を 含 め て 大

多 数は テ レ ピ報道で知 り 、 空 き ベ ッ ド 、 必要 な ス タ ッ プ 、 関連す る 医師 (麻酔科医、 外傷

関連外科医、 小児科医 な ど) 、 コ メ デ イ カ ル 、 搬送体制 な どの確認 を 行 っ た 。 し か し 、

う ま で も な く テ レ ビ報道か ら は 医学的 な 判 断 を 下す た め に 必 要 な 医学情報は ほ と ん ど得 ら

れ な い。 我 々 の場合、 発生後40分 く ら い経過 し て 、 い き な り 消 防救急隊 か ら I 名 の 収容要

請 を 受 け た 。 明石歩道橋事故の場合 も 全 く 同様で、 事故 を 知 っ た の は テ レ ビ報道で あ っ た。

県 か ら も 、 消 防救急隊か ら も 、 勿論、 警察か ら も 清報 は全 く な か っ た 。 ス タ ッ フ に は待機
を 指令 し 、 県 に は傷病者受け入 れが可能で あ る こ と を 連絡 し 、 テ レ ビ報道で事態 を 見 守 っ

た 。

わ れ わ れ は 、 県下で も っ と も 充実 し て い る 救命救急セ ン タ ー を 維持 し て い る に も 拘 わ ら

ず、 身 近 に 起 き た 集団災害 (集団救急) 情報は一殻市民 と 同 じ レ ベ ル で し か得 る こ と がで

き な い 。 事情 は他の災害拠点病院 も 全 く 同様で あ る O 阪神 ・ 淡路大震災で も 「専 門 的 な 緊

急医療情報 シ ス テ ム 」 の必要性は痛感 さ れた 。 現在運用 さ れて い る 救急 医療情報 シ ス テ ム

に 加 え て 緊急医療情報 シ ス テ ム が不 可 欠 で あ る O こ の シ ス テ ム で は最 初 に 現場 の 状況 を

キ ャ ッ チ し た市民、 警察、 消 防救急隊、 そ の他の組織か ら ダ イ レ ク ト に情報 を 投入で き る

方式で あ る こ と が不可欠な条件で あ る O そ の情報に現場の画像情報が含 ま れ て お れ ば 「百

聞 は 一見 に し かず」 で あ り 、 傷病の種類 と 傷病者数 を 推定 し 、 傷病者 の 受 け入れ準備が相

応 な 規模 で展 開 で き る O 動 爾 で あ れ ば も っ と 良い 。

5 . 傷病者搬送体制 の あ り 方

坂神 ・ 淡路大震災で は ヘ リ 搬送の 不備 に対す る 批判 が吹 き 出 し た 。 我が国 は 、 世界で も っ

と も 多 く の 防災ヘ リ を 所有 し て い る が、 世界一、 救急ヘ 1) が運用 さ れて い な い先進国 で も

あ る と さ れ る O 震災後、 厚生労働省 は ヘ ワ 搬送モ デル事業 を 東海大学、 J 1 1 崎医科大学 な ど

で 開拾 し た。 自 治省 も 負 け じ と 防災ヘ リ の 運用 基準 を 緩和 し て 災害医療用 に あ る い は救急

医療用 に 活用 す る 道 を 開 い た 。 し か し 、 兵庫県で は 、 日 常救急 に お い て 県妨災ヘ リ に 出 動

を 要請 し で も 「仰が災害か」 と さ れ利 用 で き な い (神戸 市 は 、 病院 間搬送や交通事故者の

救急搬送 に 高速道路 に 緊急着 陸す る ほ ど柔軟 に 運用 し て い る の で あ る が) 0 利 用 制 限が不
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要 と 言 う の で は な い が、 一機購入 に 1 - 2 億 円 も の税金 を 投入 し て い る こ と を 考 え れば、

有効利用 を 問 る 方 向 で の議論があ っ て も 良 い の で は な い か。 何 ら かの形で解決策 を検討す

る べ き であ る O

こ れ と は 別 に 、 現在、 主張 さ れて い る 「大災害時 に ヘ リ 搬送 は 大変 に有用J と 言 う 見解

に は疑問が多 い 。 関 頭 に述べた よ う に 災害 は地震や交通事故だ け で は な い 。 ヘ リ 搬送が危

険 な 条件、 例 え ば暴風、 火災 も 含 ま れる 。 昼 間 だ け で な く 夜間 も 、 暴風の 日 も 傷病者搬送

は必要で あ る 。 ヘ リ の巻 き 起 こ す強風は 火災 を 広 げ、 助 け を 求 め る 負傷者の声 を 掻 き 消 し 、

小石や木切 れ を 巻 き 上 げ新 た な 負傷者 を 出 す か も し れな い 。 県 内 に ヘ リ ポ ー ト が着陸適地

を 含め て 約250 ヶ 所設置 さ れ て い る が、 水 を 撒か ず に 随時 に 離着 陸 で き る の は 、 数 ヶ 所 と

さ れて い る 。 し か も 、 防災ヘ リ で も 同 時 に搬送で き る 人数は 2 名 が限度で あ る O 従 っ て 、

ヘ リ 搬送 は 決 し て 多数の傷病者搬送が必要な 大災害の 主役で は な い 。

わ れ わ れ医療従事者 に と っ て は切 実 な 問題があ る こ と も 忘れて は な ら な い。 即 ち 、 運 良

く 被災地病院 か ら のヘ リ 搬送が許可 さ れた と し て も 、 重症傷病 者 に 添乗す る 搬送医師が必

要 で あ る が、 こ の 医 師 は搬送業務が終了 す る と 搬送先病院か ら 地道 を と ぼ と ぼ戻 っ て こ な

け れ ばな ら な い。 傷病者 1 名 を 搬送す る た びに 医 師が 1 名 い な く な る の で あ る O 大災害で

ヘ リ 搬送が有用 で あ る の は 、 傷病者の 長距離搬送 と 被災地へ緊急医療器材や 医療者の投入

を 行 う 場合であ る 。

で は 、 どの よ う な 搬送 シ ス テ ム が有用 か ? 集団災害時の毎病者搬送の 主役 は 、 言 う ま

で も な く 地上搬送 で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震災で も 搬送可 能 な 道路が確保 さ れて い た な ら 、

ヘ リ 搬送 も 海上搬送 も 強 い て必要で は な か っ た 。 震災後の救助救援活動 の 全 て を 遅延 さ せ

不 ト分 に し た 要因 と し て 、 神戸市内 か ら 外への全て の道路が大渋滞 に 陥 っ た こ と を挙げて

も 反対す る 人 は い な い と 思 う O 集 匝 災害で は 緊急搬送道路の確保が必要 で あ る O

多 く の外国 で は 、 お そ ら く 軍 隊 を 中心 と す る 治安組織が 「厳戒令」 あ る い は そ れ に類す

る 力 で、 瞬時 に 主 要 な 道路 を確保す る 。 我が問 で も 警察 に よ る 交通制 限 は 可 能 で あ り 、 「緊

急撤送道路」 は確保で き る 。 問 題 は 、 誰が、 どの よ う な 基準 と 手続 き で決定 し 、 決定 を 誰

に伝え て 、 どの よ う な 手順で道路 を 確保す る か と い っ た 、 具体的 な マ ニ ュ ア ルが明確 に さ

れて い な い こ と で あ る 。 ま た 、 被災市民の理解が得 ら れ る か も 大 き な 問題か も し れ な い 。

お わ り に

医資器材 ・ 医薬 品 の 緊急確保、 医療者数の 緊急確保、 基幹病院 と 医院 ・ 診療所 と の役割、

医療 ボ ラ ン テ イ ア な ど、 多 く の 課題が論議 さ れな ければな ら な い が、 紙面の都合で割愛す

る 。
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〔資料〕

被災状況 に つ い て (2000年12月 27 日 現在)
行方 負傷者 全 壊 半 壊 妹三存精霊を

区 分 死者 不明 君主傷 ; 軽傷 合計 本束事t 世帯数 機数 世帯数 全焼 半壊

神 戸 市 4 ， 564 2 6 ， 300 8 ， 378 14 ， 678 1 61 ，8ω 113 ， 571 51 ， 125 119 ， 631 7 ， 046 333 
尼 崎 市 49 。 1 ， 009 6 ， 136 ! 7 ， ]45 i 5 ， 688 11 ， 034 36 ，002 5 1 ， 540 8 。
西 下f 市 1 ， 126 1 ， 643 4 ， 743 6 ， 386 20 ， 667 34 ， 042 14 ， 597 27 ， 072 50 “ つ

芦 伝 市 442 。 551 2 ， 624 3 ， 175 1 3 ， 915 7 ， 739 3 ， 571 9 ， 927 1 1  l 

伊 丹 市 22 。 226 2 ， 490 2 ， 716 1 1 ， 395 2 ， 434 7 ， 499 14 ， 371 1 。
宝 塚 市 117 。 393 1 ， 808 2 ， 201 1 3 ， 559 5 ， 541 9 ， 313 14 ， 819 2 。

1 ] 1 1  r湾 市 4 1  0 1  75 476 551 554 659 2 ， 728 3 ， 057 。 。
; 三 田 市 。 ; 。 。 23 23 。 0 1  。 。 。 i 。
猪名川 町 。 i 。 。 3 3 。 。 。 。 。 。
明 石 市 10 。 139 1 ， 745 1 ， 884 2 ， 941 4 ， 239 6 ， 673 10 ， 957 。 。
加古川市 2 。 4 11 15 。 。 13 .13 。 。
白 木 市 1 0 1 2 1 17 19 24 I 25 94 113 。 。

L 号1 砂 市 。 4 1  4 8 。 。 1 。 。
小 野 市 i 。 。 。 3 1  3 。 。 0 1  。 。 。
古 川 町 。 。 。 。 。 1 。 i 。 。 。
東 条 町 。 。 。 2 2 。 。 。 。 。 。
�稲播 美磨 町

町
。 。 。 11 11 。 。 。 。 。 。ト一一 。 。 0 1  。 。 11 16 。 0 1  

加 西 市 。 。 。 1 i 。 。 。 G 。 。
; 姫 路 市 。 。 。 2 2 1  。 。 1 。
日 両 国I 。 。 ; 。 1 。 。 。 0 1  。 。
柏 原 町 。 。 。 O 。 O 。 。 。
氷 上 回I 。 。 。 。 。 。 。 。 。
洲 本 市 4 。 6 38 44 17 17 663 。 。

I 幸 名 田] 5 23 19 42 603 603 893 。 { 。
淡 路 町 1 1  。 6 51 57 333 333 668 668 1 。 0 1  
北 淡 町 39 。 59 811 870 1 . 056 1 ， 056 1 ， 218 1 ， 218 1 i 1 
一 宮 町 13 。 16 146 162 765 765 736 736 1 。 。
五 色 町 。 。 3 14 17 186 186 269 269 。 。

日
。 。 21 25 46 319 325 46] 469 。 。
。 O 7 7 14 18 18 49 54 。 。
。 。 3 2 ;  り 136 1 136 178 178 。 。

二 原 町 。 。 。 4 4 18 1 18 119 119 。 。
南 淡 町 i 。 。 3 2 1  5 9 9 69 69 。 。
メ口〉 計 山L- 川8 川55 7 ， 119 337 6 ， 4∞ 3 

L一ー一一一一一一L一一一一一一一 7 ， 456 
(兵庫県防災金調課)
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第二部

各分野の 年次記通



第一章

生 活



iま じ め に

兵庫県の震災復興10 ヵ 年計画の う ち 、 今後 5 年 間 で進め て い く 事業の指針 と な る 「阪神 ・
淡路震災復興後期 5 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム 」 が2000年 11 月 ま で に ま と ま っ た 。

前期 5 ヵ 年 を 折 り 返 し 、 杜会基盤や住宅の復興が進 ん で、 本格的 な 生活復興の 段階 に 入 っ

た 。 そ こ で残 さ れた課題 に 取 り 組み 、 復興の 中 で生 ま れ、 広が っ て き た新 し い 地域社会づ

く り の動 き を 、 復興の原動力 と し て生かそ う と す る 内存。 具体的 に は 「参画J r協働J r共

生」 な ど を キ ー ワ ー ド に 、 こ れ ま で の枠組み に と ら わ れず、 さ ま ざ ま な分野で 「仕組 み の

革新」 を 留 る と い う こ と に な っ た。

安全で安心 し て暮 ら せ る 活力 あ る 社会 に 向 け 、 大胆 な 変革 を 目 指す こ の プ ロ グ ラ ム に 沿

い 、 兵庫県 と 被災各市 町 は 2000年度 を 「復興か ら 創造的課興へJ と し 、 事業 を 進め た 。

2000年の 主 な 動 き を ふ り 返 る と 、 個人補償の道 を 切 り 開 い た被災者 自 立支援金 に続い て 、

兵庫県 な とぞが提起 し た 「被災者住宅再建支接法」 が留 の レ ベ ル で動 き 出 し た 。 「 自 然災害

か ら 国民 を 守 る 国会議 員 の 会J がそ の骨子 を ま と め た 。 提案 は 先送 り と な っ た が、 2001年

以 降 の 政治ス ケ ジ ュ ー ル で具体化 し そ う O

不況、 リ ス ト ラ 、 失業…が絡み、 県、 市営住宅の家賃滞納が倍増 し た 。 期 限が迫 り 、 被

災者か ら 要望 の高 か っ た 災害復興公営住宅 (以下 「復興住宅J と い う ) や 民 間賃貸住宅の

家賃補助期 限 の延長が認め ら れた 。 復興住宅 な どで 入居者 の 深刻 な高齢化現象が 自 立 ち 、

孤独死 が問題化 し 、 生活援助員 ( LSA ) や新 し い 制 度 の サ ボ ー タ ー ら に よ る 見 守 り 体部

が強化 さ れ た 。 友愛訪 問 や 、 隣 人 同 士 の鍵康づ く り 、 仲 間 づ く り 交流 が よ り さ か ん に 。

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの 、 入居者の充実 し た く つ ろ ぎ と 地域社会への積極参加。 事業

2 年 I:J の コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス の地域社会への連帝 と 拡大。 こ れ ら は 、 県が独 自 に発起

し た事業 と し て伸 び\ 内外 に 注 目 さ れた 。
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I第一節 創造的復興 と 自 立支麓

兵庫県 は2000年震 を 「兵産新時代 へ の 挑戦 改革 と 創 造」 と 位置づけ 、 「生活復興協働

プ ロ グ ラ ム 2000�住みつづけ た い ま ち へJ を 策定 し た 。 被災者 に と っ て 、 受 け 身 の 施策が

中 心 だ っ た従来の支援策 に 加 え 、 自 ら も 責任 を 持 っ て社会 に 参画 で き る シ ス テ ム の推進 を

柱 に据 え た の が特徴。 共 に支 え 合 う ま ち づ く り の推進。 安心 し て暮 ら せ る 社会環境整備

を 掲 げ、 自 助 ・ 共助 ・ 公助 の観点か ら 、 総合的 な 支援 を 拡充 し 、 29の新規施策 を 含む115

の事業 を 展 開 し た 。

15000 

10000 

5000 

1 . 自 助

( 1 人ひ と り が社会参画〕

(凶 1 ) 復旧 ・ 復興関連予算の推移 (単位 ・ 億円 )

1 5 1 52 95-98年度 は補正 を 含 む 、
99、 2000年度 は 当 初 。

95 9 6  97 9 8  99 2000年度

い ま 、 タ ー ミ ナ ル や ま ち か どで、 そ ろ い の キ ャ ッ プ を かぶ り 、 観光案 内 、 清掃、 行政の

ピ ラ 配 り な ど に 励 む お 年寄 り を よ く 見か け る O 多 く が 「い き い き 仕事塾」 の修了生だ。
社会参画 を 生 き がい に と 、 自 立 し た個 人の ラ イ フ ス タ イ ルづ く り を サ ポ ー ト す る 塾0

2000年 も 被災市町の 16会場で講座 を 聞 い た が、 9 、 10期 で 1 ， 381人が受講 し た (累計7 ， 125

人) 。 学ぶ コ ー ス は 、 生活助 け 合 い 、 高齢者介護、 野菜 ・ 花づ く り 、 手芸、 暮 ら し の知 恵

な ど多 岐 に わ た る O 塾修 了 後、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 参加す る と い う 登録者 は今年度末で

1 ， 062人 を 数 え 、 被災市町 で68班 を 編成 し た 。 各班は ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げな が ら 、 地域活

重方の 干支 に な ろ う と し て い る O

1999年 か ら 実施 し て い る 「地域活動推進講産」 は 、 今年震か ら フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの 生

活復興県 民 ネ ッ ト 事務局が5 1 き 継い だ。 地域の福祉セ ン タ ー 、 公民館 な どで、 高齢者介護

な ど主 と し て福祉 を 学 び、 地域に役立つ知識や技術 を 習得す る o 1 講座 ( 3 � 6 回 ) 24万

円 を 限度 に 支援。 2000年 は113間体が121講座 に参画 し た ( 累 計302講座) 0 
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「 ま ち か ど活動情報ネ ッ ト ワ ー ク 」 は復興住宅 に入居の高齢者 に対 し 、 サ ボ ー タ ー がネ ッ

ト ワ ー ク を 広 げ、 支 え て い く 制度 と し て2000年 に発足 し た 。 若 い サ ボ ー タ ー 1 ， 798人が登

録 し た 。 活動情報サ ボ ー タ ー 登録証の発行、 ボ ラ ン テ イ ア 保険 に 入 る ほ か は い っ さ い無償。

閉 じ こ も り が ち な 高齢者宅 を 訪れ て 、 家庭料理講習会、 く ら し の セ ミ ナ ー 、 音楽観賞 な ど

の地域情報 を 集 め て つ く っ た 「地域イ ベ ン ト レ タ ー 」 を 配 っ て 仲 間づ く り を促 し て い く O

安否確認 に も 効果 を あ げて い る と い う O

そ の他、 マ ネ ー ジ メ ン ト 、 起業、 法人 に つ い て 学ぶ rNPO (非営利組織) 大学」 や 「生

活創造大学J rふ る さ と ひ ょ う ご、創生塾J r高齢者大学」 な ど各講座 を 開催。 ま た ん心豊 か

な 人づ く り 500人委員 会」 に よ っ て 、 研修修了 生 に よ る 地域活動が定着 し た 。 2000年震 ( 6 

期 ) ま で の 委員 数 は2 ， 953人。

被災地の復興 を 担 う 若者の就職 あ っ 旋 を 支援す る た め -OA な どの 「雇用 対 策特別訓練」 、

大学 ・ 短大生 の た め の 「 ひ ょ う ごユ ー ス ・ ワ ー ク プ ロ グ ラ ム 」 、 職場体験講 習 や個別相談

を 行 う 「被災地若年者元気あ っ ぷ プ ロ グ ラ ム 」 事業な ど を 実施 し た 。 ま た新 た に 起業、 事

業再開 を め ざす 人た ち の た め 「女た ち の仕事づ く り セ ミ ナ ー 」 、 「起業家育成 シ ス テ ム ム

「 ひ ょ う ご雇用 ル ネ ッ サ ン ス 」 、 「新事業創 出 支援 セ ン タ - J 運営事業 な ど を 支援 し た 。

地域活動 の拠点 と な る 「地域活動ス テ ー シ ョ ン」 は1999年 9 月 に発足 し た 。 被災地の公

民館や福祉セ ン タ ー な どに パ ソ コ ン 、 フ ァ ク ス の情報機器 を 貸 与 し 、 情報収集 、 発信 を 行 っ

て い る 。 2000年度 に はお ヵ 所増 え 、 284 ヵ 所 に 。 ま た 地域活動 ス テ ー シ ョ ン と 同 時期 に ス タ ー

ト し た 、 パ ソ コ ン や フ ァ ク ス で 地域活動情報の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を め ざす 「 ひ ょ う ご コ ミ 2

ネ ッ ト J ( コ ミ ュ ニ テ ィ & コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ) の 会員 数は458件 に増 え た 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ゼ ジ ネ ス 〕

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス ( 以 下 rCBJ) 事業化 2 年日 を 迎 え 、 被災地 で の起業化 を さ ら

に促す た め の 支援 を 行 っ た 。 事業化 を め ざす 団体に コ ン サ ル タ ン ト を 派遣 し て立 ち 上 げか

ら 経営 に い た る ま で を 指導。 事業継続 を め ざす匝体に も コ ン サ ル タ ン ト を 派遣 し た 。

助 成 団体 を 選出 す る r2000年‘度 CB 審査会J (会長 ・ 加藤恵正神戸商大教授) が 7 月 4 日 、

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 かれ た 。 37団体が応募 し 、 書面審査 を パ ス し た 17団体の代表が起

業 の い き さ つ 、 経営見通 し な ど を 発表 し た 。 審査員 ( 10人) の投票 で 8 団 体 を 選 ん だ。 1

年 目 に 上限300万円 を助成、 今 回 か ら 2 年 目 に も 100万円 を 主 限 に 、 継続 し て 支援す る こ と

に な っ た 。

① シ ニ ア ・ 高齢者 ・ 障害者向 け福祉情報 ラ ジ オ 番組製作 ・ 放送事業 「げん き KOBEJ (神

戸 市 中 央 区 、 代表 ・ 松井俊夫) ②多文化保育 園 「多文化共生セ ン タ ー ・ ひ ょ う ご、J (神

戸市東灘区、 代表 ・ 野 間 恵 ) ③中高年の情報誌 に っ ち の事業化 「 に っ ち 編集室J (芦屋市、

代表 ・ 久野幸子) ④障害児 者 ガ イ ド ヘ ル パ 一 派遣事業 「 ヴ イ ・ リ ー ル ( 生 活 支援 セ ン

タ ー ) J (尼崎市、 代表 ・ 錨 ヶ 崎恵子) 也被災地 に お け る 不登校児童 に対す る 家農学習支
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援事業 「特定非営利活動 法 人 ブ レ ー ン ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー J ( 西 宮 市 、 代 表 ・ 能 島裕介)

⑥高齢者 の 生 き がい 、 仕事づ く り 事業 ~ 共働工房み ん な よ っ て屋 を 拠点 と し て � r プ ロ ジ ェ

ク ト 1 - 2 J (神戸市兵庫 区 、 代表 ・ 有光 る み) ⑦ヘ ル パ ー 理美容所の 開 庖 「特定非常

利活動法人 グ ッ ド ラ イ フ 兵産J (神戸市 中 央 区 ・ 代表 ・ 三戸加代) ⑧高齢者 ・ 障害者地

域生活支援事業 「福祉 ネ ッ ト 星が丘J (神戸市垂水区、 代表 ・ 三 木熊雄)

な お 、 NPO 法 人 の 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー (CS) 神戸」 が県 の 委託 を 受 け

て2000年10月 、 県 中 央労働 セ ン タ ー に 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 を 開設 し た 。

い わ ば NPO 版 「ハ ロ ー ワ ー ク J で 、 公益性の あ る 仕事の求人、 求職 を 仲介。 引 き 続 き CB

ゼ ミ ナ ー ル 、 CB 入 門 相 談 を 実施 し て い る O ま た フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで は 、 CB 関 連情報

を 提供 し て い る o (注 1 ) 

云一一20似突破
被災者 の 白 立支援や震災関連情報の発信拠点

と な っ て い る 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災復 興 支 援 館

「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザJ ( 神 戸 市 中 央 区 三宮 )

の 来館者数が2000年 9 月 27 日 、 200万 人 を 突破

し た。

1 996年 7 月 に オ ー プ ン O パ ネ ル展示 と 記録咲

像の上映、 関述書籍 と ビ デ オ の ラ イ ブラ リ ー 、

被災者支援策 の情報提供、 震 災 を テ ー マ に し た

フ ォ ー ラ ム や 会合の貸室 ー な どの機能 を 持 ち 、

被災者や 復興支援 に あ た る NPO、 ボ ラ ン テ ィ

ア の交流拠点 に な っ て い る O

来館者 は 初 年度 の 31 万 5 ， 000人 か ら 年 々 増 え 、

1998 年 10 月 に 100万人 に 到 達 。 1999年度 は 52万

6 ， 000 人 が 来 館 し た 。 1 1::1 の 平 均 入 館 者 数 は

1 ， 327人。 会館 当 初 は被災地 に 住 む 人が多 か っ

た が、 県外か ら の見学者が半数近 く に 上 り 、 海

外研修生、 修学旅行生の来訪 も 多 い。

2 . 共助

〔協働 し て支 え合 う 〕

今春か ら 被災直後の状況 と と も に 、 こ の 5 年

間 の 変化が一 目 で分か る よ う に 展 示 内 容 を 全面

的 に リ ニ ュ ー ア ル し 、 震災関係 の ビ デ オ 約30本

の無料貸 し 出 し も 始め た 。 同 館 は 「 ど し ど し利

用 を 」 と 呼びか け て い る 。 (注 2 ) 

来館者200万人を迎え た 「 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ」
神戸市中央三宮

一一一一一一一一J

個 人の 生活再建か ら ま ち の創造的復興へ。 震災で失 っ た よ き コ ミ ュ ニ テ ィ を 取 り 戻す た

め の 「 ま ち づ く り 」 が本格化 し て き た 。 ま ずモ ノ よ り 人。 県 と 被災市 町 は住民、 企業、 行

政が共 に 支 え 合 う た め の情報交換、 人材づ く り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動助成、 新事業 の提案な

ど を 行 い 、 支諾 し た 。
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「 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ。活動助成」 は2000年度 ま で に l 万1 ， 000件 を 超 え た 。 「 ひ ょ う ご

勤労者 ボ ラ ン テ ィ ア 推進」 事業 は勤労者の参画 を 促す た め の施策で、 ネ ッ ト ワ ー ク を 設置。

企業や 労組への活動依頼 は 110件 を 超 え 、 55件がマ ッ チ ン グ し た 。

入居者の高齢化が深刻 な復興住宅で は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、」 活動 を 助成 し た ほ か、 入

居予定者の事前交流 を 実施、 自 主的 な ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ68件 を 支援 し た 。 住民主体で

行 う 地域 レ ベ ル の 健康づ く り 学習 会 を 30回 開催 し 、 支援 し た 。 子育 て サ ー ク ル の 活動、 高

齢者対象の子育 て実践 を 支援す る 「地域の子育 て教室J を 、 被災地の保育所、 児童館 な ど

373 ヵ 所で実施 し た 。

ま ち づ く り の核 と な る 都市再開発、 と り わ け 「震災復興土地区画整理事業」 は計画 か ら

仮換地 ま で大変 な 労力 と 時 間 を 必要 と す る O こ の た め 、 建築設計士、 弁護士 な ど専 門 家 を

送 り 込み 、 粘 り 強 く 住民 と 話 し合 う た め の支援 を 行 っ た 。 今年度、 住民団体か ら の 申 請数

は58件 を 数 え た 。
情報交換、 交流 の 場っ く り と し て 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 2 階の 「生活復興 NPO 情報 プ

ラ ザ」 が効果 を あ げて い る O 情報 を 詰め 込 ん だ連絡ボ ッ ク ス 、 情報伝達機器、 ミ ー テ ィ ン

グ室が完備 し て お り 、 登録団体数は今年度で317団体 に 。 こ こ を 拠点 に ネ ッ ト を 広 げる 「被

災地域 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザJ に対 し て 、 49 ヵ 所 に 運営費 を 、 282 ヵ 所 に 設置 費 を 補助 し て

い る O ま た地域活動 を ネ ッ ト でつ な ぐ 「 フ ェ ニ ッ ク ス 出会い の広場J で は 、 サ ー ク ル活動、

奉仕活動、 イ ベ ン ト 交流 な ど グ ル ー プ 同 士 の マ ッ チ ン グ の 場 を 提供。 2000年度で107件が

マ ッ チ ン グ し た 。 累言十3551!十 に 。

〔被災者復興支援会議 ll )

「被災者複興支援会議 JJ J は 前 身 の 「 被災者復興支援会議」 の 後 を 受 け 、 1999年 4 月 に

発足 し た。 メ ン バー は 、 座長 ・ 宅崎主主輝神戸大教授以下、 地域経済、 社会福祉の 専 門 家 、

医師会、 県幹部 ら 13人で構成。 2 年 間 、 被災者の生活再建 と 被災地の復興支援 に取 り 組み、

2001年 :) }j 23 日 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで、 被災者や行政に対 し て 「参画 と 協働 を め ざ し て」

と 題 し た最終提言 を 行 い 、 3 月 末で活動 を 終 え た 。

支援会議 は 、 震災の半年後に発足 し た こ と も あ っ て 、 仮設住宅の建設な ど、 住 ま い を 中

心 と し た被災者の生活回復 に 的 を 絞 っ て 活動 し て き た。 こ れ に対 し て支援会議 H は 、 心 の

復興や し ご と の復興な ど、 儒別化、 多様化 し た 問 題 を 議論 しつ つ 、 震災の教訓 を 日 常の社

会 シ ス テ ム に つ な げて い く 課題 に 取 り 組 ん だ。 こ の た め 「生 き がい ・ し ご と づ く り J I健康 ・

福祉 ・ こ こ ろ ケ ア J I住 ま いJ I こ ど も ・ 家庭」 の 4 つ の 部会 を 設置 し て 、 テ ー マ に即 し て

具体的 に検討 し た。

こ の 問 、 46 回 の 「移動い どばた会議 J 、 8 回 の 「 フ ォ ー ラ ム 」 、 8 回 の 「い どばた フ ォ ー

ラ ム 」 を 実施 し た 。 そ れ を 踏 ま え て 「地域 に根 ざ し た コ ミ ュ ニ テ イ 経済の総合的推進 を J I復

興住宅の住 ま い の復興 と 住環境改善 に 向 け てJ I恒常 的 な 地域の見守 り と 心 の ケ ア の体制
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を 築 く た め にJ ï市場 ・ 商庖街の活性化 に 向 け てJ ï安心で快適 な住 ま い の 充実へ向 け て J ï地

域 ぐ る み で子 ど も た ち と と も に 暮 ら す し く み を つ く ろ う 」 の 6 つ の提案 を 発表 し た 。 こ れ

ら の提言 を 受け て 、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス の 離陸応援、 空 き f苫舗や空 き 施設の活用 支援、

コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ な どの住宅創造支援、 ま ち の保健軍 な どの地域 ケ ア 体制の改善な

どの成果 を あ げた 。

し か し 、 既存法規の制約、 さ ら に は財政や 人的資源 の 制 約 な ど に よ り 、 先送 り に な っ た

も の も 少 な く な い。 心 の ケ ア の恒常 的 な 仕組み を つ く り あ げ る 課題、 コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー

ト の持続的 な 組織 を つ く る 課題、 住 ま い と 福社 を 結 合 し た サ ポ ー ト シ ス テ ム を 生活援助員

(LSA) を 中心 に し て構築す る こ と な ど、 今後の課題 と し て 残 さ れ た 。

最終提言 で は 、 未解決の ま ま 残 さ れ た 課題 を 整理 し て重要な も の に つ い て は再提案 し た 。

市民、 行政、 事業者が効率的 に 連携す る た め 、 従来の 組織で は担い き れな い部分 を 補 う 新

し い仕組み と し て 、 第 三 者 的 な 「 中 間 支援組織」 の 強化充実が不可欠 だ と 指摘。 地域に根

ざ し た CB の仕組みづ く り や地域の見守 り 体制の確立 な ど を 藤 り 込 ん だ。

な お2001年 5 月 、 新 メ ン バー に よ る 「被災者復興支援会議 直 」 が発足 し た 。 (注 3 ) 

識字教室 「大�J

震災後、 神 戸 市 内 の 3 ヵ 所で識字教室が生 ま

れ た 。 負、国 な どで義務教育 を 満足 に 受 け る こ と

がで き な か っ た 人 た ち が、 丈+ を 取 り 返す こ と

を 通 し て 、 閉 ざ さ れ て い た心 を 解放す る 場所。

カ ン パ と 震災 関係助成金 で ボ ラ ン テ イ ア が運営

し 、 約 100人が学 ん で、 い る 。

識字教室 「大空」 は 1996年1 1 月 、 阪神御影釈

近 く に あ る 「 よ ろ ず相談宅」 で生 ま れた 。 あ る

夜 間 中 学校教師が、 文字が読 め ず怖 く て電車 に

乗 れぬ人が、 仮設住宅 に 閉 じ こ も っ て い る 、 と

教 え て く れ た 。 周 辺 に 「読み書 き 教室 は じ め ま

す 」 と 書 か れ た ピ ラ 1 ， 000枚 を 配 っ た 。 そ の 日

の 夕 方 、 「 妻 は 読 み 書 き がで き ま せ ん 。 教 え て

く だ さ い」 と 電話がかか っ た 。 生徒 3 人 で始め

3 . 公助

( 3 ヵ 所に 「都市型駐在所J )

た 識字教室 は 増 え 続 け 、 2001 年春で14人。 近 く

の キ リ ス ト 教会 に 場所 を 移 し 、 週 1 回 の勉強会

が続い て い る 。

Y さ ん は 、 幼 い こ ろ 脊椎 カ リ エ ス に か

か り 、 読 み書 き は ほ と ん どで き な か っ た。 震災

で 自 宅 は 全壊。 地域型仮設住宅 に 入 札 ふ れ あ

い セ ン タ ー の代表者 に な っ た が、 読 み 存 き がで

き ぬ半 さ を痛感 し 、 識字教室 に 入 っ た r そ し て

1999年 4 月 、 夜 間 高校 に 人学す る こ と がで き た 。

い ま 、 よ ろ ず相談の主 メ ン バー に な り 、 仮 l没

住宅で背労 を 共 に し た 人た ち が1ì: む複興住宅 を

巡 同 。 孤独 な 人 た ち の よ き 話 し相 T と な っ て い

る 。 (í主 4 1

復興住宅の大規模団地、 キ ャ ナ ル タ ウ ン 、 HAT 神戸灘の 浜、 南芦屋浜の 3 ヵ 所 に 、 2000
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年10月 か ら 12 月 に か け て 県警が全国 的 に も 珍 し い 「都市型駐在所」 を 設 け た 。 駐在所近 く

に 警察官が住 み 、 住民間士のつ な が り が薄 く 高齢化が進 む復興住宅で、 住民 と 毎 日 の よ う

に接す る 「駐在 さ ん」 の 良 さ を 生か そ う と い う 狙い。

1 1 月 末 の 夜。 神戸市兵庫 区 の 大規模団地 「 キ ャ ナ ル タ ウ ン 」 。 そ の 1 ヵ 月 前 に で き た 都

市型駐在所 に 着任 し た後藤朝 一巡査部長 (50) が勤務 を 終 え 、 自 宅 に い る と 、 救急車の サ

イ レ ン が間 こ え た 。 現場 に駆けつ け る と 、 14階建 て の住宅 わ き に 人が倒 れて い た 。 独 り 暮

ら し の お 年寄 り が飛 び降 り 自 殺 し た と い う 。 「 こ の棟は ま だ 同 っ て い な いJ o 議藤 さ ん は 空

欄が 自 立つ 巡 回 ノ ー ト を 残念 そ う に 開 い た 。 キ ャ ナ ル タ ウ ン に は 、 740世帯 を 超 え る 被災

者の 入居す る 県内最大規模の復興住宅があ り 、 駐在所 は そ の 中心 に あ る O 後藤 さ ん は駐在

所近 く の 団地の一室 に 実 さ ん と 住 む 。 2 人 は神戸市西 区 で被災 し た 。 毎 日 30戸以上 を 訪 ね

る が、 留守が多 い 。 休 日 に 回 っ た り し て 、 約 2 ヵ 月 で250戸以上の住人 に 会 え た 。 独居だ と 、

巡回 ノ ー ト の部屋番号 に 印 を つ け る O

鮭在所 に は 、 元警察官の 交番柏談員 (70) も 勤め る O 午 前 日 時 ご ろ か ら 、 厚 さ 3 cm ほ ど

の フ ァ イ ル 2 冊 を 抱 え て巡 回 す る O 駐在所がで き る 前の 2 年 間 、 近 く の交番 で相談員 と し

て 勤 め 、 蓄積 し た デー タ は 約700 世帯分。 3 軒 に 1 軒が高齢者の独 り 暮 ら し だ っ た 。

後藤 さ ん の 着任 か ら 2 日 目 、 団 地 に住 む お ばあ さ んが駐在所 を 訪 れ た 。 「見ず知 ら ずの

土地での独 り 暮 ら し は不安が多 い。 駐在所の赤い ラ ン プ を 見 る と 安心 で き る 」 と 言 う o 2 

年前 に ヲ | っ 越 し て き た独 り 暮 ら し の 男 性 は 「駐在所 の 前 を 通 る と 、 だ れかがあ い さ つ し て

く れ る J と 相づ ち を 打 っ た 。 惟 5 ) 

芦屋市陽光町 に あ る 南芦屋浜駐在所 は 、 復興住 宅 に 設 置 さ れ た県内 で 3 つ 日 の都市型駐
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り 、 11誌 も 一安心二芦屋市陽光町 (神戸新
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在所。 旧 之上伸一巡査長 (32) は 「敷居 の低い駐在所 に し た い」 と 、 各戸 に顔写真入 り の

名 刺 を 配 り 、 駐在所だ よ り を 掲示板 に 張 り 出 し た 。 家族 3 人で赴任 し て 5 ヵ 月 O 今で は駐

在所の前 を 通 る 人の顔色 で、 そ の 日 の気分が分 か る よ う に な っ た 。

散歩の 途 中 や 買 い 物帰 り に ふ ら り と 立 ち 寄 る 人 も 多 い 。 親子以上 に 年 の 離れた 田之上 さ

ん と 、 お 茶 を 飲み な が ら 世間話や震災の体験 を 話 し て い る う ち に 、 自 然 と 心が安 ら い で い

く O 飾 り 気がな い 言葉がこ ぼれ る O ま た 自 動 ド ア の扉が開 い た 。 無機質 な 住宅群 に 下 町 の

風が吹 き 抜 け た 。 (注 6 ) 

〔地域の見守 り 体制強化〕

'HAT 神戸 ・ 脇 の 浜」 で2000年 9 月 19 日 、 中 央亘社協 の 呼 びか け で 、 初 め て の 「脇 の

浜ふれあ い ネ ッ ト 連絡会」 が聞かれ、 同地区 内 の 自 治会役員 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ 一 、 葺合

署員 、 区職員 ら 約35人が参加 し た 。 住民や ボ ラ ン テ ィ ア がお 年 寄 り の 安否確認 を す る 見守

り 活動 を 続 け て 関 じ こ も り を 防 ぐ こ と や 、 地域行事の 実施 な ど に つ い て話 し 合 っ た 。

区社協 の I 人は 「独 り 暮 ら し の お年寄 り が多 く 、 互い の接点が少 な い 。 定期 的 に 連絡会

を も ち 、 地域の交流 を 図 っ て ほ し い」 と 話 し た 。 「ふ れ あ い ネ ッ ト 」 は 、 市 内 の復興住宅

に 住 むお年寄 り の 支援活動 を 進め る た め 、 市が1997年 か ら 設立 を 進め て い る O

神戸市垂水阪 の 「ベ ル デ名谷」 四番館 で は 1999年 9 月 、 大正以前 に 生 ま れた独 り 暮 ら し

の お年寄 り 26人 を 月 2 回 訪 ね て安否 を 確認す る 「友愛訪問」 を 始 め た。 「 ド ア を 間 め る と 、

中 で何が起 き て も 分か ら な い」 と 危機感、 を 持 っ た 人た ち を 中心 に 、 55-74歳の住民の有志

10人が手分け し て 回 っ て い る O

こ の よ う に 、 復興住宅の高齢化現象 は どの被災地 も 深刻。 65歳以 上 の 入居者の 占 め る 割

合 を 示す高齢化率 は被災地15 自 治体で30% を 超 え 、 県営36 . 9 % 、 神戸31 . 9% 、 西宮44 . 2% 、

芦屋54 . 7 % に 。 こ の前年 ま での 厳 し い 数字 を 踏 ま え 、 県 は 地域の見守 り 体制 を A段 と 強化

し た 。

1 人 ひ と り の健康増進 と 生活の充実が市民の 生活再建 に つ な が る O そ れ に は①保健 ・ 医

療 ・ 福祉サ ー ビ ス と こ こ ろ の ケ ア ②健康増進 を 目 的 と し た仲 間づ く り や 地域活動 の 支援

(表 1 ) 復興住宅中心の見守 り 体制 (2000年度)

53人
き 県住推進員 23人

生活援助員 (LSA) 115人
高齢世帯支援員 (神戸市 77人
交番相談員 233人
民生委員 ・ 児童委員 6 ， 658人
民生協力委員 9 ， 148人
活動情報サ ボー タ ー 1 ， 798人
保健婦 - 寸 栄養士 657人
ケ ー ス ワ ー カ 419人
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③生涯学習 と 高齢者の 生 き がい就労事業 の 3 点が挙 げ ら れ る O そ し て見守 り O 新 し く 設

け た 「 ま ち か ど活動情報ネ ッ ト ワ ー ク 」 は そ の 一 つ 。 若い元気 な サ ボ ー タ ー を 復興住宅 に

送 り 込む 、 ボ ラ ン タ リ ー 活動 だ。

神戸市で も 、 2000年か ら 2 年事業 と し て 、 一般地域 に対象 を 広 げた 「見守 り サ ボ ー タ ー 」

を 配置 し た。 高齢世帯支援員 、 生活援助員 、 生活復興相談員 、 そ し て ホ ー ム ヘ ル パ一 、 給

食サ ー ビス 係 、 民生 ・ 児童委員 、 友愛 ボ ラ ン テ イ ア が加 わ る O こ の 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ス ピ

リ ッ ト J の高 ま り こ そが 「網 の 自 の見守 り 体制」 を つ く り あ げる 、 と い う O

復興住宅の独居死

神戸市の被災者が入居す る 復興住宅 (県、 市 の ま と め で は 、 県営や市営の復興住宅 を 除 く と 、

営) で20001ド 1 年 間 に42人の独 り 暮 ら し の 人が、 昨年 中 に神戸市内 で独居死、 自 殺 し た 高齢者は

だ れ に も み と ら れず に亡 く な っ て い た こ と が分 220 人。 独 居 の 高 齢者 1 万 人 あ た り 32 人 と な り 、

か っ た 。 孤独死や 白 殺の発生率 は 一般の住宅の 復興住宅での発生率 は こ の l .

約1 . 5倍 に 達 し て い た 。 被災者の独居死 は 、 震災直後 に 建 て ら れた プ

計約 1 万5 ， 000世帝が暮 ら す神 戸 市 内 の復興 レ ハ ブの仮設住宅で問題化 し た 。 恒久住宅 と し

自 殺の件数 を 兵庫県警で調べ た て 建 て ら れた復興住宅の場合、 居住環境が改善

ろ 、 昨年 中 の独居死 と 自 殺 は犯人で、 う ち さ れた半面、 各部屋の 「密閉度J が高 ま り 、 仮

占 め た 。 復興住宅 に独 り で住 設住宅 に み ら れた コ ミ ュ ニ テ ィ 活動が失 わ れ た

を 分母 と し た発生率は 1 万人 あ た り 47 こ と に よ っ て 、 孤立感が深 ま っ た 、 と

っ た 。 あ る 。 (注 7 ) 

神戸大医学部の上野易 弘教授 (法医学)

ι 後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム
〔共生の成熟社会め ざす〕

「人 と 自 然 、 人 と 入、 人 と 社会が調和す る 共生社会づ く り 」 を 基本理念 に 、 兵庫県が策

定 し た 震 災復興10 ヵ 年計両の折 り 返 し の 時期 に あ た り 、 2000年1 1 月 、 本格的 な 生活復興 を

め ざす 「復興計画後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 発表 し た 。 同 じ 時期、 神戸市 も 今後 5 年

間 に 重点的 に取 り 組むべ き 施策 を ま と め た 。 以 下 は 県 と 神戸市の 「生活《復興」 を テ ー マ に

し た部分の抜粋。

県 は新野幸次郎神戸大名誉教授 を 委員 長 と す る 「後期 5 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム 策定委員 会j

を 結成 。 2000年 4 月 か ら 「 く ら しJ ，. し ご と づ く り J ，. ま ち づ く り 」 の各分科会で検討 を 進

め 、 リ レ ー フ ォ ー ラ ム 、 地域別公 開 フ ォ ー ラ ム な どで被災地住民の 声 を 集 め 、 中 間報告 を

行 っ た あ と 、 最終報告に ま と め た 。

後期 5 ヵ 年 の復興計画 は 、 参画 と 協働 に よ る 創造的復興への挑戦が、 21世紀の 成熟社会

を リ ー ド す る 新 し い仕組み を 生 み 出 す。 安全 ・ 安心 し て 暮 ら せ る 活力 あ る 社 会 に 向 け 、 先
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例 に と ら わ れ な い大胆 な 変革で創造的復興 を 着実 に 進め て い く こ と を 目 的 に 策定 し た 。

そ の上 で 5 つ の基本的視点 を 決め た 。

①知識や 経験 を 社会 に 生か し 、 1 人 ひ と り が復興の主人公 と な る 「発揮型J 社会 を つ く

る 。 ②多様な セ ク タ ー に よ る 自 助 、 共助、 公助 の相 ま っ た協働の仕組み を つ く る 。 ③ 

ち がい を 認 め あ い 、 ち がい を 楽 し み な が ら 共 に 生 き る 、 活力 あ る コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る O

④グ ロ ー パ リ ゼ ー シ ョ ン の進 む 中 で、 地域資源 を 生 か し た 多様で個性的 な 産業 ・ し ご と を

つ く る O ⑤ 自 然環境 と 人の営みが共生す る 持続可能 な循環型社会 を つ く る O

1 人 ひ と り の 生活復興 で は 、 ① 「 ふ れあ い と 支 え 合い」 ② 「生涯活躍J ③ 「協働の

ま ち づ く り 」 を 挙げた 。

①震災は 地 域 に お け る コ ミ ュ ニ テ イ 、 結 びつ き の重要性 を 再認識 さ せ た 。 避難所、 仮設

住宅で、培 っ て き た取 り 組み は今、 復興住宅 な どで も コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ の設置、 運営 な ど

の 形で続け ら れて い る O し か し 、 高齢者や独 り 暮 ら し の男 性 な どは ど う し て も 自 宅 に 閉 じ

こ も り がち 。 こ う し た被災者の 支援 に 、 推進 プ ロ グ ラ ム は こ れ ま での コ ミ ュ ニ テ イ 拠点 の

整備 な ど に 加 え 、 学習や地域活動 を 通 じ た仲 間づ く り の サ ポ ー ト を 挙げ た 。

高齢者 に よ る 語 り 部 ・ 昔の遊 ぴ伝承活動の 推進。 こ れは世代 を 超 え た 交流の輪 を 広 げる

の が狙 い 。 ま た ボ ラ ン テ イ ア や NPO な どが寂 り 組ん で き た 支援活動 も 、 情報交換、 交流

の拠点 を 設 け る な ど し て 4層 の拡充 を 図 る 。 被災者 自 身 も 支援す る 側 に 回 る 「互い に 助 け

た り 助 け ら れた り す る 」 コ ミ ュ ニ テ ィ の講築 を め ざす と い う O

②震災 を 境 に 地域、 ボ ラ ン タ リ ー 活動が広 が る 中 、 参画の機運 も 高 ま っ て い る O 学 び、

力 を つ け る (エ ン パ ワ ー メ ン ト ) 0 さ ら に そ の 学 ん だ こ と を 地域 に フ ィ ー ド パ ッ ク し て い

く よ う な シ ス テ ム 、 「地域の担い手」 づ く り が求 め ら れて い る O

推進 プ ロ グ ラ ム で は 、 現状 を 踏 ま え た上 で 、 多様な 学習機会 を 提供す る た め 、 活動 に必

要 な 知識や技能 を 習 得で き る 「阪神 シ ニ ア カ レ ッ ジ、」 の 運営 や 、 大学 レ ベ ル の講座 を 受 け

る こ と がで き る 「 ひ ょ う ご、講座」 、 社 会 人 向 け 専 門 講座 「 ひ ょ う ごオ ー プ ン カ レ ッ ジ」 の

開 設 な ど を 計画す る O そ う し て学 ん だ 人 た ち が、 円 滑 に ボ ラ ン タ リ ー 活動 に 参加す る に は 、

マ ッ チ ン グや コ ー デ ィ ネ ー ト の仕組みづ く り が必要。 人材や ア イ デア を 求 め る 側 と 提供で

き る 側 と の 需 を 取 り 持つ 「 出 会い の 広場J 事業 な ど も 掲 げ、 「生援活躍J の 支援 を 進 め る o

G:被害 を 受 け た地域の復興 ま ち づ く り O 土地区画整理事業11地区で は 、 7 割近 く が仮換

地指定 を 終 え る な ど整備が進 ん で い る 。 だがそ の過程で は計画 に対す る 反発 も 起 き た 。 そ

の一方 で 、 住民 に よ る ま ち づ く り 協議会が発足 し 、 取 り 組み も 活発。

プ ロ グ ラ ム は 、 広が り を 見 せ て き た住民の活動 を 、 専 門 の ア ド バ イ ザ ー 派遣 や セ ミ ナ ー

な どでの情報提供、 助 成で さ ら に推進。 住民、 NPO、 専 門家 、 企業、 行 政が 一体 と な っ た

「協働 の ま ち づ く り 」 が実現で き る よ う 、 具体的 な仕組みづ く り の必要性 を 唱 え て い る O

(注 8 ) 
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( 1 6項 目 の重点行動ブ口 グ ラ ム 〕

神戸市 は 、 復興計画 を 「都市 の 機能性 と ゆ と り と の調和J I 自 然の恩恵 ・ 厳 し さ と の共生」

「人 と 人 と の ふ れあ い と 交流J と と ら え 、 ま ち づ く り の 日 標 と し て 「安心J I活力J I魅力」

「協働」 の 4 つ を 掲 げた 。 そ こ で復興への残 さ れた 課題 を 踏 ま え 、 後期 5 ヵ 年 で重点 的 に

取 り 組 む べ き 施策 を ま と め た 。

「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会J (座長 ・ 嘉夫義久神戸大名誉教授) と 「研究会J (生

活再建、 安全 ・ 住宅 ・ 都市、 経済 ・ 港湾 ・ 文化の 3 部会) で検討 を 加 え 、 2000年10月 に 発

表 し た 。 16項 目 の重点行動 プ ロ グ ラ ム 次の通 り O

①単身高齢者 ら が安心 し て暮 ら せ る ま ち を め ざす ② 121世紀の担い手J 子 ど も を社会

で育 て る ま ち を め ざす ③地域 に 密 着 し て市民 . NPO も 活躍 で き る 経済 の 構 築 を め ざす

④協働 で取 り 組む地域の ま ち づ く り を 進 め る ⑤協働 に よ り 安全で安心 な す ま い を 実現す

る ⑤地域で実践す る 環境 に や さ し い ま ち づ く り を 進 め る ⑦個性 を 生か し た魅力 あ る 美

し い ま ち を め ざす $健康 ・ ス ポ ー ツ 都 市づ く り を 進 め る ⑨市民文化 ・ 芸術文化 を 生か

し た ま ち づ く り を 進 め る ⑩外国 人市民が暮 ら し や す い ま ち づ く り を 進 め る ⑪ ボ ラ ン

テ ィ ア やNPO ・ NGO が活躍す る ま ち を め ざす ⑫知識創造 を 担 う 人が集 ま り 活躍で き る

ま ち を め ざす ⑬人 ・ モ ノ ・ 情報の総合的 な 交流拠点都市 を め ざす ⑪医療産業都市づ く

り を 進 め る ⑬上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め る ⑫情報技術 (IT) を 生 か し

た ま ち づ く り を 進め る o (注 9 ) 

(注 1 ) I牛J市復興協働 プ ロ グ ラ ム 2000 � 住みつづけ た い ま ち へ」 兵庫県総括部

(注 2 ) 神戸新聞 2000i!三 9 月 29 1::1

(注 3 ) I新復興かわ ら ばん第10号」 被災者復興支援会議 E 発行
(注 4 ) I被災地 ・ 神戸 に生 き る 人び と 」 牧秀一 (岩波 ブ ッ ク レ ッ ト No . 540)
(注 5 ) 朝 日 新聞 2000年12月 21 B 
(注 6 ) 神戸新聞 2001年 4 月 29 B

(注 7 ) 朝 日 新開 2001年 1 月 7 日
(注 8 ) I阪神 ・ 淡路震災復興計 爾後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム 」 兵庫県 神戸新聞 2000年11 月 24 日
(注 9 ) I神戸市復興計関推進 プ ロ グ ラ ム ~新生 ・ 神戸 を め ざ し て」 神戸市
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| 第二鮪 そ れ ぞれの生活再建

兵産県 は仮設住宅か ら 恒久住宅への完全移行 を 受 け、 人そ れぞれが生 き がい を 実感で き

る 生活復興の施策 を 打 ち 出 し た 。 そ の過程は個 人差が著 し いが、 こ こ で は 「復興住宅ム

地域の家屋 のすべて を 失 っ た 「激甚被災地」 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス 」 、 「県外居住被災

者J 、 「定住外国人J な どの 分野で特徴的 な ケ ー ス を 取 り 上げ、 そ の後の生活再建の実態 を

追 う O

1 . 長岡 ・ 鷹取東第 l 地区

〔街の97 % を 焼失〕

大震災の 目 、 古い木造長屋が密集す る 長 田 ・ 鷹取東第 I 地区 で は 地震 と 同 時 に 火災が発

し た 。 猛火は た ち ま ち 路地 か ら 路地へ広 が り 、 7 時 頃 に70% 、 3 時過 ぎ に は8 . 5haの 街

の97 % ま でが燃 え 尽 き た 。 死者 は 90人 を 超 え905世帯の約2 ， 000人は焼け跡 に さ 迷い、 避難

所 に逃 げ の び た 。

街の真 ん 中 に位置す る 鷹京市場で は 、 ワ ン フ ロ ア の ス ー パ ー 形式の市場 を つ く る 共同経

営化の話 し合いが進め ら れて い た 。 神戸市の指導で慶 々 勉強会 を 開 き 、 八百屋 を 営 む広 瀬

公美 さ ん (60) は リ ー ダ ー と し て み ん な の意見 を ま と め る 役割 に没頭 し た 。 1 J吉 あ た り 数

千万円 の投資 を 必要 と し た が、 46J古 の う ち 半数 を 超 え る 26庖が賛同 し た 。

生鮮食料品、 日 用 品 な ど を 売 る おば (約10坪) そ こ そ こ の各自 は 、 よ き 隣人の お な じ み

さ んが相手。 だが建物 は老朽化 し 、 若 い 人 た ち の客足が遠 の い て い た 。 売 り 手 も 買 い 手 も

高齢化が進 み 、 や る 気 も な え る 。 「子や 孫 に 継い で、 も ら え る 新 し い 屈 を 立 ち 上 げ よ う 」 と

い う セ リ フ が広 瀬 さ ん ら の 落 と し ど こ ろ だ っ た 。 1 月 1 1 日 、 念願の 「鷹取市場事業 協 伺組

合」 設立 に 漕 ぎつ け た 。 と こ ろ が 1 週 間後 に ま さ かの 震災。 市場 ど こ ろ か街 の す べ て が灰

に な り 、 組合は計画 を 断念、 却解散 に追い込 ま れた 。

〔共間住宅 に 活路〕

こ の地 区 は 間部副都心 に位置 し て い る O 住宅の老朽化 に 加 え 道路が狭 く 、 公園が少 な く 、

防災面で問題があ っ た 。 そ こ で神戸市 は 、 震災 を 機 に 安全で快適 な 市街地整備 を 進め る こ

と に な り 3 月 17 U 、 震災後興土地区画整理事業の都市計画 を 早 々 と 決定 し た 。 そ の後、 行

政 と の対応、 地域住民の 相 談相 手 に な る 「鷹取東復興 ま ち づ く り 協議会」 が発足 し た 。

lTî の 説 明 で は 、 区画道路、 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 、 歩行者専用 道路、 公園 4 ヵ 所… こ う い っ

た 事業で新 し い ま ち な み に 変 え 、 5 - 6 ヵ 所 に 共 同住宅 ピ ル を 建設 し 、 地域の核 にす る 、

と い う O 共 同 住宅 は 防災面 に優れ、 土地 を 有効活用 し 、 住環境 を 良 く す る 利点があ る O

}苫 、 自 宅、 組合の す べて が潰 れ た 。 し か し こ の 地 域 に 愛着 があ っ た 。 「せめ て住居の再
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建 だ け は 果 た し た い」 と い う 広瀬 さ ん は 、 こ の共同住宅の話に乗 っ た 。 若松町11了 日 の 地

権者 を 募 り 、 1996年 1 月 、 40人で 「共同 ピ ル建設組合」 を 立 ち 上 げ、 広 瀬 さ んが理事長 に

就任 し た 。 地権者 そ れぞれの土地の減歩率 を 9 % と し 、 一度 デ イ ベ ロ ッ パー で あ る 住宅 ・

都市整備公団 に売 り 渡 し 、 公団が建設 し た 共 同住宅の床 を 譲 り 受け る と い う 「公団 グ ル ー

プ分譲住宅制度」 を 活用 し た 。

広 瀬 さ ん は 「言葉 に な ら な い苦労の連続で し たJ と 言 う O 震災 と デ フ レ に よ っ て土地価

格が大 き く 下落 し て負 担率が増 え た。 地域か ら 弥生時代の古跡、が発掘 さ れ、 工期が大幅 に

遅れた。 公団 と の 最終話 し 合い で か け離れた価格 を 提示 さ れ、 6 人の脱退者が出 た。 組合

員 の激 し い反発 を 浴び、 一 時 は 解散 を 思 い つ め た 。 交渉の過程で組合関係の高 齢者数人が

亡 く な り 、 広 瀬 さ ん も 妻 を 難病 で、失 っ た 。

1999年 3 月 、 こ の 第 1 地区 区岡整理事業で初の仮換地が終了 し 、 5 つ の 共 同 ピ ル の工事

が始 ま っ た 。 2000年 3 月 、 区画整理 し た広 い 道路 に 面 し 、 食料品 の ス ー パ ー を 含 む 9 J古舗

が 1 階 に 並 ぴ、 2 � 7 階 は マ ン シ ョ ン 78戸 の 、 地区で は最大規模の 「 グ レ イ ス 若松」 が完

成 し た。 構想、か ら 4 年以上 を 要 し た が、 こ こ ま で漕 ぎつ け た の は 、 み ん な の 「ふ る さ と へ

の 思 い 入 れ」 だ、 っ た 。 マ ン シ ョ ン 78戸の う ち 、 約 半数 に 組合員 が入居 し 、 残 り は 分譲。 そ

の 多 く は 若い カ ッ プ ル が 占 め て新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成 し て い る O タ イ ル舗装 さ れた北

側 の大通 り は 買 い物客で賑わ い 、 イ メ ー ジ は一新 さ れた。

「前の市場の再生 は 1 階の届舗で生か さ れた 。 借金 も あ る け ど、 焼 け 出 さ れ た み ん な が

協力 し 合 っ た か ら 新 し い家がで き た ん です。 10坪そ こ そ こ の地権者で も 集 ま ればで き ま す

なJ と 広瀬 さ ん。 自 身 も 八百犀か ら 食堂 の お や じ さ ん に転身 し た 。 (注 1 ) 

59議、 プ 口 ゴル フ ァ ー に

神 戸 市 長 田 区 若松町1 1 丁 目 で被災 し た カ メ ラ が震災で 自 宅兼 カ メ ラ 応 は 周 囲 か ら 迫 っ た猛火

局経営の古市 忠夫 さ ん (59) が、 2000年9月 、 38 で全焼 し た。 同 地 区 の ほ と ん どがつ ぶ れ、 そ の

人 に 1 人 と い う 狭 き 門 を く ぐ り 抜け 、 年 に 1 度

の ゴル フ の ブ ロ テ ス ト に合格 し た 。 史上 2 番 目

の 高齢記録 と な る 快挙だ。 夢 だ っ た プ ロ の ト ー

ナ メ ン ト に も 出場 で き る が、 地元の 自 治会長 と

し て地域の震災復 興 に奔走す る 古市 さ ん は 「あ

と 1 年 は 震災復興 に 全力 投球 し た い 。 出 場 は そ

れ ま でお預け」 と 言 う 。

古市 さ ん は カ メ ラ 庖 の得意客 に 誘 わ れ、 30歳

の と き に ゴル フ を 始 め た 。 シ ョ ッ ト の壮快感の

と り こ に な り 、 毎晩須磨i毎岸 を 約 5 キロ走 り 込む

熱心、 さ で、 3 '4三後 に はハ ン デ イ 1 け た に。 1994

年 に は 関西( ア マ 選手権で 10位 に 入 っ た 。 と こ ろ
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間全国か ら 届 く 救援物資の配分 な ど に駆けず り は震災か ら 2 年後。 昨年 プ ロ テ ス ト に初 め て挑

回 っ た 。 9 月 に は 自 治会長 に な り 、 休 む fl1l は な 戦 し た が不合格 に 。 今回 (2000年 9 月 5 日 か ら

か っ た 。 震災後 2 年 間 は 、 神戸市 と 土地K画整 4 日 間 、 茨城 ・ セ ン ト ラ ル GC) も 「合格 な ど

理挙業の話 し合い を 続 け た 。 1996年か ら は長 田 と て も 」 と い う 軽い気持 ち が良か っ た の か 、 2

区の住民が 自 主的 に つ く っ た 「神戸 市民 ・ 諮 り オ ー バ ー で41位 タ イ 。予選敗退組 も 含め て2 ， 300

部キ ャ ラ パ ン 隊」 の 一員 と し て 、 全国各地 を 語 人の 中 か ら 合格者60人の仲 間 入 り を 果 た し 、 夢

り 歩い た 。 を か な え た 。 (校 2 ) 

と 、 再 び ク ラ ブ を 手 に し た の

2 . 復興住宅

( 4 分の 1 が独居高齢者〕

4 万8 ， 000戸 を 超 え た仮設住 宅 は2000年 3 月 末 ですべて姿 を 消 し 、 復興住 宅 に 約 4 万世

帯が入居 し た 。 そ こ で は 新た な コ ミ ュ ニ テ イ づ く り が進 ん で い る が、 県営、 神戸市営住宅

と も 独 り 暮 ら し の 高齢者世帯が多 く 、 課題は 山積 し て い る O

神戸市住宅局 に よ る と 、 震災後 に 建て た 約220 ヵ 所の 団地、 約 l 万6 ， 000戸 を 含む復興住

宅 (賃貸) 約 2 万3 ， 000戸 の 入居者は2000年10月 末現在で 4 万2 ， 837人。 う ち 高齢者は 1 万

3 ， 772人 に な る O 独 り 暮 ら し は6 ， 149人 と 入居世帯 の 27 % を 占 め 、 年代別 も 70歳代が2 ， 980

人 と 最 も 多 い 。 子宮 内 約 5 ， 500戸 の県営復興住 宅 で は 世帯 主 の 52 . 7 % が高 齢者 で 、 独 り 暮 ら

し も 34 . 9 % を 占 め る O

〔週 1 回訪問 し 、 安吾確認〕

玄関先か ら 、 ti'い江島美果 さ ん の ゆj る い声が聞 こ え て き た 。 神戸市灘 区 に あ る 復興住宅

rHAT 神 戸 灘 の浜 j の一室。 1 時 間j も 前か ら 時折、 玄 関 に 目 を や っ て い た A さ ん (77)

の顔が途端 に ほ こ ろ ん だ。 テ ー ブル の 前 に 座 る と 、 胸 に た ま っ た言葉 を 吐 き 出 す よ う に話

し始め た 。

A さ ん は 10年 前 に た を 亡 く し た 。 灘 区 の商f左衛で古本屋 を 営ん で、い た が、 震災で全壊。

98年 4 月 か ら 灘の 浜で暮 ら す よ う に な っ た 。 こ こ に 来 て 、 新 聞 の チ ラ シ の裏 に だれか と 話

すつ も り で独 り 九会 を 汗 き 留 め る よ う に な っ た 。 「早 く 夫の そ ば に 行 き た い 」 。 七 夕 の夜、 ボー

ルベ ン で こ う 走 り 書 き し た 。

生活援助員 (LSA) の 江島 さ ん は 「 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン ク、」 に 住 む お年寄 り の部屋 を 週 に

1 国訪 れ る O 安否 を 確認 し て 、 話 し柏手 に な り 、 簡単 な 家事 も 手伝 う の が仕事。 ì.難のj兵で

は孤独死 の お 年寄 り が 6 人い た O う ち 2 人 は 江島 さ んが担当 し て い た 。

お年寄 り の部屋 に は毎週同 じ 曜 日 に訪れ、 応答がな か っ た り 、 外 出 し た り し て い る と 、

会 え る ま で何度 も 足 を 運ぶ。 短い雑談の 中 か ら 、 で き る だ け 体調 の 変化 を 聞 き 出 す よ う に

心掛け て い る O 冬、 風邪 を 5 1 い た お年寄 り に は 、 入 院す る か特別養護老 人 ホ ー ム への 短期
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入所 を 勧 め る O 生活接助 員 がい な い夜 間 や休 日 に容体が急変 し で も 、 気づ く こ と がで き な

い か ら だ。 「独 り 暮 ら し の お 年寄 り は ち ょ っ と し た体の変化 で心細 く な る O 高齢化社会 に

向 け 、 私 た ち の仕事は こ れか ら 重要 に な っ て い く と 患 う 」 と 江島 さ ん は話す。

超高齢化社会 を 支 え る 生活援助員 の ほ か、 神戸市は 1997年 5 月 「高齢世帯支援員」 制 度

を 発足 さ せ た 。 仕事は 生活援助員 と ほ ぼ同 じ 。 2000年 5 月 現在 、 市全域で45人 の高齢世i帝

支援員 が2 ， 900世帯 を 担 当 。 灘 の iRで も 5 人が約210世帯 を 訪問 し て い る O

灘の浜五番館 で は2000年春か ら 、 住民 に よ る 「友愛訪問活動」 が始 ま っ た 。 胸 に友愛訪

問 と 書い た名札 を 付 け た 友性 ら が玄 関 先で あ い さ つ を 交 わ し 、 体調や 困 り 事 を 開 く O 会 え

た住民の名前 を 書 き 留 め 、 留守宅に は再度、 夕 方 に 足 を 運ぶ。 友愛訪問活動 は 1977年度か

ら あ っ た 制 度 で 、 市か ら 助成金 を 受 け た住民 グ ル ー プが近所の高齢者宅の安否 を 確認す る O

五番館で は全世帯 を 対 象 に し て お り 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ を 育 て よ う と す る 動 き が確 実 に 芽

生 え て い る o (注 3 ) 

狙わ れ る 高齢者

高齢者 に安 い 商 品 を 競 っ て 買 わせ、 最 後 に 高 同住宅で こ の ほ ど茸合箸 と 合 同 で 開 い た被害

額 な 布 同 や 健康器具 を 売 り つ け る 催眠商法の被 対策講座 で は 、 同 セ ン タ ー 職員 ら が住民に催眠

害が神戸 市 内 で 相 次 い で い る 。 1999年度、 市生 商法の被害事例 な ど を 説明 。 ま た丈章 と 漫画で

活情報セ ン タ ー に あ っ た 相 談 は 102件で 、 1998 手 口 な ど を 知 ら せ る 「 く ら し の かわ ら ばん」 を

年度の4� 件か ら 急増 。 復興住宅での悪 質 な 例 も 作 り 、 各戸 に 配 っ た。 (注 4 ) 

報告 さ れ た。

同 セ ン タ ー に よ る と 、 2000年 4 月 に も 9 件の

相 談が寄せ ら れた 。 5 月 に は 「部屋の 窓、 を ど ニ ー

ル シ ー ト で覆 い 、 お 年寄 り ら が集 ま っ て い る 」

な ど、 第三者か ら の情報が約20件あ っ た 。 例年

こ う し た通 報 は 月 数件 と い い 、 志賀蕗法の増 加

が懸念 さ れて い る 。

HAT 神戸 ・ 脇 の 浜で は 昨年 、 造 花 を 無料 で

配 っ て約15人 を 室 内 に集め 、 備長炭入 り の敷 き

布 団 を 15万 円 で売 る 被害があ っ た 。 r 4 万5 ， 000

| き し た」 な ど と 勧誘 し た と い う 。 同住宅

は ほ か に 、 羽毛布団販売 な ど計 5 件の被害が

っ た 。

3 . 県外居住被災者

〔全都道府県 に散 ら ばる 〕

{篠浪商法へ の 注意 を 呼 びか け る l有職 員 、 王ま合署員
三二 日AT 神戸 ・ 1あの 浜 (神戸新開社提供)

県 は 1995年 度 の 住民基本台帳 に よ る 人 口移動 を も と に 、 県外被災者は 1 万9 ， 600 世帯 ( 5 
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万5 ， 000人) と い う 推計 を 発表 し た 。 し か し震災の 年 に は住民票 を 元 の 住 所 に 残 し た ま ま

避難 し た 人 も 多 く 、 正確 な 実態 は把握で き て い な い 。 そ の後、 県外被災者 に 向 け て情報誌

「 ひ ょ う ご便 り 」 の発行 を 始 め た 。 1996年12月 の 第 1 号 の 送付先 は 1 万216世帯 を 数え た が、

他県 に 定住 し た り 県 内 に 戻 っ た 人が増 え 、 2000年 4 月 の 第25号の 送付数 は 2 ， 438世帯 に ま

で減っ た 。

居住地 は北海道か ら 沖縄 ま で の全都道府県 に散 ら ばっ て い る 。 一番多い の は大阪の 1 ， 058、

以下東京141 、 京都125、 岡 山 1 15、 奈 良107、 神奈川99、 広 高48、 香川41、 徳 島37世帯の順。

地区別 で は近畿1 ， 356、 関東361、 中 国217、 九ナ1'1 . 沖縄161、 東海154、 四 国 122、 北陸 ・ 信

越40、 北海道 ・ 東北27 世帯。

1999年11 月 か ら 12 月 に か け て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 匝体 「街づ く り 支援協会J (事務局 ・ 大阪市)

と 塩崎賢明神戸大教授 ら が実施 し た調査に よ る と 、 現在 も 震災前 と 違 う 市 町や県外 に 住 む

被災者の 50 % が 1 (元 の居住地 に ) 戻 り た い が戻 れ な い」 と 回答。 理 由 と し て は 「災害復

興公営住宅があ た ら な いJ (41 % ) 、 「経済的 な 問題で持 ち 家 を 再建で き な い J (15 % ) な ど

が 目 立 っ て い た 。

各 市の 調査で も 河 じ よ う な 結果が出 た 。 神 戸 市 は 2000年 2 月 、 市外、 県 外 に 住 む6 ， 300

世帯 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施、 う ち 3 ， 000世帯が囲答 を 寄せ た 。 生活実態で は67%

が 「震災前 に 比べ生活水準が低下 し て い る 」 と 回答。 理 由 と し て 「住宅費 の 増加J 1住宅

費以外の増加J 1収入の 減少」 な ど を 挙げ た 。 ま た 西宮市が震災後 に市外へ転居 し た 人 を

含 む被災者5 ， 000人 を 対 象 に 2000年 4 月 に行 っ た ア ン ケ ー ト 調査で は 、 自 宅全壊 ・ 全焼率

が82 % と い う 市外組の 6 割 以 上 が震災前 よ り 生活が低下 し た と 訴 え 、 そ の 割 合 は 市 内 に

残 っ た被災者の倍近 く に な っ た 。 5 割 を 超 え る 「西宮 に民 ら な い」 と し た 理由 と し て 、 住

宅や経済的 な 問題 を 挙げ た 。

( 1お か や ま 販神会」 活動休止〕

岡 山県 山 陽 町 の L11 陽団地で2000年 5 月 2 日 夜、 A さ ん (79) が遺体で見つ か っ た 。 県営

住宅 2 階の 4 畳半の部屋。 施錠 さ れて い な い ド ア に 5 日 分の新開が差 し込 ま れ て い た 。 住

ん で い た神戸市 中 央 区 の ア パ ー ト が大震災で被災 し 、 19 日 後、 山 陽団地 に や っ て き た 。 そ

れか ら 5 年 3 ヵ 月 O 内臓出血死 だ っ た 。

最 も 多 い 時 は 246世帯 の被災者が暮 ら し た 団地で初 め て の孤独死 だ っ た 。 被災地の仮設

住宅で は孤独死が社会問題 に な っ た が、 山 陽団地で は 違 っ て い た 。 団地の 「 お か や ま 阪神

会」 の元会長 (55) に は 「 わ し ら が活動 し と っ た か ら 、 こ こ で は孤独死 は 出 と ら ん」 と い

う 自 負 があ っ た。

毎月 の よ う に 茶話会 を 開 き 、 ピ ク ニ ッ ク に も 出 か け た 。 昨秋 に は 岡 山 県真備町の子 ど も

会の招 き で天然 ア ユの ご ち そ う に な り 、 町 の 産業 ま つ り を 見学 し た 。 毎年、 1 月 17 日 に は

寺の住職 を 招 き 、 必ず追悼式 を 催 し た 。 被災 し た お 年寄 り た ち が来 し め る よ う に と 努力 を
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重 ね て き た 。 そ の 阪神 会が 4 月 に 活動 を と り や め た 矢先 に A さ ん は亡 く な っ た 。

「余力 の あ る 人間 は み ん な神戸 に 帰 っ て し も う た 。 会 を ま と め る 人がだれ も お ら ん。 被

災者 自 身 が震災 を 風化 さ せ て い る んや」 と 元会長 は 言 う O 団地で暮 ら す被災者 は 約70世帯

に 減 り 、 そ の う ち 63世帯 は 山 陽町 に住民票 を 移 し て 岡 山県民 に な っ た 。

A さ ん の部屋の 階下 に住 む B さ ん (78) は 、 神戸市灘 区 の 自 宅が全壊。 震 災 の 翌 月 、 こ

の部屋 に 1 人で引 っ 越 し て き た 。 1997年、 閉 山市の病 院で心臓の 手術 を 受 け た 。 別 の 病 院

で不調 を 訴 え て も 相手 に さ れな か っ た の に 、 そ の 病 院で は す ぐ に 治療 し て く れ た 。 だか ら

岡 山 を 離れがた い 。 神 戸 に 帰 り た い気持 ち は今 も 強 い が、 向 山 に住み続け よ う と 考 え る こ

と も あ る O

B さ ん は 、 家具がほ と ん どな い部屋で、 亡 く な っ た A さ ん を ふ びん に 思 う 。 5 月 2 日 深

夜、 町役場の 若 い 職 員 が ト ラ ッ ク の荷台 に 遺体 を 載せ て 運 び去 っ た 。 涙 を 流 し な が ら 見送

り 、 手 を 合わ せ た 。 通夜 も 告別式 も な か っ た 。 (注 5 ) 

「カ ムバ ッ ク コ ー )VJ 600世帯に

震災で被災 し て 県 外 に 暮 ら し 、 「ふ る さ と に が た め ら わ れ る J I神戸 の声が懐か し い」 。 時 に

戻 り た い」 と 願 う 人 々 を 電話で励 ま す県 の 「 ひ ょ は た め 息交 じ り に 、 時 に は涙声で話 は 続 く 。 「震

う ご カ ム バ ッ ク コ ー ル & メ ー ルー事業」 が始 ま っ 災で亡 く な っ た 子 ど も 2 人 の 慕があ る 束凝区 に

て半年。 約600の登録世帯 に 対 す る 「電話訪問」 戻 り た い。 花作 り や大工仕事 を 生 か し 、 復興住

は 2 巡 目 に 入 り 、 湧話時 間 は 延べ 100時 間 を 超 宅 を 住み ょ く す る 7ド ラ ン テ イ ア を し た い」

え た 。 中市、 50代男 性) 、 「 身 障者 の娘 と 2 人暮 ら し 。

県 は 、 「依然戻 れ な い 入が多 い 。 俄 郊 の 事情 住 む月Frが決 ま ら な い こ と に は 、 仕事 を 探そ う に

を 確 か め た い 」 と 、 2000年 7 月 か ら 電話 に よ る も …J (鹿児島市、 50代女性) 。

ア プ ロ ー チ を 始 め た 。 県生活復興課の一角 で、 多 く が望 む市街地の公営住宅の倍率 は高 く 、

非常勤職員 (60) が電話 に 向 か う 。 被災経験 を 震災 6 年 を 経て 家族や仕事 な ど錨別 事情 も 複雑

持つ元民生委員 。 「被災者の た め に何 か し た い」 に な っ て い る 。 「せめ て孤立感 を 和 ら げる お 手

と の思 い を 温一め て い た と い う 。

， (移転先 で は ) 被災体験 を

4 . 定住外国人
〔行政、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 側酷か ら 支援〕

兵庫県 に は 、 伝統的 に つ な が り の深い神戸市 を 中 心 に 約 10万人の外国人が定住 し て い る 。

韓 国 ・ 朝鮮人、 中 国 人が全体の80 % 以上 を 占 め 、 近年で は ベ ト ナ ム 、 ラ オ ス 、 カ ン ボ ジ ア

な ど イ ン ド シ ナ 難民 ( ボ ー ト ピ ー プ ル ) の定住者が長 田 区周 辺 に集 ま っ た 。 灘 、 東灘区 な

ど東部で は 日 系 ブ ラ ジ ル 人 、 ベ ル 一 人 ら が入管法の改正 に よ っ て 日 本在留資格、 労働許可

が容易 に な り 、 自 立つ よ う に な っ た 。 韓 国 ・ 朝鮮 人 は 長 田 区 を 中 心 に し た ケ ミ カ ル シ ュ ー
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ズ産業 を 支 え 、 中 国人 は 中 華料理屈従事者が比較的多い。

大震災。 神戸市の海沿い に 固 ま っ て住 む傾向 の外国人の被害 は 甚大 だ っ た 。 (表 2 ) は

震災前 と 震災後 の 1 年 間 の 人 口 変化 を 比較 し た 数字であ る 。 減少率 は 、 本 国 に市民権 を 持

つ 人が多 い 米 国 の 8 . 8 % が ト ッ プ。 中 国 は2 . 4 % だが、 神戸市 だ け を み る と 、 359人が市外

に 移 っ て 3 . 8 % 減少 し 、 米国 に 次 い で 多 い 。 韓 国 ・ 朝 鮮 は 1 . 399人 ( 2 . 0 % ) 減っ た 。 全体

で は 1 ， 776入、 1 . 8 % の マ イ ナ ス O 逆 に 職 を 求 め て や っ て 来 た ブ ラ ジ ル 、 ベ ト ナ ム 、 フ ィ リ

ピ ン 人 に増 加傾向がみ ら れた 。

住 む家 を 失 い 、 産業が壊滅 し 、 失職 し た 人た ち に対 し て 国 、 地方 自 治体が側面か ら ケ ア O

そ し て ボ ラ ン テ イ ア も 救援 に 立 ち 上が り 、 「行政への 要求J r 自 立支援」 な ど各方面でサ ポ ー

ト し た 。 な お外国人救急医療費損失特別補助 (1995年度749万円 ) 、 被災外国 人支援活動補

助 (1996年度270万 円 ) が阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら 支出 さ れ た 。

(表 2 ) 兵庫県外国人登録国籍別人口変化

思u
朝 鮮

国
ジ ル

国

1 994年 6 月

70 ， 411 

1 3 ， 465 

3 ， 1 38 

ろ??L(}

〔 ケ ミ カ ル業界、 復興へ模索〕

単位 : 人

( % )  
(-2 .0%) 

-317 (-2 .4%) 

121  ( 3 . 9%)  

-200 (-8.8%) 

l01 ( 6 .2%) 

160 ( 1 1 . 8% )  

- 1 4  (- 1 . 3% )  

228 (-3 . 9%)  

震災、 震災後の 火災で壊滅 し た神戸市長 田 区 で の 民 団 (在 日 大韓民国民団) 総連 (在 日

本朝鮮人線、聯合会) の 果 た し た役割 は 大 き い 。 民団支部単位の 炊 き 出 し ゃ 、 総連系民族学

校 の 国籍 を 超 え た 支援、 ま た は行政への働 き か け は 、 地域住民 と し て 共生 し て き た歴史が

生 み 出 し た 「助 け合い の 象徴」 と し て 語 り 継がれて い る O

日 本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合 に よ る と 、 1992年度 の業界の シ ェ ア は全国 の約80 % 0 企

業1 ， 600社 で 1 ， 000億 円 の 生産額があ り 、 ] 万5 ， 000人の従業員 が働 い て い た 。 震災で は 企

業の約90% が全半壊 し 、 被害総額 は 3 ， 000億円 に 上 っ た 。 県 と 神戸 市 は 1998年 ま で に 約300

億円 の復興支援 を 行 い 、 震災復旧特別融資、 仮設 工場、 復興支援工場 な ど を つ く り 、 支援

し た 。 し か し 5 年以上 を 経 て 、 生産額 は震災前 に比べて よ う や く 60% 。 従業員 数 も 60 % 弱

で推移 し て い る O

在 日 コ リ ア ン 系 の 業者 は メ ー カ ー が700、 下 請 け が2 ， 500社 と い わ れ る が、 震災後 メ ー カ ー
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は427杜 に ま で 落 ち 込 ん だ。 約 1 部が廃業 に 迫 い込 ま れ、 3 割 は操業 し た く て も で き な い

状況。 す う 勢 と し て安い輸入 も のへの流れが加速 し 、 国 内受注が激減 し た 。

座 し て廃業 を 待 つ こ と よ り 、 コ ス ト を 削減 し て付加価値 を 高 め 、 販路 を 切 り 開 く 2 . 5

次産業への移行 を 試み る 在 日 メ ー カ ー 5 杜 に よ る 協 同組合化が注 目 を 集 め た 。 若者 に敬遠

さ れ る r 3 K 労働 プ ラ ス 臭い 」 の 脱皮 を め ざ し 設備の 近代化 に取 り 組ん で い る O こ の協 同

化が可能 に な っ た の は在 日 系商工会の存在。 制度融資の高度化資金の利用 に あ た っ て 、 事

業 プ ラ ン の編成、 行政文書の作成 か ら 市、 県 と の 窓 口交渉 ま ですべて無償の ボ ラ ン テ ィ ア

を 買 っ て 出 た 。 個 々 の企業が成 り 立 た な く な っ た 長 田 で、 企業、 行政、 商工会が一体 と な っ

て可能 に し た モ デル を提供 し た 。

さ ら に 「 く つ の ま ち ・ な がたJ 構想、で は 、 細 由 町 な ど を 中心 に 「つ く る ・ みせ る ・ う る J

と い う 一連の過程 を 統合す る シ ュ ー ズギ ャ ラ リ ー を コ ミ ュ ニ テ ィ 道路沿い に 整備す る こ と

を 提案 し 、 実現 さ せ た 。 「神戸 ア ジ ア 丈化交流 タ ウ ン 」 計画 で は 、 外国人多住地域の 夜 画

街路 を ア ジ ア ス ト リ ー ト と し て の 整備が進 め ら れた 。 住工商一体の 「再生 と 多 様性」 と い

う 資源 の有効活用 が底辺 に あ り 、 こ れ ら の構想、 に は在 日 系住民 と 企業者が深 く 関 わ っ て

い る o (設 7 ) 

〔ベ ト ナ ム 人救援セ ン タ ー 〕

震災前、 神Fゴ に は800人近 い ベ ト ナ ム 人が住 ん で、 い た 。 イ ン ド シ ナ 難民定住支援施設 3 カ

所の ひ と つ と し て姫路 に難民定住促進セ ン タ ー があ る 影響で、 そ の 出 身者 の 多 く が長 田 区

を 中心 に居住 し て い た 。

震災後の 1 月 31 日 、 長 出 区南駒栄公園 に避難 し て い る ベ ト ナ ム 人への支援活動 を 続 け て

い る 人 た ち の連絡会議が 「阪神大震 災 た か と り 救援基地J ( カ ト リ ッ ク 鷹取教会内 ) で 開

かれ、 こ こ を 「被災ベ ト ナ ム 人救援連絡会」 と す る こ と が決め ら れた 。

日 本語が分 か ら ず、 意志疎通 の 困難 さ も あ っ て 、 同公園で生活 し て い た ベ ト ナ ム 人 た ち

は 、 日 本人被災者 と 緊張関係 を 抱 え て い た 。 そ こ で市広報、 マ ス コ ミ 情報 な ど の 翻訳 を 一

元化 し 、 ニ ュ ー ス レ タ ー と し て 同公 開や学校避難所、 散在す る 被災者 な ど に 配 ら れた 。

震災後 の ベ ト ナ ム 人 ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 48世帯 中25% が就業、 25 % が休業、 50%

が失業 と い う 数字が出 た 。 な に よ り 言語の不 自 由 さ が障害 に な っ て い た 。 そ こ で生活資金、

就労 と い っ た 問題 に 対 し 、 カ ト リ ッ ク 教会、 日 本ベ ト ナ ム 友好協会、 ボ ラ ン テ ィ ア 学生 、

難民定住促進セ ン タ ー ス タ ッ フ ら が協力 し 合い な が ら 支 え た 。 F M放送発足 に 当 た っ て 、

ベ ト ナ ム 語放送 を 採 り 入 れ た 。

ま た 日 本語学習支援 を 積極的 に 進 め た 。 1997年 2 丹 、 神戸定住外国人支援 セ ン タ ー (KFC)

発足 と 同時 に ベ ト ナ ム 人がス タ ッ フ に迎 え ら れた 。 早速相談拠点 と し て利用 さ れ、 さ ま ざ

ま な 問題が持 ち 込 ま れ た 。 内 容 は 震災後の義按金 申 請 、 仮設住宅、 復興住宅入居 申 し込み

に 始 ま り 、 求職、 不 当 解雇 、 未払 い賃金、 民 間住宅入居時の差別 、 医療問題な ど多岐 に わ
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た っ て い た。

1996年 に 日 本ベ ト ナ ム 友好協会の協力 で始 ま っ た 「 テ ト (ベ ト ナ ム の 旧 正月 ) を 祝 う 会」

は 、 KFC が引 き 継い だが、 1998年 か ら は ベ ト ナ ム 人ス タ ッ プ が中 心 と な っ た 実行委員 会

が主催 し て い る O ま た KFC が始め た鷹 取 中 学校 グ ラ ウ ン ド で 行 う ベ ト ナ ム 青少年 た ち の

週 1 回 の サ ッ カ ー 活動 は 現在 も 続 け ら れて い る o (注 8 ) 

〔神戸 ・ 南京町〕

中 国人 の 被害 も 甚大 だ っ た 。 神戸華僑震災対策本部 に よ る と 、 華僑の家屋全半壊は787戸、

留 学生 ・ 就学生 の 自 宅、 下宿 の 全半壊 数 は 571戸。 痛 ま し い事故 も 目 立 ち 、 留 学生 ・ 就学

生お よ び家族の死者数 は 、 神戸大な ど21 人 を 数 え た 。 し か し í 3 つ の刃J 剃刀 (理髪) 鉄

(洋服) 包丁 ( 中華料理) があ れ ば ど こ で も 生 き て い け る 、 と 言 わ れ る 特性 は復興への足

取 り の早 さ で発揮 さ れた 。

神戸 ・ 南 京 町 は 120年前、 居留地跡 に 集 っ て き た 中 華料理屈 主 ら が作 り あ げた街。 1952

年 に南京町商屈街振興組合が結成 さ れ、 神戸観光の柱 に な り 、 市 の 支援 な どで道路拡幅、

公 開 づ く り な ど を 進 め て き た。

震災で は 6 脂が全壊、 そ の他多 く の屈が被害 を 被 っ た 。 早速 1 月 31 日 の 春節祭に は ぎ ょ

う ざ、 ラ ー メ ン 、 紹興酒 を ふ る ま い 、 被災者 に 町の 再建 を 印象づけ た 。 神 戸 華僑総会 も 呼

応 し て水 ぎ ょ う ざ3 ， 000個 を プ レ ゼ ン ト O 集 め た義援金 (47万3 ， 000丹 ) を 神戸 市 に贈 っ た。

市内小学校 3 ヵ 所で は炊 き 出 し を 実施。 2 月 に 入 り 、 「温か い 食べ物 を 」 と い う 人 々 の 要

望 に 応 え て屋台14台が南京町大通 り に並 び、 プ ロ パ ン ガス で商売 を 始め た 。 そ の 後都市 ガ

ス が田復 し 3 月 日 目 、 晴れて 「復興宣言J o

振興組合 (呉信就理事長、 理事16人) の下部組織の青年部 (40人) の動 き も め ざ ま し か っ

た 。 先の救援活動 を 率先 し た の も 彼 ら だが、 震災特例 (金利 の低減、 償還の措置期 間 の 延

長) な ど行 政への働 き か け を 強め た 。 町全体の復興計画 に つ い て は青年部が検討す る 案が

下地 に な っ た 。

神戸市経済局 は 、 北野界限、 居留地跡、 岡本界隈 と と も に南京町 を 観光の 目 玉 と し て 「景

観形成指定地区J に指定、 再開発 に 取 り 組 ん だ。 東西320m 、 南北160m の 道路 を 拡幅 し 、

北 に 獅子頭 を 配 し 、 東 の 長 安 門 、 西の楼門 を ポ イ ン ト に す る O 電柱 を 無 く し 、 8 つ の細部

路 も 含め て すべ て か わ ら 舗装 を 施 し 、 中華街 ら し い雰囲気 を 醸 し 出 す と い う 計画。 通 り は

中 華料理22屈 を 中心 に86庖 に な り 、 震災前 よ り 6 Th増 え て賑 わ い を 取 り 戻 し た 。

出 身 は 台湾 に 次 い で広東、 福建が多 い が、 組合 に加盟す る 86人の う ち40人が 日 本人 で あ

る O 不況、 ダ ブル ロ ー ン は深刻。 し か し 、 こ こ の動 き に は 同郷 よ り 同胞 と い う 意識があ り 、

サ ポ ー ト す る 華僑経済ネ ッ ト ワ ー ク の 強 聞 な 存在があ る 。 パ ワ ー に は 、 揺れ ミ 同抱の 「連帯」

と 、 明治以降、 神戸の異郷 に 溶 け込 も う と し た 「同イし が背景 に あ る o 引
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〔国籍、 韓醤超 え共生〕

ベ ト ナ ム か ら や っ て き た信者た ち が1992年 に 寄付 し た キ リ ス ト 像がカ ト リ ッ ク 鷹取教会

の 庭 に あ る 。 日 本語、 韓菌 ・ 朝鮮語、 ベ ト ナ ム 語で 「互い に 愛 し 合い な さ い」 と 書かれた

文字 を 刻 ん だ台臨 の 上 に立つ。 長 田 の大火の焼失エ リ ア の ほ ぼ西 の 端 に あ る こ と か ら 、 「延

焼 を 食い 止 め た 奇 跡の像」 と 言 わ れ た 。 約2 ， 000m2 の 敷地 は被災者の救援基地 に な り 、 ボ

ラ ン テ イ ア が集 ま っ た 。 連帯 を 深 め 、 震災があ ぶ り 出 し た 地域の課題 に 目 を 向 け る う ち に

定住外国人問題や ま ち づ く り を 中心 と し た多 彩 な 活動 の 拠点 に 育 っ た 。 赴任 し て 10年 に な

る 神 田裕神父が、 す そ 野 を 大 き く 広 げた 運動 の ま と め役 だ。

避難所が解消、 仮設住宅 は 消 え 、 救援活動 は 一段落 し た。 そ し て2000年春 、 教会の敷地

に 集 う 9 毘体が中心 に な り 、 NPO 法人 IKOBE 外国人支援 ネ ッ ト ワ ー ク J (MISDON) が

結成 さ れた 。 長 田 氏 は約30 ヵ 国 の 人が暮 ら す多 国籍 の街だが、 行政の ケ ア は外 国 人 に は や

や 薄 い 。 「年齢、 国籍、 障害な どで疎外 さ れ な い 人づ く り 、 ま ち づ く り を 支援す る 」 。 支援

ネ ッ ト ワ ー ク は こ ん な モ ッ ト ー を 持� tj'た 。

地域放送局 I F M わ い わ い J (77 . 8MZ) が教会 の 敷地 内 に あ る O 震災か ら 10 日 余 り の 1

月 30 日 に 日 本語 と 韓国 ・ 輯鮮語で放送 を 始 め た 。 今 は 中 国 (大陸、 台湾、 香港) ベ ト ナ ム

な ど を 加 え 、 8 言語で放送 し て い る O 放送ス タ ッ プ は ボ ラ ン テ イ ア を 中 心 に 約150人。 放

送時 間 は午前 8 時か ら 午後11時で、 土曜 日 は夜12時 を 超す。 内容は音楽、 語学講座、 行政

の告知板、 コ ミ ュ ニ テ ィ の話題、 天気情報 な どバ ラ エ テ ィ に富 ん で い る o C M は 近 く の病

院、 タ ク シ ー 会社、 食料品癌、 行政な とミ に頼 っ て い る O

総括責任者 (GM) の全美玉 さ ん は 、 中 央区 の 自 宅が被災。 長 田 区 の 実家 に 駆 け つ け る

と 、 被害は な く 両親は無事だ っ た 。 毘辺の惨状 に驚 き 、 炊 き 出 し を 始 め た 。 自 治体が流す

情報は B 本語 だ け 。 「必要 な ん や 」 と 痛感 し て 放送局 の 立 ち 上 げ に 奔走 し た 。 深刻 な 資金

不足でス ポ ン サ ー 探 し に 懸命の全 さ ん は そ れで も 、 「震災で失 っ た も の は 多 い 。 で も 、 私

た ち の 中 に潜 っ て い た 共生 を 願 う パ ワ ー が膨 ら み 、 結集で き た」 と 思 っ て い る 。 (注10)

/ぺ
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台湾、 神戸の懸け構に

台湾大震災 ( 1999年 9 月 21 日 ) か ら 1 年。 阪 の 時 、 「茶葉 を 輸入 し て 少 し で も 故郷 を 助 け た い 。

神大震災で 自 ら も 被災 し た 台 湾 出 身 の富野翠 さ そ し て 、 神 戸 の 人 に お い し い故郷の茶 を 知 っ て

ん (48) が 2 つ の被災池の 再生 を 騒 い 、 神 戸ハ ー も ら い た い」 と 思い立 ち 、 と も に復興 に 向 け て

パー ラ ン ド ・ モ ザ イ ク に 中 国茶 専 門 の 庖 を オ 一 歩 も う と す る 台湾 と 神戸 の懸 け橋 に な ろ う と 関

プ ン さ せ た 。 名 前 は 「 中 国茶塞館 ・ ブ オ ルモ サ 」 。 業 し た 。

ポ ル ト ガル詣で 「美 し い 烏」 と い う 意味。 宮野 さ ん は 2 年前、 夫 に 先 立 た れ た 。 日 本 に

開 応 の き っ か け は 台湾大震災。 そ の直後、 合 留 学 中 知 り 合い 、 学生時代 に 結 婚 し た 。 20年以

湾 に帰 っ た主吉野 さ ん は 出 身池 で あ る 台 中 市 だ け 上連れ添 い 、 大震災 も 手 を 携 え て 来 り 切 っ た二た

で は な く 、 父親の 出 身地 で あ る 南投県竹山 な ど を 失 い 、 悲嘆に く れた 。 立 ち 直 っ た今は 「地震

を 見て 回 っ た。 農家が苦労 し て 育 て た茶畑は壌 は 人生: を 前向 き に生 き る た め の教訓i。 頑張 り ま

滅状態で 、 無残 な 故郷 の 姿 に が く 然 と し た 。 そ す 1 0 !ìt 1 l)  

5 . コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス

〔移送サ ー ビス 事業〕

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス (以下 CB) は 、 1980年代 英 国 で 失業者の 受 け皿 と イ ン ナ ー シ
テ ィ 対策 を 兼ね て始 ま っ た 手法。 保育 、 ホ ー ム ヘル プ、 住宅管開、 国芸、 リ サ イ ク ル シ ョ ッ

プ、 福祉パ ス の運行な ど さ ま ざ ま な取 り 組みがあ る 。 県 で は 産業譲興や コ ミ ュ ニ テ ィ の再

生、 雇 用 対策 の 面 か ら CB に 注 目 し 、 ピ ジ ネ ス の ノ ウ ハ ウ 、 CB の理念 を 'γ ん で も ら う た

め の カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で支援。 1999年 7 月 、 公 開 審査会 を 1J:い 、 57間体か ら 川、lli本 を 選

ん だ。

「兵庫県移送サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク 」 事務局長 の 西村貢 さ ん は5) は 、 明 石市大久保町

の 障害者施設 「江井 ケ 島作業所j の事務所 に 間借 り し 、 移送サ ー ピ ス を 手広 く 営業 し て い

る 。 寄付 と 助成金で購入 し た ミ ニ パス 2 台 は 車 イ ス が乗降で き る リ フ ト カ ー 。 運転 は 2 人

があ た り 、 朝 9 時 か ら 営業 開始。 患者 を 運ぶ病院への往復が多 いが、 時 に研修、 日 帰 り 観

光旅行 な ど の 需要 も あ る O 込 ん で い る と き は 西村 さ ん が運転 を 買 っ て 出 る O

震災当 時、 西村 さ ん は 京都 に い た 。 友 人 た ち の こ と が気 に な り 、 レ ス ト ラ ン 鹿長の 職 を

投 げ う っ て 西宮 市へ移 り 住 ん だ。 避難所 に寝泊 ま り し 、 間辺の被災者支援 に 駆 け ず り 回 っ

て い く う ち に 、 ボ ラ ン テ ィ ア の リ ー ダ ー に 。 自 動車で病人や老人 を 病院へ送迎す る 行動力

が買 わ れ 、 日 本財 団 か ら ミ ニ パ ス の寄贈 を 受 け た 。 1999年 4 月 、 福祉 ビ ジ ネ ス と し て 移送

サ ー ビス の確立 を め ざす COOP と も し び財 団 、 障害者 自 立 セ ン タ ー 、 西宮、 加古川 グ ル ー

プな ど 5 つ の 団体が集 ま っ て 「移送サ ー ビス ネ ッ ト ワ ー ク J を 結成、 西村 さ んが事務局長

に納 ま っ た 。

県が選 ん だ CB 8 団 体 は 、 いずれ も 震災後の不況 を も ろ に被 っ て 経営状態 は決 し て順調

と は い い が た い 。 西村 さ ん も 助成 を 受 け た後、 難病 に 見 舞 わ れ て 入院生活 を 送 っ た 。 営業
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活動がで き な い も どか し さ があ っ た が、 あ く ま で福祉 と ビ ジ ネ ス の 両立 を め ざ し 、 筋 の 通 っ

た経営 を 貫い て い る O

ま ず車 イ ス を 利用 す る 難病者 を 第一義 と し 、 次 に病院通い に難渋す る 患者 の 移送 に 当 た

る O い ま 、 大久保 の 総合病院の 人工透析患者会25人 の要請で実施す る ド ア ツ ー ド ア の送迎

が中心 に な っ て い る 。 同 じ 会 の 元気 な 患者 2 人が運転 に あ た り 、 1 日 お き の ロ ー テ ー シ ョ

ン を 組 ん で、 い る O 人工透析は 1 人 4 � 5 時 間 も かか る た め 、 朝 9 時 に 出勤 し 夕 方 5 時 ご ろ

ま で フ ル運転 と い う O 患者各人の送迎代が主 な 収入。 2 人 は 月 収 と し て受 け取 っ て お り 、

こ こ に も 障害者雇用 と い う 福祉効果 を 上 げて い る 。 そ し て ガ ソ リ ン 代 な ど全経費 を 差 し 引

い た残 り が収益 に な る 。

移送サ ー ピ ス カ ー に乗 る 西村貢 さ ん = 明石
市大久保向江井島

経費 の節減 も 徹底 し て い る O 事務所 を 借 り る 際、 作業所の代表 と 話 し 合 い 、 i嘩害者 の 送

迎引 き 受 け を 条件 に 、 家賃 を ゼ ロ に し て も ら っ た 。 作業所 で は 、 ボ、 ラ ン テ イ ア の た こ 焼 き

の犀台があ り 、 働 く 知 的障害者 と の 関係 も 、 コ ミ ュ ニ テ イ に溶け込んです こ ぶ る い し ミ 。 明

る い会話が絶 え な い 。

助成が無 く な る 今後、 すべ て は 営業 開拓 に かか っ て い る O 西村 さ ん は 言 う O 「 こ の 商 売

は 口 コ ミ が大事です。 快い送迎 と 感 じ て も ら え る な ら 広 く 伝わ っ て い き ま す よ 。 他の病院

か ら の い ろ ん な 問 い合わせ も あ り ま す し 、 そ の う ち 車 も 増 や し た い 。 ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス が
ま だ ま だあ り 、 有望です。 一生や る 仕事 と は思 っ て い ま せん で し た が、 難病か ら 生還で き

た の は神 の啓示です。 い つ か 海 に近 く 、 環境の す ば ら し い こ こ に 移 り 住 ん で 、 助 け合 っ て

き て い け る 障害者村 み た い な も の を 立 ち 上 げる の が夢で、すJo
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“灯 り " を と も す会

1 月 17 日 、 被災地や全国各地で犠牧者 を 弔 う 「犠牲者の霊 を 慰め 、 神 戸 に 希望 を と も そ う J

ろ う そ く が と も さ れた 。 中 島正義 さ ん (63) は と 97年、 仮設住宅の仲 間 に呼 び か け た 。 98年 1

震災 を 語 り 継 ぐ象徴 に な っ た こ の追悼行事の神 月 17 日 、 中 央 豆 の 旧 若妻小で、 失 わ れた命 と |可

戸 で の 開 催 を ßlびか け 、 支 え て き た。 じ 約6 ， 400本 の ろ う そ く を と も し た 。 翌年か ら

オ ー ダ ー 専 門 の紳二日民宿 の40年の経験があ り 、 は ボ ラ ン テ ィ ア 団体 も 賛 同 。 中 島 さ ん は I 1 ・

洋服応 の協 同 組合や仕\[て技術者団体の役員 を 17KOB芯 に “幻A り " を と も す会 仕上話 人代表」 に

歴任 し た 。 95年、 中央尽の 自 宅兼応舗 を 地震 が 就任。 毘催地l立法が り 、 被災地約60 ヵ 所の ほ か、

襲 っ た 。 全壊 だ、 っ た 。 近 く のm立春 H 野小 に 避 全国約20 ヵ 所で催 さ れ る ま で に な っ た 。 1999年

難。 食料の配給 を め ぐ っ て ト ラ ブルが相次いだ。 に は 中 島 さ ん を 代 表 と す る 「灯 り を 事業J (竹

教室 ご と の 自 治づ く り に奔走。 物資の搬入、 ト 炭の製造、 販売) が CB 事業 に 選 ばれた。

イ レ清掃、 避難者名 簿づ く り に 精 を 出 し た 。 9 保護司 の 活動 も 97年 に 始 め た 。 「洋服の仕立

月 に 中央灰 の仮設住 宅 に 移 り 、 県内仮設住宅の で し か知 ら な い井 の 中 の か わずか ら 脱皮で き ま

住民組織代 表 に選ばれ、 さ ま ざ ま な こ と で行政 し た。 60 を 過 ぎ て も 人は成長す る も ん で す ね」

側 と キ斤後I し た 。 「 眠 る 時間 も あ ま り な か っ た け ど、 と 中 島 さ ん。 (注12)

使命感が体 を 支 え たJ と 言 う 。

6 . 被災地ア ン ケ ー ト 調盈

〔被災者の 6 割が収入減〕

神戸市須磨区千歳地 区 と 東灘区深江地区 は震災で壊滅的 な被古 を 受 け た O 千歳地区 は ケ

ミ カ ル シ ュ ー ズ関連の 町工場、 民家が密集 し 、 9 :�討の世帯が全焼 ま た は全壊 し た 。 深江地

区 は 4 割以上が全半壊 し 、 259人が亡 く な っ た 。 激甚被災地 の 厳 し い 生活再建 に つ い て 、

神戸新 聞 社 は 震災後か ら 毎年 「追跡500世帯 ア ン ケ ー ト 調査」 を 続 け て き た 。 仕事、 収入、

住居 な ど、 暮 ら し と 心 を 立 て 査 す の に 6 年 は 十分な 時 間 で あ っ た か ど う か。 調査の結果、

住 ま い や 庖 舗 は 再建 さ れ、 順調 に復興 し て い る よ う に見 え て も 、 内 情 は 全体の約 8 割が預

貯金 を 取 り 崩 し 、 6 割以 i二が収入減 に あ え い で い た 。

調査は 2000 i'f. 1 1 月 に 実施。 両 地 区 そ れぞれ250世帯 ( ま ち を 離 れ て い る 世帯 を 含 む ) に

ア ン ケ ー ト を 郵送 し た 。 回i又率40 . 4 % 。

全体で は 震災時 に持 ち 家 だ、 っ た 人の約 4 分の 3 が 「 も と の場所や 同 じ 地域内 に住 ま い を

再建 し たJ ま た は 「再建の め どがあ る 」 と 回答。 比較的順調 に 家 が建 っ た 深江地 区 に よじべ、

土地区画整理事業 の網がか か っ た千歳地区で は 、 そ の割合が28ポ イ ン ト も 低か っ た 。 再建

で き た 人 に も 「蓄 え が無 く な っ たJ r ロ ー ン の負担が大 き し り な ど、 金銭面 の負担が重い

世帯が多 い 。

仕事 に つ い て は 、 自 営業で本格的 に 再 開 で き た 人が約半数だが、 そ の 8 割 が収入減 と な っ

て い る O 売 り 上 げが伸 び悩 み 「い っ た ん再開 し た が、 そ の後 に 休 ・ 廃業」 と い う ケ ー ス も

約 7 % あ っ た 。 ま た会社勤め の 人 も 「震災前 と 同 じ 勤め先J の 人 は半数強。 2 割の 「震災
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し た 人か ら は 「退職金 を つ ぎ込んで住 ま い を 再建 し た の で、 老後が心配」

と い う 嘆 き が寄せ ら れ た 。

被災地全体の復興 に 関 し て は 「取 り 残 さ れて い る 部分が少 な く な い」 と 感 じ る 人が45 . 5%

と も っ と も 多 く 、 '}頓調 に 進 ん で い る 」 ま た は 「復興完 了」

後 に 定年退職」

と し た 人 は 合 わ せ て 28 . 0% に

と ど ま っ た 。

〔厳 し さ 増す生活〕

設問 の う ち 「仕事 ・ 収入」 に つ い て詳細 を み る O 長ヲ | く 不況や震災護興事業の 遅れ、

ら に本人や家族の高齢化 な どが複合的 に 重 な り 、 被災者の生活 は年 々 厳 し さ を 増 し て い る 。

世帯の収入 の 変化 で は 、 全体の 6 割以上が 「震災前 よ り 減 っ た」 と 答 え 、 「半分近 く に減 っ

たJ (21 . 8 % )  ，半分以下 に な っ たJ ( 19 . 3% ) な ど深刻 な 状況が 目 立つ 。 須磨 ・ 千歳地 区

で は 「半分以下J の 世帯が27 . 8% に の ぼっ た 。 収入が 「増 え た」 と し た世帯 は 、 全体の わ

さ

も 19 . 3% に と ど ま っ た 。ずか5 . 1 % 、 「変わ ら な い」

( 図 2 ) 預貯金の取 り 崩 し理由
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頭貯金 も 「減っ たJ 人が86 . 4 % と 大多 数 を 占 め た 。 取 り 崩 し の理由 (複数回答) は 「住

宅再建J (36 . 1  % ) や 「新規購入J (18 . 9 % ) な ど住 ま い 関係 の 出 費 の 一方 で 、 「生活費 の

補 て んJ (48 . 5 % ) や 「医療費 の増大J (14 . 2% ) も 多 く 、 収入が減 っ た分、 預貯金で な ん

と かつ な い で い る 現状が う かがえ る O

仕事で は 、 震災当 時 に 会社 な ど に勤 め て い た 人の う ち 、 「 同 じ 勤 め 先 で働 い て い る 」 人

は半分強 の56 . 6 % に と ど ま っ た 。 「震災産後か ら 失業状態が続い て い る J (5 . 1 % ) や 「い っ

た ん別 の 仕事 に つ い た も の の再失業 し たJ (4 . 0% ) に 加 え 、 「定年退職J (22 . 2 % ) が失業
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率 を � I き 上げて い る O ま た 、 同 じ勤務先で働 く 人か ら も 、 残 っ た課題 (複数回答) と し て

「給料が ドがっ たJ (38 . 6 % ) 、 「労働強化 に な っ たJ (10 . 5 % ) な どの 声 が寄せ ら れた 。 一

方、 自 営業 の 人 は 「本格的 に再開J が51 . 9 % 、 「仮設で営業」 が17 . 2% で 、 「新 し い 勤 め や

商売 を 継続 可l J の人が5 . 1 % と い う 状況。 景気低迷 を 反映 し 、 再開 し た 人で も 6 割以 ヒが 「売

り 上 げが伸 びな いJ 1情金 の 返済が苦 し い 」 と 訴 え て い る O 収入面 で は 、 全壊届舗の70 . 0 % 、

全焼宿舗で は 92 . 9 % が 「一平分近 く に 減 っ たJ ま た は 「半分以下 に な っ た」 と 答 え た 。

ま た 、 「震災後 に 休 ・ 廃業J (15 . 5 % ) に 加 え 、 不況の あ お り で 「い っ た ん再開 し た が、

そ の後 に休 ・ 廃業」 と い う 人 も 6 . 9% お り 、 被災地 で再建 に取 り 組む 自 営業者の厳 し さ を

浮 き 彫 り に し て い る o (注13)

( 1失業中一J 1 0 . 5 % )  

読売新聞社が震災 1 年 目 か ら 続 け て い る 被災者1 ， 000人 に よ る 「実態調査」 の2000年12

月 の調査で も 同 じ よ う な結果が出 て い る O

復興の現状は 「 ほ ほ復興J 1 8 割程震」 の復興派が48 . 6% で 、 1997年 の 調査以来の 半 数

割れ。 今後の復興への期待感 に つ い て も ず っ と 、 「震災前以上 に」 と 「震災前 の状態 に」

を 合 わせ る と 70 % を 超 え て き た の が、 今 回 は 52 . 3% と 厳 し い認識 を みせ た 。 仕事で は 、 休

業 ・ 休職 中 は2 . 9% と こ れ ま で と 間程度 だが、 失業 中 は 10 . 5 % で、 前 回 の 2 倍以上 に な っ た 。

暮 ら し 向 き も 52 . 4 % が 「苦 し く な っ たJ と 回答 し て い る O

し か し 、 住 ま い に つ い て は 、 前 回 25 . 5% だ っ た 「再建で き て い な い」 が今回 は5 . 8% と

大幅 に低下。 さ ら に67 . 4 % が 「今の住宅 に住み続け た い 」 と し 、 住み心地 も 「良 く な っ た」

の40 . 6 % が最 も 多 く 、 生活は厳 し い な が ら も 、 ょ う や く で き た 「我が家」 を ベ ー ス に前向

き に生 き て い く 姿勢が見 ら れた 。 (注14)

〔 人 口 推移〕

住宅再建 な ど に伴 い 、 被災地全体の 人 口 は順調 に 回復、 震災直前当 時 ま で あ と 一歩 と 追 っ

た が、 地域間 に は格差が広 が っ て い る O

2000年10月 に行 わ れた 国勢調査の速報値で、 被災10市10 町 の 人 口 は356万9 ， 589人 と 、 1995

年10月 の 前 回 調査時 よ り 12万7 ， 279人増加 し た 。 し か し 震災直前の 同年 1 月 の推計人LJ358

万9 ， 126 人 と 比べ る と 、 1 万9 ， 537人少 な く 、 回復度 は 99 . 5 % 。 地域別 で は 、 阪神が尼崎、

芦屋 2 市 を 除 く 両宮 市 ( l 万4 ， 028人増) な ど 4 市で増 え 、 3 ， 323人 k回 っ た 。 明石、 三木

市 の 東播 も 増 え た 。

一方、 神戸市 の 人 口 は 149万3 ， 595人 に ま で 回復 し 、 前 回 国勢調査 よ り 6 万9 ， 803人増 え た 。

し か し 、 ピ ー ク だ っ た震災直前 の推計人 口 152万365人 と の 比較で は 、 な お 2 万6 ， 770 人の

マ イ ナ ス O 淡路 は 前 回 か ら さ ら に3 ， 625人の減少 と な っ た 。

神戸市 の 人 口 を 区別 に み る と 、 東灘は 19万1 ， 304人 で 、 震災直前推計人 口 に比ベマ イ ナ

第 」←亭一 @ 生活 147 



ス 412人、 回 復率99 . 8% と な り 、 灘、 中 央 も 90 % 台後半 の 回復率 を みせ た 。 こ れ に対 し 、

同 じ 中心部で も 西部 3 区 の戻 り 状況 は鈍 く 、 長 田 は 2 万4 ， 5 1 1人少 な い10万5 ， 467人で、 全

市最低の81 . 1 % の 回復率。 兵庫 は 90 . 8% 。 須磨 は 前 回 国勢調査か ら も 減 り 、 東 高 西低の傾

向 を 示 し た 。 垂水、 北 は 仮設住宅解消 な どで前回 国勢調査か ら 減少。 垂水は震jL夜前 を 下

回 っ た 。 西 は住宅開発な どで増 え た 。

〔企業倒産増 え る )

神戸市内 の 企業倒 産件数 は パ フソレ崩壊後急増 。 1994年 は 330件 に の ぼ っ た が、 1995年 は

被災企業への 制震融資の拡充 と 、 震災復 旧 に か ら む建設特 需 の 影響で、 174件 と ほ ぼ半減

し た。 し か し 、 復興需要が 一巡 し た 1996年半 ばか ら 再び増加 に転 じ 、 1998年 は 過去最多の

336件。 長ヲ | く 不 況 を 背景 に 、 多 額 の 不 良債権 を 抱 え る バ ブル後遺症や金融機関 の貸 し 渋

り も 要 因 と な っ た 。 県信用保証協 会の特別保証効果で1999 年 は 237件 に 減 っ た も の の 、 そ

の効果 も 薄 ま っ た 2000年は265件 と 増加傾向 に 転 じ た 。

通産省の 商業統計調査 に よ る と 、 県 内 の小売商席数の 4 分の 1 を 占 め る 神戸 市 内 で は 、

1994年 に 9 ， 176庖 を 数 え た従業者 2 人以下 の小規模脂が、 1997年 に 約 2 割減 と 大 き く 落 ち

込んだ。 j;)、前か ら 減少傾向 に あ っ た零細商屈 に震災が追い打 ち を か け た格好で 、 1999年 も

減少。 1994年比で74 % の;J�-準 に と ど ま っ て い る O 一方、 県 の 観光客動態調査 に よ る と 、 神

戸 を 訪 れ た 観光客 は 、 震災前の 1994年度で2 ， 160万人。 過去最多 の 1993年度 に 比べ590万人

減少 し た 。 1995年度 は 1 ， 228万 人 に ま で 落 ち 込 ん だが、 観光施設の 復 旧 が進 ん だ1996年度

は ピ ー ク の約 8 割 ま で持 ち 直 し 、 そ の後 は増加傾向。 被災地10市10可でみ て も 同様で、 明

石海峡大橋が開 通 し た 1998年度 に は8 ， 378万人 と 過去最高 を 記録 し た 。 (注15)

(i主 1 ) r協働の ま ち づ く り す ま いづ く り 」 神戸市都市計画局編
(注 2 ) 朝 日 新潤夕刊 2000i:ド ヲ 月 18 日
(注 3 ) 戟 B 新開 2000年 7 月 29 tI 
(注 4 ) 神戸新聞 2000年 6 月 23 tI 
(注 5 ) 朝 日 新開 2000年 5 月 25 tI 
(注 6 ) 読売新開 2001年 1 月 3 1 日

(注 7 ) f 生活再建 と ネ ッ ト ワ ー ク 」 東京大教養学部相関社会科学研究室編

(注 8 ) r-在神戸外国人住民の生活再建への歩み」 金賞育 (者1\市政策第102号)

(注 9 ) r絞神大震災 と 筆僑」 安井三官ほか (神戸商大 - 神戸大共同調交報告苦手)
(注10) 日 経新聞 2000年 7 月 14 日

(注ll ) 産経新開 2000年 8 月 23 日
(注12) 朝 日 新聞 2∞1年 4 月 14 日

(i主13) 神戸新潤 2001ir二 1 月 8 日
(注14) 読売新聞 2001年 l 月 17 B 
(注15) 神戸新聞 2001年 1 月 1 6 日
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Ii三節 「生活再建」 巡 る 法の動 き

大震災 に よ る 借地 ・ 措家権、 欠陥建築、 マ ン シ ョ ン 建 て替 え 、 火災保険 な ど を 巡 り 、 さ

ま ざ ま な 紛争が発生 し た 。 最終的 に法廷 に持 ち 込 ま れ る ケ ー ス が予想、 を は る か に 超 え 、 既

存の制度 に 適合 し な い ケ ス が続 出 し た 。 ま ち と 生活の復興へ。 国 、 地 方 自 治体、 そ し て

被災者 は ど う 対処 し て い っ た か、 を ふ り 返 る 。 法が整備 さ れ、 そ の後 国 が初 め て個 人補償

に 踏み 込ん だ と さ れ る 「被災者生活再建支援法」 が成立。 続い て 「被災者住宅再建」 への

公的支援 の 動 き が全国規模で、広がっ て い る O 震災以後 の 、 被災者 も 参加 し た 一連の運動の

成果 と い え る O

1 . 法曹機関の対応

〔神戸弁護士会〕

神戸地方裁判所は震災後、 庁舎 1 階の交通裁判所待合室 を 避難場所 と し て被災者 に 提供

し た 。 事件処理 に つ い て は 、 民事、 刑事 と も 期 日 を 延期 。 通常 の 閉廷 を 予定 し て い た 2 月

6 日 以 降 、 2 週 間 に 開廷で き た件数 は 、 当 初 の予定の約 4 部 だ、 っ た 。

民事調停 を 処理す る 態勢 と し て 、 神戸簡裁に調停係 を 2 係、 西宮簡裁 に I 係 を 新設。 裁

判官 ・ 書記官 ・ 事務官の増員 は 、 神戸地裁以外か ら の応援 を 得て 行 わ れ た 。 調停委員 は 管

内 全体で411 人 か ら 618人 に 大幅増員 。 大板地裁、 家裁の調停委員 な どの応援でや り く り し

た 。 神戸家裁 も 7 つ の 調停室が使用停止 と な り 、 事件処理の全期 日 を 変更 し た 。

こ う し た混乱 も 、 持 と と も に収拾 し て い っ た が、 約 1 ヵ 月 後 「懐 ( り ) 災都市借地借家

臨 時処理法J (略 ・ 臨 時処理法) が被災10市1 1 町 に 適用 さ れた 。 そ こ で、 隣接建物 の倒壊、

欠陥建築 の賃貸マ ン シ ョ ン の倒壊、 手抜 き 建築工事 に よ る 建物 の倒壊 と い っ た 争 い が噴

出 し 、 い ま だ に 解決 を 見 な い事例 も あ る O 神戸弁護士会は膨大 な 事件 を 抱 え 、 ど う 対処 し

た か 。

当 初 、 被災者の弁護士会館への受け入れに忙殺 さ れ た 。 利用 し た市民 は 、 6 月 10 日 ま で

に 最大で600 人 に 達 し た 。 会員 の 安否 を 確認 し た 上 で 、 ①神戸地裁 な どへ法定期 間 、 控訴

期 間 に つ い て の 申 し 入 れ ②法律相談所設立 ( 1 月 23 日 ) ③災害対策本部の設置 ( 1 月

25 日 ) ④電話 に よ る 法律相談 開 始 ( 1 月 初 日 ) ⑤面談 に よ る 法律桔 談 開 始 ( 2 月 1 日 )

⑥市内各地で法律相談 ( 2 月 ま で11 ヵ 所) ー を ばた ばた と 決め た 。

1 月 25 日 、 「神戸 弁護士会災害対策本部」 を 設量。 4 月 か ら 「大震災復興対策本部」 に

改組 し 、 そ の 中 に 「法制茂専 門 部会j と 「復興 ま ち づ く り 専 門 部会」 を 設 け た 。 前者 に は

4 つ の 委員 会があ り 、 第 1 小委員 会 は 、 臨 持処理法関係、 第 2 小委員 会 は 建物区分所有法

関係、 第 3 小委員会 は紛争処理制度関係、 第 4 小委員 会 は倒 産 関係。

各委員 会 の 活動状況 を み る と o 第 l 小委員 会 は 、 臨 時処理法 自 身が小規模 な 1 戸建て
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建物 を 前提 と し た 法律で、 大説模、 高層化 の 擢 災 に 適用 す る に は無理があ る こ と 、 優先的

措地権 と い っ て も 、 借地権設定の と き の物価や地代 に つ い て は 自 紙 で あ る こ と な どが指摘

さ れた 。 第 2 小委員 会 で は 、 被災地で多発 し た分譲マ ン シ ョ ン の損壊 に つ い て 、 そ の修理

や 建 て 替 え 等 の 法 的手続 き が検討 さ れ た 。

第 3 小委員 会で は 、 紛争処理 シ ス テ ム の あ り 方 を検討。 裁判所 と の 意見交換会の実施、

震災関連紛争の処理の た め の調停制度の拡充、 調停の運営 に つ い て 意見交換 と 窓 口 の設置

な どが試み ら れた 。 第 4 小委員 会で は 、 被災地の 中小企業や個人の支払い不 能 に よ る 倒 産

が激増す る こ と を 予想。 立法的 な提案 を 行 う こ と を 目 的 と し て 、 自 己破産 を 中心 と し た 既

存の倒産制度の運用上の 問題点の検討 を 行 っ た 。 銀行協会 に よ る 手形不渡 り の 猶予措量や

大規模 な公的融資の実行 に よ り 被災地 に お け る 企業、 個 人 の倒 産件数は少数 に と ど ま っ た

の で 、 立法的提言 に は至 ら な か っ た 。

「復興 ま ち づ く り 専 門 部会」 は 、 ま ち の復興 と 住民の権利 を ど う 確保す る か の 関係 を 調

べ る た め 、 都市計画決定地区 、 重点復興地域、 そ れ以外の地域、 阪神 間 の市 か ら 8 地区 を

選 ん で、実態調査 を 行 っ た 。

以上の ほ か1995年12月 に は 、 自 然災害保障制度特別委員 会が発足。 個 人が 自 立で き る ま

での公的支援の必要性 に つ い て 、 日 弁連、 兵庫県 な どが提唱 し て い る 地震共済制 度 を 支援

し 、 干食言す を 続 け た 。

ま た 1995�三 4 月 に は 近畿弁護士会が、 r;擢災都市臨時示談斡旋仲裁セ ン タ ー 」 を 発足 さ

せ て い る 。 目 的 は 、 被災者 を 対象 と し 、 震災 を 原 因 と し て発生 し た 緊急の法律上の紛争 を 、

簡易 ・ 迅速 ・ 適性かつ低額で解決 し 、 被災地 の復興の 支援 に資す る こ と に あ っ た 。 同年 7

月 に は法律扶助 協会近畿地区協議会、 近畿弁護士会連合会、 法務省 の共催で、 震災関連事

件 に対す る 法律扶助事業 を 実施す る た め 、 神戸 と 西宮 に 「法律援助 セ ン タ - J を 設置 し た 。

1996年 9 月 、 震災の復興 ま ち づ く り で法控や建築、 都市計画 な どの専 門 的立場 か ら住民

を 支援す る 「 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構」 が発足。 神戸、 大阪の問弁護士会や 日 本建

築家協会近畿支部 な ど 9 匝体で構成 し 、 本部事業所 を 神戸弁護士会館 に 置 い た 。 弁護士会

が学会 や他 の 専 門 家集 団 と 一緒 に な っ て ま ち づ く り を 支援す る の は初 め て の試 み だ っ た 。

(注 1 ) 

2 . 訴訟 と 法の整備

〔震災後、 1 6の特別立法〕

震災か ら 今 日 に 至 る ま で被災者か ら さ ま ざ ま な裁判が起 こ さ れた 。 訴訟の 中 で特 に①火

災保険の支払い請求 ②被災 マ ン シ ョ ン の再建 ③帯地 ・ 借家 の権利 を 巡 る 争い ④欠陥

建築 に よ る 被害 の損害賠償請求 ー の 4 つ は 、 暮 ら し と 密接 に かか わ る も の と し て 注 目 を 集

め た。 (表 3 参照)

150 第 章 4II tLj[li



(表 3 ) 法律 ・ 訴訟の歩み

...1 995年
1 月 17 臼
2 月 17 1::l

24 El 
26 8 

3 月 1 日
13 日
17 日
24 日

4 月 4 日
6 月 9 日

14 日
28 日

8 月 23 El 
9 月 7 日
1 1 月 27 1::l

...1 996年
2 月 1 I::l 

5 El 
7 月 1 1 日
8 月 9 日
9 月 1 7 日
1 2月 1 8 日

...1 997年
1 月 1 6 日
3 月 2 日
4 月 28 日
6 月 30 日
8 月 26 臼
9 月 8 日
1 0月 25 臼

3 1 日
1 1 月 17 1::l

... 1 998年
2 月 24 日
3 月 19 円
4 月 13 日

27 日
29 日

5 月 1 5 日
6 月 16 日
8 月 25 El 
9 月 3 日

...1 999年
3 月 30 日
6 月 21 日
7 月 1 El 
8 月 3 日

...20001jミ
3 月 1 日
4 月 25 El 
7 月 13 日

...200 11tõ 
1 月 3 1 日
3 月 23 日

被災各市町で災害救助法適用指定
所符税や住民税 な どの減免措置 を盛 り 込ん だ 緊急特別立法 3 法案が、 初 の震災立法 と し て成立
貝原知事、 復興特別措賓法 を提唱
復興基本法施行
被災市街地復興特別措置法が施行
財 政援助 な ど関連 5 ì.去が施行
選挙期 日 等の 臨時特例法施行
言問符中 し 立て手数料の特例法施行
被 災区分所有建物 の 再建等 に 関 す る 特別拾置法が施行
神戸市常パス の ガ イ ドが 「震災解雇 は不出」 と 仮処分申 請
災害対策基本法改正案 と 地震防災対策特別措置法案が成立
そ ご う 神戸脂がパー ト 従業員 に房用 関係不存在 を 求め て訴訟
火 災保倹の支払い求めた初提訴明 ら か に
震災関連で初 の集団提訴。 火災保検の支払い求め る
マ ン シ ョ ン �Wi修費用 の分担金め ぐ る 初提訴明 ら か に
東灘 ・ 魚崎北町の73人が火災保険金の支払い を 求 め て集団提訴

地震保険の支払い を め ぐ る 初提訴明 ら か に
神戸地裁が援災都市借地借家臨時処理法 に 基づ き 、 借家人 に優先借地権認め る 決定
震災翌 日 の 中存死で遺族がガ ス 会社 を提訴
「欠陥建築で区 死」 と 遺族がマ ン シ ョ ン所有者 な ど を 相手に提訴

芦髭市の復興[20母ITJr�理で住民が認可取 り 消 し 求め提訴
神戸市の小学校避難者 lこ退去求め、 市が提訴

阪神高速倒壊事故死で遺族が初提訴
神戸市 の小学校避難者 に退去命令
灘区の マ ン シ ョ ン で建て替え決議め ぐ り 提訴
震 災 を 受 け て 災害救助法の逆用基準改正
東灘区の全壊住宅の欠陥認定、 販売会社 に賠償命令
芦屋市の弔慰金不支給決定で遺族の誌求棄却
芦品 市のマ ン シ ョ ン で補修派住民 に 明 け渡 し を 強制執行
芦伝市の マ ン シ ョ ン で補修派住民が決議無効 を訴 え提訴
芦ぷ市の 区甑整理認可で反対住民の訴え却下

震災後の盗難被害保険金、 支払い請求を却下
特定非営利活動促進法 (NPO 法) 成立
震災当 日 の 火事、 大阪地裁の保検金請求棄却明 ら か に
震災 6 日 後の 火事、 共済余支払い命令の判決
芦屋市の 弔慰金不支給決定で、地裁判 決 を 取 り 消 し 、 大阪高裁が震災死 と し て支払い を 命 じ る
被災者生活再建支綬法が成立
震災倒壊死、 ホ テ ル増築欠陥で神戸地裁が初の賠償命令
芦屋市の マ ン シ ョ ン で補修派住民の 区分所有権買 い取 り の請求認め る
借家倒壊で敷金 を 全額返還すべ き と す る 最高裁初判決

長 田 区 の被災仮}苫錦、 撤去 を命令
灘 区 の マ ン シ ョ ン で、建て替 え 決議 は有効 と 認定す る 判決
神戸地裁が、 避難先の公園 か ら 立 ち 退 き 命令
被災者の 自 立支援金却下 に対 し 、 神戸市長や復興基金を提訴

東灘区、の 火災保険集団訴訟で、 全労済 な どに支払い命 じ る 判決
東灘区の 火災保険集団訴訟で、 損保13社 に 内部支払い命 じ る 判 決
大阪高裁、 一審 を 支持 レ線区のマ ン シ ョ ン 建 て 替え 決議有効 と 判 断

兵庫区の マ ン シ ョ ン建て替 え 決議 を 無効 と 認定

(都市政策 第104号)
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た 中 高年 自 立支援金。 いずれかの適用 を 受 け た 世帯 は 毎月 1 万5 ， 000 円 � 2 万 円 を 2 年 ~

5 年 に わ た っ て 受給す る 内容 だ、 っ た 。

県 は被災者生活再建支援法成立 を 機 に 、 こ の 2 つ の支援金 を 被災者 自 立支援金 に 引 き 継

ぎ、 改 め て 世帯主の年齢や 要援護世帯認定の基準 日 を 1998年 7 月 1 日 現在 と し た 。 支給対

象 は住宅が全壊 (焼) か半壊 (規) で解体 し た世帯。 さ ら に 、 年齢や世 帯 の 所得総額や世

帯人数が複数か単身 かで支給額 に 区分 を 設 け た 。 総所得346万 円 以 下 は 世帯 主 の 年齢 に か

かわ ら ず、 複数世帯100万 円 (単身世帯75万円 ) 。 支給額の最高 は 、 65歳以 ヒ の 非課税の複

数世帯で120万円 ( 5 年分) 。 こ れ に震災後 に他市町 に 移 り 、 被災時の場所 を 訪 問 す る 交通

費 な ど を 認め た 交流経費30万円 ( 同 ) が加算 さ れ、 支給総額は 150万円 と な っ た 。

最 も 大 き な 特徴 は 、 仮設住宅入居者への対応。 従来の 2 つ の制度で は 、 恒久住宅へ の 移

転後の 申 請が条件だ、 っ た が、 県 は仮設入居時の事前 申 請 を 認め た 。 ま た 支援 法 の支援金制

度が、 家財道具の購入 な ど使 途 を 制 限 、 品 目 に よ っ て は領収書 の 提 出 を 求め た の に対 し 、

こ ち ら は 自 由 に使 え る 給付金 と す る な ど 「生活再建 を し よ う と す る 被災者の立場」 を 配慮

し た 。 (注 3 ) 

被災者 に 支給 さ れ る 被災者 自 立支援金の 申 請締め切 り (2000年 4 月 28 B ) を 前 に 、 阪神 ・

淡路大震災復興基金は 4 月 24 日 、 震災後、 県外 に 転居 し て い る 支援金制度 を 知 ら な い被災

者や 、 や む を 得 な い理由 で 申 請がで き な か っ た 世帯 に 限 り 、 2005年 3 月 末 ま で 申 請 を 受 け

付 け る こ と に し た 。 4 月 に 入 っ て も 、 被災者か ら の 問 い合わせが増加。 半壊家 屋 で は 解体

が支給条件 に な る が、 「解体 さ れ た こ と を 最近 に な っ て 知 っ た」 と 、 県外被 災者 か ら の 問

い合わせ も あ っ た と い う O な お2001年 3 月 末現在、 復興基金か ら 14万5 ， 600世帯 に 約 1 ， 400

億 円 が支給 さ れ て い る 。

復興遅 れ が原 因で労災認

神戸 市長 田 区 の 路上 で2000年 1 月 17 汀 夜、 仕 IEiJ監督署 は 同年 3 月 、 女性の 父親 と 祖母 か ら 労

学 を 終 え て帰宅途 中 に無職の男性に刺殺 さ れた 災 の 申 請 を 受 け て調査 を 関始。 6 月 29 日 、 「 災

ア ルバ イ ト 庖員 の 火性 ( 当 時24) に つ い て 、 神 害 を 発生 さ せ る 危険が通勤 に 伴 っ て い た 」 と し

戸 凶労働蒸準監督署が通勤途中 の 災害 と 認め 、 て 、 遺 族 年 金 と 葬祭給付金 の 支給 を 決め た 。

遺族年金 な ど の 支給 を 決め た 。 場所 は大震災の 被害 を 受 け た場所が危険 を 伴 う 可能性があ っ た

白血夜画整理事業地区 で更地が多 く 、 夜 間 に 人 こ と や 、 女性 と 加害者の男性の 潤 に 面識がな く 、

: 通 り が少 な い こ と か ら 、 通勤 に 危険が伴 う 可能 え ん恨 な ど関係 し な い通 り 魔 的 な 犯行 だ っ た こ

性があ っ た と 判 断 さ れた 。 震災の遅れが、 労災 と 、 被害者が と っ た 通勤手段 に合理的 な 理 由 が

し た 初 め て の ケ ー ス と な っ た 。 こ 認め ら れた こ と が労災認定の 判 断材料 に な っ た 。

の 火性は勤務先の百貨庖 か ら 帰宅途 中 、 自 宅か (注 4 ) 
ら 約60m離れた路上で包丁で刺 さ れ、 死 亡 し た 。
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4 . 被災者住宅再建支援法
( “被災地 か ら 提唱" が 口 火 〕

震災か ら 9 ヵ 月 が経 っ た 1995年10月 、 兵庫 県 は I 世帯が月 1 ， 000円 を 出 し 合 う 「住宅地

震災害共済制度」 を 提唱 し た 。 和久克明氏 (震災復興 ・ 災害保捧制度担当 理事) の提案が

き っ か け だ っ た 。 1964年の 新潟地震 を 機 に 地震保険が生 ま れ た が、 任意加入で あ る た め 普

及率 は ご く わ ず、か。 和 久氏 は 共済制度の必要性 を 説い て全国 を 飛 び回 っ た 。

そ の後、 兵庫県が提案 し た 「総合的 国民安心 シ ス テ ム 」 は 、 住宅再建 を 掲 げた共済制度

と 災害相互支援基金制度で構成 さ れた 。 基金制 度 は 全国知事会の特別決議 を 経て 、 国 会議

員 に よ る 議論 の た た き 台 と な り 、 被災者生活再建支援法の成立へ と つ な が っ た 。

背景 に は、 自 然災害に対す る 保障制度への 国民的 な 関心 と 熱意の高 ま り があ っ た。 県 だ

け で な く 、 全労災協会や 日 本弁護士連合会 な どが制度創 設 を 提言。 日 本生協連や連合 な ど

の 団体 も 加 わ り 、 全国規模の 組織が発足 し 、 署 名 運動 を 展 開 し た 。 集 ま っ た署名2 ， 500万

人分が1997年 6 月 、 首 桔 あ て に提 出 さ れ た 。 被災地の市民 ら も 動 い た 。 1 996年 5 月 、 「市

民 = 議員 立法実現推進本部」 が 「災害被災者等支援法案」 を 発表。 賛同 し た 超党派議員 ら

に よ っ て l 年後、 参議院 に上程 さ れ た 。 廃案 に な っ た が、 公的援助 の議論 を 活発化 さ せ た

意義は大 き い。

〔災審議連が法案 ま と め 〕

被災者生活再建支援法成立の と き 、 住宅再建 に つ い て は付則 で 「検討す る 」 と さ れ る に

と ど ま っ て い た 。 そ の 「付則」 を 受 け て 1998年12月 、 超党派の 国会議 員 で つ く る 「 自 然災

(図 3 ) 自然災害議連の法案骨子

( 100年 間 の推定)
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害 か ら 国民 を 守 る 国 会議員 の 会J (災害議連 ・ 原 田 昇左右会長) が発足、 実 現 め ざ し て議

論 を 重ね た O そ し て2000年10 月 18 日 、 災害議連の被災者住宅再建促進小委員 会 (柿沢弘治

委員長) が、 地 震 に よ る 全壊家屋 に 最 高850万 円 を 支給す る 「被災者住宅再建支援法案」

の骨子 を ま と め た。

骨子 は 、 過去100年間 の 災害 を 参考 に 、 支払総額 を 年 間 1 ， 600億 円 と 試算。 全 ・ 半壊認定

を 受 け た住宅所有者 に 、 基金 と 国費 か ら 2 分の 1 ずつ 支給す る O 住宅所有者 の 負 担 は 、 1 m2 

あ た り 年 間 2 5 円 で 、 賃貸住宅や庖舗 ・ 事務所兼用住宅 も 徴収の対象 に 。 固 定資産税 に上乗

せ し て徴収す る O

支給金額は 従前住宅の床面積 に 17万円 を 掛け 、 地震 に よ る 全壊家屋 に は 2 分の 1 、 半壊

家屋 に は 6 分の l の 割 合 を さ ら に掛け る O 支給金額の ヒ 限 は 100m2 で 、 地震 に よ る 全壊家

屋 に は 最高850万 円 が拠 出 さ れ る O 風水害の場合は地震の場合の半額 と す る O 被災地外で

再建す る 人 も 対象 に含 め 、 再建 し な い人で も 支給 さ れ る 場合の 3 分の l の額 を 受 け 取 る こ

と がで き る O 徴収事務は 市町村が担 う 一方、 事務経費 は 屈 が負担す る O

住宅再建支援策 を 巡 っ て は 、 国土庁が設置 し た 「被災者住宅再建等検討委員 会」 が2000

年11 月 、 共済制度の意義 を 盛 り 込 む報告書 を 提 出 し た 。 鱈 人資産 と 位置づけ て き た住宅 を 、

地域社会 と の兼ね合い な どか ら 公共性があ る と 認定。 被災者の 自 助努力 と 、 政府 ・ 自 治体

に よ る 公的 支援 に も 限界があ り 、 「共助 に よ る 相 互支援策」 の必要性 を 指摘 し た 。

〈被災者住宅再建支援法案骨子〉

目 的 自 然災害で住宅が著 し い被害 を 受 け た被災者 に対 し 、 相 互扶助 の 観点 か ら 住宅所有

者の負担金 に よ り 設け た 基金 を 利用 し て住宅再建支援金 を 支給す る

支給機関 支援金の 支給事務 は市町村が行 う

支給対象 自 然災筈で住宅が全壊、 半壊 し た場合に支接金 を 支給す る O 原則 と し て負担金

が未払い の被災者 を 除 く
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要件の認定 自 然災害の認定、 全 ・ 半壊の認定は市町村が行 う 。 認定 に 不服があ る 場合

は 審査請求がで き る

支給金額 住宅 を 再建す る 場合の支給金額 は 17万 円 (新築 に必要 な 1 m2当 た り の単価) に

従前住宅 の 床 面積 ( 上 限100m2 ) を (表 5 ) 知事 ら 首長の ア ン ケ ー ト 結果

掛 け た 金額 と し 、 地震 に よ る 全壊 は
「一一一一……

そ の 2 分の l 、 半壊は 6 分の l 、 風

水害の場合は地震 の 2 分の l と す る O

徴収は 市 町村が回定資産税 と 併せて

行 つ

事務 支給金 に 関 す る 事務 は 国が最終

的 に 責任 を 持 ち 、 経費 は 国が負担す

る

基金 支給事務 を 行 う 「被災者住宅再

建支援基金J (仮称) に つ い て 必 要

な事項 を 定め る O 大規模災害 な どで

資金が不足す る 場合は 、 必要額 を 借

り 入れ る こ と がで き る

〔首長の大半が賛成〕

災害議連の被災者住宅促進小委員

は 2001年 2 月 14 日 、 会合 を 開 き 、 柿沢

委員 長 は住宅再建支援法案づ く り を 急

ぎ 、 今国会 に 提出 す る 意向 を 示 し た 。

住宅所有者か ら 集め た掛け金 と 国 の 補

助 金 を 財源 と す る 共済方式 に 対 し て 、

必部議員 か ら 「再 と 地方 自 治体が財源

を 負 担す る 全額公費方式の点が よ い」

と の異論が出 た 。 こ の結果、 法案の提

案 は先送 り と な っ た。 ま た 共済方式 を

推 す全国知事会 と 、 反対す る 全国市長

会、 全国罰I村会 と い う 複雑 な 構図があ

り 、 水而下 で、折舗が続い て い る 。

で は全 国 の 自 治体首長 ら は住宅再建

支援 に対 し 、 ど う い う 意向 を 持 っ て い

る の か。 朝 日 新聞社 は2001年 1 月 、 ア

( 注 ) iÇdJ は 「公費負担」 、 @ は 「 共済方式」 、 O は f 公
費 負 担 と 共済方式 を 組 み合 わ せ る 」 、 は 無 回答。 そ
の他は選択肢 を 選 ばずに意見 の み を 記入 し た 自 治体。
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ン ケ ー ト 調査 を 実施。 知事 ら 首長 の大半が法制化 を 必 要 だ と 指描 し 、 都道府県所在地市長

の半数、 知事の 3 分の l が公費投入 を 求め て い る こ と が分か っ た 。

財源負 担 の 方法 に つ い て は 、 ① 「公費負担」 ②全住宅所有者が掛け金 を 出 し 合 う 「共済」

③公費負担 と 共済 を 組み合わす方式ー な どがあ る O 法制l化が必要 と 答 え た の は 知事43人 、

市長35人。 「必要 な い」 は 山 口 、 松 山 、 大分の 3 市長 で 、 「 ど ち ら と も 言 え な い」 は 3 知事

と 6 市長、 無 回 答 は 1 知事、 2 市長。

知事の答 え で は 、 財源負担で 「公費 と 共済の組み合わせ」 を 選 ん だ の は 兵庫 、 北海道、

東京 な ど15人。 「公費J は宮城 だ け。 公費 は だれが出 す の か を さ ら に 聞 い た と こ ろ 、 こ の 16

人の う ち 国 に全額 を 求め た の は 愛知、 香川 を 除 く 14人だ、 っ た 。 「危機 的 な 許 政状況で巨額

の財政負 担 を 長期 に行 う の は 圏難J ( :重県) な ど と い っ た 意見が相次いだ。

「共済」 は神奈川 、 島根、 静 岡 、 佐賀 な ど24知事だが、 東海地震 に備 え る 静 岡 県知事は

「一定 レ ベ ル を 超 え る 被害 は 国 で負担すべ き だ」 と 主張。 鳥取県知事は 「首長 の 考 え 方 や

財政事情が ま ち ま ち な の で 、 拠 出 の仕方 は 各 自 治体 に 任せ る べ き だ」 と し た 。

災害議連は 、 住宅所有者 か ら 国 定資産税 と 同 時 に 市 町村が掛 け 金 を 徴収す る 制度案 を

し て い る O こ れ に つ い て は 、 経費 ・ 事務長の増大な ど を 敬遠 し 、 市長 は 18人が 「反対」 と

し て い る O 知事 も 「賛成」 が山梨、 静 岡 、 新潟、 兵庫、 香川 の 5 人 に と ど ま り 、 「 ど ち ら

と も 言 え な い J が大半。 (注 5 ) 

先鞭つ け た 「鳥取方式j

2000年10月 6 日 、 鳥取県商部 に 地震が発生、

多 く の 家屋が全 ・ 半壊 し た 。 被災者 の 声 を 潤 い

て 鳥 取県が即応。 住宅再建 に 一律300万 円 、 補

修 に 最 高 150万 円 を 支給す る 独 自 の 支援策 を 発

表 し た 。 「私財 の 形 成 に 税金 は投入で き な い」

と す る 国 に対 し 、 「私財への公費投入」 を 打 ち

出 し た の は片 山 善博鳥取県知事。 「 道路 も 橋 も

パ ブ リ ッ ク だか ら 直す。 で も 住宅は億人の資産

だ か ら 財政資金は投 じ る べ き で は な い 、 と い っ

て い る う ち に肝心の住民がい な く な り 、 地域が

崩 壊 し た 、 で は話 に も な ら な い 。 地 域 に と っ て

道路 も 橋 も 住宅 も イ ン フ ラ な ん です」 と 言 う 。

同 県 は将米の 自 然災 害 に備 え 、 県 と 県内 の39
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市 町 が毎年各 1 億円 を 出 し 合 い 、 25年で50億円

を 積 み立 て る 「被災者住宅再建支緩基金」 を 2001

年 6 月 に創設す る 。補助 限度額は住宅再建が300

万 円 、 補 修 は 117万 円 。 す で に 全 市 町村 が参加

の意思 を 表 明 し て い る 。 県、 市町村か ら の支給

余 だ け で は再建で き な い ケ ー ス を 考慮 し て 、 基

金案 に は 「 固 か ら の拠出金50億 円 を 別途期待」

と し た 。

島根県 も 2001年 3 Jì 、 地震や台風な どで被災

し た 高齢者向 け の住宅修繕支援基金 を 創設。 さ

ら に 同 月 発生 し た 芸予地震で は 、 愛媛県が被災

高齢者 ら の住宅修繕費用 を 補助 す る な ど独 自 の

支援策 を 発表 し た 。 (注 6 ) 



5 . 地震 ・ 火災保険訴訟

〔地震免責条項巡 り 紛糾〕

震災で家屋 を 失 っ た被災者の 火災保険訴訟が相次いだ。 火災保険約款 に よ る と 、 地震保

険 に加入 し て い る 場合保険金受領 は可能 だが、 地震免責条項 に 押 印 す れ ば通常保険金は 受

け取れな し ミ 。 被災者の苦情 は 「地震免責条項 を 知 ら な か っ た」 と い う ケ ー ス が多 く 、 訴訟

に つ な が っ て い た O

震災当 日 に発生 し た火災 の 延焼で、 自 宅 な ど を 焼失 し た神戸市東灘亙魚崎北町の住民54

人が、 損保会社13社 を 相 手 に 総額 7 億4 ， 000万 円 の 火災保険金の 支払い を 求め た訴訟の判

決が2000年 4 月 25 日 、 神戸地裁であ っ た 。 水野式裁判長 は 「地震 の影響 で 延焼 し た 火災」

が争点 と な っ て い た 地震免責条項の有効性 を 認 め 、 原告51人の請求 を 棄却 。 残 る 3 人 に つ
い て は 、 「地震がな く て も 延焼 し て い た」 と し て 、 計2 ， 140万 円 の 支払い を 命 じ た 。

火災 は 、 地震か ら 8 時 間 後 の1995年 1 月 17 日 午後 2 時 ご ろ 、 同 区魚崎北町の工場で発生、

20時 賠 に わ た っ て燃 え 、 約 100世帯、 85棟が全焼 し た 。 原告側 は 「 出 火原 因 は不 明 で、 、 延

焼 は消訪署の消火 ミ ス O ま た 、 契約時 に 免責条項の約款 に つ い て 開示、 説 明 が な く 無効」

な ど と 訴 え て い た 。

判決で、水野裁判 長 は 「地震 に よ る 出 火 と は認め ら れ な い が、 消火栓の 断水、 防火水槽の

採水口 が使用不 能 に な ら な け れ ば延焼 し な か っ たJ と 地震 に よ る 影響 を 認 め た。 ま た 、 「契

約 者が特 に意思表示 を し て い な い以上、 約款内容で契約 し た と 認め ら れ る 」 と 免責条項の

拘束が及ぶ と し た 。 さ ら に 、 「説明 を 受 け て い た と し て も 、 免責条項の な い保険 を 契約 し

た と 認め る 証拠 は な い」 と し た 。

一方、 火元 に 隣接 し た 3 人 に つ い て は 、 「通常の火事で も 延焼 し た可能性 は 否定で き な し り

と し て 、 地震 に よ る 被害分な ど を 差 し ヲ | い た額 の 支払い を 損保会社 に命 じ た 。

同 町住民の 火災保険 を 巡 る 訴訟 は 被災地で最大規模。 被告 に応 じ て原告が 3 つ の裁判 に

分かれて争い、 こ れ ま で に神戸市民生協、 全労災 な ど 3 団体 を そ れぞれ訴 え た 2 つ の判 決で、

一部免責条項の適用が退け ら れ、 原告16 人 に 総額 1 億6 ， 400万円 の 支払い命令が出 て い る O

提訴か ら 4 年半。 衝の再建 に取 り 組み な が ら 、 原告 ら は 、 現行の保険制 定 に疑問 を 投 げ

か け て き た。 し か し 、 地震免責条項 と い う 壁 は 尽 く 、 失望が広 が っ た 。 判 決後、 行 わ れ た

記者会見 に は 、 原告や弁護士 ら 約30 人が出布。 �frJ î建 男 ・ 原 町団長 (57) は 「裁判 所 は 、

わ れわ れの 主 張 や 当 時 の 現状 を 理解 し よ う と す る 姿勢がな し V と 不満 を あ ら わ に し 、 「地

震免責条項 と い う 理不尽 な 約款が無 く な る よ う 、 今後 も 闘 っ て い き た い」 と 述べ た 。

原告の一人、 会社員 (58) は 「多 く が : 重 ロ ー ン を 抱 え て い る 。 被災者 に と っ て保険金

は 、 再建への頼みの網」 と 窮状 を 訴 え た 。 昨年、 神戸市民生協 を 相 子取 っ た 同様の訴訟で

「約款 に不備があ っ た」 な ど と し て保険金 を 勝 ち 取 っ た も う 1 人の原告 (65) は 、 震災当

時、 損保会杜 の 保 険 に も 入 っ て お り 、 今回 の訴訟の原告 に 名 を 連ね た が、 結果 は 逆 に 。 「二

つ の保険 に よ っ て こ ん な に 明 暗が分かれ る と は … J と 複雑 な 表情 を 汗かべ た 。 (注 8 ) 
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(奈 川 大震災 を 巡 る 火災保険金等誇求訴訟で支払い を 命 じ た 神戸地裁の主 な判決

1998{手
4 月 神戸市民生協 に対 し 、 震 災 6 日 後 の 火災で家屋が焼け た神戸市長田

区の住民 ら 4 人 に計 1 ， 710万円 を 支払 う よ う に命 じ た 。 震災後提訴の
火災保険金訴詰2 で原告請求が認め ら れ た初 の ケ ー ス 。 (大阪高裁で和
解)

6 月 日 産火災海上保険 と 大東京火災海上保険 に 対 し 、 反 災当 日 に 自 宅が
全焼 し た神戸 市東灘区の男性に計3 ， 500)j円の支打、い を 命 じ た 。 主主災
当 日 の 火災で認め ら れた初め て の ケ ー ス 。 (大阪高裁 も 一審判決支持)

8 月 神戸地裁尼崎支部が安田 火災海上保険 に 対 し 、 笈災 2 日 後の 火災で
自 宅が会焼 し た兵庫県西日 市の夫婦 に約1 ， 500万 円 の支払い を 命 じ た O
(大阪高裁は減額 し た う え で支払い を 命令)

同 向支部が 口 新火災拍手上保険 な ど 2 社 に 対 し 、 震災翌 日 の火災で 自 宅
が全焼 し た 同県j'i@'市の会社員 に計約4 ， 000万円 の支払い を 命 じ た 0

99年
※ 4 月 神戸 市民生協 に対 し 、 災当 日 の火災で伶宅な どが焼け た神戸市東

灘区魚崎北町の住民 ら 9 人 に計約9 ， 200万 円 の支払い を 命 じ た 。 地震
免支条項 の 拡大解釈 に 件lJi 品 め を か け る 判 断がノJミ さ れ た初 の ケ ー ス 。

(大阪点数 も 一審判決 却時)
9 Jl  大正製五:収引}占共済会 に 対 し 、 震災翌 日 の火災で神戸市兵庫区の楽

2000年

討 を 焼失 し た犬Y\ll に616万円 の支払い を 命 じ た 。 損保会社への請求は
棄却。

※ 3 月 全国生活協 同 組合迷合会 と 郵政互助会、 会凶労働者共液生活協 同組
合連合会 に対 し 、 震災当 日 の 火災で住 宅 な どが焼 け た神戸市東灘区
魚崎北町の住民 ら 7 人 に計7 ， 160万 円 の 支灯、い を命 じ た。

( ※ は神戸市東灘区魚崎北町の集団訴訟)

( 注 7 )

( 5 人に共済金支払い認め る 〕

震災当 日 の 火災で、 地震免責条項 を 理由 に保険金 と 共済金 の 支払い を 拒否 さ れた神戸市

長 田 区 の住民 ら 35 人が、 損保会社11杜 と 神戸市民生協、 全国生活協 同組合連合会 (東京)

の 2 団体 を 桔 手取 り 約 1 lí意 8 ， 400万円 の支払 い を 求め た訴訟の判 決が2000年 5 月 17 日 、 神

戸地裁で あ っ た 。 赤酋芳文裁判長 は市民生協 と 全国生協連 に共済金 を 請求 し た 5 人 に つ い

て は 「免責条項 に 書 かれた免責の範囲が明確 で な い以 上 、 条項 を 組合員 に不利 に 拡大解釈

すべ き で は な い」 と し て 請求の 一部計約7 ， 000万 円 の 支払 い を 命 じ た 。 損保会社 に つ い て
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火災保険訴訟で51人が請求 を 棄却 さ れ、 記
者会見す る 原告同 ら =神戸地裁 (神戸新湖
社提供)



は 条項 の 適用 を 認 め 、 請求 を 棄却 し た 。

判 決で赤酋裁特長 は 「 出 火涼 因 は 不 明 だが、 当 時 は 長 田 区 内 で10数件の 火災があ り 、 同

時多発火災 に 対応す る た め 消 防力 を 分散せ ざ る を 得 な か っ た 。 ま た 消 防 水利 も 十分で な

か っ た」 と 判 断。 「 出 火原 因 を 問 わず、 地震 に よ っ て 延焼拡大 し た 火災 に よ る 損害」 と 定

め た損保会社の免責条項の適用 を 認 め た 。

一方、 「原 閣 が直接、 間接 を 問 わ ず地震 に よ っ て 生 じ た 火災 な ど に よ る 損害」 と し た 市

民生協 と 令国生協連の免責条項 に つ い て は 「免責の範囲が明確 で な い 」 な ど と し て 、 適用

を 詰!め な か っ た 。 (注 9 ) 

〔地震保験見甚 し も 急務〕

以 「二、 2 つ の例で み る よ う に 地震保険、 地震免責条項 を め ぐ る 争点 は 、 微妙 な 問題 を は

ら んで い る O 「保険会社 に は 地震保険 に 関 し て 、 契約者 に 十分理解 さ せ る 義務があ り 、 従 っ

て説明 を 怠 っ た保険会社 は 、 契約者 に 地震保険金相 当 額 を 支払 う 義務があ る 」 と す る 意見

が多 い。 田 近栄治一橋大教授 は 、 次の よ う な 地震保険の問題点 を 指摘 し た 。

地震保険は1964年の新潟地震 を 機 に創 設 さ れ た が、 普及率 は 15 % 程度 に と ど ま っ て い る O

損保会社の や る 気 を 起 こ さ な い 制度の た め だ。 地震保険法 に よ り 、 1 自 の 地震の支払い限

度 は 4 兆1 ， 000億 円 で 、 国 が再保険 で 3 兆4 ， 9001.意 円 を 保証 し て い る が、 損保各社 は 1 回

6 ， 100億 円 ま で支払 う 義務があ る 。 大 き な リ ス ク の 一方、 保険料 は準備金 と し て積み立て

る だ け で 、 各社 に と っ て は手数料収入 し か得 ら れ な い 。 保険料率 も 都道府県単位で全国 を

4 段階 に分け た上で、 木造、 非木造の違いがあ る だ け で 、 住宅の老朽度や地域の危険度 を

反映 し て い な い。 ま た加入者が少 な い た め 割高。 地震保 険 を 機能 さ せ る た め に は 、 個 々 の
住宅の リ ス ク を 保険料 に 反映 さ せ る べ き で、 政府再保険分 を 含め て 市場の原 理 に任せれば

合理的 な 保 険料が算出 さ れ る O

同教授 は 「客観 的 な 危 険度 を 示す こ と は 、 自 治体が真剣 に 防災 に 取 り 組む糸 口 に な る 」

と 述べ、 全民規模 に広 が っ た 「住宅再建支援法」 と 連動 し た議論 に な る よ う 求め て い る 。
(注10)

災害援護資金支払い猶予

厚生省が弾力 的 な 運用 方針 を 示 し て い た大震

災の被災者 向 け 「災害援護資金貸付」 の返済方

法 に つ い て 、 神戸市は2000年 6 月 28 1::1 、 経済的

理由や病気な どで返、流困 難 な 利 用 者 に 対 し 、 支

払 い猶予や少額返 済 な どの対応 を と る こ と を 決

め た。

同資金i土 、 全半壊世帝や世帯主が負傷 し た 世

帯 な ど を 対象 に 、 最高 で350万 円 を 貸 し付 け る

制度。 返済期 間 は 10年で、 う ち 5 年 は据 え 置 き

期 間 。 震災被災者の場合、 月 ご と の返済は 6 月

か ら 、 半年 ご と の返済 は 1 1 月 か ら 始 ま り 、 2006

年 3 月 末 ま でが返済期 間 に な る 。 市 内 で は 約 3

万1 ， 700人、 総額約777億 円 の 利 用 があ っ た 。

支払い猶予 の対象 は 、 災害や病気 な どで一時
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的 に収入が総 た れ た が、 1荷予期 間終了後 に 支払 県 内 の他の被災20市 町 も 同 金制度 を

いが可能 な 人か、 生活保護費以外 に 収入の な い 持 っ て お り 、 神戸市 と 同様に返済指長 を と る 。

人。 少額返済の対象 は 、 自1:帯の収入状況が生活 21 市 町 で 援 護 資 金 を 借 り た 被 災 者 は 約 5 万

保護法で定め る 最低生活費 と 同程度かそれ以 下 6 ， 000入、 貸付額 は総額1 ， 308億7 ， 000万円 に 上 つ

の 人。 て い る 。

合 r家賃軽減」 巡 る 動 き

〔特別減免 を 5 年延長〕

復興住宅 な どで所得 の低い 入居者 の た め に 家賃 の 軽減 を 実施 し て 5 年 、 そ の タ イ ム リ

ミ ッ ト が 1 年後 に迫 っ て き た。 建設省 (現総務省) や県、 被災 自 治体の 間 で 延長 を 巡 っ て
議論が繰 り 返 さ れ、 2000年夏、 ょ う や く 結論が出 た 。

復興住宅 に 入居 し て い る 被災者へ の 国 の家賃補助制度が2001年 7 月 か ら 頗次期 限切 れ を

迎 え る 問題で、 自 民党の 「阪神 ・ 淡路大震災復興対策 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム J は 2000年 8 月

2 日 、 自 民党本部で会合 を 聞 き 、 県 と 神戸市、 自 民党県議 団 な どか ら 被災者の 実情 を 開 い

た 。 地元側 は 、 「政令月 収J (世帯 の 年 間 総所得か ら 税控除額 を 差 し 5 1 い て 12で割 っ た額)

8 万円 以下 の低所得者が 4 分の 3 を 占 め る こ と を 示 し た 資料 を も と に 、 「 自 立 を め ざす 被

災者支援 の た め 家賃補助 を 5 年 間継続 し て も ら い た い 」 と 要望 し た 。

同 チ ー ム は 8 B 、 こ の 問題 に つ い て 、 建設省 に 「今後、 5 年 間 の 激変緩和措置 を 講 じ て

は ど う か」 と 提案 し た。 河省 は 「震災か ら 5 年が経過 し 、 一般入居者 と の家賃格差が生 じ

て お り 、 単 な る 制度延長は 問題J と 報告 し た が、 同 チ ー ム は 「事態 は 深刻。 今後 5 年 間 で

移行措置 を 講 じ 、 10年で終了 し た ら ど う か」 と 提案、 同省 も 了承 し た 。

河省 は そ の 上 で 、 5 年 間 の 移行期 間 を 設 け 、 現行の特例家賃補助 を 4 段階 に 分け て25%

ずつ を 削減 し 、 軽減開姑か ら 通算10年 間 で本来の家賃 に戻す制度案 を 決め た 。 世帯 に よ っ

て は 6 年 目 か ら 家賃負担が膨 ら む こ と か ら 、 神戸市な ど被災 自 治体 は補助 の上乗せ を 検討

し 、 負担軽減 を 図 る こ と に な っ た。

県 と 神戸市 は 8 月 23 日 、 「政令月 収 8 万 円 以下 の 入居者 を 対象 に 、 災害特別 減免 を 今後

5 年 間 延長す る こ と に つ い て 、 関係14市町 と 合意 し た」 と 発表 し た 。 た だ、 一般入居者 と

の バ ラ ン ス を 考慮 し 、 一般減免 と 特別 減免 と の 中 間 の水準 に 家賃 を 引 き 上 げ、 1 1年 目 以 降

は 一般減免 と 同 額 に す る 。 具体的 に は 、 最 も 低い6 ， 600円 の県営住宅の場合 は 、 6 � 10年

目 は8 ， 200 円 と な る 。 原 則 と し て こ の 5 年 間 は 定額 だ が、 市 町 の 事情 に よ っ て 段 階 的 に 家

賃 を 設定で き る 。 (表 8 参照)

政令月 収 8 万 円 以 下 は 、 被災入居者の約 8 割 の世帯が対象 に な る O そ れ以上の所得 の 世

帯は一定の生活再建が進 ん で い る と 判 断、 8 万 円以下の世帯 を 対象 に 特別減免の延長 を 決

め た 。 し か し 、 一般入居者の う ち 低所得の 一般減免制度の対象者 と 、 被災者 と の収入状況

に格差がな い こ と か ら 、 特別減免 と 一般減免の 中 間 的水準 を 新 た な 減免家賃 に 決め た 。
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44m2 の 県営住宅の ケ ー ス で は 、 収入 に応 じ て 2 ， 700 lIJ � 1 ， 600円増 の 2 万2500円 - 8200円

と な る 。 5 年 間 定額で、 1 1年 呂 以降 の 家賃 は 月 額 2 万3 ， 400� 9 ， 800円 に な る 。

最 も 多 い 約 1 万7 ， 000世帯が対象の神戸市営住宅の場合、 既存の 一般減免制度が手厚 く 、

県が示 し た 「 中 間 的 な水準」 よ り 一般減免の方が安 く な る O こ の た め 一般減免以下 に新 し

い 家賃 を 抑 え る 方針。 一般減免家賃 は 現行 よ り 約 1 5 % 高 く 、 対象世帯 の 5 割が約1 ， 000門

ま で の値上 げで済 む 。 特別減免制度の対象 は 全体で約 3 万5 ， 800世帯。 必要額は県営住宅

の 8 ， 200世帯で約120億円。

(表 7 ) 災害公営住宅の今後の家賃
(政令 月 収 B 万円以下、 神戸市内市街地40m' の例)
(上段 は兵庫県営 、 下段 は神戸市営)

をJlJJ ;， 今一 llil

収入区分 | 減児家 I の減免家tT

O 円

20 ， 000円

20 ， 00 1円

40 ， 000jIJ 

40 ， 00 1円

60 ， 000円

6 ， 600円

11 ， 100円
13 ， 500円

15 ， 500円
18 ， 200円

最高 1 7 ， 800円

日 ， 800ドi

未 定

14 ， 800 [11 

20 ， 900円

23 ， 400fIl 

未 定

60 ， 00 1円 22 ， 500円 23 ， 400円
19 ， 900円 l

80 ， 000円 最高 22 ， 800円 | 未 定

※ 一般減免の収入区分 と 減免率 に つ い て は 、 今後 5 年 間 で必要 な 見 直 し を検討す る 。

市営住宅の家賃滞納増 え る

神戸市営住宅の 2000年の 滞納額が、 こ れ ま で

に 最 も 多 い 約 16億 円 に膨れ上がっ て い る こ と が

分か っ た 。 ;景気低迷 に よ る リ ス ト ラ の影響 と み

ら れ、 市 は 12月 下旬 、 滞納 し て し 2 ヵ 月 の初

期滞納者 を 中 心 に し た夜 間 の徴収 に乗 り 出 す 。

高額i帯約者 に は訴訟 も 辞 さ な い対応で 臨 む が、

収入が激減 し た 世帯 に は個別相談に乗 り 、 家賃

の減免や分割 な ど、 支払い や す い 環境づ く り に

取 り 組む 。

の税金で ま か な わ れて い る 。 収納率 は 、 震災に

見 舞 わ れ た 1995年 度 こ そ89% に と ど ま っ た が、

そ れ以降 は92�94% で推移 し て い た 。 と こ ろ が、

今年度 は 11 月 20 日 現在で85% に低下。 滞納 陛帯

は 1 万戸 に の ぼ り 、 滞納額 は 約 16億 円 と 1 994年

の13億 円 を 大 き く 上 回 っ た 。 こ の た め 、 市 は 毎

月 1 万世帯 に 督促状 を 送 り 、 夜 間 の 電話 も 200

件 か け て い る 。 さ ら に 12月 下旬 、 昼 間 は接触で

き な い 約600世帯 を 対 象 に 、 例 年 の 倍 の40人の

担当 員 を 投入 し て 復間 徴収 を 実施す る 。 リ ス ト

ラ に よ る 困窮世帯は個別相談 に 重点 を 置 く 。 (注

1 1 ) 
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〔 毘 収 8 万円超、 民間賃貸も軽減〕

県 は2000年 8 月 、 国 の 家賃補助 を 入居後 6 年 目 か ら 5 年 間 で段階的 に削減 し 、 1 1年 目 に

は補助率 を ゼ ロ に す る 建設省案 を 受け て 、 政令月 �又 8 万 円 超 � 20万円以下の県営住宅入居

者 を 対象 に 、 県独 自 の負担緩和策 を 発表 し た 。

例 え ば、 神戸市 中 央 区 の 毘営住宅 (40m2 ) で政令 月 i況が 8 万 1 円 か ら 12万3 ， 000 円 の 入

居者が、 本来払 う 家賃 は 2 万1 ， 700円。 こ の う ち 2 ， 500円 を 国が補助 し 、 入居者の家賃負担

は 2 万2 ， 200 円 で す ん で い る 。 し か し 、 入居後 6 年 日 か ら は 国 の 補助が段 階 的 に 減 り 、 1 1

年 目 に 入問者は本来の家賃金額 を 負担す る こ と に な る 。 こ の負 担増 を 緩和す る た め 、 入居

6 年 目 以降 5 年 聞 は 1 ， 300円 を 県が補助す る こ と に な っ た。 現在、 県 内 で約 2 万5 ， 800世帯

が 国 の 家賃補助 を 受 け て い る 。 う ち 県営住宅 の 実 収 8 万 円超、 20万 円 以下 の 世帯 数 は 約

3 ， 000。

な お 、 2002年 3 月 末が期 限 と な る 民間賃貸住宅の家賃軽減補助 に つ い て 、 知 事 は 9 月 29

日 の県議会で 「関係 市町 と 協議 し て 引 き 続 き 支援措置 を 講 じ る 」 と 述べ た 。 先 に 決 ま っ た

復興住宅の家賃低減延長 を 受 け て の措置。 こ の制 度 は 阪神 ・ 淡路大震災復興基金が財源。

補助は家主 に対 し て 支払 わ れて お り 、 新規 申 請 は2000年 3 月 で締め切 ら れた 。 現在の対象

は 約 1 万8 ， 000世帯、 2001年 3 月 ま で の事業費 は338億 円 。

(表 8 ) 県営災害公営住宅の今後の家賃
(政令月 収 8 万円超、 神戸市内市街地40m' の例)

後期 5 年 間
の減免家賃

6 - 10年 目

23 ， 400円

本来家賃

1 1年 円 以降

24 ， 700円

28 ， 500円 30 ， 000fIl

153 ， 00l 円

1 78 ， 000円
31 ， 900円 33 ， 700円

178 ， 00 1 円

200 ， 000円
36 ， 800円 38 ， 800円

7 . 阪神 ・ 淡路大震災復興基金
〔生活対策、 全体の55 % )

35 ， 500円

40 ， 900円

10年 間 の事業で あ る 「阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 は 1995年 3 月 に発足 し 、 折 り 返 し の

6 年 目 を 迎 え た 。 基金規模 は 9 ， 000億円 に な り 、 運用 益 に よ る 事業 も ス タ ー ト 時のおか ら 113

に ま で拡大。 2001年 3 月 現在 、 3 ， 053億円 以上が利用 さ れ、 計画事業費 (3 ， 589億円 ) の85 %

を 超 え た 。
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既存の法体系 と 前政制度で は対処で き な い被災者 の 要望 に対 し て 、 行政 と 民間 の 中 間 的

位置か ら 、 後興の ス テ ー ジ に対応 し た 制度 と し て効果 を あ げた 。 1 ， 402億 円 が費 や さ れ、

最大の事業 に な っ た被災者 自 立支援金がそ の典型。 こ れ ま で、 は現物支給が一支援の基本 だ、 っ

た が、 基金事業 と す る こ と で事実上の現金給付 を 実現 さ せ た 。

被災者雇用 奨励金、 民 間賃貸住宅負担軽減 も 個 人給付的 な 事業 と し て 注 目 を 集め 、 ふ れ

あ い セ ン タ ー 設置運営、 総合住宅相談所設置運営 な ど も 「行政事業か ら 4歩踏み込ん だ」

と す る 施策 だ、 っ た 。 一連の事業 を 総括 し て2000年 1 月 、 神戸市 で 聞 かれ た 兵庫県の 「震災

対策国際総合検証報告会」 で は 「譲興基金は通常の財政制度 と は 異 な り 、 弾力 的 な 活用 が

可 能 で あ る と い う 点 で、 革新的 な 制度」 と 内外 に 評価 さ れた 。

以下、 事業の う ち 被 災者 の 生活再建 に 寄 号 し た 「生活対策J (全体 の 約 55 % ) と 「住宅

対策J ( 同約31 % ) を み る O

生活対策 は 、 被災者生活再建支援 の た め 、 当 初 5 事業で ス タ ー ト し た が、 「生活復興支

援詳細 プ ロ グ ラ ム J な ど を 受 け て 順次拡大 し た 。 1996年度 に は生j舌再建支援金や生活復興

資金貸付金利子補給制 度 を 追加。 1998年度 に は被災者生活再建支援法の成 立 を 踏 ま え て 生

活 再建支援金 と 中高年 自 立支援金 を 統合 し て被災者 自 立支援金 を 創 設 し た 。 現在33事業で

1 ， 738億:円 。

生活対策 は 以 下 の 10 の 支援 に 大別 さ れ る O ①被災者 の 自 立資金 ②被災者の 生活復興
(表 9 ) 復興募金主 な事業 ③健康 に 不安 の あ る 人 ④被災者への

(200 1年 3 JJ 現在 - 単位億円 )
相 談 ・ 情報提供事業 ⑤就労や生 き が

いづ く り の場 を 提供す る 事業 ⑥ ボ ラ

ン テ イ ア 活動 ⑦地域の コ ミ ュ ニ テ ィ

拠点 ⑧私選復 旧 ⑨消費生活協 同組

合 ⑮被災外国人県民支援。

こ の う ち①は被災世帯の恒久住宅移

行後の 自 立 を 支援す る 補助金、 ② は 生

活復興資金貸付金の利子負担 を 実質 ゼ

ロ に す る 補助金。 個 人給付的 な も の で、

基金事業の特徴的 な 事業 と い わ れ、 こ

の 2 つ の 事 業 で 生活 対 策 の 計 画 額 の

82% を 超 え た 。 ③④⑤⑥⑦⑩は 民 間 団

体な どが実施す る 支援活動 に対す る 支

譲が中心。 ⑧⑨は 地域の住民団体 な ど

への復興支援。 現在約半数の事業で受

被災者 自 立支援金

民間賃貸住宅家賃負担軽減
緊急災害復旧資金利子補給
住宅再建支援補助 ・ 利子補給
コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、設置補助
住宅購入支援補助
応急仮設住宅維持管環費補助
被災者雇用奨励金

中小企業金融機関復旧利子 補給
高齢者住宅再建支援

生活復興資金貸付金利子補給
復興準公営住宅建設支援
し ご と 開発事業補助
マ ン シ ョ ン建替利子補給
房用維持焚励金
こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー運営補助

仮設ふ れあ い セ ン タ ー設置補助

公営住宅入沼待機者支援
復興 ま ち づ く り 支援家業補助

生活復興相談員 設置事業補助

つμ

QO

ハU

ハb

ハU

つd

qυ

八U

Qυ

にυ

ハυ

-
hυ

ηο

oo

nhU

バ也

つω

ハリ

ハV

ハu

nu

つり

にひ

OO

ハU

QU

にυ

ピリ

A斗ム

Aせ

4ム

つd

qδ

τi

1i

1i

可i

1i

1i

1i

4h

つU

つμ

喝i

'i

?よ

け付 け を 行 っ て お り 、 2001 年 3 月 現在、

計画額の 108% に 膨 れ上 が っ た O 住宅
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対策 は 、 被災者の住宅再建支援、 震災で、失 わ れた 大量の住宅ス ト ッ ク の早期 間 復 と 創造的

復興 を 支設す る た め 、 当 初 9 事業でス タ ー ト し た 。 そ の 投 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画j

「恒久住宅へ の 移行 の た め の 総合的 プ ロ グ ラ ム 」 を 受 け て順次拡大 し た 。

住宅対策 を 大別 す る と 次の 10事業 に 。 ①持 ち 家 の建替 ・ 購入 ・ 修繕 ②高齢者 の持 ち 家

の建替 ・ 購入 ・ 修繕 ③被災マ ン シ ョ ン の建替 ・ 修繕 ④共同化 ・ 協調化の希望者 ⑤賃

貸住宅の再建 ・ 建設 ⑥民間賃貸住宅 な どへの入毘 ⑦宅地防災工事の実施 ⑧住宅再建

相談、 ま ち づ く り ⑨ ダ ブル ロ ー ン 負担の軽減 ⑮仮設住宅か ら の移転。

こ の う ち ①~⑦は利子補給、 補助金の交付 に よ る 被災者個人への支援で、 計額件数で 9

万件 と 大半 を ih め て い る O 特 に⑥ に つ い て は民間賃貸住宅への助成 と い う 、 当 時行政面で

実現で き な か っ た対策であ り 、 そ の後の被災者 自 立支援法や住宅再建支援法 に 結 び、つ い た 。

⑮に つ い て は 、 恒久住宅へ 1 日 で も 早 く 移 っ て 生活再建で き る よ う に 1998年 か ら 99年 に か

け て 実施 さ れた 。 被災者 自 立支援金の支給 と 合わせて行わ れた結果、 仮設住宅解消 (2000

年 1 月 ) に つ な が っ た 。 (注12)

な お 兵庫県 と 神戸市が国 に 求 め て い た復興基金への財政支援が認め ら れ る こ と に な っ た 。

自 民党 と 総務省 は 2001年 2 月 13 日 、 基金の う ち 2005年 6 月 に運用期 摂 を 迎 え る 6 ， 000億 円

部分の運用 期 間 を 5 ヵ 月 程度延長す る こ と で合意 し た 。 向 者 は そ れ に 伴 う 100億 円 近 い 資

金支援 を 2005年度予算で措置す る 方針。 県側 も 既存事業の見直 し を 進 め て 、 被災者向け支

援金の支給増加 な どで生 じ る 財源不足の穴埋 め を 急 くぐぐ、w、

l県県 に よ る と 、 基金の現在の財源不足は 180億 円 に 達す る O 世帯分離や年収減 な どで 「被

災者 自 立支援金」 の対象世帯が大幅 に増 え 、 当 初予算の1 ， 250億円 を 大 き く 上 回 る 1 ， 400億

円以上 に 膨 ら ん だの が理由 と い う O

6 ， 000億円 の 基金 を さ ら に 5 ヵ 月 間程度運用 す る こ と で120億円程度の運用 益 を 得 る 計算

に な る O 実質的 な 国 の補助 は100億円 弱 に な る も の と み ら れ る 。 追加の運用 益120億 円 に 加

え 、 残 る 不足分の60億 円 は復興基金の既存事業削減や縮少で確保す る o (注13)

(注 1 ) I災宍: と 司法処瑚の諸問題j 朝海一雄 (都市政策 第1 04号 )

(ì主 2 ) I法 と い う 壁 を 越 え て」 長沼隆之 (都市政策第104号)
(注 3 ) 読売新開 2000年 4 月 27 口

(注 4 ) 朝 日 新聞 2000年 7 月 4 El 
(注 5 ) 朝 日 新司 200] 年 1 月 13 日
(注 6 ) 朝 日 新聞 2001 年 5 月 27 日
(注 7 ) 朝 日 新聞 2000年 4 月 初 日
(注 8 ) 神戸新聞 2000年 4 J1 26 口
(注 9 ) 諸経新司 2000年 5 月 18 El 
(注10) 読売新聞 2001 年 1 月 1 7 日
(注11 ) 神戸新聞 2000年12月 1 9 日

(注12) I大震災復興恭金 ・ 6 年の歩み」 藤井康正 (都市政策第102 号)
(注13) 日 経新開 2001 年 2 月 14 口
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は じ め に

神戸学院大学 の 学生 ・ 山 上紗智 子 は 、 2001年 1 月 17 日 に の 灯 ( あ か り ) J の 第 1

走者 と し て ス タ ー ト を 切 り 、 2 、 3 月 に は福井県か ら 山 梨県 を 走 っ た 。 「懸命 に走 る 姿 を

見て も ら っ て元気 に な っ た神戸 を 知 っ て ほ し い」 と い う 願い を 込め た 。 大震災 の と き は 91

学校 3 年生だ、 っ た 。 そ れか ら 、 神戸の復興 と と も に 成長 し て き た 。 授業や ア ルバ イ ト と 忙

し い毎 日 の 開 に走 り 続け、 本番 に 望 ん だ。 全国 に 「あ り が と う 」 を 伝 え る た め で あ っ た 。

こ れ を は じ ま り に r21世紀 ・ 復興記念事業」 が開 幕 し た 。 復興の喜 び を 400近 い 催 し が奏

で た 。 文化的 に は 「復興」 か ら 「成熟J への大 き な 転換点 に 立 っ た と 云 え る 。

大震災か ら 6 年、 復興事業 は ほ と ん ど終わ っ た と い っ て も い い。 こ れか ら は 、 膨 大 な 資

料の収集、 保存 と 次代への継承 と 、 新 し い 丈化施設 ・ メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) 、 新 し

い県立美術館 な どの 活用 に移 っ て い く 。 部作な どの文化活動 は 、 依然 と し て活発 に つ づ け

ら れ て い る が、 「復興J の 丈字 は か な り 少 な く な っ た 。 し か し 「震災 の 記憶 を 風化 さ せ な

い よ う にJ と い う 意識は 失 わ れ て い な い 。

「大震災 と い う 悲劇 を 通 し 、 神戸市民 は生命の尊 さ と 近代文明 の も ろ さ を 感 じ た 。 そ し

て復興 と は 人 間 を 大切 に す る こ と 以外 に あ り 得 な い と 実感 し た と 思 う O そ う 考 え れば、 復

興 に 必要 な の は大型の公共事業で は な く 、 市民一 人 ひ と り が倍性 を 発揮で き る よ う な社 会

シ ス テ ム の構築 を 関 る こ と だ と 患 う O 各種 NPO や芸術家の 支援、 小 さ く と も 神戸 ら し い
ジ ャ ズや洋菓子の ミ ュ ー ジ ア ム の創 設 な ど、 市民の 能力 開発 シ ス テ ム に公的資金 を投入す

べ き だ と 考 え る 。 神 戸 の い い と こ ろ は だ れで も す ぐ に “神戸 っ 子" に な れ る と こ ろ O 大震

災 で は 多 く の ボ ラ ン テ イ ア が駆け つ け た が、 そ の背景の一つ は 、 神戸 の オ ー プ ン な風土 で

あ る 。 地球的 な 規模 の 大交流時代が始 ま る 中 で、 神戸 の風土 は21世紀 に 大 き な 可能性 を 与

え て く れ る は ず だ」 一 国立民族学博物館 の 石森秀三教授の提言で あ る 。
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い三品 震災が遣 し た 教訓l を 継求へ

大震災直後か ら 被災 地 に は全国か ら の ボ ラ ン テ ィ ア が押 し 寄せ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年」 と

呼ばれ る ほ どで あ っ た が、 こ の 人た ち は 、 被災者支援の た め あ ら ゆ る 活動 を 惜 し ま な か っ

た 。 こ の活動 の 跡が膨大 な 震災資料 と し て 残 さ れ た が、 そ れ も 都市の復興 と 共 に忘 れ去 ら

れ、 捨て ら れて い っ た の で あ る O 「震災 を 語 り 継 ぐ た め に も 、 こ れ ら の資料 を 収集 し 、 保

存 し て い こ う 」 と い う 運動が、 5 年 目 ぐ ら い か ら 活発 に な っ て い っ た が、 6 年 目 を 迎 え た

現在、 「い ま 、 残 さ な く て は …」 と い う あ せ り も あ っ て 、 行政、 民 間 を 問 わず、 急 ピ ッ チ

で進め ら れつ つ あ る O

l 世界で例 の な い震災の記録

〔 県が大規模 な 資料収集〕

寂神 ・ 淡路大震災 の実態 を ナ マ で伝 え る 一次資料 を 後世 に 伝 え て い こ う と 、 兵庫県 は

2000年 6 月 か ら 、 震災資料の大規模 な収集 と 、 調査 ・ 保存 ・ 整理 に乗 り 出 し た 。 2 年がか

り で、 総事業費 6 1.意7 ， 800万円 を 投 じ 、 延べ100余人の謡1t H が被災 し た 1 0 市 、 10町の被災

者、 学校、 企業、 各種団体な ど を 訪問 し 、 資料の提供 を 呼び掛 け て い る 。 こ れ ほ ど大掛か

り な 資料の収集 は全 国 で も 例 がな く 、

と し て い る O

を 畑、Lイじ さ せ な い た め に も 徹底 的 に や り た l，， ' J

震災資料 は 、 避難所や仮設住宅 な どで配付 さ れた ピ ラ 、 チ ラ シ 、 ボ ラ ン テ イ ア 情報、 瓦

援物資、 ビ デ オ 、 写真、 日 記、 手紙、 作 文 、 間前! な と守震災直後の雰l外j気や被災 許の思 い な

ど震災の全体像 を 後世 に残 し て い く も のすべ て に わ た っ て い る 。 こ れ ま で も 阪神 ・ 淡路大

震災記念協会 を 中心 に 資J!q収集 は行わ れ て い た が、 5 年が経 eっ て こ れ ら の 資料がfJ、速 に失

わ れつ つ あ る と の危機感か ら 、 こ の事業が計画i さ れ た 。

神戸 市 生 田 区東川 崎 町の神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10 階 に あ る 「阪神 ・ 淡路大震災資キ伝聞を

事務 セ ン タ ー 」 に は連 日 、 多 く の調査員 が詰め掛け、 被災地 に散 っ て い く 。 回体な ど を 訪

問 し 、 聞 き 取 り 調査 を 行 い 、 了解が得 ら れれば資料の提供 を 受 け る O 貰 え な い場合 は 、 写

真や コ ピ ー で保存 し て い く O 一例 を あ げる と 、 津名 郡東浦軒の東浦福祉協議会 に は 、 調査

員 が 3 回 に わ た っ て訪 問 、 多 く の資料の提供 を 受 け た 。 「炊 き だ し ボ ラ ン テ イ ア 活動 日 誌」

や救出活動 、 救援物資、 町 内 の被災状況、 震災体験 を 開 く 会 な どの多数の写真 な どがあ っ

た 。 調査員 は 、 こ れ ら を セ ン タ ー に持 ち 帰 っ て 、 分類、 整理 し 、 デー タ ベ ー ス 化 を 図 っ て

い く O

集 ま っ た 資料 は 2 万 7 千件

2000年度 に 資料調査事務セ ン タ ー が集め た 資料 は 、 27 ， 324件 に 達す る O 内 訳 は 、 NPO ・
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宗教毘体か ら 11 ， 357件、 設興公1;f{F:主1 ， 277件、 各種田体 ・ 組合1 ， 950件、 一般住吉3 ， 933件、

そ の他8 ， 807件で あ る 。 調官民 の 印 象 に 残 っ た も の は 、 焼 け た コ イ ン ・ ス プー ン ・ 印鑑 ・

置物 、 遺 品 の フ ル ー ト 、 ド ラ ム 缶 を 利 用 し た太鼓や パ イ プの 楽器、 炊 き 出 し の どんぶ り 、

壊れた時計、 ふ れ あ い セ ン タ ー の議事録 な どであ る O

資料の な か に 、 丸 く 掴 ま っ た ま ま 、 茶色 く 焼け焦 げた腕時計の金属 製のバ ン ドがあ る 。

神戸市須磨区大田 町 の永井信夫が提供 し た も の で あ る O 震災の朝、 父 の 家 に駆け付 け る と

猛火に包 ま れて い た 。 父 は犠牲者 に な っ た が、 1 週 間後、 l 階の洗面所付近 か ら バ ン ド が

見 つ か っ た 。 父が大切 に し て い た も の で あ る O 「震災 を 知 ら な い 人 に 、 震災の 実像 を 知 っ

て ほ し い。 本 当 は も う 忘れ た い 。 で も 、 忘 れ た ら あ か んJ と い う O

神戸市兵庫 区の復興住宅 に住 む今井 シ ズ、エ は 、 仮設住宅の寄せ書 き を 提供 し た 。 震災か

ら 1 年後、 同市北 区 に 星和 台南仮設生宅が出 来 た 。 入間者や ボ ラ ン テ イ ア た ち が 「お互い

に 頑張 り ま し ょ う J I手 を 取 り 合 っ て 共 に前進 し ま し ょ う 」 と 、 2 枚 の模造紙 に 34人が書

い た も の で あ る 。 長 い 問 、 ‘和台 ふ れあ い セ ン タ ー の 天井 に 張 ら れて い た が、 1999年 3 月

に 閉 鎖 さ れ た 際、 引 き 取 っ た も の であ る 。

資料展訴で震災 を 語 り 継 ぐ

山 の よ う に 集 ま っ た震災資料ェ 資料調査事
務セ ン タ ー (神戸新開社提供)

資料調査事務セ ン タ ー に 集め ら れた 膨 大 な 資料 を 、 多 く の 人 々 に 見 て も ら お う ー と 、 2001
年 l 月 6 日 か ら 31 日 ま で、 神戸 ・ 三宮 に あ る フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザで 「震災 を 語 り 継 くソ

展が聞 か れ た 。 こ れ ま で集 め ら れた 資料か ら 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関 す る 資料 を 集め た も

の で、 震災で全焼 し た民家 の金庫 に入 っ て い た炭化 し た象牙の 印鑑、 止 ま っ た ま ま の時計

や 汀 め く り カ レ ン ダ一 、 被災地での炊 き 出 し 記録、 被災者への支援の雑 巾 、 被災者の交流

の チ ラ シ 「 し ん げ ん ち 」 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの機関誌 「 て ん と 村 だ よ り 」 な ど、 な ま

な ま し い 資料34点が並べ ら れた 。

大震災 で は 、 140万人近 く の ボ ラ ン テ ィ ア が駆け付 け 、 懸命 な 活動 を 行 っ た 。 「 ボ ラ ン テ ィ
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ア 元年」 と い わ れ る ほ どで、 ボ ラ ン テ ィ ア の活躍な く し て は震災 は 語れ な い と い わ れ る ほ

ど で あ っ た 。 現在 も 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 続い て お り 、 「特定非営利活動促進法」 や 「被

災者生活再建支援法」 な ど を 成立 さ せ る 原動力 に な っ た 。

資料の活用 に 向 け て

阪神 ・ 淡路大震災記念協会 は 、 前例の な い資料の活用 に つ い て 「新 し い 基準」 を 作 る た

め 1998年 か ら 「震災資料の分類 ・ 公開 の 碁準研究会J ( リ ー ダー ・ 端信行 国立民族学 博物

館教授) を 設置 し 、 検討 を 続け て き た が、 2001年 3 月 、 報告書 に ま と め た 。 資料収集の現

状 と 課題、 分類 ・ 整理、 資料の公開 、 資料の保存、 デ ジ タ ル化、 資料の活用 に つ い て 報告

し て い る 。

こ れ に よ る と 、 資料収集の 一次資料 に つ い て は 「避難所 や ボ、 ラ ン テ ィ ア な どの 名 簿 、 メ

モ 、 チ ラ シ 、 会議資料、 手紙」 な ど と し て 、 最 も 散逸の 恐れが強 く 、 資料群 と し て の 収集

に 重点 を 置 く べ き だ と し て い る O 新 聞 資料 は 、 ほ と ん どが集め ら れて い る が、 こ れか ら は

マ イ ク ロ 化、 デ ジ タ ル化が欠かせな い と い う O 図書や刊行物 の 二次資料 は 、 記念協会で震

災直後か ら 収集が続 け ら れて お り 、 書籍、 雑誌、 冊子、 機関誌、 カ セ ッ ト 、 ピ デ オ 、 CD

ROM、 写真 な ど20 ， 977点が集め ら れて い る O

震災資料の公開 に つ い て は 、 「震災の経験や教訓 を で き る だ け 早 く 多 く の 人 と 共有 し て

も ら う た め 、 公開 を 涼郎 と す る こ と が望 ま し い。 し か し 、 集め て い る 資料 は 、 公開 に 当 た っ

て は プラ イ パ シ ー の保護な ど に 配意す る 必要があ る O ま た、 収集時 に公開 の 是非 を 区別 し

て い な い 。 今 回 の 基準策定 は 、 先駆的 な も の に な る 」 と し て お り 、 基準づ く り は 「公開基

準検討部会」 で考 え て い く こ と に な っ た 。 資料の活用 は 、 設立 さ れ る 「 阪神 ・ 淡路大震災

メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J で具体的 な検討が さ れ る べ き だ と し て い る O

〔永久保存へ公文書簡〕

震災関係の公文書 を 歴 史遺産 と し て すべ て 残 し て い く た め 、 兵庫県 は 「公文書館」 の建

設 を 検討す る こ と に な っ た 。 県 に は現在、 県政資料館 (県公館 内 ) があ る が、 公文書館 を

持 っ て い る 全国26都道府県の な かで最 も 小 さ く 、 全国平均 の 5 分の 1 し か な い 。 と こ ろ が、

震災公文書は保存期 間 を 越 え る も の が出 は じ め 、 廃棄 さ れる 危険が出 て き た 。 そ の た め 、

歴史的 な 資料 と し て永久保存 し 、 散逸 を 防止 し よ う と 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 録音テ ー プ

な ど に記録、 参考資料、 個 人 メ モ な どの保存、 整理 を 呼 び掛 け て い る O

こ れ ら の 文 書 は 、 い ま 担当 課で保管 さ れて お り 、 将来は県政資料室 �= 5 1 き 継がれる が、

ス ペ ー ス が少 な い た め に 、 収容で き な い恐れが出 て き た 。 そ こ で県 は 、 新 し い公文書館の

建設 を 計画 し た も の で あ る O 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) と と も に 、 震

災関連資料 の保存館 と し て役立 て て い く こ と に し て い る O
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〔瓦版 ・ な ま ず通信〕

震災資料の収集 ・ 保存 を 進 め て い る 民 間 団体 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブJ (神戸市長 田

区東尻池町) は 、 震災の記録 と 記憶 を 後世 に伝 え る た め 、 町の ア ー カ イ ブ (資料館) を 目

指 し て い る 。 震災産後か ら 独 自 に収集 し た 資料 は 約 1 ， 800点 に 達 し 、 一部 を 公 開 し て い る O

こ の資料は 、 震災直後の 町 を 映 し た ピ デオ 、 被 災者の な ま の声 を 録音 し た テ ー プ、 被災者

の 開 き 取 り 調査の ノ ー ト な ど、 震災そ の も の を伝 え て い く も の ばか り で あ る O

「亡 く な っ た者、 壊れた も のへの責任 と い う 視点が、 被災地の初心で あ る O 責任 は 、 非

命の者へ の 追憶、 破壊 さ れた も の へ の 哀悼か ら 生 ま れ る O 死者 に対す る 生者 の呼びか け で

あ り 、 無念の 思 い への応答で あ る O モ ラ ルハザー ド 、 他者 と の 共生 を 標梼す る 現在、 こ の

視点 の確立 は 不可避で あ る 。 〈誰が、 な に が、 なぜゆ え に 、 どの よ う な状況で、 壊れた の か、

復興 し た の か) 0 建築物 く メ モ リ ア ル セ ン タ ー〉 を 満 た す コ ン セ ブ ト は 、 こ の 間 い に答 え

得 る 思想、の ボ デ ィ を 持 た ね ばな ら な い 。 そ の 空 間 は 、 一人 ひ と り の 、 一 つ ひ と つ の 、 世界

か ら の消滅理由 を 、 徹底 し た 事実 に 基づ き 、 丹念 に記憶で き う る 学捺 的 な 装 壁 で あ っ て ほ

し い 。 ( 中 略) 地震 を き っ か け に 生 じ た 防災、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ 、 老人、 ボ ラ ン テ ィ ア な

どの社会の 問題 に 関 す る 資料 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 し 、 現時点 で集め ら れ る だ け集め次

世代へ引 き 却をがね ばな ら な いJ (季村敏夫 ・ 「瓦版 ・ な ま ずJ 8 号 よ り )

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 は 、 「瓦版 ・ な ま ずJ を 発行 し 続 け る と と も に 、 調査研究

も 実施、 県が進め て い る メ モ リ ア ル セ ン タ ー に も 公開提言 を 行 っ て い る O 最近の研究 で は

「 ミ ニ コ ミ 紙」 の 整理があ る O 震災の支援 に携わ っ た ボ ラ ン テ ィ ア た ち の貴 重 な 活動記録

と も 云 え る も の で 、 同 会が収集 し た286点 を 、 タ イ ト ル ご と に発行元 、 発行 日 時 な どの 日

録 を 完成 さ せた 。 いずれは公開 す る 予定だ と い う 。

〔 よ み が え れ 、 長 田の資料展〕

震災か ら 6 年、 被災地長 田 の記憶 を 風化 さ せ る な と 、 神戸市長 田 区 の 「人 ・ 街 ・ な が

た震災資料宰」 は 、 2000年11 月 14 日 か ら 17 日 ま で、 長 田 区役所で 「震災の資料展J を 聞 い

た 。 会場 に は 、 写真パ ネ ルや E 誌 な ど約 2 万点が並べ ら れ、 被災者や ボ ラ ン テ イ ア な ど多

く の 人 た ち が集 ま り 、 熱心 に 見 入 っ て い た 。

展示 さ れて い る も の は 、 激 し く 燃 え 上がる 炎の前で、 な すすべ も な く 立 ち す く む消防士

や避難 し た銅刷、学校か ら 黒標 を み つ め る 住民、 ガ レ キ の 山 の 上 に 畳 か れた 花 な ど、 多 く

の 写真 の ほ か 、 避難所 と な っ た長楽、 蓮池、 神楽、 御蔵の 各小学校、 県立兵庫高校 な どの

避難民の生活、 避難所 日 誌 な ど も 置 か れ た 。 「 夕 食 、 お に ぎ り 2 個 、 み か ん 2 個 、 午乳か

お茶」 と 書か れ た 日 記や 義援金の 交付、 自 衛践の給水の 日 程 な どが詳細 に 記 さ れて い る O

向震災資料室 は 資料の散逸す る の を 防 ご う と 、 区役所職員 の有志が1997年 1 月 に設立、

配食 カ ー ド な ど多 く の資料が提供 さ れ、 ピ ラ や写真 も 入 れ る と 約 3 万点 が集 め ら れて い る O

1998年 に は全 国 の 図 書館司書 ら が見学、 「関係者の居 る 間 に 整理 を J r分類 ・ 整理方法の検
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震災資料 を族主型す る 「 人 . 1fT ・ な がた震災
資料室」 の メ ン バー ニ 長田 氏役所 (宇和 f新
聞社従供)

討」 な どの ア ド バ イ ス を 受 け た 。 そ れ以来、 メ ン バ ー 30人が 「ボ ラ ン テ ィ ア J ï避難所J ï建

築J ï医療 ・ 福祉J ïそ の他」 の 5 つ の テ ー マ に分 け て 分類 し た 。 す で に 書籍や記録誌が済

み 、 避難所加 の リ ス ト づ く り に入 っ て い る 。 ま た 、 機 関 紙 「人 ・ 街 ・ な が た 資料室 だ よ り 」

を 毎月 17 日 に発行 し て い る O こ の な か に は丸 山 中学校分校の西野夜 間 中 学校 に保管 さ れて

い る 鉄製の大時計が紹介 さ れて い る 。 全壊 し た校舎 に掲 げ ら れて い た も の で 、 5 時46分 を

指 し て い る O 震災資料室で公開 さ れ る こ と に な っ て い る O

〔震災資料の竜子化へ〕

イ ン タ ー ネ ッ ト で震災資料 を公開 し て い る 神戸大学付属 図書館 (神戸市灘区) の 「震災

丈庫」 の ホ ー ム ペ ー ジ に は 、 約 2 万件の資料が収め ら れ、 研究機 関 の 震 災 関 連報告書 な ど

も 目 録検索で き る よ う に な っ た 。 最近 は 、 被災者か ら 提供 さ れ た 写真画像 に も 力 を 入れ、

震 災資料の 電子化 に 取 り 組 ん で い る O 「震災の教訓 を 後 世 に伝 え る に は 、 資料や デー タ の

共有化が必要で、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て資料 を 生か し て い き た い」 と 、 図書館情報管理

課の稲葉洋子 は詩 る O

ま た 、 震災直後 の 町 の 混乱 を 記録 し た 音声資料、 映像資料 を 2001年 1 月 17 日 か ら イ ン
タ ー ネ ッ ト で公開 し た 。 「被災地 を そ の ま ま 記録 し た 映像や音声 な ら 、 言葉の壁 を 越 え て

事態が よ く 分か る はずだ」 と 、 同 丈産 5 周 年記念講演会で試験公開 し て実施 し た 。 公開 さ

れ る 資料 は 、 神戸市営地下鉄、 神戸高速鉄道 な どの不通 を 知 ら せ る ア ナ ウ ン ス 、 中 央 区 の

町並み を 映 し た ビ デオ な どで あ る O

〔未曽有の コ レ ク シ ョ ン 〕

大阪市立大学の橋爪紳自助教授 は 「震災か ら す で に 5 年 が経過 し 、 重要度の低い 関係書

類 は廃棄対 象 に な り つ つ あ る O ま た個 人が保有す る 思 い 出 の詰 ま っ た 品 々 も 、 転賠の た び

に取捨選択 さ れ、 少 し ずつ廃棄 さ れて い る はずだ。 死傷者の 数や経済的損失 と い っ た数字
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も 確か に記録であ る O し か し そ れ以 上 に 、 1 点 1 点 の F歴 史の 噺片』 が語 る メ ッ セ ー ジ に

こ そ意味があ る O 天 災 に か か わ る 一次資料 と し て 、 こ れ ほ ど ま で に お お がか り で徹成 し た

も の は 、 世 界 を 探 し で も 例が な い の で は な いか。 ま こ と に 膨大な も の だ。 大仰 に で は な く

今 回 の 収集事業 は 、 人類丈明 は じ ま っ て 臼 来、 か つ て な い コ レ ク シ ョ ン を 生 み だす 可能性

があ る O そ れ ほ ど ま で に被災地 で は 、 白 身 の記憶 と 体験 を 次 世代 に伝え た い と い う 思 いが

強 い と い う こ と な の だ ろ う 」 と 、 い っ て い る 。

2 震災 を 記録 し 続 け る 人々

(2000 自 の記録〕

震災直後か ら 活動 を 続 け る 「阪神大震災 を 記録 し つ づけ る 会J (神戸市 中 央 区 江戸町) は 、

2000年 8 月 に 82編の記録を 集 め た 6 冊 日 の手記集 112000 日 の記録J を 出版 し た 。 6 年 目 を

迎 え て 、 地震で重た い体験 を さ れた 方 々 は 「体験の相対イし がで き 始め 、 そ れ以外の方 々

は 「他人の体験への 関心」 が間 わ れ る 時期、 と い う 。

震災後 綱 哲男 (72歳 貿易商 神戸市中央藍)

震災は被災者 に と っ て不幸 な 災難であ っ た 。 1 人の市民が不幸で あ れば、 同 じ多 く の市

民 も そ う で は な い の か。 公営住宅 に 移 り 住 ん だ被災者の多 く は鉄の扉で守 ら れた密室で息

を ひ そ め て い る 。 逃 れ る 事 の で き な か っ た 災難 と 甘受 し て い る O 今の住 ま い は災害復興住

宅 で は な い の で 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動か ら も 取 り 残 さ れて い る O 仮設の 持 の よ う に孤独死が

相変わ ら ず報 じ ら れて い る 。 明治以前な ら こ の よ う な 天変地異、 社会不安、 不 況 に 見舞 わ

れれば、 と っ く に世直 し の た め に改元 し 人心 を 一新 し て い た だ ろ う 。

私 は仮設の 原 点 を 見 た く な り 、 西区西神 の 第 三仮設跡 を 訪 ね た 。 し か し そ こ は 3 年 嵩住

ん だ患い 出 、 懐か し さ を か き 消す よ う な 、 荒涼 た る 空 き 地、 金網で 因 わ れ た 殺風景 な 原 野

と し か映 ら な か っ た。 背丈程 の 枯 れ笹 に 覆 わ れ、 僅 か に 残 る 仮舗装の道 に は も う 杖 を つ い
て歩 く お 年寄 り の 姿 は な か っ た 。 こ れは神戸の裏通 り だ。 私 は神戸 に 生 ま れ育 ち 、 家庭 を

持 っ た 。 親子三代神戸 に住 ん で い る O こ の 町 を 通 り 一遍の外観だ け の復興で な く 、 心 の 通

い 合 う 温かい 人 間 の 住 む 町 に し た い も の だ。

プ レ ー ト 時本み ど り (34歳 主婦 神戸市東灘区)

あ の 日 か ら 5 年の 歳 月 がた ち 、 町 の復興が進 む に つ れ て 、 人 々 か ら 震災の記憶が薄 れ て

し ま う の は仕方がな い こ と だ ろ う O で も 、 町が き れい に な り 仮設住宅が無 く な っ て し ま っ

て も 、 私達被災者 に は忘れずに伝 え て い か な け ればい け な い こ と があ る と 思 う O 生命の は

か な さ や 、 大切 さ 、 地震 ( 自 然) の 恐 ろ し さ 、 人 と 人 と が助 け合 う こ と の す ば ら し さ 、 次

の世代 を 担 う 子供 た ち に 、 し っ か り と 伝 え て い か な け れ ばい け な い 。

1 月 16 日 、 東遊 間 地 に で き た と い う 「慰霊 と 復興 の モ ニ ユ メ ン ト 」 を 見 に 行 っ た 。 亡 く
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な っ た 知 人 の 名 前の プ レ ー ト を 指 で な ぞ っ て い る と 、 自 然 に 涙が出 て き た 。 「あ な た た ち

の 死 を 無駄 に し な い よ う に 、 私達がこ の 体験 を し っ か り と 伝 え て い き ま す か ら ねJ と 、 私

は モ ニ ュ メ ン ト の前で誓 っ た 。 誰 も が考 え て い た よ り も 町 の復興は早 か っ た か も し れ な い。

で も 復興 と 共 に 薄 れ て い く 震災の記憶 を 語 り 伝 え 残 し て い く こ と が、 私 達被災者の で き る

震災復興の 一つ で は な い か と 思 っ た。

「阪神大震災 を 記録 し つ づけ る 会」 は 、 高森 一徳代表 ら ス タ ッ プ 8 人で 運営 し て い る O

新聞記者、 編集者、 エ ン ジ ニ ア 、 主婦で、 全員 ボ ラ ン テ ィ ア で あ る O 「被災者の本音 を 語

り 継 ぎ、 体験 を 共有 し て 、 教訓 に し よ う 」 と 活動 を 続け る o 2004年 9 月 ま で手記 を 募集 し 、

10冊 目 を 出版 し て運動 の 区切 り に す る 予定であ る O

そ し て こ れ か ら を 生 き て行 く

震災か ら 5 年 間 の 心 の 軌跡 を た ど ろ う と い う 「仮神大震災 を 表現す る 会J ( 明 石市) は 2000

年10月 に 「そ し て こ れか ら を 生 き て行 く 』 を 発行 し た 。 神戸新聞文化セ ン タ ー の 文章教

室 の メ ン バ ー が、 5 年 を 機 に 取 り 組ん だ も の で、 年金生活者や主婦見習 い 、 元高校教諭、

理容師 な ど12人が長 丈 の 手記 を 寄せ て い る O 「過 ぎ て み れ ば、 じ た ばた し て い た の は 私 だ

け か も し れ な し ミ 。 愚 か で、 、 我慢強 さ に 欠 け て い た と 思 う O 見上げる 青 空 の 下 で は 、 私 は な

ん て小 さ い の だ ろ う 。 5 年 目 の今 日 を 区切 り に 、 新 た な 気持 ち で毎 日 を 送 り た い 。 こ れか

ら も 、 明 日 も 明後 日 も 、 ず う っ と こ こ で、 平凡に 暮 ら せ る こ と を 願 っ たJ こ れは一人の

女性の手記の一部で あ る 。

〔未来に語 り 継い でい こ う 〕

震災体験 を 自 分の言葉で語 り 継い で い こ う と 、 被災者でつ く る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 グ ル

ー フ。117J (長谷川 忠一代表) が地道 な 活動 を 続 け て お り 、 2000年 6 月 に は 修学旅行で神戸

を 訪れた 岐阜県美技村立吉 田小学校の 6 年生児童話人 に 、 あ の 日 の体験 を 語 り 、 今 も 残 る

震災の傷跡 を 案内 し た。 中 央 区 の メ リ ケ ン パ ー ク で は 、 被災の様子 を 分 か り や す く 説明、

崩 れた ま ま で、残 っ て い る 南京 町近 く の ピ ル の 壁 を 見学 し た後、 東遊罰地で語 り 部の林八重

が、 東灘 Jこ あ っ た 自 宅が全壊、 寒 さ の う え に食べ物 も 手 に 入 ら な か っ た つ ら い体験 を 語 り

開 かせ た O

「 グ ル ー プ。117J は 、 1999年 9 月 に結成 さ れた 。 現在 は 、 メ ン バ ー 8 人で 、 フ ェ ニ ッ ク

ス プ ラ ザで勉強会 を 開 く と 共 に 、 全 国 の 市 町村 に資料 を 送 り 、 修学旅行 な どでの利用 を 呼

び掛け て い る o 2000年の 活動 は 7 回 で 、 そ の う ち 修学旅行 は 3 回 だ、 っ た 。 語 り 部の 一人、

市原晴美 (東灘区) は 、 自 宅が全壊、 ほ と ん ど取 り 出 せ な か っ た 。 眠 れ な い夜が続 き 「体

験 し て い な い 人 に は分か つ て も ら え な し り と 、 震災の こ と を 話す こ と は な か っ た 。 し か し 、

希望 の灯 を 持 っ て被災地 を 歩い た時、 「 も っ と 前 向 き に生 き ょ う 」 と 語 り 部 に な っ た と い う 。
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長谷川代表は 「生々 し い 現実 を 人 に 話せ る 時期 に 来 た 。 語 る こ と で深い心の傷がい や さ

れ る こ と も あ る O こ ち ら か ら 出掛 け て い っ て話 を す る よ う な 活動 も し た い」 と 語る 。

中学 l 年生が震災 を 伝 え る

明石市立大蔵 中 学校 ( 明 石市西朝霧丘) の 1 年生188人 は 、 私 た ち の 百 で見 た 大震災 を

り 伝 え て い こ う と 、 2001年 2 月 17 日 、 総合学習 の 一環 と し て発表 し た 。 同校は大震災で

被害 を 受 け 、 一時 は避難所 に も な っ た 。 当 時、 小学校の l 年生 だ っ た生徒た ち は 中 学生 に

成長 し 、 各 ク ラ ス ご と に 「立 ち 上がる J r語 り 継 ぐJ r立ち 向 か う J r意味 を 向 う J r広 がる 」

と い う テ ー マ で、 市 内 の公共施設や文化財 を 回 っ て調査、 被災者 ら か ら も 声 を 聞 い た 。 約

3 カ 月 の攻材の結果 を模造紙や冊子に ま と め た ほ か、 当 日 は震災 に ま つ わ る ク イ ズ、 演劇

や ス ラ イ ド 、 ピ デ オ な ど を 発表 し た 。

痛みの中か ら 勇気 と 知恵 を

神戸大学の 「阪神 ・ 淡路大震災犠牲者 聞 き 取 り 調査会」 は 、 6 千人 を 越 え る 震災犠牲者

全員 の記録 を 残す と い う 10年計画 の プ ロ ジ ェ ク ト を 推進 し て い る O こ の調査会は 、 同大学

工学部の室崎益輝教授、 塩崎賢明助教授、 北後明彦助教授 の研究室が中 心 に な っ て学生や

ボ ラ ン テ イ ア 約70人が協力 し て い る O

犠牲者は 「圧死85 % J と い う 数字 だ け で は語 り き れ な い痛 み や 悲 し み があ る 。 そ れ だ け

に①犠牲者一人 ひ と り の死 に つ い て の 詳細 な 記録 を 残 し て い く ②故人がなぜ、死 な な け れ

ばな ら な か っ た の か ③犠牲者が残 し た メ ッ セ ー ジ を 読み取る ー な どの理念で調査す る O

こ れ ま で に 長 田 区 で 自 宅が倒壊、 火災 に 巻 き 込 ま れて 亡 く な っ た 主婦 な ど202人の記録 を

ま と め た 。 し か し 、 調査 は 決 し て頗調 に 進 ん で い る わ け で は な く 、 遺族の協力拒否や犠牲

者の多 さ が重 な っ て い る O

調査資料 は現在、 坂神 ・ 淡路大震災記念協会で保存、 管理 さ れ、 非公開 と さ れて い る が

遺族の 了解が得 ら れれば、 出版物 な ど の 形 に し て い く こ と も 検討 し て い る O 「災害の本 質

は “悲惨 さ " です。 調査拒否 は 、 そ の傷 に触 れ ら れた く な い と い う 遺族 の 当 然 の 思 い で す

が、 事実 を 事実 と し て残す こ と に よ っ て 、 復興の本質で あ る 勇 気 と 知恵が見 え て き ま す J

と 、 室崎教授 は語 っ て い る O

“ ま ち の記様" を 子 ら に伝 え よ う

震災 と 復興事業 に よ っ て 、 ま ち の個性が急速 に 失 わ れ る な か、 伝承や文化、 歴 史 を 掘 り

起 こ し 、 “ ま ち の 記'慮" と し て子 ど も た ち に伝 え て い こ う と 、 神戸市長 田 区御 蔵通の ボ ラ

ン テ イ ア 、 地域交流 ス ペ ー ス 運営団体 「 プ ラ ザ 5 運営委員 会J ( 上 回 諭信代表) が、 地域

の調査 を は じ め た 。

地域 に残 さ れて い る 民話、 伝承、 戦前、 戦後の暮 ら し な ど に つ い て 、 お 年寄 り か ら 聞 き
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書 き し た り 、 か つ て 井戸 の あ っ た場所の確認や 、 震災前、 震災直後の活用 な ど を 調査 し た

り 、 地蔵 と 暮 ら し の か か わ り な ど も 調べて い る 。 ま た 、 住宅再建で出土 し た埋蔵物 を 記録

し た り 、 震 災犠牲者の住 ん で い た場所 に つ い て も 開 い て い く と い う O

御蔵地 民 は 、 昔、 豆腐屋が使 っ て い た井戸、 地域の祭 り の 中 心だ、 っ た 地 蔵 な ど、 多 く の

遺産があ っ た 。 し か し 、 震 災や そ の 後の事業で 、 井戸は埋め ら れ、 地蔵 も 寺 な ど に 預 け ら

れ る な ど、 急速 に 長 田 ら し さ がな く な り つ つ あ る O

「震災詩」 の朗読 を 通 し て

大震災 を 描 い た 「震災詩」 を 期読す る こ と に よ っ て 、 災害の悲惨 さ 、 命 の尊 さ を 語 り 継

い で い こ う と 、 来内 の 主婦 ら 5 人の グ ル ー プが2001年 1 月 17 B 、 神戸 市垂水区 の小学校で、

初 め て の朗読会 を 開 い た 。

メ ン バ ー は 、 龍野 市龍野 町 の 山 本 セ ツ 子 ら 主婦、 会社員 、 被災者た ち 。 神戸市 内 で の ボ

ラ ン テ イ ア 団体の行事 に参加 し た 山本 は 、 玉 J 1 1 1有香の震災詩 「 四丁 目 の ま さ J を朗読 し た

の を 機会 に 「記憶 を 風化 さ せ な い よ う に伝 え て い こ う 」 と 、 語 り 部 に な る こ と を 決意 し た

と い う O そ の後、 朗読教室 の 仲 間 や 知 人 に呼び掛け て 、 グ ル ー プ を 結成 し た 。

〔写真に記録 さ れ た被災地の姿〕

阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 勝大な写真が掘 ら れた 。 震災の あ ら ゆ る 場面 が写真で記録 さ れ

た の で あ る O 定点観測が続 け ら れ、 写真集が出 版 さ れ、 写真展が聞 か れ た 。 収集が続 く 震

災資料の な か に も 何万点 と い う 写真資料が持 ち 込 ま れ て い る 。 こ れ ら は 、 こ れか ら 震 災 を

考 え る う え で、 そ し て 後世 に 伝 え て い く う え で貴重な も の であ る O

5 年後の被災地 を 空か ら 撮影 し た 「坂神 ・ 淡路大震災 ・ 被 災地航空写真集」 が2000年 4

月 、 日 経大 阪 PR か ら 出 版 さ れた 。 震 災 か ら 100 日 、 I 年、 3 年 の 写真集 に 続 く も の で今

回 は最終巻 の 第 4 集で あ る 。 撮影場所は 、 神戸市須磨 区 か ら 西宮市 甲 子問 、 宝塚市 ま での

56地点。 こ れで見 る と 、 仮設住宅がほ と ん ど姿 を 消 し 、 高層 の復興住宅が 目 立 ち 始め た ほ

か 、 HAT 神戸 な ど神戸東部副都心の建設が進 ん で い る が、 神戸市の西部 に は依然空 き 地

が多 い こ と がみ て と れ る O

神戸 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで は 、 2000年 7 月 19 日 か ら 写真展 「 あ の 日 を 忘 れ な いJ が 聞 か

れ た 。 県立人 と 自 然の博物館の県内巡回展で、 被災地 を 回 っ た ボ ラ ン テ ィ ア ら に よ る 記録

写真100点 を 展示 し た 。 ま た 、 神戸市東灘区森南 町の 主婦大仁節子 は 、 125地点 を 定点観測

し た写真集 「朔 け 神戸」 を 自 費 出版 し た 。 震災で全壊 し た 自 宅 を 見 て 、 記録 を 残 し て い

こ う と 被災地 を ひ た す ら 歩 き 続け 、 350 カ 所 を カ メ ラ に 収め た 。 さ ら に 5 年後 に記'患 を 頼

り に 歩 き 、 ま と め あ げた と い う O 同市長 田 区池 田 町の カ メ ラ マ ン ・ 米 田定蔵、 英男 親子 も

震災後の神 戸 の 移 り 変 わ り を 撮影 し た r都市の記憶 神戸 ・ あ の震災J を 出版 し た 。 大判

の 写真集 に は 、 激震地 の 変遷が208枚の写真で表現 さ れて い る O 「震災前 と 今後の神戸 を 繋
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ぐ、 糸 の よ う な存在 に な っ て く れれば」 と 話す 。

〔世界震災復興映像祭聞 く 〕

20世紀 に 起 き た 世界各 国 の 大震 災 の 映像記録 を 連続上映す る 「 第 一 匝 世界震災復興 ド

キ ュ メ ン タ リ ー 映像祭J ( 同 実行委員 会主催) が2001年 1 月 29 日 か ら 2 月 20 日 ま で、 神戸

市の新長 田 、 新開地、 王子公 園 で 開催 さ れ、 市民の 関 心 を 集 め た 。

「 自 分た ち の 震災体験 を 振 り 返 り な が ら 、 人が ど う 生活 を 回復 さ せ て い っ た か、 私 た ち

は震災 を ど う 伝 え て い け ばい い の か を 考 え よ う 」 と 、 港 ま ち 神戸 を 愛す る 会、 野 田 北部 ま

ち づ く り 協議会な どで活躍す る 市民、 コ ン サ ル タ ン ト ら 17人が実行委員 会 を 結成 し て進 め

て き た 。 上 映 さ れ た の は 、 ト ル コ 、 台湾大地震 の ほ か サ ン フ ラ ン シ ス コ 大地 震 (1906年) 、

中 国唐 山大地震 (1976年) 、 関東大震災 (1923年) 、 新潟地震 (1964年) な と�12本だ、 っ た 。

震災映像ア ー カ イ ブ

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が企雨、 制作 し 、 市民 自 ら が被災地の様子 を 撮影 し た

ビ デ オ 映像 を ま と め た 「市民が撮 っ た震災映像 ア ー カ イ ブ」 が2000年10月 21 日 か ら 神戸 の

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで公開 さ れ た 。 「 ア ー カ イ ブ」 に は 、 市民18人か ら 寄贈 さ れ た 映像 の

ほ か、 地震直後の 3 B 問 、 市内 を 歩い た市職員 の 映像、 地元マ ス コ ミ の報道映像 な ど、 動

画、 静止画 な ど86本 を 収録 し て い る 。 こ の な か に は 、 倒 壊 し た ピ ル 、 煙 を 上 げる 商窟街、

避難所の状況な どな ま な ま し い も の が含 ま れて い る 。 こ れ ら を 芦屋市在住 の 映画 監督大森

樹 が監修 し 、 約 4 時間20分の DVD-ROM に ま と め あ げた 。 100枚 を 制作、 被 災市 町 に 配

付 し て い る 。

3 金田 に 属 が る 藷望の灯 り

〔分け合お う ぬ く も り 〕

「人ti， 人 で は 生 き ら れな い 。 分か ち 合い 、 支 え 合 っ て 、 少 しずつ歩 く O 阪神 ・ 淡路

大震災 は 、 そ の こ と を 私 た ち に 教 え た 。 被災地 に め ぐ っ て き た f 1 ・ 17J o 一 人 ひ と り の

上 に 、 ど ん な 6 年の 月 日 が流れた の だ ろ う O つ ま づ き 、 立 ち 上がっ た 時 、 傍 ら に は 、 さ さ

や か で も 心 に 響 く 「言葉」 が寄 り 添 っ て い た よ う に思 う O 神戸 ・ 三宮の東遊 園 地 に と も る

希望の灯 り が16 日 、 た く さ ん の分灯 に な っ て 各地へ散 ら ばっ たJ (神戸新聞2001年 1 月 17 日 朝刊)

阪神 ・ 淡路大震 災 の 時 、 全 国 か ら 受 け た 支援 に 感謝 し よ う と い う fKOBE2001 届 け !

希望 の灯 り を 全国へ」 が、 大震災か ら 6 年 目 の2001年 1 月 17 日 、 神戸 を ス タ ー ト し て は じ

ま っ た 。 6 年 目 を 記念 し て 開幕 し た 「神戸21 世紀 ・ 復興記念事業J (別項参照) の メ ー ン

行事で、 全 国 か ら 寄せ ら れ た 中 央 区 の 東遊 園 地 に と も っ て い る 「希望 の灯 り 」 を 、 市民 ラ

ン ナ ー ら がカ ン テ ラ で全国 に 運 ん で 、 各地 に と も し た ほ か 、 被災地 に 来 た ボ、 ラ ン テ イ ア と

も 再会 し 、 お 札 を 述べ た 。
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訪問 し た と こ ろ は 、 全国47都道府県の県庁所在地、 長崎県島原市、 北海道虻 田 町 な ど 自

然災害の被災地 を 加 え た 53 カ 所、 総計6 ， 500 キ ロ メ ー ト ル を 3 カ 月 か け て 走 り 抜い た 。 ラ

ン ナ ー た ち は 、 長崎の 「 ボ ラ ン テ イ ア 国際年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 」 、 佐賀 の 「全国 ボ ラ ン テ ィ

ア研究大会」 、 枚方市の 「市民の つ どい 」 、 福井市の 「災害 ボ ラ ン テ イ ア 研修会」 、 前橋市

の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 集会」 な ど、 各地で様々 な 会合 に 出席 し 、 神戸か ら の 感 謝 の気持 ち を伝

え た 。

全国各地で好 り を と も す行事

灯 り に込め ら れた鎮魂の思い。 こ の希望の
灯 り が全国へ散っ た こヱ 神戸 ・ 東遊園地 (神
戸新聞社提供)

犠牲者の鎮魂 と 教訓 の継承 を ロ ウ ソ ク の灯 り で伝 え て い こ う と い う 催 し が、 2001年 1 月

17 日 を 中 心 に全国各地 で 聞 か れ た 。 13 日 の愛知県西尾市、 横浜市 の 山 下公 園 を 皮切 り に 、

10 カ 所以上で実施 さ れ、 E 本列 島が光の輪で結 ぼれた 。

関東大震災 の ガ レ キ で埋 め 立 て ら れた と い う 山 下公園 で は 、 市民 ら が結成 し た 「防災ギ ャ

ザ リ ン グ2001 from か な がわ実行委員 会」 が 中 心 に な っ て300本の ロ ウ ソ ク に灯 り を と も

し た 。 そ し て 「災害で傷 つ い た 世界 の 方々 に希望 と 平和 の 日 が訪 れ る よ う 祈 る O 負 け る な

被災地の 人 た ち J と の メ ッ セ ー ジ を 読み上げた。 ま た 、 西尾市で は 西尾小学校の グ ラ ウ ン

ド で 1 万 5 千本 の ロ ウ ソ ク に灯 を と も し た 。 こ の種火は神戸 か ら 運ばれ た も の で、 集 ま っ

た市民 ら 1 ， 600人が '2001 NISHIOJ の 文字 を 浮 か び上が ら せ た 。

竹の燭台1000本 も

ロ ウ ソ ク に灯 り を と も す鎮魂の行事 に 欠かせ な い の が竹の燭台。 篠 山市今田 町の橋元勇

ら 4 人の ボ ラ ン テ ィ ア が約 1000本の竹の濁台 を 作 り 、 東遊園 地 に 送 っ た 。 近 く の 山 に あ る

モ ウ ソ ウ 竹 を 切 り だ し 、 長 さ 60 セ ン チ に カ ッ ト 、 片 方 に45度の 切 り 込み を 入れ て い く 。 1999

に は380本、 昨 年 は 680本、 そ し て今 回 は 1020本 を 作 っ た 。 震災 は ひ と ご と で は な い。 忘

れ ら れな い し 、 忘 れ た ら あ か ん。 こ れか ら も 出 来 る こ と は続 け た い 、 と 橋元 は い う O
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網敷天満神社で鎮魂の好寵

神戸市東灘 区 、 嫡敷天満神社の高橋洋可権禰宜 は 、 震災の思 い を 語 り 継い で い く た め に

「鎮魂 の灯龍」 を 彫 り 続 け て い る が、 2001年 の 正 月 に は 、 そ の 数が350個 に 達 し 、 境内 を

埋め尽 く し た 。 高橋権禰宜 は 、 大震災の時、 自 衛隊員 と し て被災地 に 入 っ た が、 日 の前 の

命が救 え な か っ た 。 「 も っ と 機材があ れば、 あ と 1 日 早 け れ ば・ 1 と い う 思い か ら 除隊 、

被災地の神社の権禰宜 に な っ た 。 救助活動で テ ン ト に寝泊 り し た さ い 、 ぬ く も り を 感 じ た

の は ロ ウ ソ ク の ほ の か な 灯 り だ、 っ た こ と か ら 、 灯龍づ く り を は じ め た と い う o 1997年 の 正

月 に は30伺 だ っ た が、 5 年経 っ た今年は 10倍以 k の灯 り に な っ た 。

〔 聞 こ え ま す か、 ぼ く た ち の声が〕

て ん ご く の マ マ へ 小 3 中埜 期太

じ し ん の と き 、 lま く は 、 3 才《で し た 。 1 月 17 日 の あ さ 、 ゴー ゴー と い え カヘ ょ こ に 、 大

き く ゆ れ ま し た 。 ぼ く は 、 な に か に う も れ て 、 う ごけ な く な り ま し た c き がつ い た ら パパ
が、 た す け て く れ ま し た 。 じ し ん で マ マ は 、 し ん で し ま い ま し た 。 マ マ は 、 と て も や さ し

か っ た です。

と き ど き 、 マ マ に あ い た い な あ と お も い ま す。 も し 、 マ マ に あ え た ら 、 い っ し ょ に あ そ

びた い です 。 マ マ 、 ぼ く と 、 み ん な が、 こ れか ら も 元気で、 、 く ら せ る よ う に 、 て ん ご く か

ら 、 み ま も っ て く だ さ い 。

震災遺児 た ち への 支援活動 に取 り 組 ん で い る 神戸市東灘区 の 「あ し な が育英会 ・ レ イ ン

ボ ー ハ ウ ス 」 で、 2001年 1 月 13 日 に 「偲ぴ話 し 合 う 会」 が開 か れ た 。 遺児や夫や 妻 を 失 っ

た 父 、 母、 そ れ に 孫 を 引 き 取 っ た祖父母 ら 約 100人が参加、 黙 と う の あ と 朗読 や 話 し 合 い

の 会 を 持 っ た 。 高校生た ち は 「 ア ル バ ム を 見 た り 、 家族でお 母 さ ん の こ と を よ く 話 し ま すJ

「人 を 理解 し 、 勇 気 を 与 え る た め に 、 僕 も 人 と し て 強 く な ら な い と い け な い」 な ど と 語 り

合っ た 。

〔広が る メ モ リ アル ウ オ ー ク 〕

震災 を 風化 さ せ な い ー と 、 兵庫県 は2001年 1 月 17 R に í 1 . 17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー

ク 」 を 実施 し た 。 こ れ ま で の 合 同 追悼式 に か え て行 わ れ た も の で、 J l I 西運動場 (芦屋市) 、

大和公園 (神戸市灘 区 ) 、 王子公園 ( [司 ) の 3 カ 所 か ら ス タ ー ト 、 東部副都心 の HAT 神
戸 を 日 指 し て歩 い た 。 コ ー ス は 2 キ ロ 、 5 キ ロ 、 10キ ロ の 3 つ に分け ら れて お り 、 約3 ， 500

人が元気 に 歩 い た 。

芦屋か ら の コ ー ス で は 、 束j難区住 吉本町で沿道住民 と バケ ツ リ レ ー な どの 防災訓練 を 実

施 し た が、 人 ぴ と の な か に 混 じ っ て神戸市立本山 第 二小学校 (東難区) 3 年生が参加 し 、
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地域防災マ ッ プづ く り に挑戦 し た 。 大和公国 か ら は 、 神戸東部副都心 に あ る 渚 中 学校、 な

ぎ さ 小学校の生徒、 児童が参加 し た 。 ほ と ん とやが震災体験 を 持 っ て い た子供 た ち で あ っ

王子公園 か ら は 紀宮 さ ま も 一緒 に歩 か れ た 。 参加 し た 1 人 は 「父 は震災後、 伊丹か ら 新 開

地 ま で 自 転車 で通勤 し て い た 。 子 ど も が生 ま れた ら 、 父 の 思 い 出 と 震災 の こ と を 話 し て 開

かせた い 」 と 話 し て い る

こ の ウ オ ー ク の参加者 に 配 る 記念バ ッ ジ の デザ イ ン が決 ま っ た 。 神戸市 に 在住す る イ ラ

ス ト レ ー タ ー 涌 嶋克己が制作 し た も の で 、 縦25 ミ リ 、 横20 ミ リ の大 き さ O

〔 モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク も 〕

メ モ リ ア ル ウ オ ー ク で配 ら れたバ ッ ジ
(神戸新開社提供)

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に建つ 慰霊碑 を 訪 ね る 「震災モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク J (震災

モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ作成委員 会主催) が、 2001年 l 月 16 B に神戸市 内 の東 コ ー ス と 西 コ ー

ス で 関 か れ た 。 こ の催 し は 、 市民 グ ル ー プの 同委員 会が1999年か ら 2 � 3 カ 月 に 1 度、 開

催 し て き た も の で、 こ れ ま で13@] に も の ぼ っ て い る O

2000年 4 月 16 日 に は 、 尼崎市の 武庫 之荘 で 聞 かれ、 130人が避難所や学校 に 残 さ れ た激

震 の 跡 を 訪 ね た 。 市立氷堂小学校 に あ る 「友」 の 字 を 形 ど っ た そ ニ ュ メ ン ト な ど 6 カ 所、

約 3 . 5 キ ロ を 歩 い た 。 7 月 16 日 に は神戸市 中 央 区 、 9 月 16 日 に は灘 区 、 1 1 月 19 臼 に は 兵庫

区南部、 2001年 1 月 17 日 に は 明 石 市 ( 明 石市 ウ ォ ー キ ン グ協会な ど主催) で開催 さ れ、 多

く の 人 た ち が震災の記憶 を 新た に し た 。

ま た 、 同作成委員 会 は 3 凹 日 の 「震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ」 を 50万部発行 し た 。 地蔵や

植樹、 慰霊碑、 止 ま っ た 時計 な ど様々 な モ ニ ュ メ ン ト が被災地全域 に 数多 く 作 ら れて お り 、

ボ ラ ン テ イ ア 団体 「がん ばろ う ! 神戸」 が提案、 作家 ら 23人でつ く る 作成委員 会が毎年、

制作 し て い る O こ の l 年 詞 で38 カ 所 も 増 え 、 158 カ 所 に な っ た の で 、 新 し く 作 っ た も の で

あ る 。
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〔焼け た 電柱を永久保存〕

大震災で焼け野が原 に な っ た神戸市長 田 区 の銅 菅西地区 で は 、 焼け残っ た 鉄 製の電柱 を

震災の そ ニ ュ メ ン ト と し て永久保存す る こ と に な っ た 。 こ の電柱 は 、 御 菅西 地 区 の北公園

予定地 に 立 っ て い る O 高 さ 7 . 5 メ ー ト ル 、 東 に 10度額 い て震災の揺 れ の 強 さ を 示 し 、 焼 け

た だれ た ゴ ム カ バー や金具は槌火の激 し さ を 残 し て い る O

復興土地区画整理事業が進む に つ れ て 、 震災の跡は 1 つ ずつ な く な り 、 昔 の 姿 も 急速 に

失 わ れ て い っ た 。 こ の電柱の そ ばに は お 地蔵 さ ん も あ り 、 住民の 聞 か ら 保存 の声が上がっ

た 。 「震災 を 風化 さ せて は な ら な い 。 こ の電柱 は 被災 か ら 立 ち 上がっ た 持 を 思 い 出 さ せ て

く れ る し 、 以前の 町 の 面影 を 訟 え る 貴重 な 生 き 証人 に な る 」 と い う O

〔震災 メ モ リ アルハ ウ ス シ ャ 口 一 ム 〕

大震災で全壊 し た神戸市 内 の 幼稚 園 に群馬県の会社か ら 贈 ら れた建物が役割 を 終 え て 、

2000年 7 月 初 日 に 三 田 市 の 関 西学 院 千刈 キ ャ ン ブ場 に 移 さ れ 、 「震災 メ モ リ ア ルハ ウ ス

シ ャ ロ ー ム 」 と 名付 け ら れて 、 第 二 の 人生 を 送 っ て い る 。 シ ャ ロ ー ム は 、 ヘ ブ ラ イ 語で平

和 を 意味す る O

こ の建物 は ロ グハ ウ ス風の 園舎で、 震災直後 に 私 立須磨み ど り 幼稚 閣 に 贈 ら れ、 次 い で
私立神戸平安幼稚 園 に 移築 さ れた 。 し か し 、 道路建設 の た め 閉 園 、 三 田 に 再 び移 さ れ、

生 た ち の交流の場 と し て 生 か さ れ る こ と に な っ た 。

〈 参考文献〉
「震災資料 の分類 ・ 公開 の基準研究会 ・ 報告書」 阪神 ・ 淡路大震 災記念協会 2001年 3 月
「阪神大震災2000 E3 の記録」 阪神大震災 を記録 しつづけ る 会編 神戸新聞総合出版セ ン タ - 2000年 8 月

「そ し て こ れか ら 生 き て行 く 」 阪神大震災 を 表現す る 神戸の会編 ・ 者 鹿砦社 2000年10月

「 な ま ずJ 8 、 9 震災 ま ち の ア ー カ イ ブ 2000年 8 月 、 2001年 2 月

「人 街 - な がたJ 4 1  �51  長田 区震災資料室
「都市 の記憶」 米国定f哉、 米自英男 エ ピ ッ ク
'KOBE ・ ひ と 」 立木義浩 'KOBE ' ひ と 」 実行委員会
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[長田 に 寅 さ ん記念碑]

大震災の復興の シ ン ボル と な っ た 映画 「男 は

つ ら い よ 」 の ロ ケ 地 ・ 神戸 市 長 田 区 の 菅原市場

に 2000年1 1 月 9 日 、 「寅 さ ん記念碑」 が完 成 、

地元住民 ら が除幕式 を し た 。 震災直後 に 菅原市

場 な ど地元 の 人 々 が 「寅 さ ん に 会 っ て 元気 に な

り た いJ と 山 田 洋次監督 に 訴 え た 。 ち ょ う ど 「男

は つ ら い よ J の 第48作 「寅次郎紅の花」 の撮影

中 で 、 シ ナ リ オ を 書 き 換 え て 、 そ の 年 の 10月 、

菅原市場で ラ ス ト シ ー ン の撮影が行 わ れ た 。 寅

さ ん の渥美清 は 翌 年 に 亡 く な っ た が、 「思 い 出

を 何時 ま で も 残 し て お こ う J と 、 菅原市場の跡

地 に 関 山 し た 「味彩館 SUGAHARAJ の 入 り 口

に建て ら れた 。

記念碑 は 、 コ ン ク リ ー ト 製の 板 (縦1 . 8 メ ー

ト ル、 横 2 メ ー ト ル) に 、 山 田監督が寅 さ ん を

演 出 す る 場面 が焼 き 付 け ら れた 円形の プ レ ー ト

を 張 り 付け た も の O 計画 し た 「菅原市場協 同 組

I [ r神戸の盤」 保存記録集 を 発刊]

| 神戸市長田 区 で、焼 け残 っ た “震災の 生 き 証人"

; 干rþ戸の 壁 の保存運動 に取 り 組 ん で き た 市民団体

r リ メ ンバー神戸 ブ ロ ジ、 エ ク ト 」 が保存計画か

ら 津名 郡津名 町 に移設 さ れ る ま で の経緯 を 『震

災 を 忘れ な い た め に 「神戸の壁」 保存活動 の記

録」 に ま と め た 。 記録集 は 、 全五章か ら な り 、

ま での交渉過程や解体工事、 津名の青

楽 ホ ー ル 「 しづか ホ ー ル 」 の野外ス テ ー ジ に 移

さ れた と き の セ レ モ ニ ー の様子 な ど写真や資料、

新 開記事で構成 し て い る 。

ま た 、 活動 に参加 し た お 人 の 手記、 組 曲 「神

戸 の援」 の 楽請 も 載せ て お り 、 壁の所有者 だ っ

「撲 を 通 じ て 多 く の 人が涙 し 、 祈

合J t土、 「再 出 発 に 当 た っ

刻み た か っ た 。 た く さ ん の 人 た ち に 見 て ほ し い」

と 、 話 し て い る 。 寅 さ ん の モ ニ ュ メ ン ト は 、

]R 事rr長 田 駅構内 に も 「寅地蔵」 が造 ら れて い る O

味彩館 の 入 り 口 に完成 し た 「寅 さ ん記念碑J 神戸
市長田 区 菅原 通 (神戸新聞社提供)

り 、 支 え ら れて き た の で は な い か。 壁 が残 っ た

意 味 は あ っ た と 思 う 」 と 語 り 、 ブ ロ ジ ョ ク ト の

三原泰治代 表 も 「墜の永久保存が実現 し て 一 区

切 り がつ い た 。 今後、 壁 の あ る 広場 を 芸術や丈

化の発信基地 に 、 被災地発の メ ッ セ ー ジ を 伝 え

て い き た い」 と い う O

ま た 、 神戸の壌の基礎部分は 、 兵庫県が建設

中 の 「阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー 」

で、永 久保存 さ れ る こ と に な っ た 。 基礎部分は、

長 さ 9 . 6 メ ー ト ル、 高 さ 、 厚 さ 各60セ ン チ で、

地元住民が 5 つ に 分割 し て保存 し て い る 。 同 セ

ン タ ー で は 、 こ の う ち の最大の も の を シ ン ボル

と し て 展示 し た い と し て い る 。
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{立木義;告の 「神戸 ひ と 復興J l

震 災 直 後 か ら 被災 地 を 訪 れ、 を 通 し て

エ ー ル を 送 り 続 け た 写真家立木義浩が、 6 年 目

の神戸 を 歩 い て撮影 し た 100人 の ド ラ マ 、 被災

地 の 人々 の 写真展 rKOBE ' ひ と 」 を 2001年 1

月 18 日 か ら 神戸居留 地 の 大丸 ミ ュ ー ジ ア ム で 開

い た 。 写真家の温かい 日 を 通 し て措 かれた神戸

で暮 ら す人 々 の表情 は 、 明 る か っ た 。 こ の展覧

会 は 、 「神戸 21世紀 ・ 復興記念事業」 の 一環で、

訪れた 多 く の市民の感動 を 呼 ん だ 。

写真の テ ー マ は 「 家族J r若者J r街の有名 人J

「職人」 な どで 、 子供た ち の 明 る い 笑顔、 商!苫

主、 殺 人 さ ん 、 老夫婦、 主婦、 働 く 火性 な どの

表情が見事 に と ら え ら れて い る 。 同 時 に 出 版 さ

れ た 写真集の な かで 、 立 木 は 「人生、 一期 一会

です。 こ の度 、 は か ら ず も 神戸 の 人 び と を 撮 ら

せ て い た だ く 機 会 を 得 て 、 思 う と こ ろ 大 な る も

の があ り ま し た 。 自 発的 に被写体に な っ て く だ

さ っ た 方 がい る 。 こ ち ら か ら お 願 い し た 人 も あ

る 。 が、 ご く 幼い 子 を 除 け ば、 み な さ んが共通

し て 震災 を 経験 さ れ た 方 々 で す 。 精神的 な挫折

も あ っ た で し ょ う 。 経済 ヒの苦難か ら 抜け だ す

の に 、 い ま だ に ご苦労 さ れて い る 人 も あ る に違
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い あ り ま せ ん 。 こ う い う 重い 体験か ら か、 み な

さ んの 表情 に は 言葉 で は 表現 し が た い味がに じ

み で て い る一一一よ う に 、 わ た し は感 じ ま し た 。

こ れ ま で 有 名 - 無 名 の 人 び と の 写 真 を 無 数 に

撮 っ て き ま し た が、 今回 ほ ど い い 表情 ばか り に

遭遇 し た こ と も あ り ま せ ん。 こ の一期一 会 の 出

会 い に よ っ て 、 写真家 と し て の わ た し も 一つ 、

年 輸 を 刻み ま し た 。 神 戸 の 皆 さ ん あ り が と う 」

と 書い た 。

'KOBE ・ ひ と 」 写真展で来場者 と 諮 る 立木義浩
大丸 ミ ュ ー ジ ア ム (神戸新聞社提供)



ji--- 節 創作 を し つ づ け る 人 た ち

被災地 で の 創作活動 は 6 年 目 を 迎 え て も 炭 え を 見せ な い 。 む し ろ 大 き く 裾野 を 広 げつ つ

あ る と い っ て も よ い 。 高校生か ら お 年寄 り ま で 、 た く さ ん の 人 び と が本 を 出 版 し た 。

災 を 決 し て忘れて は な ら な い 。 や む に や ま れぬ思 い で筆 を 絞 っ た」 と い う 人がほ と ん どで

あ っ た 。 ま た 、 芸術 な どの支援組織の活動 も 、 被災芸術家への 直接支持 と い う 役割 を 終 え

幅広 い活動へ と 変わ っ て い き つ つ あ る 。

1 t広 が る 文芸の活動

〔作家 た ち の大震災〕

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 3 人 の 作家 に よ る 講演会 「作家 た ち の 大震災J ( 向 実行委

員 会主催) が2001年 2 月 13 日 に神戸市 中 央 区 の 兵庫県公館で 聞 かれ た 。 被災地への 思 い を

書 き 続け る 棟舜 臣 (神戸市東灘区) 、 震災体験 を 語 り 続け る 田辺製子 (伊丹 市) 、 震災遺児

た ち の心 の ケ ア 施設 を 開設 し た藤本義一 (西宮市) の 3 人が、 そ れぞれの体験や思 い を 語

り 、 約500人の聴衆が聞 き 入 っ た 。

被災者 を 励 ま し続 け た作家た ち の名 丈 を 後世 に伝 え て い こ う と 、 県 内 在住 の画家石阪春

映i画監督大森一樹、 作家玉 岡 か お る 、 絵本作家永田 萌 ら が実行委員会 を つ く り 、 計画

を 進め て き た。 講演会で陳舜 臣 は 「地震 と 私j の テ ー マ で 「関東大震災で は外国人がい わ

れ な く 襲撃 さ れ た 。 神戸 に は多 く の外国人がい た の に 、 混乱 も な く 、 み ん な が協力 し て援

興 に 向 け て動 き 出 し た 。 神戸が真 の 国 際都市 だ と い う こ と が証明 さ れた わ け で、 神 戸 に 住

む外昌人の一人 と し て 本当 に う れ し い」 と 語 っ た 。 田辺聖子の テ ー マ も 「震災 と 私」 で、

被災地で活動す る ボ ラ ン テ イ ア に勇 気づけ ら れ、 苦手だ、 っ た講演会 を 開 い て 震災体験 を 伝

え て い る こ と を 話 し た あ と 「 く う ち の 家 も 古か っ た け ど、 地震 も 度 を 越 し て い た わ〉 と い

う 主婦の声 を 聞 い た が、 大地震 を こ ん な ユ ー モ ラ ス な 言葉で表現で き る ゆ と り が、 神戸 を

再生 さ せ て く れ る の で は な い だ ろ う か」 と 述べ た 。 藤本義 ー は 「震災 は 人 間 証明書」 と 題

し て 「愚痴や苦労話ばか り を し て い る 人 は ダ メ だ。 大震災 を 経験 し た こ と を 、 自 分の な か

の ホ コ リ を 払 い 落 と し て く れた の だ と 受 け 止 め 、 前 向 き に行動 を 起 こ そ う 」 と 訴 え た 。

ま た 、 こ の 目 、 20人の作家が震災直後 に 書 い た 文章 を ま と め た 「作家た ち の大震災j ( 同

実行委員 会編) が出版 さ れた 。 陳舜臣の 「神戸 よ 」 、 司 馬遼太郎の 「市民の 尊厳」 、 小松左

京 の 「大震災の 日 ・ わ が覚書」 、 宮本輝の 「平成 7 年 1 月 17 日 か ら の 日 記」 、 黒岩重吾の 「地

震 に思 う 」 、 羽 辺聖子の 「再建支 え る 女の 元気」 、 五木寛之の 「 人 び と の 心 の 傷 に と ど く 言

葉 は あ る か」 な どで、 ほ と ん ど は 大震災 か ら 3 カ 月 以内 に 書 か れ た も の で あ る O 「 人 間 、

生 き て い る 限 り 、 記憶は風化 な ど し な い の であ る O 忘却 も ま た な い の で あ る 。 震災で破壊

さ れた 物 は 、 時 間 の経緯 の 中 で元 の か た ち か変 わ っ た か た ち と な っ て復元 さ れ て い く も の
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「作家 た ち の大渓災」 で思 い を 語 る 作 家 た
ち z 兵庫県公館 (橘] 1 1 真一提供)

だが、 こ れ は 、 か た ち が明 ら か な 物 であ る か ら い え る の で あ っ て 、 心 と い う か た ち の な い

も の に は 、 一切通用 し な い の で あ る O そ の か た ち も 重 さ も わ か ら な い心 を 繋 ぐ た め に は 、

単 に “特" と い っ た言葉や文字 を 弄 ん で も 空 し い だ け で あ る 」 と 、 藤本義ー は 、 こ の本 の

た め に書 き 下 ろ し た。

〔歌手か ら 作家へ 「愛 と 哀 し み の落 日 � ) 

神戸の北野坂で フ ラ ン ス 料理由 「サ ン ト ・ ノ ー レ 」 を 経営、 シ ャ ン ソ ン歌手で も あ っ た

中谷衣黒 は 、 大震災で宿 も 全壊、 声 も ー持失 っ た が、 そ ん な な かで神戸 を 連想 さ れ る 湊 町

を 舞 台 に し た小説 『愛 と 哀 し み の 落 日 Jl (文芸社刊) を 2000年 5 月 に 出版、 小 説家 と し て の

ス タ ー ト を 切 っ た 。

「サ ン ト ・ ノ ー レJ は 、 作家の遠藤周作が命名 し た屈 だ、 っ た が、 震災で倒壊、 どん底の

な かで衣里は 1 週 間 も 意識不明 に な っ た と い う 。 長男 の 妻 だ、 っ た 秋咲子が 「少 し で も 慰め

に な れ ば」 と 、 衣里が書 き j留 め て い た小説 を 東京の 出 版社 に送 り 、 高い評価 を 得 て 出販 さ

れ る こ と に な っ た 。 「愛 と 哀 し み の 落 日 」 は 4 つ の短編か ら 構成 さ れて い る O 上流階級の

優雅 な 世界 に 生 き る 男 kの心の揺れ を 描 い た 「微熱」 、 社交場 に な っ て い た 「 サ ン ト ・ ノ

レ」 の 人 関模様か ら ヒ ン ト を 得 た 「幻想、の女」 な どで 、 神戸で評判 に な っ た 。

〔高校生 ら も新 し い創作〕

'75年の歴 史 を 持つ神戸ー 古 く て大 き な カ ト リ ッ ク 教会の大聖堂、 人 々 の心の拠 り 所で

あ り 、 優雅 と 厳粛 の 気 に 充 ち た貴重な 丈化遺産が、 被災地か ら ひ っ そ り と 姿 を 消 し て行 き

ま し た 。 こ の よ う な 成 り 行 き 一つ に も 、 震災復興 を 彊 い上 げ る 神戸市の 姿勢の 一端 は く っ

き り と 窺い 取 れ る よ う に 、 わ た し に は思 わ れ ま す。 被災 し た 人々 の く心の拠 り 所〉 を 考 え 、

文化遺産 の 保存 に 熱 意 を 抱い て い た な ら 、 た と え 長年月 を 要 し よ う と も 、 な ん と し て で も 、

街の財産であ り 誇 り であ る 聖堂 を 再建 し 、 復元 し よ う と 、 市 を 挙げて働 き かけ る べ き で は
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ー と 思 う の です。 わ た し は 、 震災の後、 帰省 し つづけ、 年 月 を 経 る に つ れて 、 目 覚 ま し

い変貌 を 遂 げて い く 街 の 姿 の 陰で、 ひ っ そ り と 消 え 去 っ て い っ た大切 な も の た ち への愛情

の 思 い に 囚 わ れ、 故郷への 違和感 を 秘 か に増幅 し つ つ あ り ま す 。 年齢の所為 で懐古趣味 に

陥 っ て い る つ も り は あ り ま せ ん。 人 間 に と っ て真 に大切 な も の 、 誌か く 和 や か な気配、 雑

多 で多様 さ に 満 ち 人 間 臭 い も の、 等身大です ぐ に も 手 に触れ ら れ る も の、 頼 り 合 っ た り 親

し み合 え る 雰囲気… … そ ん な 人間 味 に 充 ち た 街が、 わ た し の 内部で少 し ず つ 瓦解 し 、 遠 ざ

か っ て行 く よ う な 寂塞 を 感 じ て行 く ばか り な の です」

神戸で生 ま れ、 東京で活躍 し て い る 佐 々 木美代子 は 、 エ ッ セ イ 集 T記憶の街~震災の あ

と にJ (2000年 8 月 ・ みすず書房干1] ) で 、 こ の よ う な 文章 を 残 し て い る O 肉 親 は 神 戸 に 住 み 、 自

ら は東京 に居 る と い う 「半ば被災者、 半 ば 日 撃者」 と い う 視点 で 、 震災 と 神戸 の 5 年 間 を

見 つ め続 け て き た 。 帰省す る た びに 日 に す る 表向 き の復興 と 、 視糠 を 低 く し て見 え る も の

と の ギ ャ ッ プが、 冷静な 自 で捕 ら え ら れて い る 。

姫路市の市立飾磨高校 1 年 ・ 野方加奈子 も 小説 「彼岸花 一 ゆ め 、 あ き ら め た ら あ か ん」

(2000年 6 月 ・ 文芸社刊) を 出版 し た。 大震災で大好 き だ っ た神戸の 街が崩 れ て い く の を 悲 し み、

復興す る 姿 に 「あ き ら め か け た小説の道」 に 進 み 、 小 説 を 完成 さ せ た 。 大震災の時、 小学

生の大介 は弟 を か ばっ て タ ン ス の 下敷 き に な っ た 。 そ のせいで背骨 に 大 け が を し 、 車 イ ス

の生活 を 余儀 な く さ れ る O 再 び歩 く こ と がで き な い な かで、 苦 し い 1) ハ ピ リ や新 し い 仲 間

と の友情 を 通 し て 、 信 じ る こ と 、 あ き ら め な い こ と の大切 さ を 感 じ と っ て い く 、 と い う ス

ト ー リ ー で あ る O 高校生 ら し い繊細 な 筆致で描かれて い る O 「あ り が と う っ て い う 言葉 を

形 と し て あ ら わ し た い んや。 ゆ め 、 あ き ら め た ら あ か ん。 信 じ た ら 、 叶 う O 僕、 歩 け る よ

う に な っ た んや ん。 自 分 を 、 信 じ た か ら O ほ ら 、 ウ ソ ゃ な い や ろ O ゆ め を 、 追 い か け る 自

分、 輝 い て い る O そ ん な 白 分 に 、 会い た い っ て 思 わ へ ん ? だ か ら 、 僕、 頑張る 」 一小説

の 最後で大介 に 、 こ の よ う に 語 ら せて い る O

〔子ども た ち に夢を ・ 次 々 と 童話も〕

神戸市 中 央区元 町で焼 き 鳥居 を 経営す る 小 川 琢麿 は 、 童話 「海の 中 の お母 さ んJ (2000年

6 月 ・ 文芸社干1] ) を 出 版 し た 。 物語 は 、 七夕 の 自 の神戸市垂水 ほ の 浜辺か ら は じ ま る 。 大震

災が起 こ り 、 母 を 亡 く し た少女の希望 ち ゃ んが、 家族の よ う な 友達 ・ 昌 く ん と 一緒 に 、 お

祖父 さ ん か ら 「あ い う え お と 海の つ な が り 」 の話 を 聞 く な かで 、 励 ま さ れ、 元気 を 取 り 戻

し て い く 。 作者は じ怖 さ と 、 包み込む よ う な 母の 面 を 持 つ くi4訟 を 感 じ て 、 希望 を 持 っ て

ほ し い と の 患 い を 込 め た 」 と 云 っ て お り 、 海女 ( あ ま ) 海豚 ( い る か) 海栗 ( う に ) 海老

( え び) 海髪 ( お ご) の 海 の 字 だ け で 「 あ い う え お」 と 読め る 不思議 さ がテ ー マ に な っ て

い る O

高砂市阿弥陀の元小学校教諭 ・ 大西和子 は 、 被災地 を テ ー マ に し た児 童短編小説 「 ひ ま

わ り の記憶」 を 神戸 の 間 人誌 「花」 に掲載 し た が、 こ れが北陸児童文学協会 の全国 間 人誌

第 二章 @ 文化 187 



作品2000年最優秀賞 に 選 ばれ た 。 大西 は定年退職後か ら 「 子供た ち に本 を 読 む 楽 し さ を 」

と 執筆活動 を は じ め 、 70歳 を 越 え た 受賞 に な っ た。 大震災で 自 宅が潰れ、 仮設住宅で暮 ら

し て い る 少女 ・ 理奈が、 一人暮 ら し の お ばあ さ んが植 え た ひ ま わ り の記憶 を た ど っ て い く

う ち に 、 自 分探 し に 自 覚め て い く と い う 物語であ る O ま た 、 絵本作家でチ ェ ロ 奏者の伊勢

英子 も 絵本 ú"1000の 風 1000の チ ェ ロ JJ (2000年1 1月 ・ 倦成社側 を 出版 し た 。 震災直後の神戸

の 告 を 歩 い た 。 持 っ て い っ た ス ケ ッ チ 帖 に は 1 枚 の絵 も 描 け な か っ た 。 3 年 の の ち チ ェ

ロ ・ コ ン サ ー ト の手紙が届 く 。 や っ と ス ケ ッ チ帖が理 ま っ た 。 そ れが復興支援の 1000人の

チ ェ ロ ・ コ ン サ ー ト の物語であ っ た 、 と い う 。

〔詩も 、 歌も 、 俳句も 〕

大震災の犠牲者の鎮魂 と 災害の記録の た め に 西宮市 中 陽 園 の 詩 人 ・ 小林重樹 は 、 同市内

で 亡 く な っ た 1 ， 146人 と 同 じ行数の詩作 に取 り 組み 、 発表 し 続 け て い る O

た ぶ ん

今 ま で に な か っ た

だか ら

そ れ を 言 う

も

ま だ な い

こ れか ら 私 た ち は

そ の 言葉 を 捜 さ な け ればな ら な い

小林 は 、 一行 ご と に祈 り を 込め る O 大震災か ら 5 年が過 ぎ で踏 み がふ っ き れ た 。 「悲 し

い 出来事 を 受 け入 れ る こ と で 、 人 は強 く 生 き て い け る 、 と 伝 え た い」 と い う O こ の鎮魂詩

は 、 2000年 1 1 月 発行の関宮文芸 「表情」 第 9 号 に 掲載 さ れた も の で、 第一章 で は 、 被災者

の や り き れ な い心情 を つづ り 、 第二章 で は 、 震災直後の被害 を 克明 に 描写 し た 。 第三章以

後は)順次発表 し て 、 1 年で完結 し た い と し て い る O

) 1 1 両 市の歌人 ・ 二葉 由美子 は 、 2001年 1 月 に 『震災六年の記録 生 き で あ れば」 を 白 費

出版 し た 。 大震災で同市内 の 自 宅が全壊、 約 2 年半 の 問 、 避難所や仮設住宅で暮 ら し た 。 「生

き 残 っ た あ か し」 を 求め て 、 地元や神戸市内 の仮設住 宅 に 住 む 人 々 の 声 を 聞 き 取 り 、 「被

災者100人の証言」 を ま と め て い る 。 u"生 き で あ れ ば」 は 、 震災査後か ら 歌誌 に 連載 し た 「震

災 目 録抄」 を 書 き 改め た も の で 、 地震の瞬間 か ら 仮設住宅で の 生活、 被災者の 取材 、 歌集

の 出版、 作 品展 な ど、 短歌 を 盛 り 込み な が ら 完成 さ せた 。

ゼ ロ か ら の 出発 も よ い

早朝 の校庭 に

洗顔す れ ば一一青 い そ ら

巻末の歌で あ る O そ し て 「世は ま さ に 高齢化社 会 に 移行す る が、 心 ま で老い た く な い 。
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明 日 を 希求、 願望 し て今後 も 朗 々 と 前向 き に 生 き た い と 惟 う 」 と 結 ん で い る O

被災者の 心の ケ ア に取 り 組み 、 2000年 3 月 に解散 し た 宝塚市の 「宝塚 こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ー 」 の ス タ ッ フ が、 震災 を テ ー マ に し た俳句 を 全国 に募 っ て 、 句 集 「お お な い 大地震』

を 発行 し た 。 「俳句 で心 を 癒 そ う 」 と 、 1999年秋か ら 口 コ ミ や チ ラ シ で呼 び掛 け て い た も

の で、 東京、 近畿、 被災地 な どの約290人か ら 565匂 が寄せ ら れ た 。 「友の 名 を 呼べ ど帰 ら

ず寒の地震J r ほ し い も の ど う で も よ く な る 無力 感J rか な し く も 生 ま れ し季語 よ 阪神忌} -復

興の ク レ ー ン 港 に 初 明 か り 」 な ど、 震災 に か か わ っ た も の の気持 ち が匂 に 詠み 込 ま れ て い
る 。

こ の ほ か、 神戸市須磨 区 で は 、 震災前の に ぎ わ い を 取 り 戻そ う と 、 区 内 の 8 カ 所 に俳句

投句箱 を 設置 し た 。 亙 内 に は 、 須磨寺、 須磨海浜公園、 須磨水族関 な ど の 名 所が多 く 、 関

心 を も っ て も ら う こ と に よ っ て 、 多 く の 人 に き て も ら お う と い う も の O ま た 長 田 区 で は 、

大橋 3 T 日 自 治会が復興 を 願 う 川 柳 を 募集 し た。 雑 草 な ど 自 然の も の を 原料 と す る 食品 用

の ト レ ー や箸 に 印刷 し 「長田 ブ ラ ン ド」 と し て売 り 出 す作戦の一つ。

2 被災地 に根付 い た 芸術活動

〔 は る かが ヒ マ ワ 1) の絵に〕

大震災 で 自 宅 の 下敷 き に な っ て亡 く な っ た神戸市東灘区 の小学生加藤 は る か ち ゃ ん は 、

震災前 に 擁 り の 家 の オ ウ ム を 可愛 い が り 、 ヒ マ ワ リ の種 を え さ と し て与 え て い た 。 そ の種

が震災 の 年 の 夏、 瓦蝶の下か ら 芽 を 出 し 、 大輪の花 を 咲かせた。 明 る く 、 何時 も 笑顔 だ、 っ
た は る か ち ゃ ん の面影 と ヒ マ ワ リ が重 な り 、 地元の 人 た ち は 、 こ の種 を 収穫、 復興への希

望 の 象徴 と し て 「 は る か ち ゃ ん の ヒ マ ワ 1) J と 名付 け て 、 被災地 に 植 え 付 け た 。 翌年の 1996

年の夏、 ヒ マ ワ リ は あ ち こ ち で見事な花 を 付 け た 。

こ の話 を 聞 い た ア メ リ カ の 天才少女画家 ・ ア レ キ サ ン ド ラ ・ ニ キ ー タ は2000年春、 「私

の絵で両親 を 勇気付 け た いJ と 、 ヒ マ ワ リ の絵 を 描 き 、 2001年 1 月 17 日 に ニ キ ー タ の手で

は る か ち ゃ んの ヒ マ ワ リ を描 く ニ キ ー タ ニ
ロ サ ン ゼ ル ス (神戸新開社提供)

第二章 @ 文化 189 



神戸 に届 け ら れた 。 こ の 天才少女は ル ー マ ニ ア で生 ま れ た が、 間 も な く ア メ リ カ へ移住、

2 歳で、絵 を 描 き は じ め 、 8 歳 の 時 に は値展が評判 に な り 、 ピ カ ソ の よ う な絵 を描 く 画家 と

し て榔 光 を 集 め た 。 そ の個性的 な抽象聞 は 、 イ ギ リ ス 王 室 に も 寄贈 さ れ、 優 れ た 芸術家 に

贈 ら れ る ク ラ ラ ・ パー ト ン 赤十字賞 も 受賞、 「 グ ラ ミ ー 賞」 の公式 ポ ス タ ー に も 採用 さ れ

て い る O 自 宅の あ る ロ サ ン ゼ ル ス で は 1994年 に地震 を 経験 し て お り 、 そ れ ら も 大 き な動機

に な っ た 。

ヒ マ ワ リ の絵 は 、 縦152αn 、 横92cm 、 5 号 の 大 き さ 。 真 っ す ぐ伸 びる ヒ マ ワ リ が、 花 を

顔 に 、 葉 つ ば を 翼 に 、 根 を 足 に 、 そ れぞれ見立て ら れて お り 、 顔 に は K 、 胸 に は B 、 ス カ ー

ト に は E の 文字が刻 ま れ、 花 の O と 合わ せ て 'KOBEJ を 浮か び上が ら せ て い る O 「私 の

絵が 2 人 を 癒 し 、 真実の愛 を も た ら す こ と を 祈 っ て い ま す」 と い う O

2001年 1 月 14 日 に 来 日 し た ニ キ ー タ は 、 神戸市役所 を 訪問 し た後、 は る か ち ゃ んが通 っ

て い た神戸市東灘区 の 本 山第 二小学校 を 訪 れ、 児童 た ち と 交流 し た 。 同 17 日 に 開幕 し た '21

世紀 ・ 復興記念事業」 の 開会式で、 こ の絵 を 神戸市 に寄贈 し た。

〔震災の風化防ご う ~相次 ぐ膿覧会〕

被災地の芸術家10人が様 々 な 形で大震災 を 描 い た作品展 「忘れ得ぬ光景展」 が2000年 4

月 27 日 か ら 神戸市 中 央 医 の ア ー ト ホ ー ル神戸で 聞 かれ た 。 いずれ も 大震災で 自 宅が被災 し

た り 、 友人 を 失 っ た り し た体験 を 持 ち 、 犠牲者への 追悼や護興への祈 り を 表現、 個展での

活動 を 続け て き た 。 「美術 を 通 し て 震災 と は何 だ っ た の か を 開 い た い 」 と 、 合 同 展 を 開催

し た 。

神戸市在住 の臣家 ・ 堀尾 貞 治 は個展 「震災 ア ー ト ・ 五年 目 の復興」 を 2000年 7 月 、 徳 島

県鳴門 市の恰美術館 で 聞 い た 。 震災現場 を 再現 し た オ ブ ジ ェ や長 さ 15 m の絵画 な ど震災 を

捕い た200点 を 展示 し た 。 「震災後の 映像 を 通 じ て 生 々 し い風景が皆の脳裏 に焼 き 付 け ら れ

た 。 絵 を 描 い て い て も 、 無力感 ばか り だ、 っ た 。 震災か ら 5 年が過 ぎ、 そ の時 の 無力感や 自

分では分か ら な い五感、 混沌 と し た 生命 ま で も 巻 き 込ん だ も の が絵であ る と 再認識 し た」

と 語 る O

神戸. を 水彩画 で表現 し 続け て い る 神戸市須磨 区 の画家 ・ 三原康男 は 、 「震災 の 記憶 ・ ふ

る さ と 神戸水彩画展」 を 2001年 3 月 、 神戸市 中 央 区 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 閉 し 、 た 。 三原

は生 ま れ育 っ た神戸 の 師 を 30年以上 も 描 き 続け て お り 、 こ の展覧会で は 、 震災揺14点、

災誼後32点 、 復興 6 点 を 展示 し た 。 「変わ っ て い く も の は仕方が な い 。 い ま 、 心 に残 っ て

い る 風景 を 描 き と っ て伝 え た い」 と い う O

〔 う た い継ぐ大震災〕

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 人た ち の心 を 、 た く さ ん の音楽が癒 し た 。 被災苫た ち は こ
の 歌 に 家族や友人 を 失 っ た 痛 み を 重ね合わせ、 復興へ立 ち 向 か う 力 を も ら っ た 。 こ ん な な
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かで震災 を テ ー マ に し た新 し い歌が数多 く 作 ら れ、 い ま も 歌わ れ続 け て い る の で あ る O 関

西大学社会学部の小1 1 1博司教授 は 「大震災の あ と 、 被災地 で は音楽に対 し 、 多様な ニ ー ズ

があ り 、 多様な接 し方があ っ た。 神戸の FM 局 で は 震災直後、 言葉 の な い フ ュ ー ジ ョ ン 系

の音楽 を か け て い た 。 被災者の心 に届 く 適切 な歌詞があ ろ う は ず も な く 、 た と え 英語の 由

で あ っ て も 、 神戸に住む外国人の こ と を 思 え ば歌詞 の あ る 出 は か け ら れな か っ た の だ。 当

時、 FM 局 の DJ が く音楽 と い う の は花み た い な も ん で す ね〉 と 言 っ て い た の が印象 に残っ

て い る O 直接何かの役 に た つ わ け で は な い け れ ど くあ る と 、 う れ し い〉 と い っ た意味で諾っ

た の だ ろ う O 多様な ニ ー ズ に う ま く こ た え れば、 音楽 は 大変 な 力 に な る 」 と 語る O

朝 日 新聞社が2000年 9 月 、 阪神 ・ 淡路大震災 を テ ー マ に し た音楽作品 を 調査 し た 。 こ れ

に よ る と 、 25 曲 に も お よ び、 こ の な か に は組曲 や演劇の挿入歌な ど も 含 ま れ、 現在 も 各地

で歌 わ れて い る と い う O こ の調査 に よ る 音楽作品 は次の通 り であ る O

「 し あ わせ運べ る よ う に」 臼井真作詞 ・ 作 曲 合唱 曲

「風 に の っ て FROM KOBEJ 矢野あ き ら 作詞 ・ 作 曲

「美 し都j 阿久悠作詞 、 平松愛理作 尚

「心の 糸 」 香西かお り 、 伍代夏子、 坂本冬美、 長 山洋子、 藤 あ や 子 の 共演

「怒 り の グ ル ー プ~ 震災編 � J 嘉 門 達夫 & 参勤交代作詩 、 嘉 門達夫作 曲

「へ こ た れへ ん で ソ ン グ」 伊藤友宣作詞 ・ 作 曲

「私 と あ な た の禽j 被災 し た 会社員 の マ イ ク ・ ケ ン ト 作 曲

「混声合唱 曲 「街 よ JJ J 回畑保行作詞 、 植村幸市作 曲

「 同 窓会」 叫ぶ詩人の会
「満月 の タ 」 ソ ウ ル ・ フ ラ ワ ー ・ ユ ニ オ ン

「 あ の 空 を と り も どす た め に」 岩切み き よ し作詞、 岩崎大輔作 曲

「宙 を 舞 う 」 郭早菌作詞 、 光玄作 曲

「合唱組 曲 「阪神大震災JJ J 西宮少年合唱 団、 中西覚作曲

「合唱組曲 「阪神大震災JJ J 神戸教員合唱 団 、 檎垣信 昌 作 曲

「阪神大震災鎮魂組 曲 r1995年 1 月 17 日 JJ J 森村‘誠一原 詩、 池辺晋 一郎作 曲

「 こ の 町 を 愛 し て」 野 田淳子作詞 ・ 作 曲 挿入詞 は神戸美妃子

r 1 ・ 17花 に な っ た子供 た ち J 阪神 ・ 淡路大震災復興協会制作

「大地 は 、 ま だ謡 れて い る 」 同本光彰作詩 ・ 作 曲

「あ の と き 、 愛が咲い て い たJ 砂原紫 白作詞 、 越部信義作 曲

「組曲 「神戸 の 壁JJ J 三原泰治 ほ か作詞 、 田尻彰男 作 曲

「組曲 F神戸JJ J デ ピ ッ ド ・ ベ ノ ワ 作 詞

「神戸へ、 そ し て私 自 身へJ 小林富雄作詞 、 小林ち は る 作 曲 、 歌 は 全盲歌手間 崎 ひ ろ み

「 プ ロ ペ ラ 」 西神福祉がん ばっ て る 会 な ど実行委員 会制作

「見 え な い ネ コ 、 声 を 出せ な い僕」 劇 団青 い 森の制作
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「 ほ た る の 涙」 上 LL! ゆ り 作 曲

イ メ ー ジ ソ ン グ に長浜悠子の歌詞

「あ な た の あ た た かい 手 に 何震助 け ら れた だ ろ う さ し だ さ れた あ な た の手のぬ く

も り に 未 来 の 光が見 え て き た そ う だ ひ と り じ ゃ な い ん だ ボ ク た ち は 手 を つ な ご

う あ し た に 向 か つ て ふ み だ そ う 新 し い 町 生 ま れか わ っ た 神戸 の 町 を 胸 を は っ て
生 き て い こ う 」

大震災 か ら 生 ま れ変 わ っ た 「新 し い神戸」 を 子供 た ち が発信す る 「 こ う べ っ こ 2001 ミ ュ ー

ジ ッ ク フ ェ ス テ イ パルJ (神戸市教育委員 会 な ど実行委員 会主催) の イ メ ー ジ ソ ン グ に 、

神戸市須磨区 の市立飛松 中 学校一年長浜悠子 の 作 品 が決 ま っ た 。 応募作品565点 の な かか

ら 「 さ わ や かで、 未来 に 向 か つ て 夢 を 持 て る も の」 と し て選 ばれ た 。 2000年 8 月 に 聞 か れ

た 同 フ ェ ス テ ィ パ ル で合唱す る ほ か 、 CD 化 し て市 内 の 小 中 学校の音楽祭、 復 興記念事業

の イ ベ ン ト な どで も 歌わ れ る O

震災死者が作 っ た歌 を 披露

神戸市長田 区 の 自 宅が全焼 し 、 避難生活 中 に世話役 と し て奔走 中 に亡 く な っ た池田 隆 と

仲 間が作 っ て い た歌 「生 き ぬ こ う 」 が、 妻 と 友人 た ち の 手で披露 さ れ た 。 2001 年 1 月 に神

戸 市 中 央 匿 の NHK 神戸放送局 跡地 で 開 か れ た 「震災か ら 生 ま れ た 歌 ・ ミ ニ コ ン サ ー ト 」

で う た わ れ た が、 「地域の 人々 を 元気付 け よ う と 譜面 を 書い て い た 。 地域み ん な への呼び

掛けですJ と い う O

歌で感謝の心 を ・ ・ ・

若手音楽家 に よ る 室内 オ ー ケ ス ト ラ 「 ア ン サ ン プル ・ 神戸J が 中 心 に な っ て 、 震災復興

を 支援 し て く れ た 人 々 に感謝す る 「神戸21世紀復興音楽祭」 が、 2001年 1 月 17 日 か ら 21 日

ま で、 神戸新聞松方 ホ ー ル な ど 4 会場で 聞 か れ た 。 同 ホ ー ル での演 目 は 、 !日約聖書の 「天

地創造」 を 題材 と し た ハ イ ド ン作 の 「天地創 造 の オ ラ ト リ オ 」 。 混沌の な か か ら 世界が形

作 ら れて い く さ ま を 、 復興 し て い く 町 と 重ね合わせて、 歌い上げた。

こ の音楽祭 は 、 「 ア ン サ ン プル ・ 神戸」 の 矢野正浩代表が企画 、 神戸21 世紀復興記念事

業推進協議会 か ら 助成 を 受 け 、 100人の ボ ラ ン テ イ ア を 招待 し て 開寵 さ れ た 。 矢野代 表 は

「け じ め を つ け る 意味で も 、 『天地創造』 を や ろ う と 決め て い た」 と 話 し て い る O

「復興の昔」 が CD に

神戸市中央区の会社役員 射場崇 夫 は 、 2001年 I 月 に 3 枚 目 の CD 12000年 ・ 神戸音風景」

を 完成 さ せた 。 震災直後か ら 追い 続 け た 「神戸音風景」 は 、 1996年版、 1998年版 と 、 今回

で完結 し た 。 射場の住 ん で い た 西宮 の ア パ ー ト は全壊、 部分後 出 し た 電車で、 パス への乗
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り 継 ぎ案 内 を 聞 い て か ら 、 震災複興の音 を 録音 し は じ め た 。 「力 を 取 り 戻 し た神戸の 生 き

た 雰囲気 に こ だ わ っ た 。 音で し か伝 え ら れ な い も の を 残 し た か っ た」 と い い 、 収録 さ れた

音の な か に は 、 ル ミ ナ 1) エ点灯 の 瞬 間 の 歓声、 震災慰霊祭、 神戸 ま つ り の ざわ め き 、 最後

の イ チ ロ ー コ ー ル 、 菅原市場の撤去作業 な ど、 懐 か し い光景が音 と し て よ み がえ っ て い る O

〔 だん じ り や神事や お地蔵 さ ん 〕

震災復興や 町づ く り に 地車 ( だ ん じ り ) が一役 を 買 っ て い る 。 神戸市東灘 区 の御影町 な

ど旧 5 カ 町が神戸市 と 合併 し て50周年 に な る が、 こ れ を 記念 し て2000年 4 月 29 日 に 区 内 の

地車30基が初 め て 集 い 、 市 内 を パ レ ー ド し た 。 「震災後、 地車の ネ ッ ト ワ ー ク が助 け合い

に も 大い に役立つ た 。 パ レ ー ド を 機 に 町 の 歴 史 を 再 認識 し て新 し い住民 と も 共有 し た い」

と い い 、 町づ く り に 生 かそ う と い う 機運が高 ま っ て い る O ま た 、 同市灘区 で も 5 月 21 日 に

6 基の 地車が集 ま っ て 「灘の だ ん じ り 祭 り 」 を 聞 き 、 市 内 を 練 っ た 。 灘 区 の 地車は こ れ ま

で一堂 に 集 ま る こ と は な か っ た が、 大震災 の 翌年 に 「震災か ら の復興 を 祈願す る た め 、 地

を 集め て 祭 り を し よ う 」 と 「だ ん じ り 祭 り 」 を 開催、 そ れ以来、 毎年続け ら れて い る O

400年ぶ り に海上船渡御が復活

震災後輿 と 新 し い 町づ く り への景気づけ を 、 と 西宮市社家町の西宮神社 は 、 平安時代か

ら 戦国 時代 に か け て 盛大 に 行 わ れ て い た 祭事 「j毎上船渡御」 を 2000年 9 月 23 日 、 400年ぶ

り に護活 し た 。 こ の祭 り は 、 震災で大 き な被害 を 受 け た 同神社 の後旧が完 了 し た の を 機会

に 「車rr し い酉宮 を 印象づけ る 行事 を し よ う 」 と 計画 さ れ、 周 辺 の 町 内 会な ど と と も に 「西

宮 ま つ り 協議会」 を 結成 し て実現 し た 。

資料が戦災 な どで散逸 し た た め忠実 に 再現す る の は難 し か っ た が、 当 日 は 商 庖街 を 練 っ

た神輿が西宮港か ら 船に 移 さ れ、 太鼓や笠の音色 を 響 かせ な が ら 人工島、 西宮浜 を 約一時

聞 か け て巡 っ た 。 渡御船の 回 り に は漁船、 ボ ー ト 、 ヨ ッ ト な ど20隻が伴走 し た。

普通寺の天井両修復

大震災で屋根が傾 き 、 全壊 し た尼崎市寺町 の 善通寺で、 檀家や有志が本堂の天井酒の復

元 に取 り 組 ん だ。 こ の天井面 は 、 「花丸」 と 呼ばれる 花や捕物 な ど を 円型 に描 い た も の を 168

枚張 り 合わ せ た も のo 1996年 に天井か ら 上 を 全面改修 し た と き 、 檀家総代が天井面 の痛み

が激 し い の に気付 き 、 仲 間 た ち と 絵の復元 を 引 き 受 け た 。 1998年 に 数人で は じ め た作業 も 、

口 コ ミ で広 が り 、 高校生か ら お 年寄 り ま で約40人 に も な っ た。 早 く 完成 さ せ て お披露 目 し

た い と い う O

ま た 、 神戸市垂水区 の安養寺 と 尼崎市の大覚寺で は 、 震災復旧工事の廃材 を利用 し た仏

像が完成、 犠牲者供養の願い を 込 め て 開 眼供養が行 わ れ た 。 安養寺で は仁王像が制作 さ れ

た が、 被災家屋の修復 ボ ラ ン テ ィ ア だ、 っ た神戸市垂水区の佐見津昭雄が全壊 し た鐘議堂の
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6 本の ケ ヤ キ材 に 自 を 付 け て提案、 一年余 り か け て仁王像に 生 ま れ変 わ ら せ た 。 大覚寺で

は 、 震災復興工事で伐採 さ れ た 門 前の ク ス ノ キ を利 用 、 京都の仏 師が明治の 火災で焼失 し

た 十王像 に再生 し た 。

被災地でお地載 さ ん が ピ ン チ

被災地の住民の心の よ り ど こ ろ と な っ て き た お 地蔵 さ んが、 新 し い 軒づ く り の な かで移

転 を 余儀 な く さ れ る な ど、 大 き な ピ ン チ を 迎 え て い る 。 神戸市長 田 区で は 、 区 画整理や市

道 の拡幅 な どで、 お 地蔵 さ ん の 岩場所がな く な っ て お り 、 道路 も 「宗教上の対象 と し て公

道の設置 は 難 し い」 と い う O し か し 、 お 地蔵 さ ん は 下 町 の シ ン ボル で も あ り 、 惜 し む 人 も

多 い と あ っ て 、 新長田北地区の 「細 田 ・ 神楽 ま ち づ く り 協議会J は 、 地蔵部会 を 発足 さ せ

た 。 河 地 区 で は 、 6 つ の お 地蔵 さ んが行 き 先がな く な っ た 。 2 つ は行 き 先が決 ま っ た が、
残 り は 宙 に 序 い た ま ま に な っ て い る O 「 こ の ま ま で は 、 町 の灯が消 え て し ま う O 地域 内 で

残す方法 を 考 え よ う 」 と 部会 を 作 っ た と い う O

大震災で行方不明 に な っ た お 地蔵 さ ん を 捜 し 出 そ う と 、 長 田 区 の市民団体 ・ 地域交流ス

ペ ー ス 「 プ ラ ザ 5 J は 、 同 氏御蔵通 5 � 7 丁 目 を 対象 に消息調査 を 行 っ た 。 こ の 地 匿 に は
戦後か ら 1960年代 に か け て 数十体の お 地蔵 さ んがあ っ た が、 都市化 と 共 に 減少、 10体ほ ど

に な っ て い た 。 し か し 、 震災で倒壊、 焼失 し た家屋で埋 も れ、 ほ と ん どの お 地蔵 さ ん は 行
方不明 に な っ た 。 こ れ ま での調査 に よ っ て 4 体が確認 さ れて お り 、 引 き 続 き 調査 を 進 め る

と い う O

3 I し み ん基金 ・ こ う べj の活動

市民が市民活動 を 支 え る 基金 と し て全国で初 め て 設立 さ れた 「 し み ん基金 ・ こ う べ」 は

着実 に広が り 続け て お り 、 被災地か ら 生 ま れた新 し い 運動体 と し て 注 目 さ れて い る O 間 基

金 は 、 市民一人 ひ と り の小 さ な 寄付行為 が集 ま っ て 、 市民活動 を財鴻面で支え る こ と で社
会貢献を し て い こ う と い う も の で、 NPO 法人 と し て認証 を 受 け て い る O

2000年度 の 第 l 同助成 は 、 26団体が応募、 公開審査会な ど を 経て 、 被災者救護 ・ 被災地

復興 ・ 災害救助 を 目 的 と す る 活動 に対す る 特定助成 4 1王i体、 そ の他の 一般助成 2 団体の計

6 団体 に 300万 円 を 助 成 し た 。 特定助 成 は 、 孤独で苦 し む 人 た ち の 支援組織 「神戸 い の ち

の電話」 、 子供た ち の環境づ く り を 進め る 「 ワ ー ル ド キ ッ ズ ・ コ ミ ュ ニ テ イ 」 、 被災地での

支援活動 を 続 け る 「東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J ，.西宮移送サ ー ピ ス 」 で 、 一般助

成 は、 「 ポ リ オ の 女性の会J ，. グ ル ー プホ ー ム や す ら ぎ」 で あ っ た 。

第 2 留 の助 成 は 、 25 団体が応募、 特定助 成 2 団体、 一般助 成 6 団体、 計 8 団 体 に 500万

円 を 助成 し た 。 特定助成 は 、 被災地 の 中 で 人 ぴ と が触れ合っ て い こ う と 交流 ス ペ ー ス を 実

現 し た 「 プ ラ ザ 5 運営委員 会」 、 ふ れ あ い 喫茶や給食サ ー ピ ス を 続 け る 「ふ れ あ い祭 り プ

ロ ジ ェ ク ト 」 、 一般助成 は 、 「療養ス タ ッ フ G ネ ッ ト J ，.西宮地域た す け あ い ネ ッ ト ワ ー ク 」
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「在 日 韓国青年連合兵庫地方協議会J rw . S ひ ょ う ご、運営委員 会J r小規模作業所 ラ ム ア

準備会」 で あ っ た 。

そ の ほ か の 活動 で は 、 2001 年 1 月 14 日 に 第 3 凹 の チ ャ リ テ ィ ー ウ オ ー ク 「 こ う べ i

ウ オ ー ク j を 実施、 約1 ， 800人の 参加者か ら の募金200万円が基金 に 寄付 さ れ た 。 ま た 、 基

金 を 目 的 と し た 草の根活動 も 増 え て お り 、 2000年 6 月 に は サ ン ・ フ ラ ン シ ス コ の タ イ ズ財

団 ・ タ イ ズ セ ン タ ー の創設者 ド ラ モ ン ト ・ パ イ ク 会長 を 招 き 、 rNPO 支援の 三種の神器 と

は」 を テ ー マ に 講演 を 聞 い た 。 募金活動 は 、 ア メ リ カ で は 日 常的 に取 り 組 ま れて い る こ と 、

大 口 の 寄付 を 集め る よ り 、 少額で も 広 い範 囲 か ら 集め る こ と の有効性 な どが話 さ れ た 。

「大不況 の な かでの設立で、 は じ め か ら 崖 っ ぷ ち に 立 っ て い る よ う な 状態 だが、 市民活

動への理解 と い う 点か ら 見 る と 追い鼠であ っ た 。 し か し 、 資金集め は)11質調 と は い え ず、 市

民の幅広 い 支持 を 得 て い る と は い え な い 。 私達の コ ン セ プ ト を 広 く 訴 え 理解 を 得 る 努力 が

ま だ ま だ不十分であ る O 市民団体の期待 は 大 き し こ れ に 応 え ら れ る よ う に 、 が ん ば っ て

い き た い 」 と い う 。

し み ん基金 ・ こ う べ

〒 651-0095 神戸市 中 央 区旭通1-1-1-203 (サ ン ピ ア 2 F )  
TEL 078-230-9774 FAX 078…230-9786 

も う い ち ど 出会 え で あ り が と う

「 し み ん基金 ・ こ う べJ は 、 大震災 の 際 に避難所 な どで活動 し た ボ ラ ン テ ィ ア た ち を神

に招 く 行事に 支援す る 「再会の場」 づ く り 制度 を 設 け た 。 神戸21世紀 ・ 復興記念事業推

進協議会か ら 委託 さ れた も の で、 対象 は 、 被災者 を 含む 5 人以上の グ ル ー プ と 自 治会な ど

の 地域団体、 ボ ラ ン テ イ ア 匝体が共 i司 で 開催す る 事業で記念植樟や交流会費 用 。 2001年 1

月 17 日 か ら 9 月 30 日 に神戸市 内 で 開催 さ れ る こ と が条件で、 活動費 の 2 分の l 以 内、 最高

10万 円 ま で助 成す る 。 復興記念事業の一環で実施 さ れた 「神戸 か ら の感謝の手紙J 運動 の

呼び掛け の な か で 、 市民か ら 寄せ ら れた ア イ デ イ ア が実現 し た も の で あ る 。

も う ひ と つ の お 返 し

冠婚葬祭の 形式的 な お返 し を や め 、福祉や街づ く り に役立 て て貰お う と 、 社会福祉法人 ・

大 阪 ボ ラ ン テ イ ア協会 は 、 市民か ら の寄付 金 を 市民活動 団体 に 匝す ユ ニ ー ク な 運動 を は じ

め た 。 こ れは 、 香典や結婚祝い の お返 し に充 て る お 金 を 協会の登録 NPO に 寄付 し て も ら い 、

贈 り 主 に は 協会か ら お札 の カ ー ド を 返す と い う 計画 で あ る O

同協会が1997年 に 一般公募 し た 「市民活動 プ ロ ジ ェ ク ト コ ン ク ー ル」 で採用 さ れた大�

府高石市 の 会社員 中 川 康生の プ ラ ン O 寄付先 は 、 近畿の ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー な ど11団体

で、 兵庫県 で は 「 し み ん基金 ・ こ う べJ と 「市民j舌動セ ン タ ー ・ 神戸J が選ばれて い る O

第二章 ⑩ 文化 195 



パー ト ナ ー シ ッ プ事業 と 復興慕金

神戸21世紀 ・ 復興記念事業推進協議会 は 、 市民の企画 に助成す る 'KOBE 2001パ ー ト
ナ ー シ ッ フ。事業」 の対象団体45 匝 体 を 2000年 8 月 に発表 し た 。 300万 円 を 超 え る 市民企画

に対 し て200万円 を 限度 に事業費 の 3 分の l を助成す る も の で、 56団体が応募 し た 。

助成団体 は 、 200人 に よ る ク ラ リ ネ ッ ト オ ー ケ ス ト ラ 、 水泳 と ラ ン ニ ン グ を 競 う ア ク ア

ス ロ ン の ほ か 「 ア ク ト ・ コ ウ ベ ・ ジ ャ パ ン J I ト ア ロ ー ド ・ ク ラ フ ト ア ー ト フ ェ ア 実行委

員 会J I ア ジ ア 演劇祭 1ll 関 西実行委員 会J I 六 甲 音楽祭実行委員 会J I茸合市場寵庖街連絡

協議会J I ジ ャ ズ フ ェ ス テ イ パ ル実行委員 会J な どで あ る O

4 t長 が る グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク

〔復興支援1 0年委員会の活動〕

復興の シ ン ボル と な る 事業 を 総合的 に パ ッ ク ア ッ プす る た め結成 さ れた 阪神 ・ 淡路大震

災復興支援10年委員 会 は 、 被災地 に 緑 を 取 り 戻す 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 を は

じ め文化再生事業、 震災遺児の育英事業 な ど2000年 も 多彩 な 活動 を 展 開 し て い る O

文化再生運動 で は 、 2001年 I 月 5 臼 に神戸新聞松方 ホ ー ル で 「震災 6 周年復興支援 ・ 心

に歌声 を 2001年ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト J を 開 い た 。 作 曲 家 ・ 三枝成彰の呼び掛 け で 、 音

楽 を 通 じ て 多 く の 犠牲者 を 追悼 し 、 被災者が震 災 の 悲 し み や復興 に 向 か う 喜 び を 分か ち

合 っ て も ら お う と 、 被災者700人 を 招 い た 。 出 演者 は 、 指描 ・ 大友直人、 ソ プ ラ ノ ・ 足立

さ っ き 、 ア ル ト ・ 片桐仁美 、 ピ ア ノ ・ 小原孝、 熊本マ リ ら であ っ た 。

28万 5 千本 を 植樹

被災地 に 緑 を 取 り 戻 し 、 緑豊か な 街づ く り を 目 指す 「 グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 2000

年 も 復興の シ ン ボル と な る コ ブ シ 、 ハ ナ ミ ズ キ な ど を 被災地の学校、 公 関 、 街路 な ど に植

え た ほ か 、 希望の あ っ た神戸市、 芦屋市、 三木市な ど に ハ ク モ ク レ ン が植樹 さ れた 。 ま た、

淡路花博の 「緑 と 都市の館」 で グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク の活動報告 ブー ス を 出展 、 全国の協

力 者 に感謝の意 を 表 し た 。

こ れ ま で の 実績 は 、 募金 に よ る 植樹が11万3 ， 800本、 提供苗木 に よ る 植樹 1 万6 ， 700本、

グ リ ー ン ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 楠樹15万4 ， 900本、 合計28万 5 千本、 こ の う ち 白 い花が咲 く

木17万 3 千本 に達 し 、 目 標の 25万本 を 大 き く 上 向 っ た 。 こ れ を 記念 し て 2000年 7 月 21 日 に

芦屋ル ナ ・ ホ ー ル で 、 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク の っ とミい」 を 開催 し た 。 弁護士の

中坊公平の 「明 日 へ 一 子供 た ち と 自 然 」 と 題す る 講演 の ほ か グ リ ー ン ト ー ク な どがあ っ

た 。

こ の ほ か 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク ・ 活動記録」 を 1 ， 500部制作 し 、 協 力 者 や 関

係 者 に 配付 し た 。 植樹 目 標達成 を 記念 し た も の で 、 A 4 版、 46頁。 呼び掛け 人代表安藤忠

雄 の 「街の あ ち こ ち に植 え ら れた 木 々 は 、 春 に は 白 い花 を 咲かせ ま す。 そ の花 に は 、 震災
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で亡 く な ら れ た 人 々 への鎮魂の想いが込め ら れて い る の と 同時 に 、 街 と と も に 年輪 を 刻 む 、

か けがえ の な い都 市の 一風景 と し て人 々 の心の拠 り 所 と な る こ と が、 そ し て木々 を 介 し て

の新た な 人 間 同士の結び付 き が生 ま れ る こ と が期待 さ れて い ま す。 こ れか ら も 、 人 と 人、

人 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 、 被災地の心の復興 と 、 命あ る 街づ く り に尽力 し た い と 思 っ

て い ま す」 と の あ い さ つ に は じ ま り 、 6 年 間 の 歩 み 、 協力者か ら の メ ッ セ ー ジ、 フ ォ ー ラ

ム の記録、 協 力 者 名 簿 か ら な っ て い る 。 各市町別 の 植模 実績 は 、 神戸市10万950本、 西宮

市 6 万5 ， 600本、 芦屋市 3 万8 ， 200本、 尼崎市3 ， 450本、 伊丹市3 ， 350本、 宝塚市 1 万7 ， 800本、

川 西市6 ， 350木、 明石市4 ， 300本、 三木市5 ， 050本、 淡路 3 万7 ， 850本であ る O

震災遺児の育英事業

大震災 で親 を 亡 く し た子 ど も た ち を 支援す る た め に 、 募金活動や 支援事業 を つづけ て い

る O 桃 ・ 柿育英会 と 名付 け た 活動 は 、 10年 間 に 4 億 3 千万 円 の募金 目 標 に対 し て2000年度

は 2 ， 473万 3 千円上積み し 、 4 {意2 ， 550万 8 千円 に達 し た 。 同年度の給付 は 、 小学生76人、

中 学生75人 、 高校生等67人、 計218人 だ、 っ た 。 ま た 、 同 年 8 月 に は子 ど も た ち を 励 ま し 、

楽 し い夏休み を 過 ご し て も ら お う と 、 淡路花薄 に75人 を招待 し て い る O

こ の ほ か復興支援事業 と し て 「ス ペ イ ン と 兵庫 の 子供 た ち の っ とミいJ ( 5 月 7 日 ・ 淡路

夢葬台) r コ ス モ ス の種蒔 き J ( 7 月 8 日 ・ 宝塚 市武庫川左岸) r夢 ・ き ず な プ ロ ジ、 エ ク ト 」

(毎 日 新 開 と 連携) r フ ェ リ シ モ 「神戸学校』 の後援J r ギ ャ ラ リ ー小 さ な 芽 ・ 第 5 屈子供

の絵画展の 後援J ( 9 月 10 日 - 20 日 ) な ど を 実施 し た 。

兵庫 の森づ く り

ひ ょ う ご21世紀記念事業の シ ン ボル と な る 「兵庫 の森づ く り 記念植樹事業」 は 、 2000年

10月 24 日 に 三 木市の県立三木山森林公園 で記念植樹会が関かれた の を 皮切 り に 自 治体、 団

体、 企業 な どが多彩 な 植樹活動 を 展 開 し て い る O こ の事業 は 、 2000年か ら 2002年 ま で の 3

年 間 に県民一 人 ひ と り が未来への夢 を 木 に託 し て記念植樹 を し 、 豊 か な 森 を 次代へ と 引 き

継 い で い こ う と い う も の で あ る O 兵庫県 、 各市町、 県子 ど も 連合会な ど127団体で構成す

る 記念事業推進連絡協議会が中心 に な っ て県民 に よ る 主体 的 な 植樹 な ど を 呼び掛け て い る 。

植樹す る と こ ろ は 、 民家の庭先や構成団体が提供す る 遊休地、 公園、 里 山 な どで、 地域の

生態系 を 生 か し た 森 を つ く っ て い く O

グ リ ー ン コ ウ ベ21 プ ラ ン

神戸市 は 、 大震災 か ら の復興の過程 で 、 緑の大切 さ と 、 緑 と の触れ合い の重要性 に気づ

き 、 将来の神 戸 に 引 き 継い で い く 貴 重 な 財産 と い う 認識か ら 2000年 7 月 、 緑生都市 を 基本

理念 と し た 「神戸市緑の基本計画 ・ グ リ ー ン コ ウ ベ21 プ ラ ン 」 を 策定 し た 。 こ の基本計画

の視点 は①阪神 ・ 淡路大震災で緑が果 た し た 多様 な役割 を 認識す る と と も に 、 過去の災害
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等の教訓 も 活か し て 、 安全で安心 な ま ち づ く り を 実現す る と い う 視点 か ら 計画 策 定 に 取 り

組 む 、 ②緑地の保全や都造、 管理運営や シ ス テ ム づ く り に 至 る 幅広 い分野で、 市民が共有

で き る 白 標や 方針 を 定 め 、 市民 と 行政の協働 の力 に よ っ て緑の ま ち づ く り を 進め る 計画 と

す る 、 ③森林や 田 闘、 公園等の緑地 を 保全、 創造 し活用 す る こ と は 、 対象の性格上 そ の 実

現 ま で に 、 多 大 な 時 間 を 要す る も のが多 く 含 ま れ、 そ の 存在効果の範囲 は広域的 な も の と

な る た め 、 長期 的 かつ広域 的 な 視点 を も っ た計画 と す る 、 ④神戸 の 海、 山 、 ま ち が一体 と

な っ た都市特性、 こ れ ま での長 き に わ た る 緑 に対す る 取 り 組み 、 そ し て ア ー バ ン リ ゾー ト

都市への展望 と い っ た神戸の個性、 特徴 を 活かす神戸 ら し い計画 の策定 を 目 指す と い う

も の であ る O

こ れ ら を 踏 ま え た う え で 「緑 と と も に永遠 に 生 き 続け る 都市 = 緑生都市」 を 実現す る た
め に①総が質、 量 と も に 豊 か で あ る ガー デ ン シ テ ィ の形成、 ②緑 と 気楽 に ふ れあ う こ と

がで き る 繰の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ③市民がみ ん な で緑 を 育 て て い く 一緑の協働、 の 要

件 を 満た し 、 市民 1 人当 た り の公園面積 を2] 世紀初頭 に は20m' 、 長期的 に は30m' を確保、

市街化区域の 3 割 を 緑化す る と い う 目 標 を 立 て て い る O

イ ン フ ィ オ ラ ー タ こ う べ2000

大震災か ら の復興 を 願 い 、 チ ュ ー リ ッ プの花 び ら で道路 に絵模様 を 描 く 「 イ ン フ イ オ ラ ー

タ こ う べ2000J が2000年 4 月 か ら 5 月 に か け 、 神戸市 内 の 6 カ 所で 関 かれた 。 こ の 年 は 、

イ ラ ス ト レ ー タ ー の水 田 萌 が描 い た マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー 「 フ イ オ ラ 」 や 王子動物 園 に

来 歯 す る パ ン ダ な ど も 登場、 期 間 中 に 約80万本 の花 び ら が街角 を 彩 っ た 。 イ ン フ ィ オ ラ ー

タ と い う の は イ タ リ ア 語で、 「立 を 敷 き 詰 め る 」 と い う 意味 を 持 っ て お り 、 ヨ ー ロ ッ パ各

地で行 わ れ て い る 行事。 神戸で は 、 震災復興 に 取 り 組む市民 を 元気づけ よ う と 1 997年か ら

は じ ま っ た 。

5 被災捕のdむの成熟 を 目 指 し て
大震災 を 次の 世代 に伝 え て い く た め の課題や 方 向性 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路

大震災 を ど う 伝 え る かJ が2000年10 月 15 日 、 神戸 市 中 央区 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ

た 。 資料収集 に取 り 組む 「神戸大学震災資料 に つ い て の研究会」 が企画、 研究者や ボ ラ ン

テ イ ア ら 約60人が参加、 活発な 意見 交換 を 行 っ た 。 記念講演で神戸大学都市安全セ ン タ ー

の 室崎益輝教授が 「阪神大震災 と は 、 何 だ っ た の か。 基本的 な デー タ がな い と 後世 の 人た

ち は検証で き な い 。 過去、 現在、 未来 を つ な ぐ送 り 千 と し て の視点 を 持 っ て 、 記憶や記録

を 継承す る に は ど う し た ら よ い か を 考 え る べ き だ」 と 語 っ た 。 つ づい て メ モ リ ア ル セ ン

タ ー の あ り 方 な どで意見が述べ ら れ た後、 「震災資料の な か に は 、 現時点で価値がわ か ら

な く て も 、 将 来 に 役 に 立つ も の があ る か も し れ な い 。 震災の教訓 を 、 あ ま り に 性急 に 結論

づ け る べ き で な いJ (板神 ・ 淡路大震災記念協会 ・ 佐々 木和子) な どの 意 見が出 さ れた 。
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ま た 、 美 し い夜景 を 生か し て神戸の街の魅力 を 高 め よ う と い う 「光の フ ォ ー ラ ム ・ い っ

し ょ に創 ろ う よ 光都 ・ こ う べ」 が2000年 7 月 22 日 に 同市 中央区の神戸朝 日 ホ ー ル で 開 か

れ た 。 「神戸21世紀 ・ 復興記念事業」 の一環で、 約350人が参加 し た 。 照明 デザ、イ ナ ー の面

出薫が 「都市 の 景観照 明 に つ い て j 講演、 「都市 の 光 は そ の 町の個性 を 反映 し て い る O 神

は震災 で や み を 体験 し た街。 個性的 な 光 を 作 り 出 す方法 を 、 市民 自 ら が考 え続け て ほ し

い」 と 話 し た 。 つづい て 「光都 ・ こ う べ を 百f音楽 し む た め に」 と 題 し たパ ネ ル デ イ ス カ ッ

シ ョ ン カfあ っ た 。

こ の ほ か 、 「神戸 の街 を ブ ロ ー ド ウ ェ ー に」 を テ ー マ に し た市民 フ ォ ー ラ ム (2000年 5

月 14 日 ) や シ ン ポ ジ ウ ム 「震災復興 5 年 目 の検証J (2000年 5 月 13 日 ) シ ン ポ ジ ウ ム r21

世紀の神戸 ・ そ し て わ た し た ち J (2000年 5 月 13 日 ) r震災研究セ ン タ ー 第 1 回総会 と 記念

シ ン ポ ジ ウ ム J (2000年 4 月 30 日 ) r21世紀 日 本の構想、 シ ン ポ ジ ウ ム m 兵庫J (2001年 2 月

16 日 ) r震災か ら 芽 生 え た新 し い地域社会像 を 考 え る J (2001年 2 月 2 日 ) な ど、 復興 と 成

熟 を 目 指 し た作業が続い た。
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[全国 か ら 絵手紙 1 万通}

大震災の被災地 に 元気 を 取 り 戻そ う と 、 神戸

の市民団体 「神戸 か ら の感謝の手紙 ・ 事務局」

が2000年 4 月 、 全 国 か ら 励 ま し の手紙 を 募集 し

; た と こ ろ 、 7 月 ま で に l 万通が寄せ ら れた 。 ど

の 手紙 も 葉書 い っ ぱい に 偲 性的 な 絵が描 か れ、

「 い つ か お 訪 ね し ま す」 と い う 添 え 書 き も あ っ

た 。 被災者か ら の礼状 に も 返事が届 く な ど静か

な 交流 が生 ま れて お り 、 絵手紙の 山 は 「風化」

を 吹 き 飛 ばす メ ッ セ ー ジ に な っ て い る O

こ の絵手紙は 、 同事務局 が震災直後か ら 交流

の あ っ た 「 日 本絵手紙協会J (東京) の協力 を

得 て 募集 し た も の で、 5 月 中旬 か ら は神戸市長

田 区、 中 央区、 灘区の 商庖街や市場でボー ド に

張 っ て展示 さ れた 。 市内 を 巡回 し た後、 東京で

も 展示 、 絵手紙は 陪事務局 で、永久に保存 す る

い う O
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[ ア リ ス が神戸で復活 ラ イ ブ}

20年前 に 解散 し た ブ オ ー ク グ ル ー プ「 ア 1) ス 」

が、 大震災か ら 丸 6 年 の2001年 1 月 1 7 日 に全壊

か ら 立直 っ た 神 戸 国 際会舘で、 ラ イ ブ活動 を 再

開 、 被災者 を 支援す る チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

を 開 い た 。 グ ル ー プの 谷村新司 、 堀 内孝雄 は ア

マ チ 1 ア 時代 に神戸の音 楽サ ー ク ルで知 り 合い 、

始 め た 忠 い 出 の地、 震災直後か ら 「神戸

[神戸で映画 口 ケ は い かが]

山 と 海、 異 国 情緒豊か な 街並み 、 i巷 に 温泉 と

多 面 的 な 顔 を 持つ 神戸 を 、 国 内外の映湿 な どの

ロ ケ 地 と し て 売 り 市 し 、 震災か ら の 産業復興 に

も 役立 て よ う と 、 神戸市 は撮影 に必要な 許I1J手

続 き な ど すべ て を 無料で代行す る 非営利 組織

「神戸 フ ィ ル ム オ フ ィ ス J を 2000年 9 月 に 関設

し た 。 「田 際 フ ィ ル ム コ ミ ッ シ ョ す ー ズ協会J (23

回、 加盟260以 仁) に も 日 本 の 第 1 号 会員 と し

て加壊、 本格的 な 活動 を は じ め て い る 。 す で に

20件以 I二の搬影 に か か わ っ て き て お り 、 韓国映

画ム の 「 ナ ビ、J ( ム ン ・ ユ ン ク ス 監督) が六 甲 ア

イ ラ ン ド で t最影 を 1T っ た 。 こ の ほ か テ レ ビ コ

マ ー シ ャ ル 2 :4�、 テ レ ビ番組 7 本、 テ レ ビ ド ラ

マ 、 ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク 公開予定の映画 な ど も

日 つの学舎が26巻の調査報告}

未曽有の都市災害 を 記録 に と どめ よ う と 、 日

地盤工学会、 日 本地震

学会、 日 本 機 械学 会 の 五 つ の 学 会が共 同 で編

集 ・ 出版 し て き た 「阪神 ・ 淡路大震災調査報告

の全26{t;が完結 し 、 2000年 6 月 29 日 、 兵庫

県、 被災10市10町 に贈 ら れた 。 学会の枠 を 越 え

た 共 河研究、 出版は極め て異例の こ と であ る 。

五 つ の 学 会 は 、 震災直後の1 995年 2 月 に共 同

報 告 書 の 刊 行 を 決 め 、 編 集 委員 会 を 組織 し て

1997年 9 月 に 第 1 巻 を発行 し た 。 完結 し た 全巻
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に 思返 し を し た い」 と 考 え て い た 。 最近、 「 ア

リ ス J の復活 を 求 め る 声が相次 ぎ、 グ ル ー プ も

再 出 発 の 舞 台 を 神戸 に し た と い う 。 こ の コ ン

サ ー ト は 大成功 を 収め 、 こ の収益金 で被災地の

1 0市10町の会 中 学校 に 500本 の ギ タ ー を

ン ト し た 。

あ る 。

河 オ フ ィ ス の 田 中 ま こ代表は 「咲画;最影な ど

の 誘致 に は大 き く 2 つ の効巣があ る と 考 え て い

ま す。 1 つ は 峡f象 を 通 じ た街の PR と 、 そ れ に

伴 う 集客効果です。 ブ レ ー ク し た ド ラ マ の撮影

場所が観光名所 と な る の は B 本で も よ く あ る こ

と で、 神戸 ・ 北野の異人館 も ま さ に そ う です。

も う 一つ は 、 宿 泊 や飲食 な ど ロ ケ 隊滞在に伴 う

経済効果で、 地 元 に お 金が落 ち た り 、 雇 用 が生

ま れ る こ と が期待で き ま す。 神 戸 は 2l tl士紀 に は

く ロ ケ ー シ ョ ン シ テ ィ ・ 神戸〉 と い わ れ る よ う

に頑張 っ て い き た い と 思 い ま す」 と 抱負 を 諮 っ

て い る 。

の 内 容 は 、 共通編 3 巻、 建築編10巻、 土木 ・ 地

震編12巻、 機械編 l 巻、 総ペ ー ジ数 は 1 万1 ， 560

に も 及 ん で い る 。 建築物 の被災状況 を 構造や部

材 別 に 調べ、 そ の 原 因 を 分析す る と と も に 、 建

築史、 建築デザ、 イ ン の観点 か ら 検討 を 加 え て い

る 。 土 木 の分野で も 、 ラ イ フ ラ イ ン の被害 と 復

旧 、 社会経済的 な 影響 を 取 り 乞 げる な ど、 こ れ

ま での 地震報官 に は な い視点で、 ま と め ら れた の

が特徴で あ る 。



第三節 地域の 文化資源 の発掘 と 支援へ

兵庫県 は 、 2000年 1 1 月 に 「板神 ・ 淡路震災復興計画一一後期 5 か年推 進 フ。 ロ グ ラ ム 」 を

策定 し た 。 基本理念は 「人 と 自 然、 人 と 入、 人 と 社会が謂和す る く共生社会〉 づ く り 」 で 、

世界 に 開 か れ た 、 文化豊か な 社会づ く り 、 な ど を 自 標 に掲 げて い る 。 後期 の復興事業計画

の 丈化復興で は 「参画 と 協働 の創造的市民社会づ く り 」 を 掲 げ、 「震災復 興 の 中 でJ広がっ

て き た 地域活動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 新 し い 時代 に つ な ぎ な が ら 、 世界 に 聞 かれた文化豊

か な社会づ く り を 本格的 に 進 め る 段階 と な っ て い る O 住民 自 身が コ ミ ュ ニ テ ィ の公共的領
域 (パ ブ リ ッ ク ) を 担 っ て い こ う と す る 取 り 組み が始 ま っ て い る O そ の た め 、 様々 な 個 人

や 団体 . NPO、 企業 ・ 労働組合、 行政等が互い の違い を 認め 合い な が ら 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の

中 で力 を 発揮 し 、 協働 し て地域課題 に 取 り 組 ん で い く こ と の で き る 具体的仕組みづ く り を

進 め る 」 と う た い 、 ①多様な 地域活動 ・ ボ ラ ン タ リ ー 活動 と 生 涯活躍への 支援 ②体験 を

通 じ て 、 生 き る 力 を 育 む教育 の推進 ③文化 を 活か し た但性あ る 地域づ く り ④傷並み ・ 景

観の継承 と 龍造 ⑤多様 な 文化が共生す る 社会づ く り ⑥都市 と 農 山漁村の交流 に よ る 自 然

と 共生す る 社会づ く り ー を 進め る と し て い る 。

そ の う え に 立 っ て 、 施策 の 方 向 と し て 「地域の 文化資源 を 白 ら 発掘 し 、 そ れ を 地域の魅

力 づ く り に 活 か し て い こ う と す る 動 き を 支援 し 、 被災地の 多様 な 個 人 ・ グル ー プ ・ 間体 

NPO の 参画 に よ る 、 文化 を 活か し た儒性 あ る 地域づ く り を 進 め る O ま た 、 復興の シ ン ボ

ル と な る 文化の拠点づ く り を 進 め 、 地域の個性や魅力 と と も に復興 を ア ピ ー ルす る な ど、

阪神 ・ 淡路地域文化の発信 に 努 め る 」 と す る 。 そ し て 、 阪神 間 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー ク

の推進、 灘文化軸 の整備、 宝塚映画祭の推進、 被災地の 文化活動への支援、 芸術文化 セ ン
タ 一 、 県立新美術館の 整舗 な ど具体的 な 施策 を あ げて い る O

1 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 着工

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 世界へ発信す る と と も に 、 災害 を め ぐ る 研究、 人材育成の拠

点 に な る 「阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J は 、 2001年 1 月 5 日 、 神戸市

中 央区脇浜海岸通の神戸東部副都心で若工 し た 。 国際的 な 機関 も 集 ま り 、 日 本の 防災研究

の核 に な る O 一期工事は2002年春、 二期工事が2003年春 に完成、 オ ー プ ン す る 予定であ る O

同 セ ン タ ー は 、 震災 に 関 す る 資料収集や 調査研究 を す る ほ か、 国内外の 防災機関 を 繋 ぐ

ネ ッ ト ワ ー ク の核 を 目 指 し 、 災害対応の経験や専 門知識 を 持 つ 「災害 ア ド バ イ ザ - J を 養

成す る と と も に 、 全国 の大学や 防災機関 と 連携 し 、 災害時 に 派遣で き る 広域支援体制 を つ

く る O ま た 、 セ ン タ ー の 企画や運営 を 支援す る 「 メ モ リ ア ル セ ン タ ー サ ボ ー タ ー ズ」 を 、

被災者や そ の 支援者 を 中 心 に 約200人で組織 し 、 セ ン タ ー の企画展 な どの解説、 語 り 部 な

ど さ ま ざ ま な サ ー ビス を す る ほ か 、 震災資料の収集 を 助 け る な どあ ら ゆ る 運営 を 行 う 。
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一期工事 は 、 7 階建て延べ8 ， 200m2 0 1 階 は オ ー ブ ン ス タ ジ オ 、 セ ミ ナ 一 室 、 2 � 4 階

は 災害 に 関 す る 展示で、 2 階 に は世界の災害、 最先端の 防災研究の情報 を 集 め 、 3 階 に は

震災在後か ら の被災地 の状況、 4 階 に は 大震災の発生の様子 を 伝 え る r 1 . 17 シ ア タ � J

な ど を 設 け る o 5 階 は 白 治体職員 ら を 対象 に し た実践的研修 を す る 「人材育成 部 門 」 が置

か れ、 知事や市町村長I11J け の 「 ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト 」 、 幹部職員 の 「マ ネ ジ メ ン ト 」 、 一般

職員 の 「実践J な ど三 つ の コ ー ス が設 け ら れる o 6 階 は セ ン タ ー の 中枢で あ る 「研究部 門」

があ る O セ ン タ ー 長以下、 10人程度の 専 門研究員 を 配宜 し 、 国 内外で災一書が発 生 し た場合、

専 門 家チ ー ム を 派遣、 災害対策本部 な ど に助言す る 機能 を 持つ。

二期工事 は 、 7 階建て延べ 1 万m'で、 国 の短興特定事業の ーっ と な っ た 「ヘ ル ス ケ アパ ー

ク 」 の計画 を 大幅 に修正、 縮小 し て整備す る 。 「命の尊 さ と 生 き て い る こ と の 素 晴 ら し さ 」

を 基本テ ー マ に 、 1 � 3 階の展示部分は大型映像の 「 こ こ ろ の シ ア タ �J や 自 然 と 人の つ

な が り が体験で き る コ ー ナ ー な どが設 け ら れ る o 4 階以上 に は 防災 関係 の 国 際機関が事務

所 を構 え る 予定であ る O セ ン タ ー 長 に就征す る 河 田恵招京都大学巨大災害研究セ ン タ ー 長

は 「近 い将来必ず起 き る 巨大災害 に ど う 対応 し 、 人命の犠牲 を ど う 食い止め る か。 メ モ リ

ア ル セ ン タ ー は そ の情報発信の核 と な る 。 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝 え る だ け で な く 、

自 然災害全般 を 対象 に 「全 日 本」 の規模で 「災害安全」 を テ ー マ に し た施設 に す る 」 と い っ
て い る O

全犠牲者の名 を 弼 ん だ震災慰霊碑 も

兵庫県 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲者全員 の 名前 を 刻 ん だ慰霊碑 を メ モ リ ア ル セ ン タ ー

に設置す る こ と に な っ た 。 慰霊碑 は 、 こ れ ま で各市町が独 自 に 建立 し て い る が、 ー カ 所 に

ま と め た も の は な い 。 計画 に よ る と 、 モ ニ ュ メ ン ト は 縦、 横 、 高 さ と も 各 1 m 、 軍 さ 約 2

t の御影石製 と ガ ラ ス を 組 み合 わ せ た 立方体。 震災発生の午前 5 時46分 を 表す た め 、 御 影

石 を こ の 時 刻 の 長針 、 短針の 角 度 に一切 り 、 ガ ラ ス で覆 っ て 、 セ ン タ ー を 開 む 池 に 浮かぶ形

で設置、 対岸 に は献花台 も 置かれ る 。 ま た 、 同 セ ン タ ー の 5 階以上の吹 き 抜け に は 、 鎮魂、

憩 い な ど を テ ー マ に し た 中寵 を モ ニ ュ メ ン ト と 同 じ デザ イ ン で整備す る O こ れ ら の設言十、

整備 の監修 に は 白 幡洋三郎 国 際 日 本文化研究セ ン タ ー 教授 ら が当 た る O

メ モ リ ア ルセ ン タ ー に県民 か ら ア イ デ ィ ア

メ モ リ ア ル セ ン タ ー の展示内容 に つ い て 、 県民か ら ア イ デ ィ ア を 募集 し た と こ ろ 、 17人 ・

団体か ら 38件の提案が寄せ ら れた 。 こ れ ら は展示設計の な かで生か さ れ る 。 こ の募集 は 、

県民 も 参加 し て 貰 お う と 展示や企画展の 内容、 住民の施設利用 な ど に つ い て 、 ホ ー ム ペ ー

ジ な どで行 っ た 。 提案の 主 な も の は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ の重要性 を 伝 え る 事例J r被災者や 支

援者の手紙や手記 、 ボ ラ ン テ ィ ア の記録J r ピ ル倒 壊の メ カ ニ ズ ム を パ ソ コ ン で解説す る 」

「震災発生時 間 に 止 ま っ た 時計J r被災者が体験 を 語 る ビ デ オ 、 テ ー プ。の紹介」 な どで あ る O
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遺族の思い な ど を 県 が 開 き 取 り 調査

メ モ リ ア ル セ ン タ ー で は 、 大震災で亡 く な っ た 人 た ち の エ ピ ソ ー ドや遺族の思い 出 な ど

を 一般公開 す る 方針 を 固 め 、 開 き 叡 り 調査 を は じ め る こ と に な っ た 。 6 ， 432人の死 を 単 な

る 数字 と はせずに一人 一 人 の か け が え の な い 人生 と し て記録 し 公 開す る こ と で、 震災 を 後

世 に伝 え る 試み と な り そ う で あ る 。 遺族の な か に は 、 ま だ語 る 心境で な い 人 も お り 、 開 き

取 り 調査が どの程度、 協 力 が得 ら れ る か は 分か ら な い 。 こ の た め 、 先行 し て 遺族調査 を し

て い る NPO な ど と の連携 も 検討す る と い う O

〔仮設住宅を震災学習棟に〕

大震災の体験 を 子供 た ち に伝 え て い こ う と 、 神戸市教育委員 は実際 に使わ れ た仮設住宅

を 神戸市西 区 の神 出 自 然教育園 に 移設 し 、 2000年 4 月 27 日 か ら 「震災学習棟」 と し て公開

し た。 こ の仮設住宅は、 同 区 の椛谷第二仮設住 宅 だ、 っ た も の で、 1999年 9 月 に撤去 さ れた

2 戸 1 棟 の建物。 こ の な か に 地震で め ち ゃ く ち ゃ に な っ た部屋 を 再現、 地 震発生時の午前

5 時46分で止 ま っ た ま ま の 時計や壊れた家具、 食器棚 な ど を 霞 き 、 パ ネ ル展示、 仮設での

暮 ら し も 見 て も ら う よ う に な っ て い る O

2 次々 と 新 し い文化施設

〔国内最大の免震美術館〕

神戸市 中央 夜脇浜海岸通の神戸東部副都心 に 建設 中 の県立新美術館 「芸術の館」 は 、 美

術館 と し て は 国 内最大規模の免震装置が据 え 付 け ら れ る こ と に な っ た 。 新美術館 は 、 県立

近代美術館が老朽化の た め 建 て 替 え ら れ る も の で 、 地下 I 階、 地上 4 階、 延べ 2 万 5 千m'、

2002年 4 月 に オ ー プ ン す る 予定。 近代美術館 は 大震災で大 き な被害 を 受 け 、 建物の柱が折

れ た り 、 美術品38点 も 破損 、 約 1 0 カ 月 間 も 休館 を 余議 な く さ れた 。 そ れ だ け に新美術館は

「震災復興の シ ン ボルJ と し て免震工事 に も 力 を 入 れ て い る o 1 階の床下 に 約 2 m の免震

層 を 設 け 、 3 種類の装置 を 設置す る O 中 心 と な る の は 、 高 さ 約40cm 、 直径約 1 m の積層 ゴ

ム で 、 天然 ゴム と 鋼板 を 何重 に も 積み 重 ね て お り 、 「阪神 ・ 淡路大震災級の 地震で も 、 ほ

と ん ど被害がな しミ」 と い う 。

神戸凡月 堂 が美術関書 を 寄贈

神戸市 中 央 区 の製菓会社 「神戸町 月 堂」 は 、 新美術館 に 美術 に 関 す る 図書資料5 ， 148冊

を 寄贈 し た 。 「文化創造 に 寄 与 し た い」 と 永年 に わ た っ て収集 し て い た も の で 、 資料 は尾

形光琳で知 ら れる 「琳派」 を 原 点 に 、 浮世絵、 さ ら に マ ネ 、 ゴツ ホ ら 西欧 の 印象派、 ア ー

ル ・ ヌ ー ボー な ど東西 に広がる 日 本の 美意識 を テ ー マ と し て 、 美術書、 評論、 雑誌、 文学

書 な どで、 こ の な か に は イ ギ リ ス の劇作家 オ ス カ ー ・ ワ イ ル ド の名作 「サ ロ メ 」 の 初版本、

私家版印刷 の 先駆け と な っ た ウ イ 1) ア ム ・ モ リ ス の 「世界 の 果 て の 泉」 な どの貴重な も の
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も 含 ま れて い る O

〔三木震災記念公園 で断層保存〕

兵庫県が三木市志染町 に建設 し て い る 三木震災記念公 園 で、 大規模 な 断層 や 二 つ の地層

が重 な っ て い る 様子が分 か る 断面が見つ か り 、 調査 に乗 り 出 し 、 保存 も 検討す る こ と に な っ
た 。 こ の 断層 は 、 2000年10月 、 道路工事の際に発見 さ れた も の で、 露 出 し て い る 部分 だ け

で 土 下 の 幅約 10 m 、 3 千万年以上前の神戸層群の上 に 2 � 3 万年前の大坂層 群三木疎層 が

重 な っ て い る 。 地元で は 「地質学 的 に 意味があ り 、 震災記念公 圏 内 だ け に 通 常 の も の と は

違 う O 保存 し て ほ し い」 と 要望 し て い る O こ の記念公 園 は 、 380ha の 敷地 に 、 マ グニ チ ュ ー

ド7 . 2 ク ラ ス の 揺 れ を 体験で き る 「実大三次元振動破壊実験施設」 な どの研究機関 や都市

公園 な どが整備 さ れ、 2004年度 に 完成 す る O

〔震災復興の願い込め淡路花槽〕

震災か ら の復興 を 象徴す る 淡路花博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J は 、 2000年 3 月 18 日 に 閉

幕、 184 日 間 の 会期 中 に 目 標 の 500万人 を 大 き く 上 回 る 約700万人 を 集 め 、 成功裏 に 9 月 17

日 に 閉 幕 し た 。 震災復興 に 大 き な 光 を 灯 し た ほ か 、 3 千億円近い経済効果 を も た ら し た 。

淡路花博 は 、 人 と 同 然の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を テ ー マ に 、 開催意義 と し て①身近 な緑か

ら 始 ま る 「人 と 自 然 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の望 ま し い あ り 方 を 追求 し 、 緑 ゆ た か な 地球

環境の 保全 と 創造 に 寄 与す る ②阪神 ・ 淡路大震災の教訓| に 学 び、 花 - 緑 ・ 水 を 基調 に し

た安全で快適 な 美 し い街づ く り を 提案す る と と も に 、 21世紀の ラ イ フ ス タ イ ル に応 え う る

新 し い公 園緑地 を 提案す る ③阪神 ・ 淡路地域の震災復興 を 内外 に ア ピ ー ルす る と と も に

「国営明石海峡公園 J '淡路 島 国 際公 園都市」 の建設や 「世界 に 開 か れ た 公 園 島 づ く り J

を促進 し て 、 世界都市 ・ 関西の形成 に貢献す る な ど を あ げて い る 。

会場は 、 巨大温室、 野外劇場、 夢舞台、 国 際会議場、 ホ テ ル な どの 施設が広場や庭園、

回 廊 な どでつ な が り 、 そ の 至 る 所で水があ り 、 流の音がす る 。 夢舞台 は禿げ山 の よ う に

れ果て た と こ ろ に設 け ら れた 。 設計者の安藤忠雄 は 、 こ こ に かつ て の 緑 を 取 り 戻す こ と を

考 え た 。 さ ら に夢舞台の 中 央 に 置 か れ た 「吉段苑」 は 、 傾斜地 に 百 の 花壇が華 や か に 配置

さ れた が、 こ れ は文字通 り 被災地 を 慰霊す る 花の モ ニ ユ メ ン ト で あ っ た 。 震災で亡 く な っ

た 6 千人余 り の名 前 も 刻 ま れ、 「献花檀」 の 意味 を 込め た。

〔神戸21 世紀領興記念事業〕

寂神 ・ 淡路大震災 か ら 丸 6 年 の 2001年 1 月 17 目 、 大 き な被害 を 受 け た神戸で は 、 寄せ ら

れ た 支援 に 感謝す る 「神戸21世紀復興記念事業J が閉幕 し た 。 9 月 末 ま で の257 日 間 、 行

政 と 市民が や者 に な っ て400 を 超 え る イ ベ ン ト が繰 り 広 げ ら れ た 。 テ ー マ は 「神戸 新 し

い は じ ま り すべ て の や さ し さ に 感謝 し てJ で 、 愛称 は 'KOBE 2001 ひ と ・ ま ち ・ み
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ら い」 。 新 し い世紀 を 歩 み は じ め た神戸が、 百年 を か け て で も 実現 し た い 夢 を 描 き な が ら 、

実現へ の 過程 を 通 し て新 し い神戸 の イ メ ー ジ を ア ピ ー ルす る も の であ る 。

基本方 針 は ①支援への感謝 と 復 興 の お 披露 目 を し 、 来訪者 を も て な す ②市民主体、 市

民 の 力 を 生か す ③子 ど も た ち の 夢 を は ぐ く む ④ ま ち の魅力 、 神戸 ら し さ の 再発見 ⑤ ま

ち の活性化 を 図 る ⑥21世紀の ま ち づ く り を つ な げて い く ⑦神戸 を 内外 に ア ピ ー ルす る

な ど。 こ れ を 受 け て 「花の プ ロ グ ラ ム J I光の プ ロ グ ラ ム J I ま ち の プ ロ グ ラ ム J の 三つ の

事業 を 展 開 し た 。 1 月 17 日 午前 5 時46分か ら 神戸 ・ 東遊 園 地 で は じ ま っ た オ ー プニ ン グで

は女擾の竹下景子が、 女子中 学生の詩 「み ん な の心 を 一つ に あ つ め れば な ん だ っ て で き

る こ と を 知 っ た 手 を つ な ご う と な り の 人 と 向 き 合お う J を朗読 し た 。

三宮に復興記念事業の情報 プ ラ ザ

'KOBE 200] ひ と ・ ま ち ・ み ら い」 を PR す る 情報 プ ラ ザが2000年 5 月 に神戸 ・ 三宮

の神戸交通セ ン タ ー ピ ル に オ ー プ ン し た 。 3 月 末 に廃止 さ れた観光パス 案 内 所 を 改装 し た

も の で 、 記念事業の ホ ー ム ペ ー ジ が 罰 覧で き る パ ソ コ ン 3 台 の ほ か 、 PR 用 の パ ン フ レ ッ

ト や ポス タ ー な ど を 置 く 。 女性ス タ ッ フ 6 人が常駐 し て 、 記念事業の さ ま ざ ま な情報 を伝

え る O

こ う べ照明探偵団 を 結成

大震災で神戸 は 多 く の光 を 失 い 、 市民 は そ の ぬ く も り 、 輝 き 、 魅力 を 知 っ た 。 復興記念

事業で は 、 市民が主体 と な っ た 「光の イ ベ ン ト J を 擢す た め 「 こ う べ照 明探告団」 を 結成

し た 。 夜雫 に 輝 く 天の 川 に ち な んで 、 七 夕 の夜の2000年 7 月 7 日 に 設 け た 。 記念事業事務

局 が メ ン バー を 募集 し た と こ ろ 、 10歳代 か ら 70歳代 ま で の 1 1 9人が登録 し た 。 照 明 デザイ

ナ ー の高浦邦彦、 サ ン テ レ ピ の 中西正人がア ド バ イ ザー と し て参加、 光 の イ ベ ン ト の ア イ

デ イ ア を 話 し合 っ た 。 「 町 に 光の オ ブ ジ ェ を つ く ろ う J I夜景ス ポ ッ ト の マ ッ プや新た な ス

ポ ッ ト づ く り を J I 下 町 の 商庖街の ラ イ ト ア ッ プ コ ン テ ス ト を し て は ど う か」 な どの 意見

が飛 び出 し た 。

〔 阪神 ・ 淡路1 00名所 を 選定〕

被災地 に 観光客 を 取 り 戻そ う と 、 兵庫県、 観光 ひ ょ う ご復興推進会議 は 、 被災地の 10市

10町の な か か ら 100名 所 を 選 び、 ガ イ ド ブ ッ ク を 作成 し た 。 こ の 100名所 は 「震災か ら 未来

へJ 11 カ 所、 「 自 然J 32 カ 所、 「歴史 ・ 文学J 26 カ 所、 「 ア ー ト ・ ス ポ ー ツ ・ ア ミ ュ ー ズ メ

ン ト J 31 カ 所の 4 種類 に分 け て い る O 「震災か ら 未来へ」 で は 、 神 戸 の 光 の 司 廊 で あ る ル

ミ ナ リ エ、 明 石海峡大橋 な ど、 「 自 然J で は 、 須磨海岸、 六 甲 山 を は じ め 川 西市 の一庫 ダ ム 、
淡路の水仙郷 な ど、 「歴史 ・ 丈学」 で は 、 灘五郷、 南京町、 明石の魚、の榔、 伊汁郷 町 な ど、

「 ア ー ト ・ ス ポ ー ツ ・ ア ミ ュ ー ズ メ ン ト 」 で は 、 ホ ー ル ・ オ ブ ・ ホ ー ル ズ六 甲 、 宝塚観光

第 a章 @ 文化 双15



プ ロ ム ナ ー ド 、 叩 子 固 な どが選定 さ れて い る O

県観光交流課に よ る と 、 県 内 の 観光客 は 大震災の発生 し た 1995年度 は 8 ， 888万人 と 前年

度 よ り 1 ， 943万人 も 落 ち 込 ん だ。 地域別 で は 、 淡路地 区 は600万人が98年度 に は2 ， 297万人

に 増 え た 。 明 石海峡大橋 の 開 通 に よ る も のO し か し 、 阪神 ・ 神戸地区 と も 震災前の ピ ー ク

時 に 回千夏 し て い な い 。

阪神 ・ 淡路大震災復興委員 会委員 と し て 産業復興 に 数々 の提言 を し て き た作家の堺屋太

( 当 時 は 経済企画庁長官) は 、 2000年 4 月 の神戸新需 の イ ン タ ピ ュ ー で震災 に つ い て語

り 、 「神戸 を 人 々 が訪 れ た く な る 街 に し た い 、 全 国 的 な 名 物 ・ 名所の あ る 告 を つ く り た い
と (100名所運動〕 を 提唱 し た 。 全 国 や 海外 か ら 人が訪 れ る の は 、 非 日 常性 に ひ か れ る

か ら O こ れが容易 に 理解 さ れず、 従来型 の発想、か ら 抜け き れて い な い」 と 語 っ て い た 。

1 00名 品、 1 00 グ ル メ も

「 ひ ょ う ご21 世紀記念事業j の 一環 と し て推進 さ れて い る ほ町 板神 ・ 淡路 キ ャ ン ベ ー

ン J で 、 r lOO名 品 ・ 100 グ ル メ J を 選定 し た 。 こ の事業 は 、 被災地の活性化 と 地域の ア イ

デ ン テ イ テ ィ ー を 再発見 し て 、 こ の エ リ ア の魅力 を 強 く 印象づけ る と い う も の で あ る O 観

光の魅力 は何 と い っ て も 、 そ の地域で し か味わ う こ と の 出 来 な い丈化 を 体験 し て み る こ と

で、 そ れ に は ま ず、 どん な 魅力 があ る か知 る こ と であ る O こ の選定作業 は 、 地域の特産品

と 食 を 新 し く 発見 し て い く 試み で あ る 。 選定委員 長 の 吉 田 )11:&--神戸大学教授 は 「だれ も が

納得 し 、 信頼 さ れ る 100選 と し て 育 て あ げる た め に は 、 消費者や専 門 家が確 か な 呂 で検証

し 、 選 ばれ た お 屈が今後 さ ら に レ ベ ル ア ッ プ し 、 ロ ン グ セ ラ ー を 維持す る 努力 が必要だ」

と 語 る O

神戸 ・ 灘100選 も 決 ま る

大震災 で大 き な被害 を 受 け た神戸市灘区 の魅力 を 再発見 し よ う と 、 灘 区役所 は すれ00選」

を 募集 し て い た が、 2000年 4 月 に 決定 し た 。 亘氏か ら 6 ， 135の投票があ り 、 魅力資源 も 558

件 に の ぼっ た 。 区民や有識者が こ れ ら を 検討、 灘区民 ま ち づ く り 協議会が100件 を 選 ん だ。

主 な も の は 、 摩 耶 山 、 六 甲 山 、 王子動物患 な どの知 ら れ た 観光名所 を は じ め青谷川 ぞ、い の

右近の桜、 神前の大 ク ス ノ キ 、 旧 西国街道、 篠原 の 段茸 き の 家、 西求塚市墳、 敏馬神社 な

ど多岐 に わ た っ て い る O 同 区 で は 、 こ の 100選 を 中 心 に し て ガ イ ド ウ ォ ー キ ン グ、 ス タ ン

プ ラ リ ー を 実施 し た 。

尼崎 も 「 あ ま が さ き ミ レ ニ ア ム 遺産100選」

尼崎市 で も 21世紀へ大切 に 引 き 継い で い き た い ふ る さ と の宝 「あ ま が さ き ミ レ ニ ア ム 遺

産100選」 を 市民 た ち が選 ん だ。 地震で被害 を 受 け た り 、 都市化が進 ん で古 い も の が失 わ

れ て い っ た が、 依然 と し て多 く の遺産が残 さ れて い る 。 こ の事業 は 、 そ れ ら を 権威づけ る
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も の で は な く 、 市民 自 身が も う 一度 身 近 な 遺産 を 見直す き っ か け に な れば と 計画 さ れた 。

と く に と も す れ ば見忘れが ち な 近現代の 遺産 に も 日 を 向 け る た め 「 ミ レ ニ ア ム 遺産探検隊」

も 結成 し た 。 ま た 、 「昔 と 今の尼崎写真展」 も 開催 し て 、 街の変遷 を 市民 に 見 て も ら っ た。

選定の会 は 「あ ま が さ き 創 ・ 世紀 一 み ん な で世紀の市宝 を 大発掘」 と い う タ イ ト ル で、

市民 自 ら が会場で選ぶ と い う 方法で、 2000年 1 1 月 17 日 に ア ル カ イ ッ ク ホ ー ルで行わ れ た 。

遺産 に は 「貴重 な屋外空 間J (水辺 ・ 公菌 ・ 道) 、 「独 自 の特質 を 持つ 地 豆 空 間J (地域 ・ 風

・ 町並み ・ 駅前) 、 「施設 ・ 建物」 、 「興味深い造形 ・ シ ン ボ、ル性J ( モ ニ ュ メ ン ト ・ 橋) ， í歴

史的資産J (寺社 ・ 史跡) 、 「人 ・ 物 ・ 事J ( 人物 ・ 物産品 ・ 祭 り ・ 行事) 、 「産業遺跡」 な ど

が選 ばれて お り 、 こ の な か に は寺軒、 髭の渡 し 、 遊女塚の ほ か物産 と し て 尼芋、 ラ ン プ飴、

寓松一寸 立 な ど も 含 ま れて い る O こ の 100選は 、 B 6 版の冊子 と し て発行 さ れ た 。

3 県 内文化贈の総就い 直 し へ

〔すべて の文化財の悉皆調査〕

県 内 の 文化財や歴史文化遺産 の全容 を 把握 し 、 活用 す る た め 、 県教育委員 会 は指定 ・ 未

指定 を 問 わず暦史的 に価値の あ る すべ て の 文化財 を 悉皆調査す る こ と に な っ た。 阪神 ・ 淡

路大震災 で は 、 多 く の 文化財が被害 を 受 け た が、 デー タ が不十分だ、 っ た り 、 未指定だ っ た

た め に瓦蝶 と し て廃棄 さ れた も の が数多 く み ら れた 。 今回 の よ う に 未指定文化財 も 含め た

膨大な悉皆調査は全 国 で も 例がな く 、 被災地か ら 発信す る 文化財施策 と し て 注 目 さ れて い

る O

震 災 に よ っ て被災 し た指定文化財 は 約150件、 未指定文化財 は300件以上 に の ぼっ た 。 こ

の う ち 指定文化財 は手厚 い補助 に よ っ て2000年 3 月 にすべて の復侶作業が完了 し た 。 未指

定文化討 に つ い て も 、 大震災復興基金の補助制度が創設 さ れた り 、 「丈化財 レ ス キ ュ ー 」

が実施 さ れ る な ど、 こ れ ま で の枠 を 超 え た救援活動が行 わ れ た 。 し か し 、 ど こ に どの よ う

な 文化財があ る か と い う 情報がほ と ん ど な く 、 他府県 か ら 多数の専 門家が駆 け付 け た に も

か か わ ら ず、 十分に機能 し な か っ た 。

こ の 聞 に も 、 未指定 だ、 っ た神戸 ・ 元 町 に あ っ た大正時代 の名建築 ・ 第 一勧銀神戸支庖‘ は

花岡岩の 円柱 な ど ほ と ん どの部材が廃棄 さ れた 。 谷崎潤一郎 の 岡本の家で知 ら れた 「鎖i模

開」 も 撤去 さ れ る な ど、 な く な っ た文化財 も 多 か っ た 。 県教委 で は 、 こ れ ま で民俗芸能や

埋蔵文化財の 悉皆謂査は 実施 し た が、 全般的 な 調査 は ま だ、 だ、 っ た 。 建造物、 美術工芸品 、

民俗文化財 な ど未指定 を 含め る と 数千 か ら 万単位 の 数 に な る た め 、 2001年度 に検討委員会

を 設 け 、 取 り 組む こ と に し て い る 。

ヘ リ テ ー ジマ ネ ジ ャ ー も

大震災で未指定文化財の歴史的建造物が撤去 さ れた 反省 を 生か そ う と 、 県丈化財 保護審

議会 は 、 文化財 の重要性や活用 法 を 助言す る 民間協力者の 「歴史文化遺産活用推進員 (ヘ
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リ テ ー ジ マ ネ ジ ャ ー ) J を 養成 す る 。 貴 重 な 丈化財の 防災対策 の 強化や保存修復、 歴 史遺

産 の 街づ く り への活用 方法 な ど を ア ド バ イ ス す る も の で、 全国 に 先駆け て実施 す る O 大震

災 で は 、 神戸 ・ 北野の異人館 「 う ろ こ の家」 な ど建築後50年以上経っ た歴 史 的 建造物1 ， 200

諌 の う ち 約800棟が被災 し た が、 修復、 復元 さ れ な い ケ ー ス が半数近 く に の ぼ っ て い る O

こ の た め 、 国 は 「文化財登録制度」 を創設 し 、 県 内 で は 70件が登録 さ れ た が 、 訪災対策の

強化 な ど は ま だ ま だ遅れて い る の が現状で あ る O

推進員 は 、 ①歴 史的建造物や登録文化財候補物件の発見 、 提案、 ②法制度 の整合性 に つ

い て助言す る な ど保存、 整備、 活用 の計画策定、 ③活動 団体への助言、 丈化財の健康診断

な ど ま ち づ く り への 参画 が主 な役割。 建築士、 都市計画 コ ン サ ル タ ン ト 、 一般県民等30

人 を 募集 し た と こ ろ 、 100人 を 超 え る 応募があ っ た 。 半年 間 の養成講座、 実地研修 を 経て2002

年夏 に は ヘ リ テ ー ジ マ ネ ジ ャ ー が誕生す る O

〔昭和 モ ダ ン建築が改築〕

戦災 と 震災 に 耐 え て 地域住民 に親 し ま れて き た神戸市東灘 区 、 市立魚崎小学校の校舎が

老朽化 に よ り 全面改築 さ れ る こ と に な り 、 2000年 8 月 に取 り 壊 さ れた 。 こ の 校舎 は 、 侮 影

公会堂や県立神戸高校 と 同 じ建築士が1929年 に建築 し た 。 正面玄 関 か ら 細 長 い 窓が伸 びる

給水塔、 横 に ぐ る り と 巻 き 付 く 縄 自 模様、 廊 下 の 円柱な ど直線 と 曲 線 を 調和 さ せ た 装飾性

豊 か な 名建築 と し て評判 を 呼ん だ。 大震災 で は 、 周辺の 学校が全半壊す る な か で そ の 姿 を

保 ち 、 7 カ 月 間 に わ た っ て避難所 と し て地域の 人 た ち の心の拠 り 所 に も な っ た 。 2002年 3

月 に完成す る 新校舎 は 、 18校舎 と そ っ く り の デザ イ ン で、 玄関 の御影石 の 階段 な ど も 残 さ

れ る O

〔埋蔵文化射の調査〕

大震災 に よ る 埋蔵文化財の 調査 は 、 一部の市町 を 除い て ほ と ん ど終わ っ た 。 2000年度の

調査 は 、 神戸市の72件、 2 万 3 千m2、 芦屋市 の40件、 4 ， 968m2以外 は 各市 町 1 � 9 件 と わ

ずかで、 合計 7 市 1 町で144件、 2 万9 ， 578m'で、 あ っ た 。 こ の な か で特筆 さ れ る の は 、 芦屋

市西山 町で調査が行 わ れ た 芦屋廃寺跡か ら 「寺J の封 印土器が多数出土 し た こ と であ る O

芦屋廃寺 は 、 7 世紀後半の 自 鳳時代 に創建 さ れた と い わ れ、 明 治時代 に古瓦が発見 さ れて

か ら 知 ら れ る よ う に な っ た 。 今 回 は 、 震災関連調査の一環 と し て住宅建設 に先立 っ て調査

し た も の で、 最下層 か ら 総数5 ， 200余点 の 土器片 や瓦;片が出土 し た 。 こ の な か に は 、 ス タ
ン プ (刻 印 ) 土器が 8 点 も 発見 さ れ、 「寺」 の字は全国で初 め て で あ っ た 。

ま た 、 前 年 に 実施 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路大震災 と 埋蔵文化討」 を 記録 し た 「同
シ ン ポ ジ ウ ム の記録J ( 同 実行委員会編) が2001年 1 月 に発行 さ れた 。
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JII西市が発掘調査概要報告

川 西市教育委員 会 は 、 2000年 3 月 に つ 1 1 西市発掘調査概要報告一 阪神 ・ 淡路大震災後旧 ・

復興に伴 う 調査J な ど震災 に 関す る 調査報告 を 2 冊発行 し た 。 こ れ に よ る と 、 1999年度 は

弥生時代 中 期 の 大規模集落 と し て 知 ら れ る 加茂遺湖、 と 縄文時代 か ら 中 世 に か け て の複合遺

跡 で あ る 下加茂遺跡の調査が行 わ れ た 。 ま た 、 同 市 内 の 指定文化財 の被害 は 16件 に 及 ん だ

が、 ほ と ん ど修復 さ れた 。 主 な も の は 、 多 田神社の築地塀、 満願寺の 九重塔や六所神社本

殿 な どで あ る O

神戸高が文化財マ ッ プ発問

神戸市教育委員 会 は 、 市民た ち に 市 内 の文化財 を 知 っ て も ら お う と 「神戸市文化財 マ ッ

プ」 を 発行 し た 。 オ ー ル カ ラ ー 50ペ ー ジ の小冊子だが、 文化財 の解説 に は じ ま り 、 各 区 の

文化財 を 解説、 こ れ を 手 に も っ て文化財め ぐ り を し て も ら う よ う 工夫 し て い る 。 ほ か に市

内 の民俗芸龍一覧、 指定文化財一覧 も 掲載 し て い る O

4 地震災害 に 支援活動~史料ネ ッ ト の取 り 組み

大震災後、 被災家屋内 の 古文書や民具 を は じ め と す る 民間所在の被災歴史資料 ・ 文化財

の保全 を 行 う た め結成 さ れた歴史学会 に よ る ボ ラ ン テ イ ア 団体、 阪神大震災対策歴史学会

連絡会 ・ 歴 史資料ネ ッ ト ワ ー ク (略称史料ネ ッ ト 、 事務局 z神戸大学文学部内) は 、 従前

の活動の 成 果 と 教舗 を ふ ま え て 、 2000年度 も 引 き 続 き 、 保全 し た被災史料 ・ 文化財の調査

や整理 を 継続 し つ つ 、 市民団体や公的機関 と の連携、 史料ネ ッ ト 自 身 の 活動 の 総括 と 情報

発信 な ど に 力 点 を 置い て取 り 組み を 進 め た 。 と く に 鳥取県西部地震、 安芸灘地震 と 相次い

で起 こ っ た 地震災害 に 対 し て 、 阪神 ・ 淡路の場合 と 同様の被災史料 ・ 文化財保全活動の立

ち 上げ を 支援す る と い う 、 従来 に な い 課題 に も 寂 り 組 ん だ。

〔鳥取県西部地震、 および安芸灘地震〕

2000年度 に お け る 史料ネ ッ ト の 取 り 組み の な か で 、 も っ と も 大 き な 出 来事 は 、 や は り 出

除 と 芸予地方 に お い て相次い で発生 し た 地震 に対す る 対処であ っ た 。 10月 6 日 に発生 し た

鳥取県西部地 震 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と 比較すれば被害の度合い は相対的 に は低か っ た と
は 言 え 、 阪神 ・ 淡路の場合 と 同様、 被災史料 ・ 文化財の保全活動 に取 り 組 ま な け れば、 被

災家屋の撤去や補修等 に と も な っ て 、 多 く の民間所在史料 ・ 文化財が失 わ れ る こ と が予想

さ れた 。 そ こ で史料ネ ッ ト は 、 地震発生直後か ら 被害状況や対応 な ど に 関 す る 情報収集 と

発信 を 開始 し 、 さ ら に 地元 関係者 ・ 関係機関 に 向 け た ア ビ ー ル を発表す る な ど、 働 き か け

を 行 っ た 。 10月 22 日 に は メ ン バ ー が現地入 り し て 緊急調査、 米子 市 立 山 i詮歴 史館 で地元歴

史研究者 と の協議 を 行 っ た 。

こ の結果、 地元関係 者 に 史料ネ ッ ト が協力 す る 形で 、 10月 28 日 . 29 日 に 鳥取県 日 野町黒
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坂地!互 に お い て最初 の 史料の搬出保全行動 を 実施 し た 。 以 降 も 、 同地区 を 中心 に 調査 ・ 保

全活動が継続 さ れ、 11 月 23 日 に は 島根大学、 鳥取大学、 岡 山 大学、 烏寂県立公文書館、 島

根県立図書館 な ど の 地元 関係者が中 心 と な っ て 、 鳥取県西部地震被災史料救出 ネ ッ ト ワ ー

ク (略称、山 陰史料 ネ ッ ト 、 代 表 ニ 竹永三男 ・ 島根大学法文学部教授) が結成 さ れた 。 こ の
前後の取 り 組み に 際 し て は、 情報発信や 組織立 ち 上 げか ら 、 史料の保全や巡回調査の手法、

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 と 行政 と の連携協力 の あ り 方 な ど、 阪神 ・ 淡路大震災時 の ノ ウ ハ ウ が大

き く i舌 か さ れ た 。 そ れ と と も に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ・ 電子 メ ー ル の普及 と い う 5 年前 に は な

か っ た 有利 な 条件 の も と 、 情報メ イ ル グ ル ー プの い ち 早い立 ち 上 げ と 情報連絡への活用 な

ど、 新 た な 手法の有効活用 も 図 ら れた 。 こ う い っ た こ と を 背景 に 、 鳥取県西部地震 に よ る

被災史料保全の取 り 組み は 、 大 き な成果 を 上げた。

現地で の 具体的取 り 組み は 、 山 陰史料 ネ ッ ト と 地元郷土史団体 ・ 関係者、 地元 自 治体の

連携の も と 、 被災地 旧家への巡回調査、 史料保全の呼びか け、 廃棄対象 と な る 文書史料や

民具な どがあ る 場合は協力 自 治体施設への搬入、 整理 ・ 保全作業 な ど、 阪神 ・ 淡路の場合

と ほ ぼ同様の 流 れ に よ っ て 実施 さ れた 。 活動 に は地元 メ ン バ ー の み な ら ず、 阪神 ・ 淡路 の

際 に も 活動 し た 史料ネ ッ ト や京都造形芸術大学の メ ン バ ー も 加 わ っ た 。 史料ネ ッ ト は 阪神

地域 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア メ ン バ ー の現地への派遣 の ほ か 、 全国 レ ベ ル の歴 史学界への情

報発信 と 活動支援募金の募集 な どの支援活動 を 実施 し た 。

こ う し た取 り 組み の結果、 2000年度末 ま で に 山 絵史料ネ ッ ト が鳥取県、 島根県、 関 山 県

の被災地 で実施 し た 活動実績は 、 合計活動 日 数36 日 間 、 参加延べ人数406 人、 保全件数66

f牛 に 及 ん だ。 山 陰史料ネ ッ ト は2001年度 も 引 き 続 き 、 保全史料の整理や所蔵者への返還、

地元住民 と の連携に よ る 史料整理 ・ 活用 に 向 け た取 り 組み な ど を 継続 し て い く 予定で あ る O

こ の よ う に 、 山 陰で の被災史料保全活動が展 開 さ れ る な か、 2001年 3 月 24 日 に発J主 し た

安芸譲住地震 に お い て も 、 山 陰の場合 と 同様の取 り 組み がい ち 早 く 開始 さ れた 。 史料ネ ッ ト

は 山 陰史料ネ ッ ト と 連名 で、 3 月 26 日 に 地元 関係者 ・ 関係機関 に 向 け た ア ピ ー ル を 発表 し 、

3 月 31 日 に は広 島県 立文書館 に お い て 、 広 島 ・ 愛媛 ・ 山 口各県の 関係者や 山 陰史料ネ ッ ト

の メ ン バー も ま じ え た対策会議 を 行 っ た 。 呼びかけ に こ た え て 、 愛媛県 で は 早 く も 3 月 30

日 に芸予地震被災資料救出 ネ ッ ト ワ ー ク 愛媛が発足 し 、 広 島県 と 山 口県 に お い て も 同様 の

ネ ッ ト ワ ー ク 結成 に 向 け た準備が開始 さ れた 。

〔被災地での臆史 ・ 文化保全 と 活用の取 り 組み〕

史料 ネ ッ ト は 鳥取県西部地震や安芸灘地震への対応 に取 り 組む一方、 阪神 ・ 淡路大震災

の被災地 に お い て は従前 に 引 き 続 き 、 市民 と と も に 歴 史 を 学 び保全す る 取 り 組み を 継続 し

た 。 阪神 ・ 淡路大震災 と 、 そ の後の史料ネ ッ ト の 取 り 組み の 経験か ら 、 災害被災地 に広範

聞 に存在す る 被災史料 ・ 文化討 を 保全 し 活か し て い く こ と は 、 決 し て行政や一部の 専 門 家

が代行で き る も の で は な く 、 市民 自 身が主体 と な っ て取 り 組ん で い く 必要があ る こ と 、 そ
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し て そ の こ と を 実現 し て い く た め に は 、 歴 史研究者や 史料 ・ 文化財保存 関係者 も ま た市民

社会 に 内在化 し つ つ 日 常的 な 取 り 組み を 進め る な かで、 盤史 ・ 文化の保全 に対す る 社会的

合意 を 市民 と と も に 育 ん で、 い く こ と が必要であ る 、 と い う 認識 に 達 し た か ら で あ る O

具体的取 り 組み と し て は 従前 に 引 き 続 き 、 保全 し た被災史料 を 解読す る 「宝塚の古文書

を 読 む 会」 、 尼崎 を は じ め 阪神地域の現代史 に 取 り 組む 「毘崎戦後史聞 き 取 り 研究会」 、 市

民 に よ る ま ち づ く り の視点か ら 歴 史 ・ 文化講演事業 に取 り 組む尼崎の NPO 法人 「 シ ン フ ォ

ニ ー 」 、 神戸空襲 を 記録す る 会が中心 と な っ て 開催す る 「空襲 ・ 戦災 を 記録す る 会第30 回

全由連絡会議神戸大会」 、 戦争史跡学習 ・ 見学企画 「火垂 る の 墓 を 歩 く 会」 、 西淀川 を 基盤

に公害の記録化 と 資料保存 に取 り 組む 「公害地域再生セ ン タ ー ・ あ お ぞ ら 財 [fjJ な どの取

り 組み に対 す る 支援協力 を 行い 、 あ る い は 史料ネ ッ ト の メ ン バ ー が こ れ ら の取 り 組み に参

加 し 、 そ れぞれの一員 と し て 活動 を 担 っ た 。

ま た、 2001年度は、 震災直後 に調査 し た被災史料の再調査や、 1999年度 に 実施 し た 市民

学習会の成果 を ふ ま え た 兵庫津研究会 の 立 ち 上げな ど に も 取 り 組 ん だ 。 被災史料再調査は 、

震災後 5 年が経過 し た こ と に鑑み、 震災直後 に確認 さ れた被災史料の そ の後の状況把握や 、

緊急調査か ら も れた も の の再把握が必要 と の判 断の も と 、 神戸市文書館 と の共 同作業の形

で実施 し た も の であ る O 具体的 に は 、 激甚被災地 で あ っ た神戸市長 田 区 の 駒 ヶ 林地 区 を 対

象 に 、 地元住民 と の 懇談 に よ る 情報収集や 、 対象 と な る !日家への ア ン ケ ー ト 送付、 訪問調

査な ど を 行 っ た 。

ま た兵庫津研究会は 、 1999年度 に 3 同 に わ た っ て 開催 し た 、 中世、 近世、 近代の 兵E草津

の歴史 を テ ー マ と し た連続市民学習会の成果 を ふ ま え て結成 さ れた も の で あ る O 歴史研究

の新 し い視点や成果 を 生 か し な が ら 、 神 戸 の 地域史像 を あ ら た め て 市民 に 提示 し て い く た

め に は 、 従来の研究成果 を ふ ま え 、 歴 史像の再検討、 再構築 を す る 基礎的学際的研究 を 行 っ

て い く 必要があ る と い う 考 え に立 っ て 、 歴史学、 考 古学、 石造文化財 な どの 各分野の研究

者、 専 門 家の 参加 の も と 、 立 ち 上げ ら れ た 。 2000年度 は 8 月 19 日 と 10 月 7 日 の 2 回 に わ た っ

て 、 そ れ ぞ れ中 世 と 近世の兵庫津 を テ ー マ に研究会が開催 さ れた 。

〔震災資料保存問題への取 り 組み〕

2000年度 の 取 り 組み と し て 、 史料ネ ッ ト が重点 的 に取 り 組ん だ も う 一 つ の 課題 は 、 震災

資料の保存 ・ 活用 問題で あ っ た 。 こ の諜題 に つ い て は 、 従前か ら 阪神 ・ 淡路大震災記念協

会の実施す る 震災資料調査収集事業への協力 な ど、 さ ま ざま な 関係 団体 ・ 機関 と 連携 し な

が ら 、 史料ネ ッ ト は取 り 組み を 進 め て き た 。

こ れ に つ い て2000年 度 は 、 さ ら に広 く 市民 と と も に こ の課題 に つ い て 考 え て い こ う と い
う 意図 の も と 、 こ の 課題 に対 し て市民の立場か ら 実践的 に 取 り 組 む 長 田 区 の 市民団体 「震

災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 の協力 を 得 て 、 7 月 8 13 に 「板神 ・ 淡路大震災 を ど う 怯 え る か」

と 題す る シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 し た 。 そ こ で は 、 記念協会が収集 し た資料 を 保存公開す る こ
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と と な る r (仮称、) 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル ・ セ ン タ - J の 問 題 を は じ め 、 震災資料

保存や体験の記録化 と 継承の あ り 方 に つ い て 、 パ ネ ラ ー に加 え て参加 し た市民 も ま じ え な

が ら 、 さ ま ざ ま な 意見が交換 さ れた 。

〈霊史資料ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先〉

千 657-8501 神戸市灘区六 甲 台 可1 - 1 神戸大学文学部内

TELlFAX 078-803-5565 e-mail :  yfuj ita@lit.kobe-u.ac.jp 

5 街並の 購求 と 創造 目 指 し て

〔個性 と 魅力 あ る街並み ・ 景観の創造〕

兵庫県が策定 し た 「阪神 ・ 淡路大震災復興計画 ・ 後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 の復興計

画 「世界 に 聞 か れ た 、 文化豊か な杜会づ く り 」 の な か に 「街並み ・ 景観の継承 と 意iJ造」 に

つ い て現状や施策が提言 さ れて い る 。 現状 と 課題 に つ い て は 、 ①復興 の 過程で 、 面的整備

事業な ど に 伴 う 緑の減少 や 、 規格化 さ れた住宅の建設 に よ る 街並み の鰭性喪失 な どの課題

が指摘 さ れて い る O 平成 9 年度 か ら 「景観ル ネ サ ン ス ・ ま ち な み保全事業」 を 開始、 「伝

え た い ふ る さ と の 景観J (405景) な ど、 被災地域 に お け る ま ち な み景観の形成 を 図 る 取 り

組み を 支援 し て い る 、 ②歴史的景観の復興は 、 各地域の ま ち づ く り 団体や景観復興 に取 り

組 む 団体の活動 と も 相 ま っ て 、 北野町の近代洋嵐建築、 灘 の 酒蔵 な ど (歴 史 的 ・ 丈化的建

造物 な どの外観 的 修復 な ど に係 る 助成 は平成11年度末 ま で で281件) で進め ら れて い る 、

③平成 7 年度 か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災復興支援10年委員 会 な ど を 中 心 に 「 ひ ょ う ご グ リ ー

ン ネ ッ ト ワ ー ク 事業」 と し て 、 緑の復活 に 向 け た 運動が進め ら れて お り 、 募金 に よ る 植樹

は 呂 標本数 (25万本) を 趨 え る 282 ， 900本 (平成12年10月 時点) を 達成 し て い る ほ か 、 様 々

な 団体、 NPO に よ る 坂 り 経み が進 ん で き て い る 、 と す る O

ま た 、 施策 の 方 向 と し て は 「住民主体で、 地域の指並み ・ 景観 の 向上 を は か ろ う と す る

動 き を 支援 し な が ら 、 個性 と 魅力 に あ ふ れ た 街並 み を 創 造 し て い く 」 と う た っ て い る O

体的 に は 、 景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム の推進、 景観ル ネ サ ン ス ・ ま ち な み保全事業の 実

施、 北 野 町 な どの近代洋風建築 を 生 か し た 街並みづ く り 、 灘五郷の 酒蔵地域の整備 な ど酒

蔵地域の ま ち づ く り 、 生垣緑化 な ど推進事業、 花 ひ ょ う ごづ く り の推進な ど を 進め る O

〔杜の下町い え な み賞〕

新長 田 駅北地区東部 ( 8 協議会) い え な み委員 会 は 、 2000年 1 1 月 に 「第 1 回社の 下 町 い

え な み賞」 の表彰式 を 行 い 、 い え な み大賞 に 4 件、 い え な み 賞 に 10件 を 選ん だ。 杜の下 回I

は 、 お年寄 り と 子供が遊ぶ下町で、 森の よ う な 緑豊 か な 環境 を 基準 に 、 福祉 に 配慮 し 、 住

工商が相乗す る 魅力 あ る ま ち づ く り を 目 指す も の で、 ま ち づ く り ル ー ル の実現、 先導的施

設の創造、 道路 ・ 公開環境の創造、 ま ち づ く り イ ベ ン ト を 行 う O こ の賞 は 、 ①杜の 下 町構
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想 の先導性②い え な み 基準 の適合性③今後建築す る 人び と の参考 と な る モ デル性④地区景

観形成 の 先導性⑤建築 と し て の評価 ー か ら 選考 さ れ た 。

〔神戸の葱景も っ と輝け 〕

100万 ド ル の夜景で知 ら れ る 神戸市 は 、 復興記念事業 の 一環 と し て 、 よ り 魅力 的 な 夜景

を 演 出 し よ う と 「夜間景観形成基本計画」 の作成 を 始 め た 。 復興 を 目 指す 市民 に 希望 を 与

え て く れた街の光 を 21世紀 に 向 け て効果的 に保存 し よ う と い う 試み で 、 2000年 3 月 に 照明

技術の 専 門 家、 建築家 ら で 「夜間 景観形成部会」 を 発足 さ せ、 検討 に 入 っ た 。 こ れ ま での

計画で は 、 展望台や市街地の公圏、 商業地、 住宅倍、 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト な ど各地域の特

徴 に 応 じ た 理想 的 な 夜 景 を 8 種類 に分類、 そ れぞれ に つ い て 「ポ イ ン ト と な る ラ ン ドマ ー

ク の 雨 明 演 出 J r安全 に 眺望点 に 行 け る 交通 の 整備J r照明 を 伴 う 屋外広 告物 を 抑制J r街

か どの 緑 な どへの 照 明 の 配備」 な ど を 助言す る O

〔尼崎で城下町の菌影を再現〕

大震災で大 き な被害 を 受 け た尼崎市の 「築地地区復興委員 会」 は 、 2000年12月 、 城下町

の面影 を 残 し た ま ち づ く り を 実現 し よ う と 、 独 自 の 地 区計画案 を ま と め た 。 こ の地 区 は 、

尼崎城の南 の 中洲 を 埋 め 立 て て造 ら れ、 碁盤の 臼 状の狭い路地 に古い町家が点在、 独特の

た た ず ま い を 残 し て い る O 震災で は 、 液状化現象で約 8 割の建物が被害 を 受 け た 。 こ の付
近 は 、 住宅 と 工場が混在 す る 準工業地歪 だが、 計画案で は 、 住宅、 住工複合、 工業 の 三つ

の街区 に ゾー ン 分 け し 、 住宅地 区 は 歴 史 的 な 魅力 を 持 っ た 街並み を 取 り 戻す た め に第一種

住居地域並み に規制 を 強化、 風俗屈 な どが出届で き な い よ う に し て い る 。 建物や軒の高 さ

に も 線度 を 設 け 、 意 匠や色彩 に 景観 を 乱 さ な い よ う 配慮 を 求 め て い る O 同 市 で は 、 こ の案

に も と づい て計画書 を作成す る と い う 。

〔異人館の あ る 町並み ・ 北野 ・ 山本〕

神戸市の 北野田J . 山 本通 は 、 多 く の異人館が保存、 公開 さ れて い る こ と で知 ら れ、 伝統

的建造物群保存地区 、 都市景観形成地区 に 指定 さ れて い る が、 震災復興 の 途 中 の 2000年春、

こ の う ち の伝統的建造物群保存地区指定か ら 20周年 を 迎 え 、 記念誌「異人館 の あ る 町並み ・

北野 ・ 山 本」 が出版 さ れた 。 こ の な か に は 、 復興成 っ た異人館街の現在の姿が紹介 さ れて

い る ほ か 、 歴史的 な 背景、 保存地 区 の 歩 み 、 こ れ ま で の 環境整備事業 な どが掲載 さ れ て い

る O ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 ほ と ん どの異人館が被害 を 受 け 、 公開異人舘 は震災前

に は26館 あ っ たが、 現在 ま で に 24館が再 開 、 ま だ 2 館 の め ど は た っ て い な い。 未指定異人

館の う ち 10棟近 く は解体 さ れて し ま い 、 観光客 も す こ し ずつ戻 り つ つ あ る が、 震災前の水

準 に は な か な か達 し て い な い 、 と 報告 さ れて い る 。
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〔伝統の酒蔵の町復活へ〕

神戸市灘 区 か ら 西宮市の浜辺 に か け て 酒造会社が集 ま る 灘五郷 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で

な が ら の 酒蔵や街並みが大 き な被害 を 受 け て 失 わ れ た 。 震災直後か ら かつ て の 酒蔵の に

ぎ わ い を 取 り 戻そ う と 、 酒造会社や地元の住民た ち が中心 に な っ て復活の運動 を 続 け て お

り 、 す こ し は街並み が戻 っ た が、 交通が便利 な 都心部 に 震災 に よ っ て広大な 敷地が生 ま れ

た の と 、 低価格 に よ る 人気 に よ っ て大規模 な マ ン シ ョ ン 群が進出 、 伝統的 な 景観が様変 わ

り し て し ま っ た 。

灘五郷 の 中心 に位置す る 神戸市東灘 区 の 魚 崎郷 は 、 か つ て は木造の酒蔵が建 ち 並 び、 酒

の香 り がた だ よ う と い う 嵐情 を 持 っ て い た が、 大震災 で ほ と ん どの酒蔵が全壊、 10社あ っ

た 会社 も 6 社が廃業や統合 に よ っ て酒造 り を や め て い る O そ れで も 住民、 企業、 行故が話

し合っ て 、 傾斜展根の採用 や 白 壁 の 建物 に は 「酒蔵の ま ち 」 へ の 配慮 を 求め る な どの景観

形成市民協定 を 結ぶ な ど、 努力 を 続 け て い る が、 マ ン シ ョ ン 建設 は 増 え る ばか り で、 lIlJ本

来の姿は 日 に 日 に な く な り つ つ あ る O

西宮 に次々 と 酒藤博物館

西宮 の 酒造業界 で は 、 趣 向 を 凝 ら し た 集客施設が相次い で オ ー プ ン し 、 「 酒 蔵通 り 」 を

復活、 震災の 町 に 活気 を 取 り 民 し た。 震災前、 灘五郷 に は 4 舘の 酒造博物館が あ っ たが、

う ち 3 舘が大 き な 被害 を 受 け た 。 震災 7 年 目 を 迎 え て 2 館が開館、 近 く 1 館が オ ー プ ン す

る が、 い ずれ も 震災前 よ り は大規模 に な り 、 新 し い 要素 を ふ ん だ ん に 取 り 入れ た も の に な っ

て お り 、 観光ス ポ ッ ト の ーっ と し て 浮上 し て き て い る O

「 白 鹿記念酒造博物館J ( 1司市鞍掛町) は 、 1982年 に 開館 し て い る が、 震 災 で明 治時代

の 酒蔵が全壊、 1998年 に 酒蔵館 と 記念館で構成す る 「酒 ミ ュ ー ジ ア ム 」 と し て再 開 、 さ ら

に2001年 3 月 、 「 白 鹿 ク ラ シ ッ ク ス J を 併設 し た 。 江戸 ・ 明治時代 の 土蔵 を 改装 し 、 創 作

料理 を 楽 し め る 飲食居、 限定酒、 酒器、 ギ フ ト 商品 な どが並ぶ コ ー ナ ー も 設 け て 、 若者 も

訪 れる よ う な お し ゃ れな 屈 に し て い る O 日 本盛 も 「酒蔵通 り 煉瓦館J ( 同市用海町) を オ

プ ン さ せた 。 レ ス ト ラ ン 、 物品販売屈 の ほ か 、 パ ソ コ ン で酒づ く り が体験で き る 「酒造 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン 」 、 「女性専用 エ ス テ J な どの コ ー ナ ー も 宣い た 。 ま た 、 白 鷹 も 同様の施設

を 計画 中 で あ る O

神戸酒心館 に 地域費

酒蔵 を 改装 し た多 目 的 ホ ー ル や レ ス ト ラ ン があ る 神戸市東灘 区 の 「酒心館」 が兵庫 県 内

で た だ一 つ 「 メ セ ナ 大賞2000J を 受賞、 2000年12月 8 日 に東京で表彰 さ れた 。 I{酉心館」

は神戸 の 中 堅酒造 メ ー カ ー の神戸酒心館が1997年 に 開館 、 こ れ ま で30万人が訪 れて い る O

“和" の 雰囲気が あ ふ れ た ホ ー ル で は 、 利 き 酒fす き の コ ン サ ー ト や伝統芸能、 ピ ア ノ の公

開 レ ッ ス ン な どの イ ベ ン ト を 開 い て お り 、 灘五郷の復権 に も 一役買 っ て き た 。 「 メ セ ナ大
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賞」 は 、 社団法人 「企業 メ セ ナ協議会」 の主催で、 国 内 の企業 メ セ ナ活動 の擾れた活動 に

対 し て贈 ら れて い る O

灘の酒造用具が国の重要文化財 に

神戸市東瀧区 の菊正宗酒造記念館が所蔵 し て い る 「灘の酒造用 具」 が2000年 1 1 月 17 日 、

国 の 重要有形民俗文化財 の 指定 を 受 け た 。 同館で は 、 す で に303点が指定 さ れて お り 、 今

回 は 263点 が追加指定 さ れ た 。 新 た な 文化財 は 、 日 本酒 の 販売促進用 の ポ ス タ ー や 景 品 、

水車 に よ る 精米用具、 酒 だ る 制作の道具な どであ る O と く に ポス タ ー は 、 白い も の は 大正
2 年の も の で、 浮世絵 を 思 わせ る 多色刷 り の美人画、 シ ン プル な デザイ ン の も の だ っ た 。

こ の記念館 は 大震災で全壊 し 、 多 く の 丈化財が埋 も れ た が、 新 た な 文化財 は鉄筋 の杜屋 に

置 か れ て お り 、 被 災 を 免 れ た 。

i日伊丹榔岡Iの搭載.み を 復元

伊丹市 は 、 江戸時代 の 寵家 を 模 し た 「新町家」 を 建設す る こ と に な っ た 。 付近は清酒の

発祥の 地 と し て 知 ら れ、 江戸末期 の 商 家 ' 1 日 石橋家生宅J が復元 さ れ る の を は じ め 、 17 世

紀 に 建 て ら れ た 酒蔵 ・ 国指定丈化財 の 「 旧 岡 田 家住宅」 、 町家ふ う の建築 の 同市江美術館、

柿衛丈庫、 市立工芸 セ ン タ ー が並ぶ文化 ゾ ー ン で あ る O 新町家は こ の 中核施設で、 鉄筋 2

階建て延べ約480m2 、 2000年11 月 に着工 し た 。 寂神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け た i日

間 旧家、 旧 石橋家住宅 も 修復が完了、 2001年春 に は 同 時 に 公開 さ れ る O

〈 参考文献〉
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と 日 一 プウ エ 一再開へ]

大震災で被害 を 受 け運休 し た ま ま に な っ て い

る 摩耶 ケ ー ブル と ロ ー プ ウ エ ー が再 開 さ れ る こ

と に な り 、 2000年 6 月 5 日 か ら 復 旧工事がは じ

ま り 、 2001年 3 月 17 日 に 開業 し た。 摩耶 山 の 山

麓か ら 中腹 を 結ぶ摩耶 ケ ー ブル は 1 925年 に 開業 、

中腹か ら 山頂 を 結ぶ摩耶 ロ ー プ ウ エ ー に乗 り 継

ぐ と 、 山 頂展望台、 摩耶 自 然観察関、 神戸市立

六 甲 山牧場、 摩耶天上寺 な どがあ る 。 こ こ か ら

神戸や阪神 聞 の 回J.illzみや大阪湾な どが一望 に 見

渡せる 観光ス ポ ッ ト と し て 六 甲 山 と 共 に 人気 を

集 め て い た 。 震災前 に は ケ ー ブ ル約13万人、 ロ ー

プ ウ エ ー 約12万人が利 用 し て い たが、 大震災で

駅合が倒壊す る な どの被害 を 受 け 、 休止 し て い

た 。 ケ ー ブ ル を 経営 し て い た 六 甲 摩郡鉄道が神

J-i市 と |可市都市整備公社 に土地、 施設 を 無償で

し た こ と と 、 六 甲摩耶の観光の低迷が続い

[パン 夕、が神戸 に や っ て来た}

大震災の被災地の 子供た ち を 元気づけ よ う と 、

中 国 か ら ジ ャ イ ア ン ト パ ン ダの カ ッ プル が神戸

市立王子動物園 に や っ て 米 た 。 こ のパ ン ダ は 、

中 出 ・ 田 川 省 の 「 ジ ャ イ ア ン ト パ ン ダ{呆護 セ ン

タ ー」 で飼育 さ れて い る 3 歳の オ ス と 4 歳の メ

て い る た め 、 再 開 す る こ と に し た と い う 。

こ の オ ー プ ン に合わせて 「六 甲 摩耶復興祭」

が関かれた。 「桜の楠樹祭」 を 皮切 り に し て 「ス

プ リ ン グ ・ フ ェ アJ ( 六 甲 山牧場) 、 「摩耶ÚJ展J

( さ ん ち か ホ ー ル) 、 「遊々 サ ミ ッ ト J (六 甲 ~

摩耶) 、 「六 甲 ・ 摩耶 カ ー ニ パ ル (摩耶 山掬足台) 、

「 ウ オ ー ク ラ リ ー J (六 甲 ~ 摩耳15) な ど30の イ

ベ ン ト が繰 り 広 げ ら れ た 。

ま た 、 こ の再 開 に 合 わ せ て 山 頂 に あ る 市立国

民宿舎 「神戸摩耶 ロ ッ ジJ も 復18す る 。 神戸市

が民間 に経常 を任せる こ と に踏み切 っ た も の で、

観光施設 で は 全 国 で も 珍 し しミ 。 摩 耶 ロ ッ ジ は

1970年 に 開業、 多 く の観光客で賑 わ っ て い た が、

交通の足が止 ま っ た た め 休業 し て い た。 同市で

は 、 運営す る 企業 に20年時 間 、 敷地 と

で貸付、 整備費 と し て 5 位、円

が作 ら れ、 公募の 「神戸パ ン ダ、音頭」

子 供や女性が踊 り を 披露 し て い る O

の商標 ・ 絵柄 を 使 っ た公式商 品 も

ん 、 縫 い ぐ る み な ど約30種類 に も の

の ホ テ ル で も パ ン ダ宿 泊 プ ラ ン を 売 り

ス で、 神 戸 市 が 「震災で傷つ い を パ ン ダ 町 を あ げて ノ f ン ダ ブ ー ム に わ い て い

で元気づ け た い」 と 要望 、 王子動物 悶 で繁殖の

日 中 共同研究 を 行 う こ と で合意、 10年 間 の 期 限

付 き で借 り る こ と に な っ た 。 日 本名 も 全国 か ら

の4 ， 600件 の 応募 の な か か ら オ ス が震 災復 興の

願 い を 込 め て 「 コ ウ コ ウ (興興) J 、 メ ス が新世

紀 の 幕 開 け に ふ さ わ し い 「 タ ン タ ン (旦旦) J

と 決 ま り 、 2000年 7 月 28 El か ら 一般公 開 が始

ま っ た 。

パ ン ダで震災復 興 を と い う 期待 も 高 く 、 三宮

の花時計がパ ン ダ の 図柄 に な っ た の を は じ め 、

地元の商応街では 「パ ン ダス ト リ ー ト 」 と 名付

け て 、 パ ン ダの看板や グ ッ ズ を 販売 し て盛 り 上

げて い る ほ か、 婦人会で も 「パ ン ダ DE サ ン パ」

216 第 二章 @ 文化

王子動物園で、のパ ン ダの一般公開 に 集 ま っ た 多 く の
人 た ち (神Fゴ新開社提供)



第三章

住 宅



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 早期 ・ 大量 に復興住宅 を 供給す る と い う 臼 擦の も と に 、 行政、

民 間 が一体 と な っ た取 り 組みが進め ら れ た結果、 量的確保 と い う 点で は 、 ひ ょ う ご住宅復

興 3 ヵ 年計画 を は じ め と す る 当 初計画は完全に達成 さ れた 。

災害復興公営住宅等 に つ い て は 、 2000年末 ま で に 、 言十両戸数 3 万8 ， 600戸 を 上 回 る 、 約

4 万2 ， 100戸 を 確保、 災害復興公営 を 含 む公的住宅金体 に つ い て も 、 計画戸数 8 万500戸 に

対 し て 、 約 8 万5 ， 300戸 と な り 、 計岡戸数 を 上 回 っ た 。 被災10市10 町 で 、 ひ ょ う ご住宅復

興 3 ヵ 年計画終了時点 ( 1998年 3 月 末) ま で に震災 に 関連 し た民間住宅の着工戸数は推計

で 8 万8 ， 000戸 と 見込 ま れ、 上記公的住宅 の戸数 を 加算 す る と 、 復興住宅供給総数は計画

数の12万5 ， 000戸 に対 し 、 17万3 ， 300戸 と な っ て い る 。

こ の結果、 被災地の公的住宅、 民 間住宅 を含 む住宅供給総数は 、 震災後の 1995年 2 月 か

ら 2000年 3 月 ま で の 累計で、 33万6 ， 505戸 に の ぼ っ て い る 。

こ う し て震災 6 年 目 の2001年度か ら 住宅復興 は 新 し い段階 に 入 っ た が、 2000年10月 に は

震度 6 弱 の鳥取持西部地震が発生、 大規模 な 震災 は 全 国 ど こ で も 起 こ り う る こ と を 改 め て

認識 さ せ ら れた 。 大災害が起 こ っ た 時 に 安全な住宅 を ど う つ く っ て い く か と い う 課題がつ

き つ け ら れた 1 年 で あ っ た 。

こ の た め 、 住宅復興 の取 り 組み の碁本的視点 は 、 震災の教言11 を 生 か し た制 度 の 見直 し 、
耐震性 を 含め た柱宅の 品 質 の 向上 な ど に 置 か れ る こ と に な っ た 。 制度の見直 し で は 、 災害

認定基準の 改訂が行わ れ、 ま た住宅再建 に対す る 公的支援で も 旧 国土庁の委員 会報告、 国

会議員 に よ る 法案づ く り な ど一歩進 ん だ動 き があ っ た 。 一方、 住宅の 品 質で は新 た に発足

し た住宅性能保証制度 の 運用 が注 目 さ れた 。
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い一節 住宅復興の現状

1 . 新設住宅着工戸数 は 4 年連続減少

阪神 ・ 淡路大震災以後の民間住宅の復興 を 見 る 上で一つの指標 と な る 新設住宅着工戸数

は 、 2000年度 は 兵庫県下が前年度比7 . 0%減の 4 万9 ， 751戸、 被災地域 (災害救助法指定の

10市10町 : 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、

} J I 商布、 津名 町 、 淡路町 、 北淡軒、 津名 郡一宮町 、 五色軒、 東浦町、 緑町、 三涼町、 西淡

町、 南淡町) で は 3 万3 ， 943戸、 |可7 . 0% 減 と 、 と も に 4 年連続の 減少 と な っ た (表 l 、 図 l

参照) 0 と く に 下半期 は 県下が前年同期比13 . 7 % 減 の 2 万2 ， 755戸 、 被災地域が同 1 6 . 2 % 減

と 減少率が大 き か っ た。

震災前の 6 年 間 ( 1988年度 � 1994年度) の年平均値 で あ る 兵庫県 6 万527戸 、 全国153万

3 ， 062戸 と の 比 較 で は 、 2000年震 の 戸 数 は 全 国 が20 . 9 % 減 と な っ た の に 対 し 、 兵産 県 は

18 . 1  % 減 と 、 や や 落 ち 込み が小 さ か っ た 。

(表 1 ) 兵庫県の新設住宅五重工戸数 (県集計)

兵 庫 県 下
総 数一寸百五市比 (%)

201 . 8  

70 . 6  

30 . 4  

"'10 . 9  1996 

計一
期一
期一
計一
期

度一
半一
点十一
度一
半

年一
上一
下一
年一
上

1997 

1998 下 半 期 26 ， 082 "'23 ， 7  

年 度 計 54 ， 587 "'31 . 7  

"'5 . 5  上 半 期 26 ， 935 

1 999 下 半 期 26 ， 368 

年 度 計 53 ， 303 

半 期 26 ， 816  

下 半 期 22 ， 755 

年 度 計 49 ， 57 1  

"'36 . 5  

"'10 . 3  

0 . 3  一 一 一 一 一γ ~
36 ， 508 

1 8 ， 888 

1 5 ， 055 

33 ， 943 

("，減)
(注) 1 0 市10町 ・ 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市、 安塚市、 三木市、 川 西市

津名町 、 淡路町、 北淡町、 一定町、 五色町、 東浦町 、 緑町、 三原町、 西淡町、 南淡町
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( 図 1 ) 被 災 1 0市1 0町の新設住宅着工戸数の推移 (県集計)

戸数
60，000 

55，865 

50，000 
44，873 

40，000 
34，978 

30，000 
25，067 

20，000 

10，000 

0 

1995上半期 下半期 96上半殿 下半期 97上半期 下半懸 98よ半殿 下半期 99上半期 下半期 2000上半期 下半期

年度

利用 関係別 で は持家、 分譲住宅、 給与住宅、 貸家 と も に 減少 と な っ た が、 な かで も 持家

が 1 万5 ， 561戸 (前年度比1 3 . 5 % 減) と 大幅 に 減少、 ま た 共 同 建の減少 (前年度比8 . 1 % 減)

の が比較的大 き か っ た の が特徴的 で あ る O

被災地域の新設住宅着工戸数は 1996年度上半期 を ピ ー ク に 減少傾向 に あ る が、 2000年度

の場合 は 不況 に よ る 影響が強か っ た も の と 見 ら れ る O

こ う し た な かで 、 構造別 で分譲マ ン シ ョ ン が I 万3 ， 516戸 と 前年度比5 . 4 % 減 と な っ た も

の の 、 マ ン シ ョ ン 率 ( 新設住宅着工戸数 に 占 め る マ ン シ ョ ン 総戸数の割合) が前年度 の

26 . 7% か ら 27 . 3 % に 上昇 し た こ と が 目 を ヲ i く O 全 国 ベ ー ス で マ ン シ ョ ン 率 は 18 . 0% と な っ

て い る の で、 県 下 の マ ン シ ョ ン 建設 の 旺盛 さ が う かがえ る O 震災後の 1995年 2 月 か ら の新

設住宅若工累計戸 数 は37万448戸 に 達 し て い る が、 こ の う ち マ ン シ ョ ン は 8 万7 ， 216戸、 プ

レ ハ ブ 5 万5 ， 589戸、 ツ ー パ イ プ オ ー 2 万1 ， 339戸 と な っ て い る O

こ れ を 被災 の 大 き か っ た神戸市で見 る と 、 市 内 の 2000年 (暦年) の新設住宅着工戸 数 は

1 万5 ， 719戸 (前年比5 . 9% 減) で、 総戸数で は県下の状況 と 同 じ く 4 年連続の 減少 と な っ

て い る が、 新設マ ン シ ョ ン 着工戸数 は 9 ， 816戸 で 、 マ ン シ ョ ン 率 は62% に な っ て い る 。 区

(表 2 ) 神戸市内の新設マ ン シ ョ ン 着工戸数 (神戸市集計)
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別 で は 、 東灘区が3 ， 101戸 ( マ ン シ ョ ン 率84 . 6% ) 、 難 区 1 ， 355戸 (75 . 9% ) 、 中 央 区 1 ， 718

(89 . 3% ) 、 兵庫 区707戸 (74 . 0 % ) と 、 こ れ ら の 涯 で は マ ン シ ョ ン を 中 心 に住宅建設が

進 ん で、 い る こ と が う かがえ る o (表 2 参照)

2 . 神戸市 が共同建て替 え の事例集発行

震災で面的被害の大 き か っ た神戸 の市能地 で は 、 住 宅 の 緊急整備 を 図 り 、 災 害 に 強い市

街地形成 を 進め る 目 的で、 1995年 2 月 に 、 神戸市が 「震災復興緊急整備条例」 を 3 年 間 の

時限施策 と し て 制定 し た 。

こ の な かで 、 震災復興土地区画整理事業、 市街地再開発事業の手法で、 良好な市f草地整

備の前提 と し て 、 事業用 受皿住宅 (従前居住者用賃貸住宅) の供給や 共 同 建 て 替 え な どの

住宅再建支援が重点 的 に行 わ れ た 。 両事業 の施行区域は生活道路が未整備で あ る う え 、 狭

小 な 宅地上 に 老朽家屋が密集す る 住宅地が多 か っ た た め 、 地権者の土地 を 集約 し て 、 受皿

イ主宅や共同建て 替 え が行 わ れた も の で あ る 。

こ れ ら の神戸市の住宅復興事業 は震災後 5 年 で ほ ぼ完了 し 、 す で に復興土地区画整理事

業 区 域 内 で 、 25住宅 の 共 同 建 て 替 え 計998戸が事業化 さ れた 。 ま た事業用 受血住宅 に つ い

て も 、 各地区 で、 14住宅計528戸が完成 し た 。

神戸市 で は 2000年 4 月 、 25住宅 の 共 同 建て 替 え の事例 を ま と め た記録集 「協働の ま ち づ

く り す ま いづ く り J ( A  4 判 、 200ペ ー ジ) を 発行 し た 。 共同建て替 え は 、 住宅誌の道路幅

の確保や建ぺい率 な ど の 障害 を 乗 り 越 え る 有効 な住宅再建手法だが、 複雑 な 権利調整や合

意形成 な ど課題 も 多い 。

記録集 で は 、 こ れ ら の 共 同建 て 替 え の事業概要、 建 て 替 え 事業の経緯、 事業遂行 の ポ イ

ン ト な ど を 事例別 に 詳細 に紹介 し 、 ま た コ ン サ ル タ ン ト や事業者 ら 共同建て 替 え に係 わ っ

た 関係者の意見 を ま と め た座談会 な ど も 収録 し て い る 。

震災復興事業 だ けで な く 、 今後、 全 国 的 に 住宅密集地 な どの老朽化、 狭小住宅の共同建

て替 え が増 加す る こ と が予想 さ れ る た め 、 こ の事例集 は貴重な テ キ ス ト に な る こ と も 期待

さ れて い る O

3 . 住宅再建の現状 と 課題 を さ ぐ る 被災者ア ン ケ ー ト 調査

板神 ・ 淡路大震災で は 、 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画」 の ス キ ー ム に 基づ い て 、 住宅

復興が進め ら れて き た こ と は 、 第 5 巻 ま で の住宅編で詳述 し て き た 。 災害復興公営住宅等

に つ い て は 、 2000年度末 ま で に計画戸数 3 万8 ， 600戸 を 上田 る 約 4 万2 ， 100戸が確保 さ れ、

災害復興公営住 宅 を 含 む 公的住宅全体 に つ い て も 、 計画戸数 8 万500戸 に 対 し て 、 約 8 万

5 ， 300戸が供給 さ れ、 計画戸数 を 上 田 っ た。

ま た被災10市10町で は 、 震災 に 関連 し た民間住宅の着工戸 数 を 含め た復興住宅供給総数

は計画数の 12万5 ， 000戸 に対 し 、 17万3 ， 300戸 に 達 し た 。
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こ う し て 、 被災地域 に お け る 被災者の住宅不足 は 、 戸数の 上 で は 早期 に解消 さ れたが、

住宅復興 と 生活再建 は 密接 に 関連す る 問題 だ け に 、 被災者の ニ ー ズ に真 に適応 し た住宅復

興施策がな さ れて き た か ど う か は ま だ ト分検証 さ れて い な い と い え る O

室崎主義輝 ・ 神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー 教授 ら の研究 グ ル ー プ は 、 「統計上の供給計

画戸数の達成 が イ既 に住宅復興 を 示す も の で は な く 、 ト ー タ ル と し て の復興住宅供給が被

災者の住宅再建の成功 を 示す か ど う か は よ り 詳細 な 調査が必要であ る 」 と の認識か ら 、 最

大被災地 で あ る 神戸市 を 対象 と し て 、 被災者 に対す る ア ン ケ ー ト 調査 ・ 分析 を 実施、 そ の

結果 を 発表 し た 。 (注 1 ) 

ア ン ケ ー ト 調査 は神戸市の災害復興住宅 3 団地、 借上公営住宅 5 団地、 特定優良賃貸住

宅 5 団地 と 、 東灘 区 、 灘 区 、 長 田 区 、 兵庫 区 の住民の な かか ら 、 無作為抽 出 で1 ， 003人 を

選ぴ、 2000年12月 5 - 7 日 に か け て調査票 を 訪問配布 し た 。 回 収率 は89 . 1 % で あ っ た 。 ア

ン ケ ー ト の 内容 は 、 住宅環境 の 変化、 再建 に 要 し た 時 間 、 く ら し の 変化 な ど被災者状況の

把握 と あ わせ て 、 ま ち の復興評価や震災教訓 な ど も 聞 い て い る O

，{主宅再建の 実態」 に 関 す る 調査結果 と 分析の概要 は以下の通 り であ る o (注 2 ) 

( 1 ) 震災前後の住宅変化 と 今後の居住意志

現在一戸建 に 住 ん で い る 84 % が従来 と 同 じ住居形態 で あ る が、 長屋建持家 か ら 一戸建持

家 と な っ た 世帯が約 9 %存在 し て お り 、 震災後大量供給 さ れた新築一戸建住 宅 の 一部 に ス

ト ッ ク が激減 し た 長屋建住宅の持家層 が流れて い る こ と が考察で き る O ま た災害毎興公営

住 宅 に は 旧 来の持家層 が24 % 存在 し て お り 、 こ れ ら の グ ル ー プは現段階で住宅 と い う 個人

財産の再取得がで き て い な い 、 ま た は 断念 し て い る と 捉え る こ と がで き る O

現住居の居住意志 は 、 全体の67% が継続居住 を 希望 し て い る O 回答者年齢が上がる ほ ど

率が高 く な り 、 70代以 とで は76 % に 達す る O ま た 晶戸建持家で は82% が 「ず っ と 住み続け

た い」 と 答 え て い る が、 復興住宅で は69 % で あ っ た 。 (表 3 参照)

( 2 ) 住宅再建の時期

現在持家 に住 ん で、い る 世帯 は 2 年j:J、内がほ ぼ半数であ る が、 そ の一方で 「震災後 4 年以 降」

の割合が ' 2 - 3 年J ' 3  - 4 年」 よ り 高 く な っ て い る O こ れは住宅の再取得行動が長期化

し て い る こ と を 示 し て い る O 一方、 復興住宅 は新規 に 建設 さ れた大規模団地の供給戸数が

多 く 、 団地完成後 の 入居 と な っ た た め 、 自 ずか ら 入居 ま で時間 を 要 し た こ と を 示 し て い る O

再建 に 要 し た 時 間 に対す る 評価 で は 「 ま だ再建で き て い な いJ '予想以 上. に 時 聞 がか か っ

たj と 答 え た 人が 3 訴 を 超 え て い る ‘方で、 「予想通 り J '予想、 よ り 早 く 再建で き た」 と 答

え た 人 も 3 割 に 達 し て い る O 現在の住居形態別 に 見 る と 持家層 で評価 は 半 々 に 分か れ て い

る O こ の持家層 で再建 に 時間 を 要 し た理由 (複数国答) と し て 「区画整理事業の遅れJ が

48% に建 し て お り 、 事業地域の有無が再建時間格差 に表 れ て い る と い え る O ま た全体的 に

「資金調達 の 不足J '行政支援 の 不 足」 と い っ た 要素が 3 割程度見 ら れた 。 ( 図 2 、 図 3 、 包
4 参照)
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(表 3 ) 震災時住居 と 現在の住居の変化

一戸 建 一戸 建
持 家 借 家j 一 戸 建 持 家 309 9 

j
現

‘ 戸 建 借 家 2 4 
長 居 建 持 家 。

在
長 屋 建 借 家 1 

の
住 木造賃 貸 ア パ ー ト 。 。
ニrよじー， 分 譲 マ ン シ ョ ン 7 1 

牙三 民間賃貸マ ン シ ョ ン 10 3 
態 j 災害復興公営住宅 59 38 

そ の 他 8 i 。
1工JL 399 

(図 2 ) 現在の住居形 態 と 入居時期

。% 20% 40% 

(図 3 ) 震 災時の居住形態 と 入居時期

(N=538) 
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(図 4 ) 復興住宅 ・ 持家層 に お け る 再建時間評価比較

復興住宅
(N=1 47) 

持家膚
(N=433) 

。% 20% 

( 3 ) 住宅再建の欝害

40% 60% 80% 1 00% 

現持家層 に お い て 、 住宅再建、 購入、 修理段階で最 も 苦労 し た項 目 を 聞 い た と こ ろ 、 「資

金調達」 が43 % と 最 も 多か っ た 。 次いで 「 と く に 障害 は な しJ (20 % )  ，区画整理な ど事業

の 遅れJ (14 % ) と な っ た 。 ま た再建 ・ 購入資金源 (複数回答) に 関 し て は 「 自 己資金J (74 % )  

「公庫 な ど公的融資J (34 % )  ，銀行 な ど民間 金融機関融資J (29 % ) の順 と な っ た 。

現借家層 の 障害 は 「家賃や権利金の額」 が55 % に 達 し て お り 、 資金面が住宅再建の最大

障害 と な っ て い る と い え る O ま た復興住宅 ・ 借上住宅で は 、 資金面 の 障 害 を 選択 し た 人の

割合は低 い 値 で あ り 、 「立地場所」 や 「隣 人 と の付 き 合い」 と い っ た 日 常 の 生活機能 に 関

係 す る 点が障害 と な っ て い た 。

ま た現在の 月 家賃 を 聞 い た と こ ろ 、 復興住宅 ・ 借上住 宅 で は ' 1 万 円未満」 が 3 害j を 超

え 、 2 万 円以下が 5 割、 5 万 円 以 下が 9 割 に達 し て い る 。 一方特{憂賃 ・ 借家 に つ い て は ' 5

� 10万1 1J J が 6 割 強 で あ り 、 '10万円以上」 も 3 割 に 達 し て い る O

(注 1 ) r地域安全学会論文集J No . 3、 地域安全学会、 2001年11 月 。
(ì:ì三 2 ) 向上、 18頁一 19頁。

4 . 被災マ ン シ ョ ン 建て 替 え 訴訟で新 し い司法判断

阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 住宅の被災は分譲マ ン シ ョ ン の損壊が大量 に発生 し た と い う

点 に 今 日 的特徴があ っ た 。 兵産県の調査で は 、 全壊、 半壊の 判 定 を 受 け 、 大規模 な 補修や

建て 替 え が必要 な マ ン シ ョ ン は 1 721来 に の ぼ り 、 そ の う ち 108棟の管理組合が建て替 え を 決

し た 。 建 て替 え を 決 め た マ ン シ ョ ン は2000年 3 月 ま で に すべて完成 し た が、 損壊の 度合

い が大 き か っ た 4 棟 に つ い て は 、 建 て替 え を 決 め た 管理組合側 と 補鯵 に よ る 再建 を 主張す
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る 住民が対立、 裁判 に発展 し た 。

こ の 4 件 の 民事訴訟で は いずれ も 「建物 の 区分所有等 に 関 す る 法律J ( 区分所有法) を

め ぐ る 解釈が争点 と な っ た が、 う ち 1 件 に つ い て 、 新 し い 司 法判 断が示 さ れた 。

震災で全壊判 定 と な っ た神戸市兵庫 区 の 「東 山 コ ー ポJ (90戸) で は 、 管理組合が建 て

替 え を 決議 し た こ と に対 し 、 補修 を 求め る 住民11人が 「管理組合の決議 は 、 区分所有法の

要件 を 満 た し て い な い」 と し て 、 神戸地裁 に 決議の無効確認 な ど を 求め て提訴 し た 。 そ の

訴訟の判 決が2001年 1 月 31 日 に 行 わ れ、 水野武裁判長 は 「 間決議 は賛成票が足 り ず、 要件

を 欠 く 」 と 、 建て替 え 決議 は 無効 と す る 判決 を 下 し た 。

区分所有法で は建 て 替 え 条 件 を 「区分所有者 (住民) の 5 分の 4 (80 % 以上の賛成 ) J

と 規定 し て い る が、 河 マ ン シ ョ ン で は 、 複数の住戸 を 所有 し て い る 区分所有者がい て 、 区

分所有者の 数 は 、 1 3 階 に 入居す る 神戸市水道局 を 含 め て88人であ っ た 。 し か し管理組

合は 1997年 9 月 の 臨時総会で 区分所有者 を 住戸 の 数 に あ わせて91人 と し て 扱 い 、 う ち 73人

が賛成 に投票 し た た め 、 f 5 分の 4 以 上 (80 . 2% ) が賛成 し たJ と 建て 替 え を 決議 し た 。

管理組合側 は 「組合規約 で は 、 所有す る 住戸 に つ き 各 l 票 の 投票権 を 定め て い る O 登記

簿 に 記載 さ れて い な く て も 実質 的 に居住 し て い れば投票権 は認め ら れ る 」 と 主張 し て い た 。

一方、 補修派の原告住民 は 「包分所有者 は 登記簿上の記載者の こ と を い い 、 計算 し な おせ

ば、 5 分の 4 以上 に な ら な い 。 ま た低額の補修費 用 で居住 は 十分可能 で 、 『補修 に 過大の

費用がか か る 場合」 と い う 建て 替 え 要件 も 欠 く 」 と 違法性 を 主張 し て い た 。

こ れ に つ い て 、 水野裁判長 は 「 区分所有者の基準 は 、 両 -的 で明確性の あ る 登記簿上の

記載 に よ る 」 と の判 断 を 示 し 、 複数の部屋 を 所有 し て い て も 、 !玄分所有者 と し て は I 人 と

計算す る と 判 断、 91人 中73人 と す る 決議 の 賛成 者 を 認 め ず、 88人 中70人 (79 . 5 % ) と 計算

すべ き と し て 、 決議の 無効 を 言い渡 し た 。

こ の神戸地裁判決 に対 し 、 被告側 の管理組合 は 、 区分所有者に対す る ア ン ケ ー ト 調査な

とや を 行 っ た結果、 控訴 し な い方針 を 決 め た 。

区分所有法 に つ い て は 、 法務省法制審議会で現在見直 し 論議が進 め ら れて お り 、 今 回 の

判 決 は そ う し た論議 に も A石 を 投 じ る こ と に な る と 見 ら れる O
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l 第二節 公営住電の家賃減免措置を鷲長

1 . 災害復興公営住宅の家賃減免措置建長
震災で住宅 を 滅失 し た被災者 向 け に 大量 に 供給 さ れた復興公営住宅の家賃 は 、 震災翌年

の 1996年 、 兵庫県や神戸市 な ど の 強 い 要請 を 受 け て 、 留 の特例措置 と し て 、 5 年 間 の 減免

措置が と ら れ た 。 そ の減免措置が2001年 7 月 か ら 順次期 限切 れ を 迎 え る こ と か ら 、 県 ・ 市

で は 、 国 に特例措置の延長 を働 き か け て い た がJ阪神 ・ 淡路大震災復興関係省庁連絡会議」

で挺度 の 継続で合意、 2001年度予算で財源が確保 さ れ、 さ ら に 5 年 間 の 延長が決 ま っ た 。

家賃減免措置 の 延長 に つ い て は 、 入居者 の 要望 も 強 く 、 2000年 7 月 に は 、 神戸市内の復

興公営住宅の住民 ら が、 「制度 の 打 ち 切 り に よ っ て 生活が由難 に な る 人がい る 」 と し て 、 「災

害復興公営住宅家賃特別減免制度延長 を 求め る 共同署名 の会」 を 発足 さ せ、 署 名 運動 を 展

開 し た 。 ま た 市民間体 「板神 ・ 淡路大震災被災者ネ ッ ト ワ ー ク 」 な どが制度延 長 を 求め る

要望書 を 神戸市議会に提 出 、 市議会 も 「災害復興公営住宅の入居者は所得が少 な い高齢者

が多い た め 、 延長が不可欠」 と し て 、 こ れ ら の 要望書 を 採択 し た 。 一方、 兵庫県議会で も

同様の動 き があ り 、 県 ・ 市が国 に 延長 を 要請す る 状況 に つ な が っ た 。

公営住宅の家賃 は1996年の公営住宅法の改正で 、 同 じ住宅で も 収入 に応 じ て 負 担が異 な

る 「応能応益家賃制度」 が導入 さ れた 。 世帯全員 の収入 申 告 を も と に毎年、 家賃の見直 し

が行 わ れ る 。 世帯の政令 月 収 に 基づ き 、 基礎 と な る 家賃 の 額 「家賃算定基礎額J ( 8 段措)

を 国が決め て い る O こ の基礎額 に 、 立地、 床面積、 建設後の経過年数、 利便性 を 加味 し て

家賃が決 ま る 。

復興公営住宅の家賃減免措置 は 政令月 収 (年 間 総収入か ら さ ま ざ ま な 拒 除額 を 差 し ヲ | い

た 金額 を 12 ヵ 月 で、割 っ た も の) か ら 算 出 し た 「家賃算定基礎額」 に 、 被災地 に だ け通用 さ

れ る 特別 の係 数 を 掛 け て 算出 す る 。 政令月 収 8 万円以下の場合 は 、 さ ら に特別減免 と し て
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70% 10% の 減免があ る O

6 年 目 以降 も 延長 さ れ る こ と が決 ま っ た 家賃減免措置 は 、 県営住宅の場合、 減免率 は政

令月 収 2 万 円 以 下の世帯で70% だ、 っ た の が66 . 4 % に な る な ど、 6 年 目 以 降 は 家賃負担額が

やや高 く な る O こ れ は前期 5 年 間 の減免率 と 各 市町が実施 し て い る 崎支減免率の平均 と の

中 間笹 と 設定 し た た め で あ る 。

具体的 に は 政令月 収が 2 万円以下 の場合の減免率 は66 . 4% 、 4 万 円 以 下 が45 . 1 % 、 6 万

円 以 下 が26 . 3% 、 8 万 円以下が8 . 7 % と な る O 急 激 な 家 賃 の 上昇 を 防 ぐ た め 、 前期 減免家

賃 よ り 3 ， 000円以上高額 と な る 場合 は 上昇額 を 3 ， 000円 に 抑 え た 。

ま た 、 8 万円 を 趨 え る 世帯 に つ い て も 、 6 年 目 以降の本来の家賃 と 前期 の 減免家賃 の 中

間 値 を 後期減免家賃 と し 、 そ れが4 ， 000円 以上の高額 と な る 場合 は 、 上昇額 を 4 ， 000円 に抑

え る o 5 年 呂 ま で 2 万2 ， 200円 だ っ た も の が、 6 年 目 は 本来家賃 ( 2 万4 ， 800円 ) と の 中 間

値 2 万3 ， 500円 と な る 。 さ ら に 、 県 は 、 当 初2001年 3 月 末 ま で の 入居者 と し て い た 適用期

限 を 2001年度 ま で ] 年 間延長す る こ と に し た 。

神戸市の場合 も 基本 的 な 制度 の仕組み は 同 じ で 、 政令月 �又 8 万円以下の 低所得者層 で は

減免率 は 据 え 置 か れ た も の の 、 基準 と な る 家賃 が こ れ ま で低減化家 賃 だ、 っ た の を 国 の 基準

家賃 と 低減化家賃 の 中 間 に設定 し た た め 、 月 額で平均500円程震の値上 げ と な っ た 。

具体的 に は 8 万 円 以下 の 世帯 で 月 額家賃が平均465 円上昇、 全体で も 平均914円 ア ッ プ と

な り 、 新 し い 家賃 の 平均 は 政令 月 収が 8 万 円 を 超 え る 世帯 は 2 万9 ， 089円 、 8 万 円 以 下 は

1 万345円 、 全体の平均 で は 1 万9 ， 356 円 に な る 。 神戸市の試算で は 、 2001年 7 月 末の対象

世帯数は 1 万7 ， 207人で あ る 。

さ ら に 、 神戸市で も 適用対象外 に な る 2001年 4 月 以 降 の 入居者 に つ い て も 軽減措置 を 適

用 す る こ と を j長め た 。 (表 4 参照)

(表 4 ) 災害復興公営住宅のj戒免家賃 (県営住宅)
( 円 )

入 区 分

O fIl  �20 ，  000円 9 

�40 ， 000円
14 ， 800円

40 ， 1 00 円 � 60 . 000円 ; 1 5 ， 500円 1 8 ， 200円

円∞
 
八Uハリvoo

 

円ハリハUハUρhv

 

1 9 ， 900 1-"=J 22 ， 500丹

※県の一般減免 に係 る 収入区分及び減免本 に つ い て は 、 今後 5 年 間 で所要の見直 し を検討 す る 。
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2 . 民潤賃貸住宅の家賃補助 も 建長

復興公営住宅 の 家賃減免措註の 5 年 間延長が決定 し た こ と で、 民間賃貸住 宅 に住む被災

者 向 け の 家賃補助 に つ い て も 延長が検討 さ れ、 2001年 2 月 、 兵庫県 と 神戸市 は 支給対象 を

政令月 収20万 円 以 下 に 絞 っ て 、 2001年度 ま で と し て い た捕助期 間 を 2005年度 ま で 4 年 間延

長 し 、 月 最高 1 万円 (家賃 6 万 丹 未満 は 家賃 の 6 分の 1 ) を 支給す る 計需 を 発表 し た 。
(表 5 参照)

支給対象世帯 は 、 復興公営住宅の入持基準 「政令月 収20万円 以下J に 合 わ せ た 対象者の

絞 り 込 み で 、 現行 ( 同31万7 ， 000円 以 下) の 1 万8 ， 000世帯 の う ち 、 約4 ， 000世帯が対象外

に な り 、 さ ら に 、 公営住 宅 に 移 っ た り 、 持 ち 家取得 な どで対象外 と な る 世 帯 が約2 ， 000世

帯 と 試算 さ れ た た め 、 約6 ， 000世帯減 っ て 、 約 1 万2 ， 000世帯 に な っ た 。

共体的 に は 、 夫婦 (給与所得者 1 人) と 子供 2 人 の 世帯 な ら 税込み の年 間 総収入が約510

万 円以下、 子供 l 人 な ら 同約463万 円以下が対象 と な る 。

な お復興公営住宅の場合 は 出 と 県市 の 予算措置が財源 と な っ た が、 民 間賃 貸住宅の場合

は 阪神 ・ 淡路大震災復興基金が討源 と な り 、 新 た に 約 50億 円 が基金か ら 出 さ れ る こ と に

な っ た 。

(表 5 ) 民間賃貸住宅の家賃補助
円期 間 一卜空rr

m 4  -2附 3 ※ 10 ， 000

※ 2∞2年度以降は月 収20万 円以下が対象
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い二節 被災者の住宅再建識を め ぐ る齢

1 . 国土庁の検討委員会が最終報告

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 住 ま い を 失 っ た 被災者 に対 し て 、 住宅再建の公的支援 を どの よ

う に行 う べ き かが大 き な 論議 を 呼ん だ。 生活再建支援 に 関 し て は 、 1998年 5 月 に 、 家財道

具購入 な ど に役立 て て も ら お う と 、 最高100万 円 を 支給す る 被 災者生活再建支援法が成立

し た が、 住 宅再建支援 に つ い て は 「私有財 産 に 財政支援 は で き な いJ I あ く ま で 自 助努力

で再建す る べ き J な ど と い う 涼則論の壁が破れず、 生活再建支援法の付期 で 「総合 的 な 見

地か ら 検討 を 行 う 」 と の 文言が加 え ら れた だ け で 、 本格的 な 法制化論議 は 見 送 ら れて き た 。

199111三 に発生 し た長崎県雲仙 ・ 普賢岳噴火災害で は 、 全国か ら 寄せ ら れ た 義援金 を 元 に

県市 な どが基金 を 設立 し 、 全壊世帯 に は基金か ら の再建資金、 義援金合 わ せ て 1 ， 000万円

を 超 え る 支援が実施 さ れ た が、 阪神大震災 で は 、 被害が甚大で あ っ た た め 、 約1 ， 790億円

の 義援金が集 ま っ た に も かか わ ら ず、 1 世帯 あ た り 平均40万 円 の 支給額 に と ど ま る な ど、

「被災地格差J も 浮 き 彫 り に な っ た 。

こ う し た な かで、 こ の付則 に 基づ き 、 1999年 1 月 、 国土庁 (現内 閣府) に 「被災者の住

宅再建支援 の あ り 方 に 関 す る 検討委員 会J (委員 長 ・ 広井惰東学大学社会情報研究所教授)

が設置 さ れ、 10名 の有識者 ら が災害時 に お け る 住宅支援の あ り 方 を 論議 し て き た 。

2 年近 く の 論議 を 経て 、 同委員 会 は 2000年12月 最終報告書 を ま と め 、 内 容 を 公表 し た 。

報告書で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 と し て 大都市閣 に お け る 大規模災害 な どで は 、 現行

の 支譲制 度 は 限界があ る と し た う え で、 広域で倒壊 し た住宅の再建 は 「地域社会の復興 と

深 く 結 びつ き 、 地域に と っ て あ る 種の公共性 を 有 し て い る 」 と の認識 を 示 し た 。 そ し て公

的支援 に つ い て はJ原資は 国民の税で 、 公益性が明 確 に 認 め ら れ る 限 り で行 う こ と が妥当」

と 範囲 を 制約 し な が ら 、 「共助 に よ る 相 互支援策」 の必要性 を 指摘 し て い る O た だ法制イヒ

に つ い て は委員 の意見が ま と ま ら ず、 報告書 で は 明示 さ れ な か っ た 。

兵庫県 で は 、 住宅再建の公的支援策 に つ い て 、 住宅所有者が掛け金 を 拠出 す る 共済制度

を 提唱 し て い た が、 報告書で、 は①強制加入 を め ぐ る 同氏の理解 ②大規模 災符時の財源時
保 ③徴収事務 な ど の 分担 ー な ど の 課題があ る こ と か ら 、 f 検討す る 必要があ る 」 と の 衣

現 に と ど ま っ て い る O

「住宅再建支援検討委員 会」 の報 書骨子 は 以下 の 通 り O

「住宅単体は 悟 人資産 だが、 自 然 災持時 に は 地域 に と っ て公共性 を 有す る O 被災者‘の住

宅、 生活再建が速や か に行 わ れ れ ば、 地域の経済活動が1r引当J化 し 、 復興 を促す。 被災者の

自 力 再建 に は 限界があ り 、 公 的 支援 も 一定 の 制 限があ る こ と を 考庫、 し 、 共助 の 理念 に 基づ

く 相互支援 策 の拡充が必要 で あ る 。

共助 に 基づ く 住宅所有者すべ て の加入 を 義務付 け る 支援制度の提案 は 、 強制加入 に対す
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る 同民現!解 な どの指摘 も あ り 、 今後検討す る 。

被災者が早期 の 生活再建がで き る よ う 多様 な 支援 メ ニ ュ ー を 提示す る 。 既存住宅ス ト ッ

ク の活用 が有効。 地震保険は、 建物構造の被災 リ ス ク 評価 を 保険料 に 反映 さ せ る た め現行

の保険料率体系 の 見 宜 し が必要で あ る odl

2 . 鳥取県西部地震で 自 治体が独 自 の住宅再建支援策

大災害の住宅被害 に対す る 公的支援 を め ぐ る 論議 に 一石 を投 じ た の が、 2000年10月 6 日

に発生 し た 鳥取果西部地震で鳥取県 な どが決め た独 自 の住宅再建支援策 で あ る O

震度 6 弱 を 記録 し た 鳥取県西部地震 は 鳥取県西部、 島根県東部 に 大 き な被害 を も た ら し

た が、 鳥取県で は 、 住宅に被害の あ っ た 世帯 に 、 建 て 替 え は ー樟300万 円 、 補修は 150万 円

を 毘度 に 捕助 す る 方針 を 決 め 、 県費 か ら 約60億円 を 支 出 し た 。 過疎化、 高齢化 が進 む地域

の被害が大 き か っ た た め 、 地域の活性化 に は支援が不可欠 と 判 断 し た 。 地方 自 治体が災害

の住宅再建に 財政支援 を 行 う の は全国で も 初 め て の ケ ー ス であ る O

こ う し た 緊急施 策 を 恒久的 に 制度化す る 狙い で 、 鳥取県 で は 、 市 可村 と 共 同 で 、 「鳥取

県被災者住宅再建支援基金 (案) J を 設立す る 構想 を 明 ら か に し た 。 拠出 目 標額 は 50億 円 で 、

黒 と 市町村連合が毎年 1 億円 を 出 資 し て い く 計画で、 市町村の拠出割合は住宅戸 数 を 基準

に す る 。 支給対象は住宅建設 と 補修で、 補助 限度額 は 鳥 取県西部地震 の 際の補助金 と 同水

準 と し 、 住宅建設で300万円 を 支援す る と い う も の で あ る O

ま た 約 1 ， 000棟の住宅が損壊 し 、 鳥取県内 で も 被害 の 大 き か っ た 岡県溝口 町 で も 、 自 宅

が全半壊 し た年収250万 円 以 下 の 世帯 に独 自 の住宅再建資金 を 100万円 を 限度 に援助す る 方

針 を 決め た 。 県 の 300万 円 の 建 て 替 え 禎助 に 上乗せす る 形で支援す る も の で 、 町 レ ベ ル の

公的補助 は 初 め て と な っ た。

さ ら に 鳥取県西部地震で は 、 島根県 も 、 低所得の 高齢者 世帯 を 対 象 に 上 限200 万 円 の 住

宅補鯵 の 助成 を 行 う こ と を 決 め た 。 災害救劫法 に は 半壊が条件 に 53万2 ， 000 円 を と 限 と す
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る 助成措置 を 規定 し て い る が、 岡 県の措置 は こ れ を 拡充す る 形で 、 一部損壊 も 対象 と し て

助成す る も の で 、 全国初 の ケ ー ス で あ る O

助 成 は 65歳以上 を 含 む家族全員 が市町村氏税非課税 の 世帯で、 地震で損壊 し た居室や台

所、 ふ ろ な ど 日 常生活 に必要 な 部分の補修 を 対象 に し て い る 。

被災 し た住宅の戸数や地域の事情 な どが阪神大震災 と は か な り 異 な る に し ろ 、 住宅再建

に 初 め て財政支援 を 行 っ た と い う 点で、 烏訳、 島根両県の措置 は 今後の公的支援の論議 に

も 影響 を 与 え る も の と 見 ら れて い る O

3 . 白 然災害議連の再建支援法案 ま と ま る

1991年の長崎県雲仙 ・ 普賢岳噴火災害、 何年の 阪神大震災 な ど大災害が発生す る 度 に 国

会 レ ベ ル で も 、 被災住宅再建支援制度の あ り 方が論議 さ れて き た が、 国土庁の 「被災者の

住宅再建支援の在 り 方 に 関 す る 検討委員 会」 の最終報告書の と り ま と め作業 と 並行 し て 、

超党派 の 出会議員で構成 す る 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の 会J ( 自 然災害議連、

会長 ・ 原 田 昇左右衆院議員 、 141人) の 被災者住宅再建促進小委員 会 は2000年10 月 、 自 然

災害で住宅 を 失 っ た被災者の た め の 「被災者住宅再建支援法 (仮称) J の 素案 を ま と め た 。

そ れ に よ る と 、 自 然災害で所有す る 住宅が全半壊 し た被災者 を 対象 に 、 住宅面積や災害

の種類、 被害程度か ら 支給額 を 算 出 、 地震 な とマで、全壊の場合は最高850 万 円マ半壊が同283

万円マ風水害 は地震な どの場合の 2 分の l マ再建 し な い場合 も 3 分の 1 ー を そ れぞれ支援

す る と い う 内容 に な っ て い る O

住宅再建支援法の法案骨子 (要約)

周 目 的 自 然災害で住宅が著しい被害を受けた者に、 相互扶助の観点 から、 住宅所有 者

の負担 金により設けられた基金を活 用して 住宅再建を促進し、 被災地域の速やかな復興

を図 る。

爾支給機関 支給事務は市町村が行う 。

属支給対象 自然災害で住宅が全壊か半壊した場 合、 その住宅の所有者 (原 則 、 負 担 金未

払 いの者を除く) に支給するO 被災地域 外で再建する者にも支給する。

岡支給金額 住宅の新築価格を床面積 1 m'当たり17万 円とし、 従前のイ主宅の床間積 (100m2

を 上 限) を乗 じ た額に、 次 の割 合を乗 じ た額と する。 地震等の場 合、 全 壊 2 分のl 、

壌 は 6 分 の 1 マ風水害 の場 合は 地震等の場合の 2 分のl 、 住宅を再建しな い場 合は 、 再

建する場合の 3 分のl。

箇財 源 2 分の 1 を住宅所有者から徴収した負担金で賄う 。 国 は 2 分の1 を負担する。

圃 負 担金 I 年につき25円に住宅の床面請を乗 じ た額とする。 鍛収 は市町村が固 定資産税

の徴収と併せて 行 う 。

薗 事 務 事務は国 が最終的に責任を有すると位置づけ、 経費 は国が負担 するO

韓基 金 支給に関する事務を 行 う 被災者住宅再建支援基金 (仮称) について必要な事項

を定める
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最大の懸案 だ っ た 支援金の財源 に つ い て は 、 大災害の発生頻度 な どか ら 年 間 1 ， 600億 円

が必要 と し て 、 半分 を 国費 、 半分 を 全住宅所有者 か ら 徴収す る 負担金で ま か な い 、 毘が基

金 を 創設す る こ と に し て い る 。 負担金の徴収は市町村が周定資産税の徴収 と あ わせて行 う

と し 、 目 的税的 な性格 を 持た せ た 。 具体的 に は 、 年 間徴収額 を住宅 1 m' あ た り 25 丹 と 設定

し 、 例 え ば延床面積70m' の住宅が地震で全壊 し た場合、 年 間 1 ， 750円 の負担で 595万円が支

給 さ れ る 仕組み。

国費投入 の根拠 と し て 、 同法案で は 、 住宅再建が被災地復興の碁盤 と 位置 づ け 、 住宅の

公共性 を 打 ち 出 し て い る 。 国 費 で の 支援 と 、 住宅所有者の相互扶助 を 組み 合 わ せ た 点 で 、

画期 的 な 内容 と な っ て お り 、 自 然災害議連 で は 早期成立 を め ざす こ と を 確認 し た 。

4 . 国土庁 が被災住宅認定基準見直 し

阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 義援金の 配分や税 ・ 国民健康保険料の減免 な ど を 受け る 際の 基

礎的 な 条件 と な る 「 り 災証明書J の発行の た め に 、 震災直後か ら 、 神戸市 な ど被災 自 治体

で家屋 の被害認定作業が行 わ れ た 。 り 災証明書 は 後 に 、 被災者生活再建支援法 (全被災世

帯 に 最高100万 円 を 支給) の適用 の 条件 に も な っ た 。

神戸市 で は 、 避難所生活 を 強い ら れて い る 被災者の支援 を 優先 さ せ る た め 、 義援金 の 早

期 配布 を 行 う 方針 を 決め 、 震災直後の 1 月 30 日 か ら 2 月 3 日 ま での 5 日 間 で被害調査 を 終

了 し 、 2 月 6 口 か ら 、 り 災証明書の発行 と 義援金の 配布 を 行 っ た 。

災害救助法 に 基づ き 被害家屋 を 全壊 ・ 半壊 ・ 一部損壊 に判定す る 被災家屋 の 被害調査の

現場 は 混乱 を 極 め た 。 判 定の基準 は 、 1968年 6 月 14 日 に 内 閣総理大臣官房審議 室長通知 「災

害の被害認定基準の統ー に つ い てJ に よ り 定め ら れた 認定基準 に碁づい て行わ れたが、 そ

の基準があ い ま い な も の であ っ た こ と が混乱 を 招 い た 大 き な原 因 であ っ た 。

認定基準 は 、 「延床部積70 % 以 上 の被害で全壊、 69 - 20 % で半壊、 19% 以 下 で一部損壊」

と い っ た 抽象 的 な も の で、 大震災 の よ う な 大規模 な 災害時の具体的 な被害認定 に は極め て

不備 な 基準 で あ っ た 。 こ の た め 、 各市町で は こ の 国 の 基準 に上乗せ し て 、 独 自 の マ ニ ュ ア

ル を作成 し 、 認定作業 を 進 め た 。
神戸市の場合は 、 住宅の構成 を 屋根20% 、 壁60 % 、 柱や基礎 な どの構造体20% と し 、 そ

れぞれの被害程度 を 足 し て全体の被害率 を 算 出 す る 方法 を と っ た ( そ の後、 各 15 % 、 45 % 、

40% の 比率 に 変更) 。 ま た 芦屋市 も 住宅 の 部分 ご と の被害 ポ イ ン ト を 積算 す る 方法 を 採用

し た 。

損壊 し た家屋の 内 部 に入 る こ と は危険が伴 う こ と か ら 、 第一次調査は 目 視 に よ る 外観 か

ら の調査で、 大 ま か に被害度 を 認定 し 、 調査不可能で、 あ っ た も の や第 一次調査の結果 に 不

満 の あ る 被災者 に は 、 申 し 出 に基づ き 第二次調査 (再調査) で対応 し た 。 認定作業は各被

災市町 と も 税務部門 が担当 す る こ と に な り 、 他の 自 治体職員 ら の応援 を 得 て 、 認定作業が

急 ピ ッ チ で進 め ら れた 。
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当 時 、 神戸市理財局 主税部長の立場 に あ っ た 不老嘉彦 ・ 神戸市住宅供給公社専務理事 は

被害認定調査の状況 に つ い て 、 以下の様な 回想、 を 行 っ て い る o (注 1 ) 

『避難所 に 23万人 も の避難者が在 り 、 そ の対応でて ん や わ ん や の 中 、 神戸市長田 区 の 区

役所 に 、 l 月 21 日 の早朝か ら 1 ， 000人 を 超 え る 被災者が殺到 し た 。 「 り 災 を 証明 す る 書類が

あ れば仮設住宅の 申 し込みで優先 さ れ る 」 と の 噂が各避難所 に広 ま っ た の が原 因 で 、 そ の

人波 と 、 要求の熱気はす さ ま じ く 、 現場の担当者の説得 で は治 ま ら ず、 区 長がハ ン ド マ イ

ク で打 ち 消す 騒動 に な っ た。 窓 口 は連 日 被災者が押 し 寄せ 5 百 聞 で延べ 1 万枚 も 発行 し た 。

第一次調査で は 5 日 間金市で延べ3 ， 660人 日 かか っ て い る o 1 日 732 人 で全市40万棟の謂

査 を 行 っ た 。 1 人 1 日 100戸強の調査 を し た こ と に な る O

調査結 果 は 、 手持ち の住宅地 図 に 表示す る こ と と し 、 個 々 の被害状況 の 記録の た め 「家

屋損害割合判定表」 を 作成 し た 。 調査結果の整理は各調査員 の 判 定結果 を 個別 に件数集計

す る と と も に 、 住宅地留 に 転記清書 し 、 り 災台 帳 と し た 。 全 ・ 半壊の判定結果 は 、 当 初 は 、

義援金の 受給資格 だ け の 問題で あ っ た が、 そ の後、 税の減免還付、 学校の 入学金や授業料

の 減免、 企業内 の見舞金、 各種融資等 あ ら ゆ る 援助制度の適用 に利用 さ れた こ と も あ っ て 、

再調査の 申 し 出 は異常 に 膨 れ上がっ た 。 結局再調査で は 6 万1 ， 000棟 を 調査 し た 。

被害調交に つ い て は 、 市内全家屋 を 、 すべて の 市民が納得す る 様全壊半壊等 に 区分判定

す る こ と は 棺 当 困難で あ る O し か し で き る だ け多 く の 人 に納得 し て い た だ け る よ う に す る

こ と が大切で、 あ る O そ の た め に は被害判定の 目 的基準等 を 明 ら か に し 、 そ の判定方法 に つ

い て 市民 に事前 の合意 を 得て お く こ と が大切で、 あ る と 考 え て い る O

ま た こ の 判 定基準 は 自 治体 に よ っ て差があ っ て は な ら な い。 国が基準 を 作成 し 、 平 時 に

各 自 治体の職員等の研修 を 重ね 、 一定の能力資格 を 有す る も の を 確保 し 、 ひ と た び ど こ か

で災害が発生す れ ば、 他 の 自 治体の そ れ ら 職員 が被災地 に 赴 き 調査 に あ た る よ う に す る べ
き で あ る O 災害発生時 に は 、 避難所の対応 を は じ め膨大な 仕事が発生 し 、 調査の た め の 知

識 を も っ た職員 を 当 該 市 町 に お い て 大勢確保す る こ と も で き な い 。 こ の よ う な 仕組み を 国

全体 と し て早 急 に 検討 し て い く 必要があ ろ う odJ

こ う し た経験 を 踏 ま え て 、 神戸市 で は 1996年度 に 地域防災計画 の 中 で り 災証明の発行根

拠や証明書の様式 も 定め る と と も に 、 損傷状況 と 家屋 の 関係 を 具体 的 に 示す マ ニ ュ ア ル 「被

害家屋調査要領」 を 策定 し た 。

2000年10月 に発生 し た 烏玖来西部地震で は 、 被災 し た 同県 内 の 市 町村が神戸市の マ ニ ュ

ア ル を使用 し て 、 住宅の被害認定 を 行 っ た 。

こ の 鳥取県西部地震 は 改 め て 、 32年前 に作 ら れた 国 の認定基準の見直 し を 迫 る き っ か け

と な っ た 。 政府 は2000年 1 1 月 、 国土 、 建設、 厚生、 警察、 自 治の 5 省庁 と 学識経験者で構

成 す る 「災害 に 係 る 住宅等の被害認定基準検討委員 会J (委員 長 ・ 高寄昇三 甲 南大学経済

学部教授) を 国土庁 に設設、 見甚 し作業 に着手 し た 。

委員会の議論 の 中 で、 現行基準の 課題 と し て 、 次の よ う な 点 が指摘 さ れ た 。 (注 2 ) 
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① !日基準 で は 、 被害認定の対象 と すべ き 住家の部分 を 、 建築基準法第 2 条第 5 号 に 規定

さ れて い る 「主要構造部」 と し て い た が、 こ れは も と も と 火災 と の 関連で決め ら れた も

の で あ り 、 地 震 な どの被害 に対す る 一般的理解 に そ ぐ わ な い面があ る O

② i日基準 は 、 主要構造部の被害額 を 住家 の 時価 と 比較 し て 、 全壊 ま た は半壊 を 判 定 し て

い る O し か し 、 古い住家の場合、 経年減 点 に よ り 、 住家の時価 は下がっ て い る が、 補修 ・

復 旧 費 は高額 に な る こ と があ る O

③ 災害時 と い う 非常 に 混乱 し た状況の 中 で、 こ の基準 を 実際 に 運用 す る た め に は 、 莫大

な 時 間 と 労力 を 要す る 。 し た がっ て 、 効率的 か つ 的 確 に 認定作業が実施で き る よ う に す

る た め に は 、 運用 の 簡便性 を 考 え た マ ニ ュ ア ル を 整備 す る 必要があ る 。

こ う し た議論 を 経て 、 委 員 会 は 2001年 3 月 、 「人が住 め る 状態 か ど う か」 と い う 視点 を 重

視 し て 全壊 ・ 半壊 を 判 定す る 新 し い認定基準 を 決め た 。 (表 6 ) 

(表 6 ) 災審持の被害認定基準の新l日比較

被 害 穏 類

住宅金壊
(全焼 ・ 全流失)

住 宅半壊
(半 焼)

|日 改 正 基 準

0住家が滅失 し た も の で、 具体的 に は 、 1 0住家がその居住 の た め の基本的機能 を 喪失
住 家 の損壊、 焼失 も し く は 流失 し | の 、 す な わ ち 、 住家全部が倒壊、 流失、
た 部分 の 床 面積 が そ の 位二 家 の延而 i 失 し た も の 、 ま た は住家の損壊が甚だ し く 、 補修
殺 の 70 % 以上 に 達 し た 粍 度 の も の 、 | に よ り 元通 り に再使用す る こ と が同 難 な も の で、
ま た は f主主主の 主要構造部の被害額 | 具体的 に は 、 住家の損壊、 焼失若 し く は 流失 し た
が そ の 住 家 の 時価 の 50% 以 上 に 逮 | 部分の床面積がそ の住家 の延床面積の70%以上 に
し た も の と す る 。 ま た は 住 家 の 主 | 達 し た程度の も の 、 ま た は佼家の主 要 な 構成要素
鼎脚の被害令。% 以 Uこ 達 し i の経済空間作家全体 に 占 め る 損害訴合で表 し 、 ;
た程度の も の と T .b o その{ì*のm青割合が50% 以、上 に 達 し た程度の も i

の と す る 。

O 住 家 の 抜壌が甚 だ し い が、 補修す 1 0住家がその恥{j: の た め の蒸本的機能の一部 を喪失
れ ば元 通 り に 得使用 で き る 程 度 の ; し た も の 、 す な わ ち 、 住家の損壊が甚 だ し いが、
も の 、 具体的 に は 損壊部分がそ の ! 補修す れ ば元通 り に再使用 で き る 程度 の も ので、
住 家 の 延 床 間 積 の 20% 以 上70% 未 | 具体的 に は 、 損壊部分が そ の 住 家 の 延床面積の
満 の も が そ の 住 家 の 特価 の 20% 以 1 20% 以上70% 未満の も の 、 ま た は f主 家 の主要な構
上50% 未満の も の と す る 。 1 成要素の経済的被害 を 住家全体に 占 め る 損害割合

で表 し 、 そ の1ì:家の損害割合が20% 以 上50%未満
も の と す る 。

新基準 は 全壊 を 「居住 の た め の基本 的機能 を 喪失」 と 定義 し 、 倒 壊 な ど見 た 目 は重大

な被害がな く て も 、 家屋の傾斜 な ど高額 な 補修費が掛か る 場合 に は被害 を 正確 に算定で

き る よ う に し た 。 具体的 に は 「主要構造部の被害額が時価の50%tj、上。半壊は20% 以上50%

未満」 と し て い た 基準 を 「主要 な 構成要素の経済的被害 を 全体 に 占 め る 損害割合で表 し 、

損害割合が50% 以上」 な ど と 変更 し た 。

(注 1 ) 季刊 「都市政策」 第105号、 2001年10月 発行、 (設す) 神戸都市問題研究所

48-63頁
(注 2 ) 河上。 102 - 108]当
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i 第四節 住宅 の 品 質 と 安全性確保 に 向 け て

1 . 住宅性能表示 ・ 保証制度で県 ・ 市 が サ ポ ー ト 拠点開設

2000年 4 月 、 欠陥住宅の防止な ど を 目 的 に し た住宅品 質確保促進法 (住宅 の 品 質確保の

促進等 に 関 す る 法律) が施行 さ れた 。 こ れ に 基づ き 、 同 10 月 3 日 か ら 住宅の耐震性、 耐久

性 な どの性能 を 評価 す る 「住宅性能表示制度」 がス タ ー ト し た 。 同 時 に住宅完成保証制度、

住宅性能保証制度、 中古住宅保証制度 と い っ た住宅の性能 を 第三者機 関 が保証す る 制度 も

確立 さ れ た 。

板神 ・ 淡路大震災の復興過程 で は 、 大量の住宅が新築 さ れた が、 イ主情 の確保が優先 さ れ

る あ ま り 、 耐震性、 耐久性 と い っ た住宅の 品質が と も す れば置 き 去 り に さ れ、 一部の民 間

住宅で欠陥問題が表面化す る な ど問題 も あ っ た 。 住宅性能表示制 度 は 災 害 に 強い安全、 安

心 な 家づ く り を 支援す る 制度 と し て期待が大 き し、

住宅性詑表示制度 は一戸建住宅、 マ ン シ ョ ン 、 ア パ ー ト な どすべて の 新築住宅 を 対象 に 、

耐震性、 耐久性な ど構造上の安定度や高齢者への配慮 、 環境対策 な ど 9 分野 に つ い て 、 専

門 的 な 28項 目 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 設 け 、 第 三者機関 が最高 5 ラ ン ク の等級 を 付 け て 評価

す る 制度 で あ る 。 (表 7 参照)

耐震性の性能表示 で は 、 地震 に対す る 倒壊や崩壊の し に く さ で 3 ラ ン ク に 区分 し 、 最 も

耐震性が高 い 「等級 3 J で は 、 数百年 に 1 度発生す る 程度 の 強 い地震の l . 5倍の力 に対 し

で も 住宅が倒 壊、 崩壊 し な い こ と が要件 と な る O こ の ほ か 、 例 え ば高齢者 な どへの 配慮 の

項 目 で は 、 車いす使用 者 の 日 常生活の利便性 を 目 安 に 5 つ の ラ ン ク を 設定 し 、 高齢者 に最

も 援 し い住宅の 「等級 5 J で は 、 廊下幅85セ ン チ以上、 階段の こ う 配 7 分の 6 以下、 寝室

と 同 じ 階 に玄 関 、 ト イ レ 、 浴室、 洗面所、 食堂があ る こ と な どが条件 と な っ て い る O

(表 7 ) 住宅性能標示制度の概略

伎宅性能表示項 13 評 倣 の ポ イ ン ト

構 造 の 安 定 | 地震や風な どで)Jが加 わ っ た時の建物 の 強 さ

火 災 時 の 安 全 | 火災が発生 し た場合の避難の しやす さ や建物の燃え に く さ

劣 化 の 軽 減 | 木材の腐食、 鉄のサ ピ な ど建物の劣化の し に く さ

維持管現へ σ: 配慮 水道やガス の配管な どの維持管理 (点検 ・ 清掃 - 修繕) の し やす さ一 一
温 熱 球 ;境 j 断熱性、 気密性な ど省エ ネ ルギー

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド対策や換気

採光 ( 関 口 部) に よ る 明 る さ

境 | 騒音の遮断 な ど

の 配慮 | 高齢者 に配慮 し た 移動の し やす さ 、 転倒 な どの事故防止
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「住宅性能表示制度」 に よ る 住宅性能評価 は 、 住 宅 メ ー カ ー な どが有料で、 同が指定 し

た 評価機 関 に依頼 し て 行わ れ る が、 建設省 は評価機関 と し て 、 各都道府県の 建築住宅セ ン

タ ー や民 間企業 な ど64機関 を 指定 し た 。 兵療県 内 で は 、 県全域 を 対象 に し た 「財団法人 ・

兵庫号住宅建築総合セ ン タ ー J (神戸市 中央区雲井通) と 神戸市内 を 対象 と す る 「神戸 市

す ま い の安心支援セ ン タ ー (す ま い る ネ ッ ト ) J ( 同 ) の 2 機関が指定 を 受 け た 。

いずれ も 、 住宅性能評位 だ け で な く 、 住宅性能保証制度の事務機関 の役割 も 果 たす こ と

に な る O 住宅性能保証制度 は i (財) 住宅保証機構」 が運営す る 制度 で 、 性能評価制度 と

あ わせ て 、 住宅品質確保促進法 に 基づい て設置 さ れた 。 そ の 内容は全て の新築住宅 に つ い
て 、 10年 間 の 現庇 ( か し ) 担保責任 を 義務化す る も のO 保証機構の 登録業者の建築す る 住

宅 は 専 門 の検査員 が構造上重要 な部分 に つ い て現場審査 を 行 っ た う え で、 保証書 に従い最

長10年 間 の保証 を 行 う 仕組み であ る o 10年 間 の 保証内容は基礎 (著 し い沈下、 不等沈 下 な

ど) 、 土台、 柱 な ど (傾斜、 た わ み 、 破損 な ど) 、 床 (不陸、 た わ み 、 破損 な ど) 、 壁 (傾斜、

た わ み 、 破損、 雨水の没 入 な ど) な ど構造上重要 な 部分 と な っ て お り 、 仕上 げの は く 離、

建具の変形、 浴室の水漏れ等設備不 良 な どその他の部分 に 関 し て は 、 1 � 2 年 の 短期保証

と な る 。

神戸市す ま い の 安心支援セ ン タ ー (す ま い る ネ ッ ト ) の場合 は 、 同 市が震災復興事業の

一環 と 位置づけ て い る た め 、 i (財 ) 神戸 市防災安全公社」 が担当 す る 新築住宅の性能評価 ・

保証業務 と あ わせ て 、 神戸市住宅供給公社が運営す る 住 ま い に つ い て の さ ま ざ ま な 程談や

情報提供 を 行 う 業務 も 柱 に し て い る O こ の た め住 ま い に 関 す る 書籍や雑誌約 1 ， 000冊、 ビ

デオ な ど を 自 由 に 閲覧で き る コ ー ナ ー カTあ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト が 自 由 に使 え る パ ソ コ ン も

設置 さ れ て い る O 市 で は 、 「住 ま い の安心 を ト ー タ ル に サ ポ ー ト す る ワ ン ス ト ッ プの総合

拠点J と し て 、 事業 を 拡充 し て い く 方針であ る O

2 . 住宅の耐震改修 を 推進
阪神 ・ 淡路大震災で は 、 犠牲者の多 く が家屋の倒壊 に よ る 圧死や窒息死 で あ っ た こ と か

ら 、 住宅の 耐震性 を 高 め て い く 行政、 民 間 の 取 り 組み強化が大 き な 課題 と な っ て い る 。 と

く に新 し い 耐震碁準が導入 さ れた 1981年の建築基準法改正以前の住宅で総震牲 を 高 め る た

め の改修が急務 と な っ て い る O

兵庫県で は 、 2000年度 か ら 、 住宅の 「無料耐震診断J を 制度化 し 、 耐震改修 を 推進す る

方針 を 決め た 。 診断費用 は 約 3 万 円 かか る が、 費 用 の 4 分の 1 ずつ を 黒 と 市町が負担 し 、

残 り は 国 が補助す る 制度で、 2000年 9 月 か ら 受け付 け を 開始 し た 。

2002年度 ま で に 計 3 万5 ， 000件 の 診 断 を 目 標 に 、 ま ず、 県 内 市 町 の ト ッ プ を 切 っ て 龍野

市で始 ま っ た 。 初年度 は但馬地方の 一部 を 除い た他の76市町で も 順次行 わ れ た 。

診断の対象 は 、 新酎震基準が導 入 さ れ る 1981年 5 月 末 ま で に建て ら れた民間住宅で、 地

盤や家屋の老朽度 を 市町派遣の診断員 が諦べ、 大地震 に対 し 、 「安全」 、 「倒壊の危険あ り J
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な ど 4 段 階で評価す る こ と に な っ て い る 。

こ う し た行政の耐震診断 と は別 に 、 全国の工務官や住宅 リ フ ォ ー ム 業者約340杜で組織

す る 日 本木造住宅耐震補強事業者協 同組合 (木耐協) で は 、 1998::q'. 8 月 か ら 2 年 間 を か け

て 、 建築後 3 年以上で木造在来工法 の 2 階建て以下の住宅約 2 万4 ， 000戸 ( 平均築年数2l . 6

年) を 対象 に 、 独 自 の耐今震診断 を 実施 し た 。 診新基準 は建設省が示 し て い る 地盤、 建物の

バ ラ ン ス 、 挫 の 配置 な どで、 県の無料診断 と 同様 に 、 4 段階 で評価 し た 。

2000年 9 月 に ま と ま っ た調査結果 に よ る と 、 4 段階の評価 で 「やや危険」 が25 . 5 % 、 「倒

壊 ま た は 大破壊の危 険があ る 」 が50 . 8% と 、 4 軒 に 3 軒が耐震性 に 問題があ る こ と がわ か っ

た 。 と く に 1950年の建築基準法施行前の古い建物 で は 80 . 2 % が倒壊の恐れがあ る と さ れた 。

一方、 「安全」 と 「一応安全」 は あ わせて23 . 7 % に と ど ま っ た 。
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i 第五館 県 @ 市 の 後期 5 ヵ年の復興 ブ。口グラ ム

1 . 兵産県の 後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム
兵産県 で は 、 1995年 7 月 に被災者 と 被災地域の創造的復興 を 図 る た め 、 10 ヵ 年計画 と し

て 「阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ン ) J を 策定 し た 。 2000年で

前期 5 か年が過 ぎ た こ と か ら 、 県 で は 、 2000年1 1 月 、 後期 5 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム (2001年

- 2005年) を 策定 し た 。 策定 に あ た っ て は 、 短興計画の策定 に あ た っ た メ ン バ ー を 中心 に 、

学識経験者、 NPO や経済団体の代 表 ら 53 人 の 委員 で構成す る 委員 会 (委員 長 ・ 新野幸次

郎神戸大名誉教授) を 設置 し 、 全体会議や テ ー マ別 の部会な ど計1 1 回 の会合 を 重ね て 、 プ

ロ グ ラ ム の 内 容 を 検討 し た 。

委員 会で は 、 「前期 5 ヵ 年で、生 ま れ た 市民活動 の 芽 を 生か し 、 積極 的 に 住民参両 を 進め る 」

「復興の主体 を 行政か ら 民間 に シ フ ト し て い く J な どの方向が打 ち 出 さ れ、 最終的 に 、 こ

れか ら の 5 年 間 の 碁本 的視点 と し て 、

( 1 )  知識や経験 を 社会 に活か し 、 一人 ひ と り が復興の主人公 と な る 「発揮型」 社会 を つ く

る O

(2 )  多様な セ ク タ ー に よ る 自 助 、 共助、 公助 の相 ま っ た協働の仕組み を つ く る O

(3 )  ち がい を 認め あ い 、 ち がい を 楽 し み な が ら 共 に 生 き る 、 活力 あ る コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く

る O

(4 )  グ ロ ー パ リ ゼ ー シ ョ ン の進 む 9 1 で、 地域資源 を 活か し た 多様で悟性 的 な

を つ く る 。

(5 )  自 然環境 と 人の営みが共生す る 持続可 能 な循環型社会 を つ く る 。

と い う コ ン セ プ ト が決 ま っ た 。

- し ご と

こ う し た 基本 的視点 に 基づい て推進 さ れる 復興事業計画 の重点項 目 の 中 で 、 住 宅 に 関 連

す る プ ロ グ ラ ム は 以下の と お り で あ る O

[住み続 け た い住 ま い づ く り ]

こ れか ら の 生 活 を し て い く 基礎 と な る 「住 ま い」 に 関 し て は 、 そ れぞれの 人 に と っ て 、

い つ ま で も 住 み 続 け た い住 ま い づ く り を 進 め る こ と が必要で、 あ る 。 そ の た め 、 住宅 と

ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス が 1 体 と な っ た住 ま い づ く り を は じ め 、 住 ま い の再建 ・ 改造や 、 兵

庫 県 に 戻 る こ と を 希望す る 県外居住被災者への相 談 ・ 清報提供等、 き め細 か な 支援 を 行

つ 。

[公営住宅入居者 へ の支援]

0復興住宅 に お け る 交流 の拠点づ く り と 訪問活動

@ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの設置 ・ 運営支援

@ い き い き 県住推進員 に よ る 訪問 ・ 栢談
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0災害復興公営住宅の 入信支援

・ 災害復興公営住宅等の家賃対策

@ 住宅供給公社借上住宅への一時入居世帯 に対す る 、 公営住宅入居待機者支援事業

O公営住宅の住環境整錆

@ 建物 の 設備面 を 重点 に改修 ・ 改善す る 県営住宅住環境整備事業

@ 入賠者 自 ら が良好 な住環境 を 作 る 、 さ わ や か県住づ く り 運動への支援

〔民間住宅入居者や持 ち 家再建へ の 支援]

0持 ち 家再建へ の 支援

@ ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン 制 度 の推進

・ 住宅再建 に対す る 各種利子補給等 に よ る 支援

被 災者住宅再建支援事業補助 、 住宅債務償還特別対策 (二重 ロ ー ン 軽減措置) 、 民

間住宅共同化支援利子補給、 被災マ ン シ ョ ン 建替支援利子補給等

0民間賃貸住宅入居者への支援

@ 民間 賃貸住宅家賃負担軽減事業
[高齢者等が安心 し て暮 ら せ る 、 新 し い住 ま いづ く り ]

O生活支援 と 一体 と な っ た住 ま いづ く り

・ バ リ ア フ リ ー 化 に対応す る と と も に 、 LSA (生活援助 員 ) が配置 さ れ た シ ルパ } ハ ウ

ジ ン グ の推進

@ 災害復興 グ ル ー プハ ウ ス へ の 、 介護員 及 び看護婦 (士) の 派遣

• 13 常生活上の援助や機能訓練 を 行 う グ ル ー プホ ー ム の建設 ・ 運営支援

@ 心身機能の低下が見 ら れる 高齢者が在宅サ ー ビ ス を 利 用 で き る ケ ア ハ ウ ス (事いすや

ホ ー ム ヘ ルパ 一 等 を 活用 し 、 自 立 し た生活 を 継続で き る よ う 工夫 さ れ た 新 し い軽費老

人 ホ ー ム ) の整備

0協 同居住 の 、 新 し い住 ま いづ く り

@ 被災者向 け コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (協 同居住型住宅) 等建設事業

O住宅のバ リ ア フ リ ー 化等 に 向 け た増改築支援

@ 高齢者、 障害者世帯の住宅改造 を助成す る 、 人生80年い き い き 住宅助成事業

O多 自 然地域で 3 世代が交流す る 健康 ・ 安心 ・ 生 き がい の ま ち づ く り モ デル

@ 自 然あ ふ れ る 豊 か な 空間 の 中 で世代 間交流 を 育 む 、 「長寿の郷」 構想、の推進

[住 ま い に つ い て の き め 細 か な相談 ・ 情報提供]

O総合的 な住宅相談の実施

@ ひ ょ う ご住宅相談所の設置
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2 . 神戸市の復興計画誰進 プロ グ ラ ム

兵庫県 の 阪神 ・ 淡路震災復興計爵後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム の 策定 と 並行 し て 、 神戸市

で も 、 10年 間 の復興計 画 の う ち 、 後期 5 年 の 詳細版 と な る 「復興計画推進 プ ロ グ ラ ム 」 の
策定作業が2000年 4 月 か ら 始 ま っ た 。 市 で は 、 推進 プ ロ グ ラ ム の施策 を 進め る た め 、 各局

を 横断す る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム と し て2000年 4 月 1 日 付で震災復興推進本部 (本部長 ・ 笹

山 幸俊市長) を 設置 し た 。 本部 の も と に 関係 局 の 課長で構成 す る 「生活再建J I安全 ・ 住宅 ・

都市J I経済 ・ 港湾 ・ 丈化」 の 3 部会 を 設 け て 、 基本方針 や 原 案 を 部会で ま と め 、 専 門 家

か ら な る 懇話会の 意見 な ど も 踏 ま え て最終的 な プ ロ グ ラ ム が策 定 さ れた。

復興計画推進 プ ロ グ ラ ム の住宅 に 関連す る 項 目 は以下 の と お り で あ る O

{現状 と 課題]

(1 ) 今 回 の 地震 の 人的被害 は 、 建物 の倒壊、 と り わ け老朽木造住宅の倒壊に よ る 圧死が多

く を 占 め た 。 ま た 、 震災設建設 さ れた建物で も 耐震性 ・ 安全性 に対す る 十分 な 配震がな

さ れて い な い場合があ り 、 震災以前の建物の耐震診断 ・ 改修 も 進 ん で い な い。 最 も 身近

な と こ ろ で生命 を 守 る べ き 住宅が、 人命 を 奪 っ た こ と を 重 く 受け止め る と と も に 、 住宅

個 々 の安全性向上が ま ち の安全性 の 向上 に つ な が る と い う 視点 に 立 っ た施策展開が必要

であ る O

(2 )  災害公常住宅の大量供給等 に よ り 増大 し た市営住宅ス ト ッ ク を 、 長期的 な視点か ら 、

適正 に 維持管理す る と と も に 、 地域の ま ち づ く り の資源 と し て有効活用 す る こ と が重要

であ る 。 ま た 、 広 く 公民の住宅ス ト ッ ク を 対象 と し て 、 そ の 安全性、 居住性等 の 向 上 に

努 め 、 さ ら に は個 々 の住宅 を 地域の環境資源 と し て と ら え 、 良好な住環境 の 形成 に 生 か

し て い く と い う 視点が必要 で あ る O

[事業実施の基本方針]

(1 ) 住宅の安全性確保 に 向 け 、 建築工事監理業務の適正化や違反建築物の 早期発見 ・ 早期

是正 と 違反防止 と い っ た建築指導行政の 強化 を 推進す る O あ わせて安全性 を 含め た住宅

の 品質確保の た め 、 性能評価 ・ 保証制度の普及促進 に 取 り 組む と と も に 中 間検査の対象

拡大 な ど各種検査制度 の 充実 を 図 る 。 ま た 、 民間建築物 の耐震化 を 推進す る 。

(2 ) 震災後多量 に 供給 さ れた公的住宅 を は じ め と す る 既存住宅ス ト ッ ク を 良質 な ス ト ッ ク

と し て 維持 ・ 活用 し て い く た め の 総合的 な マ ネ ジ メ ン ト を 進め る O
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第四章

福 祉



は じ め に

震災か ら 6 年 目 に入 っ た 、 兵庫県政 に と っ て 、 大 き な 節 目 の年 と な っ た 。 地域社会 の か

か え る 超高齢化問題 な ど に対応すべ く 、 き め細 か な 福祉対策が求め ら れた 。 と く に2000年

4 月 か ら は 介護保険制度が導入 さ れ、 福祉サ ー ピ ス の効率 的 な 提供体制 の 整備 に 追わ れ た 。

前 年 の 1999 年 は 大震 災 5 周 年 を 迎 え 、 活発 な 「 震 災 の復 興検証」 が行 わ れ た O こ れ

ら の検証 に 基づ く 、 新 し い公共 を 紡 ぐ市民社会構築 の た め の 具体的 な プ ロ グ ラ ム が示 さ れ

た 。 県 の 阪神 ・ 淡路震災復興計画後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム 策定委員 会は 「 共生」 を 基本

と す る 「参両 と 協働」 を キ ー ワ ー ド に創造的援興への指針 を 示 し た 。

大震災以降、 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プや NPO (非営利 団体) が生 ま れ、 活動範 囲 も 、

福祉か ら 環境、 文化、 国際活動 な とや多様な領域に広がっ た 。 21世紀 の ス タ ー ト の年 で あ る

2001年 を 「 ボ ラ ン テ イ ア 国際年」 と す る こ と が、 世界的 に 宣言 さ れ た 。 兵庫県社会福祉協

議会で も 「市民の参画 に よ る 柔 ら か な 社会づ く り 」 を 目 指 し 、 多彩 な 活動 を 展 開 し た 。

ま た 、 兵庫県で は 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J に 基づ き 、 公営住宅の早急な供給 に

よ る 復興の推進 と あ わせ、 公営住宅の新 し い住 ま い 方 の モ デル と すべ く 、 ひ ょ う ご復興 コ

レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、 シ ルバー ハ ウ ジ ン グや復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ な ど様々 な 先

進 的 な 住宅整備や施策 に取 り 組ん だ。 超高齢社 会 に 突入す る 121世紀の住 ま い 方J への発

信 と な っ て い る 。
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i 第一節 被災者への福祉対策
1 . 県 の 被災要援護者等への支援 (注 1 ) 

〔 グルー プホ ームケア事業〕

( 1 ) 趣 旨

被災高齢者等が生活す る 住宅 に 、 介護員 及 び看護婦 を 派遣 し 、 要援護高齢者 に対 し 身体

介助サ ー ピス 等 を提供す る O

(2) 事業内 容

①実施主体 市

②サ ー ピス 内容

〈介護員 の提供す る サ ー ビ ス 〉

・ 身体介助 (食事、 入浴、 排法、 更衣、 身体の清拭等の介助 )

@ 家事援助 (掃除、 洗濯、 調理、 買物等の介助)

@ 夜間 に お け る 臨時的対応

@ 緊急時の対応

@ 生活栢談

〈看護婦の提供す る サ ー ピ ス 〉

@ 健康診査等看護サ ー ピ ス

③対象者 地域型仮設住宅 に 入居 し て い た高齢者

(3) 実施状況 は001年 3 月 末現在)
(表 1 ) 

(4)  課題 ・ 問題点 と 対策 (検討方向)

(県民生活部資料)

こ の事業 は 、 か つ て地域型仮設住宅 に 入居 し て い た 高齢者 を 対 象 に し て お り 、 恒久住宅

に 入居す る ま で の 聞 の支援措置で あ る か ら 、 今後の在 り 方 を 検討す る O

〔荘宅福祉サ ー ピス の充実〕

( 1 ) 趣 旨

要援護高齢者 ・ 障害者が可能 な 限 り 住み慣れた地域で安心 し て 、 自 立 し た 生活が送れ る

よ う 2000年度 か ら 開始 さ れ た 介護保険制度 を 中心 と し た住宅保健福祉サ ー ビス の充実 を 図

る 。
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( 2 )  事業内容

①訪問介護、 訪 問 看護サ ー ビス 等の介護保険サ ー ピス の提供

②介護予 防 ・ 生活支援事業の実施

③在宅介護支援 セ ン タ ー の活動促進

を 福祉用具の普 及啓発

⑤ ガ イ ドヘ ルパ 一 、 手話奉仕者、 要約筆記奉仕者の派遣及 び補装具の交付 ・ 修理等

⑥被災高齢者 自 立生活支援事業の 実施

( 3) 実施状況

①介護予 防 ・ 生活支援事業

被災20市町で実施

②在宅介護支援セ ン タ ー の運営 (2001年 3 月 末現在)

被災20市町で 、 県所管分84 ヵ 所、 神戸市86 ヵ 所、 計170 ヵ 所運営

@ 福祉用具の普 及啓発

家庭介護 ・ リ ハ ビ 1) 研修セ ン タ ー や但馬長寿の郷での相談 ・ 劫 言

④ガ イ ド ヘ ルパ 一 、 手話奉仕者、 要約筆記奉仕者の派遣及び補装具の交付 ・ 修理

⑤シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 派遣事業 (2001年 3 月 末現在)

11市 5 町 (生活援助 員 1 14人)

〈宣 被災高齢者 自 立生活支援事業

9 市 5 r町 「 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 加古川 市、 1 
L 高砂 市、 川 西市、 津名 町\ 北淡町、 一宮町、 五色町、 東浦町 j 

( 4 )  課題 ・ 問題点 と 対策 (検討方向)

県老人保健福祉計画や県介護保険事業支援事業計画 に基づ き 、 計画的 な 整備 を 推進す る O

〔介護罷険制鹿の円滑な実施〕

( 1 ) 趣 旨

高齢者 の 介護 を 社会全体で、 支 え る と と も に 、 利 用 者 の 選択 に よ り 保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー

ビ ス が総合的 に提供で き る 仕組み と し て2000年 4 月 か ら 介護保険制度が実施 さ れた 。 こ の

制度で は 、 利用者が適切 な サ ー ピ ス が受 け ら れ る よ う 、 良 質 な サ ー ビス の効率 的 な 提供体

制 の整備や サ ー ビス に 関す る 情報提供が求め ら れて い る こ と か ら 基盤体制 の 整備 を 図 る と

と も に 、 保険者 (市町) に対す る 支援、 事業者の指定 ・ 指導、 県民への相談 ・ 情報提供 の

た め の施策 を 実施 し た 。

(2 ) 事業内容

①県老人保健福祉計画 (介護保険事業支援計画) に 基づ く 介護サ ー ピス 基盤 の計画的 整

備

②保険者 (市町) に対す る 支援
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③介護保険サ ー ビス 提供事業者の指定 ・ 指導

④黒民への相談 ・ 情報提供

(3) 実施状況

①被保険者数及 び要支援 ・ 要介護認定者等 (2001 . 3 .  31実績)
(表 2 ) 

総 人 口 第 l 号被保険者

5 ， 548 ， 891 963 ， 690 

(表 3 ) 要支援 ・ 要介護認定者数の要介護度別内訳

(単位 : 人)

要支援 ・ 要介護認定者数

110 ， 633 

(県民生活部資料)

②市日lJが負担す る 介護給付費 の 12 . 5 % の 額 を 県費負担 と し て交付

③利用 者負 担の軽減措置 を 実施

・ ホ ー ム ヘル プサ ー ピ ス に係 る 利 用 者負担の軽減措置の実施

@ 社会福祉法人等 に よ る 利 用 者負担減免措置の実施

④介護サ ー ピス 提供事業者の指定 ・ 指導

・ 居宅サ ー ビス 事業者等の指定

(表 4 ) 居宅サ ー ビ ス 事業者等の指定数 (2001 . 3 . 31 現在)

居宅介護支援事業 j 蔚宅サ ー ビ ス 事業 | 合 計

944 1 ， 782 2 ， 726 

* 医療機関等の み な し指定にかかる 訪問介護、 訪問、 リ ハ ビ リ 妓異]入所療養介護、 居宅療養管理指導
を 除 く 。 (経過措置 に よ る 訪問介護ス テ ー シ ョ ン の み な し 指定は含む)

(表 5 ) 介護保険施設の指定数 (2001 . 3 . 31 現在)

@ 指定事業者 ・ 施設 に対す る 集団指導、 実地指導

⑤県民への 相 談 ・ 情報提供

(表 6 ) 県介護保険相談セ ン タ ー の穏談件数 (2000年度)

(県民生活部資料)

(県民生活部資料)
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( 4 )  課題 ・ 問題点 と 対策 (検討方 向)

介護保険事業支援計画 に基づ き 、 介護サ ー ビス 基盤の計画 的 な 整備 を 推進す る O

〔介護に関す る 人材の育成 ・ 確保〕

( 1 ) 趣 旨

少子 ・ 高齢化の 進展や介護保険制度の施行 に伴 う サ ー ピ ス 需要の増大 に対応す る た め 、

保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー ビス に従事す る 人材 の 育成 ・ 確保 を 図 る 。

(2 ) 事業内容

①訪問介護員 の 養成 ・ 確保

ア 資 質 向 上 の た め の研修事業の 実施

@ 現任 の 訪問介護員 養成研修 3 級修了者 に 対す る 2 級研修の 実施

@ 訪問介護員 の現任研修の 実施

イ 訪問介護員 の 養成 ・ 確保 の た め の研修事業の実施

・ 中 高年離職者及 び家庭内介護者 に対す る 訪問介護員 養成研修事業の実施

@ 若年層 に対す る 訪問介護員 養成研修事業の 実施

@ 民間事業者に よ る 県指定研修の実施

②介護支援専 門 員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の養成

・ 介護支援専 門員 の 養成研11多の実施

@ 介護支援専 門 員 の現任研修の 実施

(3) 実施状況

①訪問介護員 の 養成 ・ 確保

ア 資質向上 の た め の研修事業の 実施

@ 現任 の 訪 問 介護員養成研修 3 級鯵 了 者 に 対す る 2 級研修 の 実施

@ 訪問介護員 の現任研修 を 実施

イ 訪問介護員 の 養成状況 (2001年 3 月 末現在)

(表 7 )

見及 ! 級

県 実 施 分 82 1 ， 654 

県 指 定 分 822 1 3 ， 736 

よ口〉 計 904 1 5 ， 390 

累 言十 2 ， 382 30 ， 500 

I ( 内 被 災 地 ) 1 ， 310 16 ， 775 

②介護支援専 門 員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の養成

@ 実務研修修了者の状況 (2000年度)
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3 級

131 

2 . 422 

20 ， 442 

11 ， 243 

(単位 ・ 人)

継 続

20 1 ， 887 

1 6 ， 980 

20 1 8 ， 867 

53 ， 577 

29 ， 467 

(県民生活部資料)



(君主 8 ) 
(単佼 : 人)

(4) 課題 ・ 問題点 と 対策

介護保険事業支譲計画 に 基づ き 、 人材の着実 な 養成 ・ 確保 と 資質向上 に 努 め る O

〔被災児童催全育成支援事業〕

被災児童の健全育成 を 図 る た め 、 被災地の育児所や児童会館等ヘボ ラ ン テ イ ア グル ー プ

を 派遣 し て紙芝居や 人形劇等 を 行 う こ ど も の館事業 や 巡回劇場 を 実施 し た 。

被災児童 を 激励 し 、 次代 を 担 う 児童 に希望 を 抱 か せ る こ と を 目 的 に は じ め た 同事業 は 当

初、 1995年 限 り の 事業計画 だ、 っ た が、 事業継続 の 要望 が強 く 、 1996年以降 も 継続 し て お り 、

2000年度 は 56 ヵ 所で巡回劇場 を 実施 し た 。

〔生活保護の動向〕

( 1 ) 被保護世帯数 ・ 人員 、 保護率の状況

県下の被保護世菅数 ・ 人員 は 、 1992年 9 月 を 境 に微減傾向 か ら 微増 な い し 横 ばい傾 向 に

転 じ て い たが、 甑神 ・ 淡路大震災の影響 を 受 け て 、 被保護世帯の 県外転出 、 施設入所、 死

亡、 親族等 の 同居等 か ら 、 廃止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る 状況が1995年 5 月 ま で続い

た が、 6 月 か ら は 開始件数 と 廃止件数がほ ぼ均衡す る よ う に な り 、 1 996年 3 月 以 降 は 開始

が継続 し て上 回 っ て い る O そ の結果、 世帯数、 人員 と も そ れぞれ1996年 4 月 、 1996年 8 月

に底 に な り 、 そ の後 は 世帯数、 人員 と も 増加傾向 に あ る O

2001年 3 月 現在、 39 ， 305世帯、 57 ， 775人、 保護率 は 1 0 . 4%。の状況 に あ る O 震災前の 1 994

年12月 と 比較す る と 、 9 ， 844世帯の増加 、 13 ， 527人の増加で、 保護率 は 2 . 4 %。の増加 と な っ

て い る O

(表 9 ) 
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( 2) 課題

災害復興住宅居住の被保護 吐帯 に対す る 支援

高齢者等の い わ ゆ る 杜会的弱者が多 く 見受 け ら れ る の で、 引 き 続 き 支援体制 を 確保 し 、

生活実態の把握 に 努 め る 必要があ る 。

(3 ) 対策

災害復興住宅居住の被保護世帯 に対す る 支援

安定 し た 生活 を 確保す る た め に 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期訪問 を 実施す る と と も に 、

民生委員 ・ 児童委員 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 、 保健所、 生活復興相談員等関係機関 と の連携 を 図

り 、 個 々 の 世帯 の実状 に即 し た き め 細 や か な 処遇の充実 に努め る O

〔単身高齢者 フ ォ 由 一 ア ッ プ事業〕

(1 ) 経続

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 仮設住宅 に お け る 高齢者や 障害者等 の 社会的弱者 の 多様な福祉

ニ ー ズ に対 し て 的確 に対応す る た め 、 1997年 4 月 に 「被災世帯 に対す る 福祉相談総合事業」

を創設 し 、 福祉 に 関 す る 相談 に 問題担IJ決型の相談 ・ 支援体制 を確立 し 、 被災者の生活再建

に 向 け て の個 別 的 支援 を 行 っ た 。

1999年度 か ら は 、 復興住宅への転居後の生活状況の変化 な ど に よ り 、 社会的弱者の健康

や福祉 に 関 す る ニ ー ズ の増 加が懸念 さ れ た こ と か ら 、 「被災 世帯 に対す る 健康福祉相談事

業J と し 、 生活再建支援 を積極的 に 行 っ た 。

仮設入居者が1999年12月 を も っ て完全解消 さ れ た も の の 、 震災復興住宅での 高齢者等の

生活相談や健康相談 な どが依然 と し て 多 い状況 に あ る こ と か ら 、 2000年度か ら 「単身高齢

者等 フ ォ ロ ー ア ッ プ。事業」 を 開設 し 、 地域の社会資源 を 有効活用 し な が ら 単 身 高齢者の 支

援 を 行 っ て い る 。

(2 ) 事業内容

①実施機関 淡路県民局 、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 伊丹市、 加 出川 市、 宝塚市、 川 西

市 (被保護世帯 : 300 ケ ー ス 以 ヒの福祉事務所)

②実施時期 2000年度~

③業務内容

福祉事務所の職員が中心 と な り 、 地域の民生委員 ・ 児童委員等 の 連携 に よ り 、 要保

護者の生活支援 に 関す る ニ ー ズ を 把握 し 、 関係施策 に よ る 必要 な 支援、 扶養義務者 と

の調査等 自 立助 長の た め に次の業務 を 行 う 。

ア 要援護者及 び民生委員 ・ 児童委員 等関係機関 に 寄せ ら れ た 生活保護 な どの健康や

福祉 に 関 す る 相談 に応 じ る 。

イ 特 に 単 身 の高齢 ・ 障害 ・ 毎病等 に か か る 関係諸施策 に 関 す る 情報提供、 扶養義務

者 と の調整等 を 行 う O
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ウ 関係機関等 と の連絡会 を 定期 又 は 随時 に 開催 し 、 連携 ・ 協力体制 の 強化 に 努 め る O

(表10) 相談内容別相談件数の推移 (2000年度)

区 分 4 月 � 6 月 7 月 一 9 月 10月 �12月 1 月 � 3 月 200時度計 ; 
生 1舌 困 窮 133 101 96 83 413 

生 活 資 金 貸 付 2 7 。 。 9 

在 宅 干高 190 130 141 122 583 

方面 ヨ員正ル 入 月Ff 50 20 29 27 126 

年 金 ・ 手 当 等 68 43 27 24 162 

児 童 養 育 困 難 i 8 10 7 7 32 

精 神 不 安 定 j 90 88 77 65 320 

健 康 状 態 悪 化 399 212 188 168 967 

就 労 困 難 51 35 21 26 133 

居 住 環 境 劣 悪 88 戸JJ戸 51 43 237 

親族 - 白 治会等の 問題 9 13  7 6 35 

そ の 他 ! 350 236 141 144 871 
メ口〉、 1 ， 483 950 785 715 3 ， 888 

( 県民生活部資料)

〔被災地域 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ補助事業〕

( 1 ) 趣 旨

被災地域 に お い て 、 住民相互が助 け合い、 高齢者、 障害者等が安心 し て暮 ら せ る よ う 支

援す る 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の 推進拠点施設 と し て コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、の設置及 び運営

を 補助 し て い る O

(2) 補助内容

①設置費補助

・ 安心 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置事業

50世帯以上150世帯未満 の 自 治組織が設置す る 場合、 2 ， 000万円 を 限度 と す る O

150世帯以 上 の 自 治組織が設置す る 場合、 3 ， 000万円 を 限度 と す る O

・ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ設置事業

50戸以上150戸未満の住宅 に設置す る 場合、 2 ， 000万 円 を 限定 と す る O

150戸以上の住宅 に 設置す る 場合、 4 ， 000万 円 を 限度 と す る O

②運営費補助

・ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、運営事業

運営組織 に対 し 年 間 100万 円 を 限度 と す る o (運営開始か ら 3 年間 )
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( 3) 実績 (2001年 3 月 末現在)

①設量費補助 328件

②運営費補助 59件

(4) 課題 ・ 問題点 と 対策

コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置運営費補助制度の適正 な 運用 に努め る O

2 . 県 内社協の地域福祉活動 (注 2 ) 

県社会福祉協議会の2000年度の活動 は後興住宅地域の住民 に対 し て の 支援 と と も に 、 震

災の被災者支援活動 を 通 じ て培 っ て き た取 り 組み を 、 震災復興 と い う ワ ク を 越 え て福祉 コ

ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 向 け動 き は じ め た。

〔地域福祉活動の計画化〕

① さ さ え あ う ま ち づ く り 推進 プ ラ ン 3

県社協 は 1999年度 に 「市町社協地域福祉推進計画 ー さ さ え あ う ま ち づ く り 推進 プ ラ

ン 3 - J (2000 年 � 2002年) を 策定 し た 。 こ の 「 さ さ ま ち 3 J は 、 社会福祉基礎構造

改革 に よ る 措置 か ら 契約型福祉制度への変革、 ま た本格的 な 地域福祉の構 築 に対応 し

た社協活動 の方 向 を 提起 し た も のo (表11)

県 内 の 各社協 は 、 「 さ さ ま ち 3 J に 基づ き 、 社協 の活動 、 組械、 財政全般 を 見直 し 、

新 た な 地域福祉計画 ・ 社協地域福祉推進計画づ く り と そ の推進 に 着手 し た 。

②社協地域福祉推進計岡づ く り の推進

社協地域福祉推進計画 を 策定 ・ 運用 し て い る 社協 は 、 14市28町 (48 . 3 % ) と な っ た。
策 定 中 の 社協 は 1 市 7 町 (9 . 2% ) で あ り 、 全体 と し て 57 . 5% の社協が地域福祉活動

の計画化 に 取 り 組 ん でい る 。 ま た 、 本年度 は計画切 り 替え 期 に あ た っ た た め 、 年度 中

に 策定 を 予定 し た社協が46 . 0% に も の ぼ り 、 県 内約半数の社協が計画づ く り に取 り 組

む と い う 、 ま さ に 「計画策定年」 と な っ た。 県社協 と し て は偶別援助 を は じ め 、 計画

の 意義や策定の進め方 に つ い て学習 し た 理事対象の ブ ロ ッ ク セ ミ ナ ー や 、 策定す る

で重要な 地域福祉課題 を 抽出 す る 手法 を 学ん だ コ ミ ュ ニ テ イ ワ ー ク 実践セ ミ ナ ー を 実

施す る な と々 の 支援 を 行 っ た 。

③介護予 防 を 兼 ね た小地域福祉活動 が さ ら に進展

小地域福祉活動 は 、 住民参加の福祉の ま ち づ く り を 進 め る 上で基盤 と な る 活動。 本

年度 も 県内 の市 町社協 は 、 高齢者や 樟害者の見守 り 活動 、 助 け合い活動 を 活発 に推進。

特 に 介護保険の周辺対応 と し て介護予 防が着 目 さ れ る 中 、 高齢者の 閉 じ こ も り を な く

す 地域交流活動 と し て 、 宅老所 ・ ミ ニ デ イ サ ー ビ ス や虚弱高齢者が参加す る ふ れ あ い

い き い き サ ロ ン の推進が、 前年 に も 増 し て積極的 に 取 り 組 ま れた 。 こ れ ら は 、 地域で

の 予 防的保健福祉活動 の 実践 と し て 注 目 さ れて い る O 県社協 と し て も 「介護予 防 プ ラ

ン 策定手頗委員 会J を 設置 し 、 地域介護予 防 を 念頭 に今後の 地域 ケ ア シ ス テ ム に つ い
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(表11 ) 市町社協地域福祉推進計蘭~ さ さ え あ う ま ち づ く り 推進プラ ン 3 � (2000年�2002年)

図成4蕎イ本全

園強化活動 I I圃横断的な活動
1 . 小地域福祉活動 | げ . 青報活動
2 . 当 事者 の 組織化 ・ 支援活動 I IL !  8 . 調査活動

i 3 . ボ ラ ン テ ィ ア 活動 ・ 市民活動へ の 支援 と 連携 I < I I 9 .  1福祉学習 (教育)
! 4 . 相 談 ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ ネ ッ ト ワ ー ク イ七活動 \r 舌動
I 5 . 在宅福祉サ ー ビス の 開発推進
I 6 . 在宅福祉サ ー ビス の事業経営一ー

で下一一 合
幽組織基盤づ く り の活動
10. 地域福祉推進計画づ く り
1 1 . 非営利組織 と し て の経営基盤づ く り
12. 非営利組織 と し て の経'常基盤づ く り

の 活 動 項 g1 2  

(住民主体の組織 ・ 財 政)
(専門職 と し て の職員養成 )

• 

v 

一 → 一 一 一 一 一 句

一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一
一一一 一「

成熟 し た市民福祉社会 を め ざ し て
住民主体の 自 律 し た社協活動 を確立 し よ う !

: [ 重点 目 標 1 | 地域福祉推進計闘 を 策定 し よ う

l 直頁百漂F| 社協 ら し い非営利組織経営 を 確立 し よ う

: * 介護保険 サ ー ビ ス 事業の安定 し た 経営 を め ざそ う

総会推進 目 標 ( 5 つの重点 目 標)

地
域
福
祉
推
進
計
画

地域福祉活動への住民参加 ・ 参画 を 進 め る 役割
住民 ・ 市民活動 と の広 範 な 連携 ・ 協働 を 進 め よ う

4品
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て研究。 ま た 宅老所 ・ ミ ニ デ イ サ ー ビス ・ ふ れ あ い い き い き サ ロ ン 等の小規模地域共

同 ケ ア 型 サ ー ピ ス へ の 支援策 を 検討す る た め の実態調査 を 行 っ た 。
④県内 宅老所 ・ グル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス 交流 フ ォ ー ラ ム の 共 同 開 催

地域密着型 の小規模ケ ア は 、 こ こ 数年、 非常 に 多 く の 実践が拡がっ て い る O そ こ で

県 内 実 践者 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り と し て 学習 会 開 催 。 ま た 、 活動者 と と も に 「交流

フ ォ ー ラ ム を 」 企画、 約400人の参加 を 得 て 盛大 に 開催 さ れた 。

⑤当事者の組織化 も 着実 に 進展

介護者家族会な ど当事者の組織化 は 、 地域福祉活動 を 進 め る 上で不可欠 の重要課題。

脳卒 中 後遺症者の 会 は 8 市20町、 痴呆性高齢者家族会は 11市17町、 ね た き り 高齢者家

族会は 8 市15町、 一人暮 ら し高齢者 の 会 は 3 市12町 と な っ て い る O 「措置か ら 契約へJ

と い う 流れの 中 で 、 福祉消費 者 と し て の利 用 者 の 育 ち が求め ら れる 中 で 、 当 事者 の 組

織化 は 、 社協 の最重要課題。 ま た 、 県社協 と し て は 、 4 月 に発足 し た 「 ひ ょ う ごセ ル
フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー」 へ の 支援 ・ 連携 を 行 っ た 。

⑥介護保険制度の 開 始 と 非営利組織経営改革への取 り 組み

本年度 は 介護保険元年。 県内社協 で は 8 割 に あ た る 70市町社協が事業指定 を 受 け 、

新 た な仕組みへの移行 に奮関 す る 1 年 と な っ た 。 今後 ま す ま す 地域の公益団体 と し て 、

消費者保護 の 取 り 組み や 、 企業参入の基準 と な る 質 の 高 い サ ー ビ ス を 提供 す る 役割、

低所得者対応、 ま た 自 立支援の た め の生活支援サ ー ビス を 住民 と 共 に っ く り あ げて い

く こ と が重要 と な っ て き た 。

ま た 、 社協モ デル 定款の改正や新会計基準 の提示 に よ り 、 社会福祉法お よ び介護保

険制度 に 対応す る 組織づ く り に つ い て検討が進め ら れ、 自 律的経営 に 向 け た 非営利組

織経営 に 関 す る 研修、 理事会構成の見直 し な と守が行わ れた 年 と な っ た 。

3 . 神戸市の 被災市民支援事業 (注 3 ) 

震災か ら の総括 ・ 検証 を 踏 ま え 、 市民の く ら し の 早期復興 に 向 け て 、 災害公営住宅等の

単身高齢者や若年霞害者が、 身近 な 地域で安心 し て く ら せ る よ う 、 安否の確認や 閉 じ こ も

り の 防止、 入居者相互の交流 を 通 じ て コ ミ ュ ニ テ イ の育成 ・ 支援や地域見守 り 活動の全市

的展 開 を は か り 、 地域の 自 律 的 な 活動 を 支援 し た 。

〔地域見守 り 活動の全市的展開〕

①高齢世帯支援員 の派遣

災害公営住宅の単身高齢者や若年障害者の 閉 じ こ も り 防止や安否確認 を 行 う と と も

に 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の支援、 入居 者 間 の相互交流 を は か り 、 地域で の 自 立生

活 を 支援 し た 。

高齢世帯支援員 = 約50戸 に 1 人 を 市 内社会福祉施設か ら 派遣
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② シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グへの生活援助員 の派遣

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に 、 生活援助員 を 派遣 し 、 入居者の安否確認、 生活相談、 緊急

対応等の ほ か コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や地域 と の つ な が り に 重点 を 置 い た 活動 を 行 っ た 。

生活援助員 ニ 約50戸 に l 人 を 市内社会福祉施設か ら 派遣

③見守 り サ ボ ー タ ー の派遣

一般地域の ひ と り ぐ ら し 高齢者等 に対 し て 、 看護や福祉の 専 門 的 な 知識 を 有 し た見

守 り サ ボ ー タ ー を 派遣 し 、 民生委員 等 と の連携 に よ り 、 閉 じ こ も り 防止や安否確認 を

行 う と と も に 、 地域で見守 り 活動 を 担 う ボ ラ ン テ イ ア の発掘や 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア グ ル ー

プの結成促進 な ど、 地域での き め細 か な 対応 を は か っ た 。

見 守 り サ ボ ー タ ー ニ 各区 4 人程震

〔健康 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 支援〕

災害公営住宅等高齢化率が高 い地域 に お い て 、 市民主体に よ る 継続的 な 子供 か ら お 年寄

り ま で誰 も が参加で き る 健康づ く り 運動 を 実施 し 、 こ の仲 間 同士の健康確保増進運動 を 通

じ 、 市民相互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 円 滑化 を 促進 し 、 市民主体の共生 (見守 り 、 助 け合

い ) 組織の 形成 を 、 市民、 地域、 行政 と の適切 な役割分担の も と 、 関係団体の協力 も 得 な

が ら 支壌 を 行 う O

こ れ に よ り 、 高齢者の 要介護予防 、 育見不安の解消、 市民の価値観の多様化 に伴 う 健康

志 向 の 高 ま り 等 に対応す る と と も に 、 地域の き ず な づ く り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支援 し

た 。

@ 市民 に よ る 健康づ く り 運動への支援

⑪ 共生組織づ く り 支援 ( リ ー ダ ー 養成 900人)

の 健康 ウ ォ ー キ ン グの 普及 ・ 促進

〔地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク の推進〕

小学校区程度の 区域で、 地域福祉活動 コ ー デ イ ネ ー タ ー や民生委員 、 見 守 り サ ボ ー タ ー 、

友愛訪問 ボ ラ ン テ ィ ア 、 ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会等 に よ り 小地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク

会議 を 開催 し 、 見守 り 活動 の推進や 関 じ こ も り 訪止対策お よ び 日 常生活支援活動 に つ い て 、

情報の共有化、 各関係機関への連絡等 を 行 う 。

ま た 、 区社協が実施 し て い る テ レ フ ォ ン サ ポ ー ト 事業の対象地域 を 災害公営住宅か ら 一

般地域へ と 拡大 し て い く O

さ ら に 、 民生委員 及 ぴ ボ ラ ン テ ィ ア が主体 と な っ て結成 し て い る 友愛訪問 グ ル ー プ は 、

今後 も 引 き 続 き 地域見守 り の 中 心的役割 を 果 た す た め 、 グ ル ー プの 結成 を 促進 し 、 ひ と り

ぐ ら し 高齢者等への見守 り 活動 の 強化 を 図 る O
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1999年度 2000年度

45地域 (復興住宅) 吟72地域 (復興住宅 ・ 一般地域)

復興住宅 (306名 ) ゆ復興住宅 ・ 一般地域

小地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク

テ レ フ ォ ン サ ポ ー ト 事業

友愛訪問 グ ル ー プの結成支援

@
⑪
の ゆ1 ， 300 グル ー プ1 ， 097 グル ー プ

〔 あ ん し ん す こ や か プ ラ ン の推進〕

介護保険制度の施行 に あ わせ、 在宅高齢者の安心で健や か な 自 立生活 を 支援す る た め 、

「 日 常生活の 支援J í生活環境改善の支援J í地域で、 の 介護予防J を 柱 と し た 「 あ ん し ん す

1 . 概要

と 位霞づけ、 介こ や か プ ラ ン 」 を 、 介護保険 と と も に高齢者保健福祉施策 の 「車 の 両輪」

ひ と り ぐ ら し 対策 に い た る 総合的 な対策 を 推進。

ま た 、 国制度 と の均衡を は か り な が ら 、 自 立判 定者への サ ー ビス に つ い て も 、 市独 自 に

低所得者 の 利 用 者負 担 を 軽減す る と と も に 、 「 岳 立支援会議」 を 設置 し 、 自 立判 定者等へ

訪 か ら 、 生活支援、

の公正かつ適切 な 援助 を 推進 し た 。

2 . 主要事業の 明細

日 常生活の支援( 1 )  

t亡，tr 

る 身近 な 相談窓口 と し て機能す る と と も に 、 婆介護
( 自 立) J と 判定 さ れた 人 な ど に対する 保健福祉サ ー ピ

を 行 う 。 ま た 、 「 え がお の 窓口」 と し て の機能 も 併せ持
と し て 、 地域の高齢者 を 支援す る 。
77 ヵ 所

お い て 「非該当 ( 自 立 ) J と 判定 さ れ た 高齢者等の う ち
と な る 者 に 、 家事援助サ ー ビ ス 等 を提供す る 。

「非該当 ( 自 立) J 判 定 を 受 け た高齢者等の う ち 、 介護予 防の観点か
ら 支援が必 要 な 者 に 対 し 、 各 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー で デ イ サ ー ビ ス を
実施す る 。 ( 入浴 ・ 送迎サ ー ピ ス あ り )

( 表12)

内業事事

①あ ん し
セ ン タ

相
談
援
助

介護予 防 や ひ と り ぐ ら し 対 策 の 観点か ら 支援が必要さ な 者 に 対 し 、 身
近 な 地域福祉セ ン タ 一 等 を 活用 し た 生 き がい対応型の デ イ サー ビ ス を
実施す る 。 (入浴、 送迎な し )

スピサJa

 

「ア愛支す一白③
 

白
立
判
定
者
対
策

④ 生 き が い 対 応、 jà'J デ イ
サ ー ビ ス

「非該当 ( 自 立 ) J 判 定 を 受 け た高齢者等が�S寺 的 に在 宅生活が困難
と な っ た場合 に 、 短期入所施設等でサ ー ビス を 提供す る 。

⑤生活支援 シ ョ ー ト ス テ
j イ

v n ノJ 間 の 訪 問 ・ 通所系 サ ー ビ ス の利 用
が少 な い場合に利用 枠の拡大が予定 さ れて い る が、 制度導入当初 6 カ
月 の 需 要 に 対応、で き な い た め 、 独 自 に 7 日 か ら 14 日 の利 用枠拡大 を は
か る 。

⑥ シ ョ ー ト ス テ イ
6 ヵ 月 間 の利用枠拡大

居
宅
介
護
サ
i

介護保険制度へ の 円 滑 な 移行 を 図 る た め 、 介護者の 長期 入 院等 に よ
り や む を得 な い場合に 、 最長 3 ヵ 月 ま での ミ ド ル ス テ イ を 実施す る 。

現行 ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス 利用 者 で 、 生計 中 心者が所得税が非課税
か ら 3 % に 軽減 を 図 る 。
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③西日食サ ー ビス

J丸Z、L 

の ⑬介護用 品 の支給

イ也
生 ⑬寝具乾燥サ ー ビス
1き
支
援 ⑫訪問玉虫美容サ ー ピ ス

サ
⑬ シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の

ピ 福祉的手Ij用 モ デル実施
ノ'?、

( 2 ) 生活環境改善 の 支援
(表13)

( 3) 地域での 介護予防
(表14)

事 業 名

調 理 困 難 な 単 身 の高齢者 ま た は こ れ に準ずる 世帯等 に対 し て 、 自己食
サ ー ビ ス を 実施す る 。 ( シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グか ら 、 一般地域への拡大)

在宅で寝た き り の 高齢者 を抱 え る 家族 に 対 し 、 介護 に必要 な お む つ

在宅で寝た き り の お齢者等 に対 し 、 寝具の衛生管理 の た め の水洗い
や乾燥消毒のサー ビ ス を提供す る 。

理容院 ・ 美容院へ 出 向 く こ と が困 難 な 潟齢者等 に 対 し 、 訪 問 に よ る
理容 - 美容のサ ー ピ ス を 実施す る 。

高齢者の 自 立支援機能 を 有す る シ ルバー ハ ウ ジ ン グ に 入居 し て い る
高齢者 に 対 し 、 併設の特別養護老人 ホ ー ム か ら 介護 サ ー ビ ス を 提供す
る こ と に よ り 、 施設 に 入所 し な く と も 住み 続 け る こ と がで き る よ う 、
提供す る サ ー ビ ス の 内容、 手法等 を 確立す る た め の モ デル事業 を 実施
す る 。

業 内 容

手す り の取 り 付 け や 床段差の解消等小規模
た め 、 介護保 険 を 補完 し 荷量令者等

る (限度額100万 円 ) 0 

に 、 介護保険給付 の 対象 と な ら な い 、 火
自 動消 火器、 電磁調理器 を給付す る 。

事 内 容

⑬健康 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 支援 ! 子 ど も か ら お 年寄 り ま で誰 も が参加で き る ウ ォ ー キ ン グや健康体操

〔神戸市社協の被災地復興支援) (注 4 ) 

①兵庫県南部地震災害義援金助成事業

く た め の リ ー ダー
く り を 支援す る 。

、 ふ れ あ い の ま ち づ
身体機能 の維持 ・

2000年度 か ら 阪神 ・ 淡路大震 災 の 義援金の残額 ( 1 億4 ， 589万 円 ) を 活用 し た 助成

事業 を 開始 し た 。

ア 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成事業

2000年度か ら 2 ヵ 年 を 目 安 に 、 災害復興住宅等 で の新 し い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や

既成市街地で の コ ミ ュ ニ テ ィ 再生の た め に 、 各 IK社協が地域の実情 を 勘案 し て住民
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組織 と の協働 に よ り 事業 を 実施 し た 。 本年度 は 各区社協 で計71事業が展 開 さ れ た 。

内容は次の と お り 。

・ 災害復興住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 を 目 的 と し た 自 治会等への助成事業

・ 既成住宅地の コ ミ ュ ニ テ ィ 再生 を 目 的 と し た ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会等への

助成事業

@ 児童 ・ 生徒 を 対象 と し た福祉教育 ・ ボ ラ ン テ イ ア 学習 の推進

・ 高齢者 ・ 障害者の 閉 じ こ も り 防止や対象者への見守 り 活動 を 目 的 と し た事業の 実

施

・ 高齢者 ・ 障害者や そ の 家族の組織化 と 支援 を 目 的 と し た事業の実施

イ 市 ・ 区社協震災復興ボ ラ ン テ ィ ア 活動助成

被災地の復興や被災者の生活再建 に 資す る 事業 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ等 に

対 し 、 グ ル ー プの構成人数や活動 日 数等 に よ っ て 、 一般活動費助成 (10万 円 ま で) 、

特別活動費助成 (50万円 ま で) の 2 つ に分 け て 、 活動経費 の一部 を 助 成 し 、 活動 を

支援 し た 。

[2000年度助成実績]

特別活動費助成 26件 11 ， 174 ， 946 円

一般活動費助成 50件 4 ， 880 ， 000円

計 76件 16 ， 051 ， 946 円

②生活福祉資金 (転宅費 ) 特別貸付事業の実施

仮設住宅等 に仮住 ま い し て い る 低所得世帯 を 対象 に 、 最高50万 円 ま で の転宅費 の貸

付 を 行 う 生活福祉資金 (転宅費) 特例貸付事業 を 実施 し 、 2000年度 は 、 44件、 2 ， 020
万 円 の貸付 を 行 っ た。

③愛 の輪百 | っ 越 し 支援 ボ ラ ン テ ィ ア の実施

HAT 神戸 ・ 脇 の 浜 団 地 で 、 2000年 3 月 31 日 か ら 、 427世帯 の 入居が始 ま り 、 「神戸

市外郭団体愛の輪百 l っ 越 し 支援 ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進協議会」 で は 、 中 央区社協 と 連

携 し て 、 脇の浜地域福祉セ ン タ ー を 拠点 に 、 引 っ 越 し支援活動 を 実施 し た 。

な お 「神戸 市外郭団体愛の輪3 1 っ 越 し 支援 ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進協議会」 は1997年

5 月 、 神戸市外郭団体の 職 員 が 中 心 と な っ て 、 「神戸市外郭 団体愛の輪日 i っ 越 し 支援

ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進協議会J を 設賢 し 、 1999年 9 月 ま での 問 、 総活動件数471件 (延

べ活動人員845人) の ヲ | っ 越 し 支援活動 を 実施 し て き た 。

HAT 神戸 ・ 脇 の 浜 岡 地の 活動 を 最後 に 、 当 初 の 目 的 を 達 し た の で 、 2000年 4 月 末
日 を も っ て解散 し た 。

④震災遺児支援事業

歌 手 の 長 淵 剛 氏 か ら の 寄付金2 ， 000万円 を 資金 と し て震災遺児 ・ 孤児 を 対 象 に 「心

の ケ ア事業」 や 入学 ま た は就職 に さ い し 支度金 と し て I 児童 ] 回 限 り で 5 万円 を 支給。
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本年度入学 ・ 就職予定者33 人 を 対 象 に 支給 し た 。 2003年 ま で の継続事業 と す る O

ま た 、 大阪府堺市在住 の 崎 山 操氏 か ら の 寄付金1 ， 000万円 を 資金 と し て震災遺児 ・

孤児の た め に 学習 資金 (文具等の購入費 と し て 10万円) を 1999年度 に 93人、 2000年度

に 2 人 に贈呈 し た 。

〈注 ・ 引用文献〉
1 ) í被災者福祉対策 に つ い てJ (2000年度の取 り 組み ) 兵庫県県民生活音ß2001年10月 3 日
2 ) í県社協 の あ ゆ みJ ( こ の一年) 兵庫県社会福祉協議会2000年度事業報告書

「県内社協活動の環況」 兵庫県社会福祉協議会2000年度版
3 ) 神戸市20∞年度予算 ・ 保健福祉局予算記者発表資料
4 ) 神戸市社会福祉協議会2000年度事業報告書

. 2000年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 B 経、 神戸新開 の福祉関連記事

第 四 主主 @ 福祉 257 



I d-一一一一会共を紡 く市民社会
蔀年の1999年 は震災 5 周年 を む か え 「震災の護興検証」 が活発 に 行 わ れ た 。 県 は 国際総

合検証会議、 神戸市で も 市民 1 万人 ア ン ケ ー ト な ど “草の根検証" を 実施 し た 。

こ れ ら の新 し い市民社会 を みす え た提言 と と も に 、 前期 5 ヵ 年の復興 の 成 果 を ふ ま え今

後 5 ヵ 年の復興 を ど う す る か。 そ の プ ロ グ ラ ム が2000年11 月 下旬 に兵庫県 と 神戸市 に よ っ

て発表 さ れた 。

1 . 震災復興後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム
〔兵車県の プロ グ ラ ム) (注 1 ) 

・ 策定の趣 旨

阪神 ・ 淡路震災復興計画 は 、 被災者 と 被災地域の創造的復興 を 図 る た め 、 国 内外の英知

を 結集 し て 人 と 白 然、 人 と 人、 人 と 社会が調和す る 「共生社会づ く り 」 を 基本 理念 に 10 ヵ
年計画 と し て 1995年 7 月 に策定 し た 。

前半 5 ヵ 年が過 ぎ、 折 り 返 し育、 に 立 っ た 現在、 社会基盤や住宅の復興は着実 に 進 ん で、 、

い よ い よ 本格 的 な 生活復興の段 階 を 迎 え る O

こ れ ま で の 、 複興状況の継続的 な 把握や前期 5 ヵ 年の 検証等か ら 、 残 さ れ た 課題 に 取 り

組む と と も に 、 震災復興の 中 で生 ま れ拡がっ て き た新 し い 地域社会づ く り の 動 き を 復興の

原動力 と し て 活かす こ と が大切。

震災対策 国 際総合検証会議 に お い て も 、 「震災 を 契機 に 芽生 え た 、 市民信理 に根 ざ し た

住民の主体的 な 実践活動 と 行政 に よ る 公的 な対花、 と が相 互 に 連携 し 、 対等 の立場 に 立 っ て

相克の役割 を 果 た す 「住民 と 行政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プJ の さ ら な る 強化が望 ま れる J と 指

摘 さ れて い る 。 ( 中 国各)

今 回 策 定す る 後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム は 、 県民、 団体 . NPO な どか ら の 意見 ・ 提言

を 踏 ま え る と と も に 、 有識者や 間体 ・ NPO、 企業 ・ 労働組合 な どの代表者で帯成 さ れ る 「寂

神 ・ 淡路震災復興計画後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム 策定委員 会J に お い て検討 を 行 っ た。

「共生」 そ し て そ れ を 支 え る 「参両 と 協働」。 そ の こ と が 「創造的復興」 への道 と い え る O

こ の参画 と 協働 に よ る 「創造的復興」 への 果敢 な 挑戦が、 21世紀の成熟社会 を リ ー ドす る

先導的 な仕組み を 創 出 し 、 新 し い 時代 を 拓 く も の だ。

プ ロ グ ラ ム に よ れ ば後期 5 年 間 の基本的視点 と し て以 下 の 5 点 を あ げて い る O

( 1 ) 護興の プ ロ セ ス に 一 人 ひ と り が、 そ の 主 人公 と し て 参両す る こ と が出 来 る 仕組みづ

く り と 「力 を つ け る こ と ( エ ン パ ワ ー メ ン ト ) J がで き る 機会 を 充実 し 、 個 人が個性

や能力 を 発揮 し 、 何 回 で も 挑戦す る こ と の で き る 社会 を つ く る O

(2) 創造的復興 を 進め る た め に は 、 被災地 に存在す る 知識、 経験、 技術、 技能 を 結集 さ
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せ る こ と が必要。 住民、 団体 . NPO、 企業 ・ 労働組合、 行政な ど多様 な セ ク タ ー に よ っ

て 、 計画段階か ら 自 助 、 共助、 公助 の相 ま っ た 「協働」 で取 り 組む仕組み を つ く る O

(3) 私 た ち は 、 震災で コ ミ ュ ニ テ ィ の 大切 さ を 痛感 し た 。 年齢、 性別 、 国籍、 価値観な

どの異 な る 人々 がお互 い の ち がい を 認め合い、 ち がい を 楽 し み な が ら 共 に生 き る 、 活

力 あ る コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る O

(4 )  グ ロ ー パ リ ゼ ー シ ョ ン や IT (情報技術) 革 命 な ど、 経済 を 叡 り 巻 く 環境が大 き く

変 わ ろ う と し て い る O 地域資源 を 活 か し た偏性的 な 産業 を ス ピ ー デ イ に つ く る こ と や 、

家庭や地域での生活 と バ ラ ン ス の と れた 「や り がい」 の あ る 多様 な 働 き 方がで き る 杜

会 を つ く る O

( 5 )  環境へ の 配慮がそ の ま ま 日 常生活や 緊急時の安全性 を 高 め る よ う な 仕組み を つ く り 、

社会 ・ 経 済 シ ス テ ム 全体が環境 に適合 し た循環社会 を つ く る O

〔復興事業計闘〕

県 の復興事業計画 は 5 本 の柱か ら な っ て い る O ま ず、 '21世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ

く り (少子 ・ 超高齢社会 に お け る 本格 的 な 生活復興) J を かか げ、 恒久住宅 に お け る 本格

的 な 生活復興の実現 に 向 け て 、 高齢者や障害者 を は じ め と す る すべ て の 人 々 が、 安心 し て

暮 ら せ る 福祉の ま ち づ く り に取 り 組 む 。

そ の た め 、 さ ま ざ ま な 支援者 に よ る 地域の見守 り 体制 を 一層 充実す る と と も に 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 中 で瓦い に 支 え 合 う 仲 間づ く り を 支援 し て い く 。 あ わせ て 、 安心 を 支 え る 多様 な

ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス と 住宅が一体 と な っ た住 ま いづ く り を 進 め 、 「住み つ づ け た い ま ち づ

く り 」 を め ざす 。

ま た 、 「世界 に 聞 か れ た 、 文化豊 か な 社会づ く り 」 を 柱 と し 、 参画 と 協 働 の “創造的市

民社会" づ く り を め ざす 。

震災復興 の 中 で、拡がっ て き た 地域活動 や ボ ラ ン テ イ ア 活動 を新 し い 時代 に つ な ぎ な が ら 、

世界 に 開 かれ た 、 文化豊か な社会づ く り を 本格的 に進め る 段階 と な っ て い る O 住民 自 身が

コ ミ ュ ニ テ ィ の公共的領域 (パ ブ リ ッ ク ) を 担 っ て い こ う と す る 取 り 組み も 始 ま っ て い る O

そ の た め 、 様 々 な 個 人 や 団体 . NPO、 企業 ・ 労働組合、 行政等が互い の ち がい を 認 め あ

い な が ら 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 で力 を発揮 し 、 協働 し て地域課題 に取 り 組ん で い く こ と の で
き る 具体的 な し く みづ く り を 進め る O

こ の ほ か 「既存産業が高度化 し 、 次世代産業 も 、 た く ま し く 活動 す る 社会づ く り J '災

害 に 強 く 、 安心 し て 暮 ら せ る 都市づ く り J '多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の形成」 を 事業

計画 と し て い る O

〔神戸市の プ ロ グ ラ ム) (注 2 ) 

大震災か ら の復興 を 日 指す神戸市 も 2000年11 月 、 復興計画後期 5 ヵ 年 の 重点施策 を 体系
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化 し た 「復興計画推進 プ ロ グ ラ ム 」 を発表 し た 。 行政の限界 を 認め な が ら 「 市民や事業者

と の協働」 を 随所で強調 し て い る の が特徴。 震災で直接被害 を 受 け た被災者 に と ど ま ら ず、

経済の低迷 な ど間接的 な 影響 も 考慮 し て 「一般施策の 中 で復興 を 支 え る 仕組み」 を 前 提 に

し て い る 。

プ ロ グ ラ ム は 、 マ市民の生活再建マ都市活動 の再生マ安全で、安心 な す ま い ・ ま ち づ く り

の 三本柱。 そ れぞれ に 「現状 と 課題J を 示 し 、 計254の施策 を 挙げた 。

「協働 で 取 り 組 む 地域の ま ち づ く り を 進 め る J r ボ ラ ン テ イ ア や NPO ・ NGO が活躍す

る ま ち づ く り を め さやす」 な ど16の重点行動 プ ロ グ ラ ム を 選定 し た 。 実現 に 向 け た 留意点 に

市民の参画な ど を 挙げ 「協働」 や 「市民参画」 がキ ー ワ ー ド に な っ て い る O 互 の役割 と 責

任 を 担 う 「協働が う ま く 機能す る か ど う かが、 プ ロ グ ラ ム 推進の カ ギ を 握 っ て い る と い え
そ う だ。

笹 山 幸俊市長 は rNPO や 各種団体に協力 し て ほ し い」 と し 、 プ ロ グ ラ ム 実現後 の ま ち

の姿 と し て、 身近 な地域で 日 常生活のサー ピス が受 け ら れる 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 を 示 し た。

2 . 参画 と 協働 に 向 け て

〔兵庫県2001 年度予算案〕

県 は 2 月 、 少子高齢化や健康、 子育て な ど に 重点 を 置 い た2001年度の 当 初予算案 を 発表

し た 。 財故健全化 を 進め る 中 、 県 の新 た な 「長期 ピ ジ ョ ン」 を 踏 ま え 、 暮 ら し での安心 を

目 指す ソ フ ト 事業 が 目 立つ。 ピ ジ ョ ン は{主民主導の実践 を 掲 げ、 春か ら は 県 の 出 先機関 も

再編 さ れ る O ビ ジ ョ ン と と も に 今回予算案で重要施策 で 担 い 手 と さ れ る 地域 の住民や グ

ル ー プ と ど う 連携 し て い く の か、 県の姿勢が間 わ れ る 。

2001年度の震災復興への取 り 組み と し て 「生活復興協働 プ ロ グ ラ ム 2001J を 作成 し た 。

こ れ を 碁 に 、 被災高齢者や地域の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に 力 を 入 れ る ほ か、 情報技術 (IT)

や新産業支援で雇 用 の創造 と 経済復興 を 目 指す 。

(表15) 主な被災者支援策

施 策 主 な 内 容
け 融 資 を 利 用

住民に よ る 復興 ま ち づ く り に専門家の派遣や活動費 を 補助

ま ち の 保健窓」 に よ る 相 談 ・ 訪 問 活動 i 県看 護協会が、 復興住宅 8 カ 所で高齢者 を 対 象 に 行
(新 う 健康相談や訪問活動 を 支援
被 災 地 の 子供 た ち の 体験活動 パ イ ロ ッ ト i N PO や ホ、 ラ ン テ イ ア グル 】 プ に よ る 子供の体験活動
事業 ( 新

. I を 支援
被災地 NPO 活動応援貸付制度 (新)
ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク コ ー ル & メ ー ル事業
被 災地 し ご と 開発事業
災て吉復 旧 貸付 資金の 利子補給 ・ 据 え 置 き
J!;日 間 の延長
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予 算 額
1 1;窓 2 ，

1 9依8 ， 500万円
20俵n ， 400万円
28倍(] ， 200万円
2 f:む ， 700万円
1 倍、4 ， 500万円

1 ， 000万 円

1 ， 300万 円

1 ， 600万円
900万 円

1 3f�ま6 ， 500万円



① く ら し ・ 生 き がい

災害復興公営住宅 は高齢化率が 3 割 を 超 え 、 関 じ こ も り や 「孤独死」 が懸念 さ れて い る 。

そ の た め 「 ま ち の保健室」 事業 を 被災地 8 ヵ 所で新た に 始 め る 。

「被災 地 NPO 活動応援貸付制度J を 創設す る ほ か 、 買 い物 や ベ ッ ト の 世話 な どの サ ー

ビ ス を 下地域通貨」 に 置 き 換 え 、 住民同士が交流 に取 り 組む活動 を 支援す る O

②仕事づ く り

景気の 先行が不透明 な な か、 NPO で の 就職 や 在宅 ワ ー ク な ど新 し い 働 き 方 を 模索、 支

援 す る 'SOHO ・ 在宅 ワ ー ク 総合支援事業」 で は 、 希望者 に IT 技術研修や 情報提供 を 行

う ほ か、 SOHO 事業者 間 の 交流 を 進め る O 引 き 続 き 起業 を 支援ユ ニ ー ク な ア イ デ イ ア を 持

つ学生ベ ン チ ャ 一発掘 に も 乗 り 出 す 。

き 庖舗が深刻 な 問題 に な っ て い る 商応街対策で は 空 き Jð舗や空 き 地 を 利用 し た 画期 的

な 事業 に 補助 を す る ほ か空 き ス ペ ー ス に 'IT サ ロ ン 」 を 設置 、 学生の ア イ デ イ ア も 借 り

て 商庖街活性化 を 進 め る O

③ ま ち づ く り

住宅再建 を 進め る た め 、 低利 融資や利子補給 な どの各種補助 を 続け る 。延長 要望 の 多 か っ

た 家賃軽減補助 で は 、 公営で さ ら に 5 年 、 民 間 で 4 年 間 の 延長 を 決め た 。 ま た LSA

活援助 員 ) 派遣 を 組み 入れた公営住宅の整備 、 介護員 や看護婦が介助サ ー ピ ス を 行 う 「 グ

ル ー プホ ー ム ケ ア 」 な どで、 高齢者が安心 し て暮 ら せ る 住環境 を 整 え る O

④教訓 つ な ぐ

震災の経験 と 教訓 を 伝 え る 拠点 と し て 、 2002年 の 春 オ ー プ ン を 目 指す 「阪神 ・ 淡路大震

災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J (仮称) は 、 整備費 9 億 円余 り を 計 k。 ま た県庁 内 に 震災 関 連文

書 (2001年 3 月 現在約 l 万 フ ァ イ ル) を 集め県民の 閲覧用 に 整理す る 保存事業 を 新 た に始

め る O

復興状況 を 全国 に発信 す る 「 ひ ょ う ご、21世紀記念事業」 は シ ン ボル事業 と な る 各地 の 森

づ く り 、 集客 を 図 る 'See 阪神 ・ 淡路 キ ャ ン ベ ー ン 」 な ど を 2002年 ま で展 開 。 震災 7 年 を

記念す る 市民 の 取 り 組み も 積極 的 に 支援す る O

〔神戸市の予算案〕

神戸市 も 2 月 、 少子高齢化対策 な ど 4 項 目 を 重要政策 と し た2001年度 当 初予算案 を 発表

し た 。厳 し い財政事情 も あ っ て 、 施設整備 よ り ソ フ ト 施策 に 重点 を 移す傾向が一段 と 強 ま っ

た 。 と り わ け NPO (非営利組織) な どの 力 を 公共部 門 に つ ぎ込み 、 地域の活性化 に つ な

げ よ う と い う 試みが 目 立つ 。 市 と し て 、 こ れ ま で以上の意識変革が問 わ れ る 予算案 と い え

そ う だ。

予算案で は 、 市が後方支援 に 回 り 、 地域の物 的 ・ 人的資源 を 結 びつ け 、 新 た な 展 開 を 図

る シ ナ 1) オ が見 て 取れ る O
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高齢者 を 地域で克守 る 全市 的 な 展 開 も そ の ゆ っ O 地域で活動 を 根付 かせ る た め 、 人づ く

り 、 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り な どの 条件 を 整備 す る 。 六 甲 山 に あ る 閉 鎖 中 の保養所や市箭地の

空 き 庖舗 で は 、 NPO の 力 で新 し い活用 の仕方 を模索す る 。

「市 と NPO な どの協働 を 推進す る 会議」 も 新 た に つ く る O 市民生活支援課 は rNPO の

一部 に 、 行政 と ど う 付 き 合 う か と い う 迷い があ る O 行政の -ì1fß に も NPO を 下請 け と と ら

え る 見方があ る 。 互 い に 理解 し あ え る 場 に し た し り と い う 。

行政 と 住民が手 を 携 え 、 地域 を つ く る と い う 理念 を 掲 げ、 !打が 「協働」 を 打 ち 出 し た の

は 1993年。 が、 原 点 と な る 行政側 の 意識変革 は途 と に あ る O 板神 ・ 淡路大震 災 を く ぐ っ て

は 、 NPO や ボ ラ ン テ イ ア が持つ機動)J や発想、 の 豊 か さ を 知 っ た 。 予算 に 掲 げた ソ フ ト

施策 を 実 り あ る も の と す る に は 、 多様な担い手 と の協力が欠かせ な い 。 情報の 共有 も 大切

な ス テ ッ プだ。

連携が、 市側 の ご都合主義 で な く 、 手 を 携 え る 信頼関係 に 育 て て い く に は 、 市民 と ど う

向 き 合 う か と い う 姿勢 に かか っ て い る O

〔兵揮の夢 ビ ジ ョ ン 〕

21世紀の兵障県政の指針 と な る 「兵庫 の夢 ピ ジ ョ ン 」 づ く り で、 県の長期 ピ ジ ョ ン 審議

会起草委員 会 は 2000年12月 に 、 答 申 に 向 け た 全県 ピ ジ ョ ン の概案 を ま と め た J 自 立 ・ 共生J

「安全 ・ 安心J を キ ー ワ ー ド に 、 創造的市民社会や環境優先社会の実現 を 目 指す 。

夢 ピ ジ ョ ン は 、 従来の 長期総合計両 と は 異 な り 、 県民 自 ら が主体的 に 日 擦 を描 き 、 実現

に取 り 組む よ う に す る の が特徴。 学識経験者や各種団体代表、 公募委員 ら で論議 を 続 け て

き た 。

概案 は 、 目 標年 次 を 2010年-2015年 と 想定。 将来像 と し て 、 マ 「一 人 ひ と り が主体的 に

行動す る 「創造的市民社会J マ人 と 自 然が調和 し た 共生 と 循環の 「環境優先社会」 マ創造

的 な働 き 方がで き る 「 し ご と 活性社会J マ個性輝 く ま ち か ら 世界へ と 交流が広 がる 「多彩

な 交流社会J の 4 つ を 挙 げ 「夢か な う 兵産J の実現 を 目 指す 。

こ れ ら を 実現す る た め に住民や NPO (非営利組織) 、 NGO (非政府組織) な ど団体、 企

業 、 行政な ど地域 に かか わ る 構成 員 が、 知恵 と 力 を 出 し 合 っ て役割分担す る 「参両 と 協働」

が重要、 と 位置づけ て い る O

〔参画 と 協舗の モ デルづ く り を 〕

兵庫県予算案 に 対 し て神戸新聞 の社説はJ2J、 下の よ う に 述べ て い る O

かつ て の よ う な 華 々 し い大型施策 は 姿 を 消 し 、 環境、 健康、 人づ く り な ど ソ フ ト 事業が

臼 立つ 。 厳 し い財 政事情 を 反映 し て い る と 同 時 に 、 大震災の教訓 を 生 か し 、 県民 と 連携 し

な が ら 新 し い 地域社会 を つ く ろ う と す る 姿勢で も あ る だ ろ う O 「県民主役 と 地域主導J r 自

律 と 共生J r参画 と 協働J と い っ た キ ー ワ ー ド を 、 そ れぞれの施策 の 中 で 、 ど う 具体化 し
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て い く か。 新 し い世紀の兵庫 の針路 は 、 こ の一点 に かか っ て い る o ( 中 略)

右肩上 り の経済が終 え ん を 告 げ、 急速な少子高齢化 な どで社会構造が変化す る 中 、 行政
が 「量」 か ら 「質」 への転換 を 迫 ら れ る の は必然であ る O 予算案の柱 の 一 本で あ る 震災関

連 に も そ れが見 て と れ る O

た と え ば復興住宅で始め る 「 ま ち の保健室」 も そ の 一つだ。 県看護協会の看護婦が ボ ラ

ン テ イ ア と し て高齢者の健康相談 に 応 じ る O 買 い 物 な ど住民同士が助 け あ う 活動 に 地域通

貨 を使 う 支援事業 も あ る O

被 災 地 で 活 動 す る N P O に 資 金 を 貸 し 付 け て 支 援 す る も の 、 PT A に 地 域 を 加 え た

'PTCAJ を 設置 し 、 住民が教育 に 参加 し 、 地域全体で教育 を 支 え る 試み も そ う だ。 いづ

れ も 県民参加が前提の事業 だ 。 ひ と つ 、 ひ と つ の事業の規模 は小 さ く て も 、 地域が直面す

る 課題 を 的確 に吸 い あ げ、 地域の力 を 生か し な が ら 問題解決 に 迫 る O そ の 考 え 方 は 間 違 っ

て い な い。 大震災の教訓 で も あ る o ( 中略)

すべて の段階で、 公募 し た 県民が参加す る と い う 、 こ れ ま で に な い手法 を 採 り 入 れた 。 「創

造 的市民社会J '環境優先社会J ' し ご と 活性化社会J '多彩 な 交流社会」 の 四 つ の 呂 指す

べ き 方向 が示 さ れて い る O

こ の21世紀初頭の兵産 の設計図 を 生 かす た め に 、 情報の 共有や 、 し っ か り と し た役割分

担が欠かせな い 。

薙 か な 「協働」 と 「参画」 へ 向 け て 、 「兵摩ス タ イ ル」 と も い う べ き 手法 を っ く り 出 し

て ほ し い 。 (2001 年 2 月 25 日 朝刊)

〔行政は情報開示を 〕

住民や ボ ラ ン テ イ ア 団体 と 行政の協力 な ど、 今後の地域課題への 取 り 組み 方 と し て 兵産

県 が掲 げ る 「参画 と 協働」 に つ い て県民の 半数以上が、 そ の推進 に行政側 の 「↑育報開示J

や 「住民意見の 反映」 が必要 と 感 じ て い る こ と が、 県 が行 っ た県民意識調査で、分 か つ た 。

震災 を 機 に 広 が っ た ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO (非営利組織) 活動 な ど を 通 じ 、 「参画 と 協働」

の 意識 は県民の 聞 に も 芽生 え た が、 実現 に は 、 行政 自 身 の 変革 も 欠かせ な い こ と があ ら た

め て指摘 さ れた よ う だ。

調査は2000年 8 月 下旬 か ら 9 月 上旬 に か け て 、 県 内 全域か ら 無作為 で 選 ん だ20歳以上の

男 女5 ， 000人 を 対象 に行 っ た 。 「成熟社会 に お け る 県民の参画 と 協働 の仕組みづ く り 」 を テ ー

マ に設 け 、 66 . 1 % に 当 た る 約3 ， 300人か ら 回答 を 得 た 。

「地域課題解決 に行政 と 協力 す る 場合、 どの よ う に取 り 組み た い か」 と の 質問 (複数回

答可) に対 し 、 28 . 4% が 「地域や ボ ラ ン テ ィ ア 団体な どでか か わ り た い」 と 回答 し 、 最 も

多 か っ た 。 次 い で 「電話、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 じ て積極的 に 意見 を 述べ た いJ (23 . 6% ) 、

「行政 と 住民 に よ る 話 し 合 い の場で発言 し た しミJ (22 . 9 % ) で70 % 近 く が、 何 ら かの 形 で

取 り 組 み に参加す る 意向 を 示 し た 。
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そ の上 で 、 2 項 目 を 選ぶ 「行故が ど う す れ ば よ い かJ と の 質 問 に は 、 「情報公 開 と 分か

り やす い 広 報」 を 挙 げた 人が56 . 1 % 、 「地域住民の意見の 反映」 が51 . 3% と 、 「 跨 かれた行

政」 を 求め る 声が多数 を 占 め た 。 ま た 「住民 に 一定の権限 を 与 え る 」 と の 回 答 も 8 . 5 % を

数 え た 。

「参両 と 協働J は 、 こ の ほ ど ま と ま っ た需の 「震災復興計画 5 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム 」 で

も 提唱 。 調査で は 、 ま ち づ く り な ど地域社会活動 の ほ か、 社会福祉、 国際交流 と い っ た分

野 や 、 NPO に 「今後、 参加 し た い」 と の 回 答 も 目 立 ち 、 県 は 「県民 の 意欲 を f生 かす た め

の環境づ く り を 一層 進 め た い」 と 話 し て い る 。

〔“準公職" に 県民公募〕

ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 な どの広が り を 受 け 、 行政 と 住民の連携が関 わ れ る な か、 兵庫県 は 地

域課題 に つ い て 、 県 民 を 企画 か ら 実践 ま での担い手 と し て位置づけ る 条例制定の検討 を 始

め た 。 推せん や公募で選ぶ メ ン バ ー は無報酬 だが、 行政 と と も に施策実行 に 責務 を 負 う “準

公職" 的 な イ メ ー ジ 。 県 は21世紀の 目 標 に掲 げ る 「参画 と 協働」 社会の実現 を 図 る 考 え で、

200l 年 9 月 を め ど に全国初 の 条例制定 を 目 指す。

行政 と 住民 な どの連携、 協力 で強 く 叫ばれる よ う に な っ た の は 、 阪神 ・ 淡路大震災が き っ

かけ。 被災者支援や ま ち づ く り な どで繰 り 広 げ ら れる ボ ラ ン テ イ ア や NPO (非営利 団体)

や NGO (非政府組織) な どの 活 動 で 、 行政、 住民や 団体、 企業 な どが、 そ れぞれの役割

を 担い な が ら 地域課題 に取 り 組む な ど、 行政主導か ら の転換 を 求め る 声が強 ま っ た 。

さ ら に住民の価値観や ニ ー ズ の 多様化が進み、 行政だ け で は対応 し 切 れ な い 問題 も 増 え 、

次代 の社会 シ ス テ ム と し て 、 「参画 と 協働」 がキ ー ワ ー ド と な っ て い る O 県 の 将 来像 を 描

く 「夢 ビ ジ ョ ンJ や震災復興 5 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム に も 、 こ れ を 掲 げて い る O

今回 の 条例化 は 、 こ の 「参両 と 協働」 の仕組みづ く り が狙い。 特定の テ ー マ に基づ き 、

地域活動 や ボ ラ ン テ イ ア 、 NGO、 NPO 活動 な ど に 携 わ る 県民の 中 か ら 、 公募や 団体推せ

ん な ど に よ っ て県 が選 出 。 定め ら れ た 任期 中 に 、 提言な どの ほ か 、 自 ら 活動 を 企菌、 実践

す る O ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プな ど の連t莞や コ ー デ ィ ネ ー ト な ど も 担 う O

具体的 な検討 は こ れか ら だが、 先駆け と し て200l年度 ご ろ を め ど に 、 県民局 ご と に 「地

域 ピ ジ ョ ン 委員 会」 を 設置 、 各100人程度の 委員 を 選 び、 夢 ビ ジ ョ ン 実現 に 向 け 、 プ ロ グ

ラ ム づ く り か ら 、 活動の推進や点検 を 行 っ て も ら う O 任期 は 2 年。

県民生活部 は 「実践 に 責務 を 負 う 点がポ イ ン ト 。 条例化で継続的 な 取 り 組み も で き 、 今

後、 地域 ビ ジ ョ ン 委員 を 軸 に 、 条例 に よ る 位置づけ の 範 囲 な ど検討 を 進め て い き た い」 と

話 し て い る O

〔 ふ る さ と に帰 っ た 会社〕

神戸新聞の社説 「市民の世紀 地域 を 創 る J シ 1) ー ズ で、 産業用 ベ ル ト の大手 メ ー カ ー
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三 ツ 星ベ ル ト の 地域 と の “協働" に つ い て述べ て い る o (2001年 1 月 15 B 付朝刊

こ の 下 町 に 、 ジ ャ ズバ ン ド の 生演奏が流れた の は 、 お そ ら く 初 め て だ、 っ た ろ う O 昨年暮

れ、 神戸市長田 区 の真野地 誌 で 開 か れた ク リ ス マ ス パ ー テ ィ ー で の こ と であ る O

会場の 「エ ム エ ム コ ー ト J の ふ た つ のエ ム は 、 真野地区 と 三 ツ 星ベ ル ト の ア ル フ ァ ベ ッ

ト の頭文字 を 取 っ た も の で、 コ ー ト は広場 の 意味 だ。

開屈 し た ばか り の 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー レ ス ト ラ ン は 地域住民 と 三 ツ 星の社員 が顔 を 合わせ

て 食事や お 茶 を 楽 し む場 と し て建て ら れた 。 夜 は 洋風居酒屋 に な る O 全面改装 し た本社 ピ

ル の す ぐ 隣 、 駐車場 だ、 っ た場所 に あ る O ち ょ っ と 早め の 聖夜の っ とミい を 企画 し た の は 、 三

ツ 星だ。 地域の高齢者 と 子 ど も を 対 象 に し た 。 会費500 円 で、 食べて 、 飲 ん で、 、 お土産付 き O

フ タ を あ け た ら 二 階建て の レ ス ト ラ ン は す ぐ満員 に な っ た 。

三 ツ 星の本社部 門 が、 真野地 区 に 戻 っ て き た の は 8 年ぶ り で あ る O 下 町企業の イ メ ー ジ

を 変 え た い 。 交通の便 も 悪い。 そ う い う 判断で、 工場 と 研究部 門 は残 し た が、 本社機構は

ハ ー パ ー ラ ン ド に移転 し た 。

「戻 っ て ほ し い 」 と 地元 の ま ち づ く り 推進会か ら 要請があ っ た 。 真野 は創業の地で愛着

は あ る 。 地 下鉄海岸線が開通 す れ ば足 の 問題 も 解消す る O そ う だ と し て も 移転費用 に約50

億 円 を か け て ま で、 な ぜ。 ( 中 略)

企業市民 と い う 言葉 が さ か ん に用 い ら れ た の は80年代 だ っ た 。 メ セ ナ 活動 と し て 、 派手

な イ ベ ン ト 、 文化、 芸術活動への支接が 自 立 っ た が、 近年 は 地 道 な 活動 に 切 り 替わ り つつ

あ る o NPO と 協働 し て 、 地域課題 に 取 り 組 む 企業 も 少 な く な い。 大震災が契機 に も な っ

て い る O

地域の担い手が多彩で あ る こ と は望 ま し い 。 人材の面で も 、 活動資金の 面 で も 大 き な 力

に な る か ら だ。

そ れ は 企業活動 に と っ て も プ ラ ス に な る 、 と 三 ツ 星ベ ル ト の 西河紀男社 長 は 言 う O

「地域 に い て 、 人 々 の暮 ら し に じ か に接 し 、 生活の息づかい を 感 じ る O 人 の 姿が見 え る

場所で仕事 を し て こ そ 、 本 当 の モ ノ がつ く れ る O

製造業 と は モ ノ づ く り だ。 モ ノ づ く り は 、 人 間 の生活 を 寵利 に す る 道具 を つ く る こ と に

尽 き る O な の に 、 人 間 の姿の見 え な い と こ ろ に い て ど う す る O そ れが三 ツ 星の結論だ っ た。

ま ち を 活か し て 、 企業 も 活かす。 そ れは 人 聞 を 活かす こ と で も あ る O

三 ツ 星 は 最寄 り の JR 新長 田駅構 内 に新 し い看板 を かか げ た 。 こ う 書い で あ る 。

「長 田 の 町へ ょ う こ そ」

3 . 新 し い公共の粗い手

NPO 法 人 は全国で3 ， 000 を 超 え 、 兵庫県で も 板神 ・ 淡路大震災の被災 地 を 中 心 に96法人

に な る O 新 世紀 に 入 っ て 、 さ ら に 増 え 続け る だ ろ う O 被災地で は 、 生 き がい を 持 ち 、 自 ら

の 意思 と 責任で地域の 「公共 の創造」 に 参画す る 市民 の 姿が 目 立つ 。 そ れ は 「公共」 を 紡
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い で ゆ く こ と 、 地域に住 む市民が、 お 互 い に 助 け合 う 組織の活動原理 を 作 り あ げ る 作業 だ 。

〔市民発電所で ク リ ー ン な ま ち 〕

神戸市や コ ー プ こ う べ、 NPO、 関西電力 な どで2000年 4 月 「市民発電所研究会」 を 結成 。

「市民主導、 市 は コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」 と い う 事業の枠組み を 定め 「単 に 太陽パ ネ ル の設置

場所 を 増 や す の で は な く 、 地域の福祉活動 と の 関連付 け や 地域の活性化 に つ な げ よ う J と

検討 し て き た 。

現在 (2000年12月 ) 河市内 の一地域 (約 1 万世帯) で、具体化の最終調整段 階 に 入 っ て い

る O 計画 に よ る と 、 一時間 の発電能力 が20 kW分の太陽光パ ネ ル を 約2 ， 000万円 で購入。 半

分 は 国 の補助 、 残 り は市民か ら の寄付で諦達す る O 市の役割 は 、 設置場所の提供、 寄付 を

集 め る た め の広報 と い っ た 後方支援。 主役は あ く ま で地域の 団体や市民。 2001年度か ら の

事業化 を 日 指す 。

注 目 さ れ る の は 、 エ ネ ルギー の 活用 法だ。 電気 自 動車 2 台 を レ ン タ ル し て 地域内 を 走 ら

せ る 計画で、 太 陽 光パ ネ ル で得 た 自 然エ ネ ル ギ ー が、 目 に 見 え る 形で地域内 を “循環" 。

コ ミ ュ ニ テ イ の 活性化や、 高齢者 を 支 え る と い う 福祉 的 な 意味合い も 加わ る O

た だ、 課題 と な る のが、 電気 自 動車の レ ン タ ル料や運転手 の 人件費 、 事務費 な どの確保。

地域で、古紙 を 回収す る な ど経費 の ね ん 出 策 を模索す る と と も に 、 市 も 支援 メ ニ ュ ー探 し な

どで協力 す る O

研究事務局 の 岡市総合計画課は 「行政が補助金 を 出 し て事業 を 進め る と い う 20世紀型で

は な く 、 市民 と 行政が互 い に 知恵 を 出 し 合 う パ ー ト ナ ー シ ッ プ型の新 し い 取 り 組み 、 他 の

地域 に も 拡大 し て い け れ ば」 と 期待す る o (神戸新聞2000年1 2 月 1 日 付朝刊 西海葱都子記者)

〔地域通貨で住民の き ず な 〕

亙]
神戸市長 田 区 の震 災復興再開発 ピ ル で 「 ア ス タ く に づか 1 、 2 番館」 で2000年 4 月 か ら 、

住民の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り と 商庖街の 活性化 を ね ら っ た 「 ア ス タ 券」 が導入 さ れた 。 全国

で注 目 を 浴 びつ つ あ る 「エ コ マ ネ ー 」 の 一種で、 本格的 な 取 り 組み は 兵庫県内 で は じ め て O

20ha と い う 徒歩圏 内 で の試 み だ が、 住宅 と 商)苫街 を 取 り 持つ仕掛 け と し て期待 さ れ る O

ア ス タ l土 地上13階、 地下 1 階の 再 開発 ピ ル 、 地下 1 階か ら 3 階が商業施設で、 そ の 上 は

計207戸 の住宅。 ア ス タ 券 は 向 ピ ル 内 の ア ス タ 情報セ ン タ ー が企画 し “流通" を 管理す る O

住民 に は 「 ア ス タ ふ れ あ い倶楽部」 への参加 を 呼びか け る 一方、 空 き )吉舗 を 利 用 し て 、

倶楽部員 のサ ロ ン と 軽食自 「 フ ー ド コ ー ト 潮騒」 を 開設。 倶楽部 に は茶話会や 趣味 の 会 な

どの親ぼ く メ ニ ュ ー と 同 時 に 、 フ ー ド コ ー ト を 手伝 う 「働 き の 会」 や 、 ア ス タ 内 外 を 培掃

す る 「美化の 会」 、 加盟府 の 庖 番 な ど “ し ご と " の メ ニ ュ ー を 準備 し 、 こ の報酬 を 一時 間

あ た り 500 ア ス タ で支払 う 仕組 み。
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券 は 1100 ア ス タ 」 と 1500 ア ス タ 」 の 2 種類。 ピ ル 内 の加盟屈 で、 l ア ス 夕 、 l 円 の 金

券 と し て使 え 、 有効期 限 を 3 ヵ 月 に 設定。 商屈の側 も 、 入手が足 り な い時 の 府番や 出 前 な

ど を 気軽 に頼 む こ と が出 来 、 ア ス タ 券 を 通 じ て 、 さ ま ざ ま な ビ ジ ネ ス 効果が期待で、 き そ う O

地域の復興 を 願 う 地元の 切 実 な 患 い が託 さ れて い る 。

ヨ辰巳
宝塚市 で は2000年 8 月 か ら 10月 ま で、 宝塚 NPO セ ン タ ー 、 宝塚市、 NTT サ ー ピ ス イ ン

テ グ レ ー シ ョ ン 基盤研究所の 3 者の 共 同 実験 と し て 、 地域通貨 IZUKAJ の 流通実験が行

わ れ た 。

実験は 市 内 4 地域 と 2 ヵ 所の施設で実施 さ れ、 189人の市民 と 3 河体が参加 し た。

IZUKAJ も 「エ コ マ ネ ー 」 タ イ プ の 地域通貨 だ。 30分の サ ー ビ ス を 1 ， 000ZUKA と し 、

参加者全員 に 1 ， 000ZUKA 紙幣 と 100ZUKA 紙幣が10枚ずつ配布 さ れ た 。 「 自 分が し て ほ し

い こ と J 1 で き る こ と J を 列挙 し 、 サ ー ピ ス リ ス ト を作成。 イ ン タ ー ネ ッ ト で も 公開 し て

参加者の 白 自 な取引 を 促 し た。

「 し て ほ し い サ ー ピ ス 」 に はパ ソ コ ン 指導や庭木の手入れ、 ベ ッ ト の世話、 外出介助 な

ど。 「で き る こ と 」 に は パ ソ コ ン 指導、 話 し相手、 家 具 の 移動 な どが リ ス ト ア ッ プ さ れ た 。

集計 に よ る と 、 実験期 間 中 の 取引件数 は 、 387件。 30分 1 ， 000ZUKA で 、 一人平均 2

回 の取引 き を し た こ と に な る O

宝塚 NPO セ ン タ ー な ど で は 2001年 か ら 月 l 回 の ベ ー ス でエ コ マ ネ ー の 講 習 会 を 開 き 、

二次実験 を 開 き 、 市民主体の動 き を 支援 し よ う と し て い る O

伺 セ ン タ ー で は 「実験 を 通 じ て コ ミ ュ ニ テ ィ が形成 さ れ る 市民意識がみ え て き た 。 相手

の属性や 知的 関心がみ え 、 適切 な 距 離 を 保 ち な が ら 自 ら を 地域 に 解放 し て い く こ と で、 コ

ミ ュ ニ テ イ が形成 さ れて い く O し か し 、 少 し個 人 的 な 情報 に ふ れ る と 、 プ ラ イ パ シ ー の侵

害 な ど の 意見 と な る O 実験参加 申 込書 の 「で き ま すJ に は抵抗がな く 、 「 し て ほ し い 」 に

(表16) エ コ マ ネ 一流通の し く み

エ コ マ ネ ー笑験に参加す る に は :

量実験の趣旨 に賛同 | 橿提供先 I I ・ZUKA、 I z山A の 表 に 会 員

-i比qTyro l r27r l o l i言!?〉 ニ l o l :;ι::;効
いサー ビス な と� I ' I 募集チ ラ シの 申 I ' I ュ ー リ ス ト l 

込先へ を 受 け 取 る

(特定非営手Ij活動法人宝塚 NPO セ ン タ - 2000年度事業報告書資料 )
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は抵抗があ る O 社会に対 し て優位 な情報は抵抗な く 発信 で き る よ う だ。 日 常の 安心 を 生 む

つ な が り ニ コ ミ ュ ニ テ イ で は 、 気軽 に声 を か け あ え る 関係 を ど う 結べ る か で あ る 。 本 セ ン
タ ー は 『安全で安心 し て 、 と も に暮 ら せ る 社会」 を 市民が主体的 に つ く っ て い く こ と を 支

援 し て い る 。 エ コ マ ネ ー は市民がお 互 い に助 け合い な が ら 地域の課題解決 に 取組み 、 コ ミ ュ

ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス への発展の可能性 も あ る O エ コ マ ネ ー の 普及過程 に お い て 地 域の調整力

が養わ れ、 コ ミ ュ ニ テ ィ の新た な価値観の醸成 に つ な がる O 地域の つ な が り を 紡 く\ 一つ

の 方法 と し て エ コ マ ネ ー に 期待 し 、 サ ポ ー ト を 継続す る 」 と ZUKA 報告書Aで 述べ て い る O

区三]
大震災で あ ら た め て重視 さ れ た 地域 の き ず な を さ ら に 強 め よ う と 、 NPO の 「 コ ミ ュ ニ

テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸 (CS 神戸) J (神戸市東灘区) が、 2000年 7 月 か ら 「地域通貨」

く ら く 〉 を 発行 し 、 住民同志が く ら く 〉 を使い生活の助 け合い を 交換 し合 う 新 し い試み を 、

同 区 内 中心 に し た 地域で始め た 。

く ら く 〉 と い う 紙幣 を つ く り 、 30分ー ら く を め ど に 、 登録会員 同士が 「 し て ほ し い こ と 」

と 「で き る こ と 」 を 補 い合 う O ボ ラ ン テ ィ ア ら 約20人 に よ る 3 ヵ 月 の実験 を 経て 、 10月 以

降、 本格的 に 導入。

く ら く 〉 の 名 称 は 、 楽 し み な が ら 周 囲 を 楽 に す る と い う 意味で、 つ け ら れた 。 1 人24枚が

渡 さ れ、 裏部 に 、 い つ だれ に 、 ど ん な サ ー ピス の対価 と し て支払わ れた か を 記入 す る よ う

に な っ て お り 、 メ ン バー 毘 で どの よ う な サ ー ピ ス がや り 取 り さ れ た か把握で き る よ う に

な っ て い る O

事 前 に 「で き る こ と 」 と 「 し て ほ し い こ と J を 聞 い て リ ス ト 化 し た と こ ろ 、 「 コ ン ピ ュ ー

タ ー を 教 え て 1旅行 中 の 植木 や ベ ッ ト の 世話 を お願い」 な ど主婦 ら が抱 え る さ ま ざ ま な

ニ ー ズが明 ら か に な っ た 。 そ の 一方で、 「 コ ン ピ ュ ー タ ー を教 え る 代 わ り に 家庭料理 を 食べ

さ せて j と い う 大学 院生 も お り 、 す ぐマ ッ チ ン グす る ケ ー ス も O

cs 神 戸 の 中 村順子理事長 は 「 メ ン バ ー の 間 で、 お 互 い の 希望 が抵抗 な く 出 せ る よ う に

な れば成功。 将 来 は 、 住民同士の交流が少 な い地域の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に つ な げ た い」 と
話 し て い る O

忌示日
地域通貨 「 ら く 」 に つ い で 、 神戸市東難区 の住宅地 ・ 鴨子 ケ涼 で も 地域通貨 「 か も ん」

が発行 さ れ た 。 鴨 子 ケ 涼 地 区 と そ の東側 の 住 吉 山 手地 区 は 東西 1 km 強 、 南北 2 km ほ どの

住宅地で、 約 1 ， 800世帯が、 暮 ら す。

「か も んJ の 「か も 」 は 鴨子 ケ 原 の 「鴨」。 気軽 に 助 け 合え る よ う に 、 と の 思 い を 込 め て 、

戦後流行 し た 「 カ モ ン マ イ ハ ウ ス 」 の 「 カ モ ン 」 を 重 ね た も の。

「 か も んJ の価値 は 130分の仕事量」 。 原 則 と し て 商 品 の 売買 や 「 円 」 と の交換 は 出 来

な い。 た だ し 善意の サ ー ピス だ け で な く 「手作 り 」 で あ れ ば、 モ ノ の取引 を 認 め る こ と に

し た 。
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実験段 階 を 経ず に 、 い き な り 実施 に 移 さ れ た 。 急 い で 「か も んJ を 必要 と す る 事情がこ

の 地域に は あ っ た 。

鴨子ケ 原 一帯が六 甲 山 の南斜面 に 開 け た傾斜地。 高齢者 に は坂が き っ く 、 体の弱 い 人 に

は 買 い物 も 重労働。 「一 日 中 だれ と も 話 し を し な い こ と があ る 」 と い う 人が 2 割 ほ ど。 「車

イ ス の生活 は と て も 無理」 と 不安 を 抱 き 住み な れた 自 宅 を 売 り 払 っ て 引 っ 越す例 も あ る 。

そ し て 、 そ う し た不安 を だ れ に も い え な い で い る と い う 実態が、 cs 神戸 の 戸 別 訪問調査

で あ き ら か に な っ た 。

「震災直後の よ う に 韓 り 近所で気軽 に 助 け あ え る よ う な 地域 に し た い」 と の相談 を 受 け

て い た cs 神 戸 の 中 村理事長 は 、 地域通貨 「 ら く 」 発行 の 経験 を ふ ま え 、 「か も ん」 の発

行 に踏み切 っ た 。

河 地域 に あ る 私立幼稚 園 の 園長 で 「 か も ん」 を 発行 、 運営す る 住民団体 「 か も ん'21J

代表の畑尾卓朗 さ ん (75) は 「 こ の 町 で も 住民同士の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がな く な っ て き

(表17) 日 本の主な地域通貨 ( 実験段階 も含む)
ァ一 流通する地域や出体

ポー ト
お う み 滋賀県草津市

京都市 下京区 (崇仁地区)
大阪市西成区 (釜ケ崎地区内)

地域を 限定せず、
ン グ | 全悶の ロ ー カ リ ン
ン グ | 日 本全国

通貨単位 ; 価値恭準
1 1000 ク リ ンヱ 1 時間
1 ガル ニ 100円
1 Pea= 1 円
1 H ニ l 河
1 C =  1 円
1 キ ト キ ト ニ30分
100大夢ニ30分
1 ポー ト ェ 100円
1 お う み ニ 100円 ;

仁 りIN) I 1 仁川N) エ 1ω円
と 通i娠 を使 | カ マ

ZUKA I 1 ZUKAニ305子

占

WAT 
ポラ ン

1 R ニ 1 円 i
(ネ申戸新開2001:ij: 2 月 17 臼 付 「広がる 地域通貨」 特集の資料)
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た 。 こ の会 を 、 老若男女が集 う 地域の サ ー ク ル に発展 さ せた い」 と 話す。

1 ・地域通貨 と 工 コ マ ネ ー

: 特定の コ ミ ュ ニ テ イ の 中 で通用 す る 地域通貨 は 「 タ イ ム ダ、 ラ ー」 や 「 イ サ カ ア ワ ー J ! 
J な ど現在 、 世界中 で、25州重以上あ る と い わ れ る 。 日 本で は 「 ボ ラ ン テ イ ア 切 符J な ど (
; の先行事例があ っ た が、 当 時、 通産省 の加藤敏春氏が 「エ コ マ ネ ー 」 と い う 造語 を 作 っ )
; て以来、 急速 に広 ま っ た O

〔住民主体の地域づ く り 〕

一一 ー一 ーー ←一 一一 一一 一一 一→ 一一 一一 ←ー 」

阪神 ・ 淡路大震災の教言11 か ら 21世紀の地域社会の あ り 方 を探 る シ ン ポ ジ ュ ウ ム 「震災か

ら 芽生 え た 「新 し い地域社会像』 を 考 え る J (神戸新聞社主催、 日 本経済研究所後援) が、

2001年 2 月 、 神戸市 内 の ホ テ ル で 開 か れ た 。 震災か ら 生 ま れ た 動 き を 未来 の 社会 シ ス テ ム

に ど う つ な げる か を め ぐ り 言す五義 し た 。

経済学者の 宇沢弘丈 ・ 束大名誉教授が f21 世紀社会の構図J と 題 し 基調講演。 f1950年

代半ばの神 戸 は 1 9 世紀後半の ヨ ー ロ ッ パ的 な 雰囲気 を 持 つ 美 し い 可 だ、 っ た 。 経済の豊か さ

を 優先す る 米国 型 の 開発が進 む に つ れて 変わ っ て し ま っ た」 と 指摘。 そ の 上 で 「分権が進

む ヨ ー ロ ッ パ諸 国 で は “ ル ネ ッ サ ン ス 再生" を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 文化、 伝統、 歴史、 環

境 を 重視 し た 人 間 的 な 生活 を 営 む ま ち づ く り に挑 ん で、 い る J と 提起 し た 。

こ れ を 受 け たパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン は 学識経験者や NPO (非営利組織) 代表が加わ り 、

震災 を 機 に 生 ま れた NPO の 課題や住民 と 行政の協働、 新 し い公共 の あ り 方、 福祉、 環境

と い う キ ー ワ ー ド を め ぐ り 討議 し た 。

計画技術研究所所長 ・ 千葉大学客員教授 の林泰義 さ ん は 「販神大震災か ら 7 年 日 に 入 っ

た復興への 取 り 組みで、 非常 に は っ き り し て き た の は 国 の仕組み の 鼠界だ。 …方、 そ の 仕

組み の 中 に も 可能で、あ っ た こ と 、 ま た そ れ以上 に 、 地域住民や 自 治体、 企業 の 方 々 が努力

を し 、 新 た に 可能 に な っ た こ と も た く さ ん あ る O そ う し た 中 か ら 、 私 た ち は20世紀の都市

整備、 あ る い は後興の シ ス テ ム に対 し て 、 新 し い21世紀 に 実現すべ き ま ち づ く り の あ り 方

を ど う 考 え 、 地域社会像 に取 り 組ん で い く の か。

そ の 時の キ ー ワ ー ド の 一つ は 「新 し い公共」 と い う 考 え 方だ。 従来、 公共は行政が独 占

し て き た 。 し か し 、 NPO と か、 ヨ ー ロ ッ パで い う 協 同 組合や ア ソ シ エ ー シ ョ ン の非営利

組織は行政 と と も に公共 を 担 う 大切 な 主体で あ る O そ う い っ た 意味で震災 を 経 て 、 私 た ち

は 「わが国の公共 は い っ た い ど う あ っ た ら い い の か』 と 考 え 直す よ う に な っ て き た 。

さ ま ざま な こ と を 私 た ち は私 た ち の手か ら 放 し て 、 マ ー ケ ッ ト に ゆ だね 、 行 政 に ゆ だ ね

て き た 。 私 た ち 自 身 の 手 に も う い っ ぺ ん取 り 戻そ う と い う 意識が、 住民 の 中 に 芽 生 え つ つ
あ る O

「公共」 は行政の も の で は な く 私 た ち 自 身 の も の に で き る の で は な い か。 そ れ を い か に
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地域社会 の 中 で実現 さ せて い く か と い う コ ミ ュ ニ テ イ の観点 も 重要 に な る J と 新 し い公共

を 問 う た 。

NPO 研修 ・ 情報セ ン タ 一 代 表現事の 世古一穂 さ ん は 「地球温暖化 な ど を 考 え る と 私 た

ち は 国家 を 超 え た民主主義の 時代 に突入 し て い る O と こ ろ が、 日 本で は 明 治以来、 市民は

民主主義の “観客" で し か な か っ た 。 そ こ か ら 脱却 し 自 己改革す る 努力 が必要で、 市民の

自 立が求め ら れる O

NPO ニ 市民活動 と は 白 分が利用 す る だ け で な く 、 皆 さ ん 自 身が参加すべ き も の だ。 NPO

を 関西流 に い え ば 「何か ( N ) パ ッ と ( P ) お も ろ い こ と ( 0 ) を や る 組織」 。 例 え ば弱

い 立場 の 人が生 き て い け る よ う に す る こ と O 多様な{語錨 を 認め 合 っ て 、 共存の仕組み を 作

る こ と O 議論だ け で な く 、 実 際 に 地域で働 け る 場 を つ く る こ と O そ う い う 新 し い公共サ

ピ ス の 主イ本が NPO の役割 り だ。

日 本で は 「公共 は行政で、 営利事業 は企業で、」 と い う 図式が 命般的 だ、 っ た 。 し か し 、 こ

れか ら は 必要 な サ ー ピス を 自 分た ち の 手で作 り 出 す 時代 に な る O 民主主義の 観客 で は な く

「公共 と は わ れ わ れ 自 身 」 と い う 意識 を 持つ こ と だ」 と 新 し い公共 サ ー ピ ス の 主体が

NPO のf支割 り だ と 訴 え た 。 (神戸新開20011f:. 2 月 11 日 付朝干Ij ・ 21世紀の地域社会の あ り 方 を探る シ ン ボ ジ、 ユ

ウ ム 特集)

4 .  NPO 活動への支援

( N PO 法施行 2 年〕

ボ ラ ン テ イ ア 団体 に 法 人格 を 与 え て活動 を 支援す る 「特定非営利活動促進法 (NPO 法) J

の施行か ら 2000年12月 1 日 で ち ょ う ど 2 年。 NPO 法人 と な っ た 団体 は 、 全国 で約3 ， 000、

兵庫県内 で も 96団体に の ぼる O 揺祉分野 を 中 心 に 、 公共サ ー ビス の a翼 を 担 う 組織 と し て

地域に浸透 し 始め て い る が、 運営面 の 強化、 支譲税制 の実現な ど課題 も 多 い 。

NPO 法 は 、 阪神 ・ 淡路大震災後の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 高 ま り を 受 け1 998年12月 に 施行

さ れ た 。 経済企画庁 に よ る と 、 全 国 で i司 法 人 と し て 認証 さ れた の は2 ， 989団体。 兵庫県 内

で は96団体 と な り 全国 の 都道府県で は 5 番 目 の数。

県 内 の96法人の活動 を 法 の 12分野別 (重複あ り ) で み る と 「保鍵 ・ 医療 ・ 福祉」 が最多

で約 6 割。 「社会教育J I ま ち づ く り 」 が 4 割前後で続 く O こ の上位 3 位 は 全国傾向 と 同 じ。

介護保険の導入時期 と 重 な っ た こ と も あ っ て 、 福祉分野が当 初 か ら 目 立 っ て い る 。

法人所在地 は 、 神戸市が半数以上の 54 団体。 西宮が10団体、 宝塚が 8 匝体で続 き 、 神戸、

阪神 に 集 中 し て い る O

県 ボ ラ ン タ リ ー 活動 室 に は 、 法人化 に つ い て毎 日 の よ う に相談があ り 、 今年度の設立数

は昨年度 を 上 回 る 見込み。 し か し 、 運営基盤が弱 い 団体 も 多 く 、 今後の課題 は 多 い 。

NPO を 支援 す る 「市民活動 セ ン タ ー ・ 神戸J (神戸 市 中央区) が、 県 内40法人 を 対 象 に

行 っ た調査 で は フ ル タ イ ム の 有給職員 数は平均で 2 人。 1 人あ た り の 年 間 人件費 は 約 160
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万 円 で苦 し い 台所事情が う かがえ る O

1 年前 に 法人 と な っ た 「西すず安心 セ ン タ ー J (神戸市北区) の秦敬代 表 は 「金融機関

か ら 融資 を 受け ら れる な ど法人化の メ リ ッ ト も 大 き いが、 介護保険事業で は 、 サ ー ビ ス 提

供後、 実|療 に 報酬が振 り 込 ま れる ま で時 間がかか り 、 資金繰 り は大変」 と い う 。

2000年 7 月 に は 新潟県 の介護サ ー ビ ス の NPO 法人が、 全 国 で は じ め て解散 に 追 い 込 ま

れ た 。 法 人 の 基盤強化の支援策 と し て 、 NPO 法 人 の 寄付 を 所得控除の対象 に す る な ど支

援税制 の 導入 に は多 く の 団体が期待 を 寄せ て い る O

市民活動 セ ン タ ー ・ 神戸の実吉戚代表は 1 3 年 目 は 、 市民税制 な どの 制 度 の 整備 と と も

に 、 市民 に 「寄付 を し た いJ と 思 わ せ る NPO 制 の 努力 、 社会 に ア ッ ピ ー ル す る 力 が間 わ

れ る 」 と 目首 し て い る o (神戸新聞2000年12月 1 日 付朝刊Ij . 磯辺康子 記者)

〔兵庫康、 神戸市の支援策〕

県 は 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 で活動す る NPO を 支譲 し よ う と 2001年 度 か ら 資金の貸

付制度 を 創設す る 。 復興基金の補助 を 受 け た県社会福祉協議会が貸 し付け る O 金融機関が

入 ら な い形で の貸付制度 は初 め て と い う O

県 は 、 こ れ ま で 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動助成」 や 「被災地 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス 離陸事

業J な ど の 助 成 を 実施。 震災後、 活動が活発化 し な が ら も 資金不足 に 悩 む NPO を 支 え よ

う と 、 新 た な 支援策 を議論 し て き た 。

貸 し付 け の対 象 は 、 県 内 に 主 な 事務所 を 置 き 、 被災地で 2 年以上活動 を 続 け る NPO 法

人か、 そ れ に 準 ず る 団体。

限度額 は300万 円 で 、 利 率 は 2 % 。 返済期 間 は 5 年以 内 。 学識経験者や NPO な どでつ く

る 委員 会 を 県社協内 に 量 き 、 社会貢献度や 返済能力 な ど を 審査す る 。

予算案 で は 、 毎興基金か ら 県社協 に 約 1 ， 600万 円 を 支出 。 同制度 を 支 え る た め 、 市民や

企業、 労働組合 な どの寄付 に よ る 「市民保証穣立金」 を 用意 、 貸付金が不足 し た場合に

て る O 貸 し付 け を 受 け た 団体 も 額の 1 % を 積み立 て る こ と で仕組み を 支 え て い く O

神戸市 も 2001年予算案 に NPO と の協働 を 打 ち 出 し 、 商庖街や小売市場の 活性化 に も そ

の 力 を 引 き 出 す た め の 支援策 を 盛 り 込ん だ。 市街地 の 空 き 脂舗 を NPO と と も に 地域活性

化の た め に 活用 す る 団体に事業費 の 官日 を 補助 す る 内容。

実施す る の は 3 事業。 ま ず 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス 形成支援事業」 で は 、 空 き 庖舗 に

NPO 団 体 な ど と 連携 し デ イ サ ー ピ ス 拠点 や ま ち か ど図書館 な ど を 設 け る 場合 、 貸借料や

改装費 の 最大 3 分の 2 を 2 年 間補助す る O 対象は 5 団体で事業費 は840万 円。

「繭庖傷 ・ 小売市場 ブ ラ ン ドづ く り 支援事業」 は 、 地域通貨の導入や特産 物 な ど地域の

個 性 を 生 か し た活性化 に 取 り 組む商庖街 ・ 市場 に 2 年 間 、 事業費 の半額 を 補助 す る O 対象

は 6 団体で事業費 は 500万 円 。

ま た 「学生ベ ン チ ャ ー 育成支援事業」 で は90万 円 を 計上。 甲南大学生が隣接 す る 岡本商
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庖傷 (東灘区) で行 う ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス を 支援す る O

〔融資 と 寄付 シ ス テ ム で支援〕

近畿労働金庫 (本自 ・ 大阪市) は 、 2000年春か ら 全 国 に 先駆 け 、 NPO 法 人 を 支;愛す る 「融

資J と 「寄付 シ ス テ ム j を 始 め た 。 介護保険 のサ ー ピ ス 供給 な ど、 少 子 ・ 高齢社会の担い

手 と し て 期待 さ れ る NPO だが、 安定 し た財 源 の な い の が悩 み 。 両市j度 は 、 当 面 の運転資

金 を 融資 し た り 、 自 動振替 を 利 用 し て 個 人 の 寄付 を 集 め る 仕組 み で 、 NPO の 基盤強化 に

役立つ も の と 期待 さ れて い る O

融 資 の 「 ろ う き ん NPO 事業サ ポ ー ト ロ ー ン J は 、 高齢者 や 障 害 者 の 福祉 に 取 り 組 む

NPO 法 人 に 対 し 、 無担保で最高1 ， 000万 円 ま で貸 し 出 す 。 審査時 に は 、 事業の計画性や採

算性だけ で な く 、 地域への貢献度や市民参加 な ど社会性 も 評価す る O

一方、 rNPO 寄付 シ ス テ ム 」 は 、 個 人 の 口座か ら 定期 的 に 一定金額 を 、 手数料な し で、

支援す る NPO 法 人 の 口 座 に振 り 替 え る 仕組み。 少額で も 気軽 に 寄付 し て も ら え る よ う 、

l 回 の 最低金額 を 100円 に 設定 し た 。

初年震 は 支援対象 と し て 、 各地の NPO セ ン タ ー か ら 推せ ん の あ っ た41 団 体 を リ ス ト ア ッ

プ。 兵庫県 内 で は 、 西宮の 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」 や 、 神戸の 「被災

地 障害者 セ ン タ ー 」 な ど 7 間体が登録 さ れ て い る O 寄付者 に対 し て は 、 NPO か ら 干し状や

事業報告書 を 送 り 、 善意の お 金が どん な 活動 に使わ れ た か見 え る よ う に す る と い う 。

( NPO 寄付、 所得控除へ 〕

大蔵省 は2000年12月 、 個人が、 民 間 の 非営利組織 (NPO) に 寄付 し た場合、 論定額 に つ

い て 課税所得か ら 控除 を 認 め る 方 向 で検討 に 入 っ た 。 個 人 の 寄付 を 促 し 、 NPO 活動 を 支

援す る の が狙い。 寄付が悪 質 な 課税逃れ に使 わ れ る の を 防 ぐ た め 、 国税庁が 「公主主性が高

いJ と 判 断 し た NPO に つ い て だ け所得控除で き る よ う に す る O

2001年 3 月 に租税特別措置法等の 一部が改正 さ れ、 同年10月 1 日 よ り 施行 さ れ る O 認定

特定非営利活動法人 (NPO) に 、 個人が寄付 し た場合、 合計所得の25 % 引 く l 万円 ま で所

得控除が出 来 る 。 ま た 国内法人 (公益法人等 を 除 く ) が寄付 し た場合、 一般寄付金 と 同額

ま で損金算入す る こ と が出 来 る こ と と な っ た 。

5 . 多彩な ボ ラ ン テ ィ ア 活動

〔 県民ボラ ン タ リ ー 活動実態調査) (注 3 ) 

こ れ ま で の 兵産県社会福社協議会の県民 ボ ラ ン タ ワ ー 活動調査 は 、 県 内 の 市 区 郡 町社会

福祉協議会が把握 し て い る ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プで あ っ た 。 今回 は 大震災以降の市民活動

の 広が り や NPO 法の施行 な どの動 き の 中 で、 調査対象 を 県 内 に お け る 福祉 ・ 教育 ・ 生活 ・

丈化 ・ 保健 ・ 衛生 ・ 医療 ・ ま ち づ く り な どの 各分野 に お い て 、 継続的 に 活動 を 仔 っ て い る
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グ ル ー プ ・ 団 体 を 対象 と し た 。

く調査対象数〉 前 回 (1997年) の 5 ， 195団体か ら 8 ， 208匝体 と な り 、 3 ， 000団 体以上増 え 、

約 1 . 5倍 と な っ た 。 調査票 の 回収率は61 . 8% と な り 、 前 回 の 74 . 2% を 大幅 に 下 呂 っ た 。

〈調査結果の概要) ①発足時期 震災以 降 に 設立 さ れた 団体 は 1 ， 514団体 (31 . 4 % ) で

全体の約 3 割 を 占 め て い る O と く に神戸市で は315冨体 (総数683の46 . 1 % ) が設立 さ れ約

5 割 を 占 め て い る 。 ②会員 数 ニ 1 - 20人の 団体が2 ， 69 1 田体 (55 . 7 % ) で 約 6 割 を 占 め

て い る O 一方、 161人以上の規模 の 大 き い 河体は 前 回 調査 と 比較す る と 5 倍増 と な っ て い

る O ③性別 工 会員 総 数 は 230 ， 557人 で前 回 の 121 ， 104 人 に 比べ 、 ほ ほ 2 倍。 内 訳 は k性

156 ， 443人 (67 . 9 % ) 、 男性74 ， 114人 (32 . 1 % ) で あ り 、 女性対男性の比率は 7 対 3 と な っ

て い る O 県民ボ ラ ン タ 1) _ 活動 の担い手の多 く は 、 依然 と し て女性で あ る が、 男 性の増加

が著 し い 。 ④年齢別構成 言 語J 田 調査 と の比較で は 、 20歳未満が約2 . 2倍増 、 30歳代 は約2 . 5

倍増 、 70歳代以上が約 2 . 4倍増 と い う 顕 著 な 増加傾向 に あ る O 年齢別構成比 で は 60歳代が

23 . 6% と 最 も 多 く 、 50歳代 の21 . 0% 、 70歳代以上 の 16 . 7% 、 40歳代 の 13 . 0 % 、 20歳未満 の

12 . 9 % 、 30歳代 の9 . 2% 、 20歳代 の3 . 6% の)111'[ に な っ て い る O ③職業別構成 : 家事従事者

(33 . 3% ) 、 定年退職者 (18 . 1 % ) 、 勤 め 人 (17 . 0% ) 、 高校生以下 (12 . 7 % ) 、 自 営業 (11 . 5 % ) 、

学生 (2 . 9% ) で あ る O 前 回 調査 と の 比較で増加傾向 が最 も 顕著 だ っ た の は 定年退職者で

約5 . 4% 増 と な っ て い る O ⑥活動分野 ニ 「福祉増進」 が3 ， 400団体 (70 . 4 % ) で約 7 割。 「最

も 中 心 と な る 活動分野」 も 「福祉増進」 が2 ， 405団体 (4 9 . 8% ) で約 5 訴 を 占 め て い る O

⑦活動状況 ニ '10人以下」 で の 活動 を 行 っ て い る 団体が、 2 ， 761団体 (57 . 1 % ) で約 6 割

を 占 め て い る 。 活動 回 数 は 、 「週 1 回以 I二」 が1 ， 170団体 (24 . 2% ) 、 「月 2 回程度J が1 ， 034

団体 (21 . 4 % ) ， 月 1 呂程度J が1 ， 149 団体 (23 . 8 % ) 、 「年 2 回 一 6 回程度」 が1 ， 105団体

(22 . 9 % ) で ほ ぼ横並びの状況 で あ る 。 ⑧事務所の設置状況 ニ 活動の拠点づ く り は 一定

の 前進がみ ら れ る O 最 も 多 い の は 「個 人宅 ・ 勤務先」 の 1 ， 749団体 (36 . 2% ) だが、 団体

数お よ び構成よと と も 減少。 一方、 「公共施設や社協 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ 一 、 NPO セ ン タ ー

に 設置」 し て い る 団体 は 1 ， 647団体 (34 . 1 % ) で前 回 よ り も 増加 し て い る O ま た 、 「専用

事務所があ る 」 団体 も 前 回 の 159 団体 (4 . 1 % ) か ら 35 ] 団体 (7 . 3% ) に 増 加 し て い る O

⑨事務 時 ス タ ッ フ ニ 常勤ス タ ッ フ を 配置 す る 団 体 は 、 669団体 (13 . 9 % ) で前 回 よ り も 大

幅 に増 加 し て い る 。 ⑩財政状況 ニ 「会費 あ り 」 は 2 ， 528団体 (52 . 4 % ) で 団体数お よ び

構成比 と も 前 回 よ り 増加。 年 開予算100万円 以 上 の 団体が 3 倍強増加 し て い る O ⑪活動

上 ・ 運営上の課題 や 問題点 ，会員 数の不足」 が、 1 ， 844 1主体 (33 . 5% ) で最 も 多 く 、 「活

動時間 の 不足」 が1 ， 592間体 (33 . 0% ) ，会員 聞の様々 な 偏 り 」 が1 ， 562団体 (32 . 3% ) と な っ

て い る O こ れ ら は 地 域性 に 関 わ ら ず、 福祉増進 を 主 た る 活動分野 と す る 1 - 20人規模 の 団

体で集 中 的 に発生 し て い る 。 ⑫行政 に 対 し て 望 む こ と = '普及啓発」 が1 ， 936団 体 (40 . 1 % ) 、

「情報提供」 が、 1 ， 608団体 (33 . 3 % ) 、 「助成金の充実」 が、 1 ， 325団体 (27 . 4 % ) と な っ

て い る O ⑬ 'NPO 法」 に つ い て NPO 法の周知度 に つ い て 、 「名称 は 知 っ て い る 」 が、
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2 ， 256匝体 (46 . 7% ) 、 「内容 に つ い て概ね理解J が、 1 ， 572団体 (32 . 6% ) で周知度 は が:; 8

舗 に達 し て い る O 「法人格不要」 と す る 匝体 は 、 3 ， 230団体 (66 . 9% ) で約 7 蔀 を 占 め て い

る O

〔半数がボ ラ ン テ ィ ア継続〕

1995年の 阪神 ・ 淡路大震災で初 め て ボ ラ ン テ イ ア を 経験 し た 人 の 5 割近 く が、 そ の 後 も

何 ら かの 形で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 参加 し て い る こ と が、 高木修 ・ 関 西大学社会部教授 ら の

グ ル ー フ。の調査で、 わ か っ た 。 日 本人全体の ボ ラ ン テ ィ ア経験は I 割程度 と い わ れ る が、 震

災 に 限 れ ば比率は高 く 、 高木教授 ら は 「貴重 な体験が風化 し て い な い こ と が証明 さ れた」

と み て い る O

震災か ら 5 年が経過す る の を機 に 、 2000年 2 月 一 5 月 に調べた 。 震災で ボ ラ ン テ イ ア 活

動 を し た 約580人 を 対 象 に ア ン ケ ー ト を 行 い 、 22� 82歳の304人か ら 回答 を 得 た 。 そ の結果、

震 災 前か ら ボ ラ ン テ イ ア 活動 を し て い た人 の 74 . 8% が、 震災設 も ボ ラ ン テ イ ア 活動 に従事。

ま た 震災で初 め て ボ、 ラ ン テ ィ ア を 体験 し た 人で も 48 . 1 % が、 そ の 後 も ボ ラ ン テ ィ ア に 携

わ っ て い る こ と が分 っ た 。 全体で は 、 59% が震災後 も ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 従事 し て い た 。

参加 の 動 機 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 参加す る の が好 き だか ら J の ほ か 、 「 日 ご ろ か ら 何

か 良い こ と を し た い と 思 っ て い た」 と い う 回答が多 く 、 潜在的 な 善意が震 災 を き っ か け に

行動 に 結 びつ い た と み ら れ る O

同 グ ル ー プ は 「 ボ ラ ン テ イ ア で得 た 充足感が 自 己変革 に つ な が り 、 次 の 活動への意欲 を

つ く り 出 し て い る 。 何かの き っ か け で活動す る こ と が 日 本社会 に ボ ラ ン テ ィ ア を 根づかせ

て い く こ と に な る だ ろ う J と 話 し て い る (毎 日 新聞2000年1 1 月 2 日 付朝刊)

〔 ボラ ン テ ィ アへの県社協の対応) (注 引

くボ ラ ン テ イ ア セ ン タ … の充実強化〉

阪神 ・ 淡路大震災か ら 6 年以上が経過 し 、 「地域」 ・ 「生活」 を 基盤 に し た住民 ・ 市民の

ボ ラ ン テ ィ ア 活動への参加が大 き く 拡がっ て い る O 市 町社協 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー で は 、

約4 ， 000 グ ル ー プ ・ 138 ， 500人 の ボ ラ ン テ ィ ア が登録 さ れ、 ボ ラ ン テ イ ア の コ ー デ イ ネ ー ト

件数は 、 190 ， 000件 を 超 え た 。 (1999年度実績) 0 

ま た、 住 民 に 身 近 な 地域でふ れ あ い 交流活動 を 行 う 「ふ れ あ い い き い き サ ロ ン J 等 の 活

動 を 支援す る た め の 「 ボ ラ ン テ イ ア ア ド バ イ ザー 養成講座」 は 、 2 市 2 郡 3 町で延べ57 回

開催 さ れ、 224 人 の 地域 リ ー ダ ー を 養成 し た。

な お 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の拡が り や環境変化 に対正、 し た 「 コ ー デ イ ネ ー タ ー研修j を 実

施 し 、 市民活動団体へ の 支援 の あ り 方 や 当 事者支援活動 な ど、 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 専 門 性

の 向上 を 図 っ た。

〈 ボ ラ ン テ イ ア 国際年 に あ た っ て の取 り 組み〉
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2001年 は 、 国連が提唱 す る 「 ボ ラ ン テ イ ア 国際年J に あ た る こ と か ら 、 l幅広 い ボ ラ ン テ イ
ア ・ 市民活動 の連携 ・ 協働 に よ る 事業 と し て 「 ボ ラ ン テ ィ ア ・ ス ク エ ア 2001J を 開催。 延

べ15 ， 000人が参加 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動への参加気運 を 醸成 す る こ と がで き た 。

県内各地で も 例年 開催 さ れて い る 「 ボ ラ ン テ ィ ア の っ ととい」 な どの大会 を 「 ボ ラ ン テ イ

ア 国捺年」 を 掲 げて 開催 し 、 地域 に 根 ざ し た ボ ラ ン テ イ ア活動 の振興及 び拡大が国 ら れ た 。

ま た 、 2000年度 は 、 4 年 に 1 伺 の 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動実態調査」 を 行 っ た 。 県 内 の

各市区郡!日I社協 を は じ め県 ボ ラ ン テ イ ア協会や コ ー プ こ う べ等、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援団

体の協力 を 得 て 実施。

〈幅広 い ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動への支援強化〉

県社協 で は 、 2000年度か ら 「 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 」 を 「 ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動 セ ン

タ ー 」 に改称 し 、 従来の枠 を 越 え た市民活動 と 連携 ・ 協働 し て い く た め の条件整備 を 図 っ

た 。 幅広 い ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動 の 支援 を 通 じ て 、 社協活動 の厚み を 増す こ と が期待 さ

れて い る O

ま た 、 NPO 法人や市民活動 団体の ス タ ッ フ 向 け と し て 、 「 ボ ラ ン テ イ ア ・ 市 民活動 マ ネ

ジ メ ン ト 研修2001J を 開催 し 、 民 間非営利組織経営 に つ い て の ノ ウ ハ ウ を 提供 。

な お 、 間 際的 な ボ ラ ン テ イ ア プ ロ グ ラ ム と し て 、 3 年 目 の取 り 組み と な っ た 「 フ ィ リ ピ

ン 障害児支援 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 学校 ・ 企業 ・ 労働組合 ・ ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ と 連携 し 、

100万 円 の 支護 金 を フ ィ リ ビ ン 障害者連合 に 届 け 、 フ ィ リ ビ ン の 樟害児支援 に 大 き な 貢献

を し た 。

〈ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プの支援〉

寂神 ・ 淡路大震 災 に係 る 復興支援 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 財 政的 に 支援す る (財) 阪神 ・ 淡

路大震災復興基金ボ ラ ン テ イ ア 活動助成 (1996年度か ら 実施) の 窓 口 業務 を 市 町社協 ボ ラ

ン テ イ ア セ ン タ ー と 連携 し て 行 い 、 2 ， 409件 ・ 209 ， 235 ， 000円 の助成支援 を 行 っ た 。

兵庫県 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動災害共済の加入者は 149 ， 200人、 事故等 に よ る 給付 は205

件 ・ 24 ， 646 ， 699 円 と な っ て い る 。

多様な ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動の拡が り の 中 で 、 ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動災害共演 は活

動 巾 の事故保障 と し て 大 き な役割 を 果 た し て い る が、 事故対)応等の 1) ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト

の普及が今後の課題 と な っ て い る O

〔活発な学生の ボ ラ ン テ ィ ア活動〕

不登校や震災被災児への 家庭教師派遣 な ど に取 り 組 ん で き た 関西学院大生 ら の グ ル ー プ

「 ブ レ ー ン ヒ ュ ー マ ニ テ イ J ( 能 島祐介代表、 西宮市) が2000年 3 月 、 NPO 法 人 と し て 認

証 を う け た 。 学生主体の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが法 人格 を 取得 し た の は全国で も 初 め て と

い う 。 能 島代表は 「 こ れ は学生が社会 に対 し て 責任 を 負 う と い う 宣言。 活動の 転機 に な る 」

と 話 し 、 4 j-l に は不登校の克章 ・ 生徒 ら の た め の フ リ ー ス ペ ー ス も 開設す る O
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こ の ほ か真冬 に な る と 氷点下40度 に も な る モ ン ゴル の路上な どで暮 ら す子供 た ち への 支

援 を つづ け る 私立村野工業高校の生徒 と PTA。 震災での感謝の気持 ち を 寄せ書 き し た 「あ

り が と う パ ネ ル」 を 作 り 修学旅行先の学校 な ど に 贈 っ た神戸市北 区 の 県立鈴蘭台西高 の 二
年生。 子供か ら お年寄 り 、 障害者 ま でが気軽 に 集 え る 場所 に し た い と 古舗 兼 フ リ ー ス ペ ー

ス 「 自 由 工房富 ( そ ら ) J を 開 い た神戸市兵庫 区 、 神大二年、 藤原奈央子 さ ん (19) な ど
学生 に よ る ボ ラ ン テ イ ア 活動が活発 に展 開 さ れた 。

〔 大震災の経験伍 え た い〕

北海道 ・ 有珠山が噴火 し た2000年 3 月 31 日 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 経験 し た 兵庫県内 か ら

支援の動 き が相次い だ。 大震災時 に 駆 け つ け た全国 の ボ ラ ン テ イ ア で作 る 「震災がつ な ぐ

全国 ネ ッ ト ワ ー ク J (事務局 ・ 神戸市、 17団体) は 、 愛知県の 'NPO 愛 知 ネ ッ ト 」 の天野

竹行代表 ら 二人 を 派遣、 同全国 ネ ッ ト か ら は 「災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク 北海道」 の代表 ら が

現地入 札 避難生活 を 送 る 障害者 ら の支援に備 え て い る 。

同全国 ネ ッ ト の事務局が置 か れて い る 「被災地 NGO 協働 セ ン タ ー 」 で は ス タ ッ フ が北

海道社会福祉協議会 な ど と 連絡 を と り 情報の収集。 約 2 カ 月 間、 神戸、 千葉 か ら メ ン バ ー

が交代で現地入 り し 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア の支設、 全国への情報発信 な ど を 行 っ た 。

ま た 、 兵!京県 は厚生省 の 要請 を 受 け 、 保健婦 2 人 を 派遣 し た 。

有珠山 噴火の被災地 に 長期 的 な 支援が必要 に な っ て き た こ と か ら 、 阪神大震災や雲仙 普

賢岳の被災地で活躍 し た全 国 の 災害 ボ ラ ン テ イ ア 約150毘体が手 を つ な ぎ 、 「有珠山 噴火ボ

ラ ン テ イ ア 支援全国 ネ ッ ト ワ ー ク J (事務局 ・ 神戸 市) を 結成。 有 珠 山 噴 火 な ど災害支援

活動 の た め の 共 河 募金 「 お た がい さ ま 募金J も 創設 し た 。 こ の ほ か 、 ス タ ッ プ の派遣や靖

報交換の面で も 連携 し 「 そ れぞれが、 経験 し た 災害の教訓 を 生か し 、 幅広 い 活動 を し て い

き た いJ と 意気込んで い る O

有珠山被災者の支援 に も 取 り 組ん で き た 「神戸 か ら の感謝今の 手紙」 事務局 で は2000年 9

月 、 火山性地震が多発、 島外への避難が始 ま っ た伊豆諸 島 ・ 三宅島住民の支援に も 乗 り 出

し た 。 「神戸か ら の感謝 の 手紙」 は 大震 災 で お 世話 に な っ た 全 国 の 人 々 に 感 謝の メ ッ セ ー

ジ を 伝 え る 運動 な ど を 展開 し て い る O 神戸市 と 共 に 激励 メ ッ セ ー ジ と カ ン パ を 募 る 活動 を

開始。 メ ッ セ ー ジ の 受け付けが行 わ れた神戸 ・ 三宮 の街頭で は 、 訪れた市民 ら が次 々 に ベ

ン を と り 、 た ち ま ち 「がん ばっ て」 な ど励 ま し の 言葉で埋 ま っ た 。

国 内 を は じ め 国外での災害被害者 に対 し 兵庫県民の反応 は す ばや く 、 支援の た め の カ ン
パや救援 隊 の 派遣 な ど 「大震災時の お干し の運動が積極的 に 進 め ら れて い る O
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・ ブ イ ラ ン ソ ロ ピ ー の思想、 NPO と ボ、 ラ ン テ イ ア 林雄二郊、 今出忠編 日 本経済評論争土発行
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Ii三鮪 新 しい住 ま い

兵産県で は 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」 に 基づ き 、 公営住宅 の 早 急 な 供給 に よ る 復

興の推進 と 併せ、 公営住宅 に お け る 新 し い住 ま い 方 の モ デル と すべ く 、 ひ ょ う ご復 興 コ レ
ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ、 公営住宅の型別供給、 復興住 宅 コ ミ ュ ニ テ イ

プ ラ ザ等様 々 な 、 し か も 先進 的 な住宅整備や施策 に取 り 組んで き た 。 こ れ ら の取 り 組み に

つ い て の利用 実態や評価等 を 調査 ・ 分析す る こ と で、 今後、 兵庫県が住宅政策 を 展 開 す る

う え で の 基礎資料 と す る た め 、 県都市住宅部都市政策課は 1999年、 「復興住宅 に お け る 先

進モ デル住宅等利用 実態調査」 を 行 っ た 。 こ の報告書 を ベ ー ス に 、 「超高齢社会」 を 先 ど

り し た 「新 し い住 ま しり を 紹介す る o (注 1 ) 

1 . シ )v} \'ーハ ウ ジ ン グ

①供給方法の 内容

被災者 に 高齢者の み の 世帯が非常 に 多 い状況 を 考慮 し て 、 災害復興県営住宅 に お い て は 、

原 則 的全団地 に シ ルバー ハ ウ ジ ン グ を 導入す る 方針で 臨 み 、 全住戸の バ リ ア フ リ ー化 を 進

め る と と も に 、 S 型住戸 ( 1 人用 ) の全て と 、 は型住戸 ( 2 人用) の一部 を シ ルバ ー ハ ウ
ジ ン グ と し て 整備 し て い る O

(表18) 災害復興県営住宅の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ整備実緩

(1999年 1 月 末現住)

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ と は 、 高齢者の利用 に 配慮 し た住宅仕様 を 整備す る と と も に ラ イ フ

サ ポ ー ト ア ド バ イ ザー (LSA) に よ る 安否 の確認や 緊急時の対応 な ど 日 常支援サ ー ビ ス を

提供す る 住宅。 ま た 、 復興住宅 に お け る シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ の 配 置 は 、 住民間 の 良好 な コ

ミ ュ ニ テ ィ 形成がは か れ る よ う 各 階 に 分散 し て 配置 さ れて い る 。

調査は復興住宅の う ち 12団地 に お い て 、 ア ン ケ ー ト お よ び ヒ ア リ ン グ に よ る 密度の高い

も の と な っ て い る O

② LSA の 派遣

@ シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ の 導 入 に よ り 派遣 さ れ る LSA は 、 各市 町 の福祉施策 と し て行わ れ る O

県営住 宅 に お い て は住宅の整備 は 県が行 い 、 LSA の派遣 は市町が行 う こ と に な る O

@ し た が っ て LSA の 派遣 に つ い て は 、 市 町 の福祉施策への取 り 組み状況の 違 い に よ り 異

な っ て い る O
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③ LSA の業務及 び評錨

(1 ) LSA業務の 範 囲

@ 厚生省 の 定 め る 、 「安否確認」 、 「生活相談 ・ 指導」 、 「一時 的 な 家事援助」 、 「関係機関

等 と の連絡」 を 業務内容 と す る も の は すべて で あ る O

r緊急時の対M5J は 4 市町 (尼崎市、 J l I 西市、 明石市、 北淡町) で実施 し て お り 、 そ

の 他 は 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に役立つ援助 (神戸市) J や 「生 き がい交流事業 (尼崎

市) J r そ の他 日 常生活上必要 な援助 ( 明石市、 北淡町) J r そ の 他 (健康相談 ・ 栄養相

談、 接客、 爪切 り ・ 足浴 ・ 入浴手伝 い ) (津名 目J ) J で あ る O

(2)  LSA へ の 相談 に つ い て

• LSA に対す る 相談 は 、 「 ひ ん ぱん に相談す る J r と き ど き 相談す る J r こ れ ま で に し

2 度相談 し た」 を あ わ せて47 . 8% と な っ て い る O

@ 生活や健康 に対す る 栢談 サ ー ビ ス の必要性 に つ い て は 、 「 と て も 必要で、 あ る 」 と 「必

要 で あ る 」 を あ わせ て 、 60 . 7% の 回答者が必要性 を 認め て い る 。 「今は必要 な い が将

来必要」 は 、 10 . 1 % と な っ て お り 、 相 談業務への必要度 は 高 い 。

@ 相談内容の 中 で最 も 多 い頃 日 は 、 「健康状態 に 関 わ る こ と 」 で35 . 0% と な っ て い る O

(3) 戸別訪 問 の 評価

@ 戸別訪問 に対 し て は 、 「 も し 具合が悪 く な っ て も 知 っ て も ら え る の で、安心J 39 . 9 % 、 「い

ろ い ろ と 話がで き る の で、安心J 32 . 9% 、 「 わ ず ら わ し い こ と も あ る が全体 と し て は い
い と 思 う J 1 1 . 8% な ど肯定的 な 意見が84 . 6 % と 、 評価 は 高 い 。 「 わ ず ら わ し い こ と が

多い」 は 3 . 5 % に と ど ま っ て い る O

〔兵長室県が金盟の 3 分の 1 J 

公営の 「 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ、J と そ の た め の LSA (生活援助 員 ) は 、 成神 ・ 淡路大震

災 を 機 に神戸市 な ど被災地で大幅 に 増 え 、 全国 に広がっ て き た 。 2000年 3 月 末 の 時点 で 、

全国の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ は 1 万1 . 897戸。 う ち 兵庫県が4 ， 228戸 を 占 め る O 自 治体が約30

戸 に 1 人 の 割 で、 LSA を 派遣 し 、 高齢者 の 自 立 を 援助 。 運営費 の 4 分の 3 ( 政令指定市 は

2 分の り は 国 な どの補助金で賄 わ れ る O

兵庫県で は 震災後、 災害復興公営住宅が大量 に 建設 さ れ た 。 向 県 内 の LSA は 震災前、

3 人だ、 け だ っ た が、 2000年 4 月 に は113人 に な っ た。

都道府県別 に シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの 戸 数 を み る と 、 兵庫県 に 次 い で東京都 の 3 ， 219戸が

多 く 、 神奈川 県837戸、 大阪府604戸 、 愛知県410戸、 北海道402戸 と つづ く 。 今年度か ら は

民 間 の 高齢者 向 け 賃 貸住 宅 に も LSA を 派遣 す る 予 定 で 、 厚 生 省 は 全 国 で公営住宅 向 け

LSA458人、 民 間 住 宅 向 け LSA400人の経費 を 予 算 に 組み 込 ん で い る 。 (朝 日 新聞2000年 7 月 29 日
付 け戟刊 ・ 特集)
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〔サボー タ ー を募集 〕

復興公営住宅の高齢者た ち に 、 地域の イ ベ ン ト や趣味の会へ参加 を 呼びかけ よ う と 「生

活復興県民 ネ ッ ト J (事務局 ・ 神戸市中央鼠) が 「活動情報サ ボ ー タ ー 」 を 募集。

家 に 需 じ こ も り がち な お年寄 り た ち に 近所付 き 合い の輪 を 広 げて も ら う のがね ら い 。 県

民 ネ ッ ト は2000年度 中 に 2 ， 000人の サ ボ ー タ ー 登録 を 目 指す。

サ ボ ー タ ー は災害復興公営住宅の 自 治会や 「 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グJ の LSA (生活援助員 )

と 連携 し 、 高齢者 を 訪問 。 県民 ネ ッ ト が発行す る イ ベ ン ト な ど を 紹介す る 情報紙 を 渡 し 、

参加 を 呼 びか け る O 情報紙 に は 夏祭 り 、 盆踊 り 、 コ ン サ ー ト の 開催や健康 づ く り 講座 の 案

内 な どが掲載 さ れて い る O 一方、 サ ボ ー タ ー 自 身 も 地域の催 し ゃ グ ル ー プ活動の情報 を 集

め 、 情報紙 に 反映 さ せ る O 訪問 の 割合 は 、 サ ボ ー タ ー に任せ ら れ る O

2 . コ レ ク テ ィ ブノ 九 ウ ジ ン グ

①趣 旨 と 供給実績

ひ ょ う ご復 興 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ は 、 震災復興公営住宅の供給 に あ た っ て 、 良好な

コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成 し 、 高齢者等が孤独 に 陥 る こ と な く 積極 的 に協 同生活の安心 と 楽 し み

が得 ら れ る よ う 、 団 ら んや食事 な ど、 生活の一部 を 協 同 で き る 場 を 組み 込 ん だ共 同住宅で

あ る O 同住宅 は 、 県下で合計 7 団地220戸が供給 さ れた 。

②調査団地 の概要

調査対象 と な っ た 6 団地 は 、 い ずれ も 比較的利便性が高い市街地部 に立地 し て い る O こ

れ ら の 団地 を 団地計画の タ イ プ別 に分類す る と 、

0 同 一 団地 内 に 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ棟 や -般住宅棟 と コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ棟が

ミ ッ ク ス さ れて 一 団地 を な し て い る 団地 (岩屋北、 南本 町、 尼崎 ・ 金楽寺)

O コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グの単独棟 と し て計幽 さ れて い る 団地 (片 山 、 宝塚福井)

O大規模住棟の 中 の一部 を コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ と し て い る 団地 (大倉 山 )

の 3 タ イ プ に分類で き る O

@ 団地内 の 共 用 施設 と し て コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザが設置 さ れて い る 団 地 は 岩屋北、 南本町 、

大倉山 、 尼崎金楽寺の 4 団地 で あ る O 尼崎金楽寺で は 、 コ レ ク テ イ ブ棟 に コ ミ ュ ニ テ ィ

プ ラ ザが設置 さ れ、 こ れ を 市営住宅 と 共同利用 し て い る O

@ 住戸計画 の 観点 か ら 分類す る と 、

0高齢者単 身 世帯の み を 対象 と し た 団地 (大倉Úl 、 片 山 )

0高齢者単身世帯、 夫婦世帯 を 対象 と し た 団地 (岩屋北、 南本町)

O高齢者単身世帯 、 夫婦 世帯、 一般世帯等年齢や世帯の種類 を ミ ッ ク ス し た 団地 (毘錆

金楽寺、 宝塚福井)

の 3 タ イ プ に分類で き る O

③全体的 な 評価
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「一大変満足」 、 「 ま あ 満足」 を あ わせ た 満足度 は42 . 2% で あ り 、 「不満」 、 「大変不濡」 を

あ わせ た不満度15 . 6% を 大 き く 上 ま わ っ て い る O

〈満足 な 点〉

@ 満足 な 点 と し て は 、 最 も 多 い の が 'LSA の対応J (55 . 1 % ) 、 次いで 「緊急通報 シ ス テ ム J

(50 . 3 % ) 、 「段差が小 さ く 手摺が付 い て い る J (47 . 6 % ) 、 「家賃や 共益費 の額J (37 . 4 % )  

の順 と な っ て お り 、 高齢者対応 サ ー ピス や設備 に対す る 満足度が高 い 。

，家賃や共益費 の額」 は 、 年齢 を 問 わ ず支持 さ れて い る が、 そ の俄の項 目 は 高齢者 に よ

る 支持が圧倒 的 に 高 い 。 'LSA の 対応」 で は 、 60歳以上58 . 7% に対 し て60歳未満 は30 . 0% 、

同 様 に 「 緊急通報 シ ス テ ム 」 で は 、 52 . 4 % に対 し て40 . 0% 、 「段差が小 さ く 手摺が付 い

て い る J 51 . 6 % に立す し て25 . 0 % と な っ て い る 。

〈不満 な 点〉

@ 不満 な 点 と し て は 、 最 も 割合が高 い の が 「近所づ き あ い や 人 間 関係J (25 . 9% ) 、 次い で

「そ の他J (21 . 8% ) 、 「家賃や共益費 の 額J (20 . 4 % ) の)IIJ! と な っ て い る O

④協 同 空 間 の 評価

(1 )  コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に つ い て

協 同 空 間 に つ い て 入居者の 意見 を 集約 し て み る と 、 以下の よ う な 結果が出 て い る O

@ 全体で は 、 「役 に 立 っ て い る と こ ろ も あ る が、 問題 も あ る 」 と す る 回答が34 . 0% と 最

も 多 く 、 次 い で、 「 ま あ 役 に立つJ 27 . 9 % と な っ て い る 。

， た いへ ん役 に た っ て お り 、 非常 に 良か っ た」 と 「 ま あ役 に た っ て い る 」 を あ わせ た

「役 に立つJ と す る 意見 は 、 全体で49 . 0% と 半数近い 回答者が協 同 空間 の コ ミ ュ ニ テ イ

形成上の役割 を 肯定的 に評価 し て い る O

， む し ろ ト ラ ブル の 涼 悶 と な る 」 は 、 8 . 8% と な っ て お り 運営の 難 し さ も 見 ら れ る O

(2) 近所づ き あ い

e コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グで は 、 近所づ き あ い に つ い て 「 と て も 楽 し いJ ' ま あ 楽 し いJ

を あ わせた 割合が36 . 1 % と な っ て お り 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ (25 . 4% ) を 大 き く 上 回 つ

て い る O

(3) 使い方 に対す る 意見

@ 協 同 空 間 の 活用 の仕方 に つ い て の 意見 を 求 め た 結果、 「み ん な の た め に も っ と 活用 す

べ き j が34 . 7 % 、 「節度 を 持 ち つ つ有効に活用すべ き J 40 . 1  % 、 「水光熱費 を 安 く お さ

え る べ き J 11 . 6% と な っ て お り 、 協 同 空 間 は節度 を 持 ち つ つ 有効 に 活用 す べ き と の 意

見 が最 も 多 い 。

(21 世紀への教訓 を 発信) (注 2 ) 

「 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ た だ い ま 奮臨 中」 の著者 ・ 石東直子 さ ん (都市 プ ラ ン ナ ー )

は 、 阪神 ・ 淡路大震災後 に 芽生 え た新 し い住 ま い 「 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グj に つ い て 次
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の よ う に総括 し て い る O

石東 さ ん の著書の 中 心 テ ー マ は 、 兵塵県内 10 カ 所 に建設 さ れた全国初 の 公営 コ レ ク テ イ

ブハ ウ ジ ン グ (協 同居住型集合住宅) 。

各 世帯 は独立 し て い る が、 台所な ど を 備 え た 共 同 空 間 を 持 ち 「 い つ で も だ れか に 会 え 、

い つ で も 一人 に な れ る 」 と い う 考 え 方 の住 ま い。 震災 に よ る 地域社会の崩 壊、 仮設住宅で

の 「孤独死」 な ど を 教訓i に 、 主 に 高齢者 向 け に建設 さ れた 。

北欧な どで は 、 住 ま い の 一形態 と し て広 ま っ て い る が、 震災前 の 日 本で は民 間 レ ベ ル で

の試みが一部 に あ っ た だ け 。 石東 さ ん ら 専 門 家 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 コ レ ク テ イ ブハ ウ

ジ ン グ、推進正、援 団」 を 結成 し 、 行 政 に 事業 内 容 の 提案 を 行 う 一方、 「協 同 居住」 を 快適 に

す る た め の 入肩者へ の 支援 を 行 っ て き た 。

ハ ー ド 面 で は 生活観 に 乏 し い建築家が設計 し て い る た め 、 使い に く い 部分が多い と 指掃。

上 下 階 の 連絡が、 エ レ ベ ー タ ー だ け で 階段がな か っ た り 、 “欧米流" を そ の ま ま 取 り 入 れ

て必要の な い共 同 洗 た く 場 を 作 っ た り 、 共 同 ス ペ ー ス を 冷暖房費 の 高 く つ く 吹 き 抜け に す

る な ど、 年金生活者の 共益費負担 を 考慮: し な い施設が多 い と い う 。

ソ フ ト 面で は 、 「屠住サ ポ ー ト J の 要重性 を 浮 き 彫 り に し て い る 。 入居前 か ら の交流会や、

他地域の コ レ ク テ イ ブ と の情報交換な ど、 応援団が後押 し し た企画で、 入居者が 「協 同居

住」 の ル ー ル を 見い 出 し て行 く 歩 み な ど を 紹介。

石東 さ ん は 「 い ろ い ろ な 課題は あ る が、 入居者か ら 『病気の と き は仲 間 の あ り がた さ が

わ か っ た』 と い う 声が多 い。 今後 は 高齢者が、 身 の 回 り の で き な く な っ た と き の対応 な ど

が急務。 21世紀の住 ま い を 考 え る さ い の 一事例 と し て 多 く の 人 に 知 っ て ほ し い」 と 述べて

い る 。

〔支え合 う ，む�げよ う 〕

被災地 に生 ま れた コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (協同居住型集合住宅) の 現状 と 課題 を 話 し

合 う フ ォ ー ラ ム 「広 げ よ う .ノ ふ や そ う よ ，1 震災 で、生 ま れた 新 し い住 ま いJ (被災者復興支

援会議 E 主催) が2000年 7 月 、 神 戸 ・ 三宮の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ た 。

フ ォ ー ラ ム で は居住者 ら 五人がパ ネ リ ス ト に な り 、 暮 ら し ぶ り を 紹介。 「大変快適 に 暮

ら し て い ま す。 J r ヘ ル パ ー に よ る 24時間体制 の サ ポ ー ト があ り 、 趣味 を 生か し た交流が蟻

ん。 こ う い う ホ ー ム が も っ と 増 え て ほ し い」 と ア ピ ー ル し た 。

一万、 常駐の支援体制がな い と こ ろ で は痴 ほ う の 問題 な ど、 行政や地域 と の連携の拡充

が必要 と の声 も 。 パ ネ リ ス ト と 会場の参加者 ら に よ る 討議で も 「一人世帯が急、増す る 中 、

だ れかが見守 っ て く れ る 安心感があ る 」 と の評価 と と も に 「後ろ 屑 と な る 法律や支援の仕

組みがな い」 な ど課題が指摘 さ れ、 多様な住 ま い方 を 可能 に す る 制度の必要性が訴 え ら れ

た 。
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3 . グ)v ー プハ ウ ス

〔高齢者の住 ま い模索〕

高齢者の住環境 を 考 え る シ ン ポ ジ ュ ウ ム 「高齢期 を 豊 か に 生 き る 一生活支援型 グ ル ー プ

ハ ウ ス の展望J (高齢者の住 ま い を 考 え る 会主催) が神戸三宮の神戸市勤労会館 で 開 か れ

た (2000年 8 月 ) 。 高齢者が共 に 暮 ら す 施設 の 運営者 と 入居者 ら が安心 し て 暮 ら せ る 住 ま

い に つ い て話 し 合 っ た 。

シ ン ポで は グ ル ー フ。ハ ウ ス の運営者 と し て 市川 穂子 ・ あ し や喜楽苑総施設長が 「支援 を

受 け な が ら 高齢者が一緒 に暮 ら す グル ー プハ ウ ス は 、 核家族化が さ ら に 進 む 中 で、 今後定

着 し て い く 」 と 報告。 ま た 、 福祉マ ン シ ョ ン の運営 に携わ る 佐々 木敏子 さ ん も 「 こ れ ま で

の経験か ら 、 お 互 い に 助 け合 う が、 頼 り き り に は な ら な い住宅 を つ く る こ と が大切 だ」 と
十日 モヨゴ疋 日 O

一方、 入居者 を代表 し て 県営大倉 山 ふ れあ い住宅の 岩崎洋三 さ ん は 「 グ ル ー プハ ウ ス の

よ う な 共同 生活 を 円 滑 に す る に は 、 元気 な 人がほ か の人 の安否 を確認す る な どの協力 が大

事」 と 指摘。 ケ ア ハ ウ ス に住 む村 田美喜子 さ ん は 「 自 分の こ と を 必要 と し て く れ る 人がい

る こ と が、 私 に と っ て は 一番 う れ し い こ と だ っ た」 と 感想 を 話 し た 。

最後 に主催者側が 「施設 と 入居者 を サ ポ ー ト す る 運動 は 大切。 今後 も 高齢者が安心 し て
老後 を 暮 ら せ る よ う 支援 し た い 」 と 呼び掛 け 、 シ ン ポ を 締め く く っ た 。

〔 自 立 し助 け あ う 生活〕

自 分で 身 の 回 り の こ と は で き る が、 将来 は不安ー と い う 高齢者の た め の 生活支援型 グ

ル ー プハ ウ ス 「 き ら く え ん倶楽部大桝町」 が2000年暮、 芦屋市大桝 町 に 完成 し た 。

JR 芦屋駅の 近 く 、 小 さ な 商庖街の そ ば に建つ 同倶楽 部 は 一見、 普通の マ ン シ ョ ン o 6 

階建て で 、 16室、 15世帯16人が入居 し て い る O グ ル ー プハ ウ ス の趣 旨 に 賛 同 し 、 土地 を 提

供 し た 夫婦 も 暮 ら す。 社会福祉法人尼崎福祉会が運営す る 。 近隣か ら 5 1 っ 越 し て き た 女性

(75) は 「 よ く 知 っ た土地で暮 ら せて安心」 と 話す。 長年、 同 市 内 で一人住 ま い を し て き

た男性 (87) は 「い つ ま で も 自 分の こ と は 自 分で し た い」 と 今 も な じ み の 仲 間 と テ ニ ス を

楽 し む。

各個室 は ト イ レ 、 シ ャ ワ ー 、 小 さ な 台所がつ い て い る 。 共同 の食堂 は 一 階 に あ り 、 食事

は 司法人系列 の特養か ら ス タ ッ プ が運ぶ。 こ の ほ か、 共 同 の浴室、 談話室 な どがあ る O

昼 間 は生活援助員 が常駐。 夜 間 は館内 に 住 む ヘ ル パ ー がナ ー ス コ ー ル に対応す る が、 法

人事務局 は 「見守 り と 緊急対応 の 態勢 を 強化す る 必要があ る J と 話す 。

同倶業部は公的 な 補助 を 受 け る こ と が出 来 な か っ た た め 、 建設費 な ど を 賄 う た め に 入官

時 に は 1 ， 500万 円 の預 か り 金が必要。 こ の ほ か、 月 10万 円 の利 用 料 な どがかか り 、 余裕が

な い と 入居で き な い の が現状だ。

設計 を 担当 し た建築家の 竹 山 清 明 ・ 京都府立大助教授 は 「補助制度が不十分 な た め に 、
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今 は 恵 ま れ た 人 し か 入居で き な い 。 ケ ア付 き 集合住宅の実例 を 一つ で も 増 や し 、 だれ も が

利 用 で き る も の に 育 て て い き た い」 と 話 し て い る O

〔住ま い見直 し協働社会 を 〕

特別養護老人 ホ ー ム 菌 白 苑施設長の 中村大蔵氏は 「 グ ル ー プハ ウ ス 」 に つ い て以下 の よ
う に論 じ て い る O

震災の残 し た教訓 の 一つ は 、 私 た ち の住 ま い 方 を 見 直す こ と で あ る O

飽 く な き 個 人所有欲 に 駆 り 立 て ら れた住 ま い方か ら 、 多様 な 人た ち と 共有、 共用 す る 空

間 や 資源 を どれだ け確保す る か と い っ た 方 向への転換で あ る O

震災で企 ま れた 「ケ ア っ き 仮設住宅」 と 、 そ の延長上 に運営 さ れ て い る 「 グ ル ー プハ ウ

ス 」 は 多 く の 示唆 を 与 え て い る o ( 中略)

災害復興住宅 も な べ て LDK タ イ プで 、 ハ ー ド 面 は 立 派 で あ り 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ な

ど完備 し 、 安全装置 も そ れ な り に 用 意 さ れて い る 。

だが、 「 こ ん な こ と を 言 う と 何 だが、 仮設の方が よ か っ た」 と 入居高齢者 に 言 わ し め て

い る 現実か ら 、 私 た ち は 、 住 ま い を も っ と 根本 的 な と こ ろ か ら 、 見宜すべ き で は な い だ ろ

う か。

グ ル ー プハ ウ ス 尼崎 は 、 そ ん な 中 に あ っ て 、 入岩者 に 「 こ ん な 暮 ら し を も っ と い っ ぱい」

と す こ ぶ る 評判 が い い 。

グ ル ー プハ ウ ス 尼崎 は 18の個室があ り 、 キ ッ チ ン 、 リ ピ ン グ、 フ ロ 、 洗 た く 場な どの共

用 部分 を 最 か に確保 し 、 憩 い の場所 ・ ウ ッ ド テ ッ キ は地域 に 向 か つ て 開 か れて い る O

被災高齢者への 緊急対策 と し て建設 さ れた 河ハ ウ ス は法的 に は仮設住宅 と し て位置づけ

ら れて い る が決 し て 「仮」 で は な い 。

入居高齢者が二 ケ タ を 少 し超 え る く ら い の小集団。 ケ ア 職員 も 昼間 は 2 、 3 人、 夜 間 は

l 人 と 少人数。 グ ル ー プホ ー ム と 異 な り 、 入居者が痴 ほ う 性高齢者 に 限定 さ れて い な い と

こ ろ も よ い 。 入居者、 職員 が小集団であ る こ と は 、 一人 ひ と り の掴性が遺憾 な く 発揮 さ れ

る o ( 中 略)

人 間社会は 、 い ろ ん な 人た ち が一緒 に住み、 共 に生活す る こ と を 前提 と し て成 り 立 っ て

い る O 多様な 人 た ち の小集団居住 は 、 足 ら ざる を 補 い 、 新た な 価値 を 生み だす 「協働社会」

へ の 第 一 歩 で あ る 。 (神戸新聞2000>1" 3 月 27 日 付朝刊 「論J

4 . グ)1，- ー ブホ ー ム

〔障害者の 自 立め ざす〕

知 的障害者 ら が共 同生活す る 「 グ ル ー プホ ー ム 」 が、 宝塚市の市営住宅 内 に 開設。 市 内

の 団体な どか ら の 要 請 に こ た え て 、 市がホ ー ム 対象の入居枠 を 確保。 公営住宅での 開設 は

兵庫県内 で は初の試み。 ホ ー ム は 市 内 の 知 的 障害者の保護者 ら でつ く る 「宝塚市手 を つ な
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ぐ育成会」 が運営 し 2000年度 中 に 世話人 を 合む 5 人が入居。

グ ル ー プホ ー ム が開設 さ れ る の は 、 同市安倉中 3 、 市営安倉 中住宅 (50戸) の 上階 と 下

階 に 2 戸 ( と も に 約62m2) 0 

グ ル ー プホ ー ム は 、 知 的 賠害者や精神障害者、 高齢者 な どが、 地域に解け込み な が ら 自

立 的 に 共 同 生活 を 送 る 場。 宝塚市内 に は 、 知 的 障害者の グ ル ー プ ホ ー ム が 4 カ 所 あ り 同会

な どが取 り 組み を 広 げ よ う と し て い る が、 ま だ一般の理解 は 十分では な く 、 民 間 の建物へ

の 入居 は 難 し い の が現状 と い う 。

1998年の 公営住宅法改正で 、 公営住宅 を 知 的障害者 と 精神樟害者の グ ル ー プ。ホ ー ム に使

え る よ う に な っ た の に合わせ、 岡市 も 条例 を 改正。 法改正直後か ら 、 同 会 な どが入居 の 要

望 を し て い た が、 市営住宅 に 世話人 を 含め て 5 人が暮 ら せ る 間取 り の部屋がな い た め 、 市

は上下 な どで 2 が空 く の を 待 ち 、 同住宅 の 入居枠 を 確保。 同会が市 を 通 じ て厚生省 に 開

設 を 事業 申 請 し 、 こ の ほ ど認可 さ れた 。 ホ ー ム は 固 と 市が年 間 の 運営費 を 補 助 す る O

同 会 は 「民 間 の 建物 だ と 大半が入居 を 断 ら れ る 。 安定 し て暮 ら せ る と い う 安心感が長 く

確保 さ れ る こ と が う れ し い。 こ れ を き っ か け に試みが広 が っ て ほ し い 」 と 期待 し て い る o (神

戸新聞2000年10 月 付朝 刊 ・ 宮本万里子記者)

〔 ネ ッ ト ワ ー ク 組織化へ〕

介護保険の導入 で 、 高齢者の 自 主支援 に む け た 宅老所や グ ル ー プホ ー ム が増加 し て い る

こ と を 受 け て 、 兵庫県社会福祉協議会は 実践者 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 始め た 。 こ れ ら の

施設は市民 グ ル ー プ な どが運営 す る ケ ー ス も 多い が、 形態 は ま ち ま ち で、 サ ー ビス の 向上

に 向 け た清報交換が求 め ら れて い る O

宅老所 は 、 民家や公的施設 を利用 し 、 日 中 だ け高齢者 の ケ ア を 図 る も の で 、 痴 ほ う 性高

齢者 を 対 象 に行 う も の も 多い 。 さ ら に 、 宿 泊機能があ り 共 同 生活 を 送 る の が、 グ ル ー プホ

ム や グル ー プハ ウ ス O

市民 グ ル ー プや福祉関係者 ら が取 り 組む こ れ ら の施設 は 、 地域 に密着 し た新 た な高齢者

ケ ア の あ り 方 と し て注 目 を 集 め 、 近年急増 。 痴 ほ う 性対象の グ ル ー プ ホ ー ム は 、 介護保険

サ ー ピ ス に な っ て い る O

し か し 、 県 内 の取 り 絡み状況 な どは把握 さ れて い な い た め 、 質 の 向 ヒ を B 指 し た情報の

交換の場 と な る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 県社協が呼びか け た 。

1 同 日 の学習会で は 日 本福祉大の平野隆之教授が全国 の 動向 な と守 に つ い て 講演 し た あ と

グ ル ー プ討 議 を 行 っ た 。 参加者 か ら 「経営的 に 苦 し く 、 ボ ラ ン テ イ ア でや る し か な いJ ，-経
済的 に も ケ ア の 砺か ら も グ ル ー プ ホ ー ム だ け を 運営す る の は難 し し り な どの 意見が出 た 。

学習 会 の 中 村大蔵 世話人 は 「震災の被災地で は さ ま ざ ま の住宅の 形が提案 さ れて き た 。

自 宅 と 施設 に 限 ら な い高齢者の住 ま い の あ り 方 を 考 え て い き た いJ と 話 し て い た 。

今設 は 、 県 内 の 実態調査 を 行 う 平野教授 と と も に 組織づ く り を 進 め て い く O
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5 . 共同再建住宅

〔地域の交流拠点〕

地域の課題 は 、 地域住民 自 ら の手で一。 復興区画整理事業が進 む神戸市長 出御菅西地区

に 共 向 再建住宅が完成。 そ の - 階 に 地域交流拠点 「 プ ラ ザ 5 ( フ ァ イ ブ) J がオ ー プ ン し

た (2000年 4 月 ) 。

地元企業が、 場所 を 提供、 住民 ら が運営委員 会 を 結成 。 「住民が助 け 合 い な が ら 、 地域

課題 を 解決す る 共助 ・ 共生の拠点 に し て い き た い 」 と し て い る O プ ラ ザ、 5 は 、 共 伺住宅 「み

く ら 5 J (10 世帯、 2 庖舗 ) の 一 階 に 設 け ら れた オ ー プ ン ス ペ ー ス O 約85m2 に浴室や ト イ レ 、

調 理場 を 備 え 、 パ ソ コ ン や 図書、 ピ デオ な ど も あ る O

震災ボ ラ ン テ イ ア と し て活動 し た 田 中保三 さ ん (60) が社長 を つ と め る 自 動車部品販売

「兵庫商会」 の所有で、 地域住民の交流拠点 に と 提供 し た 。 田 中 さ ん は 「仮設住宅での孤

独死 な ど を 見 て き て 、 地域の 中 に住民が気軽 に 集 ま り 、 高齢者の世話がで き る 場所が必要

だ と 感 じ た」 と 話す 。

運営委員 会の代表 ・ 竹本千恵子 さ ん (57) は 「 こ こ に 来 れ ば、 み ん な に 会 え る 。 安心で

き る 場所 に し た い。 一人 ひ と り の力 に は 限 り があ る が、 み ん な が協力 す れ ば地域は 変 わ る O

互 い に 支 え 合い 、 響 き 合 う 街 に し た い」 と 熱 っ ぽ く 語 る O プ ラ ザ、は 、 介護保険 の サ ー ビ ス

を 受け ら れな い高齢者の ケ ア を 支 え る 拠点 も 目 指す。

く注 ・ 引用文献〉
1 ) I復興住宅 に お け る 先進モ デル住窓等利用実態調査」 報告書 兵庫県都市住宅部都市政策課 1 999年 3 月

プフス
2 )  I コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ た だい ま 奮闘 中 」 石東淀子 十 コ レ ク テ イ ブ応援団 学芸出版社

・ 2000年度 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 経、 産経、 神戸新聞 の福祉関連記事

〈参考文献〉
小規模地域共同 ケ ア 型 サ ー ビ ス の現状 と 今後の方向性~ グ ル ー プホ ー ム 、 宅老所、 ミ ニ テ、 イ サ ー ビ ス 、 ふ れ あ

い い き い き サ ロ ン 活動等 「小規模地域共 同 ケ ア 型サ ー ビ ス 」 調査研究報告書~ 兵康県 ・ 社会福校法人兵庫県社
会福祉協議会 (2000年度老人保健健康増進事業)
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は じ め に

次々 、 かつ ぎ込 ま れ る 重軽症者で大震災直後の病院、 医 院 な どの 医療機関 は ど こ も ま る

で、野戦病院の様相 だ、 っ た と い わ れ る O 人々 が頼 る べ き は近 く の 医療機関 だ、 っ た 。 そ の 医療

機関 も 多 く が被災 し て い た 。 し か し 医 師や看護婦 た ち は負傷者 を 受 け入れ、 水 、 電気、 交

通渋滞 な ど ラ イ フ ラ イ ン が ま ま な ら ぬ 中 、 治療、 救援 に奮闘 し た 。 避難所、 仮設住宅時代

に も 努力 を 続 け た 。 し か し 大震災か ら 6 年 を 経た2000年度 は 、 す で に仮設診療所 も 役 目 を

終 え 閉鎖 さ れて 2 年 目 、 他方、 仮設住宅が解消 さ れ被災者た ち は 一般住宅、 あ る い は恒久

的 な復興公営住宅へ と 移 っ た 。 い わ ゆ る 日 常化が一肘 進 ん だ わ け で 、 そ れ は復興の あ ら わ

れで も あ っ た が、 被災市民の拡散が さ ら に進 ん だ こ と を も 意味 し 、 兵庫県が震災直後か ら

実施 し て き た継続 的 な被災者健康調査の終了 (98年度 ま で) と あ い ま っ て被災者の姿がい

よ い よ 見 え に く く な っ た と 言わ れ た O

と は い え 、 大震災で甚大 な被害 を 受 け 、 被災病院 中 の代表格の よ う に い わ れ た 神戸市立

西市民病院の再建工事が完了 し 、 4 月 22 日 に は 全館 の 完成 を 祝 う 式典が行 わ れた 。 ま た県

調査に よ れば、 県 内 の病院の う ち 、 90% を 越え る 病院が地震や風本害 な ど に舗 え た 「防災

マ ニ ュ ア ル」 を 作成 し て い る 事実が確認 さ れた 。 県が、 災害時 に 際 し て医療支援の拠点作

り と 位置付 け推進 し て い た 「県立災害医療 セ ン タ ー J (仮称) に 関 し で も 、 神戸東部新都

心 (神戸市中央区) に予定通 り 建設、 隣接 し て建設が進め ら れて い る 日 赤新病院 に 運営管

理 を 委託す る こ と と し 、 一体化 し た形で よ り 効率的 な救急医療体制作 り を し て い く こ と を

公表 し た 。

共 に 、 震災 を 教訓 に 、 非常時 で の 災害医療の体制作 り が着実 に進め ら れつ つ あ る の を う

かがわ せ る も の だ っ た 。

ま た被災者の 医療対応 の 面で は 、 復興住宅の高齢者 な ど に 関 し 、 在宅時 間 が増加 し 、 孤

立化の傾向が指摘 さ れ た 。 小、 中学校の児童生徒 の 間 や 、 消 防士の 中 に も 、 な お 「 こ こ ろ
の ケ ア 」 が必要 な こ と が調査で明 ら か に さ れた 。 こ う し た状況下、 前年、 「 こ こ ろ の ケ ア

セ ン タ ー 」 か ら 衣 替 え し 、 よ り 広 範 な ケ ア 活動 に 入 っ た 県 の 「 こ こ ろ の ケ ア研究所」 、 お

よ び元 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の有志 メ ン バー ら に よ る 「 こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン 」 が神

戸市灘 区 六 甲 可 の 宮前高屈街 に オ ー プ ン す る な どの対応が見 ら れた 。 さ ら に復興住宅で は 、

200世帯以上の大規模 な 8 ヵ 所で コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ内 に 「 ま ち の保健所」 を 設置 し 、 と

も す れ ば閉 じ こ も り がち な 高齢者 な どの看護 の 手助 け を し て い く 体制作 り に つ い て 県 で は

着手す る と の 方針 も 公表 さ れ た 。 震災か ら 6 年 を 経 て 、 人々 の 暮 ら し の 呂 常化が一段 と 進

む 中 、 こ の年度 も ま た 関係者の努力 が続け ら れた と い え よ う 。
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i 第一館 医療機関の状況

大震災直後 か ら の 避難所暮 ら し 、 ま た統 く 仮設住宅の 時期 を 経 て 、 被災者が よ り 日 常 的

な 一般住宅や毎興住宅へ移 り 住 んで い っ た事態 を 反映 し て 、 医療現場の対花、 も 、 そ れ な り

に 落 ち 着 い た 平常時の 日 常 的診療へ と 変化 し て い っ た年度 と な っ た 。

し か し他面、 県 内 病 院 で は 「防災マ ニ ュ ア ル」 作 り が着実、 広範囲 に推進 さ れた 。 厚生

省 の マ ニ ュ ア ル作成 ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て進め ら れ た も の で 、 こ の 年度、 マ ニ ュ ア ル を 備

え る 病院 は前年震 よ り 約三割増 え 、 1 1 月 末現在で の作成率 は 、 県医療課に よ る と 20床以上

の ベ ッ ド を 備 え た県内病院3� 7施設の う ち 322施設で整え ら れ、 作成率 は93 . 1 % に 及 ん だ。

神戸市立西市民病 院 ( 同 市長 田 区) の再建工事が終わ り 、 全診療所の診療が再開 さ れた

の も 話題 の 一 つ だ っ た が、 合わせて 日 赤新病院 の 新設工事着手、 お よ び神戸市立中央市民

病 院 ( 同 市 中 央 区 ) を 、 将 来 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 に移転、 建 て 替 え る た め の ワ ー キ ン グ

グ ル ー プ を 発足 さ せ る 方針 も 明 ら か に さ れた 。 個 々 の 医療機関 で の 災害医療体制 の 整備が

進 む と 共 に 、 公共的 な 病院整備 も 推進 さ れ た 。

ト 果肉病院で の 「紡災マ ニ ュ ア )1.--J 作 り 進む

地震や風水害 な どの大災害 に 備 え る 「防災マ ニ ュ ア ルJ の作成 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に

際 し 、 各病院 に患者が殺到 し で も 十分な対応がで き な か っ た教訓 に 踏 ま え 、 厚生省 が通達

で作成 を 指示 し て い た 。 県 で は こ れ を 受 け 、 県内病院での整備が進め ら れて い た 。

そ も そ も 厚生省が示 し た通達 「病院防災マ ニ ュ ア ル作 成 ガ イ ド ラ イ ン 」 は 、 か な り 詳細

で具体的 な 内容 を 含 む も の だ、 っ た 。 そ れ に よ る と 、 ま ず 「病院防災の意義」 に つ い て は こ

う 述べ て い る 。 「病 院 防 災 を 実効 あ る も の と す る に は 、 各病院 内 に 設 け ら れた 災害対策 の

た め の委員 会 に よ り 、 病院防災マ ニ ュ ア ルが作成 さ れ、 こ の マ ニ ュ ア ル に基づい て 紡災訓

練が行 わ れ る こ と が望 ま し い」

つ ま り こ こ で は 、 ま ず ー①各病 院 で の災害対策委員 会 の 設置、 ②マ ニ ュ ア ル に 沿 っ て の

訪災訓練の実施 が求め ら れて い る O

次 い で、 ガ イ ド ラ イ ン は 、 病 院防災マ ニ ュ ア ル の作成 に 関 し次の 5 項 目 を 列挙 し て い る 。

ア 病 院 防 災 マ ニ ュ ア ル は 、 緊急時 に用 い る こ と か ら 、 誰が どの よ う な状況下 に見て も 何

を な すべ き か一 目 瞭然で あ る よ う に 、 箇条書 き 、 チ ャ ー ト な どの 手法 を 用 い 、 シ ン プル

か つ 具体的 な も の に すべ き であ る O

イ 病 院 防 災マ ニ ュ ア ル を 作成す る に あ た っ て は 、 都道府県や市町村の作成 す る 地方 防 災

計画の 中 での 白 病 院 の 位置付 け を 確認 し た 上 で 、 地域の 関係機関 と も よ く 協議 し て 、 作

成 す る こ と が必要で、 あ る O

ウ 地域の関係機関 と し て 、 医師会、 歯科医師会、 薬剤師会、 看護協会、 病院団体等 の 医
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療関係団体、 消防機関、 警察機関、 保健所、 市 町村‘等の行政機関、 水道、 電気、 ガス 、
電話等の ラ イ フ ラ イ ン 事業者、 自 治会等の住民組織 な ど を 考慮す る O ま た 、 都道府県 を

通 じ 、 自 衛隊 に 派遣要請す る こ と も 考慮 す る 必要があ る 。

エ ま た 、 作成す る と い う プ ロ セ ス も 重要 で あ り 、 作成の際は病院内 の 全職種、 全部門 の

参加 を 得 る こ と が!必要で あ る O

オ 病院の機能 は 、 病床規模や地域に よ っ て様々 で あ り 、 そ れぞれの病 院 の 事情 に 踏 ま え

た も の を 独 自 に作成す る 必要があ る O

災害対策委員 会 に つ て の記述 も 書 か れ て お り 、 次の役割 を 示 し て い る O

ア 病院長 を 委員 長 と す る 災害対策委員 会 を 設 け て 、 常 に現状 に即 し た 昼夜休 日 に対応で

き る 病 院 防災マ ニ ュ ア ル を 作成 す る 必要があ る O ま た 、 災害対策委員 会 は 、 災害発生時

は災害対策本部 と し て機能す る O

イ 病 院 防災マ ニ ュ ア ル は 、 防災訓練及 び災害対策委員 会 に よ り 定期 的 に改善 さ れな け れ

ばな ら な い 。

ま た災害訓 練 に つ い て も 、 そ の 必要性 と 習 意す る べ き 点 を 示 し て い る O

ア 防 災 に 対す る 日 常の心構 え が重要で あ り 、 訓 練 を 通 じ て病院防災マ ニ ュ ア ル の職員へ

の徹底が必 要 で あ る 。 訓練頻度 は 、 年 2 回 の 防火訓練 に 加 え 、 年 1 同 以 上 の 防災訓練が

ま れ る O

イ 日 常か ら 、 通信設備 や 、 防災設備の設置場所 ・ 使用 方法及 び搬送手段の確保方法の把

握が必要で、 あ る O

ウ ま た 、 地域の 関係機関及 び地域住民 と の 共 同 の 防災訓練が望 ま れ る O

淳生省 に よ る 病院 防 災 ガ イ ド ラ イ ン は 、 さ ら に 病 院 防 災マ ニ ュ ア ル作成 に 関 し 、 「留意

すべ き 事項J r特 に 盛 り 込む べ き 事項」 、 ま た 「災害時の応急対応策 に 関 す る 事項J r病院

か ら 救護班 に 派遣 す る 場合 に 考慮すべ き 事項」 な どに も 触 れ、 詳細 で あ る 。 最後 に は病 院

防災マ ニ ュ ア ル の サ ン プル集 ( チ ェ ッ ク リ ス ト 、 フ ロ ー チ ャ ー ト な ど) を 、 中 小規模病院

用 と 大規模病 院用 に 分 け例示 し て い る O 実際 に 、 各病院で病院防災マ ニ ュ ア ル を 作成 し よ

う と す る と き の参考 に と 付 し た も のO そ の う ち 中小規模病院用 の サ ン プル集か ら 、 主 な 一

覧、 チ ャ ー ト な どの 図例 を 示す と 函 1 、 表 I の と お り O

と も あ れ、 県 内 各病 院 は こ う し た手引 き に踏 ま え 病 院 防 災マ ニ ュ ア ル作 り を 進 め た も の

で 、 県医療課 に よ れ ば98年 3 月 に は 345施設 中 の 173施設 に と ど ま っ て い た マ ニ ュ ア ル整舗

が、 2000年11 月 末 で93 . 1 % ま で に達 し た の だ。

各病院 で どの よ う な 防災マ ニ ュ ア ルが作 ら れた の か は 、 例 え ば神戸市立中央市民病 院 で

は 、 院 内 に 災害対策委員 会が作 ら れ、 約40ペ ー ジ に及ぶ防災マ ニ ュ ア ルが策定 さ れ た 。 非

292 第五章 @ 保健 - 医療



( 図 1 ) 災 害時発生時 フ ロ ー チ ャ ー 卜
( 誌吾長王 !

避難準備
二次火災予防

避難か
医療継続 か の

判 断

ラ イ フ ラ イ ン チ 工 / 7
建物使用篠認
被害状J兄の ま と め
情報発信 (院内 お よ び院外)

「阪干�I ・ 淡路大震災 を 契機 と し た災等医療体制 の あ り 方J よ り

(表 J ) チ ェ ッ ク リ ス ト 一覧
攻 日 あ り i な し 備 考

ェ ッ ク リ ス ト
リ ス ト
よ ぴ)11買路IZI

地方 自 治体の紡災マニ ュ ア ル に準ずる
全体訓練 (年 l 回) 各部所は 随時行 う

防火対策 に準ずる

「阪神 ・ 淡路大震災を契機 と し た 災害医療体制の あ り 方」 よ り

常時の職員 召 集や指揮命令系統、 備蓄や 医療 品 の 納 入経路確保、 ラ イ フ ラ イ ン の確保等 々 O

合わせて敷地内 に井戸 を 掘 り 、 揺 れ に 強 い 水槽 を 導入 し た ほ か 、 自 家発電の導入や備蓄倉

産 の新設 な どマ ニ ュ ア ル に合 わ せ て ハ ー ド面 も 整備 し た 。 さ ら に年 l 間程 度 の 割合で災害

を 想定 し た 訓 練 に も 取 り 組ん で い る と い う O

他方、 県 で は 酉播磨 中部二次産療圏域で モ デル 的 な 広域災害医療体制作 り を 目 指 し 、 関
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係市町村、 医 師 会 な どの協力 を も と 西播磨での広域防災対応の マ ニ ュ ア ル作 り に 取 り 組ん

だ。

こ の 地 区 は 山 崎 断層 に よ る 大規模地震の発生が懸念 さ れ る 圏域で も あ り 、 医療機関相互

の応援体制 や広域災害 ・ 数急医療情報 シ ス テ ム を 活用 し た災害発生直後の 医療対花、の具体

的手}II買や市町の役割 で あ る 救護所予定場所の設定や医薬 品 及 び飲料水等の水の備蓄及び市

町単位の拠点 医療機 関 か ら 災害拠点病院への患者転送法等 を 定め た 。 県域内 の 各 市町が策

定 し た 防災計画の 踏 ま え 、 ワ ー キ ン グ グ ル ー プで討議 し 、 ま た 郡市医師会や消 防部 門 及 び

各市可 に 依頼 し 協議 し ま と め た と い う O 県医療課で は 、 県 ドの 各病 院 で の 妨災マ ニ ュ ア ル

作 り が進展 し た こ と か ら 、 「今後 は マ ニ ュ ア ル に 基づい て 訓 練 を 重 ね 、 万が一 の 際 に備 え 、

j舌用 し て も ら い た い 」 と 説明 し て い る O

2 . 神戸高立西甫民病院 が再建 さ れ、 全科診療再開

大震災で本館 と 南舘が全壊 し 、 再建工事中 だ、 っ た神戸市立西市民病院が全館完工 し 、 4

月 22 日 再建完成 を 祝 う 式典が行 わ れ た 。 新本館 は す で に前年度完工 し 9 診療科、 88床 で診

療 を し て い た が、 今 回 の 全舘完工で14科358床すべ て が オ ー プ ン の運 びに な っ た 。

再建工事は 97年 9 月 に着工、 2000年 9 月 に 震度 7 に も 耐 え ら れ る 地上11階地下 2 階建て

の新本舘が完工、 し か し 残 っ て い た 地上 8 階地下 1 惜の北舘の改修工事が残 っ て い た。 こ

の 改修工事が終わ り 全館 オ ー プ ン と な っ た 。 式典 で 笹 山幸俊市長 は 、 「市西部地域の 中 核

病 混 と し て 、 地域の医療機関 と 連携 し な が ら 医療の実践 を し て い き た い 」 と あ い さ つ 、 約

400人の参加者 と 全館再建 を 祝 っ た 。

3 . 災害時医療 県立災害医療セ ン タ ー と 口 事新病院が一体化運営へ

神戸東部新都心 に 建設 中 の 「 日 赤新病院 (仮称) に 隣接 し て 、 県 で は 大規模災害時 に

救急救命医療活動 の 司令塔 に な る 「県立災害医療セ ン タ ー 」 を 建設す る 計画 を 推進 し て い
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る が、 県 は 10 月 4 日 、 開業 目 標 を 2003年 8 月 と し 、 同 医療セ ン タ ー の運用管理 を 日 赤新病

院 に委託す る こ と を 明 ら か に し た。

災害医療セ ン タ ー は 、 計画で は 耐震構造 の 地 上 4 階地下 1 階建 て 、 延べ床面積5 ， 800m2。

ベ ッ ド 数は30床 で、 10床 を 集 中 治療室 (ICU) と し 、 会議室や廊 下 も 応急 病室 と し て使 え

る よ う 医療用 ガス の 配管 を 設置。 災害時の 3 日 分の 医薬 品 を 備 蓄す る ほ か 、 自 家発電設備

な ど も 備 え 、 普段は救急病 院 と し て の役割 を 果た す 。

後方支援病院 と し て 、 須磨 日 赤病 院 と 神戸 日 赤病 院 を 統合 し て新築工事 中 の 日 赤新病 院

を 位置付 け 、 県 で は 日 赤県支部 と の協力 関係で一体化 し た も の と し て 整備 し て い く こ と を

確認 し た も の。 両者で計画 を 検討 し て き た結果、 両施設の 一体化運営 と 運営効率化の観点

か ら 、 両施設 と も E 赤県支部が運営す る こ と と し 、 救護班の派遣費用 や 医薬 品 の備蓄 な ど

は 県が予算措置 を 行 う と し て い る 。

県 は近畿地方の 2 府 6 県 に加 え 、 鳥取、 岡 山 の 両県 と 災害時の相互応、援協定 を 結 ん で お

り 、 こ の年発生 し た 鳥取県西部地震の よ う な 隣義府県で の災害で も 、 同 セ ン タ ー を 後方支

援の拠点 と し て役立 て る 考 え 。 被災 し た 自 治体か ら 要請があ れば、 医 師 や救急救命士 を 被

災 地 に 送 り 込む ド ク タ ー カ ー を 配備、 ま た県 内 の各病院 と 結ぶ専用 回線や ヘ リ ポ ー ト を 備

え 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者の受け入れや救護班の派遣、 医療物資の供給 な ど も 行 う こ と

に し て い る O

と も あ れ、 こ う し た災害医療 の 専 門 機 関 を 自 治体が設立す る の は全国 初 の 試み。 震 災 に

際 し 、 多 く の 病院が被災 し て 十分な初期 医療が提供で き な か っ た 。 そ の 反省 と 教訓| に 踏 ま

え て の も の だ け に期待 は大 き い。

県立災害医療セ ン タ ー と 、 E 赤新病院 の そ れぞれの 主 な 機能 は次の と お り 。

〈県立災害匿樺セ ン タ ー の機能〉

ア 災害医療情報の収集 ・ 提供 と 患者搬送及 び救護班派遣 に 関 す る 指示 ・ 要請

イ 平時か ら 救命救急セ ン タ ー と し て救命救急医療の提供

ウ ヘ リ コ プ タ 一 等 を 活用 し た患者搬送

エ 被災地への 医療救護班の派遣

オ 災害医療 に 関 す る 医療従事者等の研修

カ 医薬 品等の備蓄

〈 自 赤新病院の機能〉

① 県立災害医療セ ン タ ー で救命救急措置 を 終 え た患者 を 受け 入 れ た り 、 患者の痕状 に応

じ て 同 セ ン タ ー に必要な 医療従事者 を 派遣す る な ど、 伺 セ ン タ ー の後方支援機能 を 担 う

② 一般病院群輪番制 に 参加 し 、 1 次、 2 次救急医療 を 提供す る

③ 新 た な 人口 集積地で あ る 神戸東部新都心 に お い て 地域医療 を 提供す る
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十 蕗域災害 ・ 救急匿療情報指令 シ ス テ ム 整 う

県で は従来か ら の 「救急医療情報 シ ス テ ム 」 を 吏新 し 「広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ

ム 」 を 始動 さ せ、 大規模災害 に対応 し た 医療機関 の被災状況や 医師等の充足状況、 医薬 品

の備蓄状況等の災害モ ー ド機能 と 共 に 、 医療機関 に 設置 し て い る 端末 を 医療機関相互で情

報交換で き 、 通信途絶 の 場合 に は携帯電話 に よ り デー タ 通信が行 え る 双方向性端末機能 を

す で に 整備 し 終 え て い る O ま た 医療情報の収集 ・ 提供 ・ 救護班の 受 け 入 れ等 に つ い て 地域

の拠点 と し て 関係機関 と の連携 を 行 う 「地域医療情報セ ン タ - J を 、 そ れぞ れ 2 次保健医

療閤域 ご と に 設置 し 、 同 セ ン タ ー と 郡市医師会、 災害拠点病院、 消 防本部 と の 聞 に専用

話回線網 も 整備 し て き て い る が、 「県立医療情報セ ン タ ー 」 構想が間 ま り 同 セ ン タ ー 内 に 「広

域災害 ・ 救急医療情報指令セ ン タ ー 」 が整備 さ れ る こ と か ら 、 衛星通信等の複数の情報通

信 ネ ッ ト ワ ー ク と し て 整備 さ れ る こ と と な っ た。

他方 、 大規模災害 に備 え 、 24時 間対応可 能 な 高度 医療機能 を 備 え た 災害拠点病 院 を 、 2

次保健医療圏域 ご と に 1 ヵ 所指定 (神戸、 中播磨、 但馬圏域は 2 ヵ 所指定) し て い る が、

こ の災害拠点病院 を 結ぶ 「災害救急医療 シ ス テ ム 」 も 整 う こ と と な っ た 。

5 . 災害医療研鯵 を 実施

大規模災害 に対応で き る 医療マ ン パ ワ ー 養成 の た め の 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー を 対象

と し た研修、 及 び救護班 と し て 出動 す る 医師、 看護職等 を 対象 と し た 災害医療従事者研修

を 、 そ れぞれ年 2 回 、 神戸大学医学部付属病院 に委託 し て実施 し て い る が、 2000年 3 月 現

在、 救護班編成状況 は次の と お り 。

(図 2 ) 地域医療情報セ ン タ - lJt. び災害拠点病院位霞図
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(図 3 ) 災害数急医療 シ ス テ ム概念図

一一 そ 恕偽税務
川口争 終令 後論

日 本赤十字社救護班 15班

国立病院救護琉 20班

県立病 院救護班 19班

公的病院救護班 14班

( '県立災害医療セ ン タ ー (仮称) J パ ン フ レ ッ ト よ り )

な お 、 災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、 災害拠点病院の救急部長、 外科部長 を 中心 に 人選、

傷病者の ト リ ア ー ジ を は じ め 、 救急医療全般の指揮調整 に あ た る と 共 に 、 地域医療情報セ

ン タ ー な ど行政 と の連携 窓 口 と し て 、 患者搬送、 医療マ ン パ ワ ー の被災地への 派遣 な どの

調 整 に あ た る こ と に な っ て い る O

6 . 神戸市立中央甫民病院 ボ ー ア イ 2 期 に移転新築構想

神戸市が10月 3 日 の市議会決算特別委員会で、 神戸市立 中 央市民病 院 を 移転、 建て替え

る 構想、 を 報告 し た 。 移転先 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期用 地 を 想定、 こ の事業の た め ワ ー キ ン
グ グ ル ー プ を 設置 し た い と 述べ た も のO 移転先 の ボ ー ア イ 2 期 は 、 同市が進 め る 医療産業

都市構想、 の 中核的施設の先端医療セ ン タ な どが建設 さ れ る 予定で、 研究機関 と 連携 し た

高度先端医療の提供 を 目 指す と し て い る O

同病院 は 、 81年神戸市 中 央 区 の 現在地 に 移転新築 さ れた が、 病棟内 の 空調施設 な どが老

朽化 し た こ と か ら 、 同市が大規模移転 を 計閥 、 医療産業都市構想、 を に ら む形で、 移転案が

浮上 し た 。

〈参考文京丈〉
「阪神 ・ 淡路大震 災 を 契機 と し た災害医療体制 の あ り 方研究会報告」 兵庫県雲療諜 ] 996年 4 月

神戸新聞 2000年 4 月 8 日
神戸新聞 な ど 2000年 4 月 22 8
毎 日 新聞 な ど 2000年10月 5 日
「県立災害医療セ ン タ ー (仮称) J 兵庫県2001 年 3 月
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l 第二節 被災者の健康 @ こ こ ろ の ケ ア

高齢者の健康 と 、 尾 を ヲ | く 被災者の こ こ ろ の ケ ア 問題 一 。 震災か ら 6 年の 歳 月 を 経 て 、

そ の 人 の病気や健康障害が大震災 と 結 びつ い て の も の な の か ど う か、 そ の 因 果 関係 を特定

す る の が椋め て 困難 な作業 に な っ て 来 た と い わ れ、 殊 に 生活 の場がー椴住宅 に 移 っ た場合

な ど、 い よ い よ そ の 因果関係 を 見極め る の が難 し く な っ て き た と さ れ る O い わ ゆ る 被災者

の姿が見 え に く く な っ て き た と い わ れ る 現象の進展 だが、 そ ん な 中 、 ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ

て き た のが、 こ の高齢者の健康、 及 び被災者の こ こ ろ の ケ ア 問題であ る O

こ う し た状況下、 県 で は復興公営住宅で主 と し て高齢者 の た め の 「 ま ち の保健室」 作 り

に乗 り 出 し 、 ま た こ こ ろ の ケ ア に 関 し で も 諸機関 の対応が話題 に な っ た。

1 . 復興住 宅 に 「 ま ち の保健窒」

復興公営住 宅 に 住 む 高齢者の舘康相談や訪問活動 に 取 り 組 む た め 、 県 は2001年 2 月 、 県

看護協 会 の 看護婦 ら に ボ ラ ン テ イ ア と し て協力 し て も ら い 、 新年度 か ら 大規模毎興住宅

8 ヵ 所 に 「 ま ち の保健室」 を 設置す る 方針 を 表明 し た 。 被災地では独居死が相 次 ぐ な ど高

齢者の孤立化が大 き な 問題 に な っ て い る こ と か ら 、 看護協会の理解 を 得て 踏 み 切 る こ と に

し た と し て い る O ボ ラ ン テ ィ ア で 出 て く れ る 看護婦 ら に は 、 県 と 神戸市が出 資 す る (財)

板神 ・ 淡路大震災復興基金が交通費 な どの 実費 を 支給す る O

県 に よ る と 、 復興県営住宅の65歳以上 の割合は37 . 6% (2000年 1 1 月 現在) で、 県平均16 . 4 %

の 2 倍以上の高率 に な っ て い る 。 入居者 は 、 さ ま ざ ま な 地域か ら 移 り 住 ん だ事情 も あ る た

め 、 新 た な 人 間 関係づ く り が難 し く 、 関 じ こ も り が ち な 高齢者が多 い な ど の 問 題点が指摘

さ れて い た 。

こ の た め県 は 、 高齢者が不安や悩 み を 語れ る 場 と し て 「保健室」 構想、 を ま と め た も の で、

200世帯以上が住 む復興公営住宅 8 ヵ 所の 集会室 な ど に 設置 し 、 週 3 回 、 ケ ア の 専 門 知 識

を 持つ 看護婦が相 談 に応 じ た り 、 血圧測定や足浴 な どがで き る 体制 を 作 る こ と に し た と い

つ O

ま た 、 閉 じ こ も り 防止 な どの た め に 看護婦が週 2 回 、 自 宅訪問 を 行 う こ と に し た 。

看護婦 は 1 ヵ 所 に つ き 6 人が交代で担当 し 、 3 年 間 続け る 方針。 問 看護協会や県立看護

大、 行政がパ ッ ク ア ッ プ し 、 閉 じ こ も り がち な 高齢者 に 必要 な ケ ア の調整な ど の 支援 を 行

う 。 新年度、 同基金か ら 1 ， 028万円 を 支 出す る O

2 . 仮設入居 は地区住民単位で 庫生労働者の醗究会が報告書

厚生労鵠省 の 「大規模災害救助研究会J (座長、 三浦丈夫 ・ 前武裁野女子大特任教授) が、

2001年 3 月 、 災害時の仮設住宅 に つ い て 、 地域社会の つ な が り を 重視 し た報告書 を ま と め
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た 。

報告書 は 、 「 阪神大震災 で は 入居選定 に あ た っ て高齢者 な ど を 優先 し た 抽選方式 を と っ

た た め 、 従前の コ ミ ュ ニ テ ィ ー が維持で き な か っ た」 と し 、 そ れ に よ っ て 「入居 し て い る
高齢者 の 生活支援が必要 に な る な ど、 多 く の課題 を 残 L t�J と 指摘 し 、 地域単位で入居者

を 決め る 地区別抽選方式 を 提言 し て い る O

そ し て こ の地 区別抽選方式 を 検討す る よ う 自 治体な ど に 要望 し て い る O 必要な仮設住宅

の 戸数が確保で き ず、 ほ か の 地 反 を 含 ん だ抽選 を 行 う 場合で も 、 「単一世帯 ご と で は な く 、

付近の数世帯 単位で の募集枠 を 設 け る 方法 な どが考 え ら れ る 」 と し て い る 。

阪神大震災で仮設住宅で独 り 暮 ら し の 入居者が だ れ に も み と ら れず死亡 す る 「独居死」

は 、 仮設が解消 す る ま で の 約 5 年 間 で233人 (兵庫黒警調べ) に 達 し た が、 背景 に 「地域

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の崩壊があ っ たJ と も 指摘 さ れた 。 今 回 の 報告書 は 阪神 大震災 と 同様、 都

市 の 直下型地震 を想定 し て の も の で、 東京で直下型地震が起 き た場合に必要 な仮設住宅 は

約10万戸 と 予測。 し か し 関東地域で用 意で き る 仮設住宅 は 発生 か ら 3 ヵ 月 で約 7 万3 ， 000

戸 と い う O 抽 選 に よ る 入居 は 避 け ら れず、 報告書の提言が検討 さ れ る よ う 要望 し て い る O

3 . 高齢者の不安解消で成果 ボ ラ ン テ ィ ア 「神戸元気村J

仮設住宅 な どで相次い だ 「独居死」 を き っ か け に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「神戸元気村J (神

戸 市灘区) が始め た 高齢者 ら の 緊急通報 シ ス テ ム 「ベ ル ボ ッ ク ス 」 が、 ス タ ー ト か ら 5 年

を 迎 え2000年 7 月 、 活動報告書 ù"24時間心 を つ な い で」 を刊行 し た 。

ベ ル ボ ッ ク ス は95年 7 月 、 仮設住宅入居者 を 主 な対象者 と し て 開始 し た も の で、 利 用 者

は発信装置 を 持 ち 、 ボ タ ン を 押せば、 県 内 4 ヵ 所の拠点の プチ登録 し た電話 に メ ッ セ ー ジ

が送 ら れ る 。 連絡 を 受 け た ス タ ッ フ は 、 利 用 者 に連絡、 安否 を 確 か め 内 容 に よ っ て は 、 近

所の協力者や 、 消 防署 に連絡 を と る 。 夜 間 の 通報 はすべて神戸元気村 に 入 る 仕組み だ。

利 用 者 は神 戸 、 東播磨地域 を 中 心 に約300人。 8 割 は独 り 暮 ら し で、 6 割以 上が こ の 時

点で は復興住宅で暮 ら し て い る O

特色 は神戸市 な ど行政の 緊急通報 シ ス テ ム で は対応が難 し い 、 緊急時以外の 「 こ こ ろ の

ケ ア 」 的 な こ と で も 利用 さ れ、 ま た 「眠 れ な いJ í さ び し しり と い っ た連絡 に も 、 ス タ ッ

プ が話 し相手 に な り 、 不安 を や わ ら げる な ど柔軟な 対応がで き る こ と 。 月 l 回 は ス タ ッ フ
か ら 電話 を か け 、 年 1 国 の 「誕生 日 コ ー ルJ も 欠 か さ な い。

報告書で は 、 神戸大の朝野慎一助教授 ら が利 用 者 に 98年 に 行 っ た ア ン ケ ー ト の結果 も 紹

介 し て い る が、 そ れ に よ る と 、 「 こ の 1 ヵ 月 間 で近所 の 人 と 集 ま る 機会がな か っ たJ と い

う 人が 4 割 に の ぼ り 、 ベ ル ボ ッ ク ス に つ い て は 「 な け れ ば不安J íい ざ と い う と き に 安心」

と 答 え た 人が合わ せ て 9 割 に 達 し て い た 。

1 ヵ 月 の発信数 は 、 平均約90件。 高齢者 に は 、 「必要 な と き に必要 な だ け 話せ る や り 方

が よ ろ こ ばれ、 頼 り に さ れて い る 」 と ス タ ッ プ は述べて い る O
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4 .  .t:.' と 体 「立 ち i宣れ ぬJ 1 鵠 読売新開調査

読売薪聞社の 世論調査特集 「阪神大震災 6 年J (2001ij三 1 月 1 7 日 紙面) に よ れ ば、 被 災者で 「現

在 も 体調が回復 し な い」 と 回答 し た 人が 4 人 に 1 人あ っ た 。

く わ し く は 、 特 に 高齢に な る ほ ど間復が難 し い と し て お り 、 20歳代が 4 % 、 30歳代が7 . 1 % 

な の に 、 60歳代29 . 6 % 、 70歳代 は35 . 1 % と は ね上が っ て い る O こ の た め 「震災前 と 変わ ら

な い」 は20歳代 の80 % に対 し 、 70歳代 は33 . 6 % に と ど ま っ た 。

男 女別 で は 、 男 性 の 27 . 7 % 、 女性の23 . 9 % が今 も 回復 し て お ら ず、 一方、 「今は 回復 し たJ

は男性は23 . 9% 、 女性は28 . 0% で、 年齢別 を 加味す る と 、 男性の高齢者 ほ ど、 震災の体調

への影響が大 き い こ と が分か つ た 。

震災の シ ョ ッ ク か ら は 、 ま だ10人 に 1 人 は 立 ち 直 っ て お ら ず、 50歳代の 13 . 9% が最高だ、 っ

た 。 一方、 「立 ち 亘 る こ と がで き たJ は 60歳代 の28 . 5 % が最 も 少 な く 、 高齢化す る ほ ど立

ち 直 り が困難な状況 を 見せ た 。

し か し 「立 ち 直 り つ つ あ る 」 は 60議代の32 . 5 % が ト ッ プ に立 ち 、 年齢が高 ま る ほ ど こ の

層 が厚 く な る 傾向 。 男 女別 で は 、 男 性が12 . 9 % 、 女性の9 . 6 % が立 ち 直 っ て お ら ず、 「立 ち

直 っ た」 は女性がわずか に上 回 っ て お り 、 体調 と 同様 に男性の高齢者ほ ど シ ョ ッ ク か ら 抜

け き れな い状況が分 か つ た と し て い る O

5 .  I懸命の 生活 ・ 連帯感J ? 震災直後の 自 殺少 立 か っ た

新潟 大の塩入俊樹講師 (精神医学) が、 阪神大震災以後の約 1 年 間 、 神戸市の 自 殺の状

況 を 調べ、 2000年 8 月 仙 台市 で 開 かれた 日 本精神神経学会で発表 し た。

(図 4 ) 阪神大震災前後の 自 殺芸名の推移

(神戸市は塩入講師らの購査、
35 ト全国は厚生省の人自動態統計から)
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塩入講師 ら は 、 異常苑 を 調査す る 兵庫県監察医務室の 資料 を 分析 し た 。 震 災の あ っ た95

年 の 自 殺者 は 179人で、 自 殺率 ( 人 口 10万人あ た り の 自 殺死亡者数) は 12 . 57。 そ の前10年

間 の平均16 . 33 よ り 大幅 に 下がっ た 。

特 に こ の傾 向 は 、 95年10月 こ ろ ま で顕著。 自 殺率 は 、 そ の後 2 年 間 で、震災 前 の水準 に 戻 っ

た 。 98年以 降 は全国 と 同様、 全 国 的 な 不況 に よ る 失業 に よ る 生活苦の影響で急場 し た 。

塩入講 師 は 、 「震災直後の 白 殺率低下 は 、 懸命の 生活や 生 き 残 っ た 人 の 連帯 感 な どが関

係 し て い る と 忠 わ れ る 」 と 述べ、 ま た こ の調査で 「戦争 中 や 災害後 は 男 性 の 自 殺率が下が

る と 言わ れて い た が、 大震災は 、 市民 に と っ て 戦争並み の 出来事 だ、 っ た と 言 え る 」 と 語 っ

た 。

6 . 被災者の ケ ア終わ っ て い な い ー 「 こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン」 縄設
震災後、 被災者の こ こ ろ の相 談 な どに 応 じ て き た県 の 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ (神戸

市 中 央区 ) が、 2000年 3 月 末で新組織 「 こ こ ろ の ケ ア研究所」 へ と 発展 的 に 解消 さ れた の

を 受 け 、 元 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の ス タ ッ フ 有志が河年 7 月 、 l司市灘区 六 甲 田Iの宮前商庖

街の一角 で オ ー プ ン さ せ た 。

「被災地の心の拠 り 所 に 」 と 開設 さ れた こ
こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン 二神戸市灘区六 甲
町 (神戸新聞社提供)

メ ン パ ー は 、 東灘 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー で被災者の相 談 な ど に あ た っ て き た飯田佳子 さ

ん ら 4 人。 甲 南大の羽下大信教授や地元の 賛 同 者 た ち の呼びか け で輪 を 広 げ開 設 に こ ぎつ

け fこO

面接の カ ウ ン セ リ ン グ に 限 ら ず、 和 吊 す る 人の ベ ー ス や 問題 に応 じ て相 談 、 情報提供、

専 門機 関 の紹介な ど、 幅広 く 柔軟な対応 を し て い る の が特色。 活動 は 、 水、 木曜 百 を 除 く

午前10時か ら 午後 4 時 ま で。 こ の年度の利用 者 は 、 月 平均約30人 に 上 っ た 。
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7 . 県職員 の精神族患 9 年で倍増

県人事委員 会が2000年12月 に公表 し た と こ ろ に よ る と 、 問 委員 会が こ の ほ ど、 知事部局

と 県教委、 県立学校の教職員 、 県警の警察官 な ど職 員 約 3 万5 ， 000人 を 対象 に 、 1 ヵ 月 以

上休ん で い る 長期療養者 を 調べた と こ ろ 、 う つ病や神経症 な どの精神疾患 に よ る 休職者が

急増 し て い る 実態 が わ か っ た 。

ま と め に よ る と 、 精神療養者 は 89年が70人。 一時103 人 と 増 え た こ と は あ る が、 震 災前

の94年 に は82人 だ っ た 。 し か し 、 震災後は95年90人、 96年108人、 98年139人 と 、 年 々 増加

し こ れ ま で で最 も 多 い 人数 と な っ た 。 精神療養者 を 含 む 長期療養者 は 、 89年 に452 人 だ っ

た が何年 に 557人 に増加。 増 え た 約100人の う ち 精神療養者が約 7 割 を 占 め た 。

同 人事委員 会 で は 'OA 機器の導入、 将来への不安な ど社会状況そ の も の がス ト レ ス を

生 み 出 し や す く な っ て い る 」 と 分析 し て い る が、 「震災後の対応、や避難所 の 運 営 な と々 で、仕

事が増 え た こ と に も よ る 」 と 述べ た 。

8 .  I こ こ ろ の ケ ア J が必要 な 児童 ・ 生徒数
「 こ こ ろ の ケ ア 」 を 必要 と す る 県 内 の小、 中 学生 は 、 2000年 7 月 l 日 現在 で県教委の調

べで3 ， 392人。 調査 を 始 め た 96年度 は 3 ， 812人で、 97- 99年度の 3 年 間 、 4 ， 000人台が続い

た が、 調査開始以来最小 と な っ た 。

要 因 で は 、 こ れ ま で一番多 か っ た 「震災の 恐怖 に よ る ス ト レ ス J が 2 番 目 に な り 、 「家族 ・

友人関係の変イヒ」 が初め て 1 番 に な っ た 。

(I'!{]  5 ) 心のケ ア が必要な 児童量 ・ 生徒数
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チ 震災遺児 心身の後遺症 7 舗が 自 覚

「 あ し な が育英会J (本部、 東京) が2001年 1 月 、 阪神 ・ 淡路大震災で親 を 亡 く し た子

供 た ち の調査結果 を ま と め 明 ら か に し た 。 同育英会の震災直後の調べ で は 、 震 災遺見 は337

世帯の573人。 今 回 の調蒼は前年 8 、 9 月 に行 わ れ、 高校生以上の遺児121 人 と 、 保護者147

人が回答 し た の を ま と め た 。 2 人以上の家族 を 失 っ た遺児が約 3 害i い た 。

現在 も 残 る 「心身 の後遺症J に つ い て複数回答で 聞 い た と こ ろ 、 71 . 9% の遺児が何 ら か
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の 症状 を あ げた 。 内 訳 は 「揺れ に敏感J 46 . 3% 、 「 ち い さ な 音 に 反応J 17 . 4 % 、 「寝っ け な

い J I暗闇 を 怖がる J 各10 . 7% な どが上位 を 占 め た 。

「 ト ラ ウ マJ (心的外傷) を 示す深刻 な 症状 に つ い て も 、 「突然、 体験の 記憶が よ みが え

る J ( フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク 症状) が10 . 7 % 。 思 い 出 す と 「気が高 ぶ る J Iい ら い ら す る J I 集

中 出来 な し り と い っ た 覚醒の高 ま り が合わせて33 . 9 % に達 し た 。

一方、 保護者 に対 し で も 子供の 「心身 の 後遺症J を 開 い た 回答 で は 、 「 あ る J は46 . 9 %

に と ど ま り 、 遺児の 自 覚 と は25 ポ イ ン ト 低い結果 と な っ た 。 ど う 理解す る か だが、 同育英
会 で は 、 常 に 身近 に い る 保護者で も 子供の 深い こ こ ろ の傷 を と ら え き れて い な い実情 を 示

す も の で な い か と し て い る 。

ま た保護者の謂査で は 、 震災前 と 比較 し た 家計状況 を 開 い て い る が、 「非常 に 苦 し いJ I苦

し い」 を 合 わ せ る と 48 . 3 % で母子世帯 に 眠 る と 64 . 1 % の高率だ、 っ た 。

「病気治 療 中 J I震災の け がの後遺症があ る 」 も 合わ せ て 26 . 5% に 達 し 、 き び し い状況
を う かがわせ た 。

( 図 6 ) 震災遺児の 「心身の後遺症」
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| 第三節 災害医療の展開

1 . 救急車が着 く ま で電話助言神戸市諮防局 者 ど で
心臓や 呼吸の停止 を 伴 う けが人や急病人が 出 て 119番急報があ っ た と き 、 現 場 に い る 人

に電話 口 か ら 初期 の救命措置 を 助言す る 取 り 組みが全 国 の 消 防局 な どで、広 が っ て い る が、

神戸市消 防局 も そ の 先進事例 と し て 注 耳 さ れて い る 。

現場で の迅速で適切 な 処置 は 、 「消防車が着 く ま で の 数分の対応が生死 を 分 け る J と

わ れ る だ け に枢め て 大事。 自 治省 消 防庁 も 導入 を 全閣 の消 防局 ・ 消 防本部 に 呼びか け て い

る 。 神戸市消 防局 は仙台市、 横浜市消 防局 な ど と 並 び先進事例 と し て知 ら れ る が、 導入 に

踏み切 っ た の は 大震災後の97年。 独 自 に マ ニ ュ ア ル を 作成、 心鮪蘇生法 な ど電話 口 での 口

頭指導 を 実施 し て い る O

通報 を 受 け る 可令課で は 、 終 日 救急救命士の有資格者 を 配置 し 、 口 頭指導が で き る 体制

を と っ て い る O 救命土の常駐は全国で も 少 な い と 言わ れ る O

消 防庁で は 99年 7 月 、 全国 の都道府県 に 口頭指導の マ ニ ュ ア ル作 り を促す通達 を 出 し て

お り 、 各地で導入の検討 に 入 っ て い る O

2 . 日 本版 DMAT ( 災害救援E医療チ ー ム ) 構想 ま と ま る

大規模な 災害が発生 し た 際の 医療体制j の あ り 方 を 協議 し て い た犀生省 の検討‘会 (座長、

前 J I ! 和 彦 ・ 東大医学部救急医学教授) が、 2000年11 月 24 日 、 災害拠点病院 を 中心 と し た全

国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 作 り 、 災害発生時 に は 、 同 病 院 な どが編成す る 「災害救援医療チ ー

ム J (DMAT) を 被災地 に派遣す る 日 本版 DMAT 構想、 を ま と め た 。

DMAT は 大規模災害の発生直後 に現場 に 入 札 初期治療や治療 の 優先順位 を 付 け る 「 ト

リ ア ー ジ、J (負傷者選別) を 行 う こ と が主 な役割で、 欧米 で は 取 り 組みが進 ん で い る O

ト リ ア ー ジ は被災現場で、 1: と し て 負傷の程度や 緊急度 に 応 じ て負傷者 に ト リ ア ー ジ ・

タ ッ グ (識別票) を 付 け振 り 分 け る 作業 で 、 日 本で は 坂神大震災 を き っ か け に 、 96年厚生

省が ト リ ア ー ジ ・ タ ッ グ の 標準様式 を 示す な ど取 り 組みが始 ま っ て い る が、 負 傷者の選別

は 人命 に かか わ る だ け に 「選別がで き る の は だれで、 責任 は ど こ が負 う の か」 が明確 に な

る こ と が求 め ら れ て い た 。 今 回 DMAT の 主 な 役割 と し た こ と は 一 つ の 方 向性 を 示 し た 形

であ る 。

今回 の DMAT 構想 に よ る と 、 各 地 の災害拠点 病 院 は あ ら か じ め 、 DMAT の メ ン バ ー や

活動 内容 を 決 め て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て情報を 共有す る と 共 に 、 事前 に協力協定 を

結 ん でお く O 災害が発生 し た と き に は 、 被災地の拠点病院が災害状況 を 入力 し て 、 救援 を

要請。 ほ か の 災害拠点病院 は こ れ を 受 け 、 自 ら の 判 断で被災 地 に DMAT を 派遣 す る 。

DMAT が現地入 り す る 手段 は 派遣病院側が確保す る 。 派遣 さ れた DMAT は 原則 的 に被
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災地の災害拠点病院の指揮下 に置かれ、 地域の 防災計 画 に基づい て活動す る O

DMAT の メ ン バー は 、 医 師 2 人、 看護婦 2 人、 連絡事務員 1 人の計 5 人が単位 で 、 匿

師 に つ い て は 、 日 本救急学会の認定医かそ れ と 同等の資格 を 有 し 、 事前 に 災害匿療 に 関 す

る 訓練 を 受け て い る こ と が条件 と し て い る O

3 . 擦 が 、 放射融検出時の緊急マ ニ ュ ア ル作成へ

県 で は 、 放射線検出時の あ ら ゆ る 事態 を 想定 し た独 自 の 緊急対応マ ニ ュ ア ル を作成 し 、

策 定 中 の 「原子力 防災計国jJ に盛 り 込む考 え を 2000年 5 月 、 明 ら か に し た 。

放射性物 質 に 関 す る 情報 は すべ て 科技庁が在接、 監督や指導 を し て い る が、 県 は 、 「科

技庁職員 ら 専 門 家が到着す る ま で は 、 消 防 や 警察 を 中心 に地元 自 治体が現場で対応 を 迫 ら

れ る J と し て 、 マ ニ ュ ア ル作成の方針 を 決め た 。 大震災の教訓 に 踏 ま え 、 4 年前か ら 策定

中 の原子力 防災計画 に盛 り 込む。

新 マ ニ ュ ア ル で は 、 近隣府県で放射能漏れ事故が起 こ っ た場合の さ ま ざ ま な局副での安

全確認や、 放射線検知 レ ベ ル に応 じ た 具体的対応、 大学や企業 を 含め た専 門家、 放射能測

定機器類 の デー タ ベ ー ス 化、 専 門 治療が可能 な 医療機関名 や搬送方法 な ど も 含 ま れ る 予定。

放射能 レ ベ ル に定、 じ た住民の非難計画、 ま た情報提供の あ り 方の ガ イ ド ラ イ ン も 示す こ

と に し て い る O

4 .  rヘル ス ケ アパー ク J は 「震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮説\) J と 連結

国 内最大級 の 規模 を 想定 し て い た テ ー マパ ー ク の 「ヘ ル ス ケ ア パ ー ク (仮称) J に つ い て 、

県 は テ ー マ パ ー ク 部分は取 り や め震示や研究部分 を 充実 さ せた う え で、 神戸東部新都心 (神

戸 市 中 央 区 ) に 建設予定の 「 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J 2 期事業 と

位置付 け 、 2 つ の建物 を 通路で結 び一体的 な 展示 を 行 う 計画 を 明 ら か に し た 。 こ れ に基づ

き 、 県 は2000年 9 月 の補正予算で、 2 期 の 実施設計費 2 億3 ， 000万 円 を 計上 し た 。

ヘ ル ス ケ ア パ ー ク は 、 こ れ に よ り 事業規模 は 当 初計画の約 6 分の 1 (約61億円 ) に 縮小。

別 々 に建設 さ れ る 予 定 だ っ た メ モ リ ア ル セ ン タ ー 1 期事業 に 隣譲 し て 建設 さ れ る こ と に

な っ た。

2 期事 業 は 、 地 上 8 階 地 下 1 階 で 延べ 床 面積 l 万rr九 l 期 は 地 上 7 階地 下 1 階 の 約

8 ， 000m2o  2 棟 を 2 階の連絡通路で結ぶ。

連結 さ れ る 両施設 は 、 大震災の体験、 教訓i は じ め 国 内外の地震の記録、 資料の展示 な ど

を 行 う O ま た 2 期 は ヒ ュ ー マ ン ケ ア に 関 す る 研究 と 情報発信 を 行 う 研究機構、 医療 ・ 福祉

分野の 人材 を 養成す る 機能 も 整{蒲す る 。 オ ー プ ン は I 期が2002年春、 2 期 は 2003年 に な る

予定であ る O
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関節 「神戸医療産業都市構想J

震災後の地元経済復興の起爆剤 と し て 、 神戸市が推進 し て い る 「神戸医療産業都市構想J

の 中核施設建設が、 2000年度、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 用 地 で 関 姑 さ れ、 ま た 医薬

品 の 臨沫試験 (治験) を 行 う 「治験診療所」 が問 セ ン タ ー と 隣接す る 神戸市立 中央市民病

院 内 で先行 オ ー プ ン す る な ど、 同構想、 は 、 こ の年度 中 に具体化へ大 き く 一歩 を 踏み 出 し た 。

121世紀の新 し い ま ち づ く り と 新産業の創設 を 目 指す」 と 、 神戸市が成長型産業 と し て

期待 さ れ る 医療分野 に 着 目 し 、 幅広い最先端の 医療関連研究施設、 金業の 集積 を 図 っ て き

た の が こ の 産業都市構想で あ る 。 中 身 に つ い て は 、 京都、 大板、 神戸各大学医学部や国立

循環器病 セ ン タ ー と い っ た研究施設の研究者 を動員 し た 懇談会で構想 を ま と め た上での こ

と で、 い わ ば産学官の連携 に よ る ビ ッ グ プ ロ ジ ェ ク ト の立 ち 上 げ だ、 っ た o 前年の99年 に は 、

科学技術庁が所管す る 理化学研究所の 「再生研J (発生 ・ 再生科学総合研 究 セ ン タ ー ) の

誘致 も 決 ま り 、 は ずみがつ い た 格好 だ、 っ た 。 厚生省 な どの試算で は 、 医療関連産業の [�l 内

の市場規模 は 96年38兆円 だ っ た が、 2010年 に は91兆円 に ま で拡大 し 、 雇 用 規模 も 350万人

か ら 480万人 に増 え る と さ れた 。

同 市 で は 、 急成長が期待 さ れ る 窪療関連産業 の 育成 を 図 り 、 「市民の健康支援 に も 役立

て る 」 と 、 予算措量 を す る な ど推進 し て き た 。

1 .  r先端匪療セ ン タ ー 」 が着工

医療産業都市構想、の 中心的 な研究 ・ 開発拠点 と な る 「先端医療セ ン タ ー J の 第 1 期工事

が2000年 7 月 に着工 さ れ、 続 い て 臨床 ・ 研究棟 な ど の 第 2 期工事 も 2001年 3 月 、 ポ ー ト ア

イ ラ ン ド 2 期 の そ れぞれ建設予定地で着手 さ れた 。

同 セ ン タ ー は 、 医療関連企業の支援や産業高度化 な ど を 目 指 し 、 産学官が連携 し て先端

医療の 臨床研究や技術 開発 を 行 う の を 目 的 に 、 関連研究施設 を ポ ー ア イ 2 期 の 埋 め 立 て用

地 に 集 中 的 に建設 し 、 主 な 事業分野 と し て 一①大学や企業 な ど と の 共 同 に よ る 診断 ・ 治療

機器の研究開発、 ②大学病院や地域医療機関 と 連携 し た 新薬 開発の た め の 臨床研究 (治験)

体制 の構築 ・ 支援、 ③再生医療 な どの治療への応用 ー を 掲 げ、 関係方面 と の調整等建設準

備 を 進 め て き た 。

工事な ど設備整備 は 同市 の 関連会社の神戸都市振興サ ー ビ ス が担 当 。 セ ン タ ー の運営 は

岡 市 の外郭間体の先端医療振興財 団 が行 う O 全体の 敷地面積 は 約 1 万 ha。 建設費 は し

2 期合わせ て 60億 円 が見込 ま れて い る O

第 1 期 工 事 の 医療機器棟 は 、 関 西 の 共 同研 究 拠点 と し て 、 オ ー ブ ン 型 や 超高 磁 場 の

M R I  (Magnetic Resonance Imaginng 磁気共鳴画像法) 、 PET (Positron Emission Tomogra

phy ポ ジ ト ロ ン 断層撮影法) 、 CT ラ イ ナ ッ ク と い っ た 、 体の各器官 の 形状や働 き な ど を
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画像化で き る 日 本有数の最新鋭の 医療機器 を 備 え た 先端施設で、 当 面 、 次の 3 つ の事業 を

進 め て い く こ と と さ れ た 。

① 新エ ネ ル ギー ・ 産業技術総合開発機構 (NEDO) か ら の 委託事業 と し て 、 医学 ・

連携型 (ME) 研究事業 に 取 り 組 む 。 テ ー マ は 「高次生体情報の 画像化 に よ る 診断 ・ 治

療支援 シ ス テ ム に 関す る 基礎研究」 で、 NEDO 計 上の99年度か ら 5 年 間 の予算額 は討12 . 7

億 円 。 主 な研究内容 は 、 超高磁場 M則 を 用 い た よ り 精 度 の 高 い脳機能等 の 障害 や 前 立

腺等の腫蕩悪性度 等 の 診断、 オ ー プ ン 現 MRI を 利 用 し た 画像 を 見 な が ら の 外科手術 シ

ス テ ム や IVR 法 ( カ テ ー テ ル 等 を 用 い た低浸襲 な 治療法) の 開発、 悪性腫蕩 に対 し て 、

呼吸等 に よ る 臓器の働 き に か か わ ら ず放射線、 超音波等 を 的確 に 照射す る た め の 治療支

援 シ ス テ ム の 開発

② がん等の診断や早期発見が可能 な PET 診断の サ ー ビ ス 事業

③ CT で患部 の位置 を 確認 し な が ら 、 がん細胞 に だ け に 集 中 し て放射線 を 照射す る こ と

に よ り 、 正常細胞 に 影響 を 与 え な い放射線治療が可能 と な る CT ラ イ ナ ッ ク 治療事業

で、 2002年春 に は稼動 さ せ る 予定

(表 2 ) 先端医療セ ン タ ー 医療機器棟に整備 さ れ た 各機器

と は 、 Magnryic Resonance Imaging C磁気共鳴函像法討
を縦型i に並べそ の 間が解放 さ れた 形状であ り 、 リ ア ル タ

手術 を行 う こ と がで き る 。 滋賀 医科大学付属病院に次いで、

ッ γ ; フ 寸 ア ツ ノ 」 問 、 団 J 刷、既刊円三ノ'JI !叫�i:l!:tVノ � '- 、 、
電子的 に発生 さ せ、 懇性腫療 に 照射す る こ と に よ り 治療 を 行 う 。 CT ラ

ク と は 、 CT と ラ イ ナ ッ ク を 一体化 さ せ る こ と に よ り 、 CT で患部の位置
し な が ら よ り 高精度 (で副作用 の 少 な い ) の放射 線治療が可能 と な る 。

(f都市政策」 第105号)

2 . 医薬品 開発 を 支譲 治験診藤両rrが オ ー ブ ン
医薬 品 の 臨床試験 を 行 う 「治験診療所」 が2000年10 月 16 日 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の

市立 中 央 市民病 院 に 開設 さ れた 。 先端毘瞭セ ン タ ー の完成 に 先立 ち 、 一部業務 を 前倒 し す

る 形で オ ー プ ン し た も の で 、 モ デル 的 に 国 の 新 し い 基準 (新GCP) に 基づ き 新た に 開発 さ

れ る 薬 の安全性や 有効性 を 確認す る 業務 を 行 っ て い く O

具体的 に は 、 薬 品 メ ー カ ー な どか ら の 治験実施依頼 を 受 け そ の 安全有効性の確認検査 を

行 っ て い く が、 被験者は 、 当 面、 同病院の外来患者 を 想定。
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診療所の プ レ ー ト を 設置する 村上所長 (友)
と 井村総夫 ・ 財 団顧問 = 神戸市立 中 央 市民
病院 (神戸新聞社提供)

こ の 日 の 開所式で は 、 診療所長の村上雅義 ・ 先端医療振興財団 臨床研究支援部長が、 「安

心、 信頼 さ れる 治験 を 実施 し た い」 と あ い さ つ し た 。

診療所 は 同病 院 6 簡の 空 き ス ペ ー ス 約 160m' に 開設 さ れた も の で 、 ス タ ッ フ は 、 セ ン タ ー

を 運営す る 先端医療振興財 団 や 同 病 院 の 医 師 は じ め 、 財 団職員 と し て諜泊 し た看護婦 2 人
ら 。 ま た 医師 と 患者の 聞 に 立 っ て イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト の徹底 を 図 る 「治験 コ ー デ イ

ネ ー タ ー 」 の 養成 も す る こ と と し 、 こ れは2001年 3 月 か ら 開始 さ れた 。

3 . 夢 の 「再生医療」 も 発進へ

細胞な ど を 分化 ・ 増殖 さ せ、 傷つい た組織や臓器の機能 を 回復 さ せ る 「再生医療」 は21

世紀の夢 の 医療 と 期待の声 も あ る が、 こ の面での 中核施設 に な る 理化学研究所の 「発生 ・

再生科学総合研究セ ン タ ー 」 が、 ボ ー ト ア イ ラ ン ド の先端匿療セ ン タ ー 隣接の用 地で、 2000

年 9 月 着工 の 運び と な っ た 。 国 の ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク ト の ，っ と し て 、 再生医療の分野

で世界最大、 最高 の研究機関 を 日 指す と し て構想 さ れ神戸進出 が決め ら れて い た 。

敷地面積 1 ha に 、 延べ床面積5 ， 000m' の研究所施設が建設 さ れ る 。 完成す る 2002年春 に

は 約200人 の研究者や 技術者 を 擁 し 、 脳神経、 心筋、 肝臓、 皮膚 と い っ た 組織 を 実験室で

つ く り 、 患者 に 移植す る な どの実用化 に つ い て も 研究 し て い く O

一方、 先端医療セ ン タ ー で も 、 丈部科学省 の科学技術振興財 団 (JST) の 委託事業 と し

て 地域結集型共 同研究事業 に 取 り 組 む 。 JST が計上 す る 予算額 は2000年度 か ら 5 ヵ 年で計

18億円。 先端医療セ ン タ ー 内 に は ま た 、 大学の研究者 と 企業が共 同 で再生医療の研究成果

を 実捺の患者への治療 に 活用 す る た め の 日 本初 の 「細臨培養セ ン タ ー」 も 整備 中 。 こ れ ら

再生医療関連で は 、 他方で倫理性 の 問題が随伴す る が、 こ の面で は研究分野別 に 、 倫理性、

科学性等 を 審査す る 委員 会 と し て2000年1 1 月 に は 「治験審査委員会」 が設置 さ れた 。 続い

て 「映像医療審査委員 会J r再生医療審査委員 会」 な どの 設置準備 も 検討 さ れて い る O
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第六章

教 育



は じ め に

大震災 か ら 6 年が過 ぎ 、 20世紀の最後の年 と な っ た 。 教育界 も 次の新 し い節 目 へ向 か つ

て動 き 始め て い る O

早い も ので大震災の前年 に 生 ま れた子 ど も た ち が小学校 に 入学、 ま た小学 1 年生 は 中 学

生 に 。 さ ら に小学 6 年生 は高校 を 卒業 と 、 あ っ と い う 賠 に成長 を と げた 。 震災体験の嵐化

が叫ばれ る 中 、 兵産県が進め る 「新た な 訪 災教育」 は震災の体験か ら 学 ん だ教訓 を 次代へ、

新 し い 世紀へ伝 え る 大 き な 目 標 を 掲 げて、 変 わ ら ぬ努力が続 け ら れて い る 。

い さ守大地震が発生 し た ら 教育 の分野で は何 を な すべ き か。 「新 た な 防災教育」 は震災直

後か ら そ の方 向性が示 さ れ、 日 常 の 教室 で の 紡災教育の充実、 避難所運営 を は じ め と す る

学校防災体制 の確立へ、 さ ま ざ ま な 方策が と ら れ て き た 。

2000年度 の 課題 は 、 ま ず第 一 に 学校 で は 防災教育副読本 の 活用 な ど授業実践 。 第二 に 地

域 と 一体化 し た 防 災体制づ く り へ市町の 防 災部局 と の連携確立。 第 三 に 初 め て 減少傾向 を

見せた も の の深刻 な状況が続 く 児章 ・ 生徒の心の ケ ア対策 な どがあ げ ら れ る O

一方、 2002年度か ら の新学習指導要領、 新 し い教科書 の 実施 に よ る 「総合学習J (総合

的 な 学宵 の 時 間 ) に 備 え た本格的 な 試行が各学校で始 ま っ た 。 授業内容の改定、 授業時間

の短縮 の 1 1" で 、 総合学習 に 防 災教育 を ど う 位置づけ る か も 新 し い動 き と な っ た 。

ま た 、 災害発生 時 に 被 災 地 の 学校の授業 の 早期 再 開 を 支援 す る 組織 「震災 ・ 学校支議

チ ー ム J (EARTH) が創設 さ れ、 北海道有珠山 噴火や、 鳥取県西部地震で応援活動 を行 っ

た 年 に も な っ た 。

い ま 教育界 、 特 に学校現場 は 力低下、 学級崩壊、 不登校な ど個 々 の教師の手 に負 え な

い さ ま ざ ま な 要 因 を 抱 え て い る 。 戦後半世紀以上 を 経過 し た義務教育 は社会構造の変化 に

対応 で き て い る の か。 “制度疲労" を 起 こ し て機能減退 に 陥 っ て い な い か。 兵庫県が全 国

に発信 す る 「新た な 防 災教育」 の 充実 と そ の成功 は 、 教育界の課題解決な し に は前進 し そ

う に な い。
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第一鮪 児童 @ 生徒の 状況

こ の 第一節 は 第 5 巻 (1999年版) ま で 「学校施設の復興」 と と も に構成 さ れ て い た が、

第 6 巻 (2000年度版) で は 「児童 ・ 生徒の状況」 だ け と な っ た 。

学校施設関 係 は 最後 ま で残 っ た学校施設内仮設住宅が99年 に撤去 さ れ、 全面復興 し た か

ら だ。 校舎な ど主要施設 は公立、 私立 と も に 97年度 ま で に再建 を 達成。 学校避難所 も 97年

に 完全解消 さ れ、 施設面 は 計画 どお り 、 順調 に復興 し た 。

児童 ・ 生徒の状況 は 、 住宅の被災 に よ る 自 宅以外か ら の通学者が、 復興憶久住宅の完成、

自 力再建 な ど に よ る 住宅事情の好転で、 自 宅 を確保 し 、 通学の正常化が大幅 に 進 ん だ。 い

ま だ に校 区外、 区域外 (学校所在市町外) の 通学が残 さ れ て い る が、 こ れ も 年 を 追 っ て減

少 し て い る O

一方、 大震災で心 に 傷 を 負 っ た PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) の児童 ・ 生徒 は 、 2000

年度 に 初 め て 減少 し た が、 確 実 な 解消 の見通 し は い ま だ に立 っ て い な い。 震災復興の課題

の 中 で、 心 の ケ ア は深刻 な 側 面 の ひ と つ が継続 し て い る 。

ま た 、 震 災 に よ る 家計の圧迫が長ヲ l く 不況の追い打ち を 受 け て私立高校生の授業料滞納

な ど経済的 な 菌窮 も 生 ん で、 い る O

学校施設の復興で表面的 に は 、 大震災以前 の 姿 を 攻 り 戻 し た よ う で も 、 日 に見 え に く い

部分で は 児童 ・ 生徒の 置 か れ た状況 は 足踏 み を 続 け て い る O

1 . 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒
〔初め て減少 し た が、 2000年は な お3 ， 392人。 兵庫県教委調べ〕

兵庫県教委は2000年 も 大震災の影響 に よ る 心の龍康 に つ い て 、 教育 的 配慮 (心の ケ ア )

を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態調査 を 行 っ た が、 初 め て総数が減少 し た 。

こ の調査は1996年か ら 毎年、 7 月 1 日 現在で続け ら れて お り 、 今 回 は 5 年 目 O

そ れ に よ る と 、 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 は小学校2 ， 060人、 中 学校1 ， 332人、 合

計�3 ， 392人。 前年 よ り 713人減っ て い る O 調査開始時か ら 4 年 問 、 ほ ほ横 ばい状態、が続い た
が、 初 め て 数字的 に は か な り 大幅 な 減少 と な っ た 。

(表 1 ) 教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒数 (2000年 7 月 1 臼 現在)

区 分 | 小 学 校 | 中 学 校 ; 合 計
調 査 対 象 学 校 数 | 閉校5分校 ( お7校5分校) I 抑校3分校 ( 359校3分校) 1 1 1 m校8分校(1 ， 附校8分校)

(注) ( ) 内 は 1999年度の調査結果

49ω川0

3 ，3羽92入 4 ， 10ω5人)
0仏 ， 6ω9 % ( 0 ， 8幻2 % )

(兵庫;県県教育委員会)
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(表 2 ) 教資的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒数の維移 (各年度 7 月 1 日 現在)

年 度 寸主らー 校 中 ナ且A 校 必仁3λ 言十
2000年度 2 ， 060人 (ム334人) 1 ， 332人 (ム379人) 3 守 392人 (ム713人)

1999年度 2 ， 394 ク (ム :12 ク ) 1 ， 71 1 ク 31 // ) 1 ， 105 ク (ム 1 ク )

1 998年度 2 ， 426 ク ( 272 ク ) 1 ， 680 " (ム255 ク ) 4 ， 106 ク 17 ク

1 997年度 2 . 154 ク ク 。 。 。 イン

1996:Íjド度 1 ， 830 ク

(注) 単位は人、 ( ) は前年度 と の増減、 ムは減少 (兵隊県教育委員 会 )

調査対象は兵庫県下の小学校837校 5 分校、 32万3 ， 581人、 中 学校259校 3 分校、 16万6 ， 612

人。 合計1 ， 196校 8 分校、 49万193人。 在籍者の全員 で あ る 。

調査 は①退行現象 ( 落 ち 着 き がな い o '1事い夢 を 見 る O め そ め そす る な ど) ②生理的反応

(頭痛、 腹痛。 食欲不振、 吐 き 気。 便秘、 下痢 な ど) ③情緒的 ・ 行動的反応 ( い ら い ら 、

学校 を 嫌がる O ト イ レ に l 人で行 け な い。 物 を 壊す。 権威 に抵抗、 反社会的行動 な ど) の

3 項 目 25種類の行動 を 、 PTSD (心的外毎後ス ト レ ス 障害) の発症判 断基準 と し て 、 1 種

類で も あ て は ま る 場合 を 集計 し た。

前年 に比べ小学校で334人、 中 学校で379人、 そ れぞれ減 っ た が、 小学校 で は 要教育的 配

憲児童456人が卒業、 新 2 年生か ら 6 年生 は43人減少、 新 1 年生165人の教育的 配慮が必要

と 認め ら れた 。

新 l 年生 は 大震災発生 当 時、 ほ と ん どが 1 歳 だ、 っ た 。 2001年 に は震災後 に 生 ま れた児童

が、 入学す る た め 、 次 回 は ど ん な 結果が出 る か興味深い。

中学校で は 要配慮 生徒654人が卒業、 新 2 年生 と 3 年生 は 141 人減少、 新 l 年生 に416人

に教育 的配慮が必要 と さ れた 。

在籍児童 ・ 生徒に対す る 割合 は 、 小学校0 . 64 % (前年0 . 73 % ) 中 学校0 . 80 % (前年1 . 00 % )

全体で は 0 . 69 % 。 前 年 は0 . 82% だ、 っ た 。

地域別 で は神戸市2 ， 795人 (前年3 ， 381人) 、 阪神地域で は西宮市214人、 芦屋市20人な ど

合計535 人 (前年665人) 、 淡路地域で北淡町の26人な ど41人 (前年23人) 。 神戸 市 と 板神 地

域で98 . 2% を 占 め る O 災害救助法対象の 10 nno町で99 . 6 % と な る 。

兵庫県教委 は こ う し た結果 に つ い て 「教育復興招当 教員 を 中心 と し た取 り 組みが成果 を

上 げて い る 。 ま た 、 震災か ら 6 年 を 経過、 時 間 が子 ど も の心 を い や し た 可能性 も あ る O い

ずれ に し て も 1 年 の 結果 だ け で は 減少傾向 と は い え ず、 さ ら に心 の ケ ア の努力 を 重 ね た い

と し て い る O

〔中学校は 「家族 @ 友人関係の変化」 が 「震災の恐怖」 抜 く 〕

教育的 配慮 を 必 要 と す る 要 閣 は 、 小学校 で は 「震災 に よ る 恐怖J r家族 ・ 友人関係の変イ七」
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「住宅環境の 変イ七」 の順で高い。

中学校で は 「家族 ・ 友人関係の変イし 「住宅環境の変イ七J r震災 に よ る 恐怖」 の}II買で高 く

な っ て い る 。

(表 3 ) 教育的配慮 を 必要 と す る 要因別の児童量 ・ 生徒数の割合

百多子て千 国 学 干支 中 子主I一L 校 ぷ口〉、 計
震災の恐怖に よ る ス ト レス 4 1 . 8 %  (86 1 人) 35 . 6% (474人) 39 . 4 %  ( l ， 335人)

住 宅 環 境 の 変 化 33 . 8 ク (696 ク ) 43 . 4 ク (578 ク ) 3 7 . 6 ク ( l ， 274 ij ) 

家 族 友 人 関係 の 変化 38 . 7  ij (798 ク ) 46 . 8 ク (624 ク ) 4 1. 9 ク (l ， 422 ク )

経 済 環 境 の 変 化 28 . 9 ク (596 ij ) 27 . 0 ク (359 ク ) 28 . 2 ク ( 955 ク )

学 校 環 境 の 変 化
; 4 . 0 ク ( 83 ク ) 16 . 2 ク (216 ク ) 8 . 8  ij ( 299 ク )

通 学 環 境 の 変 化 2 . 3 // ( 47 ク ) 1 1 .  6 ク (155 ク ) 6 . 0 ク ( 202 ク )

;; ぐ の 他 j 2 . 6 // ( 54 ク ) 0 . 5 ク ( 6 ク ) 1 . 8 ク 60 ク )

(注) 1 個 々 の児童 生徒が別紙の症状等 を 示 し て い る 主 な 要 因 を 、 一 つ に 限定 し な い で区分、 整理
2 ( ) 内 は 、 そ れぞ、れの姿国 に該当 す る 児支 ・ 生徒数
3 そ の他」 の 主 な 内 容 は 、 震災が原 因 に よ る 病気等の後遺症 な ど

(表 4 ) 婆因の年度別推移

i天 \分ζごご一一\\一\一
:
一切年度重 1 996 I 1997 

震災の恐怖に よ る ス ト レ ス 43 . 9  45 . 4  

住宅環境の 変化 42 . 3  4 6 . 0  

家族 - 友人関係の変化 14 . 4  27 . 6  

i 経済環境の 変化 1 1 . 6  1 1 .  7 

学校環境の 変化 4 . 8  8 . 2  

通学環境 の変化 1 1 .  6 

その他 1 . 6  3 . 1  

(注) 単位 は %

A吋さ，.

1 998 

44 . 6  
29 . 5  

27 . 0  

20 . 1  
3 . 7  
3 . 1 

4 . 2  

本交
1999 2000 

47 . 2  41 . 8  

24 . 5  33 . 8  

29 . 8  38 . 7  
21 . 4  28 . 9  

2 . 5  4 . 0  

2 . 1  2 . 3  

2 . 5  2 . 6  

1 996 

47 . 6  

47 . 2  

21 . 2  
1 9 . 7  
8 . 6  

23 . 7  
0 . 5  

(兵康県教育委員 会)

中 学 中立
1997 1998 1999 

40 . 6  38 . 5  
35 . 6  34 . 2  
28 . 9  3 5 . 3  

1 6 . 8  20 . 4  

1 6 . 8  I 1 0 . 7  

0 . 8  I 0 . 2  

40 . 1  
37 . 9  
32 . 7  
23 . 7  
15 . 2  

1 1 .  7 

0 . 8  

2000 

35 . 6  
43 . 4  
46 . 8  

27 . 0  
1 6 . 2  
1 1 . 6  
0 . 5  

(兵庫県教育委員 会)

前年 に 比 べ る と 、 小学校 で は 要 因 の順序 は 変 わ ら な い も の の 「震災の恐怖」 が下が り 、 「家

族 ・ 友人関係」 が上がっ た 。 中 学生 は こ れが顕著で、 前年 3 位の 「家族 ・ 友 人 関係J 46 . 8% 

が 1 位 と な り 、 「震災の恐怖」 と 入れ替わ っ た 。

時系列 でみ る と 、 「震災の恐怖」 は 漸減傾向がみ ら れ る O 「家族 ・ 友人関係」 は漸増 し て

い る O 「経済環境の 変化」 は小、 中 学校 と も 増加傾 向。 「住宅環境 の変イヒJ は小、 中 学校で

比率が高 く 、 年 に よ っ て増 減 を 繰 り 返 し て い る O

肉 親 を 失 っ た記憶 、 住宅復興 に伴 う 引 っ 越 し な どの影響が残 っ て い る と み ら れ る が、 経

済環境が長ヲ ! く 不況 の た め 深刻 さ を 増 し て い る と も み ら れ る 。 震災の恐怖 か ら は し だ い に

遠 ざか っ て も 、 新 た な 社会 的 要 因 が加 わ っ て 、 二次的 な ス ト レ ス を 生 じ 、 心 の ケ ア対策 も
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複雑化 し て い る O

兵庫県臨床心理士会長の杉村省吾 ・ 武庫 川女子大教授 (臨床心理学) は 「震 災 か ら 5 年

半経 っ て も こ れほ どの 数の子 ど も が苦 し んで い る の は 深刻 な 問題だ。 心 の ケ ア が必 要 な 子

ど も が減 っ た の は数の多 か っ た 中 学 3 年生が卒業 し 、 震災当時、 1 歳前後だ、 っ た子 ど も が

小学校 に 入学 し た 影響が大 き い 。 新小学生 に 165人の該当者がい た こ と は 、 記憶の根底 に

地震への不安や恐怖が残 っ て い る 表れ だ ろ う O 米国 の研究で 6 年後 に い や さ れた の が60 %

と い っ た デー タ も あ っ た 。 早期治療 も 必要 だ し 、 兵庫県 で は少 く と も あ と 3 、 4 年 は ケ ア

を 続 け ね ば な ら な い の で、 は 」 と し て い る O

ま た 、 兵庫教育大発達心理臨床研究セ ン タ ー の冨永良喜教授 ( 臨床心理学) は 「復興担

当 教員 の取 り 組みが効果 を 上 げて い る 酉 も あ る が、 子 ど も た ち は完全に い や さ れて い な い。

心の 二次災害 は 人 間 関係 の変化や地震の ニ ュ ー ス に接 し た り す る と 敏感 に現 れ る O 子 ど も

が気持 ち を 表 に 出 せ る よ う に 学校現場で の 人的配置 を 続 け る 必要があ る 」 と し て 、 教育復

興担当教員 な どの重要性 を 訴 え て い る O

〔校区 内 の 自 宅通学が95 . 4 % に 〕

教育 的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の う ち 2000年度 に 校 rl 内 の 自 宅か ら 通学す る も の は

3 ， 179人、 親戚 ・ 知 人宅か ら 57人で、 校 区 内 通学の95 . 4 % 。 仮設住宅の解消、 住宅復興で年々

改善 さ れた 。 校区外、 当 該市再の 区域外の 白 宅等 か ら の通学は4 . 6% に 減 っ た 。

(表 5 ) 通学実態の年度別推移

区

校 区 内
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2 . 公立高校の震災臨時搭罷

(2000年は 1 7人が被災副申書提出〕

公立高校入試の さ い 、 震災に よ る ハ ン デ イ を 考慮 す る 「被災副 申 書制度」 に よ り 、 2000

年春の入試では 17人が副 申 書 を 提出 し て受験 し た 。

地 区 別 内 訳 は神戸市内14入、 坂神 1 人、 西播磨 2 人。 こ の う ち 16人が合格 し た 。

被災副 申 書制度 は震災で入院 し た り 、 保護者 を 失 っ た 者 、 避難所で生活 し て受験勉 強 に

打 ち 込め な か っ た場合な どで、 生徒が不利 に な ら な い よ う 兵庫県教委が1995年か ら 始 め た

臨時措置。 学習間!難の理由 を 記入 し 、 調査書 を 添 え て 中学校か ら 高校 に 提 出 、 合否判定の

資料にす る O

こ れ ま での提出 は最初の95年が6 ， 301人 と 震災直後の痛手ぶ り を 表 し 、 96年383人、 97年

166人 (合格144人) 、 98年93人 (合格81人) 、 と 復興が進 む に つ れて 激減 し た 。 前年の99年

は 57人 (合格51 人) 、 2000年 も わ ずか な が ら 提 出 が続い て い る こ と は い ま だ に生活な どの

復興 に 苦 し む 家庭が残 っ て い る こ と を 示 し て い る O

〔元の通学区域の公立高校受験は 6 人〕

震災特例 に は被災副 申 書の他 に 、 元 の 通学区域の公立高校 を 受験す る 生徒 を 対象 に 、 入

学志願承認手続 き を 省略す る 措置があ り 、 2000年 は 6 人が利用 し た 。

1996年 は 143入、 97年 は66人、 98年 は20人、 99年 は 11 人 だ っ た 。

ま た 、 転 出 生徒が最寄 り の県立高校 を 受験で き る 特例 も あ る が、 2000年 は 適用者がい な

か っ た 。 97i:j三、 99年 も ゼ ロ で、 98年 に l 人 に適用 さ れた だ け だ っ た 。

こ う し た震 災 に 伴 う 臨時措置 は2001年度公立高校入試で も 継続 さ れ た 。

3 . 長引 く 不況が追い打 ち O 経済事儲深葬i に

〔私立高技で経済的理由の退学急増〕

全国私立学校教職員 組合連合は 2000年 9 月 末、 同連合加盟の 高 校 を 対象 に 、 生徒の経済

事情調査 を 実施 し た 。

26都道府県の257校 (生徒数約26万1 ， 000人) が田答 し た結果 に よ る と 、 同 年 4 月 か ら の

退学者数 は 164人。 前年 8 月 時 点 の 1 14 人 の約 1 . 4倍 に 急増 し た 。 修学旅行 に 不参加 の 生徒

は348人で、 前年 l 年 間 の 総数 を 14 1 人上 回 っ た 。

授業料 を 3 ヵ 月 以上滞納 し て い る 生徒 は 1 校当 た り 1 3 . 4人で、 全体の 1 . 32 % 。 前年 の 13 . 9

人か ら 微減。 授業科滞納 で は持 ち 切 れず、 退学す る 場合が増 え た と も み ら れ る 。

こ の調査に は 、 兵産県関係 に つ い て 、 県私立学校教職員 組合連合が52校 を 対象 に調べ、

21校 (生徒数 2 万4 1 人) か ら 回答 を 得 た 。

授業料滞納 ( 3 ヶ 月 以上) は l 校当 た り 1 4 . 3人、 全体の 1 . 5% に 上 っ た 。 最 も 多 い高 校

で 5 . 1 6 % 。 最長で17 ヵ 月 賠。 全国平均 を 上 回 っ て い る O
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修学旅行 に不参加 は 7 校で11人。 経済的理由 に よ る 退学 は 7 校で 8 人。 授 業料軽減補助

申 請 は 33 . 16 % 0 6 校で は全校生徒の50% 以上が 申 請 し て い た。

13校で は l 年生 の保護者 ア ン ケ ー ト も 実施 し 、 2 ， 046 人が回答 し た 。 「生活切 り 詰 め 」

61 . 3 % 、 「貯金食い つ ぶ しJ 57 . 1 % 、 「収入大幅減少J 45 . 6 % 、 「貯金減少J 34 . 0% な どで、

「大震災で 自 宅が全壊、 ロ ー ン だ、 け が残 っ て 返済 に 追 わ れて い る J r震災で 自 営宿舗が全壊、

再建 し た も の の不況で借金生活が続い て い る J r父親が解雇 さ れ母 親 の パ ー ト 収入で し の

い で い る J r父親の 勤務先が倒 産 し 、 再就職がで き な い」 と い っ た 、 大震災 と 長3 1 く 不況

の影響 を 訴 え て い た 。

同連合 に よ る と 、 兵庫県 内 の 私立高校 1 年生が払 う 入学金や授業料の 合計 は 平均79万

1 ， 336円 で 、 公立高校の 11万3 ， 500 円 に 比べ、 ざ っ と 7 倍。 近畿で は 最高額、 全 国 で も 四番

目 だ と い う O

十 復興マ ン シ ョ ン 建設で克童急増

〔西宮市は 1 9年ぶ り 増加 、 校区変更や プ レ ハ ブ教室〕

大震災の復興に伴 う マ ン シ ョ ン 建設 ラ ッ シ ュ が続 く 西宮市で は2000年度の 児童数が、 市

立小学校42校で、 蔀年 よ り 202人多 い 2 万2 ， 890人 と な っ た 。 こ れ は22校が16学級分増 え た

も の で、 児童増 加 は 19年ぶ り o 2001年度 も 20校で学級増が必要 と さ れ、 当 分、 同 じ ベ ー ス

の増加が続 く と み て い る O

間宮市 は大販、 神戸 の両方 に 近 く 、 マ ン シ ョ ン 用 地が隣接市 よ り 比較的豊富 な た め 、 建

設 ラ ッ シ ュ と な っ た 。 震災後、 約 4 万戸分の復興住宅や マ ン シ ョ ン が建築ずみ と 計画 中 だ、 っ

た。 不動産業界団体に よ る と 、 震災前の 1994年 と 比べた99年の 分譲マ ン シ ョ ン の 年間供給

戸 数 は 、 神戸市が約1. 3倍 (5 ， 504戸) 、 芦屋市が約 1 . 3倍 (460戸) だ、 っ た の に対 し 、 西宮

市 は 約2 . 2情 (2 ， 004戸) の 多 さ だ、 っ た 。

こ の た め 、 西宮市への転入 が 目 立 つ 若 い夫婦の子 ど も が就学期 を 迎 え 始 め た り 、 転校生

の増加が背景 と な っ て 、 小学校の児童数 も 久 し振 り に増加 し た 。

2000年度 に 26人増 え て 930人 と な っ た樋 ノ 口小学校で は 、 2006年度 に 約200人増 ( 7 学級

増 ) と 予想、 給食調理施設が能力 を 超 え る と し て校 区 の 一部 を 変吏 、 隣 り の 校 豆 に 106人

の転校希望 を 募 っ た が 「友だ ち と 別 れた く な い」 な どの 理 由 で 、 応 じ た の は20人 だ、 け だ、 つ

た 。

甲 東小学校 で は 94人増 の945人 と な り 、 運動場 に 2 階建て の プ レ ハ ブ教室 を 設 け 、 3 年

生 4 ク ラ ス を 収容 し た 。 校舎の建て 替 え も 検討 さ れ た が、 財政難の 市 当 局 は消極的だ。

坂神地 区 で児童数が急増 し て い る の は西宮市 だ け 。 尼崎市 は 減少傾向。 芦屋市 は微増。

神戸市 は西 ほ と 垂水区 で児童数が増 え た 5 校が仮設教室 を 設 け て い る が、 市域全体で は 減

少す る 傾 向 だ。 西宮市教委 は 「財政難の現状で は校区調整 と プ レハ ブ教室で対応せ ざる を

得 な い」 と し て い る O
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第二館 新た 本 防災教育の推進

兵庫県教委が進 め る 「新た な 防災教育」 は 5 年の節 目 を 通過 し て 、 次 の 区 切 り へ深化 を

め ざ し て歩 ん で い る O 兵庫県の 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」 も 後期 5 ヵ 年推進 プ ロ グ ラ ム

が策定 さ れ、 新 た な 紡災教育 の推進が明記 さ れた 。 い ず れ も 復興 の 第 2 段階 に入 っ た わ け

であ る O

2000年度 に 自 立 っ た事業 と し て は 、 教育復興担当教員 に よ る 被災児童 ・ 生徒 に対す る 「心

の ケ ア 実態調査」 が行 わ れ た 。 ま た 、 「震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) J が動 き 始 め 、

被災地の学校の早期再開 に 向 け た 支援体制 を つ く り 上 げた。 さ ら に 「地域素材 を 生か し た

防災教育実践事例集」 が作成 さ れ、 地域 と の連携、 「総合学習」 の本格導入 に 合 わせ、 新

た な 防災教育 の充実 を め ざ し て い る O

1 . 阪神 ・ 淡路震災復興計画 「後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム J
〔世界 に聞 か れ た 、 文化豊か な社会づ く り 計画 に新 た な 防災教育〕

兵庫県 は2000年1 1 月 、 阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ン ) の 「後期 5 か
年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定 し た 。 2005年度 ま での 後期 プ ロ グ ラ ム は 、 恒久住宅への移行 が

終わ り 、 生活復興が本番 を 迎 え た と し て 、 ①少子 ・ 高齢化社会の福祉、 ②産業構造の転換

期 に お け る 活性化社会づ く り 、 ③災害 に 強 い都市づ く り 、 ④多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型の都市

閤形成 ー な ど と と も に 「世界 に 聞 か れ た 、 文化豊 か な社会づ く り ~ 参画 と 協働 の “創造的

市民社会" づ く り -J を 復興事業計画の 基本 目 標 と 施策体系の 5 つ の柱の二番 目 に あ げた 。

こ の 「創造的市民社会づ く り 」 の 施策体系 で 、 兵庫黒教委が進め る 「新 た な 防災教育J

を 「体験 を 通 じ て 、 生 き る か を 育 む教育 の 推進J 計画の 中 に組み込んだ。 そ の プ ロ グ ラ ム

は次の と お り O

〈現状 と 課題〉

被災 し た学校施設 (公立1 ， 096校、 私立272校) は1997年度末 ま で に すべ て 複 旧 し た 。 学

校敷地内 の仮設住宅 も 99年11 月 ま で に撤去 さ れた 。

震災の教訓i を 生か し 人爵 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 新た な 防災教育 を 推進 し 、

命の尊 さ や ボ、 ラ ン テ ィ ア 精神 の 大切 さ 、 他者 を 思 い や る 心 な ど、 豊 か な 心 を 育 む教育 を 進

め る と と も に 、 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の整備 ・ 充実 に 努 め て き た 。 マ ニ ュ ア ル の

作成状況 は 、 小 、 中 、 高 、 盲、 聾、 養護学校 と も 、 約74 % の達成 と な っ て い る O

ま た 、 公立 中学校 2 年生 を 対象 に 、 地域の 中 で 1 週間 、 体験活動 を 行 う 「 ト ラ イ や る ・

ウ ィ ー ク 」 を 98年度 か ら 実施 、 99年度以 降、 全校 (359校) で実施 し て い る 。

〈施策の方向〉

震災の経験 と 教訓 を風化 さ せ る こ と な く 、 子 ど も た ち が復興の担い手 と な り 、 社会の 中
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で居場所 を 得 て い く こ と がで き る よ う 、 生 き る 力 を 育 む教育 を 一層展開 さ せ る 必要があ る O

そ の た め に体験や活動 を 通 し て 子 ど も た ち が 自 ら 学 ぴ、 考 え 、 生 き る 手応 え を 得 て い く 教

育 を 家庭 ・ 学校 ・ 地域の連携の も と に 進 め て い く O

田体験 か ら 学ぶ機会の充実

0体験や活動 を 通 じ て 自 ら 学ぶ機会の充実

・ 地域 に 学ぶ 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の推進

@ ク リ エ イ テ イ ブ21の実施

@ 自 然学校の推進

• YU . ラ イ フ ・ サ ポ ー ト 事業 の 実施

@ ス ポ ー ツ ク ラ ブ21 ひ ょ う ごの推進

r ひ ょ う ご、 の 匠」 キ ャ ラ パ ン 隊

・ 技能 イ ン タ ー ン シ ッ プ

・ ひ ょ う ご、 つ 子 き ょ う だ いづ く り 事業の推進

@ 親子- 自 然ふ れあ い裂 の 開設

• i挺の 自 然学校 (仮称) の整備

・ 神戸 自 然教育 園 の 整備 (神戸市)

0地縁型組織、 テ ー マ型 NPO、 行政等多様な 実施主体 に よ る 子 ど も の 体験活動 の推進

O身近で簡単 な体験活動の マ ッ チ ン グの し く みづ く り

。 カ リ キ ュ ラ ム の工夫等 に よ る 特色 あ る 学校づ く り と 個性 を 伸 ばす教育 の推進

・ 総合学科 の 設置

・ 単位制高校の設置

・ 環境及 び防災 に つ い て 学ぶ専 門学科 「環境問災科J の 設置

@ 教科等の枠 を 越 え て横断的 ・ 総合的 に学習 す る 「総合的 な 学習 の 時 間J (総合学習)

の 実施

@ 少人 数学習集 団 の検討

盟地域 に 聞 か れ た学校づ く り

0余裕教 室 開放 に よ る 学習 の場の提供

@ ひ ょ う ごキ ッ ズ倶楽部事業

@ 余裕教室 の活用推進で学校 と 地域連携の促進

0生 き る 力 を 育 む教育 を 展 開す る た め の 学校 ・ 家庭 ・ 地域社会の連携

• 'L、の 教育 に 関 す る 学校 ・ 家庭 ・ 地域連絡会議 の 開催

@ 県民 の 教育への参画促進、 支援事業の 推進

@ 学校評議員 制 度 を 推進、 聞 かれ た 学校づ く り

@ 地域 の核 と な る 学校づ く り (神戸市)
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瞳子 ど も た ち の，むのケ ア

0被災克章 ・ 生徒への心の ケ ア と 個別 支譲

@ 児童 ・ 生徒へ心の ケ ア 等 を 行 う 教育復興担当 教員 の 配置

@ 学校への ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ 一 派遣事業

@ 教員 と 生徒 の橋渡 し 的存在 と し て全中学校 に 「心の教室相談員」 の配置

@ 夏休み等 を 利 用 し て青少年 の た め の ひ ょ う ごユ ー ス セ ミ ナ ー の 開設

@ 震災遺児への育英資金 と し て の 震災遺児健全育成支援事業

@ 人形劇 グ ル ー プ等 を 各地へ派遣す る こ ど も の館事業

0教職員への 支援

@ い じ め や不 登校 に つ い て の 教員 の研修 ・ カ ウ ン セ リ ン グ を 行 う ス ク ー ル ア ド バ イ

ザ一 派遣事業

@ 心の教育総合セ ン タ 一 等 に よ る 教職員 カ ウ ン セ リ ン グ に つ い て の研修

@ 心 を 育 む教育講演会の開催

輔新た な 防災教育の推進 と 学校の萌災機能充実

0新た な 防 災教育 カ リ キ ユ ラ ム の導入

@ 防災教育副読本 の 活用 と 防 災学習 の カ リ キ ュ ラ ム づ く り

@ 教職員 に対す る 防災教育 に 関す る 研修の充実

。学校 の 防 災機能の充実

@ 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の 活動推進

@ 防災教育推進連絡会議の 開 催

@ 県立学校施 設 の 防 災機能の充実

@ 総合防災訓 練への参加

2 . 兵庫県教委の2000年度腕災教曹の取 り 組み

( 1 ) 防災教青推進連絡会議の開催

前年 �:5 1 き 続 き 、 地域妨 災体制 の 推進 と 定着 を 図 る と と も に 、 地域 と 連携 し た 防 災教育

の 具体化の た め 、 防 災教育連絡会議 を 開催 し た 。 進行管理 と 実施上の課題 に つ い て協議 し

た 項 目 は次の と お り で、 会議 は 全体会議が 2 回 、 各教育事務所 ご と の 地区会議が各 2 回 開

か れ た 。 ( 第 4 節 で詳述)

1 ) 避難所 と な る 学校 と 市 町防災部局 、 自 主妨災組織 と の 連携強化

2 ) 学校防 災計画策 定 に 必要 な 課題整理 と 調整
3 ) 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果 的 な 実施方法

4 ) 新 た な 防 災教育 の実践上 の 課題整理 と 調整
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( 2 )  教育復興担当教員の罰置

震災か ら 6 年 を 過 ぎ て も 、 約3 ， 400人 の 児 童 ・ 生徒が心 に 傷 を 負 い 、 教育 的 な 配慮が必

要 と さ れ て い る O こ の た め 1995年度か ら 教育復興担当教員 を 被災地の小 ・ 中 学校 に 配置、

児意 ・ 生徒 に対す る 心の ケ ア を 最重点 に 、 教育相談、 生徒指導、 学校防災体制 の 整備、 充

実、 町災教育の 推進 に あ た っ て い る O
2000年度 の 配設 は こ れ ま で どお り 207人。 配置市 町 も 1998年度か ら の 6 市 2 町で、 小学

校136人、 中 学校71 人 の 配置 数 は 99年度 と |可 じ だ っ た 。 市 軒別 の 配置 数 は 99年度 に比べ、

小学校が芦屋市で l 人減、 宝塚市で I 人増 と な っ た他 は 変更 さ れ な か っ た 。

教育複興担 当 教員 の研修会 は2000年 4 月 と 1 1 月 に 開催 さ れた 。 (第 7 節 で詳述)

(表 6 ) 教育復興担当教員の配置状況 (2000年度)

(兵庫県教育委員 会)

( 3 )  心のケ ア実態調査、 教育複輿担 当 教員の取 り 組み調査

1996年か ら 毎年 7 月 に教育的配慮 を 必姿 と す る 児童 ・ 生徒の実態調査 ( 第 1 節で詳述)

を 行 っ て い る が、 2000年度 は教育復興担 当 教員 の児童 ・ 生徒 に対す る 取 り 組みの実態調売

( 第 7 節 で詳述) も 行 っ た 。

心 の ケ ア の取 り 組み に よ り 、 児童 ・ 生徒の 心 の傷が ど う 変容 し た か、 ま た復興担当教員

の活動の様子が う かがえ る も の だ、 っ た。

(4 ) 防災教育実態調査

1997年度 か ら 毎年 5 月 に県下の全小 、 中 、 高、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の新 た な 防災教育への

取 り 組み を 継続調査 し て い る 。 ( 第 5 節 と 第 6 節で詳述)

( 5 )  防災教育専門推進員 の配置

県下全域で新 た な 防災教育 を推進す る た め 、 防災教育専 門 推進員 を 各教育事務所等 に 配

置 し た 。 2000年度 は 8 人。 1996年度12入、 97年度 9 入、 98、 99'9'三度各 8 人だ っ た 。

新 た な 防災教育 の推進、 防災体制 の 整備充実、 教師の指導力 ・ 実践力 の 向 上、 児童 ・ 生

徒の心の ケ ア に つ い て 、 実態調査 を も と に各地域の現状分析や課題整備 を 行 い 、 研修会、

学校訪問 な どで周知徹底 を 図 っ た 。
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( 6 ) 地域素材 を 生 か し た 悶災教育実践事例集の作成

新た な 防災教育 の 充実 を 図 る た め 、 地域に あ る 身近 な 素材 を 教材化 し 、 児 童 ・ 生徒が実

生活の 中 で災害 を 考 え 、 自 ら の 問題 と し て 、 そ の対処方法 を 探 る の が狙い 。 防災意識 を 高

め 、 リ テ ラ シ ー を 培 う 防災教育の 新 た な展開例 を 全県下 か ら 集め実践事例集 と し て発行 し

た 。 ( 第 5 節 で詳述)

( 7 )  防災教育推進指導員養成講座の実施

小 ・ 中 ・ 高校教職員 を 対象 に 、 県下全域で学校 な どの防災教育 の 充実 を 関 る た め専 門 知

識 を 持つ 訪災教育推進指導員 を 計画 的 に養成 し て い る 。 講座 は初級編、 中級編、 上級編の

3 段階で、 1998年度 か ら 開設。

2000年度 は 、 31人が上級編 を修了 し た 。 98年、 99年度 は 各28人だ っ た 。 (第 5 節 で詳述)

(8) ボ う ン テ ィ ア教曹の推進

震災な ど大災害発生時 に 活躍す る ボ ラ ン テ イ ア の 重要性の理解 を 困 る た め 、 県立高校で

「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践J 科 目 を 開講 し て い る 。 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関 す る 基礎知識 ・ 技術 を

習得 さ せ る と と も に 、 実践 を 通 じ て社会奉仕の精神 を 養い 、 公共 の福祉 と 社会 の 発展 に尽

す意欲や態度の育成 を 凶 る も の で1996年度か ら 開講 し た 。

2000年度の実施校は23校。 96年度 6 校、 97年度10校、 98年度15校、 99年度17校 と 毎年増

え て い る O

( 9 ) 防災教育研f事会の実施

災害か ら 自 ら の 生命 を 守 る の に必要な能力 や態度 を 児童 ・ 生徒が身 に つ け る た め 、 教員

の指導力 の 向上 を 図 る 研修会 を 毎年実施 し て い る 。

公立小 ・ 中 ・ 養護学校教員 を 対象 に 、 教育事務所単位 に 年 2 回 、 県立学校教員 を 対象 に

年 I 凹 聞 い た 。

(10) 阪神 ・ 淡賂大震災 6 腐年教青複興の集い

2001年 l 月 16 日 、 神戸で、 学校 に お け る 新た な 防災教育 の 効 果 的 な 指導方法、 地域 と 連

携 し た 紡災体制 の あ り 方、 被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア な ど に つ い て協議や実践交流 を 行 っ

た 。

(1 耐 震災 @ 学校支援チ ー ム (EARTH ) の設童、 訓練、 研穆会

阪神 ・ 淡路大震災 の さ い 、 全国 の教育関係者か ら 学校教育再開 に 向 け て受 け た 支援の お
返 し に 、 他府県で災害があ れば、 そ の 要請 に )応 え て 、 学校再開 の 手助 け を す る O ま た 、 平

常 時 に は 県 内 外 の 防 災 教育 の 推 進 に 役 立 て る 「 震 災 ・ 学 校 支 援 チ ー ム J ( E A RT H ニ
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Emergency And Rescue Team by school staff in Hyogo) を 設置 し 、 2000 年度 は 2 回 の 訓練、

研修会 を 実施 し た 。 さ ら に 4 月 の北海道有珠山 噴火、 10月 の 鳥取県西部地 震 の さ い 、 チ ー

ム を 派遣 し た 。 (第 3 節 で詳述)

(12) ト ラ イ や る @ ウ ィ ー ク の実施 (第 7 節参招)

(叫 震災遺児健全育成支援事業

震災 に よ っ て保護者 を 失 っ た 18歳以下の児童 ・ 生徒の就学 を 奨励 し 、 有 為 な 人材 を 育成

す る 、 1995年度か ら 「震災遺児等育英資金」 の給付 を 行 っ て い る o 2000年度 は小学生76入、

中 学生75人 、 高校生67人 に実施 し た 。
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「新 た な 防災教育」 の推進体系悶(表 7 )

[ ハ ー ド而] 学校防災体制 の整備 ・ 充実

・ 学校等の防災機能の強化

・ 避難所 に お け る 教職員 の勤務体制l の整備

@ 学校医や毘師会 と の連携

[ ソ フ ト 面] 震災体験 を 生 か し た 教育の推進

・ 共 に 生 き る 心ゃ 助 け 合 い の 心 の 育 成

・ 生命の尊厳や 自 然 に 対す る 畏敬の念の醸成

被災党童生徒の心 の ケ ア

@ 学校 と 避難所の 共存
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〔兵庫県教委の2000年度の主な 防災教育の取 り 組み 〕

2000年 4 月 4 日 北海道有珠 山 噴 火 に 支援派遣 ( 6 日 ま で)

4 月 26 日 第 I 回 防災教育専 門推進員 会議

4 月 26 日 第 1 回 教育復興担当教員研修会

5 月 1 臼 新た な 防災教育実態調査

5 月 29 日 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) 第 1 回運営委員 会

5 月 29 日 第 2 回 防災教育専 門推進員会議

5 月 30 日 EARTH 員 を 富 山 県 の研修会へ派遣

6 月 14 臼 防災教育推進指導員 養成講座初級編 (16 日 ま で)

6 月 28 日 第 1 屈 防災教育推進連絡会議幹事会

7 月 14 日 第 1 回 防災教育推進連絡会議

7 月 17 自 EARTH 第 l 回訓練、 研修会

8 月 8 日 EARTH 員 を 静同県新居小学校へ派遣

8 月 10 日 第 3 回 防災教育推進専 門 推進員会議 (神戸)

8 月 23 8 EARTH 事務局 員 を 山 梨県教育委員 会研修会へ派遣

9 月 1 日 兵庫県総合防災訓練

9 月 13 日 第 4 国 防災教育専 門推進員会議 (阪神)

9 月 18 日 課立学校等防災教育研修会

10月 5 日 防災教育指導員 養成講座 中級編 ( 6 日 ま で)

10月 5 日 EARTH 員 を福井県教育委員 会の研修会へ派遣

10月 1 1 日 EARTH 員 を 鳥取県西部地 震 に 支援派遣 ( 13 日 ま で)

10月 16 日 第 5 回 防災教育 専 門 推進員連絡会議 (東播磨)

10月 間 百 静岡 県教育委員 会視察受 け 入 れ

10月 27 日 ト ル コ 共和 国研修受け 入 れ

10月 27 日 EARTH 員 を 長野県教育委員会の研修会へ派遣

1 1 月 7 日 防災教育指導員養成講座上級編 ( 8 日 ま で)

1 1 月 8 日 EARTH 員 静 岡 県新居町 PTA 研修会へ派遣

1 1 月 15 日 第 2 回 教育復興担当 教員研修会

1 1 月 22 日 第 6 間 防災教育専 門 推進員 会議 (西播磨)

12月 12 日 ]ICA 研修生受 け入れ ( 13 日 ま で)

2001年 l 月 15 日 EARTH 員 を 滋賀 県 守 山 養護学校の研鯵会へ派遣

1 月 16 8 阪神 ・ 淡路大震災 6 周年教育復興の集い

1 月 16 日 EARTH 員 を 大分県の研修会へ派遣

1 月 17 8 1 、 1 7 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク

子 ど も た ち に よ る 復興展
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I 月 23 日 防災管理者セ ミ ナ ー (JICA) 学校訪問

1 月 30 日 防災教育 ・ 災害時 の 心 の 健康 に 関 す る 研修会お よ び EARTH 第 2 田 部l

帝京 ・ 研修 ( 山 崎町)

2 月 9 日 第 7 国 防災教育専 門推進員会議 (但馬)

2 月 19 自 第 3 回 防災教育推進連絡会議幹事会

2 月 22 日 EARTH 第 2 回 運営委員 会

3 月 13 日 第 2 回 防災教育推進連絡会議

く〉 こ の ほ か 、 県 ド 7 地域で延べ17 回 の地域防災研鯵会、 延べ16 国 の 地 区別 訪 災教育推進

連絡会議 を 開催。

3 . 蹄災教育実態調査

兵庫県教委 は2000年度 も 5 月 に県下の小学校837校、 中 学校359校 、 高等学校171校、 盲 ・

・ 養護学校40校、 合計1 ， 407校の 防 災教育実態調査 を 行 っ た 。 1996年か ら 毎年 5 月 に 全

県調査が始 ま り 、 今 回 は 5 回 目 と な る O

調査は 19項 目 か ら な り 、 前年 よ り 3 項 目 増 え た 。 調査項 目 は次の と お り o ( 第 5 節 、 第

6 節で詳述)

1 ) 新 た な 防災教育推進の 目 標や 方針 を 学校の教育 目 標、 重点 ・ 経営方針等 に 具体的 に

明示 し て い る か

2 ) 新 た な 訪 災教育推進の た め の委員会や係 を 校務分掌 に位里づけ て い る か

3 ) 新 た な 防災教育 に つ い て校内研修会 を 開催 し た か

4 ) 校 内研修会の 内容

5 ) 新 た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

6 )  r総合学習」 での 防災教育 の 取 り 組み を 計両 し て い る 学校 (新)

7 ) 防災教育副読本 の 活用 状況 (新)

8 ) 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の取 り 組み を 具体的 に どの よ う に 進め よ う と 考

え て い る か

9 ) 防 災訓練 (避難訓練) に つ い て (2000年度の予定)

10) 前年度 の 訓 練 と 比べて見直 し た 点

ll ) 学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ ア lレJ を 作成 し て い る か

12) 学校 は 災害時 に避難所 に 指定 さ れて い る か

13) 市 i町 ま た は 区 の担 当 職員 は 決 ま っ て い る か

14) 学校 ご と の連絡会議が開催 さ れた か

1 5 ) 教職員 不在時 に避難所 と し て学校施設 を 開放す る と き 、 鍵 を あ け る 人は 決 ま っ て い

る か

16) 災害時 に避難所 と し て 開放す る 学校施設 を 明確 に し て い る か
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17) 開放施設の優先順位 を 決め て い る か (新)

18) 教職員 の避難所支援班の組織 は で き て い る か

19) 学校 に 防災倉庫 ま た は備蓄倉庫が設置 さ れて い る か

(表 8 ) 2000年度新 た な 防災教育等の推進状況

1 学校紡災体制の整備状況
(1 ) 係及 び委員会の ど ち ら か を 校務分掌に位置づ け て い る 割合

新た な 防災教育の推進 に 隠 し て係及び委員 会 を 校務分掌 に位置づ け て い る 学校 は 、 ほ ぼ90 % 以 上であ り 、 本
年度は高校に お い て整備が進んで、 い る 。

(2) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ アル を 作成 し て い る 裂合

マ ニ ュ ア ル の作成は74 % と 、 前年 を 20 ポ イ ン ト 向上。 市町防災部局等 と の連携 を 図 り な が ら 、 各地区 の併修

会や県立学校等研修会で、 き め細か な 点検や指導を行 っ て い る 成果 と 考 え ら れる 。

(3) 災害時 に お け る 避難所 と し ての学校施設の開放場所 在 明確化 し て い る 割合

明確化 し て い る 学校 は 77% と 、 昨年 を 7 ポ イ ン ト 向上。 高校 に お け る 明石在化が顕著。 今後市河 防災部局 と 連

携 を 努 に し て 、 地域防災計頭 に お け る 避 難所 と し て 受 け 入 れ る 地域住民の 人数 も 考慮 し な が ら 、 学校教育の 早

期再開 を視野に入れて明確化 を 図 る こ と が大切で あ る 。

(4) 災害時に お け る 教職員の避難所支援班等の綿織 を 確立 し て い る 割合

全体で前年 よ り 20 ポ イ ン ト 向上。

2 新 た な 紡災教育の推進状況
(1 ) 新 た な 紡災教育の カ リ キ

防災教育 カ リ 牛 コ ラ ム の作成は全体で50% と 、 昨年 と 同程度。
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(2) 地域住民が参加 す る 防災 (避難) 訓練 を 実施 し て い る 割合

保護者や地域住民 を 含 め た訓練や児童生徒の引 き 渡 し 訓 練 を 取 り 入れ た り す る 学校が少 し ず つ 増 え 、 特 に 養
護会学校関係で顕著 な 工夫改善が見 ら れる 。

3 自 主防災組織の結成状況

4 市町の 「地域防災計画」 の修正状況
1996:tf.皮の県の地域防災計画の改定を受けて修jf【 し た市田Iの状況

修 正 済

75 市 町

県 防 災 企 画 課
と 協 議 中

1 市

ι 阪神 ・ 淡略 8 周 年教育復興の集い

県 民 局 と
事 前 協 議 中

7 市 町

〔訪災教育副読本 「明 日 に生 き る 」 の朗読が会場 に感動〕

案作成等準備中

5 町

(兵}本県教育委員会)

兵庫県教委 は 大震災 l 周年か ら 毎年 ' 1 、 17J を 中心 に間 年事業 と し て教育復興の集い

を催 し て い る 。

2000年度 は 2001年 1 月 16 B に 「阪神 ・ 淡路大震災 6 周年教育復興の集い」 を 兵庫県民小

劇場な どで 開 い た 。 幼稚園 ・ 小 ・ 中 ・ 高 ・ 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の 防災教育指導教員 、 市郡 町

教委の指導主事 ら 416人が参加 し 、 全体会 と 5 分科会で新 た な 防災教育 の 進 め 方、 地域 と

連携 し た 防災体制 の あ り 方、 児童 ・ 生徒の心の ケ ア な ど に つ い て協議や実践交流 を 深 め た 。

教育復興の 集 い の 日 程 は 次の と お り O

〈全体会〉 兵庫県民小劇場

@ あ い さ つ 宮崎秀紀 ・ 兵庫県教育長

@ 基調講演 上 田統雄 ・ 芦屋大学助教授

@ 朗読会 ( 防災教育副読本 「明 日 に生 き る 」 よ り )

①小学生 に よ る 朗読 高砂市北浜小 5 年 ・ 旧 中 恵美 さ ん

②中学生 に よ る 朗読 姫路市立書写 中 l 年 ・ 福 山 渚 さ ん

③女優 ・ 浅野 ゅ う 子 さ ん に よ る 朗読

小学校低学年別教材、 同高学年用教材、 中 学校用教材、 高校用教材
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〈分科会〉

①防災教育部会 1 (幼 ・ 小) ニ 県 中 央労働 セ ン タ ー

テ ー マ 「学校園 に お け る 効果的 な 防災教育 の進め方」

@ 発表者 佐藤 和子 ・ 西宮市立高木幼稚園長

池田 一成 ・ 関宮町立熊次小学校教諭

@ 司会者 竹 内 敏郎 ・ 小野市立 中 番小学校教頭

@ 助言者 村 岡 弘朗 ・ 神戸市教委指導主事

(協議の柱 : 自 ら の課題 と し て 防災意識 を 身 に つ け さ せ る に は)

②防災教育部会 2 ( 中 ・ 高) ニ 県 中 央労働 セ ン タ ー

テ ー マ 「学校 に お け る 効果 的 な 防災教育 の 進 め 方」

@ 発表者 西 剛司 ・ 姫路市立網干小学校教諭

笠谷 忠幸 ・ 神戸市立兵庫商業高等学校教諭

・ 司 会者 阿部 耕三 ・ 甫淡町立南淡中学校教頭

・ 助言者 中杉 i珪夫 ・ 県立香寺高等学校長

(協議の柱 : 総合学習 の 時 間 に 防災教育 を ど う 取 り 入れる か。 防災教育 を 進 め る 上で

の 課題)

③学校防災体制部会 県私学会館

テ ー マ 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実 の仕方」

・ 発表者 松 田 成行 ・ 三 田 市立 あ か し あ 台小学校教諭

伊藤 泰男 ・ 一宮町立一宮 中 学校教諭

@ 司 会者 内藤 芳 明 ・ 篠 山市立 日 置小学校教諭

@ 助言者 中村 重幸 ・ 西宮市教委学校新設統合等担当 課長補佐

(協議 の 柱 : 災害対応、 マ ニ ュ ア ル の策定 と 訓練 に よ る 検証 と 改定の あ り 方)

④地域防災連携部会= 県私学会館

テ ー マ 「地域防災 に お け る 学校 と 地域 ・ 防災部局 と の連携の仕方J

- 発表者 松 再 久美子 ・ 西宮市立北夙1 1 1小学校教諭

大石 伸雄 ・ 爵宮市越水岩 自 主防災会副会長

@ 司会者 古西 徳雄 ・ 市 島町立竹 田小学校教頭

@ 助言者 木村 博樹 ・ 県企画管理部消防課安全安心 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 推進室長

(協議の柱 : 地域 と ど う 連携 し て い け ば よ い か)

⑤心の健康部会 : 県立 の じ ぎ く 会館

テ ー マ 「学校 に お け る 被災児童 ・ 生徒の心の健康問題への対応の仕方」

@ 発表者 岡 田 修平 ・ 神戸市立室内小学校教諭

平 岡 栄 ・ 芦屋市立精道 中 学校教諭

e 司会者 前 ) 1 1 耕造 ・ 芦屋市立宮) 1 1小学校教諭
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@ 助言者 加藤 寛 ・ 心の ケ ア研究所研究部長

(協議の柱 : 全教職員 や カ ウ ン セ ラ ー ら と ど う 連携 を 図 っ て い く か)

〈基調講演〉

「新た な 防災教育、 こ れか ら の課題」 上 回 統雄 ・ 芦屋大学助教授

災害発生時の学校の 緊急対応 と 学校が避難所 に な っ た 場合の 2 つ の柱で平素 か ら の錦 え

を 説い た 。 震災当 時、 県立高校長 と し て対応 し た経験談 も 交 え 、 教職員 の参集 か ら 生徒の

安否確認、 学校教育再開、 応急教育 の実施、 生徒指導 と 進路指導、 避難住民 と の 共生な ど

具体的 な対応 を 時系列 で解説 し た 。

ま た 、 非常時の生徒の対応能力 の高 さ に 、 驚 く と と も に 日 常の 防災教育 の 重要性 に触れ、

避難所運営支援班 を 平素か ら 組織化 し て お く な ど、 学校独 自 の 「対応マ ニ ュ ア ル」 を 完成

さ せて お く 必要性 を 強調 し た。

〈朗読会〉

兵産思教委の 防災教育副読本 「明 日 に 生 き る 」 は 、 震災後、 主 に小 ・ 中学生 や 高校生が

書い た作文や詩 を も と に作成 さ れた 。 副読本 を 読み 返す こ と に よ り 、 兵庫 の 新た な 防災教

育の原 点 に 立 ち 返 り 、 改め て震災か ら 学 ん だ教訓 を 次代 に語 り 継 ぐ こ と の大切 さ を 再確認

し た 。

小学 5 年の 田 中 ;恵美 さ ん は 「花 と 木」 を 、 中 学 1 年の福 山渚 さ ん は 「 人 の 温 か さ J を そ

れぞれ見事 な 表現力 で朗読 し 、 参加者の 共感 を 呼 ん だ。

神戸 市 出 身 の女優浅野 ゅ う 子 さ ん は小学校か ら 高校 ま での 4 種類 の副読本の 中 か ら 「 わ

た し の シ ロ J '12時 に サ イ レ ン が町 中 に ひ びい たJ '母J '語 り か け る 日 J の 4 編 を 朗読 し 、

会場の涙 を 誘 っ た 。 ま た 、 実家の母親や叔母の安否 を 気づか っ た経験談 を披露す る な ど朗

読の合い 間 の ト ー ク に震災復興への熱 い思 い を ;垣 間 見 る こ と がで き た 。

参加者か ら は 「今回 の朗読会で初 め て 異校種の 副 読本 の 内 容 を 知 っ たJ '筆者 の 思 い が

ひ し ひ し と 伝わ っ て く る 迫力 あ る 丈章 に驚い たJ '改め て 学校での活用 を も っ と 広 め た し り

な どの声が聞 か れ た 。

〈成 果〉

朗読会形式で防災教育副読本 「 明 日 に生 き る 」 を 改 め て読み返 し 、 そ こ に 込 め ら れた教

育復興への思い に 立 ち 返 ろ う と し た狙い は功 を 奏 し 、 多 く の 参加者か ら 賞賛 と 感動 の 言葉

が開かれた。 今後の新た な 防災教育推進への 思 い を か き 立 て る の に効 果 的 だ、 っ た 。

異校種の教職員 に よ る 協議がで き る よ う な 分科会の構成 に し た た め 、 様々 な 校種や立 ち

場か ら 興味深い意見交流がで き 、 次の取 り 組みへ参考 に な っ た 。

地域防災の観点か ら 、 学校関係 者 だ けで な く 自 主紡災組織の リ ー ダ ー に よ る 学校連携の

取 り 組みの発表 に 加 え た 。 学校が地域 と ど う 関 わ っ て い け ば よ い か 、 tt1議 を 深め る こ と が

で き た 。
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〈課 題〉

①地域素材 を 生か し た 防災教育 の 実践事例 の 交流、 協議の推進

②地域 と 連携 し た 防災体制づ く り や 訪災訓練の実践事例 の 交流、 協議の推進

③教育復興担当 教員 に よ る 心の ケ ア の取 り 組み の検証

5 . 震災 ・ 教育 シ ン ポ ジ ウ ム ー 自 然災害 と 教育 を 考 え る

〔被災 6 都道壊の教職員 が体験語 り 、 防災 ネ ッ ト 訴 え る 〕

兵康県教職員 組合 は 1997年 か ら 2000年 ま で 4 回 の 「震災 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 重 ね て き

た が、 2001年 1 月 18 日 、 国 関与 シ ン ポ に代 え て 、 国 内 の 自 然災害被災地 6 都道県の教職員 ら

に よ る 「震災 ・ 教育 シ ン ポ ジ ウ ム ー 自 然災害 と 教育 を 考 え る J を 神戸市教育会館で 開 い た 。

北海道 ・ 有珠 山 、 東京 ・ 三宅 島 、 鳥取、 長崎、 雲111] 、 愛知の火山噴火、 地震、 水害で大

き な被害 を 受 け た 5 都道県 に 、 板神大震災の兵庫の教職員 ら が災害体験を 報告、 防災体制

の確立防災教育の推進、 相互支援の あ り 方、 心 の ケ ア対 策 な ど話 し合 っ た 。 兵庫 な ど 6 都

道県か ら 200人が参加 し た 。

後援は 、 兵庫県教委、 神戸 な ど被災11市町教委、 兵庫県 中 学校長会、 兵庫県小学校長会、

日 本教職員 組合、 兵庫県連合、 兵庫県学校厚生会。

〈パネルヂ イ ス カ ッ シ ョ ン〉

@ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 桂 正孝 ・ 大阪市立大教授
@ パ ネ リ ス ト 神 田 秀幸 ・ 西宮市立上 ケ 原南小学校教諭

高橋 哲 ・ 臨床心理士

田 村 由美子 ・ 鳥取県 日 野町立 日 野 中学校養護教諭

泉 雄一郎 ・ 兵産黒教職員 組合書記次長

@ 参加者意見交流 佐茂 淳美 ・ 北海道虻 田 町立洞爺i胡温泉小学校教諭

青谷 知 己 ・ 東京都立三宅高校教諭

教職員 が体験を 語 り 合 っ た シ ン ポ ジ ウ ム 。
ネ直な苦労話 に拍手や笑い声 も ここ 神戸l市 中
央区中 山手通、 市教育会館 (神戸新聞社提
イ共)
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〈発言要旨〉

山 岡 裕典 ・ 愛知県教職員組合執行副委員 長

吉野 博信 ・ 長崎退職教職員

兵庫県教育復興担当 教員 4 人

桂正孝 コ ー デ ィ ネ ー タ ー こ れ ま で国 際 シ ン ポ を 行い、 今回 は 国 内 各地 の 災 害 に つ い て

議論す る O お そ ら く 全国唯一の機会で は な い か。 震災だ け で な く 、 自 然災害 は 天才 と 人災

がい っ し ょ に な っ て く る と い う 実感があ る O 私 も 50年以 上前 に 南海地震の被害 を 受 け た が、

今回 も 家 の 部 れ 方 な ど は 同 じ で そ の と き の経験か ら 地盤や建築の対策 を 学 ん で、 い な か っ た

の か な と 思 っ た 。

今回 の大地震で学び、 悪戦苦闘 し た こ と を 教育 に も 生活 に も 発信 し な け れ ば な ら な い 。

国際的 な 交流 も 始 ま っ て お り 、 国 内 で も そ う い う ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ て い こ う と い う の
が今回 の集 ま り だ。

神 田英幸教諭 (兵庫) 阪神大震災 で は 避難所で多 く の ボ ラ ン テ ィ ア の お 世話 に な っ た 。

今後少 し で も お 返 し し た い と 兵庫 県 の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) に 参加 し て い

る O 震災当 時 、 約 3 ヵ 月 間、 避難所 と 子 ど も た ち への対応 に 追 わ れ た が、 亡 く な っ た姉妹

の 死 に 顔 は 忘 れ ら れ な い。 そ の後 も 「怖い 、 怖い」 と い う 子がい た り 、 夜 に 電気 を 消 す と

寝 ら れ な い 子がい て も 手助 け を し て や れな か っ た 。 当 時 は PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障

害) な どの知識は な い し 、 す ま な い と い う 気持 ち でい っ ぱい だ。 失敗 を 通 じ て 、 大災害で

は 、 恐怖や不安 に 焔 る の が普通 と い う 考 え 方 、 対応、 を 学 ん でい っ た 。 全国 と の つ な が り を

強 く し 、 経験 を イ云 え た い 。

高橋哲臨床心理士 (兵庫) ト ラ ウ マ と か PTSD と い う 概念 は 最 近 に な っ て よ う や く 広

ま っ た。 阪神大震災 当 時 は 1 週 間後 く ら い か ら 心の ケ ア と ま でい か な く て も 被災者の気持

ち を 少 し で も 軽 く す る 活動 を 始 め た 。 国 内 で PTSD と い う 概念 を 最初 に い わ れ た の は奥尻

島 の 災害の と き の藤本先生 だ。 そ の体験集 は役 に 立 っ た 。 強 い ス ト レ ス に な る 大 き な体験

が、 い っ き に心 の 中 に侵入 し て く る と 、 心の整理 を す る 機能が働 か な く な り 押 し つぶ さ れ

て し ま う O

私が震災か ら 学ん だの は 、 こ の ス ト レ ス でい ろ い ろ な 症状が起 こ り 、 動 け な く な っ た場

合に援助 の 手 を さ し のべ る こ と だ。 い じ め 、 不登校 も 症状が出 る 前 に カ ウ ン セ リ ン グす る

必要があ る O

田村由 美子養護教諭 (鳥取) 地震後疲れて頭 も ぼ う っ と し て い る と き に 、 兵庫県か ら

EARTH の 方 た ち が支援 に こ ら れ た 。 養護教諭 と し て よ か っ た の は EARTH の お話の 中 か

ら 「急性ス ト レ ス 反応」 と い う 言葉 を 意識 し て動 け た こ と だ。 ま た 、 少 し 時 間 が経 っ て か

ら 子 ど も の心の傷が発症す る こ と も 教 え て も ら い 、 そ れ を も と に対応で き た の で た いへ ん

役 に立 っ た 。 専 門 家 と 経験者の 言葉 は何 よ り も 大 き か っ た 。

泉雄一郎兵教組書記次長 兵教組は震災以前か ら 「地域教育政策」 の提言 を 行 っ て き た 。
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こ の実結 に よ っ て 、 大震災 に さ い し 、 混乱の 中 で 的確 な 、 自 主的 な対応、がで き た 。 1995年

1 1 月 に は 「阪神 ・ 淡路大震災 と 学校 一 教育現場か ら の発信」 の提-討 を 行 っ た 。 防災教育 の

見直 し 、 防災の観点 に 立つ教育改革、 妨災都市づ く り と 学校の役割 り 、 避難所 と な っ た学

校の管理 と 運営、 児童 ・ 生徒 と 教職員 の 心の ケ ア 、 共生杜会の創造の 6 つ の視点 に 立 っ た

も の だ。 震災の教訓 に 学 びな が ら こ の 6 年 間、 教育改革運動 を 進め て い る O

佐茂厚美教諭 (北海道) 家 も 職 も 失 っ て 家庭が荒れ、 不安定 な 子 が ま だ い る O 子 ど も

に 突発性発疹が出 た り し た 。 兵庫か ら の 応援で 、 一番役 に 立 っ た の は心の ケ ア と い う 考 え

た、 っ た 。 こ れ を 教 え て も ら い 、 噴火の絵ばか り 描 く 子 ど も への対応 も 、 自 由 に描かせ た 方

が回復 に つ な がる こ と を 知 っ た 。

背奇知 己教諭 (三宅島) 阪神大震災の と き あ ま り 実感がな か っ た が、 自 分 た ち が被災

し て み る と 、 い ま の 支援体制j の基礎 に な っ て い る と 思 っ た 。震災 に 比べて 人 的被害は な か っ

た 。 し か し 、 噴火活動 の 長期化で、 島外で の避難生活 を い つ ま で送 る の か わ か ら な い不安

に よ る ス ト レ ス か ら 体調不 良 を 訴 え る 子 ど も が増 え て い る O 小学生か ら 高校生 ま で集団生

活 を 送 る 学校の取 り 組み に 島 の将来がかか っ て い る と ま でい わ れ る O

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路震災復興計 i題 後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 兵庫県 2000年1 1月

「新た な 防災教育の充実 に 向 け て � 6 年 目 の取組」 兵庫県教育委員 会 2001年 3 月
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第三節 震災 @ 学校支競チ ー ム (EARTH)の創設

兵庫県教委 は全国各地で、 災害が発生 し た と き 、 早期の学校再開 がで き る よ う に応援派

遣す る 「震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) J を 2000年度 に創 設 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災 の 経験、 被jLか ら 得 た教訓 を も と に ノ ウ ハ ウ を 他府県 に伝 え る も の で、

阪神大震災の さ い 、 さ し のべ ら れ た 支援 に 応 え る も の で あ る O 震災の 年 の 1 996年度 「防

災教育推進協議会J の提言が き っ か け だ、 っ た 。

県教委 は県下全域の 防災教育の充実 を 蹴 る た め 、 専 門 的知識 と 実践 的 な対応力 を 備 え た

教員 を 97年度 か ら 「防災教育推進指導員 養成講産」 の 中 で養成 し て お り 、 同 講醸 の 上級終

了 者 を 中 心 に 支援チ ー ム を 組織す る 案が浮か ん だ。

99年 度 に 「防災教育推進連絡会議」 か ら 再度 の 提案 も あ り 、 2000年12月 22 日 の設立準備

会で指導員 養成講鹿上級終了者、 養護教論 ら か ら な る 「震災 ・ 学校支援チ ー ム 」 の創設が

本決 ま り と な っ た 。

こ の設立過程の 中 で、 ト ル コ 大震災 に は県教委職員 、 台湾大震災 で は 台 中 日 本 人学校の

心の ケ ア の た め教育復興担当教員 を 派遣 し た 。

結成式は2000年 1 月 17 日 「寂神 ・ 淡路大震災 5 周年教育復興の集い」 の席上、 全国か ら

参加 し た 防災教育担当者の前で行 わ れ た 。

〔震災 ・ 学校支接チ ー ム (EARTH ) の内容〕

EARTH は Emcrgency And Rescue Team by school staff in Hyogo の頭文字か ら と ら れ た 。

支援・派遣 は 災害発生地の地府県か ら の 要請 に 基づい て 行わ れ る O

〈組織 @ 編成〉

構成員 は 防災教育推進指導員 講座の上級終 了者、 教育復興担当教員 、 学校栄養職員 、 養

護教諭、 学校事務職員 、 カ ウ ン セ ラ ー 。

150人 を 上限 と し 、 任期 は原則 と し て 2 年だが再任 は妨 げ な い 。

〈活動の 内容〉

1 ) 災害時 : 他府県 な どで震災が発生す れ ば要請 に 基づい て被災 し た 学校の復興支援活動

に あ た る O 主 と し て は①学校教育応急対策 と 教育活動の 早期再 開 、 ②児童 ・

生徒の 心 の ケ ア 、 ③学校避難所の 運営。

2 ) 平 時 : 県内外の 防災教育 の研修会 に 講師 を 派遣、 指導 ・ 助言す る O ま た 各地域の 防
災体制づ く り に協力 し 、 各 学校の新 た な 防災教育の推進 に 努め る O

〈割11錦 @ 研修会〉

構成員 の指導力 向上の た め 、 年 2 回程度、 訓練や研修会 を 開 く O
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(表 9 ) 麓災 ・ 学校支援チ ム (EARTH) の構成図

[ ー の糊員の選出
• EARTH 員 の編成
・ 訓練 ・ 研修内容の立案

学識経験者等
県教育委員会
教育長会
校長会
'学校厚生会
兵庫県教職員組合協議会

EARTH 

指導員 養成講座上級修了者
教育復興担当教員

務 局[ 運一一備
・ 訓練 ・ 研修計画の 実施
• EARTH 派遣の決定に伴 う 連絡

調整等

県教育委員会総務課教育企勝室

学校栄養職員 で震災対策経験者
養護教識で震災対策経験者
事務職員 で震災対策経験者等

[ ì舌動 内容i
O災害時

震災 ・ 学校の復興支援活動
①学校教育応急対策 と 早照時凋
②児童生徒の心の ケ ア の在 り 方
③避難所運営

0平時
各種研修活動等への指導助言

①各地域の 地域紡災体制への協力
②各校の新た な 紡災教育の推進
③訓練 ・ 研修の実施

学校給食斑 | 学校教育班 | 心の ケ ア 班
・ 各班 に は、 班長、 副班長 を 若干名 を 置 く 。

メ ン バー 構成は、 150名 を 上限 と す る 。 ※ 2001年 3 月 現在90人

(兵庫県教育委員会)

<ß�務 ・ 運堂〉

派遣 に伴 う 服務の取 り 扱い は 県教委で決定。 運営 は 運営委員 会 を 組織 し 、 派遣 は運営委

員 会の協議 を 経て 県教委が決定す る O

〔主な取 り 組み 〕

1 ) 研修 ・ 訓練の実施

2000年 7 月 17 日 : 県立教育研修所で第 1 回訓練 と 研修会
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(表10) 震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 員の地域別 、 職種目IJ一覧 (2001 :lf  3 月 現在)
阪 神 丹 有 東播磨 問播磨 但 馬 淡 路 神 戸 言十

上 級 修 了 者 教 諭 4 9 I 8 5 7 6 44人
中 級 修 了 者 教 諭 I 2 2 2 。 O 7人
教 育 復 興 担 当 教 員 3 。 。 。 。 6 12人
学 校 栄 養 職 員 ; 3 。 。 。 。 3 7人
養 護 教、 言命 4 。 。 。 。 1 2 7人
学 校 事 務 職 員 5 。 。 。 。 1 2 8人

j カ ウ ン セ ラ 5人
言十 20人 5人 以 ! 10人 l 7人 | 13人 19人 i 90人

阪 神 丹 右A 東播磨 商播磨 但 馬 淡 路 神 戸 計

主務主 υU早L 市立 出仙血 務災 Lす早ゐ 他 よ務 I Y立県 市jz 仙叫 務義 県支 3Ii ト f也 石務毛 l立早 M山7 二務主主 L立早 f出 幸役舟 男、/ 市、ι 他
上級修了者教諭 4 0 1  0 4 1  0 0 7

2
1
1 

2 0 1  0 7
2

1
i O

1 【 0
O

li
O
O 

5
2

l
j 

O 
O 

0 1  7 。 。 2
0

J
i 

4 o 。 。 44人
中級修了者教諭 。 。 。 。 1 1 0 。 。 0 1  0 。 。 。 。 0 1  0 7人
教育復興担当教員 3 1 0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 1 0 0 1 6 0 1  0 0 1 1 2人
学 校 栄 養 職 員 I 3 。 。 。 。 。 。 0 1  0 。 。 0 1  0 0 1  0 0 1  1 。 。

養 護 教 諭 3 1 1  0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 0 1  1 0 1  0 
学校事務 職 員 i 4 1 1 0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 ! 。 0 1  1 。 。
; カ ウ ン セ ラ ー

1 7  3 り 9 1  2 9 1  1 7 13  。
言十 20人 5人 1 ] 人 10人 7人 13人

2001年 1 月 30 日 : 山 崎町で災害時の心の健康研修会 と 第 2 回訓練

2 ) 他県への震災支擁派遣

1 1 1 1 1 0 6人
2 。 i 0 0 1 13人
1 I 。 。 8人

5人
6 
19人 1 90人

(兵康県教育委員会)

2000年 4 月 4 日 : 北海道有珠山 噴火で 3 日 間 、 小谷一良 ・ 県教委指導主事、 浅堀裕 ・

県立御影高校教諭、 田 中大善 ・ 北淡町立北淡束中 学校教諭 の 3 人 を

派遣。

2000年10 月 11 日 : 烏攻県西部地震で 3 日 間 、 新井浩一 ・ 県教委防災教育専 門 推進員 、

神 田 英幸 ・ 西宮 市立上 ケ 原 南小学校教諭、 谷 口 一彦 ・ 明 石市立花関

小学校教諭、 高橋哲 ・ 臨床心理士の 4 人 を 派遣 。

3 ) 研修な どへの派遣

2000年

5 月 初 日 : 富 山県 の 防 災教育 ・ 災害時の心の健康研修会へ

8 月 8 日 : 静 岡 県新居町立小 ・ 中学校研修会へ

8 月 23 日 : 山 梨県 の 防災教育 ・ 災害時の心の健康研修会へ

10月 5 日 : 福井県の 防災教育 ・ 災害時の心の健康研修会へ

10月 27 日 長野県 の 防 災教育 ・ 災害時の心の億康研修会へ

1 1 月 8 日 : 静 岡 県新居町立小 ・ 中 学校 PTA 心の ケ ア研修会へ
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2001年

1 月 15 日 : 滋賀県立守山養護学校大津分校の震災 を 考 え る 集いへ

1 月 16 日 : 大分県 の 防災教育 ・ 災害時の心の健康 に 関 す る 明修会

〔北海道有珠山 噴火支援活動に対す る 兵庫県教委の評価〕

EARTH は 阪神大震災の さ い の 取 り 組 み の 説明 を 通 じ 、 学校避難所 開 設 の 基本、 運営方

法、 心 の ケ ア 対策、 学校の 早期再開 を 避難者 の 生活、 生徒の安否確認、 学校再開 の手)I[夏、

教科書 ・ 学用 品 の確保な ど に つ い て ア ドバ イ ス し た。

有珠山 噴火 は 国 の 現地対策本部が早 い段階か ら 機能 し 、 l 人の死傷者 も 出 さ ず に避難で

き て い た 。 し か し 、 虻 田 町‘内 の 多 く の学校が袋用 で き ず、 そ の 再建策や通行止め に よ る 通

学不能 な どがあ り 、 学校の早期再開 の課題、 避難所運営、 児童 ・ 生徒の心 の ケ ア に つ い て

教育委員 会 と 現場の教職員 と 意見交換で き た の は大 き な 意義があ っ た 。

有珠山 の 111 の動 き を 眺 め な が ら 対策 を 検討 し て い る と き に 、 阪神大震 災 で の取 り 組み を

紹 介す る こ と で 、 被災者向士の気持 ち の 理解がで き 、 現地側 は孤立感か ら 多少で も 脱却で

き る 機会 と な っ た。 道立虻田高校長は 「肩 の荷が少 し 降 ろ せ た 。 学校再 開へ の勇気がわ い

て き た」 と 話 し た 。

今 回 の 活動 で 、 兵庫県 の ノ ウ ハ ウ が、 こ れか ら 役立 て ら れ る ル ー ト づ く り がで き 、 兵庫

県 の 果 た す役割の大 き さ が痛感 さ れた 。

〔鳥取県西部地震支援活動 に対す る 兵庫県教委の評価〕

EARTH は 被災児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア 、 教職員 に対す る 心の ケ ア の指導法 に つ い て ア ド

バ イ ス し た 。 阪神大震災で使 っ た も の を 改 良 し た子 ど も の ス ト レ ス 判定用 の ア ン ケ ー ト 用

紙 を被災校で配布。 そ の結果 を も と に心の ケ ア を 継続 さ せて い る O

高橋臨床心理士の指導で、 境港市 内 の小学 3 年生 に 音楽 を 聴 かせ た り 、 恐怖感 を 聞 き と

る リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン 指導 を 行 っ た 。

避難所 に な っ た学校 で は 避難所運営の ノ ウ ハ ウ を 指導 し た 。

こ う し た 活動 を 通 じ て 、 心 の ケ ア な ど に不安感 を 持 っ て い た 現地 の 教職員 に指導の有力

な 指針、 参考資料 を 与 え る こ と がで き た と 兵庫県教委 は評価 し て い る O

余震が続 く 中 で 、 手 さ ぐ り 状態 だ、 っ た 時期への支援活動 は現地 の孤立感 を 少 し で も 解消

す る 機会 に な っ た 。 現地か ら は 「今後、 被災体験 に個 人差 の あ る 児童の個別対応指導の 庁

向 が見 い だ、せた」 と い う 声が寄せ ら れた 。

今回 の活動で、 兵産県の 防災教育 の ノ ウ ハ ウ が各地で役立て ら れる ル ー ト づ く り がで き

た こ と が大 き な 成果 と な る O
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〔 台湾大地震 に派遣 さ れ た教育復興担当教員 の報告〕

1999年 9 月 の 台湾大地震で、 台 中 日 本入学校が被災 し 、 児童 ・ 生徒の心の ケ ア な ど に あ

た る た め 派遣 さ れ た教育復興担当 教員 の西宮市立上 ケ 原 南小学校 ・ 神 田英幸教諭が2000年

4 月 6 日 、 4 カ 月 ぶ り に帰国、 兵庫県教委 に報告 し た 。

神 田 教諭 は 99年12月 末か ら 4 カ 月 間滞在、児童 ・ 生徒 ばか り で な く 、 親の心 の ケ ア も 行 っ

た 。 子 ど も に 対す る 調査で は 、 約 100人 の う ち 25人が夜眠 れ な か っ た り 、 音 に 恐怖 を 感 じ

る な ど緊急 に処置す る 必要があ っ た 。 神 田教諭 は そ の結果 を も と に I 人 ひ と り か ら 話 を 聞

き 絵 を 描かせて胸の 内 を さ ぐ り 、 根気 よ く 気持 ち を 和 ら げる 努力 を 重 ね た O ま た 、 直接対

話 す る こ と で 、 保護者へ の ケ ア や現地教員 への ノ ウ ハ ウ の伝達 な とす子 っ た 。

神 田教諭 は 「現地の 人は外国で被災 し て お り 、 板神大震災 と は違 う 形の苦 し さ を 感 じ て

い る O し か し 、 私 自 身が阪神 で体験 し た恐怖 を 語 り 、 恐怖や不安 を 感 じ る の は 当 り 前 だ、

大丈夫 と 伝 え て き た」 と 語 っ て い る 。

〔震災 ・ 学校支援チ ー ムの ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 〕

森茂紀 ( 甲 南大学教授 文学部人間科学科)

@ 大震災時 に 学校で、 教師 と と も に絵画療法 な ど子 ど も ケ ア 活動 を 実施。

高木忠彦 (西神戸臨床医学研究所副所長、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー )
・ 大震災時 に 、 避難所巡回活動珪 を 組織 し 、 カ ウ ン セ リ ン グ の援助活動 を 実施。

高橋哲 (芦屋生活心理研究所長、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー )

@ 大震災時 に 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 1) ー ド し て 、 避難所 を 中心 に巡 回栢談、 ケ ア

活動 を 実施。 兵庫県臨床心理士緊急対策本部長 と し て も 活動。

冨永良喜 (兵庫教育大学教授 = ト ラ ウ マ 回復支援分野)

@ 大震災時 に 、 避難所や学校で、 動作法 に よ る 心身 の 癒 し活動 を 実施。

杉村省吾 (武庫川 女子大学教授 ・ 兵庫県臨床心理会長)

@ 大震災時 に 、 緊急電話相 談 を 開設、 電話 カ ウ ン セ リ ン グ を 実施。

く参考文献〉

「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 6 年 呂 の取組」 兵庫県教育委員 会 2001年 3 月
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i 第四鮪 防災教育推進連絡会議

「防災教育推進連絡会議」 は 兵庫県が全国へ発信す る 新 た な 防災教育 の “司令塔" で あ

る o 1 995年 度 の 防 災教育検討委員会以来、 た び た び、名称、が変わ り 、 同会議がめ ざす狙い と

検討項 目 も 修正 と 追加が重ね ら れて き た。

6 年 目 に 入 っ た 新た な 訪災教育 の推進は基本方針の策定段階か ら 教室 で の 実践強化、 学

校防災体制 の確立、 地域 と の連携が 3 つ の大 き な柱 と な る が、 2000年度 は 3 年前 か ら の課
題であ る 市 町防災部局 、 地域 と 学校の 三者一体 に よ る 連携体制 の 実現 を 最大の 目 標 と し た 。

災害発生 に対す る 万全の構 え は 学校 だ け で は不可能であ る か ら だ。

一方、 2002年度か ら の 「総合学習」 の本格登場 に 向 け て 、 学校、 教室 に お け る 防災教育、

授業実践の好機 と し て と ら え る 取 り 組み も 強化 さ れて い る O

〔訪災教育推進連絡会議の構成〕

学識経験者

徳 山 明 富士常葉大学長

桂 正孝 大阪市立大学教授

田 治米政美 兵f車県教職員 組合委員 長代行

紡災部局

中瀬 ;憲一 兵庫県企画管理部防災局長

森口 之義 芦屋市総務部防災担当次長

西村 隆志 太子町生活環境謀長 ( 防災担当 課長)

教育委員全

陰山 茂 兵庫県教育次長

問 団奈良夫 兵庫県教育次長

長谷川 雅信 神戸 市教育委員 会指導部指導第 I 課長

境 茂 北淡町教育長

学校関係者

福井 紘 神戸市立蓮池小学校長

藤 田 晃 神戸 市立神戸生 田 中 学校長

島村 泰 県立明石高等学校長

山 本 禎彦 県立神戸養護学校長

神 田 英幸 西宮市立 上 ケ 原南小学校教諭

田 中 大善 北淡町立北淡束 中 学校教諭

浅堀 裕 県立御影高等学校教諭
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1 .  2000年度 γ防災教育推進連絡会議J の擁要

( 3 年 目 に入 っ た 地域防災体制の推進 と 定着。 「総合学習」 の活用 も 〕

学校 に お け る 防 災教育 の推進は 1997年度 ま で に 副読本の発行、 カ リ キ ュ ラ ム モ デ ル の 提

示、 学校防災マ ニ ュ ア ル の作成 な どが進 み 、 防災教育推進連絡会議の重点 目 標 は 「地域防

災体制 の確立」 があ げ ら れて い る O 避難所運営業務 を は じ め と す る 災害発生 時の対応 は市

町 防災部局 、 地域 と の 協 力 、 連携が欠かせ な い か ら だ。

こ の た め 98年度か ら 防災教育推進連絡会議 は 、 市町の 訪災担当部局 、 教育委員 会、 学校

関係者の三者が一堂 に会 し て 、 災害時 に避難所 と な る 学校 の 果 た す役割 の 明確化 を 中心 に

協議 を 深め て き た。 そ の場で学校避難所運営業務、 市 町防災部局への移行手}IJ買の検討、 策

定 と 地域別 三 者会議の 開催促進 を 図 っ た 。 2000年度 は 5 1 き 続 き 地域防災体制 の 推進 と 定着

を 重点 に協議 を 重 ね た 。 ま た 「総合学習J (総合的 な 学習 の 時 間 ) 本格実施 間 近 の 年 と し て 、

防災教育の実践の場 と な る よ う 、 総合学習 の活用 を 促す協議 も 行わ れ た 。

協議の主 な 項 目 は次の と お り O

①避難所 と な る 学校、 市町防災部局 、 自 主防災組織 と の連携強化

②学校防災計画策定 に伴 う 課題の整理 と 調整

③地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施方法

④新た な 防災教育実践上の 課題の整理 と 調整

〈全{本会議、 地堅別会議の開催経過〉

・ 第 1 潤全体会議 (2000年 7 月 14 日 )

2000年度新た な 防災教育実態調査結果の報告、 2000年度の 防災教育推進連絡会議の全体

会議、 地区別会議 の 開催計画、 協議事項の方向性な ど を 話 し 合 っ た 。

@ 第 1 盟地区別会議 (各地区)

県民局 、 教育事務所の連名 で 開催、 地域の県立高校の代表 も 加 え た 。 会議の 結果 を 地域

の校長会役員 会 な どで報告 し た り 、 防災教育研修会で説明 し 現解 を 深め る こ と に し た 。

さ ら に市 町 ご と に 、 地域 と 同様 に 市町 防災部局 、 市郡町教委、 学校関係者 に よ る 連絡会

を 開 き 、 地域参加 の 防災訓練の実施 に 努力 す る こ と な ど を 申 し 合 わ せ た 。

@ 第 2 田地区別会議 (各地区)

市町 ご と の 防災体制 の確立 を め ざす こ と に し 、 さ ら に機 関 ご と の協議 も 深め た 。 学校は

学校聞 の連携、 保護者、 地域住民 と の連携 を 。 教育委員 会 は市町防災部局 と の取 り 決め 、

地域住民 と の連携 を 、 市 町 防災部局 は避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 と 学校か ら 市 町部局へ

の 移行手順の検討 を 、 そ れぞれ重点 目 標 に す る こ と に し た 。

@ 第 2 臨全体舎議 (2001年 3 月 13 日 )

こ れ ま での協議結果 を ま と め 、 2000年度の成果 と 今後の課題 に つ い て 意見交換 し た 。 ま

た 、 2001年度以降 の 学校、 教育委員 会、 市 町 な どの進行管理の 内 容 を 協議 し た 。

342 第六章 @ 教育



2 . 防災教育雄進連絡会議の協議内容 と 今後の課題

( 1 ) 地域防災体制 の推進 と 定着

@ 学校か ら の 声 か けが地域防災体制 の推進 に 貢献。

@ 地域防災計画の見直 し を 図 り 、 避難所運営 に お け る 学校の役割が明確 に な っ た 。

@ 引 き 渡 し訓練の実施で担当部局 と 学校の ギ ャ ッ プが埋め ら れた 。

@ マ ニ ュ ア ル作成率が向上すれば次 は 実効性 を 高 め ね ばな ら な い 。

@ こ れ ま で は 教育委員 会主導だが、 住民が中 心 と な る 方向性 を 。

〈課題〉

①学校防災計画 (学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル) と 市町地域防災計画 (避難所運営マ

ニ ュ ア ル) と の整合。

②地域の 自 主防災組織 と 連携 し た 防災体制 の確立。 避難所運営の主体は市軒部局 の原則

確立。

③市町 と 学校の連絡会議 を 地域参加 の 三者会議 に 。 市 町連絡会議の各校への徹底。 県立

高校、 市立高校の積極参加。

(2) 新 た な 防災教育の充実への取 り 組み

@ 知識面 に偏 ら な い取 り 組み 、 総合学習 で地域 と 連携 し た 実践 を 展 開 0

・ 児童 ・ 生徒の 意識 に風化現象が見 ら れ る O

・ 家庭防災会議 の授業実施。 地域 と の連携 に 人材パ ン ク づ く り O 多 く の カ リ キ ュ ラ ム を

こ な す の で は な く 、 重点教材 に し ぼ り 込む。

〈課題〉

①新た な 防災教育 の 実践事例集 を 全国 に 発信

②実践事例 集 の 内 容 は 、 総合学習 の事例 の 集約 、 各学校の 取 り 組みの発掘、 地域教材の

掘 り 起 こ し 、 幼小 中高の一貫 し た実践

(3) 心のケア の取 り 組み検証

@ 専 門 の カ ウ ン セ ラ ー と の連携は効果。

@ カ ウ ン セ ラ ー の 配置校で は 、 そ の 活用 の 時間 や場の工夫が必要。

・ 教育復興担 当 教員 や カ ウ ン セ ラ ー を 必要 と す る 児童 ・ 生徒は ま だ ま だ 多 い 0

. 高学年 に な っ て 心 の傷が顕在化す る 児童 も い る O

・ 兵庫県の経験 は 今後の た め に 生 かせ る O 心 の ケ ア 問題の検証 は ま だ不十分。 時系列調

査 と 専 門家の意見の ま と め が必要だ。

〈課題〉

①毎年 7 月 に実施す る 「心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の状況」 調査で、 子 ど も の実

態 を 明 ら か に し な が ら 、 教育復興担 当 教員 の取 り 組み事例 を 紹 介

②実態の 聞 き 取 り と 検証、 分析

(4 ) 緊急時の惜報収集 と 伝達
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@ 北海道有珠山 噴火の被災地の 学校でい ち 早 く イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 双方 向 の情報のや

り と り がで き て い た 。

@ 小 ・ 中学校 で は 情報の収集。 高校は発信 。 小 中 高 の一貫 し た 流 れが必要。

〈言葉題〉

①県立教育研修所の 「 ゆ ず り は ネ ッ ト 」 と 防災 ネ ッ ト の連結

②教師 の 養成

③各校の 防災教育の実践交流

3 . 避難所運営業務 に 関す る 整備状況

〔学校 と 市町防災部局の連絡会議は 1 00 % 開催〕

避難所 と な る 学校 ご と の担当職員 の 決定や避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 (地域防災計画

か ら の分冊) な ど に つ い て前年度 よ り 評価基準 を 高 く し た に も かか わ ら ず、 す べ て の 項 目

で整備 の 向上が見 ら れた 。

特 に 県下すべ て の 市 町 で連絡会議が開鑑で き た こ と は 、 学校 を 中心 と し た 地域防災の組

織化が図 れた例 と し て全国的 に も 珍 し い o ，意義深い実績 と な っ た。

(表11 ) 避難所運営業務 に 関 す る 整備状況 (2001 年 2 月 現在)

iこ 関
避難月rr と な る 学校 ご
と に担 当 職員 を 決め
て い る 市町

間町市市lよ

但 馬 | 完了
淡 路

511市町 (58 . 6% )

会ての市町で完了

87市町 (100% )
避難所運営マニ ュ ァ ; 阪 神 | 西宮市
ルが出来てい る 市 町 「百一言7 三面長 篠山市 ・ 山南町

6 市町
5 町

6 市町東 播 磨

3 市町西 播 磨

但 馬 i 完了
淡 路 | 北淡町 ・ 津名 町 ・ 西淡町 ・ 一宮町

60市町 (69 . 0% )
7 市町
27市町
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- 避難所 と な る 学校 ご と に 担 当 職員 を 決め て い る の は 51 市 可 (58 . 6 % ) 0 残 り 36市 町 は 担

当 課 ま で は 決定 し て い る が、 氏名 の 明記 ま でで き て い な い 。 ま た 素案段階 ま での 市 町 も

増 え て い る O 前年の完了 は34 市 町 (39 % ) 。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ルがで き て い る の は60市 町 (69 . 0 % ) 0 残 り 27市 町 は 地域紡災計画

作成の 関係 で調整 中 。 素案段階の市町 も 増加。 前年の完了 は 58市町 (67 % ) 0 

・ 学校関係者 と 市町部局等で連絡会議 を 開 い た の は87市町 (100 % ) 0 前年の完了 は86市町

(99 % )  0 

@ 避難所運営 の 「留 意事項J (市町部局への管理 ・ 運営主体の移行手続 き 、 教職員 の 業務

支援の 内容、 支援期 間 は原則 7 日 間 な ど。 留 意事項案の全文 は 第 4 巻1998年版掲載) を

作成 し た の は 86市 田J (98 . 9% )  0 明石市 だ け が担 当 部局 と の謂整がす ん で い な い 。 前年

の完了 は75市町 (86 % ) 。

〈諜麗〉

①学校 を 中 心 と す る 地域の安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り O 自 主防 災組織な ど地域の

関係組織 と の連鴇活動 (地域防災訓 練 な ど) 0 

②地域の 自 然災害 を 教材化 し た授業 の 実践 、 研修会 の 実施 に よ り 他地 域 の 防災 リ テ ラ

シ ー の 向上。

③震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) 員 ら 地域で指導的役割 を 担 う 人材の 育 成 と 活用 。

4 . 地区別会議の概要 一地 区の状況、 課題な ど

盟阪神地区

第 1 匝 ニ 2000年 9 月 19 日 、 第 2 回 = 2001年 1 月 26 日 開催。

( 1 ) 主 な 協議内容

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル を 市町防災計画か ら 分冊 し 、 よ り 実効性の あ る も の に す る O

@ 学校独 自 の 避難所運営マ ニ ュ ア ル を 策定す る C

@ 市町防災部 局 、 教育委員 会、 学校の 三者の話 し 合い を 進め る O

@ 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の 策定 を 進 め 、 市町防災計画 と の整合牲 を 図 る 。

@ 学校 と 市 町防災部局 、 地域が連携 し た 防災訓練 を 行 う O
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- 新た な 防災教育 の実践で、 地域の参加 は やや不 卜分。

(2) 協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 学校独 自 の 災害マ ニ ュ ア ル は 数校が策定 に 向 け 、 検討 を 始 め た 。

@ 三者協議が行 わ れ た 市 は 防災部局 、 消 防署l 、 自 主防災組織、 学校、 PTA、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

ス ク ー ルが一体 と な っ た 総合防災訓 練 を 実施 し た 。

( 3 )  成果 と 課題

@ 避難所運営、 災害対応の各マ ニ ュ ア ル の 策定が少 し ずつ進み始め た 0

・ 地域、 市 町間災部局 と 連携 し た 防災教育。

・ 三者協議の取 り 組み を 広 め る 必要があ る O

@ 抜神地区防災教育推進連絡会議 の 場 を 使い 、 市 町 の 防災部局 、 教育委員 会へ啓発 を く り

返 し提案す る 必要があ る O

薗丹有地震

第 I 回 二 9 月 5 日 ( 三 田 ブ ロ ッ ク ) 、 9 月 7 日 (丹波 ブ ロ ッ ク ) 、 第 2 回 口 2 月 1 日 ( 三

田 ) 、 2 月 2 日 (丹波) 開催。

( 1 ) 主 な協議内容

@ 三 田 市 内 の県立高校の避難所指定。

・ 防災倉庫 の 資材、 機材の購入 と 活吊 。

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成状況報告 と 今後の作成 日 程。

@ 避難所支援 の 内容 を 含 ん だ学校防災マ ニ ュ ア ル の作成。

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル と 学校防災マ ニ ュ ア ル の整合性。

@ 校区連絡会議 の 開催 と 市 町 の 総合防災訓練の実施。

「総合学習J の 中 で の 紡災教育の 取 り 組み 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 紐み

@ 避難所支援 の 内 容 を 含 ん だ、学校防災マ ニ ュ ア ル を 全小、 中 、 養護学校で作成へ。

@ 市田了連絡会議 を 全市町で 開鑑、 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 に つ い て協議。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練の実施へ。

( 3 ) 成果

e 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の作成が前進。

@ 地域の連携 に つ い て話 し 合 う 中 で校区連絡会議 開催の動 き が出 て き た 。

@ 市町 の 防災訓練 に 学校 の 参加が増 え 、 定期 的 に市町連絡会議が開催 さ れ る な ど地域防災

体制 の 充実が図 ら れて き た。

(4) 課題

@ すべ て の 市 町 での 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成。

@ 校区連絡会議の呼びかけ人の 明確化。
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- 情報伝達訓練 を 含め た避難開設訓練の実施。

園東播磨地芭

第 1 昭 二二 8 月 8 目 、 第 2 回 = 12月 5 日 開催。

( 1 ) 主な協議内容

「 グ レ ー ド ア ッ プ し た マ ニ ュ ア ル策 定 に 向 け」 の テ ー マ で 、 マ ニ ュ ア ル の摺 り 合わせ、

各校マ ニ ュ ア ル の 共通ベ ー ス 化、 担 当 職員 の 明確化、 県立高校の 参加 な ど を 協議。

@ 学校の災害対応、マ ニ ュ ア ル と 各市 町 の 地域防災計画 と の 整合性 を 図 る O

・ 災害対応マ ニ ュ ア ル の 全校策定の方針。

• E メ ー ル な どの利用 に よ る 東播磨独 自 の 防災通信訓練の 実施。

@ 三 田市防災部局 の 職員 を 講師 に 「 ネ ッ ト ワ ー ク を 生か し た 防災訓練の実施 に 向 け て」 の

講演 を 聞 い た あ と 、 地域 と 学校が連携 し た 防災訓練の具体化 を 分散会で協議。

・ 新た な 防災教育 の 実践 で 「東播磨防災教育地域素材集2000J を 紹介、 「 総合学習」 の創

設 に つ い て 関係機関へ協力 を 依頼 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 災害対応マ ニ ュ ア ル の策定率向上への取 り 組み 。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練モ デル校の設定。

• 1 ・ 1 7 防災通信訓練の実施。

(3 )  成果

@ 災害対応 マ ニ ュ ア ル の策定率がrtJ上o 5 月 の64% が 2 月 末で95 % に 。

(4) 課題

・ 地域 と 連携 し た 紡災訓練の モ デル校区 を 中心 と し た取 り 組み。 17m町 中 9 市町11校で実

施ずみ。 残 り の 未実施校 も 2001年度 に 向 け て積極的連携 に取 り 組 も う と し て い る O

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の策定が思 う よ う に 進 ん で い な い 。 17市 町 中 日市 町で策定ずみ。

滝野町は2000年 度 に 新 た に 策 定。

園西播贋地区

第 1 回 = 8 月 30 日 、 第 2 回 ニ 11 月 29 日 開催。

( 1 ) 主 な協議内容

@ 学校、 市町、 地域の連携 を 密 に す る た め 、 年 1 回 は 学校 ご と の 連絡会議 を 開 く よ う 、 各

市 町 は 努力 す る O

- 市町防災部局 は避難所運営マ ニ ュ ア ル の 整備 に努 め 、 学校の災害対応マ ニ ュ ア ル と の整
合性 を 凶 る O

@ 地域や消 防 関係機関 と 連携 し た 防災訓練 を 実施す る 学校 は 年 々 増加 し て い る O 地域の訓

練 に積極参加す る 例 も 報告 さ れた 。 連携訓練は効果が大 き い こ と は学校側 の一致 し た考
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え に な り つ つ あ る 。

「総合学習J の 時 間 に 防災教育 の 取 り 組み を 行 う 学校が増 え 、 市 町 訪災部局 、 消防署 な

ど を 児童 ・ 生徒が訪問す る 機会が多 く な っ た 。 関係者の 共通理解 を 深め た 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 小規模の 町 で は 、 避難所 ご と に市町部局 の担当 者 を 決め る こ と は 人員確保が難 し い た め

工夫 を 進め る O

( 3 ) 成果 と 課題

@ 地震災害発生時の対応 に つ い て 、 各市町 ご と の グ ル ー プ に 分 か れ て 、 三者連携の シ ュ ミ

レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 そ の 中 で、 避難所運営マ ニ ュ ア ル の整備の必要性が認識 さ れた 。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル を 全市 町で早期 に作成 す る 必要があ る 。

闇{旦馬地震

第 l @J = 8 月 7 日 (北但馬地 区) 、 8 月 8 日 (南但馬端 医 ) 、 第 2 回 1 1 月 28 日 (北信馬 ) 、

1 1 月 29 日 (南但馬) 開催。

( 1 )  主 な協議内容

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 と 整備。

@ 市町別 防災教育推進連絡会議 で 出 さ れた事項 に つ い て意見交換。

- 10 月 現在で 、 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の作成が全市町で終わ っ た 。 第 2 回 地 区防災教育推

進連絡会議 で は 、 マ ニ ュ ア ルが機能す る か ど う か を 検証す る た め 、 災害救助 シ ュ ミ レ

シ ョ ン を 実施。

@ 従来の学校主催防災訓 練 に 消 防 団 な どが連携す る も の 、 ま た 、 市 町 の 総合防災訓 練 に 学

校が加 わ る 訓練 な ど を 実施。

・ 防災教育 に 関 す る 授業実践の紹介 と 取 り 組み の拡大 を 依頼。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の見直 し 。 2001年 l 月 現在で I 市 2 町0

• 3 町で総合防災訓練の実施。

@ 防災教育授業 の実践校増加。 小学校 7 校、 中 学校 2 校o

e 市町別 防災教育推進連絡会議 の実施回数が増加。

( 3 ) 成果

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 100%作成。

@ 消防菌、 自 主 防災組織 を 交 え た 防災教育推進連絡会議 を 開催す る 市町が増加。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル と 連動す る 学校災害対応、マ ニ ュ ア ルへ、 見直 し を 図 る 学校が増加。

(4 ) 課題

@ 市町別 防災教育推進連絡会議 に 県立学校、 自 主防災組織 の 参加要請。

• EARTH 員 に対 す る 防災対応能力 向上の研修会、 訓練の実施。
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瞳淡路地区

第 l @J = 8 月 23 日 、 第 2 回 1 月 12 日 開催。

( 1 ) 主 な 協議内容

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 早期作成。

@ 学校避難所の市町担当 職 員 の 明確化 0

. 地域住民 と 連携 し た 防災訓練の実施。

・ 避難所運営移行留意事項策定後の整備事項 と 役割 の 明確化。

@ 各学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成 と 見直 し 。

・ 夜間 、 休 日 な どの鍵の保管体制。

@ 避難場所開放施設 と 明不。

@ 各校の避難所支援班の確立。

・ 各校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の細分化 と 訓練。

- 保護者、 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果 的 な 実施方法。 災害時の児童 ・ 生諸引 き 渡 し訓

練。

・ 防災教育副 読本 「 明 石 に 生 き る 」 を 活用 し た カ リ キ ュ ラ ム の作成。

「総合学習」 の 時 間 で の 防災教育 の 取 り 組み 。

・ 防災教育担当 者会 の 開催。

( 2 )  協議か ら 異体化 し た 取 り 組み

@ 留意事項策定後の 整備事項 と 役割 を 明躍 に し た 。

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル は 全市町が必要性 を 認め て お り 、 早期作成 に取 り 組 む 0

. 市町別連絡会議の 定着化。

( 3 )  成果 と 課題

@ 避難所 ご と の 市 町担 当 職員 の 明確化が進 ん だ。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成が進 ん だ。

・ 市町連絡会議 を 開催 し て き た が、 学校 ご と の連絡会議 は 少 な い 。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て - 6 if. 日 の取組」 兵庫県教育委員 会 2001年 H J
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第五節 新 た な 防災教育の実践

兵庫県教委の 「新た な 防災教育」 は 、 ①震災 に学ぶ 防災教育 の推進 ②学校 防 災体制 の

整錆 ・ 充実 ③心の ケ ア の 3 点 を 大 き な 柱 と し て い る O

震災に学ぶ 防災教育 の基本 と な る 教室 に お け る 授業 は 、 1997年度 ま で に作成 さ れ た 防災

教育副読本や カ リ キ ュ ラ ム 例 を能 っ た 実践が2000年度 は 3 年 目 に入 っ た 。 助 災教育の深化、

前進 を 目 ざす も の だ。

さ ら に2001年度 か ら 本格 的 に登場す る 「総合学習J (総合 的 な 学習 の 時 間 ) に 合 わ せ て

授業 に工夫 を 加 え た り 、 兵庫県教委、 神戸市教委がそ れぞれ総合学習実践事例 集 を 作成 す

る な ど本番 に 備 え て い る 。 ま た教職員 の指導力 向 上の た め各種の研修会 も 強化 さ れた 。

ま た 、 2002年 に全国で初 め て黒立舞子高校 に新設 さ れ る 防災専 門 学科 「環境防災科」 の

準備作業が進 ん で、 い る ほ か、 神戸市が仮設住宅 を 使 っ た 「震災学習棟」 を オ ー プ ン さ せ る

ユ ニ ー ク な 試み も あ っ た 。

震災体験の風化が懸念 さ れる 中 、 被災 を 教司11 と す る さ ま ざま な 動 き が見 ら れ る が、 基本

と な る 教室 で の 防 災教育実践 に は計画 どお り 進 ま な い面 も あ る O 多忙な 学校現場の実情 を

乗 り 越 え て 防災授業 を 発展、 前進 さ せ る こ と は2000年度 も 大 き な 課題 と な っ た。

1 .  2000年度防災教育実態調査か ら

調査校数z小学校837、 中 学校359、 高校171 、 盲 - 聾 ・ 養護学校40、 合計上 407校

( 1 ) 新 た な 防災教青推進の 臨 壌や方針 を 、 学校の教育 目 標 、 重点 ・ 経営方針 に 具体的 に示

し て い る か

目 標 な ど が 明 示 さ れ て い る の は 小学校84 . 3% ( 前年調査81 . 2% ) 、 中 学校79 . 1 % ( 同

75 . 2 % ) 、 高校86 . 5 % ( 同84 . 2% ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校75 . 0% ( 同 70 . 0 % ) 0

3 年前か ら 伸 び率 は 鈍化 し て い る が、 全校種 と も 伸 びて い る O 中学校は今回 も 80 % 台 に

と どか な か っ た 。

新た な 防災教育 は 、 災害か ら 自 ら の 生命 を 守 る 能力 や 態度 を 身 に つ け た り 、 防災意識 を

高揚す る な ど、 従来の安全教育 の充実 に加 え て 、 助 け合い や ボ ラ ン テ イ ア 精神 な ど 「共生J

の心 を 育み 、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 実践 を 目 ざす と し て い る O

こ う し た 防災教育 の観点が学校の教育 目 標 に ど う 示 さ れて い る か を 調査 し た も の で、 兵

庫県教委は 「生命尊重、 助 け合 い の 心 の 育成 な ど、 従来か ら どの学校で も 取 り 組ん で い る

教育内容 と 新た な 防災教育 と の 関連づけがで き て い な い学校が、 い ま だ に 2 割近 く あ る 」

と 指摘 し て い る O
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( 2 )  新た な 関災教育推進の た めの委員会や係を校務分掌に位置づ け て い る か

〔委員会を位置づけ 〕

小 学校46 . 6 % ( 前年調査46 . 5% ) 、 中 学校47 . 4 % ( 同43 . 7% ) 、 高校34 . 5 % ( 同 36 . 3% ) 、

盲学校な ど35 . 0 % ( 向32 . 5 % ) 0 小学校は前年並 み 、 高校は前年 よ り 減 っ た 。

〔係 を位置 づ け 〕

小 学校96 . 6% ( 同 95 . 7% ) 、 中 学校93 . 3 % ( 再 90 . 8% ) 、 高校81 . 2% ( 同71 . 3% ) 、 富学

校 な ど85 . 0% (同80 . 0% ) 0 小 - 中 学校 に 比べ る と 、 高校は増 え た 。

〔 ど ち ら か一方を位置づ け 〕

小学校96 . 6 % ( 向98 . 6 % ) 、 中 学校93 . 6 % ( 同 93 . 6% ) 、 高校84 . 1 % ( 同81 . 9 % ) 、

校 な ど90 . 0% ( 同90 . 0 % ) 0 各校種 と も 高 い が、 伸 びた の は 高校だ け 。 中 学校 、 富 ・ 聾 ・

養護学校 は 横 ばい。 小学校は減少 し た 。

「係」 の位置づ け で は年 々 増 え て い る が、 学校全体の 防災教育 の 取 り 組 み や 防災体制 の

整備 を 図 っ て い く た め に は 、 委員会の位置づけが欠 かせ な い 。 2000年度の調査結果 は足踏

み状態 と い え な い こ と も な く 、 県教委が課題 と し た割 り に は 向 t し な か っ た 。

( 3 )  新た な 防災教育の校内研修舎 を 開寵 し た か

小学校71 . 2 %  (前年調査71 . 2% ) 、 中 学校57 . 1 % ( 向 53 . 8% ) 、 l高校46 . 8% ( 同 46 . 8% ) 、

盲学校 な ど30 . 0% ( 向 30 . 0 % ) 0 数値 的 に は小学校が高率。 し か し 中 学校が伸 びた以外、

他校種 は す べ て 前年 と 同 じ で 、 全 く の横 ばい。

地 区別 で は 、 但 馬 の小学校97 . 6 % 、 中 学校90 . 0 % 、 淡路の小学校91 . 2 % 、 中 学校84 . 2%

が高 い。

(4) 校内研修舎の内容 (複数回答)

・ 副読本活用 =小学校59 . 4% 、 中 学校37 . 6 % 、 高校16 . 3% 、 盲学校な ど 0 % 。

@ 授業 の 進 め 方 : 小学校35 . 9 % 、 中 学校36 . 1 % 、 高校16 . 3 % 、 盲学校 な ど16 . 7 % 0

・ 防災訓練=小学校9l . 2 % 、 中 学校85 . 9 % 、 高校95 . 0% 、 盲学校 な ど91 . 7 % 。

・ 防災体制 ニ 小学校69 . 9 % 、 中学校63 . 4 % 、 高校63 . 8 % 、 盲学校 な ど75 . 0% 。

@ 心の ケ ア = 小学校16 . 3% 、 中学校20 . 0 % 、 高校7 . 5 % 、 盲学校な ど 0 % 。

全校種 で 防災訓練が多 く 、 防災体制が続 く 。 副 読本 の 活用 や授業の 進 め 方 は小学校か ら 、

中学校、 高校へ)11買 に 少 な く な っ て い る O 心 の ケ ア も 再 じ傾 向 で、 数値 は さ ら に低い。 防災

教育 の現場の様子 を よ く 表 し て い る O

防 災教育 の推進 を 深 め る に は 、 「総合学習 」 の 活用 、 教職員 の 共通理解の 高 ま り が欠 か

せず、 副読本 の 活用 や授業実践 に 関 す る 話 し 合 い が望 ま れて い る O
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( 5 )  新 た な 妨災教育のカ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

小 学校60 . 8% (前年調査60 . 6% ) 、 中 学校47 . 6 % ( 同 45 . 7% ) 、 高校11 . 7% ( 同 11 . 7% ) 、

盲学校 な ど22 . 5 % ( 同20 . 0 % ) 0 

97年度か ら 99年度 に か け て小 ・ 中学校の作成率が向上 し た が、 2000年度 は 全校種 と も ほ

ぼ横 ばい 。 高校や盲学校な どは作成率そ の も の が低 い 。 校内研修会 と 同 じ傾 向 と い え る O

学校の教育活動全体 を 、 新た な 防災教育の観点か ら 見直す こ と が求 め ら れ、 そ の た め に

は全体の カ リ キ ュ ラ ム の 中 に 明確 に位置づけ ら れ る 必要性が こ こ で も う かが え る O

(6 )  カ リ キ ュ ラ ム に 防災教育副読本の濡用 が含 ま れ て い る か

小学校97 . 6 % 、 中 学校91 . 5 % 、 高校87 . 5% 、 富学校 な ど50 . 0% 。 小 、 中 、 高校 と も 高 い

比率 と な っ て い る O

(7 )  総合学置 で紡災教育の取 り 組み を計調 し て い る か

小学校16 . 2 % 、 中学校21 . 8 % 、 高校18 . 8% 、 な ど 0 % 。

新 た な 防災教育 の カ リ キ ユ ラ ム を 作成 し て い る 学校の う ち 、 「総合学習」 の 時 間 の 活用

を計画 し て い る 学校の数字。 ま だ ま だ割合 と し て は 少 な いが、 総合学習 の活用 は 好機 と し

て 、 2002年か ら の本格実施 を 防災教育の推進の貯機 と し て 、 着 実 な 実践 を 目 ざ し て い る 。

( 8 )  1 999年度の紡災教育部読本の活用状況

・ 全校で全領域、 計画的 に ニ 小学校17 . 1 % 、 中 学校5 . 8 % 、 高校2 . 3 % 、 富学校 な ど 0 % 0

@ 全校で道徳、 特活 を 中心 に z小学校26 . 6% 、 中 学校26 . 2% 、 高校8 . 8 % 、 吉学校 な ど5 . 0 % 。

@ 全校で訪災訓練時の指導 に z小学校41 . 6 % 、 中 学校39 . 3 % 、 高校43 . 3% 、 富学校な ど

20 . 0% 。

@ ・部学年 、 学級の道徳、 特活で こ小学校6 . 2 % 、 中学校8 . 4 % 、 高校4 . 1 % 、 盲学校2 . 5 % 。

@ 一部学年、 学級の 防災訓 練 で z小学校5 . 4 % 、 中 学校7 . 2% 、 高校7 . 0% 、 盲学校な ど

20 . 0% 。

・ あ ま り 活用 し な か っ た : 小学校3 . 7% 、 中 学校13 . 1 % 、 高校34 . 5% 、 盲学校 な ど52 . 5 % 。

学校全体で活用 し た合計は小学校で 8 割強、 中学校で 7 割、 高校で 5 割強 の割合。 し か

し 、 小 、 中 、 高校で防災訓練時の活用がほ ぼ同 じ な の に対 し 、 指導 を 全領域に位置づけ た

活用 に 大 き な 差 が出 て い る O こ れ は 前 出 の カ リ キ ュ ラ ム の作成状況 と 関係す る 結果 と な っ

て い る O 特 に小 、 中 、 高校で は今後の課題 と な る O

ま た 、 高校、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校での活用率が低い こ と は 、 状況分析 と 対策 の必要性が求

め ら れて い る O
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2 . 防災教育醗修会

教員 の 防災教育指導力 向上 の た め毎年開催 し て お り 、 2000年度 も 小、 中 、 養護学校の教

員 を 対象 に 、 神戸市以外は 教育事務所 ご と に 、 地区別 防災教育研修会 を 年 間 2 回 聞 い た 。

神戸市教委は 3 田 開催 し た。

講師、 助言者 は 、 学識経験者、 防災教育専 門 推進員 、 防災教育指導員 養 成 講感受講者、

震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) 員 ら O

研修内容は 地区 の 実情 に 応 じ て設定す る が、 共通事項 は 次の と お り O

1 ) 学校 に お け る 妨災教育全体計樹、 年 間指導計A画

2 )  r総合学青」 活用 の試み と i坊災教育副読本の活用

3 ) 避難訓 練 な どの安全指導

4 ) 心の ケ ア

5 ) 学校、 家庭、 地域社会、 関係機 関 と の連携

〔地区別実施状況〕

.神戸市

〈第 1 間 ニ 5 月 29 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

「防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム 開発J に つ い て 、 市立会下 山小学校か ら 「生 き る 力 を 防災教

育でJ の テ ー マ学習の展開例 を 発表。 命の大切 さ 、 生 き る こ と の意味、 自 然 と 人間 、 人 と

人 の つ な が り 、 社会の一員 と し て の あ り 方 な ど を 実感で き る 授業 を 説 明 し た 。 ま た 、 市立

岩 岡 中 学校か ら は 「共 に 生 き る 力 J の テ ー マ で地域の実態 に 合 わ せ た 総合防災訓練 を 中心

に実践報告が行 わ れた 。

〈第 2 聞 ニ 10 月 12 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

「地域防災、 行政機 関 と の連携」 に つ い て 、 神戸市防災部局職員 か ら 、 防災福祉 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー 事業の現状、 実践例の 紹介、 効果的 な 防災訓練 の あ り 方、 神戸市 の 防災 ネ ッ ト 、

避難所 と な っ た場合の学校、 災害対策本部、 防災情報セ ン タ ー の かか わ り 方、 総合学習支

援団体の 取 り 組み な ど に つ い て学 ん だ。

〈第 3 西 口 I 月 22 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー 〉

「総合学習 を 見す え て の 紡災教育 の 推進」 に つ い て 、 県立舞子高校か ら 2002年度新設の

全国初 の 防災専 門学科 「環境防災科」 に備 え た独 自 カ リ キ ュ ラ ム づ く り 、 1 年生の授業で

の教科の枠 を 越 え た 防災授業の実践が報告 さ れた 。

市立二葉小学校か ら 震災体験 を 通 し た 地域学習 を 「総合学習」 と し て試 み 、 震災体験の

嵐化 を 防 ぐ た め の取 り 組みが紹介 さ れた 。

〈成果 と 諜罷〉

総合学 習 の 実施 に よ り 、 教科の枠 に し ば ら れ な い体験的 な 活動 を 取 り 入 れ た 学 習 、 地域

や 関係機関 と 連携 し た取 り 組みが見 ら れ る O 教育復興担当教員 を 中心 に 多 く の実践交流が
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で き た 。

震災の 直接体験 を 持 た な い児童が増 え 、 地域の復興状況 に格差が生 じ て い る と き に 、 防

災学習 の 一層 の 充実が求め ら れて い る 。

@阪神地区

〈第 1 翻 = 5 月 26 日 、 芦屋市立精道小学校〉

「被災児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア J r学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成」 に つ い て 、 台

湾大地震の さ い 、 台 中 日 本入学校で心の ケ ア に取 り 組ん だ神 田 英幸西宮市立 仁 ケ 原小学校

教諭の 実践報告 を 開 き 、 分散会で は32の グ ル ー プ に わ かれて発生時 間 を 変 え な が ら 図 ヒ演

習 を 行 っ た 。

〈第 2 囲 ニ 10 月 27 日 、 川 西市立川 西北小学校〉

「地域素材 を 生 か し た新 た な 防災教育 の授業案の作成」 の テ ー マ で 、 芦屋市立精道小学

校が前年度 に 取 り 組 ん だ総合学習授業 「命 を 輝 かせ る た め に」 の 実践発表、 分散会では市

町 、 地域ご と に 、 地域素材 を 使 っ た 教材づ く り に 取 り 組 ん だ。

〈成果〉

図上演習 の あ と 、 学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の作成 を 検討す る 学校が出 て き た 。 板

神大震災ばか り が防災教育 の素材 と 思 わ れがち だが、 阪神 間 で も 被害 の小 さ か っ た 地域 も

あ り 、 地域の過去の災害 か ら 素材 を 見つ け て取 り 組む学校 も 出 て き た 。

4砂丹有地区

〈第 1 回 ニ 6 月 13 日 、 篠 山市立丹有健康福祉 セ ン タ ー 〉
丹有地区 の 防災教育 の現状 と 課題 を 明 ら か に し な が ら 、 他校 と の 実践交流の 中 か ら 各校

の 訪災教育 の 充実 に 努 め る こ と に し た 。 学校妨災体制強化へ防災マ ニ ュ ア ル の修正、 地域

と 連携 し た 初災訓練、 総合学習 に つ い て全体会で学 ん だ あ と 、 分散会で各校 の 取 り 組み、

課題の解決 に つ い て 発表 し あ っ た 。

〈第 2 園 口 2 月 8 日 、 篠 山市民会館〉

「避難所運営の 課題」 に つ い て研修、 2 年前の氷上町水害 と 学校が避難所 に な っ た時 の

対花、 を 学 ん だ 。

〈成果 と 課題〉

成果 と し て は 、 い ざ と い う と き の マ ニ ュ ア ル の必要性が認識 さ れ、 全小、 中 、 養護学校

で避難所支援 を 含む学校防災マ ニ ュ ア ルが作成 で き た 。 地域素材 を 生か し た 防災教育の取

り 組み が総合学習 の 中 で進み始め た。 地域 と の連携、 引 き 渡 し 、 授業時 開以外な ど防災訓

練 の 内 容が工夫 さ れた。

課題 と し て 残 さ れて い る の は 、 学校防災マ ニ ュ ア ル と 市町 の 避難所運営マ ニ ュ ア ル の整

合性 を 高 め る 必要があ る O 地域 と の連携、 総合学穏 での 防災教育の 取 り 組み を さ ら に深め
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る べ き で あ る O

.東播磨地区

〈第 1 回 = 6 月 26 日 、 県立教育研修所〉

「防災教育 の授業 を つ く る j の テ ー マ で 、 地域素材 を 掘 り 起 こ し た 防 災教育 を研修。 神

戸市教委震災学習交流 セ ン タ ー の 「語 り 部 さ んJ の 開 い て 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ
た 。

〈第 2 回 = 2 月 6 日 、 三 木市教育 セ ン タ ー〉

「防災 に 関 す る 総合学腎J がテ ー マO つ な ぐ、 む す ぶ の ネ ッ ト ワ ー ク を キ ー ワ ー ド に 、

東播の現状、 防災教育の ポ イ ン ト を 提示、 各校の取 り 組み を 発表 し た 。 パ ネ ル デ イ ス カ ツ

シ ョ ン 形式。

〈成果 と 課題〉

研修会 の テ ー マ を 具体的 な 内容 に 設定 し 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン な どで深 め る こ と に

よ り 、 新 し い 防災教育 の可能性 を 考 え る 目 的が達成 で き た 。 研修参加者の 満足度 も 高 か っ
た 。

地域素材 を 持 ち 寄 り 、 そ の成果 を 「東は り ま 訪災教育地域素材集2000J と し て発行 し た 。

2 固 と も 全体会 だ け の研修 と な っ た が、 次年度 は分散会 を 設け た り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ形

式 な ど を ;取 り 入 れ た り し な が ら 変化 を 持 た せ た 内 容 に な る よ う 工夫す る O

4砂西播磨地区

〈第 1 囲 = 5 月 17 日 、 上郡町立 中 央公民館〉

震災の教訓 を ふ ま え 、 学校全体で取 り 組 む 「新た な 紡災教育」 の あ り 方 を 考 え 、 災害発

生時の学校の適切 で迅速 な 対応能力 の 向上 を 図 っ た 。 避難所運営経験 を 持つ 2 人 の講師か

ら 、 そ の体験を も と に取 り 組 ん だ 地域 と 連携 し た 防災教育講話 を 聞 い た 。 分散会で は ワ ー

ク シ ョ ッ プ と し て地震災害発生時の対応 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 作成 し た。

〈第 2 回 ニ 12 月 12 日 、 山 崎防災セ ン タ ー〉

「総合学習 J の 中 で 防災教育 に取 り 組 ん で い る 学校の実践 を 学 ん だ。 西播磨 で は 19小、

中 学校が総合学習 の 時 間 に 防災教育 に取 り 組み、 そ の う ち 柏生市立双葉小学校 と 山 崎町立

山 崎西 中 学校 の 2 校の実践例が発表 さ れた 。 分散会の ワ ー ク シ ョ ッ プで年 嵩 カ リ キ ュ ラ ム

の作成 に取 り 組ん だ。

〈成果 と 諜罷〉

「新た な 防災教育」 を 新 し い学習指導要領 の 中 に位置づけ、 地域や 関係機関 と 連携 し な

が ら 、 学校全体で進め て い く 方法 に つ い て 参加教員 の 開 で理解が深 ま っ た。

シ ュ ミ レ ー シ ョ ン の作成 を 通 じ て 、 各学校の災害対応マ ニ ュ ア ル を 具体的 に 検証す る こ

と がで き た 。
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管内 に は活断層 があ る 。 各学校で は 、 児童 ・ 生徒の 防災意識や 訪災 リ テ ラ シ ー を 高 め る

指導の あ り 方 を 継続 し て 工夫 し て い く 必要があ る O

+1.ê馬地区

〈第 1 囲 = 7 月 27 日 、 日 高町農村環境改善 セ ン タ ー 〉
学校防災体制 の あ り 方、 心 の ケ ア な ど研修す る た め 、 台湾大地震の さ い 、 台 中 日 本人学

校 に 派遣 さ れた神 田 英幸西宮市立上ケ 原高小学校教諭 か ら 被災児童 に対す る 心の ケ ア に つ

い て 講話 を 開 い た 。 分散会 で は 「災害発生後の初動体制.JJ と し て登校時、 授 業 中 、 休み時

間、 放課後の場面 ご と に シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 行 っ た。

〈第 2 路 工 10 月 31 日 、 村 岡 町立兎塚 中 学校。 1 1 月 17 日 、 山東町立与布土小学校。 1 1 月 20 日 、

豊 岡市立豊 岡小学校。 1 1 月 27 日 、 温泉耳立温泉小学校〉

防災教育 の授業 を 参観、 教材 の活用 や展開方法を研修 し た 。 授業者 は EARTH 員 や 防災

教育推進指導員 講産の 中 級修了者。 研究協議で は 地域素材 を 生か し た 紡災授業 、 烏叡県西

部地震時の対応 と マ ニ ュ ア ル の 点検 を 行 っ た 。

〈成果 と 課題〉

各学校で学校災害対応、マ ニ ュ ア ル を 見直 し た 。 防災授業づ く り に つ い て示唆があ っ た 。

防災頭 巾 の作成、 職 員 室 にハ ン ド マ イ ク の設置 な ど、 防災備 品 の 整備が行 わ れ た 。

保護者、 地域への啓発、 連携 を 強化す る 必要があ る O

.淡路地区

〈第 1 回 = 6 月 27 日 、 一宮開会ふ る さ と セ ン タ ー〉

被災地の学校の実践活動 を 学び、 各学校の 防災教育 の推進 を 図 る た め 、 北淡町立室津小

学校 と 北淡UTJ立北淡束中学校か ら 実践発表、 避難所 と な っ た学校の教育復興へ の 取 り 組み

を 学 ん だ、o

〈第 2 回 1 1 月 21 B 、 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー〉

震災発生時の初動体制 の あ り 方 を 学ぶ た め 、 ピ デ オ 「地震 な ん か に負 け な い ぞ」 を 観賞

後、 北淡町立野島小学校の 防災授業 に つ い て 、 神戸市立成徳小学校 と の テ レ ビ会議 を 通 じ

た実践発表 を 開 い た 。

分散会 で は 震災発生時の初動体制 (登 ド校中 、 休憩、 中 、 授業 中 、 放課後) に つ い て班別

に協議 し た 。

〈成果 と 諜題〉

各校の 防災教育担 当 者 の意識が高 ま っ て き た。 各校の 防災体制 も 研鯵会 を 通 じ て 充実 し

て き た 。

地域 と 連携 し た 防 災教育 の充実が今後の課題 と な る O
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3 . 県立学校等防災教野研修会

県立学校 ( 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 を 含 む ) 、 市立高等学校の 防災教育担当 者 を 対象 に 2000年

9 月 間 目 、 神戸 市 中 央 区 の 県立 の じ ぎ く 会館で 開 かれた。

〈全体会〉

(1 ) 講義 「新た な 防災教育 6 年 目 の課題 と 取 り 組み」

小谷一良県教委教育企画室指導主事が震災時 に学校が果 た し た役割や 震 災 か ら 学ん だ

教訓 を 今の学校教育 の 中 に ど う 息づかせて い る か問題提起 し 、 兵産 の 防災教育 を 全国発

信 し た例 と し て 、 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の 設 立 と 教育復興担当 教員 の 取 り

組み を 紹介 し た 。

( 2 )  講演 「子 ど も の 心 の 理解 と ケ ア」

富永良喜兵庫教育大学教授が 「阪神大震災の時の小学生が高校生。 ク ラ ス の 中 に は 災

害の ト ラ ウ マ を 抱 え る 生徒がい る は ず。 震災が起 き て か ら 防災教育 を し て も 遅い。 同様

に心の ケ ア も 、 平素か ら 教師がそ の 手法 を 持 っ て お か ね ばな ら な い」 と 力 説 し た。

( 3) 実践発表 「高校 に お け る 効率 的 な 訪災教育 の 進 め 方」

小川 賢太郎県立舞子高校教諭が2002年度か ら 新設 さ れる 全国初 の 防災専 門学科 「環境

防災科」 の取 り 組み と 「現代社会J で、扱 っ て い る 訪災教育 に つ い て紹 介 し た 。

ま た 、 前 田学県立 山 崎高校教諭が、 活動 の危検性が高い活酷!議 ・ 山崎 断層 を持つ 学校

と し て 地域 と 連携 し た 学校防災体制 の 整備 に つ い て取 り 総み を 紹 介 し た 。

〈分科会〉

( 1 )  共通テ ー マ 「学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の 点検」

( 2 )  分科会別 テ ー マ

① 「校 内 防 災体制 の 整備充実」

② 「副読本 を 活用 し た 防災教育 の授業実践」

③ 「防災 (避難) 訓 練J

④ 「心 の ケ ア 」

③ 「障害の あ る 生徒への指導」

⑥ 「避難所 開 設 と 運営支援」

4 . 紡災教育推進指導員養成講座
県下全域で学校防災教育の 充実 を 留 る た め 、 専 門 知識 を 構 え た 「防災教育推進指導員」

を 計画 的 、 継続的 に 養成 し て い る O

2000年度 は 3 期 目 O 上級編修了 者 は31 人 だ っ た 。 1 期28人、 2 期28人の修了 者 と 合わせ

87人 と な っ た 。

防災教育推進指導員養成講座 の 上級編終了 者 は 2000年度 に発足 し た 「震災 ・ 学校支援

チ ー ム J (EARTH) の 主要構成 メ ン バー と な る O 災害時 に は避難所 と な っ た 学校 に 派遣 さ
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れ、 自 治組織の結成や運営 に協力 す る O 平 時 は県下各地で防災教育 の 中心的役割 を 果 た す 。

公立小学校、 中学校、 高校、 - 養護学校の教職員 が対象で、 初級編が 6 月 14 ・ 15 日 、

中 殺編が10月 5 ・ 6 日 、 上級編が1 1 月 7 ・ 8 日 に 、 県立教育研修所、 県消防学校、 各教育

事務所 な どで 開 かれた。

〈初級編〉

第 1 日

講義 人 間教育 と し て の 防災教育

演習 ・ 協議 震災体験 を 生 か し た 防災教育の指導案作 り

第 2 日

実践発表 地域に根 ざ し た 防災教育 プ ロ グ ラ ム

校種別協議 地域に根 ざ し た 防災教育 プ ロ グ ラ ム の 可能性

実習 ・ 協議 学校の 防災体制 の見直 し 、 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 通 し て
く中級編〉

第 1 日

実習 災害活動 に お け る 安全管理の基本

講義 ・ 実習 け が等 の応急措置法 と 搬送法

第 2 日

講義 ・ 実践発表 ・ 協議 地域 と 連携 し た 学校の 防災訓練 と 防災体制 の あ り 方

演 習 防災 ド リ ル ( Q & A )  

実践発表 ・ 協議 地域の 実情 に 応 じ た 防災教育 の あ り 方

〈上級嬬〉

第 1 日

災害時の危機管理

1 教職員 の避難所運営支援

講義 2 地震災害の特色

講義 3 地域防災 と 学校

第 2 日

講義 4 児童 ・ 生徒の心の健康管理

講義 5 ボ ラ ン テ ィ ア の意義 と 役割

演習 避難所 開 設 の 図上演習
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5 . 兵庫県教委 が 「地域素材 を 生か し た 防災教育実践事例集J

( r総合学習」 の本格実施に備え て刊行〕

兵庫県教委は2001年 3 月 、 「地域素材 を 生か し た 防災教育実践事例集」 を 作成 し た 。

こ れ ま で に 県教委 は 防災教育副読本 「明 日 に生 き る 」 、 防災教育絵本 「あ し た も 遊 ぼ う ね」 、

教師用 「活用 の 手引 き 」 、 「防災教育実践事例 集」 、 カ リ キ ュ ラ ム 編成モ デ ル な ど を 次 々 に

作成、 教室で の授業 を は じ め と す る 学校現場での 妨災教育 の推進 を 図 っ て き た 。

そ の 中 で 、 防災教育実践の足ぶ み 、 震災の教訓 の継承の難 し さ な どが大 き な 課題 と な る

こ と も つ か め て き た 。 そ こ で地域素材 を 教材 と し て活用 し た 防災教育の 取 り 組み で 、 新 し

い展開 を 図 ろ う と 、 実践事例集の 第二弾が作成 さ れた 。

最近、 頻発 し て い る 大規模 な 自 然災害 は 、 日 常の 暮 ら し が災害 と 隣 り 合 わ せ で あ る こ と

を 改 め て警告 し て い る と し 、 県下各地域 に は そ れぞれ、 過去の災害の履歴があ る 。 そ れ を

乗 り 越 え て き た復興の歴史や地域住民の努力 の足跡があ る と し 、 身 近 な 災 害 に 百 を 向 け る

こ と が、 子 ど も た ち の 防災意識や 防災 リ テ ラ シ ー を 高 め る こ と に つ な が る と し 、 地域素材

を 生か し た 防 災授業 を 各地域で進め 、 実践事例集 に ま と め た 。 A 4 判 、 69ペ ー ジ 。

こ の新 し い 実践事例集は小、 中 学校 で は 2002年度か ら 、 高校で は2003年度か ら 実施 さ れ

る 「総合学習J (総合的 な 学 習 の 時 間 ) を 、 防災教育 の新 し い場 と し て 活用 で き る よ う 、

特 に 留 意 し 、 本格実施の前 か ら 総合学習 と 防災授業 を 結 びつ け、 単元構成、 狙い を し ぼ り

込 ん だ。 こ の た め実践事例集は 「総合的 な 学習 の 時 間等 を 活用 し て」 の 副題がつ け ら れて

い る O

〔戦災 か ら 自 然災 害 ま で小、 中 、 高校1 6校の学習実践例集め る 〕

神戸、 坂神、 丹有、 東播磨、 臨播磨、 但馬、 淡路の 各地 区 か ら 小、 中 学校 は 各 l 校、 高

校 は県立舞子、 県立llJ 崎 の 両校、 合計16校の実践事例が集 め ら れた 。

小 、 中 学校 は 、 被災地校 は 阪神大震災 を ベ ー ス に 過去 の 阪神大水害、 太平洋戦争の戦災

と 結 びつ け た り 、 非被災地校 は地元の過去 の 災害や 消 防 な ど防災体制 と 阪神 大震災時 を 結

びつ け た り し な が ら 、 いずれ も 地震、 台風、 洪水、 土砂崩 れ な ど災害発生 の メ カ ニ ズ ム 、

防災 と 備 え 、 災害発生時の行動、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 か ら 町の複興 ま で多彩 な 単元づ く り を

行 っ て い る O いずれ も 年 間 展 開 で 、 授業時間 は神戸市立灘小学校の よ う に 全37時間 と い う
と こ ろ も あ る O

県立葬子高校は2002年度に全国初の 防災専 門学科 「環境 防災科」 が新設 さ れる た め 、 「虫色

合学習」 への対応 と 合わせ、 1998年度か ら 教科や特別活動で横 断 的 な 防災教育 を 行 っ て き

た 。 そ の 中 で太陽光発電 シ ス テ ム 見学、 防災訓練、 防災壁新聞 の作成、 環境 レ ポ ー ト 、 防

災 デ イ ス カ ツ シ ョ ン 、 応急救護講習 、 市民救命士講習 な ど を 各学年 、 全学年で行 っ た実例

を 紹介 し て い る O

県 立 山 崎高校は近い将来、 大地震の震源 と な る 可能性が高い と さ れ る 「 山 崎断層 」 に 近

い学校 と し て 、 平素か ら の 防災対策、 危機管理の心構 え を 重点 に 取 り 組 ん だ 。
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(表12) 神戸市立灘小学校
{活動の流 れ1 (会37時 間 )

次 時 i市 動 内 容 形態 j - 主な支援 女主な評価
大テーマについて知る | - 第 2 学年生活の学習 か ら 町が生 ま れ変 わろ う と し て い た こ と を振 り 返 り 、 現在の ノニヒ、町の様子 を 話 し 合い大テー マ 「町づ く り会議」 を知る

2 3 町探検を し よ う ノj、二h 

今の町を地図 に し よ う4 I ・ 探検 して気付いた こ と を ま と め発表する ノ寸\コニ- 今の町の様子を地図 に ま と めるl -ー な
I • r こ ん な 町 に住み た い」 と い う 駁い を 発 ;4 4 表する 1\ ム

- 町づ く り の課題を見つける
ま ちづ く り 会議パー ト I- 課題別 に 、 4 年生に ま ち づ く り や調査の 3 ， 4 年方法 ・ ま と め方について聞 く5 4 ・ 復興 ま ち づ く り 探検で調べた い 場所や鱗 [ ( グールプ)べ方の計|衡 を立てる
復興町づ く り 探検(公園、 道路、 底 ・ 高厄街、 建物 ・ 住宅、

6 I 4 環境、 防災)

I 7 

1 ・ 課題lJlj に校 区 を 探検 し て 、 復興町づ く りを調べ気付い た こ と や問題点 を ま と め るl 町づ く り 会議ノい け の計画 を 山- 町づ く り に つ い て の意見や質問 を絵や文
6 章で ま と め 、 O H P を 活用 し て分か り やす く 発表す る 工夫 を し 、 話 し合いの進め方の計画を立てる

3 、 4 年( グ)3 年( グ)

3 年( グ)

- 第 2 学'年で行 っ た 「町 も 生 ま れ変わろ う としている よ 」 の会の資料を提示するヲ�IHJが生 ま れ変わろ う と し て い る こ と に気づいたか
女メ モ しながら探検で き た か
- 地区別 に校京地区i に ま と め る- 各グ ルー プが調べた事を大地図 に ま と め る安調べた こ と が地図 に ま と め ら れた か

: ・ 自 分の躍買い に 関 わ る 課題 を 見つ け る よ う 助言する*願いから課題 を 見つ け ら れた か
- 話 し合いの進め方のマ ニ ュ ア ル を も と に 、司会進行がで き る よ う にする- ど こ で 、 何 を 調べ る の か調査の観点 を 明確にする よ う に助設する*話 し合い を も と に 、 探検の計額 を た て る こと がで き たか
- 安全を確保 し 、 町づ く り の視点か ら 気付 きや問題点を見つけ る よ う 助言する女校区探検 し 、 町づ く り につい て 課題別 に 、気付 き や問題点 を見つ ける こ と がで き たか
- 前時の気付 き や問題点か ら 、 自 分の意見を明 ら か に す る こ と や 開 き 手に 分か り やす く伝 え る 工夫 を グル ー プで瓦い に 開 き 合い 、高め合 う よ う 助言する

町づ く り 会議パー ト II 女 自 分の考え そ伝え る 工夫や話 し 合いの計画
8 2 - 保護者、 地域伎氏、 ま ち づ く り 協議会の 3 :f!三 を立て、 意欲的に参加で き たか方 と 町づ く り 会議をする ( グ) ・ 司会の方法、 話 し令いの進め方 に つ き 助言

復興町づ く り 地図 を作ろ う- 町づ く り 会議パー ト E か ら 、 こ ん な 町 に
9 5 伊 し てい き たい と い う 願い を ま と め 、 グルー

プ内で発表 し 、 願い を地図 に ま と める- 復興町づ く り 発表会の計画を立てる
復興IHJづ く り 発表会 ( 3 年 ・ 保護者)- 地図 を も と に ワ ー ク シ ョ ッ ブ形式で発表10 2 会をする

今、 自 分た ち にで き る こ と を考え よ う
1 1 1 2 ・ 紙日 と し て 自 分 た ち に で き る こ! と を話 し合 う
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し発表)I[!!に機器の操作を縫認する
- 話 し合い を も と に 、 役割分担や進め方、 地

3 年 図の工夫について助言す る女願い を 地 図 に ま と め分か り やす く 伝え る 工( グ) 夫がで き たか
- 発表す る だけでな く 参加者の意見 を 罵 き 話し合う よ う 助言 し 、 司会の援効 を す る3 年 女 自 分の考え を 発表 し た り 、 人の意見 を 聞い( グ) た り して 、 意欲的 に話 し合い に 参加で き た

治、
- 自 分た ち が実際に で き る こ と を考 え 、 実行

ノよセ、 する よ う 助言する女 自 分がで き る こ と を考え 、 実行で き たか
(兵庫県教育委員会)



(表13) 西脇市立西脇小学校

単元の構造 (全74時 滞 )

け

よ

ふ る さ と 「商脇」 を 紹介 し
くへそ の 町 か ら の 発信〉

見
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ( 2 時 間 )

つ
つ い て話 し合 う
ら に つ い て調べて い く の か決め る

第 1 次 ( 8 時 間 )

つ
西脇市の 「 ょ い と こ ろ J r よ く な い I I 木造校舎の 「 ょ い と こ ろ J r よ
と こ ろ 」 を 見 つ け よ う I I く な い と こ ろ 」 を 見 つ け よ う

/ - 全校児童や保護者に ア ン ケ ー ト を 実施す る く課外〉
・ ア ン ケ ー ト を 工夫 し て ま と め る く 6 )
- 報告会 を 行 う < 2 )  

第 2 次 (50時間)

求
に つ い て 調べ

め i

ト品 - テ ー マ ご と に グ ル ー プ に分かれて、 学預言十痴 を 立て る 。 < 5 ) 

つ * r 日 本のへそ」 に つ い て調べ よ う

東経135度上の町
「 日 本のへそ」 に 憶 す る 行事や

施設
* 西脇市の歴 史 に つ い て 誠べ よ う
* 西脇市の産業 に つ い て調べ よ う

織物
釣 り 針

* 西脇小学校の歴史 を 調べ よ う
* なぜ、木造校舎 を 残 し て い る の だ ろ う

木造校舎 と 鉄筋校舎
全国の木造校舎

* 酋脇小学校改造 プ ラ ン を 作 ろ う
人 に や さ し い西脇小学校
災害に強い 西脇小学校

/

広

げ

よ

な 方法で調べる

ッ ト イ ン タ ビ ュ ー 手紙等
と め る 。

タ ー セ ッ シ ョ ン ~つ

/ 

生

第 3 次 (14時間)

カミ

そ
- 中 間交流会 を ふ り か え る

* ふ る さ と 「西脇」 や 「西脇小学校」 を全留 に P R し よ う
・ テ ー マ ご と に 、 P R 誌 を作 る 言十函 を 立 て る
• P R 誌 「 ア イ ラ ブ西脇 ! ア イ ラ ブ商小 ! J を 作 る

に な っ た 方 々 に P R 誌 を 送 る

つ

(兵庫ー県教育委員 会)
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(表14) 関宮町立熊次小学校

防災訓練 (体験 的 な 学 習 )

学級指導 (避難の仕方 に つ い て話 し 合

単元の構造

副読本 「明 日 に生 き る 」 の 活用

「何か し た い 役 に立 ち た いJ ( 道徳)

「地震 知 っ て い ま す かJ (理科)

「地震がお き た ら J (特別活動)

ゐ::
j
i--
j
i--:
:
j
i--:::-
j
i--v

学

習

寸 - 地震 に 対す る 備 え

. 防災倉庫 を調べる

戸4ìf.fu匿の危険個所
i の調査

・ デ ジ タ ル カ メ ラ で

写 真 撮 影 ( 防 災
マ ッ プ に 鮎 る )

・ 避難場所調べ

全校生に知 ら せ よ う
・ 地震予知について ・

ク

ロ

ス

a:::・
::::・:::
j
i--:::
j
j
i--:
:::
j
i--:
j
i--・:
::::
:
j
i--・::::::::::::

V

総

合

的

な

学

- 池震の種類

・ 養父断層

・ 北但大震災

・ 地震発生の メ カ ニ

ス ム
i 

- 氷 ノ 山 ・ 鉢伏 山 は

安全か

習

(兵康県教育委員会)

第六章 @ 教育362 



(表15) 津名郡一宮町立郡家小学校 5 年

単元の構造

- 役場の 人 に 罰 く ・ 警察の人 に 潤 く
・ 図書館で調べる

ン で ま と め る ・ 模造紙や商用紙に書 く
ピデオ 、 テ ー プに と る ※ マ ッ プに表せる こ と

- 自 分た ち に で き る こ と 、 すべ き こ と

(兵庫県教育委員会)
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(表16) 篠山市立今問 中学校

[ こ の単元 で の学習過程}
: 身 の 陪 り や 地域 を 考 え 、 事故 ・ 疾病 ・ 災害が起 こ っ た 時 を 想定 し 、 現 在 の 問題点

発見す る 。
0課題の設定 : 問題点 を 整理 し 、 自 己の諜題 を 設定す る 。

0仮説の設定 : 問題 を 解決す る た め に は どの よ う な こ と が必要 な の か を 考 え 、 自 分の 仮説 を 立 て る 。

O仮説の検証 : {反説 を 立証 す る た め に 、 調査 ・ 取材 等 の 活動 を 行 う 。 こ の活動で仮説 に 間 違 い を 発
↓ 見 し た場合は、 も う 一度設定 し直す。

0結果:の整理 : 誠査 し た 内 容 を 整理 し 、 実 際 に 実現可能 と 考 え ら れ る 場合 は 、 論拠 を 明確 に し て レ

↓ ポ ー ト を 作成 す る O
0結果の 発表 : 全校規模で発表 を 行 う 。 ま た 、 こ の 問題が解決す る よ う 、 レ ポ ー ト を 作成 し 、 市行

政 』こ 自 分 た ち の意 見 を 伝 え る 。 さ ら に 、 こ の 学習 の よ う す を H P に 載 せ て 発信す る 。

3 単元の構造 (全30時間) 6 月 第 3 週 よ り 毎週実施

0地域 に 緊急事態が発生 し た 場合 を 想定 し 、 具体的 な 改善方法 を 考 え て 地域 に 貢献
す る 意欲 を 持つ。

O具体的 な 資料 に よ っ て 、 市 や 地域 の 、 よ り 正確 な状況 を 把握す る 。
O rtj の 防災体制 を 正絡 に知 る 。

ビ ュ ー な ど に よ っ て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 高 め る 。

0資料 を 整理 し 、 根拠 を 明確 に し て論理的 かつ効果 的 に 表現す る 力 を 養 う 。
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タ や視聴覚機器等 を 利 用 し て効果的 に 表現す る 力 を 身 に つ け る 。
り 組 む 力 を 身 に つ け る O

ュ ー タ や視聴覚機器等 を 利 用 し て効果的 に表現す る 力 を 身 に つ け る 。
ピ ュ ー タ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト を理解 し、 操作に関する基礎的 リ テ ラ シー

ン ビ ュ ー タ の画像処理 に つ い て珂解 し 、 取 り 込み ・ 加工の技術 を 身 に つ け る O
ン タ ー ネ ッ ト と H P 、 ダウ ン ロ ー ドやア ッ プロー ド、 ア ッ プデー ト等の方法な

て振 り 返 り 、 向 |ニ し よ う と す る 意欲 と 態度 を 身
っ て 生活 し よ う と す る 姿勢 を 培 う と と も に 、 新 た な

を 持つ 。

(兵庫県教育委員 会)



(表17) 山崎町立山崎西中学校 1 年

単元の構造

主主l与
寸乙ー 言十 画

{ 知 ) 一一一 一一 一一 一一一 一一一)

. 山崎妨災セ ン タ ー 訪問

山 崎 断層 や 地 震 の し く み (理科) 、 各種災害への対処jj法 を 体験 し 、 山 崎 町民 と し て 、 l

民

防災 リ テ ラ シ ーの函養 〉

習

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

総合的 な 学 習 の 時!替 の趣旨、 の計額の説明

--回目幽幽師四回a
A 

�--、，， 、、、 !l .' - 1 :、 ， - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 叩 ヤ }一一一 司問何一一 J 
、、、 "、国�-

• EARTH 避難所開 設訓練参加
配食班、 物資搬入班、 負 傷者班、 避難誘導班 に 分 か れ て ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 実 習 訓

練 に 参加

・ 震災の歴史 と 町内 の避難所確認

身 近 な 地域での震災被害認査 と 避難所の確認

. 来年度の テ ー マ設定

1 年 間 の 学習 を も と に 、 各 自 テ ー マ を 設定 し次年度の総合的

- 野島断層 記念館 (北淡町) 見学

防災 に対す る 視野 を 広 め る

山4
寸」

期 防災意識の高揚 を 留 る

. 防災新聞作成

に 発展 さ せ る

野 島 断層 記念館、 lliili郁方災セ ン タ ー で の 、 学習 、 体験を ま と め る

. 阪神 ・ 淡路大震災の実録 ビ デ オ を 見 る

災害の お そ ろ し さ を 学習 す る

防災 ア ン ケ ー ト の実施

全保護者対象の防災に対す る 意識調査

2 

尚子

- 心肺蘇生法実施 (保健体育)

震災時の応急処置 を 学ぶ

. 縄の 結 び方

脱出方法 と 他 の 生命 を 効 け る た め の ロ ー プの活用技能の修得
円円VAKみノ - 防災会議 を 開 く

防災教育部読本 「 明 日 に生 き る 」 の活用 (特別活動 )

・ 非常食の調理 と 試食 ( 家庭科)
ア ル フ ァ 米の試食、 非常持 ち 出 し 品 の チ ェ ッ ク

3 

戸らナ

期

(兵庫県教背委員 会)
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(表18) 兵庫県立舞子高等学校

単元の構造

[ 1丈j 容]

ス テ ム見学〉

〈総合的 ・ 横断的な学習〉

・ 防災 (地震) 壁新聞 の作成

・ 環境問題→環境 レ ポ ー ト 作成

・ 防災に関する ブレー ンス ト ー ミ ン グやデイ ベー ト

・ 夏季、 冬季休業中課題研究→

〈中学生の防災体験入学〉

・ 防災教育 ソ フ ト に よ る コ ン ピ ュ ー タ 授業
. 心腕蘇生法

・ 炊 き 出 し体験

アルデー〉

る 分科会 (25分科会)

( 1 ， 500人分)

[ ア プ ロ ー チ }

生 徒 会

環境防災科の発足

366 第六王者 @ 救脊

総合的 な 学 習 の 時 間 (平成15年度)

[対象学年] [ 時 期]

夏

1 月

月 初

(兵庫県教育委員会)



(表19) 兵庫県立山崎高等学校

学校行事 ・ 特別 活動 及 び各部 ・ 各科の取組の 中 で の 実施内容

- 前期 防災避難訓練

. 後期 防災避難訓練

- 前期 防災教育 ホ ー ム ル ー ム

. 後期 防 災教育 ホ ー ム ル ー ム

校内 防災避難訓練 (訓練活動)

学校行事

I �有災教育 に つ な が る 各部 ・

1 科の取 り 組み

①保健部 (救護活動)

・ 負傷者の搬出

・ 負傷者の応急手当

. 心筋蘇生j去の 習 得

転 入教職員対象防災教育

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

校 内 防 災 教 育

(地 域 防 災)

①家政科 (家庭一般)

- 幼克保育

・ ふ れあ い脊児f本験

. 山崎 町内施設訪持

(自己食 ・ 介護体験)

・ 防災頭巾 の作成

・ 三角 巾 の使い方

②林業科 (総合実践)

・ 校内 実習 (製材 木工加工)

. 演習 林実習

特別活動

今後の 防 災教育 に つ な がる

各部 ・ 各科の取 り 組み
し一一

①家政科 (家庭一般)

・ 緊急時の炊 き 出 し 実 習

②林業科 (総合実習)

・ 製材実習 ( 薪 ・ 杭の備蓄)

. �}j災林の研究繋備

③情報教育

・ 情報機器の活用

・ 通信や放送設備及 び ア マ

チ ュ ア 無線の維持管理

(兵庫県教育委員会)
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実践事例 の 学校 と テ ー マ は次の と お り O

〈小学校〉

( 1 )  み ん な と 生 き ょ う ! 町づ く り は 私 た ち の手で (神戸市立灘小学校)

(2) 命 を 輝かせ る た め に (芦屋市立精道小学校)

(3) く ら し の 中 の 安全パ ト ロ ー ル ( 三 田 市立すずかけ台小学校)

(4) ア イ ラ ブ西脇 ! ア イ ラ ブ西小 西脇市立西脇小学校)

(5) 暮 ら し や す く 安全 な 夢の ま ち を つ く ろ う (相生市立双葉小学校)

(6) 私 た ち の安全 を 守 る た め に ( 関 宮町立熊次小学校)

(7) 妨災 ・ み ん な で考 え よ う (一宮町立郡家小学校)

〈中学校〉

( 1 )  災害 を 知 り 、 災 害 に 学ぶ (神戸市立飛松中学校)

(2) 震災で避難 し た公開 に感謝 し よ う (西宮 市立浜脇 中学校)

(3 ) 救急車 .ノ 早 く 来て 万 「命 を つ な ぎ と め る た め にJ (篠 山市立今田 中学校)

(4) r災害 に 強い 町づ く り 」 への提言 ( 三木市立星陽 中 学校)

(5) 山 崎断層 に つ い て 学 ぼ う ( 山崎 町立 山 崎西 中 学校)

( 6 )  地域の災害か ら 学ぶ (養父町立養父 中 学校)

(7)  地域で誇 り を も っ て生 き て い る 人 に 学ぶ (北淡耳立北淡束中 学校)

〈高等学校〉

( 1 ) 地球的規模で考え る 人 ・ ま ち ・ い の ち (県立舞子高校)

( 2 )  山 崎 断層 地震 に備 え る (県立山崎高校)

6 . 神戸市教委の 「総合学習J 研究推進校が 紡災学習

〔全78校の う ち 、 1 小学校、 3 中学校、 1 高校が取 り 組み 〕

神戸市教委 は 「総合学習J (総合的 な 学習 の 時 間 ) の完全実施 に備 え て2000年度 に 「神 戸 つ

子 と び、っ き り タ イ ム 」 を 実施 し た 。

教科で も な く 、 特別活動 で も な く 、 道徳で も な い 「総合学習」 は 第 四 の領域 (高校で は

第三 の領域) に位置づけ ら れ る が、 教育課程 の 中 に創設 さ れ る た め ス ム ー ズ な 取 り 組み を

め ざ し て 「 と び、っ き り タ イ ム 」 に よ る 「総合学習」 の実験授業 を 展 開 し た 。 「研究推進校」

に指定 さ れた の は小学校50校、 中 学校25校、 高等学校 3 校の合計78校。

2000年 5 月 の研修講座 「総合的 な 学習 の カ リ キ ュ ラ ム 」 講演会 に 始 ま り 、 翌年 3 月 ま で

開 を 通 じ 、 連絡会議 3 回 、 研修講座 4 回 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 1 回 、 情報交換 2 回 、

授業公開 8 固 な ど を 重ね た 。 こ の 中 で 、 成徳小学校、 本 山 南 中 学校、 須佐野 中 学校、 飛松

中学校、 市立兵庫商業高校の 5 校で 「防災」 が 「総合学習」 の テ ー マ に取 り 上 げ ら れ た 。

全校で、 あ る い は 学年単位 で 、 ク ラ ス 単位 と さ ま ざ ま だが、 板神大震災 を 中心 テ ー マ に 震

災 の メ カ ニ ズ ム か ら 復興 ま で を 分析 し な が ら 過去 の災害、 震 災 に 学ぶ教訓 、 助 け合 い 、 地
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(表20) 神戸市立成徳小学校

全32時 間
』者元将想厨

2000..1 震災サ ミ ッ 介「神戸発

防災の 日 「 し あ わせ は こ ぼ う 」 自 然のカ

阪神 ・ 淡路大震災の被害は大 き か っ た 。 地面が動 い た な ん て信 じ ら れ な い。

放送番組視聴

ふ で

れ あ

る う

野 島 に 野 島断層 保存館があ る ん だ っ て 、 近 く に小学校 も あ る ら し い よ 。

野島断層 を 笑 際 に 見 て み た い 。 野 島小学校の校区の被害 は ど う だ、 っ た の か。

見 学 に行 っ て 、 聖子島小学校の 人 に も 震災の話 を 開 き た い な 。

つ

野島断層 保存会の語 り 部 さ ん の話 を 聞 い て よ く 理解で き た よ 。

野 島小学校の友達に神戸の震災 ・ 復興 を伝 え た い。
野島小学校の友 達 に 野 島 の 震災 ・ 復興 を 教 え て ほ し い。

か

む

街 に 木 を 植 え て い っ

た 人 た ち がい る 。 新

し い 街 づ く り が 始
ま っ て い る ね。

防災 グ ッ ズ は ど ん な

物があ る の O 防 災 シ

ス テ ム っ て ど ん な も

の O

ど ん な 人 た ち が助 け

て く れた の 。 今 ど ん

な ボ ラ ン テ ィ ア カfあ

る の O

建物 は ど ん な 被害 を

受 け た の か 。 六 甲 道

駅 や高速道路 は 、 ど

ん な様子だ っ た の 。

ふ
か
め
る

考 え た こ と ・ 気付い た こ と を み ん な で話 し 合お う 。い
か
す
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域 と の つ な が り 、 全国 と のつ な が り な ど を 学 び、 命 の 大切 さ 、 自 ら 行動す る 防災 の備 え を

学習 し た。

〈成徳小学校〉

研究 テ ー マ は 「人 と か か わ り 合 う 中 で生 き る 力 を 育 て る 」 。 自 ら の課題 を 追究 、 と も に

学 び合 う 「総合学習 j の創造 を め ざ し 、 5 年生が2000年 9 月 か ら 11 月 に 「神戸発震災サ ミ ッ

ト 2000J の単元 (会32時間) に取 り 組んだ。 各学年年 間70時間 を 「総合学習」 に 使 っ た が、

半分近 く を 占 め て い る O

「ふ れ る 、 で あ う J rっ か むJ r ふ か め る J rい かす」 の 区分で、 淡路 ・ 野 島 断)曹 の見学、

神戸の被害、 ボ ラ ン テ イ ア 、 防 災 シ ス テ ム 、 神戸の毎興、 野島小学校 と の 交流 に 取 り 組み、

防災 グ ッ ズ ま で学 ん だ。

〈本山南中学校〉

研究 テ ー マ は 「 自 分 を 知 ろ う 21世紀の ラ イ フ ス キ ル を 育 て よ う J o [坊災学習 は 「過去

か ら 学ぶ」 で 、 学校全体が取 り 組ん だ。

保護者の震災体験募集。 丈集づ く り O 避難所 と し て の学校。 生徒 に よ る 被災体験紹介。

地域 に 残 る 石碑、 慰霊碑の記録調べ。 地域の公園 に あ る 防災施設紹介。 理科部 に よ る 倒壊

率の分析。 生徒会 に よ る 全国 か ら の 支援 ビ デ オ レ タ ー の報告な どが行 わ れた 。

〈須佐野中学校〉

1 年生 の研究テ ー マ に 「地域 ・ 防災教育」 が取 り 上 げ ら れた 。 地域の特性、 実態 を ふ ま

え 「生命の大切 さ 」 を 学ぶ の が狙い。

学校内 だ、 け で行 っ て い た 紡災学習 を 家定や地域 と と も に 実践す る こ と で 、 地域社会の 一

員 と し て の 自 覚 を 高 め 、 災害発生時の対応力 、 災害予防 、 防災知識 ・ 技能 の 習 得 を め ざ し

た 。

プ ー ル の水 を 利用 し た小型ポ ン プ に よ る 消火訓練。 プ ー ル で、 の 水難救助 と 着衣水泳。 心

肺蘇生法、 応急手当 法 な ど 「市民救命士」 資格への挑戦。 神戸 の復興状況調べ な ど を 行 っ

た 。

〈飛松中学校〉

研究テ ー マ 3 件 に 、 全校で年 間38 時 間 。 こ の う ち 「訪災学習j は 7 ・ 9 月 に 5 時間 、 I ・

2 月 に 15 時 間 、 合計20時聞 か け た 。

映像 と ト ー ク に よ る 「飛松中 学校 と 識人 ひ と り の大震災」 発表。 防災標語づ く り で震災

の教訓 学 習 。 夏休み の必修課題 に 「災害聞 き 取 り 調査」 。 校 区 の 大災害 (1938 年 の 阪神大

水害、 1945年 の空襲、 1967年の神戸大水害、 1995年の 阪神大震災) 調べ。 作文 「私 と 家族

の 阪神 大震災Jo 地震の メ カ ニ ズ ム 学習 。 災害時の 対応意見発表。 復 興記念事業への参加、

ひ ま わ り の 種風船で支援へ感謝。 市 内 の震災モ ニ ュ メ ン ト 見学 な ど に 取 り 組 ん だ 。

〈市立兵庫臨業高校〉

研究 テ ー マ は 「神戸 に 関 す る 総合学 習 J o 1997年度 か ら 国際経済科で実践 し て い る 「神
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戸学 I J を 発展 さ せ同 科 l 年 7 組 (42人) を 対象 に取 り 組ん だ。

1 学期 に 神 戸 の 近代化100年 の 歩 み 、 i巷 と 都市生成、 市民気質、 庶民文化、 景観、 神戸

の シ ン ボル 、 多機型複合都市づ く り な ど と と も に 「大震災 と 復興政策」 を 学び、 公的資金

の必要性、 震 災 は 天災か人災かな どの基礎学習 を 重 ね た 。

こ れ に 基づい て 生徒の個人テ ー マ を 決め 、 3 学期 に最終 レ ポ ー ト を 提 出 、 2000年喪神戸

学 と し た。

犯人の う ち 、 8 人が板神大震災 を 取 り ヒ げ、 人命救助 、 政府の対策、 神 戸 の経済、 仮設

住宅、 避難所、 長 田 区 の復興 な ど に つ い て I 年がか り で ま と め た 。

7 . 県立舞子高校 に 全国初の 「防災科」 新設ヘ

(2002年度 に 「環境防災科」 を 設置〕

県立舞子高校 (神戸市垂水区学が丘) に2002年度か ら 全回 初 の 防災専 門 学科 と な る 「環

境防災科」 が新設 さ れ る こ と に な っ た。

同 科 で は 災害発生の メ カ ニ ズ ム 、 災害 に 強 い街づ く り 、 救助や応急処置法 な ど を 専 門 に

学び、 消 防学校への体験入学、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 も 授業 に組み込 ま れ る O

防災学習 は震災の苦 し い経験 を 思 い 出 さ せ る た め 、 生徒への心の配慮 も 細 か く 行 わ れる

こ と に な っ て い る O し か し 、 被災体験 を 持 っ て い る 方が授業 に 入 り やす い と い う 点 も う ま

く 利用 し て い く と い う O 防災は物理や;地学な ど理科系 な どか ら 行政、 都市工学、 人権問題

な どあ ら ゆ る 分野 に ま た がっ て お り 、 授業 に あ た っ て は校外か ら 多彩 な 講師 を 招 く 必要 も

あ る O

新設学科 に 「環境」 の 丈字がかぶ さ れて い る の は 、 閣 は 水資源の確保 に重要だ、が、 降 り

す ぎ る と 水害 に な る た め 、 環境 と 防災 は ひ と つ の現象 を 裏表か ら 考 え る た め だ と し て い る O

(2000年度 か ら 1 年生全 員 が 「現代社会」 授業で先行〕

同校 は 普通科 だ け の高校で、 2000年度 か ら 準備期 間 と し て 、 現代社会の授業で 1 年生全

員 が防災 を 学 び始め た 。 一学期 の 締め く く り は 「震災 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 」 。 グ ラ ウ ン ド、

教室、 化学室、 調理室、 体育館 な ど校内 を 5 つ の場所 に 区分 し 、 そ れぞれ 「直後J r 5 分後」

r30分後」 の 状況が ど ん な 変化 を 見せ る か生徒が考 え る 内容。 建物や備品 の 損壊 と い っ た

客観状況 だ け で な く 、 パ ニ ッ ク 状態 な ど心理、 行動現象 な ど も 考 え 、 災害内容の把握、 対

策 、 けが人の処理等へ向 か う 姿 を 生徒 自 身が学 ん で、 い っ た 。

三学期 に は 1 年生全員 が特別設業で人工呼吸や心臓マ ッ サ ー ジ な ど心肺蘇生法の講習 を

受 け 、 神戸市消防局 か ら 「市民救命J:J に 認定 さ れ た 。 市民救命士の受講 は震災の翌年か

ら 続け て い た 。

7 月 31 自 に は 学 区 内 の 中 学生 を 対象 に 、 「体験入学会j が催 さ れた 。 12校か ら 75人が参

加 し 、 r l功災教育体験」 と 「環境教育体験」 の 2 コ ー ス に 分かれ、 心肺蘇生法や炊 き 出 し

を 体験 し た り 、 太陽光発電 シ ス テ ム を 例 に 地球の描暖化 に つ い て学習 し た 。

第六章 @ 教育 371 



震災 6 周 年 の 2001年 1 月 17 日 、 「震災 メ モ リ ア ル行事」 と 題 し て公開講座 を 開 い た 。 講

師 は 大学の 専 門 家 を は じ め 、 大阪 ガス 、 阪急電鉄の社員 、 声楽家、 呂 本 レ ス キ ュ ー協会員

ら 27人 を 外部 か ら 迎 え 、 心 の ケ ア 、 癒や し 、 障害者ラ イ フ ラ イ ン 復 旧 、 活断層 、 地震予知

な ど25積類の 講座 で構成 さ れた 。

に は 同校 1 ・ 2 年生の ほ か、 市立多関東中 の 1 年生、 神戸、 明石市内 の 教 員 、 保護
者 ら が参加 し た 。

ま た 、 1 月 31 日 に 神戸 で 聞 か れ た 「地震 に 負 け な い 世界 に 向 け て 21世紀国 際 ワ ー ク

シ ョ ッ プJ ( 由連他地域開発セ ン タ ー (UNCRD) 防災計画兵庫事務所 な ど主催) に茸子高

校 1 年生 4 人が参加 し た 。 震災当時、 小学 4 年生 だ、 っ た 4 人 は 「震災 は ま だ終 わ っ て い な

い」 と 避難所生活 な ど震災直後 の 生 々 し い状況、 同校で寂 り 組ん で い る 防 災教育 の 内容、

意義 な ど を 紹 介 し

8 . 実物の 「保設住宅J で 防災学習

〔神戸 ・ 神出 自 然教育園 に館設住宅 を展示 し た震災学習棟〕

阪神大震災の体験 を 後 世の子 ど も た ち に語 り 継 ご う と 、 神戸市教委 は市立神 出 自 然教育

関 (神戸市西区) に 実 際 に 使 わ れた仮設住宅 2 戸 を 移設、 2000年 4 月 27 日 か ら 「震災学習
棟」 と し て公 開 し た。

震災直後の惨状や仮設住宅での暮 ら し を再
現 し た主要災学習棟ェ神戸市西区神出町白井、
市立神出 自然教育関 (神戸新聞社提供)

震災体験の風化が心配 さ れ る 中 、 震災 を 知 ら な い子・ ど も た ち に も 震災体験 を 伝 え 、 防災

教育 に役立 て よ う と す る も のO 震災在後の惨状 と 仮設住宅で の 日 常生活風景 を 再現 し て い

る 。 西 区 の椛台第二仮設団地 (77戸) で使わ れて い た 2 D K タ イ プの 2 戸 を つ な ぎ合わせ

た 。 合計52平方 メ ー ト ル。 棟 内 は 地震発生時の午 前 5 時46分で止 ま っ た ま ま の 持計や倒壊

し た家具や食器棚 な ど散乱 し た住宅内 の状況 を 再現 し た コ ー ナ ー と 仮設住宅で実際に寵わ

れ た 電気 2 タ ク や家具、 テ レ ビ な ど を 並べた生活再現 コ ー ナ ー の 2 種類。 避難所で の炊 き
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出 し 。 仮設校舎での授業風景 な どの写真パ ネ ル も 展示 し た 。

神戸 市教委 の 震災学習交流セ ン タ ー (震災語 り 部) の元校長 ら が説明、 指 導 を 行 っ て い

る O

9 . 神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー の 「語 り 部J 活動

(2000年度は 2 万5 ， 766人 に語 り 継 ぐ 〕

毎年、 全国 か ら 神戸 を 訪 れ る 鯵学旅行生 に 自 ら の 震災体験 を 生 々 し く 語 り か け、 警鐘 を

鳴 ら し 続け る 元校長 ら の語 り 部活動が 5 年 目 に 入 っ た 。

県下の児童 ・ 生誌 を 対 象 に し た も の と は異 な る も う 一 つ の 防災教育で あ る O 元校長 ら の

拠点 は神戸市教委の 「震災学習交流セ ン タ -J で、 約20人が1996年度か ら 語 り 始め 、 97年

度 に 同 セ ン タ ー がス タ ー ト 、 組織化 さ れ た 。

(表21 ) 震災学習実施数

1997年度 1998年度 1999年度
交 流 講師派遣 合 計 交 流 議締派遣 ; 合 計 交 流 講師派遣 合 計

小 学 校 。 799 799 。 1 ， 236 I 1 ，  236 。 3 ， 悶 3 ， 566 
(0) ( 14) (14) (0 ) ( 13 ) 1  ( 13) (0) 1  (42) (42) 

中 学 校 934 9 ， 229 1 0 ， 163 300 ; 1 0 ， 430 1 10 ， 730 249 13 ， 805 1 4 ， 054 ! 
( 10) (76) (86) (2)1 (76)1 (78) (4) (96) ( 100 

校j 420 7 ， 91 9  8 ， 339 。 7 ， 89 1  I 7 ， 89 1  
(44) (46) (0) (38) 1  (38) (0)1 (28) 

ロ菱 。 69 69 。 65 65 。 0 1  
(0) (2) (2) (0 ) 1  (2 )  (0) (o) ! (0) 

各種学校 。 30 30 。 139 139 。 247 ! 247 
(0) ( 1 )  ( 1 )  (0; (3) (3) 1 (0) (6) (6) 

校長会等 。 3 ， 802 3 ， 802 
(
0 

o: 

4 ， 249 4 ， 249 。 2 ， 046 2 ， 046 
(0) (94) (94) (99) (99) (0) (63) (63) 

ご口〉、 言十 1 ， 354 21 ， 848 23 ， 202 24 ， 010 24 ， 310 249 26 ， 495 26 ， 744 
(12) (231 ) (243) �) I (23 1 )  (233) (4) (235) (239) 1 

(注) 1 ，  1 996年度は交流 5 件 (317人) 、 講師派遣45件 (5 ， 296人) 、 合計50件 (5 ， 613人)
2 . 数字は 交流の受講人数、 ( ) 内 は学校数ま た は団体数
3 . 校長会等の 中 に は教頭会、 教育委員会、 教師、 一般 (PTA、 自 治会等) を 含む

2000年度
父 i定 講師派遣 合 計1 3 190 3 m  

(0 (48) ; (48) 

一 川3 ， 358
( 1 ) 1  ( 103) 1 ( 104) 

。 5 ， 380 5 ， 380 
(0) (26) (26) 

。 。 。
(o) ! (0) 

。 378 378 
(5) (5) 

。 3 ， 660 3 ， 660 
(0) (52) (52) 

200 25 ， 766 
235) (236) 

(神戸 市教委震災学習交流セ ン タ ー )

他舟県 か ら 神戸 を 訪れた修学旅行生や教頭会、 校長会、 教育委員 会、 教員 、 P T A 、 副

治会な どの冨体に被災体験 を 伝 え て い る O 修学旅行生の宿舎や神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス

プ ラ ザ ( 阪神 ・ 淡路大震災建興支援舘) の ほ か 、 県外各地へ招 か れ、 演壇 に 立 つ 。 講師派

遣 ばか り で な く 、 県:外 と 神戸 の学校同士の交流 の 窓 口 に も な る 。

2000年 度 は 講 師派遣 (語 り 部) が小学校48校3 ， 190人、 中学校103校 1 万3 ， 158人、 高校26
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校5 ， 380人 、 各種学校 5 校378人、 校長会、 教育委員 会 な ど52団体3 ， 660人、 ほ か12中学校

の 交流が l 校200人 あ り 、 合計は236件 2 万5 ， 766人 に の ぼっ た 。 前年 よ り 1 ， 000人弱減 っ た

カ宮、 ほ ほ横 ばい 。

96年度 は50件5 ， 613人、 同 セ ン タ 一発足後の97年 は243件 2 万3 ， 202人、 98年 度 は233件 2

万4 ， 310人、 99年度 は239件 2 万6 ， 744人 だ、 っ た。

10 . 修学旅行で震災体験学習交流

〔互い に合唱 を 披露〕

2000年 5 月 9 目 、 埼玉県春 日 部市立豊 春 中 学校 の 3 年生208人が、 修学旅行 を 利用 し て

神戸市東灘 区 の 市立御 影 中 学校 を 訪れ、 同校の 3 年生188人 と 交流 し た 。

豊春中 は 阪神大震災の学習 に取 り 組んで、 修学旅行の訪問地 に神戸 を 選 ん だ 。 交流会 は

体育館 で 聞 か れ、 震災時の生徒が書い た作文の朗読、 当 時 の ス ラ イ ド や ビ デ オ が映 さ れ た 。

御 影中 は 4 人 の 生徒 を 失 い 、 西校舎は 全壊、 完全 な 形で残 っ た の は体育館だ、 け だ っ た 。 校

庭 に プ レ ハ ブ校舎、 音楽室の代 わ り に被服室で 、 失 っ た ピ ア ノ の代 わ り に 寄付 さ れた オ ル

ガ ン を 能 っ た授業の話は豊春 中 の 生徒 に深い感銘 を 与 え 、 両校が合唱 を 得意 と す る こ と で、

歌声で交流、 御 影 中 で震災直後か ら 歌い続 け て い る 'TomorrowJ を 両校生徒が合唱 し た 。

〔花の苗 を 携 え 、 復興住宅訪問〕

2000年 5 月 間 目 、 群馬県新里村立新里 中 学校の 3 年生47人が神戸市 中 央 区 の 復興公営住

宅 'HAT 神戸 ・ 脇 の浜」 を 訪れ、 河校の温宗で、 種 を 育 て た ベ チ ユ ニ ア の 苗380株 を 贈 り 、

{主人 と い っ し ょ に+菌 え つ け た 。

同校 は97年 か ら 毎年、 被災地 を 訪 れ て お り 、 「行AT 神戸」 は 2 羽 目 O 民 間 の 震災語 り 部

「 グ ル ー プ。117J の メ ン バ ー や住人か ら 被災体験な どの話 を 開 い た 。

〔 モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク を体;験〕

2000年 5 月 24 日 、 名古屋市千種区の市立千撞台 中学校の 3 年生20人が、 芦鹿 市 か ら 神戸

市東灘区 ま で歩 き 、 震 災 に ま つ わ る 記念碑 を 巡っ て 「モ ニ ユ メ ン ト ウ オ ー ク 」 を 体験 し た 。

]R 芦屋駅 を 2 班 に 分 か れ て 出 発 、 ボ ラ ン テ イ ア の 案 内 で更地が多 く 残 る 商庖街や 園 児

や児童が亡 く な っ た 保育所や小学校な ど 5 キ ロ の道の り を 3 時 聞 か け て歩い た 。

修学旅行 中 に 自 由 に行 き 先 を 選べ る 体験学習 の 時 間 を 利 用 し た も の で 「復興は 進 ん で い

る よ う だが、 は ざ ま の部分が見 え たJ I帰 っ て か ら 親 に 話 し た い」 な ど感想 を 述べ、 秋の

同校文化祭で発表 し た 。

〔被曝地長崎へ メ ッ セ ー ジ 〕

1 5 年前、 神 戸 は 大地震 に み ま わ れ ま し た。 50年前、 長埼では原;爆が投下 さ れ、 神戸 の

大地震 を は る か に こ え る 災害 に み ま わ れ ま し た 。 あ の 一瞬の で き ご と か ら 、 共 に苦 し み 強

く 生 き ぬい て き た街 ど う し だか ら こ そ平和 の あ り がた さ がい た い ほ ど分か り ま す。 ま だ完

全 な 幸せが 2 つ の街 に訪 れ た わ け で は あ り ま せ ん 。 神戸 は い ま 黄金の花、 ひ ま わ り を復興
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の花 と し 、 輝 く 21世紀 を み つ め 、 ス タ ー ト を 切 っ た と こ ろ です 。 神戸か ら の 感謝の気持 ち

を ひ ま わ り の花 に こ め て育 て ま し た 。 神戸か ら 発信 さ れ た 黄金 の 希望の花 が、 日 本各地、

世界各国 に広 が り 、 悲 し み の な い地球に な る よ う 私達 は願 い ま すj

神 戸 市 中 央 区 の市立神戸生 田 中 学校の 3 年生が ま と め た 「世界平和 宣言J で あ る 。 150

人の 3 年生が被J患者への メ ッ セ ー ジ を 書 き 、 生徒会 の 17人の宣言 に ま と め た 。

修学旅行の2000年 5 月 末、 長崎市 内 の 中 学校31校 と 養護老人 ホ ー ム を 訪ね 、 震災支譲へ

の感謝の気持 ち を 伝 え 、 共 に宣言丈 を 読み t げて復興 を 誓 っ て 育 て た ヒ マ ワ リ の苗 を 手渡

し た 。

〔修学旅行で被災地の消紡署へ〕

2000年 9 月 14 日 、 東京 ・ 八王子市 の 市立み な み野 中 学校の 12人が、 神戸市の須磨消防署

を 訪れ た 。 震災時の消火活動 の様子 を ピ デオ で学習 し た あ と 、 長 田 区 や 兵庫 区 で消火や被

災 者 の 救助 に あ た っ た 署員 か ら 当 時 の 体験談 を 聞 い た 。 「本来 な ら 消 防車 が何10台 も く る

よ う な 大火事があ ち こ ち で放置 さ れたJ r救助道具が足 り ず、 生 き 埋め の 人 を 助 け ら れず

歯がゆ い思 い を し た」 な どの 生 々 し い 話 に 生徒た ち は 「 よ い震災学習 に な っ たJ と 感想 を

話 し て い た 。

〔被災体験共有へテ レ ビ電話で交流〕

2000年 9 月 21 日 、 7 月 に 続 い た 伊豆諸島近海地震で大 き な被害 を 受 け た 東京 ・ 神津島村

立神津 中 学校 と 阪神大震災 を 経験 し た 西宮市立浜脇 中学校の生徒た ち が、 テ レ ピ電話で近

況 を報告 し あ っ た。

7 月 に 浜脇 中生徒会 の 呼びか けで千羽づる を 折 り 、 激励 の 手紙 と と も に 、 休校 中 の神津

中 に贈 っ た 。 「 そ の 後の 状況が心配」 と い う 生徒の 声 で 、 西宮市教委が、 情報教育 の 一環

と し て 9 月 に導入 し た ばか り の テ レ ピ電話 を 両校 に 貸 し 出 し 、 対話が実現 し た 。

浜脇 中 で は 図書室 に 喜ま い た テ レ ビ電話 の 前 に 生徒会役員 が座 り 、 神i卒 中 に ダ イ ヤ ル し て

初 の “対面" を 果 た し た 。 神津中 生徒会か ら は 「村の神社が崩 れ、 名 物 カ ツ オ 釣 り 神事の

夏祭 り がで き な く な っ たJ r 8 月 ま で避難 し た 生徒が多 か っ た が、 や っ と 普通 の 生 活 に 戻

り つ つ あ る 」 な ど と 報告。 浜脇 中 か ら は 「私 た ち も 余震が怖 か っ た が、 全 国 か ら の励 ま し

で頑張れた 。 こ ち ら か ら で き る こ と は あ り ま せ ん か」 と 呼びか け る と 、 神 津 中 は 「交流が

一番J と 花、 じ た 。 テ レ ビ電話 は顔 を 見 な が ら 状況 を伝 え あ え る 強味が改 め て認識 さ れた 。

〔小学生も修学旅行で交流)

2000年10月 13 日 、 神戸市東灘 区 の 市立本山 第 二小学校 を 、 三重県鈴鹿市立清和小学校の

6 年生54人が修学旅行 の 途 中 に 訪 問 、 約 2 時 聞 か け て ど デ オ や写真 を 通 じ て震災の様子 を

学 ん だ。

両校の交流 は本 山 第二小か ら 震災直後か ら 約半年 間 、 清和小 に 仮入学 し た男 子児 童 を 、

清和小の 元 同 級生 ら が1999年、 修学旅行の 途 中 に 訪 問 し た の が始 ま り O 震災学習 は 印象深

か っ た と い う 感想が多 く 、 2 回 目 の交流 と な っ た 。
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い六節 学校防災体制の整備 と 機能の充実
「学校防災体制 の 整備 ・ 充実」 は 「薪 た な 防災教育」 の 三 つ の柱の ひ と つ で あ る O 大 き

な 災害が発生す れ ば、 学校は避難所 と な り 、 地域の拠点 と し て 重要 な 役割 を 担 う O 学校に

は平時か ら 万全の備 え が求め ら れて い る O

そ の た め①学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の 整備 ②避難所運営体制 の確立 と い う 呂

標が特 に 重点 と し て あ げ ら れ、 2000年度 は そ の 3 年 呂 だ っ た 。

学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル は独 自 の努力 で作成 で き る が、 避難所運営体制 の 確立 は 、 市

町部局 、 地域 と の連携 な し に は不可能であ る o 1997年度 に 「避難所の運営主体は市町部局 。

す み や か に ( 7 日 以 内 ) 教職員 、 学校か ら 市 町へ責任 を 移す」 と い う 原則が確 認 さ れ、 市

町 ・ 学校 ご と の避難所運営マ ニ ュ ア ル の策定が進 め ら れて い る O

学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成率 は市町の避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成率 よ り は高い

が、 ど ち ら も 課題 と さ れた ま ま の 3 年 目 だ っ た 。 今後 も 相変 わ ら ず課題の ま ま の状態が続

く の か 、 課題 を 克賊 し て成果 と な る の か。 被災 6 年 目 の2000年度 は新 し い節 目 への ス タ ー
ト の年 だ っ た 。 (第 6 巻第四節、 第 5 巻第五節参照)

1 .  2000年度防災教育実態調査か ら

( 1 )  地域や関係機関 と 連携 し た 防災教育の取組を ど の よ う に進め る か

別表の と お り 、 数字 は一部の項 目 を 徐い て前年 よ り 向上 し て い る O 地域 と 学校 と の連携

で 、 多 く の 学校が防災訓練の実施 を 考 え て い る こ と がわ か る O し か し 市 町 と の 総合防災訓

練への 参加意識は低いO

(表22) 2000年度、 地域や関係機関 と 連携 し た 防災教育の取 り 組み

小 学 校 中 学 校
地 域 と 訓 練 644校 76 . 9%
参 観 日 授 業 173校 20 . 7%
引 き 渡 し 訓 練 464校 | 札 4%
災 害 の 話 開 く 95校 l 1 1 . 4% 
総合訓 練参加 831支 i 9 . 9% 

(兵庫県教育委員会)

大多数の学校が避難所 に指定 さ れて い る こ と か ら 、 災害発生時の対応 に つ い て 、 地域住

民 と と も に学校防災体制 を 充実 さ せ よ う と し て い る こ と も う かが え る O 地域 を 巻 き 込ん だ

防災教育 と い う 観点 か ら す れば、 授業参観の実施や地域の災害の話 を 聞 く よ う な 取 り 組み

も 今後 に期待 さ れる O
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( 2 )  訪災器11練の実施回数

実施回 数 は小学校 と 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 で は年 3 田 (学期 に 1 匝) が圧倒 的 に 多 いが、 中

学校、 高校で は 年 2 回 が大半 を 占 め 、 こ の傾 向 は 4 年連続変わ ら な い 。

中学校 ・ 高校で は生徒の取 り 組み 姿勢 に マ ン ネ リ 化が見 え る た め 、 少 な い 回数で緊張感

を 高 め 、 よ り 効果 を 上げ よ う と い う 意図 が う かがえ る O し か し マ ン ネ リ 化の 原 因 を 解消 し

な い か ぎ り 問題 は解決 し な い。 実施内容の工夫が必要 と な る 。

(表23) 防災訓練の実施回数

口1999年度実施回数

1 回
2 回
3 国
4 戸i

5 間 以 上 ) 
口2000年度実施予定

1 回
2 回
3 回
4 回

5 回 以 上

小 学 校
6 t支 i 0 . 7%  

1 44校 l 1 7 . 2%  
5閣支 | ω . 1 %
85校 10 . 2%
24校 l

小 学 校
2 校 i 0 . 2%  

107校 12 . 8%
601校 71 . 8%
100キ支 1 1 . 9% 
27校 l 3 . 2%  

( 3 )  防災自H醸の実施内容

中 学 校
104校 29 . 09も

158車交 44 . 0%  

90校 | ぉ . 1 % 
5 校 ; 1 . 4% 
2 校 i 0 . 6%  

中 学 校
69校 19 . 2%

164i支 45 . 7%
1捌交 3:3 . 1% 
4 校 ! 1 . 1% 
。 校 i 。 %

品 等 学 校
621交 36 . 3 %
96校 56 . 1% 
12校 l 7 . 0% 
。 校 | 。 %
。 校 ; 。 % I 
高 等 学 校
62校 36 . 3%
90校 52 . 6%
18校 : 10 . 5%  
l 校 0 . 6% 
。 校 。 %

富 ・ 主筆 ・ 養護学校
3 校 l 7 . 5%  
10車交 25 . 0%  
21キ交 52 . 5% 
3 校 7 . 5%

H交 ; 7 . 5%  

富 ・ 聾 - 養護学校
l 校 i 2 . 5%  
1 1校 27 . 5%
22校 55 . 0%
3 校 1 7 . 5%  
3 校 l 7 . 5%  I 

(兵庫県教育委員会)

火災に次い で地震が多 い 。 年 間 の実施 回 数 2 回 が多 い 中 学校や高校で は 、 地震 と 火災 の

総合訓練 を 行 う と こ ろ が多 い 。

ま た 、 最近 は 地域の過去の災害 を 教訓 に風水害や雪害 に 備 え る 訓練 を す る 学校 も 徐々 に
増 え つ つ あ る O

予期せぬ災害 に備 え る と い う 観点 で 、 地震や災の避難訓練が多 い の は 当 然だが、 よ り 積

極的 な 訓練 と し て避難経路 を 各 自 が判 断す る 課題 を 設定す る な ど、 体験型の訓 練 を 学年や

学級単位で行 う こ と も 考 え ら れ る O
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(表24) 防災訓練の実施内容

己1999年度実施内容

地 震
火 災
風 水 害

雪 害

総 合 訓 練

高 等 学 校
一一一一一一一γ一一一一一
36校 21 . 1% 
一一一一一一+一一一一一一一一-
97t交 56 . 7%
一一一一一L一一一一一一
3 校 1 . 8%
一一一一一一一寸一一一一一一

。 %
8% 

口2000年度実施予定

一
%一
%一
%

校一
ぬ一
ね一
2

学
寸

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 言 ・ 聾 ・ 養護学校
地 震 590校 70 . 5% 175校 48 . 7% 40校 23 . 4% 23校 57 . 5%
火 少(〈￡ぐ 775{交 92 . 6% 267{交 74 . 4% 100キ交 58 . 5%  34校 i
風 水 害 川校 12 . 5% 1 6校 | 4 . 5%  3 校 l 1 . 8% l 校 ; 2 . 6% 
望2 ゴ口主 8 校 l l . 0% l 校 l 0 . 3%  O {交 l 。 % o i交 l 。 %
総 合 訓 練 468校 55 . 9% 179校 49 . 9% 86校 50 . 3% 21校 52 . 5%

(兵庫県教育委員会)

(4 )  訪災訓練の参加者

児童 ・ 生徒だ け の訓 練は 年 々 減少 し 、 関係機 関 や 保護者 と 連携 し な が ら 訓練 を行 う 学校

が増 え て い る O ま た 、 地域住民 と 連携 を 園 る 小学校や 盲 ・ 聾 ・ 養護学校が見 ら れ る よ う に

な っ て き た。 小学校 に比べ、 校 区 が広 い 中 学校、 高校で は実現が難 し い課題の よ う だ。 し

か し避難所 に 指定 さ れて い る 学校 も 多 く 、 避難所 開 設訓 練 な どで連携 を 図 る の も 一策 と な

る O

(表25) 防災訓練の参加者

口1999年度参加者

児 童 生 徒 の み
児童生徒 と 関係機関

児 童 生 徒 と 保 護 者 315校 ; 37 . 6%  
"唱 �....... .， -'.-r� ， 

781交 i 9 . 3%  
地 域 住 民 を 含 む 64校 i 7 . 6% 

口2000年度参加予定

児 殺 生 徒 の み
児窓生徒 と 関係機関

児 童 生 徒 と 保護 者

地 減 住 民 を 含 む |

中 学 校 高 等 学 校 富 ・ 聾 - 養護さ学校
79校 : 46 . 2% 26校 65 . 0% 

中 学 校 高 等 学 校 高 ・ 豊里 ・ 養護学校
26キ交
11主交

(兵庫県教育委員会)
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( 5 )  防災訓練の想定場面

圧倒 的 に 「授業 内 I J が多い。 「休憩時間」 や 「登下校 中 」 な ど も と り 入れ、 年 々 、 幅広

い対応が見 ら れ る O

「主主下校 中 」 の 内容 は 地震対策がほ と ん ど。 地域の公開 な どの避難所へ避難 し 、 安全 を

確認す る 内容 と な っ て い る O 学校に よ っ て は 「 ス ク ー ルパス 運行 中 」 の訓練 も 行わ れ て い

る O

(表26) 紡災訓練の想定場窟

口1999年度想定場面

口2000年度想定場面予定

( 6 )  防災訓練の事前 ・ 事後指導

(兵庫県教育委員会)

全体的 に は 「事後」 よ り 「事前J に力 点が置 かれ て い る O 休憩時間 中 や予告 な し の訓練

を 行 う 学校が増 え つ つ あ る こ と と 関連 し て 、 事後 に 児童 ・ 生徒 に 自 分の行動 を 点検 さ せ、

防災意識 を 高 め る 学校 も あ る O

防災教育副読本 を 事前 ・ 事後指導 に 活用 し 、 災害時の対応の あ り 方 を 指導 し て い る と こ
ろ も あ る 。

(表27) 防災訓練の事前事後指導

口1999年度事前 事後指導
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口2000年度事前 ・ 事後指導予定
小 学 校

実共 施 通要 領理作 成解・ 817校 97 . 6%

訓 練 の ;意 義指導 618校 73 . 8%

事 前 指 導 な し ! 104校 1 2 . 4%
教で 職課員 恕の 反整省 会玉県 645校 77 . 1% 
児て 主を主 生点、 徒干食 にさ 寸めせ ある 6641交 79 . 3%

事 後 指 導 な し 68校 ; 8 . 1 % 

( 7 )  保護者への引 き 渡 し 訓練

中 学 校
338t:交 94 . 2%
171校 : 47 . 6%  
21校 l 5 . 8% 

150キ交 4 1 . 8%  
196t:交 54 . 6%
48校 13 . 4%

高 等 学 校
155校 90 . 6%
901支 52 . 6%
9 t交 l 5 . 3% 

49キ交 28 . 7%  

98車交 57 . 3% 
44t:交 : 25 . 7%  

盲 ・ 聾 ・ 養護学校
38校 95 . 0%
1 11佼 27 . 5 %
2 校 l 5 . 0% 
20校 50 . 0%
1 9校 47 . 5 %
1 ] 校 27 . 5 %

(兵庫県教育委員会)

小学校 は引 き 渡 し 訓 練 を 予定 し て い る と こ ろ が 3 年前 の 約 3 倍 に な っ て い る O

児童 ・ 生徒が在校中 に 大災害が発生 し た場合は必ず、 保護者への引 き 渡 し を行 う 状況が

生 ま れ る O 阪神大震災の教訓 か ら 、 年 1 凹 は 引 き 渡 し 訓 練 を 実施 し 、 保護者 と の連携 を 図

ろ う と す る 学校が増 え て い る の は望 ま し い と い う 。

防災教育 の授業参観 な ど と も リ ン ク さ せ る こ と で、 保護者への啓発 を 図 る こ と も 必要 だ

と い う O

(表28) 紡災訓練 ・ 引 き渡 し訓練

口1999年度引 き 渡 し訓練の実施

口2000年度引 き i度 し訓練の実施 予定

(8 )  前年度の防災昔H練 と 比べ克直 し た点

(兵庫県教育委員会)

小学校 で は 保護者や地域 と の連携 を 念頭 に 置い て い る の に対 し て 、 中学校や高校、 盲 ・

聾 ・ 養護学校 で は 事前 ・ 事後指導の充実 に力 点 が置かれて い る O

休憩時 間 や 登 ド校中 な ど、 時間帯や想定場面 を 変 え た り 、 自 ら を 守 る 技能 を 身 に つ け る

た め の 実体験 を よ り 多 く と り 入 れ る な どの工夫 も み ら れた 。
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(表29) 1 999年度の防災訓練 と 比べ て 晃直 し た点、

学
22校

1 5 . 7%  29校
5 . 5%  17校
4 . 3% 16校

2 1交

(兵康県教育委員会)

マ ン ネ 1) 化 を 防 ぐ に は画一 的 な 訓練か ら 脱却 し 、 児童 ・ 生徒の発達段階や 地域の実態 に

即 し た工夫 を 重 ね る こ と が必要で、 各 地 区 で行 わ れ る 防災研修会 な どでの協議や情報交換

で、 先進的 な 取 り 組み を 行 っ て い る 学校の例が参考 に な っ た と 考え ら れ る 。

( 9 ) 学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ アルJ を作成 し て い る か

小学校78 . 5 % 、 中 学校74 . 4 % 、 高校57 . 9 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校40 . 0% 。 全校種で前年 よ

り 大幅 に伸 びた 。 小 、 中 学校 は 7 割 を 超 え た が、 小学校は 8 割 に 近づい て い る O

災害発生 時 に 学校や教職員 に ど う 対応す る か を 予 め 具体的 に 、 明文化 し て お く 重要性は

大震災の教訓 。 県教委 は 1997年度末 に マ ニ ュ ア ル の ガ イ ド ラ イ ン を作成、 各学校独 自 の マ

ニ ュ ア ル を 置 く よ う さ ま ざ ま な 指導 を 重 ね て き た 。 3 年がか り で作成率が大幅 に k昇 し た 。

ま た 、 地 区 別 や 市 町 ご と の 訪災教育推進連絡会議 も 作成の気運 を 高 め た 。

教職員 の初動体制、 児童 ・ 生徒の保護者への 引 き 渡 し 、 避難所支援班の 組織化 な ど を 明

文化 し 、 手)11買 を 示 し て い る 。

地域別 で は 西播磨、 iê. 馬 の 小 、 中 学校で100 % に 達 し た 。 今後 は 各 市 町 の地 域 防災計画

や避難所運営マ ニ ュ ア ル と の整合性 を 図 り 、 実効性 を 高 め る こ と が課題 と な る 。

(10) 学校は 災害時の避難所 に 指定 さ れ て い る か

小学校 は837校 中831校 (99 . 3 % ) 、 中 学校 は 359校中355校 (98 . 9% ) 、 高校 は 171校中 101

校 (59 . 1 % ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 は40校 中14校 (35 . 0% ) 0 

各校種で前年 よ り 数校ずつ増 え 、 小 、 中 学校 は ほ ぼ100% と い え る O 高校 な どで は避難

所 に は な っ て い な く て も 物資の保管所 に な っ た り 、 救護所 に あ て ら れ る と こ ろ も あ る O

避難所指定の な い学校で も 、 災害対応マ ニ ュ ア ル を作成、 災害時 に備 え て い る 例があ る 。

県立学校の避難所指定 に は地域的 な ば ら つ き があ る た め 、 市 町 ご と の 連絡会議で防災部

局 と 改善 を 図 る 必要があ る 。
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(1 1) 市町 ま た は 区の担当職員 は 決 ま っ て い る か

小学校71 . 5% 、 中 学校66 . 2% 、 高校53 . 5% 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校57 . 1 % 。

前年 よ り 、 小 、 中 、 高校は増 え て お り 、 地 底 別 、 市 町 ご と の連絡会議で の協議 に よ り 、

決定率が高 ま っ た と い え る O 今後、 学校 ご と の連絡会議 を 開催す る の に 不 可 欠 な の で、 さ

ら に 決定率 を 高 め る 必要があ る O

(1 2) 学校 と 市町防災部局 と の連絡会議が開催 さ れ た か

小学校28 . 0 % 、 中 学校22 . 0% 、 高校53 . 5 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 0 % 。

実施率 は低率だが、 地 区別連絡会議が1998年度か ら 始 ま り 、 市 町 ご と の 防災部局 、 教育

委員 会、 学校の 三者連絡会議 も 1999年度 か ら 本格化 し て い る と こ ろ 、 学校 ご と の連絡会議

は市町防災部局 の体制 と も か ら み 、 課題 と し て 残 さ れて い る O

(1 司 教職員不在時に避難所 と な る 学校の鍵 を 開 け る 人は 決 ま っ て い る か

小学校74 . 8% 、 中 学校65 . 4 % 、 高校86 . 1 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校100 % 。

前年 よ り 中 学校以外は か な り 増加 し た 。 高校や富学校 な どで大幅 な見 直 し が進め ら れた

こ と が う かが え る O

(表30) 教職員不在時に避難所 と し て学校施設 を 開放す る持、 鍵 を あ け る 人

小 学 校 中 学 校
管 理 職 ・ 教 職 員 291校 46 . 8% 153校 65 . 9% 

i 学校近 く の市町の職員 ; 120校 19 . 3%  ;:，;:，校 23 . 7%  
管 理 補 助 者 警 備 員 62;f交 1 0 . 0% 3 校 1 . 3% 

j 学校近 く の地域住民 160ヰ支 25 . 7% 27校 1 1 . 6% 

(兵庫県教育委員会)

教職員 があ け る 学校が最 も 多 い が、 学校か ら 自 宅 ま での距離な ど災害時 に 機能す る か検

証す る 必要があ る 。 ま た 開鍵者 を 含め て避難所運営担当 者が年 l 聞 は 連絡会議 を 開 き 、 平

素か ら 初動体制 を 固 め て お か ね ばな ら な い 。

(1 4) 避難所 と 開放す る 学校施設や場所 を 明確 に し て い る か

小学校84 . 7% 、 中 学校78 . 6 % 、 高校90 . 1 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校71 . 4 % 。

各校種 と も 前年 よ り 増 え た 。 避難所 に指定 さ れて い な い学校で も 災害時 に備 え 、 開放場

所 を 明確 に し て い る と こ ろ があ る O 指定 さ れた 学校 は 開放場所の 明確化 を 急 がね ばな ら な

い 。 学校内 だ け で な く 、 地域住民、 自 主紡災組織、 市 町部局 に も 周 知徹底 し て お く 必要が

あ る O 校長室、 職員 室 な ど学校再 開 に備 え て絶対確保 し て お かね ばな ら な い場所、 施設 を
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残す の は大震災の教訓 で あ る O

同) 開放す る 施設の優先順位 を 決 め て い る か

小学校64 . 6 % 、 中 学校60 . 3 % 、 高校45 . 5 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校57 . 1 % 。

開放の順位 は重要 だが、 開放禁止区域 を 同時 に 明確 に し て お かね ばな ら な い。 災害弱者

と い わ れ る 障害者、 高齢者、 妊婦、 乳児 な どへの提供施設 も 必要 と な っ て く る O

(1 6) 教職員の避難所支援班の組織は で き て い る か

小学校57 . 1 % 、 中 学校55 . 5 % 、 高校77 . 2% 、 首 ・ 聾 ・ 養護学校35 . 7 % 。

学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成率向上 に と も な い 、 支援班の組織化 も 大幅 に 進 ん

だ。 と く に高校や盲学校 は 組織率が高 い。

学校 に よ っ て は教職員全員 を 避難所支援 に あ て る よ う 組織編成 し て い る と こ ろ も あ る O

災害発生時の教職員 の 第一の任務は児童 ・ 生徒の安全確保で あ る こ と を ;忘 れ て は な ら な い 。

(1 7) 学校 に 妨災倉庫、 備蓄倉庫が設置 さ れ て い る か

小学校30 . 3 % 、 中 学校20 . 3 % 、 高校12 . 9% 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校21 . 4 % 。

前年 に 比べ、 菌学校な どが 0 % か ら 2 割強 に増 え た。 市町が地域防災計画 に 基づ き 、 学

校の校庭 や 空 き 教室 な ど を 利 用 し て い る 場合が多い 。

2 . 学校防災機能の充実

( 1 ) 県立学校

「 窓 ガ ラ ス 飛散i功止対策」 は 2000年宣 ま で に 67校で実施 さ れた 。 「備品転倒 ・ 落下 防止

対策」 は 1999年度 ま で に 県立学校全校で完了 し て い る O

( 2 )  市町立学校

2000年度 は校舎の柱、 壁 な どの 「耐震補強」 が31校圏 (幼稚園 3 、 小学校時、 中 学校10) 、

「備蓄倉庫」 が小学校 2 校、 「 シ ャ ワ ー 室整備」 が小学校 l 校、 「 プ ー ル の 整備」 は耐震型

が 3 校 (小学校 2 、 中学校 1 ) 0 震災夜後の 1996年度か ら 耐震強化が着実 に 進 め ら れて い る O

く参考文献〉
「新た な 防災教育の充実に向けて 6 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2001年 3 月
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(差是31) 市町立学校の紡災機能書室備状況 (思庫補助等該当事業)
整 備 内 容 1997 年 度 1998 年 度

l 地震補強 幼 2 圏、 小 17校、 中 12校 計3H交 幼 1 圏、 小 29校、 中 9 校
(耐差是補強) 神戸市柱 、 接等 の 補 強 や 増 姫路市 H 交 雲雀ケlÎ/J、 i 神戸市1 閤 10校 旭陽幼、 水上 小 、 姫路市 3 校 雲雀 ヶ 丘小外9 校 白鳥小タト設 な ど耐震性能 の 向 豊富中外上 を 図 る E事 明石市 2 校 鳥羽小、 高丘中

関宮市 l 校 上が原中補助率 伊丹市 5 校 有岡小、 西中外小中学校校舎 112 加古川市 4 校 野口小、 j兵の主主中外大規模改造 で の 耐 西脇市 ] 校 西脇中震補強 1/3 ; 加西市 1 校 日 吉小和田山田I 1 校 糸井小
氷上町 1 校 北小
稲美町 1 校 天満小
社 町 1 校 米田中山南町 1 園 和田幼

2 備蓄倉庫 小 6 校、 中 5 校 日十11校
ク ラ ブ ハ 一家 ! 問業の中で実施 義岡市(面積加算50m2) 三木市

9 校 本山第 2 /J、、 飛松中外1 校 豊田jノj、1 校 緑ケ丘小

明石市 7 校 鳥羽ノト外伊丹市 1 校 鈴原小加古川市 2 校 陵北小外西脇市 l 校 西脇中三木市 2 校 自 由が丘小外高砂市 1 校 米田小) 1 1西市 1 校 多田小
l 加西市 l 校 日 台小
社 町 2 校 米国小外
稲美田T 2 校 母里小外
一宮町 1 校 繁盛小
青垣町 1 校 遼阪小春 日 町 l 校 春 日 中山南町 2 校 和田ノj、外

i 三原町 2 校 神代小外
z{交

吉川 町 1 校 みな ぎ台小手目i韮山 田I 1 校 東j可小

補効率 113 小 7 校、 中 9 校 計16校 j 小 3 校、 中 3 校3 シ ャ ワ m室棄を備
! ク ラ ブハ ウ ス 整備事 神戸市 12校 本山第 2 小、 飛松中外 1 相生市 l 校 那波中業の巾で実施 豊間市三木市裕効率 113 篠山町

八鹿町

1
川け
同

4
寸甘日

プ ル整備 小 2 校
震 型 及 び浄水機能 j 神戸市
プールの整備 春 日 町助率 113 ( 緊急 5 か年計令側 kの浄水剥112)

υ 「 防災広場 l 校
i 屋外環境整備事業の 三木市中で実施防災緑地等の整備
補助率 1/3 6 太陽光発電 l 校
ソ ー ラ 】 シ ス テ ム の導入 三木市
NEDO (新エ ネ ル ギー ・
産業技術総合開発機構)
の助成金
一般型 113、 防災現 213 

1 校 豊岡小 猪名川 町 1 校 つっ とが丘小1 校 緑ケ丘小 古川 町 1 校 みな ぎ台小1 校 篠 1 1 1束中 市川町 1 校 瀬力[]中I 校 伊左小 出石町 1 校 出石ヰ1和田山町 1 校 東J可小
計 2 t交 6 校 中 1 校

1 校 ;l3;影小 (耐震) 神戸市 1 校 魚崎中 (耐震)1 校 春 日 部小 (浄水) 尼崎市 3 校 杭瀬小外 (耐震)三悶市 1 校 広野小 (耐震)
青垣町 1 校 神楽小 (耐震)
五色町 1 校 都志小 (耐震)

計 1 1'交 整備実績な し
l 校 緑ケJi小

計 l 校 整備実績な し
1 校 緑が五:ノj、

(注) 1996年度は地震補強22校、 備蓄倉主主 3 校、 シ ャ ワ 一室 7 校、 太陽光発電 3 校

計39校

言十 2 校

員i 6 校

言十 7 校
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神戸市
姫路市
洲本市
加古川市
高砂市
社 間T
滝野町
東条町
稲美町
三 日 月 町
村関町
三原町
伊丹市
三木市
青XêJlIJ
春 日 間I

1 校
15校
2 校
3 校
l 校
2 ;f支
1 校
2 校
2 校
1 校
l 校
l 校
1 校
1 校
1 校
H交

鈴蘭台中
太市小外
洲本第一小外
平岡小外
高砂小
福田小外
滝野中
東条中外
天満小外
三 日 月 小
兎塚小
榎列小
荻野小
緑が丘中
佐治小
春 日 中

年 度 2001 年 度 計 閥
中 11校 計27校 1 :幼 3 属、小 18校、 中 10校 計31校

神戸市 1 校 塩屋小
姫路市 12校 野里小外
明石市 1 校 朝霧中
洲本市 1 校 大野小
高砂市 1 校 高砂小
滝野町 1 校 滝野中
東条町 1 校 東条中
伊丹市 I 校 荻野小
三木市 1 校 緑が丘中
古川 町 1 校 古川 中
山崎町 1 校 山崎小
潟泉町 1 校 熊谷小
一宮町 (津名 校
三原町 1 校 三原 中
村岡町 l 国 う づか幼
春 日 町 l 校 春 日 中

神戸市
姫路市
明石市
洲本市
芦屋市
加古川市
高砂市
三田市
龍野市
社 町
中 国T
生野町
三原町

一
校
一
つμ

一
計

小
外

外

外
外

外

一

谷
小
中
小
中
小
小
中
小
小
幼
中
小

一

部
堀
霧
茂
手
丘
筋
坂
田
川
町
野
代

一

押
砥
靭
加
山
氷
中
長
誉
鴨
中
生
神

一

校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校

l
U
1
2
1
2
2
1
1
3
1
1
1

 

小 1 校

高砂市 I 校 荒井小

郡家小

五十 l 校 | 整備実績な し 小 2 校

神戸市 1 校 東垂水小
日 高町 l 校 日 高小

3 *交 ; 小 1 校

神戸市

計画な し

1 校 王子野小

小 2 校、 中 l 校

神戸市
明石市
高砂市

1 校 住吉中
1 校 大久保南小
1 校 荒井ノト

小 6 校

尼崎市 3 校 難波小タト (耐震)
H 交 首根小 (耐震)
1 校 佐治小 (耐震)
1 校 進修小 (浄水)

尼崎市 2 校
高砂市 3 校
春 日 間J 1 校 黒井小 (潟水)

多国小 (耐震)
高砂小 (耐震)

1 校 荒井中 (耐震)

言十 6 校 | 小 5 校、 中

高砂市

し 計画な し

計画な し 寸、 3幼 l 菌、 中 1 校

豊岡市 1 歯 三江幼 [ 神戸市
�g置J (宍楽 校 一宮北中 | 芦屋市

宝塚市
氷 仁田I

言十 4 校

l 校 魚崎小
1 校 岩園小
1 校 宝塚第 イ、
1 校 氷上中

386 第六章 @ 教育

(兵庫県教育委員会)



i 第七節 心の理解 と ケ ア

大震災で傷 つ い た 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒数が調査開始以来、 最少 と な っ た。

前年 よ り 713人減 り 、 4 年ぶ り に 4 ， 000人 を 割 っ た。 2000年度の新 1 年生 は ほ と ん どが震災

時 に l 歳児 だ、 っ た。 し か し 要 ケ ア 者が165人 も o PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 蹄害) は 時 間

を 経過 し て か ら 発症す る 場合があ る と い う 学説 を 裏づけ て い る O 次の2001年度 は震災時 に

は 生 ま れて い な か っ た子 ど も た ち が初 め て小学校 に入学す る O ど ん な 数字 に な る の か興味

深い。 専 門家 は 数字が低 く な っ て も PTSD の 方 向性 に は 不 明 な 点 が多 い し 、 生活環境 の 激

変や不況の影響 な ど二次 的 要 因 も あ り 、 深刻 な 実態 は解決 し て い な い と し て い る o (第一節

児童 ・ 生徒の状況参照)

(表32) 教育的配慮 を要す る 児童 ・ 生徒数の推移

小 学 校 中 学 校 よ仁〉1、

1 996年度 1 ， 830人 1 ， 982人 3 ， 812人

1997年度 2 ， 1 54人 1 ， 935人 4 ， 089人

1998年度 2 ， 426人 1 ， 680人 4 ， 106人

1999年度 2 ， 394人 1 ， 71 1人 4 ， 105入

2000年度 2 ， 060人 1 ， 332人 3 ， 392人

注 : 調査は毎年 7 fl 1 B 現在 (兵庫県教育委員会)

(表33) 教育的配慮 を要す る 児童 ・ 生徒の地区別数 (2000年 7 月 1 日 現復)

(兵庫県教育委員会)

兵庫県教委 を は じ め 、 行政当局 ・ 大学 ・ 研究機関 ・ 民 間 匝体は2000年度 も PTSD の 症状

を や わ ら げ よ う と し て 、 さ ま ざ ま な 取 り 組み を 行 っ た。

ま た、 教育復興担当 教員 ら 被災後 6 年 間 の 心の ケ ア 活動 の 兵庫 の経験は 、 阪神大震災後

発生 し た 国 内、 国外の大地震の さ い、 内外の被災地の子 ど も た ち の支援 に さ ま ざ ま な役割

を 果 た し 、 大 き く 貢献 し て い る O ト ル コ を は じ め外国、 鳥取な ど国内 の 被災地へ真 っ 先 に

か け つ け助 言 を 続 け て い る o EARTH (震災 ・ 学校支援チ ー ム ) と い う 新 し い組織 も 誕生

し た。
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〔教育復興担当教員 の職務内容〕

・ 被災児童 ・ 生徒 に かか わ る 生徒指導、 心 の ケ ア な ど教育相談

. 学校防災体制の 整備 ・ 充実 の た め の企画立案 ・ 調整

・ 副読本の活用 な ど に よ る 防災教育推進の計画立案

・ カ ウ ン セ リ ン グ、 防 災 に つ い て の研究

・ 転出 入児童 ・ 生徒に 関 す る 情報収集 と 連絡調整

・ 地域の特性 を ふ ま え た 防災体制、 連絡体制の 充実

・ 1 遇 聞 に 10時間程度 の授業 を 担 当 す る が、 学級担任 は 受 け持た な い

. 年 間 活動計画の作成 と 取 り 組み の報告

・ 教育 の復興 に 関 す る こ と

1 . 兵庫県教委の 2000年度心 の ケ ア の取 り 組み

〔教育復興担当教員の活動〕

震災後、 毎年207人が被災地の 小 、 中 学校 に 配置 さ れ、 児 童 ・ 生徒の 心 の ケ ア の 中 心 的

な役割 を 果た し て い る O

2000年度 は小学校136人 (神戸市92、 尼崎市 2 、 西宮市24、 芦屋市10、 宝塚 5 、 北淡町 2 、

一宮町 1 ) 中 学校71人 (神戸市47、 尼崎市 1 、 西宮市12、 芦屋市 5 、 宝塚市 仁 川 西市 1 、

北淡町 I 、 一宮 町 1 ) だ、 っ た。

1 . お も な 活動内容

(1 ) 児童 ・ 生徒の 心 の 理解 と ケ ア

・ 登校指導や 日 常的 な声 か け に よ っ て児童 ・ 生徒 と 人間 関係 を 結 ん だ。

• PTSD や不登校、 心の安定 を 失 っ た児章 ・ 生徒への教育相談 を 実施 し た 。

( 2 )  実態調査の実施 (調査結果 は 別項)

・ 家庭環境や家寵での様子 を 詳 し く 把握 し 、 心 の 理解 に 役立 て た。

(3) 養護教諭、 学級担任、 保護者 と の連携

・ 日 常 的 、 継続的 な 清報交換で多 角 的 な 支援体制 を 整備 し た。
(4) 専 門 医や カ ウ ン セ ラ ー ら 関係機関 と の連携

・ 専 門 医 に よ る 治療の効果 を 高 め る た め 、 学校慨 の協力体制 を 確立 し た 0

・ 地域や 関係機関 と の連携 に よ っ て 、 個 別 の 問題への対応 を 図 っ た 。

(5 )  ，.個 に応 じ た」 学習指導

・ 家庭 の 教育環境 の 変化 に伴 う 学力低下 に対す る 個別指導 を 行 っ た 。

(刷 新 た な 防災教育の推進

・ 防災教育 年 間指導計画 の作成や副読本 を 活用 し た 防災学習、 授業の 資料 を 整備 し た0

・ 学校防災体制 の 整備 ・ 充実へ学校の取 り 組み を 推進 し た 。
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2 . 心 の ケ ア の お も な取 り 組み事例

〈小学校慌学年男子 ・ . .心の安定を 中心に指導〉

〔実 態)

震災後、 父親の仕事が減 り 、 経済状況が悪化。 両親 は 末 っ 子の A に か ま っ て や れな く

な っ た 。 A は一 日 中 、 ハ ン カ チ を 口 で吸 う な ど退行的現象 (次の項 目 参照) が見 ら れ、

い き な り 怒 り 出 し 、 カ バ ン を 投げた り 、 机 を 蹴 っ た り す る O 授業 中 は じ っ と 撮 っ て い ら

れず、 教室内 を う ろ う ろ す る O

〔取 り 組み 〕

始業前、 休憩時 間 、 清掃時 に様 子 を 見 て 「声か け」 を し て 関係づ く り に 努 め た 。 ト ラ

ブルが起 こ っ た 時 は 話 し た い こ と を 根気 よ く 聞 く 姿勢 を 貫い た 。

週 2 回 、 放課後 に教育相 談 を 兼ね た学習指導 を 行 い 、 学力 補充 と と も に 話 し相手 に な っ

た 。 親子の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め 、 母親 に学校での様子 を 知 ら せ、 理解 を 求め

る と と も に連携 し た取 り 組み を 進 め た 。

〔変 容〕

週 2 国 の個別指導に必ず参加す る よ う に な り 、 学習 で問題が解 け た と き に は満足感 を

味 え る よ う に な っ た。 学習後 に は 、 自 分の こ と や家 の こ と を 話 し て 下校す る よ う に な り 、

少 し ずつ情緒が安定 し て き た。

〈中学生女子…交換 日 記を 通 し て心が聞 か れ た 事例〉

〔実 態〕

震災後、 他市へ転居。 転居先で不登校 に 。 小学 4 年生の と き 再び転居。 児童梧談所へ

通所す る 。 5 年生の と き は別室登校。 中学生 に な る と と も に 転入。 入学当 初 は ス カ ー ト

がは け ず、 私瓶の ま ま 登校。 週 1 司 、 午後に別室登校 し た 。

〔取 り 組み 〕

教育復興担当教員 と の交換 呂 記 を 通 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ た 。 学級拐任 ら の

配慮で 、 ク ラ ス の女子生徒数人 と も 文通 を 始 め た 。

母親 も 子 ど も と 離れて い る と き に何かが起 こ っ た ら と 、 今で も 考 え る ほ ど不安定 な 精

神状況 の た め 、 保護者への面談 も 継続的 に行 っ た 。

〔変 容)

文通相手 と 会 っ て み た い と い う 気持 ち が芽生 え 、 教室登校 を 勧め る と 、 好 き な教科か

ら し だ い に ク ラ ス に 入 れ る よ う に な り 、 友達 と 交流で き る ま で変容 し た 。

今で も 地震があ る と 不安定 に な っ た り 、 暗い場所 に独 り でい る と 心細 く な る こ と があ

る が、 ク ラ ス に と け込 み 、 別室登校は な く な っ た。

3 . 教育復興担当教員配置の成果

( 1 )  教育相談や個別指導 に よ っ て児童 ・ 生徒の心の安定や悩み の解消、 軽減、 不:登校児

- 生徒 の 再登校 を も た ら し て い る O
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( 2 )  家庭訪 問 を く り 返す こ と に よ っ て保護者 と 信頼 関係が深 ま り 、 保護者の 心の安定 も

図 ら れた 。 子 ど も の環境改善 に つ な が っ て い る O

(3) 継続的 な 個別指導で、 学習 の 遅れ を 取 り 戻 し 、 学習意欲の 回復 に よ り 充実 し た学生

生活 を 送 る よ う に な っ た子 ど も も い る O

(4)  副読本 の活用 も 含め た 防災教育の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し 、 生命の尊 さ 、 生 き て い る

こ と の喜 び、 お 互 い の 助 け合 い 、 思 い や り の大切 さ な ど、 震災の教訓 に 学ぶ 防災教育

の推進役 と し て活動、 被災 し た子 ど も た ち の心 の 支 え に な っ て い る O

4 . 今後の課題

( 1 )  震災後の不況 に よ る 失業、 事業失敗、 経済的負担の増加、 家躍の不和 な ど家庭内 の

問題が子 ど も の ス ト レ ス を 増大 さ せて い る O ま た 、 そ の 背景が見 え に く く な っ て い る

の で、 よ り き め細 か い 配憲 と 指導が必要 と な る O

( 2 )  学校の 中 だ け で は 解決が難 し い ケ ー ス が多 く 、 地域の民生児童委員 、 福祉事務所、

子 ど も セ ン タ ー な ど と 連携 し た 取 り 組みが求 め ら れて い る O

(3) 被災時の年齢が年 々 下がっ て く る た め 、 幼稚園、 小学校、 中 学校の連携 が こ れ ま で

以上 に必要 に な っ て く る O

(4) 保護者、 と く に 母親の不安定 な 精神状態 の 中 で幼児期 を 過 ご し た現在の小 学生 に は

わ が ま ま が抑 え ら れ な い 、 友達 と の 人 間 関係 を う ま く つ く れな い な ど、 新 し い傾 向 の

配慮 を 要す る 児童が増 え て お り 、 そ の 具体的 な対応策が求め ら れて い る O

( 5 )  自 宅の 再建、 毎興住宅へ の 入居 を 果た し 、 同 一 目 標 を 失 っ た 家族の 中 に は 、 こ れ ま

で よ り 無気力 に な っ た り 、 不登校傾向 が強 く な っ た子 ど も も い る 。 生 き る 目 当 て や 希

望 を持 たせ る た め 指導が必要 に な っ て い る O

5 . 教育複興招当教員研修会

1996年度 か ら 毎年 2 回 、 教育復興担当 教員 全員 を 集め て研修会 を 開 い て い る o 2000年度

は 5 年 目 と な り 、 被災児童 ・ 徒のPTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) への対応、 心 の ケ
ア を 中心 に207人が受講 し た 。

〈第 1 回研修会ニニ 4 月 26 8 >

・ 講 義 「震災 に学ぶ新 た な 防災教育 の推進 と 教育復興担当教員」 小谷一良県教委

教育企画室指導主事

「他地域で の新た な 防災教育の推進」 新井浩一県教委教育全面室指導主事

・ 実践発表 「教育復興 と 心の ケ ア 」 新 田哲生神戸市立上野 中 学校教諭

「台湾大地震支援派遣教員 と し て」 神 田 英幸西宮市立上野 ヶ 原南小学校教
三A、01ドIlJ

- 講 演 「子 ど も の心理解 と ケ ア 」 安克昌神戸市立西市民病 院医長

・ 全 体 会 県教委事務局 か ら 教育復興担 当 教員 の使命 に つ い て 説 明 、 被災地以外 で の
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り 、 精神科監の立 ち 場か ら の子 ど も の心 の メ カ ニ ズ ム と そ の理解 と ケ ア の

あ り 方 に つ い て講演 を 開 い た 。

〈第 2 回研修会 = 1 1 月 15 日 〉

・ 基調報告 「心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 と 教育復興拐 当 教員 の 活動」 新井浩一

県教委教育企画室指導主事

・ 講 演 「震災 と 子 ど も た ち の心 の ケ アJ 森茂起甲 南大学教授

・ 班別協議 「被災児童 ・ 生徒の心 の ケ ア に ど う 取 り 組 む か 」 。 実践発表 と 事例交流、

課題解決 に 向 け た協議

・ 全 体 会 県教委事務局 か ら 教育復興担当 教員 の 取 り 組み に つ い て 2000年度の調査結

果の概略 を 説明 。 臨床心理士の 立 ち 場か ら の震災の 影響 を 受 け た子 ど も の

心の健康問題 と 教師 に よ る ケ ア の意義 に つ い て 講演 を 開 い た 。

・ 分 散 会 10分散会 に分かれて、 各 2 人の発表者が実践 を 報告、 協 議 の 方向 を し ぼ り 、

参加者が持参 し た資料 も 使 っ て 、 各校の取 り 組み に つ い て 意見交換 し た 。

2 . 教育復興担当教員 の取 り 組み調査か ら

[pγSD の判断基準25種類〕

4験遅行的現象

①落 ち 着 き がな い 。 注意力 が散漫。 学業成績が低下。 ②親の気 を 5 1 く O し がみつ く O ③ 

手伝い な どい つ も や っ て い た こ と がで き な い。 ③ ち ょ っ と し た こ と で め そ め そ し た り 、 泣

い た り す る O ⑤や め て い た ク セ が再び始 ま る O ⑥怖い夢。 夜 中 に 驚 く 。

.生理的反応

⑦頭痛。 腹痛。 ⑧食欲不振。 吐 き 気。 ⑨寝つ き が悪 か っ た り 、 途 中 で 目 が覚め る O 反対

に 寝 て ばか り い る O ⑮視覚嘩害。 聴覚障害。 cí1便秘。 下癖。 ⑫皮膚 や 呂 がか ゆ く な る O

.情緒的 ・ 行動的反応

⑬落 ち 着 き がな く な る O ⑬い ら い ら し や す い 。 反抗 し た り 、 他 人 に攻撃的。 ⑬学校 に行

く の を 嫌がる O ⑬友人や仲 間 を 避 け る O 付 き 合い を 嫌がる O ⑫ ト イ レ に 一人で行 け な い。

⑬密案 に い ら れ な い。 ⑮注意集中 が闘難。 @物 を 壊 し た り 、 投 げた り す る o @趣味や レ ク

リ エ ー シ ョ ン に 興味 を 失 う O ⑫感情 う つ 的 に な り 、 悲 し く な っ た り 、 涙 も ろ く な る O ⑮引

き 込 も る O ⑫親や先生 た ち 権威 に抵抗す る O ③反社会的行動 ( う そ を つ く 、 盗 む 、 薬物乱

用 な ど) を と る O

1 . 心の健康 に つ いて教膏的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態

小学生は情緒的、 行動的反花、69 % 、 退行的反応24 % 、 生理的反応 7 % 。 中 学生 は情緒的、

行動的 反応77 % 、 退行的反応16 % 、 生理的反応 7 % 。

傾 向 は小、 中 学生 と も 同 じ 。 生理的反応、 は 率 も 同 じ だ、 っ た。 情緒的 ・ 行動的反応 は 中学

生 の 方 が高い の は年齢が高 く な っ て 生活 の 幅が広 が っ た 影響か。
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退行的現象の 内 訳 は 、 小、 中学生 と も 「注意力散漫」 が半数前後で、 中学生 の 方が多 い 。

「怖い夢見」 は小、 中 共通で、 「親の気 を 引 く J í め そ め そ」 は小学生の方が多 い 。

生理的反応 の 内訳 は 、 ト ッ プの 「頭痛、 腹痛J 2 位の 「寝付 き の悪 さ 」 は 中 学生の方が

多 い 。 「便秘、 下痢J í食欲不振」 は 中学生 に な る と 減 っ て い る O 中学生の56 % が 「頭痛、

腹痛j 持 ち 。

情緒的 ・ 行動的反応 の 内訳 は 、 小学生の ト ッ プが 「い ら い ら J (23% ) 。 中 学 生 は 「学校

嫌いJ í落 ち 着 き が な い」 がいずれ も 23% 0 íい ら い ら j は 中 学生 に な る と 減 る O 小学生で、

6 % あ っ た 「 ト イ レ に 一人で行 け な いJ í密室 に い ら れ な し勺 は 中 学生 に な る と 激減。 「 ひ

き 込 も り 」 は 中学生 に な っ て も あ ま り 減 ら な い 。

2 . 教育復興担当教員 の 「取 り 組み」

小学校は 、 倍別指導64% 、 家庭 と の連携25% 、 相談活動 9 % 、 関係機関 と の連携 2 % 。

中学校 は個別指導48% 、 家庭 と の連携25 % 、 相談活動20% 、 関係機関 と の連携 7 % 。

小、 中 学校 と も 取 り 組み の 4 分の l は 家庭訪問 な ど を 通 し て保護者 と の連携 に 費 や し て

い る 。 小学校は個別指導、 中 学校 は相談活動の割合が高 い 。

( 1 ) 恒別指導の内容

「声か け 、 励 ま し 、 日 記指導」 は小学校42 . 6 % 、 中学校44 . 4 %0 í 自 信 を 持 た せ る 指導」

は小学校18 . 3% 、 中 学校21 . 5 % 0 学習 支援、 生活指導」 は小学校23 . 3 % 、 中 学校17 . 5 % 。

こ の ほ か、 友達づ く り 支援、 養護教諭 ら と の連携。 登校指導 は 1 % 強 で少 な し ミ 。

日 常的 な 声 か け 、 励 ま し が多 い 。 学校行事で役割 を 持たせ、 達成!惑 を 味わ わせ た り 、 放

課後の個別学習支援 な どに重点が置かれ、 中学校 で は 部活動で意欲 を 持 た せ る 取 り 組み が

多 く 見 ら れ る 。

( 2 )  家庭 と の連携の内容

「緊密 な 情報交換」 が小学校53 . 9 % 、 中 学校57 . 0% 0 í学校指導 と の連携要請」 が小学

校28 . 3 % 、 中 学校32 . 3% 0 í保護 者 の 悩 み を 聞 く 」 が小学校11 . 5 % 、 中 学校5 . 7% 0 í訪問

指導」 が小学校6 . 3 % 、 中 学校5 . 0% 。

保護者 と 互い に情報交換 し 、 生活実態 を 把握 し た う え で 、 子 ど も の指導 に 生 かそ う と し

て い る 。 生活習慣の改善 に 向 け た指導 に協力 を 求め る た め 、 保護者 と の信頼関係 を 大切 に

し た い と い う 考 え も う かが え る O 話す こ と で、 保護者の ス ト レ ス が軽減 し 、 子 ど も の 心 の

安定 に つ な が っ た事例 も あ る O

( 3 )  相談活動の内容

「 日 常会話 の ヰI で相 談 に乗 る 」 が小学校73 . 9 % 、 中 学校61 . 2% 0 í定期 的 な カ ウ ン セ リ

ン グ」 が小学校24 . 9% 、 中学校28 . 1 % 0  í保護者向 け の 教育相談」 は小学校1 . 2% 、 中学校

9 . 8% 0  í記述式 の 相 談活動」 は 中 学校だ け0 . 9% 。

発達段階 も あ り 、 小学校で は 日 常の何気 な い声 か け や 会話 を 大切 に し 、 中 学校で は カ ウ

ン セ リ ン グ や 進路 に 関 す る 相談が多 い 。
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( 4 )  関保機関 と の、連携の 内容

「関係機関 と 連携 し た 指導」 は小学校77 . 5% 、 中学校48 . 8% 0 '関係機 関 へ の協力 要請」

は小学校20 . 0 % 、 中学校31 . 4 % 0 '専 門 医 と の連携」 は小学校2 . 5 % 、 中 学校19 . 8% 。

小学校 で は 児童相談所や子 ど も セ ン タ ー な ど と の連携が多 い の に対 し 、 中 学校で は 関係

機関や専 門 医 に 依頼す る 割合が高 く 、 問題の深刻 さ を物語っ て い る O

3 . 児童 ・ 生徒の変容

小学生 は 「精神安定J 4 1 % 、 「生活面の 変容J 28% 、 「対人関係の改善J 1 3 % 。 残 り 18%

は 「取 り 組 み の 継続 中 山 中 学 生 は 「生活面の 変容J 34% 、 「精神安定J 32% 、 「対人 関係

の改善J 9 % 、 残 り 25 % が 「取 り 組み の継続中J o

小学生で は 、 落 ち 着 き が見 ら れ る よ う に な っ た な ど心の安定が保 た れて い る と 考 え ら れ

る 子 ど も の割合が最 も 高 い 。 中 学生 で は 、 欠席や 遅刻 の減少 な どの生活改善 や 自 己抑制力

の 向 上 な ど 自 己変革 に つ な が る 変容が高 い比率 と な っ て い る O

( 1 ) 精神的 な安定感

「落 ち 着 い て 生活」が小学校55 . 2 % 、 中 学校52 . 5% 0 '表情が明 る く な っ た J は小学校38 . 7% 、

中 学校18 . 2% 、 「症状の軽減 ・ 改善」 は小学校6 . 2% 、 中学校29 . 4 % 。

f ど も の最 も 顕著 な 変容 は落 ち 着 き が見 ら れ る よ う に な っ て き た こ と O 小 学校は次いで

表情の 明 る さ があ げ ら れ る の に対 し 、 中 学校で は症状の軽減 ・ 改善が続 く 。 細別 の サ ポ ー

ト に よ る 自 立の 兆 し が う かがえ る 結果 と な っ て い る O

( 2 )  生活圏の変容

「意欲、 自 信、 希望が見 ら れ る 」 が小学生54 . 3 % 、 中 学生70 . 9 % 。 次 い で 「欠席、 遅刻

の 減少J が小学生25 % 、 中 学生13 . 6 % 。 ほ か に は 「学習習慣の定着J '生活習慣の改善J ' 自

己抑制J '問題行動の減少」 な ど。

小、 中 学生 と も に積極性や 自 信 が出 て く る な ど、 生活態度 に 変容が見 ら れ る O 中学校で

は部活動や生徒会活動 で の 指導が成果 を あ げ、 小学校で は家庭 と の連携 に よ り 効果が高 く

な っ て い る 。

( 3 )  対人関係の改善

「友達が増 え た」 が小学生64 . 3% 、 小 学生59 . 2% 0 ' 思 い が話せ る よ う に な っ たJ が小

学生26 . 6 % 、 中 学生29 . 1 % 0 '教師や大人 と の信頼関係がで き た」 は小学生9 . 1 % 、 中 学生

1 1 . 7% 0  

友達が増 え た こ と と 思 いが話せ る よ う に な っ た こ と の 間 に は相 関 関係があ る と 思 わ れ る

が、 教育復興担当 教員 ら に よ る 日 常 的 な 声 か け の 成果が人 間 関係 の 改善 に つ な がっ て い る
よ う だ。

4 . 杉村省吾武庸1 1 1女子大教授 ら の意見

〔震災 当 時の胎兜が成人す る ま で取 り 組み品嬰〕

武庫川 女子大教授の杉村省吾県臨床心理士会長 と 同大教授 の 馬殿瞳 子 同 会理事 は 、 こ の
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復興担取 り 組み調査結果 に つ い て 、 子 ど も の情緒的 ・ 行動 的反応が大半 を 占 め る の は 、 様々

な 要 因 に よ る ス ト レ ス が原 因 。 生理的反応や退行的現象 は 時 間 の経過 と と も に 減少傾向 を

示す と 考 え ら れ る が、 情緒的 ・ 行動的反花、 は 実態 が わ か り に く く 、 本人の 人格的要素 と 間

違 え やす く 、 対応が遅れがち に な る O

6 年 目 を 週 え よ う と し て い る と き に 、 毎年、 新 た に震災度後 と 同 じ 痕状が出 て く る の は

今後 も こ の よ う な傾向が続 く と 推測 で き る O 症状の改善や 中学卒業 に よ る 対象者の減少 に

も かか わ ら ず、 要 ケ ア児が4 ， 000人前後 に 推移 し た こ と も そ の こ と を 物語っ て い る 。

し た がっ て 今 こ こ で手 を ゆ る め る と 、 過去 5 年 間 の 取 り 組みが中 断す る O 少 な く と も 震

災 当 時、 胎児 だ、 っ た 子 ど も が成 人す る ま で取 り 組み の継続が必要。 要 ケ ア 見 が年 々 増加 し

な か っ た の は教育復興担 当 教員 配置の成果 と 受け止め た い 。

取 り 組み の 成果 は 、 子 ど も への個別 の か か わ り がで き た こ と が心の癒 し に つ な がっ た か

ら だ。 学級担任 に も 、 カ ウ ン セ ラ ー に も で き な い 日 常的 、 継続的 な個別接触で あ る O

学校 に教育復興担 当 教員 がい る と 、 他の教員 に も 心の ケ ア の必要性や手法が理解 さ れ、

チ ー ム 体制 がで き つ つ あ る O 保護者、 地域、 関係機 関 を 含め て ま と め る コ ー デ イ ネ ー タ ー

の役割 も 果た し て い る O

今後 も 心の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も た ち が新 た に 出 て く る こ と が十分考 え ら れ、 教育復

興担当教員 の役割は ま す ま す重要 に な っ て く る O 被災地以外の学校での心の ケ ア に も 大 き

な 示唆 を 与 え 、 新 た な教師畿の一つ の モ デル と し て存在意義が大 き い。

3 . 子 ど も ケ ア研究の催 し

〔公開 シ ン ポジ ウ ム 「震災後の子 ど‘ も の ケ アJ )

震災が子 ど も の 心 身 に 与 え た影響 を 考 え る 公開 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災後の子 ど も の ケ ア 」

が2000年 6 月 1 日 、 神戸市東灘 区 の 甲 南女子大学 で 聞 か れ た 。 同女子大国際子 ど も 学研究

セ ン タ ー の 主催。

小林登 ・ 同研究セ ン タ ー 所長が司 会 し 、 稲垣由子同女子大教授 (小児科学) が、 子 ど も

の PTSD に つ い て 「乳幼児 の 身長の伸 びの低下、 不 眠 、 過食、 ア ト ピ ー 、 ぜ ん そ く の悪化

な どの 身体症状が見 ら れた」 と 説明 し た 。

同女子大心理教育相談室の 秋光恵子 カ ウ ン セ ラ ー は 、 震災直後 に避難所の小学校で行 わ

れ た 心 の ケ ア に つ い て 紹 介 し た 。 「大学の教員 や学生、 高校生 の ボ、 ラ ン テ イ ア が一緒 に 遊

ん だ だ け だが、 子 ど も の居場所 を 作 っ た こ と で PTSD を 起 こ す鼠 因 の 官ß を 取 り 除 く こ と

がで き た の で は な い かJ r子 ど も の ケ ア は災害や事件後の 3 ヵ 月 間 が重要 な 時期 。 親子関

係 が う ま く い かず、 児童慮待が起 き た ケ ー ス も あ る o PTSD は 時 間 を 置い て発症す る の で、

子 ど も の 心 を 長期 に わ た っ て 見 守 る こ と が必要」 と 発言 し た 。

〔神戸で全国学校教育相談研究会が大会〕

全国学校教育相談研究会が2000年 8 月 1 、 2 日 の両 日 、 神戸市 中 央区 の ポ ー ト ア イ ラ ン
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ド ホ テ ル で 「心 を 育 て る 教育相談一 よ く 聴 き 、 よ く 感 じ 、 よ く 伝え る J を テ ー マ に大会 を

聞 い た 。 2 日 間 で記念講演会、 合計26の 講座や分科会で、 心 の ケ ア を 中心 に 震災後の教職

員 の活動 を 振 り 返 っ た 。 全 国 か ら 約1 ， 200人の教員 ら が参加 し た 。

記念講演 は 兵庫県 カ ウ ン セ リ ン グ協 会 の 谷 口 正 巳理事長。 「震災体験 を 通 し て見 え て き

た も のJ の テ ー マ で 「被災地 に は今 も 4 ， 000人 の 子 ど も が心 の ケ ア を 必要 と し て い る O 子

ど も の 問題 は 命令 し て治 せ る も の で は な い 。 話 を徹底 し て 開 い た後 『 こ う い う 風に 考 え て

み よ う 」 と ア ド バイ ス す る こ と が大切」 と 話 し た 。

1 日 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸女子短大で講座、 2 日 は 同短大で分科 会 を 開 い た 。

4 . 兵庫県教職員組合な ど が PTSD 調査

〔鳥取県西部地震で、 販神大震災被災地に PTSD 発症〕

兵庫県教職員 組合 と 兵庫教育文化研究所 は2000年末、 阪神大震災の被災地の小、 中 学校

に 配置 さ れて い る 207人 の教育復興担 当 教員 か ら 開 き 取 り 謂査 を 行 っ た 。 そ れ に よ る と 、

同年10 月 の 鳥取県西部地震 を き っ か け に 、 阪神大震災の被災地の子 ど も た ち に PTSD の 症

状が相次い で、現れた こ と がわ か っ た 。 そ れ ま で心の ケ ア を 必要 と し な か っ た 子 ど も に 急 に

発症 し た例 が 目 立 っ た 。 専 門 家 は 「子 ど も の PTSD は 時 間 を 経て発症す る 例があ り 、 長期

に わ た る ケ ア が不可欠だ」 と し て い る O

聞 き 取 り 調査で は 教育復興担当 教員 の い る 163小、 中 学校の う ち 、 鳥取県西部地震 に よ

る 震度 4 の揺れで過度の 恐怖 を 感 じ た り 、 体調 を 崩 し た子 ど も が59校で合計462人確認 さ

れ た 。 1999年の調査で は ト ル コ 大地震や 台湾大地震で も テ レ ビ映像が き っ か け で初 め て

PTSD を 発痕 し た例があ り 、 今 回 の調査で は 鳥 取県西部地震 で PTSD の 症状 を 示 し た462

人 の う ち 、 7 割 に あ た る 約330人 は そ れ ま で 目 立 っ た症状は な か っ た と い う O

神戸市 の 中 学 3 年男子生徒 は 鳥取地震の 翌 日 か ら 「 め ま いJ r吐 き 気」 を 訴 え 、 「揺れで

震災 を 思 い 出 し たJ と 話 し た 。 同 生徒 は 自 宅が全壊 し て い た 。 阪神地域の小学 1 年男 児 は

鳥取地震の あ っ た 目 、 テ レ ビ の ニ ュ ー ス で倒 壊家屋 を 見 た 瞬 間 、 「 マ マ ぼ く 死ぬのJ r こ の

マ ン シ ョ ン は つ ぶ れ な い の」 と 話 し て 涙 ぐ み 、 約 l ヵ 月 開通学で き な く な っ た。 男 氾 は 自

宅が全壊、 笑 わ な く な り 、 4 議 ご ろ 落 ち 着い た 。 鳥取地震 の 日 も 学校 で は と く に変 わ っ た

様子 は な か っ た 。

こ の ほ か突然、 教室で 「僕 は 暗い と こ ろ に い ま すJ r死 ん で し ま い ま すJ と 叫んで、パニ ッ

ク 状態 に な っ た (西宮市の小学 5 年生) 、 「鳥取地震 を 境 に完全 に 不登校 と な り 、 教諭 も 面

会 も で き な いJ (神戸市 の 中学 3 年生) の例 も あ っ た 。
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5 . あ し ま が膏英会が震災遺兜の後遺症調査

〔震災後 5 年以上た っ て も 7 割以上が後遺症 自 覚〕

あ し な が育英会 (本部東京) は2000年 8 、 9 月 に 阪神大震災の 遺児 を 対象 に心 身 の後遺

症調査 を 行 っ た 。 そ れ に よ る と 遺児 の 7 訴以上が震災か ら 5 年以上 た っ た 時点 で も 「揺れ

に 敏感J r寝っ け な い」 と い っ た後遺症 を 自 覚 し 、 保護者 も 気づか な い ケ ー ス が多 い こ と

がわか っ た 。 震災の記憶が よ みがえ る フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク の よ う な症状 も 約 1 割 に 見 ら れた 。

「震災が進略 に 影響」 は 約 7 割 と 高率 だ、 っ た 。

同育英会の大震災宜後の調査で は 、 遺児は337世帯の573人。 今屈 の調査で は 高校生以上

の遺党121入、 保護者147人が罰答 し た 。 2 人以上の家族 を 失 っ た 遺児 は 約 3 割。

「現在 も 残 る 心身 の後遺症」 は複数回答で71 . 9% が何 ら かの症状 を あ げた 。 「揺れ に 敏感」

46 . 3 % 、 「小 さ な 音 に 反応J 17 . 4 % 、 「寝っ け な いJ r暗聞が怖 い 」 各10 . 7 % が 上位。 ト ラ

ウ マ を 示す深刻 な 症状 も 、 「突然、 震災の記憶が よ み が え る J ( フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク ) 10 . 7 % 、

患 い 出 す と 「気が高ぶ る J r集 中 で き な いJ rい ら い ら す る 」 と い っ た 党せい の 高 ま り が合

わせて33 . 9 % に の ぼっ た 。

し か し 、 保護者 に対 し て 子 ど も の 心 身 の後遺症 を 開 い た 回答 で は 、 「 あ る 」 が46 . 9% に

と ど ま り 、 遺児 の 自 覚 よ り も 25% も 低い結果 だ、 っ た 。 身近 に い る 保護者で も 子 ど も の心 の

傷 は と ら え き れ な い実情が浮 き 彫 り に さ れた 。

保護者の 回答で は 「家計が苦 し い」 が48 . 3% 、 母子世帯 に 限 る と 64 . 1 % の 高率。 「病気

治療 中 J r震災の け がの 後遺症J が合 わ せ て 26 . 5 % で 、 家族 を 失 っ た う え に 、 二重、 三重

の ス ト レ ス を 抱 え て い る 現状が明 ら か に さ れた 。

6 . 武揮JH女子大教捜が家族開館調査

〔大震災 で家族の き ずなが深ま る 〕

武庫川 女子大学 の 白 石大介教授 (臨床福祉学) は 1995年か ら 97年 ま で 3 年 間 、 神戸市東

灘 区 の 3 幼稚 問 、 垂水区 の 1 幼稚園の 園児 と そ の親 を対 象 に 年 1 回 ア ン ケ ー ト 調査 し た 。

毎 回 950 � 1 ， 200人 に調査票 を 配布 、 四 答率 は 73 � 74 % 。 調査結果 に よ る と 、 「家族関係が

良 く な っ たJ が 3 年 賠 で1 8 � 20% 、 「悪 く な っ たJ の 2 � 4 % を 上 回 っ た 。 親子関係 は そ

れぞれ13� 18% 、 0 . 6� 1 % 。 震災後 に 「子 ど も に対す る 見方や態度が変 わ っ た」 は46 � 5 5 % 、

ど も の安全 を 考 え る J が84 �88 % 。 大震災 を 機 に 家族の き ずな が深 ま り 、 親子の譲触

を 大切 に思 う 人が増 え た と い う O

7 .  ト ラ イ や る @ ウ 千 ー ク

〔不登校生徒の登校率上昇に貯影響 も 〕

兵庫県下の全公立 中学校 2 年生が 1 週 間 、 地域 に 学ぶ体験活動週 間 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー

ク J は2000年度が 3 年 目 。 前年 に続 き 実施率は359校 5 万4 ， 84 1 人 で100 % 。 活動場所 は 1
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万6 ， 320 ヵ 所。

を 心の ケ ア 関連か ら み る と 、 「不登校生徒の 参加J が注

目 さ れ る 0 2000年度 は 1 年生の と き 、 年 間30 日 以上の 欠席 し た不登校生徒が 「 ト ラ イ や る J

に 参加 し た の は 548人。 参加率 は 1 年生の不登校生徒の48 . 2% 。 半数近い 数字 だ 。 前年の

「 ト ラ イ や る ・ ウ イ } ク Jこ の

参加率51 . 6 % に 比べ る と や や下がっ た が、 半数 レ ベ ル を 維持 し て い る O

(表34) r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク」 の参加生徒数な ど

(兵庫L早教育委員会)) は活動 に参加 し た湾害児学級生徒の数 (内数)生徒数の (

1998年
72 . 1% 
8 . 8% 
6 . 4%  
5 . 2%  
7 . 5% 

(表35) r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー クJ の活動分野 と 活動内容

1 999年
7l . 1  % 
7 . 7% 
7 . 7% 
5 . 4%  
8 . 1  % 8 . 4%  

5% 
18 . 6% 
7 . 9% 
5 . 0%  
6 . 4%  
5 . 6% 

10 . 1  % 
2 . 5%  

1 7 . 6%  
8 . 0%  
6 . 8% 
7 . 7% 
5 . 4%  
. 6%  
. 1 %  

18 . 1  % 
7 . 3%  
7 . 1 % 
6 . 6% 
5 . 1  % 

幼児教育
製造 ・ 建築
役所 . {月初署等
文化芸術創作活動
社会福祉施設
ホ テ ル ・
病院号事

②
③
④
⑤
⑥
 

(兵庫県教育委員会)

! 実施後 1 カ 月 の状況 i 実施後 2 ヵ 月 の状況参加生徒数 1 : �: ;:�i I /J F: �  v; '!I \V l. 1  | 登校率の上昇 した生徒 | 登校率の上昇 した生徒
214人 183人

(39 . 1  %) I (33 . 4% )  一一
240人 256人

(36 5%)  I (38 . 9% )  
314人 |

(:i4 . 4% )  

(兵庫県教育委員会)

(表36) 不登校生徒の登校滋

1 ， 274人57 ， 059人359を交
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「 ト ラ イ や る 」 実施後 に 登校率が上昇 し た生徒 は 、 1 ヵ 月 後214人 (39 . 1 % ) 、 2 ヵ 月 後

183人 (33 . 4 % ) で 、 前年度 は 2 ヵ 月 後 に 上昇、 2000年度 は 下 降 の 数字 を 示 し て い る o 3 

年 目 でデー タ 不足 だが、 授業欠席 の生徒が参加す る の は 興味深 く 、 参加率上昇へ の 取 り 組

み が求 め ら れて い る O

〈参加への取 り 組み〉

@ 担任や部活動の顧問、 友人、 カ ウ ン セ ラ ー ら が様々 な ア プ ロ ー チ で参加意欲 を 高 め た 0

・ 班分 け や 受け 入 れ先 と の事前打 ち 合わせ、 家族 と の連携な ど多様 な 配慮 を 試み た 。

〈活動の特徴〉

@ 友人 と 参加 し た り 、 人 と の ふ れあ い の あ る 活動場所 に 参加 し た 。

@ 屑 囲 も 自 分 も 驚 く ほ どの 頑張 り を 通 し て 、 自 信 を 深 め た 。

@ 生活 リ ズ ム を 立 て直す こ と がで き た 。

〈実施後の状況〉

@ 多様 な不登校の状惑か ら す ぐ に教室へ復帰す る ケ ー ス は少 な く 、 部分復帰 (別室登校、

適応教室、 教育相談 な ど) を 重ね て 完全復帰へ向 か う ケ ー ス が多 い 。

@ 活動 を 通 し て 、 自 分に 自 信 を 持 ち 、 対人関係が苦 に な ら な く な っ た 。

@ 活動 を 通 し て 変容 を 始め た生徒に対 し て 、 学校、 家寵、 地域 に 受 け 入 れ る 場所が多 い

ほ ど、 復帰へ向か う ケ ー ス が多 く 見 ら れ る O 受入れ場所 は 学級活動の係 ・ 委員 、 行事

の 担 当 、 部活動への入部、 地域行事への参加 な ど。

8 . レ イ ン ボー ハ ウ ス の活動

阪神大震災後、 震災遺児の 心 の ケ ア な ど支援拠点 に な っ て い る あ し な が育英 会 (本部東

京) の レ イ ン ボー ハ ウ ス (神戸市東難区) は2000年度 に 、 外国の被災地 と の交流、 研修引

き 受 け 、 心の ケ ア 支援者養成 な ど多彩 な 活動 を 進 め た 。 ま た 、 「東京 レ イ ン ボー ハ ウ ス J

の建設に も 取 り 組ん だ。

〔 コ ロ ン ビア 、 ト ル コ 、 台湾、 コ ソ ボ と 支援交流〕

レ イ ン ボー ハ ウ ス は 1999年 1 月 の 開設以来、 日 本の 震災遺児 ら の支援ばか り で な く 、 海

外に 活動 の輪 を 広 げ、 1999年 は 大地震 に見舞 わ れた コ ロ ン ピ ア 、 ト ル コ 、 台湾 を 遺児や職

員 ら が訪 問 、 阪神大震災の経験 を 生 か し た支援 を 行 っ た 。

台湾 に は2000年 4 月 、 海外版 レ イ ン ボー ハ ウ ス 第 1 号 と な る 「彩虹屋」 が オ ー プ ン し た 。

ト ル コ で は被災地の コ ジ ャ エ リ 大学 の ス タ ッ フ ら が学内 に 同 じ よ う な 支援拠点 を 開設 し た 。

6 月 に は紛争で遺児が 3 万人近 く に の ぼる と い わ れ る ユ ー ゴス ラ ピ ア ・ コ ソ ボ、 自 治州 で 、

「 母子 1) ハ ピ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー J (州都 プ リ シ ュ テ ィ ナ) と 協力 関係 を 結 ん だ。

〔 ト ル コ 、 台湾、 コ 口 ン ピア 、 コ ソ ボ か ら 神戸へ遺児招 く 〕

2000年 8 月 5 日 、 大地震 に あ っ た ト ル コ 、 台湾、 コ ロ ン ピ ア と 紛争の コ ソ ボか ら 遺児 を

レ イ ン ボー ハ ウ ス (神戸) に 招 い た 。
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少年少女 ら 32人 と 付 き 添い の職員 が来 日 、 8 月 中旬 ま で滞在、 板神大震災 の 遺児 ら と 話

し 合 う 10 日 間 の キ ャ ン プ交流 (YMCA 阿 南 国 際海洋セ ン タ ー ニ 徳 島県 阿 南 市 ) に 参加 し

た あ と 神戸 、 京都、 大阪の市内観光 も 行 っ た 。

〔 台湾の ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー が レ イ ン ボ ー ハ ウ ス で研修〕

台湾大地震の遺児 た ち の ケ ア を 続 け て い る 台湾台中 な どの 「彩虹毘」 の ソ ー シ ャ ル ワ ー

カ ー ら 11人が2000年10月 1 日 か ら 、 神戸の レ イ ン ボー ハ ウ ス で研修 を 受 け た 。

レ イ ン ボー ハ ウ ス は 台 湾 の 地震直後、 職員 を 現地 に派遣 し 、 遺児 ら の ケ ア プ ロ グ ラ ム な
ど を行 っ た 。 一方で台湾の児童支援団体 と 業務提携 し 、 台湾版 レ イ ン ボー ハ ウ ス 「彩虹屋」

が台 中県 な ど に誕生 し た 。

研修は 5 日 間 で、 子 ど も た ち を ケ ア す る 場合 に 起 き る 状況 ご と に 学 ん だ 。

〔心の ケ アの支援者養成講鹿〕

2000年 8 月 19 日 か ら 5 日 間 、 神戸の レ イ ン ボー ハ ウ ス で、 子 ど も の心 の ケ ア の手助 け を

す る 「 ブ ア シ リ テ ー タ ー 」 の 養成講座 を 開 い た 。

フ ァ シ リ テ ー タ ー は 、 子 ど も 話 し合いや遊 び を 通 し て感情 を 吐 き 出 し た り 、 気持 ち を 分

か ち 合 う の を 支援す る O 講師 は 米国 オ レ ゴ ン ナ1'1 で遺児 ら を 支援す る 「 ダギ ー セ ン タ ー」 の

ジ ョ ア ン ・ ホ フ 所長代理。 家族 と 死別 し た子 ど も の心理、 ブ ァ シ リ テ ー タ ー に必要 な技術

を 学 ん だ。

〔東京 に も レ イ ン ボ ー ハ ウ ス を と 募金始め る 〕

神戸 と 同 じ よ う な 遺児 の 心 の ケ ア 拠点 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 を 東京 に も 建て よ う と 、 2000

年 9 月 23 日 か ら 、 あ し な が育英会の奨学生 ら が神 戸 な ど全国50都 市で街頭募金 を 始 め た 。

集 ま っ た義金は半額 を 奨学金 に 、 半額 を ハ ウ ス 建設費 に充 て る O ハ ウ ス 建設 に 向 け た 「 ミ

レ ニ ア ム 虹の 2 千円 レ ン ガ」 募金 も 始め た 。 1 口 2 ， 000円 で名 前 を 壁 に 刻 み 、 永久保存す る O

8 月 に 静 岡 県 で 開 か れた あ し な が育 英会 の 集 い で 、 神戸の レ イ ン ボー ハ ウ ス が紹介 さ れ、

すべて の 遺児 の た め に全国各地 に建て よ う と い う 声があ が り 、 ま ず東京 に 2 ヵ 所 日 を 建て

る こ と に な っ た 。

〈参考文獄〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 けて - 6 年 目 の取組J 兵庫県教育委員会 2001年 3 月
「平成12年度地域に学ぶ 『 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 』 の ま と め」 兵庫県教育委員会 2001年 3 rJ 29 日
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は じ め に

2000年度 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 目 の節 目 を 超 え 、 来 た る べ き 21世紀へ新 た な 占

歩 を 踏み 出すべ き 年 だ っ た。

景気の低迷が続 き 震災か ら の復 旧 、 さ ら に復興への足取 り は依然、 厳 し か っ た 。 先行 き

の不透明 さ が、 と り も な お さ ず復興への方向づけ、 動機づけ を 鈍 ら せ た 。 産業 ・ 経済の毎

興 な く し て 町 の活性化の促進 は 望 め ず、 雇 用 の 充足 を 図 る こ と は で き な か っ た 。
こ う し た状況の 中 、 2001年 3 月 、 神戸尚工会議所は 「神戸経済再生の シ ナ リ オ 」 と 題す

る ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 発表 し て い る O 震災か ら 10年 目 の2005年 を 21 世紀の神戸経済の

重要 な 転換点 と し て位誼づけ 、 そ こ に 至 る 行動指針で あ る 。

ま ず シ ナ リ オ 策定 に 当 た っ て の 現状認識 は 、 神戸経済は 震災の後遺症 と 長期 に わ た る 景

気低迷で、 依然 と し て立 ち 遅れ、 指標の う え で は 製造業 を 中 心 に 幾分自復の 兆 し が見 ら れ

る が、 地場産業 を は じ め と す る 中小企業の復興が思 う よ う に 進 ま ず、 規模、 業種、 地域な

どに よ る 復興格差があ る と 分析 し て い る O

ま た 、 こ う し た状況か ら 脱 け 出 し 、 神戸が本格復興 を 成 し 遂 げる に は 、 既存産業の変革

や新産業の創造 ・ 誘致 を i到 る と と も に 、 神戸 の持つ都市 イ メ ー ジ を 匙 ら せ、 聴力 あ る 都市

づ く り を 進 め る 必要があ る と 指摘 し て い る 。

以下、 神戸経済再生の シ ナ リ オ を 概観す る O

〔神戸経講の抱 え る 問題点〕

①震災復興の 遅 れ 全体 と し て徐々 に震災前 の水準 に 回復 し つ つ あ っ た が、 全 国 的 な 景
気低迷、 金融不安、 復興特需の息切 れ な どで97年 ご ろ か ら 足踏み を 続 け、 現在 は 8 割程度

と い わ れ る 復興で停滞気味 で あ る O 特 に地域に根 ざ し た小売商業、 サ ー ビス 業 な ど依然 と

し て 厳 し い状況が続い て い る O

②産業構造転換の遅れ 震災以前か ら 、 港湾関連産業や重化学工業 な どの 中 枢機能、 生

産拠点 の市外移転、 神戸港 の 国 際競争力 の低下、 情報通信化への対!必 の 遅 れ な どが 呂 立 っ

た 。 既存産業の事業再構築 と と も に新た な 成長産業の 導入 に よ る 産業構造の改革が課題 と

な っ て き て い る 。

③神戸港の 地位低下 神戸港の 取扱貨物量 は 、 震災後 1 年 で 8 割前後に ま で 回復 し た が、

外貿 コ ン テ ナ 貨物 量 は 震災前の 7 割程度の毘復に止 ま っ て い る O コ ン テ ナ の ト ラ ン シ ッ プ

( 中継) 貨物 に 関 し て は 、 震災前の 半分の水準で、 依然 と し て厳 し い 。 こ の背景 に は貿易

構造 の変化、 近隣 ア ジ ア 諸港 の 台頭 に よ る 国 際競争力 の低下、 国 内地方港 と の競争 な ど、

神戸港の 相対 的 な 地位低下があ る O

③都市 イ メ ー ジ の低下 神戸の都市の イ メ ー ジ は 「お し ゃ れJ í都会的J í 国 際 的 J な ど

が定着 し て い る 。 神戸の特徴 的 な 街並 み や 丈化的資源が震災で被害 を 受 け 、 建物、 施設の
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復 旧 は 進 ん で、い る が、 一部 に 残 る 震災の イ メ ー ジ な ど都市 イ メ ー ジ の低下が懸念 さ れ る O

⑤集客機能の低下 集客施設の被害や震災 イ メ ー ジ か ら 観光入込客 は大 幅 に 減少 し た 。

徐 々 に 回後 し 震災前の水準 に戻 り つ つ あ る が、 こ れ は震災後始 ま っ た ル ミ ナ リ エ の 来場者

や 明石海峡大橋 開 通 に伴 う 入込客数の増加 に よ る も の O 従来か ら の観光地で は震災前の水

準 に戻 っ て い な い。

⑥情報受発信機能の低下 港 を 通 じ て新 し い情報や丈化 を 取 り 入れ、 全 国 に発信 し て き

た が、 東京への 一極集 中 、 船か ら 飛行機への シ フ ト 、 大手企業の 本社機 能 の 市外移転 な ど、

産業 ・ 丈化の両面で鮮度 の 高い情報の受発信機能が低下 し て き た 。 つ れ て 、 神 戸 のハ イ カ

ラ イ メ ー ジ を 活用 し た ブ ラ ン ド製品が生 ま れ に く く な っ て い る 。

⑦国際機能 の低下 経済の地盤沈下 に 伴 う 外資系企業の市外流 出 や外国領事館の大阪移

転 な ど、 国 際都市 ・ 神戸の 優位性が揺 ら ぎつ つ あ る O 国際会議の 誘致 に つ い て も 、 国内主

要都市 開 の競合 も あ っ て 、 コ ン ペ ン シ ョ ン 都市 と し て の 地位低 ドが懸念 さ れ て い る O

神戸経済の再生 は郎被災地経済の再生 と い え よ う O そ の神戸経済再生の た め の ス タ ー ト

ラ イ ン と し て 、 現状分析 を ま と め て い る が、 震災 6 年 目 の実態 を 如 実 に 示 し て い る o 21世

紀 に 入 っ て新た な復興への 歩 み を 踏み 出 さ ね ばな ら な い時で は あ る が、 取 り 巻 く 環境 は あ

ま り に も 厳 し く 、 楽観 は 許 さ れ な い 。 2001年 に 入 っ て 兵庫県、 神戸市 と も 首長が交替 し た 。

新 た な 方向づけ が模索 さ れて い る O

〈参考文献〉
「神戸経済再生の シ ナ リ オ」 神戸商工会議所 2001年 3 月
「 日 干Ij各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経、 産経 (第 7 章出産業 ・ 雇用の全節 に 隠 し て 参考 と した )
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ド二節 産業復興の概況
2000年度末 の 産業界の現状 を 統計調査か ら み て み よ う O 経済活動 は全般的 に は ほ ぼ震災

前 の 水準 に 回復 し て い る も の の 、 97年以降の景気低迷の影響 も 重 な っ て 、 産業 の活力 が十

分で な い状態が続い て い る 。

兵庫県経済 は 、 日 銀短観の 業況判 断 DI を み る と 全国平均 よ り マ イ ナ ス 幅 が依然大 き い

な ど、 改善の テ ン ポ は全国 に比べて鈍い (表 1 ) 0 中 堅 ・ 中小企業 に 震災の影響が ま だ、残 っ

て お り 、 大企業 も 不況の波 を かぶ っ て い る O 雇用情勢 も 依然厳 し い 。

日 本銀行神戸支屈の兵藤県内 の 短期経済観測調査 に よ る と 、 企業の業況判 断 の DI ( r 良
い J - r悪い 」 回答社数構成比 ・ % ポ イ ン ト ) は 、 2001年 3 月 に は 製造業でム20、 2000年

の年初か ら は女子転 し て い る が、 前年 の 9 月 、 12月 か ら は 5 も 悪 く な っ て い る O 非製造業

は 前年末 に比べて 6 引 も 悪化 し 、 予想 を 12't1 も 上 回 っ て い る O 全国 によとべる と 、 製造業で

は ほ ぼ同 じ だが、 非製造業 で は 8 引 も 「悪い」 と 判 断す る 企業が多 く な っ て い る O

(表 1 ) 兵庫県下企業の業況判断 D. I
「良い」 一 回答社数構成Jt . % ポイ ン ト

1 2叫/ 9 fj 山
2001年/ 3 月 6 月 予測

3 月 6 月 12月 → 3 月 3 月 → 6 月
変化編 変化幅

戸国生三 製 造 業 ム25 ム19 ム15 ム15 i (ム20) ム20 ム5 ム31 ム11

非製造業 ム35 ム31 ム31 ム26 (ム20) ム32 ム6 ム34 ム2
内 会 産 業 ム30 ム25 ム23 ム21 (ム19) ム5 ム33 ム7

二ノと、 製 法 業 l ム18 I ム12 ム7 ム6 (ム8) ム19 ム13 ム24 ム5

非 製造業 ム26 ム23 ム21 ム20 (ム21) ム24 ム4 ム26 ム2
国

; 全 産 業 | ム23 ム18 ム15 ム]4 (ム15) ム22 ム8 ム26 ム4
注 1 . ( ) 内は前回調査時 . 20001ド12月 の予測。

2 . 全開は全規模合計ベー ス。

1 . 被災地の経済 は ジ、 エ ツ ト 機の後輪

被災地の経済は “ ジ ェ ッ ト 旅客機の後輪" 状態 に例 え ら れて い る O つ ま り 、 ジ ェ ッ ト 旅

客機の後輪 は 、 出発時の上昇 (景気回復) に お い て は離陸の も っ と も 最後 に 地表 か ら 離れ、

逆 に 、 降 下 か ら 着陸時 (景気後退) に は最初 に 地面 に接す る O 産業復興 に な か な か はずみ
がつ か な い 。 足踏み状態 か ら 抜け き れて い な い。

さ く ら 総合冊究所が2000年12月 に ま と め た 「震災 6 年、 被災地経済の動rPJJ で は 、 震災

前 の 94年 を 100 と し た 場合 の 鉱 工業生産指数 は 、 電気機械工業が194 、 化学工業が117 な ど

回復 を みせ て い る が、 金属製 品工業93、 ゴム 製品工業48、 皮革製品工業71 、 窯業土石製品

69な ど業種 に よ っ て 回復 の 度合い に大 き な差が出 て い る O
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2 .  6 割の 事業所 に 「震災の影響J 残 る
別 の ア ン ケ ー ト 調査 で み て み よ う O

阪神 ・ 淡路産業復興推進機構が2001年 3 月 に ま と め た 「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復

興の実態 に 関す る ア ン ケ ー ト 謂査」 に よ る と 、 約 6 割の事業所が 「震災 の 影響が残 っ て い
る 」 と し 、 約 7 割の事業所で、売上高が震災前の水準 を 下 回 っ て い る O

こ の ア ン ケ ー ト 調査 は 、 95年12月 以来毎年年央 ま た は年末 に し 2 回定期 的 に 実姉 し て
お り 、 今 回 で 8 回 目 。 2000年11 月 の 時点で、 被災地の 10市10町 の事業所 4 万6 ， 248社 を 対

象 に し た も の で、 有効 回答数は4 ， 237社 ( 回 収率9 . 2% 、 前 回 よ り 0 . 6% 増 ) 0 回答事業所の
所在地で は 、 神戸市が1 ， 769社 (構成比41 . 8% ) と 最 も 多 く 、 次い で宝塚市465社 ( 同 11 . 0% ) 、

西宮市352社 ( 向8 . 3 % ) の頼。 淡路地域の 1 市10町 は611杜 (14 . 4% ) 0 主 な 項 目 別調査結

果次の と お り O

〔経済活動全般の復興状況〕

「復興 は か な り 遅れ気味」 と 答 え た の は 15 . 1 % 、 「 や や 遅れて い る 」 と 合わ せ る と 31 . 5 % 。

前 回 調査 よ り 2 . 4% ふ え て い る が、 98年 1 1 月 調査か ら 過去 3 年 間 の 比率 は ほ ぼ横パ イ で 目

立 っ た復興 は 進 ん で、 い な い 。 一方、 「復興が進ん で、 い る 」 と 「復興完了」 を 合 わ せ る と 57 . 6%

で前 回 よ り 3 . 4 % 減 っ て は い る が、 「完了」 の 回答が39 . 7 % で前 回 よ り 2 . 6% 増 え て い る の

カT注 目 さ れ る o (表 2 ) 

地域別 でみ る と 、 神戸市 で は 「進んで、 い る J 46 . 6 % と 「遅れて い る J 45 . 8 % と ほ ぼ向率。

こ れ に 対 し 、 「復興が進 ん で、い る 」 が多 か っ た の は 、 尼崎市74 . 7 % 、 伊丹市76 . 6 % 、 川 西

市73 . 7% な どで、 芦屋市 は 「遅れて い る J が47 . 9 % で 「進ん で い る 」 を 8 . 6 % 上 回 っ て い る O

(表 2 ) 被 災地域の経済活動全般の復興状況

復興は進んでい る
街効回答数 ほ と ん 湘 i着時興が

は完了 した 進んでい る

回 調 査 4 ， 237 (39 . 7% )  I ( 17 . 9% )  
(100 . 0% )  

(5
2
7 .  
， 441 
6% )  

1999年10月 調査 4 ， 054 (37 . 1 % )  I (23 . 8% )  
( 100 . 0% )  2 ， 472 

(61 . 0% )  
1 倒 j 1 21 1

1998主ドl1 ) j 調査 4 ， 808 (31 . 2% )  I (25 . 2% )  
( 100 . 0% )  

(5
2
6 .  
， 709 
3% )  

1997年12月 調交 4 ， 441 ( 7 . 0% )  I (30 . 3% )  
(100 . 0% )  1 ， 657 

(37 . 3% )  
417 2 ， 1 1 4  

1996年12月 調査 5 ， 802 (7 . 2% )  (36 . 4% )  
( 100 . 0% )  2 ， 531 

(43 . 6% )  

復興は遅れて い る
復興はやや遅 復興はかな り 遅
れ気l素であ る れ知主である

696 639 
( 16 . 4% )  ( 15 . 1% )  

1 ， 335 
(31 . 5% )  

672 
(12

5
5
0
%
8 
) ( 16 . 6% )  

1 ， 180 
(29 . 1 % )  

834 717 
( 17 . 3% )  (14 . 9% )  

1 ， 551 
(32 . 3% )  

916
(25

I
.
，
7
14
%
1 
) (20 . 6% )  

2 ， 057 
(46 . 3% )  

1 ， 454 1 ， 185 
(25 . 1  % )  (20 . 4% )  

(4
2
5 .  
， 639 
5% )  

分か ら な い 無 回 答

(9 . 2% )  ( 1 . 7% )  

293 
( 7 . 2% )  (2 . 7 % )  

134 
(8 . 6% )  (2 . 8% )  

143 
( 13 . 2% )  (3 . 2% )  

1 67 
(8 . 0% )  (2 . 9% )  

構成比率は 4 捨 5 入
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〔営業活動に お け る 震災の影響〕

32 . 4 %  ( 1 ， 374社) の事業所が 「震災の影響 は な く な っ た」 と み て い る O 半面、 「影響が

多 少残 っ て い る J と み る 事業所が31 . 9% ( 1 ， 350杜) 、 「影響が色濃 く 残 っ て い る 」 と み る

事業所が29 . 4 % ( 1 ， 244杜) あ り 、 両者合わせ る と 61 . 3% 0 6 割強 の事業所が震災の後遺

症 を 引 き ず っ て お り 、 依然厳 し い状況か ら 抜け 出 せ な い で い る O

地区別 に み る と 、 神戸市で42 . 1 % 、 芦屋市で49 . 6% が 「影響が色濃 く 残 っ て い る 」 と 答

え て お り 、 「影響 は な く な っ た」 と す る 事業所が多い と こ ろ は伊丹市58 . 6% 、 三木市53 . 9 % 、

J 1 1 商市52 . 6 % 、 尼崎市47 . 7% 、 明 石 市47 . 3% な ど。 ち な み に神戸市で は ま だ20 . 6% に と ど

ま っ て い る O

ま た 、 従業員 の 規模別でみ る と 、 「震災の影響がな く な っ たJ と み る 事業所が多 い の は20

人以上の規模の と こ ろ で、 人数が多 い と こ ろ ほ ど比 率 は 高 く 、 300人以上で は 54 . 7 % 、 半

分以上が震災か ら 立 ち 直 っ て い る o 4 人以 下 の と こ ろ で は 「影響がな く な っ た」 と し て い

る と こ ろ は24 . 4 % に す ぎず、 反対 に 「震災 の 影響が色濃 く 残 っ て い る J と み る と こ ろ が

36 . 3% に な り 、 小規模 の と こ ろ ほ ど立 ち 直 り が遅れて い る O そ の 理由 と し て 「借入金の負

担」 と 答え た と こ ろ が約 4 割 に の ぼっ て い る O

〔売上高水準の変化〕

売上高が 「震災前の水準 を 下 回 る 」 事業所の割合 は 、 98年末か ら の過去 3 回 の 調査で は 、

いずれ も 約 7 割 で依然 と し て 高 い 比率 を 示 し て い る O 一方、 「震災前の 水準 を 上 回 る 」 と

す る 事業所 は 、 何年末の調査で17 . 3 % 。 以来、 l 年 ご と に比較す る と 15 . 6 % 、 1 1 . 1 % 、 10 . 8 % 、

そ し て2000年11 月 の8 . 4 % と 毎年減 り 続け 、 つ い に 1 0 % 台 を 切 っ て い る O

(差是 3 ) 地場産業 に お け る 震災の影響

ケ ミ カ ル シューズ製造
j同 造
淡 路 瓦 製 造
機 械 金 属 工 業

j 線 香 製 造
真 珠 力日 工
洋 菓 子 製 造
家 兵 製 jま
ア パ レ ル 関 連
街 !吉 街 ・ 小 売 市 場
観 光 関 連
貿 易 業
情 報 通 信 関 連
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経済活動会殺で
「復興は遅れ て い る」

71 . 1  
41 . 0  
31 . 1  
23 . 3  
23 . 1  
33 . 3  
40 . 7  
23 . 8  
41 . 4  
36 . 9  
31 . 4  
28 . 2  
32 . 8  

営業活動で 売上雨水準
「震災の影響が色濃 く 残る」 「震災前 よ り 減少J

57 . 8  88 . 9  
38 . 5  76 . 9  
50 . 4  87 . 4  
1 5 . 0  67 . 9  
1 5 . 4  53 . 8  
22 . 2  88 . 9  
40 . 7 81 . 5  
42 . 9  90 . 5  
42 . 3  82 . 7  
39 . 2  87 . 8  
39 . 5  68 . 6  
1 8 . 8  56 . 5  
21. 6 46 . 4  

数値は回答の あ っ た事業所の う ち の比率%



売 と高の水準が震災前 を 「下回 っ て い る 」 と こ ろ の業種別 で は 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ88 . 9% 、

酒造76 . 9 % 、 淡路瓦製造87 . 4 % 、 機械金属工業67 . 9 % 、 線香製造53 . 8% 、 真珠加工88 . 9%

な ど と な っ て い る ほ か 、 洋菓子製造、 ア パ レ ル 関連、 商届街 ・ 小売市場がい ずれ も 80 % 台

で、 特 に 家具製造 は 90 . 5 % が 「売上減少」 を 訴 え て い る o (表 3 ) 

3 . 復興支援工場、 全棟が先成

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た神戸市 内 の 中小製造業者の恒久的 な 再出発拠点 と し て神戸

市が何年 か ら 兵庫 区和 田 山通 に 建設 を 進 め て い た 「神戸復興支援工場」 の 全棟が完成 し 、

2000年 5 月 17 日 、 竣工式が行 わ れた 。 全国初 の公営大規模貸工場 で あ る O

復興支援工場 は JR 兵産駅の南約 1 km。神戸 を代表す る 産業の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業界な ど、

被災企業 に 良好 な 操業環境 を 確保す る た め 、 約 103億 円 を か け建設 さ れ た 。 98年 5 月 にA、

B 2 棟が完成、 99年 4 月 に は C 棟の供用 が始め ら れた 。 今 回 の D 棟の完 成 で計 4 棟全部が

完成 し た 。 いずれ も 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 5 階建 て 。 4 棟で延べ 2 万6 ， 500m2 0 

3 棟で は 既 に 機械金肩 や ケ ミ カ ル 関連の53社が入居。 2000年秋 ま で に 全棟で約60社が入

り 、 最終的 に は約 150社の 利 用 が見込 ま れて い る O 神戸市 は 震災後、 長 田 、 西 区 内 の 6 カ

所 に 仮設工場 を 建設 し 、 被災企業 に 5 年 を 期 限 に 賃貸 し を し て き た 。 順次使用期 限が切 れ

る た め 、 移動 を 迫 ら れ る 企業 の 受 け皿 と な る O

復興支援工場の賃料 は 、 仮設工場の 3 、 4 f音 に 当 た る 1 m'当 た り 1 ， 200円 � 1 ， 900円 で 、

ロ ー ン を 抱 え る 入岩者に と っ て は負 担 は重 く な る O

〔支接工場の家賃滞納 4 社に 1 社〕

震災で被害 を 受 け た 中 小 製造企業 を サ ポ ー ト す る 復興支援工場で 、 入居企業109社 の う

ち 約 4 分の I の杜が使用 料 を 滞納 し て い る こ と がわ か っ た 。

2001年 3 月 12 日 の神戸市会予算特別委員会で市 当 局 か ら 報告 さ れ た 。 退去処分の対象 と

な る 3 カ 月 以上 は 27社 に 上 り 、 未納額 は 約 5 ， 900万 円 。 1 ， 000万円 近 く 滞納 の社 も あ っ た 。

神戸市 で は 、 賃貸面積 の 縮小 な ど家賃軽減策 を 検討す る と と も に 、 納付指導 を 続 け て い く

こ と に し て い る O

一方、 支援工場の 入居者 は 同 月 19 呂 、 神戸市へ家賃の 引 き 下 げな ど 4 項 目 の 要望書 を 提

出 し た 。

要望 の 内容 は マ入居家賃 ・ 共益費 の 引 き 下 げマ滞納家賃の 一定期 間 の棚 上 げマ駐車料金

の 引 き 下 げマ2000年 3 月 以前の入居者 に対す る 支援措置 ー の 4 項 目 O 同工場 の管理組合が

入居企業 を 対象 に ア ン ケ ー ト を 実施 し て ま と め た 。

神戸事 で は 「工場で働 い て も ら う の が基本。滞納があ る か ら と い っ て契約 どお り 出 て 行 っ

て く れ、 と い う わ け に も い か な いJ と 対応 に 苦慮 し て い る O

な お 、 復興支援工場の 整備費 103億 円 は 、 95% を 国 の 無利子融資制 度 で 賄 い 、 残 り 5 %

を 神戸市が負 担 し た 。 借入金は2003年度 か ら 20年度 に か け て償還す る こ と に な っ て お り 、
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ピ ー ク 時 の返済額は 年 陪 7 億 円 と な る 。

〈参考文献〉
「震災から 6 'f 、 被災地経済の最近の動向」 さ く ら 総合研究所 ・ 関西調査部 2000年12月 19 日
「管内企業短期経済観測調査結果 (2001年 3 月 ;弱音量分) 日 本銀行神戸支応 2001年 4 月 2 日
「阪神 - 淡路地域におけ る 産業復興 の実態に関す る ア ン ケー ト 調査結果J (2000年11月 調資) 阪神 - 淡路産業後
興推進機構 2001 年 3 月

「兵庫県会 食災復興特別委員会資料 」 兵庫県産業労働部 2001年 9 月 17 日
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l 第二均一! 神 戸 港
「神戸 の産業復興 に 力 強 さ が克 ら れ な い の は 、 成長力 の あ る 産業の集積が遅れて い る の

に 加 え 、 神戸の経済や丈化の発展 に大 き く 貢献 し て き た神戸港の復興の遅れが一 因 だ。

ほ ほ 2 年 で機能 的 に は震災前の水準 を 取 り 戻 し た 。 し か し 、 貨物 の叡扱量 は 震災前の水
準 を 下 回 り 、 神戸港 を 経由 す る 中 継貨物 ( ト ラ ン シ ョ ッ フ。貨物) の 取 り 扱い も 低迷 し て い

る O こ れ は 内外の ほ かの港 と 比べ、 神戸港の競争 力 が低 下 し た こ と を 裏付 け て い る O

グ ロ ー パ ル な 物流の見直 し の 中 で 、 ア ジ ア と 北米や歌州 を 結ぶ航路 に お い て も 寄港地の

選別 、 集約化が進 ん でい る O ま た 、 震災 に よ る 神戸港の一時 的 な 機能低下 に 伴 い 、 国 内 の

地方i巷が ラ イ バル と し て 台頭 し て お り 、 港湾施設の整備 も 急 ピ ッ チ で進 み 、 貨物 を 直接海

外 の 港 に 運ぶ こ と も 可能 に な っ た。 神戸港は そ の ラ イ バル に奪 わ れた貨物 を 取 り 戻せ な い

で い る の が実情だ」

さ く ら 総合研究所の小沢慶英氏 は 、 6 年 目 を 迎 え た被災地経済の検証の 中 で 、 神戸港に

つ い て以上の よ う に 指摘 し て い る O

神戸港の 港湾 と し て の職能の低下 に つ い て は こ れ ま で に も 本誌で述べて き た と こ ろ で、

ま ず2000年の神戸港の港湾統計 を み て み よ う 。

1 . コ ン テ ナ貨物 l 割増

神戸港湾整備局 の ま と め に よ る と 、 2000年の神戸港の港勢は 、 メ ー ン の外国貿易の コ ン

テ ナ貨物が、 前年か ら l 割近 く 伸 び、 中 継機能 の 回復基調 を 示 し て い る O 総入港船の数 も

前年比で5 . 7% 増 え や や 持 ち 哀 し た 。

し か し 、 外国貿易額で は 震災前 によじべ依然 8 割台。 世界の港湾 の コ ン テ ナ 叡扱量 ラ ン キ

(表 4 ) 神戸港入港船舶数

年 月
入 港 数

隻 数 i t ト 〆数
1994年 87 ， 708 30 ， 344 
1995年 70 ， 184 17 ， 326 
1996年 81 ， 663 27 ， 392 
1 997年 82 ， 698 29 ， 013 
1 998年 55 ， 226 22 ， 663 
1999年 44 ， 075 1 9 ， 765 

2000年 46 ， 570 1 9 ， 662 
前年比) (99 . 5) 
94年比) (53 . 1 ) (64 . 8) 

ゲ?ト 虫記
隻 数
10 ， 836 1 6  
6 ， 833 9 
8 ， 880 14 

8 ， 874 14 ， 993 
8 ， 385 1 4 ， 472 
8 ， 169 14 ， 41 0  

14 ， 706 
(101 . 2) ( 102 . 1) 
情 3) I (89 . 2) 

神戸港大観か ら作成

隻 ・ 万 ト ン ・ %

73 ， 824 1 4 ， 020 
46 ， 84 1  8 ， 19 1  
35 ， 906 υ5 ， 3つυ55

38 ， 306 4 ， 956 
(106 . 7) 
(49 . 8) 

(総 ト ン 数は万以 下 4 捨 5 入)
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ン グで は 、 前年の19位か ら 25位 と 大 き く 順位 を 下 げ、 こ の ま ま で は ハ ブ港 と し て 深刻 な状

態 に 追い込 ま れそ う だ。

項 目 別 の 数値 は 次の と お り O

入港船舶数 外航 ・ 内航合わせて 4 万6 ， 570隻 で 前 年 に 比べ105 . 7 % 、 総 ト ン 数で、 1 億

9 ， 662万総 ト ン 、 同 99 . 5% だ、 っ た 。 内 訳 は 、 外航船が8 ， 264隻 (前年比101 . 2 % ) 、 総 ト ン 数
は 1 億4 ， 706万総 ト ン ( 同 102 . 1 % ) と な り 、 隻数 ・ 総 ト ン 数 と も に 増 加 に 転 じ て い る (表

4 ) 。 航路別 で は 、 中 国航路が1 ， 772隻 ( 同 100 . 6 % ) で前年 を や や 上 回 り 引 き 続い て 1 位。

そ の他韓国杭路929隻 ( 同 1 13 . 2% ) 、 タ イ ・ イ ン ド シ ナ航路500隻 ( 同 1 15 . 2 % ) な ど好調

な 伸 び を み せ た 。 一方、 内航船は 3 万8 ， 306隻 ( 同 106 . 7% ) で2 ， 400隻増加 し た が、 総 ト

ン 数で は4 ， 956万総 ト ン ( 同 92 . 5 % ) と 399万総 ト ン の 減少 と な っ た 。 明石海峡大橋 の 開 通

(98年 4 月 ) に伴 う 影響が残 り 、 神戸港発着 フ ェ リ ー の減便で、 フ ェ リ ー の入港隻数は4 ， 159

隻 ( 同89 . 6 % ) 、 総 ト ン 数は3 ， 027万総 ト ン ( 同86 . 5 % ) と いずれ も 減少が 日 立 っ た 。

取扱貨物量 外貿貨物4 ， 102万 t (前年比105 . 6 % ) 、 内貿 貨物4 ， 362万 t ( 同99 . 3% ) 0 

神戸港全体で8 ， 464万 t ( !P] l02 . 2% ) だ っ た 。 震災前 の 94年が 1 万7 ， 100万 t だ っ た の に

比べる と 49 . 5 % 。 半分 に 満 た な い。 外貿 が例年比74 . 3 % だ、 っ た が、 内貿が同37 . 7 % と 激減

し て い る の が響 い た 。 (表 5 ) 

(表 5 ) 神戸港取扱貨物量 万 ト ン ・ %

年 月
外 資 貨 物 内 貿 貨 物

言十 輸 出 輸 入 計 移 出 移 入
1994年 1 7 ， 100 5 ， 523 2 ， 586 2 ， 937 1 1 ， 577 5 ， 29 6 ， 286 
1 995年 9 ， 1 70 2 ， 938 1 ， 35 1  1 ， 587 6 ， 232 2 ， 704 3 ， 528 
1 996年 13 ， 552 4 ， 216 1 ， 890 2 ， 326 9 ， 336 5 ， 253 
1 997年 14 ， 777 4 ， 191 1 ， 908 2 ， 283 10 ， 586 4 ， 752 5 ， 834 

ト::畔 10 ， 005 3 ， 898 1 ， 834 2 ， 064 6 ， 107 2 ， 587 3 ， 521 
99年 8 ， 278 3 ， 886 1 ， 752 2 ， 133 4 ， 392 1 ， 879 2 ， 51 3  

2000年 8 ， 464 4 ， 102 1 ， 767 2 ， 335 4 ， 362 1 ， 804 2 ， 558 
(前年比) ( 102 . 2) ( 105 . 6) ( 109 ， 5) (96 . 0) ( 101 . 8) 
(94年比) (49 . 5) (74 . 3) (68 . 3) (79 . 5) (37 . 7) (34 . 1 )  (40 . 7) 

神戸港大観から作成 (万 ト ン 以下 4 捨 5 入)

外貿 の 輸 出 貨物 は 、 1 ， 767万 t で前年 を 0 . 8% 上 回 り 、 品種別 で は 「 そ の 他機械」 が4 62

万 t (前年比103 . 0% ) で 第 1 位 を 占 め 、 「染料 ・ 塗料 ・ 合成樹脂そ の 他化学工業品J 166 

万 t ( 同 1 1 1 . 5 % ) 、 「 日 用 品J 155万 t ( r可 128 . 9 % ) が前年 を 大 き く 上 回 っ て い る O 主 要

因別 で は 「 中 華人民共和 国J 411万 t ( 同 104 . 9% ) と 前年 を 上 回 り 引 き 続 き 1 位 を 占 め た 。

そ の 他 「 ア メ 1) カ J 361万 t ( 同 111 . 7 % ) 、 「大韓民国J 83万 t ( ri:i] 1 19 . 3% ) と 好調 な 伸

ぴ を 示 し て い る O
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一方、 外貿 の輸入貨物 は 、 2 ， 335万 t ( [可 109 . 5% ) で前年 よ り 増 え て い る O 品種別 で は

「 日 用 品J が前年 に引 き 続 き 409万 t ( 同 117 . 2% ) で第 1 位。 次いで 「米 ・ 雑穀 ・ 豆J 201 

万 t ( 同 97 . 6 % ) 、 「 そ の他食料工業品J 189万 t ( [PJ99 . 8 % ) 、 「野菜 ・ 果物J 167万 t ( 問

1 1 1 . 1 % ) と 続い て い る O 国別 で は 「 中華人民共和 国J 670万 t ( [司 1 19 . 4 % ) が 「 ア メ リ カ J
602万 t ( 同 100 . 2% ) を 抜 き 1 位 と な っ た。 そ の他主要国で は 「 カ ナ ダJ 147万 t ( 同 100 . 6 % ) 、

「台湾J 1 18万 t ( 向 109 . 5% ) 、 「大韓民間J 105万 t ( 同 142 . 4% ) が前年 よ り 大 き く 伸 び

た 。

外留貿易額 輪 出 が 4 兆1 ， 088億 円 、 輸入が 2 兆235億 円 、 総額で は 6 兆1 ， 323億 円 。 前

年 に 比べ輸 出 が0 . 8 % 、 輸入が0 . 4% そ れぞれ増 ぇ 、 総額で は 0 . 7 % 伸 びて は い る が、 例年

比 で は 輸 出 が88% 、 輸入が83 . 2% 、 総額で は 86 . 3% で依然 8 割台の ま ま O 震災前 の水準 と

は大 き く 聞 い て い る o (表 6 ) 

空路や地方港の利用増加で神戸、 横 浜 な どの大型港の貿易 額 は 総 じ て全 国 に 比べて伸 び

が鈍い が、 主要港の う ち 神戸港が前年比で0 . 7% と わ ずかの伸 び、だ っ た の に 比べ、 大販港

が8 . 3 % 、 東京港が4 . 6% と 各港 と も 伸 ぴて い る (表 7 ) 。 神戸港が原 油 の 取 り 扱いが少 な

い た め 、 他の港の よ う に貿易額が増 え な か っ た 要因 と み ら れて い る の で 、 こ の ほ か、 震災

で他港 に シ フ ト し た積荷が ま だイ 分 に神戸 に戻 っ て き て い な い の が実情の よ う だ。

(表 6 ) 神戸港外留貿易額 (通関額) f意丹 、 %
出 輸 入

1994年 71 ， 029 46 ， 703 24 ， 325 
1999年 60 ， 91 5  40 ， 760 20 ， 156 
2000年 61 ， 323 4 1 ， 088 20 ， 235 
(前年比) (100 . 7) (100 ， 8) ( 100 ， 4) 
(94年比) (86 . 3) (88 . 0) (83 . 2) 

神戸港大鋭か ら作成 ({:意向以下 4 捨 5 入)

(表 7 ) 主要港の外国貿易額 億円、 %
神 戸 大 阪 名 E古 屋 横 浜 東 尽

1 994年 71 ， 029 32 ， 333 68 ， 376 9 1 ， 331 77 ， 523 
1 999年 60 ， 91 5  37 ， 1 89 82 ， 663 84 ， 257 85 ， 348 
2000年 61 ， 323 40 ， 283 89 . 1 92 89 ， 622 89 ， 312 
(前年比) (1 00 . 7) ( 108 . 3) ( 107 . 9) ( 106 . 4) ( 104 . 6) 
(94年比) (86 . 3) ( 124 . 6) (1 30 . 4) (98 . 1 ) (1 1 5 . 2) 

神戸港大観から作成 (億円以下 4 捨 5 入)

2 . 世界主要港の コ ン テ ナ取扱量

コ ン テ ナ船が就航 し 始 め た 1970年代前半 に は 、 ア ジ ア 全域の 中 で の 日 本 の 貨物の シ ェ ア

は60 % ほ ど だ、 っ た 。 そ の後、 こ の シ ェ ア は年 々 低下 し 、 80年代 の後半 に は30% 前後 と な り 、
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震災前の例年 に は 中 国が北米 向 け で最大の積 出 国 に 成長。 日 本発貨物 の シ ェ ア は20% を 割

る ま で に低下 し て い る 0

2000年の 定期 コ ン テ ナ船の輸送動向 を み る と 、 世界全体の コ ン テ ナ の荷動 き 量 は 、 4 ， 149

万TEU (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算) で前年 よ り 16 . 8 % の増 と な っ て い る O 航路別 で は ア

ジ ア と ①北米 ②歌州 ③ ア ジ ア 域内 の 3 航路が上位 3 1立 を 占 め 、 こ の航路 の合計が世界

の コ ン テ ナ輸送量の 59 % を 占 め た (前年 は 6 5 % ) 0 1990年 に 50 % だ っ た の が こ こ 10年 間 で

コ ン テ ナ貿易 に お け る ア ジ ア の地位が着実に増加 し て い る の が分か る O

港湾別 の コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グ (2000年) で み る と 6 位 の上海や 12位の タ ン ジ ュ ン

プ リ オ ク が前年比で33 . 3 % 、 48 . 2 % と そ れぞ、れ大幅 に 取扱量 を 伸 ば し 、 そ の 他 ア ジ ア の港

湾が上位 を 占 め て い る O

ア ジ ア 各港の取扱量の推移 を み る と 90年 に ラ ン キ ン グ に 入 っ た の は 1 位 シ ン ガポ ー ル 、

2 位香港、 4 1立 高雄 、 6 位釜 山 、 10位義隆、 20位マ ニ ラ だ っ たが、 98年 に は 1 位 シ ン ガポ ー

(表 8 ) 世界主要港の コ ン テ ナ取扱量
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ル 、 2 位香港、 3 位高雄、 5 位釜 山 、 10位上海、 9 位 に タ ン ジ、 ユ ン プ リ オ ク が ラ ン ク 入 り

し て い る O

一方、 日 本の 各港 は 90年に神戸 5 位、 横浜11位、 東京13位で神戸港は 国 内 ト ッ プ を 点 め

て い た 。 神 戸 は 95午‘ の震災で、港湾施設 に壊滅的被害 を 受 け ラ ン キ ン グの 枠外 に外 さ れ た 。

そ の後、 97年 5 月 に は港湾施設の完全復興 を 成 し 遂 げ た が、 こ の 問、 ア ジ ア 各港の整備が

進み、 神戸港経 由 の ト ラ ン シ ッ プ貨物が減 り 、 さ ら に 国 内他港 に シ フ ト さ れた積み荷 の 回

復 も は か ばか し く は な か っ た 。

こ う し た こ と か ら 神戸港の地位 は 、 98年 に は東京、 横 浜 に 次 い で、17位 に ま で後退 し て い

る O さ ら に2000年 に は マ ニ ラ な どア ジ ア 諸港 に 追い 越 さ れつ い に枠外部位 に 落 ち た 。 神戸

ま でのお港 の う ち 前年対比で マ イ ナ ス だ、 っ た の は 、 5 位の オ ラ ン ダ ・ ロ ッ テ ル ダム の0 . 7%

減 と 神戸 の 6 . 7 % 減の 2 港 だ け で 、 他港 は タ ン ジ ュ ン プ リ オ ク の48 . 2% を 最高 に フ ェ リ ク

ス ス ト ウ の3 . 8 % ま で、 い ずれ も 増加 し て い る o (表 8 ) 

3 . 神戸港活性策で活発議論
日 本銀行神戸支庖 は2000年 9 月 19 日 、 神戸港の活性化 に つ い て 、 設備の 集約 に よ る コ ス

ト 削減や港湾施設の利用料やサ ー ビス な ど国際競争力 を 強化す る べ き だ と の レ ポ ー ト を 発

表 し た 。

レ ポ ー ト で は 、 港湾 を 神戸経済の 「重要 な 戦略産業」 と 位置づけ、 国 際競争力 を 高 め る

こ と が急務で、 震災で壊滅 し た施設は復旧 し て お り 、 必要 な の は港湾経営の ソ フ ト 面の 充

実 だ と し て い る O そ の結果、 神戸港は 「庇倒 的 な競争力 を 備 え た港 と し て 、 よ みがえ る こ
と も 可能」 と 提起 し て い る O

神戸港の貨物取扱量 は 、 震災の あ っ た何年 に は前年か ら 半減。 99年 の 取扱量 も 95年 と ほ

ぼ河水準 に と ど ま っ て い る O パ ー ス な どの港湾設備 は 震災前 を 上回 る く ら い に復 沼 、 整備

さ れた 。 し か し 、 利用低迷が続 き 港勢の後活は足踏み状態 と な っ て い る O

レ ポ ー ト で は 「港湾利用 の コ ス ト を 指摘。 例 え ば、 神戸港の 1 パー ス 当 た り の コ ン

テ ナ取扱量が香港の 7 分の 1 、 シ ン カ ポー ル の 3 割。 ガ ン ト リ ー ク レ ー ン な とと も 稼働率が

低 く 、 神戸港の ク レ ー ン 稼働率17% を 釜 山 な み の46% に改善す れ ば コ ス ト は 4 割前後 に お

さ ま る と 試算 し て い る 。 コ ス ト の削減の た め に は 、 コ ン テ ナパ ー ス の集約 を 提案 し て い る O

一方、 運送や 船舶 関連工業、 海事法務 な ど、 神 戸 の 持 っ て い る 港 に 関 す る “厚み" を 評

価 し 、 さ ら に 神戸港が抱 え る 広 大 な 港湾用 地 は 世 界 に 例 が な く 、 IT (情報技術) の 導入

な どで将来 の 国 際的 な ニ ー ズ に対応す る 高度 な 物流基地 と し て活用 すべ き だ、 と 提言 し て

い る O

日 銀神戸支屈 で は 、 「神戸経済 は 港 を 核 と し て 発展 し た 。 今後、 新 た な 基盤 を 創 出 す る

よ り 、 こ れ ま で の 基盤 を 最大眼活用 し た 上 で 、 独 自 性 を 出 すべ き だ。 港湾 の 現場 に は 、 反

論や優れた提案 も あ る はず。 議論 を 深 め た い」 と 話 し て い た 。
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〔 日 銀の提言に神戸市が反論)

神戸港の活性化 に つ い て 託 銀神戸 支屈が発表 し た レ ポ ー ト 「神戸港の役割 に 関 す る 質問

状」 に対 し 、 神戸市 は 10月 26 日 、 コ ン テ ナパ ー ス の集約化 に よ る 稼働率改善 で利用者の負

担軽減 を 図 る の は 「港の現状 に そ ぐ わ な い」 と の見解 を 同支庖 に 提 出 し た 。

神戸市の反論は 、 港湾管理者 と し て レ ポ ー ト に 回答 し た も の O そ れ に よ る と 、 神戸港埠

頭公社が建設 ・ 管理す る パ ー ス は 、 ユ ー ザー の民間船会社 と 長期 の賃貸契約 を 交わ し 、 ユ ー

ザー の 要望 に 基づ い て 造 る も のO 公社 は 「集約 を働 き か け る 立場 に な い」 と 強調 。 ï ( リ ポ ー

ト の よ う に ) 民 間 の発想 を 適用 す る と 理論上 は港湾料金 も 下がる だ ろ う が、 港 湾 は 一 つ の
企業で は な く 、 一 つ の 方針で は動か な い」 と 説明 し て い る 。 ま た 、 取 り 扱 う 貨物 量 に 応 じ

て料金 を 取 る た め 、 パ ー ス の諌働率 を 上げて も 利用 者の 負 担 は 減 ら な い。 港の利用者の負

担の 7 、 8 割 を 占 め る 荷役作業や水先案内 な どの コ ス ト を 下げる こ と が重要 な ど と し て

い る O

神戸市 は 「神戸 の経済復興 に は神戸港の活性化が不可欠 と い う 点 で は認識は 4致 し て お

り 、 互 い に議論 を 深 め て い き た し V と 話 し て い た 。

な お 、 日 銀神戸支出 は2000年 1 月 四 日 、 さ き の神戸港活性化策 に つ い て 、 港湾関連企業

や大学 ・ 研究機 関 、 市民 な どか ら の 意見 ・ 民花、 を ま と め た 「神戸港 を め ぐ る 主 要論点」 を

発表 し た。 神戸経済 に お け る 神戸港の位置づ け か ら 競争力 向上の具体策 ま で、 各項 目 で見

解が分かれ、 港湾行政の難 し さ を 改 め て 浮 き 影 り に し て い る 。

十 神戸港関連の動 き

〔船舶出入港時の手続 き 簡饗化順調〕

神戸市 は 99年10 月 、 神戸港の船舶 出 入港時の手続 き の 需素化の た め フ ァ ク ス や電子 メ ー

ル を 利 用 し た 情報 シ ス テ ム を 導入 し て い た が、 こ の シ ス テ ム を 活用 し た 書類 申 請件数が

2000年 3 月 末 ま でで全体の 8 割 に 達 し 、 順調 な 経過 を た どっ て い る O

出 入港届 け や 荷 さ ば き 地 の使用 許可 申 請 、 ク レ ー ン の能用 申 し込み な ど、 市 と 海上保安

庁 を対象 に し た 9 種類 の 申 請書類 を オ ン ラ イ ン 化 し た も の で、 震災後の貨物取扱量匝復の

た め のサ ー ピ ス 向上 の 一 環 と し て実施 さ れた 。 船会社や荷役会社がパ ソ コ ン や情報端末 を

活用 し た 申 請 は 、 開 設半年で 3 万620件、 全体の 8 割 を 占 め た 。 港湾手続 き の 簡 素化 を 推

進す る 貯毘法人 ・ 港湾空間高度化セ ン タ ー に よ る と 、 同 時期 に 導入 し た 全 国 の 主 要港の 中

で も 高水準の 申 請件数 と い う O

〔神戸港を 無体運用 に 〕

神戸税 関 や 船舶 、 運送会社 な どでつ く る 「神戸港税関懇話会J は 6 月 14 日 、 神戸港の活

性化 に 向 け た 報告書 を ま と め た 。 神戸港の利用 コ ス ト の低減が集荷能力 の 向 上 に つ な が る

と い う 前提 か ら 、 遊休ふ頭の活用 や行政面 を 含 む 「 フ ル オ ー プ ン イヒ」 、 つ ま り 365 目 、 24日寺

開運用 の必要性な ど を 提言 し て い る O
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〔 ク ルー ズ客船の入港見通 し 過去最高〕

神戸市港湾整備局 の見通 し に よ る と 、 2000年 中 に神戸港 に 入港す る ク ル ー ズ客粉は 、

末 ま で に 過去最高の160隻 に な る と 予想。 3 月 に 国際定期観光客踏 「ス ー パ ー ス タ ー ・ ト ー

ラ ス 」 就航の効果が大 き く 、 100隻 を 超 え る の は 94年以来 6 年ぶ り の 回復 と な る o 8 月 23

日 ま で に 入港 し た ク ル ー ズ客船は計84隻。 内訳は外航客船60隻、 内航客船24隻。 こ の あ と

76隻の 入港が見込 ま れた 。

〔乾汽船、 神戸市 か ら 撤退〕

外航海運中 堅の乾汽船が2000年 3 月 3 呂 、 神 戸 に あ る 本社 を 9 月 下旬 に 東京都内 に 移転

す る と 発表 し た 。 顧客が東京 に 集 中 し て い る た め 、 業務の効率化で首都 圏 で の営業強化 を

図 る ね ら い。 神戸 に 支庖 な どは設けず、 100年近い歴史 を 刻 ん だ創 業 の 地 か ら 完全撤退す る O

同 社 は 1904年創業。 33年 に株式会社化 し 、 50年 に 大証 1 部、 52年 に 東証 1 部 に 上場 し た。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド や 北米 か ら の 木材、 穀物輸送 を 主 な 業務 と し て い る O

〈参考文献〉
「神戸港大観 2000年港湾統計」 神戸市港湾整備潟 2000年 8 月
f a 本海運の現況J 2000年絞 運輸省海上交通局 2000年 7 月
「海事 レ ポ ー ト J 2001年版 国土交通省海事局 2001年 7 月
「兵庫地域研究J 2 1号 神戸新開情報科学研究所 2000年 8 月 浜議研吉 f21世紀の神戸港J
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i 第三節 観 光

1 . 淡賂花時への入込好調

( 3 年続いて震災前の最高水準超 え る 〕

2000年度の 兵庫県下観光地への 総入込数 は 、 1 1意2 ， 377万8 ， 000人。 前年度 に 比べ113万

人 (0 . 9 % ) の 増加 と な っ た 。 3 月 か ら 約半年 の 問 、 淡路地域 で 開 か れ た 「淡路花博 ジ ャ

パ ン フ ロ ー ラ 2000J へ の 入 り 込みが約695万人 と 予想 を ヒ 回 り 、 こ の好調 さ が全体の 数 を

押 し上 げ る 要 国 と な っ た。

98年度 に 入込数が 1 億2 ， 700万人 を 数 え 、 板神 ・ 淡路大震災前 の 最高水準 (93年度 1 億

1 ， 296万人) を 超 え た の に 引 き 続い て 、 3 年連続の超過で推移 し て い る O 一 方 、 淡路花博

の 開擢で入込数の減少が心配 さ れ た但 馬 、 丹波地域 も 前年 に比べ増加 と な っ た 。 (表 9 ) 

(表 9 ) 地域別入 込数の推移

よ与 1 993 

神 p 27 ， 500 

阪 神 南 12 ， 635 

阪 神 北 1 9 ， 020 

東 播 磨 10 ， 618 

北 播 岸警 7 ， 760 i 

i 中 播 磨 8 ， 593 
西 播 磨 5 ， 484 
但 馬 9 ， 508 

丹 波 2 ， 947 

淡 路 8 ， 890 

言十 1 12 ， 955 

1994 1995 

22 ， 1 50 12 ， 280 
13 ， 175 10 ， 281 
1 7 ， 181 14 ， 5 18 
1 0 ， 489 1 0 ， 21 6  
7 ， 560 7 ， 497 
8 ， 81 5  7 ， 905 I 
5 ， 378 5 ， 325 

1 3 ， 103 1 1 . 483 
3 ， 131 3 ， 368 
7 ， 886 I 6 ， 009 

108 ， 868 88 ， 882 

千人、 %

1996 1997 1 998 1999 2000 2000/1999 

21 ， 130 22 ， 710 25 ， 130 26 ， 310 25 ， 250 96 . 0  
1 2 ， 435 13 ， 337 1 3 ， 974 14 ， 302 14 ， 449 101 . 0  
15 ， 942 1 5 ， 977 I 16 ， 213 1 6 ， 307 16 ， 72 1  102 . 5  
1 1  ， 457 1 0 ， 536 1 1 ，  583 1 1 ， 545 11 ， 379 98 . 6  
7 ， 967 8 ， 604 8 ， 312 8 ， 464 ) ， L01 . 0  
8 ， 931 8 ， 419 8 ， 889 9 ， 526 9 ， 372 98 . 4  
5 ， 402 5 ， 547 6 ， 086 7 ， 232 5 ， 958 82 . 4  

1 0 ， 826 1 0 ， 121 1 0 ， 002 9 ， 927 10 ， 446 105 . 2  
3 ， 430 3 ， 939 3 ， 965 108 . 5  
7 ， 029 7 ， 233 22 ， 975 1 5 ， 027 17 ， 3 10  1 15 . 2  

104 ， 549 106 ， 423 凹 ， 129 122 ， 648 123 ， 778 100 . 9  

地域別 でみ る と 、 淡路地域が1 ， 731万人、 前年 に比べ228万人 (15 . 2% ) の増加が 目 立 っ

た 。 淡路花博 な どへ の 入 り 込み が好調 だ、 っ た た め で 、 花博への 入場者数 を 差 し 3 1 い て の 比

較で は 1 ， 097万人で前年比346万人の減少 と な っ た 。 た だ し 、 明 石海峡大橋 開 通前 の97年の

723万 人 に 比べ る と 約1 . 5倍 に な っ て い る 。

但馬地域 は 、 1 ， 045万人で 6 年ぶ り に増加 に 転 じ前年比52万人の増加。 播但連絡道路の

全報開 通 に よ る 交通事情の 向上や積雪 に 恵 ま れて ス キ ー 客が増加 し た こ と な ど に よ る も の O

汁波地 域 は 、 435万人 と 前年 に 比べ34万人の増加で 7 年連続の増 と な り 、 2000年 は 過去

最高 の入込数 を 更新 し た 。

阪神南地域 は 1 ， 445万人 (対前年比101 . 0% ) 、 阪神北地域 は 1 ， 672万人 ( 同 102 . 5% ) 、 北

播磨地域は855万人 ( 同 101 . 0% ) と いずれ も 微増 と な っ た 。
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西播磨 地域 は 596万人で前年 に 比べ127万人 (17 . 6 % ) と 大幅 な 減少。 こ れ は 、 NHK テ

レ ビ の大河 ド ラ マ 「元禄結乱」 の放映効果で赤穂市 を 中心 に 入込数が増加 し て い た のが、

放映終了 に よ っ て以前の水準 に戻 っ た結果であ る 。

神戸地域が2 ， 525万人 と 前年 に よ七べ106万人 ( 4 % ) の 減少。 東播磨地域 で も 1 ， 138万人、

中播磨地域が937万人 と いず れ も 減少 し て い る 。

被災地域の 10市10町 に 限 っ て み る と 、 入込数 は 7 ， 882万人 と 前年度 と 比較 し て 163万人

(2 . 1  % ) の増加で、 震災前の水準 (93年度7 ， 256万人) を 上 回 っ た 。 淡路花 博の 開催で淡

路地域が震災前 に 比べ194 . 7% と 大 き く 増 え た の が要 因 。 し か し 、 神 戸 地 域 は 93年度比で

91 . 8% 、 未 だ震災前の水準 に戻 っ て い な い。

日 帰 り 客、 宿 泊 客別 に つ い て は 、 日 帰 り 客が I 龍811万人 と 前年 よ り 172万人 0 . 6 % )

増 え た の に対 し 、 宿泊客 は 1 ， 567万人 と 前年比59万人 (3 . 6 % ) の 減少 と な っ て い る O

ま た 、 目 的別入込数 の ベ ス ト 5 は 、 ま つ り が1 ， 881万人、 公園 ・ 遊 園 地 が1 ， 756万人、 社

寺参拝が1 ， 731万人、 施設見学が1 ， 206万 人 、 ゴル フ ・ テ ニ ス な どが827万人の願。 前年度

に 比べ淡路花博 を 含 む ま つ り が一位 と な り 、 前年度一位の社寺参拝 と 入れ替 っ た 。

な お 、 主要観光地への 入込数で、社寺参拝、 イ ベ ン ト を 除い た上位10施設 は 次 の と お り (単

位 、 千人) 0 

① 阪神 甲 子園球場 (西宮 市) 3 ， 926 ⑥ 北野異人館 (神戸市) 1 ， 300 

② 県立明石公園 (明石市) 2 ， 521 ⑦ 須謄i毎浜水族国 (神戸市) 1 ， 209 
③ 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド (宝塚市) 2 ， 059 ⑧ 須磨海水浴場 (神戸市) 1 ， 079 

④ 王子動物関 (神戸市) 1 ， 984 ⑨ 城崎温泉 (城崎町) 996 

⑤ 六 甲 ・ 摩耶地区 (神戸市) 1 ， 404 ⑬ 大蔵海岸 (明石市) 993 

2 . 観光復興の歩み

2000年度 の 兵庫県下の観光 に 関 す る 動 き 、 イ ベ ン ト の 主 な も の を 拾 っ て み よ う O

2000 ・ 4 ・ 2 3 月 18 日 開幕 し た 淡路花博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J は 、 順調 に推移 し 、

む し ろ 集客が正博 に 集 中 。 周辺観光地への波及効果が危ぶ ま れ た 。

ク 10 花 薄入場者 が100万人 を 超 え た 。 一 日 平均入場者数 も 当初 の 予想、 ( 2 万3 ， 000

人) を 大 き く 上回 り 、 約 4 万3 ， 000人 を 数 え た 。

ク 22 大震災 か ら の復興 を 願 い 、 チ ュ ー リ ッ プの花 び ら で道路 に絵模様 を 描 く 「 イ

ン ブ イ オ ラ ー タ こ う べ2000J が神戸市内 6 会場 で 聞 か れ た 、 約80万本分の

花 び ら が、 パ ン ダ の 図 柄 な ど街頭 を 華や か に彩 っ た。 会期 5 月 7 日 ま でO

ク 25 阪神 ・ 淡路地域の 集客 ・ 観光 キ ャ ン ベ ー ン rSee HANSHIN-AWAJIJ の 実

行委員会設立総会開催。 被災10市10 町 は じ め 溜工、 農業、 観光、 集客 な ど

関係66団体が参加。 2002年春 ま での観光キ ャ ン ベ ー ン の事業計画 な ど審議。

5 ・ 2 花 i専の入場者数が200万人 を 突破。
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5 8 関 西経済連合会 は 、 神戸 ま つ り 、 祇菌 ま つ り な ど京 阪神 三都市 の祭 り を 一

体 的 に PR す る 「京阪神三都夏祭 り キ ャ ン ベ ー ン 」 を 2000年 限 り で打 ち 切

る こ と に な っ た 。

神戸市の ま と め に よ る と 、 ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク 中 の 同市 内 の 主 要観光 ・ 行

楽施設 を 前年比 4 割増の80万509人が利剤。 震災前の水準 に ま で 回毎。

ク 「観光 ひ ょ う ご、復興 推進協議会」 が 「阪神 ・ 淡路100名所 ガ イ ド ブ ッ ク 」

を 作成。

6 ・ 1 花博の記念宝 く じ が開幕76 口 に し て 完売。 1 枚200 円 、 会場内 限定の発売

で230万枚が売れ た O

11  花博の 入場者数400万人 を 超 え た 。

ク 21 花1専会場 に 、 兵庫県 の 人 口 555万人 に ち な ん だ長 さ 555 m の ベ ン チ が設 け ら

れ た 。 期 間 限定 で ギ ネ ス ブ ッ ク への 申 請 は し な か っ た 。

7 ・ 6 兵庫県 は 大震災の教訓 を 世界 に発信す る た め の 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ

ア ル セ ン タ ー (仮称) J の展示計画 を ま と め る と と も に 、 展 示 内 容 に つ い

て の ア イ デ ア 募集 を 始 め た 。
7 神戸市立須磨海浜水族関 に 「 ア マ ゾ ン館」 オ ー プ ン 。

ク 復興記念事業 と し て光 の イ ベ ン ト を 市民 中 心 で 開 く た め の 「 こ う べ照明探

偵 団」 が発足。

13 神戸市の今年 の 観光 ポ ス タ ー 完成 。 朝 、 昼、 夕 、 夜の 4 種。 女性の 一 日 を

描 く O キ ャ ッ チ コ ピ ー は rFeel KOBE 神戸 を 舞台 に あ な た の ド ラ マ が始

ま る J o

15  明 石海峡大橋 を 神 戸 か ら 淡路 ま で 歩 い て 渡 る 「 明 石 海峡 ス カ イ ウ オ ー ク

to フ ロ ー ラ J 開催。 約1 ， 400人が “空 中散歩" を 楽 し ん だ。 週 末 中 心 に 計

3 万人 の 参加が 目 標。

16  中 国 と の 共 同飼育繁殖研究の た め借 り 受 け たパ ン ダの カ ッ プル ・ 雄の 「 コ

ウ コ ウ (興興) J と 雌の 「 タ ン タ ン ( 旦丘) J が神戸市立王子動 物 習 に 到 着

し た 。

ク 花博入場者が見込み よ り 約 2 カ 月 早 く 500万人 を 超 え た 。

ク 20 第30囲神戸 ま つ り 始 ま る O 会期 を 1 1 呂 聞 に延長。

8 ・ 26 花博の 入場者が600万人 を 突破。

9 ・ 29 日 韓共催の サ ッ カ 一 、 2002年 ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) の 国 内 向 け チ ケ ッ ト

第 一次販売 申 し 込み受 け付け を 10月 2 日 か ら に予定 し て い た が、 こ の 日 準

備不足の た め 当 面延期 と な っ た 。

10 ・ 7 花博終了 で 閉 鎖 さ れて い た 東浦町夢舞台の混室 と 野外劇場が有料で再開 さ
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10 26 サ ッ カ ー の ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) の神戸での会場 と な る 御崎公園球技場

の愛称が 「神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム 」 と 決定。

12 ・ 10 洲本市 の 美術館 と レ ス ト ラ ン の複合施設 「 ミ ュ ー ジ ア ム パ ー ク ・ ア ル フ ア

ピ ア 」 が業績不振の た め 営業 を 打 ち 切 る 。

2001 ・ 1 . 6 r 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J の 建設 工事が神戸市 中

央区神戸東部新都心で始 ま っ た 。 2002年度 中 に完成予定。

2 ・ 21 ミ ナ ト 神戸 の シ ン ボル 的存在で あ り な が ら 、 震災後観光 客 の 減少 に悩 む メ

リ ケ ンパ ー ク や 中突堤周辺の活性化 に 向 け、 周 辺の ホ テ ル、 観光船運行会

社、 各種団体な ど20団体が集 ま り 、 「 メ リ ケ ン パ ー ク 協議会」 を 設立。

3 ・ 17 震災で運転 を 休止 し て い た 「摩郡 ケ ー ブル」 が車両 の デ ザ イ ン を 一新 し 、

営業 を 再開 。

ク 2 5  大規模改修 を行 っ て い た神 戸 ボ ー ト タ ワ ー が リ ニ ュ ー ア ル ・ オ ー プ ン O

3 . 淡路花博、 盛況裏 に 閉幕

関 西空港建設用 の埋め立て土砂採取地跡 に緑 を よ みが え ら せ、 「人 と 自 然の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 」 を テ ー マ に 、 ま た 阪神大震災 か ら の復興 ア ピ ー ル を 目 的 に し た淡路花博 「 ジ ャ パ

ン フ ロ ー ラ 2000J は 、 2000年 9 月 17 日 、 184 日 間 の 会期 を 終 え 閉 幕 し た 。

世界か ら 79 カ 国 、 地域 ・ 都市 と 国 内259団体が参加。 約 半年 の 会期 中 の 総入場者数は 、

当 初 の 目 標500万人 を 大幅 に上 回 り 、 694万5 ， 336 人 を 記録 し た。

最多入場者 は 5 月 21 日 ( 日 ) の 7 万9 ， 322人、 最少入場者は 7 月 25 日 (火) の 1 万3 ， 868

人。 平均 で は 日 ・ 祝 日 が 5 万3 ， 486人、 土曜 日 が 4 万8 ， 066人、 平 日 は 3 万 1 ， 267人 だ っ た 。

駐車場 を 利 用 し た車 は 101)j6 ， 719台、 こ の う ち 団体パス は 7 万4 ， 326台 。 方面別 の割合

は 期 間 中 12屈 の調査に よ る と 兵産県内が30 . 4 % 、 近畿地区40 . 2% 、 中 ・ 四 国18 . 2% 、 東海 ・

中部6 . 5 % 、 関 東2 . 1 % 、 北陸1 . 6 % 、 九州0 . 8% 、 東北 ・ 北海道0 . 2% 。

期 間 中 1 ， 040 回 の イ ベ ン ト が聞 かれ、 33 カ 国 ・ 地域の大使 ・ 領事 ら を 招 い た ナ シ ョ ナ ル

デー は 延べ59 日 間実施 さ れた 。 会場整理やj青掃 な ど大会 を 支 え た ボ、 ラ ン テ イ ア は 1 日 当 た

り 約130人、 延べ 2 万3 ， 858人が参加、 協力 し た 。

パ ピ リ オ ン な ど会場施設 に 使 わ れ だ ス ギ材 は 、 角 材 に し て 2 万本。 神戸市の ま ち づ く り

施設建設 や 国営公園整備工事 な ど に 再利 用 が見込 ま れ た が、 大半は引 き 取 り 先未定で加工

業者でチ ッ プな ど に再生 さ れ る 予定だ、 っ た 。

花壇 を 彩 っ た45万株の 花 は 、 ほ と ん どが一年草で再利用 は むずか し く 、 最終 日 に は展示

し た 一部植物 を オ ー ク シ ョ ン で希望者 に 譲 り 渡 し た 。 大半 は 造 菌 業者が引 き 取 り 公園 な ど

に 植 え 替 え や た い把イヒが関 ら れた 。

会場で の 拾得物の届 け 出 は l 日 当 た り 約50件。 帽子や上衣 な ど衣類が も っ と も 多 く 、 カ

メ ラ 、 傘、 携帯電話 な ど。 イ ヌ 、 ネ コ は じ め 鳥類、 ウ サ ギ、 カ メ な どベ ッ ト 類の預か り も

第七章 @ 産業 雇用 41 9 



約2 ， 700件 に 上 っ た 。

一方、 花l'専の経済効果 は 、 21世紀 ひ ょ う ご創造協 会 に よ る と 、 全国 で約5 ， 300億 円 、 県

内 で は 約3 ， 000億 円 に 上 る と 試算 さ れ た 。 来場者が予想、 を 200万 人 上 回 っ た こ と や全国 的

ガ ー デニ ン グ ブー ム が効果 を 押 し上げた。 来場者約700万人の う ち 号外が460万 人 と 当初予

想 の 2 . 3倍。 逆 に県 内 か ら の 来場 は240万人 と 予想、 を 2 割下 回 っ た 。

こ の た め 、 全国 の 経済効果 は 当初予測 に比べ、 県内分の 日 % 増 よ り さ ら に多 い22% ア ッ

プ と な っ た 。 県 内 分 は 会場整備 な どの効果が約1 ， 500億 円 、 来場者の消費効果 は 約 1 ， 400億

円 と し て い る O ま た 、 CM 費 や 人件費 な どの投資 は923億 円 、 雇用効果 は 県 内 で 2 万4 ， 000

人、 全国で 4 万5 ， 000人 と し て い る 。

〔詑博記念協会設立へ〕

花博 を 主催 し た財団法人 「夢の 架 け橋記念事業協会」 は 、 2001年 3 月 19 日 、 理事会 を 開
き 、 花博の終了で主 な 事業が終了 し た こ と か ら 、 同 月 末で協 会 を 解散す る こ と を 決 め た 。

剰余金な どで財団法人 「淡路花 博記念事業協会」 を 4 月 に 設立、 淡路花|専 の 理 念 を 受 け継

い だ事業 を 展 開す る こ と に な っ た 。

花博の結果、 剰余金22億5 ， 000万 円 は県 に 寄付。 県 は こ れ に 約 7 1.意5 ， 000万 円 を 上積み し 、

計30億 円 を 淡路花博記念事業協会 に事業基金 と し て補助す る O

同協会は 、 国 捺花 の フ ェ ス テ イ パ ル や 景観関芸 シ ン ポ ジ ウ ム な ど を 開 く ほ か 、 淡路 島公

園や淡路夢舞台公苑 な ど県立 の 関 連施設の管理、 運営。 自 然環境の保全 に 関 す る 調査萌究

を も 予定 し て い た。

4 .  See 阪神 ・ 淡賂キ ャ ン ベ ー ン

震災の被害 を 受 け た 阪神 ・ 淡路地域の集客力 ア ッ プ を 狙 っ た観光 イ ベ ン ト 'See 阪神 ・

淡路 キ ャ ン ベ ー ン 」 が2000年10月 か ら 始 ま っ た。

キ ャ ン ベ ー ン 期 間 は 、 2002年 3 月 ま で。 被災地の観光復興への統 a キ ャ ン ベ ー ン と な る O

中核 イ ベ ン ト は2000年 の 1 2 月 末 に 開幕す る 神戸 ル ミ ナ リ エ に 始 ま り 、 2002年春の 兵庫県立

新美術館 「芸術の館」 完成 に伴 う 神戸東部新副都心の本格的 ま ち び ら き の行事で締め く く

る 。 政府主催の イ ン タ ー ネ ッ ト 博覧会 ( イ ン パ ク ) の 閉幕 を告げた 「明石海峡世紀越 え イ

ベ ン ト 「 ジ ャ パ ン ・ カ ウ ン ト ダ ウ ン 2001.，ll J な ど期 間 中 に 19 の 中 核 イ ベ ン ト を 予定 し て い る O

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ は 'BIG BIRTHJ ( で っ か い 未来が生 ま れる ) 。 ポ ス タ ー やパ ン フ レ ッ

ト に使 う ロ コdマ ー ク に は 、 黄色 の 巨大 な 卵 に 、 新 し い 世紀の誕生、 後興支援へ の 感謝 と 歓

迎の気持 ち を 表現 し 、 「あ り が と う 。 ょ う こ そ」 の 言葉 を 添 え た 。 ま た 、 イ メ ー ジ キ ャ ラ

ク タ ー に は 元大関 の タ レ ン ト 、 KONISHIKI さ ん を 起用 し 、 首都 層 、 近 畿習 を 中 心 に テ レ

ビ CM を 流す こ と に し て い る O

兵庫県 、 被災市町 で つ く る 実行委員 会 で は キ ャ ン ベ ー ン の 第一弾 と し て 10月 l 日 か ら 、

同 地域の お い し い 食べ物や特産 品 、 飲食屈 で食べ ら れ る グ ル メ 情報な どの募集 を 始 め た 。
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推薦 さ れた 中 か ら 各100選 を 決め 、 1100名 品、 100 グ ル メ 」 の ガ イ ド ブ ッ ク の 発行 を 予定 し

て い た 。

な お 、 キ ャ ン ベ ー ン の1 9 イ ベ ン ト は次の と お り O

(表10) イ ベ ン ト 一 覧

イ ベ ン 日 手皇
) 神戸ル ミ ナ リ エ ; l m2~25 日

) カ ウ ン ト ダウ ン2001 i 山~… 1 El 

，jEの プロ グ ラ ム 1 01年 3 月 間 � 8 月 r3iJ
ス ーノfー フ ラ ワ ー シ ョ ー 0] 年 4 月 下旬� 6 月 中台J

神戸21世紀海響祭 01年 5 月 3 � 5 日

ワ ー ル ドパー ル フ ェ ス テ ィ パル 例年 5 月 17 日 � 7 月 1 0 日
イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル キ ル ト ウ ィ ー ク 01年 7 月 6 � 8 日

光のブロ グ ラ ム
;
0 1年 7 月 18 日 � 8 月 19 汀

み ら い体験博 I 01年 7 月 下旬� 8 月 末
灘五郷j酉蔵イ ベ ン ト 01年 7 月 下旬�10月 上旬
う ず しお共和国 01年夏:
宝塚観光プ ロ ム ナ ー ド 01年 8 月
MADE IN ITALY 展 01年 8 月 下旬� 9 月 下旬
国際フ ロ ン テ イ ア 産業メ ッ セ 01年 9 月 26�28 日
国際経済 フ ォ ー ラ ム 01年秋

神戸 ミ す リ エ 0] 年12月
全 日 本女子ハー フ マ ラ ソ ン 01年冬

甲子冨西震国際 ラ ソ ン 0] 年12月 下旬
東部新都心施設群オープニ ン グイ ベ ン ト 02年春

5 . 摩部ケ ー ブ)v . ロ ー プ ウ エ ー 営業再開

之二日入 場
神戸市 ・ !日外国入居留地な ど

明石市 ・ 大蔵海岸
神戸市 マ リ ン ピ ア神戸な ど

神戸市 ・ ポー ト ア イ ラ ン ド 2 期な ど
; 東浦町 ・ 淡路島国際公窪i都市

ト

神戸市 ボー ト ア イ ラ ン ド 2 期
ワ ー ル ド記念ホ ー ル

神戸市[ ・ 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン美術館

神戸市 ・ 神戸回日奈良泳場

神戸市 ・ i口外国 人間留地
メ リ ケ ンノfー ク

神戸市 - 神戸国際展示場
神戸~丙宮市の灘五郷
南淡町
宝塚市 ・ 観光プロ ム ナ ー ド
神戸市 ・ 六甲 ア イ ラ ン ド
神戸市 ・ 神戸凶際展示場
神戸市内
神戸市 ・ i日外関入居留地な ど
神戸市内
西宮市 ・ 甲子園球場な ど
神戸市 ・ 東部新都心

震災で大 き な被害 を 受け運休 し て い た神戸市の 「摩耶 ケ ー ブル ・ ロ ー プ ウ エ ー J が 6 年

ぶ り に復興 し 、 2001年 3 月 17 日 、 新 た に 「 ま や ピ ュ ー ラ イ ン 夢散歩」 と し て 営業再開 に 漕

ぎつ け た 。 ケ ー ブル ・ ロ ー プ ウ エ ー の再開 に つ い て は 、 神戸観光の シ ン ボル復活 を 願 う 市

民か ら の 要望 も 強 く 、 約 3 万4 ， 000の署名が集 め ら れ た と い う 。

摩耶 ケ ー ブル は 、 1925年 (大正14年) に 開業。 1955年 (昭和30年) に 開通 し た ロ ー プ ウ

エ ー と と も に 市街地か ら 摩耶 山 ま で の 1 . 8 km を 結 ん だ。

駅名 も 新 し く 旧 ケ ー ブル下駅は 「摩耶 ケ ー ブル駅」 、 山腹の 旧摩耶駅は 「虹の駅」 、 旧 ロ ー

プ ウ エ ー の ま や 山上駅は 「星の駅」 と 改め た 。 ケ ー ブル の 2 台 の 車体は 「 ゆ め あ じ さ い」

と 「 に じ あ じ さ いJ o ロ ー プ ウ エ ー は 「お り ひ め」 と 「 ひ こ ぼ し」 。 神戸市 内 の 小 中 学生 か
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ら 公募 し 、 選 ば れ た 。

摩郡 ロ ッ ジ も再開へ 神戸市 は 8 月 7 日 、 大震災後 に営業 を 停止 し て い た摩 耶 山 頂 の 国

民宿舎 「神戸摩耶 ロ ッ ジ、」 に つ い て 、 民 間事業者の資金や経営 ノ ウ ハ ウ を 活用 す る PFI

方式 に 基づ く 特定事業 と し 、 整備 ・ 運営 に 当 た る 事業 者 の 募集 を 始 め た 。 同 市 が PFI 方

式 を 導入す る の は初 め て で 、 人件費 や運営費 を 民間事業者が負担す る た め 、 同 市 に と っ て

約 6 % の経費節減が見込め る と い う O 事業期 間 は2021年度 ま でO 事業者は神戸市か ら 20年

間 、 施設 を 無償 で借 り 受 け 、 整備か ら 運営、 維持管理 ま ですべて を 行 う こ と に な る O

「摩耶 ロ ッ ジ、」 は1970年 ( 昭和45年) 営業開始。 震災前 は年 間 約 4 万人が利用 し て い た 。

交通手段 と し て の ケ ー ブル や ロ ー プ ウ エ ー が再開す る 見込み に な っ た こ と か ら 再開 の 方 策

を 探 っ て い た 。

同 ロ ッ ジ は 、 大 阪の ホ テ ル業者が経営 に乗 り 出 す こ と に な り 、 ケ ー ブル ・ ロ ー プ ウ エ ー

の 運行再開 に 伴 っ て 再 開 当 日 は 玄 関 前の カ フ ェ を 先行 オ ー プ ン さ せた 。 内 部 は 3 月 末現在

改装 中 で、 和 室 の み だ っ た従来の構造 を パ ス 、 ト イ レ付 き の洋室 中 心 に模様替 え さ れる o (悶
民宿舎神戸異変耶 ロ ッ ジ 「 ホ テ ル ・ ド ・ 摩耶」 と し て2001年 7 月 13 日 営業再開)

6 .  )し ミ ナ リ エ存続

阪神 ・ 淡路大震災 の犠牲者の鎮魂 と 復興への願い を 込め て 95年12月 、 第一 回 ル ミ ナ リ エ

が開催 さ れ た 。 以来 6 年、 神戸の冬の風物詩 と し て 定着 し 、 震災で半減 し た観光客回復の

原動力 と し て 大 き な 役割 り を 果 た し て き た 。

2000年の ル ミ ナ リ エ は 12月 12 日 か ら 25 日 ま で の 14 日 間 聞 か れ た 。 来場者 は約474万人 (主

催者発表) 。 晴天続 き だ っ た前年の516万人 に は及 ばな か っ た が、 来場者の約 6 舗が関西圏

は じ め 兵庫県外か ら 足 を 運 ん だ。

人気の上昇 に 反 し て 、 毎年、 資金不足 か ら 継続が懸念 さ れて き た 。 約 6 - 7 億 円 に の ぼ

る 総事業費 は 、 企業か ら の協賛金 な どで ま か な っ て き た が、 こ の と こ ろ 景気の低迷か ら 資

金集め が難航 し て い る の が実情だ っ た 。

こ う し た情勢か ら 、 2000年 4 月 、 こ れ ま で主催団体の 中核 だ っ た神戸商工会議所が退 き 、

っ て従来の実行委員会事務局 を 神戸市の外郭団体 ・ 神戸 国 際 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会 に 移管。

同委員 会 の と に組織委員 会 を 新 た に 設 け神戸市長や県 の 幹部が委員 に就任 し 、 行政の テ コ

入れで体制強化 を 図 っ て い た 。

さ ら に 、 市民や 地域が支 え る イ ベ ン ト と し て発展 さ せ る た め 年 聞 を 通 じ た募金活動 の 実

施 も 検討 さ れ た 。 一方、 市民匝体で は 、 市民の 手 で ル ミ ナ リ エ を 支 え よ う と 1 1 月 23 日 、 「市

民サ ポ ー ト 協議会J を 設立 。 会場の 案 内係 な どの ボ ラ ン テ イ ア の 募集や 商 白 街 で の 100 円

募金箱 の 設 置 な ど支援活動 に乗 り 出 し た 。 ま た 、 2000年 の ル ミ ナ リ エで は 、 開催経費 に 充

て る 宝 く じ を 前年 の 3 . 5倍の112万枚 ( 1 枚200円 ) に発行枚数を 増 や し 、 収益金の う ち 6 ， 400

万 円 が開催費用 に 充 て ら れた 。
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神戸 ル ミ ナ リ エ組織委員 会が開催期 間 中 の 5 日 間 に 、 会場 内 の 14歳以 上 の 男 女計533人

に 而接調査 し た と こ ろ 、 ル ミ ナ リ エ に対す る 評錨 は 、 「非常 に よ か っ た j が83 . 3% 、 「 ま あ

よ か っ た」 が13 . 5% と 満足 し た 人が多 く 、 来年以降の継続的 開催 を 希望 す る 人 は 97 . 6 % の
回答があ っ た 。

鎮魂 と い う 原 点 の追求、 ル ミ ナ リ エ の 理念 を ど う 伝 え て ゆ く か。 東京 に 続 き 福 間 で も 同

種の催 し が計画 さ れて い る 中 、 神戸市の担当 者 は 「ル ミ ナ リ エ は神戸の震災文化 を 語 り 継

ぐ象徴。 ど う す ればその精神 を 伝 え ら れ る か。 資金面 も 含め 、 市民 と と も に 考 え て い き た

い」 と 話 し て い る 。

7 . パ ン ダ が再 び や っ て 来 た

日 本 と 中 国 の共同飼育繁殖研究 の た め 中 国か ら 借 り 受 け る こ と に な っ たパ ン ダの 2 頭が

7 月 16 日 、 神戸市灘 区 の市立王子動物 園 に や っ て 来 た 。

神 戸 に 来 た カ ッ プル の ジ ャ イ ア ン ト パ ン ダ は 、 雄 の 「 コ ウ コ ウ (興興) J ( 3 歳) と 雌 の

「 タ ン タ ン (旦旦) J ( 4 歳) 。 中 国 ・ 凶 川 省 の 「 中 国保護パ ン ダ研究 セ ン タ ー 」 か ら 向 こ

う 10年 間 、 繁殖研究の た め借 り 受け る O

パ ン ダが神戸 に 来 た の は 、 「 ポ ー ト ピ ア 81J 以 来 で 、 国 内 で の 長期飼育 は東京の上野動

物 園 、 和 歌 山 の ア ドベ ン チ ャ ー ワ ー ル ド に次 い で、 3 例 日 O

パ ン ダ保護セ ン タ ー を 出発 し て か ら 4 日 間 、 約3 ， 200 kmの長旅 の あ と 、 関 西空港か ら 冷

房 の 利 い た動物輸送用 ト ラ ッ ク で午設 8 時す ぎ 同 動物 園 に 到着。 新居 と な る 「パ ン ダ館J

に 落 ち 著 い た 。

10 日 あ と の26 8 に は 阪神大震災で親 を 失 っ た遺児 ら に公開 さ れ た 。 28 日 か ら の 一般公開

に 先がけ て ゆ っ く り 見 て も ら お う と 震災遺児や 障害児施設 な どの子供た ち 、 お年寄 り ら 約

2 ， 100人が招 かれ た 。 2 頭 は 四 川 省 の 山 間部 で育 っ た た め 暑 さ に 弱 く 、 9 月 末 ま で気温調

節 の で き る 屋 内運動場 で ガ ラ ス 越 し の公開 と な っ た。

一散公開初 日 の28 日 に は 、 午後 1 時の公開の l 時 間前か ら 行列がで き 始め 、 ピ ー ク 時 に

は約300 m の 列 。 こ の 日 の 王子動物 園 は平 日 の約 5 倍、 約5 ， 100人が訪 れ た 。

動物園周辺の商庖街で は 、 パ ン ダ に あ や か っ た縫い ぐ る み 、 T シ ャ ツ な どのパ ン ダ グ ツ

ズ や広場、 道路 に パ ン ダの 名 前 を つ け る な ど、 時 な ら ぬ “パ ン ダ商戦" が盛 り 上が り 日lJの

活性化への 新 た な 取 り 組みが始 ま っ て い る O

8 . 瞬石海峡大嬬の経済効果、 3 年で5 ， 700億円
明石海峡大橋の 開通 3 年 を 前 に し て 、 2001年 3 月 、 さ く ら 総合研究所関 西調査部 (神戸

市) が地域経済への波及効果 を ま と め た 。

観光資源 と し て 、 「世界最長の橋J が観光客 を 引 き つ け 、 淡路花博が橋の効果 を 一層 高 め 、

流通面の プ ラ ス な ど、 3 年 間 の経済効果額 は推計で約5 ， 758億 円 と 計上 さ れ た 。
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淡路地医 の 観光客数は 、 橋が開通 し た98年度 は約2 ， 300万人 と 前 の 年 の 3 倍増 と い う 激

増 ぶ り o 99年度 は 約 1 ， 500万人 に 落 ち た が、 2000年 度 に は花博の効果 も あ っ て 1 ， 700万人 を

超 え た 。

神戸周辺の 観光地 に も プ ラ ス に働 き 、 兵庫県内 で の 買 い物や飲食、 宿 泊 な ど、 そ の効果

額 は 約 1 ， 927億円 。 さ ら に他産業へ の 影響 を 合わ せ た生産誘致額 は 、 一般の観光が3 ， 349億

円、 花博関連1 ， 41 1億円の計4 ， 760億円 に 上 る と い う O

一方、 徳 島 一 神戸 聞 の所要時 間 が 4 割弱短縮 さ れ た こ と か ら 、 翌 日 配送 だ、 っ た 地域が、 「 当

日 配送」 に 改善 さ れ る 動 き も 出 て き た 。 同 総研で は短縮 さ れた 時 間 を も と に効果額 を 3 年

間 で998億 円 と 見積 も っ た 。

関 西 、 中 四 国 の 物流業者230社への ア ン ケ ー ト で は 、 「輪送時 間 の 短縮J r輸送 ル ー ト の

多様化」 な どで変化がみ ら れ た 半面、 取扱貨物量 は 開通前 に比べて 「特 に な し り と し た 匝

答が約 7 割 を 占 め 、 r 2 年 目 ま で は増加 し た が 、 最 近 は 横 ばい」 も 1 割 強 の 回答 。 巨大な

イ ン フ ラ が生か さ れ る の は “祭 り " が終わ っ た こ れか ら が正念場 と み ら れ て い る 。

く参考文献〉
r2000年度観光客動態調査結果 (速報) J 兵庫県産業労働部商 工労働局観光交流課観光金問係 記者発表資料

2000年 8 月 21 日
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[ 第四節 商 業

ト 百貨躍の 売上、 盤調続 く

不況、 中 で も 消費 の低迷 は好転の 兆 し を 見せずい ま だ “低空飛行" が続い て い る O 消費

の動向 を つ か む の に 数値で把握で き る の は 百貨屈 の統計が手近 な 資料で あ る O そ の売上実

績か ら 、 ま ず実態 を み て み よ う O

2000年 の兵庫県‘下の百貨脂売上高 は 、 年 聞 を 通 じ て前年 を 下 回 り 、 全闘の水準 と 比べ て

も 大半 の 月 単位で全国水準 を 下 回 り 、 消費不況の深刻 さ を 表 し て い る O

神戸地 区 だ け で み て も 、 2000年の年初 で前年 と 比べ ほ ほ横 パ イ の 売 と を 記録 し て い た が、

7 月 以 降の後半 は前年割 れが続い て い る 。 震災前 の例年の 同 月 比 で は 各 月 と も 軒並 み マ イ

ナ ス で、 と く に 7 月 は24 . 4 % も の 減少 と な っ て い る o 12月 も 20 . 5 % の マ イ ナ ス で、 売上の

総額で は歳末で も あ り 、 各 月 よ り は多 額 に な っ て い る が、 中元、 歳暮の贈答 シ ー ズ ン で あ

り な が ら 前年 を 下 回 る と い う こ と は 、 消費者の財布 の ひ も がい か に シ ビ ア に な っ て き た か

の表れ と と れる O

百貨屈業界 は 大手百貨!古 ・ そ ご う の経営危機 な どい わ ば身 内 か ら の イ メ ー ジ ダ ウ ン に加

え 、 コ ン ビ、 ニ エ ン ス ・ ス ト ア の浸透、 ユ ニ ク ロ に代表 さ れる 低廉 な 商 品 の 普及、 百貨庖 ブ

ラ ン ド の 崩 壊 な ど百貨屈 を 取 り 巻 く 環境 は厳 し い と 言わ ざ る を 得 な い 。 (表1 1 、 12)
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(表12) 神戸地区百貨庖売上高 億 円 、 %

年 月 t ヲEt 高 前 年 上七 94年対比

2000年 1 月 190 0 . 2  。
2 月 15戸5 1 . 9  ム1 . 9
3 月 196 1 . 1  ム4 . 4
4 月 179 0 . 5  ム13 . 9
5 月 184 ム2 . 1 ム12 . 0
6 月 174 0 . 3  ム12 . 6
7 月 238 ム9 . 3 ム24 . 4
8 月 150 ム4 . 7 ム10 . 2
9 月 155 ム1 . 1 ム11 . 9 
1 0月 185 ム5 . 4 ム10 . 6
1 1 月 188 
1 2月 287 

言十 283 

宝塚、 芦墜 を 含む。 3 月 よ り 三越 ・ 神戸庖除 く (大阪地区 に 集計)
億円未満 4 捨 5 入 近畿百貨庖協会

2 . “三宮の顔" に最大の危機
巨額の債務超過 に 結 っ て い た大手百貨屈 の そ ご う グ ル ー プ は 、 2000年 7 月 1 2 日 、 預金保

険機構 と 72 の 金融機関 に要請 し て い た6 ， 300億 円 の債権放棄計画 を 撤 回 し 、 民事再生法の

適用 を 東京 地裁 に 申 請 、 財 産保全命令 を 受 け た 。 負 債総額 は 約 1 兆8 ， 700億 円 。 金融関係

を 除 く と 過去最大の経営破 た ん に な っ た 。

当 初 、 そ ご う が要請 し て い た 国 に よ る 救済計画 は 、 「第二 の住専J と 言 わ れ、 政治 問 題

に発展。税金投入への 国民の厳 し い批判 を 受 け 、 自 主的 に支援要請 を 取 り 下 げ る 事態 と な っ

た 。 民事再生法 を 申 請 し た の は 、 そ ご う 本体 と 各地 の地域法人の計22社。

兵庫県下 に は 、 そ ご う 神戸屈 と 今回 、 民事再生法 を 申 請 し た西神 そ ご う 、 加古川 そ ご う

の三庖。 成 り 行 き 次第で従業員 の雇用 の 問題、 取引先や地域経済 に 及 ぼす影響 な どが懸念

さ れた 。

神戸屈 は 、 大阪、 東京庖 と 並びそ ご う の本体の…角 を 占 め 、 2000年 2 月 期 の 売上高 は818

億 円 。 営業収益30億 円 を 稼 ぎ 、 直営 3 庖全体に 占 め る 率 は 57 . 3% 。 大阪届31 . 9% 、 東京脂

10 . 8% を 大 き く ヲ | き 離す “ ド ル箱 " の優良活。 関 西 地 区 の基幹庖 で も あ る O

西神 そ ご う は負債240億 円 を 抱 え る が、 神戸庖 と の提携 を 強 め る こ と で生 き 残 り を か け る O

一方、 深刻 な の が加古川 そ ご う O 赤字続 き で361 倍、 円 の 負債 を 抱 え 、 別館 の 閉鎖 や希望

退職の募集 な ど、 リ ス ト ラ を 進め生 き 残 り を 図 っ て き た が、 再生法 申 請の段階で は 「最悪

の場合、 庖 舗 閉 鎖J と い う 声 も 出 て い た 。 ( そ の後、 閉 鎖 と な り 「や ま と や し き J 姫路

市 が自舗 を 引 き 継い だ)

神戸屈 は 、 JR 三 ノ 宮駅の前 と い う 神戸市随一 の ロ ケ ー シ ョ ン で、 セ ン タ 一倍 、 さ ん ち

か名)吉会 と と も に 「三宮 ト リ オ」 と 称 さ れ、 三宮地 区 の 商業施設の 中 で も 中 核的存在。 阪

神 ・ 淡路大震災で居舗が損壊。 約 150億 円 を か け て復i日工事 を すす め 、 翌年 4 月 営業 を 再
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関 し た 。 庖舗面積 は震災前 よ り 15 % 減 っ た に も かか わ ら ず、 売 り ヒ げ、 客 数 と も 1 割増 と 、

そ ご う 人気 を 裏づ け た 。

そ ご う が三宮 に 出屈 し た 1933年 当 時 は 、 神戸の 中 心 地 は 新 開 地 だ、 っ た 。 戦後、 セ ン タ ー

街が生 ま れ、 市役所の 移転 な ど三宮地区 の 発展 と と も に 「そ ご う 」 は神戸 ・ 三宮の “顔"

と な っ た。

民事再生法の も と で経営再建 を す す め る そ ご う が10月 25 日 、 生 き 残 る た め の結論 を 出 し

た 。 兵康県 内 3 自 の う ち 加古川 そ ご う が 「再建断念」 、 神戸屈 と 西神 そ ご う は 「存続」 と な っ
た 。

加古川 そ ご う は 、 駅融再開発の核 と し て 1989年 に 進 出 し て 以来、 赤字が続 き 、 別館閉鎖、

直営売 り 場の 縮小 、 100円 シ ョ ッ プ の 導入 、 人員 削 減 な ど黒字化への 努 力 を 続 け て い た 。

周辺の 樹脂街、 加古川 市 な ど は 、 そ ご う 再生本部へ存続 を 働 き か け て い た が、 「採算重視」

の前で良い結果は 出 せ な か っ た 。

一方、 神戸屈 と 西神 そ ご う は 、 収益が見込め る と し て存続す る こ と に な っ た が、 い ず れ

も 人員 削減 な ど厳 し い対応が求め ら れて い た 。 ま た 、 従来の儒宿主義 を 改 め ブ ロ ッ ク 経営

で一本化す る た め 、 基幹庖 の役割 を 担 っ て き た神戸屈の地位低下が危ぶ ま れた 。

; 民事再生法 経営危機 に 陥 っ た企業の倒 産処理 を 簡易 、 迅速化 し て 、 再建 を 容

易 に す る た め の手続 き を 定め た 法律。 1日和議法 に代 わ り 2000年 4 月 施行 さ れた 。

「倒 産 の恐れ」 の段階で 申 し 立 て がで き 、 申 請 と 同 時 に 企業 の 財 産 は 保全 さ れ、

経営者は 事業 を 続け な が ら 再建 に 当 た る こ と がで き る 。

3 . 立 ち 直 る 商宿街

〔 ハ ー ト フ ル湊) 1 1 )

震災で大 き な被害 を 受 け た 湊J I I q1央小売市場 (神戸市兵庫 区) の権利者でつ く る 市街地

再開発組合の再開発 ピル 「ハ ー ト フ ル湊 J I I J が2000年 4 月 4 日 完成 。 市場の小売庖 な どが

共 同 で運営す る ス ー パ ー を 中核 と し た新庖舗が同 7 日 、 オ ー プ ン し た 。

湊 1 1 1 中 央小売市場 は 、 公設市場 と し て 開設 さ れ80年以上の歴史 を 持つ 。 戦災の あ と 再建

さ れた が、 多 く が木造家屋で震災で は大半が全半壊の被害 を 受 け た 。 市街地再開発組合 を

結成。 再建工事 に着手 し 、 仮設庖舗で営業 し て い た 。

再開発 ピ ル は 、 地下 1 階、 地上13階建 て 、 延べ約 1 万5 ， 800m2 。 地下 1 階 は 食品 ス ー パ ー

「湊川 グ ル メ 」 を 中 心 に し た商業施設、 1 階 は対面方式 の 食品 、 衣料な ど の 専 門庖42屈が

入居。 2 - 13�皆は住宅147戸。 う ち 132戸 を 神戸市が復興住宅 と し て借 り 上 げ る O

〔新長田駅南地区の商j吉街〕

新長田 駅南 地 区 の 商庖街が 7 月 l 日 か ら 「高齢者 に や さ し い 商庖街づ く り J に取 り 組ん
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だ。 事業の柱は 「 シ ョ ッ プモ ピ リ テ イ 」 と 「外出介助 タ ク シ ー J o

「 シ ョ ッ プモ ピ リ テ イ 」 は 、 電動 ス ク ー タ ー 5 台 を 用 意 し 、 お年寄 り や足の 不 自 由 な 客

が買 い 物 の 際 に利用 で き る O 面白主 ら がエ ス コ ー ト サ ー ビス を す る O 無料で、 事前利 用 者

登録 と 予約 が必要。 3 月 に試験実施 を行い好評 だ っ た の で継続事業 と し た 。

「介助 タ ク シ ー 」 は 、 自 宅か ら 商庖街への移動が困難な利用者 と 介添 人向 け に タ ク シ ー

が無料で送迎サ ー ビ ス を 行 う 。 近畿 タ ク シ ー が運行 に 当 た り 、 車いすが積め る リ フ ト 付 の

車が用 意 さ れて い る 。

地域通貨の 「 ア ス タ 券」 と と も に 長 田復興の一助 に な る だ け で な く 、 高齢化 し た街 を 生

き 生 き さ せ る た め の仕掛け と し て成果が注 自 さ れた 。

〔住宅 と癌、 病院 を 結ぶ コ ミ ュ ニ テ ィ ーパ ス 〕

名 付 け て 「買 い も ん 楽 ち ん パ ス 」 。 復興住宅 と 商宿街、 病 院 の 5 km を 結 ん だ、無料パス で、

JR 新長 田 駅南 地 区 の 硲庖荷、 市場、 ま ち づ く り 協議 会 で つ く る 「高齢者 に 優 し い 商宿街

づ く り 事業実行委員 会J の発案。 10月 3 日 か ら 2 カ 月 間 の期 間 限定 だ っ た が、 「好評 な ら

本格導入 も 目 指すJ と し て い た 。 客層 の高齢化への対応 と 客足復活、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 再生

支援の試み と い え る O

〔 ま ち 再生へ 2 つ の拠点〕

]R 新 長 田 駅北 地 区 に 7 月 四 日 、 ま ち 再生 を 目 指 し た 2 つ の拠点が誕生 し た 。 神戸 ブ ラ

ン ド の く つ の 清報発信 を 行 う 「 シ ュ ー ズ プ ラ ザ」 と ア ジ ア と の 共生 を テ ー マ に し た 商業施

設 「 ア ジ ア ギ ャ ザ リ ー 神 戸 J o い ず れ も 業界や住民 ら の ま ち づ く り 構想 か ら 生 ま れ た 。 復

興の リ ー ド役 で あ り 、 観光や丈化交流の役割 り も 果た す 。

「 シ ュ ー ズ プ ラ ザ」 は 、 4 階建て延べ約3 ， 500m2。 地元 シ ュ ー ズ メ ー カ ー の ア ン テ ナ シ ョ ッ

プな ど15杜が出庖。 ま た 同 プ ラ ザ西‘ 隣 り の 「 ア ジ ア ギ ャ ザ リ ー神戸J (;:t ，  3 階建 て 延べ660m2。

ベ ト ナ ム 、 中 国 、 韓 国 、 ラ オ ス の衣料 ・ 雑貨庖 な ど15庖舗が入 っ て い る O 同 地涯 に は約8 ， 000

人の ア ジ ア 系住民が地域 に 溶 け込 ん で暮 ら し て お り 、 こ う し た ま ち の特徴 を 復 興 に 生か そ

う と 設 け ら れ た 。

〔菅原市場が共同属舗 「味彩館J )

震災で全焼 し 、 仮設活舗で営業 を 続 け て い た菅原 市場 (神戸市長 田 区) が11 月 21 日 、 共

同 ス ー パ ー 「味彩 ( あ じ さ い ) 館 SUGAHARAJ と し て 生 ま れ変 わ っ た 。

同市場 は 震災 で37庖舗 すべ て が焼 け落 ち 、 22庖舗が仮設庖舗で再出発 し た が経営者の高

齢化 な どで 閉 庖 が相次 ぎ、 5 古舗がス ー パ ー 形式の再建 に 取 り 組ん だ。 新 し い施設 は 、 鉄

筋 2 階建て、 延べ830m2o 1 階が売 り 場で、 生鮮食品が中心。

被災後、 映画 「男 は つ ら い よ 寅次郎紅の花 」 が市場の焼け跡や周辺で撮影 さ れ た こ

と に ち な ん で 、 入 口 の外壁 に震災モ ニ ュ メ ン ト 「寅 さ ん記念碑」 を 掲示。 震災犠牲者への

慰霊、 励 ま し て く れ た 全国 の 人 々 や寅 さ んへの感謝 を 込 め た 。
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〔鷹取商j苫衝が再出発〕

震災で一帯が火災 に見舞 わ れた鷹取高官街 (神戸市長田 区 ) が再建 さ れ、 2001年 2 月 11

日 、 再 出 発 を 祝 う 式典が開 か れ た 。 震災前 は69庖舗 だ っ た が、 高齢化 な どで再建 を 断念 し

た 人 も お り 、 41)苫舗 で の 再ス タ ー ト と な っ た 。

同 i梅市街 を 含 む 「鷹取東第一地区J は 、 都市計画決定 に 基づ く 復興土地区 画整理事業の

対象地域。 こ の 2 月 下旬 、 県内18地 区 の ト ッ プ を 切 っ て完了す る 見通 し で、 一足早 く 商庖

街の完成 を祝 っ た。

震災前、 長屋が軒 を 並べた 下 町 に 、 広 い道路が通 り 、 新 し い ピル や住宅が建 っ た 。 高自

衛 は 電柱 を な く し 、 カ ラ ー 舗装 に 。 東西約300 m の歩道沿い に は 、 地名 に ち な ん で タ カ を

あ し ら っ た 街路灯29基が設 け ら れた 。

〔南京町、 街路を 一新〕

中華指 ・ 南京 町 (神戸 市 中 央 区 ) で進 め ら れて い た電線の地下埋設 と 舗道 の リ ニ ュ ー ア

ル 工事が終わ り 、 2000年 6 月 四 日 、 記念 イ ベ ン ト の 「招福 間街祭」 が行 わ れた 。

電線の 地下埋設工事 は 、 同 町商古傷振興組合が市 な どの協 力 で 、 東西約270 m 、 南北約

100 m の メ ー ン 街路 を 対象 に前年の 8 月 か ら 若手 し た 。 電柱16本 を 撤去 し た代 わ り に 朱色

の 美装柱23基 を 建て 、 夕 方 に な る と 自 動点灯す る 中 国嵐の ラ ン タ ン を 取 り 付 け た 。 「開街祭」

で は竜踊 り が披露 さ れ、 市民や観光客 ら 約2 ， 000人で に ぎ わ っ た 。

4 . 談賂舞台 に鋸興大バザー )\..-

何年の尼崎市 を 皮切 り に 、 99年 に は神戸市長 田 区 の新長田駅南地 区 で 開 催 し た被災地支

援 の 「復興大バザー ル」 が2000年度 は淡路の 3 カ 所で 聞 か れ た 。

1 回 日 は洲本市 の ポ ー ト タ ー ミ ナ ル周辺 と 中心市街地商Jr5街で 9 月 3 日 か ら 10月 2 日 ま

で。 ワ ゴ ン バザー ル 、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト 、 子供の フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー 、 復興ス テ ー ジ (堀

江美都子 シ ョ ー ) な ど。 67屈が参加、 来場者 4 万5 ， 000人。

2 回 目 は南淡町の福 良港湾築地埋立地で10月 7 日 か ら 9 日 ま で。 地元商庖街 ・ 市場 に よ

る ワ ゴ ン バザー ル 、 大i波モ ー ド 学 閣 の 変身 シ ョ ー 、 子供パ ラ パ ラ シ ョ ー な ど。 KISS . FM . 

KOBE の 生放送 も 行わ れ た 。 79屈が参加、 来場者 4 万5 ， 000人。

3 回 目 は北淡町震災記念公園で。 ワ ゴ ン バザー ル 、 中村孝明 (料理の鉄人) の大漁鍋、

東浦田Iハ ン ドベ ル 、 淡路町 は や し太鼓、 五色町高 田崖太鼓、 一宮 町 ジ ャ ズ な ど地域あ げて

の催 し だ っ た 。 79)百 が参加、 来場者 4 万人。

〈参考文献〉

'2000年度地区別百貨庖売上高 A覧表」 近畿百貨応協会
「 ひ ょ う ご経済戦国各」 兵庫県産業情報セ ン タ - 2000年 3 月 一2001年 2 月

「新た な 成長 を め ざ し て 蔑業復興 6 年の あ ゆみ」 絞神 ・ 淡路産業復興推進機構
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l 第五節 金 融

1 . 金融環境、 競む ?

日 本銀行神戸支庖 の ま と め た2001年 2 月 か ら 3 月 に か け て管内企業の企業金融関 連の 判

断指数 (DI) に よ る と 、 資金繰 り で は 回答社数の構成比で 「楽で あ る J - ，苦 し い 」 は ' O J

で、 前 回 12 月 の調査の 1 引 と ほ ぼ横並びに な っ て い る が、 予測 し て い た マ イ ナ ス 8 討 に 比

べ る と 「苦 し い」 と 答 え た企業がか な り 減 り 、 資金繰 り がつ い て き て い る よ う に み え る O

ま た 、 金融機 関 の 貸 出 態度 に つ い て は 、 「緩い」 と 答 え た企業が 「厳 し い 」 を 4 計上 回 り 、

前 回 の調査が ' O J で、 予測がマ イ ナ ス 2 引 だ、 っ た の に比べ る と 差 し引 き 6 も 好転 し て

い る o 99年12 月 に 「緩い」 が 「厳 し い 」 を 1 f i上 回 っ て以来、 連続 し て 「緩い」 が多 く な っ

て お り 、 貸 し渋 り と い わ れた こ と が忘れ ら れた よ う な 数値 に な っ て い る O

し か し 、 借入金利水準 の 鴇 断で は 、 99年以来続い て い た 「上昇J が、 2001年 3 月 に は 「低

下」 が 5 '上昇」 を ヒ 回 っ て い る o 2000年 9 月 に 「上昇J ー 「低下」 が52灯、 同12月 に

30計 だ っ た の に比べ る と 格段の変化 と い え よ う O

全国 の 数値 に比べ る と 、 資金繰 り 、 貸 出 態度、 措入金利水準 い ず れ も い い 数値 を 示 し て

い る O こ う し た こ と か ら 管内 の 金融環境 は 改善 さ れて き て い る と い え そ う だ。 (表13)

な お 、 調売対象企業は294社、 回答企業 は285社 ( 回 答率96 . 9% ) で 、 う ち 製造業が148社、

非製造業が137社。

(表13) 企業の金融関連判断 0 . 1 . [全農業]
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注 l .  ( ) 内 は 前回調査時 ・ 2000年12月 の予測。
2 . 全国 は 金規模合計ベ ー ス 。

2 . 下請 け 中小企業 は資金繰 り 「悪化」

日 銀神戸支市 と 違 う い ま 一 つ の 経営動向諦査 を み て み よ う O

兵庫県 中小企業振興公社が2001 年 3 月 末現在 で の調査に よ る と 、 中小企業の資金繰 り は

3 カ 月 前 の 2000年12月 末 に 比べ て 「好転」 が11 . 4 % か ら 7 . 2 % に 4 . 2幻滅 り 、 「不変j も 6 . 4

(59 . 2% か ら 52 . 8% ) 減少。 一方、 「悪イじ」 が29 . 4 % か ら 40 . 0 % と な り 10 . も 増加。
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こ れ ま で の 4 国 の調査で は 2000年 3 月 末 の 36 . 1 % 、 次 い で36 . 5% 、 31 . 9 % 、 同 1 2 月 末 が

29 . 4% と な っ て お り 、 前年末か ら 緩か な が ら 「好転」 の企業が増 え 、 「悪化」 の企業が減

少 し て い た のが、 こ こ に き て 「悪イヒJ が 4 割 に達 し 、 資金繰 り が急激に悪化 し て い る よ う

に見受け ら れる o (表14)

(表14) 中小企業の資金繰 り の推移 % 

悪 化 不 変 好 転
2001年 3 月 末 4 0 . 0  52 . 8  7 . 2  
2000年12月 末 29 . 4  59 . 2  1 1 . 4  

イ〉 9 月 末 31 . 9  56 . 8  1 1 .  3 
イ〉 6 月 末 36 . 5  52 . 5  1 1 . 0  
イシ 3 月 末 36 . 1  55 . 7  8 . 2  

な お、 業種別 に み る と 、 「悪化」 は繊維 ・ 同 製 品 製造業で64 . 52% 。 前 回比20. 08引増 え

て お り 、 金属製 品 製造業 も 41 . 03 % と 同17 . と 大幅 に増 え 、 一般機械器具製造業が1 . 46

(27 . 78 % か ら 26 . 32% ) と {草か だが減少 し て い る O

な お 、 調査対象企業 は 、 繊維 ・ 同製品製造業、 金属製 品 製造業、 一般機械器具製造業、

電気機械器具製造業、 輸送用機械器具製造の 5 業種の各60社、 計300社で 囲答企業 は 180社

( 回 答率60 . 0% ) 0 

3 . 兵庫県下の金融指標
兵庫県 下 の 金融指標 の 中 で、 と く に 企業倒産 (1 ， 000万 円 以上) の推移 を 2000年度の 下

半期の動 き でみ る と 、 建設業が高水準で、 原 因別 で は 「不況型」 が大半 を 占 め て い る o (表

10月 件数は70件。 前 年 同 月 比9 . 4 % 、 6 件の増加で高水準 の推移。 99年12 月 以 降、 11

カ 月 連続で前年 同 月 を 上 回 っ て い る O 長5 1 く 不況の影響で、 販売不振、 赤字累積

な どの 「不況型」 倒 産 が高水準で、、 そ れ以外の倒産原 因 も 増加 の 傾向 に あ る O

1 1 月 件数は70件。 前年 同 月 比16件、 29 . 6 % の増加で前年 同 月 比 増 は 12 カ 月 連続 と な っ

た 。 大半が小 口倒 産 。 原 因別 で は不況型が71 . 4 % と 高水準で、、 業種別 で は 建設業

中 心 に 幅広 い業種 に 多発がみ ら れた 。

1 2 月 件数は61件。 前 年 同 月 に 比べ19 . 7 % 減。 99年12月 以降、 前年 同 月 を 件数で上回 る

推移が続い て い た が13 カ 月 ぶ り に 下 回 っ た 。 負債金額で も 過去20年 間 で85年 に次

ぐ 5 番 目 に少 な い記録 と な っ た。 全体的 に 零細企業主体の小 口化が顕著 に な っ て

い る 。

2001年 1 月 件数は52件。 前年 同 月 比14 . 8 % の減。件数は前月 に続い て 前年 同 月 を 下 回 っ

た が、 過去20年 間 の I 月 単 月 で み る と 3 番 目 の ワ ー ス ト 記録 と な り 、 1 月 の水準

と し て は高 く な っ て い る O 負 債金額で も 件数 同様 3 番 目 の ワ ー ス ト 記録。 不況型
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が75 % と 高 く 、 建設業 中心 に幅広 い業種 に倒 産がみ ら れた 。

2 月 件数は51件、 負債金額は90億8 ， 700万 円 。 前年 同 月 に よじべ件数で6 . 3 % 、 負債金額

で30 . 4 % の増加。 件数で2000年の 月 平均件数62 . 9件 は 大幅 に 下 司 っ た が、 過去20

年 間 の 2 月 だ けでみ る と 4 番 目 の ワ ー ス ト 記録で、 2 月 の倒 産件数 と し て は高 い

水準 だ、 っ た 。 負領金額は 、 10億 円 以上の倒産が 2 件 に 止 ま っ た の で 、 全体額 と し

て は2000年 2 月 以来100億円 を 下 回 る 推移 と な っ た 。

3 月 件数は87件、 前年同 月 比19 . 2 % の増。 負債金額 は174億9 ， 500万円 、 同 35 . 5% の 増

と な っ て い る O 件数が2000年平均の62 . 9件 を 上 回 り 、 さ ら に 3 月 だ け で は 、 過去

20年 間 の う ち 前年の73件 を も 大幅 に上 回 り 最悪の倒産件数 と な っ た 。 原 因 別 で は

「不況型倒産」 が全体の73 . 6% を 占 め 、 負債金舗で は 10億円 以上が 5 件発生 し て

い る O 景況の悪化が中小企業経営 に大 き な 影響 を 及 ぼ し て い る こ と が う かがえ る O

(表15) 兵庫県下の金融機関貸出金残高 、 信用保証状況、 企業倒産

96年
97年
98年
99年

2000年

2000年 lJì 
2 月
3 月
生 月
5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10月
1 1 月
1 2 月

200 1 年 1 M  
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4 . 神戸市の外郭13団体が赤字
神戸市の2000年度決算で、 岡市の持つ外郭50団体の う ち 13団体が赤字 を 抱 え る と い う 厳

し い 実態が明 ら か に な っ た 。

2001年 1 2 月 4 日 の神戸市会本会議 で、 矢 田立郎市長が述べ た も の で 、 「民 間 で で き る も

の は民 間 に任せ 、 民 間 と の役割分担 を 精査 し 、 迅速 に 抜本 的 な 見直 し を 関 ら な け ればな ら

な い」 と の姿勢 を 示 し た 。

2000年度決算 で100億 円 を 超 え る 累積赤字 を 抱 え る の は 、 ポ ー ト ラ イ ナ ー や六 甲 ラ イ ナ ー

を 運行 し て い る 「神戸新交通」 と 関西国際空港 と ポ ー ト ア イ ラ ン ド 聞 を 結 ぶ ジ ェ ッ ト ホ イ

ル を 運航す る 「海上 ア ク セ ス 」 の 2 間体。 最 も 少 な い と こ ろ が 「 く つ の ま ち な がた神戸J

の 3 ， 000万 円 と な っ て い る O 累積赤字 を 抱 え る 神戸市aの外郭団体 と そ の 額 は (表16) の と
お り O

神戸市 は 、 外郭団体の積極的 な 活 用 で 、 都市経営 の範 と し て知 ら れて き た が、 阪神 ・ 淡

路大震災の被害 に よ る 特別損失 な ど も あ り 、 最近は厳 し い側 面 が 目 立 っ て い る O 震災以降、

統鹿合 な どで15印体 を 削減 し て き た が、 さ ら な る 改革 を 求め る 声が出 て い る O

(表16 ) 累積赤字の神戸市外郭団体

外 郭 団 体 名

神 戸 新 交 通
i毎 -ヒ ア ク セ ス
神 戸 港 埠 頭 公 社 8 ， 577 
神 戸 航 空 貨物 タ ー ミ ナ ル 3 ， 820 
神 戸 航 祭 交通 タ ー ミ ナ ル 2 ， 900 
神 戸 ワ イ ン 2 ， 769 
神 戸 高 速 鉄 道 2 ， 075 
神 戸 マ リ ン ホ テ ル ズ 1 ， 678 
神 戸 国 際 会 館 1 ， 362 
神 戸 フ ェ リ ー セ ン タ ー 31 1  

戸 カ ム
市 振 興 サ ー ビ ス

の ま ち な が た 神 戸

神戸港埠頭公社 は財団法人。 他 は株式会社。

5 . 市民 1 人当 た り 208万円一神戸の市債残高
神戸 市財政への 市債償還の負担の度合い を 示す起債制 限比率 は 、 2000年度 決算で23 . 4 % 。

20% を 超 え る と 国か ら 起債が 到1制 限 さ れ る O 家計で い う と ロ ー ン がか さ ん で新た な借金

がで き な く な る 状態 だ 。 震災 と い う 特殊事情で起債制 限 は 受け て い な いが、 財政がひ っ 迫

し て い る こ と に 違い は な い。

2000年度の神戸市会会計の 市債残高 は 、 3 兆1 ， 182億 円 。 他 の 政令市1 1 市 に 比べ る と 市

民 l 人当 た り の 額 が208万5 ， 000円 で ワ ー ス ト ワ ン O 最 も 少 な い 100万 円 以下 の 千葉市 の 2
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倍強 と な っ て い る O

膨張の主要悶 は震災関連の 1 兆357億 円 。 市 は r 3 分の 2 が 国 か ら の 地方交付税な ど を

充 て て お り 、 こ の分 を 除 け ば他都市 な み」 と し て い る が、 一般会計の不足分 を 補 う 基金 は

底 を っ き 、 将来の市債償還 の た め の公債碁金か ら の繰 り 入れで し の い でい る O 今後従 え る

の は250億 円 、 綱 渡 り の 財 政運営が続 く o 2003年度か ら は公債基金か ら の繰 り 入 れ は 避 け

た い と 言 う が、 不況で市税収入が減少傾向 に あ り 、 ま だ不安要因 が少 な く な い 。

く参考文献〉
「管内企業短期経済観測調資結果 (2001年 3 月 調査分) J 日 本銀行神戸支活 2001年 4 凡 2 日

「下請中小企業経常動向調査」 兵庫県中小企業振興公社 2001年 3 月 五iミ
「 ひ ょ う ご経済戦略」 兵庫県産業情報セ ン タ ー 2000年 7 月 一2001年 6 月
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| 第六節 雇 用

2001年 7 月 、 日 本の失業率が 5 % に達 し 、 米 国 を 上 回 っ た 。 雇用不安がいつ も サ ラ リ ー

マ ン の生活 を お びや か し 、 金融業 は じ め こ れ ま で寄 ら ば大樹の 桧 と 学卒者の就職人気の 土

位 を 占 め て い た大手の企業 も 例外で は な か っ た 。

2000年度、 兵庫県 下 で は 、 震災需要が年 ご と に 減少 し 、 追い討ち を か け る よ う な デ フ レ

不況で経済活動 は停滞 を 余儀無 く さ れ た 。 つ れて県下の雇用状況 は 深刻 な 測 か ら 税け 出 る

こ と がで き な い で い る O そ ご う 百貨脂の経営破綻や 近 く は マ イ カ ル の民事再生法 ( そ の後

会社更生法 に 変更) の 申 し 立 て な ど消費 の低迷が景気屈復 を 遅 ら せ、 雇 用 の 先行 き を 不透

明 に し て い る O

中高年 の元管理職や技術 ・ 専 門 職経験者の再就職 を 支援す る 「神戸人材銀行」 に は 、 2000

年度 に 2 ， 062人が登録。 そ の 多 く が金融や百貨癌 を リ ス ト ラ さ れた40代 の 元 サ ラ リ ー マ ン で、

職 を 求 め て苦悩す る 姿が浮 き 彫 り に な っ た 。

神戸が真の復興、 復 旧 を 手 に す る に は 、 ま ず大量の雇用確保が不可欠だ 。 神戸市 は産業

復興の重点施策 と し て 「医療産業都市構想」 や 「 上海長江交易促進 フ。 ロ ジ ェ ク l卜 J な ど、

懸命に模索 を 続 け て い る O 震災後丸 6 年 を 経過 し て い る が、 こ う し た プ ロ ジ ェ ク ト が雇用

に 結 びっ く の に は 、 早 く て 3 、 4 年後 に な る と 推測 さ れて い る O 長期 ピ ジ ョ ン は も ち ろ ん

必要だが、 い ま 求め ら れて い る の は応急策 で は な か ろ う か。

1 . 悪化が 目 立つ麗府 関連指標

兵庫県下の雇用情勢 は 、 2000年末 ごろ か ら 徐 々 に厳 し い方 向 に転 じ は じ め 、 指標の 悪化

が 目 立 っ て い る O

〔常用腫用者数減少〕

常用雇用者 数 は 、 2001年 1 月 に は 、 そ れ ま で前年比で プ ラ ス だ、 っ た非製造業 ま でマ イ ナ

ス に転 じ 、 2000年度末以降 は 製造業、 非製造業合わ せ て マ イ ナ ス の ま ま に推移 し 、 雇用市

( 図 1 ) 常用驚用者数の推移 (前年比)

(役) 1 . 非製造業=産業計 製造業
Z . 規模 5 人j立、 上
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場の厳 し さ を 示 し て い る (図 1 ) 0 ま た 、 常用雇用 者 を 一般労働者 と パ ー ト に 分 け て み る と 、

ー殻労働者か ら パ ー ト への代替え の動 き が進 み 、 一般労働 者 は 減 っ て い る の に 反 し 、 パ ー

ト タ イ マ ー の 数の増加が目 立 っ て い る O

〔求人多いが ミ ス マ ッ チ 〕

2001年 3 月 の有効求人数は 5 万8 ， 715人。 前年比で14 . 5%増加。 求人数の前年対比増 は 19

カ 月 間連続 し て の増加で、 2000年 5 月 は28 . 8% も 増 え て い る O こ れ に対 し 有効 求職者数 は

(表1 7) 求人 ・ 求織 ・ 就職の状況

o

 

ij}}寸
lilili--
l

i
--i!」

〉

5
6
8一
0
2
3一
4
5
6←
5
4
1i一
)
之

5
にひ
5一
6
6、b-
6
6
ρO一ハOAb
6一
防仏
、

0
0
仏…
0
札
。一
札
0.
仏一
仏
仏
仏一
立口
し

lili--γ1111ILI
-
-L
Ul
ぃLfL
L
定
て

刊M
G
U一
品
川刊
幻一
日制
刊削
幻一
川叩
門出
羽一
安
し

0.
仏
仏一
O
仏
0.一
仏
0.
ハご
仏
仏
仏一
業
載
。

ー
ー

十
川
川パ
1

1
11j
i
-
-
戦
記
る

9
0
7一

一

0
1
1
8
2←

9
J
J一
o

j
i一

J
1・

』一一』
m
m一
局
め
い

o
i
l一
I
I
l-
I
1
1
1
1
1一

働
た
で
:
J

 

→
9

4
6
6一
5
d
5-
9
8
9一
9
2
4-
5
5
9一
0
1
2一
0
3
3
1
8
7
τ7
3

1

~
J

oJ
J
A一
A
A
A-
J
J
A一
j
7
7-
7

J
7一

点
。J
8-
8
8

3
0J

J
J
土
事
弘コH疋:

 

一
1

9
0

0一
o
o

l
i

o
y
o
o
p
o
o
o一
o
o
o
h
o

-一
l
げ
U
兵
参
改

寸l
i

ll
i
l
i
-
-→l1
1
111
!
Til
l-
-
iiJjillli
-
-斗1111
1
111斗ilil
i
-
-斗i
l}
11111
11ti
ll
-
-」

J
i

:

j
j
j一
j
J
J
J
J
J…
ふ
9

A一
J
J
J一
J
J
J-
A
3ぺ
刊
ぶ ー
刈
UU

を
を

一
ム
5
一
9

5
0
3一
7
9
2
2
3
9…
4J
4
8一
3
8
5一
2
i
6一
8
8
3一
1
8
1一
好

信一
ー

一
44
一、
→
!

U
Nu
vh一 F
引
2
1i
z
u
Jlu
l

l
-

-
i

h
te→

;
与一日
p
h山

一

-

i
!?一

ι
SA

li
-…
;

一

…

一

乙

一

ぷ一

'ZPZ

下
11111下
111→

Illilll111
Ili--iiiiiLi-

-

一

ムiii ii!
ム!ili-
-
日
主
主

Jは
日

日比ト
叩M
W品一

お
刊川

叩均一一山
辺
刊T
HU
M間

口~
月
9
8一
4
8
5一
7
0
3一
何回

村山
お←
刊日
日
刊日一

料
の
の

♂
山川

♂
山山

川一

応
』
山川一

m
m
m
ム
m
mf

MJ品川
川一
川
川
川一
円

五
却一
川
村山

♂
m
m
川一
資
で
前

一
4
4
5

1
6一

3
5
4一
5
4
6一
6
6
4

一

!

日
7t一
5
5
6一
5
5
7一
7
5
1
4
5
7一
(

ま
以

-
H
H
副
斗 i

-
U
1引 11

1川
引
到
斗
川
1
4
引
刀
U
4
』
礼
川
川
什
判
』
H
U一 }1
5

月
日

一
日比
日μ
叩比一
ι

叶山一

弘
乱
比一
4ハ
つい
4 .一ハム
Aい
つん一
つ山
つふ
1一
l
o
o
-
o
o一
仏

礼
比一

札
ハL
L一

4
PL

一
叫

抗
日一
4

5

Hh
託
公一
i
g
;…
44
4
;一
札

一
ム

一
ム
ム
ム一

(
以
山一
以

riit
司

一

γいは
lil-
-
「
ll
i←
I
l
l1
1
1
1
lfi
ll
i一
i
j
i-
-
L
I
li
-
-

「
j
i
l
-
-
L

1
1
1
1

一

し
I
l
l1
1
L
l
li;
ーL

5
0

f
l
lil-
-
「
ll
i→
I
l
l1
1
1
1
lfi
l
li一
i
j
i
-
-
】
I
l
l1
1
1i
l-
-

lI
l
li
-
-
li
;
!」

QυハU

一
ハU
ヴj
l
っd
O一
ハり
つム
qυ
丈3
4…
0
1i
pO一
1
5
8
1i
4
1u一
にひ
にυ
にひ一
OO
ヴJ
11一
八υ
つω
ウi一
つοphu
qu一

d
ハリ

…
お
日
お
m
u一
弘
悦
初
日
刊一
郎
お
m山一
日
m
M
ω
口
九
一一出
初
犯一
筋
肉
日
二必
節
目叫一
乃
mw
幻一

(
2

:

:

:

j

 

JL
4H
L
札
札-
1
1
0h
AH
L一
ハ
叫
に
に
一

色
つA
L
久
9
5一
4
6
4一
色
7
7
二札
久
丸一
札
仏
7l

IJ
、

…
06
Qυ
1i
11
11一
ヴi
ウi
ooハυli

一
りρ
1i1
ム一
1i
11
ハU
ハリ}
ハU

11一
つム
ワρつ
μ一
11
1i1
i一
1ょ
1
i
ハ
U一
ハU
111
i一

ワ』ペノ

l

i
l
i
-
-

1
i

 

U
同
社
H
4
可

H
H

i

引
吐

訂
川
村

一

利
引
M

H
判
川
訂
引
い

ι
リ
引ン
バ
川
札
“
同
吐

か十
よ

一
べ川
パ
バ一

FU
J一
，tu

--'
J
u

j
J
川一
J
J
J一JU
J (土

・
・
・一
・
・
・一

・…
J・
し
(山

一
J
べ川

白川一

は
に

0
6
8
7
6
1
8

j
 

一

ム
l一

Z一

ム
2
3
4一

ム
ム
一

1
1一
1
2
2一
2
2
2一
2
3
2…
2
2
2一
2
i
i一

問、ぇ

r
i
l
l-
-r
i
l
l←
i
i
l
-
-

i
j
i
l
l
l1一
I
l
li
--i一
i
i
i
i
i
i71
l

L

L

i
l
li
-
-
L
1
1
1
1
1」

ら

換

一
お
花
見一
郎
防一
羽
白
お
お
同一
mw
幻
川町一
げ
日
叩ぬ一
幻
川町一凶一
切
羽
ω一
川恒
例
川出…
Mw
m出羽
一

お
けけ
日一

か

き

一
2
po
--
:り
O一
7

4
2
9
1一
2
d
1
7
8
1一
9
5
2一
2
2
6一
4
7
6一
4
4
44
7

7一

ふPUユえ

一
3
0
1一
2
3一
4
4
6
3
4一
8
9
3
5
5
3
一
4
8
1一
8
6
7{
8
1
5一
7
5
3
6
7
8一

J
H

二U
5
4一
4
5一
3
3
4
5
5一
3
3
44
4
4

一
4
4
5一
4
4
4一 ι4
5
5一
5
5
5
5
5
5一

こ
佐

一
J
J
5…
3
3一
つJ
oJ

J
J
J一
ゥJ
にJ
q二

J
A
A一
j
j
J一
A
0・
7一

点
7

ふ一
J
J
J
J
J
J一

た
樫

7
1
6
7
1j
7
0
1

i
 

一

1
1一

ム一

刈
6
3

一

1
一

ム一
ム

一
ム

一

ム
ム

一

れ
信

一

一

一

正

一

一

一

一

一

一

重AE

U
J
L
ν
斗
か
ぶ「
f

l
u

-
γ

l
u

i
仁

l一
J
LUL
レ

l
U
引いi i一
u
r

u
--h
νh
u」
ぶ
ゲ
ト

」ーウhu--
K
U川I1huJ

変
季

7
6
8
2
1
7
0
7

J
j
 

一
J
ウj
ウj一
A性
A生一
OO
P0
7
?i11
-
qυ
に
υ
ハ
b
ゥー
にD
ワム一
71cu

qd-
Aせヴiρわ

一
4A
ウi
ハU一
00
つん
1ょ
っム
OOA伎
一

ノ\γFノ

一
&
仏
AH…
札ハhh一
L
1
1
1
0仏一
L
d ，
ι
ι
1
1一
1
1
0h一
札
Qh
ι
Jh
Aハ
ウハ一
札
1h
ウハ
oh
i
nh一

き
2

市
い
占五千
平
h
h
中
ヤ
主
2
5…
い
市
い
山
下げ
はど

下
H

A
下
片
岡-

1一
げ

廿
下
相川工

大
年

ト
ム
4
6一
5
7一
4
1
3
6
7一
8
5
4
8
4
3
一
4
6
9-
5
4
??
E
2
3一
7
7
3
6
8
5一

f

i

)u
i
L一
&
oι一
1
1
仏
工
仏一
ι
Ah
-
-
仏
札一
4hFL
7-
L
1.
0札
二L
8
に一戸

有 効
(臨時 ・ 季節 、 パ ー ト タ イ ム を 含む )

職 | 求人倍率(各月 は季節理E
| 新 規 | 有 効

l \ 項 目
年 月
(月 平均)

1 994年度
1 9 95年度

8 . 5 1 20 ， 098 ， 1 3 . 7 1 40 ， 31 1 ， 2 . 5  
1 2 . 8 1 18 ， 174 : ム9.6 1 48 ， 939 : 21 . 4  

0 . 69 
0 . 89 0 . 37 。 目 50
0 . 90 0 . 37 。 目 49
1 . 08 0 . 46 0 . 62 i 
1 .  06 0 . 46 0 . 64 
1. 06 0 . 45 0 . 64 
1 .  08 0 . 50 0 . 65 
1 . 04 0 . 48 0 . 65 
1 .  05 0 . 48 ! 0 . 64 
0 . 89 0 . 35 1 0 . 47 
0 . 86 
0 . 88 0 . 36 I O .  
0 . 92 0 . 37 1 O .  
0 . 90 0 . 38 0 . 49 
0 . 92 0 . 38 0 . 50 
0 . 94 
0 . 94 0 . 40 1 0 . 52 
0 . 97 0 . 40 1 0 . 53 
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2001年 3 月 で11万7 ， 933人。 2000年度 は 10万一 12万台 と 依然高水準 で、対前年比 は ほ ぼ横パ

イ の状態。 (表17)

求職者が増 え た の は事業主の都合に よ る い わ ゆ る リ ス ト ラ と 共 に 将来 に 見 切 り を つ け て

の 自 己都 合 に よ る 退職者や 自 営業 か ら の転換 な ど に よ る も の (表18) 0 ま た 求人数が増 え

て い る の は 職業安定所の職場開拓 と み ら れて い る が、 一紋的 に職務内容や給与商で の ミ ス

マ ッ チが多 く 、 な か な か就職 に 結 びつ か な い の が実情だ。

(表18) 離職者の内訳
「一一一一一

1998年度

事 業 主 都 合
3 ， 973
67 ， 6  

1 0 ， 435 
自 己 都 合 11 ， 2  

自 営 業
312 

54 ， 7  

1999年度 2000年度

4 ， 742 4 ， 800 
19 . 4  1 ， 2  

1 0 ， 532 10 ， 591 
0 ， 9  0 ， 6  

399 389 
27 ， 8  2 ， 6  

パー ト 、 臨時、 季節 を 除 く Jjj(数値。
下段は対前年度 (前年同 月 ) 比 ・ 増減。

〔有効求人倍率 や や上向 く 〕

2000/10 11 
4 ， 713  I 3 ， 706 

14 ， 2  I - 5 . 4  

1 1 ， 144 8 ， 922 
7 ， 6  0 ， 2  

383 358 
5 . 4  8 . 4  

12 20011 1 

3 ， 446 5 ， 06 1  
4 ， 7  1 . 3 

6 ， 954 1 1 ， 477 
3 ， 2  0 ， 3  

256 405 
6 ， 2  8 ， 6  
ー し ー…ー… 一一 一

人、 %
2 3 

4 ， 244 4 ， 930 
5 ， 5  3 ， 8  

1 0 ， 265 12 ， 081 
0 ， 1  9 ， 7  

430 421 
3 ， 6  - 6 ， 7  

(兵庫県労働局職業安定部)

兵庫県 の有効求人倍率は 、 2000年 2 月 以 降0 . 4倍台 で 、 99年 4 月 に 0 . 32倍 と 過去最低 を

記録 し て以来徐々 に で は あ る が上 向 い て き て い る o 2001年 3 月 に は0 . 45倍 に は な っ て い る

も の の 、 全 国 の 0 . 61倍 に 比べ る と や は り 下 匝 っ て い る (表17) 0 全国都道府県別 で は 2001

年 8 月 の兵庫 県 は 0 . 46倍で 、 和 歌 山 、 高知、 鹿 児 島 の 各県 と と も に 下位 か ら 9 番 目 。 ち な

み に ワ ー ス ト 3 は 沖縄0 . 28倍、 青森0 . 30倍、 岩手0 . 41倍。

〔年齢別で桔差の有効求人倍率〕

2001年 3 月 の 時点で、 44歳以下が0 . 71倍であ る の に対 し 、 45歳以上で は 0 . 21倍で、 大 き

な 差があ る O 中高年者の 求職、 就職の むずか し さ が表れてい る o 2000年度 に よじべ、 44歳以

下 で0 . 06倍、 45歳以上で0 . 03倍 と 僅 か な が ら いず れ も 改善 さ れて い る o (表19)

(表19) 年齢別有効求人倍率
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2 . 企業 は 「雇用人員過剰」 と 見 る

日 銀神戸支庖が2001年 3 月 に ま と め た 管 内 の 「雇用 人員 判 断 DIJ に よ る と 、 雇用 人員

が過剰 と 答 え た企業 は 、 製造業で は 、 2000年 3 月 の36引 か ら 、 1 年後の2001年 3 月 に は30

と 6 引減少 し て い る O 前年度 も 99年 3 月 か ら 2000年 3 月 ま で に 6 減少 し て お り 、 2 '年

続い て の 6 減少。 過剰判 断が減 っ た こ と は と り も な お さ ず企業の 人員 削 減が進 ん で い る

こ と を 示 し て い る O し か も 、 前 回調査で の予測 の23引 を 7 も 上 回 っ て お り 、 企業の人員

削 減 に対す る 意識が高 い こ と が想像 さ れ る O 全国の18引 に 比べ て も ま だ12引 も 多 く 、 経営

実績の厳 し い現実か ら 人件費 の 削 減 を 図 ろ う と す る 被災地企業の 実情が推察 さ れ る 。

非製造業で も 、 2001年 3 月 は14引で、 1 年前 に 比べ て 4 減少。 こ ち ら で も や は り 人員

削減が進め ら れて い る が、 そ れで、 も 全国 の 5 引 に 比べ る と ま だ 9 も 多 い 。 (表20)

(表20) 護用人員判断 0 . 1

2000/ 
予
6

i
月
�Ij 

管
製 造 業 36 33 29 29 (23) 30 29 
非 製 造 業 18 18 12  (11) 14  14 

内
全 産 業 25 ( 17) 28 26 21 22 22 

ニノヒ、 製 造 業 l 22 20 16 15 (14) 18 19 

非 製 造 業 9 1 1  9 b (4) 5 7 
i主!

会 産 業 14 14 11 9 (8) 1 1  12  

(注) 1 .  ( ) 内 は前 回 調査時 (2000/12月 ) の予測。 ( 日 銀神戸支庖)
2 . 全国 は 全規模合計ベ ー ス 。

3 . ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの導入促進

連合兵庫、 兵庫県経営者協会、 兵庫県 の 三者 は 99年12月 、 労働 時 間 を 短縮 し て仕事を よ
り 多 く の 人で分か ち 合い、 生活の充実 を も 目 指す 「兵庫 型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グj を 進め る

こ と に合意 し た 。 震災の後遺症 と 不況で兵庫県下の雇用情勢は低迷 を 続 け て お り 、 こ こ に

き て行政 と 労使が共 伺 で雇用薙保 を 図 ろ う と い う の がね ら い だ っ た 。

「 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グJ と い う 言葉 は 、 1978年の イ ギ リ ス の 官報に 出 て お り 、 呂 本で は

1983年 に研究の た め の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が労働省 に 設 け ら れて い る O 以来、 ワ ー ク シ ェ

ア リ ン グの メ リ ッ ト や デメ リ ッ ト 、 導入 に 当 た っ て の 注意事項 な ど に つ い て の 議論が、 高

齢者雇用 の 場の確保 と 拡大 を 主眼 に 行 わ れ て い た 。

ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ に つ い て は ヨ ー ロ ッ パ の 労働関係機 関 な とマで、 い ろ い ろ に 定義 さ れて

い る が、 就業者間 で雇用 を 分か ち 合 う 点が共通点 で 、 事業所の現場サ イ ド で様々 な雇用調

整が行 わ れ て い る の が実情だ。

こ う し た 背景の な かで、 2001年 に兵庫県が行 っ た ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ導入促進事業で主

な も の は 次の と お り 。
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① ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

② ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ兵庫 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

③ ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ推進交流会の 開催

③ ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ ア ド パ イ ザ一派遣制度の実施

⑤ 「兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ」 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査の実施

〔 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グに ガ イ ド ラ イ ン 〕

兵庫県 と 県経営者協会、 連合兵庫 の 三 者 は2001年 5 月 末 、 就労の多様化 に よ る 雇用 創 出

「 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ」 の ガ イ ド ラ イ ン を 発表 し た 。

労使双方が参加 し て の ガ イ ド ラ イ ン作 り は全国で初 め て で 、 労働時間短縮やパー ト タ イ

ム 労働 、 雇 用 延長 、 在宅勤務の導入 を 通 じ た 4 つ の ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ を 提案 し て い る O
そ れ に よ る と 、 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの 目 的 に つ い て 「労働者の ニ ー ズ に合 っ た 多様な雇

用形態 の 導入 に よ っ て 、 就業機会の増大 を 図 る 」 と し、 雇用 を 維持す る た め に や む な く 労

働 時 間 の 短縮 と 賃金の抑制 を 行 う 緊急避難的 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ も 選択肢 に挙げて い る O

ガ イ ド ラ イ ン で は 、 時 間外労働 の 10 % 削 減で約8 ， 000人、 有給休暇 を あ と 3 日 取 る こ と

で約 l 万2 ， 800人の雇用 が創 出 さ れ る と 試算 を 示 し 、 業務改善や意識改革 に 向 け た 労使委

員 会の 設置 を 呼び掛 け て い る O ま た 、 フ ル タ イ ム 労働 か ら パ ー ト タ イ ム 労働への転換や従

来 の 人事 ・ 賃金 シ ス テ ム の再構築 、 導入企業への支援策 の必要性 を 挙げ、 税制、 社会保障

制度の改革 を 課題 と し た 。

65歳 ま で の 雇 用 延長 に つ い て は 、 在職高齢年金な ど を 活用 し た ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの あ

り 方 に も ふれ、 パ ソ コ ン 通信 を 生か し た在宅勤務の導入で女性や高齢者、 障害者の就労機

会の拡大 を 図 り 、 公正な 人事評価 の確立 を 指摘 し て い る O

な お 、 兵庫 県 で は 庁 内 の ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ と し て2001年度 に 120人 を 、 2002年度 に は 170

人 を 掠用 し て い る 。

( r兵藤型ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ」 に 関 す る ア ン ケ ー ト 〕

ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ の導入 に 関 し て 、 労働者側 で は賃金の減少、 企業側 で は 労務 コ ス ト

の上昇 な ど何 ら かの痛 み を伴 う な ど、 様々 な 課題が指摘 さ れて い る O 兵庫県 と 連合兵庫、

県経営者協 会 は 、 そ う し た課題や そ の解決方法 を 探る た め ア ン ケ ー ト を 実施 し て い る O

調査対象 は 、 企業が県経常者協会加盟の475社 、 労働組合は連合兵産加盟の単組な ど475
組合。 @J収率 は企業が137社 ( 回 収率28 . 8% ) 、 労働組合が141社 ( 同29 . 7 % ) だ っ た 。

導入 し や す い ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ のパ タ ー ン と し て①緊急避難型 ②時 間外労働短縮型

③長期休暇 ・ 年次有給休暇取得促進型 ④ フ ル ・ パ ー ト 転換型 ③高齢者雇用 促進型 ⑥在

宅勤務導入型 の 6 つ のパ タ ー ン を 示 し 、 ③ に つ い て は 、 長期休暇 と 有給休暇の 2 つ に分

け て 回答 を 求め た 。

ア ン ケ ー ト 結果 の 主 な と こ ろ を み て み る と

導入 ・ 検 討 の 状 況 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ を 導入 し て い る 企業 は 、 導 入 予 定 を 含 め て

第七章 @ 産業 . )j雲市 439 



21 . 2 % 、 う ち 2 つ以上のパ タ ー ン を対象 と し て い る の は9 . 5% 。 労働組合で は 導入が24 . 8 % 、

う ち 2 つ以 上 は4 . 9% と な っ て い る o 7 つ の パ タ ー ン の う ち r 1 つ で も 条件次第 で実施 ・

検討 し た し り と 回答 し た企業 は74 . 5 % 、 労働組合 は 97 . 2% 0 r実施 は 難 し い ・ 反対J と し

た企業 は21 . 2% 、 労働組合 は2 . 8% 。 受け入れの姿勢 に去がみ ら れた 。

規模別の導入 ・ 検討状況 導入 (予定 を 含 む ) の 割合 は 、 1 ， 000人以上が 3 分の 1 で最

も 高 く 、 次い で100 � 299人、 100人未満 で は 10 . 0% と な っ て い る O 労働組合 で は 導入 (予

定 を 含 む ) の 割合が300� 999人が30 . 3% と 最 も 高 い。

ワ ー ク シ ェ ア リ ン グに対す る 考 え 方 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グが雇用 の 維持 ・ 創 出 に 「有効

な 手段 と 考 え る J r有効 な手段 だ、が実施困難J r有効 な 手段 と 考 え な し U の う ち で 「有効 な

手段だ、が実施困難」 が最 も 多 く 、 「有効」 は約10 % 、 「有効 な 手段で は な しミ」 が労働組合で

2 . 1  % 、 企業 は 13 . 7% と な っ て い る O

実施す る た め の条件 企業で は 7 パ タ ー ン の う ち l つ で も 実施す る た め に 必 要 な 条件 は 、

半数以 ヒ を 占 め る 回 答 は な か っ た が、 「他 に コ ス ト がか か り 、 労働時 間短縮相 当 分以上の

賃金の削減が可能 で あ れ ば実施で き る 」 が最 も 多 く 、 次いで 「雇用 を 維持 し た 人数や新規

雇用 の 人 数 に 時 じ た助成があ れ ば」 な ど と な っ て い る O 労働組合で は 、 「賃金 の 減少 を 助

成 し て く れれば」 が最 も 多 く 、 次 い で 「期 間 や労働時 間 、 賃金な ど に つ い て 事前 の合意が

あ ればJ 増加 さ せ る 従業員 数、 現在の従業員 数 を 減 ら さ な い と の事前の合意があ れば」
の}II夏。

実施困難な理由 企業で は 「賃金削減が従業員 の士気に 影響す る 」 の 割合が最 も 多 く 、 「賃

金削減は従業員 、 労働組合の 反対が大 き いJ r新 た な 従業員 の 採用 に賃金以外の コ ス ト が

か か る 」 な ど。 一方、 労働組合で は 「賃金の減少 は従業員 の 反対が大 き い」 が多 く 、 次い

で 「賃金減少で新 た な 仕事が必要J r新規採用 者 は す ぐ に 業務 を こ な せず、 現在 の従業員

の負担が大 き く な る 」 な ど。

ま と め ワ ー ク シ ェ ア リ ン グが雇用 の維持 ・ 創出 に有効 な 手段 で あ る と 大半 の 企業、 労

働組合は認識 し て い る が、 多 く は実施 困 難 と 考 え て い る O こ う し た 中 で 、 様々 な 取 り 組み

が実際 に行 わ れて い る O 労働組合が企業 に 比べ ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ に積極的 な と こ ろ が多

い 。 導入の 条件 と し て 、 企業で は賃金削 減関係が多 い の に対 し 、 労働組合で は 経営者側 と

の事前合意 を あ げて い る と こ ろ が多 か っ た 。

「 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ」 の主主義

OECD 就業者 と 失業者 の 聞 で公平 に仕事 を 分か ち 合 う こ と O

EC 就業 を 希望す る すべ て の者 に対す る 雇用機会 を 増加 さ せ る た め に 、 経済

に お け る 総雇用量 を 再配分す る こ と 。

ILO 一 時 的 で あ る と 考 え ら れ る 人員 過剰 問 題 に 直面 し た 場合 に 、 人員 削 減 を

回 避す る た め に 労働 時 間 を 短縮す る こ と O
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第七節 兵庫県下企業の rI T 度J

1 .  IT 化、 万能で は な い が 必要条件
大 震 災 後 、 神 戸 経 済 が “ 8 割 復 興 " に と ど ま っ て い る 背 景 に は 、 企 業 の I T

(Information Technology . 情報通信技術) 化への対応の遅れがあ る の で は な い か一 日 本

銀行神戸支屈が2000年末 に発表 し た レ ポ ー ト で指摘 し て い る O レ ポ ー ト は兵産県下の企業

約300社の 開 き 取 り や通産省 な どの 統計か ら の分析 に よ る 。 以下、 主 な と こ ろ を み て み よ う O

IT 革命は 第 3 の革命 世界経済 は IT 革命の 波 に 直面 し て お り 、 官E に は 「農業革命J r産

業革命j に 続 く 人類史 [-.第 3 の 革命 と 位畳づ け て い る O げ が個 人や企業、 政府部門 ま で

広 範 な 影響 を 及 ぼ し つ つ あ る の は事実で あ る O

IT の効用 企業 の 生産性向 上 に どの程度貢献す る か に つ い て は 実証 的 な 結論 は 出 て い
な い。 企業経営者か ら は IT の進展があ ま り に も 急速で、 シ ス テ ム の 陳藤化 な ど に よ る コ

ス ト 増 に つ な が る と い っ た声 も 聞 か れ る が、 伺 々 の 企業の発展や県産性の 向 上、 技術革新

を も た ら す可能性の大 き い こ と は 認識す る 必要があ る O

企業経常 に お い て IT 活用 の 方法論で は考 え ね ばな ら な い が、 IT の必要性 に つ い て は議

論 の 余地 は な い の で は な い か。 中 央 に対 し 地方経済の 場合、 IT 化への対応 は 重要 だ 。 イ

ン タ ー ネ ッ ト 技術 の 高度化、 普及 は 近 い 将来、 市場の境界 を 突 き 崩 す 可能性があ る 。

県下企業の “何 度" 大震災の影響や IT 化 に な じ み難 い 産業構造か ら 、 全 国 よ り も 立

ち 遅れ て い る O 差 し 当 た っ て 、 ①IT メ ー カ ー (提供部 門 ) よ り も ユ ー ザー (利用 部 門 )

の 強化 ②ユ ー ザー の 中 で も 港の機能や重厚長大産業 に も な じ み易 く 、 合理化効 果 の 大 き

い 「物流部 門」 を 重視す る こ と ③ 中 小企業 の IT 化の推進、 が重要で は な い か 。

IT 化の鍵 IT 革命 は 光 と 影 の 部分 を 含ん で い る 。 企業経営上予期せぬ 問 題 が生 じ る 可

能性 も あ り 、 IT 化成否 の 鍵 は 、 企業経営者 自 身 の 識見 と リ ー ダー シ ッ プ に 負 う と こ ろ が

大 き い 。

企業のパ ソ コ ン 保有台数、 増加率 的年の時点で、 兵庫県 は444台 と 全国 (742台) の 約

6 割。 97�99年 間 の増加率 は全国が 5 割強 に 達 し て い る の に対 し 、 兵産県 は 16 % と 大幅 に

下 回 っ て い る O ま た 、 企業通信網 ( ネ ッ ト ワ ー ク ) 保有企業の比率 は 、 99年で兵庫が26% 、

東京都 は35 . 3 % 、 神奈川 県33 . 8 % 、 大阪府29 . 2% と 大差があ り 、 全国平均の26 . 8% よ り 低

い o 情報処理関連 に投入 し て い る 経費 (2000年度見込み ) は 、 1 企業 当 た り 5 億6 ， 500万

円 で全 国 ( 9 億8 ， 200万 円 ) の 6 割 に 満 た な い 。 県下企業の “IT 度" は全国 に 比 べ て 質 量

と も に大 き く 立 ち 遅れて お り 、 し か も 全国 と の格差は さ ら に拡大 し て い る 可能性が大 き い 。

な お 、 県下世帯 の パ ソ コ ン 普及率 は48 . 1 % 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の普及率は34 . 0% 。 いずれ

も 都道府県加 で は 10位 ( l 位 は神奈川県で57 . 3% と 44 . 5 % ) に位置 し て い る O 全国平均 の

43 . 7% と 30 . 5 % を 上回 っ て お り 、 企業部 門 に み ら れる ほ どの 立 ち 遅れは み ら れ な い 。
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立 ち 遅れ の原因 IT 化 の 波 は 80年代後半 と 90年代後半 の 2 回認め ら れ る o 80年代後半

は 自 動車電話、 携帯電話 な ど信 人 ・ 家庭が中心で首都 圏 、 大 阪 な ど人 口 の 多 い地域 に IT

化が進 み 、 90年代後半 は イ ン タ ー ネ ッ ト の登場 と 爆発的普及で企業活動 に 大 き な 影響 を 及

ぼ し た 。 県下企業 に と っ て の不幸 は 95年 l 月 の大震災の発生 と そ の復興 に 力 を 注が ざ る を

得 な か っ た こ と で、 全国の IT 化の潮流 に乗 り 遅れ る 結果 と な っ た 。

ま た 、 神戸 を 中心 に し た被災地の産業が、 造船、 重機か ら 酒造、 洋菓子 ま で手作業 に頼

る 部分が多 く 、 構造的 に IT 化 に な じ ま な い こ と な どが挙げ ら れ る O

IT 化対応への提言 'IT 革命」 は瓶ス ピ ー ド で進行 中 で 、 経済活性化 あ る い は企業経営、

産業構造 な ど に 及 ぼす 影響 は 明確 に は な っ て い な い 。 し か し 、 IT へ の 対応が、 大多数の

企業 に と っ て 、 近い将来、 企業生 き 残 り の た め の必要条件 に 近 い も の に な る O

神戸港 を 中心 に し た物流部 門への導入や、 行政、 経済団体の支援 に よ る 中小企業 の 、 例

え ば製 品 や 得 意技術紹 介の 共 同 サ イ ト の 開設 も 効果的 と 考え ら れ る O

2 . 兵庫県、 IT 関連 に90億円

兵庫県 は 2001年度 の 当 初予算 に IT (情報通信技術) 関連の事業費 と し て 90億7 ， 900万 円

を 盛 り 込 ん だ。

県内全域 を 結ぶ光 フ ァ イ パ ー 網 を 整備 し 、 行政事務の電子化 と 民間事業者への 開放な ど

を 順次進め る O イ ン フ ラ 整備 と 並行 し て 、 商工業振興の ソ フ ト 施策 も IT シ フ ト が鮮明 と

な っ て い る O 中小企業 ・ 商応街の情報能力 の 向上 と 活性化 を 図 る こ と に し て い る 。

総延長1 ， 200 km に 及ぶ光 ケ ー ブルで県内全域 を 結ぶ大容量高速通信網 「兵庫情報ハ イ ウ ェ

イ 」 は 、 IT 関 連の64事業 の 日 玉の ひ と つ で22億 1 ， 300万 円 を 計上。 大半が2001年毘の 制御

機器工事 に 充 て ら れ、 運用 は 2002年春 を 目 指 し て い る O 通信速度 は 1 . 8 GB 0 1 GB で音楽

CD 一枚 を l 秒 間 で送信 で き る O 当 面 は 回 線数の 3 分の l を 県庁 な ど公共機関 が使 い 、 3

分の 2 は 民 間 に 無償開放す る O

ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 技能講習 に 20億2 ， 100万 円 を 計上。 だ れで も が げ を 利用 で き る

よ う に 、 パ ソ コ ン の基本操作 や イ ン タ ー ネ ッ ト 、 電子 メ ー ル の利 用 方 法 な ど基礎技能 を 教

え る 。 県 内 の 成人約20万人が対象。 無料。

教育 の 情報化 に は 6 億4 ， 400万 円 。 公立学校 で イ ン タ ー ネ ッ ト を 活用 し た授業 を 実現 し 、

IT を 使 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 の 向上 を 目 指す ほ か、 県立学校内 で教室 を 結 ぶ ネ ッ

ト ワ ー ク を 整備す る O

く参考文献〉
「管内企業 に お け る IT 化の現状 と 今後の方向」 日 本銀行神戸支庖 2000年12月
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は じ め に

震災 6 年 目 、 震災復興 は 、 後半期 に 入 っ た 。 行政や民 聞 に よ る さ ま ざ ま な レ ベ ル で お こ

な わ れた前半期 の検誌 に よ っ て 、 ま ち づ く り の視点、が確立 さ れて き た よ う に 思 え る O

ひ と つ は 、 ま ち の復興 は モ ノ の再建で は な く 、 暮 ら し の再建、 コ ミ ュ ニ テ イ の再生 だ と

い う 視点が定着 し て き た こ と であ る O す で に 、 土地区画整理事業地区の住民 は 、 面的整備

は土地か ら 暮 ら し を 切 り 離 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 消 滅 さ せ、 弱者の帰還が達成 で き な く な る

恐れがあ る と 指摘 し て き た 。 同 時 に 、 自 分 た ち で道路や公闘 を 描 き 、 再建可 能 な 往時模型

を 載せ た 「モ デル換地案」 を つ く り 、 行政の作業 を リ ー ド し た住民た ち も い る O

土地 さ え 整備 す れ ば、 あ と は 個 人資産 の 範 囲 で住居 を 建て れ ばい い 、 と い う の が土地区

画整理事業の 原 則 で あ ろ う が、 い ま 被災地で は 、 ま ち に暮 ら し が戻 っ て こ そ復 興 だ 、 と い

う 総合的 ま ち :再建 プ ラ ン が、 反省 と 期待 を 込め て語 ら れ る よ う に な っ た 。

こ れ に は情報 (公開 と 共有) の 問題がか ら ん で く る O 区画整理事業が進展 し 、 だれが ど

の場所 に 新 し く 土地 を も つ か と い う 仮換地指定の段階 に 入 る と 、 事業は個 人 の 資産 に か か

わ る 話 に な り 、 事業執行者 (行政) は 、 だ れが ど こ の 土地 を 所有 し 、 どの よ う な 条件で仮

換地す る か な どの情報 を 、 一般 に非公開 と し て 閉 ざ し て し ま う O 住民た ち が ま ち の将来 を

話 し合 う 手がか り がな く な る O そ こ で、 ま ち づ く り 協議会な ど は 、 聞 き 込み 取材 を 開始 し 、

メ ジ ャ ー を 持 っ て他人の土地 を 測量す る O 地域運営主体 と し て の資格で 、 で き な い こ と を

や っ て し ま う の だ。 そ こ か ら 協調再建住宅や並木の イ メ ー ジ、 公園管理の方法が 自 ら の も

の と し て語 ら れて い く O ま ち づ く り は 「 お せ っ か い 精神」 がな け れ ば形骸化 し て し ま う O

滅失戸数 を 上 田 る 数の住宅が建 っ た の に 、 も と の住民は 3 割以下 と い う 地区 も あ る O 物

理 的 に 復興 し で も 、 住 み手が新 し く な り 、 ま ち は見 え な い と こ ろ で変 わ っ て し ま っ た 。

そ こ か ら 、 ま ち の復興 を ど う と ら え る か、 新 た な枠組み を さ ぐ る 思索 も 生 ま れて き て い
る O 市街地 と い う も の は 、 時 間 の 経過 と と も に い つ も ど こ かです き 間が生 ま れ、 そ の空隙

を 、 そ の 時代 の 色 彩 を 背負 っ た 建物が埋め て い く O そ う し た繰 り 返 しが、 ま ち の秩序 を 成

熟 さ せて い く O と み れば、 あ の大 き な 断絶 の 後 の 緊急、 ま ち づ く り を 、 持続可能 な ま ち づ く

り に 移行 さ せ る た め に は よ り 多 く の努力が必要で あ る こ と は 自 明 で あ る O

思 い 出 の場所 を 失 う と い う こ と は 、 自 分の歴史の 一部 を 失 う こ と で も あ る 。 そ の昔、 阪

神 聞 は 良好 な 住宅地の イ メ ー ジ を 育 て て き た 。 だがい ま の住宅供給過剰 は 、 大都市 に 近接

し た交通便利 な 地域 と い う 経済的 な 要因 か ら が大半で あ る 。 記憶 を 断絶 さ せず に 、 こ の地

の風光 ( 自 然 ・ 歴 史) と 文化がは ぐ く ん だ遺産 を 維持 し 、 発展 さ せ た い と い う 願 い が強 く

語 ら れて い る O かつ て の 「都市の記憶」 は 、 ひ弱 な ノ ス タ ル ジ ー で は な く 、 次 の ま ち を 築

く 力 強 い パ ネ と な る はずだ。

設興後半期 の 第 1 年 は 、 そ う し た視点が確立 さ れ、 視野 を 広 げた 年 だ、 っ た 。
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作品 復興都市計画事業の腕
1 . 鷹取東第 l 地区 で事業完了 一土地区画整理事業

4 市 l 町、 18地区 、 254ha の復興土地区爾整理事業地区 の う ち 、 2001年 2 月 21 日 に神戸

市長田 区 の鷹坂東第 1 地区 で 、 土地所有者の権利 を 確定す る 換地処分公告が出 さ れ、 事業

を 完了 し た 。 震災発生か ら 6 年 1 ヵ 月 、 仮換地 開 始 か ら 4 年半、 総事業費 100億 円 で 、 行

政 に よ る 復興区画整理事業で は 最初 の事業完了 と な っ た 。

2001年 3 月 13 日 に は 西宮市森具地底 で換地計画がま と ま り 、 縦覧 さ れた後、 2001年10月

に 換地処分公告が出 さ れ、 事業完了 す る O

〔移転探障費で事業費470億円増加 一 神戸市、 事業期眼も延期〕

神戸市 は2000年度予算で復興土地区画繋理事業の期 間 を 、 新長 田駅北 地 区 で2003年度末

ま で に す る な ど最長 4 年延長 し た 。 I司 時 に 、 総事業費 を 約470{.意 円増 や し 、 1 1 地 区 の 合計

額で1 ， 957億 円 だ っ た の が2 ， 430億 円 に拡大 し た 。

増加分 は 、 事業進展 を 待 ち き れな い住民が元 の土地 に 家屋 の 再建 に踏み切 り 、 そ の後、

仮換地指定 に と も な っ て こ の家屋 を 撤去 ・ 移転す る 際 に受け取る 保障費が大 き な部分 を 占

め て い る O

尼崎市 も 築地地区の事業期 聞 を 暫定措置 と し て2000年度末 ま で 1 年延長。 西宮市 も 西宮

北 口 駅北東地 区 と 森具地区で2001年度末 ま で 2 年延長 し た 。

〔仮換地率 神戸市東部は ほ ぼ 9 割、 商部は 6 割〕

神戸市 内 11 地 区 の 仮換地処分率 は 2001年 3 月 末 で全体で は 前年 よ り 10% 進 ん で、75% に

な っ た 。 こ の う ち 、 鷹取東第 1 地豆 に次 い で 、 六 甲 道駅西地 区99% (前年94 % ) 、 森南第

1 地 区95% ( 問87% ) 、 松本地区93% ( 同73 % ) 、 六 甲 道駅北地 区92% ( 同88% ) 、 森南第

2 地区92 % (同75 % ) な ど 5 地区 が 9 割 を 超 え た。 た だ、 事業完了 し た 鷹取東第 1 地区で

も 震災前の住民2 ， 051人の う ち 、 90人の犠牲者 を 除い て も 、 「帰還」 し た の は約 8 割程震 と

み ら れ、 歳 月 の 重 さ が現れて い る O

仮換地が停滞 し て い る の は 、 事業計画決定が事業 地 区 で は 最後の 1999年10月 に な っ た森

南 第 3 地区56 % 。 次い で新長 田駅北地区62% ( 同 45 % ) 、 御 菅酋65 % ( 伺56% ) 、 鷹取東第

2 地区68% ( [司 54 % ) な どの 長 田 区 内 の事業地区 に な っ て い る O

神戸市 内 で は 民 間 の 組合方式で、 ミ ニ 土地 豆画整理事業 を お こ な っ た 2 地区 があ り 、 こ の

う ち 灘区神前町 2 丁 目 北地 区 (0 . 5ha) が2000年12月 に事業 を 完了 し た。
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(表 1 ) 復興土地区商整備事業 (2001 年 3 月 末現住)

ト鷹取東第1
8 . 5ha 905世帯
鷹取東第2
19 . 7ha 1 . 747世帝

東部新都，C，、
122haの う ち75ha
全体 143. 2ha 

常盤町、 千歳町、 大池町な
ど 10 協 議 会 が 95/07 か ら
96/02にかけ発足
千歳連合を結成 (95/10/15)ド 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 ー 一
(元) 1 1崎製鉄、 神戸製鋼所の
工場跡地)
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森南第1 6 . 7ha 森南町1 丁 目 (96/12/08分離) 1 97/09/25 1 9ν03/12 1 97/09/26 1 95 % 

4 . 6ha 森南町3丁目 (97/01/19分離) 1 98/03/05 1 1 98/03/20 1 92 % 
i 森雨第3 5 . 4ha 森 南 - 本 山 中 町 ( 95/02/24発 1 ^^ " ^ .^� 1 人 、 i “ 二 4 円I[ 99/10/07 I 1 99/11/17 1 56%  !;':E) ド も V ' I I vv ��' � ' 1 ト ー 」 ー + 一 一 一 一 -[ 一 一 一 ÷ 一 一 一
i 六甲道駅商 ({主市総) I 琵琶町復興住民協議会 I 96/03/26 I 96/1 1/29 I 96/12/11 i 99% 
3 . 6ha 194世帯 1 (95/03125) 
元中逼駅�t - - lt�両日白; 苛白 (95/08) ì 96-/11-/06 1の;φ7ぉ-lhiゐ3/14 1 92-%
16 . 1ha 1 3了 目 、 4 ・ 5丁 目 (95/08)
1 . 81Oi苛帯 | 稗原町1丁目 (95/09)

稗原町2 ・ 3 ・ 4丁 目 (95/09)
駅前 ・ 永手町5了呂 (95111 )
森後町3丁目 (95/08)
1 96/04連合協議会設立

| 松本 卜 松本地区 (95/05/07)
1 8 . 9ha 1 ， 206世帯 1 
「福音7主

一 ー 一 一 一 I斜面一. 4合国対瓦協
一 一 ← → 7 jLi心06 1-計;白7日 1 -97λ0/24 ì 85瓦

5 . 4ha 5541世帯 1 (95/06/18) 
相1苦言 一 一 ?由訴) ' 6T出I三< � T 9ÙÜÙ14 T9s1む/08 98/01:;20 1 65-% -
4 . 6ha 331 世情 I (95/04123) 
事庁長田駅北 ト御屋敷通1-6丁 目 、 水笠通1-659 . 6ha 了B 、 松野通1-4T 目 、 神楽

町、 細田町な ど21協議会が
95/05か ら 96/01 に発足。 2000
年03月 末は18協議会
96/06/22連合協議会設立
「鷹取東復時(95/07/02) 凶/而ト一白必川;沿也;三瓦ギ中iお瓦副山8-1ι一イ九|ドh話w耐而5U抗Jゐ届O吋9/λ13山山山10一i日而0∞“h

4必心b祈ジ己 厄5 川5計7/泊dω9/06何6-1 而h玩7/(局0ωb抗Jλ厄lÎ 1 6の向も

96/伝記 1-9-6/11/01-1 - -96;06 100% 

1 . 142 

尼崎市
1 3 . 7ha 

北淡町 ( 寄島
20 . 5ha 
事業地区
253 . 9ha 
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lmq) 
西部地区ま ち再興
(96/03/17) 
第…地区 (前回、 清水町)
第二地区 (津知、 J l I1JtîIIlJ)
香炉国森具地反
(95/04/16) ー ト ー 一 一 一 一 ← ー
北口 ・ 高木

75% 

9s105125- 1→99/08/2-0 -1 99/i2/24 r 5.0/6-. 91;a -=-72 % 
98/03/26 1 99/03/16 1 98/10126 1 5 . 4/8 . 0ha=67% 

96/02/29 1 96/11/30 97/01/17 1 7 ， 2/7 . 2haニ 100%
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(表 2 ) 復興市街地再開発事業 (2001 年 3 月 末現在)

市 町 面積/震災前世帯数

神戸市 ( 六 甲町地区
( ウ エ ル ブ六甲道)
5 . 9ha 700世帯

住宅供給計 閥
3 ， 000戸
(分譲2 ， 00。
賃貸1 ， 000)

ま ちづ く り 協議会の名称 j 事業計画
発 足 時 期 決 定

管理処分 |
計画決定 建築工事着工

深田4 (第l地区) 96/03128 97/03/21 97/07/04 
桜備4 (第2地区) 98/08 99/06 98111 (受け皿住宅着工)
桜 口5 (第3地区) 97/ 1 1  98/ 1 1  98/0Z (受け皿住宅着工)

98/03 99/03 I 98/0引受け 鼠住宅着工)

100% 1 86% 着手86% ピル完成30%

96/10/31 1 97/08/29 1 97108 ( 受 け 皿 伎 宅 1 2004/3
着工)

業i地色7hii(h:4i 長長一1 97/01/14 1 98;ol 
5， 6、 7、 大橋5、 6、 7 ) 、新長 田
駅前地区復興(95/07/13)
第 3地区4 . 4h a ( 若松3、 大 1 97/10 1 98/08 
橋3、4)新長田駅南大若復興
地反言十 1 88% 1 44% 

97/05 ( 受 け 皿住 宅 1 2004/3
着工)

99/01 I 2004/3 

着手43% ピ ル完成18%

住宅供給計画 3 ， 000戸 ( う ち賃貸住宅1 ， 200戸)
住宅契約済み 1 ， 222戸 ( う ち賃貸住宅679戸)

西宮市 | 西宮北口釈北東 再開発準備組合 (92/04) 96/05/07 97/03/06 98/03 2003/3 
3 . 4ha 270世帯 再調発推進協議会 (95/04) 山吋完「

宝塚市 | 売布神社駅前 売布神社釈前街づ く り 96/05/31 97/02125 97/08 99/10122 
1 . 6ha 権利者似 山/06 完成
仁川駅前 (住市総) 97/06/18 98/03 99/05 2003/3 
l .  6ha 権利者91人
宝塚駅前 (花の道) 96/03125 96/12125 1 97/09/26 200113/31 
0 . 9ha 居住29世帯 (完了)
事業者34件

市街地再開発 計 6地底 33 . 4ha 事業決定地区 12地区 管理。処分決定地区 10地区
(注) 協議会の名称は 「 ま ち づ く り J r協議会」 を 略。 設立時期は市の認定時期 と 異な る こ と があ る 。

〔淡路 ・ 富島地 区 は 2 割 に と ど ま る 〕

18地 区 の 仮換地率 は 全体で78% だが、 西宮市森具地区 の 100% の ほ か、 西宮北 口 駅北東

地区93% ( 向92% ) 、 芦屋市 中央地区92% ( 同68% ) な どが 9 訴 を 超 え た 。

一方、 住民 と 対立が続い て い る 淡路 島 ・ 北淡町富島地 区 は 19 . 7% ( 同 12 . 9 % ) に と ど ま

り 、 住民全体 と の 合意 の 方 向 が見 え な い。 尼崎市 の 築地地区 は66% ( 同 64 % ) だが、 こ こ
は 液状化 で 1 ， 200 世帯 の ほ と ん どの住宅が傾 い た も の の 、 従前 の住居 に 住 む こ と がで き 、

離散や 疎 開 は低い率 に と ど ま っ た 。 仮換地率が増 え て い な い の は 、 地[R全体を 1 m ほ どか

さ tげす る 大規模な 基盤工事の た め に よ る O
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2 . 藤長田駅南の計画 を 見画 し 一市街地再開発事業

復興市信地再開発事業 は 6 地 区 の 33ha で進め ら れ て い る O 宝塚、 開宮市 と 神戸市灘区

の 六 甲 道駅南地 区 で は ほ ぼ!II買調 に 進 ん で、 い る も の の 、 神戸市長 田 区 の新長 田 駅南地 区 で は

事業計画が決定 し て い る の は 3 地区24工区 で全体計画 の84 % 。 工事着手 も 30 % に と ど ま っ

て い る O

〔駅長田駅南の住宅建設のめ ど は半分だ け 〕

住宅の再建が 「東高西低J で あ る よ う に 、 大阪や阪神 間 に 近い被災地東部 は 活性エ ネ ル

ギー があ る が、 再 開発 ピ ル建設で も 、 六 甲 道駅南地区 は 14棟の ピ ル建設計画 の う ち 7 棟が

完成、 5 棟が工事中 で 、 残 る 2 棟 も 2001年度予算で事業費が計上 さ れ る O こ れ に対 し て西

の新長 田 駅南地区 は 、 約30棟 の ピ ル建設計調の う ち 事業計調が決定 し た の はお棟。 う ち 6

棟が完工 し 、 6 棟が工事中 だが、 18棟 は 未着工。 神戸市 は30 階建て の高層 ビ ル を 中層 に変

更 し 、 学生向 け の 賃貸住宅 に す る な どの計画見直 し を 始 め た (神戸新開2000年11 月 29 日 付) 0 

2000年12月 の神戸市議会決算特別委員 会で市 は 12003年度末 に は 、 商業、 住 宅 と も に震

災復興の部分 に つ い て は め ど を つ け た い」 と 述べ、 計画全体の完了 は さ ら に 遅 れ る 見通 し

を 示 し た 。 こ れ は 、 住宅計画3 ， 000戸 の う ち 、 1 ， 500戸 は2003年度末 ま で に は建設 さ れ、 震

災時 と ほ ぼ同 数 に 民 る も の の 、 残 り 半数 に つ い て は 実現が難 し い状況 に あ る 、 と 受 け と め

ら れて い る 。 (注 1 ) 

こ う し た遅れ に 、 地権者の 中 に は 、 か つ て の ま ち の に ぎ わ い が:再来す る と い う 夢 に不信

を 抱 く よ う に な り 、 土地の売 り 渡 し に応 じ な く な る な ど、 事業進行 に 障害が増 え て き て 、

事業 は 今設 さ ら に 10年 は か か る と み ら れ る よ う に な っ た 。

(注 1 ) 2000年12月 8 日 の神戸市議会決算特別委員会で市 は 、 新長田駅南地IRの地主、 家主、 借家人な ど権利者
2 ， 200人 の う ち 、 地区外への転出 を含め、 再建方法が決 ま っ た の は1 ， 500人。 約700人は こ の時点で再建の
方法は決ま っ て いない、 と 報告 し た。

〔宝塚、 商茸で ツ イ ン ピル完成〕

神戸市灘区 六 甲 道駅l有 地 [R で は 、 2000年 4 月 、 高層 ピ ル で は 3 番 目 の 「 ウ エ ル ブ六 甲 道

2 番街」 が完成 し た。 6 階 か ら 30 階 に 170戸 の分譲住宅があ る O

西宮北 口 駅北東で建設 さ れ て い る 19 階建 て の ツ イ ン ピ ル IACTA西宮」 は2001年 3 月 末

ま で に ほ ぼ完成、 4 階 ま で は 商業施設で、 上 の 階 に は320戸 の住宅があ る 。
宝塚市の阪急宝塚駅前 の 13階建て ツ イ ン ピ、 ル 「花の み ち 1 . 2 番館」 は 、 2000年 9 月 に

オ ー プ ン し た 。 1 、 2 階 は地元の小売屈 な どが入屑 し た商業施設。 3 階は 、 当 初 は各 !吉舗

と な る 民 間 テ ナ ン ト を 予 定 し て い た が希望がな く 、 そ の 後、 介護福祉士養成学校 や 花 の

ミ ュ ー ジ ア ム な ど を 検討 し た が集客力 の 問 題 な どか ら 断念 し 、 花 を テ ー マ に し た家具や イ

ン テ リ ア な どの 10出舗が入 る 「華生活」 と 名 づ け た ゾー ン 、 人形や 陶芸 な どの 6 工房が入
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る 「花工房J の ゾー ン と し 、 こ の 2 ゾー ン を 結ぶ 回 廊 を 塚 は な 回廊J と 名づ け た 。 4

階以 仁 に は 1 53戸の住宅があ る O

3 . 住民 ・ コ ン サ ル タ ン ト に よ る 総話 と 提案

土地区画整理事業 の 手法 に つ い て 、 内 田 亘 ・ 前神戸市都市計画局震災復興土地区画整理

部 長 は 、 関 東大震災か ら 第 2 次大戦後の 戦災復興の市街地復興 を 見渡 し な が ら 、 「基盤整

備 の 内 容 に よ っ て事業化へ の 考 え 方が柔軟化 さ れて い る 」 と い う 認識 を 示 し て い る 。 阪神 ・

淡路大震災で の復興土地花画整理事業で も 「施行函積や補助金 に か か る 採択基準等の 緩和

等 に よ り 、 地域 に 合 っ た施行が よ り 可能 と な り 、 今後 も 可能 と な る 地区 が拡大 さ れ る も の

と 思 わ れ る 」 と 、 こ の制度が柔軟 に 運用 さ れ る こ と を 予想 し て い る O

さ ら に 「都市基盤整備か ら 都市 の 再生へ と 新 し い ま ち づ く り の転換期 を 迎 え よ う と し て

い る な か、 土地区 画整理事業 の活用 無 く し て は都市再構築 の 基礎 固 め は 望 め な いJ ( ，震災

復興土地K画整理事業の実際J r市街地復興事業の理論 と 実際』 神戸都市問題研究所、 2000年 3 月 ) と 、 ま ち づ

く り に お け る 土地区画整理事業の;有効性 ・ 重要性 を 強調 し て い る O

し か し 、 住 民 に と っ て は 、 こ の手法 は梗直 し た行政権力 と い う 受 け と め 方が強 く 、 批判

や 改善 を 求め る 声がわ き お こ っ た 。 震災復興の後半段階 に 入 っ て 、 こ れ ま で の復興の歩み

を 記録 し 、 見直す活動が住民や コ ン サ ル タ ン ト ら に よ っ て各地で進め ら れ、 土地区画整理

の 手法 に対す る 問題提起や提 言 も 現れた。 こ の 中 か ら 、 土地区画整理事業地区 の神戸市灘

区六 甲 道駅北地夜、 長 田 氏鷹取東第 1 地区 、 尼崎市築地 地 ほ の 、 住民、 研究者、 コ ン サ ル

タ ン ト ら に よ る 検証 と 総括 ・ 評価や次の時代への提案 な ど を 紹介す る O

[ I ]  8 ブロ ッ ク が協調 し て ま ち づ く り 一 六 甲 道駅北地区

六 甲 道駅北地区 復興土地区両整理事業 ( 8 街区 1 6 . 1ha

震災前人u ・ 世帯数 (1991年国勢調査) 4 ， 186人 1 ， 837世帯

震災後人 口 ・ 世帯数 ( 1995年10月 、 同) 2 ， 25 1人 979世帯

全壊全焼 568棟 半壊 115棟 (神戸市消防局 )

区 画整理事業決定 1996年1 1 月 6 日

事業着手 1997年 3 月 日 日

仮換地指定率 (2001年 3 月 92 %

六 甲 道駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会は2001年 l 月 17 日 、 復興 ま ち づ く り 5 年 間 の記録

誌 「未来へ ( あ すへ凡 を 発行 し た 。 「 こ の記録誌 は 、 六 甲 道駅北地 区 の “ ま ち づ く り " 活

動 6 年 日 時点 に お け る 記録であ り 、 震災復興土地区画整理の事業記録で は あ り ま せ んJ と
断 っ て い る よ う に 、 「土地区画整理事業 は い ま も 継続 中 だが、 こ れ ま で の ま ち づ く り 活動

を 整理 し て 、 次の 世代 に す ば ら し い ま ち を 手 わ た そ う j と い う 方針で作成 さ れた 。
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編集 は 、 連合協議 会 に 参加 し て い る 8 つ の ま ち づ く り 協議会 と 連合協議会の専 門部会か

ら 選 ばれ た編集委員 を 軸 に2000年 4 月 か ら 16 同 の 編集委員 会 を 開 い て進め ら れ、 約60人が

執筆 し て い る O 発行資金は神戸市合併前の 旧村所有の土地 ・ iJ l林 ・ 集会所建物 な どの財産

を 管理 し て い る 都賀幹産管理会、 八幡財産管理会か ら の補助金、 神戸市か ら の助成、 コ ン

サ ル タ ン ト チ ー ム か ら の援助 な どで ま か な っ た。

A 4 版、 205ペ ー ジ に お よ ぶ記録誌 「未来へJ か ら 、 住民の 自 で見 た ま ち の復 興 の 歩 み

を 抄 出 す る 。

(肉 1) 六 甲道釈北地 区 ま ち づ く り 協議会区域殴

( ，未来へー復興ま ち づ く り 5 年間の記録」 よ り )

〔抗議 か ら 交渉へ 一住民の ま と ま り と 学者 ・ コ ン サル タ ン ト の支援〕

六 甲 道駅北地 区 は 灘区 の ほ ぼ中央で、 六 甲 山 地 を 背 に大阪湾 を 見 渡 す 1 11 ろ く に あ り 、 古

く か ら 六 甲 山 を 越 え る 道が通 じ て い る 。 酉 は都賀 川 、 東 は石崖川 に は さ ま れて い る 。 1929

年 に神戸市 に 合併 す る ま で は 六 甲村で、 さ ら に以前は都賀 、 八|幡、 河ー涼村 に 属 し て い て 、

こ の地域単位が財 産 区 や 白 治会の 地域区分 に継承 さ れて い る 。

復興土地区画整理事業六 甲 道駅北地区 に指定 さ れ た の は 、 森後町 3 丁 目 、 六 巾 町 1 丁 目 、

六 甲 町 2 丁 目 、 六 甲 町 3 丁 目 、 六 甲 町 4 ・ 5 丁 目 、 永手町 5 了 目 、 稗原 町 1 丁 目 、 稗原 町

2 ・ 3 ・ 4 了 目 の 8 ブ ロ ッ ク 。 JR 六 甲 道 駅 を 中 心 に し た 東部副都心 の 一 部 で 、 震災前 は

約 1 ， 800世帯、 4 ， 200人が住 ん で い た 。 戸建て住宅が538棟、 長屋443棟、 木造共 同 86棟、 マ

ン シ ョ ン 64棟、 計 1 ， 13 1棟の建物があ っ た 。 全壊全焼568棟、 半壊115棟で、 被災割合は67%

に お よ ん だ。
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こ れ ら 8 ブ ロ ッ ク は 、 神戸市の 重点復興地域の 「 六 甲 道駅周辺地区J (25 . 6ha) の う ち

六 甲 道駅の北側 の 16 . 1ha。 復興区 画整理事業地 区 と し て は 、 神μ製鋼、 ) 1 1 崎製鉄 な ど製

鉄所移転 跡 地 の 東部新都 心 、 JR 鷹 取工場跡 地 の 鷹 取 第 2 を の ぞ く と 、 新 長 田 駅北 地 区

(59 . 6ha) 、 北淡町宮高地区 (20 . 5ha) に 次 い で広 い 。 六 甲 道駅南側 は 市街地再開発事業

(5 . 9ha ) と 土地区画整理事業 の西地区 (3. 6ha) が都市計画決定 さ れた 。

1995年 2 月 l 日 に 包調整理事業の対象 と 発表 さ れ る と 、 住民は 混乱 し 、 反発 し た が、 3

月 10 日 に住民の有志が 「六 甲 の新 し い ま ち づ く り を 考 え る 会」 を 発足 さ せて 、 3 月 13 日 に

は931人 の 署名 を 集 め て 県知事宛て に 意見書 を 提 出 し た (注 2 ) 0 

「考 え る 会」 は そ の後毎週定期 的 に勉 強会 を 聞 き 、 神戸大学文学部社会学の岩崎信彦教

授 と 学生の支援で住民 ア ン ケ ー ト を お こ な っ た 。 ア ン ケ ー ト は 1 ， 550通 を 発送 し 、 537通が

回 収 さ れ た が、 こ れ に よ っ て 「考 え る 会の今後 と る べ き 方針の 決定 に つ な がっ たJ と 評価

し て い る O

ま ち づ く り の 方 向 や 区画整理の 問題点 を 議論 し た勉強会の成果 と ア ン ケ ー ト で得 ら れた
住民の意思 を 踏 ま え て 「考え る 会」 は 5 月 10 日 か ら 15 日 の 6 日 間 、 神戸市の担当者 を 招 い

て 「神 戸 市 に モ ノ 申 す会」 を 9 自 に わ た っ て 聞 い た 。 いずれの会 も 多 く の住民が参加 し 、

行政側 に 直接不安や不満 を ぶつ け、 ま ち の復興の あ り 方 に つ い て激 し く 議論 し た 。

「考 え る 会」 が署名 運動 を お こ な い 、 「モ ノ 申 す会」 に 集 ま っ て行政 に 対抗す る 姿勢 を

見せ た こ と で、 こ れ ま で諌遠で あ っ た住民 に 連帯 の 感情が広 が っ た 。 (注 3 ) 

ま た 、 当 初 1 h a で あ っ た 近 隣公園 の 面 積 を 住 民 の 要望 に 沿 っ て神戸市 は 0 . 8h a に 縮小

す る と い う 記事が 5 月 12 日 付の 新 聞 に 掲載 さ れた こ と か ら 、 住民は行政 に信頼感 を も ち は

じ め 、 「今後の神戸市 と の話 し合い は 、 対個人で は な く 、 市 の 認 め た住民組織で進 め ら れ

な け ればな ら な いJ と 受 け と め る よ う に な り 、 6 月 3 、 4 日 と 10 日 の 3 回 、 神〆市 の呼び、

か け で 間 か れた土地 区画整理事業説明会 に 多 く の住民が避難先か ら も 参加 し た 。

岩崎教授 ら は 、 「 モ ノ 申 す 会J での議論の ダ イ ジ ェ ス ト 版 を作成 し 、 住 民 に 提供す る な

どの支援 を 続け て き た が、 そ の 後、 区画整理事業が進 む に つ れて住民の考 え 万 と 合わ な い
点 が生 じ 、 住民側 か ら 「先生 と は手法上、 若 干 の 考 え 方 の 相 違 に よ り 、 最後 ま で ご指導頂

く こ と がで き ず に残念で し た」 と 、 た も と を 分 か つ こ と に な っ た 。 し か し 、 震災直後か ら

の支援 は 「 と も す れ ば萎 え そ う に な る 気持 ち が、 先生の ま ち の復興 に か け る 情熱 に支 え ら

れて い た J と 感謝 さ れて い る 。

「モ ノ 申 す 会」 や事業説明会で神戸市 は ま ち づ く り 協議会の結成 を 呼びか け J考 え る 会」

は 設立準備 を は じ め 、 神戸市か ら 派遣 さ れ る コ ン サ ル タ ン ト と の顔合わせ を お こ な っ た 0

6 月 下旬 に今後予想 さ れる さ ま ざ ま な情報伝達の方法 と し て 、 各 ブ ロ ッ ク に 掲示板が立て

ら れた が、 こ の こ ろ の ま ち の気分 を 「未来へ』 は 次の よ う に 記 し て い る O

「 よ く 呂 立 つ場所 を 選 び設置 さ れ ま し た が、 人通 り も な く 建物 も ま ば ら な 更地 の 目 立つ

ま ち か ど に 、 ぽつ り と 立つ小 さ な 掲示板が、 こ れか ら どれほ ど役立つ の か、 ふ と 不安 に お
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も い 、 そ の前途の多難 さ が改 め て 感 じ ら れ ま し た」

(注 2 ) 神戸市の 「上意下達的や り 方」 、 「広報活動の不熱心 さ 」 に み ら れる ，{主民 を馬艇に し た よ う な態度」 に
つ い て不信感 を 表 し 、 「今ま で区画整理事業の話な ど一度 も 持 ち 上が ら な か っ た当地区 に お いて 、 震災後
降 っ て 湧 い た よ う に 区画整理の話を持っ て こ ら れで も われわれ伎民は簡単 に納得す る わ け に は い き ま せ
ん」 と 都市計画審議会 と 都 fぢ計}判決定の延期 を も と め る 内容。 (中野伸一 ら 「土地区前整理事業 と 住民の
対抗お よ び澗務J r社会学雑誌』 第13号 神戸大学文学部1996年)

(i主 3 ) 薮田一彦 ・ 六 甲 道釈北地区 ま ち づ く り 迷合協議会議長 「震災の 2 ヵ 月 後の都市言十爾反対 署名運動や、 神
戸市 に モ ノ 申す会の集ま り を通 し て住民の た く さ んの顔が見 え る よ う に な り 、 仲間 の輸が広がっ て い く
姿に強 さ と 希望がふ く ら み 、 ま ち づ く り 協議会結成へ と 進んでい き ま し たJ ( '震災復興区@î整現事業 と
住民参加のあ ゆみJ r市街地復興の理論 と 実践』 神戸都市問題研究所編2000年 3 月 )

〔連絡会 か ら 連合協議会へ 地堅一体 を 意識〕

六 甲 道北 地 区 の 8 ブ ロ ッ ク で は 、 1995年 8 月 5 日 に六 甲 町 4 ・ 5 了 日 ま ち づ く り 協議会

が設立 さ れた の を皮切 り に 、 こ の年 の 1 1 月 ま で に すべて の ブ ロ ッ ク で ま ち づ く り 協議会が

設立 さ れ た 。

8 協議 会 は 共通 の コ ン サ ル タ ン ト チ ー ム ( 3 社) と と も に勉強会 を 進め た 。 そ れぞれ週

1 回役員 会 も し く は 幹事会 と い う 名称で勉強会 を 開 い て き た が、 役員 や 幹事以外の住民 に

も ま ち づ く り に参加 し て も ら う た め 、 そ れぞれ名 称 を 「勉強会J に 改 め た 。

神戸市 は 六 甲道北地区全体 に 関 わ る 問題 を 協議す る た め連合協議会の結成 を 勧 め た 。 10

月 に そ れぞれの協議会で検討 し た と こ ろ 、 「 ま だすべて の 地 区 で協議会がで き て い な いIそ

れぞれの協議会で ま ち づ く り 提案 を 検討 し て い る と こ ろ J ，-行政側 の 指導で は 、 住民が望

ん で い る 真の ま ち づ く り は で き な いJ ，-減歩率や換地 な ど、 事業 に 関 す る 重要 な 話 し 合 い

が進 んで い な い」 な どの 理 由 で 、 連合協議会の結成 は 時期 尚 早 と し て見送 ら れた 。

こ の 背景 に は 、 商庖が多 い 地 区 、 純粋 な住宅地区 な どの 地 区 の 特性 と と も に 、 財産 区 の

運営、 自 治会の性格 な ど地区 そ れぞれが引 き 継い で い る 「遺産」 の相違があ っ た。 し か し 、

市 と の話 し 合 い が進 み 、 そ れぞれの 地 区 で検討 し て き た 「 ま ち づ く り 提案」 が具体化す る

に つ れ て 、 8 ブ ロ ッ ク 全体での調整の必要が切実 に な っ て き て 、 12月 16 日 に 「 六 甲 道駅北

地 区 ま ち づ く り 協議 会連絡会J が結成 さ れた 。 「 ま ち づ く り は 、 そ れぞ、れ ま ち 特有 の 歴 史

や環境があ る た め 、 各協議会が主体 と な っ て検討」 す る が、 共通す る 課題 は 共通認識 を も

つ よ う にf食言す し て い く こ と に し た 。

1996年 4 月 27 日 、 そ れぞれの協議会が 「 ま ち づ く り 提案」 を 市 に 提 出 し 終 わ っ た時点で、

8 つ の協議会の 連絡調整組織で あ り 、 市 と の 交 渉 窓 口 と し て 「六 甲 道駅北地 区 ま ち づ く り

連合協議会J が設立 さ れた 。 「連合協議会」 は 会 長会 や 専 門 部会 を も う け 、 共 同 再建 ・ 協

調 再建な どの住宅再建の 方 向 を 提案 し 、 地 区計画 を 検討 し た ほ か 、 復興 ま ち づ く り 展や 元

気 ア ッ プ フ ェ ア の 開催 な ど、 イ ベ ン ト を 企 画 ・ 実施 し た 。

専 門 部 会 は 、 住宅再建、 防災検討、 生活環境、 道路広場、 公菌検討の 5 部会 で ス タ ー ト
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し 、 1998年 5 月 に 、 ま ち づ く り 協議会か ら 自 治会への移行 を 念頭 に 6 番 目 の専 門 部会 と し

て 「 自 治会組織検討委員 会」 を 設 け た 。

〔地区の公園管理 を 一元化ー コ ミ ュ ニ テ ィ と 交流の範囲 を広げる 〕

こ れ ら の 専 門 部会 は 、 第 2 次 ま ち づ く り 提案 ( 1998年 4 月 提出 ) に 向 け て 活動 を 進 め た。

専 門部会の う ち 、 特徴があ る 公園検討専門部会 と 自 治会組織検討委員会の活動 を 要約す る O

区画整理事業で は 、 8 ， 000m2 の 近 隣公匿 と 1 ， 000m'の街区公園 の建設が計画 さ れた 。 公園

部会は 「人 に や さ し く 、 子 ど も か ら お年寄 り ま で安心 し て利用 で き る 公園 」 を め ざ し て勉

強 会 を は じ め た 。 コ ン サ ル タ ン ト か ら 話 を 聞 く ほ か 、 小 中学生か ら 意見 を 聞 い た 。

(表 3 ) 僕 た ち 、 私た ち の夢、 希望の提案

小学生
ほ しい施設
ほ し く ない施設
公園で し たい こ と 1 人で ブ ラ ン コ

み ん な で 鬼 ご っ こ
たい木
たい花

さ く ら

ブ一ツ一リ
一
ウ

一一
ヨ

ユ一
チ

チ一
イ

公園部会は 1997年10月 、 樹木 に よ っ て 火災 を 防い だ と 伝 え ら れる 長 田 区 ・ 大国公園 、 住

民 が ピ オ ト ー プ を つ く り 育 て て い る 須磨 毘 ・ 天井川公園 な ど を 見学 し 、 公冨 に つ い て の イ

メ ー ジ が浮 か び、始め 、 「地域住民が公園 を 日 常的 に使い こ な す こ と を 第一 に考 え れ ば、 必

要 な 設備 や 内容 は 見 え て く る J と い う 意見で ま と ま っ た 。

1998年 4 月 に提 出 し た第 2 次 ま ち づ く り 提案 の 中 で、 公園 に つ い て は 「地域住民が 日 常

的 に使い こ な せ る 公園 を め ざすJ I行政 と 協働 に よ っ て住民主体の公園づ く り を 進め る f公

開 の使 い 方 、 利 用 の 仕方 か ら 見 た施設、 整備の あ り 方 を検討 し て い く 」 と 基本 的 な 考 え 方

を 示 し 、 公 開 の 維持管理 に 、 行政 と 協働で積極的 に 関 わ る 住民組織の必要 を 提案 し た 。

こ う し た基本的方針 に 基づい て 、 8 月 に な っ て 、 既存の稗原 町公園管理会の再登録 を 機

会 に 、 こ れか ら 整備 さ れ る 予定の 2 カ 所の公開 を 含 め た 地区全体の公園 を 管理す る 「六 甲

道駅北地区公閏管理会」 の 設立 を 各 ま ち づ く り 協議会 に提案、 了 承 を 得 て 9 月 18 日 に発足

さ せた 。 既存の公園 を 含め て 、 地 区 に あ る すべ て の公閣 を ひ と つ の組織が見守 り 育 て て い

く と い う 方針 で 、 こ れは神戸市内 で は は じ め て の管理会の あ り 方。

新 し く 2 つ の公 開 が整備 さ れ る ま で は 、 既存の稗涼 町公詞 ( l ， 121m2) を 対象 に 、 毎 日

曜 日 に割 り 当 て ら れた担当 町丁が清掃 を お こ な っ て い る が 「担当 に 関係 な く 、 毎週30名 を

超す地域住民が老い も 若 き も 参加 し てJ お り 、 「特筆すべ き は毎週 の 参加 者 の 半数以上が
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男 性」 だ と い う O ま た 、 清掃活動 と と も に 、 毎週 「六 甲 道北公園 だ よ り 」 を 発行 (2000年

末 ま で に 100回発行) し て い て 「公罰 が地域の連帯 と コ ミ ュ ニ テ ィ 育成 の 場 に な っ て い る 」

と 評価 し て い る O

[ 1I ] 初の区 画整理事業完了一鷹取東第 1 地区

鷹取東第 1 地区 復興土地区画整理事業 8 . 5ha 

震災前人 口 ・ 世帯数 2 ， 051人 905世帯

全壊 (全焼 494棟 半壊 40棟

事業計画決定 1995年11 月 30 日

仮換地指定開始 1996年 8 月 28 日

仮換地指定率 (2001年 3 月 ) 100% 

震災復興土地 画整理事業地区 の う ち 最初 に仮換地指定が1996年 8 月 28 8 か ら 始め ら れ

た 長 田 医鷹取東第 1 地区 は 、 1999年12月 に仮換地 を 終え 、 2001年 2 月 21 日 付 で換地処分公

告 を お こ な い 、 事業完了 し た 。 被災地の都市計画事業で は 、 民 間 で土地区画整理組合 を 組

織 し た神戸市j難民 の神前 2 丁 目 北地 区 (0 . 5ha) が2000年12月 に 事業完了 し た が、 行 政 に

よ る 都市計画事業で は最初 の事業完 了 で あ る O た だ、 元 の住民の 「帰還率」 は 8 割程度 に

と ど ま っ て い る O

鷹坂東第 1 地!玄で区画整理事業が他地区 よ り 早 く 進 ん だ 要 因 は 、 地元の 「鷹取東復興 ま

ち づ く り 協議会」 が行政 と 緊張関係 を 持ち な が ら も 「 協働」 の 姿勢で事業 の 遂 行 に 臨 ん だ

こ と 、 コ ン サ ル タ ン ト に 寄 り か か ら ず に住民 自 身が都市計画法 を 勉強 し た こ と な どがあ げ

ら れる o (注 4 ) 

さ ら に 、 事業地 15<: の 西端 の 地 医 を 含 ん だ領域で震災以前か ら 活動 し て い た 「野 田 北部 ま

ち づ く り 協議会J が、 面積 ・ 人 口 で、 は 近 隣 の コ ミ ュ ニ テ イ が大部分 を 占 め る 新 し い 「鷹取

東復興 ま ち づ く り 協議会」 を リ ー ド し た こ と が大 き い。
住民参加の ま ち づ く り が どの よ う に 進 め ら れ、 どの よ う な教訓 と 将来への提言 を 引 き 出

し た か を 、 こ の埼京の復興 ま ち づ く り に コ ン サ ル タ ン ト と し て か か わ っ て き た 森崎輝行 ・

森崎建築設計事務所長の報告 ( ，協議会活動 と 住民参加の復興 ま ち づ く り J r都市政策』 第95号、 1999年 4

月 、 「都市計任期 ・ ま ち づ く り ・ 住宅再建の た め の新た な法制度 ・ 支援政策J r都市政策」 第99号、 2000年 4 月 ) で

み て み る O

(i主 4 ) ，今回の震災で私 も 法律関係 を勉強す る こ と に な り ま し た 。 建築基準法や区画整理法、 臨持処理法な どは
弁護士 よ り 詳 し く な り ま したJ '我々 は専門家では な く 一般市民ですが、 おかげで コ ン サ ル タ ン ト を しの
ぐ人材が ど ん どん出 て き ま し た 。 そ れ も 我々 の事業がはや く 進んだ要肉だ と 思 っ て い ま すJ (谷口和市鷹
取東ま ち づ く り 協議会 「震災復興 ま ち づ く り 5 年 と 今後J 市民 ま ちづ く り ブ ッ ク レ ッ ト 、 20例年 4 月 )
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〔 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ っ て つ く ら れ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を育て た公園〕

]R 鷹取駅南東 に あ る 大国公園 は 延焼防止 に大 き な役割 を 果 た し た 。 火が収 ま る と 救助 ・

救援隊の基地 と な り 、 炊 き 出 し ゃ救援物資の配布拠点 と な っ た 。 緊急時 に 公 闘 の役割 は 大

き く 、 公 園 が よ り そ の機能 を発揮す る に は 、 そ こ を 利用 し て い る コ ミ ュ ニ テ ィ が不可欠だ

と い う こ と が立証 さ れた。

大田公園 は1916 (大正 5 ) 年、 i日野田村の耕地整理の と き に は た め 池 で 、 村の財産 に な っ

た 。 土地の利用 に つ い て学識経験者の意見 を 聞 き 、 市街地 と す る の で は な く 、 村会の シ ン ボ

ル と し て鎮守の森 に 育 て る こ と に な っ た 。 そ の後、 う っ そ う と 茂 っ た 森 は 近年 に な る と シ
ン ナ ー 遊 びの少年た ち がた む ろ す る よ う に な り 、 1993年 に発足 し た野 田 北部 ま ち づ く り 協

議会は 、 お年寄 り がひ な た ぼっ こ し 、 幼児が安全 に 遊べ る 公園 に っ く り か え る こ と を 計画、

大震災 の 半年前 に 完成 し た 。

「震災時 に 緊急 の 救助、 消火その他の活動がこ の公園 で 出 来 た の は 、 ;長い 年 月 を か け て

育 ま れて い た相瓦扶助 の 精神 と 、 改造後半年 陪 で は あ る が、 こ の ス ペ ー ス を さ ま ざ ま な 人

が 日 常的 に使 っ て い た か ら と 言 え る の で は な い だ ろ う かJ (森崎) と 克 ら れて い る O

〔モ デル仮換地案 と 住宅模型で 自 に見 え る 区画整理〕

鷹取東第 l 地区 が も っ と も 早 く 事業計画決定 さ れ、 も っ と も 早 く 仮換地が指定 さ れた 要

因 の一つ は 、 モ デル と な る 宅地 の換地案 を 取 り ま と め 、 行政用 語 に よ る 区画整理事業 を 、

土地 だ け で な く そ こ に建て る こ と が可 能 な 住宅 を 模型 に し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を お こ な っ

て住民の 目 に見 え る 事業 に 翻訳 し た こ と があ げ ら れ る O

「 こ れ は 私 (森崎) が専 門 家 と し て 、 住民個 々 の意識 ・ 希望 を 反映 さ せつ つ く住民が希

望 し た事業の早期進行〉 を 実現すべ く 取 り ま と め た 。 当 然の こ と な が ら 、 行政の く換地の

考 え方〉 等 の応援 と 理解 の 中 で、 そ の原 案 を 住民個 々 が確認 し く ま ち 〉 の構造であ る 道路

や公国 の 意味性 ま で も 理解 し つ つ 合意 さ れたJ と 、 視覚化 に よ る 理解が早期進行 に有効で

あ っ た と 言 う O

こ の地 区 の 宅地 は ほ と ん どが狭小宅地で、 減歩 に よ っ て従前の宅地 よ り 狭 く な り 、 再建

し で も 生活で き る 床面積の確保 に 不安があ っ た 。 森崎 ら は 、 さ ま ざ ま な 宅地の 関 口 と 奥行

の住宅 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し 、 こ う し た 狭小宅地で の住宅類型 を 紹介 し な が ら 、 コ ン サ ル

タ ン ト と し て の私案 を 示 し 、 住民の合意 を 進 め た 。

土地区両整理事業 は 、 行政が担 当 す る の は面的整備事業 で あ る が、 住民 に と っ て は そ の

土 地 に どの よ う な 住宅が建て ら れる の か と い う 関心 と 一体の も の で あ る O 上物 を 含 め た面

的整備 が イ メ ー ジで き て換地が理解 さ れ る の であ っ て 、 鷹取東第 1 地区 で は 、 住民 ・ ま ち

づ く り 協議会 ・ 専 門 家 ・ 行政が連携 し 、 こ の よ う な 手法 を 組み 立 て た 。

さ ら に 、 換地案 を 焼 け跡が整理 さ れた更地の ま ち で実感す る た め に 、 新 た に で き る 道路

を 確認す る た め に ヒ マ ワ リ の種 を 道路予定地の両端 に ま き 、 ヒ マ ワ 1) の生長 と と も に新 た
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に 誕生す る ま ち を想像 し やす く し た 。 こ れ も 「 自 に 見 え る 活動」 を 旗印 に し て い る 野田 北

部 ま ち づ く り 協議会の独特の手法で、 住民 に と っ て大 き く 役立 っ た 。

〔早期合意の背景は住民の信頼 を 得 た協議会活動〕

森輔氏は 事業 の 早期合意がで き た の は 、 ま ち づ く り 協議会 を 中心 に 専 門 家 や 行政担当 者

が次の点 で住民の信頼 を 得 た こ と に よ る と み て い る 。

1 ) 被災直後、 余震の恐怖 と 混乱 し て い る と き に素早 く 被災建物の調査 ・ 判定 ・ 助言 を

お こ な い 、 危 険性 を 指摘 し 、 応急倒壊防止策 な ど を 示 し て 混乱 を 抑 え た 。

2 ) 協議会は 区役所の手配 に よ っ て一軒ずつ立会い の 下 に 解体作業 を 進 め た 。 こ れ に よ っ

て 宅地境界 を 確認 し 、 住民 は ガ レ キ の 中 か ら 思 い 出 の 品 々 を 回収で き 、 協議会 に信頼感が

寄せ ら れた 。

3 ) 被災建物 を 調査 ・ 判 定 し 、 修復可能性 を 助言 し て 、 修繕 ・ 修復の選択肢 を 示 し た 。

さ ら に 、 建設作業員 が不足 し て い る 時期 に県外か ら の大工 を 受 け入れ、 地元工務屈の協力

で修復工事 に か か れ る シ ス テ ム を つ く っ た 。

4 ) 仮設脂舗 を 希望す る 経営者に呼びかけ、 協議会が県 ・ 市の補助制度 の 利 用 の仕方 を

学ぶ勉強会 を 開 い た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の協力 な どで経済的負担が少な く 、 ユ ニ ー ク な建築の

仮設庖舗が数多 く 誕生 し た。

5 ) 木賃 ア パ ー ト 経営者の協力 を 取 り 付 け 、 共 同化住宅 に よ っ て事業用 受 け盟住宅の 実

現 に 取 り 組 ん だ 。 協調化 ・ 狭小宅地で の住宅再建 も 隣地 と の感覚な ど を 考慮 し た さ ま ざ ま

な プ ラ ン ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て建ぺい率 ・ 容積率 を 比較検討 し て 再建可能な住宅の

プ ラ ン を 住民 に提供 し た 。

6 ) 協 議 会 は 違反建築がお こ な わ れ な い よ う に 啓蒙活動 を す る と と も に 地 区 内 の パ ト

ロ ー ル を お こ な っ た 。 そ の結果、 違反建築の発生率 は他地底 に比べて圧倒 的 に少 な い 。

〔総合 メ ニ ュ ー型事業制度で街区協問再生を 〕

震災復興で住宅分野や都市計画事業 に適用 さ れ た 法制度や 政策 は 多 岐 に わ た っ て い る が、

野 田北部で復興 ま ち づ く り に適応 さ れ た制度 ・ 政策 は次の よ う な も のがあ る O

土地底画整理事業 ・ 住宅市街地整備総合支援事業 ・ 民間借上賃貸住宅制度 ・ 優良建築物

等整備事業 ・ 神戸市住宅融資制度 ・ 狭小型協調住宅補助制度 ・ 地区計両及び街並み環境事

業 ・ 市街地住宅総合設計制定 ・ 建ぺい率割増 イ ン ナ ー 長屋市5震 ・ 専 門家派遣制度 ・ 調査設

計計画費 補助 ・ 共 同施設等整備費補助 ・ 利子補給制度 ・ 家賃補助制度

森崎氏 は こ れほ どの制度があ っ て も 「 こ れ ら 個別 の制度で は 、 ま ち の体力 ( 防 災 ・ 景観)

づ く り と 連動 し 、 街 区 そ の も の が持 っ て い る 課題 を 解決す る に も 不十分であ る 」 と 指摘 し 、

建築 と い う 枠 を 越 え て都市 ・ ま ち を 広 く と ら え る こ と が必要だ、 と 総合 メ ニ ュ ー 型事業制

度 を 提言 し て い る O
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こ の 制 度 は 、 「傷区 レ ベ ル で の住宅再建 と 住環境改善 を 一体的 ・ 総合 的 に 進 め る こ と を

基本 と し た 街区協 同 再生 シ ス テ ム J (注 5 ) と ほ ぼ同 じ で 、 建築 と ま ち の 基盤整備 を 組み合

わせ、 同 一 地 区 に 同 時 に 実施す る こ と に よ っ て 、 街区全体の課題 を 解決 し よ う と す る O

総合メ ニ ュ ー 型事業で街区協 同 再生 を お こ な う こ と の必要性 は 、 野 田 北部地区が区画整

理事業、 住 宅 市福地整備総合支援事業 と 事業適用外の 「 白 地地域」 の 3 種類 に 分け ら れ、

コ ミ ュ ニ テ イ 単位の復興 ま ち づ く り に は至 ら ず、 整合性が問題に な っ た 反省 か ら き て い る O

森崎氏 は 、 こ の こ と か ら 事業区域 は 地元 自 治会単位、 空間単位 を 考慮 し て 決定 し 、 隣接 コ

ミ ュ ニ テ ィ 間 で協調 し て 進め る こ と が重要だ と 提言 し て い る O

(i主 5 ) 安間企作神戸大学工学部教授 「神戸の震災復興都市計画 を め ぐっ て」 守1I市政策� 95号

[ m ] 復興事業の満足度を 検証一尼崎 ・ 築地地区

築地地区 復興土地区画整理事業 ・ 住宅地区改 良事業 13 . 7ha 

用 途地域 準工業地域

人 口 ・ 世帯数 約2 ， 400人 1 ， 050世帯 (借家世帯率約60% )

被災状況 822棟中230棟が全半壊

仮換地率 (2001年 3 月 末 66%

住宅地改良計画 第 1 � 3 期 3 棟284戸 2000年度入居済み

第 4 期 102戸 着工

第 5 、 6 期 2004年度完成予定

尼崎市 臨 海部の 築地地 区 は 、 江戸時代初期 に 海岸 を 埋め 立 て て 城下 町 と し て発展 し て き

た が、 戦後の高度成長期 に 、 間辺の工業化 と と も に 、 地 区 と 中心市街地 と の 慣 に 国道43号、

阪神高速道路が開通 し 、 騒音 ・ 大気汚染 な どの公害が も た ら さ れた だ け で な く 、 孤立 し た

ま ち に な っ た 。 さ ら に工場の 地下水汲み上 げで地盤沈下 を 招 き 、 低い と こ ろ で は大阪湾の

標準水位 よ り 低 く な っ て い た 。

震災で、 家震の倒壊率 は30%程度 だ、 っ た が、 地区全体が液状化 に襲 わ れ、 倒壊 し な い ま

で も ほ と ん どの建物が傾い た 。 尼崎市 は他都市 と 同様 に 1995年 3 月 17 日 の土地区画整理に

よ る 都市計爾決定 を 予定 し た が、 住民の 強い反対で、 住民間士や住民 と 行政 と の話 し 合い

期 間 を 延長 す る こ と に し 、 被災地 区 で は 唯一、 住民が組織 し た 「築地地区復興委員会」 に

よ る 「 ま ち づ く り 計調案」 の 提 出 を 待 っ て 、 震災か ら 6 ヵ 月 半後の 8 月 8 日 に 、 土地区画

整理事業 と 住宅地註改良事業 と の併合都市計画 を 決定 し た。 (注 6 ) 

地 区全域で土地区画整理事業 と 住宅地区改良事業 と の併合施工 に よ っ て 、 土地の か さ

げ、 道路 ・ 公閣 の事rr設 な ど基盤整備 と と も に 、 住宅の改良 ・ 供給 も 同 時 に お こ な わ れ、 住

民 は 、 好寺 は 地 区 隣接地 に つ く ら れた仮設住 宅 に 移 っ た も の の 、 地 区外へ転居 ・ 疎開せず
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に従来 の 暮 ら し を 継続す る こ と がで き た 。

改 良住宅建設 は 2004年 ま で 6 期 に わ た っ て計画 さ れ、 2000年度末 ま で に は 386戸が完成、

う ち 第 3 期 ま で の284戸 に 入居が終わ っ て い る O

安藤元夫 (近畿大学教援) 、 横山裕司 (近畿大学大学院) 、 野村浩史 (生和建設) ら は 、

築地地区 の復興都市計画事業の特徴 を 明 ら か に し 、 地権者、 借家居住者の動 向 を 追跡 し 、

改 良住宅入屠者への ア ン ケ ー ト な ど に よ っ て改良住宅への評価 や 区 画整理事業の 評価 を 明

ら か に す る 石ì3f究 を お こ な っ た o ( ，尼崎市築地地 区 に お け る複興医画整理 ・ 住宅地改良事業の評価に関する

研究J r近畿大学理 工令部研究報告』 第37号)

こ の研究報告 に よ っ て 、 復興都市計画事業 に よ る 築地地区 の住民の移動 ・ 住 ま い の変化、

高層 改 良住宅環境 に つ い て の不安 と 満足、 都市計画事業への評価 を み て み た 。

(注 6 ) "'震災復興誌」 第 1 巻ク ロ ー ズア ッ プ ・ 築地地区 「念、がなかっ た都市計画決定」 参照

〔地権者 は 70 % 前後、 借家層 は90% が残留〕

都市計画事業 に と も な う 居住者の動 向 は転 出 (地 ・ 家主 は土地 ・ 建物 の売却) と 残留 ( 区

画整理 に よ る 仮換地、 改良住宅入居、 従前家主 に よ る 再建住宅への借家入居) があ る 。

尼崎市 は 、 今回 の事業で従前居住者が地 民 に残 れ る よ う に す る た め 改良事業 と の合併施

工 を お こ な い 、 地権者 ・ 居住者へ次の よ う に対応 し た。

(表 4 ) 事業に よ る地権者の動向
(件数)

転 出 改良住宅 仮換地i斉み f反換地予定
在 地 ・ 家 主 31 3 38 42 114 

不 在 地 ・ 家 主 38 40 19 98 

言十 69 4 78 61 2 1 2  

持 ち 地 持 ち 家 23 15 226 101 365 

借 地 持 ち 家 2 2 4 「υ 1 3  

持 ち 地 借 家 。
言十 1 7  230 106 378 

(表 5 ) 事業に よ る借家居住者の動向
(件数)

て
一
屋一
宅

ア パ ー ト
マ ン シ ョ ン

十
一ゴ=ロ
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1 ) 地 ・ 家主層 が市 に土地 ・ 建物 を 売却す る 場合 に は 、 従前借家人が希望す れ ば改 良住

宅 に 入居で き る 。 2 ) し か し 、 地 ・ 家 主層 が仮換地 を 受 け る 場合 に は 、 従前借家人が地区

に残留す る た め に は 家主が再建す る 借家 に 再入居す る の で、 改良住宅 に は 入居で き な い。

3 ) し か し 、 地 ・ 家主や持 ち 地持 ち 家 、 借地持 ち 家層 で も 従前試算が小 さ い (3 ， 000万円

j:)、下) の場合は改長住 宅 に 入居で き る ー と し た 。

そ の結果、 築地地 区 で の事業で は 、 残留率が高 く 、 従前居住者の 多 く が地区 に残 れ る よ
う に な っ た 。

地権者 の 動 向 を み る と 、 主要階層 で あ る 持 ち 地持 ち 家)留 の94 % が残留 し 、 {昔地持 ち 家層

の 人数 は 13 人 と 少 な い が残留率 は85% で あ る O こ れ に よじベ て 地 ・ 家主層 の 残留 率 は 相対的

に低 く 、 在地家主で は73 % 、 不在家主で は68% に な っ て い る 。 (表 4 ) 

借家人層 の動 向 は 、 全体で90% と ほ と ん どが残留す る こ と に な っ て い る O こ と に 、 長屋

建て99 % 、 戸建て93 % と い っ た層 で残皆率が高 く 、 賃貸マ ン シ ョ ン は80% で相対的 に低 く 、

従前の 地 区 で の屠住歴 を 反映 し て い る 。 (衣 5 ) 

〔住戸は満足だが高層住宅 は不安〕

改 良住宅入居者 に対 し て お こ な っ た ア ン ケ ー ト 調査で、 改 良住宅 に対す る 評価 と 土地区

画整理事業 に対す る 評価 は次の よ う に な っ て い る O

入局者の属 性 は 、 世帯主 の年齢が45歳未満 は 10 % 、 65歳以上が42% で高齢化が進 ん で い

る O 夫婦 と 子 ど も だ け の核家族 は31 % で相対的 に 少 な い。 夫婦 だ け 1 6 % 、 親子孫の 3 世代

家族12% 、 単 身者22 % な ど家族相 は 多様で あ る O 世帯主 の 職業 は 、 高齢化 と 不況 を 反映 し

て か無職が半数 を 占 め て い る 。

従前の 居住形態 は借家か ら の入居が78% 、 持 ち 地 ・ 持 ち 家10% 、 借地持 ち 家が 6 % あ り 、

従前持 ち 家層 で あ っ た 人 々 も 一定程度存在す る O 住宅形式 は 、 最 も 多 い の が長屋36% 、 文

化住宅34 % と な っ て い る O 構造で は大部分が木造住宅で あ る O

従前の住環境 に つ い て 、 良 か っ た 点 と し て い る の は 「長年住 ん でい る 人が多 く 、 付 き 合

いや す か っ たJ 62 % 、 「同 じ よ う な生活水準 の 人で、暮 ら し やす か っ たJ 37 % 、 「車な どが少

な く 安全だ、 っ たJ 33 % な ど。 「静か な 地区 だ っ たJ '城下 町 の雰囲気があ っ たJ と い う 点 を

上 げる 人 も 20 % ほ どあ る 。

住環境で よ く な か っ た 点で は 「住宅が密集 し て い たJ 65 % 、 「道路が狭 か っ たJ 64 % 、 「住

宅が老朽化 し て い た J 57 % 、 「庄下 J 1 1 の 汚れがひ どか っ たJ 50% 、 「緑が少 な か っ たJ 34% 、

'43号線 に よ っ て 地 区 が孤立 し て い たJ 30% な どがあ げ ら れて い る 。

改 良住宅 に 入居 し て 、 住宅床面積 の 変化 は 、 「従前 よ り 広 く な っ たJ 144戸で70 . 9 % 、 「従

前 よ り 狭 く な っ たJ 10戸で4 . 9%。

従前 は 持 ち 家で改良住宅 に 入居 し た 人の入居理 由 は 「高齢で あ る た めJ 84 % がほ と ん ど

で、 高齢 に よ る 財政的 な 事情で再建 を 断念 し た傾 向が う かがえ る O
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改 良住宅の満足度 に つ い て の評舗 は以下の よ う に な っ て い る O

(表 6 ) 改良住宅で の居住の評価
(複数回答。 %。 小数点以下四捨五入)

良い ま あ 良い あ ま り 良 く ない 良 く な い

住 宅 の 広 さ 32 50 14 4 

住 宅 の 間 取 り ; 28 43 21 8 

台 所 ・ 風 呂 の 設備 44 38 13 6 

日 当 た り や 風 通 し 55 36 7 2 

遮 音 伎 や 遮 断 f生 20 35 23 22 
ベ ラ ン ダ の 広 さ 69 27 2 2 

鉄 筋 住 宅 の 安全性 i 40 

周 り の 公 信号 や 空 間 16 43 25 16 

「遮音性 や 遮断性」 に つ い て45% が 「あ ま り 良 く な いJ I 良 く な しり と 回答 し て い る が、

こ れ は 近 く に あ る 工場 や 阪神高速道路 の 騒音 に よ る と こ ろ が大 き い と 思 わ れ る O 「住宅の

周 り の 公 園 や オ ー プ ン ス ペ ー ス 」 の 項 目 で も 4 割以上が 「 あ ま り 良 く な いJ I 良 く な い」

と 回答 し て い る が、 そ れ以外の 項 目 で は 「良いJ I ま あ 良い」 が 8 割j:)、上 に な っ て い る O

留 っ て い る こ と で は 「ベ ッ ト を 飼 う こ と がで き な いJ I管理の 問題」 な どがあ る O

改良住 宅 は 3 階建 て か ら 12階建て ま でがあ る が、 以語 に住 ん で い た 階数 と 現在の 階数で

タ イ プわ け し て タ イ プ ご と に高層住宅の居住 の 頃 日 と の 関係 を 分析す る と 、 指数 に は 関係

な く 「エ レ ベ ー タ ー の利用J I高層住宅で、 の 生活J I外出 の し やす さ 」 な どで60% 近 く が不

安 を 感 じ て い る O

改良住宅全体の評価 は 、 「満足J 16 . 8 % 、 「 ま あ 満足J 35 . 2% で、 半数以上が 「満足J I ま

あ 満足j と し て い る O 従前 は木造ア パ ー ト の 居住層 は77% が 「満足J I ま あ 満足」 と 回答

し て い る O

〔近所つ き あ い 4 分の 1 以下 に減少ー鉄の ド アの高層住宅に移 っ て 〕

区画整理事業 に つ い て 、 改良住宅入居者の評価 は 「郵便局 な ど公的機関がで き る f工場 ・

住 宅 ゾ ー ン を 分 け る J I 緊急車両が入 れ る J I地区全体 を か さ 上 げす る J I公菌 や 緑が多 く

な る 」 な どの 項 目 で 9 割以上が 「 良 い J I ま あ 良い 」 な ど と 評価 し て い る O そ の他 の 「道

路が広 く な る J I道路 ・ 住宅整備 を 一体的 に お こ な っ たJ I城下 町 を イ メ ー ジ し た ま ち づ く

り 」 な どの 項 目 で も 8 割以上の評価 を 得 て い る O

評イ屈が低か っ た の は 減歩 に つ い て で 、 地権者層 で は な い も の の 「 良 く な し り 12% 、 「 あ

ま り 良 く な い J 4 3 % と な っ て い た 。

事業全体 の 評価 で は 、 55% が 「 良 い J I ま あ 良い」 と 評価 し 、 改 良住宅 に対す る 評価 と

ほ ぼ同 じ で あ っ た 。
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地域で の つ き あ い の変化 に つ い て の 屈答 は 、 震災前 は 「 よ く つ き あ っ て い たJ が6 1 % あ っ

た が、 現在 は23 % で 、 38% も 減 っ て い る (表 7 ) 0 こ れ ま で 6 割以 仁の 人 び と は 地 域 の 人 た

ち と よ く つ き あ っ て い た の だが、 高層改良住 宅 に移 っ て き て か ら は 地域 で の つ き あ い を す
る の は 4 分の 1 の 人 び と に 眠 ら れ る よ う に な っ て い る O

(表 7 ) つ き あ いの変化

つ き あいが減っ た理由 は、 以下の般 に な っ て い る (複数回答) 。
1 ) 高層住宅で外 に 出 に く い か ら 45 . 6%  
2 ) 話がで き る 場所が少 な い 30 . 1  % 
3 ) 友人な どが地区外に転居 し た た め 29 . 1  % 
3 ) 違 う 改良住宅に転居 し た た め 21 . 4%  
4 ) 自 分の体調がよ く な い か ら 1 5 . 5%  

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 離散阻止 ・ 希望が一致一 成功の 3 要因〕

(% )  

調査研究 グ ル ー プ は 、 築地域区での生宅改良事業 と 土地 区画整理事業の 合併施工が成功

し た 要 閣 と し て次の 3 つ を あ げてい る O

1 ) 長年 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 蓄穣があ り 、 地元揺祉協議会 を 中心 に 「築地地区復興委

員 会」 が設立 さ れ、 ま た住民有志 に よ る 「築地の ま ち づ く り を み ん な で考 え る 会」 も 結成

さ れて 、 住民の 聞 に ま ち づ く り への 関心が高 ま っ た 。 2 ) 全半壊率が30% で 、 他地区 に 比

べて相対 的 に 低 く 、 大半の住民が現地 に住みつづけ、 行政 と の話 し 合 い が実質 的 に機能 し

た 。 3 ) 住民の多 く が低所得者 ・ 高齢者層 で あ り 、 かつ措家層 が 3 分の 2 を し め て い た こ

と か ら 、 被災者の住宅確保が復興 ま ち づ く り の 中 心課題であ る こ と が地 区 全体で認識 さ れ

て い た こ と O

〈参考文献〉
「事業概要」 神戸市都市計酒局2001年度
「市街地復興事業の理論 と 実際」 神戸都市問題研究所2000年 3 月
「未来へ ー 復興 ま ち づ く り 5 年間の記録」 六甲道釈北地区 ま ちづ く り 連合協議会2001年 1 月 17 日
「都市政策J 95号、 99号 神戸都市問題研究所
「近畿大学理工令部研究報告」 第37号 安藤元夫 (近畿大学) ら 『尼崎市築地地 区 に お け る 復興区苅整現 ・ 住宅

地改良事業の評価に 渇 す る 研究」

第八章 @ 都市 計 画 ま ち づ く り 463 



圃 ク ロ ー ズア ッ プー 自 力 で賂地の ま ち を 「再開発」

レ ン ガ 敷 き の路地 を は さ ん で軒 を 寄せ合 っ て

い た 下 町が、 10階建 て の マ ン シ ョ ン に生 ま れ変

わ っ た 。 公的事業の網がかか ら な い 「 白 地地区J

で、 イ主民 た ち が結束 し て 成功 さ せた 「市街地再

開発事業」 だ。

神戸市中央区下山手通 8 丁 目 、 市道か ら 引 っ

込ん だ一角 に 、 幅 2 n口 足 ら ずの 5 本の路地で結

ばれた 長屋や古い木造住宅 に約50 世帯が暮 ら し

て い た 。 「約」 と い う の は 、 長屋の 中 に は 定住

し て い る の か ど う か不明の人がい た か ら だ。

明治末期、 こ こ に は 当 時興降 し て き た マ ッ チ

工場があ り 、 人力卓の わ だ ち に 当 た る と こ ろ に

レ ン ガが敷かれ、 い つ し か 「煉瓦小路」 と 呼ば

れる よ う に な っ た 。 マ ッ チ製造がす た れ る と 、

木造平家 の小 さ な住宅や長屋 に 変 わ り 、 神戸で

一流の花街で あ る 花隈 に 近 い と こ ろ か ら 、 芸子

さ ん た ち の 住 ま い に な っ た 。 昼 間 か ら 三味線の

音が開 こ え る あ で や か で 閑静 な 「煉瓦小路」 だ っ

た と い う 。

震災前の 「煉瓦小路」 の住人は、 大半が60歳

以上の年A金生活者。 地震でほ と ん どすべて の 家

屋が倒壊 し 、 5 人の犠牲者 を 出 し た 。 さ て ど う

す る か。 こ の一角 はすべて 「既存不適格建物」

で、 同 じ規模の建物 は建 て ら れ な い 。 都市計剤

事業区域 に は指定 さ れず、 公費の投入 は望め な

い。 共 同化再建 し か道 は な か っ た 。

住民 た ち は神戸市 に 相 談 し 、 再調発 コ ー デ イ

ネ ー タ ー協会か ら コ ン サ ル タ ン ト を 派遣 し て も

ら う こ と に な っ た 。 最初の説明会は 1 995年 3 月

12 日 。 権利 l'kJ係の資料 を 見 た コ ン サ ル タ ン ト は

「 こ れ は 貧乏 く じ を ヲ i い た」 と 絶句 し た 。 そ れ

ほ ど地権者 は 入 り 組み 、 も つ れ た 糸 の よ う に

な っ て い た 。

洋服の仕立て 職人が理事長 に な っ て建設組合
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岳地地区 ・ 煉五小路の住民が共同化マ ン シ ョ ン

がで き 、 共 同化再建へ踏み出 し た が 「 コ ン 吋 ル

が逃 げ出 さ な い よ う に あ の 手 こ の手でつ な ぎ と

め る 」 のが大 き な仕事だ、 っ た と い う 。

コ ン サ ル タ ン ト は 「 い や 、 リ ー ダ ー の よ し あ

し が事業成功 の大 き な 要因 ですが、 こ こ の場合

は本当 に よ か っ た 。 役割分担 も う ま く い っ た」

と 住民の結束 と 意欲 を た た え る 。

再建計画 は 、 3 ， 500m2 の う ち 3 ， 000ば を 共河 再

建 用 地 と し 、 10階建て 114戸 の マ ン シ ョ ン を 建

て る O 残 り の土地は戸建て希望者用 と す る O

地権者が所有す る 以外の52戸 は分譲 し て再建

資余 に 充 て る O 賃貸住宅31戸 に は も と の借地権

者が優先 的 に 入居す る 。 総工費 は約22億 円 。 神

戸市の優良建築物等整備事業制度 に よ っ て約 4

億 円 の助成 を 受け る こ と に な っ た。

1998年 2 月 に若工。 99年 3 月 5 日 に 完成 し た 。

マ ン シ ョ ン の 名 前 は 「 ブ リ ッ ク ロ ー ド 山 の手Jo

か つ て の 煉瓦小路の一部がモニ ュ メ ン ト と し て

保存 さ れて い る 。

建設会社や神戸市か ら 「い ま ま で だれ も や っ

た こ と がな い事業だ」 と た た え ら れて 、 永井義

雄理事長 は こ う 言 っ て い る 。

「最初 は 、 行政は何 も や っ て く れ な い の か と

十艮め し く 思 っ て い た 人 も い ま し た し 、 コ ン サ ル

タ ン ト に頼 り す ぎ た こ と も あ り ま し た 。 で も 結

局 、 自 分た ち の こ と は 白 分た ち でや ら な い と ダ

メ な ん だ と 気づ い た ん で す 。 重点復興地域外だ

か ら 、 か え っ て 自 覚が生 ま れて よ か っ た と 思い

ま す」

〈 参考資料〉
下 山 手 8 了 白 地区震災復興建設組合一同編 「煉瓦
小路J 1999年
広報こ う べ中央区版1996年10月 15 日 号



ま ち づ く り 協議会の役割 と 今後

1 . ま ち づ く り 協議会の今後 一 5 つ の方向

神戸 ・ 阪神 間 の ま ち づ く り 協議 会 は 133団体で 、 う ち 99 団体が震災後発足 し て い る O こ

れ ら の ほ と ん どは行政 と の交渉窓口 と し て の 組織で あ っ て 、 仮換地が進 み 始 め 、 事業が行

政 ・ 建築企業対個人の段階 に な る と 公園 の デザ イ ン な ど一部 を 除い て 「協議」 と い う 活動

の場 を な く し 、 自 然消滅 し た り 、 自 治会組織へ転換 し た り し て い る O

芦屋 中 央地区街づ く り 協議会 は 、 2000年 6 月 、 仮換地指定率が70% に な っ た と こ ろ で、

事業終了 ま で は さ ら に 2 年近 く あ る も の の 「協議会の役割 は 終わ っ た」 と 解散 し た 。 西宮

市の森具地 区 は 、 被災地全体で 2 番 目 の早 さ で仮換地指定が進み、 2000年 3 月 末 に ま ち づ

く り 協議会 を 解散 し 、 通常の 自 治会活動 に 移行 し た 。

神戸市 で み る と 、 ま ち づ く り 協議会 と し て市が支援 し て い る の は 100団体で、 こ の う ち 27

団体が震災前か ら 活動 し 、 73団体が震災後 に 設立 さ れ た 。 (注 1 ) 

震災後の設立の事情 は 「区画整理事業地区 に指定 さ れ た 後、 神戸市か ら ま ち づ く り 協議

会 を つ く っ て ほ し い と い う 要請があ り ま し た 。 行政に対応 し た り 、 地域住民の梧談相 手 に

な っ て ほ し い と い う こ と です。 行政が区画整理事業 を 進め る た め に便宜上、 必要だ、 っ た の

で し ょ う O で す か ら 住民発意でで き た の で は な く 、 行政の要請でで き た ま ち づ く り 協議会

で、すJ (鷹取東第 1 地 豆 ま ち づ く り 協議会) と い う の がほ と ん どの協議会 に 共通 し て い る 。

神戸市 は 、 こ う し たハ ー ド系の協議会か ら 、 ま ち づ く り 条例 の 基本で あ る 地 区計画 の提

案 な ど、 地 区 の ル ー ルづ く り を 重視す る ル ー ル系 の協議会への転換 を ね ら っ て 1999年 に65

団体 を 条例 に 基づ く ま ち づ く り 協議会 と し て 「認定」 し た 。

こ れ ら の協議会の今後の活動 の 方 向 は 、 そ れぞれ独 自 に検討 さ れて い る が、 次の 5 つ の
方向が浮 か び、上がっ て い る O

1 ) 自 治会への移行

2 ) ま ち づ く り 会社 と し て新発足

3 ) 非営利特定活動法人 (NPO 法人化)

4 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス の 開始

5 ) 従来の ま ち づ く り 協議会 を 継続

こ の よ う な 方向 の 中 か ら 、 す で に新 し い 形 を 準備 し て い る ま ち づ く り 協議会 を 次 に み て

み る 。

(注 1 ) 道路事業問題で市 と 対 立 し て い る 西須磨 ま ち づ く り 懇談会な どは入っ て い な い。
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〔モ デル規約 を つ く り 自 治会 を 再生一六甲道制北地震〕

従前の 地域組織は 「敬老会」 で 「地震の と き に は ほ と ん ど腰 を 抜か し て ひ っ く り 返 っ て

い たJ I そ れがい ま 息 を 吹 き 返 し て動 き 出 す」 が 「い ざ鎌倉 と い う と き に動 け な か っ た 旧

来 の 地域組織で は仕方がな いJ ( 中 島 克元 ・ 松本地 区 ま ち づ く り 協議会 「坂神大震災復興

ま ち づ く り セ ミ ナ - J 2000年 3 月 ) と い う よ う に 、 昔の 自 治会 ・ 町 内会が復活 し 、 ま ち づ

く り 協議会がそ こ へ移行す る 動 き が始 ま っ た が、 旧 来 の 組織や活動 で は な い新 し い地域組

織づ く り の 試み も お こ な わ れ て い る O

神戸市灘 区 の 六 甲 道駅北地区連合協議会は 、 構成 し て い る 8 つ の ま ち づ く り 協議会の今

後の方向 を 自 治会への移行 と み て 1998年 5 月 に 連合協議会の専 門 部会 と し て 自 治会組織検

討委員 会 を 設置 し た。

六 甲 道駅北地 区 の震災前の 自 治会 は 、 !日村時代か ら の慣習 を 受け継 ぎ、 属 す る 上部組織

も そ れぞれ異 な っ て い た 。 活動 は 回I内 の 清掃 な どの ほ か に 、 財産区 に か かわ る こ と 、 神社

の氏子 と し て ま つ り の 寄付 や ダ ン ジ リ 曳 き の役割 な ど、 そ れぞれの 町了 に よ っ て 特性が

あ っ た 。

震災前 は 、 森後町 3 丁 目 、 永手町 5 丁 目 は !日八幡村北部 を 圏域 と す る 八幡 臨 治会 に 含 ま

れて い た 。 六 甲 町 1 丁 目 、 六 甲 町 2 了 目 、 六 甲 町 3 丁 目 、 稗原 町 1 丁 目 、 稗原 町 2 ・ 3 ・

4 丁 目 の ブ ロ ッ ク は そ れぞれ個別 の 自 治会があ り 、 旧都賀村の 10の 自 治会で構成 さ れ る 都

賀 自 治会連絡協議会 に属 し て い た 。 六 甲 町 4 ・ 5 丁 目 は倍 加 の 自 治会がな く 、 神前町 と と

も に都賀 自 治会連絡協議会の北部地区 に 属 し て い て 、 他 と は異 な っ た運営 を お こ な っ て い

た 。

自 治会組織検討委員 会 は 、 町了そ れぞれの特性 を 尊重 し な が ら も 、 ま ち づ く り 協議会で

の活動成 果 を 生か し て 、 互 い に協力 で き る 自 治会 に 再生 し よ う と 1998年10月 に 「標準的 自

治会規約素案」 を ま と め た 。 「古い 自 治会の規約 で は新 し い ま ち づ く り 活動 を 継承す る こ

と は で き な い か ら J (薮田 一彦連合協議会議長) と い う わ け だ。

こ の 「モ デル規約」 で は 、 役員 の定年 を 75歳 と し 、 定年後は 「 世話役J と し て 遇す る と

し 、 六 甲 道駅北地 区 の 各 ブ ロ ッ ク の ま ち づ く り を 連携 し て進め る た め に そ れぞれの 自 治会

は 「防災J I生活環境J I道路広場J I公菌J I住宅再建」 の 5 つ の 専 門 部 を 設 け る こ と を 定

め て い る O

こ れ に 基づい て 、 新 し い 自 治会が次の よ う な 活動 を 再開 し た 。

[六 甲 町 2 丁 目 自 治会] 2000年 4 月 設立。 ま ち づ く り 協議会か ら の移行 を 前提 に し て い

る O

[六 甲 町 4 ・ 5 丁 呂 自 治会六 甲 せせ ら ぎ] 1999年10月 設 立。 愛称 を 、 せせ ら ぎ を 戟 り 入

れ た新設道路 に ち な ん で決め た 。 12月 に帰還者 を 週 え る 「お帰 り な さ い会」 を 聞 い た 。

[稗原 町 ] 了 目 自 治会] 1999年10月 設立。 「烏 は 木 を 択べ ど も 木 は 烏 を 択 ばず」 を モ ッ ト ー

に 、 だれで も 受 け 入 れ、 幹 を 大切 に す る 自 治会活動 を め ざす 。
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[稗原 町 2 ・ 3 ・ 4 丁 目 自 治会] す で に 1997年 6 月 か ら 自 治会活動 を 再 開 し て い た が、

!日規約 か ら 新規約へ改定 を 準備 し て い る 。

[ そ の他の 町 了] 森後町 3 丁 目 、 永手可 5 了 日 は以前 か ら 町丁単独の 自 治会 は な く 、 八

幡 自 治会 に 属 し て い る が、 単独 自 治会の設立 を住民ア ン ケ ー ト な ど に よ っ て検討中 。 六 甲

町 1 丁 臼 、 六 甲 町 3 丁 目 は 吏地が多 く 、 住民の帰還 も 少 な い の で 、 自 治会設立は先の こ と

に な る O

〔安心 シ ス テ ム を 売 る ま ち づ く り 会社一松本地区 ま ち づ く り 協議会〕

神戸市兵庫 区 の 土地区画整理の松本地区 は 、 1998年10月 、 地区 内外の 出 資者39人、 資本

金315万円 で有 限会社 'CDC 神戸」 を し た 。 CDC と は コ ミ ュ ニ テ イ ・ デ イ ベ ロ プ メ ン

ト ・ カ ン ノ fニ ー であ る O

会社の事業 は 、 1 ) 地域活性化 を め ざす独創 的 な 収益事業。 2 ) 安心 ・ 安全な ま ち づ く

り 実現の た め の シ ス テ ム 構築。 3 ) 超高齢社会への対応策。 4 ) ま ち の便利屋 さ ん。 5 ) 

住民共 同 互助 の 精神 の 実現。

「独創 的 な 収益事業」 は 、 震災後 に 京都 ・ 北野天満宮か ら 復興の シ ン ボル に な る よ う に

と 贈 ら れ た 梅の 苗木 を 育 て 、 梅 の 実 で 菓 子や梅酒 を つ く ろ う と い う 計画 。 「安心 ・ 安全 な

ま ち づ く り 」 は 、 電気や ガス メ ー タ 一 、 脈拍や血圧 を 検知す る 特別 な 指輪 な ど の セ ン サ ー

な ど に よ っ て 高齢者の体調 や 生活 リ ズ ム を 無線でキ ャ ッ チ し 、 異常がわ か れ ば訪問 し 、 救

急車の派遣 を 要請す る '24 時 間安心 シ ス テ ム 」 。 高齢社会への対応策 に は 、 高齢者が 自 宅

を 再建す る と き 保証人が見つ か ら な い こ と が多 い の で債務保証 を す る ー な ど。

( 1ボー ト ピア」 の寄付金契機 に NPO一新開地周 辺ま ち づ く り 協議会〕

神戸市兵庫 誌 の新開地周辺 ま ち づ く り 協議会は 1998年 、 場外舟券売 り 場 「 ボ ー ト ピ ア J

建設問題 を き っ か け に協議会 を 非営利特定活動法人 に し た 。

場外舟券売 り 場建設 を め ぐ っ て 、 ま ち づ く り 協議会 は反対 し 、 周 辺 自 治 会 は 賛成 し 、 そ

れぞれ署 名 運動 を お こ な っ て対立す る よ う に な っ た が、 舟券売 り 場 と 合わ せ て 自 治会館 を

建設す る と い う 条件が出 さ れ、 ま ち づ く り 協議会は 受 け 入 れ る こ と に な っ た 。 ー殻 に 、 場

外舟券売 り 場 な どの進出 問題で は 、 自 治会が反対 し て商属会が賛成す る か た ち に な る の だ

が、 新 開 地 で は 「低所得の方が多 く 、 亡 く な っ て も 葬式 も 出 せ な い 、 場所 も な い と い う 切

な い思 い を し て お ら れ ま し た の で、J 1 こ こ ま で新 開 地が落 ち 込 ん で い る の に 舟券売 り 場が

来 る く ら い な ん だ。 自 治会館 を 作 っ て く れ る ん だか ら 、 な ん ほか ま し ゃ J (青木寛 「新 し い ま

ち づ く り と 舟券売場騒動J r震災復興 と ま ち づ く り 5 年 と 今後』 市民ま ち づ く り ブ ッ ク レ ッ ト 7 号) と い う 動

き に な っ た 。

受 け 入 れ の 条 件 は 、 船舶振興会が神戸市 に 納 め る 売上の一部 を 新開地活性化の た め に協

議会 に 回 す と い う 案。 そ の寄付 の受けI肢 と し て協議会 を NPO 法 人 に し た 。 協議会 の 組織 も 、
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商出会、 自 治会、 婦人会な ど各種団体の調整役、 連絡網 と し 、 も の ご と の決定 は 副会長の

合議 に よ る と し 、 会長 は 副 会長の代表 と い う 位置づけ に し た 。

NPO 法人 と し て の協議会 は 「 ボ ー ト ピ ア」 か ら の寄付金 を ま ち づ く り に使 う だ け で な く 、

女性 ジ ャ ズ歌手 を 中心 に し た イ ベ ン ト 開龍、 ま ち の歴 史の発掘 と 記録、 危機管 理 セ ン タ ー

の 運営 な ど を お こ な っ て い く こ と に し て い る O

2 . コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の仕掛 け 一道路 ・ 公簡 を め ぐ っ て

復興が道路建設、 公園整備 の段階 に な っ て 、 ま ち づ く り 協議会は 、 こ う し た都市施設 を

コ ミ ュ ニ テ ィ の再生 ・ 育 成 に 生 かそ う と す る ア イ デア を 検討 し 始 め た 。 そ の ひ と つ に 、 「 と

り あ え ず地震 と い う “ や っ かい ご と " が消 え か け た と き 、 こ れか ら 何 を 契機 と し て ま ち づ

く り を すす め る か と い う と 、 そ れは や は り “ や っ かい ご と " だJ ( 山 口 憲二 ・ ま ち 計画 山

口研究室) と い う 考 え があ る 。 そ の事例 を 見 て み る 。

〔役員 に若手 を 一器琶町復興住民協議会〕

神戸市灘 区 の 六 甲 道駅西土地区画整理事業 地 区 の 琵琶町復興住民協議会 は 、 鷹取東第 1

地 区 に 次 い で仮換地 を 開始 し た が、 協議会の役員 に40代の若手 を 加 え た こ と が早期 に事業

が進ん だ要 因 と み ら れ る O

役員 を 決め る に あ た っ て 、 声 を か け ら れた 一人 は 「い ま 逃 げ出 し た ら 一生悔い が残 る 。

し か し 敬老会の よ う な協議会で は 活動 は ム ワ o 40代 の 人 を 2 、 3 人い れ て ほ し い」 と い う

条件を 出 し た 。

加わ っ た 3 人 は いずれ も 大阪市 に仕事 を 持 っ て い て そ れ ま で は 地域 と は無縁 だ っ た が、

夫婦で活動 を 続 け 、 季節 ご と の 祭や イ ベ ン ト も 開 き 、 コ ミ ュ ニ テ イ の再生 に 貢献 し た 。

そ の 中 の A入、 池 田 窪彦氏は街路樹が コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に果 た す役割 を 次 の よ う に述べ

て い る O

「広 い道路や公園 を 造 ろ う と 話 し合 っ て い た と き は 、 ど ん な 木 を 植 え ればい しミ か と 芦屋

市 な ど他 の 地 区 を 見 に行 き 夢 を 広 げて い た の です 。 と こ ろ がい ざ現実 に な ろ う と し て い る

い ま 、 落 ち 葉が家 の 中 に 入 る の が嫌い だか ら 、 私 の 家 の 前 に は植 え な い で、 と い う 声が続々

出 て き て い ま す。 今 ご ろ そ ん な こ と を 言 う の か 、 と 思 う の です が、 ま ち づ く り 活動 で は 住

民の声 を 聞 か な い の が一番マ ズ イ と い う こ と が分か っ て い る の で どん どん 言 っ て も ら っ て

話 し合い を し て い ま す。 そ う い う 話 し合い を し て い る と 、 老人会が、 じ ゃ あ私 た ち が落 ち

葉 の掃除 を し ま し ょ う 、 と 言 っ て く れた り す る な ど、 い い コ ミ ュ ニ テ ィ に な っ て き て い る

な と !惑 じ て い ま すJ ( f区画盤理 を乗 り 越え 、 今後の ま ち づ く り を考え る J '震災復興 と ま ち づ く り 5 年 と 今

後』 市民 ま ち づ く り ブ ッ ク レ ッ ト 7 号)
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〔せせ ら ぎがあ る 道の揮掠か ら 一松本地区 ま ち づ く り 協議会〕

神戸市兵産 区 の松本地区 ま ち づ く り 協議会は新設 さ れ る i幅 員 1 7 m の道路 を 、 車道 7 m 、
歩道10 m と し 、 歩道 に は幅60cm � 1 .  5 m 前後、 深 さ 3 � 5 cm の せせ ら ぎ を つ く る こ と に し た 。

水 は 北区鈴蘭 台 の 下水処理場か ら 3 次処理 し た l 日 あ た り 6 ， 000 t 。 地震で火災が発生 し

た と き 水がな く 、 消火活動がで き な か っ た こ と か ら 、 ま ち の 中 に水の装置がほ し い と い う

住民の要望 に よ る O

と こ ろ が住民の 中 に は 「せせ ら ぎ は ゴ ミ 捨 て 場 に な る O よ ごれ る 。 そ ん な や っ かい も の

は い ら ん」 と い う 声が出 た 。 こ の声 に 、 中 島克元 ま ち づ く り 協議会長 は 「せせ ら ぎ は コ ミ ュ
ニ テ ィ の バ ロ メ ー タ ー 。 せせ ら ぎが き れい に流れて い る ま ち づ く り を し て い こ う 」 と 主張

し 、 住民 を 納 得 さ せ た。

歩道 に は街路樹 を 植 え る こ と に し た が、 樹種の 選定 を す る ワ ー ク シ ョ ッ プで は 「常緑で

な い と 困 る O 落 ち 葉 は だ れが掃除す る んや」 と い う 声が強 か っ た 。 希望樹種 は 「常緑で、

花が咲 き 実がな り 、 あ ん ま り 大 き く な ら な い木」 と い う 条件だ、 っ た 。

と こ ろ が、 協議会か ら 自 治会への移行 を 話 し合 っ て い る 期 間 に樹木名 を 記 し た リ ス ト を

配 る と 、 人気は ケ ヤ キ に 集 ま っ た 。 落 ち 葉の掃除 を 通 じ て住民が顔 を 合 わ せ 、 会話が生 ま

れ る 方 向 を j室十尺 し た こ と に な る O

山 口 憲 二 氏 ( ま ち 計画 山 口 研 究 室 ) は 、 コ ミ ュ ニ テ イ は イ タ リ ア 語 で は 「 コ ム ー ネ

(c0111 une) J で、 「 ム ー ネ J は 「役割 、 負 担 、 責任、 重荷」 を 意味 し 、 重荷 を い っ し ょ に

背負 う と こ ろ か ら コ ミ ュ ニ テ イ が生 ま れて く る と 述べ、 松本地 区の 「 ケ ヤ キ も せせ ら ぎ も 、

こ れか ら の ま ち に と っ て確実 に “ や っ かい も の" と な る と 思 う 」 と 話 し て い る o (パ ネ ル デ イ

ス カ ッ シ ョ ン 「市民ま ちづ く り で出来た も のJ 2000年 3 月 )

3 . ま ち づ く り 協議会へ業務委託 を ー コ ン サ ル タ ン ト か ら の提案

震災後設立 さ れた ま ち づ く り 協議会の多 く は 、 行政事業 に対す る 交渉 窓 口 と し て 活動 し

て き た が、 そ の 多 く は 区画整理事業が終わ る と と も に 活動 を 終息 さ せ、 消 滅 し て い く も の

と 思 わ れ る O し か し 、 旧 来 の 町内会 ・ 自 治会に代わ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ を 掌撮 し 、 ま ち づ く

り 活動 を 体験 し 、 ノ ウ ハ ウ を 蓄積 し て き た ま ち づ く り 協議会 を 、 平常時で も ま ち づ く り 支

援事業 の 受 け皿 に す る こ と がが、 ま ち の 育成 ・ 成熟 に不可欠だ と 考 え ら れ る 。

神戸市長 田 区 の 野 田 北部 ま ち づ く り 協議会の ほ か 7 地 区 で復興 ま ち づ く り の コ ン サ ル タ

ン ト を 担 当 し た森崎輝行氏 は 、 ま ち づ く り 協議会が今後新 た な 活動 を 展 開す る た め に は 、

協議会の活動 内容の骨格 を 明 ら か に し 、 財政基盤 を 安定 さ せ る こ と が必要で、 当 面 は行政

業務 を 受託 し な が ら 、 将 来 は ま ち づ く り 会社への発展 を 構想 し て い る o ( f都市計画 ・ ま ち づ く

り ・ 住宅再建の た めの新た な法制度 ・ 支援政策J �市街地復興の理論 と 実践』 神戸都市問題研究所:)

行政が委託可能 な 業務 は 、 建築の増改築 ・ 新築 の 届 出 、 世帯動 向 の地元把握調査、 ま ち

活性化業務 な どで、 区役所業務の コ ミ ュ ニ テ ィ 版 を 提案 し て い る 。
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野 田 北部 ま ち づ く り 協議会は 設立が1993年 l 月 で、 当 初 か ら ま ち の活性化 を 目 的 に し て

い て 、 土地区画整理事業完了後 も 当 初 の 目 的 を め ざ し た活動 を 継続 し て い る O 震災直後か

ら 、 野 田 北部地 区 に あ る カ ト リ ッ ク 鷹取教会 は 「た か と り 救援基地」 と し て ボ ラ ン テ イ ア

活動の拠点 に な り 、 家屋の修繕、 医療相談、 在住ベ ト ナ ム 人 を 中心 に し た定住外国人支援

な ど さ ま ざ ま な 支援活動 を お こ な っ て き たが、 野 田 北部 ま ち づ く り 協議会 と 協 同 し て2000

年 5 月 に 「 た か と り コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー 」 と し て 再発足 し た O ま ち づ く り 協議 会 が

NGO と し て の活動 に乗 り 出 し た事例 で も あ る O

行政の組織 に つ い て神戸市東i難民魚崎地 区 な どの ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト を 務め て い

る 野崎隆一氏 は 、 ま ち づ く り は都市百十画局 の管轄 に 入 っ て い る が、 平 カ ナ で書 く 「 ま ち づ

く り 」 は福祉や教育 関係 の NPO と 連携 し て い く こ と が求め ら れて お り 、 大 き な 課題 に な っ

て い る と し て 、 地域の幅広 い ま ち づ く り に対応 し た行政部局 の編成 を 求め て い る O

特 に 、 区役所の ま ち づ く り 推進課の強化 を 要望 し 、 「私 は ま ち づ く り の 最小 単位 は千戸

く ら い だ と 考 え て い ま す が、 そ の 単位 だ と 医役所が動 く の が一番通切で、すJ ，- ま ち づ く り

推進課が行政の先端で大 き な 権 限 を も っ て 地 域 の 問 題 に対処す る よ う に し て ほ し いJ ( '阪

神大震災復興 ま ち づ く り セ ミ ナー報告J 2000年 3 月 ) と 述べ て い る O

4 . 区画整理 と 情報開示 -住民合意の基礎 に

都市計画事業 は行政が億人財 産 の 変換 を お こ な う 公権力 の行使で、 事業実施 ま で に は計

画縦覧、 意見書提出 、 都市計画審議会の 審議 な ど民主 的 な 手続 き が踏 ま れ る も の の 、 計画

変更は ご く ま れで 、 計画撤 回 は背無であ っ た 。 審議会の公開 を 求め る 住民の行動 も 、 芦屋

市 な どで は あ っ た が、 原則非公開 で 、 こ の こ と が住民合意の 形成 や住民参加 の ま ち づ く り

に 障害 と な っ た こ と が震災 5 周年の検証で指摘 さ れた 。 し か し 、 実際に は 、 住民側 は さ ま

ざ ま な 手段でd詰報 を 入手す る 努力 を 続け 、 合意の 形成や住民側 か ら の ま ち づ く り 提案 を お

こ な っ て き て い る 。 区画整理 と 情報の 問題の具体例 を み て み る O

〔偶人'情報不開示 と ま ち づ く り 活動)

区盤整理事業地法 で 「 ま ち づ く り 提案」 が提出 さ れ、 仮換地指定が始 ま る と 、 地 区 の 事

業 は個 人 を 対象 に し た事業 に 移 り 、 ま ち の全体像や将来像が見 え に く く な る O そ れ ま で活

発 だ、 っ た ま ち づ く り 協議会の活動 も 活動 の場が制 限 さ れて終息へ向 か う と こ ろ が現れた 。

こ と に 、 仮換地の土地の位置、 関 口 ・ 奥行 き 、 面積、 権利者 な どの情報 は 個 人情報で あ

る こ と か ら 、 ま ち づ く り 協議会へ も 行政か ら 知 ら さ れず、 「仮換地 の 場所や 間 口 の広 さ も

わ か ら な い段階で個別再建す る か協調再建す る か、 意思決定は 難 し いJ ，-市 と の換地交渉

は 個 別 の 問題であ り 、 地区全体 と し て の 進捗状況がわ か り づ ら い う え 、 住民同士の必要以

上の不安 も あ る J (六甲道駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会 『未来へ01 ) と い う 問題が出 て き た 。 芦屋市

西部地 阪 で は 「協議会の役員 は 有利 に計 ら っ て も ら っ て い る の で は な い か」 と い う う わ さ

470 第八章 @ 都 市計開1 . ま ち づ く り



が広が り 、 役員 は そ れぞれの仮換地交渉内 容 を 住民 に 説明 し て住民 に ひ びが入 る の を 防 ぐ
こ と も あ っ た。 (震災復興市民検証研究会 「市民検証か ら み え て き た も のJ r市民社会 を つ く る心

薮 田 一彦 ・ 六 甲 道駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会議長 は 「事業が進 む に し たがっ て 、 移

転補償 な ど個人情報がほ と ん ど を 占 め 、 こ れ を 公表で き な い事情 も あ り 、 事業の進行 に つ

い て の情報不足に対す る 不満が住民の 間 に 薬積 し 、 一体いつ に な っ た ら 家 が建て ら れ る の

か 、 い つ移転補償の協議 に 来 て く れる の か 、 不満 と 不安 を 募 ら せ て い ま す。 さ ら に 、 移転

補償 に つ い て は補償物件の有無の差 も あ り 、 温度莞 を 生 じ る 原 因 に な っ て い ま すJ C ま ち

づ く り の問題点 ・ 震災復興区画整理事業 と 住民参加のあ ゆみJ r市街地復興の理論 と 実践J 神戸都市問題研究所)

と 指摘 し て い る O

こ の た め 、 六 甲 道駅北地庶 ま ち づ く り 連合協議会は 、 各協議会の メ ン バ ー が足で歩 い て
開 き 込み 、 メ ジ ャ ー を使 っ て計 っ た新 し い 宅地や住宅再建の情報を 連合協議会へ集約 し 、

毎 月 の連合ニ ュ ー ス に 掲載 し て 、 事業の進行状況 を伝 え 、 地区計画の参考 に し た。

〔住民がモデル換地案 を 先行提示〕

個 人情報不 開示の墜の 前 で 、 住民が足で歩 い て 独 自 に情報 を 集約す る 活動 は 、 ほ か に も

六 甲 道駅西地 区 (琵琶軒 ま ち づ く り 協議会) 、 御 菅茜 地 区 ( ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン )

な どでお こ な わ れ て い る が、 鷹取東第 1 地区 の う ち 海運町 2 、 3 了 日 で は 「モ デル換地案」

を 先行提示 し て 、 住民合意の仮換地 を 進 め た 。

野 田北部 ま ち づ く り 協議会 と コ ン サ ル タ ン ト が住民か ら 震災前の権利関係、 宅地面積、

接道状況か ら 日 照 な ど も 聞 き 、 減歩 を 考慮 し な が ら 換地先の希望 を ま と め 、 新 し い 道路や

公園 と の 関連 な ど箭区全体での調整 を お こ な っ て 「モ デル換地案」 を 作成 し 、 住民 に発表

し た も の で、 こ れ に よ っ て 地区全体の事業進行 に弾みがつ い た と 評価 さ れて い る (森崎輝行
「都市計幽 ・ ま ち づ く り ・ 住宅再建の ための新たな法制度 ・ 支援政策J r都市政策� 99号) 。

こ の 「モ デル換地案」 は住民発意 の 区画整理 と 位置づけ ら れる が、 さ ら に提案 さ れた換

地 に どの よ う な住宅が再建可能かが模型 に よ っ て 示 さ れ、 将来 の ま ち と 住 ま い が 日 に 見 え

る こ と で、 協調再建 ・ 共 同化再建 な ど、 狭小宅地での新 し い住 ま い方が促進 さ れた 。

住民の意 向 を 踏 ま え て コ ン サ ル タ ン ト が調整 し 、 協議会が行政 に仮換地案 を提案す る こ

の 方 式 は 「 区 画整理事業 の 面 的 整備 と う わ も の 整備 の 一体化」 で 、 「 こ れか ら の 民画整理

事業の新 し い展開J (森崎) と み ら れ る O
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盟 ク 口 一 ズア ッ プ一野武士の心 を 受 け継 ぎ

神戸 ま ち づ く り 研究所

都市計両家、 弁護士、 援師、 民俗学 の長い性格 を 買 わ れて建築家野崎隆ー さ んが推

者、 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 ジ ャ ー ナ

リ ス ト な ど さ ま ざ ま な分野の 人 々 があつ ま っ た

「神戸 ま ち づ く り 研究所」 が2000年 6 月 か ら 活

動 を 開始 し た 。

-市民 ま ち づ く り の夢 を 追 う

目 的 は 、 1 ) ま ち づ く り に 関 す る 調交研究 と

政策提 言、 2 ) 震災復興 に かか わ る 研究 グ ル ー

プや N PO ネ ッ ト ワ ー ク に対 す る 支援 、 3 ) ま

ち づ く り や 地域活性化 を 促進す る 事業 な ど と

も っ と も ら し いが、 ひ と 言で い え ば 「市民 ま ち

づ く り の 夢 を 色彩豊 か に描い て い る よ ろ ず屋義

侠集団J ( r新 し い市民社会の担 い 手群像J r市

民社会 を つ く る 」 市民社会推進機構) な の だ。

も と も と 母体が震災の体験 ・ 教wll を 全国 に話

し か け る 「市民話 り 部 キ ャ ラ パ ン」 で あ り 、 そ

れが小 森 星 児 ・ 神 戸 山 手大学 長 を 塾長 に し た

「神戸復興塾」 に な り 、 塾 生 は 一 匹狼 を 自 負 す

る 野武士の集団 で あ っ た 。 フ ッ ト ワ ー ク の軽 さ

と 短期 集 中 型 の 活動 を 得意 と し て い た が、 長期

ス パ ン の活動 は苦手。 そ こ で、 塾生 の 中 で は 息

さ れて研究所 を 立 ち 上 げる こ と に な っ た 0

. コ レ ク テ ィ ブ ・ オ フ ィ ス を 実現

事務所 は神戸市中央区の冗吾妻小学校の空 き

教室。 校舎 に は ま ち づ く り 系、 地域i習 交流系、

高齢者福祉系 の 4 1:fJ体が入居 し て い て 、 フ ァ ッ

ク ス や コ ピ ー 機 な ど を 共用 す る 「 コ レ ク テ ィ

ブ ・ オ フ ィ ス J o

都心の、 児童数減少で統廃合 さ れ廃校に な っ

た校舎の使い 方 を 提案 し た の も 、 こ の研究所。

中 心市街地活性化 の プ ラ ン の委託調査 を 経済全

面庁か ら 取 っ て き て 、 足で歩 い て デー タ を ま と

め 、 市民活動総合支援セ ン タ ー の設 置 を 神戸市

に提案 し て 実現 さ せ た。

最初の仕事 は 、 足元の商庖街や市場の活性化

プ ラ ン 。住宅地 と 商民街 を 結ぶ魅力 あ る 「 ウ オ ー

ク リ ン ク 」 を 提案 し 、 地域商業の存在価値 を 見

直 し て い る 。 震災後、 活発 に な り な お 活動 を 継

続 し て い る 新 し い NPO 組織や ボ ラ ン テ ィ ア 団

体 と 、 自 治会、 婦人会、 i街厄 会な どの 地縁組織

と の連携の あ り 方 も 提案 し て い る 。

.ね ら い は シ ャ ド ー キ ャ ビネ ッ ト

メ ン バ ー の 多 く は 一匹狼 と い う も の の 、 さ ま

ざ ま な 審議会や研究会で行政 と の か か わ り が強

い。 そ こ での 意見 や提案 を よ り 具体的 に 、 先進

的 に練 り 上 げ、 カ ウ ン タ ー パ ー ト ナ ー で あ る 行

政 を 納得 さ せ ら れ る も の に す る か、 そ れが研究

所 メ ン バ ー の ひ そ か な ね ら い で も あ る 。

つ ま り 、 市民主体、 市民の参留 を 打 ち 出 し た

行政へ、 よ り 実効性の あ る 政策 を提 言 し よ う と

す る 「 シ ャ ド ー キ ャ ピ ネ ッ ト J を ね ら っ て い る

会国の建築士が集 ま っ た神戸 ま ち づ く り 研究所の勉 力 を つ け た市民が笠場 し て き た証 し で あ る だ ろ

(神戸事�向社提供) う 。
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5 . 県都市計画審議会 を 原期公開
兵庫県都市計画審議会は2001年 2 月 、 議事運営規則 の 一部 を 改正 し 、 一殻傍聴 を 認 め て

原則公開す る こ と に し た 。 実施 は2001年度か ら 。

こ れ ま で は 審議 の 冒 頭 に 報道機関 の写真撮影だ け を 認 め て い た が、 各種審議会の公開 が

進 む 中 で 「知 る 権利」 の 尊重 と 、 透明性の 向上の た め に公開 に踏み切 っ た 。 全 国 で は 2000

年 7 月 の 時 点で東京、 北海道 な ど25都道県が一般傍聴 を 認め て い る O 兵産県内 で は す で に

神戸、 西宮、 J 1 1 西市 な どが公開 し て い る O

一般傍 聴 の 定員 は 10人。 個 人情報 を 扱 う 場合や議事運営 に い ち じ る し い支障 を 及 ぼす と

み ら れ る 場合 は公開 し な い。

6 . 神戸市が都市計画道路 ・ 帰途地域素案 を 全戸配蔀
神戸市 は2000年 8 月 、 都市計画道路や用 途地域見直 し な どの素案 を パ ン フ レ ッ ト に し て

に 配布 し た。 パ ン フ レ ッ ト は 、 市内 を 東灘 ・ 灘、 中央 ・ 兵庫 ・ 長 田 、 須磨 ・ 垂水、 北、

西の 5 地域 に 分 け て作成 さ れ、 都市計画道路、 事業整備予定、 用 途地域の 素案 の ほ か 、 各

地域の ま ち づ く り の課題が掲載 さ れて い る O

市 は 、 各 区役所 に 閲覧 ・ 相談所 を 開設 し て 市民の意見 を 集約 し 、 素案 を 練 り 直 し て2001

年度か ら 都市計画の 手続 き に 入 る O

都市計画道路の 見 直 し は 1970年代後半以来で、 対象 と な る 82路線 (延長約1l0km) の う

ち は路線 ( 同 約2 l k限) で幅員 や線形 の 変更 を お こ な い 、 4 路線 (同約12km) を 廃止 し 、 新

た に 12路線の計画 を 提案す る こ と に し て い る O

用 途地域の見直 し は 1996年以来。 建築制 限が厳 し か っ た戸建て住宅問地内 の主要道路沿

い に 、 防犯対策 と し て小規模忠舗が開設で き る よ う に 制 限 を 緩和 す る 方針 も 含 ま れて い る 。

こ れは 1997年 に須磨ニ ュ ー タ ウ ン で起 き た 児童連続殺傷事件で 、 無人の空間 を 生み 出 し や

す い郊外の戸建て住宅団地の ま ち づ く り の 欠陥が指摘 さ れた こ と か ら 、 住民が集 ま り 、 に

ぎ わ う 場所 を 設 け る こ と に し た 。 団 地 内 の パ ス 路線沿道 の 用 途地域指定 を 緩和 し 、 150m'

以下の脂舗 な どが建て ら れ る よ う に す る O

ま た 、 大震災以降、 被 災 し た工場跡地でマ ン シ ョ ン 建設が増 え て い る が、 高 さ 制 限 を 設

け て い な い 工業、 準工業地域で大規模マ ン シ ョ ン が 目 立 っ て き た た め 、 東灘区か ら 須磨区

ま での 市街地の工業、 準工業地域すべて を 「第 5 種高度地区」 に指定 し て高 さ 制 限 を 導入

す る 方針。
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圃 ク ロ ー ズア ッ プ一真野に本社 を 復帰

工作機械の伝動ベ ル ト や屋根の 防水 シ ー ト な

ど を 製造 し て い る 三 ツ 星ベ ル ト ( 西河紀男代表

取締役社長) は 「大震災の復興が遅れて い る ふ

る さ と の活性化 に役 立 ち た い」 と 2000年秋、 本

社 を 神戸市中央区 の ハ ー パ ー ラ ン ドか ら 、 創 業

の池、 長 田 区 の 下 町 、 真野地尽 に戻 し た。

圃住民 と と も に公害妨止

館 業 は 1919年、 長 田 [3:南部の住工混在の真野

地区 で伝動ベ ル ト の 製造 を 開始 し 、 ゴム の ま ち

長 田 と と も に 歩 ん で き た 。

1970年代、 高度成長 と と も に 全 国 で公害問題

が拡大 し 、 真野地区 で も 綴音、 悪臭、 大気汚染、

水質汚濁 な どか ら 住民が反公害運動 を展 開 し た。

工場 を 移転 さ せ る 企業 も あ っ た が、 三 ツ 星ベ

ル ト は 、 住民 ・ 企業 ・ 行政の三者 に よ る 公害防

止協定 を 結 ん で地域に と ど ま り 、 地域 と 共生す

る 道 を 選ん だ 。

真野地区 の住民運動 は巧 み で 、 反公害運動 を

ま ち づ く り 運動 に発展 さ せ、 住民、 企業、 行政

の三者が協力 す る ス タ イ ル を つ く り 出 し 、 ま ち

づ く り 運動 の モ デル に な っ た 。

宮本憲一 ・ 前立命館大字教授 は 「公害反対運

動 に !直面 し 、 当 初 は住民 と ぶ つ か り あ い な が ら

も 、 い ま で は一体に な っ て街づ く り に協 同 す る

よ う に な っ た 運動の所蔵」 が、 護災直後 に 夜勤

社員 が 自 衛消 防 隊の ポ ン プ を 住民 と 共 に操作 し

て火災 を 最小限で食い止 め 、 会社の体育館 に 避

難者 を 受け 入 れ、 企業 と 住民が協力 し て危機管

理 に あ た っ た 、 と 評価 し て い る ( �都市政策の

思想、 と 現尖 1999年) 。

・地域 と の共 生 に 共感

そ ん な風土 の 中 で、 三 ツ 星 ベ ル ト の地域への

姿勢は 、 2000年10月 に 認証取得 し た 国 際環境マ

ネ ジ メ ン ト 規格 IS0l400 1 の 環境 方針 に も 現 れ

て い る 。

「神戸事業所 は神戸 の地 に お け る 自 然環境 を

維持 し 、 地域社 会 の 員 と し て環境保護活動 に
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ま ち づ く り と 三 ツ農ベル ト

積極的 に取 り 組むJ と い う さ り げ な い 表現だが、

西一彦安全環境管理部長 は 「真野地 畏 ま ち づ く

り 推進会の メ ン バ ー と し て 活動 を し て い る 神戸

事業所、 に と っ て 、 地域社会の一員 と い う 一言に

は重い意味があ る 」 と 言 う 。

贋 「帰 っ て き ま し た真野の町ヘ」

真野地区 に は研究開発 ・ 試験試作部 門 を 残 し

て 、 本社部 門 を 1 992年 に ハ ー パ ー ラ ン ド の ピ ル

へ移 し て い たが、 震災復興が停滞 し 、 活気が薄

れ て い く 真野の人 々 か ら 「かつ て の 元 気 を 取 り

戻 し た い 。 ぜひ帰っ て き て ほ し い」 と い う 要望

を 受 け た 。

西河社長 は 、 1 999年末、 創 業の 地 に 戻 る こ と

を 決定 し た 。 地下鉄海岸線が建設 さ れ、 便利 に

な る こ と も あ っ た が、 住民 と 企業が共生 し て ま

ち づ く り を 進 め る 真野地区 ま ち づ く り 推進会の

活動 に 共感 し 、 共 に努力 す る こ と に 大 き な 意義 ! 
を 感 じ て い た 。

2000年1 1 月 5 日 に お こ な わ れた本社復帰の式

典 は ユ ニ ー ク だ っ た 。 会場 に掲 げ ら れ た タ イ ト

ル は 「住民 と 企業が共生 し 、 連帯 し て 進め る ま

ち づ く り J r帰 っ て き ま し た真野の 町へJ o

真野地区防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ の主催で 自 衛

消 防隊が防災訓練 を お こ な い 、 新築 さ れた社員

食堂兼地域の 人 も 利用 で き る コ ミ ュ ニ テ イ レ ス

ト ラ ン が披露 さ れ た 。 名 前 は 真野 と 三 ツ 星の頭

文字か ら 「エ ム エ ム コ ー ト 」 と 名づけ ら れ た 0

.ボラ ン テ ィ ア で ビ オ ト ー プ

遮7]( シ ー ト は 、 い ま ビ オ ト ー ブづ く り に 引 っ

張 り だ こ 。 IllJ の 中 で ト ン ボが住 む 、 近 自 然環境

の ど オ ト ー プは 、 大震災後 に 急激 に 関心 を 集 め 、

小学校 な どで盛 ん に つ く ら れ て い る O

三 ツ 患ベ ル ト は 、 震災で傷つ い た 子 ど も た ち

の 心 を い や そ う と 、 神 戸 市 内 の 小 学 校 の ど オ

ト ー プ言1- 画 に 、 遮水 シ ー ト の 無償提供 を お こ

な っ て い る 。 200 1 年 7 月 ま で の 提 供 は 72 件 、

9 ， 500m2o 



社員 の登録 ボ ラ ン テ イ ア 140人 も 大活躍。 r母

校がつ く る の で、行 っ て き ま す」 と 若い社員 が う

れ し そ う に 出 か け る r子 ど も た ち と 一緒 に 石

を 敷 き 並べ、 シ ー ト を 張 っ た と き は 、 三 ツ 星ベ

ル ト の社員 と し て誇 り を 惑 じ た 」 と い う 報告 も

あ る 。

〈 参考文献〉

西徹社長室広報担当 は 「木が茂 り 、 メ ダ カ が

Yjì， ぎ、 ト ン ボが飛ぶ よ う に な る と 、 だ れ も 底 に

シ ー ト があ る こ と を 忘 れ る が、 あ る こ と は確か。

私 た ち は 、 そ ん な縁 の 下 の力t寺 ち に な れ る こ と

が う れ し い」 と い う 。

「復興ま ちづ く り 5 年間の記録誌 未来へ (あすへ) J 六 甲 道釈北地IR ま ち づ く り 連合協議会 2001年 1 月
「近畿大学理工学部研究報告」 第37号 安藤元夫、 横山裕司、 野村浩史 f尼崎市築地地区 に お け る復興区画整理 ・

住宅地改良事業の評価に関する研究』
「市街地復興の理論 と 実践」 神戸都市問題研究所 2000年 3 月
「都市政策J 95号、 99号 神戸都市問題研究所

市民 ま ちづ く り ブ ッ ク レ ッ ト 7 号 「震災復興ま ち づ く り . 5 年 と 今後」 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ
ト ワ ー ク 2001若手 4 月
「都市政策の思想、 と 現実」 宮本憲一 有斐閣 1999年
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| 第三節 ま ち の 復興定点観測

-2000年度版 「衝の復興カ ルテ」 か ら
大阪大学大学院工学研究科の鳴j毎邦碩教授 を 中心 に し た チ ー ム は 、 1996年 夏 か ら 神戸、

芦屋、 西宮市 と 淡路島 の津名郡一宮町の 8 地 区 (1999年度か ら は神戸市東灘区 東部地域 を

加 え て 9 地 区 ) で 、 住宅や ピ ル な どの再建状況、 空地の変遷 な ど、 ま ち の復興状況 を 毎年

定点観測 し て い る o 5 回 目 の観測結果 は2001年 l 月 12 日 、 阪神 ・ 淡路復興支援館で発表 さ

れ、 「街の復興 カ ル テ dl 2000年定版 と し て財団法人板神 ・ 淡路大震災記念協 会 か ら 刊 行 さ

れ た 。

2000年度版は 、 震災か ら 5 ヵ 年が経過 し 、 復興計画後期 5 ヵ 年 の 第 2 段階 に 入 っ た被 災

地 を 、 建物 の再建率 だ け で な く 、 そ こ に住み、 事業 を お こ な っ て い る 居住者、 事業者の状

況や来歴 に 百 を 向 け、 ま ち の外観だ け で は な く 、 そ の 「 中 身」 の 変化 に注 日 し て い る 。

来歴調奈の手法 の 一 つ は 、 震災前の住宅地図 に記載 さ れた氏名 と 、 震災 5 年後の表札 と

照合す る 調査で、 こ れ に よ っ て 、 阪神 間 、 神戸市東部地域 で は 未帰還の疎開者があ る 一方 、

滅失戸数 を 大量 に上 回 る 住宅が供給 さ れ て 、 他地域か ら の新 し い住民が増 え て い る こ と が

確認 さ れた 。

こ の 結果か ら 、 鳴 海教授 は 「物理的 に住宅が復興 し で も 、 住み手が新 し く な っ て い た り 、

空 き 家 で あ っ た り す る O こ の よ う に大震災は 自 に見 え な い と こ ろ で も 、 街 を 大 き く 変容 さ

せ て い る 」 と 指摘 し て い る O

定点観測 は 次 の 地 区 を対象 に続け ら れて い る 。 カ ッ コ 内 は担当研究チ ー ム 。

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨区

(神戸芸術工科大学 斉木崇人 ・ 懸樋喜康 ・ フ ァ ン ・ ラ モ ン ・ ヒ メ ネ ス ・ 中 島英孝 ・
松 田 安代)

2 ) 神戸市 中 央12<: 三宮地医 ・ 旧居留地 ( 山本俊貞 ・ 地域問題研究所長)

3 ) 神戸市 中 央 区 三宮北部地区

(武庫 川 女 子大学生活環境学部 角 野幸博 ・ 大谷光一)

4 ) 神戸市灘r.><:南東地区 (神戸大学発達科学部 平 山 洋介 ・ 日 笠武志)

5 ) 神戸市東灘区住吉地区 (神戸大学工学部 重村力 ・ 浅井保)

6 ) 神戸市東灘区東部地域

(神戸 商船大学 小谷通泰 ・ 堀切真美 広 島商船高等専 門 学校 問 中康仁)

7 ) 芦屋市 (大阪大学 鳴 海邦礎 ・ 小浦久子 ・ 和 田浩二 ・ 高橋真一郎 ・ 山 下稔史)

8 ) 西宮 市 (大阪芸術大学芸術学部 田端修)
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9 ) 津名 郡一宮町 (流通科学大学i宵報学部 三谷哲雄 ・ 橋本憲治)

宮 町の調査地区の建物 な どの復興は1997年 ご ろ か ら 頭打 ち 状態 に あ り 、 チ ー ム

は 「護興の フ ェ イ ズか ら そ の 中 間 の フ ェ イ ズ を 経て平常変化の フ ェ イ ズ に完全 に シ

フ ト し た」 と 見 て お り 、 2000年の調査で は こ れ ま での調査デー タ の精査 と 一部の補

完 に 重点 を お き 、 今後の議論の た め の基礎情報 を 詳細 に収集、 整 理 し て い る 。 こ の

た め 、 こ の節 で の 要約紹介は割愛 し た )

1 . 概話一 日 に見 え な い衝の変容

〔勉地域 か ら 1 5万世帯が被災地に 〕

定点観測調査 を 総括 し て い る 鳴海教授 は 、 震災か ら 5 年後の 9 地点の調査結果 を概括 し

て 「 い わ ゆ る 白 地地域 に お け る 自 力復興は 、 震災後 3 年 を 経過 し た 時点 で ほ ぼ安定期 に 入 っ

た も の と 判 断 さ れ る が、 都市計画事業で復興 に取 り 組ん だ地 区 で は 、 復 興 は ま だ途 仁であ

る 」 と 、 公的支援が薄 く 自 力復興に委ね ら れた 自 地地域 と 復興都市計画事業地域 (黒地地
域) と で復興度合い に格差が出 て き て い る こ と か ら 「街の復興 カ ル テ が診 断すべ き 内容 も

自 ず と 変化 し 、 今回 の調査で は 、 調査グ ル ー プそ れぞれの新 た な 視点 か ら の試みが現れて

い る 」 と 2000年度版の調査の特徴 を 指摘 し て い る 。

鳴海教授 は 「告の復興 カ ル テ 」 の 冒頭で、 1998年震 に お こ な わ れた 「住宅 ・ 土地統計調

査J 1"住宅需要調査J と 2000年 の 国勢調査 を も と に 、 住宅復興の全体像 を 次の よ う に 把握

し て い る 。 (注 1 ) 

前 回 1993年度 と 今回 の 「住宅 ・ 土地統計調査 (以下 「調査」 と い う ) J か ら 被災地 に お

け る 住み 替 え 舟帯数 (表 8 ) を 算 出 す る と 、

住 み 替 え 総世帯数 438 ， 270世帯

同 一の 市 区 町での住み替え 223 ， 090 世帯

同一地域 内 で の住 み 替 え 51 ， 160世帯

県内他地域か ら の住 み 替 え 62 ， 090世帯

県外か ら の住み替え 93 ， 860世帯

と な っ て い る O

こ こ で 、 白 日 すべ き は 県内他地域か ら の住 み 替 え と 県外か ら の住み替 え を 合 わ せ る と 、

156 ， 950世帯 の住み替 え が存在す る こ と で、 こ の 中 に は震災 1 年前か ら の 住 み 替 え も 含 ま

れて は い る が、 そ の 多 く は震災後の住み替 え と み て い い 。

(注 1 ) 1998年度住宅 ・ 土地統計調査は、 ] 998年10月 1 日 現在で兵庫県A内のr!T町 につ き 1/3 か ら 117の抽出率でお
こ な われた。 兵庫県 ま ち づ く り 部 rひ ょ う ご住 ま いの統計 . 解説編� 2000年 3 月 に収録 さ れて い る 。
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(表 8 ) 居住形態及び属住地域の変化部

の
町

一
区

岡
市

え
数

挟間
帯
U

み
散
υ

住
総

居住地域の変化
f也市区町村か ら の住み替え

同一地域汗寸王両面瓦マー県 外

46 ， 420 持家→持家

持家→借家 42 ， 030 
居
住
形
態
の
変
化

借家→持家
一一一一一」
借家→借家 i 

80 ， 590 

168 ， 200 

その他→持家 16 ， 960 

その他→借家 71 ，  940 

ノ\t 体 (i主) 438 ， 270 93 ， 860 
21 . 4%  

27 ， :340 
58 . 9%  
14 ， 500 
34 . 5%  
46 ， 760 
58 . 0%  
89 ， 320 
53 . 1  % 
9 ， 630 

56 . 8%  
28 ， 920 
40 . 2%  

223 ， 090 
50 . 9%  

1994年以降の住み幸子え役帯数 [被災地]
上段 : 世帯数、 下段 : 総世帯数 (A ) に対す る 割合
(注) の数値は、 居住形態 「不詳」 を含め た数値であ る 。

5 ， 770 
1 2 . 4% 
5 ， 010 

1 1 . 9%  
9 ， 710 

12 . 0%  
20 ， 340 
12 . 1% 
2 ， 120 

12 . 5%  
7 ， 820 

10 . 9%  

7 ， 460 
16 . 1  % 
6 ， 790 

16 . 2%  
12 ， 970 
16 . 1  % 
19 ， 730 
1 1 . 7% 
2 ， 970 

17 . 5% 
1 1  ， 670 
1 6 . 2% 

5 ， 600 
1 2 . 1%  
1 5 ， 110 
36 . 0%  
1 0 ， 520 
13 . 1  % 
37 ， 150 
22 . 1  % 
2 ， 170 

1 2 . 8% 
一一一一一一一寸
22 ， 270 
31 . 0%  

居住形態 を み る と 、 借家か ら 借家への住 み 替 え が、 県 内他地域か ら の世帯で3l . 8% 、 県

外か ら の住み替え 世帯で39 . 6% に 達 し 、 そ の他か ら 借家への住み替え を 含め る と 、 借家へ

の住み 替 え が大 半 を 占 め て お り 、 県 内他地域か ら は借家か ら 持 ち 家への住み替 え も 目 立 っ

て い る O こ れ ら の傾 向 は 、 被災地で大量の新 し い借家が供給 さ れた こ と に相 関 し て い る と

考 え ら れ る O

51 ， 160 
1 1 .  7% 

62 ， 090 
14 . 2% 

〔空 き 家 が増加 し 1 9万戸〕

「調査J に よ る と 、 被災地全体で は 前 回調査の 1993年度 に比べ て公営住宅が 2 万 8 千戸

増加す る 一方 で 、 民 間借家 は 2 万戸減少 し て い る O こ れ を 神戸市で見 る と 、 公営住宅が 2

万戸増加 し 、 民 需借家が 2 万戸減少 し て い る O 神戸市 を 中心 に 、 公営住宅の供給 に よ っ て

賃貸住宅の構成 に 大 き な 変化が も た ら さ れて い る O

仮設住宅 を 除い た空 き 家率 (建築 中 の住宅 を 含む ) は 、 被災地全体で は 12 . 9 % で、 前 回

調査 (1993年度) を 2 . 8% 上 回 っ て い る O 阪神臨海地域で は 14 . 9 % で 同 じ く 4 . 8% 高 く な っ

て い る O

戸数でみ る と 、 被災地の 空 き 家 は 190 ， 940戸 で 、 そ の 70 % の 133 ， 860戸が賃貸 ・ 売却用 の

空 き 家で あ る O 地域的 に み れ ば、 4l . 4 % が神戸市、 37 . 7% が阪神 臨 海地域 に 立 地 し て い る O

前 回調査時点 に 比べ て被災地全体で は 5 万戸多 く 、 賃貸 ・ 売却用 空 き 家 は 4 万6 ， 000戸 多 い 。

震災前 に対 し て 、 神戸お よ び阪神 臨 海地域 に賃貸 ・ 売却用 空 き 家が増加 し て お り 、 そ の増
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加傾向 は 阪神 臨海地域 に お い て よ り 高い と い う こ と がで き る O

「官民査」 に よ る と 、 震災後、 被災10市10町で建設 さ れた性宅戸 数 は 24 1 ， 250戸 (新設住

宅着工戸数統計 で は約28万戸) で あ り 、 こ れか ら 推定滅失住宅136 ， 730戸 を 差 し 引 く と 約10

万4000戸が増加 し て い る 。 入手で き る 資料か ら は 、 空 き 家の 中 に 占 め る 新築住宅の比率は

不 明 で あ る が、 賃貸 ・ 売却用 空 き 家の 4 万6 ， 000戸 は 、 震災後の 急速 な 住 宅建設 に よ っ て

も た ら さ れた も の で あ る 可能性が き わ め て高 い 。 約28万戸 と な っ て い る 新設住宅着工戸数

か ら み る と 、 震災前 に比べて 10万戸近い空 き 家が平常時 よ り 多 く 存在す る 、 と 推測す る こ

と は そ れ ほ ど非現実的 で、 は な い 。

「 カ ル テ」 が示す 西宮市の例 で は 、 14 ， 300戸 の戸数増があ り 、 こ の 間 約 5 ， 400世帯の世

帯増加があ っ た 。 単純 に い え ば、 8 ， 900戸 の 空 き 家が生 ま れて い る と い う こ と に な る O 世

帯の小規模化が進み、 同 じ水準 に 人 口が回復 し で も 従前 を ヒ 屈 る 戸数の住宅が必要 と な る

こ と を勘案 し で も 、 住宅余 り 現象 は顕著で あ る O

こ の よ う に 、 震災後の被災 地 で は 大量の住宅が供給 さ れ、 県 内他地域お よ び県外か ら 多

数の世帯の住 み 帯 え が起 っ た が、 な お かつ 大量の空 き 家が発生 し て い る O こ う し た被災地

全殻で見 ら れ る 現象 は 、 「 カ ル テ』 が各地区で観察 し て い る ミ ク ロ な 現象 と 相通 じ て い る O

物理的 に住宅が復興 し て も 、 住み手が新 し く な っ て い た り 、 空 き 家で あ っ た り す る O 大震

災 は 目 に 見 え な い と こ ろ で も 、 告 を 大 き く 変容 さ せ て い る O

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に支援害者 を 〕

以上の住宅復興の全体像 と 各 地 区 の 「 カ ル テ 」 の 内 容 を 重ね合わ せ て 、 鳴海教授 は2000

年度の ま ち 復興の特徴 を 次の よ う に 整理 し 、 こ れか ら の復興の課題 を あ げて い る O

1 ) 復興 に よ る 、 あ る い は復興に 関 わ ら な い マ ン シ ョ ン 建設 に よ る 住宅供給が多数存在

す る O つ ま り 、 売却 ・ 賃貸用 であ る 。

2 ) こ う し た住宅建設の影響 に よ り 、 市桂子地環境や近隣の社会環境が大 き く 変貌 し つ つ

あ る O

3 ) こ れか ら 立 ち 上がっ て く る 都 市言十画事業 に よ っ て復興 し つ つ あ る 市街地で は 、 こ の

現象が よ り 梅端 に現 れ る こ と が容易 に 予想 さ れ る O

こ の よ う な 現象 は 多 か れ少 な か れ平常時 に も 起 き て い る が、 短期 間 に そ れ も 大規模 に展

開 し た と こ ろ に ま ち づ く り 上対応すべ き 課題があ る 。

ま ず、 都市計画事業 に よ っ て復興 し つ つ あ る 地 区 に つ い て 、 そ の推移 を 的 確 に 分析す る

こ と を 通 じ て 、 生 き 生 き と し た 街 と し て復興す る よ う に 支援がお こ な わ れ な け れ ば な ら な

し ミ O

一見復興 し た よ う に 見 え る 街 も 、 大半の住民が新来住民であ る 可能性があ り 、 地域 コ ミ ュ

ニ テ ィ 形成 の 観点 か ら 支援策が講 じ ら れ る 必要があ る O こ の場合、 地域商業の活性化 な ど

と 結 びつ け る こ と が有効 だ と 考 え ら れる 。
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2 . 事業地区 で復18力 が能下一長田 ・ 須磨匿

神戸芸術工科大学の斉木崇人教授の チ ー ム は 、 須磨 ・ 長 田 の 南区 に ま た が る 妙法寺]1 1 の

扇状地 の上 に で き た 市街地 を 定点観測 し て い る 。 高 攻 山 山 ろ く の住宅地か ら 長田 港 ま で南

北3 ， 300 m 、 東西650 m の観測 区 域 は 、 山 か ら 海 に 通 じ る 阪神 間 の市街地 に 共 通 し た 地形 を

持 っ て い て 、 こ の よ う な 自 然、の骨格 は 阪神 間 の地域 コ ミ ュ ニ テ イ の 基礎で あ る 、 と い う 仮

説 を 立 て て い る 。 こ れ ま で は調査区域 を 数町丁の ブ ロ ッ ク に分け て い た が2000年12月 の 観

測 で は 、 対象 を ブ ロ ッ ク 内 の 1 つ の 街区 に 絞 り 、 毎興状況 を 各年 毎 に コ ン ピ ュ ー タ グ ラ

フ イ ツ ク で表 し た 。

圃 区 域 A 養老町 1 丁 目 復 旧 率95 . 65% (2000年12月 現在。 以下同 じ)

比較的被害は軽微 で あ っ た が、 解体 ・ 再建が早期 か ら 進 み 町の表情 は 一変 し た 。 最初 の

2 年 間 ま で に)I[�調 に 白 力復 旧 が進み、 そ の後ゆ る や か に復 旧 し て い る 。 残 さ れ た 空地 は 菜

園 と し て 活用 さ れ る 例が多 く 、 ま ち の風景が熟成 し つ つ あ る 区域。

霊園震域 B 戸 崎 町 3 呂 復 旧 率40 . 77%

神戸市営地下鉄 ・ I1 j 陽電鉄板宿駅に 近 く 、 近 隣商業地域、 住居地域が混在 し て い る O 木

造 2 階建て の 住居が倒 壊 ・ 焼失 し て復興土地区画整理事業地 区 に指定 さ れ、 倍 区 の 1/4程

毘 の広 さ を 持つ公開建設が計画 さ れて い る O 震災後 2 年 目 ま で に は復旧率50% を 超 え て い
た が、 再建 さ れた建物が区画整理の た め に解体 さ れ、 そ の後 自 力復 旧 の レ ベ ル に は達 し て

い な い。 さ ら に公医用 地 に残 っ て い た 建物が解体 さ れた た め復 l日本が下がっ た 。

闇匿域 C 大池町 1 丁 目 復 旧 率38 . 33%

80% 以上が倒壊 ・ 焼失 し て復興土地区画整理事業 区 域 に 指定 さ れた 。 復旧 率 は 区 域 B と

同 じ よ う な パ タ ー ン を た ど っ て い る O ほ画整理地域の 中 に仮設建物 を 引 き 屋工法で移築 し

た建物 も あ る O 区 画整理後、 新 し い恒久建物 を 建て る 代 わ り と 見 ら れ る O 震災直後 に は あ っ

た 再建への底力が失 わ れつ つ あ る O
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輔区域 D 若松町10了 日 復!日率53 . 52%

鷹取東第 1 復興土地底画整理事業地区 の 一部。 被災地で は も っ と も 早 く 仮換地指定がお

こ な わ れ、 何年 7 月 に は復 旧 率が80% を 超 え た 。 し か し 区画整理事業の進展で仮設的 な住

居が解体 さ れて 更地敷地が増 え 、 復!日率は低下 し た 。 今後の住居再建 は 、 近 く の新長田 北

区頭整理事業 地 匿 で の マ ン シ ョ ン 再建 に よ る 需要の動向 に左右 さ れる と 思わ れ る O

自量産域 E 駒 ケ 林 3 了 目 復旧率92 . 94 %

長 田 港 に 面 し た 旧 漁村集落 を 含む準工業 ・ 住居地域の 混在区域。 街区 の 内側 は網 目 状の

路地 と 木造 2 階建て住屠 に よ っ て構成 さ れて い る O 震災直後か ら 住民 自 身 の個別対応で復

旧 ・ 復興がな さ れて い る O

地 lR 内 の 更地敷地 は放置 さ れて い る も の が多 い が、 ク ラ イ ン ガル テ ン 的 な 共 同活用が始

ま り 、 新 し い土地共有の工夫、 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ が生 ま れて い る O

闘再解体で復IBの活力が低下

こ の 区 域の復旧状況 を 大 き く 分け る と 、 区 画整理事業地区指定 な ど 自 力 復 旧への制限が

か け ら れた 区域 と 、 そ れか ら 外れ た 区域 と で格差が見 ら れ る 。

制 眼がか け ら れて い な い 区域で は 、 震災亘後の復 旧への活力がそ の ま ま 復旧率へつ な が

り 、 6 年が経た 時点 で ほ ぼ落 ち 着 き を 見せ て い る O

制 限がか け ら れ た 区域で は 、 年勾; に 復 旧 率 に 大 き な 波が現れて い る O 区域 B 、 区域 C 、

広 域 D で は震災直後 に は あ る 程度 ま で の復旧率 に 達 し た も の の 、 区画整埠事業の進畏で従

前 か ら の建物や仮設 的 な住居 を 解体撤去 し な ければな ら ず、 再度恒久住宅 を 建設す る 活力

が感 じ ら れ な い状況 に あ る O

区i頭整理事業 に よ っ て住居 を 再解体 さ れた住民 は 、 復 旧 へ の チ ャ ン ス を 待 た さ れ、 今後

どの よ う な プ ロ セ ス で再援 侶 す る の か、 ま た こ の 間 の 周辺地域での マ ン シ ョ ン 再建 な どの

大理の住宅供給動 向 と の 関係性が注 目 さ れる 。

神戸芸術工科大学斉木研究室 は 、 台湾の 「集集大震災j の復興支援国際研究 を 進 め て い

る が、 定点観測 の カ ル テ は 、 こ の 国際支援研究 に も 大 き な 意味 を 持つ と し て い る 。

3 . 流動が激 し い磯上地 区 一 中央区 @ 三宮地区

地域問題研究所の 山本俊貞所長 は 、 こ れ ま で旧居留 地 を 中心 に神戸の 中核 ピ ジ ネ ス 街 の

定点観測 を お こ な っ て き た。

〔三宮地監の ピル再麓率65% J

2000年 9 月 の時点で は 旧居留 地 を 含 め た 三宮地区 の ピ ル再建状況は 、 全体撤去や 上胃撤

去 さ れた被害甚大 な ピ ル 166棟の う ち 99棟が再建 ・ 補修済み で 、 工事中 の も の を 含め る と

65% に あ た る 107棟の再建が確実 だ と み ら れ る O 残 り の 59棟の敷地 は 、 外観か ら の判 断 で は 、

空地 も し く は 仮設建物や駐車場 な ど と し て の暫定的 な 利 用 に な っ て い る O
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こ の 1 年 間 に再建 ・ 補修がお こ な わ れ た ビ、 ル は 5 棟で、 大 き な 変化 は な く 、 こ の状態の

ま ま 定着 し つ つ あ る O

旧居留地 で も 、 前 回 の調査時点 か ら の変化 は 、 旧大興 ピ ル が10階建 て の 'The Forty FifthJ 

と し て再建 さ れた こ と と 、 !日港郵便局 が敷地 を 分割 し た上で 「 ポ ー ト 郵便局」 と し て再建

工事が始 め ら れた こ と に と ど ま っ た。 こ れ に よ っ て 、 旧居留地の ピ ル再建 は18棟で、 再建

率 は82% に な っ た。

(表 9 ) 三宮地区の ビ ル再建状況

会体1東数 再建 ・ 補修済み 工 事 中 暫定利用
(従 前) 被害甚大棟数 (外観判断)

山 9 月 [ 99 8 30 
(60% )  (5% )  (18%) 

94 4 33 
1999 年 10 月 (57% )  (2%)  (20%)  

30 559 166 73 19 
1998 主F- 8 月 (100% )  (44% )  ( 12%) (18%) 

54 21 31 
1997 年 8 月 (33% )  (13% )  (19% )  

23 31 25 
1996 年 9 月 ( 19%)  (15% )  (14% )  

(表10) IB居留地地区の ビル再建状況

全体様数 工事中 再建計闘中 暫定利用
(従 前) 被答甚大 再建済み (外観判断)

17 2 
2000 年 9 月 (77% )  ( 5%)  ( 5%)  (9%) 

3 16 1 1999 年 同 i (73% )  ( 5%)  ( 5%)  (14% )  

106 22 12 5 。 4 
1998 年 8 月 (100% )  (55% )  (23% )  (18%) ト一一一一一一一一一一一一

4 11 2 4 
1997 年 8 月 (18% )  (50% )  ( 9% )  (18%) 

4 。 9 6 
1996 年 9 月 (41 % )  (27% )  ( 18%) 

※平成11年以降の再建i斉み棟数は、 震災前の 2 1C東が共同化 さ れたが、 2 棟 と し て カ ウ ン ト し て い る O

〔 ま ち づ く り が流動す る 磯上地区 〕

山 本所長 は 、 変化が少 な く な っ た !日居習 地 や ]R 三 ノ 宮駅前、 フ ラ ワ ー ロ ー ド 局 辺 に 比

べ て 、 フ ラ ワ ー ロ ー ド か ら 束、 新生田 川 の 聞 の磯上 地 区 (三宮南地区) で事業所の転出 ・

転 入 に大 き な 動 き がみ ら れ る こ と 、 人 口 ・ 世帯数が増加 し て い る こ と な どか ら 、 こ の地 区

を 新た に 定点観測の対象 に 組み入れ た 。

磯上地 区 は 、 中 心 に磯上公園があ り 、 隣接 し て1870年 に居留 地 の 欧米人が設立 し た神戸
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(図 2 ) 磯上 (三ノ 宮南) 地区の再建状況

， 96年中に再建 (本設)
' 9 7 If 

， 9 8 fI 

If 

( '街の復興カ ル テ2000年版J よ り )
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レ ガ ッ タ ・ ア ン ド ・ ア ス レ チ ッ ク ク ラ ブがあ る o 1878年 ごろ 英国 人 キ ル ピ ー が造船所 を つ

く り 、 そ の後臨港地区 と し て市街地整備が進め ら れた 。 第 2 次大戦後、 地 区 の ほ と ん ど全

域がイ ー ス ト キ ャ ン プ と し て連合軍 に接収 さ れ、 1954年 に接収が解除 さ れて か ら 、 海運倉

庫 な ど を 中心 に し た業務施設が建設 さ れて き た。

既存都市 中 核 の 三宮 と 東部新都心 情AT 神戸) を つ な ぐ位霞 に あ り 、 神戸都心の東進

化傾向 の 中 での 東端部 に あ た る O 業務中心 の 中 高層 建物が多 く 、 単身世帯向 け の マ ン シ ョ
ン が増力目 し て い る O

フ ラ ワ ー ロ ー ド や新神戸 ト ン ネ ル か ら ポ ー ト ア イ ラ ン ド を 結ぶ南北の幹線 と 、 国道 2 号

や 国道43号、 阪神高速道路生 田 川 ラ ン プな ど東西の広域幹線道路の結節点 を 含 ん でい る O

さ ら に 、 こ の 地 区 の南 に あ る JR 貨物駅神戸港駅が縮小 さ れ跡地利 用 が議論 さ れ て い る こ

と な ど、 磯上地区 の ま ち の 変化 は 将来 も 大 き く 続 く と 予測 さ れ る O

〔大規模な 空地 を 抱 え る 〕

震災 に よ る 撤去建物棟数率 は 、 三宮地区が30 % で あ る の に対 し て 、 磯上地区 は 16% で 比

較的低率だ、 っ た 。 再建率 は 1999年で 三宮地 区 も 磯上地区 も 約60% (表11) で ほ ぼ同 じ だが、

そ の ス ピ ー ド は磯上地区 は い く ぶ ん遅れて い た 。 こ れは 、 旧居留地地 区 と 同様、 敷地規模

の大 き い も の が多 く 、 再建の企画 ・ 設計 ・ 工事 に 長時 間 を 要 し た こ と に よ る と 考え ら れ る O

た だ磯上地区 の最終的 な 再建率は !日居習 地 と 比べ て か な り 低 く 、 三宮地区 に お け る 残存

震災空地の 多 く が狭小 な も の で あ る の に対 し て 、 大規模 な 空地が 目 立つ 。

磯 と地 区 の 再建率が低 く 、 さ ら に 震災前 か ら の空地や駐車場 な どの低 ・ 未利 用 地 も 多 く

分布 し て い る こ と の 要毘 の 一つ は 、 地 庶 の土地利 用 動 向 が不安定 で あ る こ と が考 え ら れ る O

地権者 に と っ て 、 ま ち の将来が見 え な い こ と への不安で あ る O

(表11) 磯上地区の ピル再建状況 (ゼ ン リ ン住宅地図各年度版に よ る 図 t調査)

〔世帯数が急激に増加〕

磯 上地 区 の 人 口 ・ 世帯数 を 国勢調査でみ る と 、 震災前 の90年 で は2 ， 512人、 1 ， 434世帯で

あ っ た が、 震災直後の95年 に は人 自 で1 3 . 5 % 減少、 世帯で15 . 0% 減少 し た が、 そ の後 の 集

中 的 な マ ン シ ョ ン 建設 に よ り 2000年 に は3 ， 095入、 2 ， 082世帯増加 し て お り 、 1990年 と 比べ

て も 人 口 で23 . 1 % 、 世帯数で は45 . 2% も の増加 を みせ て い る 。
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(表12) 磯上地区の事業所数、 従業者数、 人口、 世帯数の動 き

〔事業所の半数以上が震災後に転入〕

夜 間 人 口 の増加 に 比べ て 、 事業所の 戻 り は運い。 事業所 ・ 企業統計 に よ る と 、 震災前の

1991年で 2 ， 307事業所、 従業者 は33 ， 293人で あ っ た も の が、 震 災後の 1996年 に は 1 ， 916事業

所 (16 . 9 % 減) 、 38 ， 916人 (16 . 9増) と な っ て い る O 従業者数が増加 し て い る の は建設業

の増加の ほ か に 、 運輸 ・ 通信業 に お け る 統計処理上の取 り 扱い の変化 に も よ っ て い て 、 実

態 は そ れ ほ ど大 き く は な い と 考 え ら れ る が、 増加 し て い る の は事実で あ る O

そ の後の事業所 の 動 向 を 、 ゼ ン リ ン 住宅地図 に よ っ て事業所名 の追跡調査 を お こ な っ た

結果、 震災前の 1993年で2 ， 765事業所、 査後の1996年で2 ， 100事業所、 4 年後 の 1999年で2 ， 422

事業所 を 確認 し た 。 震災産後 に 8 割 ま で減少 し た事業所が、 そ の 後 ほ ぼ 9 割 ま で復興 し て

い る こ と が う かがえ る O こ の 中 で、 小売癌舗、 英会話教室 な どの教育産業 は 、 絶対数 は 大

き く は な い も の の震災前 よ り 増加 し て い る O

た だ、 現在立地 し て い る 事業所の半数以上 は 震災後の新規転入 と 想定で き 、 流動 は 激 し

しミ 。

(表13) 磯上地区の事業所の転入 ・ 転出 (ゼ ン リ ン住宅地図 に よ る 比較推計)

卒業所総数 般事務所
2 ， 765 2 ， 351 震災前 (1993塁手) (転出 1 ， 104 転入 439) (転出 934 転入 404) 

2 ， 100 1 ， 821 一 (1叫) (転出 738 転入 ] (転出 676 転入 893) 

4 年後 (1999年) 2 ， 422 ， 038 

4 . 街区の個性が薄 ま る - 中央区 ・ 三宮北部地区

武庫川 女子大学生活環境学部の角 野幸博教授 の チ ー ム は 、 神戸市内 で飲食屈が も っ と も

集 中 し て い る 三宮北部地区 の う ち 下 山手通、 北野坂、 東門街の 3 つ の街区 で定点観測 を 続

け て い る O
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(凶 3 ) 三宮北部地区の誠査対象地区

( 1 衝の復興 カ ルテ2000年版」 よ り )

〔再建は停滞 @ テ ナ ン ト 流動す る 東門街〕

2000年 は 7 月 下旬 に空地 の変化、 ピ ル建設工事、 テ ナ ン ト の状況 な ど を 外観 か ら 調査す

る と と も に 、 1 1 月 に は束門街 の庖舗経営者 に ア ン ケ ー ト 調査 を お こ な っ た 。

こ の調査の結果か ら 、 2000年の 下 山 手通、 北野坂、 東門街の 3 街 区 の動 向 に つ い て次 の

よ う に指摘 し て い る O
1 ) 建物 の復興 本設建物 は 、 震災前 と 比較す る と 下山手通は94 . 7% (1999年 は 92 . 9 % 、

以 下問 じ) 、 北野坂 は 97 . 1 % (95 . 8 % ) 、 東門街は81 . 6 % (80 . 6 % ) と な る O 全体で は91 . 0%

(88 . 1 % ) が再建 ま た は補修 を 経て供用 さ れて い る O

99年 か ら 2000年 に か け て 、 建物 の更新件数は 減少 し て い る O も っ と も 建物再建が遅 く れ

て い る 東 門 街で は 、 99年 に工事中 で あ っ た も の が本 設 に 変更 に な っ た 以外は土地利 用 に 変

化 は な く 、 建物復興の停滞が危ぶ ま れ る 。

2 ) 府舗 の復興 総出舗 数 は 前 年 と 比べて60)古舗増 の 1 ， 860r;S舗 に な っ た 。 北野坂で は

1 994年 当 時の出舗数 ま で増加 し た 。

前年の調査では 「毎興の活力 」 の低下が見 ら れ た が、 今年の調査で は 下 山 手通 、 北野坂

は 空 き テ ナ ン ト 化が減 り 「空室への 入岩」 が増加 し た。 庖舗の移動量 も 下 山 手通 、 北野坂

で は震災の影響 は 薄 ま っ た と 考 え ら れ、 今後!古舗移動 は 定常化す る も の と 思 わ れ る 。
東 門 街 で は 総}吉舗数は 14庖舗増加 し た が、 建物の再建が停滞 し て い る 。 ま た 、 )占舗数増

加以上 に 空 き テ ナ ン ト が増 え 、 府舗の 移動が起 こ り 、 動 き が再 び大 き く な っ て い る O
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(表14) 総j高舗数の変化

1994 1995 1996 1997 1998 γ 1999 2000 

下 山 手 通 909 898 659 720 746 759 782 

北 野 坂 491 474 458 489 489 468 491 

東 門 街 711 714 457 529 561 573 587 
之口〉、 言十 2 ， 11 1  2 ， 086 1 ， 574 1 ， 738 l ， 796 1 ， 800 1 ， 860 

1995年のデー タ は、 調査 編集時点ですでに更地 ま た は撤去中 の個所お よ び通行不能の も のが329件、 ま た名称
や居伎 ・ 営業状態 な どが確認で き な い も のが518件、 合計847件が実態 を確認で き な か っ た た め、 分析か ら 除外 さ
れてい る 。

〔東門街Jð舗経営者への ア ン ケ ー ト 〕

2000年11月 10 日 、 生 関 東 門商庖街協同組合の協力 で、 東 門 街 に 面す る ピ ル に 入居 し て い

る 全テ ナ ン ト を 対象 に 、 ア ン ケ ー ト 調査表 を 配布 し、 同 月 15 日 と 22 日 に 173通 を 回収 し た。

回収率33% 。 こ の 調査 に は学生延べ23人が担当 し た 。

ア ン ケ ー ト 回答者の職種 は 、 ス ナ ッ ク パ - 70 % 、 レ ス ト ラ ン 、 居酒屋各 4 % 、 服飾雑貨

小売商 3 % 、 カ ラ オ ケ 2 % な ど。

な ア ン ケ ー ト 項 目 は 、 1 ) 業犠お よ び関庖時期、 2 ) 震災時の状況、 3 ) 営業状況の

変化、 4 ) 周 囲の 変化 ー な ど。 ア ン ケ ー ト の 結果 を 次 に 要約す る O

1 . 営業開始 (開業) 時期

全体で は 「震災以前」 か ら が46 % 。 業種別 に み る と 、 ス ナ ッ ク パー 、 居酒屋 な どの酒場

等の51庖舗 (41 % ) が 「震災以前」 の 開庖。 73府舗 (59 % ) が 「震災以降」 に 開屈 し て い

る O 酒場等以外 の 庖舗 は 逆 に 「震災以前」 の 開庖 が多 く 、 24庖舗 (60 % ) が 「震災以前」

の 開席。

2 . 経営者の居住地

経営者の居住地 は 、 新神戸 一 元 町間 の ]R 神戸線以北が54人 (33% ) 、 こ れ以外の 中央区

内が34人 (21 %) 0 中 央 区 以外の神戸市内が59人 (36 % ) 0 神戸市以外の兵庫県内が 8 % 、

他府県が 4 人 ( 2 % ) 。

業種別 で は 、 酒場等の経営者の69人 (55 % ) が中央区で、 こ れ を 含め て神戸市内居住が

113人 (90% ) 。 酒場以外 の 経営者 で 中 央 区 内居住 は19人 (47% ) 、 こ れ を 含め て神戸市内

居住 は 34人 (84 % ) 。 い ずれ も 神戸市内居住者が大半 を 占 め る が、 特 に 酒場等経営者は都

心 に住 む割合が高 い 。

3 . 震災時の営業状況

ア ン ケ ー ト 回答者の全体で は 、 「い ま の場所で営業 し て い たJ 41 % 、 「庖舗経営 を し て い

な か っ た J 29 % 、 「他の場所で経営 し て お り そ の 場所で被災 し たJ 27% の順 に な る O 酒場

等 の経営者 は 「他の場所で経営 し て お り そ の 場所で被災 し たJ が69庖舗 (32 % ) と 高 い 。

震災時 に rJ苫舗経営 し て い な か っ た」 と 答 え た経営者48人 に 、 東 門 信 に 屈 を 持 っ た 理 由
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を 尋ね る と 「東門街 (三宮界隈) で商売 を し た か っ たJ と 答え た経営者が50 % に 達す る O

ま た 、 以前の職業は 「同様の業種で就職 し て い た J が26人 (60 % ) と 多 い。

4 . 再開 ま で の 過程

田答者の う ち 、 被災 し た場所で営業 を 再開 し た の は69庖舗。 再開時期 は 6 ヵ 月 以 内 が50

宿舗。 業種別 で は 、 酒場等の庖舗の再開が早 く 、 小売屈な どの庖舗の再開 は遅い 。

5 . 庖 舗 の営業状況

売上お よ び来客数の変化 に つ い て 震災前、 震災直後 (1995年 1 月 17 日 � 1998年12月 ) 、

近年 ( 1999年目、持) に つ い て尋 ね た 。 こ の質 問 は 印象評価 で あ っ て 、 事実 を 正確 に反映 し

て い る か ど う か は不明 だが、 売上、 来客数 と も に 「減少→減少j と し て い る 経営者が大変

多 い。 た だ し 来客数に つ い て は 、 震災前 と 震災直後 と の 間 で 「維持」 ま た は 「増力し と い
う 回答が 9 % あ っ た 。 来客数に 比べて売上は 「減少」 と 答 え た経営者が81J吉舗 (83 % ) に

お よ び、 深刻 な 状況 と い え る O

来客層 は 、 震災以降 は 「 中 高年層 の減少J を あ げる 経営者が62入 、 「高齢者層 の 減少」

と 答 え た 経営者 も 82 人 と 多 い 。 若年層 、 女性客の増減 に 関 し て は 意見が分かれて い る O 業

種でみ る と 、 中 年層 ・ 高齢者層 の 減少 は 業種 を 問 わず共通 し て い る が、 若年層 に つ い て は 、

酒場等 の 経営者 は 「減少」 と 答 え る 割合が多 く 、 酒場等以外の経営者 は 「増力し と 答 え る
割合が多 い 。

6 . 震災以 降 に 起 き た 三宮界隈の変化

震 災以 降 に 三宮 界 隈 に 起 き た変化 に つ い て の 評価 は 、 「庖舗数が減 っ たJ 88庖舗 (34% ) 、

「新 し い 業種が進出 し て き て い る J 65庖舗 (25 % ) 、 「業種が変 わ り つ つ あ る J 59125舗 (22 % )

の)I[夏。 そ の他 の 意見 と し て悪 質 な 出舗の増加 を あ げた経営者 も 4 人い た 。

震災以前 に 開rð し た経営者の49人 (62% ) が 「業種が変わ り つ つ あ る J と 答 え 、 67人 (84 % )

が 「応舗数が減 っ たJ と 答 え て い る 。 震災以降 関 西 し た経営者 は 東 門 倍 に 変化が起 き て い

る と い う 認識は低い。

7 . 震災以降 に み ら れ る 三宮界隈の魅力

震災以 降 の 三宵界保の変化 に対 し て評価 を 尋ね る と 、 関心の高い項 目 は 、 東 門 街 の路面

舗装 ( 1 1 1 人) 、 ル ミ ナ リ エ な どの イ ベ ン ト 開催、 新 し い 業種 ・ 庖舗の進出 な ど。 そ れぞれ

の 項 目 へ の 評価 を 見 る と 、 「庖舗 の 更新 ・ 改修 に よ る 美観 向 b や 「東門荷の 路面舗装J

な どは 多 く の経営者がプ ラ ス だ と 答 え て い る O 一方、 「以前か ら の業種 ・ 届舗の撤退J r熟

年経営者の減少」 や 「東門街周 辺 の 商業 空 間 イヒ」 な ど は マ イ ナ ス と 評価 し て い る O 「 若 い

経営者の増加J r新 し い業種 ・ }古 舗 の 進 出 」 の 項 目 で は 「 ど ち ら と も い え な い 」 と 答 え た

経営者が多 い 。 「 ル ミ ナ リ エ な どの イ ベ ン ト 」 で は 、 プ ラ ス か ら マ イ ナ ス ま で 回 答が分か

れ た 。

8 . 今後の 三宮界隈 に望 む こ と

今後の ま ち づ く り の 方 向 に 関 す る ア ン ケ ー ト の結果 ( 図 4 ) は 「飲食街の整備 を 進め る 」
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68庖舗 (32% ) 、 「 さ ま ざま な 用 途 を 適当 に 混在 さ せ る J 43庖舗 (20 % ) が多 い 。 業種 ご と

に み る と 「都心居住で き る よ う に住環境 を 充実 さ せ る 」 の 自答で は 、 酒場等の経営者の割

合が高 い 。 開届時期別で見 る と 、 震災以前か ら の経営者 に 「 わ か ら な い」 と 答 え る 率が高

く 、 震災後 か ら の経営者は 「 さ ま ざま な 用 途 を 適当 に 混在 さ せ る 」 と い う 回答が多 い 。

(関 4 ) 三宮界穣に望む政策の割合

飲食街の整備 を 進 め る

オフィスヒ、ルなど業務機能を充実させる

都心居住できるよう住機能を整備する

様々 な用途 を 適度に混在 さ せ る

わ か ら な い
コ

〔三三宮北部繁華街の今後の展望 と 課題)

角 野幸博教授の チ ー ム は 、 こ の よ う な 定点観測 と ア ン ケ ー ト の結果か ら 、 三宮北部繁華

街の今後の展望 と 課題 を 次の よ う に あ げて い る O

街並み 、 f苫舗変化 と も 全般的 に安定化、 定常化の傾 向 に あ る O し か し 、 街路 開、 庖舗間

で格差が さ ら に顕著 に な っ て き た 。

下 山手通、 北野坂の復興 は着実 に 進 ん で い る O こ の 2 街路 に つ い て は土地の暫定的利用

も 一部 を 除い て終わ っ て お り 、 出舗 に 関 し て も 平常時の移動 に 落 ち 着 き つ つ あ る O

一方、 東 門 街 で は 、 建物復興の停滞が見 ら れ、 テ ナ ン ト 復興 に つ い て も 、 再び庖舗移動

や空 き テ ナ ン ト 化の 数が増加 に転 じ た 。 街お よ び ま ち づ く り に対す る 業種聞 の意識格差 も

深刻 で、 あ る O

復興 を 確実 な も の に し 、 神戸の都心 と し て も 魅力 を 高 め る た め に は 、 以 下 の 課題 を 解決

す る こ と が必 要 だ、 と 思 わ れ る O

1 ) 街路 ご と の メ リ ハ リ

震災以降 下酒場等」 の 庖舗が東 門 街以外の通 り で も 増加 の 傾 向 を た ど っ て お り 、 街路 ご

と の特徴が失 わ れつ つ あ る O 個 々 の 庖舗 の 魅力 が向上 し 、 さ ら に ピ ル ご と 、 通 り 全体で街

の イ メ ー ジ を つ く り あ げ る 仕組みが必要であ る O さ ら に街路 間 で、 そ れぞ
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り 」 に す る こ と に よ り 、 そ の 「通 り 」 の イ メ ー ジ を 高 め る こ と がで き 、 さ ら に 同業種の庖

舘が競い合 う こ と に よ り 、 相乗効果が期待で き る O 街路 ご と 、 あ る い は一つ の 倍路の 中 で

も ゾー ン に よ っ て特徴 を だす こ と に よ り 、 「 メ リ ハ 1) J を つ く り あ げる こ と が必要で、 あ る O

2 ) 空 間 整備

人 び と が安心 し て 通行で き る 街路 に す る だ け で は な く 、 周 囲 の街路 ・ 地医 と の結 びつ き
を 強化す る た め に 、 街路空 間 の 整備 を 進め る O さ ら に 楽 し く 歩 け る 歓楽街を 実現す る た め

に 、 個 々 の自舗の聴力増進 と と も に 、 パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス を 充実 さ せ る こ と が不可欠であ

る O

コ イ ン パ ー キ ン グ式駐車場 は 、 街並み の連続性 を 分断 し 、 ま た東門街への車 の 進入 を 助

長す る O 東 門 街北部 に あ る 「第一 ホ テ ル」 は調査地区唯一の放置建物 で 、 間 屈 の!吉舗 に対

す る 影響 は 、 街の イ メ ー ジづ く り に も 影響す る O こ う し た 空地、 区 画 を 有効活用 し 、 「や

る 気があ る 人が安 く 借 り ら れ る J ス ペ ー ス と し て暫定利用 す る こ と や 、 向 じ街路内 で も ゾー

ン ご と の特徴 を 出 せ る よ う に庖舗の誘導、 ま た 景観の連続性の 向 上 な ど に有効活用 で き な

い だ ろ う か。

3 ) 新 し い ま ち づ く り 組織 の 設立

個 々 の経営者達 を 「 ま ち づ く り J に 結 びつ け る た め に は新た な 工夫が必要 と 考 え ら れる O

酒場等の宿舗 は 入退屈の サ イ ク ルが早 く 、 通常の 「 ま ち づ く り 組織」 に積極的 に は参加 し

に く い よ う に感 じ ら れ る O 彼 ら に も 、 参加 ・ 協 力 が可 詑 な 柔軟性の あ る 組織が必要であ る O

「 ま ち づ く り 」 を 進 め る 組織 は 、 多様な 屈舗経営 を 志、す 人 に 適切 な テ ナ ン ト ス ペ ー ス を 提

供 し 、 街全体 と し て の東門街 ら し い 「場J の運営の実現 を め ざす た め 、 と り わ け地主や オ

ナ ー の主体的 、 積極的 な取 り 組みがお こ な わ れ る 組織で あ り た い 。

「 ま ち づ く り 」 組織 は 、 他 の そ れ ぞれ個性 を も っ た 「 ら し さ 」 の あ る 近隣盛 り 場 と ネ ッ

ト ワ ー ク を 結 ぶ こ と に よ り 、 国遊 ル ー ト を 設定す る な ど、 周 囲 と の連携 を 積極 的 に 求 め る

べ き であ る O

4 ) ホ ス ピ タ リ テ イ

経営者の 中 に は 、 悪 質 な 客 引 き の増加 な どマ ナ ー の悪化 を 嘆 く 声が非常 に 多 い 。 街全体

と し て 、 こ の よ う な 来客 の 減少 を 招 く 事態 を 収拾す る 必要があ る O ま ず個 々 の庖舗が、 客

引 き を 含む経営 に 対す る マ ナ ー の 向上 に取 り 組み 、 「 ま ち づ く り 」 組織 に よ る 「 マ ナ ー 啓発」

が必要で あ る O

中高年層 の 来 客 の 減 少 は 、 三官界隈 に 限 ら れ る 現象で は な く 、 常 に 変化す る 「ニ ー ズJ

に対応すべ く 、 新 し い 「 ホ ス ピ タ リ テ イ の あ り 方J を 考 え る こ と が必要 と 思 わ れ る O

5 . “ コ ラ ー ジ ュ ・ シ テ ィ " の可能性 は あ る か -灘区 ・ 六 甲地区

神戸大学発達科学部人 間 環境学科 の 平 山洋介助教授 の チ ー ム は 、 灘 区 中 心部 の l39町了

の 人 口 動 向 、 住宅 ス ト ッ ク の動 向 、 空 間構成の変容 な ど を 定点観測 し て い る が、 2000年の
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調査で は 、 「震災発生か ら 6 年 間 を 経過 し た 時点 に お い て 、 求め ら れ る の は 、 実態 の 素朴

な 記録 だ けで は な く 、 そ の 理解の枠組み を 試行す る こ と に あ る j と 、 “重層 都市" と “ コ ラ ー

ジ、 ユ ・ シ テ ィ " の視点 か ら 復興過程の枠組み を 次の よ う に観察 し た 。

〔 “重麗都市" と “ コ ラ ー ジ ュ ・ シ テ ィ ")

震災復興の 過程 に見 ら れ る 問題の一つ は 、 市街地の復興 は震災以前の 環境 を 再現す る の

で は な く 、 全 く 異 な る 建築群 を う み だ し た こ と か ら 「空間 ・ 時間 の連続/ 断絶 に 関 わ る J

こ と に あ る O つ ま り 、 何が残 り 、 何が新た に う ま れた の か 、 こ の両者の 関係 は どの よ う な

時 間 ・ 空 間 を 構成す る の か、 と い う 問題があ る O

都市 は 常 に “重層 都市" で あ り 、 都市空間 の形成 は 「 あ る 時 間 ・ 空 間 の 断片 を 装 て んす

る 作業」 に よ っ て重層化が進 め ら れ る O 都市の秩序 と は 、 連続/断絶の応答関係が多層化

し た時間 ・ 空 間 の様態 に ほ か な ら な い。 大規模 な 改造、 漸進的 な 更新、 微妙 な変化 な ど、

都市 に お け る 変化の程度 は 多様だが、 そ の すべて は既成 の秩序 に対す る 新 し い要素の挿入

と し て の性 質 を 含む 。

“ コ ラ ー ジ、 ユ ・ シ テ ィ " と い う 概念は コ リ ン ・ ロ ウ が近代建築 を コ ラ ー ジ、 ユ す る よ う に

市街地 に理め込む処方筆 と し て 主張 し た 。 ロ ウ の判 断 に よ る と 、 近代建築 は単体 と し て失

敗 し た の で は な く 、 伝統的 な 秩序 と の適切 な 関係 の形成の面で失敗 を 重 ね た 。 近代主義 と

保守主義、 進歩 と 保守、 ユ ー ト ピ ア と ノ ス タ ル ジ ー な ど を 二項対立の枠組み で と ら え る の

で は な く 、 両者 を 共存 さ せ る 方向 に建築の突破 口 が求め ら れ る O

被災市街地 を “重層都市" と し て と ら え る と き 、 どの よ う な 実態が現れて き て い る か、

そ こ か ら “ コ ラ ー ジ ユ ・ シ テ ィ " の 可能性が見つ け ら れる だ ろ う か、 そ の視点で2000年の

被災市街地 を 観察す る 。

〔町丁 ご と に格差が あ る 人口動向〕

人 口 の 残存率 と 匝復率 を 町丁別 に算出 (都市計画区域外 は 図 5 、 都市計画区域内 は 図 6 ) 

す る と 、 人 口 動 向 は 町T ご と の 格差が き わ め て 大 き い 。

残存率 は 1995年 1 月 の震災i直前 の 人 口 (神戸市の推計) に対す る 1995年10月 (国勢調査)

の 人 口 の 割合。 回復率 は震災直前 の 人 口 に対す る 2000年 7 月 の 人 仁J (神戸市の推計) の割

合で示 さ れて い る O

こ れ に よ る と 六 甲 地区 の残存率 は 平均66 % 。 回復率 は 平均95% 。 残存率 と 回復率 は 相 関

す る と 考 え ら れる が、 実際 は 、 町 r ご と に み る と 、 残存率 は高 く て も 回復率 は低い 町丁、

逆 に残存率 は 高 く て も 回復率が低い 町丁がみ ら れ、 モ ザイ ク 状 に 散 ら ばっ て い る O 六 甲 地

IR の 人 IJ 配置 は 大規模 な 変換がな さ れて き た 。

人 口動 向 を 都市計画事業区域 と の 関係 でみ る と 、 事業区域内で は 残存率、 回復塁手 と も に

低い。 残存率の 平均 は 、 区域外 で は 平均68 % で 、 包域内 は 50 % 。 区域内 の 残存率が低 く な っ

第八章 @ 都市言「凶 ・ ま ち づ く り 491 



(図 5 ) 都市計酒事業区域以外の残存率 ・ 回復率
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(図 6 ) 都市計画事業区域内の残存率 ・ 回復率
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て い る の は 、 被害が よ り 大規模で あ っ た こ と 、 建築行為が制 隈 さ れ て 人 口 流 出 が促進 さ れ

た こ と な どが要国 で あ る と み ら れ る O

回復率の 平均 は 、 事業区域外で は 99 % で、震災前の水準 に ほ ぼ達 し て い る が、 事業区域内

で は70% で き わ め て低い。 市街地再開発事業区域で は さ ら に低い。 六 甲 地区全体の 人 口 回

復が停滞 し て い る の は 、 都市計画事業区域の存在に よ る と こ ろ が大 き い。 復興の速度 と い

う 指標 に 限 っ て い え ば、 都市計画事業 は効果 を 発揮で き な か っ た 。

こ う し た人 口 動 向 は 、 六 甲 地区 に お け る 被災者の大半が何 ら かの移動 を 経験 し 、 震災以

前 の住所 に は復帰で き な か っ た こ と を 示唆 し て い る O 都市計画事業区域で は 、 事業の 進捗

492 第八章 @ 都市計画 ま ち づ く り



に つ れ て 人 仁! の 回復 は進 む で あ ろ う が、 し か し そ の 囲復 は被災者の帰還 を 意味す る と は 限

ら な い。

〔住民構成 を 変化 さ せ た 住宅 ス ト ッ ク 〕

人 口 の 回復率が上位の 10 町丁 を 「増加地毘J 、 下位の10町了 を 「減少地底 」 と し て 、 1995

年 l 月 の 震災直前 と 2000年 7 月 の 時点で住宅ス ト ッ ク の変化 を み た (表15、 表16) 。

人 口 の 回復率 は 「増加地区」 で は200 % 、 「減少地区」 で は40 % で大 き な 格差がみ ら れ る 。

住宅戸 数 は 、 「増加地区」 で は 1 ， 045戸 か ら 1 ， 512戸へ と 急速 に増 え 、 「減少地区」 で は 992

戸 か ら 640戸へ大幅 に 減少 し た。

(表15) 人口回復率増加地区の住宅 ス ト ッ ク の変化

1995年 棟数 戸数 2000年 棟数 戸数

it 妻女 461 1 ， 045 322 1 ， 512 
戸 建 て 208 208 150 150 
長 庭 74 200 13 44 
木 造 共 同 37 144 9 32 
非 木 造 共 同 34 468 61 1 ， 270 
そ の 他 併 用 25 25 1 6  16 
ゴド f主 司�コ-‘ 83 73 
ク二工b二 地 11 34 

(表16) 人口閥復率減少地区の住宅ス ト ッ クの変化

1995年 棟数 戸数 2000年 棟数 戸数

爪ゆノ仏?、、 書士 425 992 301 640 
戸 建 て 1 54 154 155 1 55 
長 屋 85 236 14 32 
* 造 共 同 37 
非 木 造 共 同 34 
そ の 他 併 用 19 
手ド 住 弓�コ， 77 
ケこbじ :1111 1 5  

な お ま た 、 住宅ス ト ッ ク は特定の方向へ向か つ て 変化 し て い る O

1 )  r減少地区」 で は よ り 多 く の 木賃長屋住宅が滅失 し た

2 )  r増加地区」 で は い っ そ う 多 く の マ ン シ ョ ン が建築 さ れた

3 )  r減少地区J は空地がよ り 多 く 増 え た

住宅ス ト ッ ク の転換は 、 市街地の住民構成の変化 を促進 し て い る O 新た に建設 さ れた多数

の マ ン シ ョ ン は被災者の住宅需要 に対応 し て い る と は限 ら ず、 中期階層 の一般需要 に反応 し

て い る 側面 を 持 っ て い る O 木賃 ・ 長毘住宅の壊滅 は低所得者の た め の住 む 場所 を 減少 さ せ

た 。
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(図 7 ) 六甲地区 ・ 震災以前の 「図 (建築) /地 (空隙) J ( J  994年)

5田 1000m周 一

( '衝の復興カ ルテ2000:9三版」 よ り )

(図 8 ) 六甲地区 ・ 震災以後の 「図 (建築) /地 (空隙) J (20∞年)
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〔市街地 と 建築 を 「図」 と 「地J で と ら え る )

被災市街地 で は 多数の建築が挿入 さ れて き た 。 こ う し た市街地 と 建築 の 関係 を 「国」 と

「地」 の 関係 と し て と ら え 、 「連続/断絶」 と 時 間 ・ 空 間 の秩序 を 考 え た 。

震災以前 と 2000年 の六 甲 地区 を 対象 に 、 建築 を 「悶」 と し て黒 く 塗 り つぶ し 、 空師、 を 「地」

と し て 白 抜 き し て概観す る と 次の よ う な 特徴がみ ら れ る o ( 図 7 、 図 8 ) 

[震災以前] 1 ) 街医 の 形状 は 背割 り の細街路 を 持つ50 m か け る 100 m の 街 医 が主流。

街医形状 は 、 戦災復興区画整理事業 に よ っ て規定 さ れた 。 2 ) 地割 は 、 均 質 な 規模 ・ 形状

の敷地が規則 的 に 配列 さ れて い る o 3 ) 建築物 の 立 地 は 高密で建ぺい率 は 高 い o 4 ) 空掠

は道路網 に よ っ て つ く ら れ、 幹線道路 か ら 区画街路、 細街路へ と 編成 さ れ て い る o 5 ) 空

際 は 「地」 、 建 築 は 「図」 と し て存在 し 、 両者の組み合わせが 「 図/地」 の 秩序 を つ く っ

て い る O

[麓災以後] 1 ) 街 区 の 形状 は 、 都市計画 区域 を 除け ば道路碁盤 の 変化 は ほ と ん ど生 じ

て い な い 。 街区形状は保守 的 で あ る o 2 ) 震災以前 か ら の地割が受け継が れて い る 場合が

一般的。 し か し 、 マ ン シ ョ ン に代表 さ れる 大型建築が出現 し た ケ ー ス で は 地割が組替 え ら

れ、 敷地規模 ・ 形状の均質性は減退 し て い る o 3 ) 地 区全体の 建ぺい率 は 、 空地の増加、

長屋住宅の減少な どの影響で低 下 し た 。 4 ) 建ぺい率の低下、 空地の増加 に よ っ て 空 隙 は

拡大 し た 。 都市計画 区域で は 空隙の増加が特 に 目 立つ 。 新た に発生 し た 空 隙 は何 ら か の パ
タ ー ン に 従 う の で は な く 、 不規則 に 散在 し て い る o 5 )  r図/地」 の 関係 は 、 地 舗 の 変化、

建築物 の 高脅性の抵下、 空 掠 の 断片 的 な 増加 な どか ら 震災以前 に 比べ て 明 瞭牲が弱 ま っ た 。

〔復興の タ イ プに よ る 「菌/地」 の変化〕

「図/地」 の 関係 の 変化 を 町丁単位 に み る と 、 毎興の タ イ プ に よ っ て次の よ う に 類型化

さ れ る O

[再建停滞型] 神前回J 2 丁 目 、 篠原南町 3 丁 目 、 大和 町 2 丁 目

人 口 の残存率は低 く 、 回復率は伸 びて い な い 。 震災以 前 は 、 規則 的 な敷地割、 均 質 な 敷

地規模 ・ 形状、 高密な建築群 な ど を 特徴 と す る 典型 的 な市街地が形成 さ れて い た 。

震災 に よ っ て 多 数の建築が滅失 し 、 再建が停滞 し て い る こ と か ら 、 空隙が散在的 に増加

し た 。 し か し 、 敷地割 に 大 き な 変化 は な く 、 敷地割 は保全 さ れ た ま ま 虫食い状に空隙が発

生 し て い る O

[開発事業型] 新在家南町 1 J 命 日

震災以前 は 工場 で あ っ た敷地 に 、 住宅 市街地総合整備事業 に よ る 大規模 な従前居住者用

賃貸住宅が建築 さ れた 。 常住人 口 が不在で あ っ た工場の跡地 に 多数の住宅が呼び込 ま れ、

震災の前後で市街地の構成 は根底か ら 転換 さ れ た 。 神戸市の 戦略的 な エ リ ア で あ る 六 甲 地

区 で は 、 公営住宅建設 な どの大現事業 に よ っ て 大規模 な 変化が発生す る ケ ー ス で あ る O

土地区画整理、 市街地再開発の 区域で は 、 現時点 で は事業は完了 し て い な いが、 市街地
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(図 9 ) 再建停滞型の事例 ( 1 ) 神前町 2 了目

震災前 2000年

暢 電\�を叫v:ti 

移
1 995年1 月 人 口 1 1 995年1 0月 人 口 2000年7月 人 口
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( f街の復興カ ルテ2000年版J よ り )

(図10) 再建停滞型の事例 ( 2 ) 篠原南町 3 丁毘
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の構成の 転換が進 ん で い る O 道路基盤 な どの公共施設の 建造 を 含め た大規模 な プ ロ ジ ェ ク

ト は 、 震災以前 と は完全 に 異 な る 市街地 を 生 み 出 す 。 特 に再開発の事業区域で は 変化が大

き い 。

[空地充填製] 認井町 5 丁 目 、 中郷町 1 丁 目

人 口 の 回復率は 高 い 。 震災以前 ま と ま っ て存在 し て い た 空地 に 、 そ れ を 充填す る よ う に

マ ン シ ョ ン が建設 さ れ、 人 口 が増加 し て い る O

[街区再編型] 桜 口 町 3 丁 目 、 記 田 町 4 丁 B

被害 を 強 く 受け 、 人 口 の残存率 は低 く な っ て い る が、 回復率 は 大 き く 伸 びて い る O 震災

以前の地割 を 大幅 に 再編 し て マ ン シ ョ ン が建設 さ れ、 そ れが人 口増加 に 結 びつ い た 。 桜 口

町 3 丁 目 で は 、 震災以前 で は 典 型 的 な 市街地が形成 さ れて い た が、 そ れ に 対 し て組合施行

の再開発が実施 さ れ、 保留床がマ ン シ ョ ン と し て 販売 さ れた 。 建ぺい率が低下 し 、 空隙が

増 え て い る O

〔 “ コ ラ ー ジ ュ ・ シ テ ィ " の可能性〕

“Z重層都市" であ る 六 甲 地 区 で 、 時 間 ・ 空 間 の連続/断絶 は どの よ う に し て 生 じ 、 復興

は “ コ ラ ー ジ ユ ・ シ テ ィ " の 形成 に 結 びつ く の か ど う か 、 こ れ に つ い て 以 下 の 4 点が指摘

さ れる O

1 ) 浪乱 に 縮 っ た 時間 ・ 空間の秩序 震災被害 を 受 け た 市揚地 で は 、 時 間 ・ 空 間 は 強 く

断絶 さ れた 。 住宅ス ト ッ ク の変換、 マ ン シ ョ ン 建設 に よ る 地割 の 変化、 空 隙 の 増加 な ど は 、

伝統的 な 市街地の秩序 に新 し い 要素 を 持 ち 込 ん だ。 震災以前 か ら の 要 素 は残 っ て い る も の

の 、 ! 日 来 か ら の 時間 ・ 空 間 の 秩序 と 新 し い 時 間 ・ 空 間 は 整合性 を も っ て い な い 。

被災市街地 は震災 に よ っ て 時 間が断ち 切 ら れ、 新 し い空 間 が急激かっ大量 に建設 さ れた

こ と か ら 、 時 間 ・ 空 間 の秩序 は 混乱 に 陥 っ た 。 連続/ 断 絶 は 有機的 な呼応が難 し い状態 に

あ る O

2 ) 秩序が衰退 し た人 口 回護地区 ミ ク ロ ・ エ リ ア で見 る と 、 「空地充填型J I街区再編

型J で は 人 口 の 回復が進 ん だ も の の 、 マ ン シ ョ ン な ど大型建築の介入 に よ っ て 「図/ 地」

の既成の 関 係 が崩 れ、 秩序 の衰退が 日 立 っ て い る O 「 開発事業型」 で は エ リ ア 全体が大規

模 に 転換 さ れ た 。 こ う し た エ リ ア で は 将 来 ど う し た 秩序 を 構成 す べ き かが論点 で あ る O

人 口 が回復 さ れ て い な い エ リ ア で は 、 復興が進 ん で、 い な いがゆ え に大型建築 の 侵入 に よ る

秩序 の 混乱 は 避 け ら れて い る O 「再建停滞型」 で は 地割 に 大 き な 変化 は 生 じ て い な い 。 し

か し 、 震 災前 か ら の狭小 ・ 接道不 良の敷地が密集 し て い る 状況 は 問題が大 き い 。 こ の こ と

は復興 の 停滞 を 招 く 要 国 に な っ て い る O 建築の再建が進 ま ず、 多数の空関が放置 さ れる と

す れ ば 「 図/ 地」 の 関係 は変 質 に 向 か う と み ら れ る O 「再建停滞型」 の エ リ ア で は 、 敷地

条件 な どの 問題解決 に取 り 組み 、 そ れ に 並行 し て新 た な 秩序 を 模索す る 必要があ る O

3 ) 分裂的 な ミ ク ロ ・ エ リ アの モ ザ イ ク 六 甲 地区全体で は 人 口 配置が大 き く 変化 し た 。
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(図1 1 ) 開発事業型の事例 新在家南町 1 丁 目

震災前 2000年

。 1 00 200m 
調副脳髄圃圏直

1 995年1 月 人 口 1 1 995年 1 0月 人 口 1 2000年7月 人 口
505 ( 1 00) I 1 72 (34) I 472 (93) 

大和前2T 13
( ，街の復興 カ ル テ2000年版」 よ り )

(図12) 空地充填型の事例 徳居酒T 1 了包
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。
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被害 と 復興の 内容は ミ ク ロ ・ エ リ ア ご と の個別性が強 く 、 そ の こ と が地 区全体の人 口 配置

に反映 さ れて い る O 震災以 前 で は 市街地 は典型的 な パ タ ー ン を 連 ね て い た の に比べ、 震災

以後は分裂的 な ミ ク ロ ・ エ リ ア の モ ザ イ ク が生 ま れて い る O こ の意味で は 、 地 区全体の秩

序 を どの よ う に構成す る の か と い う 課題があ る O

4 ) 経験 を 基 に時間 ・ 空間 を コ ラ ー ジ ュ で‘ き る か 被 災者 は 移動 を 繰 り 返 し 、 住民の大

規模 な 入 れ替 わ り が進行 し た 。 こ の事実 は 人 び と の 「経験」 と し て の 時 間 ・ 空 間 の連続/

断絶 と い う 主題が重要で あ る こ と を 示唆 し て い る O 多数の 人 び と が住 む 場所、 家族、 職場

を 失 っ た 。 避難生活 ・ 応急生活の 時 間 を 耐 え て く ぐ り 抜け 、 生活再建 に 向 け て 努力 を 重 ね

て い る O そ こ で は 人 び と の 「経験」 に お け る 時 間 ・ 空 間 を 適切 に “ コ ラ ー ジ ュ " で き る か

ど う かが間 わ れて い る O

6 . 新規供給一 新競流入の段階- 東灘区 ・ 住吉地区

神戸大学工学部の重村力 ・ 浅井保の チ ー ム は ]R 住吉駅 を 中心 と し た東 灘 区住吉 地 区 で 、

建物や土地利 用 に つ い て 1995年 4 月 29 EI か ら 2001年 1 月 初 日 ま で16 回 に わ た っ て 目 視調査

を お こ な っ て い る O

こ の地 区 は 六 甲 山系 か ら 瀬戸内海作部 に い た る 阪神 間 の典型 的 な 地形断面 を 持 ち 、 そ の

地形 に対応 し た市街地形態、 居住形態がみ ら れ る O こ の 地 区 の被害は深刻 で あ っ た が、 1998

年 6 月 の 調査時点 で住宅戸数は震災前 を 上 回 っ て い る o 2000年 1 月 の調査 に よ っ て 、 い わ

ゆ る 「 白 地J と 呼ばれ る 亙域の住宅地更新 ・ 復興の現状は次の よ う で あ る O

〔新築住宅の う ち 掃還者は29% )

震災前の調査対象地 区 の 住戸 は 3 ， 627棟、 8 ， 470戸であ っ た 。 こ の う ち 木造棟数は戸建て、

共同住宅合わせて81 % を 占 め て い た 。 震災 に よ っ て 1 ， 306棟、 2 ， 614戸が滅失 し た 。

6 年後 の 2000年 1 月 26 日 の 時点 で は 、 再建 さ れ た戸数は3 ， 106戸 で、 全住宅戸数は震災

前 を 大 き く 上 回 っ て い る O こ の戸 数 の 前 回 調査 か ら の伸 びは 、 ]R 住吉駅南東の再開発が

進行 し 巨大規模 の マ ン シ ョ ン が完成 し た こ と に あ る O さ ら に密集住宅エ リ ア に お い て被災

後 な が ら く 空 地 だ、 っ た 土地 に 中 高層 中規模の集合住宅が建設 さ れて い っ た こ と に よ る O こ

れ ら の多 く は 新規入居者 向 け の マ ン シ ョ ン で あ る O

主rr築住宅3 ， 106戸 に つ い て震災後の居住者の 姓 を 震災前の住宅地問 と 照合す る と 、 同ー

の姓 (従前居住者 と 判 断) 29 % 、 異 な る 姓 (非従前居住者 と 判 断) 45 % 、 空室 7 % 、 不 明

19% と な っ て い る o ( 図13)

不 明 の戸数の 多 く は新規供給 さ れた 中 大規模の 集合住宅の も の で あ り 、 地 区 内 の 別 の 敷

地 に新 た な住宅 を 確保で き た世帯 や 地 区 内 親族同居世帯の実態 は把握で き て い な いが、 そ

の 世帯 数 を 勘案 し で も 、 震災前情住者の 地 区 内帰還率 は低 く 、 こ の構成比 に 今技大 き な 変

化は見込め な い と 考 え ら れ る O

第八主主 @ 都市計画 ま ち づ く り 499 



で 、

7 . 新規鹿舗 に 追いや ら れ る 従前の鹿舗 - 東灘醤 ・ 東部地域

神戸商船大学の小谷通泰 ・ 堀切真美 と 広 島 商船高等専 門 学校 田 中康仁の チ ー ム は南北が

JR 神戸線 と 国道43号 の 関 で芦屋市 に接 す る 東灘庶東部地域約310ha、 43町丁 で の 定点観測

を 続け て い る O 調査結果 は 、 電子住宅地図 ( ゼ ン リ ン 発行 ) を 基図 と し て 、 6 年 間 の調査

デー タ を GIS 化 さ れて い る O

2000年の調査で は 、 1 ) 被災建物の 再建状況、 建物属性の変化、 近 隣商業施設の再建状

況、 2 ) 街 区特性の変化 と 建物再建 に と も な う 被災市街地の変容過程 に つ い て分析 し た 。

日開査地域の震災前人 口 は 1995年 1 月 の住民基本台帳に よ る と 53 ， 710人 (22 ， 478世帯)

震災復興 プ ロ セ ス は 、 1998年 ま で の復旧 一 再建の サ イ ク ル を い っ た ん終 え 、 新規供給 一

新規流入の フ ェ イ ズ に 入 っ て き て い る O さ ら に 、 住吉駅南西 に も 超高層 マ ン シ ョ ン が建設

中 で 、 震災前の低層 高密住宅地 は 、 副都心的 な 性格 を 帯 びた 中 高層 の高密住宅地 に 変容 し

東灘区 の総 人 口 192 ， 138人の28% を 占 め て い る O

震災後の 常住 人 口 の推移 を 住民基本台帳でみ る と ( 図 14) 、 震災後 4 カ 月 あ ま り の 間 に

急 激 に 減少 し た が、 減少率 は東灘区全体で は 最大値9 . 6% 、 調査対象地 区 で は 16 . 3 % を 示

し て い る o 1997年以降 は ゆ る や か な が ら も 人 口 は増加傾向 に 転 じ 、 従前の 人 口 に も ど り つ

し か し 震災後 5 年経過時点 で 、 減少率 は 東灘 区全体で2 . 0 % 、 対象地域で7 . 6 % を

示 し て お り 、 両地域の減少率の格差は依然 と し て縮 ま っ て い な い 。

調査報告か ら 近隣鵡業施設の再建状況 に つ い て の 定点観測結果 と 分析 を 抜粋 し 、 要約す
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(図13) 住宅再建率 と従前居住者帰還率
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(図14) 人口減少率の推移 (住民基本台帳によ る )

p .. .. 雌 欄 楓 9 棚

輯 9 咽ø

γ一 一一一一一 一「

一一 東灘区

減少率

1 00 

95 

制 ..ø

.. '砕 .. ø
... .. -・

f 
日二7 曲 一盟 国亀 園長石崎 g- .・ ，

同h
、

“ 、
、

90 

85 

R
F
F

 

成
。

殴
ト

夜
ω

買
の

ぽ
F
(

ご
工)

殴
F
F

置
。

従
ト

町
ω

殴
の

民
F
(
D
F
工〉

R
F
F

 

mH
O
 

R
ト

底
的

底
的

R
F
(
由
工)

R
F
F

 

殴
∞

殴
ト

民
ω

眼
目り

夜
F
(
∞
工)

民
F
F

民
O

R
ト

殴
ω

民
的

殴
F
(
ト
工)

nv

 

n自

〔従来底舗は再建 か ら 再び減少へ〕

対象地域 に は 震災前 に 1 ， 115件のfお舗があ っ た が、 震災 l 年後 は従来庖舗、 新規届舗合
わせて も 657件 し か再建 さ れて い な い。 そ の 後増加 し て 、 震災 4 年後 に は 830件 ま で 回毎 し
て い る も の の 、 従来!古舗 に つ い て み る と 、 震災 3 年後 に623件、 再 開率55 . 9 % の 最大植 を

し た後 、 4 年 目 以降 は む し ろ 減少傾向 を 示 し 、 2000年 に は50% を 割 っ て い る O

一方、 新規庖舗 は 1 年後の96件か ら 5 年後の270件へ増加 し て い る ( [�15) o

と を 反映 し て 、 近年では再開率 は 減少傾向 に あ り 、 復興率 は停滞傾向 に あ る O

こ う し た こ

〔駅扇辺 ・ 盟道沿い の ピルに集中〕

震災前 は JR 掻津本 山 駅、 阪神電鉄深江、 青木駅周 辺 や 、 国道 2 号の ほ か幹線道路沿い

5 年後 に は保久 良市場、 三和 市場 な どが消滅 し 、 JR 駅周辺、

国道 2 号沿線に新規応舗が閉店 し 、 従来自舗の再建が多 く み ら れ る O

震災前 に は戸建て庖舗が 7 割 を 占 め て い た が、 震災後 は ピ ル の テ ナ ン ト と し て立地す る

f占舗 の比率が増加 し 、 2000年で は 新規販舗 は 、 戸建て38 . 5% に対 し て ピ ル の テ ナ ン ト と し

て の庖舗が6 1 . 5% を 占 め る よ う に な っ て い る O

に 多 く の}苫舗が立地 し て い た。

501 

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア は 、 震災前 は 5 庖舗 し か な か っ た が、 震災後は20庖舗 に増加 し て
い る O ボ ロ イ ノ 分割 に よ っ て 各商の勢力 闘 を 求め る と 、 震災後 5 年で各自舗の勢力 闘が小
さ く な っ て い る よ う すカf う かカfえ る O
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(凶15) 従来 ・ 新規底舗の時系列変化

1 200 「1 1門1 1 5  69 .7九 72 .4% 74.4% 73.6% ì 80% 
1 000 70% 

53.5% 60% 800 
件 600
数

50% 
40% % 

50.3% 6 1 8  623 59 7 
400 30% 

20% 200 1 0% 
O 。%95年 96年 97年 98年 99年 2000年

にコ 従来店舗 際問 新規腐舗 ー← 再開率 一← 復興率

8 . 市街地更新で 「芦屋 ら し さ J が減嚢 一 斉麗市

大阪大学工学部の鳴海邦碩教授 と 小浦久子 ・ 和 田浩二 ・ 高橋真 a郎 ・ 山 下稔史 ら の チ ー

ム は 、 定点観測 を 続 け て い る 芦屋市の 4 地 区 で は 震災 3 年 目 で再建で き る 建物 の再建は ほ

ぼ終わ っ た と し て 、 震災 5 年 目 は市街地全域 (埋立地、 奥油、 六 麓荘、 お よ び震災復興都

市計画事業地区 を 除 く ) を 対象 に2000年 7 月 、 震災前 の住宅地図 を ベ ー ス に 建物現況 を 調

査 し た 。

芦屋市 の 人 口 は 、 震災前の1995年 1 月 は86 ， 862人 (推計人 口 ) だ、 っ た が、 震災後 は75 ， 032

人 (1995年10月 国勢調査) ま で減少 し 、 2000年の 国勢調査で は83 ， 838人 ま で 回復 し た 。 住

宅戸数 (住宅地 国 に よ る 概数) は震災前の 107% (約2 ， 000戸の増加) に な っ て い る O し か

し 、 か な り の 人口 が入れ替わ っ た と 考 え ら れ る の で、 今 回 の 調査 で は 震災前 に住 ん で い た

同 じ場所 に どの く ら い の 人が住み続け て い る か、 ま た 地域 ご と の再建実態や市荷地の変化

を 把握す る た め 、 建物 と 表札調査 を 全市でお こ な っ た 。 (関16)

( 5 割の敷地で建物更新 と 更地化〕

芦屋市 の全半壊率 は 26 . 2% で、 地域別 で は 山手 (阪急神戸線以北) 13 . 7% 、 中 央北 ( 阪

急、線一 国道 2 号) 31 . 7 % 、 中央南 ( 国 道 2 号 一 国道43号) 41 . 8 % 、 浜手 ( 国 道43号以南)

27 . 5 % で あ る 。 し か し 実際 に は49 . 7% が更地化 (2000年調査。 再建 + 吏地 十 吏地利用 の 敷

地/震災前建物敷地) し た 。

目 視調査で は 判 断で き な い建物被害 も あ る が、 公費解体が適用 さ れる こ と に よ っ て必要

以 上 に 解体が進 ん だ と 指摘 さ れて き た こ と が、 こ の結果か ら あ る 程定確認で き る O ま た 、

震災復興事業の ひ と つ で あ る 山手幹線道路整備 に と も な う 用 地買収が進 ん だ こ と や 、 震災

後5年 間 の 後半 で は 震災 に よ り 建 て 替 え 時期 を 早 め た 通常 の 建 て 替 え 需要が出 た こ と な ど
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(図 16) 調査対象地区

西 宮市

神 戸 市

( '街の復興 カ ルテ2000年絞」 よ り )

が考え ら れ、 こ れ ら が被災以 上 に 要再建率 (更地化 し た敷地の割合) が高 く な っ て い る 要

因 と 考 え ら れ る O

特 に 山手、 中 央地 区 で は 、 要再建率が全半壊率 よ り 20 % 以 ヒ高 く な っ て い る と こ ろ が多

く (図17 ) 、 ま た 震災 関 連 の 更地化がほ ぼ 品段落 し た 1 年半後 に 更地 に な っ た 敷地が15%程

度増 え て い る O 同 じ よ う な被災震で も 地域 に よ り 要再建率の割合や 時 間 的 変 化 に 違いがみ

ら れ る O

地区 ・ 町別 に 要再建率 と 再建状況 (図17) を み る と 、 山 手地 区 で は 要再建率が4 1 . 6%で、

他の地 区 は い ずれ も 5 割 を 超 え て い る O 定点観測の対象地区 (三条南、 大原、 竹 園 、 南宮)

で は 高 い 要再建率 を 示 し て い る O 復興事業地区周 辺 (茶屋之、 川西) も 被害が大 き か っ た
こ と が分か る O

再建率 は 山 手 、 浜手地区で は 8 割 を 超 え て い る と こ ろ が多 い が、 中 央部で は 7 割程度で

あ る O 打 出 町 の 再建の遅れが 自 立つ が、 こ れは市場が全壊 し た こ と 、 基盤整備が さ れて お

ら ず、 狭小宅地や接道条件がむ つ か し い た め と 考 え ら れ る O 中 央北 地 区 の更地化率が高 い

の は 山 手幹線道路の 用 地買収が進 ん だ た め と み ら れる O

再建過程で は 、 敷地の細分、 併合がみ ら れ る 。 要再建敷地ベ ー ス で は 、 山手地区以外で

は 約 3 割 の敷地 に 変化がみ ら れ、 全敷地ベ ー ス で も 約 2 割 に 変化があ る O
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(図17) 町別嬰再建率と再建状況
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を 含む ) に建物が建 っ た割合は 、 山 手23 . 3 % 、 中 央北41 . 3% 、 中 央南39 . 9 % 、 浜手38 . 8 %

で 、 か な り 敷地 に 変化がみ ら れ る O
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住宅形式別 に み る と 、 戸建て住宅が91 % に減少 し 、 共 向住宅戸 数 は 1 15 % に 増加 し て い る O

こ と に 中 央北 地 区 で は 戸建て住宅が減少 し 、 共 同住宅が増加 し て い る O 出 手 地 区 で は 比較

的戸建て住宅 を 維持 し て い る がや は り 共同住宅が増 え て い る O

全住宅戸数に対す る 共 同住宅の割合は 、 震災前 で も す で に60% 近 く あ っ た が、 今 回 の 調

査 で は 、 山 手地区63 % 、 中 央北地1X74% 、 中央南地区71 % 、 浜手地区73 % で 、 市全体で 7

割 ま で に増加 し て い た 。 住戸の復興 は 、 必ず し も 震災前 と 同 じ状況で建物 が再建 さ れて い

る の で は な い こ と がわ か る O

〔建て替え共同住宅の居住者 8 割が移動〕

震災前の住宅地図 の 名 前 と 現在の表札 を 照合 し 、 表札 と 姓名が同 じ で あ れ ば 「移動 な し」 、

表札が姓 の み で 開 ー か ど う かが確認で き な い の は 「姓 は 同 じ 」 、 ま っ た く 変わ っ て い る と 「移

動J の 3 分類 で住民の移動状況 を み た 。

こ れ を 地域別 に表す ( 図18) と 、 対象地区全体で は48 . 7% が移動 し て お り 、 山 手地区44 . 3% 、

中 央北地区50 . 9% 、 中央南地区54 . 7% 、 浜手地区47 . 3% で あ っ た 。

た だ し こ の 移動率 は 、 震災前 に居住 し て い た場所 と 向 じ と こ ろ に現在 も 同 じ 名前があ る

か ど う か と い う も の で あ り 、 市内移動 か市外移動 か は わ か ら な い 。

住宅形式 と 移動率 と の 関連 を み る と 、 震災前 は 戸建て住宅31 . 7 % 、 共 同住宅60 . 2% で あ っ

た 。 今国 の調査で の 移動率 は次の よ う に な っ て い る O

共 同住宅で は 従前 の建物 で あ っ て も 50% 以上が移動 し て い る 。 こ れ は賃貸住宅の岩住者

が入れ替わ っ て い る こ と に よ る と 考 え ら れる O ま た建て替 え ら れ る と 8 割以上が移動 し て

お り 、 共 同住宅の住民は ほ と ん ど入 れ替わ っ て い る と い っ て も い い 。 再建 に と も な い家賃

が上がる こ と や 、 住戸規模が変わ る こ と な ど、 従前居住者 の ニ ー ズ に 合 わ な い住戸供給 と

な っ て い る こ と が う かが え る O

戸建て住宅 で は 、 同 じ位 置 に 再建 さ れて も 4 割近 く が移動 し て お り 、 必 ず し も 同 じ 人が

再建 し て い る と は 限 ら な い 実態が確認で き 、 震災後か な り 土地の所有 も 移動 し て い る こ と

(図18) 地域別移動率

全体
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中 央北
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浜手

(注) 留の凡例説明変更
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が う かがえ る O

こ の よ う に 、 震 災後、 建物が変 わ っ て い く と 同 時 に 、 人の移動 も か な り の割 合で起 こ っ

て い る こ と が確認で き た。 再建は必ず し も 、 元 に戻 る こ と で は な い こ と を 示 し て い る O

(表17) 住宅形式 と 遺て替 え状況百IJの移動率

18 . 7% 
52 . 1  % 
37 . 1  % 
82 . 6%  

〔住宅市街地の諜題一薄れ る 「芦屋 ら し さ J の抑制 力 〕

芦屋の被災後の 再建過程 を 継続調査 し て き た が、 復興市街地 は 、 た だ被災 し た 建物が再

建 さ れ る と い う も の で は な い こ と がわ か っ て き た 。 再建 さ れ る 場合で も 、 も と の 条件の ま

ま 再建 さ れる こ と は少 な く 、 建物 デザイ ン や素材、 規模が変 わ る だ け で な く 、 土地の併合

や細分化、 開発業者 に土地が売却 さ れて マ ン シ ョ ン 開発、 資金繰 り の た め に 同 一敷地内 で

ア パ ー ト 経営、 二 世帯住宅化 な ど、 多様な 変化が確認で き た 。 こ れ ら は どの よ う な 市街地

で も 起 こ り う る 更新 タ イ プ で あ り 、 復興 は そ の プ ロ セ ス が特殊で あ っ て も 、 実態 は市街地

更新の 一類型 な の で あ る O

そ の結果、 住宅市街地の構成が変 わ っ て き て い る O そ れは建物 な ど の 物 的要 素の構成 と

と も に 人 口 構成 に も 現れ る O 共 同住宅の急増 は 、 人 口 の 入 れ替わ り と と も に 、 街並みや住

宅市街地 の 空 間構成 に お い て も 大 き な 変 化 を も た ら し て い る O

新 た な 開発 に対 し てf軒並 み や 景観 か ら の抑止力 が大 き く 低下 し て い る 。 マ ン シ ョ ン 供給

は 、 地元以外の デベ ロ ッ パ ー の 開発がほ と ん どで あ る O こ う し た マ ン シ ョ ン 開発で経済合

理性が優先 さ れ る と き に 、 芦原 ら し さ や景観 の価値が開発計画や建築デザ イ ン に対 し て 抑

止力 を 持 た な く な っ て き て い る O そ れ な の に新 し く 流入 し て く る 人 び と は こ れ ま での

屋」 の イ メ ー ジ で居住地 を 選択す る O イ メ ー ジ し か な い と こ ろ に移 り 住 ん で、 き た住民に と っ

て 、 現在の復興 市街地 は 、 求 め て き た 良好 な住宅地の地域イ メ ー ジ な の だ ろ う か。

震災前か ら 芦屋 の 同 じ 場所 に 住 ん で、 い る 人 は 約半分であ る O ま た 人口 の 回復 は 96 . 5 % で

あ る が、 世帯数は 震 災時33 ， 916 に対 し て2000年 国勢調査速報値 は 34 ， 202 で あ り 100% を 超

え て い る 。 人 口 の 回復 だ け で は と ら え き れ な い 人 口構成 の 変化があ る O

す で に見 え な く な っ て い る 地域 に 蓄積 さ れて き た風景の価値や文化 を 、 新 た な居住者 に

伝 え る と と も に 、 地域 に 住 む と い う こ と は 、 イ メ ー ジ を 消費 す る こ と で は な く 、 イ メ ー ジ

を つ く っ て い く 立場 に な る こ と を 認識で き る よ う な 環境教育 を 地域の な かか ら 起 こ す必要

があ る O 芦屋が、 今後 と も 住宅都市で あ る な ら ば、 特徴あ る 住環境 こ そ が、 地域資源 で あ

る O
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9 . 環境 は イ メ ー ジ 、 選択 は利便性

住民ア ン ケ ー ト に よ る住宅地の評価一芦屋市 ・ 商宮市

大阪芸術大学芸術学部 田 端修教授 と 大板大学大学院小浦久子助教授 の チ ー ム は 、 芦屋 ・

西宮の定点観測 の補論 と し て 、 住宅 と 住宅地 の 変化、 こ れか ら の住 ま い に つ い て西宮市 と

芦屋市 で ア ン ケ ー ト 調査 を お こ な い 、 住宅 と 地域の復興 に つ い て の住民の 考 え を 明 ら か に

し よ う と 試み た 。

調査対象 は 定点観測 地 区 の う ち 、 西宮市で は 安井、 津 門 の 2 地区。 芦屋市で は大原 、 竹

閥 、 浜芦屋の 3 地区 。 ア ン ケ ー ト 用 紙 は 直接配布 し 郵送 回 収の方式で、 西宮市で1 ， 202通、

芦屋市 で 1 ， 429通 を 配布 し た 。 回 収率 は 全体で642通、 24 . 4 % 。 西宮市で321 通 、 26 . 7 % 、

芦屋市で321通、 22 . 55 % だ っ た。

ア ン ケ ー ト の 主 な 内容 は 、 1 ) 居住歴 、 移動 の 理 由 、 前住地、 住宅の取得方法 な ど。 2 ) 

現在地での住宅の改編、 震災後 の 身近 な 環境の変化 に つ い て の評価。 3 ) 住宅や住宅 地 に

つ い て の、満足度。 4 ) 老後の住 ま い に つ い て の 考え 方 ー な ど。

(45% が震災後の来住者〕

[居住 の 時期 と 住宅の建て方] 西宮、 芦屋 と も 55 % 近 く が震災前 か ら の 場所 に住 ん で

い る が、 残 り は震災後移 っ て き て い る O 震災後の移 っ て き た 世帯がい か に 多 い かが明 ら か

に な っ た。

住宅 を 戸建て住宅 と 共同住宅の 2 区分 に し て居住時期 と ク ロ ス す る (表19) と 、 震災前

か ら の居住 者 は 2 市合計で戸建てが77 . 3% を 占 め て圧倒 的 に多 く 、 震災後の 来住者で は マ

ン シ ョ ン な ど の 共 同 住宅が60 . 5 % を 占 め て い る O

(表18) 居住の時期 と 従前の居住地

全 体

震災前か ら 現在地に住んでい る 54 . 7% 
震災後に移 っ て き た 45 . 3%  
従前の住所 近 所 13 . 5% 

市 内 32 . 2% 
隣接市 22 . 3% 
県 内 5 . 6% 
大阪府内 13 . 3% 
他の都道府県 12 . 5% 

(表19) 震災前後の住居の建て方

西 宮

54 . 6% 
45 . 4%  
1 7 . 4% 
36 . 2% 
14 . 7% 
5 . 7% 

12 . 5% 
1 3 . 2% 

芦 屋

54 . 8%  
45 . 2%  
9 . 7% 
28 . 3% 
29 . 7% 
5 . 6% 

14 . 1% 
1 1 . 9% 
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[西宮 と 芦麗で差の あ る 墳 自 ]

西宮 と 芦屋で 囲 答 に 差 の あ る 項 目 に つ い て み て お く と 、 戸建て住宅の敷地面積別構成比

は 、 100m2未満が、 震災前 は 西宮30%程度、 芦屋25%程度であ っ た のが、 震災後来住層 で は 、

芦屋25% に対 し 、 西宮では50 % に 達す る 。 両市 と も 震災後の戸建て住宅の敷地規模 は 縮小

傾 向 を 示すが、 西宮で は そ の傾 向 が よ り 目 立 っ て い る O

住宅 ・ 住宅地 に つ い て 、 環境、 良い住宅、 利便性の ど れ に 重点 を お い て い る か に つ い て

の 回 答 は 、 両市 と も 反応 は 似通 っ て い る が、 西宮で利 便 を 重視す る 傾向 がや や 強 く 、 芦屋

で は 、 割合は少 な い が、 環境 よ り 住宅の 良 さ 重視が西宮 を 少 し 上 回 っ て い る O 西宮や芦屋

に住む 屈答者 の 多 く は 、 住宅や住宅地 に つ い て利鑓性 を 重視 し て い る 。 郊外住宅地の緑の

豊 か さ よ り も 、 大 阪 に 近 く 、 生活施設 も 充実 し て い る 都市 的 な 生活環境 を 評価 す る 人 び と

に支持 さ れて い る と い う こ と で は な か ろ う か。

〔 マ ン シ ョ ン増加で若年層 が流入〕

年齢構成別 で み る と 、 高齢者の 割合 は 、 震災後居住者 よ り 震災前居住層 に お い て高 く な っ

て い る o 65歳以上の 割合 は 、 回答者全体では31 . 6 % で あ る が、 震災前居住者で は49 . 7% 、

ま た震災前戸建て層 で は 54 . 7% に 達す る O

一方、 年齢層 が下がる の は震災後共向住宅層 で、 65歳以上 は 10 . 1 % に と ど ま り 、 50歳以

下が64 . 9% で、 う ち 20 � 35歳の若年層 が26 . 4 % を 占 め る O

震災後の大 き な 変化 と し て 若年層 が、被災地 に 入 っ て き た こ と があ げ ら れ る O こ れ に つ い

て は 、 1 ) 震 災 に よ っ て取 り 壊 さ れた戸建て住宅群 や お屋敷跡地がマ ン シ ョ ン 開発用地 に

な っ た こ と 、 2 ) こ れ ま で駐車場や 空地 で あ っ た低未利 用 地 で マ ン シ ョ ン が供給 さ れた 、
3 ) 木賃 ・ ア パ ー ト が被災 し た後 や 、 戸建て再建 と セ ッ ト で建て ら れた プ レ ハ ブ ア パ ー ト

が建 っ た こ と に よ り 、 比較的分譲価格の安い分譲住宅や新 し い賃貸住宅が供給 さ れ、 居役

者の入れ替わ り が促進 さ れた こ と な どが考 え ら れ る O

〔茜宮 は市内移動、 芦屋 は 隣接市 か ら 〕

現在地 に 住 む 直前 の居住地 は 2 市合計で み る と 「近所J ，. 同 一市内J がそ れ ぞ、れ13 . 5 % 、

32 . 2 % と 多 く を 占 め て い る O こ れ に 「隣接市内J (22 . 3% ) を 加 え る と 68 . 0% と な る O こ

れ に 対 し て 「大阪府J ，.そ の他 の都道府県」 の割合は25 . 8% と な っ て い る O

西宮 と 芦屋で は 差異があ り 、 芦屋で は 「近所J ，.芦屋市 内」 が38 . 0% 、 「隣接市内」 が29 . 7%

であ る が、 西宮で は 「近所J ，.西宮市内J が53 . 6% と 市域内 で の移動の率が高 く 、 「隣接市

内J は 14 . 7% と 低い 。 「大板府J ，.そ の他 の都道府県」 で は 両市 の 差 は 見 ら れな い。
現在地 に 引 っ 越 し た理 由 は 、 「 こ の あ た り に住み た か っ たJ 32 . 0% 、 下戸建て 住宅 に 移 り

た か っ たJ 1 7 . 7 % 、 「子 ど も の成長で家が手狭 に な っ たJ 14 . 9% 、 「親の 面倒 を 見 る た め」
11 . 8% の よ う に続 き 、 「転勤 の た めJ ，.震災で住め な く な っ たJ ，.経済 的 に 余裕がで き たJ
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な どが 1 割 を 超 え て い る O 「そ の 他」 の 回答が多 か っ た が、 そ の 中 で は 結 婚 を 機 に独立 し

た た め と い う 理 由 が過半 を 占 め た 。

現在地 の 選択理由 (複数回答) の 上位項 目 は 「買物 ・ 交通 に 便利 J 46 . 0% 、 「土地柄が

い いJ 40 . 9% 、 「通勤 ・ 通学 に便利J 38 . 9% 、 「イ主宅規模が適正J 33 . 8 % な どで、 こ の地域

固 有 の 条件 と い う よ り 一般的 な 居住地選択の項 目 が並 ん でい る O し か し、 震災前官住者膚

で は 「土地柄J 19 . 6% 、 「親が住 ん で、 い る J 15 . 1 % 、 「相品売J 15 . 1 % な ど の 、 地域性や家族

関係 に 関 わ る 継承牲 の 理 由 が高位 を 占 め て い る O

〔 イ メ ー ジ に も た れ て開発 し イ メ ー ジ を過去の も の に す る 〕

震災後 の 身近 な 環境 の 変化 に つ い て どの よ う に感 じ 、 判定 し て い る か を 、 マ ン シ ョ ン の

増減、 戸建て住宅の増減、 周 り の知 り 合い の増減、 車 の 通行 の増減、 緑の増減な ど10項 目

に つ い て た ず ね た 。

田 答 は 、 居住歴の震災前 ・ 後、 戸建て ・ 共 同 住宅 な ど の 区分 と は あ ま り 関係 な く 同 じ よ
う な傾 向 を 示 し て い る O

近年、 身近 な 環境で増加 し た の は 、 マ ン シ ョ ン 、 3 階建て住宅、 人 の 出入 り 、 車 な ど。

減少 し た の は緑、 と い う 認識が示 さ れて い る O

全体評価 は 、 震災前 か ら の居住者の ほ う が、 震災後来住者 よ り 、 環境が悪化 し て い る と

す る 評価 が大 き い。 特 に住み心地 に つ い て は 、 震災後来住者は 「 どち ら で も な い」 と い う
評価で あ る が、 震災前 か ら の居住者 は マ イ ナ ス 評価 に な っ て い る O 「周 り の風景J r地域の

ま と ま り J に つ い て は震災前、 震災後の居住者 と も マ イ ナ ス 評価 し て い る O

住み心地が悪 く な っ た要 因 と し て 、 「戸建て住宅が減 っ た 」 、 「近 く の知 り 合い ・ 庖が減 っ

た 」 、 「緑が減 っ て い く 」 こ と があ げ ら れて い る が、 そ の要 閣 の 多 く は 共 同住宅の増加 に つ

な カ古っ て い る O

共 同住宅 と い う 建て 方 は 、 タ ー ゲ ッ ト と 定め た居住層 を 一挙 に 増加 さ せ る こ と に な る が、

そ れ ら は 良好 な住宅地の イ メ ー ジ、 成熟 し た 市街地の使益性 に 依存 し て 開発 さ れて も き た。

つ ま り 、 従来の魅力 あ る 居住環境 を 取 り 壊 し つ つ 進行 し て い る と い う あ た り が、 住 ま い と

復興 に お け る 現状であ り 、 問題点で あ る O 震災復興の こ の現状は 、 地域が育 て て き た 良好

な 地域性や そ れ に 基づ く イ メ ー ジ を徐 々 に 失 わせ、 過去の イ メ ー ジ と し て 葬 ろ う と し て い

る の か も し れ な い。 そ し て 、 西宮 ・ 芦屋の住宅市街地 は 、 大都市 に近接す る 便利 さ だ け が

取 り 柄の ま ち に変容 し て い く 恐れが大 き い 。

こ の よ う な 流 れ を 修正 し て い く に は 、 地区計画の策定な ど地域居住者 に よ る 居住環境 の

維持 ・ 形成策 の ほ か 、 共 同住宅 な ど 中 ・ 大規模住宅 開発 に 際 し て居住層 のバ ラ エ テ ィ 、 つ

ま り 年齢層 や 階層 の 多様性 を 引 き 出 す よ う な 開発誘導の 施策 を 進 め る こ と が必要 と さ れ る
だ ろ う O
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iクローズアッー制記憶」
あ る べ き 姿 を そ のよに重ね る

神 戸 で は 「 そ のせ」 と い う の は震災前の こ と

を 言い ま す 。 「 そ の 昔」 と 、 い ま と を つ な ぐ細

い 橋 に 、 も し こ の 写真集が役立て ば望外の幸せ

です ー そ ん な願 い を 込め た 写真集守5市の記憶』

を神戸 の カ メ ラ マ ン米 国定蔵 ・ 英男 父子が2001

年 2 月 に発行 し た 。

大 地 震発 生 の 25 分 後 か ら 撮 影 を 始 め た 約

4 ， 400枚 に 加 え て 、 こ れ ま で30年以上撮 り 続 け

て き た神戸 の 近代 洋風建築、 震災後 5 年の ま ち

の現況 を 編 集 し た 写真集で、 神戸の 「そ の昔」

か ら 現在 ま で の変貌 を 静か に見つ め て い る 。

「生 き て い く と い う こ と は 、 思 い 出 を 重 ね る

こ と で は な い で し ょ う か。 角 の駄菓子屋 さ ん の

前 を 通れば、 ヲこ ど も の こ ろ の遊 び友 だ ち を 思 い

出 し 、 映画館の 前 に 立 て ば、 か つ て 見 た 映画 の

内容 よ り も 、 ぎ こ ち な く い っ し ょ に並 ん で座 っ

て い た 人の こ と が淡 く 浮 か び、上がっ て き ま す。

そ の 駄菓子康 さ ん も 、 映I函館 も 、 あ の 日 の務 、

消 え て し ま い ま し た 。 思 い で の場所 を 失 う こ と

5JO 第八章 @都市計河 ・ ま ち づ く り

は 、 こ れ ま で の 自 分の 廃史 を 失 う こ と で も あ り

ま す」

「都市の記憶」 と は、 暮 ら し そ の も の で あ る

こ と を わ か ら せて く れる O

米 固 定蔵 さ ん は 、 震 災後 5 年 目 の 三官界限、

!日居沼地界擦 に 、 あ の 日 撮影 し た 同 じ場所のモ 1 

ノ ク ロ の 写真 を 置 い て 、 い ま の光景 を 切 り 取 り 、 i

5 年 の 時 間 を 1 枚の写真で体験 さ せて く れで も

い る 。

こ の写真集 に 、 作家陳舜臣氏 は こ ん な 言葉 を

寄せて い る O

「彼の カ メ ラ は あ の と き 以後 の 神 戸 の すがた

を う っ し 出 し た 。 痛恨の 情 を も っ て あ の と き 以

前の神戸のすがた を 添 え て い る O 私 た ち は、 あ

る べ き 未来の理想、の神戸 を そ の 上 に 重ね て み ょ

っ 」

米 国定}裁 ・ 米 包英男 「都市 の記憶」 エ ピ ッ ク 社

2001年 2 月

1987年の第一勧銀神戸支応の建物



1995年 1 月 17 B の第一勧銀神戸支腐の
建物

2000年 3 月
(いずれ も 米国定蔵氏提供)
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l 第四節 都市計画・ ま ち づ く り 後期復興プロ グ ラ ム

一兵庫県 ・ 神戸市の推進施策 か ら

兵庫県 と 神戸市 は2000年秋、 復興前期 5 年の検証 を 踏 ま え て 、 兵庫県 は 「阪神 ・ 淡路震

災復興後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 、 神戸市 は 「復興 計画推進 プ ロ グ ラ ム 一 新 生 ・ 神戸 を

め ざ し て」 を 策定 し た 。 そ れぞれの プ ロ グ ラ ム か ら 都市計画 ・ ま ち づ く り に 関連す る 項 目

を 抄出 す る 。

1 . 兵庫県の 後期 5 か年の都市計画 ・ ま ち づ く り
兵庫県の 「後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 は プ ロ グ ラ ム 策定委員 会 (委員長 ・ 新野幸次郎

神戸大名誉教授) に よ っ て2000年 4 月 か ら 検討が進め ら れた 。 イ ン タ ー ネ ッ ト や神戸、 i坂

神 、 播磨 な どでの 地域別公開 フ ォ ー ラ ム な ど に よ っ て県民の意見や提案 を 求め 、 8 月 に 中

間報告 を 発表、 1 1 月 15 日 に ま と め ら れた。

策定の趣 旨 と し て 、 「共生、 そ し て そ れ を 支 え る 参画 と 協働 、 そ の こ と が創 造 的復興へ

の道で あ る 」 、 「利便 ・ 効率 ・ 成長 を 重視 し た20世紀の都市文明 の 反省 に立 ち 、 先例 に と ら

わ れ な い大胆 な 変革の思い を 持 っ て 、 21世紀の成熟社会 に つ な ぐ創造的復興 を 着実 に進 め

て い く J と 述べ て い る O

こ れか ら の ま ち づ く り に か か わ る 基本 目 標 に は 「災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ

く り J r多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の 形成」 を あ げて い る O ま ち づ く り ・ 都市計画 に か

か わ る 「基本方向J r事業計画J を 抄出 す る 。

第 1 創造的復興へ の基本方向

( l )�(4) 略

( 5) 自 然環境 と 人 の 営 み が共生す る 持続可 能 な循環型社会 を つ く る

・ 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 か ら 、 豊 か な 自 然環境の 回復、 創 出 に 取 り 組 み 、 住民が

日 ごろ か ら 自 然環境 に 親 し み な が ら 、 自 然への畏敬 を 抱 き つ つ 、 ま ち づ く り 、 地

域づ く り 等 を 進め て い く こ と が重要であ る O

・ 自 然環境が人 々 の生命 を ま も る と 同時 に 、 脅 かす存在 に も な る こ と か ら 、 環境へ

の 配慮が、 そ の ま ま 、 日 常生活や 緊急、時の安全性 を 高 め る よ う な仕組みづ く り が

必要であ る O

第 2 復興事業計闘

( 1 )  2 1世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ く り

・ コ ミ ュ ニ テ イ に お け る 地域活動 の拠点づ く り ( コ ミ ュ ニ テ ィ の拠点 と な る 「 ま ち の
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居 間」 づ く り 、 支援者 、 支援団体、 NPO 等 の情報交換 ・ 交流 の 拠 点づ く り )

(2 )  世界 に 開 かれ た 、 丈化豊 か な社会づ く り

· 1:持並み ・ 景観の継承 と 餅造 (住民主体で地域の街並み ・ 景観の 向 上 を 図 る 動 き を

支援、 歴 史 的 ・ 伝統的 な倍並 み の 再生、 地域住民が取 り 組む 「 ま ち な み緑化;事業」

の推進、 被災地の緑の再生 を 願 う 「 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 運動」 を 支援)

・ 景観形成の担い手づ く り (略)

(4)  災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り 一 震災の経験 と 教訓 の 継承 ・ 発信

・ 地域の 防災力 を 高 め る 安全 ・ 安心 の ま ち づ く り

・ 平時 の 活用 が災害 時 に 生かせ る 危機管理体制づ く り

. 災害救急医療 シ ス テ ム の整備

・ 防災基盤 ・ 防火施設の整備 ・ 活用 (市街地の不燃化 ・ 緑化の推進)

( 5 )  多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の 形成

一 個性豊か な “ 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り " と そ の ネ ッ ト ワ ー ク

i ) 参画 と 協働 に よ る ま ち づ く り

[施策 の 方 向] 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り を 、 参画 と 協働 に よ り 進め る た め 、 住民主体

の ま ち づ く り 活動 が継続で き る シ ス テ ム づ く り や 、 住民、 自体 . NPO、 企業、 専 門

家 、 行 政等の協働 の仕組みづ く り

[ ま ち づ く り の た め の参画 と 協働 の し く みづ く り 〕

・ ひ ょ う ご ま ち づ く り セ ン タ ー に よ る 譲輿 ま ち づ く り 支援事業

・ ま ち づ く り 活動への助成等 に よ る ま ち づ く り 協議会の活動支援

. 協働 に よ る 中心市街地活性化の促進

・ 住民が社会基盤 を 「つ く る (計画) J 段 階 か ら 「 ま も り 、 そ だ て る (利活用 ・ 維

持管理) J ま で を 白 ら の手で実施す る シ ス テ ム づ く り の 支援

[ し ご と ・ 産業等 と 総合的 に す す め る ま ち づ く り の推進]

・ し ご と ・ 産業の創造 と 一体化 し た ま ち づ く り (市街地再開発事業 、 復興市街地再

開発商業施設等入居促進利子補給)

・ 防災空間 と も な る 生活空間 の ゆ と り を つ く る ま ち づ く り (土地区画整理事業、 復

興土地区画整理事業等融資利子補給)

・ 防災性 と 居住性 を 高め る ま ち づ く り (住宅地区改良事業、 密集住宅市街地整備促

進事業、 住宅市街地整備総合支援事業)

ii ) 環境 に 記慮、 し た循環型 シ ス テ ム づ く り

[施策 の 方 向 ] 環境への負荷の 少 な い ま ち づ く り を 進め る た め 、 自 然エ ネ ル ギー な ど

の グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー の 開発利用 ・ 導入 や 、 麗棄物 リ サ イ ク ル な ど を 推進す る O あ

わ せ て 、 自 然 と 共生 し た ゆ と り あ る ま ち づ く り を め ざ し 、 '21世紀の森づ く り J や

住民が主体 と な っ た 環境 田復 ・ 創造への取 り 組み を い っ そ う 推進す る な ど、 環境 に
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配慮 し た循環型 シ ス テ ム づ く り を 進 め て い く O

・ グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー の導入 (略)

・ 身近 な場 で の 、 人 と 自 然の ふ れ あ い の し く みづ く り ( ピ オ ト ー プの保全 ・ 創 出 、

ナ チ ュ ラ ル ウ オ ッ チ ャ 一 事業の推進、 エ コ ツ ー リ ズ ム パス の 運行支援、 県立公園

の 整備 な ど)

・ 豊か な 自 然環境の 回復、 創 出 (瀬戸内海沿岸域境保全創造方策の策定、 21世紀兵

の 森づ く り 記念植樹事業、 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 運動)

・ 住民主体の環境創造への し く みづ く り (略)

・ 地球環境 問題への積極 的 な取 り 組み と 国際 ネ ッ ト ワ ー ク の形成 (略)

iii) 地域の特色 を 活か し た新都市づ く り

[施策 の 方 向 ] 防災性が高 く 代替性の あ る 新都市づ く り に お い て は 、 地域の特色 や 既

存 の都心等 と の連帯の あ り 方 を 明確 に し な が ら 整備 を 進 め 、 都市の伺性や文化 を 育

ん でい く O ま た 、 都市づ く り に お い て は 、 民間活力 を 充分活か し た施設整備や各種

施設の誘致等 に よ り 、 に ぎ わ い の 創 出 を 図 る O

・ 住宅 を 中心 と す る 、 居住性の 高 い 新 し い都 市づ く り (南芦屋浜地区、 酉宮浜地区 、

宝塚新都市、 六 甲 ア イ ラ ン ド 、 西神地 区 、 北淡町浅野地 区 な どの整備)

・ 研究施設や産業の集積 し た新 し い都市づ く り の推進 (神戸東部新都心、 ポ ー ト ア

イ ラ ン ド 2 期 、 東播壌情報公盟都市、 神戸複合産業関地、 東条南山 地 区 、 小野地

区 な どの整備)

・ 商業 と 一体化 し た新 し い都市づ く り (大久保駅南地区、 洲 本市新都心の整備)

・ 流通施設 を 中心 と し た新 し い 都 市づ く り の推進 ( 鳴培 地 援 の 整備)

・ 自 然 と 共生 し た新 し い都市づ く り (尼崎臨海地区 の 整備)

iv) ネ ッ ト ワ ー ク 化 を促進す る 総合交通体系 と 情報通信網づ く り

[施策 の 方 向 ] 格子型高規格道路網、 そ れ ら を 補完す る 一殻幹線道路締や鉄道の整備

を 進 め 、 代替性の あ る 多様 な 交 通 ル ー ト を確保す る と と も に 、 交流 ・ 交通の拠点 と

し て の港湾 ・ 空港の整備 を 推進 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る た め 、 今後、 交通全体の

マ ネ ジ メ ン ト (調整) 施策 を 推進 し て い く O

・ 代替性 を 備 え た 道路網づ く り (格子現高規格道路網 第 2 名神高速道路、 大阪湾

岸道路、 神 戸 中 央線 な ど。 都 市閤 防災幹線街路整備 山 手幹線、 尼崎港 J l I 西棋 な

ど の 整備 。 山手ふ れあ い ロ ー ド構想、の推進)

・ 代替性 を 備 え た鉄道の多重化等の 推進 (播但線電化 ・ 高速化、 加古川 線電化 ・ 高

速化、 神戸電鉄三 田 線 ・ 栗生線の複線化 な ど)

・ 交流 ・ 交通拠点 と し て の港湾 ・ 空港の 整備 (略)

v ) 防災性が高 く 、 ゆ と り あ る 生活空間 の 形成 に つ な が る 都市基盤づ く り

[施策 の 方 向] 上下水道基幹施設や管路の耐震化、 耐震性 の 高 い 共 同溝 の設置、 電線
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類 の 地 中イヒな ど、 一部が被災 し で も 全体の機能が持続す る 防火性 を 持 っ た ラ イ フ ラ

イ ン の 整備 を い っ そ う 推進す る O ま た 、 環境への負荷の低減、 自 然 と の 共生、 歩道

の バ リ ア フ リ ー 化等 に 配慮 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 形成 や 災害時の代替性確保 の た

め の 、 防災空間 と も な る 街路整備、 公園 ・ 緑地等防災拠点 の 整舗 を 進 め る と と も に 、

そ れ を 活用 し て 、 人 び と の 交流 を 凶 り 、 ゆ と り の あ る 生活空間 の 形成 に つ な が る 都

市基盤づ く り を 進 め て い く O
�}J. :''F� に 強い ラ イ フ ラ イ ン 等の 整備 (略)

・ ゆ と り あ る 生活空間 と も な る 、 公園 ・ 緑地等防災拠点の 整備 ・ 活用 (三木震災記

念公闘 の 整備 ・ 活用 、 淡路島公園 、 田営明石海峡公 園 の 整備 ・ 活用 。 広域防災帯

の 整備推進、 コ ミ ュ ニ テ ィ 妨災拠点の 整備推進、 国道 2 号沿道の 不燃化、 生垣緑

化推進事業)

vi) 防災性 に配慮す る と と も に 、 自 然 と 調和 し た都市 と 農 山村-づ く り (略)

2 . 神戸市の復興計画推進プ ロ グ ラ ム 一都市計画 ・ ま ち づ く り

神戸市 は 、 震災か ら 5 年 を 迎 え 「復興 の 総括 ・ 検証」 を 市民 と 協働 で お こ な っ た結果か

ら 「市民生活の ハ ー ド面での基盤 は ほ ぼ撃 っ たJ と し な が ら も 、 「経済や雇 用 の 回復、 コ ミ ュ

ニ テ イ の 再生 な ど に 引 き 続 き 取 り 組 む必要があ る 」 と 、 復興計画後半 5 か年 に重点的 に取

り 組むべ き 施策 と し て 「復興計画推進 プ ロ グ ラ ム 新生 ・ 神戸 を め ざ し て」 を 2000年10 月

に発表 し た 。

策定 は 、 2000年 6 月 に神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会 (座長 ・ 嘉天義久神戸大名誉教授)

が総括 的 な 検討 を お こ な い 、 懇話会の 中 の 3 研究会 と 神戸市震災復興推進本部が原 案 を 作

成 し 、 中 間報告 を ま と め 、 市民か ら の意見 と 提案 を 加 え て 懇話会が市長へ提言、 こ れ を も

と に策 定 さ れ た 。

プ ロ グ ラ ム は 「基本 的考 え 方J r事業 プ ロ グ ラ ム J r重点行動 プロ グ ラ ム 」 か ら な っ て い

る O こ の う ち 、 都市計画 ・ ま ち づ く り に 関す る プ ロ グ ラ ム を 抄 出 す る O

第 1 章 基本的 な 考 え 方

1 ) プ ロ グ ラ ム の 5 つ の方針

r地域」 を 基本 と し た施策の展開

r人」 を 基本 と し た施策の展開

・ 協働 に よ る 総合的 な 施策 の 展 開

・ 広域 的 ・ 長期 的 な 視野 か ら の施策の展開

@ 行財 政改善の推進

2 ) プ ロ グ ラ ム の 3 つ の柱

・ 市民 の生活再建
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- 都市活動の再生

・ 安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り

第 2 輩 事業プ ロ グ ラ ム

1 ) 市民の 生活再建 (略)

2 ) 都市活動の 再生 (略)

3 ) 安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り

i ) 災害等の危機 に対す る 備 え と 安全に対す る 意識の啓発 (略)

ii ) 都市基盤整備等の 推進

・ 市街地環境の 整備 (震災復興土地区画整理 ・ 市街地再開発事業の推進 、 東部新都

心 の 整備 、 近隣住環境計画制度、 路地 ・ ま ち 再生事業お よ び共 同 ・ 協調建て替な

ど に よ る 住環境の 整備推進)

・ 都市基盤 の 質 的 向 ヒ (大板湾岸道路な ど広域道路網の 整備、 公園整備 ・ 河川改修

な どの推進、 空港整備、 港湾岸壁の耐震化、 大容量送水管 ・ 電線共同溝の整備推

進、 自 立 ・ 分散型エ ネ ル ギ ー の導入促進、 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク 整備 、 下水処理

水 ・ 雨水な どの活用 、 阪神疎水構想、の 推進)

・ 消 防力 の 強化

・ 住宅の安全性確保

・ 住宅ス ト ッ ク の マ ネ ジ メ ン ト

iii) 住 み た い 、 住み続け た い 、 魅力 あ ふ れ る “ ま ち " の 形成

[現状 と 課題] 震災に よ っ て神戸の特徴的 な都市景観やf軒並み、 文化 的 資源 は 大

き な被害 を 受 け、 ま ち の美観は損 な わ れた 。 建物 の復旧 は 進 ん だが、 と も す れ ば機

能重視で 画 一 的 な 雰囲気の ま ち が見 ら れ る O 今後は個性的 な ま ち な み形成 を い っ そ

う 推進 し て 、 震災で失 わ れた こ う べの ま ち の イ メ ー ジ を 回復 し 、 あ る い は 、 新 た に

っ く り あ げる 必要があ る 。

小 さ な単位 で 自 律性の高い ま ち が、 い ざ と い う 時 に も 強 い と い う 震災 の 教訓があ

る 。 ま た 、 超高齢社会 を 迎 え 、 安心 し て住み続け る こ と がで き る よ う 、 よ り 身近 な

地域での ま ち の機能向上が求め ら れて い る O 今後、 よ り 一層 地域 に密着 し た施策 を

重視 し 、 地域の特性 に 応 じ た住み続 け た い ま ち を つ く る た め の取 り 組みが求め ら れ

て い る O

神 戸 は 豊か な 自 然環境 に 恵 ま れた都市で あ り 、 都市の財産 と し て 将来 に わ た っ て

こ の環境 を 守 り 育 て 、 共生 し て い く こ と が重 要 で あ る O 一方、 地球温暖化 を は じ め

と す る 環境問題や資源枯渇 の 問 題に対応す る た め 、 循環型社会 を 形成 し 、 持続可能

な都市 を め ざ し て い く 必要があ る O

震災後の公営住宅供給に あ た っ て は 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ を 大量導入 し た ほ か、

バ リ ア フ リ ー の考 え 方 を 関所 に 取 り 入 れ る な ど、 高齢者 ・ 障害者へ の 配慮 を お こ

516 第八章・都市計幽 ・ ま ち づ く り



な っ て き た 。 ま た 、 ハ ー ド 的 な 整備 の み な ら ず ソ フ ト 的 な サ ポ ー ト も 含め た取 り 組

み が公民 を 通 じ て お こ な わ れ た 。 超高齢社会 に 向 け て 、 今後、 な お 一層 のす ま い や
ま ち の パ 1) ア フ リ ー を 進め る と と も に 、 ソ フ ト 面で の施策 を 充実す る 必要があ る O

(多様で 良好な住宅ス ト ッ ク の形成促進 ・ 略)

[事業実施の 基本方針] 水や み ど り 、 光 な どの 自 然環境、 歴史、 文化、 人材 な ど地

域の持つ資源 を 生か し 、 自 律 的 な ま ち づ く り 活動 に よ り 、 地域の特性 を 生か し た個

性 あ る ま ち ゃ ま ち な み を 形成 し、 都市の イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 る O

地域 に密着 し た 生活 を 重視 し 、 各世代が身近 な 地域で快適 に 暮 ら せ る 機能 を も つ

ま ち ( コ ン パ ク ト タ ウ ン ) づ く り を 進め る O

神 戸 の も つ豊 か な 自 然環境 を 生 か し て環境共生 を 関 る と と も に 、 持続可能 な循環

型社会 を め ざ し た都 市づ く り を推進す る O

高齢者や障害者 を 含めすべ て の 人が安心 し て暮 ら せ る よ う 、 す ま い や ま ち の バ リ

ア フ リ ー 化 を 進 め る O ま た 、 あ わせ て 、 地域住民組織、 市民団体、 NPO 等 と の連

携の も と 高齢者 ・ 障害者の見守 り や生活支援 な ど ソ フ ト 的 な 施策の 充実 を 図 る O

( 良資かっ多様な住宅ス ト ッ ク の形成支援、 t情報 ・ 相談機能強化 ・ 略)

[ 主 な 施策]

都市の イ メ ー ジ ア ッ プ

・ 街並み の 形成 (都市景観形成地域の指定、 ま ち な み環境整備事業の推進、 魅

力 ス ポ ッ ト の整備 な ど。 西国街道、 酒蔵地域、 兵庫津、 須磨寺付近 な どの歴
史 を 生か し た ま ち づ く り の推進。 せせ ら ぎ の 整備や水やみ ど り を 活用 し た う

る お い あ る ま ち づ く り の推進)

・ 市民活動 の 支援 (景観形成市民団体 ・ 魚崎郷地医 な ど景観形成市民協定の認

定 に よ る 市民活動 の 支援。 ま ち な み ゼ ミ の 実施、 神戸景観ポ イ ン ト 賞 の 表彰

な ど。 「美緑花 こ う べ ま ち づ く り J の 推進 な ど)

コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り

・ 地域の特性 を 育 て る 仕組みづ く り (学校づ く り 、 身近 な拠点づ く り O 地区計

画 、 建築協定等の推進)

・ 協働 に よ る ま ち づ く り の担 い 手づ く り ( ま ち づ く り 協議会等の 支援。 ま ち づ

く り 会社 に 対す る 支援や タ ウ ン マ ネ ー ジ メ ン ト 組織の設立検討。 ま ち の 活力

を 担 う 若年世帯への定着支援)

・ 個性や魅力 に応 じ た ま ち づ く り ( 各区 での魅力創造 ・ 発見、 地域の個性等 に

応 じ た ま ち づ く り 関 連事 業 の 実施 。 コ ミ ュ ニ テ イ パ ス な ど地域指環モ ピ リ

テ ィ の 向 ヒ)

環境共生 ・ 循環型社会 を め ざす都市づ く り

・ 環境への負荷の 少 な い ま ち づ く り ( エ コ タ ウ ン づ く り の推進、 公害関係法令

第八章 ・都市計画 - ま ち づ く り 517 



に 基づ く 規制 ・ 指導の徹底)

・ 廃棄物の減量 ・ リ サ イ ク ル ・ 適正処理の推進 (略)

地球温暖化防止等 に 資す る 省エ ネ ・ 省資源型の ま ち づ く り (略)

・ 自 然 と ふ れあ え る ア メ ニ テ ィ 豊 か な 空間の創造 (学校や公 園 の で の ピ オ ト ー

プの保全 ・ 創造、 「 グ リ ー ン こ う べ21 プ ラ ン 」 の推進

す ま い と ま ち のノ f リ ア フ リ ーイ七

・ 施設 の バ リ ア フ リ ー化 (略)

・ 情報提供等 に よ る 支援 (略)

・ 高齢者の 自 立生活支援 (略)

多様 な住宅ス ト ッ ク の形成 と 安全で安心 な住宅確保の 支援

(市営住宅マ ネ ジ メ ン ト 計画の推進、 「神戸市す ま い の安心支援 セ ン タ ー 」

に お け る 物件情報 ・ 行政情報の提供、 専 門相談の実施、 優 良建築士事務所 ・ 建

設業者の選定支援)

iv) 自 律 と 連帯のす ま いづ く り 、 ま ち づ く り の推進

[現状 と 課題] 震災後の す ま いづ く り は 、 復興住 宅 メ ッ セ や住宅再建相談所が窓口

と な り 、 ま た 、 ま ち づ く り は こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー が窓口 と な っ て 、 専 門 家 の

支援 ・ 協力 を 得て お こ な わ れた 。 ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア や NPO な どが ソ フ ト 面か ら

す ま い と ま ち を 支 え て き た 部分 も 大 き い。 今後の す ま いづ く り 、 ま ち づ く り に つ い

て も 、 市民主体の活動 を 通 じ て さ ま ざ ま な 団体 ・ 組織が総合的 に 連携 し て い く こ と
が求め ら れて い る O

地域で 中 心 に な っ て 活動 し て い る 人材 の 多 く は高齢化 し て お り 、 次 世代 を 担 う
リ ー ダ ー の育成が課題 に な っ て い る O ま た 、 い ざ と い う と き に本 当 に 活躍 で き る 人

材 、 専 門 的 知 識 を 持 つ 人材、 総合的 な視点 で ま ち づ く り を 考 え ら れる 人材 な ど を 確

保す る こ と が必要であ る O さ ら に 、 震災後、 す ま いづ く り 、 ま ち づ く り に お け る 新

た な 形の 地域 の 担 い 手 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO 等が育 ち つ つ あ り 、 こ う し た 団体、

組織の育成、 支援 に 取 り 組 ん で、 い か な け ればな ら な い 。
往宅の再建 に お い て は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 て る 新 し いす ま い方 と し て 、 協同居住

(公営住宅 や NPO 等 に よ る コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グや グ ル ー プ ホ ー ム ) が震災 を

契機 に導入 さ れ、 す ま いづ く り に お い て は ハ ー ド だ け で な く 、 ソ フ ト が よ り 重要 で、

あ る こ と 、 ま た 、 行政 と ボ ラ ン テ イ ア 等の 協働 の 取 り 組みが重要であ る こ と を 認識

さ せ た 。 今後、 こ のす ま い に お け る ハ ー ド と ソ フ ト の連携の考 え 方 を さ ら に展開 し 、

こ れか ら の す ま いづ く り に 生 か し て い か な け れ ば な ら な い 。

震災 に よ り 共 同 ・ 協調化、 区分所有マ ン シ ョ ン の建て替 え 、 大規模修繕 な どの 困

難 さ が再認識 さ れた 一方で、 問題解決の ヒ ン ト を 得 る こ と がで き た 。 こ の教訓 を 生
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か し 、 今後増大す る マ ン シ ョ ン の建 て 替 え ・ 大規模修繕や狭小住宅 更新時の 共 同 ・

協調化な ど に お い て 、 適用 で き る シ ス テ ム の構築、 各種制度の一般化 に つ い て検討

す る 必要があ る O

[事業実施の基本方針] 地域の 自 律性 を 高 め 、 地域で住民発意の す ま いづ く り 、

ま ち づ く り を 進 め て い く た め に専 門家派遣 な どの制度 を 充実す る と と も に 、 専 門家

や NPO、 行政な どが連携で き る 仕組みづ く り を 進 め る O ま た 、 住宅更新時の共 同 ・

協調化、 マ ン シ ョ ン 建 て 替 え や大規模修繕 な どが円滑 に お こ な え る よ う 、 相 談 窓 口

の 開設や専 門 家 に よ る 支援 を お こ な う O

関係行政機 関 や 大学等の研究機関 と の連携 を 一層 進 め 、 地域の 自 律 し た ま ち づ く

り 活動 に対す る 情報提供や支援 に 努 め る O

す ま いづ く り に つ い て は神戸市す ま い の安心支援セ ン タ ー 、 ま ち づ く り に つ い て

は こ う べ ま ち づ く り セ ン タ 一 等 を 活用 し 、 す ま いづ く り 、 ま ち づ く り 活動 に 関 し て

総合的、 専 門 的 な 知 識 を も ち 、 地域の 中心 と な っ て活動で き る 人材 、 ボ、 ラ ン テ イ ア

及 び NPO 等の育成 ・ 支援 を 進め る O

人 と 人 と の つ な が り や助 け あ い に つ な がる す ま い方 と し て 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ

ン グ、 グ ル ー プ ホ ー ム と い っ た新 た な 協 同居住の誘導に務め る O ま た 、 住民間 の つ

な が り づ く り に 貢献す る 活動 や 、 地域の 自 律性 を 高 め る 活動 を 積極的 に 支援す る O

[ 主 な 施策]

総合的 な す ま い ・ ま ち づ く り 支援 シ ス テ ム の確立

・ 専 門 家 と の連携 シ ス テ ム ( こ う べ ・ す ま い ま ち づ く り 人材 セ ン タ ー の専 門 家

派遣、 神戸市す ま い の安心セ ン タ ー での事業展開 、 い き い き 下 町推進協議会、

路地 ・ ま ち 再生サ ポ ー ト 会議 な どで の 専 門 家 と の連携)

・ 市民活動 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 支援 (活動拠点 の提供や市民活動の 支援、 地

域活動 を 紹介す る F安全で安心 な コ ミ ュ ニ テ イ 活動 の 知恵lOOJJ の作成 )

大学等 と 連携 に よ る ま ち づ く り 活動 に対す る 情報提供

・ こ う べ市民安全 ま ち づ く り 大学の発展 ・ 充実 に よ る 市民への よ り 広 い ま ち づ

く り の知識が得 ら れ る 場の提供

・ 市民福祉大学、 KOBE 環境大学、 婦人大学、 シ ルバ ー カ レ ッ ジ、 こ う べ ま ち

づ く り セ ン タ ー の 講産等 に よ る 人材育成

新 た な つ な が り づ く り

・ 協 同居住 の推進 (公営住宅 を グル ー プホ ー ム と し て 活用 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ

ジ ン グ な ど新 た な協 閉居住 の 支援 ・ 推進)

・ 地域活動の 支援 ( ま ち づ く り 協議会、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 、 ふ れあ い の ま

ち づ く り 協議会な どの活動支援)

v ) 地域の ま ち づ く り 活動 に 応 え る シ ス テ ム づ く り
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[現状 と 課題] 震災 を 契機 と し て 、 市民の ま ち づ く り への意識が高 ま り 、 地域の こ

と は 自 ら が計画 し進め て い く と い う 動 き があ る O ま た 、 地域の特性 を 生か し た ま ち

づ く り を お こ な う た め に も 、 引 き 続 き 計画の必要性や 内 容 に つ い て 、 市 民へ の 説 明

を 充実す る と と も に 、 発意 ・ 計画段階か ら の 市民参画 を 推進す る 必要があ る O

市民か ら 行政組織の タ テ舗 り の 問 題が指摘 さ れ、 ま た施策 に つ い て も 似た よ う な

も の に つ い て整理統合が必要だ、 と の声があ る O さ ら に 、 地域活動 に対す る 支援 に つ
い て は 、 地域の声 を 聞 き 、 地域の特性 に応 じ た取 り 組み を し て ほ し い と の 要望 も あ

る O 今後、 行政の組織、 制度、 財政、 支援の あ り 方 に つ い て 、 検討 を 進 め 、 特 に 地

域 に密着 し た 匹役所の役割 を 一層 重損 し て い く こ と が重要で あ る O

[事業実施の 基本方針] ま ち づ く り に 関 す る 計画 の 策定、 施策の立案及 び実施 に 関

し て 、 市民の 参画 を 一層 推進 し 、 そ の 目 的 や必要性 を 説明 し 理解 と 協力 を 得 ら れ る

よ う に努 め る O さ ら に 、 市民が主体 と な っ て ま ち づ く り 活動 を お こ な う 機会 を 増 や

す 。

地域の多様な ま ち づ く り 活動 に 円 滑 に 対応す る た め 、 区役所が コ ー デ ィ ネ ー タ ー

と し て 中 心的役割 を 担 え る よ う に 、 地域活動 に 関係す る 行政組織の見直 し 、 体制 の

強化 を 進め る O

各種 ま ち づ く り 支援体制 の枠組み ・ 内容 を 見 直 し 、 さ ら に活用 し や す い よ う に す

る O

[ 主 な 施策]

市民参画 の 推進 と 情報の提供 ・ 公開

・ 都 市計聞の情報 を 示 し 、 地域の ま ち づ く り 活動 に協働で取 り 組む 「今後の神

戸 の都市づ く り 」 を 実施

・ 情報公開 制 度 の 運用 、 「 出 前 ト ー ク 」 の 充実、 区 民 ま ち づ く り 会議 ・ 区安全

会議 な ど に よ る 情報公開 ・ 提供 を 推進

・ 市民 と 行政が同 じ視点 に 立つ 「新行 政 シ ス テ ム 」 の構築

地域活動 に 関係 す る 行政組織の見直 し 、 体制 の 強化

・ 1:ï5: レベ ル の体制 ・ 機能 の 充実 と 、 地域組織 に かかわ る 部局 の見 直 し な ど に よ

る 区 の パ ッ ク ア ッ プ体制 の強化

・ 神戸市す ま い の安心支援 セ ン タ ー で の 相 談体制 の拡充、 こ う べ ま ち づ く り セ

ン タ ー の機能強化

ま ち づ く り 支援制度の整理統合や メ ニ ュ ー化

・ ま ち づ く り 総合補助制 度 な ど、 支援制度の検討

・ こ う べす ま い ・ ま ち づ く り 人材 セ ン タ ー に よ る 専 門家派遣の拡充の検討

第 3 章 重点行動 プ 口 グ ラ ム

1 ) 選定の考 え 方 (略)

520 第八章 @都市計商 ま ちづ く り



2 ) 重点行動 プ ロ グ ラ ム の推進 (略)

3 ) 重点行動 プロ グ ラ ム ( i � iii 、 Vlll� X Vl 略)

iv ) 協働で取 り 組む 地域の ま ち づ く り を 進め る

- 人づ く り の支援

・ 専 門 家 と の連携 に よ る 支援

. 地域組織な どへの 支援

- 活動資金な どの支援 (支援 し た活動結果の公表な ど、 使途 ・ 成 果 の 透明性の確保、

各種 ま ち づ く り 支援制震の見直 し ゃ 、 各地域が活動資金 を 自 律的 に 確保で き る よ

う な 支援方策等の検討)

・ 活動拠点の提供 ・ あ っ せ ん

・ 行政情報の積極的公開 ・ 提供

・ 行政組織 の 見 寂 し

v ) 協働 に よ り 安全で安心 な す ま い を 実現す る (略)

vi) 地域で実践す る 環境 に や さ し い ま ち づ く り を 進 め る (略)

vii) 個 性 を 生 か し た魅力 あ る 美 し い ま ち を め ざす

・ 地域の個性 を 生か し た魅力 あ る ま ち の形成 (景観 に 配産 し た建築物等の修景助成、

夜 間景観の形成)

・ 7](や み ど り を 住か し た ま ち づ く り の推進 (親水機能 を 持つ 河川 緑地軸の整備、 神

戸港の水際親や須磨 ・ 舞子 を 中心 と し た 海岸線の親水空間 と し て の 整備 ・ 活用 )

・ 協働 の 取 り 組み に よ る ま ち の魅力づ く り

3 .  I人間 サ イ ズの ま ち づ く り 」 一 兵庫県が表彰制度

兵庫県 は1999年 3 月 に 「 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り 」 を 基本理念 に お い て 「 ま ち づ く り 基

本条例」 を 制定、 2000年 3 月 に そ の 基本方針の 「 グ ラ ン ド デザ イ ン 21J を発表 し た 。

こ れ に 合わせて 「人 間サ イ ズ の ま ち づ く り 賞」 を 制 定 し 、 2000年 3 月 10 日 に 第 1 回 の授

与 がお こ な わ れ た 。 こ の表彰制度 は 、 1999 年 に 始 め ら れた 「 さ わ や か ま ち づ く り 賞」 と 「福

祉 の ま ち づ く り 賞J を 統合 し た も の で 、 安全 ・ 安心 ・ 魅力 あ る ま ち づ く り に 貢献 し た建築

物 や顕著 な功績があ っ た活動 な ど を 顕彰す る O 審査は亮天義久神戸大学名誉教授 を 委員 長

と し 、 都市計画、 建築、 福祉、 美術、 企業団体、 マ ス コ ミ な どの分野の委員 でお こ な わ れ

る O

授賞対象 は 、 ま ち な み ・ 景観部門 、 建築部 門 、 福祉部門 、 ま ち づ く り 活動 部 門 の 4 部門

で 、 第 1 回 に は 震災復興特別賞 部 門 が設 け ら れた 。

こ の う ち 、 ま ち な み ・ 景観部 門 、 ま ち づ く り 活動部 門 の 第 l 回 、 第 2 回 の授賞は次の と
お り O
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{ 第 1 回授賞 ] 2000年 3 丹 10 8

[震災特別賞]

神戸国際会館 (神戸市 中央区)

応募件数 ま ち な み ・ 景観部門 34件

建築部 門 101件

福祉部 門 25件

ま ち づ く り 活動部門 40件

・ 戦災 と 震災 を 乗 り 越 え た復興の シ ン ボル と し て 、 再建 を 果た し た 。 神 戸 の 芸術 ・

文化活動 の 中心 と し て の役割 を 果 た し て い る O

・ レ ン ガ タ イ ル を 貼 っ た 外観 は神戸の イ メ ー ジ を 大切 に し た 「 ク ラ シ ッ ク モ ダ ン」

を 基調 と し て い る O ま た 、 地下街 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 底 的 、 三宮 地 区 と 一体 と

な っ た魅力 あ る 歩行者空簡 を つ く り だ し て い る O

2000年 8 月 の神戸国際会館。 路上に置いた
写真は1995年 1 月 17 日 の光景 (半田定蔵氏
提供)

新開地 2 丁 自 「 え え と こ 広場J (神戸市兵庫 区)

・ 商庖街に接 し た 間 口 8 m 、 奥行 き 24 m の細長い敷地 に設 け ら れた広場で、 ま ち づ

く り 創 生事業の 商庖街内 の 第 l 号適用事業。

・ 台風で倒 れ た ヒ ノ キ を 利用 し た 「木の広場」 と 、 住員参加で つ く ら れ た 「土の 広

場」 を 設 け 、 地域住民の い こ い の場、 来訪者 に やす ら ぎ を 与 え る エ コ ス ポ ッ ト に

な っ て い る O

阪急伊丹駅 (伊丹市)
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- 震災後、 こ れ ま で、の駅施設の水準 を 越 え る モ デル釈の実現 を め ざ し 「高齢者 ・ 障

害者 を 含め た すべ て の 人 に や さ し い駅」 と し て新た な ス タ ー ト を 切 っ た。

・ シ ン プル な動線の確保、 徹底的 な段差解消、 分か り や す い 各種案内施設な ど、 利

用 者の ニ ー ズ を き め細 か く 反映 し た 整備 を お こ な っ て い る O

安井ま ち づ く り 協議会 (西宮市)

・ 復興 ま ち づ く り を め ざ し 1995年11 月 、 安井地 区 自 治会連合会 な ど を 母体に発足。

市 や 専 門 家 の 支援 を 得 て 地 区計画 な どの策定に取 り 組ん で き た 。

・ 住民の意向 を 踏 ま え な が ら 協議 を 重ね 、 地区計画 を 策定 し た 。 地域別課題抽 出 の

ワ ー ク シ ョ ッ プや交通安全対策 な ど積極的 に ま ち づ く り に取 り 組 む 姿勢が評価で

き る O

[ ま ち な み ・ 景観部 門 ]

生田神社 (神戸市 中央区)

・ 大震災で大 き な被害 を 受 け た が、 震災で寝つ い た 市民 の 心 の 支 え と な る こ と を 祈

念 しつ つ工事が進め ら れた 。

・ 長年 の イ メ ー ジ を 大切 に し つ つ 、 耐震性の 向 上 に取 り 組ん だ。 平 時 に は都市景観

に う る お い を も た ら す と と も に 、 災害時の 防災拠点 と し て の活用 も 期待 で き る O

“ROL Y-PORY" & コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ホ ー ル “里夢" (神戸市灘思)

・ 住宅 地 に 立地 。 神戸 に ふ さ わ し い 幼少時か ら の 国 際交流が可 能 な 住宅兼幼児ス

ク ー ル と し て建設 さ れ た 。

・ 入 り 口 の サ イ ン は 、 周 囲 の 景観 を 損 な わ な い よ う に かつ 目 立つ よ う に心がけ ら れ

て い る O オ リ ジ ナ ル ロ ゴが特徴的 。 夜 は ラ イ ト ア ッ プ さ れて 、 ロ ゴが浮か び上が

り 美 し い 。

西神南 ヒ ルズ (神戸市西区)

・ 郊外 に な だ ら か に広 が る 丘陵地 に あ る 住宅地 は 「環境共生} -人 に や さ し いす ま い」

を テ ー マ に 、 周辺環境 と の調和 を 考慮 し て整備 さ れて い る O

・ 戸建 て住宅側 に は低層住棟 を 配 し て低い家並み と の調和 を 図 り 、 緑道 に面 し た

部分に は 人工地盤 の 上 に緑地帯 を 設 け て 地域 に 開放 さ れた公園 を 設置 し て い る O

関西学院神戸三 回 キ ャ ン パ ス ( 三 国市)

・ 関西学院大学 の 新 キ ャ ン パ ス O 中 央 に パ ッ ク ボー ン と な る 緑の 軸紘 を 設 け 、 「ス

パ ニ ッ シ ュ ・ ミ ッ シ ョ ン ス タ イ ル」 に よ り 施設 を 配 し た こ と が特徴的。 緑地空 間 、

自 然の 池 を 利 用 し た 水辺 の 整備 を お こ な い 、 み ど り 豊か な キ ャ ン パ ス を つ く り あ

げ、 カ ル チ ャ ー タ ウ ン全体の ゆ と り も っ く り だ し て い る O

ふ る 一 つエ麓いづみや (赤穂市)

・ 市街地景観形成 地 区 で あ る お域通 り に位置す る た め 、 伝統的建造物 を 意識 し な が

ら 独 自 性 を 示す建築で、 良好な 町並み形成 に取 り 組 ん で い る 果実庖。 外壁の 板張
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り 部分 は 木 の 素材 を 生 か し た 白 木づ く り で果実自 に ふ さ わ し い清潔感があ る O

柴田洋酒j高 (赤穂市)

・ 城 下 町 の 歴史 を か も し 出 す 町屋風の建築意匠。 商庖街の交差点角 に 位 置す る こ と

か ら 2 方向 に屈 と し て の顔 を 見せ る 配慮 が さ れ て い る O

あ さ ご芸術の森美術館 (朝来町)

・ 町が進め て い る 「芸術 の 森構想J の 中核施設 と し て オ ー プ ン し た 。 発電所工事の

現場事務所 を 改装、 再利用 し て い る O 背後の石積み ダム と 調和 し た 美 し く 風格 の

あ る 景観 を つ く り だ し て い る O

〔 ま ち づ く り 活動部門]

ト ア ロ ー ド地区 ま ち づ く り 協議会 (神戸市 中央区)

・ 復興 を き っ か け に 国際都市神戸の イ メ ー ジ を 都市景観や集客 ・ 交流施設、 庖づ く

り を つ う じ て打 ち 出 す こ と を 目 標 に 、 ま ち づ く り 計画 の 策定、 景観形成市民協定

の締結、 ト ア ガー デ ン (元 NHK 神戸放送局跡地) の整備な ど を 進め て い る O

・ ま ち づ く り 会杜の事業 も 先進的 でユニ ー ク であ る O

深江地区 ま ち づ く り 協議会 (神戸市東灘区)

. 1990年か ら 「み ど り 豊 で安全な ま ち 」 を 基本 目 標 と し て 「鍵全な都市構造 ・ 住環

境 の 整舗改善J r豊か な 文化 ・ コ ミ ュ ニ テ イ の 形成」 を め ざ し て 協働 の ま ち づ く

り に攻 り 組ん で い る O 震災後、 ま ち づ く り ス ポ ッ ト の整備、 イ ベ ン ト 実施 な ど住

民主体の ま ち づ く り を 進め て い る O

て み ずの会、 コ ミ ュ ニ テ ィ サポー ト セ ン タ ー神戸 (神戸市東灘区)

・ そ れぞれ、 1999年12月 に 完成 し た民間 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ 「 コ コ ラ イ フ 魚崎j

の 整備 に 活躍 し た 非営利活動法人。 高齢者の新 し い住 ま い方 と な る モ デル 的 な 建

設過程が、 信頼、 協働 の ま ち づ く り や新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 育 成の モ デル ケ ー ス と

し て 評価で き る O

ま る ごD E わ い わ い (神戸市長田 区)

・ )L五市場の き 自舗 に地域放送局 FM わ い わ い の サ テ ラ イ ト ス タ ジ オ を設 け 、 交

流 の 場 と し て 喫茶、 子 ど も た ち の 自 由 な遊 び と 学びの場の 「寺子屋」 を 設 け る な

ど、 地元商庖傷 と コ ミ ュ ニ テ ィ の活性化 を 留 っ て い る O

築地地区復興委員会 (尼崎市)

・ 震災 時 に 、 福祉連絡協議会 を 中 心 に 避難所運営や 液状化対策 に 取 り 組 ん だ の が

き っ か け で 、 区画整理事業 と 住宅改良事業や歴 史 を 生か し た ま ち づ く り な ど に広

く 関 わ っ て い る O

多田街道の景観を 創 る 会 (伊丹市)

・ 沿道 の住民が、 ポ ケ ッ ト パー ク やサ イ ン と い っ た 「モ ノ 」 と 「 こ こ ろ J を 結 びつ

け る 取 り 組み を 進 め 、 伊丹の 歴 史 ・ 文化 を 発信 し て い る O
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都会 ( み や こ か い ) (和 田 山 町)

・ 加都地区所有 の 山林 を 、 子 ど も の遊 び場、 高齢者 と の交流の 場 に す る た め 4 年 に

わ た っ て有志25人が労力 奉仕 を 続 け て き た 。

[ 第 2 回授賞] 2000年11 月 15 日

[ ま ち な み ・ 景観部 門 ]

フ 口 イ ン ド リ ー ブ (神戸市 中央区)

応募件数 ま ち な み ・ 景観部 門 的件

建築部門 77件

福祉部門 21件

ま ち づ く り 活動 部 門 19件

・ 老舗パ ン 庖 がヴ ォ ー リ ス の名建築、 !日ユニ オ ン教会 を 買 い取 り 、 パ ン販売、 喫茶

室 、 小会議宗 と し て よ みがえ ら せた 。 外観だ け で な く 内部 も ほ ぼ教会の と き の ま

ま を 保 ち 、 新 た な神戸 の観光ス ポ ッ ト に な っ て い る 。

シ ュ ー ズプ ラ ザ (神戸市長 田 笹)

・ ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の復興 シ ン ボル と し て オ ー プ ン し た 。 玄関 に 設 置 さ れ た 赤

色 の靴 の モ ニ ュ メ ン ト が 目 を 引 き 「 く つ の ま ち 長 田」 を ア ピ ー ル し て い る O

阪急 E 生ニ ュ ー タ ウ ン ・ グ リ ー ン エ ス テ ー ト 自 生中央 ( J l I 西市)

・ 隣地、 道路 な ど と の 境界 に塀 を 設置せず、 敷地、 道路、 公園 な どを 一体的 に し た

開放感 あ ふ れ る 住宅団地。

市川町文化セ ン タ ー (市川 町)

・ 品 さ を 抑 え の びや か に 配 さ れた建物 は 、 周 囲 の 景観 と の調和 を 図 り 、 町の シ ン ボ

ル性 も 兼ね備 え た 文化施設。 広 大 な 芝生広場は 、 い こ い の場で あ る と と も に避難

所 と し て の利 用 も 考 え ら れて い る O

[ ま ち づ く り 活動部門]

三地区安全 ま ち づ く り 推進委員会 (神戸市北限)

• 3 自 治会が協力 し 、 広域的かつ一体的 に安全な ま ち づ く り j舌動 に 取 り 組 ん で い る O

地元小 中 学校、 婦人会、 老人会な ど と も 協力 し て 「飛び出 し坊や」 の標識製作、

地域パ ト ロ ー ル 、 あ い さ つ運動 な ど地域 ぐ る み で進め て い る O

加英ふ る さ と 塾 (加美町)

・ 町 に伝承す る 「杉原紙」 を 生か し 、 コ ウ ゾの I 戸 1 株栽境運動、 ふ る さ と 講座 な

ど さ ま ざ ま な 町お こ し の仕掛け を お こ な っ て お り 、 加美町 に お け る 地域お こ し の

中心的役割 を 果た し て い る 。

別所町北宿地区街づ く り 協議会 (姫路市)

・ 地元 自 治会 の 有志が中心 に な っ て狭あ い 道路解消 に 向 け て勉強会 を 重ね 、 土地の
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無償提供 な どの ま ち づ く り 協 定 を 結 ん で道路整備 を 進め て い る O

倉床 自 治会村づ く り 委員会 (宍粟郡一宮町)

・ 高齢化率45% の 地域で活力 あ る 村づ く り を め ざ し 、 名水の わ き 水の水汲み場、 ふ

れあ い広場 を 整備。 広場周 辺 に 1 万株 の ス イ セ ン を 植 え る な ど花 と 水 を 素材 に ま

ち づ く り に取 り 組んで、 い る O

ガ ー デ ン ク ラ ブ ・ パ ー ベナ あ わ じ (淡路島全島)

・ 全島 に花 と み ど り を 広 げ よ う と 、 空地 に花壇 を 整備 し 、 公民館や 老人 ホ ー ム で ガー

デニ ン グ を 進め て い る ほ か、 淡路景観園芸学校 の ボ ラ ン テ イ ア ガ イ ド な ど を 務 め

て い る O
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圃 ク ロ ー ズア ッ プー 「 ま ち づ く り 」

広 が っ た概念 を 整理 す れ ば

震災復興の 中 か ら は ん漉 し た も の の ひ と つ に

「 ま ち づ く り 」 と い う 言葉があ る 。 道路や公園

の建設 を 意味す る 狭い範閣の 「 ま ち づ く り 」 か

ら 、 神戸市が新 し い 地域組織 と し て設 立 を 推進

し て い る 「ふ れ ま ち 」 こ と 「 ふ れ あ い ま ち づ く

り 協議会」、 さ ら に 神戸 港 や 建 設 中 の神戸空港

を 輸 に し た 「総合的交流拠点 ま ち づ く り 」 ま で、

そ の使 わ れ方 は ぼ う 漠 と し て き た 。

1999年 3 月 に 「 ま ち づ く り 基本条例」 を 制 定

し た兵庫県 は 、 そ の基本方針 に 添 っ て施策展開

の 方 向 を 2000年 3 月 に 「 ま ち づ く り グ ラ ン ド デ

ザ イ ン 」 と し て示 し た が、 こ の 冒頭で 「 ま ち づ

く り の概念」 を こ ん な風 に 整理 し て い る 。

聞人の営み を加 え る

ま ずい ま 使わ れて い る 「 ま ち づ く り 」 と は 、

一般 に は 地域住民や地方 自 治体が協力 ・ 協働 し

て 、 住 み ・ 生活す る 場 を 住み よ く 肱力 あ る 場 に

し て い く 諸活動 の こ と を 指 し 、 道路、 公関、 建

物 な ど主主備 な どハ ー ド 面 だ け で は な く 、 ま ち を

動かす仕組みゃ 、 安心、 暮 ら し 、 活力 、 う る お

い 、 や す ら ぎ、 連帯、 さ ら に 地域への 愛着 な ど

が創 出 で き る 生活全体の ソ フ ト 面 を も 含む 広 い

概念 を 表す言葉、 と 整理 し て い る 。

言い換 え る と 「地域 に 住 む人が地域の価債 を

発見 し 、 そ れ に 人の営み を 加 え て 、 い っ そ う 価

値 あ る も の に し よ う と し て い る 活動」 の こ と に

な る O

こ の よ う な 内容 を 踏 ま え て 、 県 の 基本方針 は 、

ま ち づ く り の概念 を 「県民、 事業者、 市 町 及 ぴ

県 のパ ー ト ナ ー シ ッ ブの も と 、 様々 な 地域資源

を 生 か し つ つ 、 地域 に お け る 暮 ら し や す く 住み

や す い生活環境の創造 を め ざす」 活動 と し て い

る 。

こ の範 囲 に 含め な い ま ち づ く り 活動 は 1 ) 詔

家 的 、 広域圏 的 な機能の配置 に かか わ る も の 、

2 ) 個人の生命の保護、 救助 な ど公共の安全 と

秩序の 維持 な ど行政の機力 的 な 作用 に か か わ る

も の ー で、 こ れ ら は伎民 と のパ ー ト ナ ー シ ッ プ

に な じ ま な い と し て い る 。

顕範囲は と り あ え ず小学校区

ま ち づ く り が想定す る ま ち の 大 き さ は 、 公 園

づ く り の よ う に数百ばか ら 、 数haの 地 夜づ く り 、

さ ら に市 町 の マ ス タ ー プ ラ ン の よ う に市町全域

を 対 象 に し た も の ま で あ る が、 地域住弐が 自 発

的 か つ 自 律的 に お こ な う ま ち づ く り は 「住民が

確認で き る 広 さ で あ る 小学校区程度 を 念頭」 に

し て い る O

さ ら に 「一般的 に 共感が も て 、 かっ協働 の意

識が持て る 生活 を 支 え て く れ る 地域 レ ベ ル の 大

き さ J を も 基礎単位 と 想定す る 、 と し て い る 。

こ の よ う に 定義 し て は み て も 「 ま ち 」 や 「 ま

ち づ く り 」 は や は り 伸縮 l当 在 な 内容で、 同 じ こ

と が 「 コ ミ ュ ニ テ イ 」 に つ い て も 言 え る 。

幽知縁 コ ミ ュ ニ テ ィ の登場

恭本方針で は 1969年の 由民生活審議部会での

定義 に あ る 自 治会 ・ 町 内 会 主? 想定 し て い る が、

「最近で は こ う し た も の と は 別 に 、 一定の テ ー

マ ( 知 識 ・ 関 心 ) に よ り 結 び つ い た コ ミ ュ ニ

テ イ 」 も あ る と と み て 「人そ れぞれに コ ミ ュ ニ

テ ィ が存在 し て い る 」 と 認め て い る 。

ま ち づ く り の ボ ラ ン テ ィ ア 仲 間 で は 「地縁」

に 加 え て 「知縁」 と い う 言葉が よ く 使わ れて い

る が、 ま ち を 元気 に す る パ ワ ー の ひ と つ 「 よ そ

も の 、 若者、 パ カ も の」 は 、 地縁 と 協働す る 「知

京家 コ ミ ュ ニ テ イ 」 な の で あ る 。
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ト ル コ ・ 台湾 と 神戸

現地支援で 「 ま ち づ く り 教訓」 を 再検証
1999年 8 月 17 日 ト ル コ 北西部、 9 月 21 日 台湾中部で発生 し た大地震の災害復興支援 と し

て 阪神 ・ 淡路大震災での教訓 を 伝 え復興活動 を 支援す る た め 兵庫県、 神戸市 は そ れぞれ職

員 の チ ー ム を 派遣 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の経験 を 教え て ほ し い と い う ト ル コ 政府 の 要 請 、 台湾内政

部 と 嘉義市 な どか ら の要請で、 ト ル コ へ は 1999年 8 月 27 日 か ら 9 月 9 日 ま で兵庫県職員 6

人、 神戸市職員 5 人の チ ー ム 、 台湾へは1999年10月 22 日 、 日 本赤十字医療セ ン タ ー の 医 師

ら と と も に 第 1 次 と し て 垂水英司神戸市住宅局 長 ら 3 人の神戸市職員 が派遣 さ れた 。

ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア 、 研究者 な ど も 多 く 現地 に行 き 、 仮設住宅建設、 ま ち づ く り の方 向

な ど に つ い て神戸の体験 を 伝 え る と と も に 、 阪神 ・ 淡路大震災復興の 過程 を 別 の 自 で検証

す る 作業 も お こ な っ た 。

こ れ ら の 派遣活動報告の 中 に は 、 神戸の教訓 を 伝 え た 活動 の ほ か に 、 ト ル コ 、 台湾の復

旧 ・ 復興活動 か ら 逆 に学ぶべ き こ と が ら も 記載 さ れて い る O こ の う ち 、 都市計画 ・ ま ち づ

く り に 関連す る 事項 を 抄出 す る O

l. 行政派遣職員 が得た ト ルコ か ら の教議l

ト ル コ 大地震発生10 臼 目 に現地に到着 し た 国際緊急援助神戸市チ ー ム は 、 活動報告 を 「国

際緊急援助活動 に 参加 し て ト ル コ 大地震」 と し て発表 し た (神戸都市問題研究所 「都市

政策JJ 102号、 2001年 1 月 ) 。 チ ー ム は被災地 を 視察 し 、 ト ル コ 政府への提言書 を ま と め て

提 出 し た が、 地震発生後間 も な い期 間 での提言 な の で、 被災者への 緊急支援策が中心 に な っ

て い る O こ の う ち 、 都市計画 ・ ま ち づ く り に 関 す る 事項 は 次の こ と が ら があ る O

〔 ト ル コ 政府への提言一解体 ・ 仮設住宅〕

[建物解体]

1 ) 被災建物 に対 す る 計画 的 な 施策 を 実施す る た め 、 固 ま た は 県単位で専 門 の組織 を 設

置す る O

2 ) 被災建物の 解体 は 、 優先順位 を つ け て計画的 に お こ な う O

ア ) 早期 に 解体 を 終了 さ せ る も の (二次災害の 防止)

イ ) 早期 に着手 し 、 慎重 に 解体 を 完了 さ せ る も の (行方不明者 ・ 遺体の保護)

ウ ) 中 期的 に解体 さ せ る も の (軽度の被害、 修理可能)

[ ガ レ キ の処分]
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1 ) 二次災害 を 防 ぐ た め 、 危 険 な 建物 に つ い て は 緊急 に 閣が解体す る 。
2 ) 人 び と の復興への気持 ち が強 く な る よ う 、 解体 を 含め ガ レ キ の撤去計画 を 早急 に 示

す こ と が大切。

3 ) 周 辺 で テ ン ト 生活 を し て い る 被災者の健康 を 守 る た め 、 建物 の解体や ガ レ キ の撤去

に 際 し 、 散水 を 十分 に お こ な い粉塵の発生 を 防 ぐ な ど環境へ の 配慮、 を お こ な う こ と O

4 ) 確 実 に ガ レ キ を 処理す る た め に 、 複数の仮農場 を 適正配畳 し 、 ガ レ キ の搬入管理 を

十分お こ な う こ と O

5 ) 長期 的 に は ガ レ キ を 金属 ・ コ ン ク リ ー ト ガ レ キ ・ そ の他 に 分別 し 、 再利用 を 進 め る

こ と が大切 で あ り 、 環境対策 を お こ な い な が ら 現場 で の 分加 を で き る 限 り お こ な う こ と O

[仮設住宅の管理]

1 ) 仮設住宅への 入居 を ス ム ー ズ に お こ な う た め 、 入居基準 (入居資格、 入居決定方法

な ど) を 早急、 に作成 し 、 事前 に広 く 被災者 に 毘 知 し 、 理解 を 得る こ と が必要で あ る o 2 ) 

入居後の仮設住宅団地 に つ い て は 、 団地 ご と に住民の要望 を 把握 し 、 居住環境の改善 を お

こ な う と と も に 、 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ の 育成 を 積極的 に進め る こ と が、 被災者への心 の ケ

ア の面か ら も 重要 で あ る O

〔今後の取 り 組み - 8 本の教訓 ・ ノ ウ ハ ウ を 棲数の言語で整理〕

被災か ら 数 ヵ 月 後 に は 、 ト ル コ の行政担 当 者や ボ ラ ン テ ィ ア が神戸 に視察 に く る こ と が

多 く な っ た 。 神戸 市 は2000年 8 月 か ら 4 カ 月 間 、 イ ス タ ン ブー ル 、 イ ズ ミ ー ル、 ブルサ の

行政担 当 者 3 人 を 受 け入 れ、 神戸 の ま ち づ く り を 学ぶ支援 を お こ な っ た。 ト ル コ の復興 を

担 う リ ー ダー と な る 人々 で、 神戸で の 出 会 い を 継続 さ せ、 息の長い交流 を 続 け て い く こ と

が復興 ま ち づ く り に 寄与す る と 期待 さ れて い る O

ト ル コ や台 湾 を は じ め 、 被災地 に対す る 継続的 な 支援活動 は 、 教訓l の 充実 に つ な がる と

と も に 、 振 り 返 っ て 日 本の安全な都市づ く り の備 え に な る と 考 え ら れる O

大災害で培わ れた教訓 や ノ ウ ハ ウ は 、 各地で検証 を 重ね 、 標準化、 シ ス テ ム 化 し て お け

ば、 今後、 被災地で活用 さ れ る 共通の復興マ ニ ュ ア ル に な り う る O 今 院 の 一連の支援活動

で必要 と さ れた ノ ウ ハ ウ を 参考 に 「 日 本の教訓 ・ ノ ウ ハ ウ 」 を 整理 し な お し 、 複数の 言語

で ま と め て お く 必要カすあ る の で は な い か。 (国際緊急援助神戸市 チ ー ム 「国際緊急援助活動に参加 し て

ト ル コ 大地震J 都市政策 102号、 神戸都市問題研究所)

2 . 行政派遣職員 が得た台湾 か ら の教議11

台 湾 中 部大震災 (921大震災) で 、 神 戸 市 は 第 l 次 と し て 3 人の職員 を 派遣 し た 。 嘉義

市 で金芳外城雄神戸市生活再建本部長、 片 瀬範雄神戸市都市計画局計画部長 ら が生活再建

の 取 り 組みや都市計画‘ と そ の実績な ど に つ い て講演 し た 。

第 2 次派遣 は 1999年10月 16 日 か ら お こ な わ れ、 4 人が台湾内 政部 に よ っ て 招 か れ た 。 11
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月 四 日 に営建省 ( 日 本の建設省 に 相 当 ) が主催 し 台北市で 向 か れた 講演会で 、 垂水英可神

戸市住宅局長 、 中 山 久憲神戸市都市計画局 ア ー パ ン デザイ ン 室主幹 ら が神 戸 の 住 宅復興計

画、 区画整理事業、 住民支援 な ど に つ い て講演 し た 。

営建省 は神戸市派遣職員 に対 し て 1 ) 断層 に お け る 建築規制 、 2 ) 建築行政手続 き の 悟

素化、 3 ) 復興 ま ち づ く り の進 め 方 に つ い て 参考意見や提言 を 求め た 。

〔 台湾 と 神戸 と の遠い一行政院主導で特別対応〕

台湾 と 阪神 ・ 淡路大震災の復興の違い に つ い て神戸市 か ら の 派遣職員 は 「台 湾 の対応 は

ボ ラ ン テ ィ ア の 目 覚 し い活動 と と も に 基本 的 に は 台湾行政院主導 と い っ た �n象が強い」 と 、

現行法の制約 を 受け る こ と な く 権限 を 集 中 し て特別対応 を お こ な っ て い る 点 に 注 目 し て い

る 。

特 に 、 ガ レ キ の 解体撤去 は 、 神戸で は震災発生か ら 11 日 後 か ら だ、 っ た が、 台 湾 で は発生

当 日 か ら 開始 さ れて い る こ と 、 住宅の確保へ の 支援 は 、 台湾で は仮設住宅、 臨 時家賃補助、

公的分譲住 宅 を 価格 の 7 割で提供す る 3 つ の 選択肢が提示 さ れ た 点 に 関 心 を 示 し て い る 。

第 1 次、 第 2 次派遣職員 は 、 台湾921大地震 と 阪神 ・ 淡路大地震 と を 次の よ う に比較 し
て い る (，台湾 “921大震災" 復興支援についてJ �都市政策 102号) 0 

[復旧復興の特徴]

台湾 1 ) 緊急対応が迅速

2 ) 住宅復興 は民間支援中心 (支援金、 住宅 ロ ー ン 軽減、 臨時住宅手当 )

3 ) 建築許可手続 き の 簡素化

4 ) 若 く 活力 あ る 社会での復興

神戸 1 ) 緊急対応 に 手 間 取 る (現行制度の枠)

2 ) 住宅復興は公共住宅が先導 (災害公営住宅、 低利融資、 利子補給、 共 同化助

成等)

3 ) 現行法 に よ る 規制緩和

4 ) 高齢化社会進展 の 中 で の復興

[復興の課題]

台湾 1 ) 断層 上の建築規制

2 ) 再建建築物 の安全性の確保

3 ) 土地利 用 転換

4 ) 農村部の復興

神戸 1 ) 生活再建

2 ) 住宅再建

3 ) 経済の再生
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4 ) 安全で安心 な ま ち づ く り

[ そ の他]
台湾 1 ) 宗教団体に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活動が活発

2 ) 群発地震発生の た め 国民の 間 に心理的不安が拡大

3 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興の教訓 を 学 ぼ う と す る 意識が大 き く 、 実際の復旧 ・ 復

興 に お い て も 活用 さ れて い る も ょ う

神戸 1 ) 民間 ボ ラ ン テ イ ア 活動が活発 ( ボ ラ ン テ イ ア元年)

2 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金事業の創設

3 ) 戦後最大の経済不況の 中 で発生 し 、 経済復興の課題が大 き い

〔学ぶ点 は 学 ば な け れ ば ー 「報告書」 の む すび か ら 〕

神戸市派遣職員 の 「活動報告書」 は 「む す びに か え てJ の項で次の よ う な 感想、 を 記 し て

い る 。

被災地 を 視察 し な が ら 、 常 に 頭 を よ ぎ っ た の は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と の時 間経過 と の対

比 で あ っ た 。 震災か ら 1 ヶ 月 、 2 ヶ 月 そ の こ ろ の神 戸 は ど う い う 状態 で あ っ た か。 そ の こ
ろ の我 々 は何 を し て い た の だ ろ う か。 そ ん な対比 の 中 で、 感心 し た の は 、 震災直後か ら の

復 旧 の 事業 の 進捗が、 台湾の方がずい ぶ ん早 く 進 ん でい る こ と で あ っ た 。 建物 の解体 は 軍

隊の手で被災産後か ら 行 わ れ て お り 、 被災地 に は倒壊建物が解体 さ れて 更地 に な っ て い る

宅地が多 く 見 ら れた 。 神戸で は 、 公費解体の是非 に 始 ま り 、 2 ヶ 月 た っ て よ う や く 解体作

業が始 ま っ た こ と に比べる と 信 じ ら れ な い く ら い早 い 。

仮設住宅の建設 に つ い て も 、 被災者支援 と い う 立場か ら 宗教団体 を 中 心 に 資金 を 集 め 、

民 間 か ら 先 に 各地で建設 を 進め て い た 。 し か も 工事 も すべ て ボ ラ ン テ ィ ア の手で行 わ れ る

と い う 事実 に 、 阪神 ・ 淡路大震災で 百 本で は ボ ラ ン テ ィ ア 元年 と い わ れた が、 遥か に 先 を

行 く 市民社会の あ り 方 に も 感心 し た 。 し か も 、 必ず し も 仮設住宅 に 入居す る こ と ばか り を

望 む の で は な く 、 自 己再建や 自 力 で新 た な 住宅 を 確保す る と い う 自 助努力 を 当 然の こ と と

考 え て い る の に は さ ら に 驚か さ れた 。

特 に顕著 に 違 う の は 、 激甚災害の 緊急事態 と し て 総統緊急命令が出 さ れ、 法令 を 超越 し

て 、 複興事業 の た め に 一元化 さ れて命令が出 さ れて い る 点で あ る O 臼 本で は 、 平 時 の 一椴

法 で復興事業が進め ら れた た め 、 他の法 と の 関連 の 壁 で事業が進 ま な く な っ た例が多 か っ

た 。 そ れは 、 平時の 法 は 緊急時 を 想定 し た も の で は な く 、 所管事項が行政の縦割 り の盛で

がっ ち り と 守 ら れて い た か ら で あ る O シ ス テ ム が違 う と 言 え ばそ れ ま で で あ る が、 学ぶ点

は 学 ば な け れ ばな ら な い (神戸市市民局市民安全推進室 「台湾大震災災害復興支援神戸市派遣職員活動報

告書J 2000年) 。

第八章@都市言十画 - ま ちづく り 531 



3 .  r社区」 を 基盤 に し た復興計画 に注 目 一都市計画学会研究委員会

日 本都市計画学会 は 、 阪神 ・ 淡路大震災発生の 年 の1995年 8 月 に 防災復興 問題研究特別

委員 会 を 設置 し 、 3 年 間 の活動結果 を 「安全 と 再生の都市づ く り 一 阪神 ・ 淡路大震災 を 超

え て』 に ま と め て刊行 (1999年 2 月 、 学芸出版社) し 、 こ れ に よ っ て特別委員 会の任務 を

終 え た 。

特別委員 会の解散 に代 わ っ て 、 学会内 に常設の 「防災 ・ 復興研究委員 会J を 1999年 3 月

に 設置 (正式 の 設立 は2000年11 月 ) し 、 次の活動 を お こ な う こ と に し た 。

1 ) 防災 ・ 復興 に 関 す る 研究 ・ 支援活動

2 ) 海外の研究者 ら と 連携 し 、 新 た な視点で防災 ・ 復興問題の視野 を 広 げ る

3 ) 住民 ・ コ ミ ュ ニ テ イ に と っ て安全で持続可 能 な 都市 を つ く る 方策 を 検討す る

委員 は 、 若手研究者 を 中 心 に 、 土木 ・ 建築 ・ 造問分野 に 限 ら ず多角 的研究 を 可能 に す る

構成 を め ざ し た 。 個別研究分野 に 細 分 さ れがち な研究活動 を 、 防災 ・ 復興 ま ち づ く り を 共

通 の 指向 と す る こ と で オ ー プ ン な 運営の委員 会 と す る こ と を 掲 げ、 委員 長 は 林泰義 (千葉

大学工学部都市環境 シ ス テ ム 科 ・ 計画技術研究所) が務め た 。

発足後、 1999年 8 月 17 日 に ト ル コ 大地震、 9 月 21 B 未明 に 台 湾大地震 (92 1 大地震) が

発生 し た 。 委員会 は 2000年 3 月 、 2000年 9 月 の 2 次 に わ た っ て調査団 を 台湾 に 派遣 し た ほ

か 、 毎 月 の定例会で台湾の復興 ま ち づ く り を 取 り 上 げて き た 。

〔販神 ・ 淡路の復興 は特殊 日 本的 〕

第 1 次調査団 は 、 GIS (G巴ographic Information System) に よ る 復興計画支援、 被災調

査 の 実態 と 復興計画作成 の 課題 、 郷 (鎮市) に お け る 復興計 画 の 実 際 、 応急住宅対策、

NPO に よ る 被 災者支援 の 実態 、 原 住 民 の 取 り 組み な ど を 調査 テ ー マ に し て 行 政当 局 や

NPO 団体、 住 民 な どへ の ヒ ア リ ン グ を 重ね て き た が、 調査 を 進 め る 中 で社 区 ( コ ミ ュ ニ

テ ィ ) を 基盤 と し た復興の動 き に大 き な 関 心 を 払 う よ う に な っ た。

林委員 長 は 、 第 1 次現地調査の結果 「台湾 と 比較 し て 阪神 ・ 淡路の 震災復興が、 あ ら た
め て特殊 日 本的 だ と い う 感 を 深 め たJ r両者の復興思想、 と 取 り 組み に は 大 き な 差があ る 」

と 述べ て い る O そ の違い は 「台湾政府 は 、 下 か ら 上への復興 を 原 則 と す る 方針 を 震災後い

ち 早 く 示 レ ・ ・住民の状況、 心情 を 踏 ま え 、 第 一 に 配慮 し て い る 」 こ と で あ り 、 自 本の場合

は 逆 に 「仮設住宅の遠補地への立地 、 入居 に お け る 抽選方式 に よ っ て被災 し た コ ミ ュ ニ テ イ

を完全に解体 し て し ま っ た 。 こ れほ どの コ ミ ュ ニ テ イ の解体 は 、 現在で は 国際 的 に 見 て も

特異であ ろ う J と 指摘 し て い る O

こ う し た 「発見j か ら 、 第 2 次調査団 は 、 調査テ ー マ を 主 に社 区 レ ベ ル の復興計画 に 置

き 、 社 区 を め ぐ っ て の地域研究や NPO 活動 な ど に つ い て研究 を 深 め た 。

日 本都市計画学会防災 ・ 復興研究委員 会2000年度活動報告書 に よ っ て 、 台湾の社区 に 基

づ く 復興の姿 を み る O
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〔生活 ・ 価値観を 共有す る 「総体」 の復興〕

[社区 と は ] 台湾の行政単位 は 、 解 ・ 市 ・ 鎮 ・ 郷で あ り 、 そ の お お よ そ の 人 口規模 は 、

震源地 の あ る 南投鯨55万人、 際内 の南投市10万5 ， 000人、 捕思鎮 8 万8 ， 000人~ 集集鎮 I 万

2 ， 000人 、 名 問郷 4 万200 人 ~ 仁愛郷 l 万5 ， 000 と い っ た 規模 で 、 集集鎮 を 例外 と し て 、 鎮

は お お む ね 5 万人以上の規模 を も っ て い る 。

社区 と い う の は 「都市 な どの 中 で一定範囲 の 中 で居住 し 、 共同意識や共属感情 を も っ人 々

の集団 的居住地」 であ る が、 村 ・ 里 な どの小地域 を 指す だ け で は な く 「社会基盤 と し て の

民主社会の上 に 立脚 し た 、 そ の 地域の生活状態、 価領観 あ る い は文化、 と き に は信仰 な ど

を 含む 総体J (王雪霊 ・ 東京大学大学院都市工学専攻修士課程) を 意味 し て い る 。

以前 は 、 小 地域 は 、 村 ・ 里 と 呼ばれて い た が、 1964年 に 函連の働 き か け に よ っ て 、

主義建設の重点 の ー っ と し て Community Devεlopment と い う 概念が台 湾 に 導入 さ れ、 こ

れが 「杜区発展J と い う 言葉 に翻訳 さ れ た 。

1994年 に行政院内政部文化建設委員 会 は 「社区総体営造」 政策 を 打 ち 出 し 、 社 医 を ハ ー

ド と ソ フ ト が一体 と な っ た視点で と ら え 、 居住環境、 自 然環境、 文化環境 な ど社区全体の

経営 を 進 め た 。

こ の進 め 方 は 、 住民の 自 発性 ・ 自 主性 を 重視 し 、 討論や協議 を 通 し て公 共 的立場 を 築 き 、

共 同体意識 を 育 て て 、 社 区 の 条件 ・ 特性 に見合 っ た 方策 を た て る こ と を め ざ し た 。 共 同体

意識 を 育 て る た め に は 、 住民が 自 ら の居住地域への共属感 を も ち 、 そ こ か ら 社会意識 を 芽

え さ せ、 福祉な どの公共事業への 参加意欲 を 高め 、 新 し い生活形態や 文化へ の 関心 を も

ち 、 そ う し た社会 を 担 う 人材 を 育成す る こ と がは か ら れた 。

[社区 を 基盤 に し た僅興計臨] 基礎 自 治体の震災復興計画 に あ た る 「郷 (鎮市) 重建綱

要計画」 は 、 災後重建計画工作 (99年 1 1 月 9 日 ) に 基づ き 、 被害の大 き か っ た基礎 自 治体

(郷鎮市) で策定す る こ と と 定め ら れ、 綱 要計画 は 、 産業重建計画、 公共施設重建計画、

生活重建計画、 社区重建計画 の 4 つ の 重建計画 か ら 構成 さ れ る O

こ の う ち 、 社 区震建計画 は 、 産業重建計爾、 公共施設重建計画、 生活重建計画の 3 計画

を 調整 ・ 吸収 し た 総合計画で 、 各郷鎮市の再建計画の具体的内容 と な る O こ の計画策定に

よ っ て 郷鎮市の 重建綱要計画 が ま と ま る 。

社 区重建計爾 は 、 地域の状況 に よ っ て次の 5 タ イ プ に 分 け ら れ、 そ れぞれ異 な っ た 法令 ・

規範 を 根拠 に し て い る O

1 ) 都 市更新地区 都市再開発地区で都市更新条例 を 根拠 にす る O

2 ) 郷村区更新地区 都市計画法、 台湾省 農村社区更新土地震劃実施練法が根拠。

3 ) 農村緊落重建地底 農村緊落重建計画作業規範が根拠。

4 ) 原住民衆落重建地区 農村策落重建計画作業規範 を 参考 に原住民が自 主計画。

5 ) 新社 区 農地、 公有用 地 な ど を 用 途変更 し て 開発す る O
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〔専門家ボラ ン テ ィ ア で社区復興計画〕

[社区重建計画の立て 方] 内 政部営建部 ( 日 本の !日建設省 に あ た る ) は 、 99年11 月 24 日 、

再建計樹立案マ ニ ュ ア ル で あ る 「災後社 区重建計画 内容及作業規範」 を 策定 し た 。

こ れ に 基づ い て 郷 (鎮市) 重建計画の 内容 は 次の よ う な構成 に な っ て い る O

1 ) 発展の 目 標 と 位置づけ

2 ) 社会 ・ 経済お よ び環境の 現状

3 ) 震災損害調査分析

4 ) 再建の 課題 お よ び対策

5 ) 全体再建 ・ 発展計画 の コ ン セ プ ト
6 ) 社区 ご と の タ イ プ別 に よ る 再建計画の企画お よ び コ ン セ プ ト

7 ) 他の再建計画 に つ い て の調整作業

・ 記念性 ・ 文化的価値の あ る 建築物や文化的景観の再建 と の調整

. 公共性あ る い は公共用途の施設再建 と の調整

・ 産業施設再建 と の 調 整 な ど

8 ) 再建 に か か る 経費 の概算

こ の計画の全面 ・ 立案 に あ た る の は 、 社団法人中 華建築文化協会、 中 華 民 国 専業者都市

改革組織 な ど専 門 家 ボ ラ ン テ イ ア で あ る こ と が多 い 。 こ う し た 専 門 家 は被災地 に常駐 し 、

住民の 自 主 に よ る 再建推進委員 会の構成 に協力 し 、 重建会議 を 開 い て 、 住民の 開 に 共 同 意

識 を 高 め 、 そ れぞれの地区独 自 の再建計画 を作成 し て い る O

[永纏家関杜区 再選の方針] 行政院内政部文化建設委員 会は例年か ら 「社区総体造営J

の 活動 を 推進 し て い た が、 震災後か ら は新 た に 「社区総体造営」 と 「復興」 を 譲合 さ せ た

「永横家関社区再造方案」 を 打 ち 出 し た 。 こ れは 、 サ ス テ イ ナ ブル コ ミ ュ ニ テ ィ 建設 に 通

じ る が、 さ ら に文化の伝承 も 含め て お り 、 過去か ら 現在 そ し て未来へつ な が る 地元の文化

を 尊重 し 、 かつ生活機能 を 優先 さ せて社涯の再建 を 促進す る と い う 理念であ る O 具体的 な

方針は次の 4 点が上 げ ら れて い る O

1 ) 社区 と 社 区 は 助 け合い の ネ ッ ト ワ ー ク を 組み立 て る
2 ) 社 広総体遺営の 理念 に よ り 共 同意識 を 組み込ん だ ホ ー ム を 建設す る

3 ) 杜 区の文化 を 再建 し 、 文化的杜 区 を 創造す る

4 ) 校区発展の 永続性 を は か り 、 住民参加 に よ る 開 かれた社会 を 推進す る

こ の方案の実施 は 、 事業主体 は 内 政部文化建設委員 会 で 、 事業執行者 は 中 華民 国社区営

造学会 と な っ た。 杜 区営造学会 は 、 関連領域の専 門 家 を 招 き 、 再建行動セ ン タ ー を 組織 し

て 、 牧民の 自 主的再建に協力 し た 。

こ の方案の実施が採用 さ れ た の は 南投牒28、 台 中牒10、 苗栗牒 2 、 雲林綜 3 の 合計28 カ
所会に な っ て い る (ミF.雪愛 「社区 レ ベ ル復興計画の詳細J r 日 本都市計画学会i坊災 ・ 復興研究委員会2000年度活

動報告書� ) 0 
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〔 日 本の復興政策は 「古い公共J )

[ 販神 ・ 淡路大震 災 の ま ち復興 と の比較 2000年 3 月 と 2000年 9 月 の 2 度、 現地調査 を

お こ な っ た林泰義委員 長 は 、 台湾の復興状況の謂査 を ま と め た 中 で、 都市計画 ・ ま ち づ く

り の分野で の 阪神 ・ 淡路大震災の復興 と の違い に つ い て 次の 点 を 上 げて い る O

1 ) 住民の生活 と 心情の安定 を 中 心 に 据 え た復興過程

台湾政府 は 震災直後の 9 月 25 日 の総統緊急命令 に お い て 早 く も 復興の プ ロ セ ス を 「救難」

「安置」 そ し て 「重建 (再建 の 意) J の 3 段階 に 分 け て 取 り 組 む 方 針 を 示 し て い る O さ ら

に被災後 1 カ 月 の 間 に公表 さ れ た 政府 の措置 に よ り 、 被災者 を 99年末 ま で に 「安置」 の段

階 に 移行 さ せ る 方針が明 ら か に な っ た 。 す な わ ち 居住不能の被災者 は 、 住 宅 の 自 力 再建、

賃貸住宅への転居、 仮設住宅入居お よ び国民住宅購入の いずれか を 選択 し 「安置」 の段階

に 入 り 得 る よ う に 用 意 さ れた 。 こ の 「安置」 の段階後 に 、 各地区毎に復興計画立案 に取 り

組 む と い う 手順 は 、 被災者の精神 的 リ カ バ リ ー と 地域社会の安定の 囲援 に 着 服 し た 合理的

な 手順 と 評価 さ れ よ う O

日 本政府お よ び被災 自 治体は震災 2 カ 月 後 に復興都市計画決定 を お こ な う と い う 方針 を

実行 し た 。 明 ら か に都市整備 に復興の重点があ り 、 住民の生活 と 心情 の 安定 は 2 次的 な事

項 と 判 断 さ れた と 言 わ ざる を え な い 。 こ の こ と が社会的混乱、 住民 と の壁擦発生 を 招 い た

失敗 に つ い て 、 台湾政府 は 十分認識 し て い た も の と 思 わ れ る O

2 ) コ ミ ュ ニ テ ィ (社区) を 主体 と す る 復興

台湾震災復興の も う 一つ の特徴は、 課興過程 を 通 じ て コ ミ ュ ニ テ ィ (社区) を 尊重 し 、

コ ミ ュ ニ テ ィ を 主体 と し て後興 を 考 え た 点で あ る O 復興過程 に社区概念が働 い て い る 例 と

し て 、 復興計画 と は別 に 、 仮設住宅の入居契約 に お い て も 「各郷鎮市で登録 し た住民の抽

選で決 ま る が、 原則 と し て現地住民が優先的 に入居 し 、 余 っ た場合 に 限 り 、 郷鎮市 を 越 え

て の 申 請 も 可能」 と さ れて い る こ と を 挙 げる こ と がで き る で あ ろ う O

日 本の場合、 「干土区」 に 当 た る 概念 は 、 復興の基本方針 は も と よ り 、 具体の事業 に お い

て も 全 く 位置づけ ら れな か っ た 。 こ の た め 阪神 で は 仮設住宅の遠隔地へ の 立地が許容 さ れ、

入賠 に お け る 抽選方式 に よ っ て被災 し た コ ミ ュ ニ テ ィ を完全に解体 し て し ま っ た。 コ ミ ュ

ニ テ ィ 概念への認識 を 欠い て い た た め の悲劇 だ、 っ た と い え よ う 。

3 ) 民 間 非営利 セ ク タ ー と 行政の連携

台 湾 で は民 間 非営利 セ ク タ ー と 政府 ・ 行政の連携が 「新 し い公共」 方式で進んでい る O

日 本で は 、 仮設住宅 も 災害公営住宅 も 一手 に行政が責務 を 負 い実行 し た が、 こ れは い ま や

世界的 に 「吉い公共」 と い っ て よ い。 台湾での復興過程で は 「新 し い公共」 の概念 と こ れ

に対応す る 方式が次の 点 に 見 ら れる O

・ 復興 の仕組み を 行 政の み で計画 ・ 実施 す る の で は な く 、 NPO を は じ め 民 間 の 力 を 組

み 入 れ た 。 こ の方式 は 、 国 レ ベ ル か ら 社 区 レ ベ ル に 至 る ま で取 り 入れ ら れ た 。

・ 民間非営利 セ ク タ ー は 救難や安置の段階で救援物資提供、 マ ン パ ワ ー に よ る 社会サ ー
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ピ ス 提供 の 面 で活躍 し た だ け で な く 、 事業面で も 際立 っ た役割 を 演 じ た 。 行 政 は こ れ

を 被災直後の10月 5 臼 の要綱で位置づけ て い る O

・ æ、急、仮設住宅の供給 は 、 民間非営利組織や他の 自 治体 に も 開 かれ た 。 宗 教 団体、 ラ イ

オ ン ズ ク ラ ブ、 さ ま ざ ま な碁金会が多額の寄付 を 募 り 、 各地 に仮設住宅 団 地 を 建設 し
て い る O そ の結果、 民間企業、 NPO に と っ て も 支援活動 の多様な機会が広 く 開 か れ た 0

・ 仮設住宅供給が行政の み で な く 民 間主体 に よ っ て も お こ な わ れた結果、 一律で画一的

な仮設住宅で な く 、 管理運営面 を 含め 、 供給主体に よ る 特徴が存在 し た こ と も 入居者

に と っ て 意味があ っ た 。

・ 多額 の 義援金、 寄付金の 活用 が非営利 民 間 団体 に 委ね ら れ た 。 NPO ネ ッ ト ワ ー ク 組

織 「全 国 民 間 重建連盟J は 全 国 か ら の 義援金230億元 (約800億円 ) の う ち 100億元 の

使途 を監督す る 役割 を 与 え ら れ、 住民主体の復興支援 に 大 き な役割 を 果 た し た 。 政府

に 入 っ た 寄付金の一部は財団法人 「九二一震災重建基金会」 に委ね ら れ、 そ れぞ、れの

自 治体 を 通 じ て被災者の生活 を 支 え る 社会 サ ー ピ ス 提供の仕組み の 整舗 な ど に使 わ れ

た 。 こ れ に よ っ て 、 ボ ラ ン テ イ ア や NPO が被災住民 を 支援す る 地域 セ ン タ ー で あ る 「社

区家庭支援 中 心J が各地 に 生 ま れ た 。

(杜区総体遺営の視点 か ら の復興計画の意義] 社区再建計画 は 、 物的環境 の 再建だ け で

は な く 、 生活再建、 社会福祉、 文化活動、 産業再建な ど を 含ん だ総合的復興 ま ち づ く り で、

「社会的価値観 を 含 ん だ住人の心理面か ら の 再建J が不可欠 と さ れ て い る O

林委員 長 は 、 こ の 点が、 阪神 ・ 淡路大震災の復興過程 は も っ ぱ ら 区画整理事 業 な ど事業

手法 に 集 中 し 、 専 門家支援の地区 で も 物 的計画領域の 範囲 に ほ ほ と ど ま っ た の と 比較す る

と 違い は大 き い 、 と 指擁 し て い る O

復興社区総体造営 の対象地院 は 122地院 と な っ た も の の 、 住民参加型の計画 づ く り を 支

援す る 中 華建築文化協会、 中 華民国専業者都市改革組織、 921 家 園重建連盟、 社 区営造学

会 な ど専 門 家 ボ ラ ン テ イ ア の数が足 り ず、 計画策定の ス ケ ジ、 ユ ー ル に遅れが出 て お り 、 !日

来 の行政依存 ・ 予算要求型の復興計画 に と ど ま っ て い る 地域 も あ る O

し か し 、 台湾震災後か ら 1 年 の 時点 で 、 林委員 長 は 「災害 か ら の復興過程 は ( 阪神 ・ 淡

路 と 台湾) そ れぞれ独 自 の 問題 を は ら み つ つ も 、 普遍的 な 地区再生 と 根底 に お い て 同 じ 問

題 を 抱 え 、 同 じ概念お よ び方法上 の 領域 を 有す る こ と が、 基本的 に確認 さ れた と 考 え て い
る 」 と 述べ て い る ( ，震災後、 土ド年、 そ し て 1 年後の台湾の復興状況 を訪ねてJ r紡災 ・ 復興研究委員会2000

年度活動報告書J ) o
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圃 ク ロ ー ズア ッ プ ー魚の釣 り 方は 教 え て く れ る が ・

NGO ・ K08E の海外支援

量 自 立 と は何 か を と も に考え る

ト ル コ ・ デュ ズ ジ ェ 市 の テ ン ト 村の リ ー ダ ー

が、 神戸の経験 を 諮 り つづけ る 草地賢一 ・ 姫路

工業大学教授 ( ボ ラ ン テ イ ア 学、 2000年 1 月 2

日 死去 ) と 村 弁 雅 清 ・ 被災 地 N G O 協 働 セ ン

タ 一代 表 に 「 あ ん た た ち は魚、 の釣 り 方 は 教 え て

く れ る が、 エ サ は く れ な い 」 と 言 っ た 。

村井 さ ん は 「 口 ばか り でモ ノ を 提供 し な い わ

れ わ れの こ と を 批判 し て い る の だ な」 と 思 っ た

が、 話 し て い る と 、 実 は rNGO ・ KOBE の お か

げで私 た ち は 自 立 と は何 か を 考 え さ せ ら れ、 ず

い ぶ ん鍛 え ら れた」 と い う 感謝の 言葉で あ る こ

と がわ か っ た 。

被災地 NGO 協働 セ ン タ ー は 1995年 5 月 の サ

ハ リ ン 大地震か ら 2001年10月 の ア フ ガニ ス タ ン

難民 ま で海外の災害等 に 関 す る 救援委員 会 を 26

沼 立 ち 上 げ た 。 緊急援助で は な く 、 学校の建設

や こ こ ろ の ケ ア な ど、 被災者の 自 立 を 支援す る

患の長い活動 だ 。 行政や研究者 に よ る 支援 と は

ま た別 の役割 を 果た し て い る 。

聞デ リ ン ジ ェ に草地文化セ ン タ ー

ト ル コ で は デ リ ン ジ ェ 市 は 、 女性の 自 立の た

め の縫製作業所、 就労の機会 に つ な げる 陶芸場、

パ ソ コ ン 教室 や 会議室 も あ る 「 市民文化教育セ

ン タ ー」 の建設 を 提案、 125 ， 000 ド ル (後800万

円 の追加支援) を 提供 し た 。

デ リ ン ジ ェ 市の 市民文化 セ ン タ ー は完成後、

当 時 ト ル コ 大地渓救援委員 会 ・ 委員 長 だ っ た草

地賢ー さ ん の 名 前 を 取っ て 「草地文化セ ン タ ー 」

と 名づけ ら れ る 。

園経験を 共有す る こ と の大切 さ

台 湾 で は 、 NGO ・ KOBE は南投県福亀村で被

災者 自 身 に よ る 再建委員 会 を 支援 し 、 プー ノ ン

族が住 む望安j車南村で伝統文化や 生 活習慣 を 守

り 受け 継 い で い く 「文化セ ン タ - J 建設 を 中心

に し た 生活再建 を 支援 し て い る 。

ま た 、 支援先の一つ に福亀村小学校があ る が、

地震後 2 年経 っ た2001年 9 月 、 こ の学校 に 「奨

学金」 、 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援金」 が設置 さ れ

た 。 緊急救援だ け に 終わ ら な い 関係が、 こ う し

た 「 し く み」 を 生 み 出 し た の で あ る 。

村井 さ ん は 、 協 働 セ ン タ ー や神 戸 YMCA な

ど で構 成す る NGO ・ KOBE の 役 割 の ひ と つ を

こ う E言 っ て い る 。

「被災経験 を も っ て い る 神 戸 の 人 た ち がほ か の

被災地 に 出 かけ る の は 、 ぬ く も り を 届 け る こ と

に な り ま す。 ま だ復興が終わ っ て い な い の に神

戸 の 人が き た と い う こ と で、 も の す ご く 勇 気 を

与 え ま す」

そ し て さ ら に 「私 た ち が海外で学 ん だ こ と を

神 戸 に 、 ま た 日 本の社会 に フ ィ ー ドパ ッ ク す る 。

押 し付 け て く る の で は な く 、 経験 を 共有す る 、

学 び あ う こ と が大切 だ と 痛 感 し て い ま す」 と

語 っ て い る 。

被災者が 自 由 に行 き 来す る こ と が大切で あ り 、

そ の交 流 を NGO が支援 し て い く の だ と 言 う 。

〈参考資料〉

“寺子屋 ・ パ オ " 連続セ ミ ナ ー 「災害救援 と 国際
協力」 被災地 NGO 協働セ ン タ ー 、 2001年 4 月
「板神大震災 ・ 国際 ボ ラ ン テ イ ア 編 草地賢ーが

歩 ん だ道J 草地賢 明 さ んの仕事」 刊行委員 会
エ ピ ッ ク社、 20001年 1 月
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iま じ め に

新 し い世紀 を 迎 え た2000年度 も 、 都市 イ ン フ ラ の復 旧 は 続 け ら れた 。

電線類の 地 中イヒ を 進め た 電気 、 供給停止判 断 シ ス テ ム を 創 り 上 げ た ガス 、 大容量送水管

を 建設 中 の水道、 そ し て処理場 を 機能的 に結ぶ計両 を 立 て た 下水道 な ど、 生活 イ ン フ ラ で

は 万 一 に備 え て の 強化が進 ん だ。 交通 イ ン フ ラ で は 、 二 、 三 の 自 治体で折角 、 復 旧 し た 道

路の耐震構造 に設計 ミ ス が発見 さ れた り し たが、 運輸省 の 指示 に よ る 鉄道各社 の施設の 耐

震化 は 大半が作業 を 終 え た 。 ま た 、 震災復興の事業 と し て建設 し て い た神戸市営地下鉄海

岸線の工事は順調 に 進 み 、 翌年震 に 開業す る ま で に 漕 ぎ着 け た し 、 駅舎が倒 壊す る な ど大

き な打撃 を 受 け て運休 を 続け て い た摩部 ケ ー ブル、 ロ ー プ ウ エ ー が、 6 年半 ぶ り に 再 開 、

こ れで 、 痛 め付 け ら れ た すべ て の 交通機関 が、 震災前 の 姿 に復旧 し た 。

情報 イ ン フ ラ で は 、 電話や ニ ュ ー メ デ ィ ア が将来への布石 を 打 っ た ほ か、 放送、 新開 は

こ の年 も 、 震災関連報道 を 続 け た 。
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作品 生活イ ン フ ラ
1 . 電気

阪神 ・ 淡路大震災は 、 関西電力 の発電所、 変電所、 配電線な どの電力供給設備 に大 き な

損傷 を 与 え 、 約260万世帯 の停電 と い う 過去 に例 を 見 な い被害 を も た ら し た 。 し か し 、 全

国 の 電力 会社や協力 会社 な どの応援 を 得て 昼夜 を 通 し て の復旧作業 は 、 発 生 6 日 後 に は応

急送電 を行 う ま で に な っ た。

地震発生笹後 に 日 標 に掲 げ た 「応急送電」 は 、 2 ヵ 月 後 に は 「仮後!日」 と な り 、 3 ヵ 月

� 1 年後 に は 「本復旧 j への道程 を 辿 り 、 そ の後は傷づ く り と も 協調 し た 「本格復興」 と

い う 新 た な 一歩 を 踏み 出 し て行 っ た 。

配電設備 は 1996年以降、 街の復興に合わせ、 顧客ニ ー ズ を 反 映 さ せ た復興改修 を 行 っ て

き た 。 架空、 地 中 配電設備 で は 改修の必要な も の は す で に完了 し て い る こ と か ら 、 現在 は

大規模開発 (復興再開発) や 、 震災後の土地区画整理の復興 コ ン セ プ ト に 合 わせた事業 を

継続 し て進 め て い る O

[大規模開発地] で は 「防災都市機能 を 補充す る 電力基盤の構�J が 目 標 と さ れた 。 こ

れ は 震 災 な どの発生 に よ り 、 防災拠点 と な る 都市機能が麻庫 し な い た め の 電力 施設づ く り

で あ る O 「高品賞、 高信頼度 な 電力 の提供J r都市景観 に調和 し た電力供給 シ ス テ ム の構築」

が理念の 中 心 で 、 大規模 開発地 は建物の規模が大 き い、 電力需要 も 安定 し て い る 、 地 中化

の 要件 を 満 た し て い る こ と な どか ら 、 電線共 同溝 に も 参画 し 開発地内 の 地 中化 を 進め た 。

2000年度 も 前年 か ら 引 き 続 き 、 JR 六 甲 道駅南、 新 長 田 駅南 、 阪急西宮北 口 駅周 辺 の 各再

開発な どで、 供給信頼度の高い特別高圧常予備受電方式 な ど を 導入 し た が、 今後 も 都市機

能 に対応 し た 高信頼度の電力供給 を 目 指す 。

〔芦属、 神戸で電線類の地中化 目 指す 〕

[土地区画整理] で は 、 「町並み の 変化 に 合理的 に対応出 来 る 設備づ く り J r地匿の特牲

に 配麗 し た 多様 な 設備づ く り メ ニ ュ … J r傷路 と の 一体整備」 の 3 点 が 中 心 。 市街地化の

進 んで い な い 地域で は 、 需 要 の 変化 に す ぐ対応の和 く 架空設備 を メ イ ン に し て い る が、 建

設省 (現国土交通省) が1999年度 に 策 定 し た 「新電線類地中化計画」 に 基づ き 、 住宅地の

幹線道路や コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 な と々 に つ い て は 、 街灯 な ど を 利 用 し 、 一部架空引込 を 併用

し た 「 ソ フ ト 地 中化」 方式や ト ラ フ (側溝) を 活用 し た低庄地 中 引 込方式 を 採用 し た ほ か 、

街の美観 を 圏 る シ ン ボル ゾー ン の離電柱化、 裏引込み に よ る 無霞柱化 な ど、 街並み に合わ

せ た 事業 を 進 め た 。 2000年度 も 六 甲 道問、 松本、 御 菅東、 芦屋商部の各 地 区 の 一部道路 に

つ い て は 、 電線類 の 地 中 化 を 目 指す設備づ く り に取 り 組 ん だ 。
6 月 に は神戸市の 中 華街 ・ 南京町で竜線地 中 化 と 舗装の工事完成 を 祝 う 「招福 間街祭J
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が行わ れた 。 南京町 は 、 震災で居舗の大半が全半壊す る 被害 を 受 け た が、 今 回 の 工事 は 、

町 の 完全復 興 を PR し よ う と 昨年 の 夏か ら 始 め た も の 。 中 心 の 十字路か ら 16 本 の 電柱 を 除

去 し て 地 中 に埋設、 新 し く 23本の美装柱 を 設 け た 。 高 さ 8 m の朱色の美装柱 に 取 り 付け ら

れた 中 国風 ラ ン タ ン が鮮や か に 映 え る 中 、 竜踊 り も 披露 さ れ、 復興 を 祝 う 市民や観光客 を

楽 し ま せ た 。

ト ピ ッ ク ス

関西電力 は 、 電力設備の復旧 ・ 復興 を 進め る

一方、 従来か ら 地域 と の共存 ・ 共生 を 目 指 し た

活動 に 取 り 締 ん で き た が、 震災後の活動の一つ

に 、 「神戸 ル ミ ナ リ エ」 への安定 し た 電力 供給

の サ ポ ー ト カfあ る O

神戸 ル ミ ナ リ エ は震災の犠牲者 を 悼み、 復興

への祈 り を 込 め て震災の年 に始め ら れ、 現在 は

神戸の冬の 風物詩 と な っ て い る 。 2000年度 も 全

国 か ら 474万 人が訪 れ た が、 関 丙 電力 は 期 間 中 、

ほ と ん どの 人が気付か な い 陰 な が ら の 応援 を 絞

け て い る 。 催 し の 中 心 の 旧居留地周辺は 、 すべ

て 地 中 ケ ー プ守ル で電気 を 送 っ て い る た め 、 ル ミ

ナ リ エ 開催 中 は 臨 時 に 専用 の電柱 を 設 け て 送電

し て い る O ル ミ ナ リ エ は “光の イ ベ ン ト " だ け

に 、 も し停 電 に で も な る と イ ベ ン ト そ の も の の

価値が無 く な る だ け で な く 、 訪れて い る 観光客

な どが混雑 の 中 でパ ニ ッ ク に 陥 る 恐れがあ る 。

そ の た め 、 同社三宮営業所 で は 、 万 一の事故に

備 え 期 間 中 は通常 5 名 の宿直体制 に 加 え 、 非常

時要員 と し て 2 名 を 専任で待機 さ せ て い る O 所

員 の 中 に は実 際 に 震 災 を 体験 し た 人 も 多 く 、 震

災 当 時 の 培 閤 の 世界 に 、 突然 ま ばゆ く 輝 い た 灯

が被災者 に ど れ だ け勇 気 を 与 え た か を 札で感 じ

て い る た め 、 こ の業務 に 懸 け る 意気込み は

2 . ガ ス

強 い 。 そ し て 万一、 停電 に な っ た場合、 如何に

王手 く 復旧 さ せ る か を 日 夜検討 し た結果、 高圧発

電機車 も 待機 さ せ、 い ち 竿 く 応急送電が出来 る

よ う に供給エ リ ア を 4 ブ ロ ッ ク に分 け る な ど、

万全の体制 を 整 え て い る 。

震災当 日 、 各 地 か ら 殺到す る ガス 漏れの報告 を 受 け大板ガス の対策本部 は 午前日時30分、

ガス の供給停止 と い う 大決断 を 下 し 、 神戸市 を 中心 と し た 阪神 間 約86万戸 の ガス の供給 を

止 め た。 幸い製造所、 高圧幹線な どの基幹設備 は 大 き な 損毎 を 受けず、 新 し い タ イ プの 溶

接鋼管や ポ リ エ チ レ ン 管の損傷は少 な か っ た 。 被害の大半は低圧の埋設導管 に 集 中 し 、 特
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に ネ ジ継手 を 中心 に し た 1 万2 ， 000 ヵ 所 に 損傷が出 た 。 延べ72万 人 の作 業 員 が厳 し い作業

環境 と 戦い な が ら 、 85 日 後の 4 月 11 日 に 、 家屋の倒壊な ど に よ り 連絡の取れ な い ケ ー ス を

除 き 、 応急復旧 を 完了 さ せた 。

l 戸 ご と の ガス を 自 動遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー が、 ガス 漏れ に よ る 2 次災害の 防止 に

極め て有効であ る こ と が確認出 来 た よ う に、 震 災 は 数多 く の貴 重 な 教訓 を 青 ら し た 。 そ し

て 、 今後の検討課題 と し て①地震発生の初期段階で ブ ロ ッ ク ご と の地震動や主要 ラ イ ン の
導管圧力 の 情報 を 、 無線 な どで き め細 か く 収集可能 に す る ②地震動が一定値 (SI 値60

カ イ ン ) 以上 に な っ た 場合、 低圧 ガス の供給が 自 動 的 に ス ト ッ プす る 遮断 シ ス テ ム を つ く

る ③地震動の 規模 に正、 じ た き め細 か い ブ ロ ッ ク の供給停止 ・ 継続が可龍 に な る よ う に ブ

ロ ッ ク を細分化す る な どが挙げ ら れた 。 そ し て 、 今 回 の 地震の被害や 復 旧 の 経験 を 元 に

1996年 1 月 に 「地震対策 5 ヵ 年計画」 が ま と め ら れた 。 同計画は 「予 �jJJ ，- 緊急、J ，-復旧 」

の 3 点 か ら な り 、 1999年度末 ま で に 実施す る こ と が決め ら れた。

ま ず 「予 防対策」 と し て は 、 地震 に 強い設備づ く り の 実現で あ る O 中 庄導管の溶接錦管

の 地震へ の 強 さ が認め ら れた こ と か ら 、 一部 に漏洩の あ っ た パ ル プ継手部分の捕強、 取 り

替 え を 行 う O そ し て新規 に埋設す る 低圧導管 は 、 原則 す べ て 耐震性 に 優 れ た ポ リ エ チ レ ン

管 と し 、 既設の ネ ジ接合導管 も 計画 的 に ポ リ エチ レ ン 管 に 入 れ替 え る O 内 管 に は ポ リ エチ

レ ン 管、 ガ ス 用 ス テ ン レ ス 鋼 フ レ キ シ ブル管 を 使用 す る ー な どで あ る o 5 ヵ 年計画 の 推進

に よ り 、 震災当 時 、 敷設延長約 1 ， 200kmの う ち 、 低圧 ガス 管 に 占 め る 割合 が約 3 % に 過 ぎ

な か っ た ポ リ エ チ レ ン 管 の総延長 は 、 2000年度末で は 約 5 ， 400km に 延 び、 低圧 ガス 管 に 占

め る 割合 も 約 14 . 3% と 大幅 に増 え た 。

(表 1 ) 地震対策 5 ヵ 年計画

予防対策

緊急時対応、策

ガス設備の耐震性の さ ら な る
. 製造設傍
・ 供給設備

技術開発

情報収集機能の強化
供給停止 シ ス テ ム の再中毒築
通信シ ス テ ム の強化
地震被安予測 シ ス テ ム の構築
マニ ュ ア ルの整備
復旧セ ク タ ー の設定
受付機能、 広報活動の強化
兵姑機能の強化
顧幸子支援
技術開発

(大阪ガス資料)
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〔 マ イ コ ン メ ー タ ー の普及率 は ほ ぼ1 00 % に 〕

2 次災害の 防止 を 日 的 と す る の が 「緊急対策」 で あ る O 地震で被害 を 受け た と 想定 さ れ

る 地域の ガス の供給 は 止 め 、 被害の な か っ た 地域 に は ガス を 供給す る た め のハ ー ド 、 ソ フ

ト と し て 、 次 の 5 項 目 に取 り 組ん だ。 ま ず 「地震計の増設」 で あ る O 震災時、 34 ヵ 所 だ っ

た 地震計 を 224 ヵ 所 に増設、 デー タ を 細密 に す る こ と に よ り 、 供給 を 止め る か 、 続 け る か

を 速 や か に 判 断 出 来 る よ う に し た 。 ま た コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動

入力 さ せ、 導管の被害状況の推定 を 可能 に し た 。

次 に 、 地震計の測定値 を 元 に 、 メ ッ シ ュ ( 1 メ ッ シ ュ 300 m ) 単位で の 導管 の被害、 建

物倒壊数 を 推定出 来 る よ う に 、 従来の 「被害予測 シ ス テ ム J を 作 り 替 え た 。 入 力 済み の 地

盤の特性や木造建造物 の数値 を 生 か し 、 地震発生後約15分で\ 全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ )
の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 可能 に し 、 巡 回 点検す る ブ ロ ッ ク の優先順位や修繕体制 ま で検討出

来 る よ う に し た 。 供給停止か ら の復 旧 日 数な ど を 試算す る 供給停止判 断支援 シ ス テ ム も 新

し く 創 り 上 げ た 。

さ ら に 「供給遮断 シ ス テ ム の再・構築」 を 図 っ た 。 従来 は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮 断 シ ス テ ム

(全供給地域 を 8 分類) と マ イ コ ン メ ー タ ー 遮断 シ ス テ ム ( 1 戸 ご と ) の 2 段階 の シ ス テ

ム だ、 っ た も の を 、 5 ヵ 年計画で新 し く ミ ド ル 、 リ ト ル ブ ロ ッ ク の 2 遮断 シ ス テ ム を 加 え 、

(表 2 ) 主 な地震対策の進捗状況

l 地震対策項 目
ポ リ エ チ レ ン 管
の普及促進

地震計の増設

マ イ コ ン メ ー タ
ーの普及促進

供給 ブ ロ ッ ク の
細分化

供給遮断 シ ス テ
ム の構築

緊急時通信指令
シ ス テ ム の強化
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震災当時
- 敷設延長

約l ， 200km
• í氏圧 ガ ス 管 に 占 め

る ポ リ エ チ レ ン 管
の割合は約 3 %

設置数 34 ヵ 所

全 体 の 普 及 率 は 約
75% 

55ブ ロ ッ ク

ス ーパー ブロ ッ ク (供
給 エ リ ア を 8 つ に 区
分) の み 遠 隔 遮 断装
置 を設置

5 ヵ 年計画 平成13年 3 月 末低庄進捗実績 i 
- 言十姻的 に普及促進 - 敷設延長 約5 ， 400km
- 王子成10年 か ら は新設の低圧 ガ - 低圧 ガス 管 に 占 め る ホ。 リ エチ

ス 管はすべて ポ リ エチ レ ン管 レ ン管の割合は約14 . 4%
を 適用 - 新設低圧 ガ ス 管 は 、 原則 と し

て全て に適用
約224 ヵ 月号に増設 - 平成 9 年度末 で 当 初計l!IDの 設

置完了 (224 ヵ 月号)
- 家庭用 は平成 8 年度 中 に設置 - 全体の普及本は約98 . 9%

完了
- 業務用 は王子成11年度 中 に 設設
完 了

I . 120ブロ ッ ク 程度に総分化 • 120ブロ ッ ク ま で細分化
(平成12年度末に完了 最終120
ブロ ッ ク )

- 中圧A ガパナ (約300 ヵ 所) に - 遠隔遮断装置331 ヵ 所
遠隔遮断装置 を設置 . !�震遮断装置2 ， 640 ヵ 所

- 中圧 B ガパナ (約2 ， 700 ヵ 所)
にJ惑震遮断装澄 を 設置

- 中央指令サブセ ン タ ー を建設 - 京都にサブセ ン タ ー を建設
- 可搬衛星通信設備 を 35 ヵ 所、 ( H IO年 3 月 初 日 稼働開始)

2 台配備 - 可搬衛星通信設備 を 30 ヵ 所、
衛星遜信事を 2 台西日備完了
( H 10年度末完了)

(大阪ガス資料)



(表 3 ) 兵庫地区の取 り 付 け メ ー タ ー数
(千戸)

震 災 前 滅失戸数 現 状 震 災 前 震災前比率94:9三12月 01年 3 月 差 異
家 庭 用 1 ， 253 ， 7  120 . 4  1 ， 394 . 4  140 ， 7  1 1 1% 

業 務 用 53 ， 2  5 ， 5  56 ， 6  3 ， 4  106% 

工 業 用 3 ， 8  0 ， 5  3 ， 6  A.0 ， 2  問 (
i仁ヨ〉、 言十 1 ， 310 ， 6  126 ， 3  1 ， 454 ， 6  144 ， 0  山 % I 

(大阪ガス 資料)

そ の結果、 遠隔遮断装置 ( 中 圧 A ガパ ナ に 設置) は331 ヵ 所 に 、 感震遮断装置 ( 中 圧 B ガ

パ ナ に設置) は 2 ， 640 ヵ 所 に増 え た 。震災時 に 防災面で威力 を 発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー (各

戸への ガ ス を 感震セ ン サ ー で遮断す る 装置) の導入 も 促進 し 、 震災前75% だ、 っ た 普及率 を 、

2000年度末で98 ， 9 % と 、 ほ ほ100 % ま で達成 さ せた 。

3 番 目 は 「 ブ ロ ッ ク の細分化」 で あ る O 低圧導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と で ブ ロ ッ ク

単位の供給停止、 供給継続が可能 に な り 、 細 か な 範閤へ対応 出 来 る よ う に な っ た。 震災発

生時の55 ブ ロ ッ ク を 120 ブ ロ ッ ク ま で細分化す る 計画 は 、 2000年度ですべて 完 了 し た 。

最後に 「緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強イし で あ る O 阪神 ・ 淡路大震災の よ う な災害では、

発生時の 災害情報の収集、 情報発信 は 大 阪 ガ ス の本社 中 央指令室が行 わ れ る が、 災害が本

(表 4 ) 行政区別取 り 付 け メ ー タ ー数 (災害救助法漉用 自 治体)

震 災 前
94年12月 01年 3 月

宝 塚 市 75 ， 7  4 ， 9  86 ， 7  

川 西 市 39 . 1  0 . 7  47 . 9  
: 伊 丹 市 61 . 1  1 . 7  70 . 6  

尼 申奇 市 206 . 8  4 . 0  221 . 1  

西 宮 市 i 172 . 5  23 . 8  196 . 5  

芦 屋 市 37 . 6  5 . 9  40 . 1  

神 戸 市 626 . 5  84 . 4  670 . 3  

東 灘 区 86 . 6  19 . 6  92 . 9  

灘 i玄 63 . 5  1 5 . 8  65 . 9  

中 央 区 70 . 5 7 . 2  76 . 5  

兵 庫 反 63 . 2  1 2 . 0  63 . 2  

長 田 区 64 . 6  19 . 6  56 . 4  

須 磨 区 70 . 6  9 . 1  72 . 1  

垂 水 区 i 88 . 1  0 . 8  95 . 8  

i ji耳 区 ( 52 . 4  0 . 1  70 . 5  

�t 区 67 . 1  0 . 2  77 . 1  

明 石 市 66 . 8  1 . 0  80 . 2  
i口斗 言十 1 ， 286 . 2  126 . 3  1 ， 413 . 3  

差
震 災

異
合j

1 1 . 0 
8 . 8  

9 . 5  
14 . 3  
24 . 0  
2 . 5  

43 . 8  
6 . 3  
2 . 4  
6 . 0  

A. 0 . 0  

A. 8 . 2  

1 . 5  
7 . 7  

18 . 1  
10 . 0  
13 . 4  

127 . 1  

(千戸)

震災前比率

114% 
123% 
116% 
107% 
114% 
107% 
107% 
107% 
104% 
109% 
100% 
87% 

102% 
109% 
134% 
115% 
120% 
110% 

(大仮ガ ス 資料 )
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社近郊で発生 し 、 本社の 緊急操作用 通信設備や コ ン ピ ュ ー タ ー 機能 に被害が及 ん だ場合、

命令系統が壊滅す る 恐れがあ る O そ こ でパ ッ ク ア ッ プ機能 を 持つ サ ブセ ン タ ー を 京都市内

に建設 し 、 1998年 3 月 か ら 稼働 さ せた 。

ま た 、 大阪 ガ ス の 兵庫 地 区 ( I日兵庫支社管内 。 豊 両市 を 除 く 兵庫県全域) の 取 り 付 け メ ー

タ ー 数 だが、 震災前の 1 994年12月 の 家庭用 125万3 ， 700戸 は 、 震災の影響 な ど で 震災発生産

後 は 12万戸 も 減少 し た が、 2001年 3 月 に は 139万4 ， 400戸 と 震災前の 111 % に戻 っ た 。 業務

用 も 震災前北で106 % と 増加 し て い る が、 工業用 は95% と 、 依然 と し て 回復 し な い状況が

続 い て い る O

県下 の災害救助法適用 自 治体の取付 メ ー タ ー 数は 、 震災前後で (表 4 ) の と お り だが、

神戸、 尼崎、 芦屋の 3 市で伸 びが低 く 、 特 に神戸市の 長 田 区 で は 、 震災前 の 数字 ま で 回復

し て い な い。

3 . 上水道
震災で阪神 間 の各市の水道 は 、 ほ ぼ全域で断水状態 に 陥 っ た 。 施設の被災 に 加 え 、 阪神

水道か ら の 送水停止 な どが原 国 だが、 断水が長吉 | い た の は配水池や送水 ト ン ネ ル な どの損

壊で は な く 、 給 ・ 配水管の損傷が原 因 で あ っ た 。 最大の被害 を 受 け た神戸市で は 、 以前か

ら 古い水道管 を 材質 の優れた ダ ク タ イ ル鋳鉄管 に 交換す る 工事 を 続 け て い た が、 震災で は

管 と 管 と の接続部が外れる 「継手の抜け」 が多発 し 、 こ れが被害 を 大 き く し た 。 最大の教

訓 は 、 緊急時 に必要 と す る 水量 は 日 時 を 経過す る に つ れ増加す る こ と 、 タ ン ク 車での運搬

給水で は増大す る 使用 水量 に対応、出来 な い こ と ー な どで あ っ た 。

震災直後の 1995年 7 月 に 、 神戸市水道局 は 「神戸市水道施設耐震化基本吉十画」 を 策定 し 、

(潟 1 ) 配水管材質別延長の推移

1 970 

1 980 

1 995 

2000 

2001 

。 500 
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• Level 3 (CIP， ACP， VP等)
口 Level 2 (DIP) 
口 Level 1 (耐震型 DIP， 鋼管)

1 000 1 500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 

配水管延長 (km)
(神戸市水道局資料)



市民が安心 し て水道 を 使 え る た め の 5 つ の計画 自 標 を 立 て 、 今後15年 で の耐震化事業 を 決

め 、 直 ち に 実施 に 移 し た。

〔全市の91 . 2 % は材質の良い夕、 ク タ イ ル管 に 〕

計頭 目 標 に 沿 っ た事業 の 中 心は水道管の謝震化で 、 2000年度 も 非耐震の鋳鉄管か ら 酎震

性の高い ダ ク タ イ ル管への交換 は 順調 に 進 み 、 も っ と も 古い タ イ プの レ ベ ル 3 (非耐震管

路) は 10 . 8 km減る こ と に よ っ て 未転換は 384 . 2 km ま で落 ち 、 神戸市全体 に 占 め る 割合 も 8 . 8%

に な っ た O 一 方 、 材 質 的 に 優 れ た レ ベ ル 2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄管 も 前 年 よ り 32 . 6 km 減 の

3079 . 4 km に な り 、 材 質 、 構造的 に も っ と も 優れ た レ ベ ル 1 (謝震型継手) の ダ ク タ イ ル管

は 、 891 . 8 km と 前年 よ り 86 . 2 km増加 し 、 全体の 20 . 5% を 占 め る ま で に な っ た 。 神戸の水道 は 、

1900年 ( 明 治33�三) に創設 さ れ た が、 早 く も 1962年 に は水道管の 取替工事 を 始め る な ど、

細 や か な 配慮 を 続 け て き た 。 こ の よ う な 長年 の 努力 の積み重ねが、 材 質 的 に 優れ た ダ ク タ

イ ル鋳鉄管の 全市比率 を 91 . 2% に ま で高 め た 。

神戸市 の水道水の 4 分の 3 は 、 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本の送水 ト ン ネ ル を使 っ て送 ら れ

て く る 淀川 の 水だが、 災害で こ の ル ー ト に損傷が出 た事態 に備 え 、 第 3 の ル ー ト と し て新

ラ イ ン 「大容量送水管」 を 建設 し て い る O 芦屋市境か ら 神戸市兵庫 区 の奥平野浄水場 ま で

13 . 7 km (本線) を 市街地の地下 を 走 っ て結ぶ も の で、 こ の ラ イ ン は単 に水 を 送 る だ け で な

(限 2 ) 大容景管 の イ メ ー ジ密

(神戸市水道局資料)
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く 貯留機能 を 合 わ せ持 っ て い る た め 、 運搬給水が難 し く な る 緊急 時 に 、 市街地の 防災拠点

と 結べ ば応急給水が可能 に な る O ま た 、 配水池が被災 し た場合 に は 直接配水 に 切 り 替 え 、

い ち 早 く 水 を 送れ る メ リ ッ ト を 持 っ て い る O

地下 を 走 る シ ー ル ド ト ン ネ ル は 、 す で に立坑 と 横 向 き の シ ー ル ド工事 を 前年 に 終了 し 、

ト ン ネ ル は貫通 し て い る が、 2000年度 は 、 ト ン ネ ル 内 に 直筏2 ， 400mmの鏑管 を 通す挿入工

事 を 続 け た 。 2002年度 に 完成 の 予定だが、 将来的 に は “水の大幹産泉" と し て大 阪湾岸各市

を 繋 ぐ相 互広域パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム に ま で発展す る 可能性 を 持 つ 。

ま た 、 緊急貯留 シ ス テ ム の整備 も 大 き く 進展 し た 。 震災が発生す る と 奥平野管理セ ン タ ー

か ら 、 調己水池の 緊急遮断弁が 自 動 的 に 閉鎖 さ れ る 指令が出 る O 各 配水池 は 、 市 民 1 人当 た

り 必要最低限 ( 1 日 3 e x 7 日 分) の飲料水が確保 さ れ、 こ こ を 運搬給水基地 と し て貯留

さ れた 水 を タ ン ク 車で周辺住民 に供給す る o j壁新弁は 2 つ以上のj也 を 持つ 配水池の一方の

池 に設畳 さ れて お り 、 残 り の 池 か ら は 配水がそ の ま ま 続 け ら れ消火用 水 な ど に利用 さ れ る O

配水池の な い埋立 地 な ど に は 、 大容量の 貯水槽 を 新 し く 設置 し て給水基地 と す る O 運搬給

水基地 は 全市 に47 ヵ 所設 け る 予定だが、 2000年度 ま で に30 ヵ 所 を 建設 し た 。

築造中の送水 ト ン ネ ル (神戸市水道局提供)
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ト ン ネ ル を掘 っ た 「泥水D[]!.i:式シ ー ル ド機」
(神戸市水道J"l提供)



ッ ク ス

7 番 目 の 近代水道 と し て神戸市の水道 が

を 始め た の は 、 明 治33年 4 月 ( 1900年) 、

ら 100年 前 で あ っ た 。 新幹線 ・ 新神戸釈の

llJ腹 に あ る 布引 貯水池五本松堰堤が建設

さ れた の は こ の 時 だが、 そ の 後100年 の風雪 を

経て も 市民 の 生活 を 支 え 、 創 設 当 時 の 人 々 の努

力 を 現代 に伝 え て い る 。 神戸市の水道創設の基

本計画 は 内務省 の お 雇 い外 国 人 と し て 来 日 し た

英 国 人W . K ・ バル ト ン が担 当 し たが、 こ の壊

除幕 さ れた 「水道発祥の地記念碑」

ト ピ ッ ク ス

阪神 ・ 淡路大震災で改 め て 再認識 さ れた水の

大切 さ を 伝 え よ う と 、 4 月 、 兵庫県 は 3 年 間 保

存 出 来 る 缶入 り の 「保存欽料水J (340 m�) を 、

開 催 中 の 淡路花博な どで一般向 け に発売 し た。

活性炭で議過 し た水道水 を 加熱殺菌 し 、 ア ル ミ

製の千百 に 充填 し た も の だが、 岡 県 の 話 に よ る と 、

自 治体 に よ る 長期用保存飲料水の発売は 関 西で

堤 は佐野藤次郎 に よ り 設計 さ れ、 佐野 ら 日 本人

技術者の 手 に よ っ て 明治33年 に 完成 し た。

神 戸市 は 、 2000年 に水道100周 年 を 記念 し て 、

新世紀 に お け る 水道の意義な ど の 一層 の理解 を

深め る た め 、 多 く の記念事業 を 行 っ た 。

4 月 14 日 、 ポ ー ト ピ ア ホ ー ルで の 記念式典で

幕掬 け 。 世界有数の ソ ム リ エ ・ 旧 崎真也 さ ん の

講演 「食べ物 と オむ な どで 市民 に水 と 生活の繋

が り を 伝 え た 。 式典 に 先立 ち 、 2 日 に兵庫区奥

平野浄水場 で 「神戸水道発祥 の 地」 の記念碑除

幕式が行 わ れ た 。 碑 に使 わ れ た 石 は現在進 め て

い る 「大容量送水管撃備事業」 の住吉川 立坑建

設現場 か ら 出 た 大石 で 、 周 囲 の 笠石 と レ ン ガは 、

神戸水道創設時 に建設 さ れた北野浄水場 ろ 過池

で使わ れて い た も のが用 い ら れた 。 そ の ほ か、

記念ハ イ キ ン グ、 記念植樹、 写真展、 絵画展が

開 か れ た が、 1 1 月 15 日 か ら は 3 日 間 に渡 っ て神

戸 国際展示場 な どで水道技術 セ ン タ ー と 共催 の

「水道技術国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 が行わ れ、 管路

部 内 に 浄水部 門 を 加 え 、 盟 内 外 の 多 く

門 家 に よ り 新 し

な っ た 。

は 初 め て O 缶 の 表部 に は 花 博 の キ ャ ラ ク タ ー

「ユ メ ハ ッ チJ がデザ イ ン さ れ、 1 tfr50円。 震

災特 に は 、 飲料水の縫保 と 供給の た め 、 自 治体

や 自 衛隊 の 給水車延べ約 2 万9 ， 000台 と 7 万 人

の 人 員 が奔走 し た O そ こ で、 万一の 災害時 に 備

え て約700万 円 の 経費 で 16万8 ， 000本 を 製造 し た 。
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4 . 下水道
下水道の被害 は 、 阪神 関 8 都市の18の下水処理場、 47の ポ ン プ場 に 及 び、 傷 つ い た管渠

の 延長 は 316 km に 達 し た 。 8 市の う ち 最大の被害 を 蒙 っ た神戸市 で は 、 汚水管 の延長3 ， 315 km

の う ち 63 kmが被災 し 、 市 内 に あ る 7 処理場の う ち 3 処理場の機能が停止、 低下 し た。 中 で

も 東灘処理場 の被害 は壊滅的 で、 他の施設が震災後 5 ヵ 月 で応急復旧 を 終 え た の に 、 東灘

の復旧工事が完了 し た の は 1999 年 に入 っ て か ら で あ っ た 。

1994年度 に 策定 さ れた 「神戸市下水道長期計画基本構想、」 は 、 震災の経験 を 折 り 込ん で
1999年 に 改訂 さ れ、 新 し く 「災害 に 強 い 下水道」 な どの 項 自 が追加 さ れた 。

長期計画の 第一 に 上 げ ら れた の は 〈施設の 耐震化〉 で あ る O 下水道は機能が低下 し運転

不 能 な ど に 陥 っ た場合、 市民の 呂 常生活に対す る 影響が極 め て 高 い施設であ る た め 、 新設

さ れ る 施設 に は耐震性 を 重視 し た設計 を 施 し 、 既存施設 に も 順次、 耐震診断 を 行 う こ と に

し た。 神戸市の 下水処理施設 は供用 開始が昭和30年 (1995年) 代 と 者 く 、 耐震機能 を 危慎

さ れる 施設が多 い た め 、 耐震化 日 擦 を レ ベ ル 2 (震度 ? を 想定) に 上 げ、 一 時 的 な 停 止 は

あ っ て も 復旧 に 時間 を 要 し な い こ と を 基本 に し た 。

実施済 み の 施設で は 、 2000年 度 は 大被害 を 受 け た 東灘処理場 を 中心 に 耐震対策 を 行 い 、

(表 5 ) 神戸市下水道長期計薗基本構想

1'lj民の環境への慈、識が高 ま る な か 、 下水道 は様 々 な側面か
ら ま ち づ く り に 貢献す る こ と がで き ま す。

神戸市下水道長期計画基本構想 は 、 2lt 世紀の 下水道事業の
進 むべ き 方向 を 定め た も の で す 。

ETI

 

。車方 施 策

主基 礎 的 機 能 の 拡 充 幽圃F圃@災害に強い下水道 シ ス テ ム の構築
島田.街整備の推進~ 全市水洗化100% 一
晶醐.下水道 シ ス テ ム の充実一新中央処理場一

浸水に対する安全度の向上胴醐F醐@雨水排除能力の強化
島幽@雨水流出抑制の促進

維持管理 シ ス テ ム の 充 実 醐醐F醐@効率的な管理 シ ス テ ム の確立
匙幽.言i l面的な改築の推進

処 理 水 質 の 高 度 化 幽幽静醐・ よ り 高度 な 処理施設の整備ー全量水質高度化一
忌圃・初期降雨汚濁負荷の削減

下 水 道 資 源 の 活 用 圃幽F幽・汚泥の芳J事的処理一 資源化100%ー
島田・再生水の穣械的 な活用
品開@ 下水道 エ ネ ル ギ の活用

親 し ま れ る 下 水 道 の 推 進 園田-- 新 し し、広報活動の民間
晶胴@魅力 あ る PI< 施設の充実

く ら しを高め、 災害時にも 園田--施設さ吉聞の活用
活用できる下水道の雄進 品開@身近な水環境の整備

(神戸市建設局資料)
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水処理導水管の複数系列化、 高圧電気 ケ ー ブ ル の 2 ル ー ト 化、 管廊遮水壁 に よ る 処理施設

の ブ ロ ッ ク 化 な ど を 行 っ た 。 一方、 老朽施設の改築 で は 、 処理場 ・ ポ ン プ場 な ど下水道施

設は下水その も の の特異性、 環境条件か ら 、 一般の施設 に比べ劣化が早い傾 向があ る が、

一方、 施設 は 老朽化 し で も 再建設 さ れ、 ま た休 む こ と な く 機能 を 発揮す る 宿命 を 持 っ て い

る O そ こ で建設年度の古い も の と 沈下、 腐食な ど劣化症状が明 ら か な施設 か ら 劣化診断調

査 を 行 い 、 改築が必 要 な 標準耐用年数 を 経 た も の は 、 内部の設備機器の改 築 時期 と 合 わせ、

順次改築計両 を 検討す る こ と に し た 。

な お 、 国 の 第 8 次下水道整備 7 ヵ 年計画 は 1999年度� 2002年度で、 偶 然 に も 震災直後か

ら 開始 さ れ た 。 神戸市の 第 8 次下水道整備計画 (1996� 2000年度) 期 間 内 に お い て は 、 震

災復旧事業 を 最優先 に行い 、 被災 し た処理場や管渠の復i日 を 完了 さ せ た ほ か、 震災復興区

画整理事業 な ど、 復 旧 関連事業 に も 積梅的 に 参画 し た 。 ま た 、 こ の 聞 に お い て も 下水道の

大 き な 目 的 で あ る 水洗化の 普及 を 促進 し 、 人 口 普及率 は 当 初予定 を 上 回 る 97 . 9 % を 達成 し

た 。

2000年度末の管渠延長は 汚水3 ， 706km、 雨水572kmの計4 ， 278km だが、 こ の う ち 2001年度

に布設後40年以 と に な る 古 い管渠が138 km も あ り 、 年数の経過 に よ る 劣化 の 進行が著 し い

の が特長で あ る O 管渠の耐用 年数は適正 な 維持管理下で は 50年 と 言わ れ る が、 震災後 に行

わ れ た 調査 に よ る と 最短で35年で、 ヒ ュ ー ム 管の 耐用 年数は概ね80年 ま で延命出 来 る こ と

が分か つ た 。

(表 6 ) 神戸市の公共下水道整備状況

平成11年度末

①市域面積 54 ， 993ha 

②市街化区域凶穣 19 ， 523ha 

③市街地面積 (7DID) 13 ， 780ha 

④全市人口 1 ， 483 ， 000人

⑤市街地人口 (7DID) 1 ， 297 ， 562人

⑥処理Di域内人口 1 ， 447 ， 300人

⑦全m人口普及率 97 . 6%  

⑧水洗化人口 1 ， 442 ， 100人

⑨水洗化対象戸数 651 ， 51 1戸
⑬水i先化済戸数 649 ， 189戸
⑪水洗化z事 99 . 64% 

⑫処玉泉区域面積 15 ， 821ha 

(平成12年度末、 12年度末決算)

平成12年度末
54 ， 994ha 
1 9 ， 737ha 
1 3 ， 780ha 

1 ， 495 ， 430人
1 ， 297 ， 562人
1 ， 463 ， 800人

97 . 9%  
1 ， 458 ， 700人

665 ， 69 1戸
663 ， 336戸

99 . 65%  
1 6 ， 086ha 

i曽 i成
1 ha 

214ha 

1 2 ， 430人

16 ， 500人
0 . 3%  

16 ， 600人
14 ， 180戸
14 ， 147戸

0 . 01 % 
265ha 
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⑬排水区域面積 12 ， 007ha 1 2 ， 007ha 

[ ⑬汚水管毛主備済面積 17 ， 325ha 1 7 ， 430ha 105ha 

⑮面積普及率 84 . 3%  83 . 2%  1 . 1% 

⑬汚水管渠延長 3 ， 670 ， 688m 3 ， 706 ， ::l39m 35 ， 6 5 1 m 

⑫雨水管渠延長 563 ， 048m 572 ， 39 1m 9 ， 343m 

⑬雨水対策整備率 69 . 2% 70 . 2%  1 . 0% 

⑬処理場処埋能力 910 ， 725m'1 日 910 ， 725m' I 日

注 ④全市人口は、 直近同勢調査結果 を き主礎に、 毎月 の住民基本台帳及び外国人登録の届 出 を加減 し算
出 し た 「推計 人口」 を用いて い る 。

を 処理区域内人口、 ③水洗化人口 は推定人口ベー ス
⑨水洗化対象戸数、 ⑬水洗イヒ済戸数は事業所含む

〔被災管渠649kmの調査を 実施〕

(神戸市建設局資料)

被災管 渠 の確認作業 は 地震 か ら 6 年 を 経 た 2000年度 も 続 け ら れ た 。 震災直後、 総延長

1 ，  278km の 枝糠 を 緊急点検 し た 際 に 、 補修の必要 な 管 の ひ び割れ、 沈下、 接合部分のず、 れ

な とミが約63km に 渡 っ て発見 さ れた 。 し か し 、 緊急後 旧 の際 に は修復や詳細 な 調査 に 十分な

時 間 は取れず、 し か も 検査の 中 心 は 目 視 だ、 っ た た め 、 管の実や湾曲部分の正確 な 被害 は 不

明 の ま ま で あ っ た 。 布設後30年 を 超す老朽管が多 く 、 放置す る と 道路陥没、 不 明水の増加

な ど に繋がる 恐れがあ る た め 、 1996年度か ら リ モ コ ン操作の 自 定式 テ レ ビ カ メ ラ を 使っ た

本格的調査 を 全区 間 で始め た結果、 震災京後 に は発見 出 来 な か っ た亀裂や継 ぎ 目 の ず、れ を

発見す る な ど、 大 き な 成果 を 上 げ た 。 い わ ゆ る “隠れた被災" で あ る O

2000年度 ま で の 調査で は 、 被災対象管渠1 ， 278kmの う ち 649km の 調 査 を 行 い 、 残 り 526 km

に つ い て も 、 2006年 ま で に 毎年100 km の 調査 を 実施す る O 今年度 の 調査で は 、 大 口 径合流

管渠で コ ン ク リ ー ト の劣化や 、 ジ ョ イ ン ト 部で没入水な どの異常が数多 く 見 ら れ、 今後の

改築更新で優先的 に行 う こ と を 決め た 。

2 は 〈処理場の ネ ッ ト ワ ー ク 〉 で あ る O 市内 5 処理場 を 大深度の幹線で繋 ぐ計画 だが

「都市の 発展 に伴 う 発生汚水量 の 増 加 に対す る 幹線能力 の増補J r老朽幹線 の改築更新時

や 非常 時 の代替排水経路の確保J r処理場 の改築更新時点及 ぴ高度処理導入 に よ る 処理能

力 変更時点 に お け る 他の 処理場への 汚水移送経路の確保J r 時 間 的 な 流量変動の 調 整 を 目

的 と し た 管 渠 内 貯 留 空 間 の確保J r管渠 内 光 フ ァ イ パー ケ ー ブル 布 設 な ど付加 的機能 の 向

し な ど を 自 的 と す る が、 完成後 に は 、 震災 に よ っ て 一 つ の処理場の 処理機能が破壊 さ れ

て も 、 破壊 さ れ た 処理場 に流入す る ド水を 他の処理場 に送水出 来 る し 、 貯留調整機能 も 持

た せ る こ と が可能で、 災害 に 強 い信頼性の 高 い 下水道 を 創 れ る こ と に な る O

幹親は 総延長40 . 8km ( う ち 既設幹線 は 15 . l km) で 、 新 し く 建設す る 幹線25 . 7 kmの 第 1 期

分18 . l kmの う ち 、 7 . 5 kmが2000年度末 に 完成、 6 . 2 kmが工事中 で、 あ る O 第 l 期 は 海側 ル ー ト

の み で2010年度 に 完成 、 山 側 ル ー ト の 第 2 期 工事7 . 6 km を 含 め た 全計画 は 2025年度 に 完成

予 定。 長 期 的 な処理亙再編計画の 基本方針で は①中部処理場 は2010年度 ま で に廃止 ②処
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(表 7 ) 神戸市第 8 次下水道繋儀 5 ヵ 年計画の達成率 と コ メ ン ト

目

1百 回 達成率 (% )

人 口 普 及 本 180 . 0  

処 理 能 力 i 284 . 6  

整 備 面 積 | 65 . 4  

汚 水 管 延 長 l 80 . 1  

未 整 備 戸 数 | 213 . 8  

雨水対 策 整備率 | 66 . 0  

雨 水 管 延 長 i 71 . 7 

汚泥有効利 用 率

計 画 績

コ メ ン ト

未事主備戸数 と 同様、 効ヤの高い と こ ろ か ら 順次整備 し た た
整備側所が北区 と 西区に集中 し た ため、 震災の影響は少なかっ

震災 に よ り 各処理施設 に相当 な被害を受けた が、
た と こ ろ では 、 汚水処理を行 う ため に緊急に機械設備の整備な
た ため。 (間部処現場 ・ 東灘処理場な ど)
震災の影響 を 受け、 震災復興区画整理や再開発な
を優先 し た ため 、 新市街地の整備が進 ま な か っ た。

向 上

市街化区域 ・ 市街化調整区域の水洗化 に つ い て 、 効率の
ら 整備 を 行 っ た た めO ま た 、 各水環境セ ン タ ー
が功 を 奏 し た。

震災で被災 し た幹線 を後先的に改修 し た ため。

同 と

達成率
180 . 0% 
284 . 6% 
65 . 4% 
80 . 1% 

213 . 8% 
66 . 0% 
71 . 7% 

780 . 0% 

に つ い て は 、 ア ス フ ア ル ト 舗装 の フ イ ラ ー と し て使用 で き
ち 、 建設局 で も 実証実験す る な ど し て 、 高い評価が得 ら れ
し た 。

(神戸市建設局資料)

理 区 の 再編 に は ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 を 活用 す る ③ 中 長期 的 な 計画 を 念頭 に 置 き 中 期 的 に は

現有処理場用 地 を 最大限活用 す る ④大阪湾流域別下水道整備総合計画や 「神戸市環境保

全基本計画J と の整合 を 国 る ー と 述べ ら れて い る 。

3 番 目 は 〈 災害時 に も 活用 で き る 下水道〉 で 、 豊富 な水資源 と 処理場 な どの持つ広 い ス

ペ ー ス を 、 非常時は も ち ろ ん 日 常的 に も 活用 す る も の O 処理場上部の公園への利用 、 処理

水 を 生か し た “せせ ら ぎ" づ く り な どで、 市 民 に 憩 い や安 ら ぎの 場 を 提供す る 。

こ の き れい な水 に よ る 潤 い の あ る 街づ く り は 、 1998銃度の垂水処理場「恋人l抑 ~ ピ オ ト ー
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フ。J 、 1999年度の 玉津処理場の 「水車 と せせ ら ぎ の散歩道」 に続 き 、 2000年度 は 兵庫 区 松

本地区への2001年度送水 を 日 指 し 、 鈴蘭台処理場の高度処理工事 な ど に 取 り 組 ん だ。 震災

で大 き な被害 を 受 け た松本地 院 は 、 震災復興土地区画整理事業 に よ る ま ち づ く り を 進 め て

い る が、 問 地区へ鈴蘭台処理場 か ら 高度処理 さ れ た 水 を 4 . 2 km の 送水管 を 使 っ て 送 り 込 む

も の O 従来の処理施設 を 改 良 し た ほ か 、 新 た に 処理工程 に砂i慮、過 と オ ゾ ン 処理 を 加 え る こ

と に よ っ て 、 美 し く 蘇っ た水 を 地域 内 に せせ ら ぎ と し て 流 し 、 瑞 々 し い 景観 を 創 る と と も

に 火災時 に は消火用水 と し て役立 て る O

ま た 、 震災時、 被災地での ト イ レ不足に泣か さ れた教訓l か ら 「公共下水道 を利 用 し た仮

設 ト イ レJ の 整備 も 進め ら れた 。 小 ・ 中 学校 な ど指定避難所 に仮設 ト イ レ 用埋設管 を 設置

し 、 備蓄倉庫 な ど に上屋パ ネ ル と ポ ー タ ブル形式の便器 と を 保管 し 、 災害時 に マ ン ホ ー ル

上 に組み立 て る も の で、 2 ， 000碁が 目 標。

施工方法 は公共下水道管渠 を 敷地 内 に 引 込み マ ン ホ ー ル を 設置す る 「幹線通過型」 と 、

排水設舗 を 設置 し プー ル用 水 な ど を 貯習水 と し て利用 す る か、 将来 は 雨水貯留 施設 と 併設

し 雨水利用 も 検討 す る 「貯留型」 の 2 種類があ る O

(図 3 ) 鈴蘭台処理場か ら 松本地区へ流れ る 高度処理氷

菊氷山駅 北区
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(神戸市建設局資料)

ト ピ ッ ク ス 1 
m叫春か ら 神戸市 は 、 市北部 j 

か ら 市街 地 に 流 れ落 ち る 下水処理

-* を 生か し 、 小規模 の 水力発電 を

行 い 利援 を 上 げ る こ と を 計画 し て

い る O 鈴菊台処理場で 高度処理 さ

れた下7J((土 、 兵庫 区松本地 包 の “ 人

工せせ ら ぎ" に 送 ら れ る が、 途 中

の湊川 ポ ン プ場で直径35手ンの パ イ

プ を 通 り 約70m の 落差 を 流れ落ち

る 日 量 1 万6 ， 000 t の 水 流 を 使 っ

て 、 水車 を 回転 さ せ て発電す る 。

発 生 電 力 は 一 日 85kW で 一 般 家 庭

180世帯' の - 日 分の 電気使用 量 に

あ た る O う ち 13kW を ポ ン プ場の電

力 に 当 て 、 残 り を 関西電力 に 売却

す る O 発電装置 な どの経費 は 電力

の 売 り 上 げ年 間 560万 円 な どで20

年で焼却 す る 計画 。

処理水 を 生か し た小水力発電は ! 

1986年 に 西宮市が始め た が、 規模

が小 さ く 震災後は装置 を 撤去 し て

い る 。



〈参考文献〉
「関西電力資料じ 関西電力
「大阪 カ、ス 資料」 大阪ガス
「大阪 ガ ス の現状」 問

「神戸市水道局資料J 神戸市水道局
「神戸水道創設」 同
「神戸市建設局資料」 神戸市建設局 下水道河川部
「 こ う ベ ア ク ア プラ ン」 同
「 き れいな水で う る お いの ま ちづ く り 」 同

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞
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l 第二節 交通イ ン フ ラ
1 . 道路

震災後、 道路の復旧 は 精力 的 に続 け ら れ たが、 高速道路の 交通量の増加や新 し い 開 通 と

い う 明 る い ニ ュ ー ス の半面、 耐震設計の ミ ス や強度不足が露呈す る な ど、 道路の完全復旧

は 、 ま だ遠い印象 を 残 し た 1 年で あ っ た 。

震災で最大の損害 を 受 け た 阪神高速道路で、 通行台数が1999年度 に 開業以来、 初 め て前

年度の台数 を 下 回 っ た 。 阪神高速道路公団 に よ る と 、 1999年度の通行台数は 1 日 平均92万

300台で前年度 よ り 3 万1 ， 000台 (3 . 3% ) 減で100万台 を 割 り 込 ん だ。 震災で神戸線な どが

不通 に な っ た 1994 、 1995年度 を 除 く と 初 の前年度割 れで、 料金収入 も 予算計画 を 126億 円

下 回 る 1 ， 892億円 に と ど ま っ た 。 貨物車の利用減、 企業の経費 節 減 な ど不況の余波 を ま と

も に被 っ た 上 、 昨年 1 月 の値上 げ に よ り 消費 者が利用 を 敬遠 し た の が原 悶 と 見 ら れる 。

こ の結果、 震災で受け た教訓 を 元 に 整備 を 急 い だ新 し い耐震構造 の 完成 は 、 予定 よ り 3

年遅れ る 見通 し に な っ た 。 同公団 に よ る と 、 阪神 高速道路 は 先 の 震災 に よ り 神戸線で約

1 ， 100幕、 湾岸線で約400基の橋脚 が被災 し 、 走行 中 に道路が破損 し た た め な と々で、詩人の犠

牲者 を 出 し た 。 震災後、 同公匝 は 約8 ， 400基の橋脚 を 鋼板で巻 く な どの耐震補強工事 を 行 っ

た ほ か、 総工費963億 円 を 掛 け て 2002年完成 を 目 指 し 、 7 年計画の 耐震工事 に 入 っ て い た 。

耐震設備 は橋榔 と 橋げ た を 結 ぶ ジ ョ イ ン ト 部分 を 鉄製 か ら 最新の ゴム 製免震支承へ変更す

る こ と で新 し い支承は 、 全体が大 き く 揺 れ る 鉄製 に 比べ揺れの方向が分散 さ れ る た め 、 強

度 は鉄製の 2 倍 と 言わ れて い る O 当 初計 画で は 、 ゴム 製の免震支承 を橋脚 1 基 ご と に 2 �

16個、 計 3 万個 を 設置 し 、 落橋防止装置 は 4 ， 500個 を 付 け替 え る 計画だ、 っ た 。 し か し 、 向

公団の収支が98年度 に大 き く 悪化す る な ど予算不足 も あ っ て 、 耐震設備の進捗状況 は99年

度末で41 % であ っ た 。

〔播但有料道路の延伸工事が完

了 〕

明 る い ニ ュ ー ス で は播磨地域

と 但馬地域 を 結ぶ 「播1J3.有料道

路」 の 延伸工事が完了 し 、 5 月

27 日 、 姫路~ 和 田 山 間65 . 1 km全

線が着工以来30年ぶ り に 開通 し

た 。 全線 2 車線で姫路市か ら 朝

来郡和 田 山 町 ま で の所要時間 は

約 1 時間 。 1994::qミ度か ら 県道跨
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補強工事が始 ま っ た尼崎の 山手大橋 (神戸新聞社提供)



公社が生野北 ~ 和 田 出 間17 . 2 kmの工事 を 進 め て い た 。

一方、 尼崎、 酋宮両市が建設 を 進め て い る 山 手幹線武産J l I 架橋 「 山手大橋」 の橋脚 に 耐

震構造 の 設計 ミ ス があ る 、 と 会計検査院の指摘 を 受 け た 問題で、 両市 は 4 月 8 日 、 i司検査

院 の 了 承 を得て補強工事 を 開始 し た こ と を 発表 し た 。

震災後 に 見 直 さ れ た 設計基準 で は 、 謝震性強化の た め 主鉄筋 を 束ね る 帯鉄筋 に 「 中 嵩帯

鉄筋」 を 掛 け る こ と が義務付 け ら れ た が、 山 手大橋の橋脚 で、 は 誤 っ て主鉄筋 に掛か る よ う

に設計 さ れ、 3 恭の橋脚 の う ち 両端 の 2 基がそ の ま ま 施工 さ れて い た 。 両市 は 兵庫県 と 協

議 し 、 完成 し た橋脚 の最下部 を 掘 り 起 こ し 、 幅 3 m 、 厚 さ 25cm の鉄筋 コ ン ク リ ー ト を 巻 き

付 け る 補強工事 を 行 っ た 。 設計会社が ミ ス を 認め工事費 を 同社が全額負担 し たが、 単純 な

設計 ミ ス を 見逃 し た市側 の 責任が改 め て 向 わ れ た O

明石市で も 4 月 に 、 昨年 5 月 に 完成 し た市道 ・ 藤江烏羽線北工区 の高架部分の橋脚 5 本

に ミ ス が発見 さ れた。 昨年尼崎、 西宮 と 同 じ ミ ス を 指摘 さ れ た 富 山 県 の事例 を 参考 に 、 震

災後 に着工 し た 2 市道の橋脚工事 を 調査 し た 際 に発見 さ れた も のo 5 月 か ら 工事 に 入 札

5 本の橋澗 (高 さ 4 . 4� 6 m ) の 根元付近 に鍋板 を 巻 き 付 け る 補強 を 施 し た 。

2 . 鉄道

震災で壊滅的被害 を 受 け た 鉄道 だが、 懸命 な 努力 に よ り 震災発生75 日 後 に ]R 西 日 本が

応急護旧 を 実現 さ せた の に続 き 各交通機関 も 復旧 し 、 住民 に と っ て の最大の苦痛 を 解消 さ

せ た 。 翌 年 か ら は、 運輸省 の大規模災害 に 備 え た 5 ヵ 年計画 に 基づい た 高架橋な どの耐震

補強工事 に 取 り 組んでい た が、 補強工事は2000年度 で 当 初 日 標 を ほ ぼ完了 さ せた 。

〔高架橋補強は95 % が完成に 〕

JR 西 日 本 の 高架矯補 強 は 、 高 架 下 を 民 間 な ど に貸 与 し て い る 貸 し付 け箇所 を 除い て 、

耐震化 は 、 すべて完 了 し た 。 西 日 本全社の エ リ ア 内 で 、 新幹線で は貸 し 付 け箇所 を 含む対

象本数は 18 ， 000本 だが、 う ち 実施 さ れた の は 17 ， 100本で実施率 は 95 % 。 在来棋は2 ， 100本

の う ち 1 ， 150本、 54 . 8% を 完成 さ せ た 。 ま た 、 神戸支社管内 で は新幹椋13 ， 000本 中 、 実施

は 1 2 ， 300本で94 . 6% 、 在来線は対象260本 中 120本で、 実施率 は46 % で あ っ た 。

復 旧 が進 め ら れ る 一方 で 、 復 i弓工事の実施後 に 、 か え っ て高架橋の列車騒音、 振動が増

え た ー と い う 苦情が新 た に 登場 し た 。 神戸市東灘区御影町郡家、 御 影 中 町 の JR 住吉 ~ 六

甲 道 関 の 沿線住民か ら 1998年 に 出 さ れた も の O 震災で一部が損壊 し た高架 は 、 3 ヵ 月 後 に

耐震補強 を 施 し て復 旧 さ れ て い た 。 JR 西 日 本神 戸 支社 で は2000年 2 月 に 同 区 内 で住民説

明会 を 聞 き 「低騒音 ・ 低振動型車両の 導入や 、 線路の 歪 み の修正 な ど を 以前 か ら 進 め て い
る J 旨 を 伝え た が、 そ の後、 住民か ら の 申 し 入 れ は な い。 ま た 、 山 陽新幹椋沿線の尼崎市

食満地区周辺 な どで も 震災後の騒音 ・ 振動 の 増加 に つ い て訴 え が出 さ れた 。 こ れ に対 し て

JR 側 は 「振動 の 防止 に は 弾性枕木の設置、 騒音は軽量で騒音 の 少 な い 車 両 の 開発等で対
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応す る が、 速震規制 に つ い て は公共性の高 い交通機 関 だ け に 難 し い」 旨、 説 明 し て い る 。

〔耐震補強工事はすべて完了〕

阪神電鉄 は 、 震災の被害の復旧 を すべ て 終 え て い る が、 2000年度 は耐震補 強 や 駅舎改造

な ど将 来 に 備 え た補強工事 を 精力 的 に 進 め た 。

既存の鉄道構造物 の う ち 緊急 に 耐震補強 を 必要 と す る 施設 は 、 1995年度か ら 工事 に 入 っ

て い た が、 2000年度 は ラ ー メ ン 高架橋 ・ 橋台工事 を 大物 ・ 抗瀬 開高架橋、 抗j頼 ・ 千船 間 高

架橋な どで実施 し た 。 ま た 落橋 防止工事 は大物 陸橋、 正蓮寺川橋梁 な どで行 わ れ、 こ の結

果 、 耐震工事の進捗率 は2001年 3 月 末 で 、 高架橋の補強工事、 落橋防止工事 と も 100% と

な り 、 こ れ ら の工事は2000年度ですべて 完了 し た 。

改 良 さ れた新者屋駅 (阪神電鉄提供)

駅舎改良工事で は 、 1999年 8

月 に着工 し た 岩屋駅 (神戸市灘

区 岩屋 北 町 4 丁 目 1 ) 工 事 が

2001年度の完成 を 目 指 し て 進 ん

だ。 伺駅は神戸市 中 央 区 と 瀧尽

の 臨 海部 に 建設 中 の fHAT 神

戸J (東部新都心) の 最寄 り 駅

に な る た め 、 復興住 宅 の 完成後

に利用客が増加す る と 、 既存の

駅舎や プ ラ ッ ト ホ ー ム で は手狭

で対応 の 困難が予想 さ れ る 。 そ

こ で、 よ り 便利 で利用 し や す い

駅に す る た め の 改良 に な っ た 。 運輸省 (現 ・ 国土交通省) の 「鉄道駅総合改善事業費補助」

の適用 第 1 号で 、 第 3 セ ク タ ー で あ る 神戸高速鉄道が事業主体 と な り 、 問 、 兵庫県、 神戸

市の補助 を 得て施行す る も の O 委託 を 受 け た 阪神電鉄が工事 を 担当 し 、 完成後、 駅施設 は

神戸高速鉄道の所有 で阪神電鉄が賃借す る 形式 に な る O

新駅舎 は 、 ま ず プ ラ ッ ト ホ ー ム が改造 さ れ る O 従来 の岩尾駅は 一面の プ ラ ッ ト ホ ー ム を

り 線、 下 り 線両 方 に使 う 島式ホ ー ム だ っ た が、 今 回 の改造では従来 の プ ラ ッ ト ホ ー ム の

北 側 に 新 し く 上 り 線専 用 の プ ラ ッ ト ホ ー ム (l20 m ) を 新設 し 、 従 来 の プ ラ ッ ト ホ ー ム

(l20 m ) を 下 り 線専用 に す る た め 混雑が大幅 に軽減 さ れ る O ま た 両 プ ラ ッ ト ホ ー ム に は 、

エ レ ベ ー タ 一 、 エ ス カ レ ー タ ー が新設 さ れ る ほ か 、 新駅舎 に は車いす対応の改札機や ト イ

レ 、 誘導チ ャ イ ム な と守のバ リ ア フ リ ー 施設 も 設置す る 予定。 総事業費33億 円 で 、 2001年度

中 にすべてが供用 開始 さ れ る O

西宮浜 に建設 さ れた 「西宮マ リ ナパ ー ク シ テ ィ 」 の震災入居者の使宜 を 図 る た め 阪神 、

JR 西宮駅 を 結 ぶ 阪神 電鉄パス 「西宮浜手線」 で 、 1999年 か ら 昼 間 時 間帯 の 運行使数 を 増
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便 し た が、 2000年度 は床面の高 さ が従来 よ り 50cm低 く 、 車いす利用者や お 年寄 り が安心 し

て乗降で き る ノ ン ス テ ッ プパ ス を 、 前年 ま での 3 両か ら 5 両 に増加 さ せた 。

ま た 、 阪神電鉄の西宮市内 の高架化 (芦屋市境 ~ 久寿川 間約3 . 6 km) が 3 月 に完成 し た が、

阪神西宮駅の商業施設の核庖舗 に 、 阪神百貨庖が新 し い事業形態 で 出 脂 す る こ と に な っ た。

西宮市の 委 員 会 に 市慨 が報告 し た 。 こ の 区 間 の高架化は西宮 布 、 兵庫県 と 同 電鉄が1990年

に着工、 同 区 間 の全線が高架 に な っ た た め香櫨菌 、 西宮、 今津の 3 駅 も 高架 駅 に 変 わ っ た 。

震災で大 き な被害 を 受 け た 西宮駅周 辺 は 、 復興 ま ち づ く り の核 に な る だ け に 、 高架下の利

用 計画が注 目 さ れて い た 。 高架 に な っ た 同 駅の 商業ス ペ ー ス I 、 2 階約 8 ， 500m2 の う ち 、

西側 の約4 ， 700m2 に 同百貨屈が食料品 と 生活用 品 を 中 心 に 出 庖 す る 予定。

〔摩耶 ケ ー ブル な ど 3 月 に援活開業)

販神 ・ 淡路大震災で被害 を 受 け た交通機 関 の う ち 、 た だ一つ だ け運休 し て い た 六 甲 山系

摩耶山 の摩耶 ケ ー ブル (全長965 m ) と 車耶 ロ ー プ ウ エ ー (全長857 m ) が、 2001年 3 月 、

6 年 2 ヵ 月 ぶ り に営業 を 再開 し た 。 ケ ー ブル は 、 震災 に よ る 駅舎の損壊な どで運行 を 休止

し て い た が、 経営 し て い た 阪神電鉄系 の 六 甲 摩耶鉄道か ら 震災後、 神戸 市都市整備公社 に

事業が譲渡 さ れて い た 。 ま た ロ ー プ ウ エ ー も 、 1977年 に神戸市交通局 か ら 同公社 に 引 き 継

がれ運営 さ れて い た が、 震災後は 運休 し て い た 。 ケ ー ブル は 1925年 の 開 業 。 麓か ら lヤ 腹 ま

で を 結 ぴ、 中 腹か ら ロ ー プ ウ エ ー に 乗 り 継い だ 山 上 か ら は 、 阪神 間 や 遠 く 大阪湾 を ‘望 に

納 め る こ と か ら 人気 を 集 め て い た 。 震 災 に よ る 駅舎の損壊の ほ か 、 利 用 客減 に よ る 赤字続

き で ロ ー プ ウ エ ー と と も に休止、 復 旧 の メ ド の 立 た な い状況だ、 っ た が、 地元市民か ら の 強

い 要望 な どで2000年 3 月 、 施設 を 神戸市 に 無償譲渡、 同 市の資金援助 で復旧 さ れ る こ と に

な っ た 。

復旧工事は総工費 6 億円 で、 震災で破損 し た 「摩耶 ケ ー ブル ド却し の駅舎 を ロ グハ ウ ス

6 :年ぶ り に復興 した摩耶 ケ ー ブル (神戸新聞社提供)

風の木造平震建 て に建て 替 え 、

傷 ん だ鋼索 も 取 り 替 え 、 故障 し

た ロ ー プ ウ エ ー の ゴ ン ド ラ (30

人乗 り ) 2 台 も 新調 し た 。 震災

前 は両施設で年 間約25万人の利
用 客があ っ た が、 同公社 で は 再

開 の2001年度 は 、 採算 ラ イ ン の

15万人ずつ の利用 を 期待 し て い

る O

復旧作業 は 6 月 、 ケ ー ブル の

架線撤去か ら 始 ま っ た が、 生い

茂 っ た木の枝が作業 を 妨害 し 、
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5 年 を 超 え る 歳月 を 感 じ さ せ た 。 改装の た め 7 月 に レ ー ルが外 さ れ、 12月 に西宮市内 で修

理 さ れて い た 車両が麓側 の摩耶 ケ ー ブル駅 に 連 ぴ込 ま れ、 1 月 に は試運転が始 ま っ た 。 ロ ー

プ ウ エ ー の ゴ ン ド ラ がヘ リ コ プ タ ー で 「虹の駅」 ま で空 中 輸送 さ れた の は 2 月 であ っ た 。

愛称 も 「摩耶 ケ ー ブル ・ ロ ー プ ウ エ ー J か ら 「 ま や ビ ュ ー ラ イ ン 夢散歩」 に 変更、 駅名

は 出 ケ ー ブ ル 下 駅 は 「摩耶 ケ ー フ、、ル駅」 、 乗 り 継 ぎ の 侶摩耶駅は 「虹の駅」 に 、 山 上 の 旧

摩耶山上駅は 「患の駅」 に な る O 車名 も ケ ー ブ ル は 「 ゆ め あ じ さ い」 と 「 に じ あ じ さ い」

に 、 ロ ー プ ウ エ ー は 「お り ひ めJ r ひ こ ぼ GJ に 決 ま っ た 。 料金は ケ ー ブル 、 ロ ー プ ウ エ ー

と も 片 道 (大人) 430円 。 こ う し て2001 年 3 月 、 復 関工事が完成。 14 日 に 地元住民 を 招 い

て の試乗会、 次い で17 日 に は 6 年半ぶ り に 運行 を 再 開 。 市街地か ら 山上 ま で の 1 . 8 km を 10

分時 で結ぶ と 、 乗客た ち は 眼下 に広 が る 見事 な パ ノ ラ マ に 歓声 を 上 げ た 。

神戸市 は 摩耶 ケ ー ブル 、 ロ ー プ ウ エ ー の営業再開 に 合わせ、 1996年か ら 休業 中 の 国民宿

舎 「神戸 摩耶 ロ ッ ジJ (神戸市灘区摩耶 山 町) を 2001 年 7 月 か ら 営業再開す る O 民 間事業

者 に よ り 運営 さ れ る 方式 で 、 民 間 の 資 金 や 経営 ノ ウ ハ ウ を 活用 す る PFI 手 法 を 活用 す る

も の だが、 岡市で は 初 の 試み で観光施設への導入 は全国で も 初 め て O こ れで震災後、 取 り

残 さ れて き た摩耶山観光が復活す る と 期待 さ れ た 。

な お 、 ケ ー ブル 、 ロ ー プ ウ エ ー の営業再開 に合わせ、 神戸市交通局 、 阪急電鉄、 六 甲 摩

耶鉄道 は 、 ロ ー プ ウ ヱ ー 尾の駅 ( I 日 山上駅) へ の パ ス 乗 り 入れ を 始 め た 。 同駅か ら 摩耶 山

天上寺、 六 甲 山 牧場 を 経て 六 甲 ケ ー ブル 山 上駅 ま で を 繋 ぐ六 甲 ・ 摩耶地区 ネ ッ ト ワ ー ク 路

線 (平 日 6 、 土12 、 日 ・ 祝 日 21 �31本) と 再牧場、 表六 甲 ド ラ イ ブ ウ エ ー を 廼 り 阪急六 甲

駅 ま で を 走 る 市街 地 ア ク セ ス 路線 (土 8 、 日 ・ 祝 日 6 � 8 本) の 2 路線。

〔落橋防止工事 は 、 ほ ぽ完 了 〕

損傷 を 受け た本社 ピル を 筆頭 に 、 本線48駅の う ち 東方面の20駅に被害 を 受 け た 山 陽電鉄

は 、 I 年 2 ヵ 月 を 掛 け た 本格復旧 を 終 え 、 1997年度 か ら は路線の耐ー震補強工事 に取 り 組ん

だ。 2000年度 も 継続 し て行 わ れ、 高砂~尾上松聞 の鳩旦川橋梁 4 連の 落橋防止工事 (ずれ

止 め ) と 、 橋台 ・ 橋脚 の補強工事 を 完成 し た 。 河電鉄の落橋防止工事 は こ れで ほ と ん どが

完了 し た が 、 橋脚補強 は高架下の テ ナ ン ト 対策があ る た め 、 全面補強 は 将 来 の 大規模改修

の 時 に合わせて行 う 予定。

(地下鉄海岸線が潤業控 え 試護軍事長 を 〕

1977年 に 名 芥 ~ 新長 田 聞 で営業 を 開始 し た神戸市営地 下鉄 は 、 1987年 に 西神 中 央 ~ 新神

戸 聞 の路線が完成 し た 。 そ し て 、 三宮 を 起点 に和 田 岬、 駒 ケ 林 な ど吉 く か ら 栄 え た兵庫、

長 田 の 周 辺地域 を 抜け新長 田 ま で を 結ぶ 海岸線 を 1994年か ら 着工 し て い た 。 10駅 を 設 け全

長 8 km を 15分で結ぶ計画。 震災で都市基盤 に 大損害 を 受 け た神戸市 は 、 こ の新線建設 を 「神

戸 市 イ ン ナ ー シ テ ィ 総合基本計画J の リ ー デ イ ン グ ブ ロ ジ、 エ ク ト の 一つ に 当 て 、 復興事業
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ソ ロ リ と 試運転 を始めた地 下鉄海}戸線 (祢J 1 新開社提供)

の 核 に し た の であ る O 鋼鉄製の掘削機械 ( シ ー ル ド マ シ ン ) を 地 中 で推進 さ せ な が ら ト ン

ネ ル を 掘 削 し て行 く シ ー ル ド工事 と 、 地 上;か ら 掘 り 下 げ る 開削工事の 2 種類で進め ら れた

掘削工事 は2000年 2 月 に 完成 し 、 駅本体の建設、 設備工事や電気 シ ス テ ム 工事 な ど を 残す

だ け と な っ て い た 。

2000年度 は 翌年 7 月 の 開 業 を 目 指 し 、 最後の追い込み作業が続 け ら れ た 。 6 月 に は 海岸

線 を 走 る 最初 の 1 編成 ( 4 岡) が御崎車庫へ披入 さ れ た 。 ク リ ー ム 色 に 青 と 緑の横縞 の 入 っ

た 車体が搬入 口 を 通 り 地 下15 m の車庫 に 降 ろ さ れ、 開業 ま で に 10編成 (40両) が搬入 さ れ

る o 8 月 10 B に は新長田 ~ 三宮 ・ 花時計前駅間8 . l kmの レ ー ル の 敷設作業が完了 。 最後の

ボル ト を 締 め る 「全線 レ ー ル締結式」 が御崎公園駅構 内 で行 わ れ、 ょ う や く 全線 に レ ー ル

が敷か れ た 。 同 月 22 日 に は事�長 田 ~ 苅藻駅間で、試運転が行 わ れ、 初 め て 本線 に 出 た真新 し

い車両が滑 ら か に レ ー ル の 上 を 走 っ た 。 そ の後、 1 編成 ( 4 両) が同 区 間 を 時速1 5 kmで 2

往復、 加速や ブ レ ー キ性能、 自 動列車制御装置 な ど を チ ェ ッ ク し た 。 1 1 月 中旬 か ら は 全線

で試運転が続 け ら れ、 開 業 ま で に 万全の体制 を 整 え た 。

路線の 中 で 、 震災で大損害 を 受 け復 旧 は 難 し い と 言わ れ た 歴史的建造物が 「み な と 元町

駅」 の 出 入 口 と し て 蘇 る こ と に な っ た 。 中央区栄町通 に あ る 大林組出神戸支応の建物 で 、

1908年 ( 明 治41 ) に 辰野金吾が設計 し た !日 第一銀行神戸支庖 ピ ル 。 震災で外壁 を 残す だ け

で、 屋根が崩 れ落 ち る な ど修設は 望 め な か っ た が、 居辺の企業や 商宿主が保存 を 希望 し た

こ と か ら 、 同社で内部 を コ ン ク リ ー ト で 固 め る な と1呆存工事 を 行 っ て き た 。 こ の結果、 戦

災、 震災 を 生 き 抜い た伝統的建造物が歴 史 の 証人 と し て21世紀 に も 残 る こ と に な っ た。
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ト ピ ッ ク ス

海岸線の 開 業 に 向 け 、 よ り 一層 市 民 に 親 し ま

れる た め に と 、 路線の愛称、の募集が行 わ れ、 971

T干の応募か ら 「夢か も め」 が選ばれた 。 ま た 、

新世紀 に 開業 す る 新線 を 記念 し て 、 世紀 を 担 う

子供た ち を 祝 う 思 い 出 づ く り と し て 、 2000年生

ま れの 赤 ち ゃ ん の 「手形 ・ 足形 タ イ ルJ 3 ， 440 

枚 を 製作 し 、 沿線10の駅の壁 面 に鈍 る こ と を 決

め 、 苅藻駅の200枚 を 手始 め に 、 順次、 作業 を

続 け た 。

ま た 、 地元余業 に 協 力 を 求め ?誌 を イ メ ー ジす

る ア ー ト パ ネ ル を 造 っ て 駅 コ ン コ ー ス 壁面 を

飾 っ た 。 図柄は三宮 ・ 花時計前駅 「六 甲 山 ・ 朝

焼け」、 旧居留地 ・ 大丸前駅 「元町の 陪季」 、 み

な と 元 町 駅 「居留 地海岸通風景」 、 ハ ー パー ラ

ン ド駅 「 海風が歌 う 街」 、 中 央 市場前駅 「 日 宋

交易絵巻」 、 和 田 岬釈 「大い な る 産物 」 、 御崎公

3 . 港湾

駅を飾っ て い る 赤 ち ゃ んの手形、 足ID
(神戸新聞社提供)

園 駅 rThc Human SpiritJ 、 苅藻駅 「虹の ま ち 」 、

駒 ケ林駅 「左義長」 、 新長 田駅 「 ス テ ッ ブ。J o

神戸港は 震災で壊滅 的 な 被害 を 受 け た が、 わ が国有数の港湾 だ け に 国際物流拠点 と し て

の機能麻埠 は 、 市民経済、 市民生活だ け で な く 内外の物流 ・ 産業活動 に も 大 き な 影響 を 与

え た。 港の機能の早期 回復、 複興 を 図 る た め に設置 さ れた神戸港復興計画委員 会が、 1995

年 4 月 に 出 し た報告書の基本方針は 、 以下の通 り で あ っ た。

1 . 神戸港港湾計画 ( 目 標2005年) を 基 に震災 を 乗 り 越 え た21世紀の新た な 港づ く り を

目 指す 2 . 復興優先順位 を 決め重点整備 に よ る 早期復興 を 函 る 3 . 災 害 に 強 い都市づ

く り の た め に 災害 に 強い 「防災港湾」 づ く り を 目 指す 4 . 市街地の復興 に資す る 計画 と

す る O

復興計画 の概要は以下の通 り で あ る 。 ①震災 を 乗 り 越 え た f21世紀の ア ジ ア の マ ザ ー

ポ ー ト J づ く り ②神戸 の 産業復興 に 資す る 港づ く り ③ 「神戸の魅力」 再生 に 資す る 港

づ く り ④震災の教訓 を

し た新 た な 港づ く り 。

し た 災害 に 強 い 「防災港湾」 づ く り ⑤震災後の 現状 に立脚

こ れ ら の計画 を 受 け 、 以下の事業が展開 さ れ る こ と に な っ た 。 ま ず新都心、 国際的拠点

と な る 東部新都心 に は 、 周 辺地域の活性化 を 百 指す魅力 的 な水際交流空 間が創 ら れ る が、

一方で は 港湾防災拠点 と し て 、 緊急時の物資 ・ 人員 輸送用係留施設が設置 さ れ る ほ か 、 生

活支援活動 な ど に オ ー プ ン ス ペ ー ス と し て使 わ れ る 水際広場、 ハ ー パ ー ウ オ ー ク も 造成 さ

れ る こ と に な っ た。 2000年度 は水跨広場の工事や、 ハ ー パー ウ オ } ク 、 臨港道路 の 建設 を
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ニ ッ サ ン の新輸送拠点 に初就航 し た 自 動車専用船
(神戸新聞社提供)

行 っ た 。

港湾施設で は 、 摩耶ふ 頭 の 第

1 � 3 突堤 間 な どの埋立地で、

近代 的 な 流通 地 区への衣替 え を

図 る た め 、 道路、 下 水道 な どの

整備 を 進め 利 用 促進 を 悶 っ た 。

新港東ふ頭 は 、 都心 に 近 い 立地

を 生 か し都市物 流 を 中 心 に す る

流通地医へ と 変更 中 だが、 こ の

年 は 第 5 � 6 突堤 間 の 道路 と 、

第 6 � 8 突堤 間 の 道路、 上水道

の 整備 を 進 め た 。 六 甲 ア イ ラ ン

ド は フ ェ リ ー の運航 に対す る 安全確保 と フ ェ リ ー の大型化 に対応す る た め 、 前年度 に 引 き

続 き 神戸港埠頭公社がフ ェ リ ー ふ頭第 1 パー ス の 防衝材改 良 を 行 っ た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド南

も 、 前年度 に 引 き 続 き 凌諜土砂の受 け 入 れ を 進 め た ほ か、 フ ェ ニ ッ ク ス 事業 に よ る 廃棄物

埋立護 岸 の 建 設 を 進 め た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 地 区 で は コ ン テ ナ パ ー ス (PC 7 ) を 公共ふ

頭 と し て利 用 転換 を 行 っ た 。

港湾設備以外で も 2000年度 は動 き があ っ た。 4 月 に は外資系企業の オ フ ィ ス や工場 な ど

の誘致拠点 と な る 「神戸 国 際 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー 」 の 第 l 期棟の起工式が ポ ー ト ア イ ラ ン ド

2 期 の建設用 地 で行 わ れ た 。 国 の復興特定事業 と 民活法の認定 を 受け 、 ポ ー ア イ 2 期 に企

業の集積 を 図 る 神戸市の新:産業創造 プ ロ ジ ェ ク ト の 中核施設 と な る 。 6 1帯建て延べ 1 万ば。

隣接地域 に は 医療産業都市構想、の 中核路設 と な る 国 の 「発生 ・ 分化 ・ 再生科学総合研究セ

ン タ ー 」 や神戸市の 「先端医療セ ン タ ー 」 の建設 も 決 ま っ て い る 。

〔多彩に動い た上海 ・ 長江交易促進プロ ジ ェ ク ト 〕

こ の年 は 「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト J が多彩 に 動 い た 1 年で あ っ た。 上海市 に

開 設 さ れ る 中 小企業の現地共同施設 「神戸館」 に 入居す る 8 社が決 ま っ た 。 伺館は促進 プ

ロ ジ ェ ク ト の A環で、 単独で は 中 国進出が難 し い 中小企業が共同 で 開 く 事務所。 西宮、 姫

路 な どの工作機械貿易会社 、 建築内装会社 な どが、 自 社製品 の サ ン プル展示や情報収集 ・

提供の 場 に使 い 、 中 国企業 と の経済交流の拠点 を 目 指す 。 と海市内 の繁華街の ピ ル に 入居

し 、 和 室 を 設 け た り 神戸 の特産の展示 な どで、 H 本文化や神戸 の P R も 受 け持つ O

同 プ ロ ジ ェ ク ト の推進組織 「 日 中 神戸 ・ 阪神 一 長江中 下流域交流促進協議会」 の 会員

が、 上 海 に 投資 ・ 経営 コ ン サ ル テ イ ン グ会社 を 設立 、 企業の対 中投資支援 に乗 り 出 し た 。

中 国 ビ ジ ネ ス に 詳 し い公認会計士、 弁護士、 投資経営 コ ン サ ル タ ン ト と い う 顔触 れ で 、 進

出 だけ で な く 、 実際 に企業活動 を 始 め て か ら 生 じ る 労務や債権 同収の問題、 撤退の 時 の 諸
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手続 き ま で、 対 中 投資で生 じ る 様々 な 問題 を 総合的 に支援す る 。

4方、 低迷が続 く 神戸港 に 活気 を 取 り 戻そ う と 県内 の経済界、 港湾関係企業 な どでつ く

ら れた 「神戸港税関懇話会」 が 6 月 に神戸港の活性化 に 向 け た報告書 を ま と め た 。 神戸税

関 長 の呼び掛 け で港湾 ・ 貿易 関連企業、 商社、 海運会社の杜長、 支市長 ら j也元 ト ッ プな ど
17人が メ ン バ ー o 4 月 下旬 に発足以来 3 回 の会合で、 貨物叡 り 扱い量が京災前 の 7 、 8 割

に と ど ま る 神戸港の課題 を 検討 し た も の O 神戸港の利用 コ ス ト 低減が集荷能力 の 向上 に つ
な がる と い う 前提 に 立 ち 、 遊休ふ頭の活用 や行政面 も 含む365 日 、 24時 間 運用 ( フ ル オ ー

プ ン化) の必要性な ど を 提言 し た 。 懇話会で、 は 各種の法令で制 約 の 多 い港湾の土地 ・ 施設

利用 に つ い て 、 税 関 に 柔軟 な 対応 を 求め る 意見 も 寄せ ら れた 。 ま た 、 日 銀神戸支出 も 1 月

に 「神戸港 を め ぐ る 主要論点」 を 発表 し た 。 港湾 関連企業や大学 ・ 研究機関 、 市民 ら か ら

の意見 を ま と め た も の だが、 各項 目 で見解が分かれ、 港湾政策 の 困難 さ を 浮 き 彫 り に し た 。

厳 し い展望の 1i=J で 、 明 る い ニ ュ ー ス と し て 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド北ふ頭の コ ン テ ナ パ ー ス

が、 10月 か ら 日 産 白 動車の新車集積拠点 と し て動 き 出 し た 。 震災後、 神戸港の 入港隻数は

減少 し 、 こ の ふ頭 も 4 年前か ら 休眠状態 だ、 っ た が、 神戸市が海運業者以外 に も 利用 を 呼ぴ

掛 け た 結果、 輸送 コ ス ト 削減の た め船 に よ る 新車 の 大量輸送 を 考 え て い た 日 産が、 ふ頭の

一部約12ha を 借 り 受 け 同社最大 の新車配送物流拠点 を 建設 し た も の O 海上輸送 さ れ た 新

車 は こ こ で保管 さ れ、 点検後、 関 西 各府県の販売会社 に 配送 さ れ る 。 従来 は 配送拠点 を 大

阪 ・ 南港 に 置 い て い た が、 今後 は神戸港が こ れ に代 わ る O ま た 、 新港東ふ頭 で は 兵庫 オ ー

ト オ ー ク シ ョ ン が手狭 に な っ た保管場 を 拡張す れ ば、 翌年 3 月 に摩耶ふ頭の再開発地 尽 に

ト イ ザ ラ ス の物流 セ ン タ ー がオ ー プ ン 、 さ ら に フ ェ リ ー セ ン タ ー の移転 し た跡 地 に 「サ ン

シ ャ イ ン ワ ー フ 神戸」 も 創 ら れ、 行 産 自 動車 と と も に神戸港の港勢回復 を 劫 け た 。

ト ピ ッ ク ス

こ の年 は外 国 か ら の賓客の来訪が 日 Î[ っ た 。 か っ た 0

4 月 に は オ ラ ン ダの ウ イ レ ム ・ ア レ キ サ ン ダー

皇太子が神 戸 の復興状況視察 に 訪れ、 神戸港震

災 メ モ リ ア ル パー ク で被災 当 時の ま ま の メ リ ケ

ン波止場や 、 復興過程 を 説明 し たパ ネ ル な ど を

熱心 に 見 ら れた 。

10月 に は 中 国 の 朱銘基首相 が来初1 0 r震災か

ら復興 し た姿 を 見 た し り と 日 本訪問最後の B 殺

に わ ざ、わ ざ神戸 を 組み 入 れ 、 駆 け 足 で 市 内 を

回 っ た 。 「 上 海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 」

の現状視察 を 兼ね た も の だが、 明石海 峡大橋や

孫 中 山 記念館、 ボ ー ト ア イ ラ ン ド な ど を 視察 し

た あ と 、 ア ジ ア 欧州、| 会議出席 の た め ソ ウ ル に 向 明石海峡大橋 を 観察す る 朱 百栢 (神戸新聞社提供)
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4 . 空港
震災復興 の 中 心 に位置付 け ら れた神戸空港 は 、 2000年度 も 賛成 、 N.対双方 の 激 し い 運動

が展 開 さ れ た 。 賛成派の財界の研究機構が神戸空港での 国 際貨物の受け入れの必要性 を 説

け ば、 反対派の 市民団体は 空港建設の 是非 を 問 う 神戸市長 リ コ ー ル署 名 運動 を 起 こ し た 。

そ の 問 、 空港島外周 の護岸:の基礎工事が始 ま り 、 国 の 整備費 も 計上 さ れ る な ど、 2005年 開

港 に 向 け て の準備 は 、 徐 々 に 進 ん だ 。

ま ず、 4 月 四 日 、 財|司法人 「新産業創造研究機構j が神戸地域 を 中心 に 睦海空の新 し い
物流 シ ス テ ム を 構築 す る た め の提言 を ま と め 、 「陸海空の相乗効果 を 生 む に は 、 神戸空港

で国際物流 の 取 り 扱いが必要」 と し 、 国際貨物便の誘致な ど機能拡大 を 求め た 。

品方、 22 日 に は 空港反対派の市民団体 「市長 1) コ ー ル ・ 神戸の会」 に よ る 市長 リ コ ー ル

署名運動がス タ ー ト 。 1998年の住民投票条例制定署名 運動 を 展 開 し た市民 グ ル ー プが中心

と な っ て行 わ れた も の で 「次期 市長選 ま で待っ と そ の 間 に護岸工事が進み 、 市民の 聞 に あ

き ら め ム ー ド が広がる 」 こ と か ら 、 空港建設 に異議 を 唱 え る 最後の機会 と 捉 ら え た も のO

し か し 5 月 初 日 、 「 リ コ ー ル神戸 の会J か ら 発表 さ れ た 署 名 運 動 の 最終結果 に よ る と 、 署

名 数 は有権者の7 . 5 % に あ た る 8 万7 ， 655人分で、 地方 自 治法 に 規定 さ れて い る リ コ ー ル成

立 に必要 な 有権者の 3 分の 1 (約39万人) に は届 かず、 リ コ ー ル は 成立 し な か っ た 。 署名

運動 は 1 ヵ 月 間 に 渡 っ て実施 さ れ た が、 1998年の住民投票条例制定の直接請求の 際の有効

署名30万7 ， 797人 に は 及 ばな か っ た 。 こ の あ と 、 市民 グ ル ー プ は2000年震予算 の 支 出 走 し

止 め を 求 め て の住民監査請求、 同予算の支出 差 し止め を 求め て の提訴な どで抵抗 を 続け た 。

7 月 27 日 に は神戸市内 を 中 心 と す る 956企業 ・ 団体が参加 し た 121世紀神戸空港活用促

進協議会j の設立総会が神戸市内 の ホ テ ル で 関 か れ た 。神戸空港の早期実現 を 図 る た め 1989

年 に 同 市 、 議会、 経済問体な どが 「神戸空港建設促進協議会」 を 発足 さ せ、 国への要望 な

( 図 4 ) 神戸ZEj畿の完成予惣図

(神戸市港湾繋備局資料)
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神戸市一役所前て、i羽かれた空港建設への抗議集会 (神戸新聞社提供)

ど に 努め て き た が、 昨年 9 月 、

空港着工後 に 解散 し た た め新 た

に 設立 さ れた も の で 、 今後の神

戸 の 都 市づ く り に は 神戸空港が

必要不可欠、 と 位置付 け、 空港

の効果的 な 活用 な ど を 検討す る O

8 月 に入 札 運輸省 は2001年

度予算 の概算要求 に 神戸空港の

用 地造 成 費 な ど に 19億4 ， 200万

円 ( 国費ベ ー ス ) を 盛 り 込ん だ 。

同省航空局 に よ る と 、 新空港の

用 地造成費 の ほ か、 無線や照 明

施設 な どの 整備 を 行 う O 神戸市 は 総事業費 3 ， 140億円 の う ち 国 の補助 と し て302銭 円 を 見込

ん で い た が、 12月 24 日 、 閣議決定 さ れ た 2001年度政R守予算案で 、 神戸空港の用 地造成費 な

どが空港整備事業費 と し て運輸省 の要求通 り 計上 さ れ た 。 1999年の着工以来、 空港本体工

事 に 国費 が盛 り 込 ま れた の は 初 め て O 大蔵省 は 、 「空港建設 の推進 に必要 な 額」 と 説明 し 、

運輸省 は 12005年度 の 開 設 に 向 け て工事 は 滞 り な く 進 む だ ろ う J と 詳姉 し た 。 神戸空港 に

は 1995年度予算 で着工準備調査費 と し て 1 ， 300万 円 、 1996年度 に は 、 実施設計調査費 と し

て 2 ， 700万 円 が計上 さ れ て い た 。 た だ 、 国 か ら の補助 は 空港本体の 整備 だ け に 限定 さ れ る

た め 、 1999年 に着工 し た 空港島埋め立 て経費 は市債 を 発行 し て 充当 し て い る O

〔 ポー ト ラ イ ナ ー を 空港駅ま で琵伸〕

ま た 、 神戸市 は神戸空港 と 市街地 を 結ぶ交通手段 と し て神戸新交通 ポ ー ト ア イ ラ ン ド糠

( ポ ー ト ラ イ ナ ー ) の 延伸 を 決め た 。 単線区 間 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド ・ 中公園 一 市民広場の

1 km を 複線化 し 、 市民広場駅か ら 南 に 複線 の 新線 を 4 . 4 km延ば し 、 海上 1 kmの 連絡橋 を 経

て空港駅 ま で繋 ぐ。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 に も 2 駅 を 新設 し 、 企業誘致 に メ リ ッ ト を付 け

る 。 全線高 架 で 、 一事業費 は 590鑑 円 。 開 業 当 初 は 1 日 平均 7 万 人 の 利 用 を 見 込 ん で い る O

こ の延伸事業 に も 運輸省が港湾事業、 建設省が指路事業 と し て 、 そ れぞれ関連予算 を 概算

要求 に盛 り 込ん だ。 要求額 は 設計、 建設費 な ど に 約10億 円 の見込み。

空港建設促進 を 続 け て い た神戸経済界 は 、 2001年 2 月 6 日 に神戸経済同友会が 12001年

新 ・ 国際都市神戸 を め ざ し てJ と 題 し た提言 を 発表 し た 。 こ れ に よ る と 神戸 空港 は 、 将来

は 関 西国際空港の嬬完空港 と し て の役割 を 果た す こ と が望 ま し い と し 、 国際路線 に 加 え 、

ビ ジ ネ ス ジ ェ ッ ト や外国政府 の特別機の受け入れの 出 来 る 準 国際空港化 を 説い て い る 。 ま

た 、 ア ジ ア を 中心 と し た航空需要の急激な増加 を 予想 し た上 で 、 こ れ ら が関 西国際空港だ

けで カ バー 出 来 な い場合、 ア ジ ア 路線 な ど一部の 国際路線 を 分担す る こ と も 検討すべ き 、
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と 提案 し た 。 地元経済団体が空港国際化 に 言及 し た の は 、 こ れが初 め て 。 翌 7 日 に は 兵庫

県、 神 戸 市、 神戸商工会議所 な どでつ く る 「神戸空港整備推進協議会」 が会議所内 で '21

世紀の 空港 と 航空 ビ ジ ネ ス 」 と 題 し た セ ミ ナ ー を 開催 し た 。 2005年 度 開 港予定の神戸空港

の 将来像な ど に つ い て 意見交換 し た が、 「 ピ ジ ネ ス 機専用 の タ ー ミ ナ ル の 整備 を J '阪神 ・

淡協大震災で緊急患者 の ヘ リ 輪送が少 な か っ た こ と か ら 、 医療専 用 の ヘ リ を就航 さ せ る な

ど空港の付加価値化 を 図 る べ き 」 な ととの意見が出 さ れた 。

そ の 問 、 神戸空港の建設事業 は 進 ん だ。 1999年 9 月 に蒼工 し た建設工事は 、 ま ず第 2 次

大戦 中 の不発爆弾の処理な ど海成地盤の安全確認 を 行 う 磁気探査 を 始め 、 海 仁交通 の安全

を 確保す る た め施工区域 を 明示す る 灯浮操の設量、 さ ら に水質汚濁 防止膜設置 な どの準備

工事 を 終 え 、 空港島外周 の護岸築造礎工事が始め ら れた 。 空港島 の周 囲 は 緩や か な 石積み

護岸で 自 然の磯に 近い状態 を 造 り 、 そ こ に 豊 か な 生態 を 育 ま せ、 生態系 が持つ 自 然j争化作

用 を 通 じ 、 よ り 良い 自 然環境 を 創 造で き る よ う に計両 さ れ た 。

2000年度 は 、 前 年 に 引 き 続 き 護岸築造工事や 地盤改良工事が進め ら れ た が、 護岸工事 は

地盤改 良 の 深疫 を 確認す る ボー リ ン グ調査や 、 敷砂の 施工。 さ ら に 地盤改良の た め の サ ン

ド ド レ ー ン 船 に よ る 砂杭 の 打 ち 込み、 砂杭の杭頭 を 保護す る 再度の敷砂、 盛砂の施工 と 基

礎石の投入 と い う 手順で工事は進め ら れた 。 外周護岸の 前 面 に施す消波 ブ ロ ッ ク の 製作工

事 も 発注 さ れ、 2001年秋 に は外毘約7 . 7 kmの護岸がほ ぼ姿 を 見せ る O 外居j護 岸 の 完成後は

内部の埋め交て工事が本格化す る 予定。 ま た 、 港湾施設の一部 と し て空港島 の北側 に 計画

さ れて い る 船舶 の係留施設の建設 も 始め ら れた 。

こ の よ う に 、 神戸空港 は 計画段階 を 過 ぎ、 2001年秋 に は護岸の外周 が水面上 に 姿 を 表す

段 階 ま で 進 ん で い る が、 空港への市民の疑問 は根強 く 、 「安全性 は J '採算 は J '環境への

影響 は」 と l 年前 に起 き た 問 い掛 け は 、 2000年度 も 続い た 。

汚濁防止膜 に 函 ま れた空港島の工事現場 (神戸新聞社提供)

〈参考文献〉
'JR 凶 日 本資料 J1\ 両 日 本
「阪神電鉄資本+J 阪神電鉄
「山陽電鉄資料 LLi陽電鉄
「神戸市交通局 資料」 神戸市交通

局
I 地下鉄 ミ ニ ニ ュ ー スJ 同
「 事業概姿」 神戸令 市港湾整備局
「統計神戸港No97J 同
'PORT OF KOBEJ 同
「神戸市港湾整備局資料」 同

河
朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、
神戸新開
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h予 備報イ ン ブ ラ
1 . 電話

震災は 、 神戸地域で約30万の加入電話 を 不通 に し 、 加入者系通信 ケ ー ブル に も 影響 し た

た め 、 電話通信 は 大混乱 に 陥 っ た 。 故障の原 閃 は 商用 電源の停止、 パ ッ ク ア ッ プ電源の損

壊が大半 だ っ た が、 全国か ら 殺到 し た 安否確認 な どの電話が、 震災当 日 に通常 ピ ー ク の50

倍 も 集 中 し た こ と も 混乱 を 増加 さ せ た 。 そ ん な 中 で も NTT は 、 大量動員 に よ る 復 旧 活動

で 、 1 月 末 ま で に 希望 の あ っ た 約 10万の電話 匝 線 を 繋い だ。

i司社では災害か ら 得 た 教訓 を 生か し 、 災害 に 強い 通信設備 の構築 、 被災特の 通信確保 な

ど 3 本柱の 基本方針 を 決め た 。 第 1 は 「 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性向上」 。 従来か ら 実施 し て

い る ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー プ化で、 万一、 市外伝送路が切 れ た場合で も 事前 に用 意 さ れ た 迂

回 ル ー ト で救 う 体制 を 創 っ た の を は じ め 、 各種通信設備の高いi耐災性の確保 な ど に よ り 、

信頼性の 向上 を 関 る こ と に し た 。 第 2 の 「葉要通信の確保」 や 、 第 3 の 「サ ー ビ ス の 早期

復旧」 は 、 緊急時 に救援機関 な どが使用 す る 災害時優先電話の見直 し を す る ほ か、 早期 に

被災状況 を 把握 し 、 移動電源車、 ポ ー タ ブル衛星 な どの各種災害対策機器 を 整備す る こ と

で 、 可能 な 限 り 早 く 復旧体制 を つ く る と し た 。 中 で も 一般市民向 け の 「災害用伝言 ダ イ

ヤ ル171J は 、 災害発生時 に は被災地への電話が殺到 し 通話 し 難い状態 に な る た め 、 '171J

を ダ イ ヤ ル し て 、 安否や集合場所な ど を 録音 ・ 再生す る シ ス テ ム O ま た 「公衆電話の無料

化」 は 、 災害救助法が適用 さ れる 大規模災害 な どの発生で停電 し た 時、 コ イ ン や カ ー ド が

無 く て も 緊急、 ボ タ ン な ど を 押す こ と で公衆電話の通話が可能 に な る シ ス テ ム O さ ら に災害

時 に 110、 119番への不通 を 防 ぐ た め 、 受付回線 を専用線か ら 通常 の ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 公

衆網へ迂回 さ せ る 機能 に代 え る こ と で信頼性 を 高 め た 。 こ の ほ か 、 通信衛黒 シ ス テ ム の採

用 、 予備電源の 強化、 災害対策本部の強化 な ど、 災害 に 万全の体制 を 創 っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 は 、 2000年 9 月 に東海地方 を 襲 っ た 集 中豪雨の際や、 10月 の 鳥

取県西部地震、 ま た 20昨年の広 島県安芸灘地震 な どで も 「災害用伝言 ダ イ ヤ ルJ の サ ー ピ

ス を提供 し た 。 同 サ ー ピス は 1998年 に 提供 を 始め て か ら 、 北海道有珠 山 の 火 山 活動 を 初 め

と す る 災害発生時 に 、 計11 回約45万2 ， 000件 の 利 用 があ っ た。

ツ ク ス

テ レ ビ の 受像機が一 家 に 一台か ら A家 に 数台 1996年が ピ ー ク で6 ， 146万契約 だ っ た が、 そ の後。

に変わ っ た よ う に 、 今や電話 も 携帯電話 の 普及 減 り 続 け 1998年現在 、 5 ， 964万契約 で 、 前年 に

で、 a 家 に 数???の 時代 に な っ た 。 1999年版の通 比べ2 . 6% 減少 し て い る 。 住宅用 は4 . 216万台で

信 白 書 に よ る と 、 NTT の 加入電話契約 数 は 、 0 . 9 % 減 な の に 、 事務用 は 1 . 748万 台 と 前 年 に i七
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べ6 . 5 % も 減少 し て い る 。 一方、 携帯 ・ 自 動車 記 念 す べ き 年 を 迎 え た の に 勢 い は 下 り 坂で 、

電話の総契約数 (NTT ド コ モ 及 び NCC21社 の 1994年 の約80万 台 は 1999年 末 に 約74万台 に ま で

合計) は 1998年現在 で3 ， 654万契約 ( 対 前 年 同 落 ち 込 ん だ。 公衆電話 は 、 一般加入電話や携帯

期比40 . 1増 ) と ウ ナ ギ昇 り 。 2000年 に は約6 ， 000 電話 によじべ災害時の優先 的 に通 話が確保 さ れ る

万 を 超 え た 。 こ の影響 を 大 き く 受 け た の が公衆 の だが、 こ れで は利 用 し た く て も 手近 に見 つ か

電話で、 全国 の 公衆電話の営業収益 は 1994年度 ら な い と い う ケ ー ス も 起 き そ う だ。 阪神 ・ 淡路

の 約 3 ， 490億 円 を ど ー ク に 減 り 続 け 、 1998年度 大震災の 時 に は 、 ま だ、少 な か っ た 携帯電話が威

に は 、 何 と 1 ， 285億 円 に ま で ト ー ン ダ ウ ン し て 力 を 発揮 し た が、 こ れだ け普及す る と 輯湊が起

約 560億 円 の 赤字 に な っ た 。 公衆電 話 は 1900年 き る こ と が当 然予怨 さ れ、 新 た な 難問が誕生 し

9 月 に 東京 の 新橋、 上野駅に 1 台ずつ置かれた そ う だ。

の がス タ ー ト だか ら 、 今年で生誕100年 と い う

2 . ニ ュ ー メ デ ィ ア

神戸市 は1994年か ら 神戸外国語大学の 学術系 ネ ッ ト 利用 で 開 設 し て い た ホ ー ム ペ ー ジ を

生か し 、 同市の ホ ー ム ペ ー ジ を 実験的 に進 め て い た 。 翠年 I 月 17 日 の震災当 日 、 ラ ジ オ ・

テ レ ビ、 広報紙な どの広報手段 を 失い 、 情報{云達 は報道機関 を 使 う し か な か っ た。 そ ん な

中 で 、 夜接広報す る 手段 を 懸命 に探 し て い た 同市広報課 は 、 こ の ホ ー ム ペ ー ジ を 生かす こ

と を 思 い付 き 、 翌 日 か ら 内容 を 震災情報に切 り 替 え て全国 に発信 し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の

反響 は 凄 ま じ く 、 1 月 末 ま で の ア ク セ ス 件数 は45万件、 l 月 20 B に は 1 日 の 田線容量 は 最

大の 4 万件 を 数 え 、 欧米 を 始め 世界約60 ヵ 国 か ら の ア ク セ ス があ っ た 。 そ の後、 内 容 は 更

新 さ れ た が、 震災 1 年後 に は週単位で更新す る 週刊市政ニ ュ ー ス な どの情報 を 追加 し 、 復

興情報 と 震災時の被害情報 を 「震災資料室」 に整理。 1997年 に は 「 市長への手紙」 の 受付

開始、 1998年 か ら は記者発表資料の ホ ー ム ペ ー ジ化本格実施 な ど着 々 と 進 ん だ。 こ う し て

汗 内 で の ホ ー ム ペ ー ジ に対す る 意識の高 ま り は各局 、 区単位で発信 す る 市 政情報の充実 に

神戸市の新 し い 亦 ー ム ペ ー ジ (神戸市広報課提供)

繋が り 、 現在、 市 民 に取 っ て 欠

かせな い メ デ ィ ア と な っ た 。

2000年度 は 「誰 も がわ か る 広

報J r 身 近 な く ら し に 直結 し た

広 報J r 開 か れ た 行 政 住民 と

の 良 好 な 関 係 づ く り 」 な ど を

テ ー マ に 、 い つ で も 、 ど こ で も

市民 に 窓口 が 関 か れ た 「電子市

役所」 を 目 指 し ホ ー ム ペ ー ジ の

充実 を 図 っ た 。

2001年 3 月 に 、 ①各種 申 請手

続 き の 申 請用 紙 な ど を イ ン タ ー
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ネ ッ ト で提供す る た め の 「 申 請べ ん り 帳」 の 立 ち 上 げ ②ス ポ ー ツ 施設の利用 申 し込み や

き 情報の確認 の 出 来 る 「あ じ さ い ネ ッ ト 」 を 開始 ③ホ ー ム ペ ー ジ の ト ッ プペ ー ジ を よ

り ア ク セ ス し や す く 、 よ り 見や す く す る た め に リ ニ ュ ー ア ル し 、 こ れ を 機会 に神 戸市 ホ ー

ム ペ ー ジ の パ ナ ー の デザイ ン や ア イ デア を 募集 し 、 市民 に 親 し ま れ る よ う に し た 。

「 申 請べ ん り i帳J は 、 印 鑑登録証明 、 住民票の 写 し の交付 な ど、 市民 に 身近 な 72の手続

き の 申 請用 紙 を イ ン タ ー ネ ッ ト で手 に 入れ る こ と が出 来 る も の 。 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク

セ ス す る と 、 テ ー マ別 に 申 請用紙の項 目 4覧が現れ、 申 請 時 に 必 要 な 書類 や 、 手続 き 内容、

発行 に 要す る 日 数 も 掲示 さ れ る 。 年 間約90万件 申 請 の あ る 印 鑑登録証 明 書 を 選択す る と

「 申 請書 に登録証 を 添 え て提 出 。 代理人の場合で も 委任状は必 要 な し 。 即 日 交付で料金は

300[IjJ な どが掲示 さ れ る O イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 印鑑証明 な ど の 宜接交付 は 本人確認

の 難 し さ な どか ら 現段階で は 出 来 な いが、 あ ら か じ め必 要 な 物 を 確認 し て行 け ば、 区:役所

に 出 向 い て か ら の 書類不足 な どが防 げる O ま た 「あ じ さ い ネ ッ ト 」 も 、 電話や荷頭端末機

な どで市内40 ヵ 所の ス ポ ー ツ 施設の利用 申 し込み、 料金支払い な ど を 行 っ て き た が、 ホ ー

ム ペ ー ジで も 利用 出来 る よ う に し た 。 こ の結果、 2000年 4 月 に 16 ， 244件だ、 っ た ア ク セ ス 件

数 (ペ ー ジ ビ ュ ー ) が2001年 3 月 に は 27 ， 576件 と 急増 し 、 年 間 の 1 日 平均 ア ク セ ス 数 も

21 ， 35lf牛 に増 え た。

3 . 放送

震災か ら 6 年 を 経 て 、 被災者 た ち の心の傷は ま す ま す見 え難 さ を 増 し 、 ま た復興への 課

題 も い っ そ う 複雑化 し た 。 日 々 の ニ ュ ー ス を 追 い 、 番組 を 制作す る だ け で は震災の爪痕 を

捕 ら え ら れ な く な っ て い る 中 、 N H K神戸放送局 で は 2000年度 も l 月 17 日 を 中心 に 大型番

艇 と ニ ュ ー ス 企画、 そ れ に 旧局 舎跡地の特設テ ン ト を 利用 し た視聴者参加型番 組 を 交 え た

集中編成で、 震災 に取 り 組ん だ。

〔感動与 え た 「“いの ち " を 見つ め る 子供た ち J J

こ の 中 で全国 向 け に多 く の 番組 を 放送 し た 。 「 ホ リ デー に っ ぽんJ ( l 月 8 日 ) で は 、 被

災者か ら 支援者 に 出 さ れた感謝の手紙 を 通 し て今 も 続 く 心 の 交流 を 描 き 、 地元被災者 か ら

は も ち ろ ん、 全国各地 か ら 称賛の声が届 い た 。 「 ク ロ ー ズ ア ッ プ。現代J ( 同 15 日 ) で は 、 被

災後 6 年 を 経て改 め て 問 わ れて い る 行政 に よ る 再建支援策 を 取 り 上 げ、 返済不能 に な っ て

い る 災害援護資金や住宅再建支援 に つ い て検証 し た 。 鳥取県西部地震で の具体例 を 上げな

が ら 今後 の あ る べ き 支援策 を 提起 し た 。 ま た rNHK ス ペ シ ャ ル “ い の ち " を 見つ め る 子

供 た ち J ( 同 17 日 ) で は 、 震災で父や母 を 失 っ た子供 た ち の 現在 を 取材 し 、 ヒ ュ ー マ ン ド キ ュ

メ ン タ リ ー と し て 、 多 く の 人 に感動 を 与 え た 。

そ の ほ か、 「お は よ う 日 本 震災企画 シ リ ー ズJ ( 同 1 4 � 17 日 ) や 「ニ ュ ー ス 10 震災企

画J r生活 ほ っ と モ } ニ ン グJ ( 向 17 日 ) な どの番組 を 制作 し た ほ か 、 震災当 日 の 1 月 17 B
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に は 、 発生時刻 の午前 5 時47分 に神戸市の教会、 東遊層地、 西宮市 の小学校、 淡路島 の 震

災記念公闘 の 4 ヵ 所か ら 中 継 を 行い、 被災地の 現在 を 全国 に伝 え た。 兵庫県主催の 「追悼

の集い」 神戸市の r21世紀復興記念事業」 の 開会式 も 、 そ れぞれ特別番組や ニ ュ ー ス と し

て全国 に発信 し た 。

近畿ブ ロ ッ ク 向 け と し て は 「ニ ュ ー ス パ ー ク か ん さ い 震災企画 シ リ ー ズJ ( 同 9 日 - 17

日 ) r 関 西 ク ロ ー ズ ア ッ フ。特集J ( 同 12 日 ) r震災 6 年 神戸か ら の メ ッ セ ー ジ、J ( 同 17 日 )

な ど を 放送 し 、 多様な視点か ら 被災地や被災 若の 今 を 追 っ た 。 中 で も 「震災 6 年…J は i日

局舎跡地で、行 っ た公開番組で、 全 国 の 支援者 に被災者 自 ら が感謝の メ ッ セ ー ジ を 伝 え た が、

(ヨミ 8 ) N H K 神戸放送局制作の主な震災関連番組

メテ、イ ア 範閲 放送月 日
ゴiI\3みc、 よ口〉 全 国 1 ) j  8 日

近 ブ 1 月 9 1::1 �17 日

近 ブ 1 月 1 2 日

全 国 1 月 14 臼 17 日

全 国 1 月 15 1::1

全 国 1 月 15 日 、 1 7 日 !

近 ブ 1 月 17 R 

近 ブ 1 月 17 日

全 国 1 月 17 日

i!î: フ守 4 月 25 日

BS l 全 毘 1 月 14 口

ハ イ ピ 全 国 1 月 17 1::1
ジ ョ ン i

ラ ジ オ 全 国 9 月 2 日
第 l

j 全 |司 1 月 13 日

全 国 1 月 17 日

全 国 1 月 17 日

I 1 月 17 日

1 月 17 日

日程
月

金

月

7JI( 

7]( 

水

ァド

日

水

土

放送時間

18 :  10 --- 1 8 :  43  

1 18 ・ OO� 19 : 00 

7 : 00� 8 : 1 5  

19 : 30� 19 ・ 55

22 :  OO� 23 : 00 

1 1  : 0 5� 1 1  : 54 

1 8 : 00� 18 : 58 

21 : 1 5�21 : 58 

16 : 05� 16 : 30 

9 : OO� 9 : 59 

1 2 : 00�1 2 : 40 

22 ・ 1 5
�22 :  59 . 55 

こと 22 : 15�22 : 55 

オく 5 : 00 -- 8 : 30 

水 8 ・ 30� 1 1  : 50 

7JI( 1 5 目 10� 15 : 55

オ℃ 22 : OO�23 : 00 

番 組 名

ホ リ デー に っ ぽん

ニ ュ ー ス パ
リ
ー
ー

ク
ズ

関 問 I
震災企図シ

特
ア ッ

集
プ
・ 関 凶 ク ロ ー ズ

お は よ う
ズ
日 本 震災企

回 シ リ ー

ク ロ ー ズ ア ッ プ現代

ニ ュ ー ス 10 震災企画
シ リ ー ズ
震災 6 年 ・ 神戸か ら の
メ ッ セ ー ジ

ニ ュ ス パー ク かん さ
い特集

NHK ス ペ シ ャ ル

震災復興記念植樹

BS 特集

震 災 6 {f 兵庫県追悼
のつ どい

土曜ジ ャ ー ナ ル

土曜ジ ャ ー ナ ル

ラ ジ オ あ さ い ち ばん

ラ ジオ い き い き倶楽部

ネ ッ ト ワ ー ク に つ lまん

NHK ジ ャ ー ナ ル 震
災 6 年

認j 題

大
あ り がと う が

年
言いたい~

予
阪

紙
神淡路

震災から 6 感謝の

震
だ

災 6 年 復 興は ど こ ま で進 ん治、

震災 6 年 ・ 間われる 再建支援

震災か ら 6 年

“い の ち " を 見
年

つ
の

め る 子供 た ち
一震災遺児 6 歳月

~ 淡路夢舞台一

震災 6 年 復興は ど こ ま で進 ん
だか

神戸 を ア ジ ア の 防災情報の拠点

ど う す る 震
り 戻

災
す
後

た
の

め
生

L
活再建~住 I

ま い を取 こ~

特集・ 震災か ら 6 年 新た な誓い
ク

震災か ら 6 年

会医1 =全国向け放送、 近ブニ近畿ブ ロ ッ ク ( 2 府 4 �if-) 向け放送
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「感謝の手紙 コ ー ナー」 で食い入 る よ う に手紙 を 見 る 市民
(NHK 神戸放送局提供)

会場で被災者 と 支援 者が話 し 合

う な ど、 そ れぞれの 体験 と 想い

を 共有す る 場 に な っ た。

こ の特設テ ン ト で は 、 1 月 15

� 17 日 に番組の 公 開 放送 の ほ か

に 、 「神戸 か ら の 感 謝 の 手紙展

示J r 震 災 か ら 生 ま れ た 歌 ミ

ニ コ ン サ ー ト 」 な ど視聴者参加|

の イ ベ ン ト も 開 か れ た 。 地元の

ト ア ロ ー ド地豆 ま ち づ く り 協議

会や神戸市復興記念事業事務局

と の協 力 で 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体

を 運営主体 に 行 わ れ た が、 神戸放送局 は会場提供 と 現場作業の 支援 に 当 た っ た 。

〔震災 6 眉年 に特番 「虹に 向 か つ て …」 な ど 〕

地震発生直後か ら 丸 6 日 間 、 CM 抜 き の震災報道 を 続 け た サ ン テ レ ピ ジ ョ ン は 、 2000年

度 も 被災地の テ レ ピ局の使命 と し て 、 定時番組や特別番組で震災関連報道 を 続 け た 。

「 ニ ュ ー ス Eye ラ ン ドJ ( 月 ~ 金午後 9 時30分) で震災 を 追 っ た ほ か、 2000年 3 月 末 ま

で放送 し て い た 「震災特集」 を 発展 さ せ た 「 ス ペ ー ス 2000J ( 日 曜午前 日 時) で も 訳 り 組

ん だ。 7 月 23 日 に は 「震災 5 年半…被災地か ら の発信」 で神戸新聞 の磯辺康子記者 を 招 き 、

生活、 中小企業再建、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 な ど被災 6 年 目 の 現状 と 課題 を 探 っ た 。

2001年の震災 6 周年 に は例年通 り 特別番組 を 編成 し た 。 午前 5 時30分か ら 東遊 園地で市

民が竹筒 に 水 を 張 り 6 ， 432本の ロ ー ソ ク を 浮かべて 点灯す る 市民 の 集 い と 、 神戸市主催の

追悼の つ どい 「 市民 の つ どい 1 . 17 & 神戸市追悼の集い」 の 中継 で ス タ ー ト o 6 時25分か

ら は 、 震 災 で親 を 失 っ た子供 た ち の 心 の傷が ど の よ う に 癒 さ れ て い る か を 伝 え る 映像 ド

キ ュ メ ン ト 「虹 に 向 か つ て ・ 震災遺児 は い ま J o 11 時55分か ら は 、 兵庫県主催 の 「板神 ・

淡路大震災犠牲者兵庫県追悼の 集 し V を 放送。 「市民 の つ どい…J r虹 に … 」 の再放送 に続

き 、 午後 5 時30分か ら は 、 震災の 侍 に 全国 か ら 受 け た 支譲への感謝 を 伝 え る た め に企画 さ

れ た 「復興記念事業 . KOBE2001 ひ と ・ ま ち ・ み ら い」 の オ ー プニ ン グ式典 の 中 継。 向 6

時30分か ら は 「災害列 島 ・ 被災地が破 る 国 の壁J o 震災の教訓 を 今後の 自 然災害 に生かせ

る よ う に 大学教授、 弁護士、 新 聞 記者、 ま ち づ く り 研究者 ら が提言 を し た 。

ま た毎 月 第 2 、 4 日 曜 臼 の午後 5 持品分か ら の 「サ ン デー リ ポ ー ト ・ ブ エ ニ ッ ク ス 兵庫J

で も 、 震災復興 に 関 す る 様々 な 取 り 組みや情報 を 紹 介 し た 。
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災害列島 ・ 被災地が絞る 同の墜 (サ ン テ レ ビ ジ ョ ン提供)

(表 台 ) rニニェ ス Eye ラ ン ド 」 の主な放送内容

放 送 内 容
被 災地の学校 に リ ン ゴの木を贈 り 続け る 「 こ の町 ・

1tの l可 ・ 作戦」 実行委員会の芦屋での活躍を 。

5 口 「交流の拠点長田区御蔵に誕生 震災で被害 を受け た御蔵地区 に完成 し た共同再建住宅 ・ プラ ザ 5
の住民た ち の 「 ま ちづ く り 活動」 を 。

同 6 日 「 生 き た証・ ・ 震災追悼手記 震災で亡 く な っ た関西学院大の松本美穂 さ ん の父親は愛娘 を偲ぴ、
玄関に植え た サ ク ラ に再開絞 と 名付けた。

河13 H r地震当 自 の火災…保険金は 当 日 に発生 し た 火災での保険金が、 なぜ出 な いのか。 神戸市灘区
の住民の訴え か ら 免責条項な どを考え る 。

同20 l::J r生 き た託…震災追悼手記 震 災で犠牲 に な っ た31大学、 1 1 1人の大学生の 巾 か ら 問 問学院大

[百J2l 日

5 バ 25 日 「震災 と 火災保|政. . 判 決」

6 月 2 日 f 震災伝え る 絵本 『安っ さ んJ J

同 9 日 「三宮 に震災前の賑わい を」

- 震災ボラ ン テ イ ア」

「再出発 ・ 復興支援工場へ」

河11 B r進む神戸の復興記念事業」

同14 日 「心の復興は…夢サ ー カ スJ

同28

8 月

を 。

震災当 日 発生 し た火災の保険金の支払 い を 求 め る 裁判の判決か ら 、 !
地袋免責条項の有効性 と 説明義務について考え る 。 I

仮設it宅で 自 治会長 と し て活躍 し た 安市秋成 さ ん を描い た絵本。
詩人 と 尚家が、 仮設 を 通 し て震災を語 り 継 ぐ。
震災前の員長わ い を戻そ う と 、 神戸国際会館の敷地内で毎週 日 日程、
ア マ バ ン ドの演奏が響 く 。

で も 熱心 な ボ ラ ン テ ィ ア活動が。 東
灘区のグルー プの懸命な活動ぶ り を 。
長 田区で被災 し阿区の仮設工場で操業 し て い た 日 高 さ んは復興支
媛
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同11 B I 被災商庖街 ・ 6 年 B の夏」

23 日 「学芸員 か ら見 た震災 5 年」

9 月 1 日 「険 し

|可19 日

同29 日 「 被爆 ・ 震災 ・ 老い…介護は」

東灘区 の 甲 南本通酪五日街は 8 割以上の庖が会壊 し
ら が、 地域の活性化 を [1 m し て立 ち 上がっ た。

阪神間の公 ・ 私立の美術館、 博物館20館でつ く る
化財の救出方法な どを ま と め刊行 した。

の 8 討 は倒壊に よ る 圧迫死。 新 し く
ネ ッ ト J {土交令な住宅について考 え る c

を続けて い る 主婦が、 写真集 を fl
亡たの カ メ ラ でJえが家 を ぬ っ たのがき っ かけで。

1 5歳の11寺、 長崎で被爆 し た 広瀬 さ んは 、
で El 'む を 尖 っ たη そ し て 今、 老いが。
渓災で令壊 し た 戸以教会の復興は 区閥整lql な どで渡 れ て い た 。
や っ と 定成 した干し伴笠は潟 さ 10m の木造であ っ たぐ
震災後、 芸術文化面での復興を 支援す る ため、 「ア ー ト ・ エ イ ド ・
神戸」 が設立 さ れた。 実行委事務局の島田 さ ん に

12月 7 日 「震災超え毎 日 元気 コ ー ル 仮設住宅で知 り 合っ たお年寄 り 2 人が、 別々
も 、 毎朝、 復話でお互い を気遣い励 ま し て い る 。

同14 日 「震災遺児の ケ ア プ ロ グ ラ ム 震災で毅 を 失 っ た子供の心の傷 を 癒す レ イ ン
く 潟所 2 年。

向15 日 「ふれあい求め …復興住宅 建設 さ

同18 日 「記者の限/各地で震災 7 回忌 ま た 1 ・ 17
治体 も あ る 。

向25 B r記者の日長/被災者支援の今後 I 2000年は全国で災害が相次 ぎ、
かぴ上がっ た。 今後の 問題点を採る。

1 月 12 日 r 7 回忌…鎮塊 と 希望 を J 中 高層 の復興住宅が建設 さ れた が、 入居者の
つ 人 も 。 7 回忌 を迎えでの被災者の現状を。
最高100万円が支給 さ れ る 被災者支援法が成立 し た が、 十分 と は
むえ な い。 そ こ で新 し い制度の提言 を 。
感謝の気持 ち を全国 に発信 す る 復興記念事業がス タ ー 卜 し たが、

プ も 。
を 紹介。 「展覧会で な く

据置期 間が来 て

(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン資料)

〔定時番組で震災追 う 〕

社屋の大損壊 し た 中 で、 震災後 3 日 間 、 CM 抜 き で震災報道 安否情報、 生活情報 を 流

し 続 け た ラ ジ オ 関西 (AM 神戸) も 、 被災地の放送局 と し て2000年度 も 震災 関 連報道 を 続

け た 。 年 聞 を 通 じ 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グJ ( 月 一 木) r話題犀団六大通 り J ( 月

~金) な どの定時番組で “ 震災" を 伝 え た 。 特 に 「話題屋…」 の 中 の コ ー ナ ー 「震災慰霊

碑巡礼J (毎週木曜日分 間 ) は 、 慰霊碑 に ま つ わ る 背景 を 取材 し 、 関係者への 西条遊児の

ソ フ ト な イ ン タ ピ ュ ー な どで構成 さ れて い る が 「震災の風化 を 防 ぐ た め の 、 い か に も ラ ジ
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(表10) r釜五郎の OH ! ハ ッ ピー モ ー ニ ン グj 主 な放送内容

放送 H

4 月 17 日
間27 日

5 月 8 日
同22 口

6 月 19 日
7 月 13 日

同24 8
8 月 15 日

|可23 R 
9 月 21 日

同27 日
10月 12 日

戸 ]l9 日
1 1月 6 日

同13 日
1 月 15 日

同17 B 
向23 日
向29 日

2 月 1 日
同27 日

タ イ ト ル

「神戸のボラ ン テ イ ア は今J (ゲス ト ・ 堀内正美)
「震災遺児に足長小父 さ ん」
「恒例 ・ 復興の歌 コ ン サ ー ト J (同 ・ 河島あ み る )
「歌で心 も 元気にJ (同 ・ 加藤毅紀子)
「 忠、いt臼の神戸 と 新 しい神戸J (河 - 妹尾i可童)
「私達の大好 き な神戸J (同 ・ 花花)
「ス ク リ ー ン で復興お披露 口 J (同 ・ 神戸 フ ィ ルム オ フ ィ ス )
「神戸か ら あ り が と う J (問 ・ ミ ュ ー ジ カ ル夢プロ ジ ェ ク ト )
「子供達に心の復興 をJ (河 ・ 岸本進一)
r 1 /17メ モ リ ア ル ウ オ ー ク J
「復興の写真展J (同 ・ 立木義i告)
「神戸か ら響け魂の リ ズムJ (同 ・ 松村組)
ri炎路復興バザー ル」
「今 も PTSDJ (同 ・ 井上敏明)
「神戸発ボラ ン テ イ ア の輪J (同 ・ 有光る み)
「震災か ら 6 年J (同 ・ 大谷昭宏)
rNPO の在 り 方J (向 ・ 中村)原子)
r 8 割復興っ て ホ ン ト ? J (向 ・ 小津昭彦)
「 カ ズ、 神戸に勇気を ! J 
「ボラ ン テ イ ア と い う 人間関係J (同 ・ 原臼隆司)
「映画 『走れ イ チ ロ ー』 被災地で、擬影」

(ラ ジ オ 関商資料)

オ 的 な 切 り 口 だ」 と 好評 を 持 し た 。 ま た2001年 1 月 の震災 6 年 目 に は 、 「震災 6 年 ス ペ シ ャ

ル プ ロ グ ラ ム 」 と 銘打 ち 、 15� 19 日 に特別番組 を 編成 し て 放送 し た 。

特別番組で な く レ ギ ュ ラ 一 番組の 中 で取 り 組ん だ も の で 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー …」

が、 15 日 「住民の 自 で見 た 街づ く り J ( ゲ ス ト 建築家 ・ 野崎監一) 16 日 「震災の 日 、 ラ ジ

オ は ? J ( 伺俳優 ・ 堀 内正美) 1 7 日 「震災か ら 生 ま れた も のJ ( 向 関学大教授 ・ 立木茂雄) 。

「話題原 団 六 大通 り 」 で は 15 日 「和太鼓 で あ り が と う J ( ゲス ト ・ 松村組) 17 日 「子供 た

ち の心 の 2 次災害J ( 問 兵庫教育大教授 ・ 富永 良喜) と 'KOBE 200lJ オ ー プニ ン グ 中継。

18 日 は 「震災慰霊碑巡礼J (西条遊児) 19 日 'KOBE ひ と 写真展J (立木義浩) で あ っ た。

ま た 17 日 に は午前 の 「ハ ー イ ! パ ラ ダ イ ス 旅行三上公也です ! Þ J で 「県追悼 の つ どしり

を 、 午後 8 時 か ら は 三枝成彰司会 ・ 構成 で 、 5 日 に松方ホ ー ルで公開録音 さ れた 「心 に歌

声 を 2001 ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト J を 放送 し た 。
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(表11) r話題屋屈六大通 り 」 で巡礼 し た主 な震災慰霊碑

向25 臼
6 月 1 日

同15 H 

向29 R
7 月 6 Fl 
8 月 3 B 

カ ト リ ッ ク 教会のキ リ ス ト 像
西宮 市津門小学校の記念碑
中央区 ・ 生田神社の震災復興記念線
長田区 ・ JR 新長田駅前の笈地蔵
淡路島津名町に移っ た神戸の壁
兵康区 - 和 也神社の大鳥居
中央庶 ・ 大合山公閣の慰霊碑

同17 日
9 月 28 日
10月 26 B 
1 1月 16 日

東灘区 ・ 保久良神社の鳥居で造っ た記念持
兵庫区 ・ 三石神社 と 御 崎八幡神社のそ ニ ユ メ ン ト
芦原 市立精道幼稚閣の慰霊Z碑

同30 日
12月 7 汗
1 月 1 8 口
2 月 1 日

同22 日
3 H 1 日

同15 日

ツ フ ス

西宮市 かぶ と 山荘の記念碑
尼崎市 ・ 市立域内小学校の碑
東難区 - 日吉明寺追悼の碑
中央区 ・ 神戸風の丘公園の成 ・ じ彩
東灘区 ・ 同道地蔵
長田区 ・ 御蔵北公園の慰霊モ ニ ュ メ ン ト
宝塚市 ・ 宝塚神社の慰霊碑
東灘区 ・ コ ー プこ う べの鎮魂碑

震災で社屋が大損傷 し た ラ ジ オ 関丙 は 、 地震

の衝撃 で 同 時録音装置が壊れた た め震災当 時 の

放送記録が一部欠落 し て い た が、 2001年 1 月 、

向 山県内 に 住 む 男 性か ら 地震直後の放送の録音

テ ー プが送 ら れて 来 た 。 録音 し て い た の は倉敷

市 に 住 む藤繁勇 介 さ ん で 、 当 時 、 通 っ て い た高

校の寮で ラ ジ オ が伝 え る 被寄の凄 さ に 驚 き 、 録

音 ボ タ ン を 押 し た 。 昨年末、 同社の ホ ー ム ペ ー

ジ で 見 た 「震災報道の記録」 に 欠落部分があ る

の を 知 り 、 提供 を 取 し 出 た。 ラ ジ オ 局 の放送番

組 は録音 し た後、 一定期 間保存 さ れ る が、 こ の

時 は 同 録装置が破損 し た た め 、 緊急 に普通の カ

セ ッ ト デ ッ キ を使 っ て録青 し た が、 混乱の 巾 で

録音開 始が正午前。 し か も 手動 の た め 、 テ ー プ
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が回 り 切 っ て も そ の ま ま 放置 さ れ録音 さ れな い

時 間帯 も あ っ た。 同社 は そ の後、 手動録音分 と

関係者が録音 し て い た テ ー プ を 符編集 し て記録

集 を 発行、 ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲載 し た が、 記録

に は 空 白 部分が残 さ れて い た 。 藤繁 さ ん の テ ー

プ は 120分テ ー プ 2 本 で 「 阪 神 高速道路 の支柱

が壊れ、 大 き く 斜め に …」 と 、 崩 れ落 ち 、 火炎

に包 ま れた街の悲惨 な 状況 と 、 混乱の 中 で懸命

に報道す る 記者 た ち の姿が浮か び上が っ て い る 。

震 災 6 年後に現れた震災直後の放送記録に 、 同

社 で は 「貴重 な テ ー プで記録の 空 |守 を 埋め る だ

け で な く 、 震災報道 の 原 点 を 考 え る l二で も 大切

な も の。 今後の報道 に 生か し た い」 と 喜 ん で い

た 。



4 . 新聞

震災 6 年 目 を 迎 え 、 仮設住宅が撤去 さ れた後、 焦点 は復興住宅 な どで暮 ら す被災者の フ ォ

ロ ー や 、 震災の教訓 を 今後 に生かす た め の 方策 に移 り 、 新 聞 各社 は①復興住宅 を 中心 に し

た被災者の生活再建支援の在 り 方 ②災害で の住宅再建支設の恒久的 な 制 度づ く り ③震

災 を 風化 さ せず、 地域の 防災 を 強化す る 叡 り 鑑み ー な ど に 力 を 入れ た 。

生活再建支援で は 、 1996年 に 出 来た復興公営住宅の家賃補助制 度 の 延長 が焦 点 の 一 つ に

な っ た 。 補助 は 入居か ら 5 年 を期 限 に し た た め 、 被災者 に は期 限が切 れ た後 の 生活への不

安が強 か っ た 。 自 治体な どが国 と 折衝 を 続 け た結果、 制度の延長が決 ま っ た 。

震災後 に 襲 っ た 長期 の不況で被災地経済は抵迷 し 、 中小企業者、 商届主 ら へ の 支譲 も 欠

かせな か っ た 。 復興融資の元利償還繰延べ な どの対応 も 求め ら れた 。 自 治体で は復興、 復

旧 の 起債償還が始 ま っ て お り 、 償還期 間 の 延長 も テ ー マ に な っ た 。

〔各地の災害で住宅再建支援が ク ロ ー ズア ッ プ〕

住宅再建支援の恒久的 な 制度づ く り で は 、 各地で大災害が相次 ぎ 、 そ の必要性が改 め て

ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。 年度節 目 の2000年 3 月 31 日 に発生 し た 北海道 ・ 有珠山噴火 を 皮切

り に 、 8 月 末 に は 三 宅 島 が大規模噴火 を 起 こ し 、 9 月 の 東海豪雨 の 後 、 10月 に は マ グ ニ
チ ュ ー ド7 . 3 の 鳥取県西部地震が、 2001年 3 月 に は広 島 を 中 心 に 芸予地震が発生 し た 。 新

開各社 は 北海道、 鳥取な ど災害現地 に 、 阪神 ・ 淡路大震災の取材 を 経験 し た記者 を 派遣、

被災者支援の在 り 方 を 改 め て 問 い 掛 け た 。

鳥取県西部地震で は 、 幸い死者は な か っ た も の の 、 141人が負傷、 約400棟が全壊 し た 。

片 山 鳥取県知事 は 、 い ち 早 く 最高300万 円 の住宅再建支援金 を 支給す る こ と を 決め 、 各紙

は そ の取 り 組み を 大 き く 取 り 上 げ た 。 自 治体独 自 での制度 は初 め て で 、 こ の寂 り 組み は 、

県 と 市町の拠出金で住宅再建支援 を 行 う 岡 県独 自 の恒久制度 に つ な が っ て行 く O し か し 、

回全体で の制度の取 り 組み は遅れ、 国会議員 に よ る 災害議連が救済策 を 法案 と し て ま と め

る ま で に は歪 ら な か っ た 。

有珠山 や 三宅 島 の 噴火で は 、 自 治体の枠 を 超 え広域 に避難す る 被災者への 支援策 も 問 わ

れ た 。 三 宅 島 噴火で東京都 は 避難所開 設 の 方 策 を 取 ら ず、 各地 の公営住宅 を 斡旋、 3 ， 600

余人が18都府県 に 分散す る 結果 に な っ た 。 地域の 中 で孤立 し がち な被災者の ケ ア は大震災

で も 問 わ れ た が、 そ の 問題 は A層 、 鮮明 に な っ た 。

被災地での課題が沈潜化 し 、 次第 に見 え 難 く な っ て行 く 中 で 、 課題 を 掘 り 下 げ解決 を 追

求 し て 行 く 継続的 な 震災報道 は 、 各社 の 課題 で も あ っ た 。 「 震 災 の 記憶 風化 さ せ な い」

「涙 ・ 記憶 新世紀へJ r復興の 道 心 に 刻 むJ r風化訪止への教訓発信」 一 。 21世紀最初

の r 1 .  1じ に な っ た震災 6 年 の2001年 1 月 17 日 、 各紙は 、 こ う し た見 出 し を 掲 げ た 。 特

集 で は 地域防災の強化 に 力 点 を 置 い た 記事が 目 立 っ た 。

節 目 だ け で な く 、 神戸新 聞 は毎月 の17 日 に特集 「復興 ・ 検証J を 掲載 、 「復興 あ し たへ」
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と 名付 け た 定期 的 な ペ ー ジ で ま ち づ く り や被災者の今 を 伝 え 続 け た 。 「あ し たへ」 の ペ ー

ジ に は 「 ま ち 新風景」 や 、 復興への取 り 組み を 続 け る 人 た ち の紹介、 ニ ュ ー ス ダ イ ジ ェ ス

ト 、 掲示板 な ど を 盛 り 込 ん だ。 各界の専門家や識者、 丈化人 ら への イ ン タ ピ ュ ー か ら 震 災

の 意味 を 向 い 続 け る 「震災 を 語 る j も 継続 し て掲載、 堺屋太 一、 佐 々 淳行、 野坂昭如氏 ら

を 取 り I二 げ た 。 朝 日 の 「防災1J J を キ ー ワ ー ド に し た取 り 組 み 、 毎 日 の特集ペ ー ジ 「希望

新 聞」 、 震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プへの取 り 組 み の ほ か 、 読売、 産経 な どの 各紙 も 、 防災、

ま ち づ く り な どの特集 を 組み 、 課題 を 追い続け た 。

〈参考文献〉
'NTT 資料 NTT 西 日 本

「平成II 年版通信 白番」 郵政省
「神戸市ホ ー ム ペー ジ、資料 」 神戸市広報課
'NHK 資料 NHK 神戸放送局
「サ ン テ レ ヒ、資料 」 サ ン テ レ ピ ジ ョ ン

「 ラ ジ オ 関商資料 」 ラ ジ オ 関政

「神戸新開資料」 神戸新聞社
朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新開
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北海道 ・ 有珠山 の 噴火 に 始 ま っ た2000年度 は 、 そ の後、 三宅島噴火に よ る 全 島 避難 と 、

大規模 な 火山 噴火災害が続 き 、 秋 に は東海豪雨災害、 さ ら に 烏寂県西部地震、 2001年 3 月

に は芸予地震 と 大地震が続い た 。 海外で も 同年 1 月 に エ ル サ ル パ ド ル地震、 イ ン ド西部地

震 と 大規模 な 地震が立て続け に発生 し 、 2000年度 は 、 突然、 私 た ち の生活 を 襲 う 自 然災害

の 恐 ろ し さ を 改 め て見せつ け ら れ た 1 年で あ っ た 。

阪神 ー 淡路大震災の被災地 は 、 災害 を 受 け た地域 に 、 震災か ら 学 ん だ経験 を 生か そ う と 、

た だ ち に被災地 に 支譲チ ー ム を 派遣 し た 。 兵庫県 は 、 震災 を 体験 し た銀健婦 を た だ ち に 北

海道 に 派遣、 大噴火があ っ た 翌 日 の 4 月 1 日 に は現地入 り し た ほ か 、 2000年 1 月 に 結成 さ

れ た ばか り の兵庫県内 の 教職員 ら で構成す る 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) も 続い

て有珠山 噴火の周辺地域 に 派遣 さ れ、 こ ど も た ち の こ こ ろ の ケ ア や避難所 に な っ た 学校の

避難所運営の 手法 な ど に つ い て ア ドバ イ ス に あ た る な ど、 素早い 立 ち 上が り を 見せ た 。 県

内 の災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 も 、 国 内外の被災地で支援活動 を 展 開 し た 。

一方、 大震災か ら 7 年 目 に 入 っ た 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 で は 、 災害対応の 中枢拠点

と な る 「兵庫県災害対策セ ン タ ー 」 が S J1 に完成、 業務 を 開始 し た 。 県庁舎 と は 道路 を 隔

て た独立の施設で、 防災専用 の庁舎 と し て は 全国で初 の ケ ー ス と な っ た 。 同 セ ン タ ー 立 ち

上 げか ら 2 ヵ 月 も 経た な い10月 に 鳥取県西部地震が発生、 兵庫県で も 震度 5 弱 、 同 4 と い

う 強 い揺れ と な り 、 早 く も 同 セ ン タ ー の真価が試 さ れ る こ と と な っ た 。 た だ ち に 警戒体制

が と ら れ、 阪神 ・ 淡路大震災以来初 め て 、 全警察署が警戒体制 に 入 札 情報収集、 被害確

認、 支援体艇 に 入 る な ど、 対応 は ほ ぼ適切 に進 ん だ。

し か し 、 - 事件 は予想、 も し な い形で現れ る o 2000'年 5 月 、 神戸市内 の工場の

ス ク ラ ッ プか ら 高 い 放射能が検出 さ れ る 事件が起 き た 。 医療用 の ラ ジ ウ ム 針が入 っ た容器

の表而か ら 放射線が出 て い た も の で 、 県 内 や 隣接府県 に 原子力施設は な い も の の 、 兵庫県 、

神戸市 な ど県内 の 自 治体 は 、 放射性物質 に よ る 事件が現実 に 起 き た こ と で、 「原子力 等 防

災計画」 な どの 策定 を 急 ぎ、 地域防災計国立 に盛 り 込 ん だ。

ま た 、 販神 ・ 淡路大震災の経験 を 、 国 内外で起 き る 災害 に生かす と と も に 、 次の世代 に

教司11 を 伝 え て い く た め の 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J が2001年 1 月

に 着工 さ れ、 2002年春 に 第 1 期施設がオ ー プ ン す る こ と に な っ た 。 兵庫県 は 、 こ の施設 を

震災の資料収集や展示施設 に と どめ ず、 震災 に 関 す る 専 門 家の調査研究や 災害対応の 専 門

知 識 を 持 つ 人材 の養成機 関 に す る と と も に 、 災害時 に専 門 知識 ー 技能 を 持 っ た 要員 を 被 災

地 に派遣す る 広域支援体制 の創設 な ど を 計岡、 震災の調査研究 ・ 災害対応 の 総合的 な 拠点

づ く り を 目 指す。
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阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年が経過 し た の を 機 に 、 こ れ ま で の復興の あ り 方 を 検証 し て き

た 兵庫県 は 、 検証結果 を 踏 ま え て復興計画 ( 10年) の後期 5 ヵ 年の方向 を 示す推進 プ ロ グ

ラ ム を 策定 し た 。 住民 と 行政の 「参画 と 協 同 に よ る 噌Jj造的援興じ を 、 議期 5 ヵ 年計画

の柱 に 据 え た の が特徴。 ま た 、 県 は 地域防災計画 も 大幅 に修正 を 加 え 、 新 た に 「原子力等

災害対策計画」 な ど を 盛 り 込ん だ。 2001年度 に は 「大規模事故対策計画」 を 策定す る 予定

で 、 こ れが ま と ま れ ば想定 さ れ る ほ ぼすべ て の種類の災害対策がそ ろ う こ と に な る O

神戸市 も 地域防災計画 に 放射性物質事故災害対策 な ど を 加 え た修一正 を 行 っ た ほ か、 消 防

基本計画 (後期) 推進 プ ロ グ ラ ム を 策定 し 、 放射線対策の専 門部隊の創設計画 も 盛 り 込ん

だ。

1 . 復興計画 ・ 地域防災詩画等の見瞳 し

〔阪神 @ 淡路震災復興計画後期 5 ヵ 年推進フ。口 グ ラ ム を策定〕

兵庫果 は 、 i波神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ン ) の後期 5 ヵ 年 を

方 向付 け る 推進 プ ロ グ ラ ム を 、 2000年11 月 に 策定 し た 。 前期 5 ヵ 年の取 り 組みの検証 を 踏

ま え 、 学識経験者、 NPO、 経済団体の代表 ら 53 人 に よ る 同 プ ロ グ ラ ム 策定委員 会 (委員

長 ニ 新野幸次郎 ・ 神戸大学名誉教授) が と り ま と め た 。 震災対策関捺総合検証会議 で 「震

災 を 契機 に芽生 え た 、 市民倫理 に根 ざ し た住民の主体的 な 実践活動 と 、 行 政 に よ る 公的 な

対応 と が相 互 に連携 し 、対等の立場 に 立 っ て相互の役割 を 果た す 「住民 と 行政のパー ト ナ ー

シ ッ プ』 の さ ら な る 強化が望 ま れ る J ( ，検証提言J ) と 指摘 さ れ た こ と も 踏 ま え 、 「参画 と

協 同 に よ る 「創造的復興JJ J を 大 き な柱 と す る 内容 と な っ て い る 。

同推進 プ ロ グ ラ ム の 冒頭 に掲 げ た 「策定の趣 旨」 の な か で 、 「今回 の プ ロ グ ラ ム づ く り

に お い て も 、 県民、 団体 ・ NPO な どか ら の意見 ・ 提言 を 踏 ま え る と と も に 、 有識者や 団体 

NPO、 企業 ・ 労働組合 な ど の 代 表者 で構成 さ れ る 同 推進 プ ロ グ ラ ム 策定委員 会 で検討 を

行 っ た 。 そ し て そ れ を 支 え る 『参画 と 協働JJ o そ の こ と が、 能造的復興へ の 道 で あ

る 」 と 、 県民 ・ 市民参加 に よ る プ ロ グ ラ ム づ く り で あ っ た こ と を 強調 し て い る O

「 こ れか ら の 5 年 間 の基本 的視点」 の 中 で も 、 「住民、 匝体 . NPO、 企業 ・ 労働組合、

行政な ど様 々 な セ ク タ ー が プ ロ セ ス 段階か ら 協働で取 り 組み を 進め る こ と が必要で、 あ り 、

各 セ ク タ ー の 説明責任 ( ア カ ウ ン タ ゼ リ テ ィ ) も 重要 で あ る O そ う し た方 向 に 向 け て 、 行

政 シ ス テ ム も 大 き く 変 わ る 必要があ る J と 踏み込んで、い る O

具体的 な 「復興事業計画J の 中 で、 本章 の 「防災」 に 関す る 内 容 を 抽 出 す る と 、 「基本

目 標 と 施策体系」 で、 「災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都 市づ く り一一震災の経験 と 教訓

の継承 ・ 発信」 と 題 し て 「地域の 自 主防災組織、 安全 ・ 安心の ま ち づ く り を 進め る と と も
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に 、 日 頃か ら そ の機能 を 活用 す る こ と に よ り 、 災害時 に即座 に対応で き る 危機管理体制 を

整 え て い く O ま た 、 防災基盤、 防災施設等の整備の 層 の推進 と と も に 、 関係 機 関 と の広
域連携等の ソ フ ト 施策 の 取 り 組み を 通 し 、 セ ー フ テ イ ネ ッ ト (安全の た め の策 ) を 構築 し

て い く O あ わせ て 災 害 に 強 く 、 安心 し て 暮 ら せ る 都市づ く り を 進め る た め に 、 震 災の経験

と 教習11 の継承 と 発信 を 国内外に対 し て行 う j と し て 、 次の よ う な 「施策 の 方 rfむ を ま と め

て い る 。

(1 )  地域の 防災力 を 高 め る 安全 ・ 安心の ま ち づ く り

住民が 自 ら の安全 を 確保 し 、 「 自 分の ま ち は 自 分で 守 る 」 た め の 防災活動 を 一層 促進 で

き る よ う 、 地域の 自 主防災組織の 組織率の 向上や平時か ら の組織の活性化 を 図 る と と も に 、

防災学官等の充実、 性宅の耐震化等 に対す る 支援や 、 身近 な公共空 間 を 活用 し 、 地域の セ ー

フ テ イ ネ ッ ト を 構築す る 安全 ・ 安心 の ま ち づ く り を 進 め て い く O

(2 ) 平時の活用 が災害時に活かせ る 危機管理体制づ く り

災害時の初動体制 の確立 と 情報提供体制 の 強化、 防災訓練の充実 な ど に よ る 行政 に お け

る 災害対応力 の 向 上 を 図 る と と も に 、 関係機 関 や住民、 企業等 と の連携 を 強化 し 、 平時か

ら 人的 ネ ッ ト ワ ー ク や物的資鴻の活用 を 行 う こ と に よ り 、 災害時 に機能す る 危 機管理体制

づ く り を 進め る O

(3 ) 災害救急医療 シ ス テ ム の整備

災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設で あ る 県立災害医療セ ン タ ー (仮称) を 整備す る と と

も に 、 災害医療情報の収集 ・ 提供、 医療機 関 や 搬送機関 に対す る 指示 ・ 要請、 救命救急医

療の提供、 患者搬送、 医薬 品 の備蓄等 に つ い て の総合的 な シ ス テ ム づ く り を行 う O

(4 )  訪災基盤 ・ 防 災施設の整備 ・ 活用

治 山 、 治水、 砂防、 海岸整備 な どの 地域防災基盤 の 整備 を 進 め る と と も に 、 災害対策拠

点 、 広 域防災拠点等の整備や各施設問 の ネ ッ ト ワ ー ク 化、 平時 に お け る 利活用 等 を 進め 、

さ ら に 緊急貯水槽等の整備 ・ 耐震化、 訪災資機材の 充実 を 図 る な ど防災施設 の 整備 ・ 活用

を 図 っ て い く O

(5 ) 震災の経験 と 教訓 の継承 と 発信

国内外の地震災害 に よ る 被害 の 軽減 に 貢献す る た め 、 展示、 調査研究、 人材 育 成 お よ び

災害時の広域支援等の機能 を も っ 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) の整備 を

推進す る O ま た 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー な ど被災地域 内 の 他 の 関係機関等 と も 連携 を 図 り つ

つ 、 震災の経験 と 教訓 を 国 内外へ発信 す る と と も に 、 未来へ継承 し て い く O

な お 、 具体的 な復興事業 の 一 覧 は 、 (表 1 ) の 通 り で あ る o ( 注 1 ) 
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(表 1 ) 復興事業 (防災調係 か ら 一部 を 抜粋)

1 . 地域の 防災力 を 高 め る 安全 ・ 安心の ま ち づ く り
く安全 ・ 安心の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 〉

0警察 ・ 消防 な ど と 連携 し た コ ミ ュ ニ テ ィ の 妨災組織づ く り の推進

・ 安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ フ ァ イ ルづ く り の推進

・ コ ミ ュ ニ テ イ 防災資機材 等の殺傷 (川 西市)

2 . 平時の活用が災害時に活かせる 危機管f!jl体制づ く り
く行政 に お け る 災害対応力の 向上〉

O災害時の初動体ílìlJ等の強化

・ レ ス キ ュ 一 部隊の設置

・ 消防本部の増強 (神戸市他)
〈住民 や ボ ラ ン テ イ ア 、 企業等 と の連携の強化〉

O企業、 専門家等 と の連携強化
・ 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア制度 (HEART PHOENIX) の推進
・ 救急救命士の養成 (神戸市他)
@ 市民 に対す る ;J没急講習 の 実施 (神戸市他)
・ 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の活動推進
3 . 災害救急医療 シ ス テ ム の繋備

〈災害救急医療拠点の整備〉
0災害救急、医療 シ ス テ ム 中核施設等の主主備

・ 県立災筈医療セ ン タ ー (仮称) の整備
くj L害救急医療の た め の シ ス テ ム の充実〉

0災害持の 初動体制確保 の た め の ソ フ ト 面の充実
. 広域災害 ・ 救急医療情報 ・ 指令 シ ス テ ム の整備
・ 神戸市医療情報ネ ッ ト ワ ー ク の整備 (神戸市)

4 . 防災主主盤 ・ 防災施設の裏金備 - 活用
〈災害対 策 の た め の拠点づ く り 〉

0広域的 な 救援 ・ 復旧 の た め の拠点 と な る 、 広域妨災拠点の整備 と 平時の活用

・ 三木震災記念公関 (仮称) 総合妨災セ ン タ ー ゾー ン の 整備 ・ 活用

県立幼災セ ン タ ー (仮称) の整備

県消防学校の再整備
科学技術庁実大三次元震動破壊実験施設の主義傭支援

5 . 震災の経験 と 教訓 の 継承 と 発信

〈阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) 等の整備〉
0展示、 調査研究、 人材 育成及 び災害時の広域支援等の機能を持つ 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー

(仮称) J 号事の整備
・ 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) 1 期 ・ 2 期援備事業

. 野鳥獣!蕩 保存館等の整備
。復興の シ ン ボル ・ 癒 し空間等の コ ン セ ブ ト を持つ 「神戸震災復興記念公溺 (仮称) J の 整備

「神戸震災復興記念公園 (仮称) J 事業 (神戸市)
く総合的 国民安心 シ ス テ ム の推進〉

0災害保降制 度 と し て の 「総合的民民安心 シ ス テ ム 」 の推進

. 住宅再建支援制度の実現
〈国内外の 関係機関 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化の推進〉

O関係機関 と の迷携

- 防災 に 関 す る 国際的 な 調査研究機関への支援
理化学研究所地震防 災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ーへの支援
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実大三次元渓動破壊実験施設の慾備支援
ア ジ ア 妨災セ ン タ ーへの支援
国連地域開発セ ン タ ー 防 災計画兵療事務所への支援
国連人道問題調整事務所 ア ジ ア ユ ニ ッ ト への支援

@ 災害広域支援 シ ス テ ム の f，号発
〈調査研究体制等の強化〉

0震災の経験 を 活か し た 防災、 都 市構造、 社会 シ ス テ ム な どの調査研 究等の実施
@ 津波災害対 策 の調査研 究

(財) ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 (仮称) に よ る 調査研究
(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に よ る 調査研 究等事業

@ 液状化現象の調査 (西宮市)

〔後半 5 年に 向 け て 「神戸市複興計画推進プロ グ ラ ム」 を 策定 〕

阪神 ・ 淡路大震災 に 見 舞 わ れた神戸市 は 、 1995年 6 月 に 「神戸市復興計画J を 策定、

災 か ら の復 旧 ・ 復興 に取 り 組ん で き た が、 震災か ら 5 年 を 経た2000年10月 、 10年計画の後

半 5 ヵ 年 (2000年度 一 2004年度) に重点 的 に取 り 組むべ き 施策 を f 神戸市護興計画推進 プ

ロ グ ラ ム 」 と し て と り ま と め た 。

復興前半 5 ヵ 年の 「総括 ・ 検証」 作業 に 基づ く 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 か ら

の 提 言 の趣 旨 を 踏 ま え 、 同 推進 プ ロ グ ラ ム の柱 を ①市民の 生活再建 ②都市活動 の再生

③安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り 一ー と 設定 し た 。 本章で は 、 こ の う ち ③ 「安全で安心

な す ま い ・ ま ち づ く り 」 の 中 で も 、 特 に 「紡災」 に 関係す る 事項 に つ い て触 れ て お く 。

「安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り 」 の柱の 中 で 、 具体的 な 事業実施 の 基本方針 と し て

①市民の安全 ・ 防災の取 り 組み や 「神戸震災援興記念公園 (仮称) J 、 兵庫県が進め て い る

「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J の 整備 な ど を 通 じ て 、 震 災 の 経験 を 災

害文化 と し て継承す る ②学校教育、 市民安全 ま ち づ く り 大学 な どの 市民講座等 に よ り 、

安全で安心 な す ま いづ く り 、 ま ち づ く り に対す る 正 し い知識の普及 と 意識 の 向上 を 凶 る 。

ま た 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 安全マ ッ プの作成 な どの機会 を 活用 し 、 ま ち づ く り 活動 に お け る 地域

と 学校等 と の連携強化 を 進 め る ③ 自 然災害 に つ い て調責研究 ・ 情報整理等 に継続的 に取

り 組み 、 「神戸 JIBANKUNJ (地盤 に 関 す る 情報 シ ス テ ム ) の 充実 を 図 る ほ か 、 各種のハザー

ド マ ッ プ (危険個所図) の作成 を 行 い 、 市民への情報発信 に 務め る 。 ま た 、 -rtî民、 事業者、

市 (行政) の協働 に よ り 様 々 な 事象 に対す る 危機管理能力 の 向 上 を 図 る 一ー と し て い る O

震災で は 道路網の 整備、 ラ イ フ ラ イ ン 等 の 耐震性能が十分で な か っ た た め 、 救援 ・ 復旧

活動 に 支障 を き た し 、 一方、 災害時 は 河川 な と々の水や街路樹 な どの緑が防災 に役立つ こ と

を 改 め て 認識 し た と し て 、 防災拠点 と な る 学校等の公共建築物 の耐震化、 防災公 園 の 整備

等 を 進め る と と も に 、 延焼防止や避難路 と な る 道路 ・ 河J l I 空 間 や ラ イ フ ラ イ ン な どの ネ ッ

ト ワ ー ク 化 ・ 耐震化等、 都市基盤 の 質 的 向上 を 引 き 続 き 推進 し 、 河川水や雨水、 海水 な ど

の 「水」 と 緑地 な どの 「み ど り 」 を 活用 し た安全で快適 な 都市空間 の 創 出 に努め る 、 と し
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て い る O

さ ら に 、 大規模災害時 に も 対応で き る よ う 消 防部隊の増強 ・ 高度化、 救急、救命体制 の充

実等、 消 抗力 の 強化 を 継続 し て進め る ほ か、 地域の 防災力 の 一層 の 向上 を 目 指 し 、 防災福

祉 コ ミ ュ ニ テ イ の育成、 消 防 団 の 充実強化等 に 努め る 、 と し て い る O

阪神 ・ 淡路大震災の 人的被害 は 、 建物 の倒壊、 と り わ け 老朽木造住宅 の倒 壊に よ る 圧死

が多 く を 占 め た が、 震災後 に建築 さ れた建物で も 耐震性 ・ 安全性 に対す る 十分な配慮がな

さ れて い な い 場合があ り 、 震災以前の建物 の耐震診断 ・ 改修 も 進 ん で い な い と し て、 最 も

身近 な と こ ろ で生命 を 守 る べ き 住宅が、 人命 を 奪 っ た こ と を 重 く 受 け止め る と と も に 、 住

宅個 々 の安全性向上が、 ま ち の安全性の 向 上 に つ な が る と い う 視点 か ら 、 建築指導行政の

強化や各種検査制度 の充実、 民 間建築物 の耐震化の推進な ど も 掲 げて い る 。 (注 2 ) 

〔兵庫県内で、 ス ク ラ ッ プ か ら 放射能 1 400マ イ ク 口 シ ーベル ト 検出 〕

2000年 5 月 、 神戸市 内 の工場の ス ク ラ ッ プか ら 1 時 間 当 た り 1 ， 400マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト

も の高 い 放射線が検出 さ れ、 同市消 訪局の特殊化学災害対策車や 消 坊 、 救急車が出動す る

事件が起 き た 。放射線が検出 さ れた鉛の容器は専用 の ト ラ ッ ク で 日 本 ア イ ソ ト ー プ協会 (東

京都文京区) に移送 さ れ、 科学技術庁 は 「周辺環境 に 影響 を 及 ぼす状況で は な く 、 現場の

安全は確認 さ れた」 と 発表、 住民の避難措置 に は至 ら な か っ た 。

し か し 、 問題の容器に 入 っ て い た の は 、 医療用 の ラ ジ ウ ム 針 4 本で、 そ の後の兵産県警

の 捜査で、 ラ ジ ウ ム 針 は和歌山県内 の複数の 医療機 関 や 毘療器具販売会社 を経 て 、 ス ク ラ ッ

プ と し て処理業者 に 持 ち 込 ま れた こ と がわ か り 、 放射性物質 の 取 り 扱い 、 処分な ど の あ り

方、 事件発覚 ・ 発生時の対応 の あ り 方 な ど、 さ ま ざ ま な 問題 を 提起 し 、 兵庫県 を は じ め 、

県 内 自 治体 は 、 放射線事故、 原子力 防災計画づ く り を 加速 さ せ た 。

放射性物質 が発見 さ れた 端緒 は 、 5 月 8 日 、 兵庫県加 吉 J l I 市の 製鉄所 に 大型 ト レ ー ラ ー

で搬入 さ れ た約30 t の ス ク ラ ッ プか ら 微量の放射能がゲー ト の 放射線検出装置で検知 さ れ

た た め 、 持 ち 込 ん だ神戸市灘区 の鉄鋼原料加工 ・ 販売会社がそ の ま ま ト レ ー ラ ー で ス ク

ラ ッ プ を 神 戸市東灘 医 の工場 に 持 ち 帰 り 、 翌 日 の 9 日 に な っ て 改 め て検査 し た と こ ろ 、 ス

ク ラ ッ プの 中 か ら 見つ か っ た 鉛 の 容器 の 表面 か ら l 時 間 当 た り 約900マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト

の放射線が出 て い る こ と が分 か つ た 。 同社が科学技術庁 に連絡、 同 日 夜、 同 庁技官 に よ る

検査で、 1 ， 400マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト の 放射線が検出 さ れた 。

放射線障害防止法 で は 、 放射性物質 を 輸送す る 際、 車両か ら 出 る 放射線は l 時 間 当 た り

2 ， 000マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト 以 F と 定め ら れ て お り 、 今 回 の ケ ー ス で は 基準 内 だ、 っ た が、 容

器表面の放射線量 は 、 年 間 の 許容量 を 40分余 り で浴 びて し ま う 線量 で 、 厳 重 な 管理 を必要

と す る レ ベ ル だ、 っ た 。 (注 3 ) 
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〔兵庫県地域防災計茜 新た にE喜子力関災編を 築定 地震編 @ 風水害編 を修正 〕

兵庫県 は 前年度 に実施 し た 「震災対策国際総合検証会議」 な どの 結果 を 暗 ま え 、 県地域

i坊災計画 を 大幅 に修正 し た 。 2001年 3 月 15 日 に 開 い た県防災会議で修正案が承認 さ れた 。

修 正 は 1998年以来 3 年ぶ り で、 今 回 は新 た に 「原子力等防災計画J を 策定 し た ほ か、 地震

災害対策計画 と 風水害等対策計画 を修正。 特 に原子力 関連施設 に 隣接 し て い な い府県で地

域防災計画 に原子力 災害対策計画が策定 さ れ る の は全国で も 初の ケ ー ス と な っ た 。

隣接府県で も な い兵庫県が原子力等防災計画 を 策定 し た の は 、 東海村 ウ ラ ン 加工工場臨
界事故の際 に 、 茨城県 の近隣県 に お い て も 混乱が生 じ た こ と 、 2000年 5 月 に 県 内 で発:生 し

た ス ク ラ ッ プへの放射性同位元素混入事件で、 県民 に多大な不安 を 与 え た こ と な ど を 踏 ま

え た 。

ま た 、 こ の 日 の 防災会議で、 航空や鉄道、 道路の大事故 に対応す る 「大規模事故対策計

画」 を 2001年度 中 に策定す る こ と も 決定、 想定 さ れる ほ ぼすべて の種類の 災害対策が防災

計画 に盛 り 込 ま れ る こ と に な る O

地震 ・ 風水害等対策計画の大中高 な 修正 を 行 っ た 背景 は 、 同検証会議の成果 を 反映 さ せ る

こ と な どの ほ か、 全国初の災害対策専用庁舎で あ る 県災害対策セ ン タ ー が2000年度 に始動

し た こ と 、 さ ら に2002年泰 に 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) が完成、 稼働

す る こ と に な っ て い る な ど、 災害対応の拠点づ く り が進展 し た た め であ る O

く原子力 等防災計画の主 な 内 容〉

① |司計画の対象 と な る の は 、 次の 4 つ の事案 を 想定 し て い る

ア ) 放射性物質 の事業所外運搬 に お い て 、 放射性物質 ま た は放射線が異常 な水準で容

器外 に放出 さ れ る 事態が発生 し 、 県民の生命、 身体及 び財産 に被害が生 じ 、 ま た は

生 じ る お そ れがあ る 場合。

イ ) 放射性同位元素 ま た は放射線が異常 な水準で、放射性同位元素現 り 扱い 事業所外 に

放 出 さ れ る 事態が発生 し 、 県民の生命、 身体及 び立す 産 に 被害が生 じ 、 ま た は生 じ る

お そ れがあ る 場合。

ウ ) 放射性同 位元素寂 り 扱い事業所外 に お い て 、 放射性物質が発見 さ れ る 事態が発生

し 、 県民の生命、 身体及 び財産 に被害が生 じ 、 ま た は生 じ る お そ れがあ る 場合。

エ) 県外 に お け る 原子力災害等の発生 に よ り 、 県 内 に お い て社会不安が高 ま る 事態が

発生 し 、 県民の生命、 身体及び財産 に被害が生 じ 、 ま た は 生 じ る お そ れがあ る 場合。

② 緊急時モ ニ タ リ ン グ体制 の 整備

事業者や通報 を 受 け て 出 動 し た消 防機 関 が実施す る 放射線量の測定結果 を 収集す る と

と も に 、 播磨科学公園都市 に所在す る (財) 高輝度光科学研究 セ ン タ 一 等の公的研究機

関 及 び (社) 兵庫県放射線技師会等の技術者団体な ど、 放射線モ ニ タ リ ン グ実施体制 を

整備 し て い る 機関 と の 開 で 、 緊急時 モ ニ タ リ ン グ に係 る 協力体制 を 構築 し 、 必要があ る

と 認め る と き は 、 緊急時 モ ニ タ リ ン グ の 実施 を 要請す る 。

586 第 卜章 @ 防災



③ 災害広報

対象 と な る 原子力 災害等の発生時 に 、 県民の心理的動揺 あ る い は 混乱 を 抑 え 、 異常事

態 に よ る 影響 を で き る 限 り 低 く す る た め の 的確 ・ 迅速 な情報提供 ・ 広報 を 行 う O

④ 緊急時医療対策

災害医療 セ ン タ ー (仮称) の整備 に あ わせ て 構築 さ れる 全県災害医療 シ ス テ ム の 中 で、

):)、下 の こ と を 検討す る O

対象 と な る 原子力災害等の発生時 に 、 放射性物 質 ま た は放射線 に よ る 汚染 、 被ば く 、 も

し く は そ の お そ れの あ る も の を 感知 し た と き に搬送す る 医療機関 を あ ら か じ め指定す る

と と も に 、 搬送予定医療機関 に 、 緊急被ば く 医療、 保建物理、 放射線科、 救急医療等、

複数の領域 の 専 門家が参集 し 、 医療の 内容お よ び適切 な 治療が可能 な 医療機関 を 選定で

き る 体制 を 整備す る O

⑤ 風評被害等の 影響 の 軽減

回 、 市町、 各マ ス メ デ ィ ア の協力 を 得 な が ら 、 的確 な t情報提岱 に よ り 、 風評被害の 未

然防止 ま た は影響の軽減 を 図 り 、 万 \ 風評被害が発生 し た場合は 、 商 品 の流通促進お

よ び観光振興の た め に広報活動 を 強化す る と と も に 、 施策 上 の 十分 な 配慮 を 行 う O

く「地震災害対策計画J ，-風水害等対策計画」 の 主 な修正点、〉

① 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 の発信 と 継承

震災対策国際総合検証会議の成果 を 国 内 外 に 情報発信す る こ と o 2002年春 に 第 l 期 が

完成す る 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) に よ り 、 阪神 ・ 淡路大震災の貴

重 な 経験や教訓 を 全世界の共有財産 と し て継承 し て い く O さ ら に震災10年 目 に改 め て検

証 を行 う O

② 災害対策 セ ン タ ー の 整備

災害対策本部体制 を 円滑かっ効果的 に 運用 で き る よ う 、 分散配置 し て い た 災害対策関

係 の 各室 を 集約化 し 、 耐震性の高 い構造 を 持 ち 、 フ ェ イ ル セ ー フ 機能 を 有 し た災害対策

セ ン タ ー を f其用 し て い る 。

③ 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) の 整備

阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 全世界の共有財産 と し て 継承 し 、 国内外の地震災害

に よ る 被害 の軽減 に貢献す る と と も に 、 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J

を 整備す る 。

④ 災害時 に役立つ 「災害対応支援 シ ス テ ム 」 の 開発

迅速 ・ 的 確 な 応急対応の実現に資す る た め 、 災害発生時 に被害予測 の 状況 に応 じ て 、

人員 や物資等の把握 ・ 調整や応急対応措置の 手頗等が表示で き る 先進的、 本格的 な 災害

対応支援 シ ス テ ム を 開発 し 、 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム に 組み込む。

ま た 、 こ の シ ス テ ム の一環 と し て 、 被災市町への物資の支援 を 迅速 に実施す る た め 、
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県及び市町等が備蓄 す る 物資等 に つ い て被災市町等へ情報提供 を 行 い 、 物資輸送 を 支援

す る シ ス テ ム の 開 発 を 進 め る O

⑤ 広域防災体制 の確立

@ 兵庫県災害広域支援 シ ス テ ム の推進

県が国内外の大規模災害発生時 に 県 の持つ 防災資源、等 を 活用 し て 、 支援活動 を行 う 「兵

庫県災害広域支援 シ ス テ ム 」 を 開発す る O

@ 県 に お け る 調査研究の充実

国 捺 的 な 防災関係機関 と の連携強化及 び ワ シ ン ト ン 州 及 び カ リ フ ォ ル ニ ア 州、! と の 防災

協 定 に 基づ く 4情報交流 な どの 国際防災協力 を推進 し 、 そ の 成果 を 活用 す る 。

⑥ 災害対応詳細業務指針の策定

県が災害対花、 に お け る 広域支援の責務 を 遂行す る 上 で 、 m可等妨災関係機 関 を 含め 、

県域全体 と し て の シ ス テ ム を 構築す る 必要があ り 、 ま た 、 初動時 に お い て被災者支援の

観点か ら 特 に重 要 な 業務 に つ い て 、 具体的 な 対応策や手順等 を 記載 し た指針 を 策定す る O

@ 避難所運営指針

避難所運営 に つ い て の 基本原則及 び各市町の避難所運営の一般的 な 事項 を 定め た 「避

難所運営指針」 を 策定す る O

@ 災害弱者支援指針

災害弱者の支援対策 に つ い て の 基本原則 を 定め る と と も に 、 市 町等が、 地域の実情 に

応 じ て作成 す る 「災害弱者支援マ ニ ュ ア ル」 の 基本 と な る 「災害弱者支援指針」 を 策定

す る O

@ 災害 時 ボ ラ ン テ ィ ア 受入指針

県が、 県 ・ 市町 ・ 関 係 団体 に お け る 災害 ボ ラ ン テ ィ ア の受入体制 を 充実す る た め に 、

「災害時 ボ ラ ン テ イ ア 受入指針」 を 策定す る O

⑦ 災害医療体制 の 充実

災害救急医療 シ ス テ ム の充実 を 災害医療セ ン タ ー の 整備 に 合わ せ て実施す る O

⑧ 災害弱者支援対策 の充実

@ 災害弱者支援対策の実施

県 に 災害対策本部が設置 さ れた場合、 災害弱者対策の実施状況や 関係機関 の 支援 を 行

う た め に 、 関係課室 の職員 か ら 構成 さ れ る 「災害弱者支援対策班」 を 災害対策本部 に設

置す る O

ま た 、 災害弱者施設 に係 る 総合的 な土砂災害対策 を 実施す る こ と と す る O

@ 外国 人県民への情報提供の充実

外国人県民への情報提供 に つ い て 、 コ ミ ュ ニ テ イ FM な どの メ デ ィ ア を 通 じ て 、 多言

語で情報提供 を行 う O

⑨ 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 受入の充実
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@ 災害 ボ ラ ン テ イ ア受入れ ・ 派遣体制 の確立

市町、 ボ ラ ン テ イ ア 団体、 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー ト 機能等の 災 害ボ ラ ン テ ィ ア の

受入れ ・ 派遣 に あ た っ て の 基本事項 に つ い て 、 よ り 具体的 に定め る O

@ ボ ラ ン テ イ ア 団体の地域防災計画、 防災訓練への参画

県 ・ 市 は 、 地域助災計爾の作成 に あ た り 、 社会福祉協議会、 日 本赤十字社 そ の抱の ボ

ラ ン テ ィ ア 団体 と の意見交換の場 を 持っ と と も に 、 こ れ ら の 団体が積極 的 に 参画 で き る

妨災訓練の実施 に努め る O

⑮ 災害復興計画 の策定

今説、 発生す る 大規模 な 災害に対 し 、 総合的 な復興 を 推進す る こ と がで き る よ う に す

る た め 、 復興本部の設置及ぴ復興計画 の 基本 的 な 考 え 方や計画作成手)11&等 を 定め る O

⑪ 津波災害対策の充実

津波予報、 避難指示等の伝達体制 の整備 、 防潮堤等の施設の整備 、 津波監視体制等の

確立等、 津波災害対策の推進や津波災害時の避難対策 に つ い て定め る o (注 4 ) 

〔神戸市地域防災計酷 放射性物禁事故対策な ど加 え穆正〕

神戸 市 も 市 内 で発生 し た放射性物質事故 を 教訓 に 、 同 市 の 地域防災計画 に 、 新た に 「放

射性物質事故災害対策」 を 加 え た ほ か 、 地域防災計画 に 「地下空間浸水対策」 な ど も 盛 り

込ん だ修正 を 2000年度末 に 決定 し た 。

「放射性物質事故災害対策」 は

① 災害想定 と し て 、 放射性物質保有施設 に お け る 事故お よ び放射性物質運搬 中 の事故

に 加 え 、 そ れ以外の場所で発生 し た事故災害 を 想定す る O

② 事故発生時の災害発生事業所、 神戸市、 兵産県、 科学技術庁等関係機関 の連絡体制

を 明確 に す る 。

③ 消 防隊が事故発生時 に検出機器 を 用 い 、 検出作業 を 行 う と と も に 、 防御活動 お よ び
住民の安全確保の た め 、 「放射線危険区域J (毎日寺1 ， 000マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト 以上検出 さ

れ る 地域) お よ び 「放射線警戒区域J (毎時10マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト 以上検出 さ れ る 地域)

の設定お よ び解除。

④ 市民の安全 を 確保す る た め 、 警戒区域の設定、 避難勧告 ・ 指示等 を 行 う O

⑤ 市民への広報 と し て 、 避難勧告 を 行 う 場合 は 、 防災行政無線同報系等で知 ら せ、 現

場測定結果等 に 基づ き 、 市民生活 に 影響がな い と 判 断 し た場合 に つ い て も 、 情報提供 を

行 う と と も に 、 地域の 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の代表者等へ状況 を 連絡す る O

⑥ 最終的 に 科学技術庁の 測定等の結果に よ り 、 安全薙認 を 行 う O

一方、 地域防災計画 に加 わ っ た 「地下空間没水対策J で は 、 地下鉄、 地下街、 地下室

等、 地下空間 の浸水対策 と し て 、 豪雨等 に お け る 地下空 間 の 危 険性の啓発、 流入防止施

設等の浸水被害軽減対策の促進、 避難体制 の確立 を 盛 り 込ん だ。 (注 5 ) 
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( r神戸市消防基本計繭 (後期) 推進プ ロ グ ラ ムJ を策定 放射線対策の専門部隊創設へ〕

神戸市 は2001年 2 月 27 8 、 2001年度か ら 5 年 間 に わ た る 消 防活動 の指針 と な る 「神戸 市

消 防計画 (後期) 推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定、 発表 し た 。 放射線対策の部隊 を 設 け る な ど、

新 た な 方針が盛 り 込 ま れて い る が、 原子力施設 を 持 た な い 自 治体が放射能対 策 の 専 門部隊

を 設 け る の は 珍 し しミ 。

同市 は 阪神 ・ 淡路大震災の後、 1995年 7 月 に 「神戸市復興計画J の 下部計画 と し て 10 カ

年計画 の 「神戸市消防計画」 を 策定 し た が、 こ の 聞 に起 き た新た な 問題や課題 に対処す る

た め 、 2005年 を 目 標年次 と し た後半 5 ヵ 年の計画 を 練 り 直 し た 。

2000年 12 月 14 日 、 「神戸市消 拐計爵 (後期) 推進 プ ロ グ ラ ム 」 検討委員 会 (会長 : 室崎

益輝 ・ 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授) が、 「消 防体制 の 強化 に つ い て は 、 市民、 事

業者、 市 の ネ ッ ト ワ ー ク の構築が重要J r救急体制 の 充実 に つ い て は 、 市 の 救急医療体制

に 整合 し た メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル体制 の あ り 方 に つ い て検討す る 必要があ る J r消 防 団

の充実 に は 、 女性出 防 匝 員 の採用 も 考 え て い く 必要があ る J r防災都市基盤、 防災拠点 の

整備 に つ い て は 、 地球温暖化 な ど に よ り 、 今後、 従来の 予想 を 超 え る 自 然災害が発生す る

恐れがあ る の で、 自 然災害の被害予測 を 進め る と と も に 、 防災都市基盤の 整備や公園 の 整

備、 公共建築物等 の 耐震化 な ど を 進め る 必要があ る 」 な どの提 言 を 市長 に提 出 O 同推進 プ

ロ グ ラ ム は こ れ ら を 受 け て 策定 さ れた 。

主要施策の な かで特鍛的 な 実施計画 は 、 以 下 の 通 り であ る O

( 1 )  放射性物 質災害等 に対応す る 部隊 の 整備

放射性物質 の 災f書 に対 し て 、 測定作業等の対応 を 強化す る た め 、 測定機器 ・ 保安機器 を

各消 防署 に 整備 ・ 増 強す る O ま た 、 放射性物質災害 に かか る 対策要綱 を 整備 し 、 職員研修

や訓練 を 行 い 、 放射性物質災害等 に対応す る 部隊 を 整備す る O

(2)  消 防 団組織 ・ 体制等 の 総合的見直 し 、 女性消 訪団員 の掠用

震災 を 教訓 に 、 地域の 防災対応力 を 高 め る べ く 、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 組織 を 結成 す る

な ど、 各種寂 り 組みが行 わ れて い る が、 こ れ ら 組織 と 消防団が有機 的 に 連携す る 必要があ

る こ と か ら 、 総合的 な見直 し を 図 る O ま た 、 今後、 女性消 防 団 員 の 採用 促進及 び制限等の

検討 を 行 う 。 (注 6 ) 

2 . 地域隣災討画 に 関す る マ ス コ ミ 調査

( r復興マ ニ ュ アルJ は 4 分の 3 が未作成〕

新聞 ・ 通信各社 は2001年 1 月 17 日 で、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 丸 6 年が経過す る の を 機 に 、

各種世論調査 を 実施 し た 。

共同通信社が都道府県 を 対象 に実施 し た 防災体制 の調査結果 に よ る と 、 全都道府県が地

域防災計掴の 中 で、 地震 に つ い て 他 の 災害 と 同列 に扱 わ ず、独立 し て 「地震対策編」 を 設 け

て い る ほ か、 約95% の 自 治体が震度別 の被害想定 を 実施す る な ど、 震災への対策が進 ん で
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い る こ と がわ か っ た 。 ま た 、 災害発生時の迅速 な 情報収集 に 欠かせ な い ネ ッ ト ワ ー ク を 利

用 し た 「防災情報 シ ス テ ム 」 の導入 に つ い て も 90 % を 超す 自 治体が積極的 で あ る こ と も わ

か っ た 。 し か し 、 被災後の 「復興マ ニ ュ ア ル」 の作成 を 進 め て い る 白 治体 は 約 4 分の l と

整備の遅れが 日 立 っ た 。

調査は林春男 ・ 京都大学防災研究所教授 (防災心理学) の協力で2000年12 月 に実施 し 、

全都道府県の 防災担当 者 か ら 回 答 を 得 た 。

調査結果 で は 、 地域防災計画 に 「地震対策編」 を 設 け て い る の は 、 大震災前の94年 4 月

の 消 防庁 に よ る 調査の34か ら 全都道府県 に な っ た 。 「被害想定の 実施」 は 、 22か ら お と 倍

増 し 、 「液状化調査J (一部実施 も 含む) も 19か ら 42 と 大幅 に増加 し た 。

「防災情報 シ ス テ ム 」 は 、 「整備済み」 が31 、 「整舗 仁ド」 が 3 、 「計画 あ り 」 が 9 の計43

と 90 % を 超 え 、 導入への積極 的 な 姿勢が日 を 5 1 い た 。 同 シ ス テ ム を 導入 し て い る 都府県の

他 の シ ス テ ム と の接続状況 (複数同答) を み る と 、 震度情報 な どの 「地震観測 シ ス テ ム 」

が約90% 、 ヘ リ コ プ タ ー か ら 撮 っ た 暁像が見 ら れる 「ヘ リ テ レ 映像受信 シ ス テ ム J が約61 % 、

緯度や経度 な ど地図情報 と 結 びつ け る 「地理情報 シ ス テ ム J (GIS) が約42% だ、 っ た 。

一方、 「復興マ ニ ュ ア ルJ に つ い て は 、 「作成済み」 が茨城、 東京、 静 岡 、 愛媛、 長崎、

沖縄の 6 、 「作成 中 J が千葉、 神奈川 、 三重の 3 の計11都県 に と ど ま っ て い る 。 惜 7 )

〔大都市防災 は 「東高西最J J

読売新 聞 社 は 2000年12月 、 全都道府県 と 県庁所在 市、 人 口 10万人以 ヒの市、 東京23区 の

計182 1":1 治体の 防災相当 者 に 対 し 、 地域防災計画 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し た 。 回

答 は 100% だ っ た 。

調査結果 に よ る と 、 阪神 ・ 淡路大震災後、 すべて の 自 治体が地域防災計画の見直 し を 実

施 し て い た 。 阪神 ・ 淡路大震災で重要性が認識 さ れた ボ ラ ン テ イ ア の受 け入 れ態勢な ど に

つ い て は 、 142 自 治体が平時 か ら 登録 窓 口 を 設置す る な ど し 、 大分県 は 常 設 の 災 害 ボ ラ ン

テ イ ア 運営委員 会 を 設 け て い た 。

災害弱者向 け の 緊急通報 シ ス テ ム や安否確認体制 の 整備、 外国語の 防災パ ン フ レ ッ ト 作

成 な どの規定 を 盛 り 込 ん でい る の は 、 159 自 治体 に 上 っ た 。

そ の反面、 隣接 自 治体 と の相互応援協定 な ど を 結 ん で い た の は半数以 下 の 87 自 治体で、

広域防災体制 は ま だ確立途 ヒ。 ま た 、 東京都や 同23 区 の 大半、 横浜市 な どが被害の拡大 し

や す い 昼 間 人 口 の地震対 策 を 設 け て い る の に対 し 、 大阪府、 愛知、 福 岡 両県 、 大阪、 名古

雇、 福 岡 の 3 市 に は規定がな く 、 大都市防災での 「東高西低」 ぶ り も 浮か び上がっ た 。

阪神 ・ 淡路大震災で は行政の施策 と 住民の ニ ー ズ の ギ ャ ッ プが課題 と 指摘 さ れた の に 、

計画の改訂 ・ 策定時 に市民の意見 を 聞 い た り 、 住民代表 を 参加 さ せた り し た の は 、 46 自 治

体 に と ど ま っ て い る 。

同 紙は 、 大分県 の ボ ラ ン テ ィ ア と の連携ぶ り も 次の よ う に 紹介 し て い る O
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同県の 「災害 ボ ラ ン テ ィ ア 運営委員 会」 は 4 年前 に常設。 社会福祉協議会、 医 師会、 ト

ラ ッ ク 協会、 建設業協会 な ど13団体を代表す る 委員 で構成 し 、 下部 に 関係40団体 と の連絡

協議会 も O 登録人数 は 約 1 ， 000人で、 年 に 3 同 、 泊 ま り がけ の研修 な ど も 実施 し て い る 。

ユ ニ ー ク な の は 、 バ イ ク 所有者 ら で作 る チ ー ム で、 悪路で も 機動力 を 発揮で き る オ フ ロ ー

ドバイ ク を 使 い 、 現場の'青報 を 集め る の が狙い。 2000年か ら は 、 こ の 「 ラ イ ダ 一 部 隊」 が

県 の 防災訓練 に も 参加、 実際 に ガ レ キ を 乗 り 越 え て走行す る デモ ン ス ト レ ー シ ョ ン も 行 っ
た 。 (注 8 ) 

〈参考文献〉
(i主 1 ) 阪神 ・ 淡路震災復興計画後期 5 ヵ 年推進プロ グ ラ ム 」 兵庫県 2000年1 1月

u主 2 ) 神戸市復興計画推進 プ ロ グ ラ ム 」 一新生 ・ 神戸 を め ざ し て 一神戸市 2000年10月
(注 3 ) 神戸新聞 2000年 5 月 10 日 付 、 9 月 初 日 付

(注 4 ) 兵庫県地域防災計画 (原 子力等防災計嗣) の概要」 、 「地震災察対策計 部 ・ 風水害等対策言「岡修正の概
要」 兵庫県 2001年 3 月

(注 5 ) 平成12/f度神戸市[地域防災計 爾の主 な変更点 (案) J 神戸 市
(注 6 ) 神戸市消 防基本計画 (後期) 推進 プ ロ グ ラ ム 」 策定 に かか る 提言 同 プ ロ グ ラ ム 検討委員会 2000年

12月

「神戸市消紡基本計画 (後期) 推進プロ グ ラ ム J 神戸市 200l 年 2 月
(注 7 ) 神戸新聞 2001年 1 月 16 日 付

(注 8 ) 読売新聞 200 1年 1 月 16 日 付
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| 第二節 防災拠点施設 @ シ ス テ ム 等 の 整備

2000年度 は 、 兵車黒 の 2 つ の 防災拠点施設が、 完成 と 建設 に 踏み 出 し た 記念すべ き 年 と

な っ た。 完成 し た の は 「兵庫 県災害対策セ ン タ ー 」 で 、 災害対策の 中枢拠点 と な る O 完成

後、 2 ヵ 月 見 ら ずで鳥取県西部地震が発生 し 、 自 然災害は有無 を い わせず新施設の機能 と

人 間 の対応、 を チ ェ ッ ク す る 厳 し さ を 見せつ け た 。 同対策 セ ン タ ー は 、 新 し い 免震技術 や 随

所 に震災の経験 を 踏 ま え た工夫が採 り 入 れ ら れ て お り 、 業務ス タ ー ト 以来 、 全 国 か ら 視察

者が後 を 絶 た な い 。

年度内 に着工 し た の は 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J o 災害対応の専

門 家養成機関 と し て の役割や 、 被災地 に 専 門 家 を 派遣す る 広域支援体制 の 構築 な ど、 兵庫

県 は 、 震災の体験 と 教訓 を 国 内外 の 災害 に 生 か し て い く 責務があ る と の強い使命感 か ら 、

同 セ ン タ ー の機能の充実 を 目 指す。

1 . 紡災拠点施設等の 整備
〔兵庫県災醤対策セ ン タ ー完成 ・ 始動)

兵庫県が災害対策の 中枢拠点施設 と し て建設 し て い た 「兵庫県災害対策 セ ン タ ー」 が2000

年 8 月 22 日 に 完成 、 業務がス タ ー ト し た 。 災害対策の専用庁舎の建設 は 全国 の 自 治体で初

め て で 、 建物 自 体の耐震性は も ち ろ ん 、 地震の際、 床 自 体がス ラ イ ドす る 「免震床」 の諒

用 、 非常用 電源装置の複数化、 通信 ・ 電話回線の二重化 な ど、 随所 に安全性 を 確保す る 工

夫が凝 ら さ れ、 大災害時 に は 自 衛隊や警察、 消 防 な ど関係機関 や ラ イ フ ラ イ ン企業の職員

な どが執務 で き る 執務宗 も 備 え 、 災害発生時 に は文字通 り の対策 ・ 対応、 の 中 枢拠点 と な る O

同 セ ン タ ー は神戸市 中 央 区 山手通の県庁舎北側 の県有地 に 、 総工費25億 円 を か け 、 1998

年12 月 に 着 工 さ れた 。 地 下 I 階、 地上 6 階建て 、 延べ床面積 は 3 ， 680rrf。 阪神 ・ 淡路大震
災の 震度 7 ク ラ ス の 地 震 に も 耐 え ら れ る よ う 建物 の 構造体の 強度 を 法定 の l . 5倍 に し た 。

ま た 、 情報通信機器 を 設置す る ネ ッ ト ワ ー ク 管理室や シ ス テ ム 管理室 は 、 地震の際、 床 自

体がス ラ イ ド し 、 衝撃 を 和 ら げる 「免震床」 を 導入 し て い る 。

さ ら に各 フ ロ ア は 約 6 m 罰 橋 で配呈 さ れた85αn [Zg方 の柱で、貴かれ、 杭の配置な ど部屋の

レ イ ア ウ ト よ り 、 安全性 を 重視 し た 。

ラ イ フ ラ イ ン が途絶 し た場合に備 え 、 非常用電源装置 は 2 台 を 設置 し 、 2 台 の設置角 度

を 90度変 え て 、 地震動の方 向 に よ り 一方が倒 れで も 残 る 1 台の安全 を 確保す る と い う 細心

の配慮が行 わ れ て い る O フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム な どの通信田線や電話回線 も 本庁舎 と

の二重化で、 情報回路の安全 を 図 っ て い る 。

水道施設 に 被害が出 る 場合 に備 え て 、 生活用 水 を 確保す る た め に井戸 も 掘削 、 飲料水 に

も 使 え る よ う 漉過装置 も 設置 し て い る O ま た 、 県道 を 挟 ん で 向 か い 合 う 本庁舎 と は 専用 の
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( 図 1 ) 兵庫県災害対策セ ン タ ー ( フ 口 ア図 )

6 機械置場

防災関係機関室L 

4 放送実

ネ ッ ト ワ ー ク 管理室

2 
本部長室 防災監室
防災局長室 (事務局長室)
資料室 (事務副総長室)

災害対策本部室 シ ス テ ム 管理室
� I 妨災企商課 消防課事務室
ド (災害対策本部事務局室)Bl ボ イ ベ 燃料庫
1 電気室 空調機械室
F 消 火 ポ ン プ主主 消 火 ボ ン

( ) 内 は 、 災害対 策本部設景時の名称

← 立:1羽

地下連絡通路
(県庁本館へ)

地下通路 (約50 m ) で つ な ぎ 、 災害時の機動性 も 確保 し た 。

大規模災害時の 中枢司令室 と な る 災害対策本部室 は 、 従来の 3 惜の広 さ を 確保、 約80人

の ス タ ッ プ が収容で き る O 隣接の 消防課や 防災企画課な ど、 本部設置 と と も に 本部事務局

室 と な る 聞 の し き り は ガ ラ ス 張 り に し 、 本部室の音声 も 届 く シ ス テ ム に し て 、 本部の決定

がす み や か に 本部事務局窓か ら 関係部署、 関係機関 、 市 町村 に連絡で き る こ と に な る O フ

ロ ア �l で は 、 災害対策本部室 は 、 本部事務局室 と シ ス テ ム 管理室 と 同 じ 1 階 と な っ て い る

が、 実際は本部室の フ ロ ア だ け が 中 地階 と な っ て お り 、 シ ス テ ム 管理宅 と 本部事務局室 か

ら ガ ラ ス 越 し に 、 や や上か ら 本部案 フ ロ ア 全体が見渡せ る 構造 に し て い る 。

本部室の 正 面 の壁 に は 100 イ ン チ を 超 え る 大型 デ ィ ス プ レ イ が 2 台設置 さ れ、 そ の脇 と

U 71現 テ ー ブ ル の 中 央 に も 大型 デ ィ ス プ レ イ を 配置、 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム な ど を 通

じ て被災現場 の映後や 、 被害予測 の 地図 な ど さ ま ざ ま な 情報が映 し 出 さ れ、 災害対応が決

定 さ れ る O テ ー ブル 上 に は本部員 の席 ご と に ノ ー ト パ ソ コ ン が置 かれ、 そ れぞれが必要 な

f青干長 に ア ク セ ス で き る O

本部事務局室 は 、 普段は ß}j災企画課 と 消 防課が執務 し て い る が、 い ざ、 災害対策本部が

設置 さ れる と 、 両課の職員 の 昔日 は フ ロ ア の奥のー画 に 移動 し 、 剤課の杭は県庁各部で構

成 さ れ る 本部連絡員や情報統括班、 情報分析 ・ 通信班、 情報セ ン タ ー 班 、 物資輸送調整班

な ど、 外部の 機 関 の 職員 も 含む災害対策本部事務局 の 杭 に 早変 わ り で き る よ う 、 両諜の職
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県の 防災対策の拠点、 と し て整備 さ れた兵康
県災害対策セ ン タ ー の建物 (神戸新潟社提
供)

員 は普段か ら 無椋回線が利 用 で き る ノ ー ト パ ソ コ ン を 使用 、 緊急時 に場所 を 変 え て も ノ ー

ト パ ソ コ ン を 持 っ て 、 そ の ま ま 仕事が切 れ 目 な く 続行で き る 態勢 に し て い る 。 ま た 、 執務

机の上 も 、 普段か ら 持 ち 運 び、 に 手 間 攻 る よ う な事務機器な ど を 龍か な い よ う に し て い る O

災害対 策 に 参画す る 警察、 消坊、 白 樺隊、 海上保安庁 な どの 関係機関 や 、 ラ イ フ ラ イ ン

各社 の担当 者が執務で き る 防災関係機関室が 4 階 と 5 階 に あ り 、 防災関係機関が清報 を 共

有 し な が ら 迅速 な 活動が実行 に 移 さ れ る こ と が期待 さ れ る 。

こ の ほ か、 災害時 に本部長 の 知事 ら がテ レ ビ、 ラ ジ オ を 通 じ て県民 に被害の状況や災害

対応 に つ い て 説明 し た り 、 非常時の行動 に つ い て呼びかけ を 行 っ た り す る た め の放送室 を

4 階 に設置、 マ ス コ ミ への発表が行 わ れ る 報道関係室 は 3 階 に配置 さ れ て い る O 発電機室

県Il�本館 と は幹線道路下の地下道路でつ な
がっ て い る (神戸新聞社提供)
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最新の情報 シ ス テ ム を 備 え た 災害5対策本部
広o ，��j蹄形テ ー ブルの居j 囲 に は、 大型デ ィ
ス プ レ イ や モ ニ タ ー が並 ぶ ( 神戸新 聞社提
供)

や備蓄倉庫 な ど は 地下 1 階 と な っ て い る 。 備蓄倉庫 に は 、 職員 1 ， 000 人分 を 日 安 に 、 食糧

l 万2 ， 000食分、 毛布2 ， 600杖 な ど を 備蓄 す る O

さ ら に 4 摺 に は 宿直室があ り 、 同 セ ン タ ー で は 、 常時、 3 人の職員が宿直態勢 を と っ て

い る が、 初動体制 が 十分に と れ る よ う に 、 県庁周辺 に 災害待機宿舎 3 棟 を 整備 、 初動対応

職員76人分の専用宿舎があ り 、 災害時 に は 数分か ら 10数分で参集で き る 態勢 を と っ て い る 。

同対策 セ ン タ ー 完成査後か ら 見学者が後 を 絶 た ず、 海外か ら の 140人 を 含 め 、 2000年度

中 に 119団体、 1 ， 626人が施設見学 に 訪 れ た 。

な お 、 l 階の シ ス テ ム 管理室 と 、 フ ェ ニ ッ ク ス 訪 災 シ ス テ ム や衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク の

心臓部で あ る サ ー バ な ど情報通信機器 を 収容す る 3 階の ネ ッ ト ワ ー ク 管理室 に採用 し て い

る 「免震床」 は 、 詳 し く は ' 2 次元免震床」 と い い 、 建物が地震力 を 受 け て も 地震の力 を

吸収 し 、 免震沫上の電算機器 な ど に そ の ま ま 振動が伝 わ ら な い よ う に す る 特殊な 二重床 の

床組 を い う 。 (注 1 ) 

( 1阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ アルセ ン タ ーJ (飯称) 着工〕

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 全世界の共有財産 と し て 継承 し 、 国 内 外 の 地震 な どの

自 然災害 に よ る 被害 の 軽減 に 貢献す る と と も に 、 い の ち の尊 さ や共生の大切 さ な ど を 世界

に発信 し て い く こ と を 目 的 に し た 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J (仮称) が、 2001

年 1 月 6 日 、 神戸市 中 央区脇浜海岸通 1 丁 目 の神戸東部新都心で着工 さ れた 。

メ モ リ ア ル セ ン タ ー は 、 大震災 に 関 す る 展示部門 や資料収集 に と ど ま ら ず、 震災 に 関 す

る 専 門 家 の 調査研究や災害対応の専 門 知識 を 持つ 人材 の 養成機関 の機能 を 持 つ ほ か 、 全国

の 防災関係機関 と 連携 し 、 災害時 に 専 門 知 識 ・ 技龍 を 持 っ た 要員 を 被災地 に 派遣す る 広域

支援体制 の創設 な ど、 震災の調査研究 ・ 対応の総合拠点づ く り を 目 指 し て い る O

同事業 は 2 期 に分 け 、 研究部 門 、 人材育成 部 門 、 展示部 門 を 主 な 内容 と す る 第 1 期事業

の 建物 は 、 2002年春 に オ ー プ ン す る O 展示部 門 と 地震災害 を は じ め と し た 自 然災害 に 関 す
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( I'iZl 2 ) 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ アル セ ン タ ー (仮称) フ 口 ア図

資料収蔵庫 ・ 機械室 機械室 7 F 

研究部 門 兵主主県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研究機構 6 F  

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー
人材育成部門 同連人道問題調整事務所 ア ジ ア ユ ニ ッ ト 5 F 

国連地域問発セ ン タ ー 防災計画兵庫:事務所

地震防災 フ ロ ン テ イ ア 研究セ ン タ ー 4 F 

3 F  

展示部門

オ ー プ ン ス タ ジ オ セ ミ ナ ー 室 展示部門

期 2 耳目

る 国際機関 や研究機関が入 る 第 2 期事業 の 施設 は 、 2001年度中 し 、 2003年春 に オ ー

プ ン す る 予定で、 全事業が完成す る と 、 災害 に 関 す る 機関 が集積す る 国 際 的 な セ ン タ ー の
役割 も 果 た す こ と に な る O

1 期棟 は 地 上 7 階、 地 下 1 階建 て 、 延べ床面積 は約8 ， 200m2 、 2 期棟 は 地上 7 階、 地下

1 階建 て 、 延べ床面積 は約10 ， 200m2 。 総事業費 は 約120億 円 で 、 第 1 期事業 は 、 国 が建設

費 の半分の約30龍 円 と 運営費 の 一部 を 負担す る 「国家的事業」 と し て位置づけ ら れて い る O

第 2 期 事業 は 県の単独事業 と な る O

く第 1 期事業〉

メ モ リ ア ル セ ン タ ー の シ ン ボル と な る の が 「慰霊 の モ ニ ュ メ ン ト 」 。 向 セ ン タ ー を 訪 れ

る すべ て の 人々 に 、 目 に触 れ る メ イ ン ア プ ロ ー チ か ら 望 め る 水盤の 中 に 、 慰霊の モ ニ ュ メ

ン ト を 設置す る も の で、 大震災の犠牲者全員 の 名 簿 を 納 め る O 震災発生の 5 持46分 を 示す

時計の針の角 度 を イ メ ー ジ し た デザイ ン に よ り 、 ガ ラ ス と 御影石 を使 っ て 「鎮魂」 と 「震

PLの記憶」 を 表現す る O

展示部門 は 2 、 3 、 4 階 を 使 い 、 阪神 ・ 淡路大震災の衝撃 と 、 被災状況、 さ ら に復 旧 ・

復興がい か に し て行 わ れ て き た の か を 、 映像で体験す る シ ア タ ー や 、 被災 し た街の一角 を

再現す る ほ か 、 震災の記憶 を 伝 え る さ ま ざま な 実物資料や造型資料 を 実際 に触れて体感で

き る よ う な展示 も 行 う 。 災害か ら の復 旧 ・ 復興の 歩 み を 、 地震発生 か ら 72 時 間 、 1 週間 、
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3 ヵ 月 、 1 年、 そ の後現在、 ま で、 と 期 間 を 切 っ て 追体験す る 展示 を 行 い 、 被害 と そ の対!応、

復 旧 、 復興の全体像 を 把握で き る よ う に す る O

ま た 、 震災、 防災 に 関 す る 最先端の情報を 映像やパ ソ コ ン を 使 っ て 、 来館者が 自 ら 学べ

る よ う 参加体験型の展示 シ ス テ ム を 採 り 入 れ る ほ か 、 世界 中 の地震 に 関 す る 書籍、 映像 ソ

フ ト 、 デ ジ タ ル ソ フ ト を 自 由 に利 用 で き る 資料室 を 開設す る 。

メ モ リ ア ル セ ン タ ー の重要 な役割 を 担 う こ と に な る 広域支援機構は 、 セ ン タ ー 長 を ト ッ

プ に 、 研究部 門 と 事務部 門 か ら な り 、 研究部 門 は 上級 ・ 客員 ・ 専任研究員 で構成。 大規模

災害発生時、 実戦的 な ノ ウ ハ ウ や豊富 な 災害対応の経験 を 有す る 専 門家 に よ る 支援チ ー ム

を 迅速 に被災地 に 派遣 し 、 被害状況の調査や、 被災地の災害対策本部等 に対 し て専 門 的 な

助言等の支援 を 行 う O

但 し 、 支援チ ー ム は 法 的 な 権限 を 持た な い た め 、 支援内容は助言 と 清報提供 に と ど ま る

が、 支援 ・ 情報提供 の 内 容 は 、 ①意志決定 の 際 の 判 断材料の提供 ②災害対策本部の立 ち

t げ、 関係機関等 と の連携の仕組みづ く り に対す る 助言 ③情報の分析 ・ 判 断 ④被害の

全容予測 ⑤被災地外か ら の応援体制 に 関 す る 謂撃手法 ⑥災害応急対策の立案手法 ⑦ 

二次災害の予防策 な どが考 え ら れて い る 。

ま た 、 支援す る 分野 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え 、 災害対策行政対応、 応急避

難対応、 救命 ・ 救急対応、 二次災害対応、 資源動員対応、 情報対応、 ボ ラ ン テ ィ ア対応、

イ ン フ ラ 対応、 被災者支援対応、 地域経済対応 な ど に 関す る 助言 を 基本 と す る が、 必要 に

応 じ て メ モ リ ア ル セ ン タ 一 人材 ネ ッ ト ワ ー ク に 登録 さ れ た 専 門 家 の 中 か ら 適任者 を 専任 し 、

分野 を 拡充す る こ と も 検討 し て い る 。

検討中 の構想、 に よ る と 、 人材養成 は 、 同 セ ン タ ー の専任研究員 の育成 と 災害対策専 門研

修 に 分かれ る 。 専任研究員 は 、 大学院修士課程修了者や災害対策業務 に精通 し た 者等 を 専

任研究員 (常勤) と し て 3 � 5 年任期 で採用 し 、 第…線の研究者 で あ る 非常勤の上級研究

員 等 の指導の下 、 国 内外の研究機関 や研究者 と も 連携 し て 、 震災の応急対応や復 旧 ・ 復興

に い かせ る 実戦的 ・ 総合的 な 調査研究 を 行 い 、 大規模災害時 に災害対策本部等 に対 し て総

合 的 ・ 実戦的 な 助言等の支援がで き る 専 門 家 と し て育成す る 考 え で あ る O

一方、 災害対策専 門研修 は 、 政府関係機関 、 各都道府県 ・ 政令指定都市、 公共機関等の

防災担当 職員 の資質向上 を 図 る た め の も の で 、 実務 コ ー ス 、 マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス 、 ト ッ プ

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス に分かれ る 。 実務 コ ー ス は 、 政府関係機 関 、 地方公共団体の他、 ラ イ

フ ラ イ ン 関係企業 の 訪災担当職員 等 を 対象 に 、 l ヵ 月 間程度の研修期 開 で、 災害対策 を 実

施す る た め に必要 と な る 基本 的 な 知識 ・ 技術 を 身 に つ け る O マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス は 、 災害

発生時の応急対応、の指揮者 と な り う る 者 (災害対策本部幹部職員等) を 対象 に 、 1 ヵ 月 間

程度実践面 を 重視 し た教育訓練 カ リ キ ュ ラ ム に よ る {研修 と な る 。 さ ら に 、 ト ッ プマ ネ ジ メ

ン ト コ ー ス は 、 自 治体の首長等 と し て の危機管理意識 と 対応能力 の 向上 を 図 る 目 的 で、 大

規模災害時の ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト に重点 を 置い た カ リ キ ュ ラ ム と な り 、 期 間 も 1 � 2 臼 の
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短期 間 と す る 考 え で あ る O

ま た 、 向 セ ン タ ー は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の活用 や交流サ ロ ン の設置、 セ ミ ナ 一 等の 開催、

セ ン タ ー ニ ュ ー ス の発行、 相談窓 口 の設置、 会員 組織の創設等 に よ り 、 防災 に 関す る 人 と

情報が交流す る ネ ッ ト ワ ー ク を 構築 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 絶 え ず内外 に 情

報発信す る 方針 で あ る O

な お 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー の初代 セ ン タ ー 長 に 、 河 田 恵昭 ・ 京都大学防災研究所巨大災

害研究セ ン タ ー 長の就任が2001年 1 月 に 内 定 し た 。 河 田 氏 は 、 兵庫県が大震災か ら 5 年 目

を 週 え た 1999年 か ら 2000年 に か け て行 っ た 「震災対策 国際総合検証会議J の 器内委員 と し

て 、 海外か ら の応援部隊の受け入れの課題 と あ り 方 に 関 し て 、 調査研究報告 と 提言 を ま と

め た 。 (本誌第 5 毛主第10章 「防災」 参照)

河 田 氏 は神戸新聞 の メ モ リ ア ル セ ン タ ー の特集記事 (2001年 3 月 17 日 付) の イ ン タ ピ ュ ー

で、 「近い将来、 必ず起 き る 巨大災害 に ど う 対応 し、 人命の犠牲 を ど う 食 い 止 め る か。 メ

モ リ ア ル セ ン タ ー は そ の情報発信の核 と な る O 阪神 ・ 淡路大震災の教言11 を 伝え る だ け で な

く 、 自 然災害全般 を 対象 に 、 全 日 本の 規模で、 「災害安全」 を テ ー マ に し た施設に す る 。 10

年 を め ど に 世界 の 防災研究のハ ブ ( 中核) に 育 て る こ と を 目 標 に し て い る 」 と 抱負 を 語 り 、

「大震災 か ら 生 ま れた施設で、 何 よ り も 、 被災者の無念 を 根底 に置 い て考 え な け れ ば な ら

な い と 思 う 」 と 、 話 し て い る O

く第 2 期事業〉

2 期棟 に は 、 防災関係 の 国際 的 な 機 関 な ど を 中心 に し た各種事務所が入 る ほ か、 大震災

の被害の実態や体験、 教訓l を 可能 な 限 り 忠 実 に 再現 し て い る 1 期展示 を 受 け て 、 そ こ で学

ん だ 「い の ち の尊 さ と 、 共 に生 き て い る こ と の素晴 ら し さ J を 考 え 、 体験で き る 展示 ・ 体

験ゾー ン な どが計画 さ れて い る 。

入居が予定 さ れて い る 機関 は 、 次 の 通 り O

@ 地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー (都市部 に お け る 地震被害の軽減 を 目 指 し 、 理学 ・

阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮
称、) 完成 イ メ ー ジ図 (兵庫県提供)
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工学 ・ 社会科学の幅広 い研究分野 を 総合 し た先導的研究 を 進 め る こ と を 百 的 と す る )
・ ア ジ ア 防災 セ ン タ ー ( 国連が定め た 「国際�JjXの10年」 を 契機 に 、 ア ジ ア 地域 レ ベ ル

で の 多 国 関 防災協力 を 推進す る た め 、 そ の 中 心機関 と し て 設置 さ れた も の で 、 防災情報

の収集 ・ 提供や調査研究 を 行 う )

@ 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 ( 開発途上 国 の地域 開 発 に 係 る 人材の 育成

等 を 通 じ て 、 地域固有の風土 や 文化的特質 を 踏 ま え た 、 災害 に 強い地域づ く り の た め の

計画技術の普及等 を 目 的 と す る )

・ 酉連人道問題調整事務所 (OCHA) ア ジ ア ユ ニ ッ ト ( 人道 的 な 国際援助 の 支援 を 図 る

た め 、 自 然災害や 緊急事態 に 係 る 各 国の最新デー タ ベ ー ス 化 を 進 め 、 情報伝達の拠点 と

し て 、 ア ジ ア 地域で の災害対応力 の 強化への 取 り 組み を 行 う )

(財) 兵庫謀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 (阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 や 青少年の命

に かか わ る 事件の経験等か ら 、 あ ら ゆ る 県民が人間 ら し く 生 き て い く こ と を 支援す る た

め 、 人 々 が命の 尊厳 と 生 き る 喜び を 実感 し 、 心 身 を い やす こ と がで き る よ う 、 保健 ・ 医

療 ・ 福祉分野だ け で な く 、 宗教や芸術文化 な ど、 多 く の分野 を 統合、 融合 し た ア プ ロ ー

チ で あ る ヒ ュ ー マ ン ケ ア の研究及 び啓発 を 行 う )

・ ひ ょ う ご健康福祉 コ ミ ュ ニ テ イ カ レ ッ ジ ( ヒ ュ ー マ ン ケ ア の理念 に基づ き 、 保健 ・ 医

療 ・ 福祉等の 専 門 職 に対す る 講座Aや専 門 的 人材 を 養成す る 講座 、 さ ら に さ ま ざ ま な ラ イ

フ ス テ ー ジ に お け る 健康詣祉 に 関 す る 多様 な ニ ー ズ に対応 し た知識 ・ 技術 を 付与す る た

め の県民向 け の 講座 を 実施す る )

(注 2 ) 

〔災害対策研修 ・ 広域支援シ ス テ ム に関 す る 全関調査〕

兵庫県 は 、 全国都道府県 と 政令指定都市 な ど を 対 象 に 、 各 自 治体での 防災研修の実施状

況 を 開 く と と も に 、 同県が進め て い る 大規模災害時の広域支援 シ ス テ ム の構築 に 関 す る 意

見や要望 を ア ン ケ ー ト 調査 し た 。

調査は 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) に お け る 災害対策専 門 職員研修

及 び広域支援 シ ス テ ム に 関 す る 調査」 と 題 し た も の で 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー の事業内 容 に

現場の要望 を 反映 さ せ る 呂 的 で 実施 さ れた 。 2000年 9 月 か ら 1 1 月 に か け 、 兵庫県 を 除 く 46

都道府県、 12政令指定都市 、 26 の 中核市 を 対象 に行 わ れ、 回 収率 は 100% を 達成 し 、

な調査結果が得 ら れた 。

調査か ら 浮か び、上がっ た の は 、 調査対象の ほ と ん どの 自 治体で、 防災担当 の 職員 を 対象

に し た研修が行 わ れて お ら ず、 そ の 理由 と し て 「多忙 で 時 聞 が と れ な いJ ["""企画で き る 専

門 家がい な い」 と 答 え た 昌 治体が多 か っ た O し か し 、 専 門 の外部機関 が行 う 研修 な どが必

要 と 考 え る 自 治体は極め て 多 く 、 実践的 な研修 を 求め て い る こ と も 分か つ た 。
岡 県 は調査結果 を 踏 ま え て 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー が実施す る 講座 な ど の 内 容 に 、 自 治体
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の意向 を 反映 さ せ て い く こ と に し て い る O

な調査結果 と 分析 は次の通 り 。

く防災研修 に 関 す る 調査結果〉

( 1 )  自 治体 に お け る 防災研修実態等

1 ) ほ と ん どの 自 治体が、 自 治体内部での 防災研修 を 実施 し て い な い 。
各 自 治体内部で 防災研修 を 実施 し て い る 自 治体 は 、 わずか25 % 0 74 % の 自 治体は

防災研修 を ほ と ん と守行 っ て い な い。 特 に 中 核市 で は 3 割が 「全 く 行 っ て い な い」 、

6 割以 七が 「 ほ と ん とマ行 っ て い な い」 と 回答 し て い る O そ の涼 因 は 「多忙J (66 % ) 、

「防災研修企画専 門 家がい な いJ (56 % ) と の答 え が 目 立 っ た 。 内 部研修 は 「靖報

機器操作」 や 「業務内容の説明」 が中心で、 防 災の体系 的研修 に 至 っ て い な い 。

2 ) 外部機関 が行 う 防災研修の必要性認識 は 、 極め て 高 い 。

「非常 に必要J (25 % ) 、 「必要J (71 % ) を 合わせ、 ほ と ん どすべて の 自 治体 (96 % )

に 外部 で の 防災研修への ニ ー ズ がみ ら れた 。 特 に 政令市 は 全市が必 要 と 答 え て い る O

3 ) 外部機関 が行 う 訪災研修へ、 ほ と ん どの 自 治体が職員 を 派遣 し て い る 。

内部での研修がで き な い一方で、 必要性が高 い と 認識 し て い る た め 、 ほ と ん どの

自 治体が外部機関実施 の 防災研修 に 職員 を 派遣 し て い る O

「毎年、 定期 的 に 派遣」 が54 % 、 「非定期 的 に 派遣」 が38% だ っ た 。

派遣先 は 「消 防大学校」 以外は 、 半 日 か ら 2 日 程度の産学中心 の研修であ る O

( 2 )  阪神 ・ 淡路大麓 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー で実施予定の防災研修 に 求 め ら れ る も の

1 ) 実践性の高い研修方式が求め ら れて い る O

第 l に 「演習J 93 % 、 第 2 に 「座学J 50% 、 第 3 に 「現地実習J 42% 。

講 師 も 実務経験者、 被災経験者等、 実践的 な研修がで き る 実務経験者の希望が多

し ミ 。

2 ) r大規模地震災害」 以外の分野の研修希望 は 、 「危機管理全般J と 「風水害」 が

特 に多 い 。

「地震災害J 77 % 、 「洪水J 7 1  % 、 「土砂災害J 68 % 0  

メ モ リ ア ル セ ン タ ー で実施予定の 「大規模地震災害」 以外の分野 で の希望研鯵分

野 は 、 「危機管理全般J (81 % ) と 「風水害J (70 % ) が 目 立 っ た 。

3 ) 分野別 に み た 防災研修の必要性 と 外部依存度 : 実践性 と 実効性への高 い ニ ー ズが

見 ら れ る O

① 必要性上位 の研修項 目

「災害時の靖報収集、 処理、 伝達方法の演習/実習 ・ 同理論」

「災害対策本部運営演習/実習」

「 自 主防災組織論、 育成方法演習/実習J

「危機管理演習/実習J
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「災害時広報 ・ マ ス コ ミ 対応演習/実習」

「応急対策事務処理」

② 内部研修実施可能性 : 自 治体国有の業務処理的色彩 の 強い分野

「災害対策本部運営演習/実習J

「災害時晴報収集、 処理、 伝達方法の演習/実習」

「正、急対策事務処理」 、 「 自 主防災組織論」

「災害時の情報収集、 処理、 伝達理論」 、 「被災地現地調査」

「国上演習」 、 「広報 ・ マ ス コ ミ 対 花、J

③ 外部依存性 (外部研修の必要性) 上位の研修項 目 : 必要度 一 内部研修実施国難度

「災害時の情報収集、 処理、 伝達論 ・ 演習/実習論」 、 「災害時の広報論J 災害情報

実践論

「危機管理演習/実習J 行政の危機管理論

「 自 主防災組織論」 、 「防災ボ ラ ン テ イ ア 論J 行政以外の個 人 ・ 組織の組織論

「阪神 ・ 淡路大震災検証結果J 兵庫県 の 罰存性

「地震災害論、 被害想定手法J 行政内部の 防災専 門 家の不在

④ 必要性 ・ 外部依存性 (外部研修の必要度) 下位項 目 : 基礎的 ・ 一般的研修の必要性

「 国 内 の被災地の 現地調査J 自 ら 実施可能

「地震学 ・ 地震予知論J 基礎知識、 一般論的色彩

当 面 、 必要性の高 い科 目 、 外部依存性の 高 い科 目 を 重点 的 に 実施 し て い く ほ か、 必要性

が高 い が外部依存牲が低い と し て い る 科 目 に つ い て も 、 自 治体 に と っ て 新 し い 概念や異

な っ た視点 を 加 え る な ど、 新鮮味 を も っ て ア プ ロ ー チ で き る も の と す れば、 自 治体の ニ ー

ズ と 合致 し た 講座がで き る 可 能性があ る 。

(3) 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー の 防災研修への 参加可能性

1 )  メ モ リ ア ル セ ン タ ー の 防災研修への 高 い 参加可能性

阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー の 防災研修へ は 、 「ぜひ参加J (24% ) 、 「で

き れば参加J (69 % ) を 合わせ、 93% と い う 高 い参加可能性が見 ら れ る 。

防災研修参加時の 条件 は 、 第 1 に 「研修期 間 短期J (54% ) 、 第 2 が 「研修費安価」

と 「無料」 を 合わせ る と 64 % だ っ た。
2 ) 研修参加層 は 、 「一般職員 J と 「係長 ・ 課長 ク ラ ス 」 の300�640人程度

研修参加 は 「一般職員J 83% 、 と 「係長 ・ 課長 ク ラ ス J 82% 。 管理職以上の ニ ー

ズ、 は極少だ、 っ た が、 政令市 と 中核市で は 「部 長J が約 8 % 参加 の可能性があ る と 答

え て い る O

(4 ) 防災研修 に 関す る 地域差 ・ 都道府県市の規模 に よ る 差

1 ) 都道府県市規模 に よ り 、 受講必要科 自 等 に 多少 の 差
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所掌分野の違い か ら 、 主要災害や受講が必 要 な 科 自 等 に差異が見 ら れ る が、 受講

意 向 な ど は 、 ほ と ん ど都道府県 市の規模 に よ る 差異 は見 ら れ な い 。

2 ) 関 心領域 ・ 必要科 目 に大 き な 地域差。 メ モ リ ア ル セ ン タ 一 実施 の研修に 、 積極的

参加意志、 を 示す の は 「中部 ・ 甲信越」 よ り 西。

災害の 地域差があ る こ と か ら 、 関 心領域 ・ 必要科 目 に大 き な 地域差が見 ら れた 。

ま た 、 他 に比較す れ ば 「関東」 の研修実施度 は 、 や や 充実 し て い る と い え 、 メ モ リ

ア ル セ ン タ ー 実施の研修 に 対 し 、 積極的参加意向 を 示す の は 、 特 に 「 中 部 ・ 甲 信越」

で あ り 、 西 日 本 に 参加意向が強 い 。

く広域支援機能に つ い て の調査結果〉

1 ) 大規模災害発生時 に お け る 支援チ ー ム の活用 可 能性は大 き い

大規模災害発生時 に お け る 、 支援チ ー ム の活用 意 向 に つ い て は 、 「ぜひ活用 し た い」

(39% ) 、 「場合 に よ っ て は 活用 し た いJ (49 % ) を 合わせ、 88% が活用 し た い 意 向

を 持 っ て い た O

支援チ ー ム の役割、 支援内容、 能力等が明 ら か に な っ て か ら 検討 と い う 意見 も あ

る O ま た 、 ネ ッ ク は 、 受 け 入れ 自 治体側 の 「受け入れ体制 の不備」 と い う 点 も 考慮

すべ き であ る O

2 ) 専 門 家 を 必要 と す る の は 「応、急対策期」 が中心

外部の 専 門家 の 助 言 ・ 支援 を 必要 と す る 時期 に つ い て の 質問 に は 、 「応急対策期」

(71 % ) 、 「復!日対策期J (60 % ) 、 「復興対策期J (42 % ) 、 「初動期J (39 % ) の順で あ っ

た O

3 ) 支援 を 受 け る 可能性の あ る 幅広 い分野 と 項 目

① 外部の 専 門 家 チ ー ム の 支援 を 受 け る 分野 に つ い て は 、 「被災者支援J (56 % ) 、 「ボ ラ

ン テ イ ア と の調整J (45 % ) 、 「建物被災震判定J (44% ) 、 「災害対応、全般J (43 % ) な ど、

広 い分野 に わ た っ て い る O
② 支援 を 受 け る 可能性の あ る 具体的項 目 と し て 、 すべて の項 目 に各 2 割以上の 自 治体

が可 詑性があ る と 回答 し て い る o 3 割以上の 自 治体が受援可能性を 挙げた項 目 は 、 「被
害靖報等 の 分析 ・ 緊急対策 の 判 断へ の助言J (52 % ) 、 「被災地外か ら の応援体制 の調

整手法J (43% ) 、 「支援の種類、 量 、 投入場所等の 判 断助言J (32 % ) 、 「意志決定の 際

の 判 断材 料J (31 % ) 等 、 広範 な 内容 と な っ て い る O

4 ) 高 い 受 け 入 れ側 の派遣費 用 負 担 の 可能性

派遣 に 関 わ る 費用 負 担 に つ い て は 、 「協定非締結で、 費 用 負 担J (39 % ) と 、 「事

前協定締結 で 、 費 用 負 担J ( 18 % ) と の 回答があ り 、 約 6 割 の 自 治体 に 支援 チ ー ム

派遣時の 費 用 負 担 の合 意があ る O

5 ) 市 レ ベ ル 、 「北海道」 お よ び 「 中部 ・ 甲 信越」 以西 に 、 支援チ ー ム に対す る 強い ニ ー
ズ
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都道府県 レ ベ ル よ り 政令指定都市以下の市 レ ベ ル に 、 支援チ ー ム 派遣 の ニ ー ズが

見 ら れた 。 ま た 、 「関東」 以外の地域、 す な わ ち 「北j毎道」 お よ び 「 中 部 ・ 甲信越」

以西 に ニ ー ズが見 ら れ た が、 中 で も 特 に 「 中 部 ・ 甲信越」 に 、 広 範 に わ た る 強い ニ ー

ズが見 ら れ た 。

以上の結果か ら 、 大規模災害発生時 に お け る 自 治体の広域支援チ ー ム の活用 可能性は極

め て高 く 、 「応急対策期」 を 中心 に 、 「被災者支援」 、 「災害対応全般」 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア と の
静j整」 、 「建物被災度判定」 な ど、 広 い分野 に わ た る O ま た 、 受 け 入 れ側 の派遣費用負担の

可能性 も 高 い 。 特 に 、 市 レ ベ ル 、 「関東J 以外の地域でニ ー ズ が高 い こ と が分 か つ た 。 (注 :) ) 

2 . 防災情報 シ ス テ ム 等の 整備

〔復興業務の経験 を 災 害支援に生 か そ う と 「神戸市職員麓災パ ン ク 」 設立へ〕

神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で圏 内外か ら 大 き な 支援 を 受 け た こ と か ら 、 大 き な 災害が

発生す る と 市職員 を 被災地 に 派遣 し た り 、 自 治体か ら 研修の講師 と し て 派遣要請 を 受 け る

な ど様々 な 支援活動 を 行 っ て い る が、 震災か ら 6 年が経過 し た こ と を 機 に 、 職員 の震災復

旧 ・ 復興の業務従事歴 を 保存 し 、 災害時 に 迅速 な 支援 に役立て よ う と 2001年 1 月 か ら 「神

戸市職員震災パ ン ク 」 を 設立す る 準備 を 始 め た 。 神戸市 で は 、 こ う し た支援体制 を 整備す

る こ と で、 同市 自 体 に お け る 災害の風化 を 防 ぎ、 災害対応能力 の 向 上 に つ な げて い き た い
と し て い る O

同 市 は 、 震災後、 ト ル コ 、 台湾、 鳥取県な ど国 内外の震災 を は じ め 、 北海道 ・ 有珠 山 や

三 宅 島 の 噴火、 名 古屋市の水害な ど、 様 々 な 災害の被災地 に職員 の 派遣 を 行 っ て き た 。 ま

た 、 震災 を 経験 し て い な い 自 治体か ら 研修 の 講 師 と し て 職員 の派遣要請 を 受 け た り 、 被災

地へ派遣 さ れ た 職員 に対 レ必要 な 資料 を 送付す る な ど後方支援体制 の充実 も 必要 に な っ て

き た 。

一方、 震災か ら 6 年が経過 し た こ と も あ っ て 、 震災体験 を 次世代 に 5 1 き 継げ る よ う 、 職

員 の業務従事歴 を 保存す る 必要が生 じ て き て い る O そ こ で他都市への 災害支援が可 能 な 職

員 を 募 り 、 各 自 の担当 し た 業務 を あ わ せ て 記録 し 、 迅速 な 支援 に役立て よ う と 「職員 震災

パ ン ク 」 を 設立す る こ と に な っ た 。 人材登録 と あ わせ、 職員 の研修や 関連資料 な どの統一

的 な 収集 ・ 保管 を 検討 し て い く O

「神戸市職員震災パ ン ク 」 の 内容 は次の通 り O

① 人材登録

ま ず、 係 長級以 上 の 職員 (約3 ， 200人) を 対象 に 、 国 内外への 支援 の 意向 お よ び従事

可 能 な 業務 に つ い て謂査、 整理す る 。

② 能力 開発、 研修の実施

こ れ ま で職員 に対 し 、 派遣経験者か ら の報告 を 受 け る な どの研修 を 実施 し て き た が、
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今後、 震災 を 経験 し て い な い職員 に対す る 研修 を は じ め と し て 、 震災お よ び国内外の災

害 の 支援経験 を 共有化す る 視点で、 職員研修所 と も 連携 し な が ら 研修等 を 行 う O

③ 関 連書類の保管 と 整備 ・ 充実

震災関連の資料 に つ い て は 、 基本的 に は市民安全推進室で保管 し て い る が、 各局 に お

い て保管 さ れて い る 関 連資料 に つ い て 、 散逸 を 防 ぐ た め 統一 的 な 収集 ・ 保管 を 検討す る 。

④ 各局 に お け る 防災マ ニ ュ ア ル の 整備 ・ 周 知徹底

こ れ ま で震災 を 教訓 と し た マ ニ ュ ア ル を 整備 し て き た が、 災害の発生 す る 状況が多様

化 し て い る こ と に対応 し て 、 マ ニ ュ ア ル を 整備 ・ 充実 し 、 周 知徹底 を 図 る o (注 4 ) 

〔低コ ス ト ・ 消防団員への災害連絡 に ポケベル 豊関市〕

兵庫県豊 岡 市 は 、 2000年 4 月 か ら 、 県内 で は 初 め て 消 防団員 の半数近 く に 常時ポ ケ ベ ル

を 貸与 し 、 出 火時 な どの 災害連絡 に使い始め た。 農村部 な どで消 防 団 の 連 絡 に使わ れ て い

た農協有線放送が 3 月 末で な く な り 、 高価 な 訪災無線 に代 わ る 情報伝達手段 に ポ ケ ベ ルが
採用 さ れた 。

こ の ポ ケ ベ ル ・ シ ス テ ム は 「消防団 緊急通報 シ ス テ ム 」 と 呼ばれ、 災害発生時 に は 、 消

防本部や市役所のパ ソ コ ン を使 い 、 各区の地名 を 表示す る 「発生場所」 と 、 「建物火災」

両火災」 な ど10種の災害種別 の情報 を 瞬時 に 送信 で き る O 同市の消 防聞 の 14 団 (504人)

の う ち 、 幹部級か ら 団員 ま で含め た215人分の ポ ケ ベ ル を 市が約190万円 を か け 、 貸与 し て

い る O

消防団員 の ポ ケ ベ ル通報の活用 は 、 関東で は東京 ・ 武蔵野、 小平、 調布 な どで運用 さ れ

て い る が、 関 西 で は 珍 し い と い う 。 (注 5 ) 

〈参考文献〉
(注 1 ) 兵庫県災害対策セ ン タ ー 」 兵庫県
(}主 2 ) 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称、) 大震災の経験 と 教訓 の 継示 J r阪神 ・ 淡路大震災

メ モ リ ア ル ゼ ン タ ー (仮称、) に つ い て」 兵庫県

(i主 3 ) 阪神 ・ 淡路火震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) に お け る 災害対策専門職員研修及び広域支援 シ ス テ ム

に 関 す る 謂査結果 (j既要) J 兵庫県
(j主 4 ) 神戸市職員震災パ ン ク J の設立 に つ い て 神戸市
(注 5 ) 神戸新開 2000年 5 月 17 日 付
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自 然災害対策 @ 自 主防災の推進

1;有珠山 噴火J 1三宅島及び新 島 ・ 神津島近海地震J 1東海豪雨J 1鳥取i県西部地震J 1芸

予地震」 と 、 自 然災害が立 て 続 け に起 き た2000年度。 海外で も 「 エ ル サ ル パ ド ル 地震J 1 イ

ン ド西部地震」 と 巨大地震が相次い だ。 阪神 ・ 淡路大震災の被災地か ら 、 行政、 民 間 の支
援 チ ー ム が被災地 に 駆 けつ け た 。 支援の 立 ち 上 げ も 早 く な り 、 行政、 NGO ・ NPO と も に

年 ご と に 経験 を 積み と げて い る O

し か し 、 阪神 ・ 淡銘大震 災 に 続い て 、 西 日 本で大規模 な 地震が相次い だ こ と で、 西 日 本

の 地震活動が高 ま り 、 マ グ ニ チ ュ ー ド 8 級の 区大地震で あ る 「南海地震」 が比較的 に 近 い

将来 に起 き る の で は な い か と の見方が浮上、 同 じ く マ グニ チ ュ ー ド 8 級の 「東南海地震」

と の 同 時発生の可能性な ど、 新聞紙上 な どで 、 に わ か に 「南海地震J が現実味 を 帯 びて論

議 さ れ る よ う に な っ た 。

自 主防災活動 に も 新 た な展開が見 ら れた 。 神戸旧居留 地 で は 、 地区独 自 で本格 的 な 「地

域防災計画」 を つ く り 、 災害発生時 に 地 反 内 に あ る 企業 な どが相互 に 支援 し あ う 組織 ・ シ

ス テ ム を 構 築 し た 。 昼間 に は I 万人 と な る 地 区 内へ の 来訪者が大 き な 災害 に 巻 き 込 ま れ た

場合、 地 区 あ げて 、 けが人の搬送や帰宅困難者の支援 に 取 り 組む計画で、 行政の対応、が整

う ま で の 需 は 、 民 間 で で き る こ と は 可 能 な 眼 り や ろ う と い う 先駆的 な 計画。 「行政の対花、

が可能 と な る ま で の72時 間 」 は 、 地 区 内 の 企業 な ど に支援 を お願 い す る 、 と 持根 を 決 め 、

支援の 内容 を 具体 的 に 取 り 決め て い る O 阪神 ・ 淡路大震災 を 経験 し た 地域 な ら で は の 取 り

組み だが、 大都市 の 中枢 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー で 、 こ こ ま で 自 主 ・ 自 立の 精神 が高揚 し て い る

点 は 、 防災の観点 に と ど ま ら ず、 大都市の ピ ジ ネ ス セ ン タ ー に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 成熟の

事例 と し て も 注 目 さ れ る O

1 . 自 然災害対策

〔山崎地震観測施設 最新シ ス テム で稼働〕

要注意期 に あ る と さ れ る 兵庫 県 中 西部 の 活断層 、 山崎断層 の観測 を 強化す る た め 、 科学

技術庁防災科学技術研究所の 山 崎地震観測施設が、 岡県宍粟郡 山 崎町大沢で 、 2000年 5 月

か ら 稼働 を 始 め た 。 岩盤 を く り ぬ い て つ く ら れた 同施設 は 、 既存の 観測坑 と 連携 し て 地震

の波動 や 地盤 の 動 き を 最新 の測定機器で調べ、 よ り 豊富 な デー タ か ら 山 崎断層 の 実像 を 探

る O

同施設 は 、 山 崎断層 の北約 4 kmの 山 中 を く り ぬ い た全長約50 m の横坑道 (高 さ 約 2 m )  

の 最奥部 に あ る O 広帯域地震計、 強震計、 伸 縮計が設置 さ れ、 岡 山県北部か ら 兵庫県三木

市付近へ と 走 る 約80kmの 山崎断層 の動 き を 見守 る O

中 で も 、 広帯域地震計は姫路市 と 西播磨市師会の要望で、 県 内 で は 初 め て 設置 さ れた 。
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阪神 ・ 淡路大震 災 を 契 機 に 、 科学技術庁調が1997年度か ら 進め て い る 整備計画の 一環で、 大

学や研究施設 な ど に既存の も の も 含め 、 全国約100 ヵ 所 (lOO km 間 隔 ) に 整備 し 、 全国 を 網

羅 し よ う と い う も の O 現在42 ヵ 所 に 設置 を 終 え て い る 。

広帯域地震計 は 、 震源 と な る 断層 か ら 出 た地震の波動 (震動や震幅) を 、 高感度地震計

や 強震計 よ り も 広 い 範囲 に わ た っ て 、 ほ ほ忠実 に 記録で き る O 断層 の構造や仕組み の解明

に役立つ ほ か、 観測結果か ら 地震の規模 を 推定 し 、 素早い 防災や救援活動 に 結 びつ け よ う

と し て い る 。

ま た 、 伸 縮計 は 、 地盤の微妙 な 伸 縮 を 瀦定す る 観測器で、 京大妨災研究所地震予知研究

セ ン タ ー が設置 し た。 同 セ ン タ ー は 、 11J II宥断層 内部の安富観測坑で20年余 り に わ た っ て伸

縮計で断層 の動 き を 監視 し て お り 、 渡辺邦彦助教授 は f 2 地点の測定結 果 を 比較す る こ と

で、 よ り 断層 の 実体 に 迫 れ る J と 話 し て い る o (注 1 )

〔震災 で一部倒壊 し た会下山 ト ン ネ ル新ルー ト が買通〕

阪神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け た神戸市の新湊川 の会下 山 ト ン ネ ル ( 同 市兵産 区)

の 新 ル ー ト (683 . 2 m ) の掘削工事がほ ぼ完 了 、 2000年 7 月 7 日 、 貫通 し た 。 震災で 同 ト

ン ネ ル は 、 下 流 の 吐 口 ( は け ぐ ち ) 側 坑 口 が倒 壊す る な ど大 き な 被害 を 受 け 、 兵庫県が1996

年 8 月 、 河川 災害復 旧助成事業 の 一環 と し て 工事 に着手。

当初、 ト ン ネ ル を 大 き く す る こ と も 検討 し た が、 !日 の水が流れ る 中 での ご[事 は 困難 と 判

断。 18 ト ン ネ ル の 下流部約97m を使っ たバ イ パ ス ト ン ネ ル を 計画。 断面積 は45m2か ら 105m2

と な り 、 流下能力 は 従来 の ほ ぼ 2 倍の毎秒260 t と な っ た 。

同 ト ン ネ ル の 上流約500 m の新湊) 1 1 で は 、 昨年、 一昨年 と 2 主ド続 き で) 1 1 が氾濫、 付近の

住 宅 に 大 き な 浸水被害 を 出 し て い た が、 流下能力 の増強で氾濫の危険は低 下す る 。

会下山 ト ン ネ ル は 1901年 ( 明 治34年) に 園 内初 と い う 河川 ト ン ネ ル と し て 完成 し た 。 (注

〔 県 、 市が水位博報共有 新湊) 1 1 - 新観測 シ ス テ ム 〕

98年、 99年 と 大 き な 浸水被害が出 た神戸市の新湊) 1 1 の水害対策 で 、 兵庫県 は 流域の雨量

と 水伎の観測 デ ー タ を 神戸市 と 共有す る シ ス テ ム を 導入 し た 。 水害調査委員 会が指摘 し た

県 と 市の連携強化策 の 一環。 こ れ ま で は 電話 に よ る 通報の み だ、 っ た が、 水位や雨景の変化

を 常時、 監視モ ニ タ ー で見 る こ と が出 来 る 。 県 と 地元市町 に よ る こ の種の情報一元化 は 、

県 内 で は 初 め て の 取 り 組み 。 県 、 市 は 2000年 5 月 18 日 、 新湊) 1 1 周 辺で市民 ら 約500人が参

加 し て 同 シ ス テ ム を 活用 し たオ℃防言11 練 を 千子 っ た 。

新 湊 )1 1 は 4 本 の 支流 を 持 ち 、 流域面詰は 30knf。 雨量計は計 3 ヵ 所、 水位計 は計 5 ヵ 所

に 設置 し て い る 。 観測地は県河川 課 と 各土木事務所の パ ソ コ ン 端末で見 る こ と がで き る が、

神戸市への連絡 は こ れ ま で、警戒水位 に達す る お そ れがあ る と き の み土木事務所か ら 通報す
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る 仕組み だ っ た 。

し か し 、 二度の水害 で 、 河 川 は狭い急流が市街地 を 流れ、 洪水 に 達す る ま で の 時間 が極

め て短い こ と が判 明 。 県が設置 し た調査委員 会 は 、 県、 市 の 情報伝達 を は じ め と す る 連携

強化の必要性 を 指摘 し た 。 新 た に対応 し た の は 、 こ れ を 受 け た新 シ ス テ ム で、 神戸市 中部

建設事務所 な ど に 監視モ ニ タ ー を 設置。 水位 と 雨最の数値や グ ラ フ を 県 と 同 時 に 引 き 出せ

る よ う に し た 。

水位計 を 置 い て い る 河川 は県 内 に30水系 あ る が、 地元市 町 と 情報の一元化 を 図 る の は初

め て であ る O

ま た 、 県 は新湊J l I の浸水災害 を 防 ぐ た め 、 神戸市兵庫 区烏涼 軒 の 烏原貯水池 を 洪水調整

池 と し て利 用 す る 工事 を 進 め て い た が、 同 年 6 月 に工事は完了 し た 。 新湊J l I と 貯水池 ま で

の約60 m を 分水堰 と 呼ぶ施設で結 び、 J l I の水位が上がれば貯水池 に流す こ と で、 1 秒当 た

り 約 17 t のJ I I の流量 を 減 ら す こ と がで き る O

貯水池 に水位計 2 ヵ 所、 監視 カ メ ラ 1 台 を 設 け た 。 神戸市が管理 し 、 J l I の水位が上が り 、

危 険な と き は 職員 が監視、 ゲー ト を 操作す る O 県の浸水災害調査委員 会が安全策の dっ と

し て烏原 貯水池の利用 を 提言 し 、 県が同年 1 月 か ら 工事 に 着手 し て い た 。 (注 3 ) 

2 . 防災訓練

(21 万人が参加 、 過去最大規模の防災訓練 兵癒県〕

「防災の 白 」 の 2000年 9 月 1 日 、 兵庫県 は21万5 ， 000人が参加す る 過去最大規模 の 防 災

総合訓練 を 実施 し た 。 特 に今 回 は 、 前 月 に 稼働 し た ばか り の県災害対策セ ン タ ー を使 っ た

本格的 な 訓練 と し て も 注 目 さ れた 。

訓 練 は 、 午前日時46分、 県南東部 (西宮 市) を 震源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド 6 . 3 の 大規模

地震が発生、 西宮、 尼崎両市が震度 7 で大 き な被害が発生 し た と の想定で行 わ れ、 阪神 間

の幼稚園 か ら 高校 ま で の 、 す べ て の公立学校426校の こ ど も た ち 、 生徒が参加九 約200の 自

主訪災組織や各種団体、 ボ ラ ン テ イ ア を 含め 総勢21万5 ， 200人が参加 し た 。

地震発生直後か ら 、 知事や 防災担当 職員 、 県警、 自 衛隊、 ラ イ フ ラ イ ン 関連企業 な どか

ら 関係者約100人が、 県庁舎北側 に完成 し た 県 災害対策 セ ン タ ー に 駆 け つ け、 1 1 時51分に

災害対策本部 を 設置、 災害対策本部会議 を 聞 い た 。 同 時 に 、 尼崎市 の i坂神県民局 に災害対

策地方本部 も 設置 さ れ、 初動の情報収集訓練か ら 始 ま っ た 。

災害対策セ ン タ ー で は 、 災害対策本部室 の 大型 モ ニ タ ー に県警ヘ リ コ プ タ ー か ら の電送

映像が映 し 出 さ れ、 各機関 か ら の情報を も と に被害 を 予測 す る 「 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ

ム 」 を 運用 。 西宮市長がテ レ ビ電話で、 本部長 (知事) に被害報告 と 支援要請 を 行 う な ど、

臨場感 の あ る 訓練 と な っ た。

西宮市 甲子|新兵で行 わ れた合同訓練は 、 阪神 ・ 淡路大震災後に 組織化 を 進 め て き た 自 主

防災会の 地域住民約200人、 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 、 市が協定 を 結ぶ15企業の 消 防協 力 隊 な ど、
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計66団体、 約2 ， 000人が参加 し た 。 爆発音 と と も に 煙が立 ち こ め る 中 、 多 く の 建物が倒 壊 し 、

火災が発生 し て い る と の想定で、 地元住民の 自 主 防災会が真 っ 先 に動 き 、 バ ケ ツ リ レ ー で

初期消 火 を し た り 、 倒壊家屋 か ら けが人 を 救 出 す る 訓練がス タ ー ト 。

警察、 消 防、 自 衛 隊 は 、 オ ー ト パ イ な ど を 鈍 い 、 被害状況 を 調査す る な ど、 倒壊建物で

車 の 通行がで き な い混乱状態 を 想定 し た実戦的 な 手法 を 採 り 入れ た 。 ま た 、 NPO 法人の

日 本災害救援 ボ、 ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク な ど、 ボ ラ ン テ イ ア 団体が コ ー デ イ ネ ー ト 役 と

な っ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 受 け入れ訓練が初 め て採 り 入れ ら れ、 ボ ラ ン テ イ ア 志願者 を 救援物

資の搬送 や 、 非常食の配食な ど に 振 り 分け る 訓練 を行 っ た 。

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災で、 大規模火災が発生 し 、 消火栓 な ど水道施設が使 え ず、 初期

消火に大 き な 課題 を 残 し た教訓 を 生か し 、 消 防車数台 と 神戸海上保安部の 巡視船 を つ な い

で、 海水 を 送水 し て の消火訓 練 を 組み込ん だ ほ か、 海上で、 浮 き 輸 を 発射す る レ ス キ ュ ー

ロ ケ ッ ト や ヘ リ コ プ タ ー 、 潜水士 に よ る 漂流者の救助訓練 も 行 わ れ た 。

一方、 豊 岡市の但馬空港 で は 、 但馬 1 市18町、 豊 岡署、 統空 自 衛隊 な ど か ら 計140入、

杭空機 6 機が参加 し て 、 阪神地域の被災地へ救援物資 を 運ぶ空路輸送訓練が行 わ れ た 。 輸

送訓練 に は 自 衛隊の大型輸送ヘ リ や 鳥取県消 防防災航空隊の ヘ リ も 加 わ っ た 。 (注 4 ) 

県防災総合訓練は 、 完成 し た ばか り の県災
害j 付策セ ン タ ー の機能検証 も 兼ね て尖施。
西1;{ 市長か ら の テ レ ヒ、定話 に よ る 被:g報告
に見入 る 県幹部 九 (災害対策本部定で)
(神戸新同社捻供 )

〔市中，む部の高層 ビル な ど‘ を 使 っ た初の実戦型防災訓練を 実施 神戸市〕

神戸 市 は 防災の 日 を 前 に 、 2000年 8 月 四 日 、 従来の 会場型訓練 と 違い、 伺 市 の メ ー ン ス
ト リ ー ト であ る フ ラ ワ ー ロ ー ド や市庁舎、 民 間 の高層 ピ、 ル な ど実際の建造物 を使 っ て行 う 、

初 め て の現場対応型の総合防災訓 練 を 実施 し た o �JII 練 は 、 船舶10隻、 ヘ リ コ プ タ ー 8 機、

車両84台 を寵い 、 47機関 ・ 団体の 約 1 ， 400人が参加 し て 行 わ れ た O

午前 7 時50分頃、 兵庫県命南部 に震度 6 強 の 地震が発生、 市 iト心部の 三宮地区 を 中心 に 大

き な被害が生 じ 、 ま た 、 北上 中 の台風が夕 方 に は神戸 に接近す る 模様で、 満潮時 と 重 な る

た め 、 高潮 に よ る 浸水被害が地下告 に 及ぶ恐れがあ る と の想定で行 わ れ、 地下i乏水対策首11
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練、 帰宅困難者対策訓練 も 採 り 入 れ ら れ た の が特色。

地震 に よ り 倒木 、 倒壊家屋が道路 を ふ さ ぎ 、 負傷者、 緊急物資 な どの搬送 に 支障が生 じ

て い る と の想定で、 フ ラ ワ ー ロ ー ド の 一部車線 を 実際 に交通規制 し 、 建物 内 に 閉 じ こ め ら

れた被災者 を ハ シ ゴ車な ど を 使 っ て 救 出 、 発生 し た 火災の消火訓練 を 行 っ た 。 ま た 、 建物

が儒壊 し て生 き 埋め に な っ た被災者 を 日 本 レ ス キ ュ ー協会、 陸上 自 衛隊、 神戸市消防局が

合同 で捜索、 救助す る 訓練 を 実施。 地下駐車場か ら 異臭が発生、 救助 を 求め て い る 者がい
る と し て 同市消防局 の特殊化学災害隊 「ハ ズ マ ッ ト 」 が出動 し救助活動 を 行 っ た ほ か、 避

難所や救護所の設置、 負傷者の けがな どの程度 を 選別 し て 緊急度 に応 じ て応急処置 を 施す

た め の ト リ ア ー ジ、 仮設 ト イ レ の設置、 食料 ・ 医薬 品 の 運搬、 被災建築物応急危険度判定

な ど、 想定 さ れ る 様々 な対応の訓練が行 わ れた 。 ま た 、 高潮 な ど に よ る 地下浸水 を 防 ぐ た

め 、 地 下 出 入 り 口 に止水板 を 設置す る 訓練 も 行 っ た 。

一方、 メ リ ケ ン パ ー ク ・ 第 l 突堤問辺 を 第 2 会場 と し て 、 船舶 火災の消火訓 練 、 ヘ リ コ

プ タ ー や消防艇な ど を 使 っ て 、 海上の 要救助者の救出 、 海 上保安庁神戸海上保安部の巡視

船 「せ っ つJ を 使 っ た帰宅困難者 の保護 ・ 一時避難所への搬送な どの訓練 も 行 っ た 。 (注 5 ) 

神戸市役所前の フ ラ ワ ー ロ ー ド を 車線規制
し 、 高桜 ピ ルか ら の救助 な ど本番 さ な が ら
に行われた神戸 市総合防災訓練 (神戸新開
社提供)

〔梅雨 を 控 え 訓練、 FM で多言語放送 神戸市は職員 の抜 き 打ち 招集訓練〕

梅雨 を 前 に 2000年 5 月 24 日 、 神戸市 長 田 区駒 ケ 林南 町 で 、 総合防災司11練が行 わ れ、 長 田

区 な どが阪神 ・ 淡路大震災設 に 開発 を 進め て き た 災害時の情報収集 ・ 管理 シ ス テ ム を 活用

し 、 万 ぬ の 事態 に備 え た 。 市民の ほ か、 警察、 消 防 な ど関係機 関 の職員 ら 約450人が参加

し た 。

県高東部 の 集 中 豪雨で新湊J l I が氾酷 し 、 各地で、崖崩 れが起 こ っ た と の想定で実施 し た 。

610 第一章 @ 防 災



ま ず、 地元放送局 'FM わ い わ い 」 か ら 、 災害発生 の 訓 練情報 を 日 本語、 韓 国 ・ 朝鮮語 な

ど 4 ヵ 国語で放送。 続い て 自 衛 隊が土嚢 を 積 ん で 川 の 氾濫 を 防 ぎ、 市建設 局 が崖崩 れで土

砂が流 入 し た 道路の復旧作業 を 行 い 、 地元消 防|沼 な どが、 倒壊 し た 家屋 に 閉 じ こ め ら れた

人 を 救出 。 想定 し た被害状況 な ど は 、 災害対策本部 に 設置 さ れた情報収集 ・ 管理 シ ス テ ム

に 集約 さ れ、 電話回棋 を 通 じ て モ ニ タ ー に被災現場 の 写真 な どが映 し 出 さ れ た 。

ま た 、 神戸市は 6 月 14 日 、 抜 き 打 ち で風水害 に 備 え た職員 の 非常招集訓練 を 行 っ た 。 午

前 6 時、 防災指令 を 発令、 午前 8 時半 ま で に 関係部局 の約2 ， 200人全員 が集 ま っ た 。 30分

で497人 (22 . 4 % ) が、 午前 8 時 ま で に83 . 9 % が参集で き た 。 (注 6 ) 

3 . 自 主紡災活動、 NGO ・ NPO 活動
〔神戸!日居留地が 「地域防災計画」 策定〕

神戸港開港 と と も に ま ち づ く り が始 ま り 、 大正か ら 昭和初期 に か け て の 近代洋風建築 を

残 し た神戸の風格あ る 中枢 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー と し て 知 ら れ る 神戸侶居留 地地 区 の 旧居習 地

連絡協議会が、 独 自 に 「神戸 i日居留 地 ・ 地域開災計画」 を 策定、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 丸

6 年 と な っ た 2001年 1 月 17 日 に 同連絡協議会メ ン バー を は じ め 、 関係機 関 に 配布 し た 。

震災で |日居留 地 に あ っ た 106棟の ピ ル の う ち 22棟が解体 さ れ る と い う 激甚 な被害 を 被 っ

た 。 そ の 中 に は 国 の 重要文化財 に指定 さ れた 15番館 も 全壊 し た が、 平成10年 に い ち 早 く 復

元 さ れた の を は じ め 、 大方の ピ ル は再建 を 果 た し た 。

同連絡協議会で は 、 「 あ の 大震 災 の 経験 に 学 び、 常 か ら の備 え を 怠 ら な い た め に 、 そ の

行動指針 と し て」 地域防災計画 を 策定 し た も の で 、 「非常 時 に 地区 内企 業 の相 互支援 を 円

滑 に す る と と も に 、 神戸の 中枢業務地 と し て 、 市民か ら の期待 に応 え 、 そ の役割 を 果 た さ

な け ればな ら な い」 と 防災計画 の巻頭 に書い て い る O

「士也域防災計画」 は 、 最初 に 「計画策定 に あ た っ て の 基本的 な 考 え 方」 を 掲 げ、 「先の

震災で得 た教訓 の ひ と つ は 、 “ 自 分 ( 自 社) の命 と 財産 は 、 自 分 ( 自 社) で 守 ら な け れ ば

な ら な い " と い う 防災 の 原 則 を 再確認 し た こ と で あ り 、 地域防災計画の策定 に あ た っ て は 、

各事業所の個別 防災能力 を 前提 に 、 そ れで も 不足す る 事柄 に つ い て相互支援 を 準備す る 、

さ ら に 、 1 万人 に も 達す る 来訪者の 人命維持の た め に 、 支援の手 を さ し のべ る と い う 、 両

視点か ら の検討 を 進め たJ と し 、 「非常時の相互支援J '非常時の 来訪者支援J '普段の 備 え J

の 3 章 と 「資料 ・ マ ニ ュ ア ル編」 を 加 え て い る O

「非常時の相互支援」 で は 、 災害発生時、 災害復 旧 時、 平常時の支援の各ス テ ー ジ に分

け、 災害発生時 に は 、 協議会 メ ン バ ー が察知 し た災害発生の 一 報 を協議会連絡責任者 ( 防

災拠点 コ ー ナ ー 開設総括責任者) に 連絡、 協議会連絡貫在者 は 情報 を 精査 し た 上 で 、 収集

し た情報 を メ ン バー に 配信 す る O 速報は概略情報 を 電話 回 線 を 使 っ た 音声 に よ る 通知 シ ス

テ ム を使用 、 次報は 詳細情報 を 電 子 メ ー ル等 を使 い 、 テ キ ス ト デー タ 等で周知す る O

電話回線が使 え な い な どの事態 に 陥 っ た場合に備 え 、 直接伝達で き る 連絡網 と し て 「居

第 十 章 @ 防災 611 



留 地隣組」 を 組織。 連絡網 は 、 i日居留 地 を 4 つ の ブ ロ ッ ク に分 け た う え で、 グ ル ー プ ( 隣

組) を 組織す る 。 瞬 組 は 5 - 10棟程度の ピ ル で構成す る 。 ブ ロ ッ ク や 隣組に は リ ー ダー を

選 ん で お く が、 非常時の連絡は 、 必要 を 感 じ た ピ ル が情報の発信源 と な る O

!日居留 地 の 「地域防災計画」 で注 目 さ れ る の は 、 「非常時 の 来訪者支援」 の 視点 で あ る 。

平 日 の !日居留 地内 の昼 間 人 口 は 、 就業者約 2 万5 ， 000人、 来訪者約 1 万人の合計 3 万5 ， 000

人 に 達 す る と し て 、 「就業者 に つ い て は各社での対応 を 原則 と す る が、 米訪者の 人命保護

や焔宅支援 に対 し て は 、 地域あ げ て の 取 り 組 み が求め ら れ る 」 と し 、 1 19番対応、が不可能

な状態 で け が人等が多数で た場合、 「故護 コ ー ナ ー J ( 地 区 内 で決め た 4 ヵ 所 の ピ ル 1 階)

を 設置す る O 救護 コ ー ナ ー で は 、 担当 医師等 ( 地 区 内 で決め た 5 つ の診療所: な ど) が症状

を 判別 し て 草傷者等 は 医療施設への搬送 を 指示す る O 搬送 は 、 救護 コ ー ナ ー の 責任者が搬

送車 ・ 搬送方法 ・ 搬送先 に つ い て指示す る 。

1 万人 の 昼 間 来訪者の う ち 、 8 割 は神戸市内居往者 だが、 残 る 2 ， 000人 は 遠方ー か ら の 来

訪者で、 こ れ ら の 人 た ち が帰宅国難者 に な る 可能性があ る と し て 、 非常時 に は 、 地区内全

ピ ル で帰宅医難者等 の 受 け入 れ を お願いす る と し 、 具体的 に は 、 会議室や廊下等、 雨露の

し の げる 一時待避場所 を 可能 な 範 囲 で提供 し 、 行政の対応が可能 に な る と 考 え ら れ る ま で

の 最長72時 間 、 ト イ レ の提供等、 最低限の生活支援 を お 願 い す る 、 と し て い る 。

「普段 の 備 えJ で も 、 一殻的 な 心構 え で は な く 、 i日居留 地 内 で 1 ， 000人 の 市 民救命士養

成 を 目 標 に 、 講 習 会 を 年 2 回 開催す る ほ か、 「隣組」 ご と に 2 人の市民防災 リ ー ダー を 確

保す る こ と を 日 標 に 、 消 防署が行 う 防災 リ ー ダ ー研修 に)11:&次、 参加す る と し て い る O

ま た 、 備蓄品 に つ い て は 、 小型動力 消 防 ポ ン プ、 油庄式 ジ ャ ッ キ 、 携帯用 コ ン ク リ ー ト

破砕器具、 救命浮 き 輪、 救命胴衣、 救助用 ロ ー プ、 投光器、 折 り た た み担架 な ど の ほ か、

外傷救急医薬 品 一式、 仮設 ト イ レ な どの 品 目 を 順次、 3 セ ッ ト 備蓄 し て い く こ と に し て お

り 、 舗蓄場所 も 決め て い る 。

「資料 ・ マ ニ ュ ア ル編」 に は 、 地域防災計画で示 し た対応が非常時 に 円滑 に 行 え る よ う 、

協議会 メ ン バ ー ご と の 各担当者名、 連絡先、 担 当 医 師 、 市民救命 土 な ど を 書 き 込み 、 担当

者が代 わ っ た場合 な ど蒸 し替 え で き る よ う に し て い る o (注 7 )

〔教助犬 を償 っ た官民合同訓練〕

海外で発生 し た 地 震 な どで被災地 に 派遣 さ れ る 兵庫 県 内 の 国際消 防救助 隊員 と NGO の

日 本 レ ス キ ュ ー協 会 (本部 ・ 大阪府最 I{::J市) の 災害救助犬 を 使 っ た初 の本格的 な 合同訓練

が2000年1 1 月 17 日 、 岡県三 旧市上内神 の 同協会災害救助犬三 旧 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー で行

わ れた。

県内 の 隊員 は 、 こ れ ま で 、 1991年のバ ン グ ラ デ シ ュ の サ イ ク ロ ン 災害 と 、 99年の ト ル コ

大地震 に 派遣 さ れ、 人命救助 な どで活躍 し た 。 同協会 も ト ル コ 、 台湾の 両地震の被災地 に

救助犬 と ハ ン ド ラ ー (災害救助犬 ト レ ー ナ ー ) を 独 自 に 派遣 し て い る 。 訓 練 に は 、 神戸、
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尼崎、 西宮の 各 市消 防局 か ら 登録隊員23人が参加。 実戦的 な 連係 プ レ ー を 身 に つ け る た め 、

訓練があ る こ と 白 体 を 隊員 に 知 ら せず、 抜 き 打 ち で実施 し た 。

地震 に よ っ て倒壊 し た建物 の 中 に 数人が生 き 埋め に な っ た と い う 想定 で 、 4 [[;の救助犬

が に お い を 頼 り に歩 き 回 っ た後、 生 き 埋め に な っ て い る 場所で救助犬が吠 え 、 ハ ン ド ラ ー

が場所 を 特定。 隊員が小型 カ メ ラ や音響 に よ っ て 安否 と けがの具合 を 確認 し 、 ド リ ル な ど

の工具で抜け穴 を 確保。 約 1 時 聞 か け て ガ レ キ の 中 か ら 男 女各 1 人 を “ 救 出 " す る 本番 さ

な が ら の 訓 練 を 行 っ た 。 (注 8 ) 

4 . 災害対築技術等

〔神戸市消防局が新消火用水 を 開発 少量水で延焼防止効果大〕

阪神 ・ 淡路大震災で水道管が般断す る な ど し て 、 火災の延焼 を 防 げず、 大規模 な 火災 と

な っ た苦い経験か ら 、 神戸 市消 防局 は通常の本 よ り 少 な い量で延焼な ど に効果 を 発揮す る

特殊 な消火用水の研究 開発 に成功、 2001年 1 月 30 日 、 初 め て実際の高層 建物 を 使 っ た消火

実験 を 行 い 、 そ の効果 を 確認 し た 。

震災で は 、 水道管が破裂 し た り 、 防火水槽 の亀裂 な どで、 消火用水が ほ と ん ど使 え ず、

地震 に よ る 大規模 な 火災の延焼拡大詔止の消火活動 は 悶難 を 極め た 。 そ こ で神戸高消訪局

の消 防科学研究所 は 、 限 ら れた水 (少量水) で大規模 な 火災の延焼拡大限止 を 目 的 に 、 特

殊 な 消火用水の 開発荷究 に着一手 し た 。

同研究所は 、 高熱で溶け て ガ ラ ス 状の物質 に 変化す る 化学肥料の燐安 を 水 に混ぜる こ と

に よ り 、 構造物 の表面 を ガ ラ ス 状の物質が覆 っ て ( ゲル化) 空気 を 遮断す る こ と に着 目 し

た 。 し か し 、 こ れ だ け で は 、 放水に よ っ て燐安が構造物 の表面 に 定着せずに洗い流 さ れて

し ま う O こ の た め 、 燐安 を 構造物 に浸透 さ せ る 薬剤 を研究。 常温か ら 700C ま で は粘度 を 持

た ず 、 水が蒸発す る 直前 の 1000C 近 く で 固 ま る 高分子 の感温性ポ リ マ ー を 加 え 、 そ れ ぞ、れ

水 に0 . 5 � 1 %均一 lこ混ぜ合 わ せ た 特殊 な 消火用 水 を 開発 し た 。

実験の結果、 消火用 水 は 、 700C 以上 で ゲ ル化 し て 、 流動性がな く な る と と も に 、 冷却効

果、 お よ び火災の燃焼熱 に よ る 燐安の ガ ラ ス 皮膜で、 燃焼 中 の物 質 の 表面 を 覆 っ て空気 を

遮断 し た 。 こ の消火用 水 は 、 水 に よとべ極 め て 少 な い水量で、延焼拡大 を 盟止 す る こ と が確認

で き た。

実際の建物 を 使 っ た 実験 は 、 同市垂水氏舞子台 の解体 さ れ る 公団東舞子毘地で、実施 さ れ、

6 畳 間 に 角 材 を 井桁 に 積 み 、 蕗油 を 染み 込 ま せ た 布 団 を は さ ん で着火 し 、 普通の消火用 水

と 特殊 な 消 火用水で は どの程度、 延焼防 止 に 違いがあ る の か な ど、 隣 の 台所側 の家具 に 延

焼す る の を 比較実験 し た 。

延焼拡大阻止実験に使用 し た の は 、 水に 1 % の!惑温性ボ リ マ ー と 、 0 . 5 � 1 . 0% の化学肥

料の燐安 な ど を均 一 に 添加 し た 「消火用 水 A J で、 普通の水 を 使 っ た 実験 よ り 10倍以上の

放射熱 下 で あ り な が ら 、 普通の水に よ る 延境拡大阻止の放水の約 4 分の 1 の 量 で 、 し か も
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約2 . 2倍 の 持 間 短縮がで き た 。

ま た 、 消火効果実験 に 使 っ た の は 、 利尿剤系化合物 と 感温性 ポ リ マ ー を 各 々 0 . 5 � 1 % 

水 に 溶解 さ せ た 「消 火用 水 B J o 利尿剤系 の化学薬 品 は 、 高温状態 の 中 で分解 さ れ、 多 量

の 金属 イ オ ン が発生す る O 可燃物 は燃焼す る と 、 そ の 炎 は プ ラ ス の イ オ ン に な る た め 、 プ

ラ ス と プ ラ ス の イ オ ン が反発 し 、 燃境中 の 炎が放水 に よ り 撚焼実体 に あ た る と 瞬時 に 炎が

可燃物側 に押 し 縮 め ら れ、 感温性 ポ リ マ ー を 含 む 水溶液がゲル化 し て水 の 流 れ を 阻止 し て

可燃物 を 木材 の 危 険温度か ら 冷却 さ せて い く こ と がわ か っ た 。

実験の結果 は 、 消火用水 B を 使 っ た場合、 放水す る と 順次 に 炎 を 抑 え る と と も に煙 も な

く な り 、 水消火の約 2 分の l の量 と 時 間 で鎮圧で き た。 ま た 、 再燃防止 も 水 よ り 5 倍の効

果があ っ た 。

こ の実験結果か ら 、 同研究所 は 、 実際の火災で は①消火用 水 A は 、 延焼拡大阻止用消火

剤 と し て使用 で き 、 林野火災で延焼拡大 を 緊急 に 阻止 し な け れ ばな ら な い領域 (例 え ば、

民家の 近 く に 延焼拡大 し て い る 場合) に 最適で あ る ②消火用水 B は 、 高速道路で、の車両

火災に適 し て い る ③消火用 水 A 、 B と も に少景で消火す る と き 最 も 効果 を 現す (多量放

水で は 、 水 を 使用 す る の と 何 ら 変 わ ら な い) と 評価づけ た 。

ま た 、 残 さ れ た 課題 と し て は 、 消火用 水 A は 、 粘 り 気があ る の で、滑 っ て残火整理がや り

に く い 欠点があ る こ と な どか ら 、 水 と 同 じ性寅 に改良す る 必要があ り 、 実火災で試行的 に

使用 し な が ら 、 消 防戦術 を研究 し て い く 必要があ る 、 と し て い る O

そ の後、 同研究所 は 、 こ の消火用水に使 う 試薬 は 、 高粘度 の 液体お よ び自 体粉末で あ る

た め 、 こ れ ら を 火災現場で均 一 に 短時 間 で多量 に 作 る 方法 を 開発、 実際 に 火災現場で利用

で き る 可能性が高 ま っ て お り 、 大規模 な 地震な どで消火用水が十分確保で き な い場合だ け

で な く 、 水資源 の 乏 し い 中東 な どでの活用 に大 き な 期待が寄せ ら れて い る o ( 注 9 ) 

5 . 器内外の災害発生 と 対応 @ 支援

〔鳥取県西部地震 兵庫県 でも 強い揺れ 、 県 な ど郎応〕

2000年10月 6 日 午後 1 時30分頃、 鳥取県西部 を 震源 と す る マ グ ニ チ ユ } ド 7 . 3 の大地震

が発生、 同 県境港市、 日 野町で震度 6 強 と な っ た の を は じ め 、 中 国、 四 国、 近畿の広 い 範

囲 に わ た っ て 強い 揺れがあ っ た 。 地震の規模 は 、 西 日 本で は 阪神 ・ 淡路大震災以 降、 最大

の規模 と な っ た が、 地震の規模 に比べ、 被害 は 少 な か っ た 。

こ の地震 に よ る 被害 は 、 鳥取、 島根、 岡 山 な どで負傷者182人、 住宅の全壊430棟、 半壊

は 3 ， 000棟 を 超 え た (数字 は 「防jL 白 書」 平成13年度版 に よ る ) 。

兵庫県内 で も 淡路 高 ・ 津名町で震度 5 弱、 神戸、 西宮、 明 石各市 な ど県南部で軒並み震

度 4 を 記録す る 強 い揺 れ と な っ た 。 こ の た め神戸市 は 、 発生か ら 5 分後 に は 市 の 地域防災

計画 に 基づ き 、 市民局 長 を 本部長 と す る 災害警戒本部 を 設置 し た 。 地震 に よ る 岡本部の設

置 は 阪神 ・ 淡路大震災後、 初 め て の ケ ー ス と な っ た 。
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各昂職員 は 急、傾斜地や 護岸 な ど を パ ト ロ ー ル し て被害がな い か確認。 市消防局 は ヘ リ コ

プ タ ー 1 機 を 飛 ば し て市内 や県北部、 鳥取県の被害状況 を 調べ た 。 県警は 、 板神 ・ 淡路大

震災以来初 め て県 内 の 全警察署 に 警戒指令 を 出 し 、 警察官約2 ，400人が被害の確認 な ど に

あ た っ た 。

ま た 、 神戸市 は i坂神 ・ 淡路大震災の教訓| か ら 全国規模でで き た 「大規模災害消 防応議実

施計画」 に基づ き 、 消防 局 のヘ リ コ プ タ ー が救助 隊員 ら 9 人 を 乗せ、 鳥 取県へ向 か っ た 。

近 隣 自 治体で震度 6 弱以上の地震が起 こ れば 自 主 的 に 出動 す る 計 画 で 、 今 回 が神戸市 と し

て は 初適用 。 被害状況 を 確認後、 地元消防局 の 要請 を 受 け 、 大山 の崖崩 れ現場へ出動 し た 。

兵産県 に と っ て は 、 全国の 自 治体で は 初 め て の 訪災専門 の独立 し た庁 舎 「兵庫県災害対

策 セ ン タ ー 」 が 8 月 に稼働 し た ばか り で、 今回 の地震で初 め て そ の真価が問 わ れ る 機会 と

な っ た 。 午後 1 時30分、 強い揺れ と 同時 に 防災企画課な どが入 る 同 セ ン タ ー 1 階 に 職員 が

参集。 テ レ ビモ ニ タ ー に は神戸、 西宮 な ど県内主要都市の様子 を 映 し 出 し た。 職員 は手分

け し て 、 県 内 各市町や消防本部 な ど と 被害の有無 を 調 べ る 電話連絡 に 当 た り 、 関西電力 や

NTT な どか ら 入 る 情報が次々 と 書 き 出 さ れた 。

ま た 、 震源地の 鳥取や 島根両県 と も 連絡 を 取 り 合い 、 上空か ら 兵庫県北 西部の被害調査

に あ た っ た ヘ リ コ プ タ ー を 県境 に 近い但馬空港に待機 さ せて 、 応援要請 に 備 え た 。

尼崎市 は 、 地域防災計画で 「災害時相互応援 に 関 す る 協定J を 結 ぶ 岡 山市、 烏根県横 田

町 と 連絡 を 取 っ た が、 いずれ も 「被害軽微」 と し て応援の 要請 は な か っ た 。

兵庫県 警 は 、 機動 隊の広域緊急援助 隊 な どの 1 16 人 が応援要 請 に 備 え て待機 し た が、 午

後 4 時過 ぎ に待機 を 解除 し た 。

…一方、 ボ ラ ン テ イ ア 団体の 「神戸元気村」 は 、 同 日 午後、 副代表 ら 2 人が車で現地 に 出

発。 被災地 を 車で巡回 し 、 瓦がはずれて い る 民家 を チ ェ ッ ク し て ピ ニ ー ル シ ー ト で覆 う 作

業 な ど を し た。

鳥取県か ら の 要請で1 1 、 12両 日 、 兵庫県 と 神戸市の 職員 ら が被災地 に 派遣 さ れた 。 派遣

さ れた の は 、 県防災企画課の 職員 2 人、 神戸市税制課の職員 2 入、 岡市市民安全推進室の
職 員 2 人、 県 の 教 職 員 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー な ど で つ く る 「震 災 ・ 学校支 援 チ ー ム

(EARTH) J (詳 し く は 次項参黒) の メ ン バ- 4 入、 神戸市社会福祉協議 会 2 人の計12人。

EARTH は有珠山 噴火災害の派遣 に 続い て 2 回 目 の 出 動 。 同 チ ー ム は 3 日 間 、 境港市 な ど
の 小 中 学校10校 を 訪 問 し た 。

鳥取県庁や 日 野 町役場、 同 県西部教育事務所 (米子市) な ど を 訪れ、 擢 災証明 の発行、

地方税の減免 、 被災家屋の修理や調査方法、 学校の避難所運営、 克憲 ・ 生徒の こ こ ろ の ケ
ア な ど に つ い て助言 し た 。

鳥 取県西部地震で は 、 気象庁が発表 し た 同 地震 の マ グ ニ チ ユ ー ド 7 . 3が、 阪神 ・ 淡路大

震災 (兵庫県南部地震) の 向7 . 2 よ り 大 き か っ た こ と で、 専 門家 の 問 で は 、 断層 の 面積や

ずれの大 き さ な どか ら 規模 を 計算す る 「モ ー メ ン ト ・ マ グ ニ チ ュ ー FJ と 呼ばれる 算 出 法
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に切 り 替 え る べ き だ と の指摘がな さ れ、 今後の検討課題 と な っ た 。 (注10)

〔北海道 ・ 有珠山噴火 と 支援〕

2000年 3 月 31 日 、 北海道 ・ 有珠 山 が噴火、 翌 4 月 I 日 に も 再噴火 し た 。 3 月 29 日 に は 、

室覇地方気象台が緊急火山 情報第 l 号 を 出 し 、 周 辺 3 市 町 の 9 ， 000人以上 に 避難指示が出

さ れ、 4 月 1 日 の |噴火で、 避難指示対象者は計 l 万5 ， 000人 を 超 え た 。

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 で は 、 最初の 噴火があ っ た 直後か ら 、 災害ボラ ン テ ィ ア 匝体

が動 き だ し 、 兵庫県 も 厚生省 の 要請 を 受 け て 、 4 月 I 日 に は 阪神 ・ 淡路大震災発生当時、

避難所で保健婦活動 を し た保韓婦 2 人 を 被災地 に 派遣、 兵庫県教委は 、 阪神 ・ 淡路大震災

の教訓 を 生かす た め に つ く っ た 「震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) J の教諭 ら 3 人 を 4 月

4 日 、 現地 に 派遣 し た o

EARTH は 、 大震災か ら 5 年 目 の 同年 1 月 17 日 に 結成 し た ばか り で 、 結成 か ら 2 ヵ 月 余

り で初 の 派遣 と な っ た 。 同 チ ー ム は 、 県教委が開設 し た 養成講座 を 終了 し た小 中 高教諭 と

養護教諭、 学校栄養職員 ら 約90人で構成 し 、 こ こ ろ の ケ ア 、 避難所運営、 学校教育、 学校

給食の 4 班があ る O 有珠山支援 は 、 4 日 か ら 3 日 間 に わ た り 、 学校や避難所 を 訪 れ、 教職

員 ら と 意見交換。 広域 に避難 し て い る こ ど も た ち の安否確認、 避難所の運営、 奨学金や授
業料免除、 学校再開 の タ イ ミ ン グ な ど に つ い て ノ ウ ハ ウ を 提供 し た 。

1 日 に現地入 り し た保健婦 2 人 (課健所副所長、 同 保健指導課長) は 、 6 日 間 に わ た り 、

室蘭保健所 を 拠点 に 、 伊達市 な どの避難所 を 訪問 。 こ こ ろ の ケ ア や 、 健康管理 、 避難所の

コ ミ ュ ニ テ イ づ く り な ど に つ い て の 指導や 、 被災者か ら 直披悩 み を 開 く な ど の支援活動 を

続 け た 。

大震災時 に駆 け つ け た 全国 の ボ ラ ン テ ィ ア ら でつ く る 「震災がつ な ぐ全国 ネ ッ ト ワ ー ク 」

(事務局 ・ 神戸市、 17団体) は 、 噴火直後か ら 現地の情報収集 を 始 め 、 同 ネ ッ ト か ら 「災

害救援 ネ ッ ト ワ ー ク 北海道」 がい ち 早 く 現地入 り O 全国の約150の ボ ラ ン テ イ ア 団体で 「有

珠山噴火災害ボ ラ ン テ イ ア 支援金田 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を結成、 神 戸 に 事務局 を 置 き 、 計l3人

の ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー を 現地 に 派遣 し た 。 I司 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 「有珠 山 を 忘 れ

な い」 を 合い言葉 に 、 被災地の模様 を 蝿影 し た 写真パ ネ ル展 の全開巡回展 を 繰 り 広 げた 。

ま た 、 神 戸 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 市民団体が街頭募金活動 を 続け 、 避難生活 を 送 っ

て い る 人た ち を励 ま そ う と 、 街頭で畳 1 枚 ほ どの メ ッ セ ー ジ ボ} ド 4 枚 を 用意 し た と こ ろ 、

3時 間 ほ どで市民約 1 ， 300人が励 ま し の メ ッ セ ー ジ を 書 き 込ん だ 。 (注11 )

〔 イ ン ド西部地震で、 神戸の女性隊員 ら が救助犬 と と も に活動〕

2001年 1 月 26 日 、 イ ン ド 西部 を 震源 に 大地震が発生、 死者 は 2 万人 を 超 え 、 被災者 は 1 ， 500

万人 を 超 え る と い う 大災害 と な っ た 。

阪神 ・ 淡路大震 災 の 被災地 の NGO (非政府民 間 組織) な ど12団体が27 日 、 「 イ ン ド西
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部大地震 ・ 救護委員 会」 を 結成 、 イ ン ド 国 内 の NGO な ど を 通 じ て 情報収集 を 始 め 、 募金

活動 な ど に乗 り 出 し た 。

「 日 本 レ ス キ ュ ー協会J (本部 ・ 大阪府豊 中市) は 、 隊員 4 人 と 救助犬 3 頭の救助 隊 を 28

日 に 派遣。 最大の被害があ っ た グ ジ ャ ラ ー ト 州 に 入 り 、 3 日 間 の救助活動 を 行 っ た 。

隊員 の う ち 2 人は 、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た女性隷員 で、 初 め て 海外で、救助活動 を

行 っ た 。 神戸 市の女性 (25) は 、 阪神 ・ 淡路大震災でス イ ス か ら 来た救助 犬 を 見 て 、 同協

会の ス タ ッ フ に な っ た 。 芦屋市の女性 (22) は 、 震災で友人 を 亡 く し 、 自 分 も l ヵ 月 以上、

避難生活 を 送 っ た 。 i ( イ ン ドで) 倒壊 し た建物 を 見 て 、 恐怖が よ みがえ っ た が、 あ の と き

味 わ っ た 不安感 を 早 く 取 り 除い て あ げた い 、 と そ れ だ け だ、 っ たj と 帰国 後 に語 っ た 。 (涼12)

〔防災無線や地震計の誤作動 ト ラ ブルが相次 ぐ 〕

千葉県北東部で震度 5 弱 の強 い 地震が起 き た2000年 6 月 3 日 午後 5 時54分頃、 神 戸 で は

揺 れ を 感知 し な か っ た に も かか わ ら ず、 神戸市の防災無線が誤作動 し 、 市 内各所の公匿 な

ど に 設量 し た ス ピ ー カ ー や ラ ジ オ 型防災挺線に 「兵産県南東部で強い揺 れ を 感 じ ま し た。

海岸部 は津波 に ご注意 く だ さ い」 と の放送が数回 に わ た っ て 流 れ た 。 市民か ら 問 い合わせ

が相次 ぎ 、 市役所 は約15分後 に 訂正の放送 を 流 し た 。

こ の シ ス テ ム は 、 市役所内 の地震津波警報受信装置が、 気象庁か ら 震度 5 弱以上の地震

発生情報 を 受 け る と 自 動 的 に作動 し 、 50の ス ピ ー カ ー と 自 治会役員 や 消 防 団役員 ら が持つ

約 1 ， 800の ラ ジ オ 型防災行政無線に 通 じ て い る O

誤作動 の 原 因 を 調査 し て い た神戸市 は 、 向 月 29 日 、 誤報の 原 因 は 落雷 に よ る ソ フ ト の故

障 だ、 っ た と 発表 し た 。

調査 に よ る と 、 全 国 の 地震情報 を 気象衛星か ら 受信す る ア ン テ ナ が落雷 を 受 け 、 発生 し

た 電気 ノ イ ズ に よ っ て 、 地震情報 を 放送す る ソ フ ト の 一部が破壊 さ れた と い う O 同 市 は 、

電気 ノ イ ズ を 防止す る 機器 を 設置 し た り 、 プ ロ グ ラ ム を 修正す る こ と で対応す る こ と に し

た 。

ま た 、 同 月 17 日 午後 7 時 頃 、 山 陽新幹棋の新神 戸 一 岡 山 障 が停首、 列車がス ト ッ プす る

ト ラ ブ ル が発生、 上下12本が停止 し た。 ま も な く 運転 を 再開 し た が、 ]R 西 日 本 に よ る と 、

姫路市 に 設置 し て い る 地震計が作動 し 、 送電 を 停止 さ せ た と い う O 当 時、 付近で地震がな

か っ た た め 、 同社 は誤作動 と み て 原 因 を 調査。 そ の結果、 同 月 29 日 、 ]R 西 日 本 は 、 地震

計の近 く を 通過 し た ト ラ ッ ク な どの車載無線か ら 発せ ら れ た 強力 な電波が原 因 と の見方 を

明 ら か に し た 。

同 杜 に よ る と 、 地震計 は 同新幹線の 沿線23 ヵ 所 に 設置。 揺 れ を 電気信号 に 変換 し 、 「特

断部」 と 呼ばれる 集積回路が、 加速度40 ガル以上の揺 れ に相 当 す る 信号 を 感知す る と 、 新

幹線へ の 送電 を 停止す る 仕組み に な っ て い る O

誤作動 を 起 こ し た 姫路市 内 の 地震計の デー タ を 解析 し た と こ ろ 、 地震の場合、 連続的 に
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記録 さ れ る 初期微動や 主要動 に相 当 す る プ ラ ス マ イ ナ ス 双方の 電気信号が、 断続的 に 一方

向 し か記録 さ れて い な い こ と がわ か っ た 。 地震計 自 体 に 異常 は な か っ た と い う O

こ う し た現象 は 、 強力 な 電波が近 く で発信 さ れる と 起 き る こ と がわ か っ て お り 、 同 社 は

「 ト ラ ッ ク な どの車載の違法紫糠の電波が、 配線部か ら 電気信 号 と な っ て伝 わ り 、 誤作動

を 起 こ し た 可 能性が高い」 と し て い る O

電波障害 に よ る 地震計の誤作動 は 、 山 陽新幹線で は 初 め て 。 同社 は 地震計 に 電波障害対

策の部品 を 設置す る 改良 を 進 め て お り 、 7 月 下旬 に完了す る と い う O

東海道 ・ 山 陽新幹線で は 6 月 10 日 に も 、 東海道沖 で発生 し た 地震 を 、 警報 シ ス テ ム が過

剰 に反応 し て誤作動、 米原 一姫時間 で上下線が停電、 運転がス ト ッ プす る ト ラ ブルがあ っ
た 。 (注13)

〈参考文献〉
(注 1 ) 神戸新聞 2000年 6 月 2 日 付

(注 2 ) 神戸新聞 2000年 7 月 7 日 付 、 朝 日 新開 7 月 8 日 付
(ì主 3 ) 神戸新聞 2000年 5 月 16 日 付、 19 日 付、 6 月 9 日 付

(注 4 ) 新聞各紙
(注 5 ) 神戸市市民安全室市民消防課記者発表資料 2000年 8 月 23 日
(注 6 ) 神戸新聞 2000年 5 月 25 日 付、 6 月 15 日 付

(注 7 ) あ の大震災 に学ぶ 神戸!日居留地 ・ 地域防災計画」 旧居留地連絡協議会 2001年 1 月 17 日
(注 8 ) 神戸新聞 2000年1 l 月 18 日 付

(注 9 ) 新消火用水検討 プ ロ ジ ェ ク ト F建物火災消火実験報告書」 概要集 神戸市前紡局

(注10) 新潤各紙
(注1 1 ) 新聞各紙 ほ か

(注12) 神戸新開 2001年 1 月 28 日 付、 2 月 5 日 付 ほ か

(注13) 新開各紙
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い自由 学術研究 @ 調査 @ 会議等

防災 に 関 す る 国際会議や シ ン ポ ジ ウ ム は 、 2000年度 も 兵庫 県 内 で相次い で 開催 さ れた 。

世界で は 、 90年代 は 「 自 然災害の 10年j と い わ れた よ う に 、 巨大地震、 火 山 噴火、 大規模

な 洪水や森林火災が相次いだ。 し か も 、 被害の 多 く がア ジ ア に 集 中 し て い る の も 特徴であ

る 。

「 自 然災害の10年」 の ち ょ う ど 中 間 で起 き た 板神 ・ 淡路大震災 は 、 先進国 の 、 し か も 近

代都市 を 襲 っ た 地震 と し て世界 に大 き な衝撃 を 与 え た 。 さ ら に 、 神戸 を 中心 と し た被災地

の復旧 ・ 設興の ス ピ ー ド に も 関心が集 ま っ た 。

そ し て 、 ア ジ ア 紡災 セ ン タ ー 、 地震防災 フ ロ ン テ イ ア セ ン タ 一 、 国連地域開発セ ン タ ー

防災計画兵庫事務所、 国連人道問題調整事務所 ア ジ ア ユニ ッ ト な ど、 国際的 な 防災 に 関 す

る 研究機関 や 調整機関が相次いで兵庫 県 内 に 開 設 さ れ た こ と も 、 世界、 と り わ け ア ジ ア 諸

国 の 関係者の 目 が阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に 向 け ら れ、 国 際 的 な 防災会議や シ ン ポ ジ ウ

ム 、 研修が兵庫県で集 中 的 に行 わ れ る よ う に な っ て き た 要 留 で あ る O

ま た 、 1999年の ト ル コ や 台湾で起 き た地震 に 際 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 か ら 次々

と 支援 チ ー ム が派遣 さ れ る な ど、 行政、 NGO、 大学 な ど に よ る 支援 ・ 調査活動 も 、 国 際

交流 を 活発化 さ せ る 要因 と な っ て い る O

官民の協力 は 、 研究分野で も 進 ん で お り 、 事業者 ・ 行政 ・ 研究機関 が協 河 し て 、 災害 ・

事件 ・ 事故 な ど に対応す る 危機管理の あ り 方 に つ い て 、 必要 な研究 と 連携体制づ く り を 目

指 そ う と い う 「神戸安全 ネ ッ ト 会議」 も 、 2001年 4 月 に立 ち と が る O

1 . 国際会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム な ど

( r世界防災会議2001 J 開催〕

世界各 国 の 防災 専 門家が地震や洪水な ど 自 然災害への対策 と 協力 な ど に つ い て話 し 合 う

「世界初災会議2001J が2001年 2 月 5 呂 、 6 日 の両 日 、 兵庫県津名 郡東浦町 (淡路 島 ) の

県 立 淡路 夢 舞 台 閣 際 会議 場 で 開 催 さ れ た 。 日 本政府、 兵産県、 ア ジ ア 妨 災 セ ン タ 一 、

OECD (経済協力 開発機構) 、 世界銀行、 ISDR ( 国連国際防災戦略) が主催。

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興過程 に あ る 兵庫県 に 、 国連機関 を は じ め 、 15 ヵ 国 の 防災担

当 の 政府 や 自 治体関係者、 研究者が一 堂 に 会 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 含む 災害の教訓 に つ

い て 、 特 に復興問題 に着 目 し つ つ意見交換す る の がね ら い で、 今後の連携、 協力 に つ い て

も 意見交換 し た 。

粛藤 ・ 兵庫県 防災監が 「阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え た 防災対策」 に つ い て 講演 し

た ほ か、 ケ ー ス ス タ デ イ で は 、 イ ン ド、 日 本、 フ ラ ン ス 、 オ ラ ン ダ、 メ キ シ コ 、 ト ル コ 、

ア メ リ カ 、 ヴ ェ ネ ズエ ラ に お け る 洪水、 台風、 火山 噴火、 地震の体験 に 基づ い て 、 住宅、

第 ト章 @ 防災 619 



社会基盤 の被災 に対す る 各国 の危機管理 と 復興の事例、 消 費 の 損失 と 復興 な ど経済への影

響、 健康、 弱者の 問題、 教育、 福祉への影響 な ど に つ い て事例発表が行 わ れ た 。 こ れ を 踏

ま え 、 地震災害対策、 治水、 洪水、 台風、 火山 噴火、 土砂災害な どの大規模災 害対策 と 国

際防災活動 に つ い て 2 日 障 に わ た っ て討議が行 わ れ た 。

会議終了後の 7 日 に は 、 参加者が神戸市長 田 区 な ど板神 ・ 淡路大震災の被災地 を 視察 し

た 。

同会議 を 取材 し た朝 日 新 聞編集委員 の 山 中 茂樹記者 は レ ポ ー ト 記事で、 ①大災害 は途上

国 で多発 し て お り 、 安全 を 置 き 忘れた急激な都市化が被害 を 大 き く し て い る と の 意見が相

次い だ ②大災害が起 き る と 、 当 該 国 の 国 内 総生産 (GDP) が数% は 落 ち 、 途 上 国の経済

発援 を 回害す る 大 き な脅威であ る と す る 意見が多 か っ た ③討議 を 通 じ て参加者 た ち は 、

災害が起 き て か ら の対策 よ り 、 起 き る 前の 予 防 = リ ス ク 管理 に 力 を 入 れた 方 が、 は る か に
投資額が少 な く て済 む と い う 点で一致 し た一一こ と な どか ら 、 2000年 に ス タ ー ト し た 国連

の 「国際防災戦略」 の活動 を 具体化す る た め に 、 各地の被災体験 を 教訓 と し て 共有、 被害

軽減に努め て い く こ と で合意 し た 、 と 報告 し て い る O

ま た 、 山 中編集委員 は 、 各国政府 は ハ ザー ド マ ッ プ (災害予測図) を つ く り 、 洪水多発

地帯で し ば し ば避難勧告や警報 を 出 し て い る が、 住民が無 関心 だ と い う 問題が指摘 さ れた

の に対 し 、 米連邦緊急事態管理庁 (FEMA) の ジ ェ ー ン ・ ブ ロ ッ ク 官房長が、 地域単位 の

防災対策 に援助 し て い る 「 プ ロ ジ ェ ク ト ・ イ ン パ ク ト 」 と 呼ばれ る 補助事業の 事例 を 紹介

し て 、 「 ま ず、 地域の住民、 企業、 行政、 議会、 メ デ ィ ア 、 NPO が連携 し て 、 リ ス ク を探

り 出 し 、 優先順位 を つ け て対策 を 講 じ て い く こ と が大切」 と 、 住民参加型の 防災対策の大

切 さ を 強調 し た こ と も 報告 し て い る o (注 1 ) 

( r地震に ま け な い曹界へ向 け て 21 世紀国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 開催〕

海外14 ヵ 国 と 日 本 の 政府や都市の 妨災 に 関 す る 政策立案者、 学者、 NGO 代 表 ら が参加

し た 「地震 に ま け な い 世界へ向 け て 21世紀 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 が2001年 1 月 29 日 か ら

3 日 間 に わ た り 、 神戸 市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸 国際会議場で開催 さ れた 。 国連地域開

発 セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所、 兵庫県、 神戸市な どが主催 し た 。

同 月 に は エ ル サ ルパ ド ル 、 イ ン ド と 大規模 な 地震が立 て 続 け に 起 き 、 改め て 地震災害へ

の 関心が高 ま る な か、 参加者 は連 E 、 熱心 な 討議 を 続 け た 。 最終 日 の31 日 に は 、 2 日 間 の

討議 を 踏 ま え た シ ン ポ ジ ウ ム が聞 かれ、 「地震 に ま け な い世界へ 向 け て J と 題 し た 兵庫 メ ッ

セ ー ジ を 採択 し た。 メ ッ セ ー ジ で は 、 ①地方政府 と の連携 に よ り 、 地域国 有 の 防 災力 の 強

化 を 菌 っ て い く ②政府 と の 連携協力 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 、 NPO の役割 を 位置づけ、

そ の育 成 と 地震防災 に か か わ る 専 門 的 な 知識の供与 を 支援 し て い く ③学校 を 地域 の 防災

教育 の核 と し 、 ま た 、 災害時の安全 な シ ェ ル タ ー と し て耐震性 を 強化す る一ーな ど を 目 指

し て い く こ と が確認 さ れた 。
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初 日 と 2 日 自 の 討議 の 主 要 テ ー マ に な っ た の は 、 都 市 の 地震 の 危 険 震 を 診断す る プ ロ

ジ ェ ク ト rGESIJ ( ジ ェ シ The Global Earthquake Safety Initiative) で、 米 国 ・ カ リ フ ォ

ル ニ ア を 拠点 に 世界 中 で地震対策 プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し て い る NGO rGHIJ ( ジ オ ハ ザ

ド ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル) と 函連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所が2000年か ら 共 同

で始め た 。

討議で は 、 事前 に 国 内外21都市の 防災担当 者 に 地盤、 建物の耐震性、 学校数、 救急車台

数、 病院ベ ッ ド 数 な ど を ア ン ケ ー ト 。 こ の デー タ を も と に都市間 の 地震 リ ス ク を 比較 し 、

各都市の 防災上の弱点 を 指摘 し た 資料 を 作成 し た う え で、 資料の 内容や診断の方法 に つ い

て討議 し た。 そ の結果、 今後 も こ の調査 を 継続す る と の 認識で 一致 し た が、 ①大学な どの

研究機関 と の 連携 ②学校、 病 院 な ど重要 な 施設別の調査 ③一般市民への調査結果の公

ど、 プ ロ ジ ェ ク ト を さ ら に拡充す る た め の 手法が ま と め ら れた 。 (注 2 ) 

( r地域防災 シ ン ポ ジ ウ ム in 神戸」 開催〕

近年の 災害事例 か ら 自 治体、 市民の危機管理 の あ り 方 を 探 る 「地域防災 シ ン ポ ジ ウ ム J (神

戸市 な どの 実行委員 会主催) が、 2001年 1 月 19 日 、 神戸市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸国際

展示場 で 開 か れ、 東京、 名吉屋、 神戸、 広 島 、 福 岡 の 5 都市の 防災担当者が都市型災害 に

対す る 危機管理の あ り 方 に 関 し て討論 し た ほ か 、 神戸の 自 主防災組織や企業 の 取 り 組み事

例が報告 さ れ た 。

1999年 6 月 の 集 中 豪雨 で 、 約600 ヵ 所で土砂災害が発生 し 、 死者20 人 の 犠牲 を 出 し た広

島 市 の 谷博司 ・ 消 防局 紡災部計画担当 課長 は 、 短時 間 豪雨 に よ る 同 時多発災害が発生 し 、

「救助活動 と 並行 し て の情報収集で、 被害の全容がな か な かっ か め な か っ た」 と 報告。 2000

年 9 月 に起 き た 「東海豪雨」 で、 河川 i が破堤す る な ど し て市 内 の 約37% が浸水、 47人の死

傷者 (死者 4 人、 重軽傷者43人) を 出 し た 名 古屋市の細萱健一 ・ 消 防局 防災室主幹 も 「夜

に 入 っ て か ら 雨 の ピ ー ク が来 た こ と も あ り 、 状況把握や住民への避難勧告が遅れたJ と 、

緊急時の情報収集 と 情報伝達 の 難 し さ を 指摘 し た 。

広 島 と 同 じ 日 の豪雨で、 地下空間 に浸水 し 、 博多駅地下街で全床面積の47 % が浸水、 ま

た鱈別 ピ ル で は地下 室 に 浸水 し た水が天井近 く ま で達 し 、 逃 げ遅れた女性従業員 が亡 く な

る 被害が出 た 福 河 市の吉原万佐美 ・ 市民局 防災対策室長 は 「短時 間 に水没す る 地 下空間水

害への認識が十分で な く 、 避難 し た 人 も 少 な か っ た」 と し 、 地下空間水害への 備 え の必要

性 を 強調 し た 。

神戸市の伊川一男 ・ 市民安全推進室 長 は 、 阪神 ・ 淡路大震災時の初動体制 の遅れ、 被害

情報収集 と 市民への情報提供 の 遅れ な ど の 反省 点 を 踏 ま え 、 「大規模災害 に行政だ け で対

応す る の は不可能で、 被害把握や救助活動、 避難所運営 な ど に は 、 地域住民 と 協力 す べ き

だ」 と 指摘 し た 。

ま た 、 東京都の 井 門哲二 ・ 総務局災害対策部応急対策課長 は 、 2000年 7 月 か ら 始 ま っ た
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三 宅 島 の 火 山 噴火 に よ る 全島避難の事例 を 報告、 離 島 の 災害で は 人員 、 物 資 の輸送が難 し

い現状 を 説明 し 、 自 衛隊、 海上保安庁、 警察、 消 防 な どの 防災機関 と の平 時 か ら の事前訓

練調整が有効 だ と 強調 し た。

コ メ ン テ ー タ ー を 務 め た 河 田 恵 昭 ・ 京都大学防災研究所教授 は①雨量、 地震規模 な ど に

応 じ 、 あ ら か じ め被害 を 想定 し て お き 、 速 や か に対応す る ②i育報を 積根的 に 提供 し 、 住

民 自 身 が避難の必要性 な ど を 判 断で き る よ う に す る一一ーな どの 防災対策の重要性 を 指摘 し

た 。

こ のパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン と は別 に 、 地元 ・ 神戸 の 自 治会や事業所単位で の地域防災

の 取 り 組みが紹介 さ れ、 i難 区 の 上野防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 、 過去30年 間 、 防災活動 を

自 治会活動 の 重点 と し て取 り 組み 、 昼 間 に起 こ る 災害 な ど に備 え 、 女性や高齢者 に よ る 防

災チ ー ム を 編成 し た事例 な どが報告 さ れた。 (注 3 ) 

2 . 調査 ・ 研究
( r神戸安全ネ ッ ト 会議J 発足へ 産官学が連携 し て危機管理を研究〕

未曾有の震災 を 体験 し た後 も 、 想定 を 超 え る よ う な 、 さ ま ざ ま な事件 ・ 事故が続 い て い

る た め 、 事業者 ・ 行政 ・ 研究機関 が協働 し て 、 神戸市内 に お け る 安全で安心 な ま ち づ く り

を 目 指 し 、 災害 ・ 事件 ・ 事故な ど に対応す る た め に必要 な研究 と 連携体制づ く り を 考 え て

い く 「神戸安全ネ ッ ト 会議」 の 準備会が2001年 l 月 25 日 、 同 市 中 央区 の ホ テ ル で 開 かれ、

周年 4 月 に発足 さ せ る こ と に な っ た 。 産 ・ 官 ・ 学が一体 と な っ て 危機管理 に 取 り 組む研究

組織がで き る の は全国で も 初 め て と い う O

神戸市や研究機 関 の ほ か、 金融、 ラ イ フ ラ イ ン 関連企業、 建設、 鉄道、 流通、 食品 な ど

さ ま ざま な 業種の企業が参加す る こ と で幅広 い研究がで き る こ と が期待 さ れて お り 、 年 に

4 回 、 専 門家 ら に よ る 災害や事故 を テ ー マ に し た 講演会 を 聞 く ほ か 、 危機管理マ ニ ュ ア ル

の作成、 研究誌の発行 な どの活動 を 行 い 、 同 市 の 10 ヵ 年の復興計画の最終年 と な る 2005年

を め ど に研究成果 を ま と め る O

神戸市 で は 「危機管理の ノ ウ ハ ウ を 共有す る こ と で、 市民の安全 に つ な げて い き た い 。

震災以外 に も 事件、 事故 を 含 ん だ取 り 組み を す る こ と で、 神戸発の安全 を 全 国 に 発信 し た

い」 と し て い る 。 (注 4 ) 

〔地盤液状化 「危険度マ ッ プJ 2 年後 を め ど に作成〕

神戸市や大学、 民 間 企 業 な どで組織す る 「神戸 の 地盤研究会J (会長、 神戸市助役) の

1 年 間 の 活動成果の報告会 「地盤 か ら 学ぶ阪神 ・ 淡路大震災 と 今後の 防災」 が2000年 5 月

23 日 、神戸市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 国際会議場で 開 かれ、 震災時 に 大 き な被害 の 要 因 と な っ

た 地盤 の 液状化 に つ い て 、 2 年後 を め ど に 「危険度マ ッ プ」 を 作成 す る こ と な どが発表 さ

れ た 。
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研究会 は 、 神戸市 な とミが行 っ た約4 ， 000本 の ボ ー リ ン グ調査 を も と に し た 地盤デー タ ベ ー

ス 「神 戸 JIBANKUNJ の 公 開 、 更新や、 地盤 と 被害の 関 係 の 研究、 安全都市づ く り な ど

を 目 的 に 1999年 3 月 に 設立 さ れ た 。

報告会で、 田 中泰雄 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 を リ ー ダ ー と す る 液状化分科

会が、 兵庫 区付近以西の神戸西部地 区 に つ い て 、 「神戸 JIBANKUNJ や 地下鉄海岸線の 工

事の際の デー タ な どか ら 、 地盤の構造 を 調査 し 、 液状化現象 と 関係 の あ る 地下水位 も 調べ

た結果 を 報告 し た 。

地 下水 に つ い て 「水位 の 高い 地域で、 は 、 震災の被害が非常 に大 き か っ た 。 震災の前 年 は

過去20年 間 で最 も 降水量が少 な い渇水期 に あ た っ て お り 、 今 は 少 な く と も 震災時 よ り 地下

水位 は高 い位援 に あ る と 考 え て も 無理 は な く 、 加 え て 地 下構造物 な どの 人為的要因 で さ ら

に 地下水位が上昇す る よ う な所で は 、 液状化の危険度 は さ ら に高 く な る 」 と 指摘 し た 。

こ の こ と か ら 「西部 地 区 で は 、 18湊川河 口 部の砂層 、 新湊) 1 1 か ら 和 田 岬 に かけ て広 く 分

布 す る 沖積砂牒層 に 挟 ま れ た 砂層 、 さ ら に ]R 兵庫駅北部の砂 ・ 粘土瓦層 の砂層 な ど を 、

液状化 を 起 こ す可能性があ る 層 と し て考慮す る 必要があ る 」 と し た 。

分科会で は 今説、 中部、 東部地 区 に つ い て も 同様の調査 を 行 い 、 地震動分科会の研究成

果 と 合わ せ て 、 市街地域 を 200 m 四 方 に 区分 し て 液状化 の 危 険度 を 推定 し た 「液状化危険

度マ ッ プ」 を 、 2 年後 を め ど に作 り た い 、 と し て い る o (注 5 ) 

〔半数は 「 自 分は被災 し な い」 住宅所有者防災ア ン ケ ー ト 〕

全 国 の工務庖 な どが加盟す る 日 本木造住宅耐震補強事業者協 同組合 (埼玉県川 口市) の

耐震診断 を 受 け た住宅所有者2 ， 000人 を 対象 に 、 同 協 同 組合が2000年12月 、 実施 し た ア ン

ケ ー ト 調査 (659人が匝答) で 、 約80 % の 人が近い将来、 国 内 で大地震が起 き る と 思 っ て

い る 一方 で 、 約半数は 自 分が被災す る と は思 っ て お ら ず、 非常食な どの準備 を し て い な い
こ と がわ か っ た 。

調査結果 に よ る と 、 81 . 5% の 人が 「近い将来、 大地震が発生す る と 思 う 」 と 回答 し た が、

49 . 8 % の 人 は 「 自 身 は被災 し な い と 思 う 」 と 答 え た。 自 宅 に非常 食 を 準備 し て い る 人 は

55 . 8 % 。 地震発生後 に 家族が集合す る 場所や連絡方法 を 決め て い る 人は47 . 8% に と ど ま っ

た 。

同協 同 組合 に よ る と 、 2000年11 月 ま で の 約 2 年 間 に 木造住宅約 2 万9 ， 000戸 の耐震診断

を 実施。 75 . 3% が耐震補強 の必要性があ る と 判定 さ れ た が、 l 戸 当 た り 平均100万 円 ほ ど

の費用がかか る た め 、 診断後 に補強工事 を し た の は24 . 7 % に と ど ま っ て い る 、 と い う o (注

〔兵庫県北部 2 ヵ 舟 で有感地震 1 50臨〕

兵庫県北部で 、 2000年12月 10 日 頃か ら 地震活動が始 ま り 、 2001年 1 月 12 日 に マ グニ チ ュ ー
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ド5 . 4の 地震が発生。 そ の後、 活動 は衰 え た が、 20 8 に は マ グ ニ チ ュ ー ド4 . 7の 地震が発生

す る な ど、 2 ヵ 月 間 に約150 田 の 有感地震が続い た こ と か ら 、 大阪管 区気象台 は 、 1 月 24 日 、

同県美方郡美方町 に 臨 時 の 地震計 を 設置 し て 、 観視i強化 に乗 り 出 し た 。

兵庫県や地元 の 町 な ど は 、 と の複合災害 も 心配 さ れ る た め 、 24時間体制 で警戒 を 続

け た 。 2 月 に も マ グ ニ チ ュ ー ド 3 . 9 の 地震 2 回 を 含む 細 かい 余震活動があ っ た が、 政府 の

地震調査委員 会 は 、 3 月 14 日 、 「次第 に 収束 し て い る こ と を 確認 し た」 と 発表 し た 。 惜 7 )

3 . 記録活動 ・ 出版
〔市民 ら が撮 っ た大震災の映像 を DVD 記録に 編集 ・ 公開 〕

市民や公務員 、 マ ス メ デ ィ ア が撮 っ た ピ デオ 映像 な ど、 阪神 ・ 淡路大震災の 映像記録 「市

民が撮 っ た 震災暁像ア ー カ イ ブ」 が完成、 2000年10月 か ら 、 神戸市 中 央区三宮 の 大震災復

興支援館 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ」 で常設展示が始 ま っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が、

通産省 の助成金 を 受 け て作成 し た も の で 、 自 ら も 芦屋市の 自 宅で被災 し た経験の あ る 映画

監督の大森 一樹氏が構成、 監修 し 、 DVD-ROM 4 時間20分 に ま と め ら れた 。

こ の 映像記録 は 、 「市民編」 と 「マ ス メ デ ィ ア 編」 の 2 部構成 と な っ て お り 、 「 市民編」

は 、 30歳代 か ら 60歳代 ま での被災者18人がホ ー ム ビ デ オ で撮影 し た震災当 日 か ら 2 、 3 カ

月 後 ま で (約70分) と 、 神戸市広報課職員 に よ る 震災当 日 か ら 3 日 開 、 神戸市内 の様子 を

映 し続 け た 映像 (約 150分) を ま と め た 。 倒 壊 し た建物や 火災現場 な ど震災直後 の 生 々 し

い犠子が撮影者への イ ン タ ピ ュ ー と と も に ま と め ら れ て い る O

「マス メ デ ィ ア編」 は 、 県土木部が震災 1 ヵ 月 後 と 1999年夏の空損映像 (約25分) で、

復興の様子 を 比較。 テ レ ピ 局 や 新 聞 社 の 映像、 写真 を 使 い 、 「住 ま いJ r交通」 な どの テ ー

マ ご と に復興の歩 み を 振 り 返 っ て い る O

同協会 に は 、 市民が撮影 し た震災の ビ デオ を 「記録 と し て残 し て ほ し い」 と 持 ち 込 ま れ

た ケ ー ス が多 い こ と な どか ら 、 寄贈 さ れた ピ デ オ と メ デ ィ ア 映像 を 後世 に伝 え る た め に本

格的 な 映像記録 と し て制作 し た も の で、 DVD-ROM は ジ ャ ン ル別 、 撮影 し た市民の年代別、

地域別 な どで検索で き る よ う に な っ て い る O

同 協 会 は 、 DVD-ROM に ま と め た 映像記録 を 100枚制作 し 、 被災市町や 国 の 関係機関 に

提供、 震災の教訓 を 後世 に 伝 え る 貴重 な 資料 と し て活用 し て も ら う o (注 8 ) 

〔 ト ル コ 、 台湾の地震調査報告書 神戸大学〕

神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー は 、 調査隊 を 派遣 し た ト ル コ 北西部大地震 と 台湾 中部大

地震の研究成果 を ま と め た 報告書 を 2000年 5 月 、 そ れぞれ作成 し た 。

ト ル コ へ は 、 1999年 9 月 か ら 2000年 1 月 の 問 、 3 回 の調査隊 を 派遣。 報告書で は 、 地盤

や全般的 な被害の概要、 住宅被害や再建政策、 地 質 な と々 に つ い て 、 そ れぞれの研究者が写

真 や 図解入 り で ま と め て い る O
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ま た 、 台湾での調査 は 、 同年10月 か ら 12月 ま での 3 団派遣 さ れ、 断層 や 地震動、 液状化、

建築物、 鉄道、 斜面崩壊 な どの被害の ほ か、 緊急対応や 医療救援 に つ い て調査結果が報告

さ れて い る o (注 9 ) 

〔台湾中部大地震の支援活動報告書 神戸市職員 〕

1999年 9 月 に発生 し た 台湾 中 部大地震で、 被災地 に派遣 さ れた神戸市職員 に よ る 活動報

告書が ま と め ら れた 。 r司市 は 10 月 に 生活再建や都 市計画、 住宅関係部局 の 職員 3 人 を 派遣。

11 月 に も 4 人が被災地 に派遣 さ れ、 復 旧 の 進め 方 な ど に つ い て ア ド バ イ ス な ど を 行 っ た 。

各 5 日 間 の 派遣 中 に行 っ た現地の建物 、 道路、 避難所 な どの視察や意見交換の記録 を 克

明 に記録 し た ほ か、 派遣 さ れた職員 の 思 い も つづ ら れて い る 。 行政担当 者 や市民が出席 し

た発表会で は 、 緊迫 し た 雰聞気の 中 、 消 防や救援 シ ス テ ム に つ い て 具体的 な 質 問が次々 と

出 さ れた様子が記述 さ れて い る O

報告書 は 、 台湾の訪問先 の ほ か、 国 内 の 防災関係機関 な ど に 配布 し た 。 (注10)

( r消防白書」 阪神 ・ 淡路大震災 5 年の特集〕

消防庁 は 「平成12年版消 防 白 書」 で、 「阪神 ・ 淡路大震災 か ら 5 年 新 た な 地震 防 災対

策 を 日 指 し てj と 題 し た巻頭特集 を 組ん だ 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年が経過 し た の を 機 に 、 「消防防災対策」 の観点か ら 、 「 こ れ ま

で消防庁及 ぴ地方公共毘体が、 い か に 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 活か し た取 り 組み を 行 い 、

ま た 、 新時代 に 向 け て の地震防災施策 を ど う 展 開すべ き か を 、 特集 と し て ま と め た」 と し

て い る O

同特集 は 2 節 に分かれ、 第 l 節 「阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 活か し て」 で は 、 こ れ ま で

の取 り 組み を 次の よ う に ま と め て い る 。

「初動体制 の 充実」 で は 、 消 防庁 は 1995年 2 月 に 、 地方公共団体 に 対 し 地域防災計画 の

緊急点検 を 要請 し 、 同年 7 月 の 防災基本計画の修正 を 踏 ま え た 地域防災計画の見直 し と し

て 、 職員 の 参集碁準の 明確化、 緊急時の情報伝達方法、 参集手段の確保や夜間 ・ 休 日 に お

け る 防災担 当 職員 に よ る 宿 日 産体制 の 整備等 を 要請 し た 。 ま た 、 95、 96年度で、 国庫補助

事業で市町村 に計測震度計 を 設置 し 、 震度情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 構築 。 地震発生時

に お け る 初 期 の 被害 を 概括 的 に把握す る 手法 と し て 、 簡 易 型被害想定 シ ス テ ム の 開発 を

行 っ た 。 一方、 消 防庁で も 、 宿 日 直体制 を 従来 の l 人体制 か ら 、 震災直後 に 2 人体制へ、

さ ら に 3 人体制 と し た 。 ま た 、 消 防庁幹部等が待機宿 舎 に 入居す る な ど24時罰体制 の 充実

強化 を 留 っ た 。

「広域 的 な 応援体制 の確立J で は 、 震 災袋、 全国すべ て の ブ ロ ッ ク で広域応、援協定の締

結 ま た は見直 し が な さ れ、 何年 7 月 に全国知事会で、 会都道府県 に よ る 応援協定が締結 さ

れ、 広域防災応援協定が全国 的 に 整備 さ れた 。
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「緊急消 防援助隊の創設」 で は 、 震災後の95年 6 月 に全国の消防機関 に よ る 「 緊急消防

援助隊」 が創設 さ れ た 。 同 消 防 隊 は 、 指掻支援部隊、 救助部隊、 救急、部隊、 消 火部隊お よ

び後方支援部隊か ら 構成 さ れ、 大規模災害の発生 に 際 し 、 消 防庁長官 の 要請 で 出 動 し 、 被

災地の市町村長等の 指揮 の 下 に 活動す る こ と と な っ た。 ま た 、 大規模災害時 の 迅速 な 手続

き を 可 能 と す る た め 、 95年10月 に 消 防組織法の 一部が改正 さ れ、 消訪庁長官 は 、 災害 の 規

模等 に照 ら し 緊急、 を 要 し 、 被災地の都道府県知事か ら の 要請 を 待 つ い と ま がな い と 認め ら

れ る と き は 、 そ の 要請 を 待つ こ と な く 他の都道府県知事に対 し 、 泊 防の応援 の た め に必要

な措置 を と る こ と を 求め る こ と がで き る こ と と さ れた 。 さ ら に 、 特 に 緊急 を 要 し 、 迅速 な

広域消防応援が必要で あ る 場合 に は 、 消 防庁長官 は 、 災害が発生 し た市 町村以外の市町村

長 に対 し応援 出動等の措置 を 自 ら 求め る こ と がで き る こ と と さ れた 。

「防災基盤 の 整備推進」 で は 、 96年度 を 初年度 と す る 地震 防災緊急 5 ヵ 年計画 を 作成 し 、

耐震性貯水槽 、 防災行政無線設備等の 整備 、 公立小 中 学校の耐震化等 に つ い て 補助負担率

の 引 き 上 げ措霞 な どが行わ れ た 。 ま た 、 災害 に 強い ま ち づ く り を推進す る た め 、 防 災 ま ち

づ く り 事業 に お い て 、 93年度か ら 5 年 間 の措置 と し て 「震災対策特別事業」 を 創設 し て 消

防訪災施設 、 防災基盤 の 整備 を 推進 し て き た が、 さ ら に2002年度 ま で 5 年 間 の 延 長 を 図 つ

た 。

「消 防水利 の 向上」 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災で、 は 配水管の破損 な どで消火栓がほ と ん ど

使用 で き な い事態が生 じ た こ と か ら 、 95年震 に 海水 を 大量 に 遠距離 ま で送水す る 消 防水利

シ ス テ ム 、 97年度 に 自 然水 を 活用 し た 遠距離送水 シ ス テ ム 等の 国庫補助制度 を 創 設 し た 。

ま た 、 耐震性貯水槽 に つ い て 、 2000年度 に従来の も の よ り 小 さ い40m3� を 国庫補助対象 と

し た 。

「緊急車両 の 円 滑 な 通行 の確保J で は 、 阪神 ・ 淡路大震災産後か ら 、 深刻 な 交通渋滞が

発生 し 、 全国か ら 結集 し た 消 防用 緊急車両の通行 に 著 し い 障害が発生 し た こ と な どか ら 、

何年 6 月 に 災害対策基本法の 一部改正が行 わ れ、 消 防府 緊急車両の通行の確保 に つ い て 、

警察官がそ の場 に い な い場合、 災害応急対策 の 実施 に著 し い 障害があ る と 認め ら れ る と き 、

消防吏員 は そ の 円 滑 な 通行 を確保す る た め 必要 な 措置命令、 強制措置 を 行 う こ と がで き る

こ と と さ れた 。 具体的 に は 、 車の運転者 に対す る 車両の道路外への 移動命令、 運転者がそ

の場 に い な い場合等 に お け る 消 防吏員 に よ る 当 該措置の実施お よ びや む を 得 な い 根度 に お

け る 車両そ の他 の物件の破損で あ る O

第 2 節 「新時代 に 向 け て の 地震防災施策の展開」 で は 、
① 防災基盤の 整備の 中 で も と り わ け急務で あ る の が、 1981年以前 の い わ ゆ る !日耐震基

準 に よ り 建築 さ れ た 建物 の 耐震化で あ り 、 特 に 大 き な被害が想定 さ れ る 都 市部 に お い

て は 、 災害時 に お い て 防災拠点等 と な る こ と か ら 、 公共施設等の耐震化の推進 は き わ

め て重要。

② 地域防災計画 は 、 社会環境 ・ 自 然環境等の 変化 に 応 じ て絶 え ず定期 的 な 見 直 し ・ 修
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正 を 行 う こ と が必要。

③ 消 防 ・ 防災ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中消火活動 に つ い て は 、 そ の後 の研究か ら 、 燃焼

区域への寵譲消火に よ る 鎮火は極め て 困 難で あ る が、 最初期 の 飛 ぴ火 に よ る 火災や延

焼区域の嵐上方向 に お け る 道路上 に 比較的少量 の 可燃物があ る 場合 の 延焼寵止、 火災

抑止の効果な ど消火活動 に活用 で き る 可能性が示 さ れ、 今後、 安全かっ効果的 な 空 中

消火活動 の実施方策 に つ い て検討 を 進め る 必要があ る O

④ 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 様々 な 龍力 を 持 っ た 、 柔軟かっ機動 的 な 災害 ボ ラ ン テ ィ ア

が非常 に 大 き な役割 を 果た し た 。 今後、 災害 ボ ラ ン テ イ ア の活動 を よ り 充実 し た も の

に す る た め に は 、 地域防災計画への位置づけ、 受 け 入 れ 窓 口 の 整備 、 事前登録制度の

導 入 な ど、 よ り 円 滑 な 活動が行 え る 環境 を 整備 し て お く 必要があ る O さ ら に 、 災害ボ

ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー 等 の 人材育成 を 積極的 に 図 る と と も に 、 平常時か ら ボ ラ ン テ イ ア

団体 と 地方公共団体等 の 防 災機 関 が情報交換等 を 行い 、 連携 を 強化 す る こ と が必要

一ーな ど と 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え た今後の方 向 を 示 し た 。 (注11 )

ι 防災 に 関す る 国際交流 ・ 研修 な ど
〔 ト ル コ や 台湾 な ど か ら 研修や寵査団の来農相 次 ぐ 〕

ト ル コ の イ ス マ イ ル ・ ジ ェ ム 外相 ら 政府関係者が2000年 4 月 7 日 、 兵産県庁 を 訪れ、 貝

原俊民知事 に 、 前年の震災時 に県が行 っ た 支譲への謝意 を 表 し た 。 ジ ェ ム 外相 ら は 、 外務

省 の 来賓 と し て来 自 、 日 本政府 と ト ル コ と の震災復興 な ど に つ い て 幅広 い 意見交換 を 行 っ

た後、 県庁 を 訪 れ た 。

1999年 8 月 の ト ル コ 北 間部大地震の 支援で は 、 県 と 神戸市の職員 で構成 し た 「 ト ル コ 国

派遣国際緊急援助 専 門家 兵庫県 ・ 神戸市チ ー ム 」 を 派遣、 仮設住宅の提供 ・ 建設指導、 被

災遺児や孤児 の た め の育英基金の設立 な ど、 同 じ被災地 と し て 多 方 面 か ら の支援 を 行 っ て

き た 。 仮設住 宅 の 提供戸数は2000年 3 月 ま で に 、 約2 ， 600戸 に 上 っ た 。 ま た 、 県 内 か ら 寄

せ ら れ た義招金 2 億 円 を も と に震災遺児 の奨学金 「 ひ ょ う ご ト ル コ 友愛基金」 を 設立 し た 。

6 月 日 日 に は、 同 国サ カ リ ア 県 か ら 、 ジ ャ ヒ ッ ト ・ キ ラ チ ェ 知事 を 団長 と す る 防災や復

興対策 の視察団が兵庫県 を 訪 れ た 。 イ子 は行政関係者、 建築家、 建設業者、 コ ン ピ ュ ー タ

の 専 門 家 ら 17人で、 復興計画や 防災体制 の 整備 な どの た め来 日 し た も の で 、 東京消防庁や

静岡県 を 回 り 、 兵庫県 を 訪 問 。 兵庫県庁や神戸島市の 防災 シ ス テ ム や復興住宅 な ど を 視察 し

た 。

ま た 、 防災体制 の 整舗や復興計画 を 担当 す る ト ル コ の 政府職員 ら 3 人が、 8 月 1 日 か ら

4 ヵ 月 間 の 日 程 で 、 兵庫県庁で研鯵 を 受 け た 。 自 治省が行 う 海外 自 治体 と の職員 交流事業

で 、 新設 さ れ た 防災部門 の研修員 の 第 1 号。 ト ル コ 内務省の首相室課長、 同省調査企画調

整課長 と 自 治体の建設技師の 3 人で、 5 月 下旬 に 来 日 し 、 日 本語研修 を 終 え た う え で、 来

県 し た 。 復興施策、 防災教育 、 復興基金の 運用 の ほ か、 ボ ラ ン テ ィ ア と の協力 な ど、 危機
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管理や復興行政全般 に つ い て研修 し た 。

さ ら に 9 月 に入 る と 、 震災で大 き な被害 を 受 け た ト ル コ 北西部の県や市 な ど25 自 治体の

首長 ら 37人が、 神戸 を 訪れ、 災害復興住宅や長 田 区 の シ ュ ー ズ プ ラ ザ、な ど を 視察 し た 。 1 1

月 に は 、 国 際協 力 事 業 団 (JICA) の招 き で来 日 し た ト ル コ と 、 1998 年 の ハ リ ケ ー ン で大

き な被害 を 受 け た 中 米諸問の計 7 ヵ 国 の 地方 自 治体職員計13人が来県 し 、 防 災や復興 に つ

い て約 1 ヵ 月 間 の 日 程で県内で研修 を 受け た 。

1999年 に大地震 に 見 舞 わ れ た 台湾か ら の調査団 も 相次 ぎ、 8 月 5 日 に は 、 神戸大学 と 地

震対策の情報交換 を 行 う た め 、 美術館職員 や小学校教師 ら 16人の調査団が神 戸 を 訪れ た 。

孫丈 ゆ か り の 洋風建築 「移情閤J (神戸市垂水区) で は 、 木造 ブ ロ ッ ク 造 り の 修復事例 を 、

長 田 亙 で は ま ち づ く り と シ ュ ー ズ産 業 な どの再建の実態 を 視察。 神戸 ・ 元 町 の !日居留地の

「十五番館」 で は 、 建物 の補強事例 を 見 て 回 り 、 神戸大学 と の意見交換会 も 行 っ た 。

9 月 21 日 に は 、 台湾工業技術研究院の各研究部 門 の 責任者12人で構成 す る 調査団が来県。

兵産県災害対策 セ ン タ ー を 視察 し 、 同 セ ン タ … の耐震構造や 防災靖報 シ ス テ ム な どの説明

を 受 け た 。 (注12)

( 1 2 ヵ 国の防災担当者が 「 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン ク‘J )

海外12 ヵ 国の 防災担当者13人が、 街 を 歩い て危険な個所な ど を 調 べ る 「 タ ウ ン ウ ォ ッ チ

ン グ、」 が2001年 2 月 1 日 、 神戸市須磨 区 で 開 か れ た 。

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー と 国 際協力 事業 問 (JICA) 兵産 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー に よ
る 研修の 一環。 山 陽電鉄須磨 駅 を ス タ ー ト 、 住宅地 を 歩 き な が ら 「道が狭いJ I側溝 に ふ

たがな いJ な ど、 災害時 に 問題 と な る 点 を 見 つ け 、 状況 を メ モ。 ま た 、 避難所 と な る 学校

や幼稚 園 の位置、 消火栓や 自 動遮断装置付 き の ガス メ ー タ ー な ど も 確認 し 、 写真 を 撮 っ た 。

同 区 内 の イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー に戻 っ た後、 地 図 を ま と め て住民、 行政そ れぞれの

士す策 な ど も 全会討 し た。 (注目)

く参考文献〉
(注 1 ) r設界防災会議2001の凋催 に つ い て J 兵庫県防災企出課記者発表資料 朝 日 新聞 2001年 2 月 10 B 付
(注 2 ) 読売新開 2001:tp. 1 月 30 日 付、 2 月 7 B 付 サ ン ケ イ 新聞 2001年 2 Jì 1 日 付
(注 3 ) 地域�}j災 シ ン ポ ジ ウ ム m 神戸J (地域防災 シ ン ポ ジ ウ ム 口1 神戸実行委員会) 読売新聞 2001 年 1

月 20 日 付

u主 4 ) 危機管理研究会 「神戸安全ネ ッ ト 会議」 ホ ー ム ペー ジ http://www.kobe-anzen.nei/ 
毎 日 新聞 2001年 1 月 26 B 1'.! 

(注 5 ) サ ン ケ イ 新聞 2000年 5 月 25 日 付

(注 6 ) 神戸新潤 2001年 1 月 15 司 付

(注 7 ) 神戸新聞 2001年 1 月 25 日 付、 3 月 15 日 付
(注 8 ) 神戸新聞 2001年 1 月 25 日 付、 3 月 15 日 付
(注 9 ) 神戸新開 20004 5 月 30 日 付
(注10) 神戸新聞 2000::9三 5 月 30 日 付

628 第十意 @ 防災



(注11 ) 平成12年版消防 白書」 消紡庁
(注12) 新 罰 各紙
(注13) 神戸新潤 2001 年 2 月 2 臼 付
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第三部

震災研究等 の 状祝



第一章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム e
セ ミ ナ ー @ イ ベ ン ト



2000年 (平成12年) 2 月 か ら 2001年 (平成13年) 2 月 の 開 に 開催 さ れ た 震 災 関 係 の 各種

シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ別 に分額 し 、 開催 日 }II夏 の 去 に し た 。

1. 科学 ・ 技術

2 . 行政 ・ 政治

3 . ま ち づ く り

4 .  - 労働

5 . 保健 ・ 医療

6 . 福祉

7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教育

10. く ら し

11 . そ のf也

な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

ト 科学 @ 技鱗
会場

洲本市情報交流セ ン タ ー
み く ま ホ ー ル

地震感知!動物 の 育 成 ブ ロ i 兵庫県民会館

な い」

復興事業完了記念式典 I i1':1，1町

地盤か ら学ぶ絞何1 ・ 淡路大渓災 と 今 ! 神pの地盤研究会
校の防災
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開催 B

2000/ 8 / 3  -
21 

2000/ 9 /10-

。/] 1/17-
19  

5 -

2001/ 1 / 6 -
8 

19 

事業名 主催者

fあの 日 を忘れない」 写真展 兵庫県立人 と 自 然の博物館

「被災地定点撮影」 写 真展 大f 節子

APEC 港湾地震防災セ ミ ナ ー 運輸省

第 2 回 日 本一 イ ラ ン地緩め災ワ ー ク 凶ト京地震工学研究所

あ れか ら 6 年、 空 か ら 見 る 私た ち の | 神戸市、 神戸市都市整備公
ま ち ー復興写真展一 社

北淡活断層 シ ン ポ ジ ウ ム2001-21ilt 向実行委員会
紀 の 活断片 研 究 の 飛躍 の た め に

( * )  

第 回震災対策技術展 ( * )  同実行委員会

会場 億考

二木山森林公園 : 一一。
や、 耐震性の強い木造建
築のパ ネ ル な どを展示

フ ェ ニ ッ ク ス ブラ 丹ご 主婦が 5 年 7 ヶ

l

月
と
組

の

1
「
2

関
今
2

撮

枚
j ! j j 影 し た、 「当時」

を よ七較で き る 6
を展示

ポ ト ピア ホ テノレ APEC の参加凶、 地域の
防 災担当者が、 地震防災
に 対 す る 港湾の役割 を 話
し 合 う 。 震災で大 き な被
害 を 受けた神戸港の復興
への取り 紘みなどを報

神戸市内
イ フ ラ イ ン の防災体制 な ;
ど に つ いての研究発表 ・
討論な と

こ う べ ま ちづ く り 会館 震災で大 き な被害を受け
た地域のその後の変貌ぶ
り を さ1"J最写真で料介

震災記念公濁 セ ミ ナー ハ 震災 6 if を 記念 し、 思内
ウ ス 外岬究者 受 析し、て 耐

な

た
川

� 
断層 に つ い ての講演会
と を 開催

神戸国際展不場 震 災 を 教訓 に 開発 さ れ
機具類の展示や シ ン ポ
ウ ム な ど
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2 . 行政 ・ 政治

備考

震災の復興の歩み を様々
な 角 皮 か ら 見つめ直す。
パ ネ リ ス ト . 北聖子 iE
(神戸 商大教授) 、 宗崎

益輝 (神戸大教授)

2000/ 2 /22 I C神戸文明憾物館群」 構想推進シ ン i 神戸市、 (財) 仮神 ・ 淡路 | 神戸市産業振興セ ン タ � I 復興関 連 プ ロ ジェ ク ト の
ポ ジ ウ ム 新時代の薄物館のあ り 方 | 大渓災記念協会 j ホ ー ル ; ひ と つ で あ る 「神戸文明
を探る ( * J 博物館群構想推進」 を 、

被災地市民 に ひ ろ く 広報
す る こ と に よ り 、 構想へ
の理解、 支援を得 る と と
も に 、 21 世紀の新 しい文
明 の あ り 方 を提示する 。
蒸調講演、 パネ ル デ ィ ス

仮神地域 ・ 公開 フ ォ ー ラ ム

カ ッ シ ョ ン

神戸配 神戸商工 | 兵庫県立淡路夢舞台凶際 | 世界各国 に震災復興への
会議場 | 参加 と 協力 を 求める

実現推 | 長出勤労市民セ ン タ ー
「公的援助法J j:[ 

ト ワ ー ク

被災者や専門家 に よ っ て
行政の復興計ム画 を見つめ
症 し、 市民の体験や視点
に ぷづいた新 し い復興計
E翌日を 提 言 す る

兵庫県 j 間宮市民会館 阪神 ・ 淡路震災復興計 測

兵庫県

i (後期 5 ヶ 年) の策定に !
; 向け て 、 県民の意見 を 問 ;
i く

神戸 YMCA 震災 と 神戸空港問題を 中
心に、 中 間作成氏 (大阪
工業大学教授) の講義や
参加者 に よ る 討 論会な ど

震災記念公隠 セ ミ ナ} ハ l 阪神 ・
ウ ス

20ω/ 6 /29 I 神戸地域 ・ 公開 フ ォ ー ラ ム 兵庫県 神戸学資 プ ラ ザ

2Cぬ0/ 6 /30 I 東播磨地域

2000/ 7 /20 I C大渓災い ま だ終わ ら ずJ
シ ン ポ ジ ウ ム

2000/ 7 /23 
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東京都内

東京都内

尼崎市防災セ ン タ ー



ト 開催 臼 | 事業名
2∞0/ 8 /30� 1 1 I 1崎断層パネ ル展示会
9 / 6  

i 2000/ 9 / 1  
2000/ 9 / 2  、‘、ν

一
集
一
、 ーノ
一
刀υ;，、;2

 

線一
助

訓一
ん口一
∞

、、ひ一
八U

必わ一
つμ

災一
ア

山川
一
エ

現市一
7

庫一
災

兵一
防

; 兵庫県
←一一一一一ー

読売新開社、 実行委員会

神戸市 内富市f出

勤労会館

i訟を高めて も らお う と 、 山
崎断層の説明をは じめ、 ト
ル コ ・ 白可寄での地震の写真
な ども腿示

; 県 下全域での防災苦闘

渓災 を教訓 に 宮ITの力 を i
合 わせて災害への備 え を !
強化 し よ う と 専 門 家の主礼
調 講演 やパ ネ ル討論 を 巡 i
じ て住民 主導の防災対策
の重要性な どについて提
百

2000/ 9 / 3 防災体験学校 東遊間地 f也 災害発'tQ寺の避難方法や、
避難所での生活ー を体験し、
防災意識を高める

国土庁、 神戸市

20(泊/ 9 /10 I r後期 5 カ 年推進プロ グ ラ ム 中間報 | 兵庫県
台」 フ ォ ー ラ ム

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ | 県が 8 月 に発表 し た震災
復興計画に つ い て 、 市民
と プロ グラ ム 策定委主iが
話 し合 う

阪神大震災の教訓l を忘れ
な い た めの防火訓練 と し
て 、 都心か ら 自 宅 ま で徒 j
歩での帰宅に挑戦す る ! 

2000/11/25 大阪防災 S ウ オ ー ク 問実行委員会 大阪市役所 他

2∞0/12/ 5 � 1 ア ジ ア ドJj災セ ン タ 一 回際専 門家会議 j 同尖行委員会
( * )  

j ひ ょ う ご毘際プラ ザ交流 | 復興 に 向 けた様々 な 取 り
ホ ー ル i 組み や被災地の体験 を 国

内外に情報発信

2000/12/ 9 知事の決断で こ こ ま でで き る被災者 I r公的援助法」 実現ネ ッ ト | フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ | 鳥取県西部地震の 支援策
支援 ワ ー ク を 参考に、 こ れか ら の被

災者支援のあ り 方につい
て話し合う

2∞1/ 1 / 7 � 1 防災を考 え る 地域のつ どい ( * ) 問実行委員会 | 神戸市内 5 5 カ 所 | 震災当時の体験を振 り 返
29 る こ と に よ り 、 市民相互

の助け合い や 丹 主的な I;)j
災への取 り 組みの大切 さ
を 再確認 し{tう

震災の教訓 を ふ ま え、 市
民主導型の復興都市計図
や、 被災者支援法の策定
をJ是言 す る

2001 / 1 /12  fl iif紀町
2001/ 1 /15� I 吃崎市 絞祢 ・ 淡路大震災防災パネ l 尼崎市防災普及協会
25 ル展 ( * )

尼崎市妨災セ ン タ ー他 | 震災の被害状況勾真パネ
j ル、 妨災用 品、 地震関連
i lI'l斉一の展示 な ど

2001/ 1 /17 I 1 ・ 17 追悼 ー 連帯 抗議の集い | 問実行委員会 ネFF;市役所前

2001/ 1 /18 被災市民の声が届 く 21 世紀の神戸を | 市民 ア ピー ル 神戸勤労会館

地域防災シ ン ポ ジ ウ ム ll1 神戸 ( * ) I 問実行委員会 ;j.rjl}'Cj凶際展示場

ン テ イ 了 、I j内宮市民会館

ン タ 一、 兵 | 神戸国際会議場

阪神 淡路大震災教訓 を
生か し 、 阪神地域の災害
の特悼 と 対応方法を学ぶ

地震被害の危機微が高 ま
り つつある ア ジ ア な どの
防災関係者 を 中 心に 、 打

第一章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 637 



3 . ま ち づ く り

開催 日 事業名 主催者

2000/ 2 /10 シ ンポ ジ ウ ム 「被災地ま ち づ く り 支 阪神 淡路ま ち づ く り 支援
援か ら 学ぶー専門家機能 と 市民の速 機権
携を�凶へ」

2000/ 2 /10 ま ちっ く り 支後全国交流シ ン ポ ジ ウ [百j実行委員会
ム ( * )

2000/ 2 /19 ま ちづ く り シ ン ポジウム 20ω ( * ) i可実行委員会

2000/ 2 /27 「北口 ・ 高木 ま ちづ く り 協議会J 役 I �W 高木ま ち づ く り 協議
員 会100ifil記念 ま ちづ く り 講演会 会

日記7F 3 ~ 復興ま ちっ く り セ ミ ナー
r υ 

2000/ 5 /13 シ ンポ ジ ウ ム 「震災復興 5 íf. 自 の検
iln:J 

2000/ 5 /18 ま ちづ く り フ ォ ー ラ ム 「震災空き 地
を生か した ま ちづ く り J

20αl/ 5 /l 8  被災者復興支援会議

20ω/ 5 /20 わ く わ く 神戸 市 民公開講康

2000/ 6 /22 フ ォ ー ラ ム 「復興ま ち づ く り の 日 米
上ヒ較J

2000/ 7 /18 2000年国際都市計 画公開シ ンポジウ
ム

ま ちてゴ く り シ ン ポ

2000/ 7 /29 �襲 ・ 戦災を記録する会第30[ijl全国
連絡会議

2000/ 8 / 5  i ブ 才 一 ラ ム 「建築家 に よ る 戸 建て
コ ー ポラ テ ィ ブハ ウ スのおすすめ」

2000/ 8 /26� 第7同御蔵学校
27 
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神戸 ま ちっ く り 協議会連絡
-0 

兵 庫 県渓災復興研究 セ ン
タ ー

長岡東部 ま ち づ く り 協議会

間会議事務局

向実行委員会

兵庫県、 神戸大学都市安全
研究セ ン タ ー

(社) 口本都市計画学会

神 戸 市 民 ま ち づ く り 支援
ネ ッ ト ワ ー ク

神戸�援を記録する会

長田東部ま ち づ く り 協議会
イ也

ま ち ・ コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

会場 備考

ア ル カ デ イ 7 1[1ヶ 谷 震災での体験 と 反省 を も
と に、 実務家同士の連携
の
jレ必す

要
る

性 を 全国に ア ピ

〆 カ デ ィ ア 市 ヶ谷 災害フデ発生 した と き に It{
ち に丸J)，ιする こ と がで き
る シ ス テ ム を提言する

洲本市情報交流セ ン タ ー テ ー マ 「防災か ら 見 た こ
れか ら の ま ち づ く り ム
渓災か ら 5 年経っ た ま ち
づ く り について、 紡災を

|
テ ー マ に 開催。 講師 室
自奇益輝 (神戸大学教授)

高木セ ン タ ー 震災復興ま ち づ く り に携
わる コ ン サ ル タ ン ト や市
の狽当者、 住民が参加。
議鮒 : 森崎輝行 (建築家)
イ也

こ う べま ち づ く り 会館 3 日 「震災復興 ま ち づ く
り 支援の 5 年 と 今後」、
4 El C震災復興 ま ち つ く
り 協議会の 5 年 と 今後」、

;
5 日 f震災復興市民ま ち
づ く り の 5 年 と今後J

フ ェニ ッ ク ス フ。 ラ4ザ | 講演 「 こ れ か ら の紡災都
市 のあ り 方 阪神 ・ 淡路
大震災の教訓からJ 他。
講師 : 室崎益輝 (神戸大
学教授)

シーガルホール 長任I IX東部地区の復興ま
ち づ く り について話 し介
つ

; 甲南本通会館 テ ー マ 「地域活性化 と 街
づ く り J

神戸市男女共同参頂j セ ン 講演 「震災が都 市に教え
タ ー た こ と 」 、 議制 . 室崎議

輝 (神戸大学教授)
フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 日 米震 災共 同 調査研究

チー ム の 7 人が、 被災地
の ま ちづ く り 手法の違い
な どについて市民を交え
て討話市する

神戸国際会議場 震災の教訓i を ア ジア の ま
ちづ く り に生かそ う と 、
韓i認や治湾から学識経験
者を招いてパネルディ ス
カ ッ シ ョ ン な どを行う

ま ちっ く り 会館 震災後に取 り 組む コ ンサi ル タ ン ト ー ら が神
戸の ま ちづ く り の課題を
探るためのフ ォ ー ラ ム

神戸市立中央小学校 基調講演 「戦災と 震災か
ら の復 興 に つ い てJ 、 議
締 : 宗締益輝 (神戸大学
教授)

新 潟 地 ま ち づ く り ス ク ; 今 も 被災地に残っている
ウ ェ 7 1 lJ!.主自に 、 良質な{主 ま い を

建てる提案をする
プ ラ ザ 5 震災後の街づ く り につい

て、 行政の担当者や住民
を交えて考 え る



備考会場主催者

rti民検託研究会

事業名
「震災復興Tji民検証フ ォ ラ ム く

ら し ・ 地 域 ・ ア ク シ ョ ン プ ラ ン
2001J 

i 第 6 [i]須磨青空元気フ エ ス テ イ ノりレ l 問実行委員会

レ ー ジ セ ー ル な ど

震災で大 き な被害を受け
た 同地区の 「 ま ち づ く り
提案J の発表、 模擬応や
青空市場 な ど

被災地 ・ 神戸の復興に 向
け た 「夢J を 、 街づ く り i
を 担 う 大人の立場か ら発 1

1 言す る

げ皮災経験を活か し て と主 ま
i れた 、 様々 な地土或コ ミ ュ
ニ テ ィ ーづ く り の先進例
を紹介す る

震災の経験を こ れか ら の
γ ま ち」 に ど う 生かせ る

か を 考 え る

震災以降の滋区の国 皮み
をJ最 り 続けた ド キ ュ メ ンi タ リ ー ビデ オ が完成 した
こ と を記念す る 上映会

! 被災地の復興の道の り 記
録 と な る ! 街の復興 カ ル
テ」 の作成に あ た り 、 そ: の!人i容付 く 知 っ て も ら

トぃ 、 さ ら な る 議論 を す る

f フ ー テ ン の寅 さ んJ の
旅の終着駅 と な っ た長 紅i
IX: を 歩 き な が ら 、 震災復
興 について考え る

震災記録映i到の 上映な ど
を 通 じ て 「 ま ち づ く り 」
について考え る ! 
1 n 17 口 を いつ ま で も 忘 i
れる こ と な く 、 命の大切 j
さ を柔 ん と 、 2 1 明治己の
地域干i 会の中でお いが
支え合い、 助 け 合 う こ と
ので き る 人間 ら し い ま ち
づ く り を 目 指す El と す る

再開発や区画整理地 区 を
見て歩 き 、 復興の厳 し い
現状に触れる

; 大震災か ら 学ん だ多 く の
教訓 を風化 さ せる こ と な
く 、 「安全で安心な ま ちJ
と は何かを考え る

震災復興に よ る 新 た な ま
ち づ く り や、 地域コ ミ ュ
ニ テ ィ の あ り 方な どを考
え る

ま ちづ く i 神戸市 立 灘小学校六甲道駅北地区
り 連合協議会

複輿ま つ り2000/11/ 5 

神戸生活創造セ ン タ ー兵庫県青少年育成ア ドバイ
ザ一協議会

2側三1/23 中年の才一張大会

西宮市立平木中学校l司実行委員会l コ ミ ュ ニ テ イ ブ ヱ ス テ イ ハ ル
2000 

2000/11/26 

寺言問集会所

ザラブス々ノy

 

ヱフ

ま ち ー コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ア イ ズド キ ュ メ ン ト

こ れか ら の 「 ま ち J わた し た ち の 「 ま
ち J _ r震災の経験」 を 未来へ~

こ の ま ちが パー ト「す き な ん や
2 J 上映会

2000/11/26 

2001/ 1 / 9  

阪神 ・ 淡路大震災記念協会 [ フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ街の復興カ ルテ研究発表会 ( 持 )2001/ 1 /12 

長田rx:内安 さ んの思い出 と 共 に 歩 く 長田区箕 l 然塾
い物 ツ ア ー l 

2001/ 1 /14 

「神戸 を忘れな い」 せたが | 世 田谷区民会館
や

絞神高齢者 ・ 障害者支援 | 活問，p-'常住宅 他
ネ ッ ト ワ ー ク

- 安心 ま ちづ く り フ ェ ア ; 問実行委員会 ア ス テj l l西

阪神 ・ 淡路大渓災 救援復 I 長[[jlメ Ij'l
興兵庫県民会議

第14@]神戸を忘れ な い

2001/ 1 /17 T長この手で灯 り を いつ ま で も

2001/ 1 /21  

2001/ 1 /14 
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4 . 産業 ・ 労麟

開催 日 事業名 主催者

2ω0/ 2 /  兵庫県建設業協会 阪神 淡勝人恥震 兵庫県建設業協会
災 5 周年記念講演会

/17- ; 第 2 附戸 ニ ュ ー ピ ジ ネ ス フ ェ ア ; 神戸街工会議所、 (財 ) 紋
( * )  神 ・ 淡路産業復興推進機機

2 /18-

2000/ 3 /22 

2000/ 4 / 8  

2000/ 5 /20 

2000/ 6 /30 

2000/ 6 /30 

2000/ 8 /20 

2000/ 9 /30-
10/ 2 

20α)/10/15 

2000/10/23 

2000/]]/18-
26 

2000/12/ 1 

2000/12/ 5 

2001/ 1 /20 

産業復興 l'iEXT STAGE ( * )  絞神 淡路産業復興推進機
f持

「 教育 に新開をJ 講演会 教育に新聞を (l'iIE)

l 働 く 者か ら見た震災 5 年 を 考 え る 集 } 被災労働者ユニ オ ン
ノzhコミ

「被災者復興支援会議 II J 第 4 回 被災者復興支援会議

席、史民 「膝史にみる神r;の地震」 神戸市文書館

阪神 淡路大震災報道写真渓 il l崎防災セ ン タ ー

第14同 メ 1) ケ ン地蔵盆2000 神戸港を考える 会

あわ じ復興大ハザール 10 洲本 問実行委員会

シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 淡路大震災 j 神戸大学震災資料について
を どう {云え る かJ の{升究会

元気 を 出 そ う I r心の い や し」 の 兵庫県洋菓fふ協会
X'mas ケ } キ コ ン テ ス ト
シ ャ ンテ ! 神戸2000 i可実行委員会

地主主に密着 した尚業活性化7 " ー ラ 被災者復興支援会議 耳
ム

ASEM 蔵相会合記念講演会 ( * ) ASEM 蔵相会合迷絡協議会、
時事通信社

2001 F I F  A ワ ー ル ド カ ッ プ 路 初 日 新聞社、 神戸市
f佳500 目 前言己念フ ォ ー ラ ム 10 神戸

640 第 e主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場 備考

! 兵庫県建設会館 講演 r F:J本の伺づ く り J
久保問勇夫 (国土庁事務
次官)

神戸商 [ 会議所会館 神戸経済が震災か ら の本
務的な 復興を遂げ、 21散
紀に向けて発展 してい く
ための蒸調講演、 展示会
な ど

神fT ク リ ス タ ル タ ワ ー 震災 5 年 を記念 し 、 長期
的 な経済復興を図る ため、
若い世代のベ ン チ ャ -iÈ
業家を育成 し よ う と 開催

明石高等学校 震災時の取材や 「震災モ; ニ ユ メ ン ト マ ッ プ」 につ
いて。 講師 . 毎 日 新聞神
戸支品j中尾記者

講演 「 台湾大震災か ら 震
�Z 5 年 を 考え るJ 、 講郎
: 野田正彰 (評論家)

| フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ テーマ 「新 しい仕事観 ・
就労の場を笑現するため

神戸市文書館 渓災で失わ れた景観の与
真ゃ、 震災当 日 の新聞な
どを展示

I lJ自奇防災セ ン タ ー 渓災の記憶を風化させず、
防災意識を おめで も らお
う と 、 神戸新潟社が提供
した被害状況な どの写支
約30点を展示

港湾関係者や、 海難で亡
} く な っ た 人の霊を慰める
と と も に、 震災か ら の復
興を祈る

j 市内 各地 箆災で子三 き な痛手を受け
た市街地や部業集積地に
に ぎわい を呼び込む

フ ェニ ッ ク ス プラ ザ E室災記録の保存 ・ 調査を
続けてい る 官民の肉体や
，li誌が集 ま り 、 こ れ ま で
の取 り 紹 み を検証す る と
と も に 、 その方向性ゃあ
り んふを議論する

フ ェニ ッ ク ス プラ ザ、 被災者の心の支援 と 県 ド
産業の復興を支援する

三下fセ ン タ ー街 震災か ら復興 した三万の
商応街 を ア ピー Jレ し よ う
と 、 1998"1ミカ3 ら 関{出 し て
いるノ ミ レ 】 ド

! フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 袋災で被災 し た 市場や[街
f占 僚 の 復 興 を 考 え る
フ ォ ー ラ ム

神戸市産業振興 セ ン タ ー 震災支援への感謝及び兵
庫 ・ 神戸の復興状況を広
く 世界関係各国にア ピー
jレす る と と も に 、 神戸の
経済復興を考える

神戸朝 日 ホ ー ル 2α)2年 に 関かれる ワ ー ル
ド カ ッ プが も た ら す も のl ゃ、 被災地神戸での開催
意義な ど を 考 え る



関イ寵 日 事業名 主催者 会場

2001/ 1 /30 I ワ ー ク シ ェ ア ワ ン グ関際シ ン ポ ジ ウ | 連合兵庫、 兵庫県経営者協 j 兵庫県公館
i ム ( * ) 会

備考

基調講演 I�年外での ワ 」
ク シ ェ ア リ ン グの取 り 組
み及びその成果J オ デ イ
ル ・ ラ サー ル (OECD 次
長) 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ
シ ョ ン i 雇用 の確保 と 多

第 4章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 641 



5 . 保健 ・ 医療

主催者 会場

ム 「災答 と こ こ ろ の | 兵庫県精神保健協会、 こ こ ! 神戸続 日 ホ ー ル
淡路大震災か ら学んだ | ろ の ケ ア セ ン タ ー

神戸国際会議場

備考

問内外の専門家が被災者 !
への長期支援や全国 的 な i
予防 教育活動の重要'I't I 
を訴える

復興住宅での孤独死を ，+，
心に 、 現代社会の病理に
ついて考 え る

神戸ポー ト ピ ア ホ テ ル槍 | 震災 に よ り 傷つい た神戸
i車;の濁 l 市民、 と り わ け子供達の

心の復興を支援す る

災害時 に各民!の官民が協
力 し て救援する 体制づ く
り を話 し合 う (24 日 草
地 さ ん を偲ぶ会)
志茂m景樹氏本い る 「 よ
い子に読み向かせ隊J が、
震災で被災 し た 子供 た ち
の心の ケ ア に協力
被災地の子 ど も た ち の心
の ケ ア 活動 の 環 と し て 、
子 ど も た ち の 自 己表現カ j
を ゲ ム 感覚で学ぶ

震災で被災 し た 子供 た ち
が、 豊かな 自 然の' 1 'で聖子
外 生 活 を 楽 し む こ と に
よ っ て心の ケ ア を 図 る

震災の被災者 3 人が な苦
り 部J と な り 、 プロ に よ
る ピ ア ノ 演奏 を 交 え な が
ら 、 災害に よ る 心の傷が
ど う 憶 さ れて い く か を話

シ ア タ ー ・ ゲー ム KOßE

20ω/11/13 心 と か ら だに や さ し い ト ー ク & コ ン | 関東の じ ぎ く 会
サ ー ト

映画「お じ い ち ゃ ん、 ま た あ し たねoJ I 日 本 レ ス キ コチ
昔日

し 合 う

少
演

た
ヒ

つ
の
負
函

を
映

傷
の

こ
人A
l
f

 

心
人

で
ム干

災
が

渓
年
会

東灘復興記念事業 「第 8 1司地域限療 1 来線区役所、 東灘区医師会 | う は ら セ ン タ ー
シ ン ポ ジ ウ ム」

テ ー マ ー 「狭間iで描 く 生
活脅慣病」、 講 師 : 大森
一樹 (映画監督)

シ ン ポ ジ ウ ム 「大1切 な ひ と を亡 く し | こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン | フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ
た あ と で」

神戸市教育会館

合 う
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6 . 福祉

開イ寵 日 事業名

2000/ 2 /26 東灘福祉セ ミ ナー ( * )

2000/ 3 /12 ふ れあいのつ どい

2000/ 3 /18 お茶会

1 2000/ 3 /18 7c気ア ッ プふれあいの集い

2000/ 3 /18- I ト ル コ ・ 台湾大震災 エ イ ド ソ ン グ
20 「ラ ブ、 ・ ノ〈ラ シ ュ ー ト J ラ イ フ

心 と 身体の解放のために いのち輝
26 く i瞬間

2∞0/ 4 / 1 ー 親善日 台青少年野球大会

2∞0/ 4 /15 六甲奨学基金 5 周年パー テ ィ ー

主催者 会場

問実行委員会 東灘区民セ ン タ ー う は ら
ホ ー ル

加市JI I市、 加古川保健所 総ft福祉会館

神戸市立液中学校有志 同校和室

あ しや YO 倶楽部 西宮市立 な る お文化ホー
;v 

NPOlOO番 目 のT シ ャ ツ 大丸須磨自 他

いい顔 ・ 笑顔 人形劇の会 安田火災神戸 ピル

神戸第二分区 サフ球場
[ 酔 タ 1) 一一区 ; グ リ ー ン ス タ ジア ム神戸

六甲奨，'!'基金 神戸学生青年セ ン タ ー

重量災の経験を生か し、
民 と に今後の高齢社会
での生 き 方 や地域社会と
のかかわ り について考え
る

加古川市内の復興住宅に
住む被災者 ら の交流を深
める

中 学生が復興住宅 HAT
神戸のお年寄 り を招いて
「お茶会」 を 開 き 、 jf;気

に な っ て も ら う

震災を体験 した高齢者が ;
;
j
励
る

ま し合い、 交流を深め

i 阪神 ・ 淡路大震災時に海
外か ら 受けた支援の恩返
し に と 企画

シ ン ポ ジ ウ ム や人形劇で
渓災で被災 し た 子供 た ち
の.c、を癒す

神戸 と 台湾の被災地の中
学生が里子斗 の交流試合を
行い、 台湾の子'{)(たち を
励 ま す

震災で被災 した留学生へ

|
の 義援金 か 同 ま れ 犬
「六甲奨学i基金」 が 5 周

年 を )IJl えた こ と を記念す
る

20∞/ 4 /21 被災者から台湾ヘチ ャ リ テ ィ ー コ ン ; 有志 う は ら ホ ー jレ 神戸市在住の台湾苓
】
僑

地
ー

一一一
の

に
ト

一�; ザー ト 音:築家に よ る コ ンサ

2000/ 4 /21 )涙張れ ! 集集 ・ AID FORMOSA 

2000/ 4 /22 折 り 紙教室

2000/ 5 /14 第18回あ しながP ウ ォ ク

20∞/ 5 /1 5  北海道 ・ 有珠山被災者と 仮神 ・ 淡路
大震災被災者の交流会

2000/ 5 /27 スペイ ン と兵庫の]-{!tたちのつどい

2∞0/ 7 / 9  シ ンポ ジ ウ ム 「その と き 障害者は
震災 と 障害者J

2000/ 7 /17 被災地の福祖 を 問 う 集い

収益金で台湾の被災
音楽設備を贈る

戸j コ ンサー ト 実行委員会 う は ら ホー ル i以主主金で令半壊 し た台湾
の守ヰ交に ピ ア ノ な と を 寄
阿fする チ ャ リ テ ィ ー コ ン
サー ト

浜風の家 被災地の子供た ち に ス ト
レ ス を和 ら げて も ら う た ;
めに 、 折 り 紙教室を 開催

問実行委員会 神戸市中央区一灘区 令 国 同 時 に k!JlOO ヵ 所で
ウ ォ ー キ ン グを し、 遺児
の進学支援な ど を ア ピー
lレ

北海道観光キ ャ ラパン隊 I JR 新長田駅南地区 復興に向けてのエール交
換 な と

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 淡路花博会場 被災地の子供述 と スベイ
年委員会、 毎 日 新聞社 ン の モ ン セ ラ修道院聖歌

隊の子供た ちが交流する
ゆめ ・ 風 ・ 10億円基金、 被 村1Jコ ア ー ト ピ レ ッ ジセ ン 阪神 ー 淡路大震災 と 台湾

ン タ ー タ 大地震を例に、 被災 した
障害者が震災特 に どの よ
う な状態に治っ たかを検
i正

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 学識者、ケース ワ ー カ 一、
ボラ ン テ イ 了 、 復興住宅
の住民 らが、 生活保護の
適用 を中心に怠見交換

第 4章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 643 
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主催者

神戸市来王子動物園

会場 | 備考

2∞0/ 8 /  � I 第 1 1ロ] 'Ilil際的な遺児の連帯 を すす | あ し な が育英会
1 め る 交流会 i

2川 川 ; ーの会 一時 | 小 さ 目の会

神戸市立王 子動物園 | 震災で傷ついた市民の心
を 癒 し 、 復興の糧に し て
も ら う た め 、 震災遺児や
編キt総長没の子供た ち を招
待
被災児童 ら をフじ気づけ る
ため、 1 泊 2 口 の ク ル』
ジ ン グに招待
阪神大震災の遺児 と 、 コ |
ロ ン ピ ア や ト ル コ 、 台湾 !
での災災遺児が交流 し 、
心のji;; を癒す

レ イ ン ボー ハ ウ ス他

20ω/ 日 / 2 � 1 がんばれ少年少女 ク ル ー ジ ン グ ! (社) 問問小型船安全協会 | 洲本港
内 1

見
題

ら
問

か
の

ア
検、っ

イ
何時
ム口

テ
護
り

ン
人パ
記聞

ラ
た
て

ボ
き
い

りλ
て
つ

雷料、え
に

ンセム口総祉福門口和
一

川同庁
タ

2000/ 8 /26 ト ル コ KOBE チ ど も 文化交流会 ! 同実行委員会 兵庫県民会舘 | ト ル コ 大震災 と 阪神 ・ 淡
路大震災の両被災地の子
供た ち が歌や劇 を 通 し て
交流す る

六 甲 山 カ ン ツ リ ーハ ウ ス | 震災で殺を亡 く し た 子 供
た ち

2000/ 8 /27 震災遺児 を夏1 1 1へ招待 | 近畿労働令庫

1 20∞/ 8 /30 
見学会 4二:2f'，; rii 2"コ バ 民 云、
渓災遺児 孤児を励ま す「淡路花樽J 1 阪神 淡路袋災復興支援10 I 淡路花博会場

2000/ 9 / 4 ト ル コ 大渓災報告会 「がんばれ ! ト ! 日 本 ト ル コ 文化協会、 日 本 i フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ
ル コ 災害救援が ラ ン テ ィ ア

2000/ 9 / 6 �- 1 小 さ な 写真家たち 被災胞の フ ォ ト ! u 不 ト ル コ 文化協会、
10 ワ ク シ ヨ ソ プか ら i 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ

ワ ー ク

2000/ 9 /26� 1 小 さ な写真家 た ち 被災地の フ ォ ト 1 [1 本 ト ル コ 文化協会、 日 本 | フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
29 ワ ー ク シ ョ ッ プか ら | 災 等 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト

ワ ー ク

2000/1 1/12 第191可あ し な が P ウ オ ー ク 10 問実行委員会 メ リ ケ ンパー ク 他

ト ル コ 大震災の被災地の
子供た ち が嫌っ た写真約
75点 と 感怨 を 書いた作止;
を展示
病 気 ゃ 災 '占 な ど で 殺 を
失っ た遺児た ち の心のケ
ア ヤ進学支援のため 、 約
10キ ロ の コ ー ス を歩 き 寄
付 金 を 募る

2000/11/15 ミ コ ー ジ y ク パ ト 箸門口生

2( 川/11/18 震災後 5 年 日 本語明崩壊i寸 神戸 間教育協議会 神戸 YMCA

北野地域福祉セ ン タ ー i 震災後、 独 り 暮 ら し を し
て い る 高齢者 と 音楽で交
流 を 深め る た め 、 音楽が
趨味の生田署員 3 人が演
奏

震災後の 5 年間 を振 り 返 2
り 、 外国入学生 を取 り 去、
く 経済問題や、 外[斗人 に
対 す る 支援の課題な ど を
検討

渓災で被 災 し た子f共 た ち
の心を癒そ う と 、 子イ共 ら
と 動物が触れ合 う イ ベ ン
ト

2000/11/23 がんばれ神戸 つ 子 神戸大学馬術部 神戸大学馬場

サ イ ク リ ン グ図闘 | 神戸市民自 転車問子会 | フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ ; 向 同好会が台湾の被災地
を訪れた際に、 擬影 し た

644 第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

2000/ / 9 � I シ ン ポ ジ ウ ム 「震災か ら 5
10 I - t1' ま れ変わっ た芦屋 と

忘れな い た め に - J

2000/ 2 /10 I ひ ょ う こ ・ 元気ア ッ プふれあいの集 | 同袋行委員会
い 兵庫区震災 5 思年記念ー ( * )

会場

西宮市役所

- ホ ー ル

備考

震災の教訓 は ど う 生か さ
れ、 地域は ど う 変 わ っ た
のか、 な と 「市民社会の
構築」 を テ ー マ に 訴 し合
い 、 ネ ッ ト ワ ー ク の輸を
広げる
ア ー マ

ラ ジ オノfー ソ ナ リ テ ィ )

神戸ア ー ト ピ レ ッ ジセ ン | 震災犠牲者への追悼 と 、
タ ー | 復 興 に 向 け 区 民 の 元 気

ア ッ プを促す
2000/ 2 阪神 ー 淡路大震災記念協会 | 兵庫県私学会館 震 災 を 機 に し た ボ ラ ン

テ ィ ア活動の高 ま り を 踏
ま え 、 今後の市民十七会を
支 え る 行政や良湖、

に お け る 自 立 と 連帯J ( * )  

2 /26 神戸 間際交流 フ ェ ア2ω。

20∞/ 3 / 1 � 1 チ ャ リ テ ィ オ ー ク シ ョ ン
4 / 3  

20ω/ 3 / 講演会 「人の再生 ま ち の再生 死
者 か ら の メ ッ セ ー ジ を 生か す た め
tこ」

ん を偲ぶ会

てf ラ ソ ン

西氏復興支援感謝の集い 神戸凶区役所

区

同区民セ ン タ

ら 衿 ρ ま で の
30km を 走 り 、 完 走 タ イ
ム にIし じ て震災義援金を
出 し 合い、 rifr-風の家J
に寄附

震 災 後、 西 氏 で ボ ラ ン
テ ィ 7 ìí5�jJに簿わ っ た人
達 を ね ぎ ら う 会。 講師 ・
ク ロ ー ドチ ア リ (ギ タ リ
ス ト )

明 ぶ 机 産 業 交 流 セ ン | 絵本 と 古来 を 裂 しみ、 人
タ ー

第 」章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 645 



関f謹 日 事業名 会場 備考主催者

神戸学生青年セ ン タ ー | メ キ シ コ 大震災を記録 し
たス ラ イ ド を上映 し、 阪
神大震 災後の被災地 と 比
較 し な が ら 、 市民選塁手Jの
あ り 方 を 考 え る 。 議日市 .
エ レ ナ ・ ポニ ア ト フ ス カ i
(作家

こ う べ甲南武庫の郷 l 永六輔氏 (作家) と マ ル
セ太郎氏 (俳優) が震災
か ら 6 年 目 を 迎 え た被災
地 に つ いて講演。 その他
出胞な ど

ト ル コ 大震災の現夜の被
災者の生活状況や、 現地
NGO '連帯 ボ ラ ン テ ィ
ア の会」 の 活動 に つ い て
講演。 議制 。 イ ナ ン ・ オ
ネ ル ( 在 日 ト ル コ 人留 学
生会代表)

震災後に芽生えた長田区
真陽地 区 と 長野県飯田市
と の交流を よ り 深め る た
め に 開催

震災犠牲者の護 を慰める
日 米の NPO ス タ ッ プ ら
が、 震災か ら の ま ち の変
イヒ を振 り 返 り 、 地域に根
差 した 活動 の;意義や国境

2∞0/ 5 /31 I 震災後の市民運動のあ り 方 を 考 え る | 河実行委員会
講演会

イ ア | 間宮市民会館

2000/ 6 /18 第 3 凶ゆ め ま つ り

2000/ 6 /24 記念講演 「 ト ル コ 大震災 ・
現状 と 課題J

2000/ 7 /20 第12[i'i]真滋フ ェ ス テ イ パル 長IU区東一陽小学校地元有志

じ[

|

納涼盆漏 り 大会 同実行委員会 東灘区求9:塚東公園
公開 フ ォ ー ラ ム 'KOßE MOMEN"  I 日 米 コ ミ コ ニ テ イ ・ エ ク ス | ひ ょ う ご凶際プラザ
TUM 阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年、| チ ェ ン ジ
躍動す る NPO の軌跡J

2000/ 9 /10 1 2001年ボ ラ ン テ ィ ア 図際年記念 シ ン
ポ ジ ウ ム

2∞0/ 9 /22 I 第12凶毎 日 間際交流賞受賞記念講演 | 毎 日 新聞
ノ》、

シ ン ポ ジ ウ ム '21世紀の神戸 そ ! I市民 ア ピ ー ルJ
し て わ た し た ち 人

2000/10/14 I SVA ，fj馬専務理事 を しのぶ会

モ リ ア ル セ ン | 兵庫県 神戸市教育会館

NGO ' シ ャ ン テ ィ 問 I�号
ボラ ン テ イ ア会 (SVA) J
の専務理事で、 9 月 に亡
く な っ た有馬氏を しのぶ

県 が 2002 年 に 開 設 す る
「阪神 ・ 淡路大震災メ モ

リ ア ル セ ン タ ー (仮称)J 
の在 り 方 について市民の
意見を賂 く

646 第一予言 @ 各J霊 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ す ー ・ イ ベ ン ト 等



開催 臼

2000/10/21 I rtî民が撮っ

2000/ 1 1/11 ドキ ュ メ ン タ リ ー 映商 「阪神大震災 ! 港 ま ち神戸を愛する会
再生の 日 々 を生 き る」

2000/11/19 七 市拡大紋20∞~漠災の時みん な | 一七itî実行委員会
で助け合っ た心を;忘れずに

2∞0/11/22 I 震災文庫開設 5 厨年記念講演会

2000/1 1/21 セ ミ ナー

避難所同窓会 市民有志

震災復興 市民検語i フ ォ ー ラ ム ( * ) I 問実行委員会

2001/ 1 /14 阪神 NPO サ ミ ッ ト 2001 ( * )  {百!実行委員会

会場

フ ェ ニ ッ ク ス 70 ラ 4ザ

被 災 地 NGO 協 働j セ ン
タ ー

市立鷹取仁l'学校

神戸 市勤労会館

ソ リ オ ホ ー ル

備考

r 1 ・ 17 希主主の灯 り 」 分灯 事業 | 同実行委員会 | 東遊間地
( キ )

市民のつ どい 1 . 1 7  ( * )  

1 ・ 17 γ仮神 ・ 淡路大震災を忘れ
な いJ � 21世紀 を 担 う 私 た ち の使

問実行委員会

と り も どそ う ・ 笑顔 と え気 i ふ る さ と

東遊[jill地

第一章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 647 



開催 日 事業名 主催者

2001/ 1 /17 縛区復興記念事業 オ ー プニ ン グ事 問実行委長会
業r21 世紀 ・ は ばたけ須磨 力強 く J

( * )  
2001/ 1 /17 鎮魂の儀 南京町商庖街復興組合

2001/ 1 /1 7  1 ・ 17 震 災 モ ニ ュ メ ン ト 父流 市民有志
ウ オ ー ク ~あ の 日 あの時 そ し て
メ寸〉、

1 2001/ 1 /17 1 /17 震災メ モ リ ア ルデー 復興市民会議

2001/ 1 /17 2001年メ モ ワ ア ル : 長田 フ ィ ー ル ド 震災復興長自の会
ワ ー ク

2001/ 1 /17 ひ ょ う ご 元気ア ッ プふれあいの集 同実行委員会
い 兵庫区震災 6 Æ百年記念 ( * )  

2001/ 1 /17- 長 同区民震災復興記念事業 ( * ) 問実行委員会
20 

2001/ 1 /17- 震災 6 n翌年記念 2002年へのキ ッ ク 向実行委員会
21 オ フ ブ エ ス タ ( * )

2∞1/ 1 /17- KOBE 2001 届 け f 希望の灯 り 全 同実行委員会
4 /21 国へ ( * )

2001/ 1 /18- 立木義t告が出逢っ た rKOBE ' ひ と J 河実行委員会
30 写真傑 ( * )

2001/ 1 /19- JAPAN NPO ' NGO オfラ ン テ 1 7 連合本部、 連合兵康他
20 サ ミ ッ ト 1ll 神戸 ( * )

2001/ 1 /20 Memo r i a l  Confe r en ce  in Kobe  VI 民都大学防災研究所 他
( * )  

2∞1/ 1 /20- ひ ょ う ごボ ラ ン テ イ ア 罰際年記念 内 閣府、 兵康県
21 フ ォ ー ラ ム ( * )

2∞1/ 1 /21 ボ ラ ン テ ィ ア ス ク ウ ェ 7 2001 兵庫 県 ボ ラ ン テ イ ア 協 会
世出

2001/ 1 /21 祝いの集い i 川 わいわい

2001/ 1 /21 被災 6 周年 芦燦市民のつ どい 21 阪神 淡路大震災 救援復
世紀、 真の復興を め さ し て 興芦屡市民会議

2001/ 1 /21 凶営 コ ー プ禍祉 ・ ボラ ン テ ィ ア大会 l 西 宮 コ ー プ福祉 ボ ラ ン
( * )  ア セ ン タ ー

648 第一章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場 備考

! 須磨区内 l 須磨阪一立4 学校
での風船 と ば し な ど

南京間I広場 中 図式の祭事 に よ り 犠牲
者の霊震 を慰める

阪神フE町駅 他 震災の慰霊碑な と、を巡っ
て 、 震災を語 り 継 ぐ

震災メ モ リ ア jレ デー と し
て 、 早戟追怖集会や、 も
ち つ き 大会 な どを行う

神戸市長田 区 内 (新長田 震災 6 年 目 を迎えた長田
勤労市民セ ン タ ー起点) 区 内 を 、 5 コ ー ス に分か

れて当時の状況 と その後
の復興状況 を 地域の人々
と 語 り な がら 歩 く

神 戸 ア ー ト ピ レ ッ ジセ ン 兵庫区 の復興 と 21世紀を
タ ー 迎 え 、 さ ら な る 発展 と 区

誌の元気 ア ッ プを促す コ
ンサー ト を 開催する

ピ ブ レ ホ ー ル 他 21世紀 を 迎 え 、 震災の悲
l しみや教訓 を 風化 さ せ る
こ と な く 、 さ ら な る復興
を祈念 し 、 多 く の市民が
参加で き る事業 を 関催

神 戸 総 合 運 動 公 園 ユ ニ 震災に よ り 傷ついた市民、l バ吋技場 他 ! と り … も た ち の
の復興を 支援す る ため 、
一般参加型の楽 し い イ ベ
ン ト を実施する

全国各地 震災時の支援 に対す る 感
謝の気持ち を 、 市民ラ ン
ナ ー が リ レ ー方式で全国
に{丘 え る

大 丸 ミ ユ ー ジ ア ム l 開吋対吋
KOBE 謝の気持ち と 、 神戸で今

がんばっ て い る 人の輝 き
を写真で表現

オ リ エ ン タ Jレ ホ テ ル 記念講演やパネ ルディ ス
カ ッ シ ョ ン な ど。 講師 :
堀 田 力 ( (財 ) 福祉財団
理事長)

神戸海洋博物館 被災地で の ボ ラ ン テ ィ ア
活動の体験 を 返 して、 そ
の現状や課題について考
える

兵庫県公館 他 パ ネ ル討論 テ ー マ f成
熟社会 に お け る ボラ ン タ
リ ー セ ク タ ー の形成 に 向
けてJ

神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 震災後11'1践 し て い る ボラ
ン テ イ ア の活動報努な ど

カ ト リ ッ ク鷹取教会 震災を き っ か け に生 ま れ
た コ ミ ュ ニ テ ィ ー放送局
が開局 5 年 目 を迎 え た こ
と を記念す る 集い

芦屋市民セ ン タ ー テ ー マ . r今、 考え る こ
と J 、 議日市 小 国 実 (作家)

西宮北口 コ ー プセ ン タ ー 震災犠牲者への追悼 を 表
す展示、 講演会、 ボ ラ ン
テ ィ ア グル ー プス テ ー ジ
発表会 な ど



調f量 隠 事業名

2001/ 1 /21 元気ア ッ プ東灘市民放水大会 ( * l

2001/ 1 /21  た る み紡災のつ どい ( * )

2001/ 1 /26 起 こ っ てか ら では間に合わな い ! 災
害時の ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ ー ト

2001/ 1 /27 近畿ろ う き ん NPO フ ォ ー ラ ム IN 兵
庫

2001/ 1 /27 草地賢 さ ん を しのぶ会

2001/ 1 /27 平成12年度 自 主紡災活動推進大会
( * l  

2001/ 1 /28 灘iえ子と も の つ どい ( * l

主催者 会場 備考

同実行委員会 住吉Jl I将!日公陣j 地域住民に よ る 安全宣言、
妨災訓練等 を 通 じ て 、 f主
興 に 向 け て の元気ア ッ プ
を 1m る

同実行委員会 市立神陵台中学校 震災の教訓 を も と に誕生
し た 「防災福祉 コ ミ ュ ニ
テ イ J の活動 を よ り 層
発展 さ せ る た め に 開催 ; 

問実行委員会 ド ー ン セ ン タ ー 震災後に関心が品 ま っ た
ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ
ネ ー タ ー の役割 に つ い て
議 論

近畿労働金庫 兵庫県J中央労働セ ン タ ー 被災地の地域再生に お け
る NPO の 役割 を 語 り 合
つ

「箪地 さ んの仕事」 刊行委 神戸 YMCA 震 災後の救援ボラ ン テ イ
員 会

兵庫県

問実行委員会

ア の ま と めf究 と し て活岳〉
し た故 ・ 草地氏 を し の ぶ
メヱコ、、

明石市立市民会館 広 く 県民 に 自 主防災思想、
の 普及信事発 を 図 り 、 自 主
防災組織の育成の推進に
寄与す る

動物関 ホ ー Jレ 他 震災を経験 した子 ど も た
ち の心身の リ フ レ ッ シ ュ
と 、 子 と も た ち 向上の交
流を深める機会 と す る

第一ー章 @ 各種 シ ン ポジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 649 



8 . 環境

開催 日 事業名

2000/ 2 /18- ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク j古劃J
20 展 ( * )

2000/ 3 /15 「希望 リ ン ゴJ 植樹

20∞/ 4 /22- I イ ン ブ 才 ラ タ こ う べ2000
5 / 7  

2000/ 5 /20 桜の木記念植樹

2000/ 5 /22 み と り の NPO フ ォ ー ラ ム

2000/ 7 /21 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク のつ
どい

2000/10/ 8 グ リ ー ン フ ェ ス タ こ う べ2000

650 第…章 ・ 各穏 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナー ・ イ ベ ン ト 等

三主催者

同実行委員会

こ の 町 花の街 ・ 作戦J
実行委員会

各地区の住民団体

仮設住宅フじ住民

復興記念事業事務局

阪神 ・ 淡路震災復興支援10
年3委員会

神戸市

会場 備考

東尽国際フ ォ ー ラ ム 被災地 に緑を取 り 戻 そ う
と 植樹活動 を すすめてい! る 「ひ ょ う ご グ リ ー ン
ネ ッ ト ワ ー ク J の活動 を
広 く 情報発信する

津名町立生穂第 小学校 リ ン ゴの 植樹 を 通 し て復
興への 希望 を持っ て も ら
つ

神戸市内各地 震災か ら の復興を綜い、
チ ュ ー リ ッ プの花びら で; 道路や広場に絵を描 く

芦屋大学総合運動場 仮設住宅の敷地を提供 し
て く れ た芦屋大学に感謝
の気持 ち を 込めて桜の木
を1重軽I

神戸市教育会館 震災後、 各地で生 ま れた
1Eや緑、 コ ミ ュ ニ テ イ }
に 関す る 市民 グルー プが、
ブ ォ ー ラ ム を き っ か け に
緩やかな ネ ッ ト ワ ク を; 目 指 す。 コ ー デ イ ネ ー
タ ー : 中瀬勲 (姫路工業
大学教授)

芦屋Jレナ ， ホ ー ル ! 被災地中復興 を パ ツ
ク ア ッ プ し て き た 「 ひ ょ
う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ }
ク 」 が当初の 目標である
25万本の植樹の達成 を記
念 し て 開催。 講師 : 中坊
公平 (弁護士)

神戸総合運動公園 I rみん な で 育 て よ う 。 み
ど り あ ふ れる 街神戸J を
テ ー マ に し た、 神戸21 出
紀復興記念事業プ レ イ ベ
ン ト 。 植木のøp売、 濁芸
相談な と



9 . 文化 ・ 教育

開催 日 事業名 主催者 会場 備考

2000/ 2 / 2 - r没後 5 年津高和一回顧展 阪神 ι 兵庫県学校厚生会 ア ー ト ホ ー ル神戸 震災で亡 く な っ た画家
13 淡路大震災で逝去 した画家の軌跡J 津高和一氏の作品展

2000/ 2 / 4  シ ン ポジ ウ ム 「地震 か ら 文化財 を守 神戸大学文学部 神戸大学 [ 災害時 に お け る 文化財保
る 仮神 ・ 淡路大震災 5 Jj豊年 と 台湾 護 を テ ー マ に 、 仮神 淡
大地震J 路 と 台湾の雨被災地の研

究者が意見交換す る

2000/ 2 / 6  阪神 ・ 淡路大震災 5 勝年 新春邦楽 1 1弓笑行委員会 芦燦ルナ ホ ー ル 震災で受けた心の傷の回
コ ンサー ト ( * ) 復 と 、 復興への祈 り を込

め、 尺八、 三弦等 に よ る
邦楽演奏 を 行 う

2000/ 2 /12 第 7 附大震災刊 テ イ } コ ン 問委員会 国際交流会館みゆ き 震災の被災者を 支援する
た め の 熊 本 の ミ ュ ー ジ
シ ャ ン に よ る チ ャ リ
テ ィ ー コ ンサー ト

2000/ 2 /12 コ ン サー ト r700 人 の “Oh ， H app y i'lJ由奇ひろみ 灘区民セ ン タ ー 震災か ら 5 年が過 ぎた街
DaY"J に希望の歌 を さ さ げよ う

と 、 神戸マス ・ ク ワ イ ア
と 会場 の 700人が一緒 に
電合 う

2000/ 2 /12- お ばあ ち ゃ んの写真展 高尾翁校 西宮浜復興市営住宅 復興住宅 に 独 り で住む高
13 局菊校氏に よ る 写真展。

震災か ら 5 王手が過 ぎた被
災 地 の 1 . 17の 風景109
点 を展示

2000/ 2 /13 業災復興チ ャ リ テ ィ ー カ ラ オ ケ 大会 令 日 本ア マ チ ュ ア 歌唱協会 兵庫県民会館 心の復興 を 支援す る ため
兵庫県支部連合 に 開催。 収益金は震災遺

児が集 う レ イ ン ボ ー ハ ウ
ス lこ目普る

2000/ 2 /13 経史文化 と 街づ く り 芦屋文化復興会議 芦屋市民セ ン タ 震災で被害を受け た建築
物の移築、 保存な どに つ
い て 話 し合 う

2∞0/ 2 /1 6- I 戸塚刺 し ゅ う 展 戸塚刺 し ゅ う 協会関西支部 千!R阪急 会 員 の 作 品 を チ ャ リ
20 テ ィ ー 販売 し、 売 り 上げ

を 「阪神大震災 こ ど も 救
援金J へ寄附

2000/ 2 /18  第36図 ひ ょ う ご寄席 兵庫県 ラ イ ク ス ホ ー ル 司 会 桂三枝、 出演 : 7
ラ ワ ー シ ョ ウ他

2000/ 2 /19  I 野外彫刻の現場検証一震災モ ニ ュ メ 兵庫県立近代美術館友の会 芦屋市内、 神戸市内 被災地に建つ慰霊碑 な ど
ン ト を訪ねて~ i を 訪問 し 、 現代社会にお

け る パ ブ リ ッ ク ア ー ト の
現状 と 意義 を 考 え る

2000/ 2 /19 伊丹 市 「能 と 狂言を 楽 し む会J ( * )  同実行委員会 伊丹市立文化会館 (いた 大震災の復興 と 21世紀に
み ホ ー ル) 向 けた地域文化の振興を

図 る

2000/ 3 / 3  γ震災 と 紡災」 に 関する公開授業研 神戸大学発達科学部 「震災 神戸大学附属住吉小学校 総 合 学 習 の 一 環 と し て
行ノ〆αじ$言、 と ßJjJXJ カ リ キ ユ ラ ム研究 「神戸 か ら の手紙一震災

JヱSミ、 か ら 5 年 目 を 迎 え てJ と
題 し て続けてい る授業を
公開

2000/ 3 / 4  - r �'竜の茶屋のお じ い ち ゃ んJ J二演 蛤蜘襲 扇 町 ミ ュ ー ジ ア ム ス ク 震災犠牲者への鎮魂の思
12 ウ ェ ア い を込めた演劇作品

2000/ 3 / 8 - 第22固 く ら し文化の祭典 ・ く ら しの く ら し文化ア ソ シエ ー シ ョ 花時計ギャ ラ リ 震災で傷ついた子 ど も の
16 絵 と デザイ ン展 〆 心の癒 し に役立て る ため

の絵を展示

2000/ 3 /18 震災鎮魂 「風船?をば し」 須磨若草小学校区防災福祉 須磨区若草小学校 卒業生に震災の恐ろ し さ
コ ミ ュ ニ テ ィ を 覚 え て いて も ら お う と 、

犠牲者への鎮魂の想い を
込め た風船を飛ばす

第一章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 651 



他

開催 日 事業名

2000/ 3 /18- 1 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

19 

備考

収益念で被災地に震災犠

牲者 と 同 じ数の桜 を植樹

し 、 f レ ク イ エ ム ロ ー ドJ

を つ く る 。 し ら い み ち ょ

( シ ン ガー ソ ン グ ラ イ

タ ー)

1 2以)0/ 3 /19 阪神大震災鎮魂級也 '] 995年 1 月 17 1 神戸市役所セ ン タ ー 合唱関 1 紀尾井ホ ー ル 1 コ

日 J 東京講演

20ω/ 3 /19- 1 創作劇公演 「見え な い ネ コ 、 声 を l， l 劇団 「青い森J

2 せ ない僕

20ω/ 3 /20 1 震災 と 美術 1 . 17か ら 生 ま れた も j 兵庫県立近代美術館

( の

神 戸 ア ー ト ピ レ ッ 3 セ L 震 と を

タ ー | 産i
兵康県立近代美術館 震災か

報む と い う

め直 し 、

彫刻、

震災か ら

者への鎮魂の思い を込め

2000/ 3 /20 l ' メ サ イ ヤJ 合唱 合唱団 「ハ レ ル ヤ コ ン ソ ー | 神戸文化 ホ ー ル

ト 」

る
一

ト

す一
一

唱一一
サ

ム円一
一

ン

て
一

コ側美plv

 

，fq)

 

近JけL田町庫丘穴

2ω0/ 4 /25 I llJ崎ハ コ

2000/ 4 /27 第37間 ひ ょ う ご寄席 兵庫県 県民小劇場

2ω0/ 4 /27- 1 忘れ得ぬ光景展一大震災の心の記録 1 続 日 新潟担
'
1 5 / 2  

ア ー ト ホ ー ル神戸

2∞0/ 4 /29- 1 伊藤義人写真展ー祈 り

5 / 7  

同実行委員会 ンセA口総社福AE

 

+竹川線

一

札

タ

「稚児地蔵」 絵手紙展 1:;丸龍 溝口郵俊民

阪神大震災の被災者 を 励 ま す コ ン | 朝 日 新聞社他

サ ー ト

フ ェ ス テ イ パ ル ホ ー ル

青空公演 「祈 り の漏 り J ギ リ ヤ ー ク 尼崎 湊JI I神社

震災の復興支援を 目 的 と j

し て 寄せ ら れた作品 を 渓

示 ・ 即売 し 、 震災遺児 を

支援す る 「神戸新聞 く す

月 ま で に撮影 し た写真 を

展示

震災で亡 く な っ た幼子た

ち の 心 の 平 安 を 願 っ た

「稚児地蔵」 を テ ー ? に

し た絵手紙の作ifh展

指揮 噂 小林研一 郎、 ヴ ァ

イ オ リ ン ・ 瀬崎明 日 香、

ソ プ ラ ノ 六車智香、 管

法 楽 : 大 阪 シ ン フ ォ ニ

カ ν

大道芸人ギ リ ヤ ー ド尼崎

氏が蹄 り で渓災犠:説 者 を

追悼す る

mω/ 5 /14- 1 絵手紙展ぷ

28 

日 本絵手紙協会

フ ォ ー ラ ム 「寸 ど も の夢を 育 む文化 | 神戸21世紀 ・ 復興記念事業 | 新神戸オ リ エ ン タ jレ劇場 | 講師 ジ ヱ ブ ハ ー グ ラ

を 事務局 ン ド (帝塚山学院大教授)

! 長田区、 中央区 内酪応街 I '神戸 に元気を ! J を テ -

1 7 に集め た絵手紙4000枚

を 各商!在衝 に展示

震災被害者への励 ま し の

メ ッ セ ー ジ を 書で表 し た

作品約40点 を展示

2000/ 5 /16 母 と 娘の創作展 森泉秀苑 そ ご う 神戸厄

652 第一章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



1 2000/ 6 / 1  
ア」 げ E七 二 タ -

2000/ 6 / 4 阪神 ・ 淡路大震災復興義援 コ ン サ ー 実行委員会
ト 「復興の詩 vol.6J

2附/ 6 / 4 花柳寿千也 ・ 寿千会 高年福祉 ・ 阪 | 実行委員会
神大震災チ ャ リ テ ィ ー シ ョ ウ

2ω0/ 6 / 9 第39同 ひ ょ う ご寄席 | 兵庫県

2∞0/ 6 /1 1  I オ ー ボエ リ サ イ タ jレーボス ト ンか ら | 芦屋芸術文化振興会
の蒸 り

「青いs<'の真下 でJ 劇 団 G ‘ フ ォ レ ス タ

神戸フ ロ イ デ合唱凶

2000/ 7 /20 第 5 回 「夕映え コ ン サ ー ト J ; 問 コ ンサ ー ト 実行委員会

2000/ /28 I 第40凶 ひ ょ う ご寄席 | 兵庫県

2000/ 7 /28 I 浜風コ ンサ ~ ト ・ 挙:の調べ | 浜風の家

主警災が子 ど も に与えた影
響 を 考 え る

神戸文化 ホ ー ル | 収益金 を 震災遺児育英資
金 の た め に寄附。 出 演 .
河烏英五

[ 尼崎労働福祉会銭 l 復 興 を 支援 す る チ ャ リ
テ イ } シ ョ ウ

う は ら ホ ー ル | 司 会 ・ 桂三枝

セ シ リ ア サ ロ ン ク ラ シ ッ | 尚 の 合間 と テ ィ ー タ イ ム
ク ホ ー ル | に震災への思い を語 り 合

HEP HALL 

神戸丈化 ホ ー ル

う 。演奏 ・ 小林覚子 ( オ ー
ボ エ奏者) 、 F司 会 小林
陸自1\
震災後つ く ら れた仮設住
宅 を 舞台 に した演劇

震災で家族や知人 を 亡 く
し た 人 を 励 ま す ため の レ
ク イ エ ム を合唱

新問符浜 ヨ ッ ト ハーノミー | 震災後 に で き たハ ーパー
で、 復興を祈 り 、 被災者
の心を癒す た め に 関f輩。

ド演奏 な ど

日 f白協会、 ブラ ジル兵庫県 | サ ン
人会、 神戸新聞社 | タ ー

20∞/ 7 /30 I 偲主主 γ震災ア 』 ト 7i.年 自 の復興 I 'r合美術館

2000/ 8 / 1  第35回全国学校教育相談研究会大会 i 同研究会

2000/ 8 / 6  鉦料 コ ンサー ト 関西21 世紀交響楽図

兵庫県

E百貨神社

吉照充

恰美術館

全日っ て も ら う ため 、 約80
点のパネ ル写真を展示

神戸市在住の酋i家、 堀尾
貞 治王立 に よ る 震災 を 題材
に し た絵画な どの儲渓

ポー ト ア イ ラ ン ド ホ テ ル i 被災地の子 ど も の心のケ
ア を 中心に、 震災後の教
職員の活動 に つ い て振 り
返る

し づか ホ ー ル ! 震災直後に淡路島の仮設
住宅な どで被災者を勇気
づけ る 演奏会を 開 い た ボ
ラ ン テ イ ア楽団が、 震災
5年 を機に再:i寅

神戸市産業主民奥セ ン タ ー | 司会 : 桂三枝

西宮神社会館 震災i在後か ら現在に至る
ま での 同神社界隈の復興
の様子を描い た絵巻約25
点 を 展示

フ ェ ニ ツ ク ス プラ ザ | 被災地 を抜 き 続け る 吉岡
充氏に よ る作品展
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開催 日 事業名

20∞/ 8 /13 フ ェ ニ ッ ク ス ジ ャ ズ フ エ ス テ イ
ノ\ ]レ

2000/ 8 /19- 舞台公演 「夏休みJ
20 

2000/ 8 /24- I 癒 しの芸術、 地球の音 と 写真展
29 

2000/ 8 /26- 阪神 田 淡路大震災写真援
9 /22 

2000/ 8 /27 震災被害者激励歌 「がんばれ ! J コ
ン サ ー ト

2000/ 8 /30 チ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ

2000/ 9 /3 神戸和太鼓 フ ェ ス テ イ パル

í 2000/ 9 / 8 - ヒ マ ワ リ 絵画展
10/ 5 

2000/ 9 /16- 第 7 [ti]お し ゃ べ り コ ンサ ー ト
17 

2000/ 9 /21 三遊2F上楽 「二 ツ 日 昇進公演J

2000/ 9 /24 紙芝居 と 人形劇

20∞/10/ 3 KOBE MOMENTUM r長島義明
: 阪神 ・ 淡路大震災写真展J

2∞0/10/ 7 - 神戸 ジ ャ ズス ト リ ー ト
8 

2000/10/ 日 ジ ョ イ ン ト コ ンサー ト

2000/10/ 8 コ ンサ ー ト f失われ し も の た ち へJ

2000/10/21 - グ ラ ハ ム ・ ク ラ ー ク 版画展
24 
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主催者

問実行委員会

劇 河 プ ロ デユ ー ス F 

民族楽器奏者 ロ ピ ン ・ ロ
イ ド

H 本 コ ミ ュ ニ テ ィ ー エ ク ス
チ ェ ン ジ、 兵庫県国際会館

(財) 夢の架け橋記念事業
協会

実行委員会

実行委員会

神戸21世紀復興記念事業

芸能さ く ら総 神戸友の会

会場

ボー ト ピ ア ホ ー Jレ

姫路市文化セ ン タ ー

神戸国際会館

ひ ょ う ご国際 プ ラ ザ

淡路花博会場

市内ホ ー ル

新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

北野工肢の ま ち

神戸市内

三遊亭上楽 神戸元気付 [ 中央区内

浜風の芽、 浜風の家

問実行委員会 ひ ょ う ご図際プラ ザ

同実行委員会 北区内 の ジ ャ ズハ ウ ス等

ニ ュ ー ブ イ Jレハーモニ_. . 神戸新潟松方 ホ ー ル
ジ ュ ニ ア オ ー ケ ス ト ラ

みや こ フ ィ ルハーモニ ッ ク 京都文化博物館別館ホ ー
)レ

ギ ャ ラ リ 島田 ギ ャ ラ リ ー 烏 出

備考

震災か ら の復興を 懸 っ て
fJiJ催。 出 演 : ゲイ リ ー ・
ノて一 ト ン ( ピブラ フ ォ ン ) 、
セ ル ジ オ サ ル ヴ ァ ト
( ピ ア ノ )

震災で浮 き 彫 り に な っ た
現代社会が抱 え る 家放や
親子の 問題 を取 り 上げる

被災者 を 励 ま すため コ ン
サ ー ト 。 写真展、 楽器の
教室 を 同時開催

: 写真家 長島義明氏が被
災地を撮 り 続けた カ ラ ー
写真68点 を 展示

シ ン カゃー ソ ン グラ イ タ ー
広井茂氏が、 被災者を 激

! 励す る た め に作曲 し た 歌
を歌 う 。 出演 : 広井茂

シ ャ ン ソ ン歌手 中谷衣
里氏に よ る 震災遺児 の た
めのチ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブc
出演 : 中谷衣!Jl.

震災犠牲者の鎮魂 と ま ち
の復興を騒い、 神戸を拠
点 に 活動す る 10団体 と 2
人の奏者が太鼓の演奏 を
する

震災時 に寄せ ら れた支援
への感謝 と 復興への希禁
を表す 「 ヒ マ ワ リ の;ftJ
の絵商展

被災者に癒 し の場を提供
す る

震 災 の 被 災 地 で ボ ラ ン
テ イ ア の苦手席を続け て き
た落語家 三遊亭 上楽が
高齢者や被災者 を招待 し
て
を行

二ツ
う

呂 昇進の披露公演

被
み

災
を与

地 の
え
子
る

供
ため

た
開
ち

催
に 楽 し

写真家 長烏義明氏 に よ
る 震災写真展

震災の復興支援へのお礼
を ジ ャ ズ に込め て演奏

震災の被災地でがんばる
子供た ち を応援 し よ う と
神 戸 の 子 供 た ち に よ る
オ ー ケ ス ト ラ と 世 界 の
ト ッ プ ・ オ ー ケ ス ト ラ と
して矢口 ら オしる ウ ィ ー ン ・
フ ィ ルの メ ン バー ら と 共
?]草
収益金の一部 を阪神大震
災の遺児の心の ケ ア を し
て い る 「あ し な が育英会J
に 贈 る 。 出演 . 大島優美
子 (声楽家)

ギ ャ ラ リ
神戸の芸術復興

被
回

災
で
を

者
の
目 指

個
の

す
展

心
《

を いやす



開催 日 事業名

2000/10/21 北河内地区 PTA コ ー ラ ス 交歓会

2000/10/30� 人形 「 ピ ン ト 沼」 作品展
1 1/ 5 

2000/11/ 4 � ~震災復興記念 品目l 明美 ミ レ
12 ニ ア ム震 1fi 神戸

2000/1 1/12 織 と 陶 2000 

2000/1 1/17  漠災資料室展

1 20ω/11/18� ド ー jレ ・ フ ィ ギュ ア フ ェ ス テ イ ノ可ル
19 

2000/11/ 19� 「言霊災絵本J 原同展
26 

2000/11/21 忘れま い 阪神淡路大震災 ふれあ
い コ ンサー ト 花

2000/11/21 1-海少年少女雑伎閏公演

2000/1 1/21 阪神 ・ 淡路大渓災遺児に贈る 嵐か
お る & 輝 く 女 途 チ ャ リ テ イ コ ン
サ ー ト 6

2000/1 1/25 おお き く な あ れ ! も みの木 と なか ま
た ち

2000/12/ 8 � 淡路夢舞台創造祭
10 

2000/12/ 9 � 阪神大震災チ ャ リ テ ィ ー公演 「忠臣
10 蔵外伝 大阪昆布屋人情ばな LJ

2000/12/1 1  ふ れあ い コ ン サ ー ト ( * )

2000/ 1 2/12� 神戸ル ミ ナ リ エ ( * )
25 

主催者 会場 備考

PTA コ ー ラ ス KOKA ル ミ エー ル ホ ー ル 震災で も 倒れずに残っ た
神 戸 市 長 田 区 の 防火獲
rj中戸の壁」 を 題材 に し

l た合唱組問 を発表

PAP 大手前実行委員会 大手前 ア ー ト セ ン タ ー 阪 神大震災 を 体験 し た 子
イ共た ち と 、 ス ト リ ー ト チ
Jレ ド レ ン問題を抱えたモ
ン ゴルの子供 た ち が制作
し た 立体の人形の展示

神戸市マルチ メ ディ ア推進 オ ー ガス タ プラ ザ デ ザイ ナ一 品田明美氏の
i東 原 画 展。 神 戸 の 復 興 を

原去っ て書 き お ろ さ れた原
調 も 展示

原田鋭 震 災 を 機 に 、 工房を長田
に 移 した陶芸家が 「神戸
に 夢 と 明 る さ をJ と 、 陶
器 と 織物の作品展 を 潟催

人 ・ 街 ・ な がた震災資料塗 長11112主役所 震災時の体験を風化 さ せ
な い た め、 区 内 に残 る 震
災関連の資料約 2 万点 を
展示

同実行委員会 I Fう戸厄神東光1f 震 災の被災地に活気を取
り 戻す た め 、 寺の恒例行
事 の人形供養に あ わせて、
フ ィ ギ ュ ア 作品 の展示や
販売 を す る フ ェ ス テ イ パ
jレ を 開催

と き め き ほ う む ぎ や ら り い 龍野市立か どめふれあい 震 災の被害者がつづっ た
官官 詩 集 を も と に 描 か れ た

「震災絵本」 の原画展
盤 . U ・ S . A . 舞子 ピ ラ あ じ さ い ホ ー 被災地の子供 た ち の心を

jレ 音楽で和 ら げ る た め の コ
ン →サ ー ト

同雑伎悶 シ ュ ー ズ プ ラ ザ 震災で大 き な被害を受け
た 長 田 区 の被災者に楽 し
ん で も ら お う と 無料で公
I漬

ウ イ ン ド ー ミ ュ ー ジ ソ ク 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 震災で家族や親を 亡 く し
カ ンノマニー た遺児を応援す る チ ャ リ

テ ィ ー コ ンサー ト

(社) 家庭養護促進協会 シ ア タ ー ポ シ エ ヅ ト 世 界 の ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
か ら 寄せ ら れた震災への
義援金で、 被災児童のた
め に催 さ れる コ ンサ ー ト

向実行委員会 淡路夢舞台 「阪神 淡路大震災 レ ク
イ エ ムj を テ ー マ に し た
キ ャ ン ドルの点止7や、 コ
ン サ ー ト 、 美術作品展な
ど

程一彦、 奥村彪生 サ ン ケ イ ホ ー ル 収益は震災遺児た ち が募
ら す芦燦 浜風の家に寄
1，j 。 出演 : 海涼 さ お り 、
大村 昆 イ也

問実行委員会 ア ル カ イ ッ ク ホ ー jレ 心 に 響 く 演 奏 と 歌声 を 通
じ て 心 と 丈化の復興を文
援する

i可組織委員会 東遊宮地 1m 震災犠牲者の鎮魂 と 復興
へのJ煩いを込め 「光の永
遠」 を テ ー ? に約20万個
の電球を点灯す る 光の 隠
廊
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開催 日 事業名 主催者

2000/12/15 ひ ょ う ご苦手席 兵庫県

2000/12/17 サ ロ ン コ ン サ 」 ト 「越天楽J イ ハ ラ 楽器

2000/12/17 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト 木田雅子

2000/12/19 ニ ュ ー ミ レ ニ ア ム コ ンサー ト 神戸新開社

2000/12/19- 省児の粘土像展 震災を乗 り 越え た え ん ぴつの家
i 幻 土 く れ遼の叫びー

会場 備考

垂水勤労市民セ ン タ 』 司会 : 桂三二枚

イ ハ ラ 楽器 主主災で破壊 さ れた神戸の
街の復興を願 う コ ン サ ー
ト! 何本光文園 コ ミ ュ ニ テ ィ 震災で

ホ ー ル ( イ オ にス ト が被災体験
をバイ オ リ ン の膏に託す
チ ャ リ テ イ } コ ンサー ト
集 ま っ た 寄付金はあ し な
が育英会へ局け る

神戸国際会館 震災犠牲者の鎮魂 と 音楽
を 通 じ て の癒 し を 目 的 と
し た コ ン サ ー ト

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 神戸市立京学校で30年潤
に わ た っ て 子供 た ち が

j 作っ た粘土像を公跨

20∞/山1- ! 神戸 ル ミ ナ リ エ ブ エ ス タ 朝 日 新 開 社、 車問 日 カ ル ! 神戸朝 B ホ ー ル i コ ンサ ー ト や、 映画上映
24 チ ャ ーセ ン タ ー

2000/12/22 20世紀さ よ な ら プ ラ ス コ ンサー ト 朝 日新聞社、 兵庫県吹奏楽 神戸朝 日 ホ ー ル
連E皇

2000/12/23 復興 ・ ク リ ス マ ス コ ンサ } ト 問実行委員会 神 戸 市 立 葺 合 文化 セ ン
タ ー

2000/12/23 演奏会 「わが街 よ 永遠 にJ 神戸市役所セ ン タ 一 合唱団 神ρ 国際会館

2000/12/23 心を癒す古寺革の響 き 朝 日 新 潟 社、 朝 日 カ ル 朝 日 ホ ー ル
; チ ャ ー セ ン タ

2000/12/24 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサ ー ト 工房 l 鳩J 加古川 ウ ェ ル ネ ス パー ク

2001/ 1 / 5  - 絵画展 r21世紀 地球 と い う 駅」 ギ ャ ラ リ ー 島 問 ギ ャ ラ リ ー 島問
11 

加l/ l / 5 「一一 一 … 松方ホ ー ル
2001 ニ ュ ー イ ヤ} コ ン サー ト J I 

( * )  

2001/ 1 / 6 - 第 6 図 KOBE 周 際 学 生 音 楽 コ ン 問実行委員会 神戸文化 ホ ー ル 他
7 ク ー ル ( * )

2001/ 1 / 7  天 ま で と どけ ? 一大正琴 と 歌お う 神 戸 大 正琴 ソ サ イ ア テ ィ フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザP
( * )  (KIS) 

2001/ 1 / 7  ニ ュ ー イ ヤ ー コ ンサー ト 2001 ( * )  同実行委員会 神戸丈化ホー Jレ

2001/ 1 / 8  震災復興 6 鹿年 西宮邦楽 コ ンサ 】 釘宮三樹協会、 西宮市教育 i 西宮市立フ レ ン テ ホ ー ル
ト ( * )
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委員会他

な ど

今世紀の 名 曲 や震災か ら
の復興 を テ ー マ に し た 曲
の演奏 を 通 し、 21世紀へ
の希裂 を 表現する

震災か ら の復興を祈 り 潟
保す る コ ン サ ー ト 。 出演

佐藤梨栄 (マ リ ンパ奏
者) 他

阪神大震災 を21世紀に 語
り 継 ぐ演奏会

震災で姉 を 亡 く し た伍芳
氏 に よ る 、 震災犠牲者 を l; 悼み、 被災者叫の傷を
いや し て も ら う ため の コ
ン サ ー ト

阪神 ・ 淡路、 三宅島、 鳥
取で被災 し た子供た ち を
招待す る オ カ リ ナ に よ る
チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

漠災に学んだこ と を21世
ま己へ伝え る ための絵画展

音楽 を 通 じ て犠牲者 を 逃
憶 し、 被災者が震災の悲
しみや復興 に 向か う 喜ぴ
を分か ち 合う 。 構成 ・ 司
会 三枚成彰

国際都市 ・ 神戸 を は じ め
と す る被災地の復興 を 支
援す る ため の ク ラ シ ッ ク
育楽コ ン ク � )レ

震災を振 り 返 り 、 共に歌
う 喜びを分かち合う こ と

l で心の癒す コ ンサー ト

音楽 を 通 じ て被災者、 市
民に心のふれあい と 安 ら
ぎの場を提供 し、 心の復
輿 を 支援 す る

震災 6 毘年 に あた り 、 震
災の記憶 を新た に す る と

の希袈 を も っ て い た だ
た め に 開催する コ ンサ
ト



開催 日

制 / 1 / 10- 1 展示会
20 

事業名 主催者

兵庫県教育委良会

2001/ 1 / 10- 1 小林正典写真展2l f世紀への旅 立 ち | 神戸市立中央図書館
28 阪神 ・ 淡路大震災か ら の メ ツ セー

日 - ( * )  

2001/ 1 /1 1  1 7 ラ メ 二 コ デ ィ す ー シ ョ ー

2001/ 1 /12 新春コ ンサー ト

ス ペ イ ン料理府fカ ル メ ンJ

i 兵庫県警音楽隊

2∞1/ 1 /13- 1 第 2 IÞ] 1 ・ 17 EARTH 展 ( * ) 1 1日j実行委員会
16 

2001/ 1 /14 駁神大震災 1 ・

2001/ 1 /14 復興チ ャ リ テ ィ ー コ ンザ ー ト

ひ ょ

市立中央図書館

県庁前広場

神戸朝 日 ク ォ ー タ -59

武庫川学院公江記念講堂

2001/ 1 /14 1 がんばれこ う べ っ こ 元気ア ッ プコ ン l 神戸市社会福祉協議会、 神 | こ べっ こ ラ ン ド
サ ー ト ( * ) 戸市総合児童セ ン タ ー

2001/ 1 /14 東浦町復興支援 ラ イ ブ ( * ) 1 1可実行委員会

2∞1/ 1 / 1 5 大震災子 ど も 追悼 コ ン 吋 ー ト 「 ぼ く
の こ と ま ち の こ と き みの こ と 」

2001/ 1 /15 震災 6 潟年芦屋 ・ あすに向かつ て | 向実行委員会
ウ ィ ー ン ・ ') ン グ ・ ア ン サ ン プル

ニ ュ ー イ ヤー コ ン吋 ー ト ( * )

4庁 ン シ ャ イ ン ホ ー ル

神戸初 日 ホ ー ル

2001/ 1 /15- 1 ':!室災か ら 生 ま れた歌」 ミ ニ コ ンサ ー ! 神戸か ら の感謝の手紙事務 I NHK 放送局跡地
16 ト | 局

2∞1/ 1 /16 仮神 ・ 淡路大震災 6 Jlil年教育復興の | 兵康県教脊委員会
集い ( * )

2∞1/ 1 /17 1 神 戸 21 世 紀 復 興 記 念 チ ャ リ テ ィ | 同実行委員会
ALlCE in  KOBE 

2001/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル コ ン ; 問実行委員会
サ ー ト ( * )

ひ こ ばえ コ ン サ ー ト と 植樹祭 ( * ) 同事項委員会

ミ ュ ー ジ カ ル 「 明 日 の宅へ 2001J (株) サ ン テ レ ビ ジ ョ ン

! 県民小劇場 他

神戸国際会館

兵庫県公館

宝塚市立女性セ ン タ ー

;
新神戸オ リ エ ン タ ル劇場

2001/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 6 周年記念 みや j みや こ フ ィ ルハーモニ ッ ク | 京都コ ン サ ー ト ホ ー ル
こ フ ィ ルハ ー モニ ッ ク チ ャ リ テ ィ ー !

れ た 歌 を
サ ー ト

紡災教育や、 子供た ち の
心 の ケ ア について考える

震災復興の た め の チ ャ リ
テ ィ ー コ ン サー ト 。 収益
余 で 被 災 地 の 学校 に ギ
タ ー を婚 る

震災犠牲者に哀悼の気持
ち を 表すコ
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開催 日

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /J 7  

2001/ 1 / 17 

2001/ 1 / 17 

2001/ 1 / 17 

2∞1/ 1 /17 

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /17-
21 

2001/ 1 /17-

; 2W I /口
31  

事業名

チャリティーライフボ'KOBE MEETINGJ 

「震災詩J の朗読会

ルー ト 演奏会 「弔い笛」

鎮魂 と 希望の太鼓

レ ク イ エ ム のタベ~祈 り を こ め て ー
( * )  

1 ・ 17復興記念コ ンサー ト ( * )

灘福祉社会セ ミ ナ ー ~ 地域で子供を
育 む シ ン ポ ジ ウ ム - ( * )  

神戸21世紀復興青来祭

共 に 歩 む書道展

鎮魂 と 再生 の た め に 「長尾和 と 25人
の詩人たちJ 詩雨i辰 吉拠]成ft� ，阪
神大震災前の東灘毘仁景」 展 ( * )

主催者

同実行委員会

山本セ ツ 子

1骨本竜土

太鼓集同 「輪関鼓J

j言j実行委員会

!日j実行委員会

同実行委員会

ア ンサ ン ブル ・ 神戸

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サポ ー ト セ
ン タ ー神戸 ( C . s 神戸)

コ プこ う べ生活文化セ ン
タ ー

2001/ 1 /20 子 ど も た ち に よ る復興援 ト!実行委員会

2001 / 1 /20 オ ー プニ ン グ コ ン サ ー ト 2001 - 100
人 の ゴ ス ペル

1 2001/ 1 /21 レ イ ン ボー ハ ウ ス支援チ ャ リ テ ィ ー
コ ンサ ー ト

2001/ 1 /21 ~ 鎮魂 と 再生 の た め に ー震災 メ モ リ
ア ル コ ン サ ー ト ( * )

2001/ 1 /21 かがや き コ ンサ ー ト ( * )

2001/ 1 /21 メ モ リ ア ル & ア ニパー サ リ イ ・ コ ン
サ ー ト in VEGA ( * )  
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同実行委員会

伊藤正

コ ー プこ う べ生活文化セ ン
タ ー

同実行委員会

同実行委員会

会場 備考

チ キ ン ジ ョ ー ジ 被災者 を 励 ま すた め の コ i
ンサー ト 。 収益金は、 震
災遺児絡設に寄付 。 出演

平松愛理 ( シ ン ガー ソ
ン グラ イ タ ー )

垂水区内小学校 震災の現実 を つ づ っ た 詩
の朗読 を 通 し て 、 災害の

i 悲 し さ や命の尊 さ を 認 り
継 ぐ

yレ 震災復興支援への感謝 と 、
自 ら の被災経験を伝 え る
コ ンサ ー ト

JR 二宮釈前 ; 哀の復興 と 再生欄い
太鼓をnち な ら す

神戸文化ホール ; 追悼の意 を 表す る と と も
に 、 被災 さ れた方々 の心
を癒すため の コ ンサー ト

かん し ん ホ ー ル 出演 : 竹 下景子、 林昌彦
他

灘区民ホ ー ル 21 世 紀 の 地 域 コ ミ ュ ニ
テ ィ を お う 子 ど も た ち に、
未来の 自 分像、 自 分の住
む地域 に つ い て考 え て も
り つ

神戸新開松方ホ-)v 1也 震災復興を 支援 して く れ
た 人 た ち に感謝する コ ン
サ ー ト

神戸ふれあ い E房ギ ャ ラ 1 . 1 7 の犠牲者 を 追悼
リ 一 、 甲 南 N PO ワ ク す る 展示展
セ ン タ ー

コ ー プこ う べ民活文化セ 震災前 と 震災後 を 描 い た
ン タ ー 絵爾 と 詩 を 通 して、 現在

の復興を縫認する

; ひ ょ う ご国際 プ ラ ザ 震災か ら の復興に 向け、 ; 
学校教育の場で行われて
い る 取 り 組み を紹介

神戸市内 神戸21 世紀 ・ 復興記念事
業の う ち 、 長田 区 内 の イ
ベ ン ト の 開 幕 を 記念する
コ ンサ ー ト

う は ら ホ 収益金 を 震 災遺 児 施 設
f レ イ ン ボー ハ ウ スj �こ

寄付す る チ ャ リ テ ィ ー コ
ンサー ト

コ ー プこ う べ生活文化セ 震災の体験を風化 さ せ て
ン タ ー し ま わ な い た め の ク ラ

ン ツ ク コ ンサ ー ト

神戸文化 ホ ー ル 被災者及び神戸市民を士、j
象 に し た コ ン サ ト を通

; じて、 命の噂 さ ・ 心の笥[
か さ ・ 防災の大切 さ を ア
ピ - )レ

宝塚市ベ ガ ホ ー ル 震災の犠牲者への鎮魂 と 、
�災を改めて心に刻み、
復興に 向 け た思 い を 新 た
に す る ク ラ シ ッ ク コ ン
サ ー ト



開催 日 事業名

2001/ 1 /21- 「神戸に冗気を ! J 絵手紙民
2 /12 

2001/ 1 /25- 1E と 光の復興祭
i 29 

2001/ I /27 酒蔵コ ンサ ー ト 2001 ( * )  

2001/ 1 /28 域廃貞治 渓ji風長展

トー
2001/ 1 /29- 第 1 回 世界震災復興 ド キ ュ メ ン タ
2 /20 リ ーi挟像祭 ( * )

主催者 会場 備考

神p か ら の感謝の手紙事務 君主水中央商応街各府舗 被災地 を励 ま そ う と 会問
局

南尽罰I荷1占t11振興組合

[5J実行委員会他

堀尾貞治

向実行委員会

か ら 屈 いた絵下紙役 l JJ
通 を展示

南京町広場 他 被災者に震災 7 i下 回 の笑
産震 を と 、 中 国雲南省の歌
舞団の公演 な ど を 開催

灘泉木造酒蔵 震災に よ り 復興の進む溺
裁 に おい て コ ン サ ー ト を
開催する こ と に よ り 、 「潤
の ま ちJ と し て復興 し て
い る j大況を広 く ア ピー ル

ア ー ト サ ロ ン ロ ロ 油彩や水彩で震災の記憶
を 表王見する

市内存地 i吐界 各地で起 き た大地渓
の 被災者の様子 を 映像、で
振 り 返る
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10 . く ら し

開催 日 事業名 主催者 会場 備考

2∞0/ 2 / 6  復興住宅の住民 と 高校生の交流 私立豊1 1 1高校ボラ ン テ ィ ア 神戸市営復興住宅 「 ウ エ おでんや炊き 込み御飯の
ス ト コ ー ト 九番こ街J 炊 き 出 し 、 野菜のバザー

な と

2000/ 2 /12 長 凶 I!{ゆ き ま つ り 長田 区社会福祉協議会 区民広場 震災で被答 を 受け た子供
た ち を 励 ま す

2000/ 2 /26 講演会 r社会保障の歴 史 と 差別」 公的援助法笑現ネ ッ ト ワ ー フ ェ ニ ッ ク ス ブフ ザ
! 被災者 自 fr支援制度 の 中

ク の不平等を 考 え る

2000/ 3 / 8  講演会 「震災の資料か ら 見 え て き た フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ 芦屋市民セ ン タ ー 震災後の地域づ く り を 目
も のJ ン あ しや山手 的 に、 兵 庫 県 が始 め た

フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー
! シ ョ ン 事業が 3 月 末で終
了する の を前 に 、 震災の
検誌を 目 的 に した講演 と
ブ リ ト ー ク を行 う

20ワ0/ 3 /12 く る り ん フ リ ー マー ケ ッ ト リ サイ ク ル ス ペ ー ス く る り 西宮市薬師町内 売 り 上 げ を 向 グルー プの
ん 自 然災害義金に充て、 ト

jレ コ や台 湾 な どの被災地
にF骨る

2000/ 4 / 1  シ ン ポ ジ ウ ム 「生活再建のた め の課 兵庫県被災者途絡会、 住宅 兵庫県私学会舘 住 ま い を通 して見た復興
是喜一被災者か ら の検証J 復興市民委員会 の諜題 な ど を検証

2000/ 4 / 1 すみれま つ り 有志 ポー ト ア イ ラ ン ド港島小 i 第 3 仮設伎宅で暮 ら し た
学校

1 2∞0/ 4 / 7  「西神第凶仮設住宅J 元入居者の 「お 須磨教会 須磨教会
久 しぶ り 会J

2000/ 4 / 8  学習会 「なぜ被災地で 『居住の権利」 神ド YMCA 神戸 YMCA
か」

2000/ 4 / 8  ; 「間七foc�!l:1HiJ 7G入即時 叫 齢 者 障 害「 一
会 ネ ッ ト ワ ー ク

2000/ 4 /11 ふれあい花見会 前田幸子

問/ 4 /18 花見会 神戸伊 1 1 1 キ 1) ;7，、 ト 教会

2000/ 4 /25 「被災者復興支援会議 j] J 7 ォ ー ラ 被災者復興支援会議 H
ム

20∞/ 4 /初 だん じ り パ レ ー ド j 東灘だん じ り 会

2000/ 4 /30 名塩仮設住宅思い出のつ どい

2000/ 5 /  3 � 新長 ま る ご と フ リ ー マ ー ケ ッ ト
4 
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5ê1主主主;有志

ア ス タ き ら め き 会

朝霧公闘

明石公思

兵庫県立神戸学習 プ ラ ザ

神戸市東灘区内

斜 行エ レベー タ ー ホ ー ル

新長田駅南地区

人々 が約 1 年ぶ り に集 ま
る

内神第四仮設住宅で 暮 ら
し た 人 々 の 同窓会

震災後、 被災地の状況が
「活住の権利 の侵害J と

認め ら れた こ と につ い て
話 し合 う

西神第七仮設住宅で暮 ら
し た人 々 が集 ま り 、 花見
を す る

朝霧公園仮設住 宅のJG住
l'\';が集 ま り 、 当時の思い
出話や現状 な どを諮 り 合
つ
神戸 市西区の仮設住宅か
ら 各地の復興住宅に移 り
住んだお年寄 り ら を招 い
ての花見会

復興住宅が抱 え る 様 々 な
問題を住民 自 ら が解決 し、
コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に
つ な げて い く た め に 、 ど
ん な 中 間支援が有効か を
探ξ

東灘区の区制50周年 と 震i山吋呂町:
し 開催。 30台の だ ん じ り
が震災後初め て勢揃い L
た

震災後、 仮設住宅で住 ま
れた人々 の ふ れあ い を 大
切 に し よ う と 、 支援ボ ラ
ン テ ィ アや、 仮設住宅の
元住民 ら が被災時の思い
お を語 り 合 う

震災か ら 復興途 t の商庖
街に活気 を取 り 戻す



f催 問 事業名

5 / 7  野あそび夢広場事業

2000/ 5 /16 交流会

2000/ 5 /21  灘 の だん じ り 祭 り

2000/ 5 /22 元仮設住民 に よ る 同窓会

2000/ 6 / 4  NADA Challenge 2000 

2000/ 7 / 2  ひ ま わ り 交流会

2000/ 7 / 2  野あそび夢広場事業

2∞0/ 7 /18 第 3 @]い どばたフ ォ ー ラ ム

2000/ 7 /29 阪神 ・ 淡路大震災チ ャ リ テ ィ ー オ ー
ク シ ョ ン

2∞0/ 7 /30
ム
「被災者復興支援会議 ll J ブ ォ ー ラ

2000/ 8 /20 8 . 20被災地の集い

1 2000/ 9 /10 第 4 図 ひ ま わ り 父1M:会

2000/ 9 / 10 震災復興記念聖書講演会

2000/ 9 /14 被災者の集い

2000/ 9 /15 被災者の集い

公 開 フ ォ ー ラ ム 「 く ら し ・ 地域 ・ ア
ク シ ョ ン プラ ン2001J

主催者 会場 備考

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 東灘区栄町公間l | 被災地の子供逮 を励 ま す
年委員会、 毎 日 新開社 た め 、 普 な が ら の遊びを

通 じて 地域や世代間の交
流 を III る

群烏県新里村立新里中学校 HAT 神戸 他 修学旅行 と して 中 学生が
復興住宅を訪問 し、 被災
者 と 交流する

各地|迂だん じ り 運営世話人 神戸市税区内 震災か ら の復興を 祈願す
る ため 、 各地区のだん じ
り を集めて祭 り を行 う

i 住吉友愛訪問 グ ル ー プ シ ー ア ホ ー ル 住吉公園仮設住宅で暮 ら
し た 入居者やボ ラ ン テ イ
ア に よ る 同窓会

実行委員会 灘区都賀I 1 1公国 震災の年に 了後興祭」 と
し て は じ ま り 、 今年で 6
年 目 を 迎 え る 。 カ ラ オ ケ
大会、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト
な と

市民有志 HAT 神戸 被災地の復興住宅で、 自
治会運営に係わる住民達
が 自 治会の必要性や運営
の丸一y;な どを語 り 合う

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 東灘区栄町公閤 被災地の子供 た ち を励 ま
年委員会、 毎 日 新聞社 す た め 、 昔ながら の遊ぴ

を 通 じ て 、 地域や世代間
の 交流 を jjQ る

被災者復興支援会議 且 兵庫県民会館 復興住宅な どが直 樹 し て
い る コ ミ ュ ニ テ ィ ーづ く
り の諸問題について話 し
討A つ、

シ ネ マ シ ョ ッ ブ ・ ハ リ ウ ッ ノ、ーノYー ラ ン ド ア メ リ カ の 女 優、 ジ ェ
ド フ リ ー ク ニ ー ・ ガ ー ス 氏 を招 い て

の オ ー ク シ ョ ン を行い、
売 り とげを復興基金に寄
附

被災者復興支援会議 E ブ エ ニ ッ ク ス プラ ザ テ ー マ 「ひろげよ う ふや
そ う よ 震災で芽生 えた新
し い住 ま い」

兵療県被災者連絡会 神戸市役所前 震災被害の実態や対応策
の あ り 方 な どを展示。 E言
台 コ ー ナ ー や討論会な と

市民有志 j HAT 神戸 被災者やボラ ン テ ィ ア ら
がコ ミ ュ ニ テ ィ ーづ く り
や身近な ト ラ ブル な と を
話 し合い ながら解決す る

日 本キ リ ス ト 教団香炉隠教 香炉顕教会 教会の復興を果た し た こ
メヱドミ と を記念 し、 復興の歩み

を紹介す る 記念講演会を
開 く

県被災者連絡会 シ 』 ガルホ ー Jレ 災害援護資金の返済や、
民間住宅の家賃補助 な ど
の仕組み を整理 し、 被災
者がど う 対応、 し て い け ば
良いかを協議する

兵庫県被災者連絡会、 神戸 神戸海員会館 被災者向け災害援護資金
の冬を考え る 会 受付の返済を は じめ、 復

興住宅の家賃軽減につ い
て 考 え る

市民検証研究会 フ ェ ニ ヅ ク ス プラ ザ 市民の視点で震災復興の
あ り 方や新 しい社会 シ ス
テ ム な どを考え る

第一言霊 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 661 



有馬漁泉各旅館 他 | 震災の こ ろ の助け合い、
思いや り の精神 を思い出
す た め、 地 震 の 直 後 に
行 っ た浴場の無料開放や、
炊 き 出 し を再現

震災後の生活について、
9: 1生た ち が心の軌跡を語

開 催 日 | 事業名

2∞0/10/ 9 被災者の人権 を考え る 然談会

主催者

阪 神 ・ 淡路大祭
ネ ッ ト ワ ー ク

2000/11/ 4 第 2 回被災者ネ ッ ト ワ ー ク 交流会 阪 神 ・ 淡路大震災被災 者 ! 神戸市婦人会館
ネ ッ ト ワ ー ク i 

I 2000/11/19 ふれあい祭 り

I 2000/12/23 仮設同窓会

長 田区 ま ち づ く り 協議会 | シ ュ ー ズ プ ラ ザ勝辺

2001/ 1 /17 被災地 「サ ミ ッ ト J 1n 神戸

阪 神 高齢者 ・ 衛 害 者 支 援 | 内[)(民セ ン タ ー
ネ ッ ト ワ ク

阪神 淡路大震災救援 復 | 神ρ市勤労会館
興兵月草原子民会議

童三災思い出 ・ や さ し さ の H 千{馬J昆泉観光協会

2001/ 1 /17 1 1  . 17 女 た ち カぎ語る 渓災~今日 ま l 間本光彰 他
で、 そ して 明 日 か ら ー

東灘民主主セ ン タ ー

ゎ、
円\

物
紋

食
け

た
受

し
を
4u
去、

実
切

に
大
ト

持
の
ン

災
業
ベ

笈
朗氏
イ

神戸2001米 1 J A 兵庫六 甲神戸西営農文 1 15)セ ン タ ー
; 援セ ン タ ー | 

り 合 う

問実行委員会 プ レ ン テ ィ ア ト リ ウ ム | 震災か ら の復興を ア ピ ー
コ } ト i ルす る

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ ; 被災地 に建設 さ れた コ レ
ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ人5若
者 に よ る 連絡会の発足 を
記念 し て 開催。 居住者の
報告な ど

発足記念:の | ふれあい住宅連絡会
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1 1 . そ の他

調催 臼 事業名

2000/ 2 /11 阪神 ， 淡路大渓災 5 年金光教集会

2∞0/ 2 /18 創 造 的復興の つ どい よ みがえ る
ひ ょ う ご ( * )  

2000/ 3 /15 サ ッ カ 一 日 不代表 vs 4'凶代表記念
セ レモニー

2000/ 3 /30 「神戸 か ら の感謝 の手紙」 を送 り ま
し ょ う の集い

2000/ 4 / 8  震災モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク

2000/ 4 /16 震災モニ ユ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク

2000/ 7 /16 震災モニ ュ メ ン ト 交流ウ オ ー ク

2000/ 8 /23- 地蔵盆万燈会
24 

2000/ 9 /16 震災モニ ユ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク 「神

L 戸 ・ 灘地[z を訪ねてJ

神戸21散紀 ・ 復興記念事業開幕100
日 前 イ ベ ン ト 「みんなでつ く る ! 神
戸 の21世紀 ( み ら い) J 

2000/11/ 2 - 日 韓青年フ ォ ー ラ ム 第 7 間関西大会
5 

2000/11/ 3 'i!i悼の碑」 除幕式

2000/11/19 震災モニ ュ メ ン ト 父iJtEウ オ ー ク

2α)0/12/11 竹筒の火セ レモニー

2∞1/ 1 / 9 - 震災モ ニ ュ メ ン ト 巡礼
15 

2001/ 1 /1 1  災害広域応援 シ ン ポ ジ ウ ム

主催者 会場 備考

金光教 追悼セ レ モニ 一 、 講演、
震 災 を テ ー マ に した劇な
ど

問実行委員会 1 椋附 ノfネ jレ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
な どに よ り 震災の復興の
歩 み を 点検す る 。 貝原俊
民 (兵庫県知事) 、 中 山
正日軍 (図土庁長官)

同実行委員会 ユニハー記念競技場 2002年W杯の成功 と 、 震
災の際の支援に感謝 の心
を託すセ レモニー

神
局

戸 か ら の感謝の手紙事務 I フ ェ ニ ッ ク ス ブフ ザ 震 災 か ら 5 年経っ た今、
全国か ら 寄せ ら れた思い
や り に感謝の気持 ち を伝
え る ための方法を議論す
る「一 jR 芦屋駅~摂津本IlJ釈 震災に ま つ わ る 記念碑な

祉 ・ ボラ ン テ イ ア セ ン タ ー ど を巡 り 、 5 年前 を 振 り
返 り ながら約 5 キ ロ の行
程 を 歩 く

霊童災モニ ユ メ ン ト マ ッ プ作 阪急、武庫之羽;釈 {也 震災の被災地に建つ慰霊
成委員会 碑 な ど を訪ね歩 き 、 震災

の 記憶 と 教訓! を語 り 合 う

i i震災モ ニ ユ メ ン ト マ ッ プイ乍 東遊E雪地 他 震災の被災地に建つf該宗主
成委員会 碑 な どを訪ね歩 き 、 震災

の記憶 と 教訓 を語 り 合 う

伽耳�院住職岡本孝造 伽耳1院 震災の犠牧者を追悼する
た め 、 6 ， 000本 の ろ う そ
く に灯を と も す

震災モニ ュ メ ン ト マ ッ プ作 神戸大学 他 震災の被災地に建つ慰霊
成委員会 碑 な どを訪ね歩 き 、 震災

の記憶 と 教訓 を諮 り 介う

同事業推進協議会 神戸ハ}ノミ ー ラ ン ド、 ス 震災でお世話に な っ た人
ベ ー ス シ ア タ } た ち に感謝の気持 ち を伝

え 、 神戸の ま ち の魅力 を
発行す る事業の紹介

同実行委員会 兵庫国際プフザ 他 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム の ほか、
震災の復興状況の視察な
ど

浄土真宗日言明寺 照明寺 震災で亡 く な っ た入 を し
りの ぴ、 風化 さ せずに語

継 ぐための 「追悼の碑」
の除幕を行 う ほか、 七百!
忌蝉法要や蹴激励の |
チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト
な と

震災モ ニ ユ メ ン ト マ ッ プ作 和 田神社 イ由 震災の被災地に建つ慰霊
成委員会 碑 な どを訪ね歩 き 、 震災

の記憶 と 教訓 を 語 り 合 う

オ ー 7' ン ジ ヤ ノて ン 平和記念公関
来世紀の平和の実現を析
り 、 2 ， 001オミ の ろ う そ く
を 点灯

高野111真言宗青年牧締会 ネ申y寸市内 前聖子ilJ真言宗の僧侶
を
ら が

巡
v 

震災のそ ニ ュ メ ン ト
礼する

同実行委員会 尼崎市総合文化セ ン タ ー 震災の教訓 を改めて考
。
え i

る ため の シ ン ポ ジ ウ ム
講 師 . 宮 田 修 (NHK ア
ナ ウ ンサー)
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開催 日 事業名 主催者

2ω1/ 1 /12 阪神大震災 6 年 フ ォ ー ラ ム f列島異 朝 日新聞社 他
変の時代にJ

ド0川 /13 偲、び請 し 合 う 会 あ し な が育英会 他

2ω1/ 1 /13 防災ギ ャ ザ リ ン グ2∞1 from か な が !司実行委員会
わ

制/ 1 /13 ろ う そ く に よ る 追 悼 ; 同実行委員会

2∞1/ 1 / 14� 震災犠牲者追悼鎮魂行事 (宗) 官官光寺
28 

2001/ 1 /14 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者 じ四社、簡l管 問実行委員会
地区合同法要

2001 / 1 / 14 阪神 ・ 淡路大震災祈念礼拝 日 本 イ エ ス ・ キ 1) ス ト 教団
神戸中 央教会

2∞1/ 1 /15 I 阪神 ・ 淡路大渓災物故者追悼第七同 浄土宗兵庫教iま
忌法要

2001/ 1 /16 “ こ こ ろ " の灯火 2001 ! 神戸7L気村

2001/ 1 /16 阪神淡路大震災物故者 七回忌追悼会 J]VA (浄土宗 ボ ラ ン テ イ
『生か さ れて今」 ー ま た明 日 へー ア グ ル ー プ)

2001/ 1 /16� 阪神 ・ 淡路大震災 犠牲者追悼のつ ユー ・ ア イ ・ ア ソ シ エー
17 どい ン ョ ン

2001/ 1 /16� すべての尖われた生命に 、 ろ う そ く 市民間体
18 を 灯 し て F さ い

2001/ 1 /17 四 国 か ら KOBE へ灯 り を 市民間体有志

2001/ 1 /17 1 . 17 KOBE に tT り を !ll な カぎた 同実行委員会
( 持 )

2001/ 1 /1 7  1 ・ 17 神戸戸に灯 り を '" み く ら かる み父母の会

2001/ 1 /17 1 . 17 ひ ょ う ごメ モ リ ア ル ウ ォ ー 同実行委員会
ク

2∞1/ 1 /17 新 しい は じ ま り の シ ン フ ォ ニ 一 一 神戸21世紀 ・ 復興記念事業
KOBE 2001 ひ と ま ち み ら い 事務局
グ ラ ン ド オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン ト ~
( * )  

2001/ 1 /17  自 周年行事 f 追悼 ・ 伝承 そ し て 明 明石市
fJ を め ざすJ

664 第 ---京 @ 各穂 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場 備考

神戸朝 日 ホ ー ル 三宅島の噴火や鳥取西部
地震な どの 大 き な 厨然災
警に 阪神大震災の教]jJ[1 は
ど う 生 か さ れたのか、 な
ど を 考 え る

レ イ ンボーハ ウ ス 震災遺児た ちが、 犠牧 と
な っ た 家族 を 追悼す る

山 下公 閤 阪神大震災の犠牲者を 追
憶 し 、 三宅島や荷珠山の
被災者 を 励 ま すため、 ろ
う そ く 約 300本 に 明か り
を と も す

西尾小学校 仮神大震 災 と 問 に !
起 き た三 河地震の犠牲者

i を 追悼す る 1 万54本の ろ
う そ く を 点灯

西光寺内{立碑堂ほ か 震災犠牲者第七図忌法会、
震災追悼数珠繰 り 、 震災
追悼柴灯護摩な ど

「御蔵�t公溜」 予定地 住民ら が建止 し た慰霊碑
の 除幕、 犠牲者追悼の黙
と う な ど

日 本 イ エス キ リ ス ト 教 震災犠牲者の追悼 と 復興
i軍神戸中央教会 へ向けた 祈 り を持げる

浄土宗中勝寺 浄土宗の法要

正j屋1 1 1 公爵 こ の 6 年 間 を 振 り 返 り 、
鎮魂 と 復興を祈る ろ う そ
く 500本に点灯

神戸市勤労会館 追悼法姿 (百万偏数珠繰
り ) 、 震 災 を テ ー ? に し
た どデ オ 映画の k映な ど

昆陽池公E霊 メ ッ セ ー ジ を書 き iるんだ、
ろ う そ く 6 ，432本 に 点 灯 i
し 、 犠牲者の 冥福 を 祈 る

フ ェ ニ ツ ク ス プ ラ ザ 通行人が、 特設の祭壇に
l 本ず つ ろ う そ く をなで、
亡 き 人 を し の ぶ

高知市't'央;公園 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲
者 を し の び、 1 ， 000本 の
ろ う そ く に 火を灯す

JR 新長国釈前広場 鎮魂 と 復興への祈 り を込
め、 k!J 2 ， 800本 の 竹 衡 に
入 っ た ろ う そ く で火文字
を描 く

市立御蔵ノj、学校 ろ う そ く の点灯や、 鎮魂
の太鼓の演奏な ど

神戸東部新都心 他 芦よ葉市 か ら 神戸市中央区
ま で歩 く 「山手ふれあい
ロ ー ド ウ オ ー ク」 と 、 犠
牲者 の 冥福 を祈 る f 追悼
のっ と、いJ を実施

メ リ ケ ンパ ー ク 他 市民悦 行政が連携 !! 山 月 17 B 山 ト
す る 「神戸21世紀 ・ 復興
記念事業」 の オ ー プニ ン
グ イ ベ ン ト

震災モ ニ ユ メ ン ト への獄
花や豚汁の炊 き だ し、 市
内約 5 キ ロ を 歩 く ウ ォ ー ;
ク な ど



開催日

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /17  

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /17  

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /1 7  

2001/ 1 /17 

2001/ 1 /17  

1 2001/ 1 /17  

2001/ 1 /17  

事業名 主催者

rKOBE 削 ひ と ま ち み ら ; 神戸21世紀 復興記念事業
いJ グ ラ ン ド オ ー プニ ン グ 事務局

第 6 回阪神大震災メ モ リ ア ル集会 j 兵庫県南部 ク リ ス チ ャ ン連
之口〉、

神戸市震災 6 周年 追悼の集い 問実行委員会

1 ‘ 1 7  手づく り 市民追悼式 問実行委員会

t1 い リ ボ ン運動 2001 同災行委員会

追悼のつ どい 繁栄 自 治会

早郭追悼集会 阪神 ・ 淡路大震災 救援 ，
復興兵庫県民会議

主筆災 6 年 呂 「神戸 の壁」 跡広場追俸 1 ') メ ンバー神戸 プ ロ ジ ェ ク
の集い ト 神戸の護保存実行委員

Jヱbコhミ

阪神 ・ 淡路大震災 犠牲者追悼のつ 下山 ラ ジオ体操会
どい

板神 ・ 淡路大震災 七 回忌追悼法要 全 口 本仏教青年会

2001/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 児童、 生徒、 教 j 兵庫県「教職員組合
1韓民追悼式

2α)1/ 1 /17  阪神 ・ 淡路大震災 七回忌追'1)革法会 兵庫県仏教会

2∞1/ 1 /17 仮神 淡路大震災 全波去者記念礼 B 本慕管教関兵庫教区
拝

2001/ 1 /17 震災追悼行事 虻 間 町 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン
タ ー

2∞1/ 1 /17 犠牲者鎮魂の ミ サ カ ト リ ッ ク 鷹取教会

2001/ 1 /17 1 ・ 17 芦屋市 祈 り と 誓い 芦屋市

2001/ 1 /17 震災六周年追悼式 芦屋市立精道小学校

2001/ 1 /17 追悼礼拝 日 本 イ エス ー キ リ ス ト 教団
芦屋川教会

2001/ 1 /17 1 . 17 震災メ モ リ ア ル m ア ス タ ア ス タ き ら め き 会

2001/ 1 /17 1 ・ 17記帳 〈震災 6 周年に向かっ 神戸一一七協議会
て〉

2001/ 1 /17 I r阪神 ・ 淡路大震災」 市民追悼式 西淡寺、兵庫 NPO セ ン タ ー

包001/ 1 /17 追悼式典 「祈 り そ し て 明 日 へJ 三宮セ ン タ ー街 PR 委員 会

2001/ 1 /17 長岡セ ン タ ー “ひ こ ばえ" 祈 り 会 ー 日 本ハブテス ト 連盟阪神淡
礼拝 路大渓災現地支援委員会

会場 備考

メ リ ケ ンパ ー ク 他 復興支援への感謝の気持
ち と 、 神戸の衝の聖書力 を
知 っ て も ら う ため の 「神
戸 21 世紀 ・ 復 興 記 念 事
業」 の開幕イ ベ ン ト

神戸キ リ ス ト 栄光教会 犠牲者の追悼や遺族の慰
め の た めの集会

東遊間地 懇霊モ ニ ュ メ ン ト への献
花、 黙 と う 、 竹筒 に浮か
ベた ろ そ く への点灯 な と
に よ り 犠牲者 を逃悼する

HAT 神戸)協の浜 2 番館 震 災 に よ る 犠牲者や、 {互
設住宅 ・ 復興住宅での狐
独死な ど、 全ての方々 へ
の追悼式

フ ェ ニ ツ ク ス プ ラ ザ前 震 災への想、いを新た に し、
明白 追悼 ・ 連帯な どの意味を

込 め て 日 い リ ボ ン な ど を
身 につ け る

宝島iむ公閥 大震災 を忘れる こ と な く
長
め の

く 後
集

世
い
に誇 り 続け る た

諏訪山 黙
演

悼
奏

す

と

る
に
う

を
ト

追
の

「神戸の墜J 跡広場
献花な ど に よ る 追悼

下山公園 ろ う そ く に よ る 火文守t と 、
焼香に よ り 、 地域の犠牲
者 を追悼

中道公園 宗派を超え た追悼法要

神戸市教育会館 教え子や同僚 を 亡 く し た
教職員 ら に よ る 追悼式

兵庫県本学会館 犠牲者の法要 と復興を祈
願する 会

日 本主主督教I荒神戸栄光教 震災に よ る 全逝去者の た
メi!i めの追悼集会

虻出向健康福祉セ ン タ ー 3 ， 600偲 の手作 り カ ン テ
ラ に火 を 灯 し、 犠牲者の
冥十両 を 祈 る

ペーパー ドー ム た か と り 参加者が一人ずつキ キ ン
ド ル に 火 を 灯 し 、 犠牲者
に 祈 り を さ さ げる

芦屋公間 黙 と う に よ る 追悼| 市立精道小学校 震災で亡 く な っ た児童を
追悼する

日 本 イ エス ・ キ リ ス ト 教 ろ う そ く 80本の点灯 と 、
間芦屋11 1教会 黙 と う に よ り 追悼する

jR 新長田駅南地区 復興への希望 を象徴する
2 ， 00 1二本の キ ャ ン ド ル に
点灯する

名谷駅東住宅 記帳 と 追悼

西法寺境内 市民主体の追悼式。 焼香、
豚汁の炊 き 出 し な ど

三宮セ ン タ ー街生田筋角 献花、 募金、 献血、 その
他セ レモニー

ハ プテ ス ト 長田 セ ン タ ー 震災犠牲者の 追悼、 主皇災
“ひ こ lf'え" を 覚 え る 祈念
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開催 日 l 事業名 [ 主催者

2ω1/ 1 /17 I 阪神 淡路大震災物欣者追悼供養会 | 摩耶山米 t 寺

i 2001/ 1 /17 

2001/ 1 /17�- I ハ ン カ チ に よ
18 

〈資料捷供〉

(財 ) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会

〈参考文献〉

市常山

大本Llr須磨年

わ ん か ら の 家

「震災復興関連 イ ベ ン ト 等の事例収集 と 分析 に 関 す る 調査研究J (財) 21世紀 ひ ょ う ご創治協会 2001 年 3 月

「復旧 ・ 復興 ・ 飛務 1 .  1 7  阪神 - 淡路大震災 5 周年記念事業J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2000年

「復旧 ・ 復興 ・ 飛掬 1 . 17 阪神 ・ 淡路大震災 6 周年記念事業J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 20例年
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) l 1]Jlj市

神戸市

(震災資料室)

東灘区役所

灘区役所

中央じ主役所

兵庫区役所

北区役目[

長出i主

須磨長〈役所

垂水I:Z役I苛

西区役所

二本市

宝塚市

津名町

緑町

vLî富一市

西淡町

五色町

う ご創造協会

hUp:/ /www，awaji"is.or.jp/sumoto.city/ 

http:/lwww.city.akashi.hyogo.jp/ 

http://-www.city.amagasaki.hyogo.jp/i ndex.htm 

http://www.city.ashiya.hyogo.jp/ 

http://www.city itami.hyo耳o.jp/

http://www.city.kawanishi.hyo耳o.jp/

URL 

URL 

hllp:/ /www.city.kobe.jp/ci lyoffice/ 1 5  /0 20/99 / 89 / 

11ttp://www.city miki.hyogo.jp/ 

http://www.cíty.takarazuka.hyogo.jp/ 

http://www.hyo詐)-ìic.ne.jp/ �tsunacho/ 

http://www.midori-t.oJ耳/

hUp:! /www.nishi.or.jp/ 

hltp:l /wwW.seidan.unet.ocn.ne.jp/ 

http://www.town.goshiki hyogo.jp/ 

ht1.p:/ /W\VV" .town.hokudan.hyogo.jp/ 

hUp:! /www.town.nandan.hyogo.jp/ 

hUp:/ /www.nilim.go.jp/ 

hltp:l/www. 2 1hyogo.or.jp/ 

http://www.adrc.or.jp/top_.i.asp 

URL 
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兵庫県立図書館

罰土交通省防災情報

'l<\�IT7I:亙戸
(財) 新産業創造研究機構

(財) あ ま が さ き 未米協会

地震情報利別研究協議会

WHO 神戸セ ン タ ー

地すべ り

4 調 大学 ・ 研究機関

http://www.libγary.pref.hyogo.jp/ 

http://www.mlit.go.jp/bosai!disaster/bosai.htm 

http://www.mri-jma.go.jp/Welcome 可iS.html

http://www.niro.or.jp/ 

htlp / /www.pluto.dti ne.jp/ -arnamirai/ 

http / /www.sdr.co.jp/ cue/CUEmainJ.html 

http://www.who.or.jp/indexj.html 

サ イ ト 名 ; じRL

伎肘ま い 街 環境の言剖|湘爾 と 政策 を考え 1いいhtt礼山tt仰ttp:/ゆp:/υ/fおa川
る (単稲出 大学早回研究雲窓主)

GIIDNet 救急、 ・ 災各i室療ホ ー ム ペ ー ジ I http://ghd.uic.netljp/ 
(愛媛大学医学部)
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http://www.k.net.bosai.go.jp! 

h仕事 //www kobe-du.ac.jp/env /e quake! 

http://www.kobe-du.ac.jp/cnv /saiki/ 

http://www.kobc-u.ac.jp/ �tosi/ 

htlp:! !www.lib.kobc.u.ac.jp!eqb! 

研究論文 / 稲本初f'ýt. / 総本 日 次 htm

ン I htlp:/! www.rcep.dpri.kyolo.u.ac.jp!main!HomeJ.hlml 

ン I hUp:/ /www.rcep.dpri.kyoto"1J.ac..;p/main/HomcJ.html 

hUp:! /\vww .ritsumei.ac.jp/kic/ ca/indcx"J .html 

URL 

hllp:/ ! cais.gsi.go.jp!YOCHlREt\! ccephomc.html 

hUp:1 /hakone.eri.u -tokyo.ac.jp/kazan/j ishome/VSJ 1 .html 

http://japan.landslide.soc.org! 
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日 本グ ル ー プ ダイ ナ ミ ッ

日 本計算工学会

日 本 内 然災害学会

日 本社会心耳目学会

関東社会学会

H 本地震学会

構造地質研究会

6 . 団体

サ イ ト 名

(J貯) 住宅総合研究財 団特別研究助成
社団法人 日 本青年会談所助成 仮設住
宅の居伎環境改善に関する 問題発見お
よ び問題解決

明石商工会議所

尼崎商工会議社

兵庫県商工会議所連合会

神戸 ピ ジ ネ ス ・ ネ ッ ト ワ 』 ク

兵庫県中小食業家同友会

日 本消防団協会

(財) 兵庫絞済研究所

阪神 ・ 淡路大渓災に潟速す る 兵庫県弁
護士会の資料

IAEE(Inlernat iona l  Associat ion [or 
Earthquake Engineering) 

イ円間柄 臨 E タ ー

伊丹商工会議所

社団法人 日 本橋梁建設協会

[J 本免震構造協会

(社) 関西経済連合会

神戸商工会議所

既存建築物耐渓診断 ・ 改修等推進全国
ネ ッ ト ワ ー ク 委員 会

近畿税理土会 (阪神 淡路大是正'災に係
る 所得税関係質疑応答集)

コ ー プこ う べ

西宮蕗工会議所

兵庫県商工会連合会

品員害保険料事算定会

洲本磁 会議所

(兵庫県精神保
健協会)

こ こ ろ の ケ ア研究所

http:/ /wwwsoc.nii.ac.jp!jsces! 

http://wwwscご nii.ac.jp/jsnds/

hUp:/ /wwws仁c.nii.ac.jp/jssp/

http:/ /wwwsoc.niLac.jp/kss/ 

http://wwws仁c.niLac.jp/s司/

http://wwwsoc.nii .ac.jp!trgjp! 

URL 

http://fukuoka.cool.ne.jp/ isami2 00 1 !temporary! 

hUp:l/www.akashi-cci.or.jp/ 

bttp:/ /www.amacci.or.jp/ 

http://www.chamber.hyogo.iic.ne.jp/ 

h社p:!! www.city.kobe.jp!cityoffice!3 9 !040!japanese! 

http://www.doyu.or.jp/ 

hltp:! !www.g.wcb.com!JVFA! 

http://www.heri.or.jp/ 

http://www.hyogoben.or.jp/shinsai/shinsai_list.htm 

http://www.iaec.or.jp/ 

http://可 v . ."a\J 、 r.jp!

IlLLμ /Iwww.itami.or.jplicci/ 

http://www.jasbし or.jp!

hltp:! !www.jssi.or.jp! 

http://www.kankeiren.or.jplindex-j.htm 

hUp://www.kcci.hyogo-iic.ne.jp/ 

http://www.kenchiku"bosai.or.jp/]imukyoku/:-JetWork/NetWork.htm 

http://www.kînzei.or.jp/sinsaiqa/ 

http://www.kobe.coop.or.jp/ 

http://www.nishinomiya.org/ 

http://www.shokoren.or.jp/ 

http://www.sonsan.or.jp/ 

http://www.sumoto"cci.org/ 

http://www.survival .org/koko了o!kokoro_care_net!acL199  5 _2 OOO! 

http://www.survivaLorg/kokoro_lob! 
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URL 

く � ) I http://web.kyoto-inet.or.jp/o1'g/ gakugeì/ 

( ま ちづ く り 実践ゼ ミ ~復興 ま 色 三 http 人/web.kyoto-inet.or.jp/ org/ gakuge川wbe/ikiîki/index.htm 
く り の現場か ら ー )

阪神大震災復興市 民 ま ち づ く り 支援 1 htlp:/ /web.kyolo.ìnel.or.jp/org/gakugei/kobe/index.hlm 
ネ ッ ト ワ ー ク 関連ペー ジ

(報告 ・ き ん も く せい l '川 //web.kyoto.inet.or.jp/org/g山gei/kobe/s_kin/index.htm

神戸市須磨区千歳町4 了 臼 ・ 常盤町4了 I hllp:/ /www.ede.kobe.co.jp/chito4/ 
自 合同 ま ち づ く り 協議会 l 

琵琶町復興住民協議会

神戸 ま ちづ く り 協議会連絡会

味泥 ト 国J活性化委員会

http://www.cdc.kobe.co.jp/fukae/ 

灘 中央地以 ま ちづ く り 協議会 1 hltp://www 他 kobe 川p/machiren/na 川1tm

御屋敷通 2 丁 目 ま ちづ t 品議会 トttp:/lwww Cゴ 一 日be.co.jp/machirenl 02 _c.htm 

真野 ま 宅 つ 推進会 hltp:/ /www.cde一 日Jc.co.jp/manol

松本地 区 ま ち づ 協議会 hLLp:/ /www.cdc-kobe.cco.jpl matumoto/ m atumolo_OOl.hlm 

御蔵通 5 . 6 一丁 目 町づ 十 協議会 !日ゆゾ/w机 W ι :-kobe.co.jp/miku5 .61 

普 菅 3 . 4 地区復輿対策協議会 ht坑t杯 υ明wW.cdc-kc均be.cc∞o.jp/mi引l1S叩u3.4/

水四 ま ちづ く り 協議会 I h川1
問耐3頁踏縫肘まれち づ引〈 り憾懇談齢会 !川htt仕ttp:!

大橋 n 白 ま ち づ く り 協議会 I h託批叫町t社向tr旬p:1υ/www.cdc山k州 ω叫j即p/九f、O州a31

大回田町 J'] 了 目 ま ちづ く り 協議会 1 htt】刊川t仕均ttp:/句p:/υ/八、w刊川wW.cd白c叫吋山うオ沈k加《ωobe冗川叩e印印C引∞叫o.jp/九00凶

新開地周辺地!阪哀付 ま ち づ く り 協械議会 I h仕均ttp:llwww.cd配c.k耐 叫凶山山

/ 鷹取東地伏問復輿 ま ちづ く り 協議会 1 ，川 /以/www ω<0伽be加e口C叩o.J叩p山/九t同a凶1屯明E即aν

ト ア 口

- 記録 ・ 報告 ・ 情報等

じ記L

http://CCS.c r a.ko be-u. aC.j p/ Asial 93 IFu naken/Earlhq uake/index -jp.html 

htlp:1 1 ccs.cla.kobe-u.ac.jp/ Asia/9 3/FunakenlIVN lindex .jp.html 

M7 . 2 と 国際文化学部

地震 をめ ぐ る な想

The Soulh Hyogo 
Fukunishi) 

松本正人のホ ム ベ ー ジ

hltp:! 1 ccs.cla.kobe. u.ac.jpl Asia/9 3 IFunaken/NGOI index -jp.hlml 

bttp://ccs.cla.kobe.u.ac.jp/Asia/Visitor/ Amano/ Amano.html 

http://ccs.cla.kobe.u.ac.jp/System/Taikenki!jishin.html 

http://home.inlercity.or.jp/users/jAKII4quake/ 4 1 quakeJepo.html 
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自 主防災会 hllp:! ! irene.doshisha.ac.jp! semi! g95!j ishurepo.hlm 

阪神震災支援活動報告 (山梨大学工学 http://iwana.mss.yamanashi.ac.jp/ � nakagomi/hanshin.html 
部)

生活復興県民 ネ ッ ト http://l日nmin.net.hyogo.ch uo. kobe.j p/ 

小暮雅之 さ ん の 震 災 ボ ラ ン テ ィ ア http://kiwi-us.com/ -skyearth/ 
PTSD のペー ジ

は り ま いの ち の電話 http://malaria.himeji.du.ac.jp/IPublic/harima.tele/home.h tm I 

阪神大震災ボ ラ ン テ ィ ア TOM グルー http://mayumi.com/c仁)I!v!tom.htm
プ

レ イ ン ボぃ ノ 、 ウ ス I hllp:!川

ド方災 ネ ッ ト ワ ー ク プラ ン htlp:! !member.nifty.ne.jp!BOじSALNWP!

JA3DO の ホ ー ムペ ー ジ に http://member.nifty.ne.jp!JA3DO! 

1 大規模災答に お け る 応急欽効のあ り 方 http://member.nifty.ne.jp/ n. kaz/ìînkailhonbun.htm 

災害救援 を 考 え る http://member.nifty.ne.jp/ n -kaz/ 

西神第三仮設住宅 日 誌 http://member.nifty.ne.jp/nobuyasu/diary/diary.htm 

滋冗街舎 OZAKI 組 http://member.nifly.ne.jp/toshishi/ 

I Spock's Home Page hllp:! !members.tripod.co.jp!spock! 

た か と り コ ミ ュ ニ ァ ィ セ ン タ ー hltp:! !nodakita.gtb.co.jp! 

阪神大震災を記録 しつ つ け る 会 http://npo.co.jp!hanshin! 

東京メ ト ロ ネ ッ ト 災害情報 HP http://proteome.tmig.or.jp/saigai/ 

自 然災害教育 ・ 防災教育 http://telemann.edu.ibaraki.ac.jp/saigail 

防災気象情報サー ピ ス http://tenki.or.jp! 

と ー ち のペー ジ hltp:! !toach.kmis.co.jp! 

NPO (f) MIRRORS & WINDOWS hllp:! !tunagu.gr.jp!npomw! 

くイ ン タ ネ ッ ト 上で活躍 し て い る 市 I http://tunagu.gr.jp!npoyp.hlm[ 
民たち〉 一市民活動 イ エ ロ 一 ペー ジ ー

ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら

若者のための都市環境デザ イ ン 入 門

HAR は る 基金

ア レ ッ ク ス 防災資料館

災 害 ・ 防 災 支 援 ヴ 才 ラ ン テ ィ ア
ACTNOW 

AMDA ( ア ジ ア 際的速絡協議会)

AM 神戸

グ ル ー プハ ウ ス 尼崎

西宮か ら ~仮神淡路大震災 ・ 私的記録

阪神大震災 フ ォ ト レ ポー ト - my 
town Rokko 

阪神淡路大震災 と 夜、

Phote Gal lery R /永久記憶 と し て の
写真

! 神戸被災地 臼 記

す き な んや こ の跨が パー ト 2 -神
戸 ・ 震災か ら 6 年 一

問宮市仁Jl lo合野地区の ホ ー ム ベー ジ

兵庫県被災者連絡会

ょ う こ そ NPO リ ン ク へ !

私 た ち のマ ン シ ョ ンづ く り

) 火消 し健ち ゃ んの落書 き

災害特殊部隊ハ ヤ ブサ

i 頑張れ側通信

hltp:! ! wakoudo.hoops.li vedoor.com! defaull2 .htm 

h IIp:! ! web.kyoto. inet.or.j p! org! gak ugei/ j udi! semi na! s 9 7 0 9! index. h tm 

h tlp:! ! we b.kyolo， inet.or.j p! org! gak ugei/ mok u rok u! tosi/ f ukk oll!k inmok u !harOO. h tm 

http://www.alexgroup.com/disaster/ 

http://www.alles.or.jp/ -aclnow I 

http://www.amda.or.jp/ 

http://www.amkobe.co.jp 

hUp:1 /www.archi.kyoto-u.ac.jp/toyama-lab/ grouphouse/ 

http://www.asahì-net.or.jp/-cu5m ωym/nisìkital 

http://WWW.asahi.net.or.jp/ -fs5k .ktu !kobe/kobe.hlml 

http://www.asahi.net.or.jp!-hk2a.ikr!kobe.htm 

http://www.asahi.net.or.jp! -NC9R.YSD! 

http://www.asahi-net.or.jp/ -PR9耳 HJKT!DIARY HTML 

htlp:! !www.asahi.nel.or.jp!-lq7m.kit/ 

http://www.asahi.net.or.jp/ -wk7t. tnkl 

http://www.asahi-net.or.jp /-XC7T 行YSI

http://www.bekkoamc.ne.jp/ -kaibou/ 

http://www.bekkoamc.ne.j p /-kinopy I 

http://www.bekkoame.nc.jp/寸{-tomital

http://www.bekkoame.ne.jp/-simmn/hayabusa/hayabusa.html 

h社p://www.biwa.ne.jp/ -hykw5 1 04/ganbare/ganbaremenu.html 
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防災 と ポ ン テ ィ ア の 日 J I [W災 と ボ http://www.bousai.go.jp/voluntecr/ 
ラ ン テ ィ ア週間J

間際交流ギ ャ ラ リ B プ レ イ ス情報セ http://www.b-placc.or.jp/ 
ン タ

ワ ル ド NGO ネ ッ ト ワ ー ク (W;\N) 11 ttp:/ / www.center.osaka"u.ac.jp/pcop 1 e / w nn / wnn /W N 1\. b tm 1 

芦屋物語 hUp:! /www.ceres.dti.ne.jp/ -mat/ 

防災 OnLine ハ ン ド フ ッ ク hltp:/ / www.city.yükühama.jp/mc/bollsai/BOUSAI . H/ 

地袋災容に役立つ イ ン タ ネ ッ ト の研 http://www.db.shibaura.it.ac.jp/eq.net/shinsaiYP /home/ index.html 
ヲ古
VAN (ボラ ン タ リ ー建築家機構) hUp:i /www.clnp.co.jp/millennium/S日/cover.html

r↑i民活動セ ン タ ー神戸 hUp:l /www.dodirect.com/kiroku/ 

( [青報誌 みみず く ) bttp:/ /www.dodircct.com/kirol日l/mimizuku/

下公約援助i去」 実現ネ ッ ト ワ ー ク hUp:l/www.dodirect.com/kobe/aidl 

かみひこ う き I hUp:l /www.dodirecLcom/kobe/hiko-ki/ 

; 大地は ま だ招れて い る http:// www.clodirecLcom/kobe/powerfolk/ 

そ して神ρ hUp:1 / www.dodirecLcom/kobe/sos11ite/ 

Inter V nel.SFC hUp:l/www.enaa.org/interv.html 

地震 予知i と 地震調資研究に 関係 し た組 htLp:l/www.eri 日明tokyo.ac.j p / abe/ abe" h omcpage.h tm 1 
i能
災害ボラ ン テ ィ ア デー タ ノミ ン ク I http://www.fdma.go.jp/volunteer/ 

FEMJ\ (述邦緊急事態管理nっ hUp:l /www.fema.gov/ 

tl'F;�主浴 を 考 え る 神大の会 http://www.geocities.co.jp/日erkelcy/2442/

タ グコ ヰミ ー ム ン http://www.geocities.co.jp/Colosscum/ 1 1 20/ 

風見鴻 神戸空港へ ょ う こ そ っ http://www.geocities.co.jp/HcartLand/ 5 995/ no-kobe-airportl 

奈良新開義援金問題 hllp:/ /www.g巴ocitics.co.jp/WallStreet/1 7 9 5 / narasinbun/ narasinbun -list.htm 

震災復興研究班 の ホ ー ム ベ ジ htlp:/ /www.geocities.co.jp/WaIISlreeli6002/IllROSHIMA/HANSHIN/FlJKKOlJ.hlml 

連総宣言 http:// \vww .gorinkan.org/ governance/volu ntee了/

がんばろ う ノやわイ http://www.grn.mmtr.or.jp/ -ganbarou/ 

浜風の家 http://www.hamakaze守110-ie.or.jp/

1J士水努のホ ン http://www.hoops.livcdoor.com/-Lkor巴naga/

f阪神 ・ 淡路大震災J被災障害者のベー http://www.humind.or.jp/hisai/inclex.html 
ン

NGO 外凶人数媛 ネ ッ ト hup:/ /www.hyogo-iic.ne.jp/-g司neli

市民がつ く る神〆市白書委員会 hUp:/ / www.hyogo-iic.l1e.jp/� rokko/kokusyo.html 

ジ ャ パ ン ・ レ ス キ ュ ーサ ポ ー ト http://www.imilink.com/jrb/ 
ク ネ ッ ト ワ ー ク

阪神 ・ 淡路大渓災 に お け る 神戸大マ か http://www.ipc.kobe.u.ac.jp/News/mage/mage24/samura/samura.htm 1 
ら の情報発信一一一-WWW 地震関連
情報 と 情報ボラ ン テ ィ ア一一一一

日記応召函セ ン タ } http://www.isad.or.jp/ ト一一一一一
1 多文化共'Ic セ ン タ ー hUp:/ /www.jca.apc.org/cmia/ 

NPO 政策研究所 hUp:/ /www.jca ぉpc.org/npa/

Power - rfHi':の)y http://www.jca.ax.apc.org/power/ 

大阪 YWCA 11 ltp:/ / \vww.jca.ax.apc.org/ ywca_osk/ 

情 報 ボ ラ ン テ ィ ア と コ ン ピ コ タ http://www.jeton.or.jp/users/kanada/shinsai/l1ome.html 
ネ ッ ト ワ ー ク

阪神大震災 「記録笠通信J 11 ttp:l / www.jeton.or.j p/users/kanada/5hinsai/kirokHshitsu.htm 1 

Kunizuka http://www.jpu.co.jp/kunizuka/ 

同J1�0)ロ; と 地袋予知lの リ ス ク 一公 htlp:/ /www.jri.co.jp/jRR/ 1 9ヲ5/1 99502/jRIl I 99 .502op.risk.hlml
業 - 造業 ， 社会の 1) ス ク 管理!の提唱

( Ij 本総研)

防災型十 会 シ ス テ ム 構築へ向 けた緊急 http://www.j ri.co.jp/jRR/1995/ 19950 :1/JRRI99503op.hanshin.html 
提三一阪神大渓災を 教訓| に し て ( 日
本総研)
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ア メ リ カ の災害復興か ら何を学ぶべ き
かー危機管理由、 ら み た 向 己責任現社会
の あ り 方 ( 日 本総研)

広域連携 に よ る 地域防災体制の推進

ボ ラ ン テ ィ ア 活動の振興 に 向 け て ( 日
本総研)

防災の原点 人命を 第 義 と した防災
への従案一

災害時の安ざ:確認を ど う 解決す る か

ピ ン ト ウ } ラ (ボラ ン テ ィ ア 団体)

海文堂書j吉海文堂ギャ ラ リ �/ ア } ト
エ イ ド

宅塚 NPO セ ン タ 一

服部洋介/神戸 か ら の報告

http://www.kansaLne.jp/zukanpo/ 

h性p:// www.kcc.zaq.ne.jp/dfaazOO 5 /mokuji.html 

阪神 ， 淡路大渓災に{関する とti古応援情 I http://www.kh.rîm.or.jp/ �baihen/ 
報誌 「ニ ュ ー ス ! J 

f防i本光彰 & ザ ひ ょ う たん な ま ズJ 1 http://www.kh.rim.or.jp/ �jackpo山kahyo/
ジ

http://www.kh.rim.or.jp/ -maity /index.hLml 

hllゆp://www.k可010冗e一a剖lrpOl吋t.gr仁汀へ.jp/

神戸製綱 (束料2部糊官側側朝新f者都都机日ι似，心L心、 「司HAT 神戸J) Iいht均 /υ/八w刊f門wνw.k叫山CωO 印川/品h国川a泣t

神戸新開担 I r向 /，川町w.k凶(

(阪神 淡路大震災 I hltゆp:/υ/www.k初《叩010加e 叩 ∞川j叩p/川S印S悶alν / 

http://www.kokoro"care.org/ 

わか1;1:"発宇令基金 I http://www.kou出il叩 or がwakaba/waka 品川i

f震災後J に み る 「原」 社会の模索 I h均 //www.linkcl山川/�j. hirato/ 

阪神大震災対策歴史学会連絡会/隆史 I http://www.lit.kobe-u.a抗c吋叩:刈J必pパna剖剖ωl(刊山c山"
資科 ネ ツ ト ワ 』 ク

hUp:l/www.luminarie.com/ 

http://www.mainichi.co.jpl eye/branch/vv / 

hUp:l/www.marin.or.jp/kobekara/ 

hUp:l/ www.mars.dti.ne.jp/ -at"grace/ shinsai.html 
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阪神淡路大震災遺児 ・ 孤児の為の ケ ア I http://www.media.kansai.com/KlROH/ 
ハ ウ ス 浜風の主主

2001地震火i.l 1 ' t世界 こ ど も サ ミ I http:/!www.mmjp.or.jp/zisin"nfml/osbima/ 

iH際保健協)J市民の会 SHARE I http://www.nc.jp/asabilshare/health/ 

NHK ボラ ン テ ィ ア ネ ッ ト 11tlp:/ /www.nhk.or.jp/nhkvnetlindex.html 

news/ 1 998/pdflrn 1 9980903.pdf 

NPO 法施行後の展開 (野村 総研 http://www.nrî.co.jp/report/r昭ionl 1 999/pdfickl一一
日 本災 紋援ボラ ン テ ィ ア ネi ト ワ - I http://www.nvnad.or.jp/ 
ク (NVNAD)

士木防災ネ ッ ト Offer httゆp:/υ/WWW肌川匂沿.off.ばf日民{たer 配 印

淡E跨各 E島語ボラ ン テ イ ア情苦報 そ よ 風の

SOSBbs 災害 掲示絞

No Morc Kobci 

サ ン テ レ ど ジ ョ ン

ザノミ イ パル ・ ネ ッ ト ワ
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Fight the Fire 消防 ・ 救急のベー ジ

被災地隊告 者 セ ン タ ー

広域災 • ，r0:急医療情報シ ス 7 ム

週末ボラ ン テ ィ ア

WlDE プ口 シ、ェ ク ト ( イ ン タ ー ネ ッ ト
災害訓練)

神戸か ら の電 子メ イ ル

中央区ボラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

コ リ ア ボ ラ ン テ ィ ア協会

市民活動情報セ ン タ ー

東灘 地域助け{rい ネ ッ ト ワ ー ク

VOLARNET 

ド リ ー ム ペー ジ ェ ン ト in KOBE 

NEC ホ、ラ ン テ ィ ア ワ 】 ル ド

復興ニ ュ ス

震災モニ ユ メ ン ト マ ッ プ

阪神大震災モニ ユ メ ン ト 西燦遊児 さ ん
の コ ラ ム

VAG (ボ ラ ン テ ィ ア支援グルー プ)

大震災が教えて く れた こ と (神戸 ・ 長四三塑:空の レポ ー ト )

ょ う こ そ OF'F'ICE ' サ ト ーへ

め さ せ NATIVE 関商人

1 1 1飛達夫ホ ー ム ペ ジ

地震の 予知 について

コ ミ ュ ニ テ ィ サポー ト セ ン タ ー神戸

阪神 ・ 淡路大震災 ま ち 支援 グ ル ー プ
ま ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

地震 を主fIる �.地震学入門一

THE EARTHQüAKE 一 地震学入 門 一

尾池和夫のホ ー ム ペー ジ

犬 の 時， 地 の 利 ， 人 の 輪 Make o f  
Biotop 

NPO 関係ホ 』 ム ペー ジ

A-yan Tokyo 

すたあ と 長出

EIC 地震学ノ ー ト

YCU 地震学 レ ポー ト

事rr地震予知研究計一関

二i菱総研 (都市災害100年)

http://www.warp.or.jp/ �muraoka/ 

http://www.warp.or.jp/ �takuto/ 

http://www.wds.emis.or.jp/Vo.r dsScripts/\iV ds/ defaul t.asp 

http://www.weekend.kobe.jp/ 

http://www.wide.ad.jp/index.j.hlml 

http://www.win.ne.jp/-sidl0263/fk.html 

http://wwwl .mesh.ne.jp/% 7Ekobe-cvc/ 

http://wwwl .mesh.ne.jp/ �korea-v / 

http://wwwl .mesh.ne.jp/ �sic/ 

http://wwwl .mesh.ne.jp/ �tas1Jkeai/ 

http://www} .mesh.ne.jp/ �volanet/ 

http://www] .mesh.ne.jp/ �volanet/kobefund/9 5 1 2dpik/mcssage.htm 

http://wwwl .mesh.ne.jp/v-world/ 

http://wwvv.l .odn.ne.jp/fukkou/ 

http://wwwl .plala.or.jp/monumen1./ 

http://wwwl.plala.or.jp/monumenLl saijo.html 

hUp:/ /wv，'w1 m.mesh.ne.jp/ �vag/ 

http://www2.justnet.ne.jp/ �rîverston/ 

http://www2.jllstnet.ne.jp/ �ys"sam-satコ/main.html

htlp:/ /www2g.biglobe.ne.jp/ -gomma/ 

htlp:l /www2s.biglobe.ne.jp/ -kawalb_t1 

hltp:l /www2s.biglobe.ne.jp/ -yositugu/ 

http://www2u.biglobe.ne.jp/ -cskobe/ 

http://www3.airnet.ne.jp/m-comi/index�old.htm 

http://www3.justnet.ne.jp/ �m-nasuno/nyumon.htm 

hllp:l /www3.joslnel.ne.jp/ -m.nasuno/WELCOME.HTM 

http://www4.juslnet.ne.jp/ �cat-fîsh/ 

http://www5.0038.net/ �touch/ maru/ makc/ make.html 

http://www5.cao.go.jp/seilくalsu/npo/

htlp:/ /www5a.biglobe.ne.jp/ -sekino/jp! 

http://www7.ocn.ne.jp/ -start.n/ 

http://wwweic.eri.u.lokyo.ac.jp/EIC/EIC 河ews/

http://wwweic.erî.u .tokyo.ac.jp/EIC/YCC _reportl 

http://wwwcic.cri.u.tokyo.ac.jp/yoti "kenkyu/ 

http://xing.mri.co.jp/res巳arch/research/bousai/ 
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http://www2.justneLne.jp/ �shioihiroyul日/Elink.btm

; 火11 1関係の リ ン ク サ イ ト bttp://hakone.eri.ll.tokyo.ac.jp/vγc/lil1 ks/ jl i nks.htm I 
i

鳥取県西部地震関連 リ ン ク 集 http://www.reimy.com/J îl1k/tottori.htm 1 

http://www.toshibou.jp/links.htm 

TBS 防災 ラ イ フ ラ イ ン リ ン ク 集

耐震関連 リ ン ク 集

域防災計 iifiî &被害想定 リ
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第三章

ゆ 諜路大震
会の活動



1 . 人類の安全 と 共生に罷 る 総合的立調査研究

(基本方針)

O阪神 ・ 淡路大震災の経験 (震災 当 時 か ら 復 旧 ・ 復興の過程) の 集積 と 伝承

震災の記録 を 体系 的 に 整閉す る た め 、 既存情報の分類整理方法の検討及 び未来へ

の証言 と し て震災当時、 復旧 ・ 復興過程の対応者の記憶の録画化 な ど基礎的 な調査

を 行 う 。

0教訓l を 生か し た新 し い施策の提案 - 21世紀文 明 の創造

自 然 と 社会の破壊 を研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 と し た 、

や21 世紀の都市 (都心) づ く り を研究す る 。

( 1 )  沖村委員研究会

任 研究課題

地盤情報 を 活用 し た被災分布 の 究 明

を 研究内容

兵庫県南部地震の実体 を 解明す る た め に 、 震源断層 で どの よ う な破壊が発生 し 、

どの よ う に 地震波が伝播 し 、 地表付近で どの よ う に そ の 地震波が増幅 さ れ、 構造物

等 に どの よ う な被害 を 与 え た か を 究明 す る O こ の結果得 ら れ る 地震動 と 被害の関係

分析結果 は 、 他地域 に お け る 地震被害想定 に も 有効 な 手法 と な り 、 ま た 、 今後の構

造物 の耐震設計に対 し で も 有効 な 情報 と な る 。

ヨ 研究主体

リ ー ダ ー : 沖村

メ ン バ ー : 佐藤 忠信

南部 光広

岸本 英明

任 研究期 間

3 年 間 (1998年度� 2000年度)

⑤2000年度実積

ア . 研究会 の 開催

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

京都大学防災研究所教授

応用 地質(林)西 日 本技術 セ ン タ ー 副 所長

日 本 コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ (f�)代表取締役

イ . 神戸市街地全域 に お け る 地盤入力 デー タ の作成
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ウ . 神戸市街地全域 に お け る 地震動解析

エ . 神戸市街地全域 に お け る 地震動解析結果 と 木造建物被害 と の 関係分析

(2) 五百旗頭委員研究会

ミ研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続 的 な 発信方策の構築

- Oral History 

�研究内容

阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 災害発生後の対応の如何が被害軽減 に 大 き な役割 を 果た

す こ と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制 に 関 す る 研究の必要性が増 し て

い る 。

従来 に な い未曾有の被害規模 と な っ た今回 の震災 は 、 災害規模 の 量 的 な 拡大が災

害対応の面で も こ れ ま で に な い課題 を 生 み 、 災害対応 に 関 す る 考 え 方 に つ い て の 質

的 な 転換 を せ ま る も の と な っ た 。 本研究 は 、 こ う し た新 し い 災害対応の課題 を 整理

し 、 従来の災害対応 と の 関連性 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 総合的 な 災害対 花、 プ

ロ セ ス のモ デル化 を 行 う 。

各研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科教授

メ ン ノ f

{五百旗頭 チ ー ム l

{林春男 チ ー ム }

{室崎チ ー ム ]

五 百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授

久米 郁男 神戸大学‘大学院法学研究科教授

林 春男 京都大学防災研究所教授

瀬尾 征男 東京海:上 リ ス ク コ ン サ ル テ ィ ン グ

草川希志依 富士常葉大学環境防災学部助教授

田 中 重好 弘前大学人文学部教授

柳原 良造 ハ イ パ ー リ サ ー チ側 ほ か

室崎 主主輝 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー教援

鎌江伊三夫

太 田 裕

大西 一嘉

神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授

愛知淑徳大学現代社会学部教授

神戸大学工学部教授
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を 研究期 間

3 年間 (1998年度�2000年度)

③2000年度実績

{五百旗頭 チ ー ム }

@ 行政関係者 に対す る 震災当 日 の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ピ ュ ー

{林春男 チ ー ム }

ア . 中央区 に お い て震災復興 に従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ 一 、 行政関係者、 地元

企業支屈長等 と 研究 メ ン バ ー に よ る グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン

イ . 長 田 区等 で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に携 わ っ た 人等 に対す る イ ン タ ピ ュ ー

{室崎チ ー ム }

・ 震災で亡 く な っ た 人の家族等 に対す る イ ン タ ピ ュ ー

(3) 端委員研究会

q 研究課題

震災資料の分類 ・ 公開 の 基準

②研究内容

坂神 ・ 淡路大震 災 に 関連す る 報告書や体験記 な どの 資料 ・ 記録 は 、 未曾有の大都

市直下型地震の経験 を 記す も の であ り 、 震災か ら 学 ん だ貴重 な 教訓 と し て 、 広 く 地

域や時代 を 超 え て活か し て い か な ければな ら な い。

こ の た め 、 現在、 (財 ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に お い て 収集 ・ 保存 し て い る

阪神 ・ 淡路大震災関連資料 に つ い て 、 そ の 収集方法、 整理方法、 分類方法、 保存方

法、 公 開 基準等 を 検討す る O

(主研究主体

「震災資料の 分類 ・ 公開 の 基準研究会j

リ ー ダ ー : 端 信行 国立民族学持物館博物館民族学研究部教授

メ ン バ ー : 芝村 篤樹 桃 山 学院大学経済学部教授

大村 時一 宝塚造形芸術大学映像造形学科教授

橋爪 紳也 大阪市立大学文学部助教授

田 中 聡 京都大学防災研究所助手

中村 善郎 神戸市立博物館学芸課長
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宮本 i専 兵庫県立関書館可書

山 崎 均

オ ブザ ー パ ー : 林 春男

兵産県教育委員 会事務局社会教育 ・ 文化財課主査

京都大学防災研究所教授

稲葉 洋子 神戸大学附属図書館情報管理課企画掛長

「震災資料の分類 ・ 公開 の 基準研究会」 公開基準検討部会

リ ー ダ ー : 芝村 篤樹 桃 山 学院大学経済学部教授

メ ン バ ー : 奥村 弘 神戸大学文学部助教授

辻1 1 1 敦 尼崎市立地域研究史料舘係長

(!研究期 間

大西 愛 大阪大学出版会

3 年 間 (1998年度 � 2000年度)

⑤2000年度実績

研究会及 び検討部会での 3 年 間 の研究成果 に つ い て は 、 「震災資料の分類 ・ 公開

の 碁準研究会報告書 ( � 阪神 ・ 淡路大震 災 関 連資料 の 活用 に 向 け て � ) J に 取 り ま

と め 、 1 ， 000部 を作成、 配布 し た 。

ア . 研究会の 開催

緊急地域雇用 特別 交付金事業 に よ る 震 災資料調売事業運 営 方 法 の 検討、 阪

神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) に お け る 資料の活用 方策 の検討等

イ . 公 開基準検討部会の 開催

緊急地域房用 特別交付金事業 に よ る 震災資料調査事業 に お け る 個別 の 問題点

の検討等

ウ . 震災 6 肩年記念事業 リ レ ー 展 (2001年 1 月 開催) に お い て 収集資料の一部 を展

刀三

(4) 嵐土 と 文化 に根 ざ し た災 害 に 強 い ま ち づ く り に 関 す る 研究

(工研究課題

~ 風土 と 丈化 に根 ざ し た災害 に 強 い ま ち づ く り に 関 す る研究~

②研究期 間

3 年 間 (1998年度�2001年度)
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③事業内容

自 然災 害 に 脆 弱 な 開発途上 国 を 対象 と し た場合、 市民の 防災意識 を 向上 さ せ る 方

法 も 各国 、 各行政区の風土や文化の栢達、 実情 に応 じ た ア プ ロ ー チが必要 と な る O

そ こ で震災以降、 防災担当組織 を 制度体系化 し た 兵産県の経験 ・ 課題 を 検証す る

と と も に 、 自 然災害 に 脆弱 な 開発途上国の行政区の 間災体制 に つ い て調 査 を 行 い 、

地域の風土や文化 に応 じ た総合的 な 防災対策 に 向 け た支援 を 具体化す る た め の調査

研究 を 行 っ て い る O

④実施方法

国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所へ委託

2 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企菌 ・ 立案及び調査研究

( 1 )  神戸文明博物舘群 (20世紀博物館群) 構想、

①事業内容

20世紀の め ざま し い科学技術や生活文化の発展の足跡 を振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る

も の と し て 総合的 ・ 体系的 に21世紀 に継換す る と と も に 、 青少年 を は じ め 市民が科

学技術 や 文化 に つ い て理解 と 関 心 を 深め 、 科学技術の水準 の 向上、 経済社会の発展、

新 し い 文化の 創造 な ど に 資す る た め 、 人 々 が学 び、 楽 し め る 参加体験機能 、 研究機

能 、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の博物館群 を 国営明石海峡公園 (神戸地区)

の 隣接地 に お い て 整備す る O

②2000年度実績

・ 関西 ミ ュ ー ジ ア ム メ ッ セ 2000への 参加

構想 を 広 く 市民 ・ 企業関係者 に PR す る た め に 、 関西経済連合会が大 阪 で 開 催

し た 「関商 ミ ュ ー ジ ア ム メ ッ セ 2000J (会期 : 2000月 5 月 24 日 � 27 日 ) に 出展 し 、

関 西圏 に お け る 構想、 の 認知度向上 を 図 っ た 。

・ 21 世紀夢の 技術展への参加

出展者で あ る 国立研究機関 、 民間企業等 に 将来の構成への参加 ・ 協力 を 呼びか

け た (会期 : 2000年 7 月 21 日 � 8 月 6 日 ) 。
• PR ビ デ オ の制作

構想の 内容 を コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ッ ク ス 映像 な ど を 用 い て分か り やす く 紹

介す る PR ビ デ オ を 制作す る (2000年度 か ら 2 か年で制作) 。

・ ホ ー ム ペ ー ジ の制{乍
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構想、の 内 容 を 広 く 関係省庁、 学界、 経済界、 市民 な ど に P R す る こ と を 呂 的 に

制作 し た 。

・ 関西経済連合会 イ ン タ ー ネ ッ ト 博覧会への 参加

関経連の主催す る イ ン パ ク ・ パ ピ リ オ ン 「 ミ ュ ー ジ ア ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ ア ム

ズ」 に 参加す る o (2001年12 月 末 ま で)

( 2 )  阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称、)

①趣 旨

高齢化の進 む大都市 を 襲 っ た 人類史上初 め て の 地震災害 と な っ た 阪神 ・ 淡路大震

災 の 貴 重 な 経験や教訓 を 全世界の 共有財産 と し て 継承 し 、 国 内外 の地震災害 に よ る

被害の軽減 に 貢献す る と と も に 、 い の ち の尊 さ や共生の大切 さ な ど世界 に発信 し て

い く た め 、 兵庫県 で は 2002年春の オ ー プ ン を 目 指 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル

セ ン タ ー (仮称) の 整備 を 進め て い る O

②2000年度事業進捗状況

県立施設 と し て整備 さ れ る こ と と な っ た 阪神 ・ 淡路大震 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮

称) に つ い て 、 県 と 協力 し て 、 協会 と し て必要 な 諸検討 を 進め た 。

(注) I阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J の 名 称 は2002年 1 月 7 日 に

「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災来未 セ ン タ ー 」 に決定 し た 。

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存

(1 ) 資料の収集整理 ・ 保存

阪神 ・ 淡路大震災及 び復興 に 関 す る 資料の散逸 を 防 ぐ と と も に 、 国 内 外 に お い て
災害が発生 し た場合の モ デル と し て 災害 防止対策等 に 活 か す た め 、 (財) 21世紀ひ

ょ う ご創造協会 に お い て 収集 ・ 保存 し て い た 資料 を 1998年度 よ り 引 き 継 ぎ、 当協会

の事業 と し て本格的 に取 り 組ん で い る O

①2000年度実績

ア . 図書 ・ 刊行物等の収集、 公開

2001年 3 月 末現在、 21 ， 428点 の 図書 ・ 刊行物等 を 収集 し 、 資料室 に お い て公

開 し て い る O

内訳 : 書籍3 ， 295点 、 雑誌854点 、 機関誌10 ， 685点、 冊子3 ， 328点、

ピ デオ 168点、 CD . DVD56点 な ど

イ . 資料室ニ ュ ー ス の発行
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第 2 号 2000年10月 発行 (2 ， 000音15)

第 3 号 2001年 3 月 発行 (3 ， 000部)

ウ . 震災映像 ア ー カ イ ブの展示

「市民が撮 っ た 震 災 映後 ア ー カ イ ブ」 の DVD-ROM を 協会への 出 え ん 団体

に 送付す る と と も に 、 10月 か ら フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ、 に お い て常設展示 し て い る 。

な お 、 2000年度 よ り 「阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 震災資料調査指導事業」 を 実

施 し て お り 、 震災関連の写真や ピ ラ 、 震 災 に ま つ わ る モ ノ な ど の 資料 に つ い て

は 、 こ の事業 を 通 じ て 収集 ・ 保存 に 努め て い る O

(2 )  板神 ・ 淡路大震災復興誌の編集

震災か ら の復興 に 関す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興の過程

を 総合的 に 記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 を 作成 し た 。

①2000年度実績

震災復興誌編集委員 会の 開催

②成果物

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 ( 第 5 巻) J 2001年 3 月

(3) 街の復興 カ ル テ の作成

6 年 間 の震災復興 を 終 え 7 年 目 に入 っ た 、 復興カ ル テ調査地医 ( 9 地 区) の復興

の 実態 を 示 し た報告書 を作成 し た 。

①2000年度実績

く研究会〉

ア . 名 称

イ . 日 時

ウ . 場 所

街の復興 カ ル テ研究発表会

2001年 1 月 12 日 (金 13 : 00 � 16 : 30

仮神 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) 2 階多 日 的

室

エ . 参加人数 90名

②成果物

「街の復興 カ ル テ (2000年度抜) J 2001年 3 月
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4 . 販神 ・ 淡路大震災周年記念事業の啓発 ・ 実施

( 1 ) I坂神 ・ 淡路大震災 6 潤年記念事業 「総合 フ ォ ー ラ ム 」

21世紀 日 本 の構想、 シ ン ポ ジ ウ ム in HYOGO 

21世紀の成熟社会 に お い て 各般の構造改革 を 迫 ら れ る 我が国の 将来像、 地方の あ

り 方等 を展望す る た め 、 ，{聞 の確立 と 新 し い公 の 創 出 」 、 「 自 立 と 協治」 等 の キ ー ワ ー

ド を 含 む 問 題 を 提起 し 、 大 き な 反響 を 呼 ん だ故小槌 恵三元首相 の 委 嘱 に よ る '21世

紀 日 本 の構想」 懇談会の メ ン バー に よ り 、 震災の教訓や復興の過程 で 芽生 え た 新 た

な 地域社会づ く り の動 き な ど も 手がか り に議論 を 深め 、 そ の成果 を 内外に広 く 情報

発信す る O

①2000年度実績

ア . B 時

イ . 場 所

ウ . 内 容

〈テ ー マ〉

2001年 2 月 16 日 (金) 13 : 30� 17 : 00 

兵庫県公館 大会議室

「 自 律 と 協働 の21世紀へ~ 阪神 ・ 淡路か ら 世界 に 向 け て � J

〈内容〉

(基調講演)

「 日 本の フ ロ ン テ イ ア は 日 本の 中 に あ る � 1"21世紀 日 本の 構想、懇談会」 報

告が提起 し た も の � J

講 師

河合 隼雄 f 国際 日 本文化研究 セ ン タ 一所長 六

\ 21 世紀 日 本 の構想懇談会路長 J 

( パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン )
コ ー デγ ネ ー タ ー

五百旗頭真 「 神 戸大学大学院法学研究科教授 寸
L 第 1 分科会 「世界に 生 き る 日 本」 座長 J

パ ネ リ ス ト

中村 桂子 f\一一JT 生命誌研究舘副舘長

第 3 分科会 「安心 と う る お い の 生活」 座長 J
川 勝 平太 ( 国際 日 本文化研究セ ン タ ー教授 J 第 4 分科会 し い 国土 と 安全 な 社会」 座長

ILJ崎 正和 〔 劇作家 東亜大学学長 大阪大学名誉教授 〕
第 5 分科会 「 日 本人の未来」 分科会康長

エ . 参加人数 500名
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(2 )  阪神 ・ 淡路大震災 6 周年記念事業の推進

阪神 ・ 淡路大震災の悲 し み や教訓 を 、 い つ ま で も 風化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の安全 と 安心 に生かす た め 、 f主 ま い 、 生活、 産業な どの復興 に 向 け た様々 な 取 り 組

み や被災地の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の周年記念事業 を 実施 す る こ と に よ

り 、 国 内 外 に 情報発信 し て い る O

①テ ー マ ・ 理念

( テ ー マ r震災 を 乗 り 越 え 創 造的復興 を め さやす』

(理 念) ア . 震 災 を 忘れず防災 に 取 り 組む

②2000年度実績

イ . ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を ひ ろ げ新 し い揺祉 コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざす

ウ . 21世紀文明 を 創造す る

(2000年 6 月 � )

理念 に 沿 っ た 6 周年記念事業の実施 を 、 行政、 学界、 各種間体等 に対 し 、 文

書、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 啓発 1) - フ レ ッ ト 等 に よ り 、 広

く 呼びか け た 。

(11 月 一 )

呼びか け に賛 同 し た行政、 民 間 団体等 に よ る 70事業 を と り ま と め 、 6 周年記

念事業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各積広報誌、 ポス タ ー 、 新開広告

等 に よ り 、 一体的 に広 く 内外へ PR し た 。

(2001年 2 月 � )

各事業実施団体 に対 し 、 文書 に よ り 、 実施結果の記録の保存 、 総合記録書の

作成 に つ い て協力 を 求め た 。

(3) 阪神 ・ 淡路大震災暦年記念事業補助

震災の発生 し た 日 であ る 1 月 17 日 を 中心 と し た 時期 に実施 さ れ る 事業 で 、 周年記

念事業の理念 に 沿 っ て 、 県又は市 町 と 各種団体等で構成 さ れ る 実行委員 会が実施す

る も の の 開催 に 要す る 経費 の 一部 を 補助 し て い る O

①補助金額

補助対象経費 の 合計額か ら 入場料収入等 を 控除 し た 金額の 1 / 2 以 内

( た だ し 、 捕助対象経費 の合計額か ら 公共団体か ら の負担金等 を 控黙 し た 金額 を 上 限

と す る 。 )( 限度額 全県的事業 : 1 ， 000万円 \

そ の 他 500万 円 J
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②実施期 間

12月 1 日 か ら 2 月 末 (事業 は 単年度事業 と す る 。 )

@補助金交付元

(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興蒸金

④2000年度実績

ア . 補 助 額

イ . 交付事業数

90 ， 270千円

44事業

(4) 5 周年記念事業総合記録書の作成

震災か ら の復興に 向 け た取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後世 に 伝 え て い く た め 、

2000年 1 月 17 日 を 中心 と し た 時期 に 実施 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等阪神 ・

淡路大震災 5 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

①2000年度実績

5 周年記念事業総合記録書 を作成 (1 ， 500部) し 、 関係機関等へ配布 し た 。

( 5 )  r 防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」 及 び 「週間」 啓発事業

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 活動及 び 自 主的

な 防災活動 に つ い て の 関心 は 、 時 間 の経過 と と も に 薄 れ る 恐れがあ る O そ こ で、 そ

れ ら の認識 を よ り 深め 、 災害へ の 備 え の 充実強化 を 図 る た め 、 1995年12月 15 日 に 閣

議了解 さ れた 「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 呂 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 び 「防災 と ボ ラ ン テ イ

ア 週 間 (毎年 l 月 15 日 か ら 21 日 ) J を 広 く PR し て い る O

①2000年度実績

(ll 月 )

関係機関 (各市町、 県民局等) に対 し 、 関連事業の実施 を 直接呼びか け る と
と も に 、 リ ー フ レ ッ ト の配布 に よ り 、 広 く ー殻 に 啓発 を 行 っ た 。

(2001年 1 月 )

「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 J ( 1 月 17 日 ) に お い て 、 新 聞 紙面広告 に よ り 、

幅広 く 啓発 を 行 っ た 。

( 6 )  1 .  17宣言策定に対す る 支援

被災地の責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓l を 風化 さ せ る こ と な く 次世

代 に 継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣言の 策定、 発信並 び に 啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必要で、 あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 .  17人類の安全 と 共
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生 を 考 え る 兵庫 会議J が行 う こ れ ら の 活動 を 支援 し て い る O

①2000年度実績

( 4 月 - 6 月 )

兵庫会議代表世話人 (元設立発起人) に 、 第 4 回 宣 言の進め方等 に つ い て意

見聴取 し た 。

( 8 月 17 日 )

兵躍会議代表世話人 (元設立発起人) に よ る l . 17宣言 ( 第 4 間 ) 検討懇話

会 を 開催 し 、 宣言の 内容、 起草者等 に つ い て検討 を 行 っ た 。

( 8 月 下旬 - 11 月 )

宣言文の起草

(12月 )

1 1 .  17人類 の 安全 と 共生 を 考 え る 兵産会議」 構成員 に対 し 、 賛 同 の呼びか

け を 行 っ た 。

(2001年 1 月 17 B )  

l . 17宣言の発表

ア . 場 所 1 1 .  17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 震災 6 周年追悼の つ

とミい」 会場 (神戸東部新都心)

イ . 発表者 新野幸次郎氏

( 1 .  17宣言検討懇話会座長 ・ 神戸大学名誉教授)

(2001年 l 月 17 日 - )

l .  17宣言の啓発

ア . 記者発表

イ . 新聞紙面広告 に よ る 宣言文の PR (平成13年 1 月 17 日 朝刊 )

ウ . イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を 和 文、 英文 に よ り 掲載

エ . 宣言文 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等あ て に 配布

l .  17宣 言 ( 第 4 回 )

1 月 17 日 は忘れ な い

'慣れ親 し ん だ ま ち な み と

家族や 友 人 の 命 を

一 瞬 に し て奪 い 去 っ た あ の震災は

遠い過去の話で は な い
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あ れか ら 6 年

ま ち な み は次第 に も と の姿 を 取 り 戻 し

傷跡 は徐 々 に 見 え な く な っ て き た

し か し 、 毎興は今 も ま だ続い て い る

わ た し た ち は20 世紀の終わ り に

か け が え の な い犠牲 を 代償 に

大い な る 教訓 を 得 た

あ の体験がわ た し た ち に植え つ け た 危機感

そ し て あ の過酷 な 現実の 中 で

わ た し た ち を 助 け た

人 と 人 と の つ な が り 、 そ の 暖か さ

共 に 支 え あ う こ と の貴 さ

日 常で は忘れがち な こ の教訓 を

今一度見つ め な お し

世界 中 の 人々 に役立 て る た め

あ ら ゆ る 境界 を 越 え た

対話の場 を 創 ろ う

そ れは必ず心の紳 を 築 き

人 と 人、 地域 と 地域 を 結 ん でい く

紳は やがて大 き な 力 と な り

新 し い社会 を 創 り だす

21世紀 を 担 う こ ど も た ち に

誇 り を も っ て手渡せ る

怠識 を 創 り 、 ま ち を 創 り 、 社会 を 創 る

そ れが震 災 を 経験 し

内外の多 く の 人 か ら 力 を も ら っ て

復興 を 続 け て き た わ た し た ち の

義務であ り 責任 で あ る
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2001年 1 月 17 日

1 .  17人類、の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫会議

〔受託事業〕

上 人類の安全 と 共生に係 る 総合的な調査研究

(1 ) 避難所の管理 ・ 運営等 に 関 す る 調査

{兵)車県受託 〔厚生労働省 ( I日厚生省) 補助J ]

( 2 )  京 阪神 に お け る 多様 な 主体の参加 に よ る 新た な 連携方策検討調査

[ 国土交通省 ( 旧 国土庁) 受託]

(3) 防災演習用 ソ フ ト ウ ェ ア 開発事業

{兵産県受託 〔 内 閣 府 ( I日 国土庁) 補助J ]

(4) 施設管理 ・ 運営計画 の策定事業

{兵庫県受託 〔 内 閣 府 ( 旧 国土庁) 補助J ]

(5) 施設管理 ・ 支援 シ ス テ ム の 開発事業

{兵庫県受託 〔 内 閣舟 ( 旧 国土庁) 補助J ]

3 . 阪神 ・ 淡路大震災に保る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存

( 6 )  阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 震災資料調査指導事業

{兵庫県受託 〔厚生労働省 ( 旧 労働省) J J

(7) 阪神 ・ 淡路大震災関連情報デー タ ベ ー ス 構築事業

[ (財) 消 防科学総合セ ン タ ー 受託 〔総務省 ( I日 自 治省) 委託J ]

( 8) 防災関係情報収集 ・ 活用 調査 ( 阪神 ・ 淡路地域)
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震災復興誌編集委員会名簿

[委員}

I中 村 孝 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授

柱 正 孝 大阪市立大学文学部教授

小 西 康 生 神戸大学経済経営研究所教授

小 林 郁 雄 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 代表世話人

高 田 至 郎 神戸大学工学部教授

鳴 海 邦 碩 大阪大学大学院工学研究科教授

布市 信 行 :京都橘女子大学教授 (委員長)

中本 敏 彦 大阪大学大学院呂際公共政策研究科教授 (副委員長)

松 原 一 郎 関西大学社会学部教授

松 本 誠 神戸新聞編集局 調査研究資料室長

丸 川 征四郎 兵庫 医科大学教授

{顧問]

新 野 幸次郎 (財)神戸都市問題研究所長

(i主 1 ) 本誌の企画 に 際 し で は 、 I二記の震災復興誌編集委員 会 に よ り 内容構成 を 検討 し、 指導助言 を得た。
(浅 2 ) 第二部 「各分野の年次記録」 の執筆 に つ い て は 、 火谷成章、 大森要、 奥野哲士、 来住邦男、 橘J I [真一、

玉置哲世、 中村清、 森中馨、 横山巽佳、 和 田克己の 各氏が担当 し た。


